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古
来
よ
り
福
岡
県
は
、
大
陸
と
の
文
化
交
流
の
窓
口
と
し
て
最
新
の
文
化
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
県
内
各
地
で
は
、
異
な
る
歴

史
や
風
土
の
中
で
独
自
の
文
化
が
育
ま
れ
、
特
色
の
あ
る
祭
り
・
行
事
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
祭
り
・
行
事
は
、
ま
さ
に
人
び

と
の
生
活
の
一
部
で
あ
り
、
ま
た
、
誇
り
に
思
う
人
び
と
も
多
く
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
社
会
生
活
や
産
業
の
急
速
な
変
化
に
伴
い
、
福
岡
県
の
伝
統
的
な
祭
り
・
行
事
の
中
に
は
大
き
く
変
容
し
て
し
ま
っ
た
も

の
や
、
す
で
に
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
数
多

く
の
祭
り
・
行
事
が
中
止
、
も
し
く
は
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
貴
重
な
文
化
財
の
滅
失
に
大
き
く
拍
車
を
か
け
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
の
中
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
に
か
け
て
、
福
岡
県

内
で
継
承
さ
れ
て
き
た
祭
り
・
行
事
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
報
告
は
そ
の
調
査
成
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
り
・
行
事
が
備
え
る
地
域
的
特
色
や
歴
史
的
背
景
を
報
告
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
継
承
さ
れ
て
き
た
祭
り
・
行
事
の
価
値
が
改
め
て
見
直
さ
れ
、
今
後
の
保
存
・
継
承
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
の
実
施
及
び
報
告
書
の
刊
行
に
当
た
り
、
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
文
化
庁
を
は
じ
め
、
調
査
に
御
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
委
員
会
の
調
査
委
員
・
専
門
調
査
員
の
皆
様
方
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
市
町
村
、
各

調
査
地
の
祭
り
・
行
事
の
保
存
会
や
地
元
関
係
者
の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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iv

　
例 

言

一
、　 

本
書
は
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
が
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
の
六
箇
年
に
わ
た
っ
て
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」

調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。

二
、　
調
査
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
方
法
、
報
告
書
編
集
に
つ
い
て
指
導
・
助
言
を
得
た
。

三
、　 

市
町
村
の
協
力
の
も
と
、
所
定
の
調
査
票
に
基
づ
き
基
礎
調
査
を
行
っ
た
。
基
礎
調
査
の
結
果
は
、
第
六
章
に
基
礎
調
査
一
覧
と
し
て
掲
載
し
た
。

四
、　 

詳
細
調
査
は
、
調
査
委
員
会
で
選
択
し
た
四
二
件
の
祭
り
・
行
事
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
協
力
を
得
て
、
調
査
員
・
専
門
調
査
員
・
事
務
局
が
実
施
し
た
。

五
、　 

口
絵
及
び
本
文
中
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
詳
細
調
査
実
施
時
に
調
査
委
員
・
専
門
調
査
員
・
事
務
局
が
撮
影
し
た
も
の
及
び
市
町
村
・
保
存
会
提
供
の
も

の
を
使
用
し
た
。

六
、　
本
文
中
に
使
用
し
た
地
図
、
分
布
図
は
事
務
局
が
作
成
し
た
。

七
、　 

第
二
章
及
び
第
四
章
は
、
調
査
委
員
・
専
門
調
査
員
が
担
当
し
、
第
三
章
は
本
県
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
文
化
振
興
課
の
久
野
隆
志
が
、
ま
た
第
一
章

及
び
第
五
章
は
文
化
財
保
護
課
の
梶
佐
古
幸
謙
が
担
当
し
た
。
本
書
の
編
集
は
、
調
査
委
員
会
・
九
州
歴
史
資
料
館
の
岸
本
圭
・
会
計
年
度
任
用
職
員
の

䑓
昌
也
の
協
力
を
得
て
梶
佐
古
が
行
っ
た
。



1

第
一
章
　
は
じ
め
に

　　
第
一
節
　
調
査
に
至
る
経
緯

　
福
岡
県
は
旧
筑
前
国
、
筑
後
国
、
豊
前
国
の
一
部
か
ら
な
る
。
自
然
環
境
と
し

て
は
、
玄
界
灘
、
有
明
海
、
周
防
灘
に
面
し
、
筑
紫
山
地
、
耳
納
山
地
、
英
彦
山

地
な
ど
の
山
々
と
そ
れ
ら
を
水
源
と
し
て
流
れ
る
筑
後
川
、
遠
賀
川
、
山
国
川
と

い
っ
た
大
き
な
河
川
に
よ
っ
て
、
福
岡
平
野
や
筑
紫
平
野
を
は
じ
め
と
す
る
豊
穣

の
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
代
よ
り
大
陸
と
の
交
流
の
窓
口
と
し
て
、

最
新
の
文
化
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　
県
内
各
地
で
は
、
異
な
る
歴
史
や
風
土
の
中
で
独
自
の
文
化
が
育
ま
れ
、
特
色

の
あ
る
祭
り
・
行
事
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
北
部
九
州
に
特
有
の
カ
ビ
で
吉
凶
を

占
う
「
粥
占
」
や
玄
界
灘
沿
岸
の
「
玉
せ
せ
り
」、全
国
的
に
み
て
古
式
が
残
る
「
宮

座
」
及
び
「
放
生
会
」、
筑
前
・
筑
後
地
域
の
「
盆
綱
」、
県
内
全
域
に
広
ま
っ
た

恵
比
須
信
仰
に
基
づ
く
「
恵
比
須
祭
り
」
な
ど
現
在
も
豊
か
で
多
彩
な
祭
り
文
化

が
息
づ
い
て
い
る
。

　
福
岡
県
で
は
、
右
記
の
よ
う
な
多
彩
な
祭
り
・
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
祭
り
・
行
事
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
県
内
に
分
布
す

る
祭
り
・
行
事
の
全
体
像
及
び
現
在
の
実
施
状
況
が
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
祭
り
・
行

事
を
把
握
し
、
文
化
財
保
護
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
調
査
に
当
た
っ
て
は
文
化
庁
が
定
め
る
「
祭
り
・

行
事
調
査
実
施
要
項
」
に
則
り
、
国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
・
活
用
事
業
費
補
助

金
（
民
俗
文
化
財
調
査
費
国
庫
補
助
）
を
受
け
て
実
施
し
た
。

　
調
査
は
平
成
三
〇
年
度
か
ら
四
箇
年
を
か
け
て
実
施
す
る
計
画
で
、
前
年
度
の

平
成
二
九
年
度
か
ら
文
化
庁
調
査
官
と
協
議
を
進
め
、
調
査
委
員
の
立
ち
上
げ
準

備
も
行
っ
た
。
ま
た
、「
北
部
九
州
の
盆
綱
」
が
平
成
三
一
年
三
月
二
八
日
付
で

記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
の
中
で
併
せ
て
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
初
年
度
で
あ
る
平
成
三
〇
年
度
は
、
県
内
に
継
承
さ
れ
て
い
る
祭
り
・
行
事
の

リ
ス
ト
作
成
を
中
心
と
し
た
全
体
把
握
を
行
う
基
礎
調
査
を
中
心
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
翌
年
度
（
令
和
元
年
度
）
か
ら
実
地
調
査
を
本
格
化
さ
せ
た
。

　
し
か
し
そ
の
年
度
の
末
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
世
界
的
に

流
行
す
る
状
況
が
発
生
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
調
査
対
象
で
あ
る
祭
り
・
行
事
が
実

施
さ
れ
ず
、
ま
た
聞
き
取
り
調
査
も
で
き
な
い
状
況
が
発
生
し
た
。
十
分
な
調
査

記
録
が
と
れ
な
い
想
定
外
の
状
況
に
至
っ
た
た
め
、
委
員
会
に
お
け
る
協
議
、
文

化
庁
の
了
解
を
得
た
上
で
調
査
期
間
を
一
年
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
留
ま
る
様
子
を
み
せ
ず
、
単
年
の
調
査
期

間
延
長
に
止
ま
ら
ず
、
令
和
五
年
ま
で
調
査
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
令
和
五
年
五
月
八
日
を
も
っ
て
感
染
症
法
上

の
位
置
付
け
が
「
五
類
感
染
症
」
に
変
更
さ
れ
、
諸
対
策
に
つ
い
て
緩
和
さ
れ
た

た
め
、
各
地
で
休
止
し
て
い
た
祭
り
・
行
事
も
再
開
さ
れ
る
事
例
が
増
加
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
長
期
休
止
を
機
に
長
く
伝
承
さ
れ
て
き
た
祭
り
・
行
事
が

廃
絶
す
る
事
例
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
県
内

の
祭
り
・
行
事
把
握
と
記
録
作
成
が
で
き
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　　
第
二
節
　
調
査
体
制

　（
一
）　
調
査
委
員
会

　
調
査
に
当
た
っ
て
は
、福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
委
員
会
設
置
要
項
を
定
め
、

民
俗
学
・
文
化
人
類
学
を
専
門
と
す
る
県
内
在
住
の
有
識
者
四
名
に
委
員
を
、
同

じ
く
専
門
調
査
員
に
八
名
を
委
嘱
し
た
。
委
員
会
委
員
は
調
査
事
業
の
運
営
全
般

に
関
す
る
審
議
の
ほ
か
、
祭
り
・
行
事
の
詳
細
調
査
と
報
告
書
執
筆
を
担
当
し
た
。

　
加
え
て
、
本
調
査
事
業
を
補
完
す
る
た
め
、
民
俗
を
専
門
と
す
る
市
町
村
文
化

財
担
当
職
員
の
御
協
力
を
得
た
。

 
　
第
二
章
及
び
第
四
章
は
、
調
査
委
員
・
専
門
調
査
員
が
担
当
し
、
第
三
章
は

本
県
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
文
化
振
興
課
の
久
野
隆
志
が
、
ま
た
第
一
章
及

び
第
五
章
は
文
化
財
保
護
課
の
梶
佐
古
幸
謙
が
担
当
し
た
。
本
書
の
編
集
は
、

調
査
委
員
会
・
九
州
歴
史
資
料
館
の
岸
本
圭
・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
䑓
昌
也

の
協
力
を
得
て
梶
佐
古
が
行
っ
た
。



2

〇
調
査
委
員
（
敬
称
略
）

　
森
　
弘
子
　
　
　
学
校
法
人
筑
紫
女
学
園
　
理
事
　
★
調
査
委
員
会
委
員
長

　
白
川
　
琢
磨
　
　
福
岡
大
学
　
名
誉
教
授
（
令
和
四
年
度
ま
で
）

　
須
永
　
敬
　
　
　
九
州
産
業
大
学
　
国
際
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
　
教
授

　
田
中
　
久
美
子
　
福
岡
工
業
大
学
　
社
会
環
境
学
部
社
会
環
境
学
科
　
准
教
授

〇
専
門
調
査
員
（
敬
称
略
・
五
〇
音
順
　
所
属
は
令
和
五
年
度
現
在
）

　
カ
ー
タ
ー
　
ケ
イ
レ
ブ
　
九
州
大
学
　
人
文
科
学
研
究
院
　
講
師

　
亀
﨑
　
敦
司
　
　
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
　
研
究
協
力
員

　
末
松
　
剛
　
　
　
九
州
産
業
大
学
　
地
域
共
創
学
部
地
域
づ
く
り
学
科
　
教
授

　
中
村
　
琢
　
　
　
平
戸
市
生
月
町
博
物
館
・
島
の
館
　
学
芸
員

　
長
谷
川
　
清
之
　
田
川
郷
土
研
究
会
　
常
任
委
員

　
福
間
　
裕
爾
　
　
太
宰
府
市
文
化
財
専
門
委
員
会
　
委
員

　
𠮷𠮷
𠮷
　
扶
希
子
　
西
南
学
院
大
学
　
非
常
勤
講
師

　
吉
留
　
徹
　
　
　
福
岡
県
文
化
財
保
護
審
議
会
　
専
門
委
員

〇
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
敬
称
略
）

　
小
林
　
稔
　
　
　
文
化
庁
文
化
財
第
一
課
　
民
俗
文
化
財
部
門
主
任
調
査
官
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
三
〇
年
度
～
令
和
元
年
度
）

　
藤
原
　
洋
　
　
　
文
化
庁
文
化
財
第
一
課
　
民
俗
部
門
　
文
化
財
調
査
官

　
　
　
　
　
　
　
　（
令
和
二
年
度
～
令
和
五
年
度
）

　
久
野
　
隆
志
　
　
福
岡
県
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
文
化
振
興
課
　
参
事
補
佐

　　（
二
）　
調
査
・
執
筆
協
力
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
　
所
属
は
令
和
五
年
度
現
在
）

　
調
査
及
び
執
筆
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
市
町
村
文
化
財
行
政
職
員
は
左
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
石
井
　
和
帆
　
福
岡
市
博
物
館
学
芸
課

　
内
野
　
嗣
昭
　
東
峰
村
教
育
委
員
会
教
育
課

　
河
口
　
綾
香
　
福
岡
市
博
物
館
学
芸
課

　
栗
燒
　
憲
児
　
豊
前
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
中
内
　
華
奈
　
豊
前
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　（
三
）　
事
業
の
実
施
体
制

　
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
事
業
は
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
の
六

箇
年
を
か
け
て
実
施
し
た
。
計
画
当
初
は
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
の
四

箇
年
で
事
業
を
終
了
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
県
内
の
多
く
の
祭
り
・
行
事
が
中
止
や
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
り
、
詳
細
調
査
の
計
画
に
大
幅
な
変
更
・
遅
れ
が
生
じ
た
た
め
、
文
化
庁
と
の

協
議
の
上
、
令
和
五
年
度
ま
で
事
業
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
事
業
の
事
務
局
は
福
岡
県
教
育
庁
教
育
総
務
部
文
化
財
保
護
課
に
置
き
、
委

員
会
を
含
む
事
業
の
全
般
的
運
営
、
基
礎
調
査
の
と
り
ま
と
め
、
市
町
村
へ
の
調

査
協
力
依
頼
、
そ
の
他
必
要
な
事
務
手
続
き
を
当
課
文
化
財
保
護
係
で
行
っ
た
。

予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
当
課
管
理
係
が
担
当
し
た
。

　　（
四
）
事
務
局
（
福
岡
県
教
育
庁
教
育
総
務
部
文
化
財
保
護
課
）

〇
平
成
三
〇
年
度
　
　
　
　
　

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
城
戸
　
秀
明
　
　
　
教
育
長

　
　
吉
田
　
法
稔
　
　
　
副
教
育
長

　
　
辰
田
　
一
郎
　
　
　
理
事
兼
教
育
総
務
部
長

　　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
河
口
　
靖
志
　
　
　
課
長

　
　
田
上
　
稔
　
　
　
　
参
事
兼
課
長
技
術
補
佐

　
　
市
村
　
智
子
　
　
　
課
長
補
佐

　［
管
理
係
］

　
　
松
本
　
親
典
　
　
　
参
事
補
佐
兼
管
理
係
長

　
　
野
美
山
　
智
美
　
　
事
務
主
査

　
　
宮
﨑
　
亮
　
　
　
　
主
任
主
事

　
　
渡
部
　
倖
子
　
　
　
主
任
主
事
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手
嶋
　
健
登
　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
杉
原
　
敏
之
　
　
　
参
事
補
佐
兼
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　
　
飛
野
　
博
文
　
　
　
技
術
主
査
（
再
任
用
）

　
　
宮
地
　
聡
一
郎
　
　
技
術
主
査

　
　
城
門
　
義
廣
　
　
　
主
任
技
師

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
入
佐
　
友
一
郎
　
　
文
化
財
保
護
係
長

　
　
岸
本
　
圭
　
　
　
　
企
画
主
査
（
調
査
）

　
　
坂
本
　
真
一
　
　
　
技
術
主
査

　
　
下
原
　
幸
裕
　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本
　
将
一
郎
　
　
主
任
技
師

〇
令
和
元
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
城
戸
　
秀
明
　
　
　
教
育
長

　
　
吉
田
　
法
稔
　
　
　
副
教
育
長

　
　
木
原
　
茂
　
　
　
　
理
事
兼
教
育
総
務
部
長

　　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
河
口
　
靖
志
　
　
　
課
長

　
　
田
上
　
稔
　
　
　
　
参
事
兼
課
長
技
術
補
佐

　
　
市
村
　
智
子
　
　
　
課
長
補
佐

　［
管
理
係
］

　
　
堺
　
崇
文
　
　
　
　
管
理
係
長

　
　
新
飼
　
奈
美
　
　
　
事
務
主
査

　
　
宮
﨑
　
亮
　
　
　
　
主
任
主
事

　
　
川
江
　
美
春
　
　
　
主
任
主
事

　
　
手
嶋
　
健
登
　
　
　
主
事

　
　
山
口
　
ゆ
ら
　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
杉
原
　
敏
之
　
　
　
参
事
補
佐
兼
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　
　
宮
地
　
聡
一
郎
　
　
企
画
主
査

　
　
坂
元
　
雄
紀
　
　
　
技
術
主
査

　
　
城
門
　
義
廣
　
　
　
主
任
技
師

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
入
佐
　
友
一
郎
　
　
参
事
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
岸
本
　
圭
　
　
　
　
企
画
主
査
（
調
査
）

　
　
坂
本
　
真
一
　
　
　
技
術
主
査

　
　
下
原
　
幸
裕
　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本
　
将
一
郎
　
　
主
任
技
師

〇
令
和
二
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
城
戸
　
秀
明
　
　
　
教
育
長

　
　
木
原
　
茂
　
　
　
　
副
教
育
長

　
　
上
田
　
哲
子
　
　
　
教
育
総
務
部
長

　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
綾
部
　
耕
士
　
　
　
課
長

　
　
田
上
　
稔
　
　
　
　
参
事
兼
課
長
技
術
補
佐

　
　
松
本
　
親
典
　
　
　
課
長
補
佐

　［
管
理
係
］

　
　
堺
　
崇
文
　
　
　
　
参
事
補
佐
兼
管
理
係
長

　
　
新
飼
　
奈
美
　
　
　
事
務
主
査

　
　
宮
﨑
　
亮
　
　
　
　
主
任
主
事

　
　
川
江
　
美
春
　
　
　
主
任
主
事

　
　
亀
山
　
栞
奈
　
　
　
主
事
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北
村
　
友
樹
　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
杉
原
　
敏
之
　
　
　
参
事
補
佐
兼
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　
　
宮
地
　
聡
一
郎
　
　
企
画
主
査

　
　
大
庭
　
孝
夫
　
　
　
技
術
主
査

　
　
城
門
　
義
廣
　
　
　
技
術
主
査

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
入
佐
　
友
一
郎
　
　
参
事
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
岸
本
　
圭
　
　
　
　
参
事
補
佐
（
調
査
）

　
　
下
原
　
幸
裕
　
　
　
技
術
主
査

　
　
坂
元
　
雄
紀
　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本
　
将
一
郎
　
　
主
任
技
師

〇
令
和
三
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
吉
田
　
法
稔
　
　
　
教
育
長

　
　
寺
埼
　
雅
巳
　
　
　
副
教
育
長

　
　
上
田
　
哲
子
　
　
　
教
育
総
務
部
長

　　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
明
永
　
好
弘
　
　
　
課
長

　
　
田
上
　
稔
　
　
　
　
参
事
兼
課
長
技
術
補
佐

　
　
宮
崎
　
奈
巳
　
　
　
課
長
補
佐

　［
管
理
係
］

　
　
広
津
　
壽
子
　
　
　
管
理
係
長

　
　
新
飼
　
奈
美
　
　
　
事
務
主
査

　
　
森
藤
　
潤
也
　
　
　
主
任
主
事

　
　
川
江
　
美
春
　
　
　
主
任
主
事

　
　
亀
山
　
栞
奈
　
　
　
主
事

　
　
北
村
　
友
樹
　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
杉
原
　
敏
之
　
　
　
参
事
補
佐
兼
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　
　
宮
地
　
聡
一
郎
　
　
企
画
主
査

　
　
大
庭
　
孝
夫
　
　
　
技
術
主
査

　
　
城
門
　
義
廣
　
　
　
技
術
主
査

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
岸
本
　
圭
　
　
　
　
参
事
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
下
原
　
幸
裕
　
　
　
技
術
主
査

　
　
坂
元
　
雄
紀
　
　
　
技
術
主
査
（
調
査
）

　
　
岡
田
　
諭
　
　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本
　
将
一
郎
　
　
主
任
技
師

　〇
令
和
四
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
吉
田
　
法
稔
　
　
　
教
育
長

　
　
上
田
　
哲
子
　
　
　
副
教
育
長

　
　
松
永
　
一
雄
　
　
　
教
育
総
務
部
長

　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
明
永
　
好
弘
　
　
　
課
長

　
　
田
上
　
稔
　
　
　
　
参
事

　
　
赤
間
　
寛
人
　
　
　
課
長
補
佐

　
　
杉
原
　
敏
之
　
　
　
課
長
技
術
補
佐
兼
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　［
管
理
係
］

　
　
広
津
　
壽
子
　
　
　
管
理
係
長

　
　
楢
原
　
充
士
　
　
　
事
務
主
査

　
　
森
藤
　
潤
也
　
　
　
主
任
主
事

　
　
亀
山
　
栞
奈
　
　
　
主
任
主
事
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北
村
　
友
樹
　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
大
庭
　
孝
夫
　
　
　
企
画
主
査

　
　
城
門
　
義
廣
　
　
　
技
術
主
査

　
　
出
見
　
優
人
　
　
　
技
師

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
岸
本
　
圭
　
　
　
　
参
事
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
下
原
　
幸
裕
　
　
　
技
術
主
査

　
　
岡
田
　
諭
　
　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本
　
将
一
郎
　
　
技
術
主
査

　
　
梶
佐
古
　
幸
謙
　
　
主
任
技
師
（
調
査
）

〇
令
和
五
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
吉
田
　
法
稔
　
　
　
教
育
長

　
　
上
田
　
哲
子
　
　
　
副
教
育
長

　
　
松
永
　
一
雄
　
　
　
教
育
総
務
部
長

　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
比
山
　
裕
隆
　
　
　
課
長

　
　
杉
原
　
敏
之
　
　
　
参
事
兼
課
長
技
術
補
佐

　
　
赤
間
　
寛
人
　
　
　
課
長
補
佐

　［
管
理
係
］

　
　
古
賀
　
功
親
　
　
　
管
理
係
長

　
　
山
田
　
哲
也
　
　
　
事
務
主
査

　
　
森
藤
　
潤
也
　
　
　
主
任
主
事

　
　
宮
本
　
瑛
介
　
　
　
主
任
主
事

　
　
亀
山
　
栞
奈
　
　
　
主
任
主
事

　
　
堤
　
祥
吾
　
　
　
　
主
事

　［企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
大
庭
　
孝
夫
　
　
　
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　
　
城
門
　
義
廣
　
　
　
技
術
主
査

　
　
岡
田
　
諭
　
　
　
　
技
術
主
査

　
　
出
見
　
優
人
　
　
　
技
師

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
森
井
　
啓
次
　
　
　
参
事
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
下
原
　
幸
裕
　
　
　
企
画
主
査

　
　
野
木
　
雄
大
　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本
　
将
一
郎
　
　
技
術
主
査

　
　
梶
佐
古
　
幸
謙
　
　
主
任
技
師
（
調
査
・
報
告
）

　
基
礎
調
査
及
び
詳
細
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
文
化
財
担
当
職
員
、
保
存

会
・
担
い
手
の
皆
さ
ま
か
ら
多
大
な
る
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
町
村
文

化
財
担
当
職
員
に
は
、
行
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
や
保
存
会
と
の
調
整
、
調
査

の
随
行
に
つ
い
て
御
助
力
い
た
だ
き
、
ま
た
保
存
会
・
担
い
手
の
皆
さ
ま
に
は
、

詳
細
調
査
の
際
の
聞
き
取
り
や
補
足
調
査
等
に
お
い
て
快
く
調
査
に
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
個
人
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
い

た
し
ま
す
。

　
　

第
三
節
　
調
査
の
経
過

　
調
査
は
全
体
把
握
を
行
う
「
基
礎
調
査
」
と
、
把
握
を
行
っ
た
上
で
本
県
に
特

色
の
あ
る
祭
り
・
行
事
の
記
録
作
成
を
行
う
「
詳
細
調
査
」
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

調
査
の
経
過
に
つ
い
て
、
年
度
を
追
っ
て
記
す
。

〇
平
成
三
〇
年
度

　
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
調
査
の
方
針
等
基
本
事

項
に
つ
い
て
承
認
を
得
た
。
県
内
文
化
財
行
政
担
当
者
会
議
で
調
査
趣
旨
を
説
明

し
、
県
内
市
町
村
の
文
化
財
担
当
者
に
対
し
調
査
協
力
を
求
め
た
。
委
員
会
で
承
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認
を
得
た
調
査
方
針
に
則
り
、
県
内
市
町
村
に
照
会
し
基
礎
調
査
に
着
手
し
た
。

代
表
的
と
判
断
さ
れ
る
祭
り
・
行
事
に
つ
い
て
、
詳
細
調
査
に
着
手
し
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
六
月
二
九
日
）］

　
調
査
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
当
た
り
、
委
員
の
委
嘱
を
行
っ
た
。
調
査
方
針
を

確
認
し
、
承
認
を
得
た
。
福
岡
県
独
自
の
調
査
テ
ー
マ
・
地
域
区
分
に
つ
い
て
事

務
局
案
を
基
に
協
議
を
行
っ
た
。

［
第
二
回
委
員
会
（
三
月
二
二
日
）］

　
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
項
目
に
沿
っ
て
基
礎
調
査
を
実
施
し
、
中
間
報
告
を

行
っ
た
。
基
礎
調
査
に
着
手
し
て
出
て
き
た
課
題
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

〇
令
和
元
年
度

　
基
礎
調
査
に
つ
い
て
は
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
。
詳
細
調
査
に
つ
い
て
は
調
査

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
調
査
対
象
候
補
を
挙
げ
協
議
を
行
い
、
調
査
計
画
を
策
定
の
上
、

実
地
調
査
に
着
手
し
た
。
報
告
書
の
執
筆
に
向
け
、
章
立
て
・
要
項
等
の
提
案
を

行
っ
た
。
令
和
元
年
度
末
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
対
応

が
生
じ
、
三
月
一
〇
日
に
予
定
し
て
い
た
第
三
回
委
員
会
は
中
止
し
、
文
化
庁
調

査
官
と
の
個
別
協
議
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
八
月
五
日
）］　

　
基
礎
調
査
に
つ
い
て
調
査
テ
ー
マ
毎
に
整
理
を
行
い
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
詳
細

調
査
の
方
向
性
を
検
討
し
た
。
詳
細
調
査
計
画
を
早
期
に
定
め
て
執
筆
分
担
の
整

理
を
行
う
方
針
と
し
た
。

［
第
二
回
委
員
会
（
一
二
月
一
六
日
）］ 

　
報
告
書
の
構
成
に
つ
い
て
事
務
局
案
を
提
案
し
、
協
議
を
行
っ
た
。
詳
細
調
査

の
記
述
順
序
に
つ
い
て
、
単
な
る
羅
列
で
は
な
く
県
の
特
色
を
出
す
に
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
執
筆
要
項
に
つ
い
て
も
事
務
局
案
を
示
し
た
。

詳
細
調
査
対
象
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
絞
り
込
み
作
業
を
行
っ
た
。

〇
令
和
二
年
度

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を
受
け
、
予

定
し
て
い
た
調
査
対
象
の
多
く
が
中
止
と
な
っ
た
。
特
に
多
く
の
人
が
参
集
す
る

祭
り
・
行
事
は
悉
く
中
止
と
な
り
、
ま
た
実
施
さ
れ
る
と
し
て
も
例
年
よ
り
大
幅

に
簡
素
化
し
た
形
で
行
わ
れ
た
。
委
員
会
開
催
に
つ
い
て
も
慎
重
な
姿
勢
が
求
め

ら
れ
、
年
度
後
半
の
一
二
月
に
第
一
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。
調
査
期
間
に
つ
い

て
文
化
庁
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
一
年
延
長
す
る
こ
と
で
承
認
を
得
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
一
二
月
四
日
）］　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
多
大
に
受
け
、
中
止
・
簡
略
化
・
神

事
の
み
実
施
等
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
共
有
し
た
。
報
告
書
の
記
述
順
に

つ
い
て
季
節
順
・
テ
ー
マ
毎
・
地
域
別
等
の
項
目
立
て
を
提
起
し
、
協
議
を
行
っ
た
。

［
第
二
回
委
員
会
（
三
月
二
四
日
）］

　
行
事
が
予
定
通
り
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
関
連
文
献
調
査
や
聞
き
取
り
調

査
に
注
力
し
た
。
報
告
書
の
記
述
順
は
季
節
で
線
引
き
せ
ず
実
施
順
と
し
た
。
詳

細
調
査
を
実
施
し
た
祭
り
・
行
事
の
う
ち
報
告
書
に
掲
載
す
る
も
の
の
選
択
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
。

〇
令
和
三
年
度

　
調
査
期
間
を
令
和
四
年
度
ま
で
延
長
し
た
も
の
の
、
一
向
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
沈
静
化
は
見
え
ず
、
変
異
株
の
発
現
等
も
あ
り
、
調
査
期
間
を
更

に
一
年
延
長
す
る
こ
と
で
承
認
を
得
た
。
報
告
書
記
述
の
体
裁
等
に
つ
い
て
具
体

的
な
協
議
を
行
い
、
執
筆
作
業
に
向
け
た
取
組
を
本
格
化
さ
せ
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
一
〇
月
二
七
日
）］

　
報
告
書
の
執
筆
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
た
。
写
真
の
用
い
方
や
、
行
事
を
ど
こ
ま

で
詳
細
に
記
述
す
る
か
等
協
議
を
行
っ
た
。

［
第
二
回
委
員
会
（
三
月
二
二
日
）］

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
大
き
く
、
詳
細
調
査
を
実
施
し
た
も

の
に
つ
い
て
も
簡
略
化
等
が
顕
著
な
状
況
で
あ
っ
た
。
報
告
書
の
具
体
的
記
述
を

示
し
た
上
で
、
執
筆
方
針
を
定
め
た
。

〇
令
和
四
年
度

　
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
い
た
。
特
に
年
度
初

頭
の
行
事
が
軒
並
み
中
止
・
縮
小
と
な
っ
た
が
、
夏
前
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
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ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
小
さ
く
な
り
、
段
々
と
行
事
が
再
開
し
始
め
た
た
め
、
詳

細
調
査
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
著
し
く
受
け
た
山
笠
行
事
の
調
査
を
中
心
に
行
っ
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
七
月
二
六
日
）］

　
報
告
書
の
編
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
全
体
構
成
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
、
報
告
書
ド
ラ

フ
ト
の
読
み
合
わ
せ
を
行
い
、
執
筆
内
容
の
洗
練
化
に
関
す
る
協
議
を
行
っ
た
。

［
第
二
回
委
員
会
（
一
一
月
一
八
日
）］

　
報
告
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
再
共
有
を
し
、
掲
載
写
真
や
文
言
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。

〇
令
和
五
年
度

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
感
染
症
に
移
行
し
た
こ
と
で
、
各
地
の

祭
り
・
行
事
の
多
く
が
再
開
し
た
た
め
、
補
足
の
詳
細
調
査
を
実
施
し
た
。
令
和

四
年
度
同
様
、
山
笠
行
事
を
中
心
に
実
地
調
査
を
実
施
し
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
八
月
三
一
日
）］

　
報
告
書
の
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
再
度
共
有
・
確
認
し
、
報
告
書
原
稿

の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
図
面
、
名
称
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
最
終
協
議
を
行
っ
た
。

（
梶
佐
古
　
幸
謙
・
岸
本
　
圭
）
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福岡県「祭り・行事」調査委員会設置要項

（設　置）
第１条　福岡県内に伝承される祭り・行事の調査を実施するため、福岡県教育委員会に福岡県
「祭り・行事」調査委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（所掌事務）
第２条　委員会は、前条の目的を達成するため、福岡県が行う福岡県「祭り・行事」調査事業
に関し、必要な指導助言を行うとともに、調査研究を行うものとする。

（組　織）
第３条　委員会は、委員４名程度をもって組織する。
２　委員は、民俗学等に関し専門知識を有する者のうちから福岡県教育委員会教育長が委嘱す
る。
３　基礎調査・実地調査に際しては、必要に応じて調査員・専門調査員を置くことができる。
４　事務局は、福岡県教育庁教育総務部文化財保護課に置き、委員会の開催等の諸事務及び庶
務を行うものとする。

（任　期）
第４条　委員の任期は、委嘱を受けた日から令和６年３月３１日までとする。

（委員長及び副委員長）
第５条　委員長は、委員の互選によりこれを定める。
２　副委員長は、委員長が指名する。
３　委員長は、委員会の会務を統括する。
４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長が欠けたとき、又は委員長に事故があるときは、そ
の職務を代理する。

（補　則）
第６条　この要項に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、福岡県教育委員会
教育長が別に定める。

附　則
この要項は、平成３０年６月２９日から施行する。

附　則
この要項は、令和４年４月１日から施行する。
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福
岡
県
の
祭
り
・
行
事
調
査
テ
ー
マ
一
覧

　
本
報
告
書
で
は
、
下
記
の
全
国
共
通
テ
ー
マ
に
加
え
、
福
岡
県
独
自
テ
ー
マ
を

委
員
会
の
承
認
を
経
て
設
定
し
た
。
テ
ー
マ
の
概
要
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
述
べ

る
こ
と
と
す
る
。

全
国
共
通
テ
ー
マ
（
二
〇
項
目
）

〈
着
眼
点
Ⅰ
〉
道
具
立
て
・
神
饌
な
ど

　
１
　
大
火
を
焚
く
こ
と
に
特
色
の
あ
る
祭
り
・
行
事
（
盆
・
正
月
な
ど
）

　
２
　
山だ

し車
・
屋
台
・
船
な
ど
の
出
る
こ
と
に
特
色
の
あ
る
祭
り
・
行
事

　
３
　
鉾
・
旗
・
お
は
け
な
ど
の
標
示
物
を
用
い
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
祭
り
・

　
　
　
行
事

　
４
　
臨
時
の
つ
く
り
も
の
や
特
別
な
装
置
を
用
い
る
祭
り
・
行
事

　
５
　
供
物
や
料
理
に
特
徴
の
あ
る
祭
り
・
行
事

〈
着
眼
点
Ⅱ
〉
組
織
と
形
態

　
６
　
頭
屋
・
宮
座
な
ど
の
組
織
に
よ
る
祭
り
・
行
事

　
７
　
一
年
神
主
な
ど
の
祭
祀
形
態
に
特
色
あ
る
祭
り
・
行
事

　
８
　
村
組
織
に
よ
る
祭
り
・
行
事

　
９
　
村
連
合
の
祭
り
・
行
事

　
10
　
競
技
を
伴
う
祭
り
・
行
事
（
綱
引
き
・
凧
揚
げ
・
相
撲
・
競
馬
・
船
漕
ぎ
・

　
　
　
弓
射
な
ど
）

　
11
　
託
宣
・
占
い
な
ど
を
伴
う
祭
り
・
行
事

〈
着
眼
点
Ⅲ
〉
祭
り
の
目
的
・
対
象

　
12
　
子
ど
も
の
成
長
祈
願
・
氏
子
入
り
な
ど
を
目
的
と
す
る
祭
り
・
行
事

　
13
　
若
者
入
り
・
成
人
祝
い
な
ど
を
目
的
と
す
る
祭
り
・
行
事

　
14
　
新
婚
祝
い
を
目
的
と
す
る
祭
り
・
行
事

　
15
　
悪
霊
防
御
（
防
ぎ
）・
悪
霊
送
り
・
神
送
り
を
目
的
と
す
る
祭
り
・
行
事

　
16
　
自
然
現
象
に
対
す
る
祈
願
（
雨
乞
い
・
日
乞
い
・
風
除
け
な
ど
）
を
目
的

　
　
　
と
す
る
祭
り
・
行
事

　
17
　
田
の
神
・
恵
比
寿
な
ど
生
業
に
か
か
わ
る
カ
ミ
に
対
す
る
祭
り
・
行
事
　

〈
着
眼
点
Ⅳ
〉
祭
り
の
時
期

　
18
　
正
月
に
行
わ
れ
る
特
色
あ
る
祭
礼
・
行
事

　
19
　
盆
の
時
期
に
行
わ
れ
る
特
色
あ
る
祭
礼
・
行
事

　
20
　
節
供
（
三
月
節
供
・
五
月
節
供
な
ど
）
に
行
わ
れ
る
特
色
あ
る
祭
礼
・
行
事

福
岡
県
独
自
テ
ー
マ
（
一
九
項
目
）

　
21
　
玉
せ
せ
り
　
22
　
替
物
行
事
　
23
　
恵
比
寿
祭
り
　
24
　
百
手
　

　
25
　
粥か
ゆ
う
ら占

　
26
　
獅
子
祓
・
獅
子
廻
　
27
　
川
祭
り
　
28
　
風
旗

　
29
　
山
笠
　
30
　
盆
綱
　
31
　
花
火
　
32
　
神
幸
行
事
　
33
　
修
験
・
山
伏

　
34
　
亥
の
子
　
35
　
丑
祭
り
　
36
　
ヨ
ド
　
37
　
仏
教
行
事
　
38
　
禊
ぎ
払
い

　
39
　
そ
の
他
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第
二
章
　
福
岡
県
の
祭
り
・
行
事

　
福
岡
県
は
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
、
筑
前
地
域
・
筑
後
地
域
・
豊
前
地
域

の
一
部
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
。
江
戸
時
代
、
若
干
の
変
遷
は
あ
る
が
筑
前
は
福

岡
藩
と
支
藩
の
秋
月
藩
、
筑
後
は
久
留
米
藩
、
柳
河
藩
と
三
池
藩
、
豊
前
は
小
倉

藩
と
支
藩
の
小
倉
新
田
藩
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
な
政
治
・
文
化
を
展
開

し
た
。

　
ま
た
産
業
や
文
化
、
人
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
は
自
然
条
件
で

あ
る
。
旧
三
国
か
ら
成
り
立
つ
福
岡
県
は
、
玄
界
灘
、
有
明
海
、
周
防
灘
の
三
つ

の
海
に
面
し
、
筑
紫
山
地
、
耳
納
山
地
、
脊
振
山
地
、
英
彦
山
山
地
な
ど
の
山
地

が
脊
梁
の
よ
う
に
横
た
わ
り
、
そ
れ
ら
を
水
源
と
し
て
筑
後
川
、
遠
賀
川
、
山
国

川
な
ど
多
く
の
河
川
が
流
れ
、
福
岡
平
野
、
筑
豊
平
野
、
筑
紫
平
野
、
豊
前
平
野

な
ど
の
豊
饒
の
土
地
を
形
成
し
て
い
る
。

　
玄
界
灘
は
海
外
と
こ
の
地
を
結
び
、
博
多
は
か
つ
て
日
本
有
数
の
門
戸
と
し
て

海
外
の
進
ん
だ
文
物
が
も
た
ら
さ
れ
た
港
町
で
あ
る
。
周
防
灘
は
瀬
戸
内
海
を
通

し
て
中
央
と
つ
な
が
り
、干
満
の
差
が
激
し
い
有
明
海
は
、そ
の
泥
の
な
か
に
じ
っ

く
り
と
独
自
の
文
化
を
醸
成
さ
せ
た
。

　
本
県
に
は
、
県
下
一
円
に
行
わ
れ
る
も
の
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
特
色
あ
る
多

彩
な
祭
り
・
行
事
が
存
在
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
記
述
す
る
が
、
こ

こ
で
は
、
そ
の
な
か
で
も
特
徴
的
な
事
例
を
掲
げ
て
お
く
。

◆
八
幡
宮
と
天
満
宮

　
祭
り
は
多
く
神
社
を
中
心
に
行
わ
れ
る
が
、
全
国
の
神
社
で
も
有
数
な
八
幡
宮

と
天
満
宮
の
発
祥
の
地
が
、
豊
前
と
筑
前
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
宇
佐
八
幡
宮
と
太

宰
府
天
満
宮
（
安
楽
寺
天
満
宮
）
で
あ
り
、
こ
の
両
社
が
九
州
を
二
分
す
る
荘
園

領
主
で
あ
っ
た
。
か
つ
宗
像
三
女
神
・
志
賀
島
の
綿
津
見
三
神
・
住
吉
の
筒
男
三

神
な
ど
、
記
紀
神
話
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
古
来
の
神
々
が
玄
界
灘
沿
岸
に
多

く
鎮
座
す
る
の
も
、
福
岡
県
の
祭
り
を
豊
か
に
し
て
い
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

　
豊
前
は
明
治
以
後
半
分
に
分
割
さ
れ
、
宇
佐
八
幡
宮
は
現
在
大
分
県
に
位
置
す

る
が
、
福
岡
県
東
部
の
京
築
地
域
・
田
川
地
区
は
旧
豊
前
国
に
属
し
宇
佐
八
幡
宮

を
中
心
と
す
る
文
化
圏
に
属
し
て
い
る
。
八
幡
宮
最
大
の
祭
事
「
放
生
会
」
は
、

養
老
四
（
七
二
〇
）
年
隼
人
の
乱
平
定
後
、
隼
人
の
霊
の
鎮
魂
の
た
め
に
始
め
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
田
川
郡
香
春
岳
か
ら
採
れ
る
銅
で
鋳
造
し
た
「
宝
鏡
」
を
、

宇
佐
八
幡
宮
に
納
め
る
こ
と
が
重
要
な
年
中
行
事
で
あ
っ
た
。
現
在
、
香
春
三
の

岳
の
麓
に
鎮
座
す
る
古
宮
八
幡
宮
の
神
幸
祭
に
そ
の
名
残
を
留
め
て
い
る
。
放
生

会
は
八
幡
宮
の
伝
播
と
と
も
に
全
国
に
広
が
っ
た
「
仏
神
事
」
で
あ
っ
た
が
、
明

治
以
後
、
仏
教
要
素
が
と
り
の
ぞ
か
れ
、「
仲
秋
祭
」
と
な
っ
た
。
し
か
し
福
岡

県
に
お
い
て
は
、
庶
民
が
慣
れ
親
し
ん
だ
「
放
生
会
」
の
名
で
ひ
ろ
く
行
わ
れ
、

宇
佐
八
幡
宮
を
発
祥
と
す
る
楽
打
ち
等
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
芸
能
も
付
随
し
て
地
域

を
代
表
す
る
祭
り
と
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
太
宰
府
天
満
宮
は
、配
所
の
地
大
宰
府
で
亡
く
な
っ
た
菅
原
道
真
の
菩
提
寺
「
安

楽
寺
」
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
そ
の
荘
園
は
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
を
中
心

に
広
が
り
、
し
た
が
っ
て
各
地
に
荘
園
鎮
守
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
天
満
宮
（
天
神

社
・
老
松
宮
）
が
あ
る
。
ま
た
元
々
「
天
ッ
神
」
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
た
「
天
神
」

が
菅
原
道
真
信
仰
と
習
合
し
た
場
合
も
多
く
、
農
耕
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
た
。

　
春
先
に
山
の
神
を
迎
え
田
の
神
と
し
、
収
穫
の
後
に
山
へ
お
帰
し
す
る
と
い
う

習
俗
は
日
本
全
国
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
地
方
で
は
二
月
初
丑
の
日
に
「
山
の
神

迎
え
」、
一
一
月
初
丑
の
日
に
「
山
の
神
送
り
」
が
「
う
し
ど
ん
」「
う
し
さ
ま
」

と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
地
域
が
安
楽
寺
領
又
は
天
満
宮
分
布
地
と
重
な
る
こ
と

か
ら
、
牛
を
お
使
い
の
動
物
と
す
る
天
神
信
仰
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
一

般
に
「
ど
ん
ど
焼
き
」「
左
義
長
」
と
い
わ
れ
る
小
正
月
の
火
祭
り
を
、
一
月
七

日
早
朝
、
子
供
が
中
心
と
な
っ
て
「
ほ
う
げ
ん
ぎ
ょ
う
」「
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ
う
」

と
し
て
行
う
の
は
、「
法
華
の
行
」
で
あ
り
、
か
つ
て
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た

安
楽
寺
（
天
満
宮
）
の
影
響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
豊

前
地
域
は
ほ
と
ん
ど
の
所
で
、
一
月
一
四
日
に
ど
ん
ど
焼
き
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。

　
一
月
七
日
の
鬼
す
べ
は
、
正
月
に
国
家
安
泰
な
ど
を
祈
る
法
会
「
修
正
会
」
の

満
願
に
行
わ
れ
た
「
鬼
行
い
」
の
名
残
で
あ
る
。
神
仏
分
離
の
際
、
寺
院
と
し
て

存
続
し
た
国
東
半
島
の
寺
々
で
は
、「
修
正
鬼
会
」
と
し
て
古
い
姿
を
よ
く
伝
え

て
い
る
が
、
福
岡
県
に
お
い
て
は
、
筑
後
市
熊
野
神
社
の
鬼
の
修
正
会
な
ど
い
く

つ
か
の
同
義
の
祭
り
が
あ
る
な
か
、
久
留
米
市
大
善
寺
玉
垂
宮
の
「
鬼
夜
」
が
比

較
的
古
体
を
伝
え
、
か
つ
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
国
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
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太
宰
府
天
満
宮
で
鬼
す
べ
と
同
日
に
行
わ
れ
る「
う
そ
替
」は
朴
の
木
で
つ
く
っ

た
民
芸
品
「
木
う
そ
」
を
替
え
合
い
、
一
年
に
つ
い
た
嘘
を
天
神
さ
ま
の
誠
に
替

え
て
い
た
だ
く
の
だ
と
い
う
。
江
戸
初
期
の
万
治
年
間
（
一
六
五
八
～
六
一
）
に

は
既
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
様
が
『
百
人
一
首
一
夕
話
』
の
記
事
に
見
ら
れ
る
。

神
職
が
出
し
た
一
二
個
の
金
鷽
に
当
た
っ
た
者
は
、
そ
の
年
の
幸
運
を
得
ら
れ
る

と
も
い
う
。
全
国
に
広
く
見
ら
れ
る
「
換
物
神
事
」
の
一
つ
で
あ
る
が
、
換
物
が

天
神
さ
ま
の
使
鳥
「
鷽
」
を
象
っ
た
物
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
木
う

そ
の
形
状
は
ご
幣
の
古
い
形
「
ケ
ズ
リ
カ
ケ
」
が
形
を
整
え
た
物
で
あ
り
、
国
東

の
修
正
鬼
会
に
お
け
る
重
要
な
法
具
「
香
水
棒
」、
あ
る
い
は
小
正
月
の
神
仏
へ

の
供
え
物
の
ケ
ズ
リ
カ
ケ
、『
源
氏
物
語
』
に
も
み
え
る
正
月
卯
の
日
に
邪
気
を

祓
う
た
め
に
贈
答
し
た
「
卯
杖
」
な
ど
と
の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
る
。
太
宰
府
天

満
宮
か
ら
大
坂
天
満
宮
な
ど
全
国
に
伝
わ
っ
た
が
、
こ
と
に
江
戸
に
勧
請
し
た
亀

戸
天
神
社
の
「
う
そ
替
」
は
江
戸
名
物
と
し
て
名
高
い
。
県
下
で
も
、
久
留
米
市

の
北
野
天
満
宮
・
糸
島
市
の
老
松
神
社
・
福
岡
市
博
多
区
の
住
吉
神
社
な
ど
で
も

行
わ
れ
て
い
る
。

◆
生
業
の
祭
り
と
年
占

　
国
民
の
大
半
が
農
水
産
業
に
従
事
し
て
い
た
我
が
国
に
お
い
て
、
そ
の
年
の
豊

作
や
豊
漁
を
願
う
春
の
祈
願
の
祭
り
と
、
収
穫
を
感
謝
す
る
祭
り
は
、
祭
り
の
基

本
で
あ
り
、
こ
の
間
に
家
々
や
村
々
で
行
わ
れ
る
様
々
な
年
中
行
事
が
あ
っ
た
。

　
収
穫
感
謝
祭
で
あ
る
「
宮
座
」
に
つ
い
て
は
、
関
西
地
方
な
ど
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
地
域
で
は
、
神
事
を
行
う
、「
神
課
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
村
落
内
の
限

ら
れ
た
成
員
を
「
宮
座
」
と
言
う
が
、
県
内
で
は
秋
に
行
わ
れ
る
収
穫
祭
そ
の
も

の
を
「
宮
座
」
と
称
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
県
下
一
円
で
村
落
ご
と
に
、
神
幸

を
伴
う
も
の
、
豪
華
な
供
物
を
捧
げ
る
も
の
、
占
い
的
な
意
味
を
含
む
も
の
な
ど

様
々
な
特
徴
を
持
っ
た
宮
座
が
行
わ
れ
、
新
穀
は
じ
め
様
々
な
供
物
を
捧
げ
、
そ

の
年
一
番
の
御
馳
走
を
作
っ
た
。
し
か
し
農
業
の
衰
退
し
た
高
度
経
済
成
長
期
以

降
に
廃
止
し
た
所
や
、
神
社
で
の
祭
典
は
行
う
も
の
の
、
直
会
は
仕
出
し
や
料
理

屋
で
の
会
食
に
変
わ
り
、
年
に
一
度
の
地
域
の
親
睦
会
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
所

が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
宮
座
の
中
で
「
占
い
」
的
な
要
素
を
持
っ
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
福
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
朝

倉
市
黒
川
の
高
木
神
社
宮
座
行
事
で
は
、
神
課
と
呼
ば
れ
る
宮
座
の
成
員
の
役
割

と
し
て
、
神
饌
の
準
備
と
献
供
に
加
え
、「
お
ほ
し
改
め
」「
ト
リ
ミ
ク
マ
」
と
い

う
年
占
の
要
素
を
含
ん
だ
儀
礼
に
関
与
す
る
役
割
が
あ
っ
た
。
同
じ
く
朝
倉
市
杷

木
大
山
の
大
山
祇
神
社
の
お
し
ろ
い
祭
で
は
顔
に
塗
ら
れ
た
粢し
と
ぎの

量
に
よ
っ
て
、

来
年
の
豊
作
を
占
っ
た
。
朝
倉
市
杷
木
穂
坂
の
阿
蘇
神
社
の
泥
打
ち
祭
り
で
は
、

宮
座
の
成
員
か
ら
選
ば
れ
た
白
装
束
の
代
宮
司
に
子
ど
も
達
が
投
げ
つ
け
る
泥
の

付
着
具
合
が
良
け
れ
ば
そ
の
年
の
作
柄
は
良
い
と
言
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
年
の
豊
作
を
前
も
っ
て
予
測
す
る
と
言
う
こ
と
は
大
き
な
関
心

事
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
、
そ
れ
に
粥
を
用
い
る
こ
と
は
全
国
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

県
下
で
も
筑
前
・
筑
後
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
小
正
月
に
行
わ
れ

る
事
が
多
く
、
や
り
方
は
、
そ
の
年
の
月
の
数
だ
け
竹
管
、
葦
管
な
ど
を
粥
に
入

れ
、
中
に
入
っ
た
粥
や
小
豆
の
分
量
で
そ
の
年
の
豊
凶
を
占
っ
た
り
、
粥
棒
と
呼

ば
れ
る
柳
や
ヌ
ル
デ
の
棒
に
割
り
目
を
つ
け
て
粥
の
中
に
入
れ
、
付
着
す
る
量
の

多
少
で
豊
作
を
判
断
す
る
方
法
が
多
く
、「
管
粥
祭
」「
筒
粥
神
事
」
な
ど
と
も
呼

ば
れ
る
。
い
わ
ば
、
前
記
の
粢
や
泥
の
付
着
具
合
に
よ
る
と
い
う
単
純
な
も
の
で

あ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
「
粥
占
」
は
、
粥
又
は
飯
を
伝
来
の
鉢
に
盛
り
、
半
月
か

ら
一
箇
月
放
置
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
た
カ
ビ
の
種
類
や
カ
ビ
の
生
え
具
合
に
よ
り
、

そ
の
年
の
豊
凶
や
天
候
を
占
う
と
い
う
も
の
で
、
全
国
的
に
も
北
部
九
州
独
自
の

方
法
と
言
え
る
。
筑
後
川
が
貫
通
す
る
朝
倉
市
に
お
い
て
は
、
現
在
は
廃
絶
し
て

い
る
も
の
も
あ
る
が
、
恵
蘇
八
幡
宮
、
老
松
神
社
な
ど
数
箇
所
の
神
社
で
粥
占
が

確
認
さ
れ
る
。
福
岡
市
西
区
飯
盛
神
社
の
粥
占
が
福
岡
県
指
定
、
筑
紫
野
市
筑
紫

神
社
の
「
粥
占
祭
り
」
が
筑
紫
野
市
指
定
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
神
社
ば
か
り
で

な
く
福
岡
市
城
南
区
東
油
山
正
覚
寺
な
ど
寺
院
で
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
海
辺
の
祭
り
で
は
、
そ
の
年
の
大
漁
を
占
う
も
の
は
、
県
下
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
が
、
福
岡
市
東
区
筥
崎
宮
の
「
玉
せ
せ
り
」
は
、
一
月
三
日
に
陰
陽
二
つ

の
玉
を
、
浜
方
と
陸
方
に
分
か
れ
て
奪
い
合
う
も
の
で
、
最
後
に
玉
を
筥
崎
宮
に

納
め
た
競
り
子
が
浜
方
な
ら
ば
豊
漁
、
陸
方
な
ら
ば
豊
作
に
恵
ま
れ
る
と
い
わ
れ

る
。
玄
界
灘
沿
岸
に
は
こ
の
よ
う
に
新
年
に
玉
を
競
り
合
う
、「
玉
せ
せ
り
」「
玉

せ
り
」「
玉
や
れ
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
玉
取
祭
が
あ
る
が
、
漁
業
従
事
者
が
お
も

な
担
い
手
で
あ
る
た
め
、
筥
崎
宮
の
よ
う
な
占
い
的
要
素
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
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子
ど
も
が
主
体
で
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
的
に
見
ら
れ
る
正
月

に
海
か
ら
砂
を
採
っ
て
き
て
、
恵
比
須
神
に
供
え
、
ま
た
砂
の
中
か
ら
石
を
拾
っ

て
恵
比
須
神
に
供
え
た
り
す
る
「
玉
取
祭
」
が
玄
界
灘
沿
岸
で
独
自
の
発
展
を
遂

げ
、
祭
礼
化
し
た
恵
比
須
信
仰
の
一
つ
の
形
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
今
と
な
っ
て
は
全
国
的
に
は
珍
し
い
祭
り
と
し
て
、
関
門
海
峡
で
の
わ
か
め
漁

の
解
禁
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
北
九
州
市
門
司
区
和
布
刈
神
社
で
行
わ
れ
る
和
布
刈

神
事
、
海
の
者
が
山
を
誉
め
る
と
い
う
福
岡
市
東
区
志
賀
島
の
山
ほ
め
祭
は
、
全

国
的
に
数
が
減
っ
て
い
る
が
、
古
来
の
漁
業
の
あ
り
方
を
祭
の
中
で
現
代
に
残
す

素
朴
な
ま
つ
り
で
あ
る
。

◆
修
験
の
ま
つ
り

　
豊
前
地
方
は
英
彦
山
、
求
菩
提
山
な
ど
を
中
心
と
す
る
修
験
道
の
影
響
が
色
濃

く
遺
る
地
域
で
あ
る
。
春
先
に
行
わ
れ
る
松
会
は
、
斎
庭
に
神
の
依
代
で
あ
る
柱

松
を
立
て
神
事
を
行
う
も
の
で
、
英
彦
山
霊
山
寺
を
中
心
に
豊
前
六
峰
と
呼
ば
れ

て
い
た
山
の
う
ち
求
菩
提
山
護
国
寺
・
蔵
持
山
宝
仙
寺
・
普
智
山
等
覚
寺
・
松
尾

山
医
王
寺
・
桧
原
山
正
平
寺
に
お
い
て
年
中
諸
祭
の
中
心
を
な
し
て
い
た
。『
彦

山
大
権
現
松
会
祭
礼
絵
巻
』
に
よ
る
と
、
柱
松
起
こ
し
・
神
幸
行
列
・
流
鏑
馬
に

続
い
て
、
御
田
祭
の
馬
杷
（
田
す
き
）・
田
打
ち
・
種
ま
き
・
田
植
え
の
所
作
が

行
わ
れ
、
つ
い
で
孕
は
ら
み
お
ん
な
女
に
よ
る
神
前
御
供
・
獅
子
舞
・
長
刀
・
鉞
・
金
棒
の
演
技
、

楽
打
ち
・
サ
サ
ラ
・
延
年
舞
・
風
流
・
早
具
足
な
ど
の
芸
能
・
競
技
が
行
わ
れ
、

柱
松
の
上
で
の
幣
切
り
、
柱
松
倒
し
で
終
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
年
の
豊
作
を
山
の
神
仏
に
祈
る
里
人
と
山
伏
が
交
流
す
る
地
域
を
越
え
た

盛
大
な
祭
り
だ
っ
た
が
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
、
修
験
道
廃
止
に
よ
っ
て
昔
日

の
面
影
を
失
っ
た
。
現
在
神
職
や
氏
子
が
祭
り
の
担
い
手
と
な
り
各
山
に
断
片
的

に
残
存
し
、
多
く
は
「
お
田
植
え
祭
」
の
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
柱
松
を
立
て
る

な
ど
最
も
古
体
を
留
め
る
等
覚
寺
の
松
会
が
国
指
定
を
受
け
て
い
る
。
修
験
道
の

影
響
は
豊
前
地
域
の
神
楽
に
も
見
ら
れ
る
。

◆
都
へ
の
あ
こ
が
れ
ー
祇
園
祭

　
祇
園
祭
は
都
市
の
祭
礼
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
京
都
の
祇
園
社（
八

坂
神
社
）
に
発
し
、
祇
園
社
の
伝
播
と
と
も
に
全
国
に
広
が
っ
た
。
華
や
か
な
装

飾
で
飾
っ
た
丈
の
高
い
山
や
大
き
な
山
車
、
雅
な
囃
子
は
人
び
と
の
耳
目
を
惹
き
、

経
済
力
の
あ
る
地
域
で
あ
れ
ば
、祇
園
社
が
な
く
と
も
「
○
○
祇
園
」「
○
○
山
笠
」

と
称
し
、
大
き
な
山
や
山
車
を
繰
り
出
し
盛
大
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
福
岡
県
に
お
い
て
は
国
指
定
の
戸
畑
祇
園
大
山
笠
、
博
多
祇
園
山
笠
が
代
表
的

な
祇
園
行
事
で
あ
る
が
、
競
走
す
る
も
の
、
囃
子
に
の
せ
て
ゆ
っ
く
り
進
む
も
の
、

舁
く
も
の
、
曳
く
も
の
な
ど
祭
り
の
在
り
方
や
、
山
の
形
や
装
飾
な
ど
は
地
域
の

特
色
が
あ
る
。
博
多
祇
園
山
笠
を
中
心
と
す
る
筑
前
系
の
人
形
山
、
筑
後
の
旧
柳

川
・
三
池
藩
領
内
の
大
蛇
山
、
行
橋
市
元
永
の
須
佐
神
社
（
今
井
の
祇
園
さ
ん
）

を
発
祥
と
す
る
豊
前
系
の
幟
山
・
提
灯
山
に
大
別
さ
れ
る
が
、
宇
島
祇
園
な
ど
豊

前
市
の
海
岸
沿
い
に
み
ら
れ
る
祇
園
祭
は
、
山
車
（
踊
り
車
）
や
船
屋
台
な
ど
中

津
祇
園
を
ま
ね
た
も
の
と
さ
れ
る
。
豊
前
市
八
屋
祇
園
で
は
踊
り
車
・
屋
台
山
・

船
屋
台
（
大
船
）
の
ほ
か
、高
い
岩
山
に
人
形
を
飾
っ
た
人
形
山
も
見
ら
れ
、様
々

な
要
素
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
県
下
一
の
都
市
博
多
の
影
響
は
山
笠
ば
か
り
で
は
な
い
。
博
多
周
辺
や
宿
場
町

な
ど
に
、
八
朔
の
贈
答
・
笹
飾
り
、
節
供
の
土
人
形
の
贈
答
、
盆
の
人
形
飾
り
（
い

け
ど
う
ろ
う
）、
祭
礼
に
お
け
る
役
職
者
の
赤
手
拭
い
の
使
用
、
町
内
毎
の
デ
ザ

イ
ン
の
長
法
被
・
提
灯
、
屋
台
を
曳
く
ど
ん
た
く
囃
子
な
ど
に
博
多
と
同
じ
習
俗

が
見
ら
れ
、
軽
妙
洒
脱
で
風
刺
の
効
い
た
「
博
多
に
わ
か
」
も
、
盆
に
青
年
が
演

じ
る
な
ど
、
周
辺
地
域
に
濃
密
に
分
布
し
た
。
こ
う
し
た
現
象
を
「
は
か
た
う
つ

し
」
と
い
う
。
都
会
の
も
の
が
格
好
良
く
み
え
る
の
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。

こ
う
し
た
要
素
が
ど
ん
ど
ん
採
り
入
れ
ら
れ
、
祭
り
が
変
容
し
て
い
く
場
合
も
多

い
の
で
あ
る
。

　
久
留
米
市
北
野
天
満
神
社
の
神
幸
祭
、
み
や
ま
市
瀬
高
広
田
八
幡
神
社
の
神
幸

祭
（
ど
ん
き
ゃ
ん
き
ゃ
ん
）、
宗
像
市
吉
留
の
八
所
宮
の
神
幸
祭
な
ど
に
供
奉
す

る
大
名
行
列
の
奴
の
所
作
も
、「
格
好
良
い
も
の
」
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
た
一

例
と
い
え
る
。

（
森
　
弘
子
）
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第
三
章
　
各
テ
ー
マ
概
要

　　
本
県
の
祭
り
・
行
事
調
査
事
業
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
祭
り
・
行
事
は
、
文
化
庁

が
策
定
し
た
「
祭
り
・
行
事
調
査
実
施
要
項
」
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
「
全
国
共

通
テ
ー
マ
」
及
び
福
岡
県
が
独
自
に
設
定
し
た
「
福
岡
県
独
自
テ
ー
マ
」
に
分
類

さ
れ
る
。
着
眼
点
に
よ
り
複
数
の
テ
ー
マ
に
該
当
す
る
祭
り
・
行
事
が
あ
る
が
、

本
県
で
は
い
ず
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
祭
り
・
行
事
が
伝
承
さ
れ
て

い
る
。

　
本
章
で
は
、
本
県
に
と
っ
て
特
徴
的
な
祭
り
・
行
事
の
う
ち
、
代
表
例
と
し
て
、

「
二
　
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
の
出
る
こ
と
に
特
色
の
あ
る
祭
り
・
行
事
」、「
一
五

悪
霊
防
御
（
防
ぎ
）・
悪
霊
送
り
・
神
送
り
を
目
的
と
す
る
祭
り
・
行
事
」、「
一
七

田
の
神
・
恵
比
須
な
ど
生
業
に
か
か
わ
る
カ
ミ
に
対
す
る
祭
り
・
行
事
」、「
二
一

玉
せ
せ
り
」、「
二
二
　
替
物
行
事
」、「
二
七
　
川
祭
り
」
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
述

べ
る
。

「
二  

山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
の
出
る
こ
と
に
特
色
の
あ
る
祭
り
・
行
事
」

　「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
の
出
る
こ
と
に
特
色
の
あ
る
祭
り
・
行
事
」
と
し
て
、

福
岡
地
域
、
北
九
州
地
域
及
び
筑
豊
地
域
（
と
も
に
旧
筑
前
国
側
）
に
は
人
形
を

飾
る
山
笠
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
中
で
も
福
岡
市
博
多
区
の
「
博
多
祇
園
山
笠

行
事
」
は
九
州
北
部
の
山
笠
の
典
型
例
と
し
て
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
幟
山
笠
が
分
布
す
る
北
九
州
地
域
及
び
筑
豊
地
域
（
と
も
に

旧
豊
前
国
側
）
で
は
、
伝
承
地
が
隣
接
す
る
旧
筑
前
国
に
入
る
も
の
の
、
昼
の
幟

大
山
笠
か
ら
夜
の
提
灯
大
山
笠
へ
と
姿
替
え
す
る
北
九
州
市
戸
畑
区
の
「
戸
畑
祇󠄀󠄀

園
大
山
笠
行
事
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
北
九
州
地
域
南
部
に
は
豊
前
市
の
「
大
富
神
社
神
幸
行
事
（
八
屋
祇

園
）」
な
ど
の
よ
う
に
大
船
が
登
場
す
る
祭
り
・
行
事
も
あ
る
。
以
上
に
つ
い
て
は
、

本
県
が
独
自
に
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
「
山
笠
」
の
項
が
あ
る
た
め
後
述
す
る
こ
と

と
し
、
本
項
で
は
筑
後
地
域
の
山
車
な
ど
が
出
る
祭
り
・
行
事
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
筑
後
地
域
で
は
、
大
牟
田
市
、
み
や
ま
市
、
柳
川
市
、
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町

に
伝
承
さ
れ
る
「
大
蛇
山
」
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

竹
や
和
紙
、
神
社
の
お
札
な

ど
で
作
っ
た
竜
の
頭
や
尻
尾
を
取
り
付
け
た
「
大
蛇
山
」
と
呼
ば
れ
る
山
車
が
、 

太
鼓
・
鉦
の
囃
子
や
法
螺
貝
の
音
に
合
わ
せ
て
運
行
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
蛇
に
咬

ま
れ
る
と
無
病
息
災
に
な
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
大
蛇
に
噛
ま
せ

よ
う
と
す
る
親
の
姿
が
見
ら
れ
る
。 

　
大
牟
田
市
の
「
三
池
祇
園
社
祭
礼
行
事
」
で
は
三
池
祇
園
宮
に
奉
納
す
る
本
町

と
、
弥
剱
神
社
に
奉
納
す
る
新
町
の
大
蛇
山
が
最
も
古
い
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
そ

の
後
前
述
の
二
山
を
含
む
六
山
を
中
心
に
、
さ
ら
に
多
く
の
人
が
曳
け
る
よ
う
新

た
に
大
蛇
山
が
運
行
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
大
蛇
山
が
分
布
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

柳
川
市
の
「
中
島
祇
園
祭
」
で
は
大
蛇
山
に
加
え
、踊
り
子
を
乗
せ
た
山
車
の
「
踊

り
山
」、
か
ら
く
り
仕
掛
け
の
子
獅
子
が
登
場
す
る
「
獅
子
山
」
が
運
行
さ
れ
る
。

ま
た
、
大
名
行
列
で
あ
る
「
殿
様
行
列
」
も
つ
く
。
な
お
、
地
元
で
は
祇
園
祭
が

始
ま
っ
た
当
初
は
大
蛇
山
の
み
が
巡
行
し
て
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
み
や
ま
市

の
「
江
浦
町
祇
園
祭
」
で
は
大
蛇
山
の
ほ
か
に
「
踊
り
山
車
」
が
つ
き
、「
渡
瀬

祇
園
祭
」
で
は
大
名
行
列
の
名
残
り
と
さ
れ
、
滑
稽
な
所
作
を
行
う
「
雲
助
道
中
」

が
つ
く
。
い
ず
れ
も
七
月
に
実
施
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
柳
川
市
に
お
い
て
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
る
「
ど
ろ
つ
く
ど
ん
」
は
、
京

都
の
祇
園
祭
の
山
鉾
を
模
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
山
車
が
運
行
さ
れ
る
。
山
車
に

は
踊
り
手
が
乗
り
、
葛
西
囃
子
を
参
考
に
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
囃
子
に
合
わ
せ
、

能
に
発
し
た
と
も
さ
れ
る
舞
を
舞
う
。

「
一
五  

悪
霊
防
御
（
防
ぎ
）・
悪
霊
送
り
・
神
送
り
を
目
的
と
す
る
祭
り
・
行
事
」

　
悪
霊
防
御
は
、
主
に
六
月
や
七
月
に
行
わ
れ
る
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
が
多
く
報

告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
特
徴
的
な
悪
霊
防
御
の
祭
り
・
行
事
と
し
て
、
北
九
州

市
小
倉
北
区
萩
崎
町
の
「
わ
い
わ
い
祭
り
」
が
あ
る
。
一
月
の
小
正
月
に
行
わ
れ

る
。
人
々
が
行
列
を
な
し
て
地
区
内
を
巡
り
、
辻
で
は
神
職
の
「
一
つ
祝
っ
て
く

れ
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
対
し
「
祝
お
う
、
祝
お
う
」
と
応
え
る
。
柳
川
市
有
明

町
下
八
丁
の
「
ワ
ラ
の
大
人
形
」
は
二
月
一
日
に
行
わ
れ
る
。
男
女
一
対
の
大
き

な
ワ
ラ
人
形
を
作
り
、
海
童
神
社
の
鳥
居
に
立
て
か
け
る
。
人
び
と
が
年
の
数
だ

け
八
の
字
に
回
り
、
夜
、
鳥
居
か
ら
大
人
形
を
外
し
崩
し
て
大
人
形
を
送
る
。
か

つ
て
は
、
青
年
が
川
に
人
形
を
流
し
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
、
会
話
や
流
し
た
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大
人
形
を
見
に
行
く
こ
と
な
ど
は
禁
止
さ
れ
た
ほ
か
、
途
中
に
ワ
ラ
が
落
ち
て
い

な
い
か
確
認
に
行
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ワ
ラ
の
大
人
形
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、

み
や
ま
市
瀬
高
町
上
庄
に
伝
承
さ
れ
る
「
大
人
形
・
大
提
灯
」
が
あ
る
。
八
坂
神

社
に
お
い
て
七
月
に
行
わ
れ
る
。
大
人
形
は
、
八
幡
太
郎
義
家
、
安
倍
貞
任
・
安

倍
宗
任
（
一
年
交
代
）
の
二
体
の
大
人
形
の
股
を
く
ぐ
り
、
無
病
息
災
を
祈
願
す

る
。
大
提
灯
は
、
魚
鱗
や
貝
殻
な
ど
で
色
鮮
や
か
に
作
ら
れ
た
大
提
灯
が
地
区
内

を
回
る
。
宮
若
市
平
の
「
平
八
月
祭
り
」
は
岡
見
神
社
か
ら
囃
子
を
奏
し
な
が
ら

地
区
内
を
回
り
、
地
区
の
外
に
設
け
た
水
神
棚
に
向
か
う
。
地
区
内
の
辻
で
は
足

を
止
め
、
音
色
を
変
え
る
。
水
神
棚
に
到
着
す
る
と
、
杖
で
水
神
棚
を
倒
し
、
人
々

は
話
す
こ
と
な
く
静
か
に
地
区
内
に
戻
る
。「
何
か
悪
い
も
の
が
つ
い
て
こ
な
い

よ
う
に
」
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
一
七  

田
の
神
・
恵
比
須
な
ど
生
業
に
か
か
わ
る
カ
ミ
に
対
す
る
祭
り
・
行
事
」

「
二
一  

玉
せ
せ
り
」

　
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
田
の
神
に
関
す
る
祭
り
・
行
事
に
お
い
て
特

徴
的
な
も
の
と
し
て
、
小
郡
市
横
隈
に
お
い
て
一
一
月
に
行
わ
れ
る
「
早
馬
祭
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
ワ
ラ
を
使
っ
て
早
馬
と
呼
ば
れ
る
馬
の
胴
の
よ
う
な
も
の
を

二
頭
分
作
る
。
中
に
は
稲
穂
や
殻
付
き
の
大
豆
の
枝
な
ど
を
入
れ
る
。
そ
の
後
タ

テ
ガ
ミ
を
外
し
、
二
手
に
分
か
れ
て
家
々
を
訪
問
す
る
。
家
の
玄
関
で
地
固
め
を

す
る
よ
う
に
早
馬
を
突
く
。
全
て
の
家
を
回
っ
た
後
は
、早
馬
は
解
体
さ
れ
、人
々

は
早
馬
の
中
に
入
れ
て
あ
っ
た
収
穫
物
を
縁
起
物
と
し
て
持
ち
帰
る
。
同
様
の
行

事
は
、小
郡
市
乙
隈
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
朝
倉
市
杷
木
穂
坂
の「
杷
木
の
泥
打
ち
」

は
ク
ジ
で
選
ば
れ
た
氏
子
が
代
宮
司
と
な
り
、境
内
に
設
け
ら
れ
た「
神
の
座
」で
、

神
田
か
ら
運
ば
れ
た
土
で
こ
ね
ら
れ
た
泥
を
塗
り
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
地
区

の
端
の
道
祖
神
ま
で
神
幸
す
る
が
、
神
幸
の
間
、
子
ど
も
た
ち
が
泥
を
代
宮
司
に

向
か
っ
て
投
げ
つ
け
る
。

　
豊
漁
、
豊
作
、
商
売
繁
盛
な
ど
を
も
た
ら
す
恵
比
須
に
関
す
る
祭
り
・
行
事
に

お
い
て
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、新
宮
町
相
島
の「
恵
比
須
祭
り
」が
挙
げ
ら
れ
る
。

島
の
青
年
が
恵
比
須
、
大
黒
、
福
禄
寿
の
三
神
と
な
り
、
家
々
を
回
り
豊
漁
な
ど

を
祈
願
す
る
。
北
九
州
市
八
幡
西
区
木
屋
瀬
に
お
い
て
一
二
月
に
行
わ
れ
る
「
子

供
え
び
す
（
こ
ど
も
頭
行
事
）」
は
、
頭
と
呼
ば
れ
る
小
学
四
年
生
の
男
の
子
が

中
心
と
な
り
、笹
を
飾
っ
た
山
車
を
作
り
町
内
を
引
き
回
す
。「
宮
田
え
び
す
祭
り
」

で
は
恵
比
須
座
が
開
か
れ
、
福
引
を
行
う
。
こ
の
座
を
開
き
福
引
を
行
う
恵
比
須

祭
り
は
、北
九
州
市
若
松
区
浜
町
の
「
恵
比
須
祭
」、福
岡
市
博
多
区
東
公
園
の
「
十

日
恵
比
須
」、
宮
若
市
福
丸
の
「
若
宮
え
び
す
」
な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
主
に
玄
界
灘
沿
岸
に
分
布
し
、
恵
比
須
信
仰
の
性
格
が
強
い
と
さ
れ
る

「
玉
せ
せ
り
」
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
福
岡
市
東
区
箱
崎
の
「
玉
取
祭
」
は
玉
取

恵
比
須
神
社
か
ら
玉
を
競
り
な
が
ら
筥
崎
宮
に
向
か
い
、
玉
を
納
め
る
。
年
占
い

の
要
素
も
あ
り
、
最
後
に
玉
を
納
め
た
競
り
子
が
浜
方
の
場
合
は
豊
漁
、
陸
方
の

場
合
は
豊
作
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
福
岡
市
中
央
区
伊
崎
の
「
十
日
恵
比

須
祭
」
は
、
玉
を
持
っ
て
地
区
の
家
々
を
回
り
、
家
で
は
玉
を
神
棚
に
突
き
当
て

て
御
神
酒
を
か
け
る
。
そ
の
後
、海
中
で
玉
を
競
り
合
い
、恵
比
須
神
社
に
納
め
る
。

「
二
二  

替
物
行
事
」

　
神
社
な
ど
に
集
ま
っ
た
人
々
が
何
か
特
定
の
も
の
を
お
互
い
に
交
換
し
合
い
、

最
終
的
に
特
別
な
も
の
を
手
に
し
た
人
が
福
を
授
か
る
行
事
で
、
全
国
的
な
分
布

が
見
ら
れ
る
。
本
県
の
替
物
行
事
と
し
て
は
、
太
宰
府
市
宰
府
の
太
宰
府
天
満
宮

の「
う
そ
替
え
」が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
う
そ
替
え
は
追
儺
行
事
の「
鬼
す
べ
」

の
前
に
行
わ
れ
、
暗
闇
の
中
で
木
う
そ
を
交
換
し
合
う
こ
と
で
、
知
ら
ず
に
口
に

す
る
嘘
を
天
神
様
の
誠
に
替
え
て
い
た
だ
く
行
事
と
さ
れ
て
い
る
。
う
そ
替
え
は

大
牟
田
市
宮
原
町
の
駛
馬
天
満
宮
な
ど
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

「
二
七  

川
祭
り
」

　
本
県
の
川
祭
り
は
、
農
業
に
関
連
し
て
水
神
祭
り
の
性
格
が
強
い
も
の
と
水
難

除
け
の
性
格
が
強
い
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
水
神
祭
り
の
性
格
が
強
い
も
の
は「
ダ

ブ
リ
ュ
ウ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
形
状
は
竹
を
三
本
立
て
て
供
物
を

下
げ
る
も
の
、
竹
を
四
本
立
て
て
中
央
に
竹
を
筵
の
よ
う
に
し
た
も
の
を
棚
と
し

て
供
物
を
置
く
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　
水
難
除
け
の
性
格
が
強
い
も
の
と
し
て
、
糸
島
市
二
丈
深
江
に
お
い
て
七
月
に

行
わ
れ
る
「
深
江
の
川
祭
り
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
子
ど
も
の
み
で
行
う
行
事
で
、
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祭
り
前
日
に
は
竹
を
切
り
に
行
き
、
米
を
集
め
る
な
ど
を
し
て
、
公
民
館
な
ど
に

一
晩
籠
る
。
翌
日
早
朝
、
砂
浜
の
砂
で
祭
壇
を
作
り
四
隅
に
竹
を
立
て
て
水
神
棚

と
し
、
神
職
の
お
祓
い
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
竹
を
海
に
流
し
て
（
現
在
は
流
し

て
い
な
い
）
海
開
き
と
す
る
。
八
女
市
岩
崎
の
「
岩
崎
の
子
ど
も
川
ま
つ
り
」
も

子
ど
も
中
心
の
行
事
で
、麦
ワ
ラ
と
コ
モ
で
作
っ
た
バ
ラ（
酒
樽
）と
ド
ン
バ
ラ（
酒

の
肴
）、
名
前
を
書
い
た
短
冊
を
結
び
付
け
た
大
竹
を
地
区
内
の
用
水
路
な
ど
に

奉
納
す
る
。「
大
木
の
川
祭
り
」
は
水
難
除
け
な
ど
を
目
的
と
し
て
大
木
町
の
堀

の
各
所
に
ワ
ラ
で
作
っ
た
飾
り
物
を
付
け
た
竹
を
立
て
る
。
飾
り
物
に
は
、
オ
ム

ス
ビ
や
カ
ッ
パ
の
好
物
の
煮
干
し
な
ど
を
入
れ
た
ワ
ラ
ヅ
ト
、
酒
を
入
れ
た
ト
ッ

ク
リ
、
盃
な
ど
が
あ
る
。

（
久
野
　
隆
志
）
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図一 .　祭り・行事詳細調査対象行事の位置図①（各番号は第四章第三節の詳細調査と対応）
※破線で示した町村境界は明治二十年から昭和二五年まで
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図二 .　祭り・行事詳細調査対象行事の位置図②（各番号は第四章第三節の詳細調査と対応）
※市町村の境界は現在のもの
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通し番号 行事名 実施場所 実施場所住所
1  玉取祭  筥崎宮  福岡市東区箱崎１丁目２２−１
2  ホンゲンギョウ  宇美町原田上公民館  糟屋郡宇美町原田５丁目８−５
3  鬼すべ・鷽替え  太宰府天満宮及び周辺  太宰府市宰府４丁目７−１　他
4  畑のどんど焼き  水神社  豊前市大字畑７０１
5  嫁ごの尻たたき  小倉住吉神社  春日市小倉 3 丁目３７
6  石釜のトビトビ  石釜公民館  福岡市早良区大字石釜７３２
7  相島の恵比寿祭り  若宮神社  糟屋郡新宮町相島１３７７
8  歩射祭  志賀海神社  福岡市東区志賀島８７７
9  百手祭・大飯喰らい  淀川天神社  糸島市二丈深江２２２０

10  和布刈神事  和布刈神社  北九州市門司区門司３４９２
11  藁の大人形  龍神宮  柳川市有明町１９５２−９
12  粥占  飯盛神社  福岡市西区飯盛６０９

13  英彦山神宮御潮井取り  英彦山神宮
 沓尾海岸（姥ヶ懐）

 田川郡添田町英彦山１
 行橋市沓尾

14  御田植祭  国玉神社  豊前市求菩提２０２
15  山ほめ祭  志賀海神社  福岡市東区志賀島８７７
16  沖詣り海神祭  若津神社

 風浪宮
 大川市向島２０８９
 大川市大字酒見７２６−１

17  叶院千灯明  叶院（普賢堂）  福岡市博多区上呉服町６−８
18  風旗  風神宮  八女市矢部村矢部３６３５−３
19  久富の盆綱曳き  久富熊野神社  筑後市久富１６３５
20  流灌頂（福岡市）  大博町周辺  福岡市博多区大博町 8　周辺
21  流灌頂（大任町）  十輪院  田川郡大任町今任原２５９０
22  動乱蜂  王子若宮八幡宮  久留米市山川町５６９
23  ヒョウカリライ  白木神社

 恵比寿神社  福岡市西区西浦浜
24  筥崎宮神幸行事  筥崎宮  福岡市東区箱崎１丁目２２−１
25  志賀海神社神幸行事  志賀海神社  福岡市東区志賀島８７７
26  福吉神幸祭  白山神社  糸島市二丈福井４９０９
27  八所宮御神幸行事  八所宮  宗像市吉留３１８６
28  平等寺の宮座  白鬚神社  宗像市平等寺５１８
29  能古島白鬚神社おくんち  白鬚神社  福岡市西区能古７１９
30  薦替え  岩屋神社  朝倉郡東峰村大字宝珠山４１４１
31  献水神事・水占い  壺神社  築上郡吉富町土屋５１７
32  どんきゃんきゃん  本郷聖母神社

 廣田八幡宮
 みやま市瀬高町本郷７１０
 みやま市瀬高町文廣２０７

33  はやま行事  奈多公民館  福岡市東区奈多２丁目１４−２
34  山人走り  嘯吹八幡神社及び周辺  豊前市山内１４３
35  亥の子  浄土院地区  京都郡苅田町下片島
36  おしろい祭  大山祇神社  朝倉市杷木大山５２７
37  御供納  天満神社  久留米市宮ノ陣町八丁島
38  ウシサマ  個人宅  糸島市二丈
39  白糸の寒みそぎ  熊野神社  糸島市白糸６８４
40  川まつり  須賀神社  嘉麻市山野１６０９

表一 .　祭り・行事詳細調査対象行事の実施場所情報
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第
四
章
　
詳
細
調
査

　
第
一
節
　
特
論
一
　
祇ぎ

園お
ん

山や
ま

笠か
さ

は
じ
め
に

　
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
で
は
、「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」
と

い
う
全
国
共
通
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
関
連
す
る
祭
礼
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
全
て
の
対
象
を
調
査
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
田
川
郷
土
研
究
会
の
調
査

研
究
成
果

(1

(

や
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
北
部
九
州
で
の
祭
礼
の
知
見
も
加
え
て
、
福
岡

県
内
の
山
・
鉾
・
屋
台
を
伴
う
行
事
を
俯
瞰
し
て
み
た
い
。

北
部
九
州
の
山
・
鉾
・
屋
台
と
藩
域

　
北
部
九
州
に
は
、
多
様
な
「
造
り
物
」
が
あ
る
。
大
別
す
る
と
、
旗
や
幟
、
造

花
な
ど
を
建
て
た
屋
台
の
幟
山
（
旗
指
山
・
花
山
）、
大
蛇
の
意
匠
を
施
し
た
屋

台
で
あ
る
大
蛇
山
、そ
し
て
人
形
の
飾
り
を
施
す
人
形
山
で
あ
る
。
幟
山
、大
蛇
山
、

人
形
山
の
分
布
を
俯
瞰
す
る
と
、
幟
山
は
東
部
に
多
く
、
大
蛇
山
は
南
部
に
多
い
。

人
形
山
に
関
し
て
言
う
と
、
九
州
北
西
部
の
唐
津
市
（
旧
東
松
浦
郡
）
一
帯
ま
で

が
多
く
、
長
崎
県
に
入
る
と
分
布
が
な
く
な
る
。
た
だ
、
壱
岐
島
に
は
唯
一
の
分

布
が
あ
る
。
佐
賀
市
に
入
る
と
分
布
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　
こ
の
分
布
特
性
を
、
江
戸
時
代
の
藩
域
に
重
ね
て
み
る
と
、
幟
山
は
小
倉
藩
領
、

大
蛇
山
は
三
池
藩
・
柳
河
藩
領
、
人
形
山
は
福
岡
藩
・
唐
津
藩
・
幕
府
領
と
合
致

す
る
。
つ
ま
り
「
造
り
物
」
違
い
が
、
江
戸
時
代
の
藩
域
を
反
映
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
山
・
鉾
・
屋
台
は
、
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
文
化
領
域
の
あ
り
方
を
令
和
の

今
に
伝
え
る
媒
体
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
藩
政
の
相
違
に

よ
っ
て
人
々
の
気
質
や
趣
向
に
も
違
い
が
現
れ
、
祭
礼
文
化
の
親
和
と
対
立
が
生

み
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
分
布
相
は
、
江
戸
時
代
に
形
成
さ
れ
た
目
に

見
え
な
い
文
化
の
壁
が
今
も
歴
然
と
機
能
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
な
っ
て
い

る
。

　
造
り
物
の
起
源
は
、
中
世
の
京
都
祇
園
会
に
登
場
し
た
「
山
鉾
」
に
あ
る
と
さ

れ
る
。「
鉾
」
は
高
く
、
木
製
の
大
車
輪
が
あ
り
、
大
勢
の
人
々
に
曳
か
れ
て
巡

行
す
る
。
対
し
て
「
山
」
は
、
鉾
よ
り
小
ぶ
り
で
、
人
形
が
飾
ら
れ
、
人
に
担
が

れ
て
ゆ
く
。
飾
り
の
主
題
に
は
、
世
相
を
反
映
し
た
、
諷
刺
的
な
も
の
も
許
さ
れ

て
い
た
。

　
ま
た
、
祇
園
会
に
は
「
風
流
笠
」
と
呼
ば
れ
る
傘
の
造
り
物
も
付
随
し
た
。
博

多
松
囃
子
で
も
見
ら
れ
る
「
傘
鉾
」、
あ
る
い
は
柳
川
の
御
賑
会
で
出
て
い
た
「
山

鉾
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
に
福
岡
県
独
自
の
調

査
項
目
と
し
て
設
定
さ
れ
た
「
山
笠
」
と
は
こ
の
ふ
た
つ
の
要
素
の
融
合
し
、
独

自
の
発
展
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

福
岡
県
下
の
「
山
笠
」
の
系
統

　
山
笠
と
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
人
形
な
ど
の
飾
り
物
を
乗
せ
て
巡
行
す
る
「
造

り
物
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ヤ
マ
と
呼
ば
れ
、
夏
の
祇
園
祭
礼
に
登
場
す
る

の
が
一
般
的
だ
が
、
春
秋
の
神
幸
行
事
に
随
行
す
る
も
の
な
ど
も
あ
り
多
様
性
が

あ
る
。
人
形
山
に
つ
い
て
北
部
九
州
全
体
で
見
る
と
、
今
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た

と
こ
ろ
も
含
め
る
と
、
百
余
箇
所
の
分
布
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
形
態
と
使
用
さ
れ

る
人
形
な
ど
か
ら
、
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
、
五
つ
の
系
統
に
わ
け
て
い
る
。

　
ま
ず
福
岡
市
と
そ
の
周
辺
、
福
岡
藩
領
の
旧
筑
前
国
に
分
布
が
見
ら
れ
も
の
。

そ
の
特
徴
は
、
頂
上
か
ら
シ
オ
リ
と
呼
ば
れ
る
台
の
上
ま
で
、
道
が
必
ず
つ
な
が

る
よ
う
に
波
や
岩
瘤
な
ど
の
飾
り
を
配
置
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
岩
組
山
と
か
岩

山
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
飾
り
の
主
題
は
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
名
場
面
が
採
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
表
（
正
面
）
と
背
面
（
見
送
り
）
の
両
面
に
そ
れ
ぞ
れ
で

異
な
る
主
題
の
意
匠
が
施
さ
れ
る
。
時
代
を
反
映
し
た
主
題
の
人
形
飾
り
は
見
送

り
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
頂
上
か
ら
時
系
列
で
物
語
が
展
開
し
て
い
く
よ

う
に
、
道
に
従
っ
て
飾
り
付
け
ら
れ
る
。
標
題
に
よ
っ
て
は
、
道
が
途
切
れ
な
い

よ
う
に
橋
を
か
け
た
り
、
回
廊
を
回
し
た
り
、
船
や
馬
を
飾
っ
て
そ
の
配
置
の
決

ま
り
を
守
っ
て
い
く
。
山
笠
の
頂
上
か
ら
、
道
は
数
回
折
れ
曲
り
ジ
グ
ザ
グ
に
下

ま
で
降
り
て
く
る
。
途
中
の
折
り
返
し
に
は
、
城
郭
や
寺
院
な
ど
ヤ
カ
タ
を
設
け

て
人
形
を
配
置
し
て
い
く
。
台
周
り
は
杉
の
葉
を
竹
で
挟
み
込
ん
だ
「
杉
壁
」
で

覆
わ
れ
る
細
工
を
施
す
と
こ
ろ
に
も
特
徴
が
あ
る
。

　
こ
の
山
笠
は
、
福
岡
市
と
そ
の
周
辺
部
に
濃
い
分
布
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
福

岡
市
中
心
部
を
取
り
囲
む
地
域
に
は
、
山
笠
の
空
白
地
域
が
連
な
り
、
分
布
の
多

く
は
距
離
的
に
そ
こ
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
る
。
空
白
を
抱
え
る
こ
の
分
布
群

の
中
心
に
あ
る
の
が
、
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
博
多
祇
園
山
笠
」（
以
下
、

博
多
山
笠
）
で
あ
る
。
そ
の
始
源
伝
承
の
古
さ
や
吸
引
力
の
大
き
さ
か
ら
博
多
山
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笠
の
影
響
下
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
、
こ
れ
を
筆
者
は
「
博

多
系
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
博
多
山
笠
の
巡
行
に
は
、
多
く
の
人
手
が
必
要
で
あ
る
。
車
輪
が
な
く
人
が
棒

で
肩
に
担
い
で
行
く
舁
き
山
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
の
舁
き
山
を
約
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
巡
行
さ
せ
る
の
に
千
人
以
上
の
人
手
が
必
要
と
さ
れ
る
。
一
人
の
舁
き
手
が

山
笠
を
舁
け
る
距
離
は
短
く
、
交
代
要
員
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
博
多
の
町
々

は
、
江
戸
時
代
か
ら
周
辺
農
村
の
「
山
笠
加
勢
」
を
受
け
て
き
た
。
舁
き
手
を
供

給
し
て
き
た
為
に
、
博
多
周
辺
に
分
布
の
空
白
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
博
多

山
笠
の
始
ま
り
に
は
諸
説
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
確
証
が
な
い
。
た
だ
、
中
世
の
康

正
二（
一
四
五
六
）年
に
は
、す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
文
書
が
残
っ
て
い
る
。

　
博
多
系
に
分
類
す
る
ヤ
マ
に
は
博
多
山
笠
と
の
関
連
が
何
か
し
ら
見
出
さ
れ

る
。
飾
り
の
形
式
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
使
う
に
人
形
に
至
る
ま
で
類
似
点
を
見

出
す
こ
と
は
容
易
い
。
博
多
山
笠
の
人
形
は
、
陶
製
の
型
に
紙
と
大
鋸
屑
を
貼
り

付
け
て
、
型
抜
き
し
た
頭
に
、
胡
粉
を
塗
り
美
し
く
彩
色
し
た
も
の
で
あ
る
。
胴

体
は
竹
枠
に
藁
を
詰
め
て
紙
を
貼
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
重
量
が
軽
い
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
衣
装
は
豪
華
な
西
陣
織
な
ど
実
際
の
着
物
に
使
う
生
地
が
使
わ
れ

て
き
た
。
現
在
で
は
博
多
織
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
の
博
多
織
は

硬
く
て
造
作
に
向
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
岩
瘤
、
波
な
ど
は
竹
の
骨
組
み
に
紙
を

貼
り
付
け
着
色
し
た
も
の
で
あ
る
。
甲
冑
は
厚
紙
に
、
金
銀
の
紙
や
小
さ
な
鏡
を

縫
い
付
け
て
人
形
用
に
誂
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
は
本
物
の
甲
冑
が

使
わ
れ
て
い
た
。
人
形
は
等
身
大
を
原
則
と
し
て
い
た
。
明
治
時
代
ま
で
は
、
高

い
飾
り
山
を
そ
の
ま
ま
舁
い
て
い
た
が
、
電
柱
の
敷
設
、
電
線
の
架
設
な
ど
の
近

代
化
に
よ
り
、
山
笠
は
舁
き
ま
わ
る
低
い
「
舁
き
山
」
と
据
え
山
の
高
い
「
飾
り

山
」
に
別
れ
た
。
人
形
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
小
さ
く
作
ら
れ

る
。
舁
き
山
に
い
た
っ
て
は
人
形
一
体
を
大
型
化
し
た
飾
り
に
変
化
し
て
き
て
い

る
。
人
形
は
博
多
人
形
師
の
手
に
な
る
も
の
だ
が
、
博
多
人
形
と
は
言
わ
ず
「
山

笠
人
形
」
あ
る
い
は
「
山
人
形
」
と
呼
ん
で
い
る
。
博
多
人
形
師
は
土
の
人
形
を

作
り
生
計
を
立
て
て
い
る
が
、
博
多
松
囃
子
が
終
わ
る
と
山
笠
に
向
け
て
二
箇
月

前
か
ら
、
山
人
形
の
製
作
に
専
念
す
る
。
た
だ
、
山
笠
に
か
か
わ
る
人
形
師
た
ち

の
数
は
少
な
い
。

　
博
多
系
に
は
、
こ
の
博
多
の
山
人
形
を
借
用
し
て
地
元
の
山
笠
に
飾
る
例
が
あ

る
。
博
多
山
笠
で
見
た
人
形
が
別
の
主
題
で
、
周
辺
地
域
に
現
れ
る
こ
と
は
多
々

あ
る
。
か
つ
て
は
、博
多
の
町
内
が
貸
し
出
し
て
い
た
。
博
多
の
町
組
で
あ
る「
流
」

が
人
形
飾
り
一
式
を
買
い
取
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
据
え
山
に
飾

ら
れ
る
人
形
は
人
形
師
か
ら
の
借
用
な
の
で
、
祭
礼
終
了
時
に
は
返
却
す
る
。
周

辺
の
博
多
系
の
山
笠
が
、
そ
れ
を
ま
た
借
用
し
て
い
る
。
飾
り
付
け
に
は
博
多
人

形
師
が
出
向
く
場
合
も
あ
る
。
離
島
に
も
博
多
系
は
分
布
す
る
が
、
そ
こ
で
は
地

元
の
人
が
博
多
山
笠
を
真
似
て
人
形
や
飾
り
を
作
る
所
も
あ
る
。

　
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
に
、
博
多
か
ら
祇
園
神
と
と
も
に
造
り
物
の
山
笠
三

基
も
伝
え
ら
れ
た
と
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
記
さ
れ
て
い
る
所
が
あ
る
。
江
戸
時

代
に
海
運
で
栄
え
た
福
津
市
の
津
屋
崎
で
あ
る
。
こ
こ
の
山
笠
も
博
多
と
同
じ
く

頂
上
か
ら
台
上
ま
で
一
本
の
道
を
通
す
約
束
が
あ
る
岩
組
山
で
あ
る
。
明
治
期
の

山
の
姿
は
博
多
よ
り
は
ス
リ
ム
で
は
あ
る
が
高
さ
は
同
じ
よ
う
に
高
い
。
た
だ
し
、

津
屋
崎
山
笠
に
飾
ら
れ
る
の
は
、
博
多
の
山
人
形
で
は
な
い
。
津
屋
崎
人
形
師
が

作
る
山
人
形
で
あ
る
。
製
作
方
法
も
博
多
と
共
通
で
、
日
常
は
土
人
形
を
作
っ
て

生
計
を
立
て
て
い
る
の
も
同
じ
で
あ
る
。
博
多
人
形
師
と
血
縁
関
係
は
な
い
と
さ

れ
る
が
、
人
形
型
の
交
換
や
、
津
屋
崎
人
形
に
不
幸
が
あ
り
喪
が
か
か
っ
た
と
き

な
ど
は
、
博
多
人
形
師
が
代
わ
っ
て
飾
り
付
け
に
応
じ
た
り
と
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
山
笠
の
形
式
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
山
笠
の
舁
き
棒
に
は

津
屋
崎
な
ら
で
は
の
工
夫
が
あ
る
。
津
屋
崎
の
街
並
み
は
、
津
屋
千
軒
と
言
わ
れ

所
狭
し
と
町
屋
が
並
ぶ
、
当
然
道
も
狭
く
、
山
笠
は
そ
の
な
か
を
疾
走
す
る
。
曲

が
り
角
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
小
回
り
が
効
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
舁

き
棒
の
長
さ
を
調
整
し
た
。
六
本
あ
る
棒
は
外
に
い
く
ほ
ど
に
短
く
な
っ
て
お
り
、

そ
の
工
夫
で
厳
し
い
曲
が
り
角
を
山
笠
が
容
易
に
曲
が
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

博
多
山
笠
と
姿
は
同
じ
で
あ
る
が
「
田
舎
山
」
と
い
う
言
わ
れ
方
で
、
違
い
を
語

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
津
屋
崎
の
山
人
形
も
賃
借
方
式
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
主
題
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
人
形
を
作
り
置
き
し
て
い
る
。
博
多
か
ら
祭
神
、
山
笠
、
行
事
と
も
が
遷

さ
れ
て
広
が
っ
た
博
多
と
同
系
の
山
笠
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
玄
界
灘
沿
岸

地
域
に
津
屋
崎
人
形
師
が
製
作
す
る
山
笠
が
一
定
の
分
布
を
持
つ
こ
と
か
ら
「
津

屋
崎
系
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
博
多
系
の
よ
う
に
一
本
の
道
を
通
さ
ず
、
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
の
題
材
を
、

館
を
積
み
上
げ
た
よ
う
な
造
作
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
そ
の
場
面
を
配
置
し
て
い

く
飾
り
方
を
す
る
山
笠
が
あ
る
。
直
方
山
笠
で
あ
る
。
製
作
に
携
わ
っ
て
き
た
の
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は
直
方
の
人
形
師
た
ち
で
あ
っ
た
。
筑
豊
の
彦
山
川
水
系
の
下
田
川
地
方
や
遠
賀

川
流
域
の
産
炭
地
、
北
九
州
工
業
地
帯
な
ど
に
多
く
分
布
す
る
も
の
で
、
人
形
と

飾
り
を
、
直
方
の
人
形
師
が
ほ
ぼ
供
給
し
て
き
た
。
津
屋
崎
人
形
師
が
飾
り
付
け

た
所
も
あ
る
が
、
直
方
の
形
式
で
配
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
形
式
の

山
笠
群
を
「
直
方
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。
　

　
直
方
山
笠
は
、
直
方
多
賀
神
社
の
秋
の
神
幸
に
供
奉
し
た
造
り
物
が
そ
の
始
ま

り
と
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
の
文
献
に
は
「
花
山
笠
」
と
記
さ
れ
、
も
と
は
人
形
山

で
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
人
形
山
と
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
〇
メ
ー
ト
ル
は
優
に
超
え
て
い
る
よ
う
な

姿
が
写
っ
た
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
。
後
に
は
、
台

上
の
館
の
造
作
が
両
端
に
大
き
く
広
が
る
工
夫
「
開
き
山
」
が
生
ま
れ
た
。
開
き

山
と
い
う
の
は
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
博
多
の
山
笠
が
低
く
な
っ
た
と

き
に
飾
り
を
横
に
広
げ
て
配
置
す
る
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
館
飾
り

が
動
い
て
開
く
工
夫
は
直
方
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
直
方
系
の
山
笠
は
喧
嘩
山
笠

と
さ
れ
、
暴
れ
る
と
こ
ろ
に
個
性
が
あ
り
、
こ
の
工
夫
が
喧
嘩
の
華
と
な
っ
て
い

る
。
山
を
上
下
に
揺
す
り
ガ
ブ
ル
と
い
う
動
作
を
し
て
暴
れ
る
と
開
き
が
連
動
し

て
動
き
が
派
手
に
な
る
の
だ
。
そ
れ
を
「
博
多
の
よ
う
に
上
品
で
は
な
い
」
と
評

す
る
人
も
い
る
。
直
方
で
は
、
炭
鉱
経
営
者
や
裕
福
な
商
人
な
ど
が
山
人
形
を
所

有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
祭
礼
の
と
き
に
出
し
て
飾
り
付
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
行
事
は
山
台
を
洗
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
台
組
し
て
四
隅
に
笹
竹
を
立
て
注

連
縄
を
張
っ
て
神
官
か
ら
修
祓
を
受
け
る
が
、そ
の
姿
を「
笹
山
」と
称
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
形
山
の
夜
の
巡
行
で
は
、
電
飾
を
施
し
多
数
の
提
灯
の
先
導
で
巡
行
す

る
。
こ
の
姿
を
「
提
灯
山
」
と
呼
ん
で
い
る
。
直
方
で
は
笹
山
、
人
形
山
、
提
灯

山
と
姿
を
変
え
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
北
九
州
市
の
山
笠
も
笹
山
か
ら
人

形
山
と
姿
を
変
え
る
が
、
そ
こ
も
直
方
の
人
形
師
が
飾
り
付
け
に
携
わ
っ
て
き
た
。

た
だ
、
直
方
山
笠
の
変
化
は
経
過
と
し
て
の
姿
で
あ
り
、
博
多
山
笠
の
素
山
か
ら

人
形
飾
り
へ
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で
あ
り
、
変
化
に
特
別
な
意
味
合
い
を
持
た
せ

て
る
北
九
州
市
の
ヤ
マ
と
は
異
な
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

　
直
方
の
人
形
師
に
は
、
か
つ
て
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
津
屋
崎
の
山

人
形
の
技
術
を
学
ん
だ
人
形
師
、
も
う
一
つ
は
博
多
人
形
師
と
師
弟
関
係
に
あ
っ

た
人
形
師
、
こ
ち
ら
は
早
い
時
期
に
製
作
を
止
め
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
こ
数
年
は
、

唯
一
残
っ
て
い
た
人
形
師
を
廃
業
に
追
い
込
ん
だ
。
現
在
は
そ
の
技
術
を
受
け
継

ぐ
、
福
智
町
の
人
形
師
だ
け
が
直
方
系
を
担
っ
て
い
る
。

福
岡
県
外
の
「
山
笠
」
の
系
統

　
江
戸
時
代
に
旧
浜
崎
村
の
庄
屋
が
お
伊
勢
参
り
の
帰
途
に
見
た
京
都
祇
園
を
伝

え
て
始
ま
っ
た
の
が
佐
賀
県
の
浜
崎
祇
園
と
さ
れ
る
。
現
在
は
唐
津
市
と
な
っ
た

浜
崎
祇
園
の
山
笠
は
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
と
高
く
、
正
面
か
ら
見
る
と
博
多
系
の

よ
う
に
一
本
の
道
が
通
っ
て
同
じ
よ
う
に
見
え
る
が
、
横
か
ら
見
る
と
大
き
く
棒

を
槍
の
よ
う
に
突
き
出
す
よ
う
に
人
形
や
館
を
飾
り
つ
け
る
「
槍
出
し
」
と
呼
ば

れ
る
手
法
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
山
笠
は
旧
東
松
浦
郡
一
帯

（
現
唐
津
市
と
周
辺
地
域
）
に
複
数
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
山
笠
群
に
飾
ら
れ
て

い
た
山
人
形
は
浜
崎
の
人
形
師
が
製
作
し
た
も
の
だ
っ
た
。
か
つ
て
浜
崎
に
は
人

形
師
は
数
人
い
た
が
、
現
在
は
一
人
も
い
な
く
な
っ
て
い
る
。
浜
崎
の
山
人
形
は

博
多
に
比
べ
て
概
し
て
小
ぶ
り
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
「
浜
崎
系
」

と
呼
ん
で
い
る
。
た
だ
、
分
布
域
で
は
「
博
多
の
人
形
が
回
っ
て
く
る
」
と
い
う

語
り
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
実
際
は
、
浜
崎
の
人
形
師
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
あ
る
人
形
師
宅
に
残
さ
れ
た
頭
を
調
べ
る
と
博
多
人
形
師
が
製
作
し
た
山

人
形
で
あ
っ
た
。
こ
の
頭
を
使
っ
た
浜
崎
の
山
人
形
が
、
博
多
の
も
の
と
人
々
に

認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
浜
崎
人
形
師
不
在
後
は
、
直
方
の
人
形
を
借
用

し
て
飾
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
現
在
は
唐
津
市
の
人
形
師
が
製
作
し
た
も
の
に
加

え
、博
多
の
人
形
師
も
製
作
に
携
わ
り
、博
多
の
山
人
形
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
福
岡
県
下
で
は
今
は
中
断
し
て
い
る
が
、
糸
島
市
深
江
の
秋
祭
り

に
出
て
い
た
山
笠
が
「
浜
崎
系
」
で
あ
っ
た
。

　
浜
崎
は
、
江
戸
時
代
は
幕
府
領
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
天
領
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

造
り
物
と
し
て
有
名
な
も
の
に
大
分
県
の
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
日
田

祇
園
山
鉾
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
高
さ
は
一
五
メ
ー
ト
ル
は
あ

る
。
平
成
に
一
基
を
復
元
し
た
の
で
「
平
成
山
鉾
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
現
在
は
多

く
の
山
笠
が
同
様
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
日
田
の
飾
り
方
は
、
博
多
と
同
じ
く
一

本
の
道
を
通
し
て
飾
り
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
道
は
横
に
張
り
出
す
形
に
な
る
。

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
、
台
の
左
右
に
俵
を
付
け
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
人
形

は
日
田
の
人
形
師
が
作
る
。
下
駄
製
作
と
兼
業
で
人
形
作
り
に
携
わ
っ
て
い
た
。

頭
は
木
製
で
面
目
は
、
文
楽
人
形
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
博
多
の
山
人

形
の
こ
と
を
日
田
で
は
「
生
き
人
形
」
と
評
す
る
。
か
つ
て
観
客
は
、
日
田
の
山
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鉾
を
見
て
浜
崎
同
様
に「
博
多
の
人
形
が
回
っ
て
く
る
」と
話
し
て
い
た
。
近
代
に
、

実
際
に
博
多
の
著
名
な
人
形
師
が
山
鉾
を
飾
っ
て
い
た
事
実
を
反
映
し
た
伝
承
で

あ
る
。
人
形
が
逆
さ
ま
に
な
っ
て
落
ち
て
い
く
よ
う
な
、
博
多
の
山
人
形
し
か
で

き
な
い
飾
り
方
が
明
治
期
の
写
真
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
日
田
の
人
形
は
木
製
で

重
量
が
あ
る
た
め
、
直
立
し
た
姿
で
飾
る
。
対
し
て
博
多
の
山
人
形
は
軽
く
、
ア

ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
飾
り
付
け
が
で
き
た
。
ま
た
日
田
の
大
和
町
だ
け
が
、
博
多

山
笠
の
飾
り
を
ま
る
ご
と
借
り
て
い
た
事
実
も
あ
っ
た
。
そ
の
町
を
通
し
て
博
多

の
流
儀
が
日
田
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
日
田
に
は
豪
奢
な
金
糸
の
織
り
物
の
幕

を
さ
げ
、
優
雅
な
祇
園
囃
子
を
演
奏
し
な
が
ら
巡
行
す
る
と
い
う
天
領
な
ら
で
は

の
京
都
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
部
分
も
残
っ
て
い
る
。
玖
珠
郡
九
重
町
の

下
担
祇
園
の
山
車
は
、
日
田
と
同
じ
形
式
を
持
っ
て
い
る
。
福
岡
県
内
で
は
、
吉

井
町
の
山
笠
が
こ
の
系
統
に
入
る
。
現
在
で
は
博
多
か
ら
山
笠
を
一
式
を
借
用
し

て
飾
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
日
田
と
同
じ
形
式
で
あ
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
を

「
日
田
系
」
と
称
し
て
い
る
。

文
化
伝
播
と
そ
の
経
路

　
人
形
山
す
べ
て
の
系
統
に
は
、「
博
多
う
つ
し
」
と
い
う
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て

き
た
。「
博
多
習
い
」
と
か
「
博
多
ま
ね
び
」
と
も
使
わ
れ
て
い
た
が
同
じ
意
味

で
あ
る
。
そ
れ
は
博
多
の
文
化
を
尊
敬
し
た
う
え
で
真
似
て
、
習
い
覚
え
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
博
多
の
都
市
文
化
に
対
す
る

憧
憬
の
念
が
存
在
す
る
。
か
つ
て
の
博
多
は
そ
れ
ほ
ど
に
周
辺
の
人
々
が
、
挙
っ

て
訪
れ
る
都
会
で
あ
っ
た
。
北
部
九
州
の
人
形
山
の
分
布
域
は
、
博
多
と
同
質
の

気
風
を
持
つ
領
域
、
す
な
わ
ち
ハ
カ
タ
文
化
圏
で
も
あ
る
。
こ
の
ハ
カ
タ
と
は
実

際
の
博
多
よ
り
も
広
い
範
囲
を
指
し
、
博
多
の
文
化
を
手
本
や
雛
型
と
し
て
受
け

入
れ
る
場
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
普
段
の
蓄
え
を
一
気
に
使
い
切
る
よ
う
な
祭

り
が
、
佐
賀
市
近
辺
で
良
し
と
さ
れ
な
い
の
は
、
ハ
カ
タ
文
化
圏
で
は
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
そ
の
範
囲
内
に
は
山
笠
の
分
布
は
見
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
佐

賀
市
近
郊
で
山
笠
が
あ
る
所
も
あ
る
。
小
城
や
多
久
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
江
戸
時

代
は
佐
賀
本
藩
で
は
な
か
っ
た
。
小
城
祇
園
は
「
見
事
み
る
な
ら
博
多
祇
園
、
人

間
み
る
な
ら
小
城
祇
園
」
と
博
多
を
意
識
し
た
物
言
い
を
残
し
て
い
る
。

　
博
多
う
つ
し
は
、
山
笠
の
形
態
だ
け
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
博
多
山
笠
の

「
追
い
山
」
行
事
は
、そ
の
迫
力
ゆ
え
に
ハ
カ
タ
文
化
圏
内
で
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、

博
多
系
以
外
の
直
方
系
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
博
多
山
笠
の
法
被
や
、
組

織
の
模
倣
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
当
番
法
被
と
呼
ば
れ
る
長
法
被
は
そ
の
格
好
良
さ

か
ら
、
日
田
祇
園
で
着
用
さ
れ
る
ま
で
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
現
在
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
が
影
響
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
は
北
海
道
に
博
多
山
笠
を

伝
え
た
。
北
海
道
芦
別
健
夏
山
笠
で
あ
る
。
番
組
で
見
た
山
笠
を
芦
別
の
人
々
は

自
作
し
て
自
分
た
ち
の
祭
り
に
出
し
た
。
こ
れ
も
博
多
う
つ
し
で
あ
る
。
今
で
は
、

博
多
と
の
人
的
交
流
も
盛
ん
に
な
り
、
博
多
か
ら
正
式
に
兄
弟
山
笠
と
し
て
認
知

さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

　
山
笠
の
分
布
を
見
る
と
、
商
都
、
城
下
町
、
宿
場
町
、
港
町
な
ど
繁
華
な
場
所

に
多
い
。
周
辺
部
に
農
村
や
漁
村
な
ど
を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
都
会
」
で
あ
る
。

純
農
村
部
に
は
、
山
笠
は
な
い
。
し
か
し
例
外
も
あ
る
。
そ
れ
は
近
代
に
入
り
急

激
に
人
口
を
増
し
た
場
で
あ
る
産
炭
地
で
あ
る
。
多
く
の
人
手
を
必
要
と
し
た
炭

坑
で
は
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
鉱
夫
が
集
ま
り
一
挙
に
都
市
化
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
彦
山
川
・
遠
賀
川
水
系
の
炭
鉱
町
の
多
く
に
は
、
多
様
で
荒
々
し
い
気

風
が
醸
成
さ
れ
、
そ
れ
を
「
川
筋
気
質
」
と
表
現
し
た
。
山
笠
は
そ
れ
を
一
つ
に

ま
と
め
る
も
の
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
炭
鉱
経
営
者
な
ど
も
積
極
的
に
祭
礼
に
参

与
し
た
。
直
方
の
資
産
家
や
裕
福
な
家
が
山
人
形
を
購
入
し
家
に
飾
っ
て
保
管
し

て
い
た
も
の
持
ち
寄
り
山
笠
に
飾
っ
た
と
の
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
産
出
さ
れ
た
石
炭
は
、
水
運
で
遠
賀
川
の
河
口
の
芦
屋
に
運
ば
れ
、
日
本

の
近
代
を
支
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
。

　
遠
賀
川
流
域
の
北
九
州
市
八
幡
西
区
木
屋
瀬
に
は
「
博
多
の
祇
園
は
、
飯
塚
か

ら
木
屋
瀬
に
来
て
、
黒
崎
で
終
わ
る
」
と
い
う
言
い
方
が
残
っ
て
い
た
。
木
屋
瀬

は
長
崎
街
道
の
宿
場
で
あ
り
、
遠
賀
川
を
渡
る
と
唐
津
街
道
赤
間
宿
へ
と
つ
な
が

る
交
通
の
要
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
祇
園
祭
礼
に
直
方
系
の
人
形
山
が
出
る
が
、

明
治
時
代
ま
で
は
博
多
山
笠
と
同
じ
姿
で
あ
っ
た
。
宿
場
周
辺
の
農
村
か
ら
は
町

屋
の
甍
の
上
に
た
な
び
く
、
山
笠
の
幟
「
二
引
」
が
見
え
た
と
伝
え
て
い
る
。
宿

場
町
が
周
辺
か
ら
人
手
を
集
め
て
お
り
、
近
世
か
ら
舁
き
手
を
周
辺
農
村
に
頼
ん

で
い
た
博
多
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。
長
崎
街
道
を
通
じ
て
博
多
の
文
化
が
伝
え
ら

れ
、
祇
園
祭
礼
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
今
に
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
構
成
は
、
山
笠
を
行
う
場
合
の
人
の
手
当
て
に
は
最
良
の
構
成
で
あ
る
。

博
多
山
笠
も
ま
さ
し
く
、
こ
の
構
成
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
き
た
。
博
多
＝
マ
チ
、

周
辺
漁
村
＝
ウ
ラ
、
近
郊
農
村
＝
ム
ラ
で
あ
る
。
舁
き
手
を
農
村
や
漁
村
か
ら
雇
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い
、
造
り
物
を
製
作
す
る
資
金
は
町
が
担
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
山
笠
は
、
都

市
の
祭
礼
で
あ
る
。
人
、
モ
ノ
、
資
金
の
循
環
が
な
け
れ
ば
山
笠
の
よ
う
な
祭
礼

は
成
立
し
な
い
。
そ
れ
を
見
る
人
、「
見
物
人
」
も
必
要
と
さ
れ
る
。
日
頃
か
ら

人
の
往
来
が
盛
ん
で
吸
引
力
の
高
い
都
市
部
な
ら
で
は
の
祭
礼
と
い
え
よ
う
。
ウ

ラ
は
、
マ
チ
的
な
要
素
を
内
包
し
て
い
る
。
漁
業
は
商
行
為
な
し
に
は
生
計
が
成

立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
津
屋
崎
の
よ
う
な
ウ
ラ
が
山
笠
の
中
心
と
な
っ
た
理
由

も
そ
こ
に
あ
る
。
こ
の
基
本
構
造
は
博
多
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

豊
前
地
方
の
原
型
「
今
井
系
」

　
こ
こ
か
ら
は
人
形
山
と
は
別
系
統
の
ヤ
マ
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
山
車
・
山

鉾
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
小
倉
藩
領
の
旧
豊
前
国
で
最
も
古
い
始
原
を

伝
え
て
い
る
祇
園
社
が
「
今
井
津
祇
園
社
」
で
あ
る
。
京
都
祇
園
社
か
ら
中
世
に

今
井
津
金
屋
（
現
行
橋
市
今
井
）
に
勧
請
さ
れ
た
祇
園
神
で
あ
る
。
豊
前
地
域
の

祇
園
社
（
須
佐
神
社
）
は
、ほ
と
ん
ど
が
こ
の
今
井
祇
園
社
（
現
今
井
津
須
佐
神
社
）

か
ら
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
毎
年
、
万
年
の
加
護
を
願
っ
て
、
今
井

津
の
近
く
の
「
姥
ケ
懐
」
と
い
う
海
岸
で
潮
井
（
海
水
）
を
汲
ん
で
、
町
村
の
代

参
者
が
今
井
祇
園
社
に
参
り
、
祈
祷
札
を
受
け
て
帰
る
万
年
講
「
今
井
さ
ま
の
万

年
願
参
り
」
が
行
わ
れ
て
お
り
周
辺
地
域
か
ら
の
信
仰
も
篤
い
。
こ
の
座
元
に
は

「
今
井
津
　
須
佐
神
社
」
と
記
さ
れ
た
座
元
旗
を
掲
げ
、
そ
こ
が
分
霊
さ
れ
た
村

祇
園
と
み
な
さ
れ
た
。「
今
井
の
お
祇
園
さ
ん
」
の
信
仰
的
影
響
力
は
豊
前
の
み

な
ら
ず
、
旧
福
岡
藩
領
の
筑
前
ま
で
及
ん
で
い
て
、
黒
崎
の
祇
園
社
、
宗
像
市
赤

間
の
須
賀
神
社
な
ど
、
今
井
祇
園
社
と
の
関
係
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く

な
い
。

　
今
井
の
お
祇
園
さ
ん
の
祭
り
が
「
今
井
祇
園
行
事
」
で
あ
る
。
詳
し
く
は
詳
細

報
告
に
譲
る
が
、『
太
宰
管
内
志
』「
今
井
祇
園
社
」
の
項
に
は
「
今
井
の
祇
園
社

と
云
う
は
、
近
国
に
知
ら
れ
た
る
社
な
り
。
六
月
の
祭
に
は
、
郡
中
の
人
集
て
式

を
行
へ
ば
、
甚
だ
に
ぎ
や
か
な
り
。
山
笠
六
基
を
造
る
。
十
四
日
の
夕
に
連
歌
興

行
あ
り
。
其
時
宗
匠
は
山
笠
の
台
上
に
居
る
な
り
。
山
笠
の
つ
く
り
や
う
は
、
京

都
祇
園
に
似
た
り
。
さ
て
今
井
の
町
と
、
元
永
の
町
の
間
に
汐
入
り
の
川
あ
り
。

山
笠
此
処
を
引
渡
す
。
故
に
車
を
ふ
と
く
造
る
事
な
り
と
か
し
。」(2

(

と
あ
り
、
車

上
連
歌
な
ど
の
奉
納
行
事
や
そ
の
賑
わ
い
と
と
も
に
京
都
祇
園
の
鉾
と
の
類
似
を

指
摘
し
て
い
る
。
高
さ
四
丈
、
二
本
の
鉾
柱
を
持
ち
、
上
部
に
付
け
ら
れ
た
鎌
で
、

八
ツ
撥
と
い
う
稚
児
を
乗
せ
て
道
切
の
注
連
縄
を
切
っ
て
進
ん
で
ゆ
く
、
か
つ
て

の
姿
は
京
都
祇
園
祭
り
の
長
刀
鉾
と
同
じ
で
あ
る
。
か
つ
て
今
井
の
山
車
は
祓
川

を
渡
り
元
永
の
祇
園
社
に
詣
で
て
稚
児
を
奉
納
し
て
い
た
た
め
、
車
輪
は
現
在
で

も
径
が
六
尺
あ
る
。

　
今
井
祇
園
の
特
徴
は
、連
歌
奉
納
、稚
児
・
大
幣
奉
納
、提
灯
山
巡
行
、飾
り
山
（
幟

山
）
巡
行
と
多
彩
な
行
事
に
あ
る
。
祓
川
近
隣
の
英
彦
山
を
水
源
と
す
る
今
川
を

遡
る
と
、
今
井
祇
園
と
形
式
が
類
似
す
る
幟
山
が
複
数
存
在
し
て
い
る
。
み
や
こ

町
犀
川
の
生
立
八
幡
神
社
山
笠
、
田
川
郡
赤
村
下
赤
・
上
赤
地
区
の
山
笠
、
添
田

町
下
津
野
・
上
津
野
の
高
木
神
社
の
幟
山
で
あ
る
。
生
立
八
幡
神
社
の
山
車
に
は
、

今
井
の
山
車
の
部
材
が
使
わ
れ
て
い
る
町
が
あ
り
、
製
作
法
も
今
井
に
学
ん
だ
と

伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
井
元
永
の
舁
き
山
の
復
活
に
際
し
て
生
立
八
幡
神
社
の

舁
き
山
か
ら
製
作
・
操
作
方
法
を
逆
に
学
ん
で
い
る
。
元
永
の
舁
き
山
と
下
津
野

の
御
神
山
の
鉾
柱
は
、
生
立
八
幡
神
社
の
二
本
の
鉾
柱
「
だ
し
」
と
形
式
が
共
通

し
て
い
る
。
花
・
ヤ
ナ
ギ
と
呼
ば
れ
る
飾
り
が
付
く
の
は
、
生
立
か
ら
で
赤
村
、

津
野
へ
と
続
く
。
後
述
す
る
田
川
地
方
の
山
車
装
飾
の
バ
レ
ン
と
の
関
係
も
看
取

で
き
る
。

　
ま
た
、
今
井
の
「
八
ツ
撥
」
と
生
立
の
「
と
お
り
も
ん
」
と
い
う
稚
児
、
そ
し

て
彼
ら
が
行
う
大
幣
の
奉
納
な
ど
、
祭
礼
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
て
も
共
通
点
が

多
く
、
山
車
に
伴
っ
て
、
こ
れ
ら
の
儀
礼
も
伝
播
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
。
赤
村
祇
園
で
稚
児
が
化
粧
を
し
て
幟
山
に
乗
る
姿
は
今
井
祇
園
の
八
ツ

撥
を
連
想
さ
せ
る
。
神
霊
を
今
井
祇
園
社
か
ら
勧
請
し
、
山
車
、
祭
礼
を
始
め
て

い
る
の
は
、
博
多
櫛
田
神
社
か
ら
祇
園
神
と
山
笠
を
移
し
て
始
ま
っ
た
津
屋
崎
山

笠
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。
こ
の
今
井
祇
園
に
類
似
す
る
山
車
群
を
本
稿
で
は
「
今

井
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
旧
小
倉
藩
領
一
体
に
分
布
し
、
小
笠
原
藩
の
家

紋
で
あ
る
三
階
菱
紋
を
使
う
事
で
も
共
通
し
て
い
る
。

今
井
系
と
直
方
系
が
出
会
う
田
川
盆
地
の
山
笠

　
英
彦
山
か
ら
田
川
盆
地
へ
下
り
、
直
方
で
遠
賀
川
に
合
流
す
る
彦
山
川
水
系
に

眼
を
転
じ
て
も
、
今
井
系
の
幟
山
が
見
い
出
せ
る
。
そ
の
多
く
は
「
神
幸
」
と
呼

ば
れ
る
春
先
の
行
事
で
登
場
す
る
。
英
彦
山
神
宮
の
御
神
幸
を
皮
切
り
に
、
祭
礼

が
平
野
へ
と
下
っ
て
ゆ
く
。

　
英
彦
山
が
修
験
道
寺
院
だ
っ
た
時
代
か
ら
、
今
井
津
と
英
彦
山
は
密
接
な
関
係
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に
あ
り
、
今
井
の
海
で
重
要
な
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
現
在
、
英
彦
山
神
宮
の

神
官
た
ち
が
、
英
彦
山
か
ら
下
り
生
立
八
幡
神
社
、
今
井
の
小
祠
な
ど
で
神
事
を

行
い
接
待
を
受
け
な
が
ら
、
祓
川
の
先
に
あ
る
沓
尾
の
「
姥
ケ
懐
」
の
海
で
禊
を

し
て
、
英
彦
山
へ
潮
井
を
持
ち
帰
る
行
事
で
あ
る
。
今
井
で
は
彼
ら
の
歩
く
道
は
、

現
在
で
も
「
山
伏
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
今
井
系
の
幟
山
は
、
彦
山
川
を
下
る
よ
う
に
添
田
町
、
田
川
市
伊
加
利
・
伊
田

な
ど
に
分
布
し
て
い
る
。
伊
加
利
で
は
、
今
井
系
の
山
笠
と
と
も
に
、
人
形
を
乗

せ
た
飾
り
山
が
登
場
し
て
い
た
。
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
の
写
真
か
ら
直
方

山
笠
と
共
通
し
た
も
の
と
推
察
し
う
る
。
た
だ
、
明
治
期
ま
で
は
地
元
の
人
形
師

が
製
作
し
て
お
り
、
戦
後
に
な
っ
て
直
方
の
人
形
師
に
依
頼
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
さ
れ
る
。
他
に
踊
り
山
も
あ
り
、
隣
の
田
川
市
伊
田
の
川
渡
り
神
幸
祭
と
の
関

連
も
う
か
が
え
る
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
も
戦
時
中
に
絶
え
た
。
既
に
述
べ
た
津

野
で
も
五
月
の
幟
山
と
は
別
に
七
月
の
祇
園
祭
に
、
昼
は
人
形
山
、
夜
は
提
灯
山

が
出
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
そ
れ
も
明
治
期
に
途
絶
え
た
。

　
彦
山
川
水
系
の
中
元
寺
川
で
も
、
今
井
系
の
山
車
は
見
ら
れ
る
。
上
流
の
添
田

町
上
中
元
寺
山
笠
、
川
崎
町
安
宅
須
佐
神
社
山
笠
で
あ
る
。
安
宅
の
幟
山
は
中
元

寺
川
を
渡
っ
て
神
幸
す
る
神
輿
に
供
奉
す
る
。
中
流
の
田
川
市
弓
削
田
で
は
、
現

在
で
も
祇
園
社
（
須
佐
神
社
）
の
祭
り
と
し
て
幟
山
が
二
基
出
て
い
る
。

川
を
渡
ら
な
い
こ
と
と
人
形
山

　
田
川
郡
の
ヤ
マ
の
分
布
特
性
は
、
今
井
系
と
人
形
山
が
入
り
混
じ
る
よ
う
に
な

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
旧
筑
前
国
の
山
笠
の
影
響
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
彦
山
川
水
系
で
は
、川
渡
り
神
幸
祭
が
行
わ
れ
る
伊
田
を
境
に
し
て
、グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
に
徐
々
に
今
井
系
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
伊
田
と
境
を
接
す
る
糒
、

夏
吉
、
そ
し
て
香
春
町
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
幸
に
は
人
形
山
が
供
奉
す
る
よ
う
に
様

相
が
変
わ
る
。
糒
は
「
筑
前
系
の
華
麗
な
舁
き
山
」(3

(

だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

田
川
郡
香
春
町
の
須
佐
神
社
は
、
元
応
二
（
一
三
二
〇
）
年
に
今
井
津
の
祇
園
社

か
ら
勧
請
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
祭
礼
で
は
山
鉾
を
奉
納
し
清
瀬
川
を

渡
っ
て
本
社
へ
戻
り
、
今
井
と
同
じ
よ
う
に
連
歌
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
明
治
時

代
に
な
り
、
社
が
遷
宮
さ
れ
川
を
渡
ら
な
く
な
り
、
三
基
の
人
形
山
を
出
す
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
直
方
の
人
形
師
と
当
地
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
造
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

　
田
川
郷
土
研
究
会
の
花
村
は
、
川
渡
り
行
事
と
の
関
連
で
幟
山
の
分
布
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
推
論

(4

(

し
て
い
る
が
、
筆
者
は
逆
方
向
か
ら
の
も
う
一
つ
の
視
点

を
加
え
て
こ
の
論
を
補
強
し
た
い
。
そ
れ
は
、
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
何
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
川
を
渡
る
こ
と
自
体
が
見
せ
場
と
な
る
所
で
は
、
今
井
系

の
よ
う
な
大
型
の
曳
き
山
で
あ
る
幟
山
が
適
し
て
お
り
、
見
栄
え
も
良
い
。
し
か

し
、
川
渡
り
で
き
な
い
環
境
に
あ
る
地
域
で
は
、
見
せ
場
を
別
に
仕
立
て
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
が
、
豪
華
な
飾
り
を
施
し
た
人
形
山
を
舁
き
回
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
中
元
寺
川
水
系
の
糸
田
の
祇
園
山
笠
は
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
す
る
。
当
地
の
山

笠
は
江
戸
時
代
か
ら
人
形
を
あ
し
ら
っ
た
「
居
人
形
山
」
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に

ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
人
形
飾
り
の
あ
る
据
え

山
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
明
治
期
に
な
っ
て
炭
鉱
産
業
の
隆
盛
も
あ
り
、
直
方
と
の

交
流
が
始
ま
り
人
形
を
乗
せ
た
飾
り
山
笠
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
糸
田
は
、
旧

筑
前
国
と
の
境
に
あ
る
烏
尾
峠
か
ら
降
り
て
く
る
「
太
閤
道
」
に
繋
が
る
古
い
往

還
沿
い
の
町
部
で
あ
る
。
江
戸
期
に
飯
塚
宿
の
山
笠
関
係
者
が
糸
田
の
庄
屋
に
人

形
他
を
借
り
に
来
た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
、
こ
の
道
を
通
し
て
の
交
流
は
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
糸
田
山
笠
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
二
つ
の
舁
き
山
が
糸
田
の
往
還

で
対
峙
し
て
、
ど
ち
ら
が
先
に
降
ろ
す
か
を
競
う
。
こ
れ
を
か
つ
て
は
糸
田
の
上
・

中
・
下
の
舁
き
山
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
夜
遅
く
ま
で
行
っ
て
い
た
。
こ
れ

が
な
か
な
か
盛
り
上
が
り
、
観
客
た
ち
も
興
奮
し
た
。
か
つ
て
は
そ
れ
に
加
え
て

糸
田
の
三
基
の
舁
き
山
が
、
飾
り
を
取
り
外
し
た
四
本
柱
に
数
十
個
の
提
灯
を
取

り
付
け
て
旧
祇
園
社
地
ま
で
急
斜
面
を
一
気
に
担
ぎ
あ
げ
る
行
事
も
壮
観
で
、
こ

れ
も
提
灯
山
と
し
て
姿
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。

　
糸
田
よ
り
下
流
を
「
下
田
川
地
方
」
と
呼
び
、
こ
こ
に
は
今
井
系
は
な
い
と
し

た
が
、
江
戸
時
代
に
今
井
か
ら
勧
請
さ
れ
た
金
田
（
現
福
智
町
）
の
稲
荷
社
境
内

社
の
須
佐
神
社
の
山
笠
は
、
江
戸
期
か
ら
明
治
期
ま
で
は
幟
山
笠
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
今
井
系
で
あ
っ
た
ろ
う
。
炭
鉱
の
隆
盛
と
と
も
に
人
形

飾
り
の
山
笠
に
変
わ
り
、
近
年
新
た
に
糸
田
祇
園
山
笠
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
曳
き
山
へ
囃
子
を
伝
授
し
て
い
る
。

　
福
智
町
上
野
の
神
幸
祭
に
も
人
形
山
笠
が
出
て
い
た
。
こ
れ
を
「
ヤ
カ
タ
人
形

山
」
と
称
し
て
い
た
が
、
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
に
「
居
人
形
山
」
に
変
更
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さ
れ
、
以
降
は
幟
山
に
人
形
を
飾
り
付
け
る
よ
う
な
簡
素
な
も
の
と
な
り
昭
和

一
〇
（
一
九
三
五
）
年
に
途
絶
え
た
。
こ
の
ヤ
カ
タ
人
形
山
は
、
現
在
見
ら
れ
る

糸
田
祇
園
の
館
を
積
み
上
げ
た
よ
う
な
飾
り
山
の
形
式
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
筆
者

は
、
糸
田
の
人
形
山
笠
を
直
方
系
に
分
類
し
、
筑
前
の
要
素
が
炭
鉱
産
業
の
発
展

に
よ
り
、
明
治
以
降
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
た
が
、
こ
の
「
ヤ

カ
タ
人
形
山
」
が
江
戸
期
に
造
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
地
元
人
形
製
作
者

の
存
在
も
想
定
さ
れ
、
直
方
系
と
の
交
流
開
始
時
期
を
再
考
す
る
必
要
も
出
て
く

る
。
そ
れ
こ
そ
今
井
系
と
直
方
系
の
濃
淡
が
変
化
す
る
ヤ
マ
の
分
布
で
あ
る
。
直

方
で
遠
賀
川
に
合
流
す
る
彦
山
川
を
通
し
て
旧
豊
前
国
と
旧
筑
前
国
の
文
化
と
を

混
ぜ
合
わ
せ
て
伝
え
て
き
た
と
考
え
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

今
井
系
が
旧
筑
前
国
の
ヤ
マ
と
出
会
っ
た
「
苅
田
系
」

　
京
都
郡
苅
田
町
の
山
笠
の
特
質
は
、
灯
山
、
幟
山
、
飾
り
山
と
姿
を
三
度
変
え

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
お
潮
井
を
取
り
に
向
か
う
幟
山
、
提
灯
を
灯
し

た
山
の
巡
行
、「
鉦
卸
し
」
か
ら
始
ま
り
、
連
歌
奉
納
祭
な
ど
の
行
事
の
共
通
点

か
ら
、
今
井
祇
園
行
事
と
の
関
連
が
強
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
苅
田

を
今
井
系
に
分
類
す
る
こ
と
も
可
能
に
思
え
る
。
し
か
し
、
提
灯
を
何
段
に
も
し

て
四
面
に
灯
す
灯
山
は
、
今
井
と
は
趣
が
異
な
り
戸
畑
山
笠
と
の
類
似
を
感
じ
さ

せ
る
。
加
え
て
、
苅
田
の
山
笠
は
も
う
一
度
姿
を
変
え
る
。
字
原
神
社
の
神
幸
で

神
輿
に
随
行
す
る
姿
の
飾
り
山
で
あ
る
。
ご
つ
ご
つ
し
た
瘤
の
よ
う
な
岩
の
背
景

に
、
館
と
人
形
を
飾
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
頂
上
に
は
竹
に
柳
の
よ
う
に
垂
れ

た
多
数
の
造
花
を
付
け
た
「
ホ
テ
」
と
呼
ば
れ
る
柱
が
三
本
立
て
ら
れ
る
。
生
立

八
幡
の
ヤ
ナ
ギ
、
伊
田
の
バ
レ
ン
な
ど
に
連
な
る
造
作
で
あ
る
。
人
形
飾
り
は
直

方
の
人
形
師
の
手
に
よ
る
が
、
直
方
系
の
よ
う
に
館
の
上
に
数
多
く
の
人
形
が
配

置
さ
れ
物
語
を
表
現
す
る
よ
う
な
も
の
と
は
異
な
り
、
岩
に
嵌
っ
た
館
に
人
形
が

二
、三
体
配
置
さ
れ
る
と
い
う
形
式
。
ど
こ
か
博
多
山
笠
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
博

多
の
岩
瘤
と
も
趣
は
こ
と
な
る
も
の
の
、
岩
を
強
調
し
た
人
形
山
で
あ
る
。
博
多

系
の
山
笠
も
「
岩
山
」・「
岩
組
山
」
と
も
呼
ば
れ
、
岩
の
山
を
背
景
に
人
形
を
飾

り
付
け
る
形
式
は
共
通
し
て
い
る
。

　
苅
田
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
競
演
会
で
山
笠
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
、
互
い
の
山

を
対
峙
さ
せ
て
勢
い
よ
く
ぶ
つ
け
る
「
突
き
当
て
」
に
あ
る
。
先
に
述
べ
た
糸
田

の
二
つ
の
山
笠
が
対
峙
し
て
行
う
行
事
と
共
通
点
も
感
じ
取
れ
る
。
一
時
、
突
き

当
て
が
危
険
と
さ
れ
、
そ
れ
が
行
い
難
い
直
方
系
の
山
笠
に
変
え
る
町
が
増
え
た
。

直
方
山
笠
の
当
初
の
姿
は
「
花
山
笠
」
と
伝
え
て
お
り
、
現
在
の
よ
う
な
人
形
山

で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。「
ホ
テ
花
」
と
い
う
別
称

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
直
方
系
の
上
に
こ
の
ホ
テ
を
乗
せ
た
も
の
を
、
苅
田
で

は
「
小
山
」
と
称
し
て
い
る
。

　
対
し
て
岩
山
は
「
大
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
今
井
系
の
山
車
と
直
方
系
の
人

形
山
が
こ
こ
で
出
会
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
苅
田
と
同
じ
形
式
は
隣
町
の
小
倉

南
区
曽
根
綿
都
美
神
社
の
山
笠
に
も
見
ら
れ
る
。
提
灯
山
、
幟
山
、
人
形
飾
り

山
へ
と
三
様
に
変
化
す
る
形
式
を
な
ど
は
同
じ
で
、
人
形
飾
り
山
に
岩
山
の
造
作

も
見
ら
れ
る
が
、
苅
田
で
ホ
テ
と
呼
ぶ
最
上
部
の
飾
り
を
、
こ
こ
で
は
バ
レ
ン
と

呼
ん
で
る
。
ま
た
小
倉
南
区
長
尾
八
坂
神
社
に
は
、
苅
田
の
山
笠
を
模
し
て
始

め
た
と
伝
え
ら
れ
る
山
笠
が
あ
る
。
岩
山
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
昭
和
三
〇

（
一
九
五
五
）
年
ま
で
は
舁
き
山
で
「
お
汐
井
か
き
」
の
と
き
は
幟
山
、
夜
は
提

灯
を
付
け
た
「
火
山
」
に
姿
を
変
え
た
。
苅
田
山
笠
も
四
〇
年
程
前
ま
で
は
舁
き

山
で
あ
っ
た
。
今
井
系
と
直
方
系
ど
ち
ら
も
の
影
響
が
み
ら
れ
る
の
が
苅
田
山
笠

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
分
布
は
数
例
だ
が
、
こ
れ
ら
の
山
笠
も

含
め
て
「
苅
田
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
た
だ
苅
田
山
笠
に
、
博
多
を
感
じ
る
の
は
ど
う
い
う
訳
で
あ
ろ
う
か
。
今
井
の

隣
町
豊
前
市
の
八
屋
祇
園
に
出
る
神
山
と
言
わ
れ
る
舁
き
山
は
、
苅
田
山
笠
と
同

型
の
屋
形
型
の
屋
根
の
上
に
張
り
出
す
形
で
人
形
が
飾
ら
れ
軍
記
物
な
ど
の
物
語

を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
地
の
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
の
写
真
を
見
る

と
、
背
景
の
山
の
造
形
に
は
岩
瘤
の
造
形
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
高
い
頂
上
か

ら
ジ
グ
ザ
ク
に
一
本
の
道
が
降
り
て
き
て
舞
台
に
人
形
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
明
ら
か
に
博
多
系
の
特
徴
で
あ
る
。
二
つ
の
山
笠
が
出
会
い
対
峙
す
る
と
ガ
ブ

リ
と
い
い
棒
を
上
げ
て
睨
み
合
う
。
苅
田
の
よ
う
に
突
き
当
て
る
こ
と
は
な
い
が
、

糸
田
な
ど
と
も
共
通
す
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
表
現
で
あ
る
。
小
倉
か
ら
苅
田
を

通
り
、
今
井
を
経
由
し
て
宇
佐
八
幡
宮
へ
続
く
勅
使
街
道
上
に
あ
る
場
所
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
旧
筑
前
国
の
山
笠
と
の
類
似
点
が
現
れ
る
こ

と
も
不
自
然
で
は
な
い
。
街
道
を
通
し
て
博
多
山
笠
の
見
分
が
伝
え
ら
れ
、
今
井

系
が
街
道
を
通
し
て
博
多
系
と
出
会
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
街
道
は
大
分
県
の
中
津
で
分
岐
し
て
天
領
日
田
へ
と
向
か
う
。
大
分
県
の

九
重
町
下
担
祇
園
は
、
下
担
の
人
の
夢
枕
に
白
馬
の
乗
っ
た
今
井
津
祇
園
の
神
が
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立
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
今
井
祇
園
を
当
地
に
勧
請
し
、

今
井
祇
園
の
山
車
の
作
り
方
も
学
び
、
祭
り
を
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

三
六
（
一
九
六
一
）
年
の
火
事
で
山
車
は
焼
失
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
に

今
度
は
日
田
か
ら
山
鉾
や
人
形
の
製
作
方
法
を
学
び
自
作
し
、
祇
園
囃
子
は
唐
津

か
ら
学
ん
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
か
っ
て
筆
者
が
日
田
系
と
し
て
分
類
し
て
い

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
北
部
九
州
の
山
・
鉾
・
屋
台
の
循
環
路
が
繋
が
っ
た
。

今
井
系
の
影
響
を
受
け
た
汐
井
の
笹
山

　
北
九
州
市
の
山
笠
は
姿
を
変
え
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
直
方
系
の
人
形
山

に
分
類
で
き
る
黒
崎
祇
園
や
前
田
祇
園
に
は
、
神
輿
の
神
幸
前
に
海
で
海
藻
な
ど

の
潮
井
を
と
り
、
清
め
祓
い
を
目
的
と
し
て
巡
行
す
る
「
笹
山
」・「
旗
笹
山
」
と

い
う
も
う
一
つ
の
形
態
が
あ
る
。
芦
屋
で
山
笠
巡
行
時
に
汐
井
が
先
ん
じ
て
撒
か

れ
る
こ
と
も
関
連
し
て
い
よ
う
。
博
多
山
笠
に
は
疫
病
退
散
の
清
水
散
布
伝
承
が

あ
る
。
実
際
に
は
海
の
砂
汐
井
を
下
げ
た
人
形
山
が
町
内
を
回
る
こ
と
で
清
め
祓

い
を
し
て
お
り
、
北
九
州
市
の
山
笠
の
よ
う
に
祓
い
清
め
に
特
化
し
た
姿
を
持
た

な
い
。
都
市
近
郊
農
村
の
祇
園
祭
り
で
あ
れ
ば
、
疫
病
の
祓
い
は
、
獅
子
頭
な
ど

が
回
る
こ
と
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
獅
子
の
出
る
祇
園
に
は
山
笠

は
な
い
が
、
北
九
州
市
の
笹
山
は
こ
の
獅
子
と
同
じ
役
割
な
の
か
も
し
れ
な
い
と

想
像
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
姿
を
変
え
る
の
は
、
今
井
系
か
ら
苅
田
系
に
見
ら
れ
る
小
倉
藩
領

の
ヤ
マ
の
特
色
で
あ
る
。
豊
前
の
山
車
の
変
化
の
あ
り
方
は
、
信
仰
的
な
機
能
に

特
化
し
た
も
の
考
え
ら
れ
る
。
対
し
て
、
旧
筑
前
国
の
ヤ
マ
、
な
か
で
も
博
多
系

に
は
こ
の
機
能
変
化
が
明
確
に
は
見
い
出
せ
な
い
。
前
田
や
黒
崎
な
ど
の
直
方
系

に
見
ら
れ
る
変
化
は
、
今
井
系
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

南
筑
後
に
ひ
ろ
が
る
「
三
池
系
」

　
南
筑
後
を
分
布
域
と
し
て
い
る
ヤ
マ
が
大
蛇
山
で
あ
る
。
旧
柳
河
藩
と
旧
三
池

藩
の
祇
園
社
に
、
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
時
代
か
ら
山
車
が
存
在
し
て
お
り
、
各
藩
主
が

下
賜
し
た
「
御
前
山
」
を
伝
え
て
い
る
。
両
藩
は
境
を
接
し
て
お
り
、
旧
柳
河
藩

三
池
本
町
と
旧
三
池
藩
新
町
の
二
基
の
大
蛇
山
は
切
磋
琢
磨
し
て
独
自
性
を
維
持

し
現
在
ま
で
祭
礼
を
伝
え
て
い
る
。
大
蛇
山
は
、
今
井
系
と
比
べ
て
横
長
の
屋
形

型
の
山
車
に
大
蛇
の
意
匠
の
飾
り
物
を
後
か
ら
取
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
山
車

に
は
技
巧
を
凝
ら
し
た
欄
間
細
工
が
施
さ
れ
、
大
蛇
の
飾
り
が
な
く
と
も
、
そ
れ

だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
蛇
の
飾
り
は
竹
枠
に
紙
を
幾
重
に
も
貼
り
付

け
て
着
色
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
博
多
系
の
山
笠
な
ど
と
も
共
通
し
た
製
作

技
術
で
あ
る
。
江
戸
期
の
記
録
に
大
蛇
の
造
作
の
記
述
が
見
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、

御
前
山
が
巡
行
し
て
い
た
祭
礼
に
、
後
か
ら
人
形
山
な
ど
博
多
系
の
要
素
と
し
て
、

大
蛇
の
造
り
物
が
加
わ
っ
た
と
の
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
三
池
大
蛇
山
か
ら
、
山
車
の
製
作
法
、
祭
礼
行
事
の
あ
り
方
な
ど
を
学
ん

で
始
ま
っ
た
の
が
大
牟
田
祇
園
の
大
蛇
山
四
基
で
あ
る
。
三
池
の
二
つ
の
山
車
を

ル
ー
ツ
と
し
て
権
威
化
し
、
こ
の
四
基
と
合
わ
せ
て
六
山
と
呼
ん
で
い
る
。
大
牟

田
祇
園
祭
は
博
多
祇
園
山
笠
を
意
識
し
て
お
り
、
手
拭
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
に
博

多
山
笠
の
要
素
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
大
牟
田
祇
園
の
四
山
か
ら
習
っ
た
大
蛇
山
が

一
四
基
あ
る
。
こ
の
大
蛇
山
群
は
、大
牟
田
祇
園
と
は
祭
日
を
分
け
て
祭
礼
を
行
っ

て
い
る
。
六
山
を
「
神
事
山
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
は
「
地
域
山
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
地
域
山
か
ら
習
っ
た
と
す
る
大
蛇
山
の
も
あ
り
、
大

蛇
の
増
殖
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　
大
蛇
山
は
大
牟
田
市
域
の
外
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
柳
川
市
大
和
町
中
島
、

み
や
ま
市
高
田
町
江
浦
、
同
町
下
楠
田
渡
瀬
、
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町
で
大
蛇
山

が
巡
行
し
て
い
る
。
同
じ
大
蛇
の
造
形
を
持
つ
山
車
で
あ
る
が
、
三
池
大
蛇
山
と

の
相
互
関
係
は
明
確
で
は
な
い
。
大
蛇
の
運
行
、
目
玉
争
奪
な
ど
似
た
よ
う
な
特

徴
を
持
っ
て
い
る
が
、
一
様
で
は
な
い
。
旧
藩
領
ご
と
の
特
性
が
違
い
と
し
て
現

れ
て
も
い
る
。
江
浦
で
は
、
大
蛇
山
に
加
え
て
三
池
本
町
で
行
わ
れ
て
い
る
「
臼

か
ぶ
り
」
を
も
伝
え
て
い
る
。
市
域
の
外
側
に
あ
る
大
蛇
山
は
三
池
街
道
に
沿
っ

て
三
池
か
ら
伝
播
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
大
蛇
山
は
ひ
と

つ
の
文
化
圏
を
形
成
し
て
お
り
、
こ
の
分
布
を
「
三
池
系
」
と
称
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

ど
ろ
つ
く
ど
ん
と
博
多
松
囃
子

　
三
池
系
と
同
じ
旧
筑
後
国
の
祭
礼
に
柳
川
市
の
「
ど
ろ
つ
く
ど
ん
」
が
あ
る
。

京
都
祇
園
の
山
車
と
の
関
係
は
諸
系
の
始
原
伝
承
に
あ
る
が
、
ど
ろ
つ
く
ど
ん
に

見
る
よ
う
な
関
東
と
の
関
係
を
併
せ
伝
え
る
所
は
、
福
岡
県
下
で
は
他
に
な
い
。

山
車
の
構
造
も
今
井
系
や
三
池
系
の
よ
う
な
重
厚
な
も
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
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と
い
う
と
博
多
山
笠
に
近
い
よ
う
な
組
み
立
て
分
解
が
容
易
な
構
造
を
持
つ
山
車

で
あ
る
。
屋
根
に
あ
た
る
部
分
の
造
作
は
千
鳥
格
子
の
文
様
が
あ
し
ら
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
意
匠
を
持
つ
も
の
を
近
隣
で
探
す
と
、
博
多
松
囃
子
の
三
福
神
と
傘
鉾

に
随
行
す
る
「
通
り
も
ん
」
と
呼
ば
れ
る
山
車
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
様
々
な
芸
を

披
露
す
る
移
動
式
の
囃
子
台
で
あ
る
。
博
多
松
囃
子
が
博
多
ど
ん
た
く
に
吸
収
さ

れ
て
、
通
り
も
ん
自
体
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
現
在
ま
で
古
い
形
を
残
し
て
い

る
の
は
日
本
最
古
の
老
人
会
で
あ
る
「
高
砂
会
」
の
山
車
で
あ
る
。
こ
れ
は
踊
り

山
な
ど
で
は
な
く
、
翁
媼
の
高
砂
人
形
を
飾
っ
た
曳
き
物
で
あ
る
。
柳
河
藩
の
御

賑
会
で
は
、ど
ろ
つ
く
ど
ん
を
「
囃
子
台
」、人
形
や
飾
り
物
を
乗
せ
た
も
の
を
「
曳

き
台
」
と
称
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
造
り
物
の
前
に
は
「
山
鉾
」
と
い
う
前
山
車

が
出
て
い
た
が
、
博
多
松
囃
子
と
比
較
し
て
考
え
る
と
、
ど
ろ
つ
く
ど
ん
が
通
り

も
ん
、
曳
き
台
は
高
砂
会
の
山
車
、
鉾
山
が
傘
鉾
に
該
当
す
る
。
こ
う
し
て
み
る

と
福
岡
藩
城
下
の
博
多
と
の
共
通
性
が
見
え
て
く
る
。
ど
ろ
く
つ
ど
ん
を
柳
河
旧

城
下
の
町
人
地
柳
河
町
の
商
人
た
ち
が
始
め
る
と
き
に
、
同
じ
く
博
多
町
人
た
ち

の
祭
り
で
あ
っ
た
松
囃
子
を
参
考
に
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。
柳
川
周
辺
で
ど
ろ
つ
く
ど
ん
と
類
似
す
る
山
車
が
出
る
祭
り
は
な
い
。

そ
こ
で
分
布
域
を
持
つ
も
の
は
「
風
流
」
と
言
わ
れ
る
芸
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
農

村
部
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　山
・
鉾
・
屋
台
の
文
化
伝
播
を
身
体
技
法
で
検
証
す
る

　
ヤ
マ
の
行
事
に
は
、
様
々
な
儀
礼
の
終
わ
り
な
ど
に
「
手
打
ち
」・「
手
締
め
」

と
い
う
身
体
技
法
が
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
こ
と
で
、
文
化
の
系
統
や
伝
播
を
考
え

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
詳
し
く
は
述
べ
な
い
が
、博
多
系
で
は
、京
阪
系
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
「
博
多
手
一
本
」
と
い
う
一
本
締
め
の
技
法
が
、
行
事
の
節
目
ご
と
に

に
「
手
を
入
れ
る
」
と
称
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
が
北
九
州
市
の
旧
小
倉
藩
領
に

入
る
と
三
三
七
拍
子
の
関
東
系
の
「
三
本
締
め
」
の
技
法
に
変
わ
る
。
直
方
系
な

ど
筑
豊
地
区
で
は
三
三
二
拍
子
と
い
う
関
東
と
博
多
が
混
合
し
た
手
一
本
の
変
種

の
手
締
め
に
な
る
。
京
築
地
区
で
は
「
一
本
締
め
」
だ
が
、今
井
に
お
い
て
は
、「
三

献
の
手
打
ち
」
と
い
わ
れ
る
独
特
の
手
打
ち
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
オ
ー
イ
（
二

拍
）、
オ
イ
（
二
拍
）」
の
打
ち
を
人
を
変
え
て
三
回
行
う
も
の
で
、
行
事
の
終
わ

り
に
は
必
ず
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
三
人
で
分
け
て
行
う
、
博
多
手
一
本
の
原

形
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
関
東
系
と
は
異
な
る
も
の
で
あ

る
。
今
井
祇
園
が
京
都
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
う
伝
承
を
考
え
る
と
、
そ
れ
を
傍
証

す
る
よ
う
な
身
体
技
法
で
あ
ろ
う
。
関
東
か
ら
学
ん
だ
と
伝
え
る
柳
川
の
ど
ろ
つ

く
ど
ん
で
は
、
関
東
式
の
三
本
締
め
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
興
味
深
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
北
九
州
市
の
山
笠
と
隣
接
す
る
、
芦
屋
で
は
博
多
に
類
似
し
た
「
手

一
本
」
の
変
種
の
手
打
ち
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
は
現
在
は
直
方
系
に
な
っ
て
い

る
が
、
か
つ
て
は
博
多
系
の
山
笠
で
あ
っ
た
こ
と
が
身
体
技
法
に
残
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
福
岡
県
下
の
山
・
鉾
・
屋
台
を
中
心
に
「
系
統
」
と
そ
の
関
係
性
を
考
え
て
み
た
。

山
笠
の
姿
に
は
時
代
に
よ
る
変
容
が
あ
り
、
系
統
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
に
比
べ
る
と
こ
の
身
体
技
法
は
な
か
な
か
変
化
し
な
い
。
本
来
の
形
式
は
何
か
、

ど
こ
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
か
を
検
証
す
る
と
き
に
有
効
な
方
法
と
も
な
る
。
祭
礼

の
調
査
に
お
い
て
は
、
山
車
の
構
造
の
比
較
検
討
だ
け
で
は
な
く
、
儀
礼
や
身
体

技
法
、
囃
子
、
ヤ
マ
を
運
行
す
る
と
き
の
掛
け
声
の
よ
う
な
音
声
の
伝
承
ま
で
も

考
慮
し
て
総
合
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
下
で
は
、
調
査
委
員
会
で
詳
細
調
査
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
各
祇

園
山
笠
行
事
に
つ
い
て
個
別
に
報
告
す
る
。

（
福
間
　
裕
爾
）

注（
1
）
田
川
郷
土
研
究
会
編
　
二
〇
〇
〇
　『
福
岡
県
に
お
け
る
川
渡
り
神
幸
行
事

　
　  

調
査
報
告
書
』

（
2
）
花
村
利
彦
「
福
岡
県
下
の
神
幸
行
事
の
概
観
」『
福
岡
県
に
お
け
る
川
渡
り

　
　  

神
幸
行
事
調
査
報
告
書
』
一
〇
頁

（
3
）
同
右
　
一
四
頁

（
4
）
花
村
利
彦
「
神
幸
行
事
の
地
域
性
と
変
容
」『
福
岡
県
に
お
け
る
川
渡
り
神

　
　  

幸
行
事
調
査
報
告
書
』
一
九
頁
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小お

呂ろ
の
島し
ま
の
祇ぎ

園お
ん
山や
ま
笠か
さ
行ぎ
ょ
う
じ事

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、
二
九
「
山
笠
」

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
市
指
定
　
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
小
呂
島
の
祇
園
山
笠
行
事

　
指
定
年
月
日
　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月
二
三
日

【
別
名
】
小
呂
島
祇
園
山
笠

【
地
域
の
概
要
】

　
小
呂
島
は
、
博
多
港
か
ら
約
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
玄げ
ん
か
い
な
だ

界
灘
に
あ
る
離
島
。
島

の
ほ
と
ん
ど
が
傾
斜
地
で
、
集
落
は
南
岸
に
あ
る
。
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
に

北き
た
ざ
き崎

（
現
福
岡
市
西
区
）
か
ら
「
五
軒
屋
」
と
呼
ば
れ
る
五
世
帯
を
福
岡
藩
が

移
住
さ
せ
、
こ
れ
以
降
、
島
が
有
人
に
な
っ
た
。
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
に
は

一
九
軒
に
な
り
、
寛
政
期
の
記
録
に
は
二
六
軒
、
人
数
一
四
一
人
、
牛
二
〇
頭
と

あ
る
。
明
治
以
降
ほ
と
ん
ど
世
帯
数
は
増
加
し
て
お
ら
ず
、
戦
前
ま
で
世
帯
数
は

二
八
戸
で
あ
っ
た
。
主
な
生
業
は
漁
業
で
あ
る
。
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
に

東
西
防
波
堤
が
竣
工
す
る
ま
で
は
、
南
岸
は
砂
利
浜
で
あ
り
、
船
は
浜
に
上
げ
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
、
電
気
や
下
水
道
設
備
な
ど
の
整
備
に
時
間
を
要
し
、
電
気
は

昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
に
発
電
所
が
設
け
ら
れ
、
日
没
か
ら
二
三
時
ま
で
供

給
さ
れ
た
。
水
道
も
、
同
じ
く
昭
和
二
九
年
に
水
源
地
を
設
け
て
簡
易
水
道
が
引

か
れ
た
が
、
昭
和
四
〇
年
頃
ま
で
は
、
福
岡
ま
で
水
を
買
い
に
出
て
い
た
。『
筑

前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
は
、
西に
し
の
う
ら浦や

壱い

岐き
の

島し
ま

勝か
つ
も
と本

ま
で
水
を
買
い
に
行
っ
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
福
岡
市
西
区
小
呂
島
一
〇

【
実
施
時
期
】
七
月
一
五
日

【
伝
承
組
織
】
小
呂
島
の
祇
園
山
笠
行
事
山
笠
保
存
会

【
由
来
・
伝
承
】　

　
山
笠
が
ど
の
よ
う
に
し
て
小
呂
島
に
定
着
し
た
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
無
人

に
な
っ
て
い
た
島
に
、
黒
田
藩
に
よ
る
漁
場
区
域
拡
大
の
政
策
に
よ
っ
て
移
住
さ

せ
ら
れ
た
人
々
が
伝
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

一
　「
ご
し
ん
さ
ま
」
受
け
取
り
　
六
月
下
旬

　
山
笠
行
事
は
、
六
月
下
旬
に
福
岡
市
西
区
宮み
や
の
う
ら
浦
ま
で
御
神
入
れ
し
た
御
神
体
を

受
け
取
り
に
行
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
御
神
体
は
「
ご
し
ん
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、

普
段
は
七
社
神
社
の
拝
殿
裏
の
祠
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
に
、
山

笠
を
作
る
の
に
必
要
な
青
竹
や
笹
竹
、
稲
藁
な
ど
も
調
達
を
す
る
。

　
七
社
神
社
は
島
の
南
岸
に
あ
る
。
神
職
は
島
に
は
お
ら
ず
、
宮
浦
に
あ
る
三
所

神
社
の
宮
司
で
あ
る
党
家
が
代
々
そ
の
職
を
務
め
て
い
る
。
党
家
に
伝
わ
る
天
明

六
（
一
七
八
六
）
年
の
神
社
由
来
書
に
は
、
既
に
七
社
大
明
神
の
名
が
見
え
、
祭

礼
の
項
に
九
月
二
一
日
と
一
〇
月
一
八
日
の
「
お
く
ん
ち
」
と
「
秋
祭
り
」
の
祭

礼
は
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　

二
　
棒
洗
い
　
七
月
一
日
　

　
山
笠
の
舁
き
棒
を
海
水
で
洗
う
。
小
呂
島
山
笠
は
三
本
棒
で
あ
る
。
三
本
で
あ

る
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
舁
き
回
る
集
落
の
道
が
狭
く
、
そ
れ
に
対
応
し
た
為

と
さ
れ
る
。
各
棒
の
前
と
後
ろ
に
二
人
ず
つ
舁
き
手
が
入
っ
て
一
二
人
で
山
笠
を

舁
く
。

　三
　
部
材
作
り
　
七
月
八
日

　
山
笠
の
台
の
部
材
を
作
る
。
山
笠
台
を
取
り
囲
む
壁
は
、
現
地
で
ス
ス
キ
と
呼

ぶ
茅
を
竹
で
挟
ん
で
板
状
に
し
て
作
る
。
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四
　
飾
り
作
り
　
七
月
一
一
日

　
波
、
魚
、
昆
布
な
ど
の
山
笠
の
飾
り
を
製
作
す
る
。
竹
枠
に
紙
を
張
っ
た
張
り

ぼ
て
に
着
色
し
た
も
の
で
あ
る
。
魚
・
昆
布
な
ど
は
漁
業
を
主
生
業
と
す
る
小
呂

島
独
特
の
飾
り
で
あ
る
。
サ
ガ
リ
バ
ナ
は
割
い
た
竹
に
色
紙
の
造
花
を
飾
っ
た
も

の
で
あ
る
。

五
　
山
笠
組
み
立
て
・
飾
り
付
け
　
七
月
一
四
日
　
朝

　
朝
か
ら
山
笠
を
組
み
立
て
る
。
小
呂
島
山
笠
に
は
飾
り
山
と
舁
き
山
が
あ
る
。

飾
り
山
は
中
年
組
が
、
舁
き
山
は
若
者
組
が
手
が
け
る
。

　
飾
り
山
は
七
～
八
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が
あ
る
。
台
上
の
四
方
に
張
っ
た
ベ
ニ
ヤ

板
に
穴
が
開
け
て
あ
り
、
そ
こ
に
波
・
魚
・
昆
布
な
ど
の
飾
り
を
差
し
込
み
、
前

後
に
「
絵
馬
」
を
飾
る
。
サ
ガ
リ
バ
ナ
は
頂
上
部
か
ら
後
ろ
側
に
垂
れ
下
げ
て
飾

る
。
頂
上
部
に
「
ニ
引
き
」
の
旗
を
立
て
る
。
後
ろ
に
破
魔
弓
と
「
祇
園
宮
」
と

染
め
ら
れ
た
旗
一
対
を
両
端
に
立
て
る
。
現
在
、
飾
り
山
の
中
心
部
は
四
方
に
ベ

ニ
ヤ
板
を
貼
っ
た
も
の
を
使
う
が
、
か
つ
て
は
竹
を
編
ん
だ
も
の
に
飾
っ
た
。
ま

た
、
以
前
は
紙
で
手
作
り
を
し
て
い
た
サ
ガ
リ
バ
ナ
も
、
現
在
は
博
多
の
造
花
店

に
依
頼
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
花
を
用
い
る
。
中
学
校
の
美
術
の
先
生
に
描
い

て
も
ら
っ
て
い
る
絵
馬
も
、
以
前
は
博
多
の
絵
馬
店
ま
で
買
い
に
行
っ
て
い
た
。

　
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
舁
き
山
は
、
台
は
四
方
か
ら
藁
縄
を
斜
に
結
び
結
束
す

る
。
三
本
の
舁
き
棒
に
は
縄
が
巻
か
れ
、
こ
れ
を
掴
ん
で
山
を
舁
く
。
台
上
の
木

製
の
祠
に
は
「
ご
し
ん
さ
ま
」
が
納
め
ら
れ
る
。
舁
き
山
は
現
在
に
至
る
ま
で
、

基
礎
部
分
は
何
度
か
作
り
替
え
ら
れ
て
お
り
、
島
内
に
住
む
大
工
経
験
者
が
山
の

台
を
作
っ
た
。

　

 

六
　
宵
宮
　
御
神
酒
の
座
　
七
月
一
四
日
　
昼
～
夕
方

　
昼
過
ぎ
か
ら
、
青
年
た
ち
は
夜
に
行
わ
れ
る
宵
宮
（
前
夜
祭
）
の
肴
の
下
準
備

を
行
う
。 

夕
方
に
「
御
神
酒
の
座
」
が
行
わ
れ
る
。
男
達
は
法
被
に
白
い
短
ズ
ボ

ン
姿
で
、
東
の
海
岸
で
お
汐
井
取
り
を
行
う
。
汐
井
は
海
の
丸
い
小
石
。
飾
り
山

の
「
ご
し
ん
さ
ま
」
に
汐
井
を
供
え
、
当
屋
が
炊
い
た
白
米
を
高
く
盛
り
つ
け
た

お
御
供
を
少
し
頂
く
。
そ
し
て
、
六
〇
歳
以
上
の
長
老
、
六
〇
歳
未
満
の
戸
主
、

若
手
そ
れ
ぞ
れ
の
席
に
付
く
。
か
つ
て
、
小
呂
島
に
は
青
年
宿
が
あ
り
、
男
子
は

中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
結
婚
し
た
男
性
を
除
く
三
三
歳
ま
で
の
男
は
青
年
宿
で

寝
泊
ま
り
を
し
た
。
二
〇
歳
ま
で
は
、
飲
酒
は
年
三
回
、
喫
煙
禁
止
な
ど
様
々
な

生
活
上
の
規
制
が
あ
っ
た
。
現
在
で
は
青
年
宿
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
島
に
お

け
る
祭
礼
な
ど
の
場
面
に
お
い
て
、
年
齢
階
梯
制
度
が
緩
や
か
に
維
持
さ
れ
て
い

る
。

　
御
神
酒
の
座
で
は
、
ス
ル
メ
、
湯
が
い
た
イ
カ
に
酢
味
噌
を
か
け
た
も
の
が
出

る
。
海
藻
の
海
松
料
理
も
お
馴
染
み
の
も
の
だ
が
、
最
近
は
出
て
い
な
い
と
聞
く
。

座
が
始
ま
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
音
頭
取
り
の
男
性
が
発
声
し
、
翌
日
の
山
笠

で
歌
わ
れ
る
祝
い
唄
が
一
番
ず
つ
三
番
ま
で
歌
わ
れ
る
。
祝
い
唄
の
発
声
は
突
然

で
、
事
前
に
音
頭
上
げ
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
人
が
そ
の
役
を
担
う
。
そ
の
後
、
若

手
た
ち
は
「
ヨ
ン
ジ
ョ
イ
」
と
い
う
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
山
笠
を
近
く
の
港

の
広
場
ま
で
舁
い
て
ゆ
き
、
神
社
に
戻
る
。

　
舁
き
手
は
、
法
被
、
白
い
短
パ
ン
姿
だ
が
、
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
生
ま

れ
の
伝
承
者
が
若
手
の
時
に
「
恥
ず
か
し
い
」
と
い
う
理
由
で
現
在
の
姿
に
な
っ

た
。
そ
れ
以
前
は
、
上
半
身
は
裸
で
締
め
込
み
姿
で
あ
っ
た
。

七
　
棒
が
き
の
寄
り
合
い
　
七
月
一
四
日
　
二
〇
時

　
御
神
酒
の
座
が
終
了
す
る
と
二
〇
時
頃
か
ら
、「
棒
が
き
の
寄
り
合
い
」
が
始

ま
る
。
そ
こ
で
、
翌
朝
の
行
事
で
の
担
ぎ
手
の
配
置
や
役
割
が
発
表
さ
れ
る
。
一

番
棒
と
呼
ば
れ
る
、
神
社
を
出
発
す
る
際
の
最
も
重
要
な
役
割
も
こ
の
時
に
発
表

さ
れ
る
。

八
　
追
い
山
　
七
月
一
五
日
　
早
朝

　
七
月
一
五
日
早
朝
よ
り
、
男
達
は
東
の
海
岸
に
お
潮
井
取
に
行
く
。
前
日
と
同

様
に
石
潮
井
を
「
ご
し
ん
さ
ま
」
に
供
え
、
お
御
供
を
頂
く
。
五
時
一
五
分
、
七

社
神
社
の
社
殿
の
前
で
は
、
当
屋
が
叩
く
太
鼓
を
合
図
に
神
社
下
の
広
場
で
山
笠

が
一
回
半
廻
っ
て
か
ら
出
発
す
る
。
太
鼓
の
合
図
は
、
か
つ
て
は
な
か
っ
た
。

　
山
笠
は
、
海
水
で
道
を
清
め
る
先
導
役
に
導
か
れ
な
が
ら
、
島
内
を
巡
る
。
各

家
か
ら
勢
水
が
飛
ぶ
。
山
笠
は
島
内
六
箇
所
で
止
ま
り
、
舁
き
手
が
し
ゃ
が
ん
で
、



30

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
音
頭
が
上
げ
ら
れ
る
。
祝
い
唄
は
前
日
の
夜
に
歌
わ
れ
た
唄

と
同
じ
節
回
し
で
あ
る
。
音
頭
取
り
の
独
唱
か
ら
始
ま
り
、
そ
こ
に
全
員
が
斉
唱

で
呼
応
し
て
い
く
。「
祝
い
唄
」
は
、
歌
詞
も
六
番
ま
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
二

番
と
三
番
を
除
い
た
一
、四
、五
番
の
唄
は
、
博
多
で
歌
わ
れ
る
祝
い
唄
の
歌
詞
と

共
通
す
る
。
ま
た
、
三
番
の
歌
い
出
し
も
「
博
多
祝
い
唄
」
の
三
番
の
歌
詞
と
共

通
す
る
。
二
番
の
歌
詞
は
、「
わ
か
ま
つ
さ
ま
よ
」
を
「
ご
う
よ
の
ま
つ
」
に
変

え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
締
め
の
部
分
の
歌
詞
「
お
き
の
と
な
か
に 

ち
ゃ
や
た

て
て 

ち
ゃ
や
た
て
て 
の
ぼ
り
く
だ
り
の 

ふ
ね
を
ま
つ
」
は
、
何
ら
か
の
形
で
流

布
し
た
流
行
歌
の
歌
詞
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

小
呂
島
の
祝

い
唄
は
、
他
所
と
共
通
す
る
歌
詞
の
間
に
、
山
笠
が
止
ま
る
場
所
の
特
徴
な
ど
を

歌
い
込
ん
だ
小
呂
島
独
自
の
歌
詞
を
挟
み
込
ん
だ
構
成
で
あ
り
、
博
多
を
中
心
と

し
た
地
域
で
広
く
歌
わ
れ
て
い
る
「
祝
い
唄
」
が
小
呂
島
で
摂
取
さ
れ
た
後
に
、

島
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
山
笠
は
、
集
落
を
ほ
ぼ
一
周
し
た
後
、
七
社
神
社
に
戻
る
。
担
ぎ
手
た
ち
は
拝

殿
に
上
が
り
、
当
屋
の
準
備
し
た
小
豆
飯
の
お
に
ぎ
り
と
御
神
酒
を
頂
く
。
折
敷

に
盛
ら
れ
た
小
豆
飯
の
御
供
に
は
、
か
つ
て
は
ハ
コ
フ
グ
の
見
せ
熨
斗
が
添
え
ら

れ
て
い
た
。

　
昼
か
ら
は
子
ど
も
山
笠
が
あ
る
。
小
ぶ
り
の
舁
き
山
を
子
ど
も
達
が
舁
い
て
島

を
回
る
。
大
人
同
様
に
祝
い
歌
も
歌
う
。

九
　
宵
山
　
山
解
き
の
御
神
酒
の
座
　
七
月
一
五
日
　
夕
刻

　
夕
方
に
は
宵
山
が
あ
る
。
こ
の
日
に
昼
か
ら
の
渡
船
で
島
に
戻
っ
て
く
る
人
達

の
た
め
に
舁
く
山
で
あ
る
。
追
い
山
は
島
外
の
者
で
も
参
加
で
き
た
が
、
こ
れ
に

は
参
加
で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
も
島
民
だ
け
で
舁
く
。
宵
山
で
は
、
途
中
で
音
頭

は
上
げ
な
い
。

　
小
呂
島
で
は
、
か
つ
て
は
飾
り
山
を
舁
き
廻
っ
て
い
た
。
飾
り
山
は
、
斜
面
を

登
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
南
岸
の
通
り
沿
い
の
集
落
だ
け
を
廻
っ
て
い

た
。
当
時
の
飾
り
山
は
高
く
、
重
り
に
大
き
な
石
を
用
い
て
転
倒
を
防
い
だ
。
舁

き
山
と
飾
り
山
に
分
か
れ
た
の
は
、
島
内
電
線
架
設
が
理
由
だ
と
記
憶
し
て
い
る

人
が
多
い
。
し
か
し
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
書
か
れ
た
「
小
呂
島
に
於
け

る
部
落
祭
祀
」
に
は
、「
四
尺
四
方
の
台
の
上
に
絵
馬
二
枚
を
掲
げ
て
」
と
い
う

記
述
が
見
え
、
こ
の
特
徴
は
飾
り
山
の
特
徴
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
ま
で

は
飾
り
山
が
動
い
て
い
た
。
昭
和
三
九
（
一
九
七
四
）
年
の
出
力
の
大
き
い
発
電

機
導
入
か
ら
、
昭
和
三
七
～
三
九
年
に
飾
り
山
と
舁
き
山
の
分
化
が
生
じ
た
も
の

と
推
測
で
き
る
。

　
山
笠
が
神
社
に
戻
る
と
舁
き
手
に
よ
る
博
多
手
一
本
に
似
た
手
打
ち
が
入
り
、

「
山
崩
し
」（
博
多
が
山
解
き
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
小
呂
島
で
も
「
山
解
き
」
と

言
う
よ
う
に
な
っ
た
）
が
始
ま
る
。
山
笠
は
た
だ
ち
に
崩
さ
れ
、
飾
り
は
各
家
庭

に
持
ち
帰
ら
れ
、
床
の
間
や
玄
関
先
な
ど
に
厄
除
け
と
し
て
一
年
間
飾
ら
れ
る
。

ま
た
、
山
の
上
に
挿
し
て
あ
る
各
漁
船
の
名
前
を
記
し
た
旗
は
、
船
の
お
守
り
に

さ
れ
る
。
山
解
き
が
終
わ
る
と
、
神
社
の
広
場
で
は
「
山
解
き
の
御
神
酒
の
座
」

が
行
わ
れ
、
今
年
の
当
屋
と
来
年
の
当
屋
が
共
に
準
備
に
あ
た
る
。
以
上
の
一
連

の
行
事
に
関
す
る
準
備
を
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
の
が
三
軒
の
当
屋
で
あ
る
。
数

年
前
ま
で
は
、
二
軒
一
組
で
受
け
持
っ
て
い
た
が
、
高
齢
化
等
に
よ
る
負
担
増
で
、

三
軒
一
組
に
な
っ
た
。
当
屋
は
、祇
園
祭
の
準
備
以
外
に
も
、八
月
の
万
年
願
（
歌

舞
伎
中
止
後
に
続
け
ら
れ
て
い
る
行
事
で
三
番
叟
を
奉
納
す
る
）、
一
〇
月
の
お

く
ん
ち
、
一
一
月
の
秋
祭
り
な
ど
、
年
中
行
事
の
準
備
を
一
手
に
引
き
受
け
て
お

り
、
一
一
月
の
秋
祭
り
で
当
屋
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
る
。
元
来
は
当
屋
の
家
で

座
を
設
け
て
い
た
が
、
現
在
は
公
民
館
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

（
福
間
　
裕
爾
）
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黒く
ろ
崎さ
き
祇ぎ

園お
ん
山や
ま
笠か
さ
行ぎ
ょ
う
じ事

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
黒
崎
祇
園
行
事
　
附
　
関
係
古
文
書
、
笹
山
笠
、
太
鼓

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
四
日

　（
旧
指
定
　
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
二
月
三
日
）　

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、　
二
九
「
山
笠
」　
　
　
　

【
別
名
】
黒
崎
祇
園
、
喧
嘩
祇
園

【
地
域
の
概
要
】

　
江
戸
時
代
初
期
、
井
上
周
防
之
房
が
福
岡
藩
領
国
端
守
護
の
た
め
城
を
築
き
、

藤ふ
じ

田た

村
と
熊く
ま

手で

村
の
両
村
を
集
め
て
宿
駅
と
し
「
黒く
ろ
さ
き崎
」
と
称
し
た
。
長
崎
街
道

筑
前
六
宿
の
東
の
起
点
で
あ
る
黒
崎
宿
と
筑
前
国
遠お
ん

賀が

郡
の
藤
田
村
・
内う

ち

田だ

村
・

船ふ
な
ま
ち町

・
熊
手
村
一
帯
で
旧
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
祇
園
行
事
は
「
黒
崎
祇
園
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
黒
崎
は
大
字
藤
田
・
熊
手
に
属
し
て
い
る
が
藩
政
期
か
ら
神
社

に
関
し
て
は
、
上
ノ
宮
・
下
ノ
宮
・
岡
田
宮
各
波
多
野
の
三
社
家
が
関
係
し
て
い

た
為
、
藤
田
村
・
田た

町ま
ち

の
一
部
は
藤
田
の
社
に
、
熊
手
村
・
田
町
・
船
町
は
熊
手

の
社
に
属
し
て
い
た
。

　
祇
園
会
は
、
藩
政
期
に
は
旧
暦
六
月
に
行
わ
れ
て
い
た
。
熊
手
須
賀
神
社
（
現

岡
田
神
社
）
は
一
二
～
一
三
日
、
旧
藤
田
須
賀
神
社
（
現
春
日
神
社
）
が
一
三
～

一
四
日
に
、
明
治
以
降
に
な
る
と
新
暦
の
七
月
一
一
～
一
二
日
と
な
っ
た
。
昭
和

四
〇
年
代
に
は
学
童
生
徒
の
便
宜
を
図
り
、
夏
休
み
に
入
る
七
月
二
一
～
二
二
日

に
変
更
さ
れ
た
。
旧
鳴
水
須
賀
神
社
は
藩
政
期
に
は
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

明
治
以
降
は
七
月
七
日
と
八
日
の
二
日
間
を
祭
日
と
し
た
。
鳴
水
須
賀
神
社
か
ら

は
山
笠
が
出
て
い
な
か
っ
た
。

　
現
在
の
実
施
地
域
も
基
本
的
に
は
、
近
世
か
ら
の
伝
統
を
継
続
し
て
い
る
旧
藤

田
村
の
春
日
神
社
と
旧
熊
手
村
の
岡
田
神
社
の
氏
子
圏
で
あ
る
。
そ
れ
に
一
宮
神

社
の
氏
子
で
あ
る
山
寺
・
熊
西
を
加
わ
え
た
地
域
と
な
る
。
古
老
は
、
藤
田
は
上

ノ
銘
か
ら
熊
手
は
山
寺
か
ら
移
住
し
た
人
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
気
性
が
異
な
り

互
い
に
排
他
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
喧
嘩
山
笠
の
異
名
に
反
映
さ
れ
た
と
伝
え
て
い

る
。

　
現
在
の
山
笠
は
八
基
。
一
宮
神
社
の
御
神
幸
山
笠
は
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年

の
当
番
山
笠
山
寺
山
笠
と
熊
西
山
笠
の
二
基
。
岡
田
神
社
の
御
神
幸
山
笠
は
熊
手

一
番
山
笠
、
熊
手
二
番
山
笠
、
熊
手
参
番
山
笠
の
三
基
。
か
つ
て
あ
っ
た
田
町
、

船
町
の
山
笠
は
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
頃
に
絶
え
た
。
春
日
神
社
の
御
神

幸
山
笠
は
藤
田
西
山
笠
、
藤
田
東
山
笠
（
藤
田
山
笠
か
ら
独
立
し
た
紅
梅
六
区
の

山
。
こ
れ
を
機
に
藤
田
は
東
西
に
分
か
れ
た
）、
東
町
山
笠
の
三
基
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
北
九
州
市
八や

幡は
た

西に
し

区く

黒く
ろ

崎さ
き

【
実
施
時
期
】
七
月
一
〇
日
～
二
五
日

【
伝
承
組
織
】
黒
崎
祇
園
山
笠
保
存
会

　
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
七
月
に
藤
田
・
熊
手
・
熊
西
の
三
地
区
の
山
笠
が

太
鼓
の
競
演
会
を
開
催
し
た
こ
と
が
保
存
会
発
足
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
昭
和

三
九
（
一
九
六
四
）
年
一
〇
月
に
保
存
会
の
準
備
委
員
会
が
開
か
れ
、
翌
年
の
五

月
に
「
黒
崎
祇
園
太
鼓
保
存
会
」
設
立
。
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
二
月
に
黒

崎
祇
園
の
笹
山
笠
が
福
岡
県
指
定
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
同
年
七

月
に
「
黒
崎
祇
園
山
笠
保
存
会
」
と
改
称
さ
れ
た
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
黒
崎
祇
園
は
、
近
世
に
は
藤
田
須
賀
神
社
、
熊
手
須
賀
神
社
、
鳴
水
須
賀
神
社

の
そ
れ
ぞ
れ
で
氏
子
が
行
っ
て
き
た
祭
礼
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
春
日
神
社
、
岡

田
神
社
、
一
宮
神
社
か
ら
八
本
の
山
笠
が
で
る
。
そ
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、

黒
崎
祇
園
太
鼓
保
存
会
が
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
に
ま
と
め
た
『
黒
崎
祇
園
』

に
詳
し
い
。
本
報
告
で
は
、
そ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
で
実
際
の
調
査
結
果
と
照
合

し
て
記
述
す
る
。
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祇
園
社
の
由
来
は
旧
村
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
藤
田
の
祇
園
社
に
つ
い
て

は
、
古
伝
に
素
戔
嗚
尊
は
中
世
に
麻
生
氏
が
治
め
て
い
た
前
田
村
祇
園
原
（
現
北

九
州
市
八
幡
東
区
前
田
）
に
祀
ら
れ
て
い
た
祇
園
社
（
後
の
八や

束つ
か

髪ひ
げ

大
神
社
）
を

春
日
宮
宮
司
波
多
野
神
太
夫
正
治
（
寛
永
一
五
（
一
六
三
八
）
年
没
）
が
藤
田
村

に
遷
し
て
山
王
宮
の
相
殿
に
祀
っ
た
の
が
黒
崎
祇
園
社
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
延
宝

八
（
一
六
八
〇
）
年
の
波
多
野
正
次
譲
状
に
は
「
黒
崎
藤
田
村
ニ
坐
神
五
社
」
と

し
て
黒
崎
山
王
の
森
に
遷
し
た
祇
園
社
が
記
さ
れ
て
お
り
、
春
日
神
社
文
書
に

も
「
藤
田
村
祇
園
社
、
拝
殿
立
初
り
申
し
候
ハ
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
ニ
而
御

座
候
」
と
あ
り
、
寛
永
期
以
前
に
黒
崎
山
王
宮
の
相
殿
と
し
て
祀
ら
れ
、
天
和
三

（
一
六
八
三
）
年
に
社
殿
を
建
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
祇
園
社
は
近
世
初
頭
よ

り
通
称
「
上
ノ
宮
」
波
多
野
家
が
奉
仕
し
て
き
た
が
、
戦
後
か
ら
は
春
日
神
社
波

多
野
家
が
奉
仕
し
て
い
る
。

　
前
田
村
の
八
束
髪
神
社
の
社
伝
に
は
「
麻
生
氏
退
転
の
後
、
慶
長
五
年
黒
田
長

政
就
封
の
後
、
老
臣
井
上
周
防
之
房
を
し
て
黒
崎
の
城
に
お
ら
し
む
。
之
房
も
亦

本
社
を
尊
崇
す
。
後
世
此
社
を
諸
所
に
勧
請
せ
り
、
故
に
之
を
本
宮
と
称
す
。
元

八
束
髪
社
と
言
へ
る
を
、
中
古
祇
園
神
社
と
言
ふ
。
明
治
維
新
旧
号
に
復
せ
り
、

旧
社
地
に
石
鳥
居
あ
り
、
銘
に
昔
麻
生
氏
壮
社
殿
厳
祭
祀
、
此
本
邸
内
祇
園
之
本

宮
也
、
国
老
黒
田
近
江
丹
塀
増
熊
と
記
せ
り
」
と
あ
り
、
井
上
周
防
が
前
田
祇
園

原
の
祇
園
社
か
ら
各
所
に
勧
請
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
世
に
設
け

ら
れ
た
黒
崎
宿
の
祇
園
社
が
こ
の
時
に
勧
請
さ
れ
た
祇
園
社
に
当
た
る
か
は
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
。

　
熊
手
の
祇
園
社
は
由
緒
等
は
不
詳
。
延
宝
年
中
の
神
社
帳
に
記
載
が
あ
る
と
さ

れ
、
元
禄
、
享
和
、
化
政
期
に
は
既
に
岡
田
宮
の
境
内
末
社
と
し
て
、
祇
園
会
が

行
わ
れ
て
い
る
。
岡
田
宮
は
中
世
に
は
熊
手
権
現
と
称
し
、
後
に
八
所
明
神
と
な

り
熊
手
村
貞
元
に
あ
っ
た
が
、
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
に
現
在
地
（
北
九
州
市

八
幡
西
区
岡
田
）
に
遷
座
し
た
。
な
お
末
社
祇
園
社
の
旧
社
地
は
不
明
と
伝
え
て

い
る
。

　
近
世
に
入
り
黒
崎
祇
園
に
参
加
し
た
鳴
水
地
区
の
祇
園
神
社
（
現
須
賀
神
社
）

は
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
閏
四
月
の
神
社
帳
に
は
貴
船
神
社
の
相
殿
に
祀
ら

れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
黒
崎
祇
園
社
の
起
源
は
地
元
の
伝
承
に
よ
る
と
、
慶
長
庚
子
の
黒
田
長
政
筑
前

入
部
の
節
、
今
井
の
祇
園
社
（
行
橋
市
）
に
て
休
憩
し
た
こ
と
に
因
み
に
、
豊
前

と
筑
前
の
国
境
に
近
い
遠
賀
郡
の
こ
の
地
に
、
今
井
の
祇
園
社
を
勧
請
し
た
と
伝

え
て
い
る
。

　
山
笠
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
文
書
の
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
辰
二
月
の
「
藤

田
村
書
上
帳
」
に
は
、
前
田
祇
園
の
祭
礼
の
「
山
笠
多
か
り
し
」
と
い
う
記
述
に

続
い
て
「
産
民
等
打
集
、
年
毎
に
六
月
一
〇
日
名
護
屋
崎
の
潮
井
、
大
渡
川
の
潮

井
を
以
て
社
地
を
清
む
。
こ
れ
を
大
祭
の
始
と
す
。
同
一
一
日
神
官
注
連
を
下
し

て
御
祓
す
。
同
一
二
日
諸
病
の
患
を
除
く
。
牛
馬
の
冥
利
を
祈
て
、
藤
田
、
熊
手
、

田
町
、
お
よ
び
船
町
、
上
の
名
産
民
等
、
山
笠
、
小
供
踊
類
有
て
賑
々
敷
御
神
幸
、

船
町
波
戸
場
に
お
ひ
て
御
潮
井
を
授
奉
り
、
同
一
三
日
祝
部
男
集
て
御
神
楽
た
え

ず
。」
と
黒
崎
の
山
笠
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
潮
井
と
り
か

ら
祭
礼
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
岡
田
神
社
波
多
野
家
文
書
の
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
六
月
に
、
田
町
、
船
町

か
ら
雨
請
い
山
笠
の
記
述
が
あ
り「
山
笠
舁
初
る
は
此
年
也
。
是
迄
ハ
山
笠
な
し
。」

と
、
こ
の
年
が
山
笠
の
舁
き
初
め
と
さ
れ
て
い
る
。
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年

の
藤
田
村
庄
屋
の
日
記
に
は
「
山
笠
台
ば
か
り
を
舁
き
」
と
あ
り
、
台
組
だ
け
の

素
山
か
、
笹
山
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
曳
き
山
と
な
っ
て
い
る
が
、
近

世
ま
で
は
舁
き
山
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
古
老
に
よ
る
と
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
黒
崎
に
流
行
病
が
発
生
し
、
厄

払
い
と
し
て
藤
田
に
一
本
山
笠
が
建
て
ら
れ
た
が
、
事
故
が
あ
り
中
止
さ
れ
た
。

明
治
三
七
、八
（
一
九
〇
四
、五
）
年
に
日
露
戦
争
の
戦
勝
祝
い
に
飾
り
山
が
だ
さ

れ
た
。
熊
手
で
も
笹
山
が
で
た
。
い
ず
れ
も
臨
時
の
山
笠
で
あ
っ
た
。
明
治
に
な
っ

て
か
ら
初
め
て
の
祇
園
祭
礼
の
山
笠
は
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
田
町
が
出

し
た
山
笠
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
藤
田
の
山
笠
は
潮
井
取
り
の
帰
路
に
死
亡
事
故

を
起
こ
し
た
。
事
故
を
誘
因
し
た
山
笠
の
台
は
、
棒
、
鉦
、
太
鼓
等
を
残
し
て
焼

き
捨
て
ら
れ
る
習
わ
し
だ
っ
た
。
藤
田
の
山
笠
台
は
新
調
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ

ま
で
よ
り
小
さ
く
し
た
。
棒
も
穢
れ
を
払
う
意
味
か
ら
削
ら
れ
二
尺
短
く
し
た
。

　
明
治
に
入
っ
て
山
笠
は
車
輪
を
持
つ
屋
台
山
と
な
っ
た
。
飾
り
に
つ
い
て
は
当

初
「
岩
山
」（
博
多
や
苅か
ん

田だ

の
山
の
形
式
）
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
直の

お
が
た方

の
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人
形
師
に
よ
る
人
形
飾
り
が
一
般
的
に
な
っ
た
。

　
九
州
電
気
軌
道
の
路
面
電
車
の
敷
設
に
よ
り
山
笠
の
高
さ
は
一
八
尺
（
五
メ
ー

ト
ル
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以
内
に
ま
で
低
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
電
車
架
線

を
通
り
過
ぎ
る
と
山
笠
の
高
さ
を
上
げ
る
「
せ
り
上
げ
」「
押
し
上
げ
」
と
い
う

工
夫
で
往
時
の
大
山
笠
の
記
憶
を
残
し
た
。
人
形
飾
り
な
ど
は
な
く
、
木
枠
に
幕

を
張
っ
た
も
の
を
二
段
三
段
と
押
し
上
げ
て
い
く
仕
組
み
だ
っ
た
。
ま
た
、
山
笠

を
大
き
く
見
せ
る
た
め
に
「
槍
だ
し
」
と
い
う
工
夫
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も

こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
道
の
狭
い
と
こ
ろ
で
は
折
畳
み
、
広
い
街
道
で
は
横
に
張

り
出
し
て
幅
を
広
げ
る
回
転
式
の
飾
り
部
分
の
こ
と
で
あ
る
。

　
飾
り
に
つ
い
て
は
人
形
師
任
せ
で
あ
っ
た
が
、
藤
田
区
は
人
形
の
衣
装
を
京
都

か
ら
本
金
襴
を
取
り
寄
せ
て
地
元
処
女
会
が
製
作
し
着
付
け
ま
で
し
た
。
人
形
師

は
人
形
の
頭
と
手
足
を
持
参
す
る
だ
け
だ
っ
た
。
多
額
の
費
用
を
か
け
た
た
め
雨

の
と
き
は
防
水
布
を
か
け
た
。

　
大
正
か
ら
昭
和
初
期
が
戦
前
の
山
笠
の
全
盛
期
で
、
戸
数
も
増
加
し
屋
敷
、
東

町
（
陣
山
）
と
新
た
に
山
笠
が
増
え
た
。
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
笹
山
笠
に
出

征
兵
士
壮
行
の
幟
を
立
て
て
曳
く
よ
う
に
な
っ
た
。
空
襲
も
頻
繁
に
な
り
昭
和

二
〇
（
一
九
四
五
）
年
に
は
全
て
の
山
笠
行
事
が
中
止
さ
れ
た
。

　
戦
後
復
活
し
た
が
、
山
笠
を
担
っ
て
き
た
青
年
会
が
解
体
さ
れ
青
年
団
と
な
り
、

現
在
の
区
会
・
町
会
組
織
で
の
運
営
と
な
っ
た
。

【
実
施
内
容
】

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
平
年

と
は
異
な
っ
た
。
熊
手
二
番
山
笠
の
行
事
も
合
わ
せ
て
記
述
す
る
。

　
五
月
二
四
日
（
日
）　
一
宮
神
社
に
て
当
番
山
笠
引
継
ぎ
式

　
五
月
二
八
日
（
日
）    

第
三
区
（
熊
手
一
、
熊
手
二
、
熊
手
三
）
合
同
説
明
会

　
六
月
五
日
　        

　
　
岡
田
神
社
で
第
三
区
合
同
太
鼓
初
打
式  

二
番
山
役
員
会

　
六
月
二
六
日
（
日
）    

熊
手
二
番
山
笠
太
鼓
初
打
式

　
七
月
三
日     

　 

　
　
山
小
屋
設
置
　
岡
田
神
社
か
ら
山
笠
台
搬
入

　
七
月
一
〇
日
（
日
）    

葛
取
り
・
棒
締
め
・
杉
取
り
・
笹
山
笠
組
立

　
七
月
一
七
日     

　
　
六
時
集
合
出
発
　
お
潮
井
と
り　脇
田・汐
入
の
里（
若
松
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

九
時
半
　
熊
手
二
番
山
笠
山
小
屋
出
発
（
笹
山
笠
）

　
　
　
　
　
　
　
　    

一
〇
時
　
岡
田
神
社
で
笹
山
笠
安
全
祈
願
祭
・
笹
山
笠
運
行

　
七
月
一
八
日
（
月
）  

一
三
時
　
人
形
飾
り
付
け
　

　
　
　
　
　
　
　
　    

一
八
時
　
電
飾
飾
り
付
け
、
太
鼓
競
演
会

　
七
月
二
二
日
（
金
）　
各
山
笠
清
祓
い
　
一
九
時
山
笠
競
演
会

　
七
月
二
三
日
（
土
）  

一
〇
時
半
一
宮
神
社
神
幸
祭
、
八
幡
西
区
役
所
表
敬
訪
問
　

                                 

一
三
時
　
半
岡
田
神
社
御
神
幸
、
太
鼓
競
演
会

 

　
　
　
　
　
　
　
　   

一
七
時
半
よ
り
町
内
巡
行

　
七
月
二
四
日
（
日
）  

一
三
時
春
日
神
社
御
神
幸

　
　
　
　
　
　
　
　    

一
七
時
春
日
神
社
前
集
合
写
真
撮
影
、
町
内
巡
行

　
七
月
二
五
日
（
月
）  

一
九
時
フ
イ
ナ
ー
レ
山
笠
自
由
演
技

　
　
　
　
　
　
　
　    

二
〇
時
保
存
会
解
散
式
、
三
区
解
散
式

　
　
　
　
　
　
　
　    

二
一
時
山
笠
解
体
（
人
形
）

　
七
月
三
一
日
（
日
）  

片
付
け
　
岡
田
神
社
小
屋
へ
備
品
搬
入

一
　
山
笠
準
備

　
戦
前
、
藤
田
で
は
区
の
代
表
が
当
番
で
組
長
を
集
め
、
山
笠
実
施
の
検
討
を
し

た
。
山
笠
を
建
て
な
い
と
な
っ
た
時
は
、
青
年
が
各
戸
を
廻
り
建
立
を
依
頼
し
た
。

船
町
で
は
七
月
一
日
の
岡
田
宮
祇
園
社
の
宮
籠
り
で
山
笠
の
実
施
に
つ
い
て
協
議

し
た
が
、
山
笠
を
建
て
な
い
と
な
る
と
、
こ
ち
ら
も
青
年
が
戸
別
訪
問
し
て
賛
否

の
投
票
を
依
頼
し
た
。
青
年
が
投
票
用
紙
を
配
布
・
回
収
す
る
た
め
結
果
は
必
ず

実
施
と
な
っ
た
。
熊
手
で
は
青
年
が
発
議
し
、
区
長
が
組
長
を
集
め
て
協
議
し
た
。

各
区
の
青
年
た
ち
は
山
笠
実
施
に
向
け
て
場
外
で
示
威
行
動
を
す
る
の
は
通
例

で
、
船
町
な
ど
は
祇
園
籠
り
よ
り
太
鼓
を
打
ち
始
め
、
決
定
前
に
山
笠
を
出
す
な

ど
の
運
動
を
し
た
青
年
た
ち
も
い
た
と
伝
え
て
い
る
。

二
　
山
笠
台
組
立
・
笹
山
笠
飾
り
付
け

　
山
寺
・
熊
西
・
藤
田
西
・
東
町
は
お
潮
井
と
り
前
ま
で
に
山
笠
台
を
組
み
立
て
る
。

藤
田
西
は
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
予
定
は
、
六
月
一
八
日
に
葛
下
見
、
二
五

日
に
葛
取
り
・
棒
洗
い
、
七
月
二
日
に
は
、
杉
取
り
・
電
飾
点
検
、
テ
ン
ト
張
り
、

（
日
）

（
日
）

（
日
）
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山
小
屋
作
り
を
行
い
、
蔓
で
台
を
結
束
し
て
締
め
上
げ
る
棒
締
め
、
三
～
八
日
の

間
に
杉
の
枝
を
挟
ん
だ
「
勾
欄
」
を
作
り
笹
山
笠
の
飾
り
付
け
を
す
る
。

　
藤
田
・
熊
手
は
蔓
で
三
本
の
棒
を
結
束
す
る
が
、
船
町
だ
け
は
船
頭
町
で
あ
る

こ
と
に
由
来
し
て
綱
を
使
う
。
葛
切
り
、
杉
取
り
な
ど
の
準
備
は
熊
手
、
船
町
は

青
年
が
一
切
を
引
き
受
け
た
が
、
藤
田
は
山
笠
当
番
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
人
を

雇
っ
て
行
っ
て
き
た
。
蔓
は
従
来
は
帆
柱
山
で
と
っ
て
い
た
。
台
の
中
央
部
に
四

隅
の
柱
か
ら
竹
を
交
差
さ
せ
か
け
ま
わ
し
、
そ
れ
に
荒
縄
を
巻
い
て
台
を
補
強
す

る
。
こ
れ
を
「
文
字
固
め
」
と
呼
ぶ
。
文
字
固
め
し
た
間
に
、進
行
方
向
に
向
か
っ

て
右
に
大
太
鼓
、
左
に
小
太
鼓
、
中
央
に
鉦
を
配
置
す
る
。
山
笠
は
囃
子
に
よ
っ

て
運
行
さ
れ
る
た
め
、
小
太
鼓
は
発
進
・
停
止
の
合
図
を
出
す
た
め
に
、
常
に
正

面
を
注
視
で
き
る
よ
う
に
文
字
固
め
す
る
。
小
太
鼓
は
竹
撥
で
打
ち
、
太
鼓
が
止

ま
る
と
山
笠
も
停
止
す
る
。
囃
子
に
は
山
笠
が
止
ま
っ
て
い
る
時
の
「
据
山
」、

巡
行
し
て
い
る
時
の
「
練
山
」、
走
る
時
の
「
追
山
」
と
あ
る
が
、
拍
子
の
緩
急
、

強
弱
、
撥
数
の
違
い
で
、
同
じ
囃
子
を
打
ち
分
け
る
。
黒
崎
祇
園
囃
子
は
、
井
上

周
防
之
房
が
こ
れ
を
聞
い
て
間
延
び
し
て
い
る
と
感
じ
、
関
ケ
原
合
戦
の
陣
太
鼓

と
法
螺
貝
を
教
え
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
黒
崎
祇
園
は
喧
嘩
山
笠
と
言
わ
れ
、

囃
子
を
「
喧
嘩
セ
ー
、
喧
嘩
セ
ー
」
と
打
っ
た
と
伝
え
る
人
も
い
る
。
町
の
角
を

曲
が
る
と
き
に
は
、
一
度
囃
子
を
止
め
打
ち
替
え
を
す
る
。

　
藤
田
、
熊
手
、
田
町
、
船
町
で
少
し
ず
つ
調
子
が
異
な
る
。
藤
田
は
、
鉦
の
打

ち
出
し
を
小
太
鼓
に
合
わ
せ
る
が
、
他
は
最
初
か
ら
合
わ
せ
て
打
ち
出
し
、
小
太

鼓
と
鉦
が
合
う
と
大
太
鼓
を
打
ち
始
め
る
。
山
笠
が
行
き
逢
う
こ
と
を
セ
リ
と
言

い
、
互
い
に
通
り
過
ぎ
る
ま
で
囃
子
を
止
め
太
鼓
は
打
た
な
い
。

　
笹
山
笠
は
地
区
に
よ
っ
て
飾
り
方
に
違
い
が
あ
る
。
杉
勾
欄
の
下
に
幔
幕
を
引

き
回
し
、
四
隅
に
梵
天
を
下
げ
、
両
脇
に
大
き
な
提
灯
を
付
け
る
。
須
賀
神
社
の

扁
額
を
飾
り
、
笹
竹
二
本
を
立
て
る
が
、
戦
時
中
は
連
隊
旗
や
花
木
を
立
て
た
こ

と
も
あ
る
。盾
や
唐
扇
で
四
隅
を
飾
る
。幔
幕
は
各
区
独
自
の
も
の
で
、船
町
は「
入

船
」
の
図
を
四
隅
に
刺
繍
し
、
船
の
字
を
配
し
た
も
の
。
田
町
は
田
の
字
を
図
案

化
し
た
丸
に
十
字
、
藤
田
は
藤
の
字
、
熊
手
は
熊
の
字
に
弓
を
配
し
た
も
の
を
刺

繍
し
て
い
た
。
台
上
の
飾
り
も
各
区
で
異
な
り
、
船
町
は
唐
扇
四
面
を
四
隅
に
飾

り
、
藤
田
、
田
町
は
盾
を
並
べ
、
そ
れ
に
各
々
の
区
の
印
を
入
れ
た
。
熊
手
は
国

旗
を
張
り
、
弓
を
配
し
て
い
た
。

三
　
お
潮
井
と
り
・
笹
山
笠
巡
行

　
山
寺
・
熊
西
・
藤
田
西
・
東
町
の
各
山
笠
は
七
月
の
第
二
日
曜
日
に
お
潮
井
と

り
を
す
る
。
旧
来
は
五
段
の
海
ま
で
山
笠
を
舁
き
清
祓
い
を
し
た
が
、
年
に
よ
っ

て
潮
井
と
り
の
場
所
は
変
わ
っ
て
い
た
。
七
浦
汐
井
（
夕
方
に
と
る
汐
井
と
表
記

さ
れ
て
い
る
）
の
こ
と
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は

七
月
一
〇
日
に
行
っ
た
。
藤
田
西
は
山
小
屋
で
山
笠
の
前
に
供
物
を
し
、
神
職
に

よ
る
御
神
入
れ
神
事
の
後
、
黒
崎
湊
跡
（
洞
海
湾
黒
崎
泊
地
）
で
潮
を
汲
み
、
山

笠
を
洗
い
清
め
る
。
そ
の
後
町
内
を
笹
山
笠
で
巡
行
す
る
。
当
番
山
笠
の
山
寺
と

熊
西
山
笠
は
一
六
時
半
に
、
一
宮
神
社
境
内
の
「
厄
神
社
」
前
に
集
合
し
山
笠
清

め
の
神
事
を
す
る
。
社
に
向
か
っ
て
左
手
に
山
寺
、
右
手
に
熊
西
が
入
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
舁
き
手
た
ち
が
前
に
整
列
す
る
。
厄
神
社
は
須
佐
之
男
命
を
祀
る
小
さ
な

社
で
、
か
つ
て
山
寺
諏
訪
山
（
現
御
手
洗
公
園
）
に
あ
っ
た
も
の
を
、
昭
和
五
〇

（
一
九
七
五
）
年
に
遷
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
山
笠
と
も
、
山
の
頂
上
部
に
笹
竹

で
鳥
居
形
を
作
り
注
連
縄
を
張
り
、
中
央
社
に
「
須
賀
大
神
」
額
の
木
札
、
葉
の

つ
い
た
椎
の
生
木
を
立
て
る
。
ニ
引
き
に
菊
の
紋
が
入
っ
た
盾
三
枚
が
四
方
を
囲

む
。
熊
西
は
盾
の
間
に
提
灯
を
配
し
、
木
札
の
左
右
に
御
神
燈
の
小
型
提
灯
を
付

け
て
い
る
。
当
番
山
笠
に
は
、
左
右
に
大
型
の
「
御
神
燈
」
の
丸
提
灯
が
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　
疫
神
社
前
に
供
物
を
捧
げ
、
一
宮
神
社
神
職
に
よ
る
祭
典
が
始
ま
る
。
一
同
修

祓
、
社
で
前
警け

い
ひ
つ蹕
を
か
け
、
各
山
笠
の
前
で
も
警
蹕
を
か
け
て
神
を
山
笠
に
降
ろ

す
御
神
入
れ
を
す
る
。
玉
串
奉
奠
の
後
、
山
笠
の
清
め
と
な
る
。
神
職
は
各
山
笠

の
四
隅
を
修
祓
す
る
。
同
時
に
各
山
笠
の
代
表
が
塩
を
振
り
か
け
清
め
て
い
く
。

山
笠
台
は
蔓
を
締
め
付
け
て
結
束
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
潮
井
と
り
の
際
に
採
っ

た
海
藻
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
海
藻
は
ミ
ル
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
な
ど
色
の
つ
い
た
も
の

で
、
熊
西
は
舁
き
棒
の
左
右
三
箇
所
の
葛
の
結
束
部
に
も
海
藻
が
紐
に
結
ば
れ
て

い
る
。
出
発
前
に
潮
井
海
水
を
台
の
四
隅
の
葛
や
海
藻
に
か
け
て
清
め
た
。

　
一
七
時
、
笹
山
笠
二
本
は
法
螺
貝
の
合
図
で
一
宮
神
社
境
内
を
出
て
町
内
巡
行

に
出
発
し
、
各
町
内
を
一
巡
し
た
。
熊
西
山
笠
は
、
神
社
を
下
り
て
す
ぐ
に
町
内
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巡
行
に
向
か
っ
た
。
山
寺
山
笠
は
、
神
社
下
で
山
を
止
め
、
代
表
が
「
山
を
見
て

く
だ
さ
い
」
と
言
い
、
舁
き
手
一
同
が
一
礼
し
た
。
元
黒
崎
祇
園
山
笠
保
存
会
で

あ
っ
た
故
人
の
お
宅
に
向
か
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
山
寺
は
一
宮
神

社
鳥
居
前
で
子
ど
も
、
青
壮
年
に
分
か
れ
て
記
念
写
真
撮
影
を
済
ま
せ
、
町
内
巡

行
へ
進
ん
だ
。

　
道
の
角
は
山
笠
を
前
に
傾
け
後
輪
を
上
げ
て
曲
が
る
。
一
七
時
半
頃
、
門
口
で

山
笠
に
貢
献
し
た
人
達
の
遺
族
が
位
牌
、
遺
影
を
持
ち
山
笠
を
迎
え
た
。
山
笠
は
、

個
人
宅
前
で
前
後
に
山
を
傾
け
る
ガ
ブ
リ
や
、
左
右
に
ゆ
す
る
動
き
を
し
、
山
笠

を
止
め
追
善
す
る
。
こ
れ
は
生
前
に
受
け
た
花
代
な
ど
の
お
礼
で
も
あ
る
と
い
う
。

追
善
は
巡
行
路
上
に
あ
る
個
人
宅
で
の
み
行
う
。
東
王
子
町
の
集
合
住
宅
の
遺
族

は
、山
笠
の
巡
行
路
に
遺
影
を
持
っ
て
き
て
追
善
を
受
け
た
。
お
礼
に
遺
族
に
「
水

玉
」
を
渡
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
各
区
で
は
人
形
山
初
日
の
巡
行
で
毎
年
個
人
宅
に

山
笠
が
出
向
い
て
追
善
を
す
る
。
初
盆
宅
の
前
を
通
る
と
き
は
、
太
鼓
と
囃
子
を

止
め
て
静
か
に
通
り
過
ぎ
る
。
町
内
巡
行
は
子
供
た
ち
が
綱
を
曳
き
、
前
後
に
大

人
た
ち
が
一
〇
人
ず
つ
舁
き
棒
に
つ
い
て
山
笠
を
曳
く
。
ま
た
、
前
後
に
一
人
ず

つ
台
に
乗
っ
て
山
笠
を
指
揮
す
る
。

　
熊
西
山
笠
は
国
道
三
号
線
を
渡
り
筑
豊
電
鉄
の
熊
西
駅
ま
で
行
き
引
き
返
す
。

山
寺
山
笠
も
町
内
巡
行
を
終
え
て
一
宮
神
社
下
ま
で
戻
り
、
青
年
た
ち
だ
け
で
山

笠
を
左
右
に
蛇
行
し
た
り
、
ガ
ブ
リ
、
四
つ
角
で
何
度
も
大
き
く
回
る
な
ど
す
る
。

こ
れ
は
二
二
日
の
山
笠
競
演
会
の
練
習
で
あ
る
。

　
両
山
笠
と
も
、
一
宮
神
社
境
内
の
厄
神
社
前
に
戻
る
。
一
同
整
列
し
、
一
宮
神

社
神
職
に
よ
る
祭
典
が
始
ま
る
。
警
蹕
が
か
か
り
、
御
霊
遷
し
の
神
事
が
あ
り
、

玉
串
奉
奠
で
終
了
し
た
。
祭
典
が
二
〇
時
に
終
了
す
る
と
そ
の
場
で
す
ぐ
に
、
笹

山
笠
か
ら
椎
の
木
が
抜
き
取
ら
れ
降
ろ
さ
れ
た
。
各
山
笠
は
山
小
屋
へ
戻
り
、
こ

の
日
の
行
事
を
終
え
た
。

　
熊
手
一
、熊
手
二
、熊
手
三
、藤
田
東
は
、第
三
日
曜
日
に
お
潮
井
と
り
を
す
る
。

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
七
月
一
七
日
に
行
っ
た
。
こ
の
日
ま
で
に
笹
山
笠
を

完
成
さ
せ
て
お
く
。
藤
田
東
で
は
、
山
笠
上
部
に
笹
竹
で
鳥
居
形
を
作
り
、
注
連

縄
を
張
る
。
中
央
に
「
奉
祀
須
賀
大
明
神
」
の
額
を
立
て
、
ニ
引
き
と
「
藤
」
の

文
字
が
入
っ
た
赤
い
盾
四
枚
で
四
方
を
囲
む
。
杉
高
欄
は
、
ダ
ン
プ
カ
ー
一
台
分

の
杉
を
使
い
、
厚
み
と
幅
を
持
た
せ
て
大
き
め
に
作
る
。
山
笠
台
の
四
方
を
締
め

る
の
は
「
黒
葛
」
で
あ
る
。
杉
と
黒
葛
を
採
取
す
る
場
所
は
他
の
区
に
は
秘
密
に

す
る
。
山
笠
台
は
三
年
か
け
て
作
る
。
車
輪
は
か
つ
て
は
一
本
木
か
ら
作
っ
て
い

た
た
め
水
に
漬
け
て
保
存
し
て
い
た
。
今
は
合
板
で
あ
り
、
接
着
剤
が
剥
が
れ
る

の
で
水
漬
保
存
は
し
な
く
な
っ
た
。
山
笠
上
部
四
隅
に
「
五
色
の
花
梵
天
」
を
付

け
る
。
地
区
ご
と
に
四
隅
に
付
け
る
も
の
は
異
な
る
。 

　
九
時
半
、
藤
田
東
山
小
屋
前
で
は
春
日
神
社
神
職
に
よ
る
祭
典
が
行
わ
れ
た
。

修
祓
、
降
神
之
儀
、
御
神
入
れ
神
事
、
塩
と
酒
に
よ
る
山
笠
四
方
清
め
祓
い
、
玉

串
奉
奠
等
が
あ
っ
た
。
神
職
自
ら
が
横
笛
を
吹
い
て
奉
仕
。
二
五
日
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
ま
で
神
は
山
笠
に
降
ろ
し
た
ま
ま
に
す
る
。
山
笠
の
舁
き
棒
の
上
に
塩
や
酒
の

ほ
か
、役
職
者
の
使
う
、ね
じ
ね
じ
襷
、指
揮
用
梵
天
な
ど
と
飾
り
山
笠
に
使
う
「
水

玉
」
が
供
え
ら
れ
清
め
ら
れ
た
。
水
玉
は
寄
付
者
へ
の
礼
に
も
な
る
。 

　
神
事
終
了
後
、
洞
海
湾
に
向
け
て
お
潮
井
と
り
が
始
ま
る
。
曳
き
手
は
、
前
六

人
後
七
人
程
度
で
あ
る
。
山
小
屋
が
あ
る
紅こ
う
ば
い梅

町
公
民
館
か
ら
県
道
二
七
三
号
線

に
合
流
し
、
道
路
の
中
央
を
山
笠
が
走
る
。
掛
け
声
は
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」。
お
潮

井
と
り
へ
と
向
か
う
途
中
、
休
憩
つ
い
で
に
祝
儀
を
受
け
た
会
社
に
寄
り
鉦
と
太

鼓
を
鳴
ら
す
。
こ
れ
を「
接
待
を
受
け
る
」と
い
う
。
接
待
で
は
お
に
ぎ
り
、お
酒
、

ジ
ュ
ー
ス
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
県
道
二
七
三
号
線
を
北
上
し
、
洞
海
湾
に
到
着

す
る
と
、
日
本
酒
で
潮
井
場
を
清
め
、
代
表
の
五
人
が
竹
筒
に
潮
を
汲
む
。
潮
は

そ
の
場
で
笹
山
笠
に
か
け
て
清
め
る
。
潮
の
取
り
方
に
作
法
は
な
い
。 

昭
和
四
〇

年
代
、
洞
海
湾
の
環
境
汚
染
の
た
め
一
時
期
若
松
区
脇
田
で
お
潮
井
と
り
を
行
っ

て
い
た
が
、
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
海
の
浄
化
に
伴
い
洞
海
湾
に
戻
っ
た
。

　
お
潮
井
と
り
の
後
、
帰
路
に
町
内
を
巡
行
し
、
そ
こ
で
も
接
待
を
受
け
た
。 

巡

行
の
途
中
で
山
笠
は
蛇
行
し
、
家
々
の
軒
先
を
清
め
祓
う
。
途
中
山
笠
を
激
し
く

回
し
な
が
ら
町
内
を
二
時
間
ほ
ど
か
け
て
回
り
、
山
小
屋
に
戻
っ
た
。

四
　
飾
り
山
笠
人
形
飾
り
付
け

　
各
地
の
笹
山
笠
は
、
町
内
巡
行
が
終
わ
る
と
徐
々
に
人
形
山
笠
へ
姿
を
変
え
る
。

熊
手
は
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
一
七
日
に
笹
山
笠
を
巡
行
さ
せ
た
が
、
か

つ
て
は
一
一
日
が
御
神
幸
本
祭
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
、
一
〇
日
の
笹
山
笠
巡
行
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後
の
夜
か
ら
人
形
山
を
飾
り
始
め
、
一
一
日
朝
に
は
七
部
飾
り
、
夕
刻
に
は
満
艦

飾
の
姿
に
な
っ
て
い
た
。
藤
田
で
は
本
祭
一
二
日
朝
の
案
内
山
笠
の
頃
は
半
飾
で

町
内
を
触
れ
廻
り
、
夕
刻
の
御
神
幸
ま
で
に
飾
り
付
け
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。
船

町
は
山
笠
建
立
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
一
日
は
三
分
の
一
飾
り
、
一
二

日
に
三
分
の
二
飾
り
、
一
三
日
に
満
艦
飾
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
昭
和

二
三
（
一
九
四
八
）
年
頃
に
絶
え
て
い
た
船
町
山
笠
は
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）

年
に
「
田
町
舟
町
山
笠
」
と
し
て
復
活
し
て
い
る
。

　
黒
崎
山
笠
は
本
祭
後
に
喧
嘩
山
笠
と
な
っ
て
い
た
が
、
激
し
い
喧
嘩
で
あ
っ
た

た
め
、
近
年
で
は
代
わ
り
に
、
本
祭
御
神
幸
前
の
夜
に
「
前
夜
祭
山
笠
競
演
会
」

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
電
飾
の
飾
り
の
各
山
笠
が
日
暮
れ
時
に
黒
崎
駅
前
ふ
れ

あ
い
通
り
に
集
い
、
設
け
ら
れ
た
来
賓
席
前
で
、
ガ
ブ
リ
や
蛇
行
ど
山
笠
の
操
作

を
競
う
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
二
二
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
。
演
技
後
に

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
優
勝
山
笠
に
は
優
勝
旗
が
渡
さ
れ
る
。

五
　
御
神
幸
　

　
七
月
二
三
日
（
土
）
一
宮
神
社
の
御
神
幸
が
行
わ
れ
た
。
一
〇
時
半
、
八
本
の

山
笠
が
山
寺
の
一
宮
神
社
の
鳥
居
前
に
集
合
す
る
。
各
区
の
山
笠
の
中
に
は
、
一

宮
神
社
御
神
幸
の
前
に
追
善
山
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
山
笠
功
労

者
宅
に
山
笠
が
行
き
、「
三
三
七
拍
子
」
の
打
ち
込
み
を
す
る
。

　
当
番
山
笠
は
各
区
の
山
笠
巡
行
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
令
和
四

（
二
〇
二
二
）
年
の
一
七
日
は
山
寺
山
笠
で
あ
る
。
山
寺
区
が
、
集
ま
っ
た
各
区

の
舁
き
手
た
ち
へ
の
給
水
な
ど
を
行
う
。
鳥
居
に
向
か
っ
て
左
脇
に
山
寺
山
笠
が

据
え
ら
れ
、
役
員
や
舁
き
手
達
が
並
び
、
拍
手
で
各
区
の
山
笠
を
迎
え
る
。
各
山

笠
は
鳥
居
を
曲
が
り
山
笠
を
据
え
る
。
熊
手
三
番
・
熊
手
一
番
は
勢
い
よ
く
舁
き

込
み
、
そ
の
際
に
こ
の
両
山
笠
の
台
上
が
り
指
揮
者
は
「
オ
イ
サ
」
の
掛
け
声
を

用
い
た
。
黒
崎
は
祇
園
の
掛
け
声
は
〝
ワ
ッ
シ
ョ
イ
〟
で
あ
り
、〝
オ
イ
サ
〟
は

博
多
祇
園
山
笠
の
掛
け
声
で
あ
る
。
鳥
居
前
で
は
各
山
笠
と
も
「
太
鼓
や
め
れ
」

の
合
図
で
、
祇
園
囃
子
を
止
め
る
。
進
む
山
笠
以
外
の
山
笠
は
、
鳥
居
に
近
い
と

こ
ろ
か
ら
順
に
、
熊
手
一
番
山
笠
、
熊
手
参
番
山
笠
、
藤
田
東
山
笠
、
東
町
山
笠
、

藤
田
西
山
笠
、
交
差
点
を
越
え
て
熊
手
西
山
笠
が
並
ん
だ
。
熊
手
二
番
山
笠
は
鳥

居
の
右
脇
に
据
え
ら
れ
た
が
、
こ
こ
も
オ
イ
サ
の
掛
け
声
で
あ
っ
た
。
飾
り
の
表

題
は
ほ
と
ん
ど
が
戦
記
も
の
で
、
熊
西
は
表
「
承
平
天
慶
の
乱
」
見
送
り
「
鞍
馬

天
狗
」、
東
町
は
「
姉
川
の
合
戦
」
見
送
り
「
三
国
志
」、
な
ど
で
あ
る
。
飾
っ
た

人
形
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
小
さ
な
名
前
札
が
あ
る
の
が
、
直
方
系
飾
り
山
の
特

徴
で
あ
る
。

　
一
八
日
に
行
わ
れ
た
祇
園
太
鼓
競
演
会
で
優
勝
し
た
藤
田
西
山
笠
は
優
勝
旗
と

賞
状
を
、
藤
田
東
山
笠
は
山
笠
競
演
会
の
優
勝
旗
を
表
に
飾
っ
て
い
る
。
各
山
笠

と
も
神
幸
の
お
供
に
備
え
て
車
輪
を
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
す
る
。

　
一
一
時
、神
社
で
御
神
遷
し
さ
れ
た
御
神
輿
が
下
り
て
く
る
。令
和
四（
二
〇
二
二
）

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
密
を
避
け
る
た
め
に
軽
ト
ラ
ッ
ク

に
神
輿
を
載
せ
て
の
御
神
幸
と
な
っ
た
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
は
、
四
隅
に
笹

竹
が
立
て
ら
れ
注
連
縄
が
張
ら
れ
て
い
る
。
神
輿
に
続
い
て
、
神
職
が
笛
を
吹
き

な
が
ら
随
行
し
、
二
人
担
ぎ
の
太
鼓
が
続
く
。
宮
世
話
人
が
タ
コ
ン
バ
チ
（
菅
笠
）

に
お
賽
銭
を
受
け
て
い
く
。
こ
の
形
式
は
旧
来
か
ら
の
も
の
で
、
軒
別
に
切
銭
の

よ
う
に
一
銭
な
い
し
二
銭
の
賽
銭
を
集
め
て
い
た
。
御
神
幸
は
こ
の
賽
銭
が
あ
が

る
範
囲
を
対
象
と
し
て
い
た
。
熊
西
、
藤
田
西
、
東
町
、
藤
田
東
、
熊
手
参
番
、

熊
手
一
番
、
熊
手
二
番
と
続
き
、
当
番
山
笠
の
山
寺
が
最
後
に
出
発
す
る
。
各
所

で
祝
儀
を
頂
い
た
時
は
、
打
ち
込
み
を
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
。
熊
西
の
山
小
屋

前
で
は
各
山
笠
の
接
待
が
あ
っ
た
。

　
黒
崎
宿
の
搆
口
を
通
り
、
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル
前
に
各
山
笠
が
集
ま
り
「
山

笠
大
集
合
」
と
な
る
。
山
笠
が
入
る
と
き
は
勢
い
よ
く
「
追
山
」
の
囃
子
で
入
っ

て
く
る
。
総
取
締
以
下
の
役
職
者
た
ち
は
、
山
笠
名
の
入
っ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

ち
、
八
幡
西
区
長
を
前
に
並
ぶ
。
区
長
に
向
か
っ
て
左
か
ら
、
東
町
、
藤
田
東
、

藤
田
西
、
熊
手
参
、
熊
手
二
、
熊
手
一
、
熊
西
、
山
寺
の
順
で
あ
る
。
こ
こ
で
区

長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、各
山
笠
に
「
激
励
品
」
と
称
す
る
も
の
が
渡
さ
れ
た
。
ビ
ー

ル
一
ケ
ー
ス
と
清
涼
飲
料
水
で
あ
る
。
区
長
に
対
し
て
保
存
会
長
の
お
礼
の
挨
拶

に
続
き
、
山
寺
の
代
表
が
三
本
締
め
の
打
ち
込
み
を
し
た
。

　
黒
崎
祇
園
の
組
織
は
戦
後
、
区
会
組
織
と
し
て
旧
来
の
姿
を
残
し
て
い
る
。
か

つ
て
役
職
に
は
、
交
渉
人
、
才
判
人
、
中
年
取
締
、
若
中
取
締
、
取
締
（
総
取
締
）

正
・
副
な
ど
が
あ
っ
た
が
、現
在
は
、区
長
が
務
め
る
会
長
を
筆
頭
に
、総
取
締
（
委
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員
長
）、
副
総
取
締
（
進
行
係
）、
相
談
役
、
会
計
、
取
締
、
世
話
人
が
あ
る
。

　
午
後
、
各
山
笠
は
岡
田
神
社
の
御
神
幸
に
向
か
う
。
熊
手
下
市
に
勢
揃
い
し
、

一
三
時
に
岡
田
神
社
拝
殿
に
宮
世
話
人
と
第
三
区
（
熊
手
一
、
熊
手
二
、
熊
手
三
）

の
代
表
、
保
存
会
会
長
、
他
の
山
笠
の
代
表
が
参
加
し
て
祇
園
祭
の
祭
典
が
始
ま

る
。
玉
串
奉
奠
の
後
に
遷
御
の
儀
が
あ
り
、
警
蹕
が
か
か
り
、
神
輿
に
御
神
が
遷

さ
れ
る
。
神
輿
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
載
せ
ら
れ
て
、
一
八
頃
ま
で
か
け
て
二
〇

箇
所
の
氏
子
を
回
る
。
本
来
は
八
幡
工
業
高
校
の
生
徒
が
担
い
で
い
く
も
の
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
で
の
御
神
幸
と
な
っ

た
。

　
各
山
笠
は
熊
手
下
市
商
店
街
で
岡
田
神
社
神
職
か
ら
清
祓
い
を
受
け
る
。
そ
の

後
、
神
輿
が
出
発
す
る
と
最
初
は
そ
れ
を
守
る
よ
う
に
随
行
す
る
が
、
後
に
神
輿

の
神
幸
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
巡
行
へ
移
る
。
か
つ
て
は
、
往
路

復
路
と
も
に
神
輿
の
後
に
着
い
て
お
供
し
た
。

　
熊
手
二
番
山
笠
は
、
商
店
街
に
入
る
と
蛇
行
や
ガ
ブ
リ
を
始
め
、
御
祝
儀
の
打

ち
込
み
を
し
な
が
ら
進
む
。
山
を
止
め
、
酒
を
頂
い
た
酒
屋
前
で
は
、
店
先
で
山

笠
を
出
迎
え
た
店
主
達
を
前
に
三
本
締
め
打
ち
込
み
を
す
る
。
商
店
街
の
代
表
を

務
め
る
毛
糸
店
で
は
、
商
店
街
全
体
に
対
し
て
の
御
祝
儀
の
お
礼
と
し
て
打
ち
込

み
を
す
る
。
町
巡
行
は
、
正
式
に
は
一
九
時
半
か
ら
、
八
本
の
御
神
幸
山
笠
が
自

ら
の
街
域
で
山
笠
を
披
露
す
る
。
か
つ
て
は
こ
れ
を
「
流
れ
舁
き
」
と
称
し
て
い

た
。
黒
崎
の
山
笠
は
曳
き
山
で
あ
り
、
担
ぎ
あ
げ
て
い
く
舁
き
山
で
は
な
い
の
で
、

こ
の
呼
称
は
か
つ
て
舁
き
山
で
あ
っ
た
頃
の
名
残
で
あ
ろ
う
。
山
笠
を
運
行
す
る

者
た
ち
を
「
舁
き
手
」
と
呼
ぶ
の
も
そ
の
名
残
と
思
わ
れ
る
。

　
舁
き
手
は
、
藩
政
期
は
若
者
、
組
、
明
治
以
降
は
青
年
会
で
あ
っ
た
。
藤
田
・

熊
手
両
区
で
は
一
七
歳
か
ら
二
五
歳
の
青
年
が
前
山
を
担
当
し
、
二
六
歳
か
ら

三
〇
歳
ま
で
の
若
中
、
及
び
三
一
歳
以
上
の
中
老
が
後
山
に
つ
い
た
。
今
で
は
、

博
多
の
よ
う
に
、
山
笠
の
前
を
「
表
」、
後
ろ
を
「
見
送
り
」
と
称
し
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
「
前
山
」、「
後
山
」
と
呼
ん
で
い
た
。

　
子
ど
も
は
山
笠
の
前
を
走
っ
た
。
山
笠
舁
き
は
、
須
賀
神
社
の
お
守
り
を
身
に

着
け
、
法
被
に
自
ら
の
区
名
を
染
め
て
い
る
。
か
つ
て
は
甘
木
で
そ
れ
を
染
め
て

い
た
と
伝
え
る
。
下
は
猿
股
引
で
、
白
足
袋
に
滑
り
止
め
の
綱
を
巻
い
て
い
た
が
、

明
治
以
降
は
白
足
袋
の
み
に
な
っ
た
。

　
翌
二
四
日
（
日
）
一
三
時
か
ら
春
日
神
社
御
神
幸
で
あ
る
。
春
日
神
社
の
御
神

幸
山
笠
は
藤
田
西
、
藤
田
東
、
東
町
で
あ
る
が
、
山
笠
が
藤
田
の
み
だ
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
藤
田
が
黒
崎
宿
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
代
表
的

な
山
笠
と
さ
れ
た
。

　
御
神
幸
の
五
時
頃
「
案
内
山
」
と
称
し
他
区
山
笠
に
御
神
幸
の
供
を
頼
む
山
笠

を
派
遣
し
た
。
同
日
の
一
五
時
頃
再
び
「
迎
え
山
笠
」
を
出
し
、
各
山
笠
が
春
日

神
社
馬
場
に
勢
揃
い
し
、
清
祓
い
を
受
け
、
藤
田
山
笠
が
最
後
尾
に
着
い
て
御
神

幸
の
供
奉
を
し
た
。
熊
手
の
岡
田
神
社
の
御
神
幸
で
は
、
藤
田
が
案
内
山
と
迎
え

山
を
出
し
て
い
た
。
山
笠
が
御
神
幸
で
巡
行
す
る
と
き
の
順
序
は
、
毎
年
交
渉
人

の
抽
選
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
。

　
藤
田
、
熊
手
、
田
町
、
船
町
、
屋
敷
な
ど
各
地
区
へ
入
る
時
は
、
そ
の
地
区
の

山
笠
を
最
初
に
入
れ
る
仕
来
り
で
あ
っ
た
。
自
区
の
山
笠
が
先
頭
を
ゆ
っ
く
り
巡

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
他
区
の
山
笠
を
と
ど
め
、
自
分
た
ち
の
街
を

賑
わ
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
か
つ
て
は
「
追
い
山
」
と
称
す
る
行
事
が
あ
り
、
各
区
と
も
五
段
に
集
合
し
た

と
い
う
。
　

　
七
月
二
五
日
（
月
）
一
九
時
、
黒
崎
駅
前
ふ
れ
あ
い
通
り
に
山
笠
が
集
合
し
、

ガ
ブ
リ
や
蛇
行
ど
自
由
演
技
を
行
う
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
、
二
〇
時
に
解
散
式
が

行
わ
れ
る
。
そ
の
後
各
山
小
屋
に
戻
っ
た
山
笠
は
区
の
解
散
式
を
行
い
、
二
一
時

頃
に
、
山
笠
か
ら
人
形
を
降
ろ
し
飾
り
を
解
体
す
る
。
翌
日
が
片
付
け
で
、
山
笠

台
や
棒
な
ど
を
収
納
し
た
。
会
計
も
行
う
が
、
か
つ
て
は
山
笠
期
間
中
の
費
用
は

す
べ
て
帳
面
に
よ
る
掛
買
で
あ
っ
た
。
山
笠
が
終
わ
る
一
四
日
に
「
狐
お
と
し
」

と
称
し
て
全
支
払
い
を
し
費
用
の
清
算
を
す
る
。
各
山
笠
ご
と
に
祝
儀
の
余
剰
金

で
「
打
ち
上
げ
」
を
し
た
。
黒
崎
祇
園
山
笠
の
行
事
は
こ
れ
で
す
べ
て
終
了
す
る
。

（
福
間
　
裕
爾
）
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前ま
え
田だ

祇ぎ

園お
ん
行ぎ
ょ
う
じ事

【
指
定
等
】

　
種
類
　
北
九
州
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
前
田
祇
園
山
笠
行
事

　
指
定
年
月
日
　
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
三
月
三
〇
日

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、　
二
九
「
山
笠
」

【
別
名
】　
前
田
祇
園
山
笠

【
地
域
の
概
要
】 

　
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
三
度
に
わ
た
る
拡
張
工
事
で
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）

年
に
は
北
九
州
市
八
幡
東
区
前
田
の
人
口
は
急
増
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
閑
村
は

多
く
の
人
々
を
抱
え
急
激
な
都
市
化
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
商
店
街
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
人
々
の
集
住
も
進
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
近
代
的
景

観
の
な
か
に
中
世
的
景
観
を
内
包
し
た
地
域
が
八
幡
東
区
前
田
地
区
で
あ
る
。
洞

海
湾
に
面
し
た
日
本
製
鉄
（
旧
八
幡
製
鐵
所
）
の
社
前
の
町
域
が
一
・
二
区
で
、

こ
の
行
政
自
治
区
か
ら
山
笠
が
出
る
。
第
一
自
治
会
が
一
番
山
笠
、
第
二
自
治
会

が
二
番
山
笠
、
第
三
・
第
四
自
治
会
が
本
宮
山
笠
を
出
す
。
山
際
に
位
置
す
る
三
・

四
区
は
八
束
髪
神
社
が
鎮
座
す
る
祇
園
社
の
故
地
（
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年

に
二
区
に
鎮
座
す
る
仲
宿
八
幡
宮
に
合
祀
）、
中
世
山
城
の
花
尾
城
址
入
り
口
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
元
城
町
な
ど
を
含
む
歴
史
的
景
観
を
持
っ
て
い
る
た
め
本
宮
山

笠
と
名
乗
っ
て
い
る
。
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
～
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
か

け
て
は
、
新
日
鉄
桃
園
社
宅
の
有
志
に
よ
る
桃
園
山
笠
も
出
て
い
た
が
、
平
成

一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
の
社
宅
の
廃
止
提
案
に
よ
り
解
散
し
た
。
現
在
は
三
基
の

山
笠
で
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】　
北
九
州
市
八
幡
東
区
前
田
地
区

【
実
施
時
期
】
二
月
～
七
月
　
旗
笹
山
巡
行
は
七
月
最
初
の
日
曜
日
　 

【
伝
承
組
織
】
前
田
祇
園
山
笠
保
存
会

　
第
二
自
治
区
に
あ
る
祇
園
町
商
店
街
の
有
志
に
よ
る
二
区
独
自
の
保
存
会
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）
年
に
二
番
山
笠
が
最
初
に
再
建
さ
れ
た
。

二
番
山
笠
の
独
自
の
保
存
会
は
、平
成
三（
一
九
九
一
）年
の
一
区
へ
の
山
笠
譲
渡
、

一
番
山
笠
の
復
活
。
そ
れ
に
続
き
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
の
桃
園
社
宅
有
志

へ
の
青
年
山
笠
の
譲
渡
を
行
い
桃
園
山
笠
の
創
設
、
発
展
的
解
消
を
し
て
前
田
祇

園
山
笠
保
存
会
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
祇
園
行
事
は
、
中
世
に
前
田
の
地
を
治
め
た
麻
生
氏
が
、
応
永
（
一
三
九
六
～

一
四
二
八
）
年
間
に
京
都
八
坂
か
ら
祇
園
神
を
勧
請
し
て
祇
園
原
に
前
田
祇
園
社

を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
て
い
る
。
前
田
祇
園
社
は
の
ち
に
八
束
髪
神

社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
前
田
祇
園
祭
礼
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
波
多
野
家
文
書
「
祇
園

三
座
大
神
縁
起
」
に
は
室
町
時
代
中
期
以
降
の
こ
と
と
し
て
、「
い
に
し
え
の
麻

生
氏
在
城
の
時
は
士
家
多
く
、
村
里
宮
座
の
序
あ
り
て
、
神
事
祭
祀
の
儀
式
も
殊

に
い
か
め
し
く
、
遠
近
の
人
ま
い
り
つ
と
ひ
ぬ
れ
ば
、
商
人
集
ま
り
て
市
を
な
し

侍
り
ぬ
。（
い
ま
の
田
の
字
に
、
今
市
免
と
い
ふ
あ
り
。
年
中
行
事
の
時
々
、
市

場
せ
し
故
、今
呼
び
て
か
く
は
い
ふ
よ
し
。）
つ
く
り
山
、笠
鉾
な
ど
と
多
し
と
也
。

又
御
旅
所
の
跡
あ
り
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
山
、
傘
鉾
な
ど
祇
園
会
類
似
の
造

り
物
が
多
く
出
る
祭
礼
が
行
わ
れ
、
周
辺
地
域
の
み
な
ら
ず
、
遠
方
か
ら
も
見
物

人
が
集
っ
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。

　
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
の
八
幡
製
鐵
所
操
業
に
よ
る
近
代
化
で
、
前
田
祇

園
の
祭
礼
の
在
り
方
も
急
激
に
変
化
し
て
ゆ
く
。
人
々
は
山
笠
に
豪
華
さ
を
求
め
、

明
治
四
〇
年
頃
か
ら
、
旗
笹
山
か
ら
人
形
飾
り
山
笠
で
巡
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
の
電
車
の
開
通
は
、
山
笠
の

高
さ
を
低
く
す
る
一
因
と
な
っ
た
が
、
大
正
六
年
頃
に
は
山
笠
は
更
に
豪
華
さ
を

増
し
、
各
町
毎
に
山
笠
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
形
飾
り
は
直
方
の
人
形
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師
が
担
当
し
た
。

　
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
の
日
中
戦
争
勃
発
に
よ
り
祇
園
行
事
は
順
次
縮
小

さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
旗
笹
山
に
武
運
長
久
を
祈
る
幟
を
立
て
出

征
兵
士
を
壮
行
す
る
な
ど
、
戦
時
色
一
色
に
変
わ
っ
た
。
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）

年
に
は
戦
況
悪
化
に
よ
り
山
笠
行
事
は
中
止
と
な
っ
た
。
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）

年
八
月
八
日
「
八
幡
大
空
襲
」
で
前
田
地
区
は
ほ
と
ん
ど
が
焦
土
と
化
し
、
神
社
、

山
笠
関
係
道
具
の
一
切
が
消
失
し
た
。

　
戦
後
の
八
幡
製
鐵
所
の
再
開
と
生
産
増
強
に
よ
っ
て
、
前
田
の
各
町
内
は
活
気

を
取
り
戻
し
た
。
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
の
祇
園
祭
事
の
復
活
に
続
き
、
昭

和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
二
基
の
山
笠
巡
行
が
再
興
さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
代
に

な
っ
て
山
笠
四
基
が
並
ぶ
ま
で
に
復
興
し
た
が
、
事
故
に
よ
り
再
度
中
断
し
た
。

昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）
年
に
二
番
山
笠
が
再
興
し
、
そ
れ
に
続
い
て
平
成
五

（
一
九
九
三
）
年
に
一
番
山
笠
と
本
宮
山
笠
が
設
立
さ
れ
、平
成
一
一
（
一
九
九
九
）

年
の
北
九
州
市
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
を
受
け
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

一
　
総
会
・
全
体
会
議
　

　
二
月
～
三
月
に
仲
宿
八
幡
宮
で
行
わ
れ
る
総
会
を
皮
切
り
に
、
六
月
初
旬
の
全

体
会
議
と
前
田
祇
園
山
笠
保
存
会
の
会
合
が
続
く
。

　二
　
山
笠
製
作
　
四
月
中
旬
～

　
山
笠
は
二
番
山
笠
、
一
番
山
笠
、
本
宮
山
笠
の
三
基
。
そ
れ
ぞ
れ
が
四
月
中
旬

か
ら
山
に
入
り
、
山
笠
台
を
結
束
す
る
た
め
の
蔓
を
探
す
。
主
に
藤
蔓
を
使
う
が
、

蔓
は
数
種
類
あ
り
、
藤
の
花
の
咲
く
四
月
頃
が
見
つ
け
易
い
か
ら
で
あ
る
。
山

で
は
、
太
さ
、
長
さ
な
ど
を
確
認
し
て
目
印
を
付
け
て
お
き
、
七
月
初
旬
の
旗
笹

山
巡
行
の
一
週
間
前
に
九
本
切
り
出
し
て
く
る
。
こ
れ
で
約
一
・
五
一
メ
ー
ト
ル

四
方
、
高
さ
約
二
・
一
メ
ー
ト
ル
の
台
車
と
舁
棒
三
本
を
締
め
付
け
て
結
束
す
る
。

各
町
そ
れ
ぞ
れ
の
山
笠
で
蔓
の
使
い
方
が
異
な
る
。
本
宮
は
蔓
を
熨
し
て
か
ら
一

回
し
し
て
結
束
す
る
。
二
番
・
一
番
は
、
蔓
を
そ
の
ま
ま
使
う
。
ま
た
、
竹
を
割

い
て
曲
げ
て
結
束
も
す
る
。
台
上
を
取
り
囲
む
手
摺
り
高
欄
に
使
う
杉
の
葉
も
森

林
管
理
署
の
許
可
を
得
て
山
に
取
り
に
い
く
。
杉
の
葉
を
隙
間
な
く
並
べ
竹
で
挟

み
、
高
欄
に
取
り
付
け
る
。
そ
の
下
に
紫
色
水
引
幕
と
注
連
縄
を
巡
ら
せ
、
更
に

そ
の
内
側
に
赤
の
幕
を
張
り
、
四
隅
に
は
藁
の
梵
天
と
呼
ば
れ
る
飾
り
を
下
げ
る
。

江
戸
時
代
の
旗
笹
山
の
形
態
に
つ
い
て
、天
保
四（
一
八
三
三
）年
の
記
録
に
は「
山

笠
台
の
下
を
取
り
巻
く
四
方
の
杉
垣
、
こ
れ
に
小
柱
を
立
て
、
赤
い
布
で
包
ん
だ

鉄
砲
袋
を
つ
け
、
細
い
竹
で
横
に
つ
な
ぎ
、
布
を
左
巻
き
に
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

杉
壁
・
鉄
砲
・
左
巻
き
は
、
博
多
祇
園
山
笠
で
現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
る
飾
り
方

で
あ
り
、
両
者
の
関
係
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
台
車
の
内
部
に
は
、
大
太
鼓
・
小
太
鼓
・
鉦
な
ど
が
取
り
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ

も
、
各
町
で
配
置
が
少
し
ず
つ
異
な
る
。
一
番
山
笠
と
二
番
山
笠
は
進
行
方
向
に

向
か
っ
て
左
側
に
大
太
鼓
、
右
に
小
太
鼓
を
配
置
す
る
。
一
番
山
は
大
太
鼓
と
小

太
鼓
の
間
を
竹
で
十
文
字
に
区
切
り
、
そ
の
竹
に
荒
縄
を
巻
い
て
い
る
。
鉦
は
右

隅
に
置
く
。
二
番
は
基
本
的
に
一
番
と
同
じ
配
置
で
あ
る
が
、
竹
の
区
切
り
は
な

く
、
鉦
は
台
上
部
に
取
り
付
け
る
。
本
宮
山
笠
は
、
進
行
方
向
に
向
か
っ
て
左
隅

に
小
太
鼓
（
こ
れ
は
竹
鉢
で
叩
く
）、
そ
の
対
角
線
上
後
部
右
隅
に
大
太
鼓
、
後

部
左
隅
に
鉦
を
配
置
す
る
。
こ
の
鉦
は
、
人
形
飾
り
山
に
姿
が
変
わ
る
と
上
に
配

置
さ
れ
る
。
竹
筒
の
水
筒
が
前
部
に
取
り
付
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
配
置
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
祇
園
囃
子
に
は
拍
子
の
違
い
に
よ
り
、
山
笠

を
止
め
て
い
る
と
き
に
奏
す
る
「
据
え
ば
ち
」、
巡
行
し
て
い
る
と
き
に
囃
す
「
練

り
ば
ち
」、
駆
け
る
と
き
に
叩
く
「
追
い
ば
ち
」
の
三
種
類
あ
る
。
近
世
に
は
、

法
螺
貝
も
使
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
現
在
法
螺
貝
は
本
宮
だ
け
が
使
っ
て
い

る
。
山
笠
が
街
角
を
曲
が
る
と
き
、
他
の
山
笠
の
前
を
通
過
す
る
と
き
、
横
で
す

れ
違
う
と
き
、
一
時
太
鼓
を
止
め
る
習
わ
し
で
あ
る
。

三
　
お
潮
井
と
り
　
六
月
二
六
日

　
祭
礼
の
一
週
間
前
の
七
月
の
初
旬
に
行
う
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
六
月

二
六
日
に
行
わ
れ
た
。
か
つ
て
は
洞
ノ
海
で
潮
井
を
と
っ
て
い
た
が
、
八
幡
製
鐵

所
建
設
に
よ
り
お
潮
井
と
り
の
場
所
が
敷
地
内
と
な
り
、
旧
来
の
場
所
で
と
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
山
潮
（
川
の
砂
と
水
の
こ
と
）
と
な
っ
た
時
期
が
続
い
て

い
た
が
、
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
に
、
旧
来
通
り
八
幡
製
鐵
所
構
内
の
大
字



40

前
田
葛
島
の
海
岸
で
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
在
で
は
、
八
幡
東
区
東
田
緑
地
に
設
け
ら
れ
た
「
八
幡
祇
園
行
事
　
御
潮
井

所
」
が
整
備
さ
れ
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
。
八
時
に
参
列
者
が
仲
宿
八
幡
宮
に

集
合
し
、
宮
司
を
先
頭
に
各
山
笠
の
舁
き
手
、
神
輿
の
担
ぎ
手
な
ど
総
勢
八
〇
人

程
度
が
御
潮
井
所
に
移
動
す
る
。
現
地
で
は
海
に
向
か
い
注
連
縄
を
張
り
、
神
職

ら
が
案
の
上
に
献
饌
を
し
て
お
潮
井
と
り
神
事
の
祭
典
を
行
う
。
潮
井
桶
や
各
山

笠
の
参
列
者
を
修
祓
す
る
。
参
加
者
は
全
員
で
海
か
ら
砂
と
海
水
を
汲
み
、
お
潮

井
と
り
を
す
る
。
お
潮
井
は
桶
に
入
れ
て
各
山
小
屋
や
各
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
厄

払
い
な
ど
に
使
用
す
る
。
仲
宿
八
幡
宮
の
社
殿
前
に
は
、「
御
潮
井
真
砂
（
祓
い

清
め
の
砂
）」
と
記
さ
れ
た
箱
に
お
潮
井
を
入
れ
て
参
拝
者
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

四
　
旗
笹
山
笠
奉
納
宮
入
　
七
月
三
日

　
九
時
四
五
分
、
神
社
か
ら
前
も
っ
て
渡
さ
れ
た
八
色
旗
（
緑
・
白
・
黄
・
黒
・
赤
・

金
丸
紫
二
本
・
紫
）、
八
幡
大
神
の
三
巴
神
紋
を
付
け
た
朱
色
盾
を
四
方
に
四
枚

ず
つ
立
て
た
旗
笹
山
笠
（
本
宮
は
笹
山
と
称
す
）
が
各
町
の
山
小
屋
を
出
て
、
道

中
練
り
ば
ち
の
囃
子
を
奏
で
、
一
番
山
笠
、
二
番
山
笠
、
本
宮
山
笠
の
順
に
仲な

か
や
ど宿

八
幡
宮
に
到
着
し
境
内
に
入
る
。
境
内
の
正
面
に
は
茅
の
輪
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

神
社
神
殿
に
向
か
っ
て
右
側
の
境
内
に
、
一
番
山
笠
を
中
央
に
し
て
、
左
に
二
番

山
笠
、
右
に
本
宮
山
笠
が
並
ぶ
。

　
一
〇
時
、
各
山
笠
の
実
行
委
員
や
代
表
が
拝
殿
に
昇
殿
し
て
祭
典
が
行
わ
れ
る
。

神
殿
に
は
正
面
に
八
幡
大
神
、
左
手
に
恵
比
須
神
社
、
祇
園
本
宮
八
束
髪
神
社
は

右
手
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
神
殿
正
面
に
八
束
大
神
と
墨
書
さ
れ
た
木
札
が
三
本

立
て
掛
け
ら
れ
、
修
祓
、
祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠
の
あ
と
、
御
神
入
さ
れ
た
八
束

髪
大
神
の
木
札
が
宮
司
よ
り
、
各
山
笠
の
代
表
に
渡
さ
れ
る
。
各
山
笠
は
そ
れ
を

受
け
取
る
と
す
ぐ
に
上
部
の
中
央
に
立
て
、
前
に
は
笹
竹
に
渡
し
た
注
連
縄
が
張

ら
れ
て
い
る
。

　
一
番
山
笠
か
ら
神
職
が
修
祓
を
し
て
、
舁
き
棒
を
塩
を
撒
い
て
清
め
、
台
の
四

隅
に
盛
り
塩
を
し
て
巡
行
の
安
全
を
祈
る
。
山
笠
の
舁
き
手
た
ち
全
員
も
修
祓
す

る
。
終
了
す
る
と
各
山
笠
舁
き
手
総
員
で
打
ち
込
み
（
三
三
七
拍
子
の
手
打
ち
）

を
し
て
巡
行
と
な
る
。
山
笠
は
静
か
に
境
内
を
出
て
か
ら
、
態
勢
を
整
え
て
祇
園

囃
子
を
奏
で
な
が
ら
の
巡
行
を
始
め
る
。
本
宮
山
笠
は
法
螺
貝
を
吹
き
鳴
ら
し
て

巡
行
す
る
。

　
一
番
山
か
ら
順
に
坂
道
を
登
っ
て
祇
園
宮
旧
社
地
の
本
宮
に
向
か
う
。
掛
け
声

は
ワ
ッ
シ
ョ
イ
で
あ
る
。
前
後
の
三
本
の
舁
き
棒
の
端
に
青
年
指
揮
者
が
乗
っ
て

前
後
で
五
色
の
布
の
つ
い
た
指
揮
棒
を
振
っ
て
山
笠
を
指
揮
す
る
。
舁
き
棒
は
杉

の
丸
太
を
何
年
も
寝
か
せ
て
か
ら
削
っ
た
も
の
で
あ
る
。
棒
の
鼻
に
は
金
属
が
は

め
込
ま
れ
て
い
る
。
指
揮
棒
の
赤
布
に
は
祇
園
神
紋
と
八
幡
神
紋
が
入
り
「
前
田

祇
園
山
笠
　
○
○
山
笠
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
山
笠
は
木
製
四
輪
の
曳
き
山
で
あ

る
。
一
番
山
笠
の
四
隅
に
は
「
清
修
」
と
記
さ
れ
た
提
灯
、
本
宮
山
笠
は
「
本
宮
」

と
い
う
提
灯
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
舁
き
手
の
姿
は
腹
巻
、
ス
テ
テ
コ
、
白
の
地
下

足
袋
で
、上
に
法
被
を
着
る
。
二
番
山
笠
の
襟
に
は
、「
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
」

の
文
字
が
見
え
る
。
鉢
巻
は
各
山
笠
で
色
が
異
な
り
、
役
職
に
よ
っ
て
の
違
い
は

な
い
。
取
締
な
ど
の
役
職
は
腕
章
で
示
し
て
い
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
み
な
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
。
女
性
や
子

供
た
ち
も
同
じ
姿
で
山
笠
を
曳
く
。
角
を
曲
が
る
と
き
は
、
前
棒
を
下
げ
て
後
輪

を
浮
か
せ
て
方
向
を
変
え
る
。
山
笠
の
後
ろ
か
ら
は
、
暑
さ
対
策
も
あ
り
救
護
車

が
随
行
す
る
。

　
古
刹
の
祇
園
山
龍
潜
寺
ま
で
坂
道
を
上
り
、
山
門
前
を
右
折
し
て
、
祇
園
宮
が

あ
っ
た
祇
園
原
町
（
祇
園
元
町
）
に
入
り
、
一
〇
時
五
〇
分
に
旧
八
束
髪
神
社
前

に
各
山
笠
が
揃
う
。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
の
御
大
典
記
念
に
建
て
ら
れ
た
鳥

居
の
前
に
は
、本
宮
山
笠
が
据
え
ら
れ
る
。
本
宮
の
役
員
た
ち
は「
祇
園
本
宮
之
跡
」

と
記
さ
れ
た
横
に
あ
る
石
祠
を
参
拝
し
て
柏
手
を
打
つ
。
祇
園
本
宮
は
八
束
髪
神

社
と
号
す
る
が
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
の
戦
災
で
、
御
神
霊
と
大
鳥
居
を

一
旦
仲
宿
八
幡
宮
へ
移
し
、
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
に
仲
宿
八
幡
宮
に
合
祀

さ
れ
た
。そ
の
御
分
霊
を
こ
こ
の
石
祠
に
戻
し
祀
り
、現
在
は
御
旅
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
山
笠
は
御
分
霊
の
参
拝
を
終
え
る
と
、
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
麻
生
氏
が
春

日
神
を
祀
っ
た
由
緒
が
あ
る
鳥
野
神
社
前
を
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
を
巡
行
し

て
山
小
屋
へ
と
戻
る
。
本
宮
山
笠
は
、
祇
園
原
町
か
ら
更
に
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
、

麻
生
氏
ゆ
か
り
の
元
城
町
や
花
尾
町
な
ど
を
回
り
、
一
四
時
四
〇
分
頃
、
山
小
屋

が
あ
る
本
部
へ
戻
る
。
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五
　
前
日
祭
　
七
月
一
六
日
　
人
形
飾
り
山
笠
巡
行

　
各
町
の
旗
笹
山
は
宮
入
・
各
町
巡
行
を
終
え
る
と
、
飾
り
山
笠
に
姿
を
変
え
る
。

台
に
左
右
に
開
い
て
動
く
仕
組
み
を
取
り
付
け
る
。
こ
れ
を
「
槍
出
し
」
と
呼
ん

で
い
る
。
直
方
山
笠
で
「
開
き
山
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
山
笠
が
大
き
く
見
え

て
、
動
き
に
連
動
し
て
飾
っ
た
人
形
が
動
く
。
狭
い
道
で
は
折
り
た
た
む
こ
と
も

で
き
る
。
太
鼓
と
鉦
の
配
置
も
変
更
さ
れ
る
。
本
宮
山
笠
で
は
、
鉦
が
台
の
内
部

か
ら
山
笠
頂
上
部
に
移
動
す
る
。
人
形
を
飾
り
つ
け
る
の
は
、
直
方
の
原
田
人
形

師
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
休
業
し
、
そ
の
ま
ま

廃
業
し
た
。
引
き
継
い
だ
の
は
福ふ
く
ち智

町
の
富
田
人
形
師
で
あ
る
。
水
玉
（
竹
籤
と

銀
紙
で
作
っ
た
飾
り
）
を
五
〇
〇
本
以
上
取
り
付
け
て
、
飾
り
人
形
を
引
き
立
て

る
。
こ
の
日
の
夜
か
ら
三
日
間
、「
人
形
飾
り
山
笠
」
と
し
て
各
町
内
を
巡
行
す
る
。

出
発
に
先
立
っ
て
、
各
山
笠
の
収
納
場
所
に
仲
宿
八
幡
宮
の
神
職
（
宮
司
と
権
禰

宜
）
が
出
向
き
、
巡
行
の
安
全
を
祈
願
し
て
祭
典
を
行
う
。
神
事
後
に
山
笠
は
そ

れ
ぞ
れ
の
町
会
へ
巡
行
す
る
。
指
揮
す
る
の
は
、
梵
天
・
槍
出
し
・
架
線
と
呼
ば

れ
る
役
員
た
ち
。
飾
り
山
笠
の
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
場
所
の
名
称
が
役
員
名
に
な
っ
て

い
る
。
梵
天
は
棒
の
上
に
立
っ
て
指
揮
す
る
。
日
中
は
指
揮
棒
を
使
う
が
、
日
が

暮
れ
る
と
「
梵
天
」
と
記
さ
れ
た
提
灯
を
用
い
る
。

　
平
年
で
あ
れ
ば
、
三
基
の
山
笠
が
サ
ワ
ラ
ビ
通
り
に
集
ま
り
、
出
発
の
合
図
で

順
次
八
幡
駅
に
巡
行
し
、
八
幡
駅
広
場
前
に
集
合
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
巡

行
に
は
八
幡
東
ね
ぶ
た
も
参
加
し
て
、
多
く
の
観
客
が
集
ま
り
駅
前
は
賑
わ
う
が
、

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
こ
の
駅
前

で
の
行
事
を
中
止
し
、
町
会
の
巡
行
の
み
と
な
っ
た
。

　
二
番
山
笠
で
あ
る
祇
園
町
山
笠
で
は
、
山
笠
を
収
め
る
「
斎
納
庫
（
山
小
屋
）」

前
で
一
六
時
か
ら
神
事
（
祭
礼
と
呼
ん
で
い
る
）
が
あ
る
。
山
笠
は
一
九
時
半
に

斎
納
庫
を
出
発
し
て
祇
園
町
、
小
伊
藤
山
公
園
、
八
幡
駅
、
山
笠
通
り
を
経
て
、

二
〇
時
半
に
再
度
祇
園
町
へ
戻
る
。
夜
の
人
形
飾
り
山
笠
は
、
か
つ
て
は
蝋
燭
の

提
灯
の
明
か
り
で
あ
っ
た
が
、
一
〇
ワ
ッ
ト
の
電
灯
を
使
う
よ
う
に
な
り
派
手
に

な
っ
た
。
仲
宿
八
幡
宮
を
通
り
、
二
一
時
に
斎
納
庫
へ
戻
る
。

　
本
宮
山
笠
で
は
、
夜
の
部
と
し
て
一
六
時
半
に
本
部
前
で
神
事
を
行
い
、
一
七

時
に
山
笠
が
出
発
す
る
。
一
八
時
二
〇
分
か
ら
祇
園
原
公
園
で
小
休
止
す
る
。
そ

の
時
に
、
昨
年
亡
く
な
っ
た
山
笠
の
功
労
者
の
遺
族
が
、
遺
影
を
手
に
山
笠
前
に

や
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
舁
き
手
た
ち
の
打
ち
込
み
（
三
三
七
拍
子
の
手
打
ち
を
す

る
こ
と
）
を
受
け
て
、
功
労
者
を
追
善
す
る
。
ま
た
、
御
祝
儀
を
頂
い
て
い
る
商

店
の
前
な
ど
で
も
山
笠
を
止
め
て
打
ち
込
む
。
二
〇
時
頃
に
本
部
に
戻
る
。

六
　
当
日
祭
祇
園
大
祭
（
御
神
幸
）
七
月
一
七
日
　
飾
り
山
笠
奉
納
宮
入

　
大
祭
は
「
中
日
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
九
時
二
〇
分
頃
か
ら
人
形
飾
り
山
笠
が
、

一
番
山
笠
か
ら
仲
宿
八
幡
宮
境
内
に
集
合
す
る
宮
入
が
行
わ
れ
る
。
境
内
で
の
各

山
笠
の
据
え
方
は
三
日
の
旗
笹
山
宮
入
と
同
じ
で
あ
る
。
最
後
に
宮
入
す
る
本
宮

山
笠
が
境
内
に
入
っ
た
の
は
九
時
四
〇
分
頃
で
あ
っ
た
。

　
人
形
飾
り
の
外
題
は
木
札
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
一
番
山
笠
が
表
「
関
ヶ
原
の

合
戦
」
後
「
天
目
山
の
合
戦
」、
二
番
山
笠
が
表
「
山
崎
の
合
戦
」
後
「
女
傑
勇
躍

ノ
誉
」、本
宮
山
笠
が
表
「
倶
利
伽
羅
峠
の
合
戦
」
後
「
七
尾
城
の
戦
い
」
で
あ
る
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
飾
り
付
け
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
小
さ
な
木
札

に
登
場
人
物
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
番
山
笠
の
後
ろ
に
飾
ら
れ
た
龍
の
造

り
物
に
は
「
花
尾
小
学
校
児
童
作
龍
」
と
あ
っ
た
。
各
山
笠
と
も
旗
笹
山
の
と
き

に
頂
上
に
立
て
て
い
た
「
八
束
髪
大
神
」
木
札
は
表
に
移
さ
れ
、
正
面
中
央
（
本

宮
だ
け
は
向
か
っ
て
左
の
槍
出
し
）に
飾
ら
れ
た
。
二
番
山
笠
に
は「
祇
園
町
山
笠
」

と
墨
書
さ
れ
た
木
札
も
飾
ら
れ
て
い
る
。
旗
笹
山
笠
の
時
に
は
、
横
に
飾
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
各
山
笠
役
員
ら
が
社
殿
前
に
整
列
し
て
、
八
一
七
年
大
祭
神

幸
式
祭
典
が
始
ま
る
。
大
祭
で
は
仲
宿
八
幡
宮
の
御
祭
神
の
御
神
幸
と
な
る
た
め
、

拝
殿
内
に
は
神
霊
移
し
が
行
わ
れ
る
神
輿
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
参
列
者
一
同
は

社
殿
下
の
軒
先
に
並
ん
で
座
り
祭
典
が
行
わ
れ
た
。
神
職
が
境
内
に
集
ま
っ
た
三

つ
の
山
笠
の
舁
き
手
を
修
祓
。
神
前
に
三
つ
の
山
笠
を
代
表
し
て
一
番
山
笠
の
保

存
会
会
長
が
参
拝
し
た
。

　
社
殿
前
の
境
内
に
張
ら
れ
た
テ
ン
ト
に
、
北
九
州
市
長
、
市
議
、
区
警
察
署
長
、

区
市
消
防
署
長
、
福
岡
県
議
、
国
会
議
員
な
ど
の
来
賓
が
並
び
、
一
〇
時
か
ら
神

輿
出
発
式
が
始
ま
る
。
当
番
山
の
一
番
山
笠
の
舁
き
手
三
名
に
よ
る
祇
園
太
鼓
奉

納
が
あ
っ
た
。
拝
殿
前
の
外
に
据
え
ら
れ
た
大
太
鼓
と
小
太
鼓
、
鉦
で
演
奏
す
る
。

山
笠
巡
行
の
と
き
に
奏
で
ら
れ
る
祇
園
囃
子
の
三
曲
で
あ
る
。
こ
の
と
き
使
わ
れ
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る
大
太
鼓
に
は
『
慶
安
元
年
八
月
氏
子
中
』
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
後
、

テ
ン
ト
の
来
賓
に
向
か
っ
て
拝
殿
前
の
外
に
置
か
れ
た
マ
イ
ク
を
使
っ
て
挨
拶
が

始
ま
る
。
続
い
て
氏
子
総
代
会
長
、
保
存
会
会
長
と
続
く
。
最
後
に
来
賓
代
表
と

し
て
北
九
州
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
神
輿
に
出
仕
す
る
仲
宿
青
年
会
会
長
の
発
声

で
乾
杯
と
な
り
式
は
終
了
す
る
。

　
一
〇
時
半
、
神
輿
が
拝
殿
か
ら
外
に
出
さ
れ
、
花
火
を
合
図
に
清
道
旗
を
先
頭

に
神
輿
に
よ
る
神
幸
が
始
ま
る
。
神
輿
の
後
に
三
基
の
山
笠
が
お
供
し
て
祇
園
原

町
の
御
旅
所
ま
で
随
行
し
た
。
一
〇
時
五
五
分
頃
、
御
旅
所
に
神
輿
を
安
置
し
て

代
表
者
が
参
列
し
御
旅
所
祭
が
行
わ
れ
た
。

　
祭
典
の
後
、
一
一
時
一
五
分
以
降
そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
を
巡
り
、
神
輿
は
仲
宿
八

幡
宮
へ
戻
る
。
町
会
巡
行
で
は
、
祝
儀
を
受
け
た
企
業
や
家
が
仲
宿
八
幡
宮
社
前

の
掲
示
板
に
張
り
出
さ
れ
て
各
山
に
知
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
全
山
笠
を
止

め
て
打
ち
込
み
を
し
て
お
礼
と
す
る
。
ま
た
各
町
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
の
山

笠
に
も
寄
付
が
あ
り
、
山
小
屋
に
氏
名
が
張
り
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
も
各
山

笠
は
打
ち
込
み
を
し
て
ゆ
く
。
ま
た
不
幸
が
あ
っ
た
家
の
前
を
巡
行
す
る
と
き
は
、

祇
園
囃
子
を
止
め
て
通
る
習
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。
各
山
笠
は
一
四
時
ご
ろ
に
山

小
屋
に
戻
る
。

　
本
宮
山
笠
は
、
町
会
が
山
の
上
に
あ
る
た
め
、
山
笠
を
巡
行
さ
せ
る
為
の
人
手

を
集
め
る
の
に
苦
労
す
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
穴
生
の
舁
き
手
達

二
〇
人
が
、「
穴
生
山
笠
」
と
染
め
ら
れ
た
揃
い
の
法
被
を
着
て
祇
園
三
丁
目
の

交
差
点
か
ら
本
宮
山
笠
の
加
勢
に
着
い
た
。
祇
園
原
本
部
前
か
ら
、
龍
潜
寺
よ
り

先
の
険
し
い
山
際
を
登
る
巡
行
を
加
勢
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
兄
弟
山
な
ど
と
い

う
公
式
な
関
係
で
の
協
力
で
は
な
く
、
本
宮
の
舁
き
手
の
知
り
合
い
を
通
し
て
な

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
本
宮
だ
け
の
人
員
で
は
こ
の
山
道
は
き
つ
い
の
だ

と
い
う
。

　
こ
の
日
の
山
笠
巡
行
は
夜
の
部
も
あ
り
、
電
飾
を
灯
し
た
各
山
笠
と
も
一
七
時

近
く
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
を
巡
行
し
て
、
二
〇
時
半
～
二
一
時
に
山
小
屋
に
戻

る
。

七
　
後
日
祭
　
集
団
山
見
せ
　
七
月
一
八
日

　
集
団
山
見
せ
は
、
前
田
祇
園
山
笠
通
り
に
山
笠
三
基
が
集
合
し
て
、
そ
の
豪
華

さ
を
競
う
前
田
祇
園
山
笠
の
フ
イ
ナ
ー
レ
行
事
で
あ
る
。
平
年
で
あ
れ
ば
各
町
会

を
巡
行
し
た
山
笠
は
、
夕
方
に
福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
前
田
支
店
か
ら
善
興
園
を

結
ぶ
大
通
り
「
前
田
祇
園
山
笠
通
り
」
に
集
ま
り
、
市
長
ほ
か
多
く
の
来
賓
を
招

待
し
て
競
演
会
が
始
ま
る
。

　
最
初
は
各
山
笠
代
表
に
よ
る
太
鼓
の
競
演
が
行
わ
れ
る
。
子
供
の
部
、
大
人
の

部
に
分
か
れ
て
演
奏
す
る
。
続
い
て
、
前
田
祇
園
山
笠
三
基
が
道
路
で
山
笠
を
前

後
に
傾
け
な
が
ら
蛇
行
し
駆
け
抜
け
、
続
い
て
山
笠
を
回
す
。
祇
園
囃
の
早
太
鼓
、

早
鐘
が
響
き
渡
り
会
場
内
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。
山
笠
の
競
演
が
終
了

す
る
と
、
太
鼓
の
競
演
の
表
彰
式
が
あ
り
前
田
祇
園
山
笠
は
全
て
の
行
事
を
終
了

す
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
山
笠
競
演
会
は
多
く
の
観
客
が
集
ま
る
こ

と
も
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
急
遽
中
止
と
し
、
町
会
巡

行
だ
け
と
し
た
。
山
笠
巡
行
で
は
、
小
学
生
も
参
加
す
る
た
め
、
親
の
同
意
書
を

と
り
、
検
査
キ
ッ
ト
を
各
町
に
配
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
し

た
上
で
実
施
さ
れ
た
。
参
加
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ド
ロ
ー
ン
撮
影

も
行
わ
れ
学
校
教
育
で
前
田
祇
園
山
笠
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
。

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
の
行
事
の
実
際
は
、
二
番
山
笠
で
は
、
斎
納
庫
を
正

午
に
出
発
し
て
「
前
田
祇
園
山
笠
通
」
を
巡
行
し
て
、
商
店
街
で
小
休
止
。
祇
園

町
を
経
て
一
七
時
半
に
戻
っ
て
行
事
を
終
え
て
い
る
。
本
宮
山
笠
は
、
一
〇
時

四
五
分
頃
に
舁
き
手
た
ち
が
集
合
し
て
、
一
一
時
に
山
笠
巡
行
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
町
会
巡
行
で
は
元
城
町
な
ど
中
世
の
古
地
と
さ
れ
て
い
る
、
高
い
と
こ

ろ
に
あ
る
町
へ
行
く
こ
と
は
な
く
、
一
三
時
に
帰
着
し
て
、
山
笠
行
事
を
終
了
し

て
い
る
。

　
翌
日
以
降
、
人
形
師
が
や
っ
て
き
て
飾
り
山
笠
を
崩
し
、
解
体
し
た
飾
り
を
持

ち
帰
る
。
こ
れ
で
全
て
の
行
事
が
終
了
す
る
。

（
福
間
　
裕
爾
）
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今い
ま

井い

祇ぎ

園お
ん

行ぎ
ょ
う
じ事

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
今
井
祇
園
行
事

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
四
日

　（
旧
指
定
　
昭
和
三
五
（
一
九
五
八
）
年
一
月
一
二
日
）

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、　
二
九
「
山
笠
」

【
別
名
】
今
井
祇
園
祭
・
今
井
祇
園
　
廿
日
祇
園

【
地
域
の
概
要
】

　
旧
今い
ま

井い

村
は
「
今い
ま
い
の
つ

井
津
」
と
呼
ば
れ
、
豊
前
国
北
部
に
あ
り
、
祓
は
ら
い
が
わ川
河
口
部
に

中
世
か
ら
瀬
戸
内
海
と
の
交
易
を
担
う
港
町
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
金か
な

屋や

に

は
中
世
か
ら
「
金
屋
鋳い

物も
の

師し

」
が
居
住
し
て
い
た
。
今
居
鋳
物
師
藤
原
応
安
の
名

前
と
応
永
二
八
（
一
四
二
一
）
年
の
銘
が
あ
る
梵
鐘
が
浄
喜
寺
に
残
っ
て
い
る
。

浄
喜
寺
は
本
願
寺
教
団
の
九
州
の
拠
点
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
戦
国
期
か

ら
の
歴
史
を
有
し
、
浄
喜
寺
と
今
井
津
祇
園
社
の
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
。
江

戸
時
代
に
は
今
井
市
場
、
金
屋
、
中
須
な
ど
交
易
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
福
岡
県
行ゆ
く
は
し橋

市
今
井
～
大
字
元も

と
な
が永

地
区
周
辺
（
旧
豊
前
国
仲な

か

津つ

郡
今
井
津
周
辺

〔
旧
小
倉
藩
領
〕）。
今
井
津
（
今
居
津
）
と
は
、
中
世
に
繁
栄
し
た
瀬
戸
内
海
西

部
の
港
湾
に
由
来
す
る
祓
川
河
口
の
広
域
名
称
。
今
井
・
元も
と
な
が永

・
沓く

つ

尾お

・
長な

が

井い

・

金
屋
・
津つ

る留
・
真ま

菰こ
も

・
簑み

の
し
ま島

周
辺
。

【
実
施
時
期
】

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
七
月
二
日
～
三
一
日
。
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）

年
か
ら
七
月
一
五
日
～
八
月
初
頭
、
大
祭
は
八
月
初
め
の
金
、
土
、
日
曜
日
の
三

日
間
と
な
っ
た
。
元
来
は
七
月
一
五
日
～
八
月
三
日
。
大
祭
は
八
月
一
日
、
二
日
、

三
日
（
旧
暦
五
月
二
五
日
～
六
月
一
五
日
）
で
あ
っ
た
。

【
伝
承
組
織
】

　
今
井
津
須
佐
神
社
、
同
氏
子
会
、
各
山
笠
・
笠
鉾
奉
納
地
区
（
今
井
東
町
・
今

井
西
町
・
今
井
中
須
町
・
元
永
・
金
屋
・
真
菰
・
沓
尾
）、
浄
喜
寺
、
今
井
津
周

辺
の
集
落
。

　
今
井
西
祇
園
会
（
役
員
：
顧
問
二
名
、
主じ

願が
ん

八
名
、
祇
園
係
三
名
）、
今
井
西

町
の
三
組
か
ら
二
名
ず
つ
出
る
選
考
委
員
が
役
員
を
選
ぶ
。
主
願
の
妻
は
祭
礼
関

連
の
食
事
準
備
を
担
当
す
る
。
祇
園
係
は
若
い
者
が
務
め
、「
手
永
廻
り
」、「
花

配
り
」、
八
ツ
撥
の
世
話
、
主
願
の
補
助
を
す
る
。
か
つ
て
は
主
願
が
組
織
の
中

心
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
こ
れ
か
ら
の
祭
礼
の
継
続
も
考
慮
し
て
祇
園
青
年
団
と

い
う
組
織
も
で
き
て
い
る
。

　
今
井
西
に
は
加
勢
町
が
あ
る
。
注
連
立
て
、
寄
付
・
花
も
ら
い
な
ど
を
務
め
る

行
橋
市
金
屋
・
辰
地
区
と
、
山
車
の
部
材
を
結
束
す
る
蔓
を
用
立
て
て
き
た
京み
や
こ都

郡
苅か
ん

田だ

町
二ふ

た
ざ
き崎

地
区
で
あ
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
由
来
に
は
、
以
下
の
三
説
が
あ
る
。

　
元
慶
七
（
八
八
二
）
年
、
豊
前
の
疫
病
蔓
延
時
に
杉
山
勘
解
が
京
都
感
神
院
祇

園
社
か
ら
分
霊
し
て
海
路
今
井
津
金
屋
に
勧
請
し
、
延
長
八
（
九
三
〇
）
年
に
村

上
左
馬
充
頼
次
が
元
永
の
妙
見
山
に
遷
し
、
山
車
祈
祷
を
始
め
た
。

　
昌
泰
元
（
八
九
八
）
年
か
ら
三
（
九
〇
〇
）
年
に
か
け
て
、
今
井
津
に
疫
病
が

蔓
延
し
た
際
に
、
中
良
身
が
金
屋
に
祇
園
神
を
降
臨
さ
せ
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
延

長
八
（
九
三
〇
）
年
に
元
永
の
妙
見
山
に
遷
し
、
安
和
元
（
九
六
九
）
年
に
祇
園

祭
を
始
め
、
山
車
鉾
を
用
い
て
祓
川
原
で
祭
事
を
行
っ
た
。

　
慶
長
六
（
一
二
五
一
）
年
に
、
地
頭
職
福
島
采
女
正
・
村
上
佐
馬
頭
が
京
都
祇

園
社
を
瀬
戸
内
海
経
由
で
今
井
邑
に
勧
請
し
、
兵
乱
を
避
け
て
元
永
妙
見
山
に
遷

し
た
。
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【
実
施
内
容
】

 

　
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
、
行
事
日
程
に
変
化

が
あ
る
。
今
井
祇
園
の
稚
児
を
伴
う
重
要
な
行
事
「
八
ツ
撥
」
は
少
子
化
の
影
響

を
受
け
て
近
年
実
施
で
き
て
い
な
い
。
本
報
告
で
は
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の

行
事
を
記
述
す
る
が
、
詳
細
な
調
査
と
記
述
が
な
さ
れ
た
『
今
井
祇
園
祭
　
行
橋

市
文
化
財
調
査
報
告
第
三
一
集
』
か
ら
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
の
今
井
西
の

行
事
を
適
宜
参
照
し
、
行
事
調
査
報
告
を
補
填
す
る
。
場
所
記
載
が
な
い
場
合
は
、

事
務
所
が
置
か
れ
る
今
井
西
公
民
館
で
あ
る
。

　
　

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
行
事

一
　
七
月
二
日
　
花
笠
（
花
傘
）
組
立
　
今
井
西
公
民
館
　
熊
野
神
社
　
注し

連め

綯な

い

　
祇
園
係
が
町
内
各
戸
へ
、
竹
ひ
ご
・
紙
な
ど
を
配
り
、
枝
・
花
び
ら
な
ど
の
製

作
を
依
頼
す
る
。
枝
に
緑
の
紙
を
巻
い
て
茎
と
し
、
紙
を
五
枚
重
ね
て
花
び
ら
に

し
て
い
く
。
一
軒
七
本
竹
ひ
ご
を
巻
き
、
花
は
二
〇
枚
作
っ
て
も
ら
う
。
今
井
西

は
七
〇
軒
ほ
ど
あ
る
。

　
製
作
詳
細
は
図
示
さ
れ
素
材
と
同
時
に
配
布
さ
れ
て
お
り
、
各
戸
で
は
完
成
し

た
パ
ー
ツ
を
祇
園
係
に
届
け
る
手
筈
に
な
っ
て
い
る
。
竹
ひ
ご
に
緑
の
色
紙
を
巻

き
、
枝
が
二
本
組
と
三
本
組
の
も
の
を
作
り
、
胡
瓜
の
葉
を
か
た
ど
っ
た
緑
色
紙

を
付
け
る
。
竹
ひ
ご
は
、
京
都
郡
勝
山
町
久
保
地
区
の
竹
職
人
に
よ
っ
て
準
備
さ

れ
て
き
た
。
花
弁
は
方
形
の
色
紙
四
箇
所
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
箸
で
丸
め
て
五

枚
重
ね
て
糊
付
け
す
る
。
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
井
東
の
花
は
紫
の
色

紙
を
巻
き
、
西
の
胡
瓜
に
対
し
て
茄
子
と
称
す
る
。

　
六
月
二
三
日
以
降
、
今
井
西
公
民
館
で
祇
園
係
と
祇
園
青
年
団
が
一
本
一
本
花

に
仕
上
げ
「
祇
園
の
花
作
り
」
を
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
以

前
は
、
今
井
西
公
民
館
に
子
供
会
と
そ
の
母
親
た
ち
が
夜
に
集
ま
り
、
こ
の
作
業

を
行
っ
て
い
た
。
小
豆
を
花
の
芯
と
す
る
た
め
前
日
か
ら
水
に
浸
け
、
ふ
や
か
し

て
お
き
、
五
枚
の
花
び
ら
を
重
ね
て
小
豆
で
止
め
る
。
ふ
や
け
た
小
豆
が
乾
燥
し

て
し
っ
か
り
止
ま
る
。
こ
の
小
豆
は
腹
痛
や
牛
馬
の
病
気
難
産
に
効
果
が
あ
る
と

信
じ
ら
れ
、
花
配
り
の
後
で
御
飯
等
に
混
ぜ
て
食
べ
る
。

　
花
に
は
四
種
類
あ
り
、
枝
が
二
本
の
も
の
と
三
本
出
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
長

さ
は
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
花
の
色
の
組
み
合
わ
せ
は
、
①
赤
白

赤
　
②
白
赤
　
③
白
赤
白
　
④
赤
白
　
①
と
④
が
二
枝
の
も
の
で
あ
る
。
②
の
白

赤
だ
け
九
二
本
、
他
は
そ
れ
ぞ
れ
九
一
本
ず
つ
作
り
合
わ
せ
て
、
三
六
五
本
の
花

を
作
る
。
今
年
は
三
六
六
本
作
っ
た
。

　
九
時
か
ら
主
願
、
祇
園
係
の
役
員
と
今
西
青
年
団
が
公
民
館
に
集
ま
り
、
花
笠

を
組
み
立
て
る
。
か
つ
て
は
、″
主
願
〟
な
ど
祭
役
員
を
中
心
に
祇
園
会
、
区
の

人
々
だ
け
で
花
笠
作
り
を
行
っ
て
き
た
が
、
青
年
団
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
若
い

世
代
へ
の
技
術
伝
承
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
紐
で
天
井
か
ら
笠
の
骨
を
吊
り
下
げ

て
、
そ
れ
に
祇
園
の
花
を
取
り
付
け
て
い
く
。
赤
い
笠
の
骨
の
真
ん
中
に
は
、
仏

事
に
使
う
風
鈴
が
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
四
種
類
あ
る
花
を
組
み
合
わ
せ
て
笠

に
付
け
て
い
く
。
①
と
②
を
合
わ
せ
て
二
本
と
し
取
り
付
け
、
次
に
③
と
④
の
組

を
飾
る
。
三
六
六
本
と
い
う
数
か
ら
当
初
三
本
ず
つ
飾
る
計
算
で
あ
っ
た
が
、
途

中
か
ら
変
更
さ
れ
二
本
ず
つ
と
な
っ
た
。
花
は
笠
の
中
心
か
ら
下
向
き
に
揃
え
て

麻
紐
で
編
む
よ
う
に
取
り
付
け
て
い
く
。
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
て
飾
っ
て
い
く
の

に
は
理
由
が
あ
る
。
八
ツ
撥
の
頭
上
に
飾
る
天
蓋
で
あ
る
か
ら
、
水
平
で
傾
き
が

な
い
か
を
注
意
深
く
見
て
飾
る
必
要
が
あ
る
。
三
六
五
本
飾
る
の
が
本
来
で
あ
る

が
、
臨
機
応
変
に
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
間
に
「
芯
花
」
が
作
ら
れ
た
。
一
二
本
の

祇
園
の
花
を
一
束
と
し
て
奉
書
に
包
み
、
水
引
で
結
ん
だ
も
の
で
①
か
ら
④
ま
で

の
花
四
種
類
を
三
組
で
一
二
本
で
あ
る
。
水
引
は
祝
儀
袋
の
も
の
が
流
用
さ
れ
た
。

閏
年
に
は
こ
の
組
み
合
わ
せ
に
③
の
白
赤
白
が
一
本
足
さ
れ
て
花
が
一
三
本
に
な

る
。
芯
花
を
笠
の
中
心
か
ら
下
げ
て
花
笠
は
完
成
す
る
。
下
に
人
が
入
り
、
麻
紐

で
も
う
一
列
編
み
上
げ
た
。
傘
の
上
部
に
は
天
蓋
の
緑
の
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
傘

が
完
成
す
る
。
昼
前
に
作
業
は
終
了
し
た
。
最
後
に
「
三さ
ん

献ご
ん

の
打
ち
込
み
」
と
い

う
手
打
ち
が
あ
り
、作
業
を
終
わ
る
。
こ
の
手
打
ち
は「
オ
ー
イ（
二
拍
）、オ
イ（
二

拍
）」
の
手
打
ち
を
人
を
変
え
て
三
回
行
う
も
の
で
、
行
事
の
終
わ
り
に
は
必
ず

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
行
事
が
終
盤
に
差
し
掛
か
る
と
、
誰
と
も
な
く
「
三
本

打
ち
込
ん
で
終
わ
り
に
し
よ
う
」
と
の
提
案
が
あ
り
、
賛
同
が
あ
る
と
そ
の
場
の

長
老
に
発
声
を
お
願
い
し
て
「
僭
越
で
す
が
御
指
名
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
御

唱
和
く
だ
さ
い
」
と
一
回
目
の
手
打
ち
と
な
る
。
二
人
目
の
打
ち
込
み
は
町
内
会

長
が
指
名
さ
れ
る
事
が
多
く
、
締
め
は
行
事
責
任
者
が
発
声
を
担
う
。
こ
の
日
は
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祇
園
会
長
が
締
め
た
。

　
完
成
し
た
打
ち
込
み
が
終
わ
る
と
、
片
付
け
を
し
て
か
ら
、
作
業
に
あ
た
っ
た

人
々
が
花
笠
の
下
で
直
会
を
す
る
。
行
事
ご
と
に
何
度
も
直
会
を
す
る
こ
と
も
今

井
祇
園
の
特
徴
で
あ
る
。
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
者
に

も
直
会
へ
の
誘
い
が
あ
る
。
そ
の
際
の
誘
い
文
句
は
「
ホ
ト
メ
キ
ナ
イ
」（
食
べ

て
い
き
な
さ
い
）
で
あ
る
。
ホ
ト
メ
ク
は
博
多
の
ノ
ボ
セ
ル
と
同
じ
よ
う
な
語
感

で
使
わ
れ
る
。

　
七
月
八
日
に
、
完
成
し
た
花
笠
を
辰
地
区
に
運
ぶ
「
花
笠
送
り
」
が
あ
っ
た
。

腹
痛
や
牛
馬
の
病
気
・
難
産
の
と
き
に
、
そ
の
花
び
ら
を
飲
む
と
効
能
が
あ
る
と

さ
れ
、
辰
下
区
の
人
が
法
被
姿
で
迎
え
に
来
る
。
そ
れ
を
送
り
出
す
今
井
西
の
主

願
た
ち
と
の
直
会
が
あ
る
。
辰
上
地
区
公
民
館
で
花
笠
を
迎
え
て
の
直
会
の
後
、

辰
下
区
の
公
民
館
に
遷
さ
れ
、
天
井
に
花
笠
を
吊
り
下
げ
て
の
「
花
笠
見
せ
」
と

な
り
、
老
若
男
女
が
参
加
し
て
の
直
会
と
な
る
。

　
七
月
一
七
日
に
は
、
今
井
西
地
区
の
主
願
が
花
笠
を
貰
い
受
け
に
行
く
「
花
笠

迎
え
」
が
あ
っ
た
。
現
在
は
車
を
使
う
が
、
か
つ
て
は
鉦
叩
き
を
先
頭
に
花
笠
を

天
秤
担
ぎ
で
今
西
公
民
館
へ
運
ん
だ
。

　
こ
の
花
笠
作
り
と
同
時
進
行
で
、
今
井
西
と
今
井
東
の
境
に
あ
る
熊
野
神
社
の

拝
殿
で
注
連
綯
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。
左
綯
い
で
五
箇
所
分
の
道
切
り
の
大
注
連

縄
他
が
綯
わ
れ
て
い
た
。
午
後
か
ら
は
今
井
須
佐
神
社
裏
山
か
ら
注
連
縄
を
取
り

付
け
る
た
め
の
竹
と
タ
ブ
の
木
の
枝
を
切
り
出
し
た
。

二
　
七
月
一
五
日
　
熊
野
神
社
拝
殿
発
句
定
幷
一
巡
　
熊
野
神
社
拝
殿

　「
鉦
卸
し
連
歌
」
と
通
称
さ
れ
て
い
る
今
井
祇
園
祭
始
め
の
行
事
。
福
島
家
、
村

上
家
、
庄
野
家
、
辻
家
、
守
田
家
、
末
次
家
と
合
わ
せ
て
「
六
頭
（
党
）」（
六
株
）

と
呼
ば
れ
る
旧
家
が
連
歌
奉
納
に
関
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、

六
頭
筆
頭
・
旧
地
頭
福
島
家
の
座
敷
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
熊
野
神
社
横

の
社
務
所
で
行
わ
れ
る
。
か
つ
て
の
鉦
卸
し
連
歌
に
は
、
今
井
東
・
金
屋
も
集
ま
っ

て
い
た
。

　
一
〇
時
、
参
加
者
が
社
務
所
座
敷
に
座
る
。
一
四
席
準
備
さ
れ
て
い
た
が
、
諸

事
情
に
よ
り
当
日
の
参
加
者
は
七
名
で
あ
っ
た
。
正
面
に
向
か
っ
て
左
に
今
井
津

須
佐
神
社
宮
司
、
中
央
に
こ
の
日
の
指
導
者
で
あ
る
宗
匠
を
務
め
る
今
井
津
須
佐

神
社
神
職
、右
に
宗
匠
を
補
佐
す
る
執
筆
の
連
歌
巧
者
、今
西
祇
園
会
会
長
、総
代
、

今
井
西
区
長
な
ど
が
参
加
す
る
。
行
橋
市
長
も
座
に
加
わ
っ
た
。
調
査
者
の
二
名

も
勧
め
ら
れ
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
発
句
定
一
巡
と
は
連
歌
の
最
初
の
長
句
五
七
五
を
定
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

一
同
が
熊
野
神
社
神
殿
に
向
か
っ
て
二
礼
二
拍
一
礼
す
る
。
続
い
て
祇
園
会
会

長
よ
り
「
風
薫
る
庭
に
現
る
や
須
佐
の
神
」
と
発
句
を
定
め
、
二
度
読
み
上
げ
ら

れ
る
。
か
つ
て
は
こ
の
役
を
福
島
家
の
当
主
が
務
め
て
き
た
。
こ
の
発
句
を
受
け

て
七
七
の
短
句
を
継
い
で
い
く
連
歌
が
始
ま
る
。
一
巡
と
は
座
を
反
時
計
回
り
に

ひ
と
巡
り
す
る
こ
と
を
い
う
。「
初
折
表
」
を
八
句
、「
初
折
裏
」
を
一
四
句
、
連

歌
を
繋
い
で
い
く
。
奉
納
に
は
連
歌
独
特
の
式
目
と
呼
ば
れ
る
規
則
が
あ
る
。
句

数
は
、
百
韻
（
一
〇
〇
句
）、
五
十
韻
（
五
〇
句
）、
世
吉
（
四
四
句
）
等
を
単
位

と
し
て
、
発
句
か
ら
挙
句
ま
で
春
夏
秋
冬
・
景
色
・
恋
な
ど
の
句
を
織
り
交
ぜ
て

構
成
す
る
。
詳
し
く
は
、
時
分
、
聳
物
、
降
物
、
山
類
、
水
辺
、
動
物
、
植
物
、

人
倫
、
居
所
、
衣
類
、
旅
、
名
所
、
恋
、
述
懐
、
神
祇
、
釈
教
と
い
う
「
部
立
」

が
あ
り
、
発
句
は
恋
と
述
懐
の
歌
が
読
め
な
い
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
三
首
目

か
ら
は
更
に
部
立
の
制
限
は
増
え
、
先
の
二
つ
に
加
え
て
、
名
所
、
神
祇
、
釈
教

の
項
目
が
加
わ
る
。
こ
れ
が
初
折
裏
の
二
句
目
ま
で
続
き
、
以
降
は
制
限
が
な
く

な
る
。
但
し
、
同
じ
字
は
五
句
の
間
は
使
え
な
い
な
ど
、
他
に
も
細
か
な
規
則
が

あ
る
。
大
和
言
葉
で
綴
ら
れ
、
漢
語
は
使
え
な
い
。

　
折
表
か
ら
折
裏
の
三
句
ま
で
は
地
域
と
の
関
係
で
詠
ま
れ
る
。
祇
園
会
会
長
に

続
き
、
善
徳
寺
、
浄
喜
寺
、
総
代
、
市
長
、
福
島
家
、
守
田
六
頭
、
辻
六
頭
、
末

次
六
頭
、
庄
野
六
頭
、
区
長
で
あ
る
。
本
来
な
ら
六
頭
か
ら
参
加
す
る
の
だ
が
、

現
在
は
こ
の
歴
史
を
踏
襲
し
て
参
加
者
が
な
り
替
わ
っ
て
歌
う
。
歌
を
判
定
す
る

の
が
宗
匠
の
役
目
で
、
式
目
に
従
っ
て
い
る
か
、「
障
り
」
は
な
い
か
、
使
え
な
い

言
葉
は
な
い
か
な
ど
を
判
定
し
て
、
障
り
が
あ
る
場
合
に
は
、
発
句
者
に
改
訂
を

宣
す
る
。
認
め
ら
れ
れ
ば
宗
匠
が
歌
い
、
執
筆
が
記
録
す
る
。
こ
の
日
は
一
四
句

ま
で
あ
が
っ
た
が
、
時
に
は
半
分
も
行
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
発
句
は
今
井

津
須
佐
神
社
で
の
社
頭
連
歌
へ
続
き
、
そ
こ
で
完
成
の
「
満
尾
」
と
な
る
。
連
歌

は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
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一
二
時
一
五
分
、
一
巡
し
た
と
こ
ろ
で
、
宮
司
が
床
の
間
の
御
幣
に
向
か
っ
て

祓
い
の
祝
詞
を
唱
え
、
床
の
間
、
参
加
者
と
修
祓
を
行
う
。
熊
野
神
社
に
向
か
っ

て
も
修
祓
す
る
。
続
い
て
宗
匠
が
一
巡
し
た
連
歌
二
二
句
を
詠
じ
て
奉
納
す
る
。

　
詠
じ
方
は
独
特
で
、
句
の
最
後
を
上
が
り
調
子
で
少
し
長
く
歌
う
。
終
わ
る
と

直
ぐ
様
手
を
挙
げ
て
、
熊
野
神
社
脇
殿
に
鉦
二
面
、
太
鼓
一
張
を
準
備
し
て
控
え

る
今
井
西
の
青
年
団
に
奉
納
が
済
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
。
合
図
に
間
髪
入
れ
ず
に

鉦
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
。

　
鉦
卸
し
連
歌
が
終
わ
る
と
鉦
太
鼓
は
拝
殿
か
ら
今
西
公
民
館
へ
運
ば
れ
る
。
今

井
の
人
々
は
、
こ
の
鉦
の
音
を
聞
い
て
、
通
称
「
廿
日
祇
園
」
の
始
ま
り
を
知
る
。

鉦
卸
し
で
は
、
連
歌
奉
納
が
祝
詞
の
代
わ
り
と
さ
れ
、
祭
典
に
祝
詞
奏
上
は
な
い
。

そ
れ
を
受
け
て
鉦
の
音
で
神
が
降
臨
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
社
務
所
で
は
、
参
加
者
の
直
会
が
始
ま
る
。
直
会
の
料
理
は
当
番
が
作
り
、
家

ご
と
に
出
す
料
理
も
決
ま
っ
て
い
た
。
福
島
家
か
ら
、
胡
瓜
も
み
・
そ
う
め
ん
・

ス
イ
カ
、
庄
野
家
か
ら
、
連
歌
餅
（
餡
餅
）
が
出
さ
れ
て
い
た
。
餡
餅
は
現
在
で

も
当
番
が
こ
の
日
の
た
め
に
搗
く
。
魚
は
ト
ビ
ウ
オ
と
決
ま
っ
て
お
り
、
酢
物
も

定
番
と
な
っ
て
い
た
。
現
在
で
は
仕
出
し
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
定
番
は
必
ず

入
っ
て
い
る
。

三
　
七
月
一
六
日
　
元
永
山
笠
安
全
祈
願
祭

　
今
井
祇
園
の
山
は
か
つ
て
は
、
各
地
か
ら
六
基
出
て
い
た
。
金
屋
、
今
井
西
、
今

井
東
、
今
井
中
須
が
曳
き
山
で
、
真
菰
と
元
永
か
ら
は
舁
き
山
が
出
て
い
た
。
現

在
は
今
井
西
の
曳
き
山
と
、
元
永
の
舁
き
山
の
二
基
の
み
で
あ
る
。
明
治
時
代
に

金
屋
、
今
井
中
須
、
真
菰
の
山
が
中
断
し
た
。
今
井
東
は
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）

年
に
中
断
し
た
。
元
永
は
太
平
洋
戦
争
時
に
中
断
さ
れ
た
。
金
屋
、
真
菰
、
中
須

の
山
車
部
材
は
そ
の
後
、
み
や
こ
町
犀
川
生
立
八
幡
宮
の
山
笠
に
伝
え
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

　
元
永
は
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
ま
で
山
を
出
し
て
い
た
。
元
永
の
舁
き
山

は
、高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
旗
差
し
山
で
あ
っ
た
。
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）

年
六
月
に
有
志
が
今
井
祇
園
祭
元
永
山
笠
復
興
会
を
発
足
さ
せ
復
興
を
開
始
、
平

成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
、
か
つ
て
使
わ
れ
て
い
た
山
笠

の
部
材
を
神
社
境
内
や
区
の
倉
庫
か
ら
集
め
て
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
に

山
笠
を
復
元
し
た
。
水
を
吸
っ
た
輿
木
一
本
は
一
・
四
ト
ン
で
あ
っ
た
。
復
元
に

際
し
て
は
、
現
地
に
残
さ
れ
て
い
た
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
の
写
真
を
参
考

に
し
た
も
の
の
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
も
多
く
、
今
井
祇
園
の
山
車
が

伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
み
や
こ
町
犀
川
生
立
八
幡
宮
の
柳
瀬
地
区
の
舁
山
に
、
教

え
を
請
い
実
現
し
た
。
毎
年
五
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
生
立
八
幡
宮
神
幸
祭
の
際
に
、

山
笠
の
花
切
り
・
組
立
・
巡
行
・
解
体
ま
で
参
加
し
て
、
製
作
方
法
と
舁
山
運
行

の
技
術
を
磨
い
て
い
る
。
　

　
八
時
か
ら
元
永
の
今
井
津
須
佐
神
社
下
の
広
場
に
お
い
て
、
元
永
山
笠
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
た
。
山
の
部
材
の
前
に
祭
壇
が
組
ま
れ
供
物
が
さ
れ
て
、
今
井
津

須
佐
神
社
宮
司
に
よ
り
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
。
神
事
は
通
常
の
も
の
で
、
降
神

の
儀
、
献
饌
、
祝
詞
奏
上
の
後
、
山
笠
の
部
材
を
修
祓
し
、
更
に
紙
吹
雪
を
撒
い

て
丁
寧
に
清
め
た
。
そ
の
後
六
人
の
玉
串
奉
奠
（
元
永
山
笠
振
興
会
代
表
は
喪
に

か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。
後
で
宮
司
に
よ
る
清
払
い
を
受

け
た
）
で
祭
典
は
終
わ
り
、
山
笠
の
建
設
に
入
っ
た
。
ク
レ
ー
ン
で
部
材
を
吊
り

上
げ
て
組
み
立
て
て
、
欄
間
や
破
風
な
ど
が
取
り
付
け
ら
れ
る
。

　
今
井
祇
園
の
山
車
の
特
徴
で
あ
る
オ
オ
ヤ
ン
ボ
・
コ
ヤ
ン
ボ
と
い
う
二
本
の
柱

も
建
て
ら
れ
る
。
一
六
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が
あ
る
。
元
永
山
笠
は
生
立
八
幡
宮
の

柳
瀬
地
区
の
山
笠
に
倣
っ
て
、
二
本
の
間
が
小
縄
巻
さ
れ
た
横
木
で
接
続
さ
れ
梯

子
状
に
な
っ
て
い
る
。上
部
に
は
梵
天
状
の
飾
り
が
付
く
。か
つ
て
は
杉
材
で
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
大
正
期
に
豊
前
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
欅
が
使
わ
れ
て
い
る
。
オ
オ

ヤ
ン
ボ
の
根
元
は
山
車
の
床
板
に
乗
せ
て
固
定
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
で
き
る
と
横

の
テ
ン
ト
で
昼
す
ぎ
に
直
会
が
あ
る
。
仕
出
し
の
弁
当
の
他
に
素
麵
が
出
さ
れ
た
。

四
　
七
月
一
六
日
　
今
井
西
輪
上
げ

　
一
〇
時
か
ら
今
元
公
民
館
か
ら
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
祓
川
河
口
川
床
に
埋
設

さ
れ
た
今
井
西
の
曳
き
山
の
車
輪
を
掘
り
出
し
て
引
き
上
げ
る
。
四
輪
の
他
、
そ

れ
を
通
す
「
心
棒
」
と
呼
ぶ
車
軸
二
本
も
上
げ
る
。
川
に
埋
め
て
お
く
の
は
、
木

材
が
乾
燥
し
て
割
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。車
輪
は
径
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、

厚
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
楠
材
の
組
木
で
あ
る
。
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前
も
っ
て
、
被
せ
ら
れ
て
い
た
泥
は
機
械
で
取
り
除
い
て
お
り
、
ポ
ン
プ
で
川

の
水
を
く
み
上
げ
て
車
輪
の
泥
を
落
と
し
て
い
く
。
車
輪
は
川
の
流
れ
に
沿
っ
て

一
列
に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
車
軸
二
本
も
同
じ
場
所
に
あ
る
。
ク
レ
ー
ン
で
一

輪
ず
つ
吊
り
上
げ
る
が
、
水
に
浸
か
っ
て
い
た
楠
は
一
輪
一
ト
ン
以
上
の
重
さ
に

な
っ
て
い
る
。
心
棒
も
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
。
四
輪
の
う
ち
一
輪
を
残
し

て
、
ト
ラ
ッ
ク
で
今
井
西
公
民
館
へ
運
ぶ
。
一
一
時
二
〇
分
に
輪
上
げ
作
業
は
終

了
し
た
。

　
こ
の
作
業
に
あ
た
る
の
は
、
今
井
祇
園
西
町
青
年
団
で
あ
る
。
か
つ
て
曳
き
山

を
出
し
て
い
た
今
井
東
町
の
青
年
団
も
参
加
す
る
。
残
さ
れ
た
一
輪
を
道
路
に
立

て
て
、
車
輪
に
棒
を
通
す
、
そ
れ
に
紐
を
か
け
て
公
民
館
ま
で
の
六
〇
〇
メ
ー
ト

ル
を
曳
い
て
い
く
。
か
つ
て
は
町
民
総
出
で
、
四
輪
と
も
四
班
に
分
か
れ
て
運
ん

で
い
た
。
そ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
現
在
で
も
ク
レ
ー
ン
を
使
わ
ず
に
、
わ

ざ
わ
ざ
人
力
で
運
ぶ
よ
う
に
し
て
い
る
。
本
来
は
「
鉦
卸
し
」
の
日
没
に
輪
上
げ

し
て
、
麦
藁
を
燃
や
し
て
車
輪
の
両
端
を
照
ら
し
深
夜
に
か
け
て
運
ん
で
い
た
。

元
永
で
も
輿
木
を
運
ぶ
た
め
に
使
わ
れ
た
車
輪
が
あ
り
、
そ
れ
を
掘
り
出
す
の
を

輪
上
げ
と
呼
び
、
夜
に
若
者
た
ち
が
裸
で
藁
火
を
焚
い
て
輿
木
を
勇
ま
し
く
運
ん

だ
と
伝
え
て
い
る
。 

　
今
井
西
は
、
鉦
を
叩
き
な
が
ら
輪
を
運
ぶ
。
鉦
に
合
わ
せ
て
合
い
の
手
が
入
る
。

「
オ
ー
リ
ョ
　
リ
ョ
ー
　
リ
ョ
ー
」、「
ホ
イ
ホ
イ
」
と
い
う
合
い
の
手
は
、
八
ツ

撥
が
ゆ
く
と
き
の
掛
け
声
で
あ
る
。
公
民
館
前
に
四
輪
と
も
置
か
れ
て
干
さ
れ
る
。

公
民
館
で
輪
上
げ
の
直
会
が
あ
る
。
青
年
団
は
一
三
時
か
ら
曳
き
山
の
部
材
の
輿

木
を
点
検
す
る
。
公
民
館
前
に
は
寄
付
札
立
て
が
設
置
さ
れ
、
山
に
飾
る
幟
を
陰

干
し
す
る
。

五
　
七
月
一
七
日
　
事
務
所
開
き
　
注
連
立
て

　
今
井
西
公
民
館
前
に
竹
を
立
て
て
注
連
縄
を
張
る
、
竹
に
は
魔
払
い
の
タ
ブ
の

枝
が
付
け
ら
れ
、
注
連
縄
に
は
御
幣
の
他
、
紙
に
包
ん
だ
洗
米
を
結
わ
え
る
。
正

午
か
ら「
事
務
所
開
き
」の
神
事
を
行
う
。
公
民
館
の
床
の
間
に
は「
須
佐
之
男
命
」

の
掛
け
軸
が
祀
ら
れ
、
今
井
津
須
佐
神
社
宮
司
に
よ
る
祭
典
が
あ
る
。
公
民
館
入

り
口
に
「
今
井
西
祇
園
会
事
務
所
」
の
看
板
が
掛
け
ら
れ
て
、
七
月
二
七
日
ま
で

の
期
間
、
平
日
は
一
八
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
、
土
・
日
曜
日
は
八
時
か
ら
一
八
時

ま
で
主
願
が
常
駐
す
る
。

　
一
四
時
か
ら
中
須
橋
口
な
ど
今
井
西
町
の
入
口
に
、
主
願
た
ち
に
よ
っ
て
注
連

が
立
て
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
青
年
団
も
参
加
す
る
。
沓
尾
地
区
、
長
井
地
区
、
金

屋
地
区
、
辰
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
こ
の
日
以
降
注
連
立
て
が
行
わ
れ
る
。

東
橋
、
熊
野
神
社
前
、
中
須
橋
に
注
連
縄
を
立
て
る
。
今
井
東
は
、
今
井
東
・
今

井
西
の
境
、
熊
野
神
社
参
道
入
口
な
ど
に
、
今
井
西
の
対
岸
に
は
真
菰
区
が
、
東

橋
対
岸
に
は
元
永
区
が
、
そ
れ
ぞ
れ
注
連
縄
を
立
て
る
。

六
　
七
月
二
〇
日
　
社
頭
連
歌
　
今
井
津
須
佐
神
社
拝
殿

　
一
〇
時
か
ら
須
佐
神
社
の
拝
殿
に
座
が
設
け
ら
れ
て
連
歌
が
始
ま
る
。
こ
の
日

は
調
査
者
一
名
の
座
も
準
備
さ
れ
て
お
り
一
一
人
の
円
座
で
あ
っ
た
。
本
殿
正
面

を
背
に
し
て
中
央
に
宗
匠
、
向
か
っ
て
左
が
須
佐
神
社
宮
司
、
右
に
執
筆
を
務
め

る
須
佐
神
社
神
職
（
鉦
卸
し
連
歌
の
宗
匠
）、
神
殿
に
向
か
っ
て
右
回
り
に
、
神
社

総
代
、
今
井
西
祇
園
会
会
長
、
辰
区
連
歌
巧
者
、
浄
喜
寺
住
職
、
今
井
西
区
長
、

調
査
者
、
行
橋
市
教
育
委
員
会
文
化
課
長
、
連
歌
巧
者
（
鉦
卸
し
連
歌
の
執
筆
）

と
い
う
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
社
頭
連
歌
の
宗
匠
は
元
北
九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び
博

物
館
学
芸
員
の
有
川
宜
博
氏
が
務
め
た
。
氏
は
大
宰
府
神
縁
連
歌
会
宗
匠
も
務
め
、

連
歌
の
継
承
普
及
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
最
初
に
一
五
日
に
行
わ
れ
た
熊
野
神
社
発
句
定
幷
一
巡
「
鉦
卸
し
連
歌
」
の
初

折
表
八
句
と
初
折
裏
一
四
句
が
詠
唱
、
披
露
さ
れ
、
社
頭
連
歌
が
始
ま
っ
た
。
宗

匠
は
、
連
歌
は
文
字
で
は
な
く
音
で
表
現
す
る
も
の
と
言
い
、
こ
の
発
句
定
の
連

歌
を
式
目
に
そ
っ
て
読
み
な
ど
を
修
正
し
て
い
く
。
更
に
一
巡
以
外
の
連
歌
は
作

者
名
を
残
さ
ず
に
神
へ
奉
納
す
る
の
が
連
歌
と
連
句
の
違
い
で
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
、「
驚
き
と
、
言
う
か
言
わ
ぬ
か
、
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
」
の
発
句
が
続
け
ら
れ
、

名
残
表
の
連
歌
が
始
ま
る
。
長
句
を
絵
の
背
景
と
し
て
そ
こ
に
短
句
で
絵
を
描
い

て
い
く
感
覚
で
歌
を
繋
い
で
い
く
。
発
句
に
繋
が
っ
た
の
は
「
や
が
て
え
病
み
の
、

退
け
る
国
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
か
ら
回
復
す
る
情
景
が
継
が

れ
た
。
宗
匠
は
も
っ
と
軽
や
か
に
明
る
い
歌
を
と
要
求
す
る
。
継
い
だ
句
は
「
朝

の
雲
、
こ
こ
ろ
軽
き
に
、
浮
か
び
け
り
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
巻
の
絵
巻
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を
宗
匠
の
進
行
に
従
っ
て
紡
い
で
い
く
。
名
残
表
の
一
四
句
ま
で
は
部
立
の
制
限

は
な
い
。
季
節
の
句
は
二
句
続
け
る
決
ま
り
で
、
冬
が
二
句
続
き
、「
忍
ぶ
草
、

霜
ぶ
る
身
こ
そ
、
枯
れ
が
た
き
」
と
恋
の
呼
び
出
し
の
歌
と
な
り
、
恋
の
歌
が
三

句
続
い
て
、
夏
二
句
、
秋
二
句
、
一
三
句
目
が
月
の
歌
と
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
こ

で
二
句
詠
ん
で
名
残
表
を
終
了
し
た
。
一
四
句
目
は
「
盃
を
手
に
、
我
を
飲
み
干

す
」
と
月
を
映
し
た
酒
を
呼
ん
だ
。
宗
匠
か
ら
連
歌
で
は
あ
ま
り
食
べ
物
を
歌
わ

な
い
が
、
酒
は
多
い
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
宗
匠
は
絵
巻
を
設
計
す
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
す
る
。
い
い
連
歌
が
で
き
る
か
否
か
は
宗
匠
次
第
で
あ
る
。

こ
こ
で
昼
食
と
な
る
。

　
社
頭
連
歌
の
昼
食
は
、
さ
さ
げ
豆
の
握
り
飯
、
ト
ビ
ウ
オ
の
焼
き
物
が
定
番
で

あ
る
。
近
年
は
ア
ジ
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
酒
も
出
る
。
か
つ
て
は
、
料

理
は
連
歌
に
関
連
し
た
六
頭
の
家
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
た
。

　
昼
か
ら
名
残
裏
の
八
句
を
読
む
。二
名
が
用
件
で
退
席
し
た
。部
立
は
名
所
、恋
、

述
壊
、
神
祇
、
釈
教
が
読
め
な
く
な
る
。
式
目
に
触
る
と
や
り
直
し
と
な
る
。
冬

の
句
「
北
風
を
、
受
け
て
冷
た
し
、
丘
の
上
」
二
句
続
い
た
後
、
な
か
な
か
後
が

出
な
い
。
宗
匠
曰
く
、
午
後
は
ペ
ー
ス
が
落
ち
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
季
節
の
な

い
「
雑ぞ
う

」
が
続
き
、
春
の
句
に
移
り
土
と
筍
を
詠
み
、
花
へ
と
続
け
る
。「
ま
ほ

ろ
ば
に
立
つ
、
淡
き
か
げ
ろ
う
」
で
名
残
裏
八
句
が
終
了
し
た
。
一
五
時
二
〇
分

に
句
挙
と
な
っ
た
。

　
続
け
て
、
連
歌
奉
納
の
祭
典
と
な
る
。
一
同
須
佐
神
社
神
殿
に
向
か
い
座
り
、

宮
司
に
よ
る
修
祓
な
ど
の
神
事
の
後
、
執
筆
に
よ
り
神
前
に
連
歌
が
語
尾
上
が
り

の
調
子
で
詠
み
上
げ
ら
れ
奉
納
さ
れ
た
。
記
さ
れ
た
連
歌
も
神
前
に
奉
納
さ
れ
、

一
五
時
三
〇
分
須
佐
神
社
奉
納
之
連
歌
「
社
頭
連
歌
」
は
満
尾
と
な
っ
た
。

七
　
七
月
二
三
日
　
山
車
建
て
　
手
永
廻
り

　
七
時
五
五
分
か
ら
一
分
間「
人
寄
せ
の
鉦
」が
今
井
祇
園
西
町
青
年
団
長
に
よ
っ

て
打
ち
鳴
ら
さ
れ
行
事
の
始
ま
り
を
町
内
に
知
ら
せ
る
。
八
時
か
ら
今
西
公
民
館

に
集
ま
っ
た
、
町
内
の
氏
子
・
青
年
団
を
前
に
今
井
西
祇
園
会
会
長
、
町
内
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
山
建
て
が
始
ま
っ
た
。
参
加
者
は
御
神
酒
・
昆
布
す
る
め
で
身
を

清
め
て
か
ら
作
業
に
か
か
る
。

　
熊
野
神
社
参
道
前
の
倉
庫
か
ら
曳
き
綱
な
ど
山
車
の
部
材
を
運
び
出
す
。
こ
れ

に
は
氏
子
の
女
性
た
ち
七
名
も
参
加
し
て
い
た
。
公
民
館
前
の
県
道
二
四
六
号「
沓

尾
大
橋
線
」
に
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
車
輪
が
運
び
あ
げ
ら
れ
、
定
位
置
に
配
置
さ

れ
輪
組
が
始
ま
る
。
山
車
を
建
て
る
場
所
は
、
か
つ
て
あ
っ
た
浅
間
神
社
の
前
と

い
う
こ
と
で
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
山
車
の
車
輪
は
ひ
と
つ
一
ト
ン
以
上
の
重
量

が
あ
る
。
心
棒
は
前
後
を
一
・
六
メ
ー
ト
ル
間
隔
を
空
け
て
輪
に
通
す
。
車
輪
が

動
き
出
さ
な
い
よ
う
に
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
楔
で
止
め
ら
れ
、
端
縄
を
か
ま

せ
て
お
く
。

　
車
輪
の
心
棒
の
上
に
一
・
六
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
床
木
（
据
木
）
を
載
せ
て
、
正

面
を
東
に
向
け
て
四
本
柱
を
組
み
立
て
る
。
そ
れ
は
今
井
津
須
佐
神
社
の
あ
る
方

向
で
あ
る
。
四
本
柱
は
上
に
い
く
ほ
ど
開
い
て
い
く
末
広
が
り
な
構
造
に
な
っ
て

い
る
。
上
部
は
八
角
形
に
削
ら
れ
た
柱
に
な
っ
て
い
る
。

　
九
時
半
に
祇
園
会
の
主
願
が
法
被
を
来
て
「
手
永
廻
り
」
に
出
か
け
、
今
井
津

須
佐
神
社
の
京
都
郡
一
帯
の
氏
子
圏
の
村
々
か
ら
寄
付
を
集
め
る
。

　
一
〇
人
で
熊
野
神
社
に
部
材
を
取
り
に
行
く
。
権
現
様
脇
殿
下
に
保
管
さ
れ
て

い
た
輿
木
二
本
と
神
殿
下
に
置
い
て
あ
る
オ
オ
ヤ
ン
ボ
・
コ
ヤ
ン
ボ
を
引
き
出
し

て
台
車
に
載
せ
て
運
ぶ
。
公
民
館
内
で
は
女
性
た
ち
に
よ
り
山
車
に
飾
る
花
作
り

と
直
会
料
理
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
輿
木
は
長
さ
一
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
、
径
二
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
次
第
に
太

く
な
っ
て
い
き
、
幅
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
最
大
に
ま
た
細
く
な
っ
て
い
く
構

造
で
あ
る
。
先
丸
の
角
材
の
様
な
見
た
目
で
あ
る
。
山
車
の
巡
行
の
と
き
に
舵
取

り
を
し
た
り
止
め
た
り
す
る
こ
と
か
ら
「
と
め
棒
」
又
は
、
舵
取
り
の
た
め
の
綱

を
先
端
に
付
け
る
こ
と
か
ら
「
綱
棒
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
先
端
に
は
真
鍮
板
で
覆

わ
れ
て
い
る
が
、
他
所
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
環
は
な
い
。
輿
木
は
ク
レ
ー
ン
で
吊

り
上
げ
て
地
上
一
・
七
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
、
四
本
柱
の
桁
に
乗
せ
る
。
四
本
柱

は
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が
あ
る
。
七
人
で
輿
木
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
取

り
付
け
位
置
を
調
整
す
る
。

　
四
本
柱
に
梁
や
桁
が
組
ま
れ
、
床
板
が
張
ら
れ
て
い
く
。
囃
子
座
の
床
板
が
張

ら
れ
て
、
周
囲
を
囲
む
よ
う
に
高
欄
を
取
り
付
け
て
い
く
。
高
欄
は
十
二
支
を
題

材
に
し
た
彫
刻
で
北
側
の
子
か
ら
一
辺
四
面
ず
つ
反
時
計
回
り
に
三
面
に
取
り
付
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け
て
い
く
。
公
民
館
横
で
は
格
子
屋
根
を
組
み
立
て
た
後
で
、
幟
を
固
定
す
る
た

め
の
竹
な
ど
を
麻
紐
で
結
び
付
け
て
い
く
。
　

　
組
立
と
並
行
し
て
、
山
車
を
建
て
て
い
る
県
道
か
ら
脇
に
入
っ
た
路
上
で
オ
オ

ヤ
ン
ボ
、
コ
ヤ
ン
ボ
の
製
作
が
行
わ
れ
る
。
ま
ず
、
先
端
に
取
り
付
け
る
御
幣
を

熟
練
者
が
作
る
。
豊
前
神
楽
の
採
り
物
に
も
似
た
シ
デ
状
の
も
の
で
あ
る
。
雨
に

濡
れ
て
崩
れ
な
い
よ
う
に
防
水
仕
様
の
紙
を
切
っ
て
い
く
。

　
オ
オ
ヤ
ン
ボ
が
一
二
・
九
メ
ー
ト
ル
、
コ
ヤ
ン
ボ
が
一
二
・
五
メ
ー
ト
ル
と
少
し

短
い
。
細
く
割
っ
た
竹
、
六
か
ら
八
枚
を
檜
材
の
両
ヤ
ン
ボ
の
周
り
に
荒
縄
で
結

び
付
け
て
囲
う
。
結
び
方
が
独
特
で
、
男
結
び
で
角
が
出
る
よ
う
角
結
び
に
す
る
。

三
三
箇
所
の
結
び
目
を
作
る
の
が
本
来
の
姿
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
オ
オ
ヤ
ン
ボ

で
は
四
六
箇
所
、
コ
ヤ
ン
ボ
で
は
四
三
箇
所
を
結
ん
だ
。
こ
の
角
は
邪
気
を
払
い

蝮
除
け
に
な
る
と
言
わ
れ
る
、
農
作
業
に
使
う
足
半
草
鞋
の
角
結
び
と
同
じ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
角
が
前
に
な
る
。
シ
デ
は
長
さ
一
・
六
メ
ー
ト
ル
の
青
竹
に
取

り
付
け
、
両
ヤ
ン
ボ
の
先
端
の
割
り
竹
の
中
に
入
れ
て
七
箇
所
を
麻
紐
で
結
ぶ
。

　
続
い
て
両
ヤ
ン
ボ
の
「
幣
切
り
鎌
」
を
準
備
す
る
。
農
作
業
で
使
う
薄
刃
の
鎌

の
刀
身
だ
け
を
使
う
。
切
先
に
は
麻
緒
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
垂
ら
さ
れ
る
。
中
子

に
は
半
紙
に
米
と
塩
を
そ
れ
ぞ
れ
包
ん
だ
二
つ
の
お
ひ
ね
り
を
麻
紐
で
結
び
付

け
る
。
ヤ
ン
ボ
の
先
端
か
ら
四
・
二
メ
ー
ト
ル
の
所
に
白
ロ
ー
プ
を
巻
き
、
目
印

と
し
て
そ
の
少
し
上
、
先
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
所
に
刃
を
前
に
向
け
て
縦
に
鎌
を

結
び
付
け
る
。
さ
ら
に
三
メ
ー
ト
ル
下
に
ダ
シ
縄
と
呼
ば
れ
る
ロ
ー
プ
を
取
り
付

け
る
。
こ
の
作
業
は
熟
練
を
要
し
、
来
年
は
引
退
す
る
と
い
う
古
老
が
中
年
や
青

年
団
に
教
え
て
い
た
。

　
山
車
の
前
側
か
ら
破
風
な
ど
を
取
り
付
け
て
い
く
。
朱
塗
り
・
金
の
縁
取
り
の

欅
材
の
破
風
な
ど
は
最
も
古
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
前
の
破
風
だ
け
は
二
段
に

な
っ
て
お
り
、
四
本
柱
か
ら
せ
り
出
し
て
赤
・
黒
漆
塗
り
の
向
拝
柱
を
立
て
、
繋

紅
梁
で
繋
ぐ
。
最
前
列
の
破
風
に
は
三
階
菱
の
小
倉
藩
の
紋
、
上
段
の
大
屋
根
の

鬼
板
に
は
西
の
文
字
が
金
で
入
っ
て
い
る
。
取
り
付
け
る
順
番
が
あ
り
、
そ
れ
を

違
え
る
と
部
材
が
う
ま
く
嵌
ら
な
い
。
何
度
も
や
り
直
し
な
が
ら
組
立
は
進
ん
だ
。

後
ろ
の
破
風
に
は
金
塗
り
さ
れ
た
鳥
衾
の
彫
刻
飾
り
が
取
り
付
け
ら
れ
る
。
大
屋

根
に
は
西
の
文
字
の
飾
り
が
乗
る
。
前
面
一
段
目
の
屋
根
下
に
は
慶
雲
の
飾
り
板

を
三
枚
取
り
付
け
る
。
車
上
連
歌
の
と
き
、
こ
こ
に
宗
匠
と
執
筆
が
座
る
。

　
格
子
屋
根
に
も
幟
を
建
て
る
角
材
が
角
結
び
さ
れ
て
取
り
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ

を
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
て
取
り
付
け
る
。
前
の
下
段
だ
け
取
り
付
け
た
時
点
で

昼
食
と
な
っ
た
。

　
昼
食
後
、全
て
の
屋
根
が
組
み
あ
が
る
と
、オ
オ
ヤ
ン
ボ
と
コ
ヤ
ン
ボ
が
ク
レ
ー

ン
で
吊
り
上
げ
ら
れ
て
角
結
び
を
前
に
し
て
格
子
屋
根
の
天
井
窓
に
収
ま
っ
た
。

幣
切
鎌
も
前
を
向
い
て
い
る
。
二
つ
の
棒
は
前
後
で
少
し
ず
れ
て
交
差
す
る
よ
う

に
建
て
ら
れ
る
。
棒
元
は
輿
木
を
支
え
る
桁
の
中
央
に
縄
で
縛
り
、
ダ
シ
縄
を
前

後
の
輿
木
に
結
び
付
け
て
固
定
す
る
。
四
本
柱
と
床
木
の
四
方
を
斜
交
い
に
そ
れ

ぞ
れ
ベ
ル
ト
と
ラ
チ
ェ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
を
使
い
、
締
め
て
台
を
固
定
す
る
。
ほ
か

の
部
材
で
も
固
定
に
は
現
在
で
は
蔓
の
代
わ
り
に
撚
り
縄
を
使
う
。
五
尋
一
二
本

を
青
年
団
と
主
願
た
ち
で
作
っ
て
い
る
。
ラ
チ
ェ
ッ
ト
と
ベ
ル
ト
を
使
う
前
は「
文

字
棒
」
四
本
を
蔓
に
差
し
込
み
、
捻
っ
て
締
め
上
げ
て
固
定
し
た
。
輿
木
は
ロ
ー

プ
を
幾
重
に
も
巻
き
つ
け
て
床
木
に
結
束
す
る
。

　
輿
木
の
前
後
の
先
端
に
二
本
ず
つ
、
山
車
運
行
時
に
舵
を
と
る
た
め
の
「
梶
取

り
綱
」
を
取
り
付
け
る
。
主
願
た
ち
が
撚
り
を
か
け
た
五
尋
一
〇
本
の
端
縄
の
中

心
を
「
徳
利
結
び
（
舟
子
結
び
）」
に
し
て
更
に
数
人
が
か
り
で
撚
り
を
入
れ
て

太
く
し
て
い
き
、
二
本
の
元
と
端
を
連
結
す
る
。
全
て
左
撚
り
で
あ
る
。

　
公
民
館
内
で
女
性
た
ち
が
作
っ
た
紙
の
花
飾
り
の
飾
り
付
け
準
備
を
す
る
。
今

井
西
の
女
性
た
ち
が
色
紙
を
切
っ
て
竹
ひ
ご
に
紙
縒
り
で
下
げ
た
花
の
串
を
ホ
テ

と
呼
ば
れ
る
麦
藁
束
に
刺
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
車
の
四
方
の
屋
根
上
に
飾
ら
れ

る
こ
と
か
ら
「
四
方
花
」
と
呼
ば
れ
る
。
藁
束
に
青
年
団
が
竹
を
通
し
て
、
米
・

塩
を
包
み
取
り
付
け
る
。
本
来
は
ホ
テ
に
通
し
た
竹
の
先
端
に
三
角
の
五
色
の
旗

に
し
て
挟
ん
で
取
り
付
け
る
が
、
今
年
は
麦
藁
束
下
の
竹
に
貼
り
付
け
た
。
山
車

の
屋
根
へ
の
四
方
花
の
取
り
付
け
は
、
提
灯
山
車
曳
き
の
時
に
行
っ
た
。
そ
れ
ま

で
に
花
が
散
ら
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
。

　
山
車
の
上
部
に
は
、
竹
が
結
び
付
け
ら
れ
囃
子
座
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
青
竹
に

腰
か
け
て
鉦
太
鼓
を
叩
く
。
倉
庫
か
ら
曳
き
綱
を
運
ん
で
き
て
、
山
に
連
結
す
る
。

　
山
の
心
棒
二
本
の
中
央
に
渡
さ
れ
た
丸
太
に
、
綱
を
二
つ
折
り
に
し
て
巻
き
付

け
て
固
定
す
る
。
巻
き
付
け
た
二
本
の
先
が
前
に
出
る
よ
う
に
し
て
、
パ
レ
ッ
ト
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の
上
に
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
積
ん
で
お
く
。
現
在
は
、
ナ
イ
ロ
ン
ロ
ー
プ
を
使
っ
て

い
る
が
、
か
つ
て
は
こ
の
山
車
建
て
の
日
に
綱
打
ち
を
行
っ
て
い
た
。
端
縄
二
五

本
長
さ
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
束
を
三
つ
作
り
、
今
井
西
公
民
館
前
か
ら
熊
野
神
社
入

口
の
今
井
東
と
の
境
の
四
つ
角
ま
で
引
っ
張
り
出
し
て
準
備
す
る
。
そ
れ
を
差
配

す
る
の
は
子
ど
も
達
で
あ
っ
た
。
山
車
の
打
ち
鉦
の
囃
子
に
合
わ
せ
て
総
出
で
撚

り
を
か
け
、
三
つ
組
み
の
大
綱
を
打
っ
た
。
大
勢
で
地
面
を
転
が
し
て
撚
り
を
掛

け
た
綱
は
、
山
車
の
後
方
の
路
面
で
何
本
も
の
丸
太
の
上
で
こ
ろ
が
さ
れ
て
仕
上

げ
た
。
山
車
の
上
の
囃
子
衆
は
綱
打
ち
の
進
捗
を
見
な
が
ら
調
子
を
変
え
て
、
作

業
を
囃
し
た
。
こ
の
藁
は
稲
童
地
区
か
ら
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

　
格
子
屋
根
の
上
に
幟
を
飾
る
。
幟
は
長
さ
四
間
の
竹
に
通
さ
れ
て
格
子
屋
根
に

固
定
さ
れ
る
。
前
に
オ
オ
ヤ
ン
ボ
、
向
か
っ
て
右
に
「
須
佐
神
社
」
の
幟
、
後

ろ
に
コ
ヤ
ン
ボ
、
向
か
っ
て
右
に
「
熊
野
神
社
」
の
幟
を
建
て
て
か
ら
、
奉
納
さ

れ
た
幟
を
自
由
に
配
置
し
て
い
く
。
こ
の
日
は
全
部
で
一
六
本
建
て
た
。
四
〇
本

建
て
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
新
し
く
奉
納
さ
れ
た
幟
は
必
ず
建
て
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
幟
建
て
は
、
提
灯
山
曳
き
の
朝
に
行
わ
れ
て
い
た
。
女
性

た
ち
が
熊
野
神
社
の
掃
除
の
後
に
、
竹
に
幟
の
乳
を
通
し
て
準
備
し
た
。

　
一
八
時
三
〇
分
、
区
長
、
町
内
会
長
、
祇
園
会
会
長
の
順
で
、
三
献
の
打
ち
込

み
が
あ
り
山
建
て
の
作
業
が
終
了
し
た
。

八
　
七
月
二
七
日
　
浄
喜
寺
発
句
幷
一
巡
　
浄
喜
寺
連
歌

　
一
三
時
か
ら
浄
喜
寺
庫
裡
の
仏
間
で
行
わ
れ
た
。
文
化
一
〇
（
一
八
二
七
）
年

に
再
建
さ
れ
た
本
堂
は
、
今
井
祇
園
の
「
夜よ

祇
園
」
に
周
辺
か
ら
訪
れ
た
参
詣
客

の
宿
と
し
て
提
供
さ
れ
て
き
た
。

　
連
歌
座
は
、
宗
匠
・
執
筆
の
ほ
か
は
、
伝
統
的
に
六
頭
の
子
孫
が
集
う
も
の
だ
っ

た
が
、今
年
は
、今
井
西
祇
園
会
会
長
、行
橋
市
教
育
委
員
会
職
員
、真
菰
区
代
表
、

浄
喜
寺
檀
家
総
代
、
浄
喜
寺
住
職
、
連
歌
巧
者
、
調
査
者
二
名
で
あ
っ
た
。
社
頭

連
歌
の
と
き
の
浄
喜
寺
住
職
の
依
頼
に
よ
り
、
宗
匠
は
社
頭
連
歌
に
続
き
、
有
川

氏
が
務
め
た
。

　
こ
の
日
は
、
浄
喜
寺
住
職
に
よ
る
「
輪
組
な
す
山
車
に
四
年
の
塵
も
な
し
」
の

発
句
が
定
め
ら
れ
て
初
折
表
が
始
ま
る
。
こ
の
長
句
を
合
わ
せ
て
、
今
井
西
祇
園

会
会
長
が
「
幟
は
た
め
く
こ
れ
科
戸
風
」
と
受
け
て
夏
を
詠
ん
だ
。
こ
の
二
句
の

部
立
の
式
目
は
恋
と
述
壊
が
詠
め
な
い
。
三
句
目
か
ら
は
こ
れ
に
加
え
て
名
所
、

神
祇
、
釈
教
の
三
つ
を
詠
め
な
い
式
目
と
な
る
。
夏
の
三
句
目
「
大
空
の
雷
の
音

と
ど
ろ
き
て
」
続
く
と
こ
ろ
で
、「
雑
」
と
い
う
季
節
の
な
い
歌
「
雨
の
匂
い
に

猫
は
走
り
ぬ
」
と
短
句
が
続
く
。
こ
の
句
は
浄
喜
寺
の
家
猫
「
ひ
み
こ
」
と
「
に

ん
じ
ゃ
」
が
連
歌
座
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
句
で
あ
る
。
続

い
て
秋
が
続
き
、
秋
の
三
句
目
に
「
山
の
辺
に
ゆ
ら
ぐ
が
ご
と
き
赤
き
月
」
と
月

が
詠
ま
れ
て
さ
ら
に
秋
が
一
句
続
き
、
初
折
表
八
句
が
終
わ
る
。

　
行
橋
市
長
代
理
の
教
育
委
員
会
職
員
の
「
細
江
に
も
ハ
の
字
を
残
す
帆
掛
け
船
」

の
雑
の
歌
か
ら
初
折
裏
が
始
ま
る
。
次
の
句
ま
で
は
名
所
、
恋
、
述
壊
、
神
祇
、
釈

教
の
部
立
が
詠
め
な
い
。

　
三
句
目
か
ら
は
部
立
の
障
り
は
一
切
な
く
な
る
。
恋
の
歌
「
契
り
け
る
君
待
つ

日
々
の
い
や
辛
し
」
の
長
句
に
調
査
者
二
人
が
「
瞼
を
濡
ら
す
袖
の
移
り
香
」、「
浮

か
び
て
は
緩
る
る
俤
消
え
や
ら
ず
」
と
受
け
た
。
春
の
歌
に
な
り
、
宗
匠
の
「
酔

う
て
は
を
れ
ぬ
う
ら
ら
な
る
道
」
に
続
き
、
執
筆
が
「
旅
半
ば
花
の
筵
の
そ
こ
か

し
こ
」
ま
で
の
初
折
裏
九
句
で
、
車
上
連
歌
へ
繋
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
か
つ
て
、

四
代
小
笠
原
忠
総
公
が
築
か
せ
た
「
小
笠
原
の
お
庭
」
に
面
し
た
と
庫
裡
の
奥
座

敷
で
行
わ
れ
て
い
た
と
き
に
は
、
床
の
間
に
「
健
速
須
佐
之
男
命
」
の
掛
け
軸
を

か
け
て
、
宗
匠
以
下
が
床
の
間
に
向
か
い
、
連
歌
を
朗
詠
し
奉
納
し
た
。
一
同
二

拍
手
一
礼
し
、
宗
匠
が
終
了
を
告
げ
る
定
め
に
な
っ
て
い
た
。
奉
納
連
歌
を
奉
書

紙
に
包
み
、
浄
喜
寺
家
紋
入
絵
漆
塗
手
箱
に
乗
せ
て
神
号
の
前
に
捧
げ
て
い
た
。

社
頭
連
歌
で
は
作
者
名
を
記
さ
ず
に
奉
納
さ
れ
た
が
、
浄
喜
寺
連
歌
は
、
作
者
名

も
記
さ
れ
奉
納
さ
れ
、
車
上
連
歌
へ
と
繋
が
れ
た
。

 
九
　
七
月
二
八
日
　
提
灯
山
車
曳
き
　

　
す
で
に
四
方
花
は
屋
根
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
前
側
の
屋
根
に
は
平
成

一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
七
月
に
奉
納
さ
れ
た
や
や
小
ぶ
り
の
白
地
に
「
奉
納
」
と

草
書
体
で
墨
書
さ
れ
た
幟
が
一
対
追
加
し
て
飾
ら
れ
て
い
る
。
午
前
中
に
山
車
の

三
面
に
幕
を
張
る
。
幅
の
広
い
胴
幕
の
上
に
垂
れ
幕
の
水
引
幕
を
重
ね
る
。
ど
ち

ら
の
幕
に
も
小
笠
原
藩
の
三
階
菱
紋
が
入
っ
て
い
る
。
水
引
幕
は
大
阪
の
今
宮
實
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蔵
組
か
ら
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
二
月
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
ち
ら
の

三
階
菱
紋
は
錦
糸
で
刺
繍
さ
れ
た
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。

　
一
八
時
か
ら
提
灯
山
の
飾
り
付
け
を
始
め
る
。
ま
ず
、
大
締
太
鼓
が
運
び
上
げ

ら
れ
て
表
最
前
列
中
央
に
取
り
付
け
ら
れ
る
。
鉦
は
山
車
上
部
の
北
側
に
吊
り
下

げ
ら
れ
て
い
る
。
提
灯
の
明
か
り
に
は
電
球
を
入
れ
る
。

　
提
灯
は
四
面
に
飾
る
。
表
裏
に
三
階
菱
紋
、
左
右
に
西
の
文
字
が
入
っ
た
も
の

を
一
面
五
張
り
ず
つ
竹
竿
に
吊
り
下
げ
て
、
格
子
屋
根
に
取
り
付
け
た
。
山
車
の

前
と
後
の
輿
木
二
本
の
上
に
長
方
形
の
「
御
神
燈
」
を
渡
し
て
飾
る
。
和
紙
張
り

の
正
面
に
は
「
御
神
燈
」、横
に
は
「
西
町
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
商
家
に
は
「
御

神
燈
」
の
提
灯
が
軒
に
掛
け
て
灯
さ
れ
た
。

　
山
車
の
前
に
今
井
西
区
町
内
か
ら
、
大
人
・
子
ど
も
な
ど
大
勢
が
集
ま
っ
て
く

る
。
大
人
は
法
被
を
着
て
い
る
が
、
若
い
人
の
も
の
は
丈
が
長
い
、
青
年
会
と
記

さ
れ
た
法
被
は
短
い
が
、
こ
ち
ら
が
古
い
も
の
で
あ
る
。
帯
を
独
身
の
若
手
は
ピ

ン
ク
、
年
配
者
・
妻
帯
者
の
若
手
は
黄
色
を
締
め
る
。

　
一
九
時
一
五
分
か
ら
今
井
西
公
民
館
内
で
棒
割
を
行
う
。
ま
ず
、
梶
取
前
後
八

人
を
選
び
、
前
の
北
側
南
側
そ
れ
ぞ
れ
二
人
を
決
め
て
、
後
ろ
も
同
様
に
二
人
ず

つ
割
り
振
る
。
梶
取
は
重
要
な
役
で
、
特
に
夜
に
巨
大
な
山
車
を
制
御
す
る
に
は

熟
練
し
た
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
。
緊
急
時
に
山
車
を
停
車
さ
せ
る
「
制
御
棒
」

役
を
決
め
て
、
祇
園
会
会
長
か
ら
「
四
年
ぶ
り
で
心
躍
る
が
、
心
棒
や
車
輪
が
も

つ
か
心
配
」
と
の
話
が
あ
り
、
囃
子
の
調
子
で
進
行
の
指
示
を
す
る
と
の
打
合
せ

が
あ
っ
た
。
早
鉦
が
進
め
で
鉦
が
止
む
と
止
ま
れ
合
図
で
あ
る
。
通
行
車
両
の
整

理
を
す
る
「
交
通
」
役
、「
水
か
け
」
役
を
中
・
後
・
前
と
決
め
て
、「
ロ
ー
プ
係
」

を
二
人
選
出
し
た
。
特
に
綱
の
先
端
は
難
し
い
の
で
熟
練
者
が
選
ば
れ
た
。
曳
く

時
間
は
二
〇
時
か
ら
二
二
時
ま
で
道
路
占
有
許
可
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
間
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
来
な
い
と
の
会
長
か
ら
の
話
が
あ
り
、「
ま
ず
は
清
め
よ
う
」

と
御
神
酒
を
手
に
副
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。
役
者
は
手
に
「
主
願
」

と
書
か
れ
た
提
灯
を
持
ち
、
山
車
の
周
り
に
着
い
て
ゆ
く
。

　
こ
の
提
灯
山
車
曳
き
は
、
町
内
の
人
で
な
く
と
も
、
男
女
子
ど
も
誰
で
も
参
加

で
き
る
。
元
永
山
笠
保
存
会
の
面
々
も
手
伝
い
に
来
て
い
た
。
二
〇
時
に
山
車
曳

き
が
始
ま
っ
た
。
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
た
曳
き
綱
が
前
に
引
き
出
さ
れ
た
。
綱
が

地
面
に
着
か
な
い
よ
う
に
、
輿
木
に
細
い
白
ロ
ー
プ
を
渡
し
上
を
通
し
て
梶
取
の

邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
山
車
を
東
に
向
か
っ
て
曳
き
出
す
。
皆
で
曳
く

が
な
か
な
か
動
か
な
い
。
鉦
が
カ
ン
カ
ン
カ
ン
と
打
た
れ
、
続
け
て
ヨ
イ
シ
ョ
の

掛
け
声
で
力
を
何
度
も
合
わ
せ
て
い
く
。
そ
れ
で
も
な
か
な
か
山
車
は
動
き
出
さ

な
い
。
　
　

　
あ
る
瞬
間
に
フ
ワ
ッ
と
軽
く
な
り
、
急
に
山
車
が
動
き
出
す
。
囃
子
は
カ
カ
カ

カ
カ
の
早
鉦
と
太
鼓
の
連
打
に
変
わ
る
。
山
車
は
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
が

あ
り
、
県
道
沓
尾
大
橋
線
を
行
く
が
、
両
脇
に
あ
る
電
信
柱
に
当
た
り
そ
う
に
な

る
。
背
後
か
ら
曳
き
手
に
「
力
水
」
が
浴
び
せ
か
け
ら
れ
る
。
鉦
卸
し
連
歌
で
宗

匠
を
務
め
た
神
職
も
、こ
の
日
ば
か
り
は
後
ろ
か
ら
思
い
切
り
水
を
浴
び
せ
て
い
た
。

　
今
井
東
と
の
境
、
熊
野
神
社
入
口
ま
で
ゆ
く
と
、
曳
き
綱
を
巻
き
取
り
、
後
ろ

に
出
し
て
、
後
退
す
る
よ
う
に
西
に
曳
き
始
め
る
。
昔
、
今
井
の
東
と
西
で
綱
引

き
を
し
た
名
残
と
伝
え
て
い
る
。
旧
善
徳
寺
入
口
ま
で
曳
き
戻
し
て
、
再
び
東
へ

曳
き
公
民
館
前
の
定
位
置
に
何
度
も
切
り
な
お
し
て
、
二
〇
時
五
〇
分
に
納
め
た
。

二
一
時
、祇
園
会
副
会
長
、子
供
頭
、太
鼓
を
担
当
し
た
青
年
団
長
が
音
頭
を
取
り
、

三
献
の
打
ち
込
み
を
行
な
い
、
提
灯
山
車
曳
き
は
終
了
し
た
。
青
年
団
た
ち
は
太

鼓
、「
御
神
燈
」、
そ
し
て
提
灯
を
山
車
か
ら
竹
竿
ご
と
降
ろ
し
て
公
民
館
に
収
納

す
る
。
公
民
館
で
祇
園
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
直
会
と
な
っ
た
。

一
〇
　
花
見
の
座
　
七
月
二
九
日
　
熊
野
神
社
拝
殿

　
本
来
は
八
ツ
撥
奉
納
の
関
連
行
事
で
あ
る
。
近
年
は
八
ツ
撥
行
事
が
行
わ
れ
て

い
な
い
た
め
、
単
独
で
の
開
催
に
な
っ
て
い
る
。
一
二
時
か
ら
熊
野
神
社
拝
殿
で

花
見
の
座
が
始
ま
る
。
衣
装
を
着
た
八
ツ
撥
の
人
形
を
碁
盤
の
上
に
立
た
せ
た
姿

で
拝
神
殿
の
中
に
飾
る
。
こ
の
花
見
の
座
に
は
八
ツ
撥
が
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ

り
、
い
つ
か
復
活
す
る
と
い
う
願
い
を
託
し
て
、
そ
の
代
役
と
し
て
人
形
を
飾
る
。

天
井
に
は
花
笠
が
下
が
る
。
こ
の
日
の
座
は
行
橋
市
長
、
行
橋
市
議
会
議
長
、
行

橋
市
議
、
福
岡
県
議
、
今
井
町
内
各
区
長
、
周
辺
町
内
各
区
長
、
今
井
関
連
の
企

業
経
営
者
、
今
元
派
出
所
警
察
官
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
元
永
祇
園
山
笠
振
興
会
な
ど
が

招
待
さ
れ
て
い
る
。
花
見
の
座
は
行
事
と
し
て
複
数
あ
る
た
め
、
区
別
す
る
た
め

に
「
来
賓
花
見
の
座
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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最
初
に
、
今
井
津
須
佐
神
社
宮
司
に
よ
る
祈
願
祭
の
祭
典
が
行
わ
れ
る
。
神
前
、

八
ツ
撥
の
人
形
、
そ
し
て
参
拝
者
一
同
を
修
祓
し
て
、
祝
詞
奏
上
と
な
る
。
市
長
、

今
井
西
区
長
、
今
井
西
祇
園
会
会
長
の
玉
串
奉
奠
で
一
同
拝
礼
す
る
。
神
事
が
終

わ
る
と
、
今
井
西
青
年
団
長
の
司
会
進
行
で
花
見
の
座
が
始
ま
る
。
今
井
西
祇
園

会
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
代
表
の
行
橋
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）

年
で
今
井
祇
園
の
山
車
奉
納
が
九
〇
〇
年
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
が
触
れ
ら
れ
た
。

続
い
て
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露
、
そ
し
て
乾
杯
で
直
会
と
な
っ
た
。
直
会
の
料
理

は
仕
出
し
で
あ
る
が
、
こ
の
花
見
の
座
で
は
、
胡
瓜
の
酢
も
み
が
定
番
と
さ
れ
別

に
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
今
井
西
町
内
が
作
り
、
胡
瓜
と
カ
ニ
カ
マ
の
酢
の
物

に
真
っ
赤
な
サ
ク
ラ
エ
ビ
が
振
り
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
井
西
の
人
々
は
、
熊
野
神
社
脇
殿
に
控
え
て
、
直
会
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

女
性
達
も
い
る
が
、
彼
女
ら
は
拝
殿
に
は
決
し
て
足
を
踏
み
入
れ
な
い
。
こ
の
座

が
八
ツ
撥
関
連
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
八
ツ
撥
行
事
の
難
し
さ
の
一
つ
に
、

稚
児
の
食
事
や
普
段
の
世
話
は
男
性
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
子
供

が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
が
現
代
の
生
活
で
は
難
し
く
、
八
ツ
撥
が
実
施

で
き
な
い
こ
と
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
一
時
間
ほ
ど
で
、
三
献
の
手
打
ち
が
あ
り
花
見
の
座
の
直
会
は
終
わ
っ
た
。
来

賓
達
が
退
席
す
る
と
、
す
ぐ
に
八
ツ
撥
人
形
、
花
笠
が
拝
殿
か
ら
今
井
西
公
民
館

へ
運
び
出
さ
れ
た
。
花
笠
は
青
年
団
二
人
の
竹
竿
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ

の
と
き
天
秤
の
片
棒
を
担
い
で
い
た
の
は
、
近
年
最
後
の
八
ツ
撥
経
験
者
で
あ
っ

た
。
こ
の
座
に
い
た
前
今
井
西
区
長
も
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
の
経
験
者
で

あ
っ
た
。

　
熊
野
神
社
は
中
央
の
拝
殿
の
左
右
に
脇
殿
を
持
つ
構
造
の
社
で
あ
る
。
か
つ
て

は
熊
野
権
現
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
熊
野
修
験
に
影
響
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

向
か
っ
て
左
側
脇
殿
が
今
井
西
の
脇
殿
、
右
側
が
今
井
東
の
脇
殿
で
あ
る
。
こ
の

神
社
の
脇
殿
下
に
山
車
の
部
材
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
山
車
建
て
で
述
べ

た
。
　
現
在
で
は
山
車
を
出
さ
な
く
な
っ
た
今
井
東
の
山
車
の
部
材
は
、
こ
の
右

側
の
脇
殿
に
今
も
あ
る
。
高
欄
は
「
二
十
四
孝
図
」
で
、
し
っ
か
り
し
た
彫
刻
が

飾
ら
れ
て
い
る
。
四
本
柱
の
向
拝
柱
、
破
風
な
ど
も
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る

と
、
今
井
西
と
反
対
の
配
色
に
な
っ
て
い
る
。
赤
地
に
黒
の
縁
取
り
の
漆
で
あ
る
。

陰
陽
に
な
る
の
は
、
西
が
月
を
表
す
の
に
対
し
て
、
東
は
太
陽
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

八
ツ
撥
は
ど
ち
ら
も
男
児
が
務
め
る
が
、
西
が
女
形
稚
児
、
東
が
男
形
稚
児
、
と

い
う
違
い
が
あ
る
。
山
車
の
車
輪
は
、
西
が
埋
設
し
て
い
る
祓
川
の
東
側
に
今
も

埋
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
日
、
今
井
東
公
民
館
に
は
「
天
照
皇
大
神
宮
」
の
掛
け
軸
が
床
の
間
に
掛

け
ら
れ
て
い
た
。
今
井
西
公
民
館
に
は
「
須
佐
之
男
命
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
山
車
は
西
と
東
で
一
対
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
一
　
元
永
山
笠
舁
き
　
七
月
二
九
日
　
須
佐
神
社
前
広
場

　
元
永
山
笠
は
七
月
二
四
日
に
は
飾
り
付
け
は
完
成
し
て
い
た
。
み
や
こ
町
柳
瀬

区
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
祇
園
の
木
瓜
紋
の
入
っ
た
胴
幕
、
三
階
菱
紋
の
入
っ
た
水
引

幕
を
張
り
、
屋
根
の
上
の
オ
オ
ヤ
ン
ボ
の
両
脇
に
須
佐
神
社
と
太
祖
大
神
社
の
幟

が
、
左
右
に
は
四
本
ず
つ
の
奉
納
幟
が
立
っ
て
い
た
。
前
後
の
輿
木
に
は
小
丸
太

六
本
が
左
右
を
繋
ぐ
よ
う
に
取
付
け
ら
れ
て
い
る
。
元
永
山
笠
は
舁
き
山
な
の
で
、

大
人
数
で
担
ぐ
た
め
の
棒
で
あ
る
。
正
面
破
風
の
上
に
は
日
の
丸
が
交
差
し
て
立

て
ら
れ
、
上
に
は
御
幣
一
本
が
飾
ら
れ
る
。
屋
根
の
四
方
に
も
御
幣
が
そ
れ
ぞ
れ

立
て
ら
れ
て
い
る
。
破
風
下
に
は
三
階
菱
紋
下
に
元
永
山
笠
と
記
し
た
提
灯
一
張
、

左
右
に
三
階
菱
紋
入
り
の
提
灯
二
張
が
下
が
る
。

　
一
七
時
か
ら
元
永
山
笠
振
興
会
会
長
宅
横
で
直
会
が
行
わ
れ
た
。
テ
ン
ト
が
張

ら
れ
、
元
永
山
笠
の
復
興
に
尽
力
し
た
各
地
祭
礼
の
関
係
者
が
集
っ
た
。
み
や

こ
町
犀さ
い
が
わ川

生お
い
た
つ立

・
柳や

な

瀬せ

、
田
川
市
白し

ら
と
り鳥

、
同
下し

も

伊い

田た

、
香か

春わ
ら

町
、
苅か

ん

田だ

町
馬ば

ば場
・

提ひ
し
ゃ
げ・
与よ

原ば
る

・
立
志
会
・
本も
と
ま
ち町
・
中な
か
ま
ち町
な
ど
で
あ
る
。
犀
川
柳
瀬
は
、
元
永
や
今

元
か
ら
山
笠
の
舁
き
手
を
雇
っ
て
い
た
。
苅
田
町
に
つ
い
て
は
、
直
接
元
永
と
縁

が
あ
る
の
は
馬
場
区
で
あ
る
が
、
山
笠
振
興
会
に
参
加
を
一
任
し
て
い
る
た
め
、

た
く
さ
ん
の
町
内
か
ら
参
加
が
あ
る
。
白
鳥
は
神
輿
会
の
人
々
が
来
て
い
る
。
白

鳥
は
飯
塚
山
笠
と
博
多
山
笠
土
居
流
に
参
加
し
て
い
る
。
今
井
西
町
青
年
団
も
参

加
す
る
。
元
永
祇
園
山
笠
振
興
会
副
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
行
橋
市
長
、

福
岡
県
議
が
挨
拶
し
た
。

　
一
二
〇
名
の
招
待
者
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
五
ト
ン
の
山
笠
を
担
ぐ
た
め
に
必
要

な
人
員
の
数
で
あ
る
と
い
う
。
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一
八
時
、
参
加
者
が
元
永
山
笠
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
山
笠
を
舁
く
。
元

永
山
笠
は
ヤ
マ
カ
サ
と
濁
ら
ず
に
発
音
す
る
。
山
笠
に
は
太
鼓
と
鉦
二
つ
が
取
り

付
け
ら
れ
、
そ
の
囃
子
の
合
図
で
「
山
舁
き
」
を
始
め
る
。

　
輿
木
に
付
け
た
小
丸
太
に
一
〇
人
が
入
る
。
前
六
〇
人
、
後
六
〇
人
、
ち
ょ
う

ど
一
二
〇
人
の
舁
き
手
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
行
橋
市
長
も
参
加
し
て
い
た
。

最
初
な
か
な
か
上
が
ら
な
か
っ
た
が
、何
度
か
試
す
う
ち
に
、ふ
っ
と
舁
き
上
が
っ

た
。
歩
調
を
合
わ
せ
て
山
笠
の
方
向
を
変
え
て
舁
き
上
げ
て
降
ろ
し
た
。
元
永
地

区
の
須
佐
神
社
参
道
に
は
現
在
電
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
沿
道
を
舁
く
こ

と
が
で
き
な
い
。
元
永
山
笠
振
興
会
会
長
は
通
り
の
電
柱
埋
設
の
請
願
を
続
け
て

お
り
、
い
つ
か
往
時
の
よ
う
に
通
り
で
山
舁
き
を
し
た
い
と
熱
く
語
る
。「
元
永

山
笠
は
手
永
で
舁
く
」
と
さ
れ
、
今
井
津
須
佐
神
社
の
氏
子
圏
の
人
々
で
担
い
で

き
た
。
山
舁
き
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
元
永
山
笠
は
解
か
れ
る
。
三
〇
日
に
は
、
ほ

ぼ
部
材
を
仕
舞
う
だ
け
に
な
る
。

　
こ
の
日
の
夜
は
、
今
井
津
須
佐
神
社
の
「
夜
祇
園
」
と
言
わ
れ
、
周
辺
か
ら
の

多
く
の
参
拝
者
と
多
彩
な
露
店
が
出
て
賑
わ
う
。「
祇
園
さ
ん
の
飴
」
を
買
う
の

が
楽
し
み
だ
っ
た
と
伝
え
る
人
も
い
る
。
二
種
類
あ
り
、
ひ
と
つ
は
米
粉
で
作
っ

た
白
い
飴
が
糠
に
入
っ
た
も
の
と
、
も
う
一
つ
は
べ
っ
こ
う
飴
の
よ
う
な
も
の
に

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
が
入
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
言
う
。

一
二
　
車
上
連
歌
　
七
月
二
九
日
　
今
井
西
公
民
館
前

　
今
井
西
青
年
団
は
、
元
永
山
笠
の
山
舁
き
か
ら
戻
り
、
車
上
連
歌
の
準
備
を
す

る
。
こ
の
日
は
花
見
の
座
、
元
永
山
舁
き
、
そ
し
て
車
上
連
歌
と
忙
し
い
。
午
前

中
に
、
提
灯
山
車
巡
行
の
と
き
よ
り
更
に
上
に
二
段
の
水
引
幕
が
張
ら
れ
、
幕
三

面
の
中
央
部
に
柄
鏡
を
下
げ
る
。
上
段
の
幕
は
六
頭
の
子
孫
で
あ
る
辻
家
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
正
面
に
は
日
の
丸
二
本
が
交
差
し
て
立
て
ら
れ
、
向
拝

柱
の
向
か
っ
て
右
に
浄
喜
寺
の
「
上
に
下
り
藤
」
紋
が
入
っ
た
提
灯
、
左
に
三

階
菱
紋
に
「
錦
齢
会
」
と
い
う
文
字
の
入
っ
た
提
灯
が
下
げ
ら
れ
る
。「
錦
齢
会
」

と
は
今
井
西
区
の
敬
老
会
年
寄
組
の
名
称
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、「
福
島
家
」
の

提
灯
を
下
げ
て
い
た
が
、
福
島
家
が
連
歌
奉
納
を
辞
退
し
た
こ
と
に
伴
な
っ
て
、

「
錦
齢
会
」
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
提
灯
も
変
更
さ
れ
た
。
御
神
燈
の
灯
籠

を
前
後
に
取
り
付
け
て
、
輿
木
に
車
上
連
歌
用
に
明
か
り
を
準
備
す
る
。
山
車
の

前
に
は
縁
台
が
置
か
れ
る
。
公
民
館
内
で
は
、
宗
匠
を
務
め
る
須
佐
神
社
神
職
と

執
筆
を
務
め
る
今
井
西
祇
園
会
会
長
が
車
上
連
歌
の
進
め
方
と
、
ど
こ
ま
で
歌
を

詠
む
か
を
検
討
す
る
。

　
今
井
祇
園
の
と
き
青
年
団
の
男
女
の
独
身
者
は
、
こ
の
夜
は
鼻
筋
に
白
い
ド
ー

ラ
ン
で
線
を
描
く
こ
と
が
慣
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。
夜
祇
園
も
こ
の
姿
で
回
る
。

二
〇
時
、
鉦
を
合
図
に
山
車
の
前
高
欄
枠
内
に
向
か
っ
て
左
に
宗
匠
、
右
手
に
執

筆
が
上
が
り
、
御
神
酒
を
い
た
だ
き
着
座
す
る
。
執
筆
は
か
つ
て
は
福
島
家
当
主

が
務
め
た
。
墨
衣
姿
の
浄
喜
寺
副
住
職
が
浄
喜
寺
家
紋
入
り
弓
張
提
灯
を
手
に
山

車
の
前
に
や
っ
て
く
る
。
提
灯
を
掲
げ
て
、
山
車
に
向
か
い
「
お
連
歌
を
」
と
声

高
に
呼
び
か
け
る
。
こ
れ
が
車
上
連
歌
の
始
ま
り
の
合
図
と
な
る
。
車
上
連
歌
は

特
定
の
座
が
な
く
、
路
上
に
い
る
誰
で
も
自
由
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
笠
置

連
歌
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
日
は
、
連
歌
巧
者
だ
け
で
は
な
く
、
浴
衣
・
着
物
姿

の
男
女
七
名
、
一
般
、
今
井
西
青
年
団
、
調
査
者
一
名
も
参
加
し
た
。

　
一
同
は
ま
ず
、
山
車
の
前
か
ら
東
に
向
か
っ
て
、
二
礼
二
拍
一
礼
で
今
井
津
須

佐
神
社
を
遥
拝
す
る
。
山
車
の
上
か
ら
執
筆
に
よ
り
浄
喜
寺
連
歌
が
朗
詠
披
露
さ

れ
、
九
句
目
の
春
花
「
旅
半
ば
花
の
筵
の
そ
こ
か
し
こ
」
に
続
け
る
初
折
裏
の
一
〇

句
目
の
月
か
ら
詠
み
始
め
て
一
四
句
で
挙
句
と
す
る
こ
と
が
宗
匠
か
ら
宣
言
さ
れ
、

連
歌
が
始
ま
る
。
部
立
の
式
目
の
制
約
は
一
切
な
く
、
自
由
に
五
句
紡
げ
ば
挙
句

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
路
上
の
浴
衣
姿
の
女
性
か
ら
山
車
に
向
か
っ
て
「
月
の
鏡

の
か
す
む
ふ
る
さ
と
」
と
歌
が
挙
が
る
、
そ
れ
を
受
け
て
「
組
紐
を
媼
の
み
手
の

撚
り
に
け
り
」
と
女
性
が
歌
う
。
宗
匠
は
連
歌
の
最
後
な
の
で
、「
縁
起
の
い
い
明

る
い
歌
を
」
と
連
歌
衆
を
導
く
。
い
く
つ
も
歌
が
出
る
が
、
宗
匠
に
よ
り
式
目
の

障
り
が
あ
る
と
の
指
摘
で
な
か
な
か
採
用
さ
れ
な
い
。
青
年
団
の
「
こ
の
学
び
舎

に
降
り
積
も
る
雪
」
を
受
け
て
「
長
き
坂
ち
さ
き
足
跡
続
き
お
り
」、
そ
し
て
最

後
の
句
と
な
る
。「
将
来
の
明
る
い
希
望
の
見
え
る
句
を
挙
句
と
し
た
い
」
と
宗

匠
が
宣
言
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
「
豊
国
を
寿
ぐ
清
き
玉
水
」
と
い
う
調
査
者
の

歌
が
採
用
さ
れ
た
。
誰
で
も
奉
納
で
き
る
と
い
う
車
上
連
歌
な
ら
で
は
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
車
上
連
歌
も
作
者
名
は
残
ら
な
い
。
須
佐
神
社
に
向
か
っ
て
執
筆

が
車
上
連
歌
を
朗
詠
し
奉
納
、
参
加
者
全
員
で
二
礼
二
拍
一
礼
の
遥
拝
を
行
っ
た
。
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二
一
時
、
終
わ
り
の
挨
拶
と
同
時
に
、
山
車
の
鉦
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
町
内

に
奉
納
が
終
了
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
車
上
連
歌
は
こ
れ
で
終
了
し
た
。

　
青
年
団
は
す
ぐ
に
山
車
か
ら
鉦
太
鼓
、
御
神
燈
を
降
ろ
し
て
公
民
館
に
仕
舞
う
。

車
上
連
歌
に
参
加
し
た
人
々
が
公
民
館
に
集
い
、
祇
園
会
会
長
の
お
礼
の
挨
拶
に

続
い
て
直
会
と
な
っ
た
。

一
三
　
今
井
西
町
花
見
の
座
　
七
月
三
〇
日
　
今
井
西
公
民
館

　
正
午
、
今
井
西
公
民
館
に
西
町
の
人
々
が
集
ま
り
、
花
見
の
座
を
開
く
。
本
来

は
八
ツ
撥
を
今
井
津
須
佐
神
社
に
奉
納
す
る
直
前
に
開
か
れ
る
宴
で
、
八
ツ
撥
を

花
笠
の
下
に
据
え
て
の
西
町
の
人
々
と
の
直
会
で
あ
っ
た
。
現
在
は
花
笠
の
下
に

八
ツ
撥
人
形
を
据
え
て
、
準
備
さ
れ
た
料
理
を
楽
し
む
。
こ
の
日
の
座
に
は
、
町

内
の
人
た
ち
だ
け
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
床
の
間
に
祀
ら
れ
た
「
須
佐
之
男
命
」
の
神
号
に
対
し
て
、
須
佐
神
社

宮
司
に
よ
る
祭
典
が
あ
る
。
神
事
は
大
祓
の
祝
詞
か
ら
始
ま
り
、
神
号
、
玉
串
、

八
ツ
撥
人
形
、
町
内
の
人
々
を
修
祓
す
る
。
祝
詞
奏
上
に
続
い
て
区
長
、
祇
園
会

会
長
、
青
年
団
長
、
主
願
が
玉
串
奉
奠
を
し
た
。
座
一
同
に
御
神
酒
が
廻
り
、
区

長
に
よ
る
花
見
の
座
の
挨
拶
に
続
い
て
直
会
と
な
っ
た
。
一
時
間
程
し
た
後
、
祇

園
会
会
長
が
閉
宴
の
挨
拶
に
続
け
て
、
飾
り
山
車
曳
き
の
案
内
を
し
た
。

　
こ
の
今
井
西
町
内
の
花
見
の
座
の
他
に
、
か
つ
て
は
「
子
供
の
座
」
と
呼
ば
れ

る
子
ど
も
達
だ
け
の
花
見
の
座
も
あ
っ
た
。

一
四
　
飾
り
山
車
曳
き
　
七
月
三
〇
日
　
今
井
西
公
民
館
前

　
一
三
時
五
〇
分
、
山
車
の
上
で
「
人
寄
せ
」
の
鉦
が
鳴
り
、
一
四
時
胴
幕
、
水

引
幕
、
手
鏡
で
飾
り
付
け
ら
れ
た
山
車
か
ら
曳
き
綱
が
東
に
延
ば
さ
れ
る
。
提
灯

は
す
べ
て
外
さ
れ
、
前
高
欄
に
は
太
鼓
と
と
も
に
、
金
地
に
日
の
丸
の
扇
を
手
に

し
た
、
八
ツ
撥
人
形
が
上
が
っ
て
い
る
。
法
被
姿
に
豆
絞
り
の
鉢
巻
を
し
た
曳
き

子
た
ち
が
綱
に
着
く
。
人
員
の
配
置
は
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。
古
の
縁
か
ら
、
大

分
県
玖く

珠す

郡
九こ

こ
の

重え

町
下
旦
か
ら
青
壮
年
団
、
子
ど
も
達
二
〇
名
が
今
井
西
に
や
っ

て
き
て
山
車
曳
き
に
参
加
。
下
旦
青
壮
年
団
二
人
に
前
の
梶
縄
に
着
く
よ
う
に
指

示
が
あ
っ
た
。
九
重
町
下
旦
八
雲
神
社
で
も
祇
園
が
あ
り
、
日
田
系
の
山
鉾
と
呼

ぶ
人
形
山
車
が
出
る
。
現
在
、
下
旦
祇
園
は
九
重
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ

て
い
る
。
下
旦
祇
園
の
子
ど
も
・
女
性
た
ち
は
前
の
梶
縄
近
く
の
曳
き
綱
に
着
い

た
。
梶
取
は
八
人
、
下
旦
青
壮
年
団
と
と
も
に
今
井
西
の
青
年
団
が
担
当
し
た
。

　
飾
り
山
車
の
車
輪
の
心
棒
に
主
願
が
水
を
掛
け
る
。
山
車
は
提
灯
山
曳
き
と
同

じ
で
あ
る
が
、
日
中
な
の
で
、
参
加
者
も
多
い
。
太
鼓
は
囃
子
衆
の
総
帥
が
務
め
、

鉦
の
打
ち
手
は
太
鼓
に
従
っ
て
打
つ
。
鉦
太
鼓
の
囃
子
に
合
わ
せ
て
ヨ
イ
シ
ョ
の

掛
け
声
で
一
気
に
山
車
が
動
き
出
す
。
動
き
出
す
と
鉦
太
鼓
が
連
打
さ
れ
る
。
夜

の
提
灯
山
車
曳
き
に
比
べ
る
と
見
通
し
も
よ
く
、
動
き
出
し
も
軽
や
か
で
あ
る
。

沿
道
か
ら
力
水
も
浴
び
せ
ら
れ
る
。

　
途
中
、
祇
園
会
会
長
が
「
山
が
言
う
こ
と
を
き
か
ん
」
と
言
い
、
わ
ざ
と
山
を

止
め
て
何
度
も
左
右
の
曳
き
綱
を
持
ち
上
げ
て
中
央
に
寄
せ
て
激
し
く
ぶ
つ
け
合

う
。
こ
れ
は
山
が
動
か
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
曳
き
手
が
山
車
曳
き
を
楽
し
む

手
段
で
あ
る
。
大
き
な
山
車
は
軽
快
に
動
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
昔
は
曳
い
て

い
る
途
中
に
不
意
に
輪
止
め
を
入
れ
て
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
山
を
止
め
た
り
し

た
。
こ
れ
も
ス
リ
ル
が
あ
り
楽
し
か
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
今
は
心
棒
が
痩
せ
て

き
て
、
こ
れ
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
曳
き
綱
を
打
ち
合
う
こ
と
で
飾
り
山
車
曳
き

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も
な
っ
て
い
る
。
再
び
東
へ
曳
く
。
提
灯
山
車
曳
き
と
同

じ
だ
。
町
境
に
は
、
電
線
が
道
路
を
横
切
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
山
車
は
進
め
な

い
。
そ
こ
ま
で
の
区
間
の
電
線
を
取
る
よ
う
に
し
た
今
井
西
の
努
力
で
こ
の
行
事

が
続
い
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
一
五
時
二
〇
分
に
は
、
山
車
を
納
め
て
三
献
の
手

打
ち
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
会
の
二
人
が
音
頭
を
と
り
、
会
長
が
締
め
た
。
一
五
時

三
〇
分
か
ら
青
年
団
と
主
願
た
ち
は
、
幕
・
幟
・
鏡
な
ど
を
仕
舞
い
、
ロ
ー
プ
を

解
い
て
片
づ
け
て
い
く
。
並
行
し
て
会
長
と
青
年
団
長
は
下
旦
祇
園
の
面
々
と
今

井
津
須
佐
神
社
へ
向
か
い
、
祇
園
会
会
長
が
、
芯
花
を
須
佐
神
社
社
務
所
へ
奉
納

し
た
。神
職
に
よ
っ
て
、芯
花
は
須
佐
神
社
神
前
に
供
え
ら
れ
た
。事
務
所
に
戻
り
、

会
長
、
区
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
副
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
が
あ
り
直
会
と
な
っ
た
。

下
旦
祇
園
は
来
年
も
来
る
こ
と
を
約
束
し
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
そ
の
場
を
後
に
し

た
。
本
来
な
ら
こ
の
行
事
は
、
八
ツ
撥
奉
納
と
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
。
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一
五
　
山
車
崩
し
　
輪
納
め
　
注
連
下
し
　
七
月
三
一
日
　
今
井
西
公
民
館
前
　

祓
川
　
今
井
西
町
　

　
八
時
よ
り
、
山
車
崩
し
が
あ
る
。
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
山
車
の
部
材
を
降
ろ
し

て
い
く
。
昼
食
の
後
、
一
三
時
よ
り
、
綱
や
向
拝
や
破
風
な
ど
の
部
材
は
倉
庫
へ

仕
舞
い
、
輿
木
・
オ
オ
ヤ
ン
ボ
・
コ
ヤ
ン
ボ
が
熊
野
神
社
脇
殿
下
に
戻
さ
れ
た
。

脇
殿
か
ら
は
み
出
た
輿
木
に
は
ト
タ
ン
の
覆
い
を
か
け
る
。
残
っ
た
端
縄
は
周
辺

の
農
家
が
使
う
と
の
こ
と
で
事
務
所
に
残
さ
れ
、
後
で
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
オ
オ
ヤ
ン
ボ
・
コ
ヤ
ン
ボ
を
降
ろ
す
と
き
は
、
下
か
ら
抜
き
取
る
の
で
、

ク
レ
ー
ン
を
使
わ
な
い
。

　
一
三
時
五
四
分
、
車
輪
が
ク
レ
ー
ン
で
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
る
。
ク
レ
ー

ン
が
祓
川
へ
移
動
す
る
。
事
務
所
前
の
寄
付
掲
示
板
が
片
づ
け
ら
れ
部
材
は
倉
庫

へ
運
ば
れ
た
。

　
一
四
時
半
、
ク
レ
ー
ン
で
一
輪
ず
つ
穴
に
埋
け
て
い
く
。
心
棒
も
脇
に
埋
け
る
。

四
輪
と
も
入
れ
終
わ
る
と
青
年
団
長
が
し
ゃ
が
ん
で
二
礼
二
拍
し
、
少
し
長
く
祈

り
、
来
年
も
実
施
で
き
る
こ
と
を
願
う
。
そ
の
と
き
「
大
人
た
ち
の
夏
休
み
が
終

わ
っ
た
」
と
呟
い
た
。
例
年
な
ら
こ
の
時
に
、
わ
ざ
と
誰
か
を
川
に
落
と
し
た
り

し
て
楽
し
む
の
だ
が
、
こ
の
日
は
静
か
な
祭
り
の
終
わ
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、

小
型
の
重
機
で
輪
と
心
棒
に
土
を
掛
け
て
埋
設
す
る
。
青
年
団
は
事
務
所
に
戻
り
、

注
連
下
し
に
か
か
る
。

　
主
願
た
ち
は
、
中
須
橋
な
ど
周
辺
の
今
井
西
管
轄
分
の
注
連
を
外
し
て
い
る
。

青
年
団
は
金
屋
と
の
境
の
道
路
上
に
張
ら
れ
た
注
連
を
、
電
柱
に
登
っ
て
下
ろ
す
。

　
続
い
て
公
民
館
入
口
に
掛
け
ら
れ
た
「
今
井
西
祇
園
会
事
務
所
」
と
記
さ
れ
た

看
板
と
「
祇
園
係
　
西
祇
園
会
」
の
提
灯
を
取
り
外
し
仕
舞
う
。
最
後
に
今
井
西

公
民
館
の
注
連
を
外
す
。

　
一
九
時
か
ら
事
務
所
仕
舞
い
が
あ
る
。
今
井
津
須
佐
神
社
宮
司
に
よ
る
神
事
に

続
き
納
会
の
直
会
と
な
る
。
こ
れ
で
正
式
に
祇
園
の
た
め
の
事
務
所
が
閉
じ
ら
れ

る
。

一
六
　
花
配
り
　
会
計
監
査
　
町
内
会
計
報
告

　
八
月
二
〇
日
一
〇
時
か
ら
、
寄
付
の
返
礼
を
持
っ
て
主
願
が
手
永
を
廻
る
「
花

配
り
」
を
す
る
。
花
笠
の
花
と
豆
絞
り
の
手
拭
を
一
軒
一
軒
配
る
。
八
月
二
七

日
一
六
時
か
ら
、
町
内
会
長
・
会
長
・
会
計
に
よ
り
会
計
監
査
を
行
い
、
結
果
を

八
月
二
七
日
に
町
内
会
計
報
告
を
行
い
、
今
井
「
廿
日
祇
園
」
の
全
て
の
行
事
を

終
了
す
る
。

（
福
間
　
裕
爾
）
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生お
い
た
つ
は
ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ
や
ま
か
さ

立
八
幡
神
社
山
笠

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
　

　
名
称
　
生
立
八
幡
神
社
山
笠

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
四
日

　（
旧
指
定
　
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
二
月
二
〇
日
）

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、
二
九
「
山
笠
」

【
別
名
】
犀
川
神
事
　
生
立
八
幡
宮
神
幸
祭

【
地
域
の
概
要
】

　
生
立
八
幡
神
社
の
信
仰
圏
は
、
大お
お
む
ら村

、
山や

ま

鹿が

、
古ふ

る
か
わ川

、
下し

も

高た
か

屋や

、
木き

山や
ま

、
大お

お
く
ま熊

、

久ひ
さ
ど
み富

、
花は

な
ぐ
ま熊

、
谷た

に
ぐ
ち口

、
本ほ

ん
じ
ょ
う庄、

続ぞ
く
み
ょ
う
い
ん

命
院
、
崎さ

き
や
ま山

、
八や

ツつ

溝み
ぞ

、
末す

え江
、
彦け

ん
ど
く徳

の
一
六

村
で
、
こ
れ
ら
の
大
字
は
長な
が

井い

手
永
に
属
し
て
い
た
。
手
永
は
小
倉
藩
の
村
落
支

配
単
位
で
あ
る
。
長
井
手
永
の
大
庄
屋
は
大
村
の
永
井
家
が
務
め
て
い
た
。
明
治

二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
町
村
制
施
行
で
彦
徳
が
豊と
よ

津つ

町
と
な
り
、
他
の
一
五
村

は
東
、
西
、
南
犀
川
村
と
な
っ
た
。
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
に
、
東
西
南
が

統
合
さ
れ
て
犀
川
町
と
な
り
、
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
豊
津
町
、
勝か
つ
や
ま山
町

と
の
対
等
合
併
で
み
や
こ
町
と
な
っ
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
福
岡
県
京み
や

都こ

郡
み
や
こ
町
犀
川
生
立
七
番
地
　
生
立
八
幡
神
社
（
生
立
八
幡
宮
）

【
実
施
時
期
】

　
明
治
以
前
は
、「
八
朔
神
幸
」
と
呼
ば
れ
旧
暦
八
月
一
日
の
祭
礼
だ
っ
た
。
改
暦

で
五
月
一
一
日
例
祭
に
な
り
、
現
在
で
は
五
月
第
二
日
曜
日
ま
で
の
三
日
間
、
生

立
八
幡
神
社
夏
季
大
祭
で
山
笠
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

【
伝
承
組
織
】

　
生
立
八
幡
神
社
・
同
氏
子
会
・
各
山
笠
奉
納
区
（
続
命
院
・
山
鹿
・
柳
瀬
・
古

川
・
上
本
庄
・
大
熊
・
木
山
・
谷
口
）
行
政
単
位
の
区
が
伝
承
組
織
。
各
区
は
御

旅
所
の
宿
直
、
神
輿
舁
き
な
ど
を
輪
番
で
受
け
持
ち
、
山
笠
の
奉
納
を
分
担
す
る
。

「
立
屋
敷
神
事
」、
稚
児
、
大
幣
持
ち
だ
け
は
、
大
村
区
が
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
神
幸
祭
の
起
源
は
治
暦
三
（
一
〇
六
七
）
年
と
さ
れ
る
が
、
当
初
か
ら
山
笠
を

伴
う
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
詳
。
江
戸
時
代
中
期
に
、
風
止
め
祈
願
、
厄
除
け
、

作
頼
み
な
ど
豊
作
を
祈
願
す
る
八
朔
節
供
の
神
幸
行
事
に
山
笠
が
供
奉
。
当
初
の

山
笠
は
榊
を
乗
せ
た
「
柴
山
」
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
　

【
実
施
内
容
】

一
　
お
籤
と
り
　
四
月
上
旬
　

　
神
輿
が
行
幸
す
る
大
村
区
立
屋
敷
神
事
の
御
座
（
座
元
）、
御
手
男
（
御
座
を

補
助
し
、
神
事
・
も
て
な
し
の
準
備
に
携
わ
る
者
）
二
名
、
稚
児
、
大
幣
持
ち
を

定
め
る
「
お
籤
と
り
」
か
ら
祭
礼
行
事
が
始
ま
る
。

　
上
本
庄
区
で
は
、
お
潮
井
と
り
、
汐
か
き
、
山
笠
作
り
な
ど
の
諸
役
が
籤
引
き

で
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
「
祇
園
座
」
と
呼
ん
で
い
る
。

二
　
山
笠
準
備
　「
竹
取
り
　
蔓
取
り
　
花
切
り
　
綱
打
ち
」　
四
月
中

　
蔓
は
、
山
笠
の
腰
木
に
渡
し
て
曳
き
綱
を
支
え
る
「
綱
持
た
せ
」、
台
各
部
の

締
め
付
け
な
ど
に
使
う
。
五
色
の
紙
を
切
り
竹
ひ
ご
に
付
た
ヤ
ナ
ギ
と
呼
ば
れ
る

飾
り
物
「
花
」
を
作
る
。
曳
き
綱
は
数
年
に
一
度
打
ち
、
各
家
か
ら
供
出
さ
れ
た

端
縄
一
カ
タ
（
六
〇
尋
）
か
ら
三
三
本
の
三
撚
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
曳
き
綱
は

担
が
れ
て
お
潮
井
と
り
を
し
て
練
り
歩
き
、
民
家
の
庭
に
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
御
神

酒
を
振
舞
わ
れ
る
。
曳
き
綱
は
夜
隠
さ
れ
て
そ
れ
を
役
員
が
探
し
出
す
と
い
う
儀

礼
が
行
わ
れ
る
。
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三
　
注
連
卸
し
　
五
月
祭
礼
の
前
日
　

　
立
屋
敷
御
仮
屋
の
周
囲
、
立
屋
敷
鳥
居
前
、
大
木
戸
鳥
居
前
、
水
神
場
の
榎
、

誉
田
皇
子
御
手
触
之
石
に
注
連
を
張
る
「
注
連
卸
し
」
を
す
る
。
一
六
時
か
ら
生

立
八
幡
神
社
神
職
が
地
面
に
座
し
て
、
立
屋
敷
、
大
木
戸
、
水
神
場
の
順
で
祭
典

が
行
わ
れ
る
。
舗
装
さ
れ
る
前
ま
で
は
、
大
村
区
の
永
井
家
（
大
庄
屋
）
か
ら
立

屋
敷
御
仮
屋
ま
で
砂
を
敷
い
た
。

四
　
お
潮
井
と
り
　
五
月
一
二
日
　
生
立
八
幡
神
社
前
の
今
川

　
山
笠
は
ジ
ン
ジ
ヤ
マ
あ
る
い
は
ヤ
マ
と
呼
ば
れ
、
曳
き
山
と
舁
き
山
の
二
種
あ

る
。
曳
き
山
は
「
親
車
」
と
呼
ば
れ
、
続
命
院
と
山
鹿
か
ら
出
る
。
組
み
立
て
は

現
在
で
は
生
立
八
幡
神
社
前
の
馬
場
（
神じ
ん

事じ

河ご
う

原ち

）
で
行
わ
れ
る
が
、
か
つ
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
行
い
、
祭
礼
の
日
に
馬
場
ま
で
来
て
い
た
。
山
笠
に
は
、
造

り
物
と
榊
を
取
り
付
け
る
大
ダ
シ
、
小
ダ
シ
と
呼
ば
れ
る
一
四
～
一
五
メ
ー
ト
ル

の
棒
を
二
本
立
て
る
。
先
端
部
に
は
鳥
毛
と
い
う
飾
り
が
付
く
。
山
笠
の
重
量
は

四
ト
ン
。
続
命
院
の
四
本
柱
は
、
上
に
い
く
ほ
ど
間
隔
が
開
く
形
式
で
、
今
井
祇

園
の
山
車
と
同
じ
で
あ
る
。
今
井
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
井
の
方

で
は
中
須
の
山
車
を
続
命
院
に
譲
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
続
命
院
の
大
ダ
シ
に
は

「
生
立
八
幡
宮
本
車
」
神
額
、
山
鹿
の
小
ダ
シ
に
は
紙
花
の
「
輪
違
い
」、
サ
イ
コ

ロ
や
将
棋
の
駒
を
象
っ
た
サ
イ
コ
マ
の
飾
り
が
付
く
。
紙
花
の
飾
り
は
大
ヤ
ナ
ギ
、

小
ヤ
ナ
ギ
、
旗
状
の
飾
り
は
フ
ン
ド
シ
と
呼
ば
れ
る
。
竿
の
突
端
に
付
け
る
馬
印

（
扇
、
軍
配
、
太
鼓
）
な
ど
飾
り
は
各
区
で
少
し
ず
つ
異
な
る
。
木
山
区
と
谷
口

区
の
舁
き
山
で
は
屋
根
の
四
隅
に
「
八
つ
旗
」
と
い
う
白
い
晒
木
綿
を
腰
木
ま
で

垂
ら
す
が
、
神
社
の
対
岸
の
区
は
今
川
を
渡
る
「
川
渡
り
」
を
し
て
馬
場
に
参
集

す
る
の
に
対
し
、
木
山
と
谷
口
は
川
渡
り
を
し
な
い
。
そ
の
た
め
の
飾
り
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。
各
山
笠
に
は
中
央
に
は
榊
の
大
枝
を
立
て
、
神
社
名
の
青
幟
二
本

を
ダ
シ
に
飾
り
、
屋
根
に
は
赤
い
幟
旗
を
左
右
で
三
〇
本
立
て
る
。
こ
の
旗
差
し

の
幟
は
か
つ
て
は
数
本
飾
る
程
度
だ
っ
た
。

　
山
笠
は
、
続
命
院
、
山
鹿
、
そ
し
て
舁
き
山
が
続
く
が
山
の
順
番
に
関
し
て
は

時
代
に
よ
り
変
動
が
あ
り
一
定
し
て
い
な
い
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
、
舁

き
山
の
う
ち
柳
瀬
区
、
古
川
区
の
山
笠
が
諸
事
情
の
た
め
に
出
ず
、
全
部
で
六
基

と
な
っ
た
。

　
山
笠
が
組
み
上
が
る
と
「
ひ
い
」
と
呼
ぶ
御
幣
と
榊
を
持
っ
て
今
川
に
行
き
、

川
水
を
手
桶
に
汲
み
川
潮
井
を
と
る
。
本
来
は
山
笠
を
川
に
持
っ
て
い
き
台
を
清

め
た
。
そ
れ
を
「
汐
か
き
」
と
言
っ
た
。
各
区
そ
れ
ぞ
れ
今
川
水
系
の
小
川
に
お

潮
井
と
り
場
が
あ
っ
た
が
、
今
は
神
社
橋
下
の
今
川
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
場

に
御
幣
を
立
て
る
区
も
あ
る
。
昔
は
五
月
九
日
未
明
に
、
各
区
と
も
行
橋
市
沓
尾

の
姥
ケ
懐
ま
で
ゆ
き
、
潮
井
筒
に
海
水
と
藻
を
と
っ
て
八
時
に
戻
っ
て
い
た
。
現

在
で
は
上
本
庄
区
だ
け
が
こ
の
行
事
を
続
け
て
い
る
。

　
一
七
時
頃
、
神
輿
の
お
潮
井
と
り
。
三
台
の
神
輿
が
今
川
の
堤
防
ま
で
ゆ
き
そ

こ
で
待
機
、
潮
井
を
待
っ
て
か
ら
神
社
に
戻
る
。
か
つ
て
は
神
輿
が
今
川
に
入
っ

て
い
た
。

　
各
区
の
舁
き
山
は
、
潮
井
が
来
る
と
台
の
四
方
に
か
け
、
正
面
の
鉦
に
む
け
て

振
り
か
け
る
。
鉦
が
打
た
れ
、
舁
き
手
た
ち
は
「
や
ー
」
の
掛
け
声
で
腰
木
を
担

ぐ
よ
う
に
し
て
細
か
く
上
下
に
揺
す
る
動
作
を
す
る
。
終
わ
る
と
す
ぐ
に
鉦
を
下

す
。
か
つ
て
山
笠
を
川
に
担
い
で
い
き
、
お
潮
井
と
り
を
し
て
い
た
と
き
の
名
残

と
い
う
。
お
潮
井
手
桶
は
台
下
に
結
び
付
け
ら
れ
る
。

五
　
神
幸
祭
　
お
下
り
　
山
笠
巡
行
　
五
月
一
三
日
土
曜
日

　
各
山
笠
は
、
台
組
み
の
外
側
に
竹
を
立
て
小
縄
を
縦
横
に
組
み
、
小
倉
藩
の
三

階
菱
紋
入
り
の
胴
幕
、
刺
繍
入
り
の
水
引
幕
な
ど
を
複
数
巻
き
、
正
面
に
日
の
丸

を
飾
る
。
神
社
鳥
居
に
向
か
っ
て
左
側
に
続
命
院
、
山
鹿
の
親
車
が
並
び
、
上
本

庄
、
大
隈
、
木
山
、
谷
口
の
曳
き
山
が
続
く
。
平
年
な
ら
上
本
庄
の
前
に
、
柳
瀬
、

古
川
の
舁
き
山
が
並
ぶ
。

　
一
五
時
、
神
幸
行
列
の
人
々
が
裃
姿
で
拝
殿
に
昇
殿
し
て
本
宮
発
輿
祭
が
始
ま

る
。
本
殿
、
拝
殿
、
神
輿
、
神
幸
祭
関
係
者
を
修
祓
、
神
輿
に
向
か
っ
て
祝
詞
を

奏
上
す
る
。
神
輿
が
神
社
を
出
て
、
大
村
区
の
立
屋
敷
仮
屋
（
御
旅
所
）
へ
神
幸

す
る
。
供
奉
す
る
稚
児
と
大
幣
持
ち
と
は
、
大
村
区
大
庄
屋
又
は
江
戸
期
に
苗
字

帯
刀
を
許
さ
れ
た
家
の
三
歳
～
五
歳
の
男
児
を
神
職
の
「
お
籤
と
り
」
で
選
ぶ
。

選
ば
れ
た
家
は
「
と
お
り
も
ん
が
お
り
た
」
と
喜
ぶ
。
御
旅
所
で
の
神
事
で
、
男

手
の
み
で
作
ら
れ
る
八
一
個
の
小
餅
を
杉
の
葉
で
包
ん
だ
「
杉
餅
」
と
呼
ば
れ
る
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特
殊
神
饌
が
供
え
ら
れ
る
。

　
一
五
時
に
お
下
り
が
始
ま
る
と
、
山
笠
は
腰
木
を
御
神
酒
で
清
め
、
続
命
院
か

ら
動
き
始
め
る
。
か
つ
て
は
大
村
区
の
御
旅
所
ま
で
神
輿
に
供
奉
し
た
が
、
現
在

は
馬
場
の
御
旅
所
ま
で
の
近
距
離
を
移
動
す
る
。
巡
行
で
は
、
山
車
責
任
者
、
お

潮
祓
い
、
木
遣
り
、
打
鉦
、
太
鼓
、
前
梶
、
後
梶
等
の
役
が
あ
る
。
山
笠
の
操
舵
は
、

腰
木
の
梶
縄
で
す
る
。
前
の
左
右
に
三
本
ず
つ
、
後
ろ
に
二
本
ず
つ
結
ん
だ
藁
縄

に
ぶ
ら
下
が
る
よ
う
に
し
て
方
向
を
変
え
る
。
親
車
の
径
一
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
る

四
輪
に
は
左
右
に
「
れ
ん
が
綱
」
と
呼
ば
れ
る
縄
を
束
ね
た
も
の
で
心
棒
を
覆
い

結
ぶ
。
直
径
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
も
の
二
本
を
一
本

に
束
ね
た
曳
き
綱
で
曳
く
。

　
舁
き
山
の
腰
木
は
、
大
丸
太
二
本
が
前
後
に
貫
き
、
そ
の
下
に
小
丸
太
を
横
に

取
り
付
け
て
舁
き
手
が
一
つ
の
小
丸
太
に
九
人
が
入
り
、
百
人
以
上
で
担
い
で
御

旅
所
へ
進
む
。
す
べ
て
の
山
笠
が
馬
場
の
御
旅
所
前
に
集
合
す
る
と
、
各
山
笠
は

「
一
本
締
め
」
で
こ
の
日
の
巡
行
を
終
え
る
。

　
木
遣
り
の
音
頭
に
合
わ
せ
て
、
ト
ー
リ
ャ
の
掛
け
声
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
二

つ
の
鉦
、
太
鼓
が
打
た
れ
山
笠
が
動
く
。
鉦
打
ち
は
代
々
決
ま
っ
た
家
柄
が
務
め
、

「
人
寄
せ
」、「
き
ゃ
り
」、「
引
立
て
」、「
引
出
し
」
な
ど
が
あ
る
が
、
各
区
で
流

儀
は
異
な
る
。

　
神
幸
行
列
が
馬
場
の
お
旅
所
に
戻
る
と
、
一
七
時
半
頃
か
ら
神
輿
三
台
が
据
え

ら
れ
御
旅
所
着
輿
祭
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
後
神
社
拝
殿
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た

夜
神
楽
は
、
大
雨
の
た
め
中
止
さ
れ
た
。
神
幸
の
一
行
は
こ
の
日
は
御
旅
所
に
宿

直
す
る
。
馬
場
は
夜
店
が
並
び
夜
ま
で
賑
わ
う
。
か
つ
て
は
「
犀
川
の
夜
市
」
と

呼
ば
れ
て
近
隣
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が
集
っ
た
。

六
　
神
幸
祭
　
お
上
り
　
山
笠
巡
行
　
五
月
一
四
日

　
一
五
時
、
御
旅
所
発
輿
祭
が
あ
り
、
神
幸
行
列
は
浮
き
殿
へ
と
移
動
す
る
。
そ

の
間
に
山
笠
は
元
の
位
置
に
戻
る
。
一
八
時
、
神
幸
行
列
が
神
社
へ
戻
る
と
、
本

宮
着
輿
祭
が
あ
り
、
三
台
の
神
輿
か
ら
神
霊
が
神
社
に
戻
り
神
幸
祭
は
終
了
し
、

そ
の
後
、
山
笠
は
解
体
さ
れ
て
倉
庫
に
仕
舞
わ
れ
る
。

（
福
間
　
裕
爾
）
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風ふ
う
治じ

八は
ち
幡ま
ん
宮ぐ
う
川か
わ
わ
た渡
り
神じ
ん
こ
う
さ
い

幸
祭

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
風
治
八
幡
神
社
川
渡
神
幸
行
事

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
四
日

　（
旧
指
定
　
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
一
二
月
一
三
日
）

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、
二
九
「
山
笠
」

【
別
名
】
伊
田
の
御
神
幸

【
地
域
の
概
要
】

　
風
治
八
幡
神
社
の
氏
子
は
、
藩
政
期
は
上
伊い

た田
村
・
中
伊
田
村
・
下
伊
田
村
で

あ
っ
た
。
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
に
三
村
が
伊
田
村
と
な
り
、
上
伊
田
・
下

伊
田
・
中
伊
田
・
番ば
ん

田だ

・
鉄て

っ
ぽ
う砲

町
の
五
つ
の
区
が
設
置
さ
れ
た
。
五
区
が
輪
番
で
、

山
笠
や
獅
子
舞
の
奉
納
を
分
担
し
て
き
た
。
三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
開
削
に
伴

う
人
口
増
加
に
よ
り
、大
正
三（
一
九
一
四
）年
に
伊
田
町
、昭
和
一
八（
一
九
四
三
）

年
に
後ご

藤と
う

寺じ

町
と
の
合
併
で
田
川
市
と
な
っ
た
。

　
明
治
初
頭
ま
で
は
上
伊
田
、
中
伊
田
、
下
伊
田
の
山
笠
だ
け
が
彦
山
川
を
渡
っ

て
い
た
。
お
下
り
で
は
、
一
番
は
上
伊
田
、
二
番
は
中
伊
田
、
三
番
が
下
伊
田
、

お
上
り
の
と
き
は
、
下
伊
田
が
一
番
と
な
り
、
中
伊
田
、
上
伊
田
が
続
い
た
。
明

治
末
年
に
は
下
伊
田
・
鉄
砲
町
・
番
田
・
中
伊
田
か
ら
一
本
ず
つ
山
笠
を
出
し
、

上
伊
田
が
獅
子
舞
を
担
当
し
た
。
大
正
以
降
、
町
部
の
新
設
区
が
踊
り
山
を
建
て

た
。
踊
り
山
は
引
き
台
と
も
呼
ば
れ
、
幟
山
に
着
い
て
川
渡
り
し
て
い
た
が
、
踊

り
山
を
改
造
し
て
幟
山
と
す
る
区
も
現
れ
本
数
が
増
え
、
一
三
基
の
幟
山
が
出
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
炭
鉱
閉
山
で
四
本
に
ま
で
減
少
し
た
が
、
現
在
は

一
一
基
の
山
笠
が
出
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
福
岡
県
田
川
市
伊
田
　
風
治
八
幡
神
社  

御
旅
所
　
彦
山
川

【
実
施
時
期
】
五
月
第
三
土
曜
日
、
日
曜
日

【
伝
承
組
織
】

　
伊
田
区
長
会
、
風
治
八
幡
神
社
奉
賛
会
、
敬
神
婦
人
会
、
川
渡
り
青
年
会
友
志

会
、
神
輿
を
か
つ
ぐ
会
、
田
川
商
業
連
合
会
、
山
笠
当
番
区
（
一
番
下
伊
田
、
二

番
下
魚
町
、
三
番
鉄
砲
町
、
四
番
新
町
、
五
番
川
端
町
、
六
番
番
田
、
七
番
栄
町
、

八
番
大
通
り
、
九
番
橘
、
一
〇
番
三
井
伊
田
、
一
一
番
上
伊
田
東
）

【
由
来
・
伝
承
】

　
永
禄
年
間
、
伊
田
村
で
疱
瘡
流
行
時
に
、
風
治
八
幡
神
社
境
内
の
祇
園
社
に
終

息
を
祈
り
、
願
成
就
の
万
年
願
の
神
幸
祭
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
陰
暦
三
月
一
五
、一
六
日
が
祭
日
だ
っ
た
が
、
明
治
末
年
に
陽
暦
五
月
一
七
、一
八

日
に
変
わ
っ
た
。
昭
和
初
期
ま
で
六
月
一
四
、一
五
日
、
戦
後
に
三
井
田
川
鉱
業

所
の
給
料
日
に
合
わ
せ
て
五
月
一
六
、一
七
日
に
変
更
さ
れ
た
。
現
在
は
五
月
の

第
三
土
曜
日
、
日
曜
日
の
両
日
が
祭
日
で
あ
る
。

【
実
施
内
容
】本
報
告
は
令
和
五（
二
〇
二
三
）年
の
一
番
山
下
伊
田
を
中
心
に
行
う
。

一
　
神
幸
祭
準
備
　
四
月
注
連
お
ろ
し
　
五
郎
瀬
祭
り
　
蔓
取
り

　
四
月
一
日
の
注
連
お
ろ
し
で
鳥
居
に
新
し
い
注
連
縄
が
掛
け
ら
れ
、
区
総
代
に

よ
る
当
番
地
区
の
確
認
と
祭
礼
ま
で
の
日
程
の
打
ち
合
わ
せ
が
あ
る
。
四
月
下
旬

に
彦
山
川
の
堰
で
「
五
郎
瀬
祭
」
と
い
う
川
祭
り
が
あ
る
。
五
月
に
な
る
と
各
区

が
山
や
囃
子
の
準
備
に
入
る
。

　
以
前
は
、「
蔓
取
り
」
と
「
綱
打
ち
」
を
行
っ
て
い
た
。
山
の
各
部
を
締
め
る

藤
蔓
を
山
に
取
り
に
ゆ
き
、
各
戸
か
ら
引
き
縄
の
材
料
と
し
て
藁
縄
を
集
め
た
。

山
の
組
み
立
て
後
に
彦
山
川
に
潮
井
（
水
と
川
砂
）
を
取
り
に
ゆ
く
。
平
成
七
年

頃
か
ら
下
伊
田
区
の
青
年
部
は
、
四
月
最
後
の
日
曜
日
の
朝
、
彦
山
川
上
流
の
深

倉
峡
と
行
橋
市
簑
島
海
岸
（
長
井
の
浜
）
ま
で
潮
井
を
取
り
に
ゆ
く
よ
う
に
な
っ
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た
。
山
笠
を
触
る
前
に
は
、
必
ず
潮
井
で
清
め
る
。

　
幟の
ぼ
り
や
ま山は
四
輪
の
曳
き
山
で
あ
る
。
屋
根
の
中
央
に
サ
シ
と
呼
ぶ
六
～
八
メ
ー
ト

ル
の
柱
を
立
て
る
。
先
端
に
御
幣
と
三
輪
が
あ
り
、
中
段
に
玉
袋
と
呼
ば
れ
る
杉

の
葉
を
飾
っ
た
竹
籠
を
付
け
る
。
竹
に
色
紙
の
短
冊
を
貼
っ
た
も
の
を
挿
し
て
花

の
よ
う
に
広
げ
、
こ
れ
は
バ
レ
ン
と
呼
ば
れ
る
。
か
つ
て
は
大
ザ
シ
・
小
ザ
シ
と

呼
ば
れ
る
二
本
の
柱
を
立
て
、
各
区
で
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
て
高
さ
を
競
っ
て

い
た
が
、
電
灯
線
の
架
設
に
よ
り
小
ザ
シ
一
本
の
み
と
な
り
、
高
さ
一
三
メ
ー
ト

ル
に
統
一
さ
れ
た
。
飾
り
方
は
各
区
で
異
な
る
が
、
屋
根
に
一
〇
本
ほ
ど
の
緋
幟

旗
（
ゴ
ロ
フ
地
）
を
立
て
る
。

二
　
町
内
巡
行
　
神
幸
祭
　
お
下
り
　
五
月
二
〇
日

　
下
伊
田
の
山
笠
は
、
八
時
か
ら
町
内
巡
行
を
始
め
る
。
祝
儀
を
受
け
た
家
々
に

山
笠
で
門
付
け
し
て
ガ
ブ
リ
（
舁
き
棒
に
肩
を
入
れ
て
山
笠
を
前
後
に
揺
す
る
こ

と
）
を
し
て
お
礼
し
て
い
く
。

　
一
〇
時
、
区
長
の
挨
拶
、
青
年
部
他
の
紹
介
、「
三
三
四
拍
子
の
打
込
み
」
で
、

下
伊
田
町
内
を
出
て
風
治
八
幡
神
社
へ
向
か
う
。
子
ど
も
達
が
「
道
中
囃
子
」
を

演
奏
す
る
。
下
伊
田
に
は
鉦
・
太
鼓
は
笛
と
一
緒
に
叩
い
た
と
さ
れ
る
京
囃
子
が

あ
っ
た
が
失
伝
し
た
た
め
、
今
井
祇
園
（
今
井
津
須
佐
神
社
）
に
出
向
き
囃
子
を

学
ん
で
、
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
に
復
元
さ
れ
た
も
の
が
笛
の
道
中
囃
子
で

あ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
女
人
禁
制
を
解
い
て
女
児
の
笛
奏
者
を
山
笠
に
乗
せ
る
よ

う
し
た
。
風
治
八
幡
の
神
は
女
性
と
さ
れ
、
山
笠
に
は
女
性
は
参
加
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
道
中
囃
子
の
掛
け
声
は
オ
ッ
シ
ョ
イ
で
あ
る
。
明
治
大
正
期
に
山
笠
を

下
伊
田
と
共
同
で
巡
行
さ
せ
た
鉄
炮
町
に
も
道
中
囃
子
が
あ
る
。

　
風
治
八
幡
神
社
下
の
県
道
四
一
号
南
大
通
り
の
待
機
位
置
に
、
一
番
山
笠
か
ら

順
に
入
る
。
一
二
時
、
各
山
笠
区
の
区
長
や
役
員
た
ち
が
神
社
拝
殿
に
昇
殿
し
て

神
幸
祭
の
神
事
が
始
ま
る
。
一
三
時
二
〇
分
、
一
番
山
か
ら
順
に
大
勢
で
サ
ス
マ

タ
を
支
え
て
屋
根
に
小
ザ
シ
を
立
て
、
一
六
〇
本
束
ね
て
い
た
バ
レ
ン
を
開
く
。

各
区
と
も
こ
れ
に
は
趣
向
を
凝
ら
し
、
五
番
山
川
端
町
は
開
く
と
仕
込
ま
れ
た
風

船
が
空
に
舞
い
上
が
っ
た
。
下
伊
田
で
は
、
白
幟
（
風
治
八
幡
宮
、
天
下
泰
平
）

二
本
、
六
メ
ー
ト
ル
の
バ
レ
ン
一
六
〇
本
を
囲
む
よ
う
に
緋
幟
旗
二
四
本
を
円
形

に
配
置
す
る
。
台
を
飾
る
幕
は
西
陣
織
で
あ
る
。

　
一
四
時
、
神
幸
祭
お
下
り
が
始
ま
る
。
境
内
で
の
獅
子
舞
奉
納
後
、
風
治
八
幡

神
社
と
白
鳥
神
社
の
神
輿
二
基
が
一
番
山
の
前
で
神
輿
振
り
を
繰
り
返
し
彦
山
川

へ
向
か
う
と
、「
風
治
八
幡
宮
前
」
交
差
点
で
一
番
山
か
ら
ガ
ブ
リ
や
大
回
し
を

披
露
し
て
神
輿
に
続
い
て
彦
山
川
に
入
る
。
山
同
士
が
水
を
掛
け
合
い
、
ド
ラ
イ

ア
イ
ス
の
煙
、
紙
吹
雪
、
餅
撒
き
な
ど
、
各
町
と
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
で
あ
っ

た
。
棒
先
に
青
年
た
ち
が
乗
っ
た
ま
ま
、
激
し
く
ガ
ブ
ル
と
こ
ろ
も
あ
る
。
鉦
太

鼓
の
乱
打
で
山
を
前
後
に
傾
け
て
揺
ら
す
ガ
ブ
リ
を
続
け
る
。
鉦
を
木
槌
二
本
で

乱
打
す
る
囃
子
は
ダ
ブ
リ
と
呼
ば
れ
る
。
鉦
の
数
は
町
に
よ
っ
て
数
・
大
き
さ
と

も
異
な
る
。
叩
き
方
は
鉦
の
外
側
を
叩
く
が
、
大
分
県
中
津
か
ら
伝
わ
っ
た
豊
前

囃
子
と
さ
れ
る
六
番
番
田
だ
け
は
鉦
の
内
側
を
叩
く
。
各
区
の
山
笠
は
川
の
中
で

記
念
撮
影
を
し
て
、
一
六
時
四
〇
分
、
上
伊
田
青
年
部
長
の
合
図
で
一
一
基
の
山

笠
が
川
の
中
央
で
整
列
し
て
、
一
斉
に
ガ
ブ
ル
青
年
部
有
志
に
よ
る
競
演
会
が
始

ま
る
。
二
時
間
ほ
ど
で
川
か
ら
上
が
る
。
御
旅
所
は
風
治
八
幡
神
社
か
ら
見
る
と

彦
山
川
を
渡
っ
た
対
岸
に
あ
る
。
当
初
、
御
旅
所
は
対
岸
で
は
な
く
社
地
か
ら
東

の
川
原
に
あ
っ
た
。
明
治
初
め
ま
で
は
、
対
岸
の
下
伊
田
・
鉄
砲
町
の
山
が
彦
山

川
を
渡
っ
て
く
る
の
を
、
中
伊
田
・
番
田
の
山
が
川
の
中
で
出
迎
え
揃
っ
て
神
社

ま
で
行
き
、
そ
れ
か
ら
お
下
り
に
な
っ
た
。
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
豊
州

鉄
道
が
開
通
し
、
御
旅
所
が
彦
山
川
対
岸
に
移
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
神
輿
と
山
が

揃
っ
て
川
を
渡
る
よ
う
に
な
り
「
川
渡
り
神
幸
祭
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
七
時
、
御
旅
所
鳥
居
前
で
神
輿
を
待
つ
間
、
上
伊
田
は
ガ
ブ
リ
を
続
け
る
。

神
輿
が
御
旅
所
で
あ
る
武
徳
殿
に
入
る
と
、
上
伊
田
は
区
長
の
挨
拶
と
青
年
部
長

が
台
に
上
が
り
三
三
四
拍
子
の
手
打
ち
で
こ
の
日
の
行
事
を
終
え
た
。
一
一
基
の

山
笠
は
御
旅
所
鳥
居
前
に
向
か
っ
て
左
に
一
番
下
伊
田
を
筆
頭
に
、
奇
数
山
が
横

に
並
ぶ
。
右
に
二
番
下
魚
町
か
ら
偶
数
山
が
並
ん
で
停
車
し
、
提
灯
を
飾
り
付
け

て
一
晩
を
過
ご
す
。

三
　
神
幸
祭
　
お
上
り
　
五
月
二
一
日

　
一
一
時
三
〇
分
、
上
伊
田
は
御
旅
所
の
山
笠
の
前
で
記
念
撮
影
を
す
る
。
区
長

役
員
挨
拶
に
続
き
、
青
年
部
長
が
音
頭
を
と
り
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
唱
和
、
三
三
四
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拍
子
の
手
打
ち
で
お
上
り
を
始
め
る
。
御
旅
所
で
の
獅
子
舞
奉
納
に
続
き
、
神
輿

を
先
頭
に
一
一
番
山
か
ら
順
に
川
に
入
り
ガ
ブ
ル
。
一
番
山
が
最
後
に
彦
山
川
に

入
っ
た
。
下
伊
田
は
還
暦
を
迎
え
た
人
に
赤
法
被
を
着
せ
、
台
に
乗
せ
て
祝
う
。

川
の
中
で
新
町
と
下
伊
田
の
山
笠
が
互
い
に
表
の
棒
を
上
げ
て
対
峙
し
、
棒
先
に

青
年
が
乗
り
ワ
ッ
シ
ョ
イ
を
連
呼
し
て
激
し
く
ガ
ブ
ル
。
三
三
四
拍
子
の
手
打
ち

を
し
て
両
山
笠
は
分
か
れ
た
。

　
一
五
時
四
三
分
、
一
〇
番
三
井
伊
田
が
神
社
下
に
戻
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
続
き

各
山
笠
は
南
大
通
り
神
社
下
で
バ
レ
ン
を
倒
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
へ
戻
る
。
神

輿
は
神
社
に
戻
り
還
御
の
神
事
が
あ
る
。
一
一
番
伊
田
東
は
神
社
下
に
戻
ら
ず
に

橋
の
上
で
バ
レ
ン
を
倒
し
て
そ
の
ま
ま
町
へ
戻
っ
た
。
一
七
時
半
、
二
番
下
魚
町

は
町
内
で
バ
レ
ン
を
倒
し
た
後
、
曳
き
手
だ
け
が
神
社
下
に
来
て
神
社
を
遥
拝
し

た
。
一
七
時
四
〇
分
、
一
番
山
下
伊
田
が
神
社
下
に
戻
り
、
こ
こ
で
バ
レ
ン
を
倒

し
紅
白
の
提
灯
を
山
笠
に
取
り
付
け
て
い
く
。

　
一
八
時
、
下
伊
田
山
笠
は
提
灯
を
灯
し
て
神
社
下
を
出
発
し
て
山
笠
格
納
庫
へ

帰
る
。
神
社
か
ら
一
番
遠
い
町
が
下
伊
田
区
で
あ
る
。
一
番
遠
い
町
が
一
番
山
を

勤
め
た
と
も
伝
え
て
い
る
。
格
納
庫
は
「
五
郎
瀬
」
の
そ
ば
に
あ
る
。
道
中
囃
子

を
奏
で
て
戻
っ
て
い
く
。

　
一
九
時
三
〇
分
、
格
納
庫
に
到
着
。
道
中
囃
子
を
奏
で
な
が
ら
前
棒
だ
け
を
上

げ
る
よ
う
に
優
し
く
最
後
の
ガ
ブ
リ
を
す
る
。
区
長
ほ
か
の
挨
拶
が
あ
り
三
三
四

拍
子
の
手
打
ち
で
川
渡
り
行
事
は
終
了
し
た
。
二
〇
時
、
山
笠
か
ら
サ
シ
を
降
ろ

し
て
収
納
。
バ
レ
ン
は
区
長
が
町
内
の
組
内
戸
数
分
に
鋸
で
切
断
し
て
丸
く
輪
に

し
て
い
く
。
バ
レ
ン
は
各
家
で
玄
関
に
飾
ら
れ
て
魔
除
け
と
な
る
。
格
納
庫
に
山

笠
を
納
め
て
、
行
事
は
終
了
と
な
る
。

（
福
間
　
裕
爾
）
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苅か
ん
田だ

山や
ま
笠か
さ

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
苅
田
山
笠

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
四
日

　（
旧
指
定
　
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
四
月
一
九
日
）

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、
二
九
「
山
笠
」

【
別
名
】　
苅
田
神
事
　
宇
原
神
社
神
幸
祭

【
地
域
の
概
要
】

　
山
笠
は
旧
村
の
与よ

原ば
る

上
、
与
原
下
、
尾お

倉ぐ
ら

、
集
あ
つ
ま
り、
南み
な
み
ば
る原、
馬ば

ば場
、
濱は
ま

、
港み
な
と、
提
ひ
し
ゃ
げ、

長な
が
は
た畑

、
上か

み
ま
ち町

、
中な

か
ま
ち町

、
本も

と
ま
ち町

、
西に

し
ま
ち町

、
雨あ

ま
く
ぼ窪

の
一
五
区
か
ら
出
す
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
福
岡
県
京み
や

都こ

郡
苅
田
町
一
帯
　
宇う

原は
ら

神
社
　
苅
田
町
役
場
宇
原
神
社
浮
殿
　
Ｊ

Ｒ
苅
田
駅
前

【
実
施
時
期
】

　
か
つ
て
は
旧
暦
八
月
一
四
日
～
一
五
日
に
行
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
三（
一
九
六
四
）

年
に
一
〇
月
一
日
、
二
日
と
変
わ
り
、
そ
の
後
大
祭
は
一
〇
月
第
一
日
曜
日

と
し
て
、
各
行
事
を
そ
れ
に
合
わ
せ
て
二
週
間
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
令
和
四

（
二
〇
二
二
）
年
は
九
月
一
八
日
～
一
〇
月
二
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

【
伝
承
組
織
】

　
苅
田
山
笠
保
存
振
興
会
、
苅
田
山
笠
青
年
会
、
苅
田
町
一
五
区
、
各
区
が
順
番

で
当
場
を
決
め
て
運
営
す
る
。
山
笠
は
す
べ
て
宇
原
神
社
の
氏
子
が
出
す
。
か
つ

て
旧
一
〇
村
か
ら
九
基
出
て
い
た
。
堤
と
長
畑
が
二
町
で
一
つ
の
山
笠
を
出
し
た
。

現
在
は
新
し
い
五
区
が
加
わ
り
、
山
笠
も
各
区
か
ら
出
て
一
四
基
に
な
っ
た
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
嘉
吉
二
（
一
四
四
二
）
年
、
宇
原
神
社
の
神
幸
に
各
村
か
ら
傘
鉾
を
出
し
た
。

慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年
の
八
月
一
五
日
の
放
生
会
に
村
々
か
ら
出
し
た
鉾
山
が

苅
田
山
笠
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

一
　
鉦
卸
し
　
汐
か
き
　
九
月
一
八
日

　
〇
時
過
ぎ
に
山
笠
関
係
者
が
、
大
幣
を
先
頭
に
提
灯
を
持
ち
、
鉦
を
叩
い
て
苅

田
の
漁
港
や
各
区
の
川
尻
に
行
き
、
鉦
を
海
水
で
清
め
る
。
ヨ
シ
（
葦
）
を
刈
っ

て
海
水
に
浸
し
、
汐
井
（
海
水
）
を
竹
筒
に
汲
ん
で
、
宇
原
神
社
へ
詣
で
て
、
社

殿
を
三
回
右
回
り
に
め
ぐ
り
、
葦
を
神
前
に
奉
納
す
る
。
各
区
一
張
り
の
提
灯
を

神
社
に
残
し
て
帰
る
。
汐
井
を
撒
い
て
神
社
を
清
め
、
区
に
戻
っ
て
山
笠
を
清
め

る
。
令
和
四（
二
〇
二
二
）年
は
、台
風
一
四
号
の
影
響
で
九
時
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

二
　
山
笠
台
の
組
み
立
て
　

　
当
場
（
当
番
）
が
山
笠
格
納
庫
か
ら
山
笠
の
部
材
を
取
り
出
し
て
台
を
組
み
立

て
る
。
台
枠
に
径
六
〇
～
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
木
輪
四
輪
を
付
け
、
一
二
～

一
五
メ
ー
ト
ル
の
舁
き
棒
を
大
綱
で
締
め
付
け
る
。
山
笠
の
正
面
は
「
前
」「
前

山
」、背
面
は
「
後
ろ
」、舁
き
棒
の
先
端
は
「
鼻
」
と
称
す
る
。
後
ろ
を
「
見
送
り
」

と
呼
ぶ
区
も
あ
る
。

三
　
連
歌
奉
納
　
九
月
二
二
日
　

　
氏
子
会
に
よ
る
奉
納
行
事
。
旧
八
月
八
日
に
徹
夜
し
て
連
歌
を
詠
ん
で
い
た
。

現
在
の
行
事
は
、
先
代
宮
司
が
戦
後
に
考
案
し
た
、
下
の
句
を
決
め
て
お
き
上
の

句
を
継
い
で
歌
を
完
成
す
る
形
式
で
あ
る
。
本
式
の
連
歌
は
難
し
い
と
の
判
断
で

始
め
ら
れ
た
。
一
〇
時
に
拝
殿
で
祭
典
が
始
ま
り
、
続
い
て
連
歌
奉
納
の
儀
に
な

る
。
宗
匠
が
神
前
で
詠
じ
て
奉
納
す
る
。
宗
匠
が
「
全
三
六
首
奉
る
」
と
言
い
、

奉
納
連
歌
が
記
さ
れ
た
帳
面
を
神
前
の
案
に
備
え
て
奉
納
を
終
え
る
。
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四
　
灯ひ

山や
ま
巡
行 

九
月
二
四
日

　
苅
田
山
笠
は
曳
き
山
だ
が
、
七
〇
年
程
前
ま
で
は
舁
き
山
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

三
度
姿
を
変
え
る
の
が
苅
田
山
笠
の
特
徴
で
あ
り
、
最
初
の
姿
は
二
二
〇
個
の
提

灯
を
飾
っ
た
灯
山
で
あ
る
。
例
年
な
ら
す
べ
て
の
山
笠
が
Ｊ
Ｒ
苅
田
駅
前
に
集
合

す
る
が
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

た
め
、
参
加
す
る
山
笠
を
役
場
広
場
と
Ｊ
Ｒ
苅
田
駅
前
に
半
数
ず
つ
に
分
け
た
。

　
各
町
の
山
笠
は
格
納
庫
か
ら
、
鉦
と
太
鼓
の
囃
子
で
参
集
場
所
へ
向
か
う
。
鉦

の
数
は
各
区
で
異
な
る
。
山
笠
は
二
〇
時
半
に
、
駅
前
に
集
合
し
た
。
道
中
は
鉦

太
鼓
の
ゆ
っ
く
り
し
た
「
緩
行
」
と
い
う
囃
子
で
や
っ
て
く
る
。
駅
広
場
前
の
交

差
点
で
は
、
鉦
太
鼓
の
調
子
が
変
わ
り
乱
打
さ
れ
て
、
各
山
笠
が
山
笠
の
舁
き
棒

の
前
後
を
揺
す
り
、
前
棒
あ
る
い
は
後
棒
だ
け
を
上
げ
た
ま
ま
、
大
回
転
す
る
な

ど
の
技
を
観
衆
に
披
露
す
る
。
山
笠
の
運
行
は
「
山
笠
運
行
責
任
者
」
が
負
う
が
、

こ
の
技
を
指
揮
す
る
の
は
同
志
会
・
山
笠
協
賛
団
体
の
会
長
で
あ
る
。
広
場
に
六

基
の
山
笠
が
箱
型
提
灯
を
灯
し
て
並
ぶ
。
か
つ
て
の
灯
山
は
一
五
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
が
あ
り
、
小
倉
か
ら
も
見
え
た
と
伝
え
て
い
る
。
現
在
、
中
町
区
だ
け
が
箱
型

の
上
に
提
灯
を
一
二
段
掲
げ
て
い
る
。

　
町
内
の
み
を
曳
い
て
廻
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
馬
場
区
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
令

和
四
（
二
〇
二
二
）
年
に
舁
き
棒
を
新
調
し
た
。
突
き
当
て
の
時
は
棒
が
長
く
太

い
方
が
有
利
に
な
り
、
各
区
と
も
棒
を
競
っ
て
長
大
化
し
て
い
る
。
馬
場
は
桧
材

か
ら
杉
芯
持
材
に
変
え
て
一
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
長
く
し
た
。
山
笠
は

区
の
財
産
で
あ
り
、
責
任
者
は
区
長
が
勤
め
る
。
一
七
時
、
区
、
同
志
会
（
外
部

か
ら
の
縁
故
者
）、
青
年
部
関
係
者
が
参
集
し
て
、
舁
き
棒
新
調
の
山
笠
神
事
が

行
わ
れ
た
。
宇
原
神
社
神
職
に
よ
る
祭
典
が
あ
り
、
舁
き
棒
の
祓
い
清
め
に
移
る
。

大
祓
い
の
太
祝
詞
を
唱
え
な
が
ら
、
山
笠
の
舁
き
棒
を
修
祓
、
塩
・
御
神
酒
で
清

め
て
い
く
。
舁
き
棒
に
一
〇
箇
所
以
上
ロ
ー
プ
を
輪
掛
け
し
て
、
格
納
庫
か
ら
引

き
出
さ
れ
る
と
提
灯
の
ロ
ー
ソ
ク
が
灯
さ
れ
る
。

　
一
七
時
四
〇
分
、
格
納
庫
を
出
発
す
る
。
子
ど
も
達
四
〇
人
程
が
曳
き
綱
に
つ

い
て
、
京
町
二
丁
目
か
ら
一
丁
目
を
回
り
、
そ
の
後
、
馬
場
区
町
内
を
巡
行
し
て
、

一
九
時
二
〇
分
に
格
納
庫
へ
戻
っ
た
。
大
正
初
期
ま
で
は
、
馬
場
区
を
中
心
に
し

て
苅
田
は
南
郷
と
北
郷
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
隔
日
で
灯
山
を
出
し
た
。
最
終

日
を
夜
市
と
い
い
、
山
笠
が
一
箇
所
に
集
合
し
て
夜
店
が
出
て
賑
わ
っ
た
。

　
同
様
に
山
笠
神
事
を
実
施
す
る
集
区
は
、
一
七
時
よ
り
山
笠
の
清
め
を
行
う
。

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
汐
か
き
が
中
止
と
な
り
、
代
わ
り
に
事
前
に
清
め
た

葦
を
「
前
山
」
に
供
え
た
。 

神
事
後
、
馬
場
区
山
笠
格
納
庫
に
向
か
い
、
一
八
時

三
〇
分
に
、
馬
場
区
の
山
笠
と
対
峙
し
て
鉦
の
連
打
で
突
き
棒
に
軽
く
突
き
当
て

を
し
て
、
互
い
に
棒
を
担
ぎ
あ
げ
る
よ
う
に
揺
す
る
。
こ
れ
を
「
祝
儀
当
て
」
と

言
い
、
突
き
棒
を
新
調
し
た
山
車
に
行
う
儀
式
。
馬
場
区
は
令
和
四
（
二
〇
二
二
）

年
は
突
き
当
て
に
は
参
加
し
な
い
た
め
、
集
区
が
馬
場
区
格
納
庫
を
訪
れ
て
こ
の

日
に
実
施
し
た
。
祝
儀
当
て
を
終
え
る
と
、
役
場
に
向
け
て
巡
行
。
一
九
時
頃
に

役
場
到
着
後
、
山
笠
を
回
す
「
喧
嘩
山
」
を
何
度
か
行
う
。 

回
し
終
え
る
と
所
定

の
位
置
に
駐
車
し
、
山
笠
の
頂
上
部
分
に
新
た
に
木
製
の
骨
組
み
を
作
り
、
提
灯

を
追
加
し
て
飾
り
つ
け
る
。
約
三
〇
分
後
に
他
の
区
も
到
着
。
喧
嘩
山
を
行
っ
た

り
、舁
き
棒
の
前
を
上
げ
て
動
く
。
令
和
四（
二
〇
二
二
）年
の
参
加
は
三
区
の
み
。

二
〇
時
過
ぎ
に
各
区
の
山
同
士
で
突
き
当
て
を
開
始
。
集
区
は
前
山
が
傷
付
か
な

い
よ
う
に
、
前
山
を
後
ろ
に
向
け
て
突
き
当
て
。
突
き
当
て
終
了
後
、
各
区
の
山

笠
格
納
庫
へ
と
帰
る
。

五
　
山
の
汐
汲
み
（
汐
か
き
）　
幟
山
巡
行
　
一
〇
月
一
日

　
例
祭
の
前
日
夕
刻
に
行
う
が
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
中
止
と
な
っ
た
。

提
灯
を
外
し
た
台
に
、
幔
幕
を
張
り
、
魔
除
け
の
複
数
の
赤
い
幟
を
飾
り
立
て
た

二
つ
目
の
姿
、
幟
山
で
、
ホ
テ
花
と
五
色
の
ス
ダ
レ
を
付
け
て
、
鉦
太
鼓
を
叩
い

て
山
笠
を
海
岸
や
川
尻
に
持
っ
て
行
く
（
人
だ
け
行
く
区
も
あ
る
）。
海
岸
で
葦

を
海
水
に
つ
け
て
山
笠
台
へ
投
げ
込
む
。
汐
か
き
の
後
、
幟
山
は
町
を
巡
行
す
る
。

区
の
代
表
が
汐
井
を
持
っ
て
宇
原
神
社
へ
行
き
奉
納
す
る
。
代
表
が
戻
る
と
幟
山

は
そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
戻
る
。

六
　
神
幸
祭
　
集
団
山
見
せ
　
一
〇
月
二
日
　

　
旧
八
月
一
五
日
に
行
わ
れ
て
い
た
苅
田
神
事
の
中
心
行
事
、令
和
四（
二
〇
二
二
）

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
神
事
の
み
と
な
り
、
神
幸
は
中

止
さ
れ
た
。
本
殿
の
神
輿
は
御
旅
所
内
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
映
し
出
さ
れ
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て
い
た
。
神
輿
舁
き
は
、
か
つ
て
は
苅
田
区
（
西
町
、
本
町
、
中
町
、
上
町
）
に

限
定
さ
れ
て
い
た
が
、現
在
は
各
区
か
ら
出
し
て
い
る
。
神
幸
の
途
中
、磯
の
上（
磯

の
神
）
の
休
憩
所
で
神
輿
が
休
憩
す
る
。
以
前
は
各
区
の
山
笠
出
発
順
を
、
こ
の

場
所
で
籤
引
き
を
し
て
決
め
て
い
た
の
で
、「
籤
引
き
場
」
と
呼
ん
で
い
た
。
現

在
の
消
防
本
部
前
で
あ
る
。
昔
は
南
北
で
一
番
に
山
笠
を
巡
行
す
る
町
が
決
ま
っ

て
い
た
。
南
郷
で
は
南
原
、北
郷
で
は
雨
窪
が「
籤
な
し
」と
言
い
一
番
に
出
発
し
、

他
は
籤
引
き
で
決
め
て
い
た
。
現
在
は
毎
年
協
議
で
順
番
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　
山
笠
は
、
集
区
が
最
初
に
出
発
し
て
磯
の
上
に
神
輿
を
迎
え
に
ゆ
き
、
そ
の
先

導
を
勤
め
宇
原
神
社
の
旧
宮
所
の
浮
殿
（
現
苅
田
町
役
場
前
広
場
）
に
ゆ
く
。
な

ぜ
集
区
が
神
輿
を
迎
え
る
の
か
は
諸
説
あ
る
。
一
つ
は
、「
集
」と
い
う
地
名
が「
神

様
が
多
く
集
ま
る
所
」
と
い
う
由
来
か
ら
。
も
う
一
つ
は
、
宇
原
神
社
の
祭
神
は

男
性
で
あ
る
一
方
、
集
区
の
山
車
の
祭
神
が
女
性
だ
と
い
う
説
か
ら
で
あ
る
。
区

の
「
前
山
」
に
は
女
性
の
神
様
が
彫
ら
れ
て
い
る
。 

集
区
の
あ
と
に
他
区
の
山
笠

一
三
基
が
続
く
。

　
神
輿
に
供
奉
す
る
山
笠
は
「
飾
り
山
笠
」
と
言
い
、苅
田
山
笠
三
つ
目
の
姿
「
岩

山
」
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
「
鉾
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
当
場
の
人
々
は
、

真
夜
中
の
二
時
頃
か
ら
山
笠
の
飾
り
付
け
を
始
め
る
。
竹
骨
に
紙
を
張
り
付
け
て

岩
波
を
作
り
、
五
色
の
ス
ダ
レ
を
付
け
、
館
に
人
形
数
体
を
飾
り
付
け
て
、
歌
舞

伎
や
浄
瑠
璃
の
名
場
面
を
表
現
す
る
。
人
形
は
岩
波
と
と
も
に
直
方
の
人
形
師
か

ら
借
用
し
て
い
た
。
人
形
師
廃
業
後
は
、
そ
の
人
形
を
買
い
取
っ
て
区
で
飾
る
よ

う
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
岩
波
は
区
で
作
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
形
も
青
年
た
ち

が
自
作
し
て
い
る
区
も
あ
る
。

　
役
場
庁
舎
前
に
本
部
桟
敷
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
山
笠
保
存
振
興
会
役
員
や
来

賓
、
警
察
幹
部
な
ど
が
座
る
。
各
区
の
山
笠
は
、
舁
き
棒
の
片
方
を
持
ち
上
げ
て
、

中
央
で
反
時
計
回
り
に
大
廻
り
す
る
喧
嘩
山
を
し
て
待
機
位
置
に
入
る
。
そ
れ
ま

で
折
り
畳
ん
で
い
た
岩
瘤
や
、
三
本
の
ボ
テ
花
、
ス
ダ
レ
を
立
て
岩
山
の
飾
り
を

披
露
す
る
山
笠
集
団
山
見
せ
と
な
る
。
各
区
の
同
志
会
や
山
笠
協
賛
団
体
や
舁
き

手
た
ち
は
、
宇
原
神
社
神
職
が
待
機
す
る
御
旅
所
前
に
整
列
し
て
、
山
笠
巡
行
安

全
の
御
祈
祷
を
受
け
る
。
山
笠
の
台
部
分
に
塩
を
盛
り
清
め
る
。
各
区
は
山
笠
の

車
輪
を
点
検
し
て
、
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
突
き
当
て
の
準
備
に
か
か
る
。

七
　
喧
嘩
神
事
　
山
笠
の
突
き
当
て

　
例
年
で
あ
れ
ば
、
御
神
幸
は
浮
殿
御
旅
所
ま
で
神
輿
が
降
り
、
一
五
時
に
還
御

す
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
中
止
さ
れ
た
た
め
、
神
輿
還
御
の
時
間
に
な

る
と
各
区
の
舁
き
手
た
ち
が
会
場
を
掃
除
し
て
、
神
社
に
あ
る
神
輿
に
敬
意
を
表

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
突
き
当
て
を
す
る
区
と
し
な
い
区
が
あ
る
。
集
区
は
、木
の
彫
刻
を
飾
っ
た
「
前

山
」
に
あ
り
、
突
き
当
て
を
す
る
と
壊
れ
る
の
で
喧
嘩
神
事
に
は
参
加
し
な
い
。

一
三
時
四
〇
分
に
各
区
の
、
区
長
・
幹
事
会
会
長
・
突
き
当
て
担
当
が
集
ま
り
、

本
部
席
前
で
会
合
が
行
わ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
時
間
を
決
め
て
、
安
全
に
突
き

当
て
を
行
う
事
が
確
認
さ
れ
、「
一
本
締
め
」
で
終
了
し
た
。
各
区
の
山
笠
は
突

き
当
て
に
向
け
て
、
人
形
や
館
、
杉
壁
、
欄
間
彫
刻
な
ど
を
取
り
外
し
、
前
山
に

板
を
張
っ
た
。
岩
瘤
、
ホ
テ
花
、
ス
ダ
レ
も
倒
す
。
棒
鼻
に
さ
ら
に
金
属
環
を
付

け
足
し
て
舁
き
棒
を
補
強
し
て
長
く
す
る
区
も
あ
る
。
山
笠
に
は
規
格
が
あ
り
、

ど
こ
も
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
構
造
だ
が
、
突
き
当
て
が
好
き
な
区
は
突
き
棒
を
若
干
長

く
作
っ
て
い
る
。
突
き
当
て
は
主
に
役
場
の
駐
車
場
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
か
つ

て
は
御
旅
所
や
道
路
上
で
も
山
笠
が
出
会
う
と
突
き
当
て
を
し
た
。
苅
田
駅
前
で

も
山
笠
が
集
ま
り
突
き
当
て
を
繰
り
返
し
た
。
千
人
以
上
の
観
客
が
集
ま
り
、
警

察
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
な
り
現
在
の
形
に
な
っ
た
。

　
か
つ
て
は
、
中
棒
（
喧
嘩
棒
）
と
言
い
、
舁
き
棒
の
内
側
に
一
二
～
一
五
メ
ー

ト
ル
の
別
の
棒
を
取
り
付
け
て
い
た
。
山
笠
の
喧
嘩
の
た
め
の
棒
で
あ
る
。
現
在

は
付
け
な
い
取
り
決
め
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
棒
を
取
り
付
け
て
突
き
当
て
に

参
加
し
た
区
が
あ
っ
た
た
め
揉
め
た
。
舁
き
棒
の
内
側
に
ク
ワ
ガ
タ
の
歯
が
生
え

た
よ
う
な
姿
で
あ
っ
た
。
そ
の
区
は
他
の
区
か
ら
抗
議
を
受
け
、
喧
嘩
棒
を
取
り

外
し
た
。

　
一
四
時
五
〇
分
、
各
区
の
山
笠
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
突
き
当

て
を
始
め
る
。
勢
い
よ
く
二
つ
の
山
笠
が
舁
き
棒
を
突
き
当
て
る
。
大
き
な
音
が

し
て
山
笠
が
壊
れ
る
。
互
い
の
山
笠
は
舁
き
棒
の
前
を
上
げ
て
絡
み
、
左
右
に
揺

す
る
な
ど
し
て
、
離
れ
て
は
ま
た
当
た
る
を
繰
り
返
す
。
こ
の
と
き
の
鉦
太
鼓
は
、

「
競
り
山
」
と
呼
ば
れ
る
乱
打
で
あ
る
。
運
行
す
る
と
き
の
「
緩
行
」「
急
行
」「
停

止
」
と
言
わ
れ
る
囃
子
と
は
異
な
る
。
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各
グ
ル
ー
プ
の
突
き
当
て
は
四
〇
分
程
度
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
各
区
の
山
笠

と
も
こ
の
時
間
で
は
収
ま
ら
ず
に
、
会
場
を
出
よ
う
と
し
て
は
、
戻
っ
て
突
き
当

て
を
す
る
区
も
あ
っ
た
が
、
一
七
時
に
は
す
べ
て
が
終
了
し
た
。

八
　
山
笠
解
体
と
当
場
渡
し

　
山
笠
は
各
区
が
四
、五
〇
世
帯
を
一
単
位
と
す
る「
当
場
」制
度
で
行
わ
れ
て
お
り
、

神
幸
祭
が
終
わ
っ
た
翌
日
に
当
場
が
山
笠
を
解
体
し
て
、
受
け
取
り
帳
に
部
材
を

記
入
し
て
翌
年
の
当
場
に
渡
す
。
当
場
受
け
取
り
帳
に
は
文
政
三
（
一
八
二
〇
）

年
か
ら
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
慰
労
会
が
あ
る
。
炊
き
出
し
な
ど
も

こ
の
単
位
で
女
性
た
ち
が
担
当
す
る
。
苅
田
山
笠
の
行
事
は
こ
れ
で
全
て
終
了
す

る
。

（
福
間
　
裕
爾
）
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糸い
と
田だ

祇ぎ

園お
ん
山や
ま
笠か
さ

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、
二
九
「
山
笠
」

【
指
定
等
】

　
種
類
　
糸
田
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
糸
田
祇
園
山
笠

　
指
定
年
月
日
　
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
二
月
二
七
日

【
別
名
】
御
神
幸
　
春
祭

【
地
域
の
概
要
】

　
糸
田
町
は
、
福
岡
県
の
中
央
部
、
田
川
盆
地
の
北
西
に
位
置
す
る
面
積
約
八
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
一
万
人
弱
。
遠
賀
川
水
系
の
中
ち
ゅ
う

元が
ん

寺じ

川が
わ

と
泌
た
ぎ
り

川が
わ

が
町

を
貫
い
て
北
流
し
、
町
域
を
三
分
し
て
い
る
。
中
元
寺
川
よ
り
東
、
町
の
東
部
地

域
は
標
高
四
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
丘
陵
で
、
か
つ
て
筑
豊
炭
田
の
繁
栄
を
担
っ
た

地
域
。
ま
た
、
中
元
寺
川
と
泌
川
に
囲
ま
れ
た
中
部
地
域
は
、
標
高
約
三
〇
メ
ー

ト
ル
の
糸
田
原
台
地
と
流
域
平
野
か
ら
な
り
、
台
地
上
は
古
く
か
ら
拓
か
れ
、
町

の
中
心
部
を
形
成
し
て
い
る
。
泌
川
の
西
、
西
部
地
域
は
関
の
山
山
地
の
東
に
位

置
し
て
、
農
業
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　
江
戸
期
の
糸
田
村
は
、
筑
前
と
豊
前
の
国
境
に
接
し
、
細
川
・
小
笠
原
藩
を
通

し
て
金
田
手
永
の
八
村
に
属
し
た
。
安
永
～
天
明
期
（
一
七
七
二
～
一
七
八
九
）

に
糸
田
村
は
上
糸
田
、
中
糸
田
、
下
糸
田
の
三
箇
村
に
分
か
れ
た
。
明
治
二
〇

（
一
八
八
七
）
年
、
糸
田
村
・
大お
お

熊く
ま

村む
ら

・
鼠ね
ず

ヶが

池い
け

村む
ら

が
合
併
し
て
糸
田
村
と
な
り
、

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
、
さ
ら
に
宮み
や

床と
こ

村む
ら

が
編
入
。
昭
和
一
四
（
一
九
四
〇
）

年
町
村
制
施
行
に
よ
り
糸
田
町
と
な
っ
た
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
田
川
郡
糸
田
町

【
実
施
時
期
】

　
明
治
中
頃
ま
で
は
旧
暦
六
月
二
〇
日
、
二
一
日
の
土
用
に
行
わ
れ
て
い
た
。
昭

和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年
、
祭
り
に
参
加
す
る
勤
務
者
の
都
合
を
考
慮
し
て
五
月

第
二
土
・
日
曜
日
に
変
更
さ
れ
た
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
五
月
一
三
、一
四

日
に
行
わ
れ
た
。
　

【
伝
承
組
織
】

　
糸
田
町
行
政
区
（
上
糸
田
、
中
糸
田
、
下
糸
田
、
真し
ん

岡お
か

、
北き

た

、
戸と

石い
し

、
南
糸
田
、

宮み
や

川が
わ

、
宮
床
、
大
熊
）

【
由
来
・
伝
承
】

　
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
に
疫
病
が
流
行
り
、
疫
病
退
散
の
た
め
今
井
津
（
現

行
橋
市
）
か
ら
祇
園
社
を
勧
請
し
、
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
に
大
宮
八
幡
近
く

の
祇
園
社
に
、
蔓
延
し
た
疫
病
の
平
癒
を
祈
願
し
て
糸
田
祇
園
山
笠
は
始
ま
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
祇
園
社
（
須
佐
神
社
）
は
、
現
在
は
金
村
神
社
に
合
祀
さ
れ
て

い
る
。

　
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
上
・
中
・
下
糸
田
村
三
箇
村
の
祭
礼
と
な
り
、
村
内
の

辻
屋
敷
へ
の
神
幸
に
山
笠
が
供
奉
し
た
。
辻
屋
敷
付
近
の
御
旅
所
（
鳥
居
に
「
祇

園
社
」
の
扁
額
が
あ
る
）
に
、
現
在
で
も
一
晩
神
輿
が
宿
直
し
て
い
る
。

　
糸
田
村
の
山
笠
は
舁
き
山
で
あ
っ
た
と
い
い
、
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
の
文

書
に
は
「
居
人
形
山
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
そ
の
頃
は
、
山
笠
が
毎
年
建
つ
こ

と
は
な
く
、
隔
年
か
二
年
に
一
度
で
あ
っ
た
。
明
治
以
降
に
、
毎
年
建
つ
年
中
行

事
と
な
っ
た
。
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
ま
で
は
三
丈
（
約
九
メ
ー
ト
ル
）
の
高

さ
が
あ
り
、
こ
れ
に
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
名
場
面
や
戦
記
物
か
ら
と
っ
た
人
形
や

館
・
城
郭
な
ど
の
飾
り
を
つ
け
た
舁
き
山
で
あ
っ
た
が
、
諸
事
情
か
ら
こ
の
年
を

最
後
に
山
笠
は
建
た
な
く
な
っ
た
。

　
町
制
施
行
後
、
旧
糸
田
村
と
は
異
な
る
日
程
で
行
わ
れ
て
い
た
周
辺
の
旧
村
区

域
の
御
神
幸
を
同
じ
日
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
村
の
神
輿
に
随
行
し
て
い
た
曳

き
山
が
糸
田
祇
園
祭
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
糸
田
の
御
神
幸
は
、
こ
れ
以

降
、
舁
き
山
と
曳
き
山
が
混
在
す
る
祭
り
と
な
っ
て
い
る
。
舁
き
山
は
、
上
糸
田
、
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中
・
下
糸
田
（
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
時
点
で
は
、
中
糸
田
と
下
糸
田
は
別
々

に
出
し
て
い
る
）、南
糸
田
、宮
川
、戸
石
、真
岡
、北
か
ら
出
る
七
基
。
し
か
し
、中
・

下
糸
田
、
南
糸
田
、
宮
川
、
戸
石
は
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
出
し
て
い
な
い
。

戸
石
は
下
糸
田
か
ら
山
笠
を
習
っ
た
た
め
、
そ
の
年
は
中
・
下
糸
田
が
山
笠
を
出

さ
な
か
っ
た
こ
と
に
倣
っ
て
出
さ
な
か
っ
た
。
宮
床
の
山
笠
も
か
つ
て
は
舁
き
山

で
あ
っ
た
が
、
行
政
区
内
に
あ
っ
た
豊
国
炭
鉱
の
施
設
が
障
害
に
な
り
高
い
山
笠

が
巡
行
で
き
な
く
な
り
、
現
在
は
曳
き
山
と
な
っ
て
い
る
。
新
興
住
宅
地
の
桃も
も

山や
ま

と
打う

ち

越こ
し

か
ら
も
、
子
ど
も
達
の
曳
き
山
が
出
る
。
大
熊
は
日
吉
神
社
の
御
神
幸
に

供
奉
す
る
曳
き
山
で
あ
る
。
他
に
鼠
ヶ
池
に
も
山
笠
が
あ
っ
た
が
、
最
近
は
出
て

い
な
い
。
山
笠
の
数
は
時
代
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
る
が
、
元
々
は
旧
糸
田
三
箇
村

の
祭
り
に
出
る
山
笠
三
基
が
糸
田
祇
園
山
笠
で
あ
っ
た
。
文
化
財
指
定
も
こ
の
三

村
の
山
笠
を
主
な
対
象
と
し
て
い
る
。
今
で
も
旧
糸
田
村
の
な
か
で
は
、
最
終
日

に
集
ま
る
多
く
の
山
笠
を
別
も
の
と
言
う
人
も
い
る
。

　
近
年
は
行
政
区
の
他
、
山
笠
愛
好
団
体
（
純
心
会
、
竜
康
会
、
友
好
会
）
が
「
個

人
山
」（
曳
き
山
）
を
出
し
て
祭
礼
に
参
加
す
る
。
こ
れ
に
は
大
熊
の
曳
き
山
か
ら

技
術
な
ど
を
習
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
笛
の
囃
子
を
唐
津
曳
き
山
か
ら
習
い
、
取

り
入
れ
て
い
る
個
人
山
な
ど
も
あ
り
、
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
。

【
実
施
内
容
】
日
程
は
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年

一
　
蔓
取
り
・
山
笠
準
備
　
四
月
中
旬
～
三
〇
日

　
糸
田
祇
園
山
笠
の
準
備
は
、
各
行
政
区
で
は
三
月
末
か
ら
四
月
初
旬
に
か
け
て
、

竹
取
り
や
蔓
取
り
を
始
め
る
。
上
糸
田
で
は
四
月
三
〇
日
に
、
近
く
の
山
に
入
っ

て
藤
蔓
を
取
る
。
採
取
す
る
場
所
は
毎
年
同
じ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
蔓
は
山
笠
の
台

組
み
に
使
用
す
る
。
台
を
組
み
立
て
る
日
ま
で
、
蔓
は
柔
ら
か
く
な
る
よ
う
に
水

に
漬
け
て
保
存
し
て
お
く
。

二
　
潮
か
き
　
お
潮
井
と
り
　
四
月
中
旬
～
五
月
三
日
・
五
月
四
日

　
祭
り
の
一
週
間
前
に
山
笠
の
架
台
に
舁
き
棒
と
幕
を
付
け
、
四
隅
に
竹
を
建
て

注
連
縄
を
張
り
、
子
ど
も
達
を
乗
せ
て
町
内
の
川
ま
で
鉦
・
太
鼓
を
鳴
ら
し
な
が

ら
ゆ
き
、
お
潮
井
と
り
を
行
い
、
架
台
や
棒
を
清
め
る
。
大
熊
区
で
は
四
月
一
六

日
に
中
元
寺
川
で
、
真
岡
区
は
四
月
三
〇
日
に
泌
川
で
、
と
も
に
一
〇
時
か
ら
お

潮
井
と
り
を
す
る
。
北
区
も
泌
川
で
行
う
。

　
上
糸
田
は
、
総
代
・
中
年
・
青
年
・
子
ど
も
達
が
五
月
三
日
に
行
橋
市
の
長
井

の
浜
に
行
き
、「
潮
か
き
」
を
す
る
。
青
年
一
人
が
海
に
入
り
、
深
い
と
こ
ろ
ま

で
泳
い
で
ゆ
き
、
首
ま
で
浸
か
っ
て
身
を
清
め
る
。
浜
か
ら
そ
こ
を
め
が
け
て
潮

井
筒
四
本
を
投
げ
る
。
竹
筒
が
二
本
繋
が
っ
た
も
の
二
組
で
あ
る
。
そ
れ
に
海
水

を
汲
み
海
潮
井
と
す
る
。
終
え
る
と
浜
に
上
が
る
。
そ
の
足
で
一
行
は
、
近
く
の

今
井
祇
園
社
（
須
佐
神
社
）
に
参
拝
す
る
。
お
潮
井
と
と
も
に
昨
年
の
潮
井
筒
も

持
参
す
る
。
古
い
潮
井
筒
は
拝
殿
脇
の
小
祠
に
納
め
て
、
一
同
昇
殿
す
る
。
神
前

に
お
潮
井
と
御
神
酒
四
升
を
供
え
て
、
一
一
時
か
ら
神
職
に
よ
る
「
潮
か
き
の
儀
」

の
祭
典
が
行
わ
れ
た
。
笛
が
奏
で
ら
れ
、祝
詞
奏
上
に
続
き
、奉
幣
の
儀
に
な
っ
た
。

神
職
が
参
列
者
の
頭
上
に
大
幣
を
掲
げ
「
オ
ー
ミ
ー
ツ
ー
」
と
唱
え
な
が
ら
祓
っ

て
い
く
。
大
幣
は
、
今
井
祇
園
の
稚
児
で
あ
る
「
八
ツ
鉢
」
が
神
社
に
奉
納
し
た

も
の
で
あ
る
。
玉
串
奉
奠
で
神
事
は
終
了
し
た
。
神
前
か
ら
清
め
ら
れ
た
お
潮
井

を
受
け
取
り
、
一
同
は
上
糸
田
の
山
建
場
へ
戻
り
、
台
組
み
を
し
た
舁
き
棒
に
少

し
ず
つ
注
ぎ
清
め
る
。
こ
の
海
潮
井
と
り
は
、
四
〇
年
程
前
に
始
め
ら
れ
た
と
い

う
。

　
翌
五
月
四
日
に
は
、
台
の
四
方
に
竹
を
立
て
注
連
を
張
り
巡
ら
せ
、
台
中
央
の

笹
竹
に
海
潮
井
筒
の
一
組
を
結
び
付
け
る
。
も
う
一
組
の
海
潮
井
は
曳
き
山
の
子

ど
も
山
笠
の
四
本
柱
の
櫓
に
結
び
付
け
る
。
台
に
は
太
鼓
二
張
を
台
上
に
据
え
、

下
に
鉦
を
据
え
る
。
山
笠
の
脚
は
、
上
下
と
も
蔓
で
十
文
字
に
結
束
さ
れ
て
い
る
。

架
台
は
藤
蔓
の
根
の
皮
で
台
脚
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
二
本
の
舁
き
棒
は
杉

材
で
、
前
後
の
先
端
は
環
か
ら
出
た
手
綱
で
二
本
が
繋
が
れ
て
い
る
。
役
員
が
舁

き
棒
前
後
の
棒
鼻
に
塩
を
盛
り
、
御
神
酒
を
注
ぎ
清
め
る
。
舁
き
手
一
同
も
御
神

酒
と
昆
布
す
る
め
で
身
を
清
め
る
。
一
三
時
三
〇
分
、
区
長
の
挨
拶
、「
一
本
締
」

め
に
続
き
、
ま
ず
子
ど
も
山
が
曳
き
出
さ
れ
、
続
い
て
舁
き
山
も
架
台
に
乗
っ
た

子
ど
も
達
が
叩
く
鉦
太
鼓
の
一
囃
子
で
、お
汐
井
取
り
に
向
か
う
。
架
台（
山
笠
枠
）

は
こ
の
時
は
通
常
と
は
上
下
逆
さ
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
枠
が
手
す
り
代
わ

り
に
な
り
、
子
ど
も
の
転
落
防
止
に
な
る
。



68

　
一
本
の
棒
を
前
後
で
一
〇
人
程
度
、
合
わ
せ
て
四
〇
～
五
〇
人
で
、
息
を
合
わ

せ
て
舁
く
。
こ
の
日
の
舁
き
手
は
普
段
着
で
あ
る
。
舁
き
棒
に
水
を
か
け
休
憩
を

取
り
な
が
ら
進
む
。
山
笠
は
上
糸
田
町
内
を
巡
る
よ
う
に
舁
か
れ
、
中
元
寺
川
河

畔
に
出
る
。
河
畔
土
手
に
山
笠
を
止
め
て
、
青
年
二
人
が
バ
ケ
ツ
を
手
に
川
面
に

下
り
て
、
川
の
水
を
汲
み
、
台
脚
や
舁
き
棒
に
か
け
て
布
で
拭
い
て
清
め
る
。
か

つ
て
は
、
川
の
中
に
山
笠
を
入
れ
て
台
に
水
を
か
け
手
洗
い
で
清
め
て
い
た
の
で
、

子
ど
も
達
が
慌
て
て
山
笠
か
ら
降
り
て
逃
げ
た
。
子
ど
も
達
を
山
笠
枠
に
乗
せ
る

の
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
行
事
と
さ
れ

る
。
お
汐
井
と
り
が
終
わ
る
と
山
建
場
に
戻
り
、
架
台
の
上
下
を
戻
し
て
、
祇
園

山
（
大
山
）
の
製
作
に
か
か
る
。
枠
は
子
ど
も
転
落
防
止
の
手
す
り
か
ら
、
桧
の

葉
を
挟
ん
だ
壁
（
上
糸
田
は
桧
葉
を
使
う
が
「
杉
壁
」、
中
・
下
糸
田
で
は
「
桧
門
」

と
呼
ば
れ
る
）
を
取
り
付
け
る
枠
に
変
わ
る
。

　三
　
飾
り
付
け
　
五
月
七
日
～
五
月
第
二
金
曜
日

　
お
汐
井
と
り
が
終
わ
る
と
、
四
本
柱
を
建
て
て
人
形
を
飾
り
付
け
る
。
こ
れ
ま

で
は
直の
お

方が
た

の
原
田
人
形
師
が
飾
り
付
け
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
廃
業
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
糸
田
で
は
令
和
五
（
二
〇
二
三
）

年
か
ら
、
原
田
人
形
師
か
ら
買
い
取
っ
た
人
形
を
福ふ
く

智ち

町
弁べ

ん

城じ
ょ
うの

平
塚
人
形
師
が

飾
り
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
の
行
政
区
や
個
人
山
は
、
原
田
人
形
師
に
技
術

を
学
ん
だ
福
智
町
弁
城
の
富
田
人
形
師
に
飾
り
付
け
を
依
頼
し
て
い
る
。
平
塚
人

形
師
は
富
田
氏
の
同
僚
。
個
人
山
は
大
山
で
あ
り
、
人
形
の
豪
華
さ
を
競
う
。
紙

を
切
っ
て
竹
ひ
ご
に
付
け
た
バ
レ
ン
や
水
玉
な
ど
の
飾
り
も
取
り
付
け
て
、
糸
田

の
祭
り
前
日
ま
で
に
飾
り
つ
け
を
終
了
す
る
。

　四
　
祇
園
座
　
五
月
第
二
金
曜
日

　
祭
礼
の
前
日
の
夕
方
に
行
わ
れ
る
。「
祇
園
座
」
の
構
成
員
は
、
上
糸
田
・
中

糸
田
・
下
糸
田
の
旧
三
箇
村
の
七
五
人
。
座
元
は
「
元
方
」
と
呼
ば
れ
、
家
の
入

口
に
は
笹
竹
に
注
連
縄
が
張
ら
れ
る
。
旧
三
箇
村
が
交
代
で
勤
め
て
き
た
。
明
治

二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
「
祇
園
座
当
帳
」
が
残
っ
て
お
り
、
戦
時
下
に
お
い
て

も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
き
た
。
神
職
に
よ
る
祭
典
が
元
方
の
座
敷
で

行
わ
れ
、
続
け
て
「
オ
ハ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
直
会
と
な
る
。
最
初
に
三
献
の
盃
事

が
あ
る
。
一
献
は
盃
で
御
神
酒
を
飲
み
、
吸
い
物
と
料
理
を
い
た
だ
く
、
二
献
は

茶
碗
で
燗
の
つ
い
た
酒
を
い
た
だ
く
、
三
献
は
吸
い
物
椀
の
蓋
で
い
た
だ
く
。
最

後
に
、
元
方
の
引
継
ぎ
「
当
渡
し
」
が
行
わ
れ
る
。
座
元
と
翌
年
の
座
元
が
二
人

ず
つ
三
丁
の
豆
腐
を
囲
ん
で
対
峙
し
て
座
り
、
三
丁
の
豆
腐
を
角
を
崩
し
て
食
べ

る
。
豆
腐
三
丁
が
旧
糸
田
村
三
箇
村
を
象
徴
し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
各
村
が

互
い
に
角
を
立
て
な
い
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

五
　
祇
園
山
笠
　
五
月
第
二
土
曜
日
・
日
曜
日

　
祭
り
当
日
の
日
程
は
、
糸
田
祇
園
山
笠
実
行
委
員
会
で
各
団
体
の
運
行
を
話
し

合
う
。
一
日
目
は
、
須
佐
神
社
神
幸
の
御
下
り
の
神
輿
を
、
旧
糸
田
村
の
山
笠
が

泌
川
河
畔
の
下
糸
田
区
付
近
で
待
ち
、
列
を
整
え
て
御
旅
所
祇
園
社
ま
で
供
奉
し

て
送
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
神
輿
は
「
祇
園
座
」
の
元
方
に
立
ち
寄
る
。
神
輿
は
御

旅
所
に
一
晩
泊
ま
る
。

　
二
日
目
は
、
九
時
か
ら
御
旅
所
で
祭
典
が
あ
り
、
糸
田
の
町
々
を
隈
無
く
回
る

還
御
の
御
上
り
と
な
る
。
一
六
時
三
〇
分
、
各
山
笠
が
上
糸
田
の
大
通
り
の
糸
田

小
学
校
付
近
に
集
ま
り
始
め
る
。
純
真
会
、
真
岡
、
北
の
順
で
山
笠
が
や
っ
て
き

た
。
続
い
て
蓮
台
車
に
乗
せ
ら
れ
た
須
佐
神
社
の
神
輿
が
糸
田
小
学
校
正
門
前
に

到
着
す
る
。
真
岡
、
北
な
ど
は
山
建
場
か
ら
遠
い
た
め
、
舁
き
山
の
台
脚
に
移
動

用
の
小
型
車
輪
を
臨
時
に
取
り
付
け
て
移
動
し
、
集
合
場
所
で
取
り
外
す
。
真
岡

は
、
山
笠
を
上
・
中
・
下
糸
田
か
ら
習
っ
て
お
り
、
現
在
で
も
山
笠
建
設
の
と
き

に
は
、
糸
田
行
政
区
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
。
子
ど
も
達
が
身
に
着
け
る
お
守

り
袋
に
は
菱
の
実
が
入
っ
て
い
る
。
北
も
行
政
区
で
あ
る
が
、
山
笠
有
志
と
と
も

に
山
笠
を
運
営
す
る
山
笠
で
あ
る
。
有
志
が
参
加
す
る
が
個
人
山
で
は
な
い
。
北

の
山
笠
の
台
上
に
は
、
初
節
句
を
祝
う
木
札
な
ど
が
立
て
ら
れ
、
町
内
と
の
密
接

な
関
わ
り
を
表
し
て
い
る
。
各
行
政
区
の
舁
き
山
の
結
束
は
強
い
。
今
年
は
南
糸

田
行
政
区
の
山
笠
が
出
な
か
っ
た
た
め
、
南
糸
田
の
青
年
た
ち
は
北
の
山
笠
に
参

加
し
て
い
た
。

　
大
熊
行
政
区
や
宮
床
行
政
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
神
の
御
神
幸
が
行
わ
れ
、

神
輿
に
山
笠
が
供
奉
す
る
。
宮
床
で
は
、
貴
船
神
社
の
神
幸
に
先
立
っ
て
、
境
内
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の
鎮
魂
之
碑
前
で
豊
国
炭
鉱
救
難
者
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
る
。
一
五
時
に
神
輿
が

出
発
す
る
。
山
笠
は
神
輿
に
続
き
貴
船
社
仮
屋
ま
で
巡
行
す
る
。
宮
床
は
旧
糸
田

村
で
は
な
い
た
め
、中
元
寺
川
を
渡
っ
て
巡
行
し
な
い
。
宮
床
・
大
熊
の
御
神
幸
は
、

町
制
三
〇
周
年
を
機
に
、
糸
田
区
須
佐
神
社
の
御
神
幸
に
合
わ
せ
て
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。
大
熊
は
日
吉
神
社
の
御
神
幸
で
神
輿
に
供
奉
す
る
大
山
の
曳
き
山
で
、

頂
上
に
バ
レ
ン
が
付
か
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
子
ど
も
達
が
演
奏
す
る
笛
の
囃

子
に
合
わ
せ
て
巡
行
す
る
。
こ
の
囃
子
は
福
智
町
金か
な

田だ

稲
荷
の
山
笠
か
ら
習
っ
た

も
の
。
青
年
会
「
翔
辰
会
」
に
は
他
地
域
か
ら
の
参
加
も
あ
る
。
中
年
以
上
の
会

は
「
日
吉
会
」
で
あ
る
。
大
熊
行
政
区
内
で
の
山
笠
の
お
披
露
目
が
終
わ
っ
て
か

ら
上
糸
田
に
向
か
う
。

　
一
七
時
三
〇
分
、
神
輿
が
小
学
校
前
を
出
発
し
還
幸
す
る
、
各
山
笠
も
提
灯
を

灯
し
て
そ
れ
に
供
奉
す
る
。
神
輿
は
旧
糸
田
町
役
場
跡
（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ー

ク
）
ま
で
行
き
、
高
台
で
山
笠
を
見
下
ろ
し
て
休
憩
す
る
。
下
の
広
場
に
各
行
政

区
の
山
笠
と
個
人
山
が
集
ま
っ
て
く
る
。

　
舁
き
山
の
重
量
は
約
二
ト
ン
、
電
線
な
ど
の
た
め
に
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年

当
時
は
高
さ
は
約
一
丈
（
三
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
電
柱
の
高
さ
を

上
げ
、
電
線
が
道
を
横
断
し
な
い
よ
う
に
変
え
る
な
ど
障
害
が
取
り
除
か
れ
て
旧

来
の
高
さ
に
近
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
を
四
～
五
〇
人
で
「
前
」
と
「
送
り
」（
後
ろ
）

を
担
ぐ
。
上
糸
田
は
、
右
肩
左
肩
に
分
か
れ
て
舁
き
、
片
手
で
隣
の
舁
き
手
と
手

を
繋
い
で
棒
を
揺
す
る
よ
う
に
「
ヨ
イ
ヤ
ー
サ
ッ
サ
、
コ
リ
ャ
ー
サ
ッ
サ
」
の
掛

け
声
で
足
を
合
わ
せ
て
進
む
。
手
を
繋
ぐ
の
は
、
力
を
入
れ
る
た
め
で
あ
る
。
舁

き
棒
の
前
の
「
棒
し
ぼ
り
」
と
呼
ぶ
指
揮
者
の
指
示
で
「
鼻
棒
」
と
呼
ぶ
先
頭
の

舁
き
手
か
ら
順
に
肩
を
変
え
、「
送
り
」
も
順
に
鼻
棒
か
ら
変
わ
っ
て
い
く
。
肩

に
は
、
三
角
座
布
団
、
白
シ
ャ
ツ
に
胴
巻
、
半
ズ
ボ
ン
に
足
袋
裸
足
で
あ
る
。
本

来
は
足
袋
草
鞋
履
き
だ
が
、
今
年
は
手
配
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
言
う
。
令
和

五
（
二
〇
二
三
）
年
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
中
・
下
糸
田
に
は
、
山
舁
き
に
先
立
っ

て
夜
に
町
内
に
草
鞋
を
配
る
「
草
履
配
り
」
と
呼
ぶ
行
事
が
あ
る
。「
ノ
シ
タ
、

ノ
シ
タ
」
の
掛
け
声
で
、
棒
を
上
下
に
微
動
さ
せ
て
山
笠
は
止
ま
る
。
な
お
、
舁

き
山
に
は
太
鼓
と
鉦
だ
け
で
、
笛
の
囃
子
は
な
い
。
山
笠
が
止
ま
っ
て
も
囃
子
は

止
ま
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
拍
子
で
続
け
ら
れ
る
。

　
一
八
時
四
〇
分
、
大
熊
行
政
区
、
純
心
会
、
竜
康
会
、
友
好
会
の
曳
き
山
が
揃
っ

て
、
山
笠
を
前
後
に
揺
す
る
ガ
ブ
リ
や
、
棒
の
上
に
若
手
が
乗
っ
た
ま
ま
、
棒
を

上
げ
て
前
後
に
動
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
競
演
会
と
な
る
。
派
手
な
電
飾
が

施
さ
れ
た
曳
き
山
に
は
、
笛
の
囃
子
が
あ
り
、
純
心
会
は
大
熊
と
同
じ
く
福
智
町

金
田
稲
荷
の
山
笠
か
ら
習
っ
て
い
る
。
友
好
会
は
掛
け
声
も「
エ
ン
ヤ
ー
、ヤ
ッ
サ
」

と
舁
き
山
と
は
異
な
る
が
、
こ
れ
は
囃
子
を
唐
津
曳
き
山
か
ら
学
ん
だ
こ
と
の
影

響
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
時
半
、
須
佐
神
社
神
輿
が
金
村
神
社
へ
還
御
を
始
め
る
と
各
山
笠
は
そ
の

場
で
見
送
る
。

　
二
〇
時
、
舁
き
山
が
通
り
に
出
て
巡
行
を
始
め
る
。
そ
こ
で
北
と
真
岡
の
舁
き

山
が
出
会
い
「
競
り
」
を
す
る
。
向
か
い
合
っ
て
二
つ
の
舁
き
山
が
、
舁
い
た
ま

ま
足
踏
み
し
て
掛
け
声
を
掛
け
合
い
止
ま
り
、
我
慢
比
べ
を
す
る
。
先
に
山
を
地

面
に
降
ろ
し
た
方
が
負
け
と
な
り
、
道
を
譲
る
。
熱
気
あ
ふ
れ
る
舁
き
山
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
真
岡
が
競
り
勝
っ
た
。
そ
こ
に
上
糸
田
が

や
っ
て
き
た
の
で
、
真
岡
が
挑
ん
だ
。
長
い
時
間
競
り
が
続
い
た
。
真
岡
が
上
糸

田
に
道
を
譲
っ
た
。

　
糸
田
区
の
人
は
、「
競
り
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
旧
糸
田
村
三
箇
村

の
舁
き
山
だ
け
だ
と
言
う
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
道
に
連
な
る
上
糸
田
、
中
糸
田
・

下
糸
田
の
舁
き
山
が
出
会
っ
た
と
き
だ
け
が
「
競
り
」
と
さ
れ
き
た
。
そ
れ
以
外

の
取
り
組
み
は
「
競
り
」
と
は
言
わ
な
い
。
こ
れ
が
終
了
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
舁

き
山
は
山
建
場
に
戻
る
。
上
糸
田
か
ら
続
く
道
は
一
本
道
で
「
太
閤
道
」
と
呼
ば

れ
る
旧
烏
尾
道
と
言
わ
れ
る
古
い
道
で
あ
る
。

　
か
つ
て
は
　
飾
り
を
取
り
外
し
て
、
四
本
柱
に
提
灯
だ
け
を
灯
し
て
神
輿
を
神

社
ま
で
送
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
上
糸
田
で
は
、
そ
の
名
残
と
し
て
若
手
が

山
笠
の
頂
上
に
付
け
ら
れ
て
い
る
「
天
下
泰
平
」
の
飾
り
と
バ
レ
ン
を
取
り
外
し

て
、
走
っ
て
金
村
神
社
に
奉
納
し
て
い
る
。
祭
礼
が
終
了
し
た
後
の
上
糸
田
の
直

会
で
は
必
ず
「
豆
腐
料
理
」
が
出
る
。

（
福
間
　
裕
爾
）
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中な
か
島じ
ま
祇ぎ

園お
ん
祭さ
い

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、
二
九
「
山
笠
」

【
地
域
の
概
要
】

　
柳
川
市
は
、
県
南
部
、
筑
後
平
野
の
西
南
端
に
位
置
し
て
い
る
。
市
域
の
大
部

分
は
古
く
か
ら
開
拓
さ
れ
た
海
面
干
拓
地
帯
で
あ
り
、
平
坦
な
低
地
に
ク
リ
ー
ク

網
を
形
成
し
て
い
る
。

　
行
事
の
伝
え
ら
れ
る
大や
ま
と和

町
中
島
は
、
近
世
柳
川
藩
領
内
の
一
三
の
在
町
の
一

つ
で
も
あ
り
、
南
北
に
貫
流
す
る
中
島
川
河
口
域
の
河
湊
で
あ
る
と
と
も
に
、
東

西
に
横
断
す
る
三
池
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
も
繁
栄
し
た
。
町
並
は
長
さ
二
一
〇

間
、
家
数
七
四
戸
と
あ
る
（
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
〇
四
）。

　
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
は
、
栄
さ
か
え

村
・
明あ

け

野の

村
・
皿さ

ら

垣か
き

開び
ら
き

村
と
合
併
し

て
有あ
り
あ
け明
村
と
な
り
、
さ
ら
に
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
は
、
塩し
お
つ
か塚
村
・
鷹た
か
の
お尾

村
と
合
併
し
て
大
和
村
と
な
っ
た
。
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
大
和
村
が

町
制
を
施
行
し
て
大
和
町
と
な
り
、平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
に
は
、旧
柳
川
市
・

三み
つ
は
し橋

町
と
合
併
し
、
柳
川
市
と
な
っ
た
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】　
八
剣
神
社
、
お
よ
び
中
島
地
区
一
帯

【
実
施
時
期
】

　
毎
年
七
月
第
四
土
曜
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
ま
で

は
旧
暦
六
月
一
五
日
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。

【
伝
承
組
織
】

　
中
島
祇
園
は
次
の
四
町
内
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
で
は

担
当
す
る
出
し
物
が
決
ま
っ
て
い
る
。
東
ひ
が
し

上か
ん

町ま
ち

は
大だ

い
じ
ゃ蛇

山
、
西に

し

上か
ん

町ま
ち

は
踊
り
山
、

中
町
は
殿
様
行
列
、
下
町
は
獅
子
山
で
あ
る
。

　
な
お
、か
つ
て
は
旧
北き
た

二に

重じ
ゅ
うで

も
大
蛇
山
を
出
し
て
い
た
。昭
和
三
八（
一
九
六
三
）

年
に
大
き
な
事
故
が
あ
っ
た
た
め
、
旧
北
二
重
は
祭
へ
の
参
加
を
取
り
や
め
て
い

る
（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
　
二
〇
一
二
）。

　
各
町
内
で
は
区
長
を
中
心
に
、
世
話
方
（
隣
組
長
）、
中
老
（
五
〇
歳
ま
で
）、

青
年
（
三
〇
歳
ま
で
）
な
ど
年
齢
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
祭
に
お
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
を
持
ち
、
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
　

二
〇
一
二
）。

【
由
来
・
伝
承
】

　
中
島
祇
園
は
夏
の
疫
病
退
散
を
祈
願
す
る
祭
と
い
わ
れ
て
い
る
。
祇
園
祭
の
由

来
は
不
明
で
あ
る
が
、
八
剣
神
社
の
創
建
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
話
が
伝
わ
る
。

　
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
九
月
二
二
日
の
夜
、
東
上
町
の
恵
介
の
も
と
に
、

新
村
の
軍
太
が
や
っ
て
き
て
二
つ
の
像
を
預
か
っ
て
く
れ
と
懇
願
し
た
。
し
か
た

な
く
恵
介
が
そ
の
像
を
預
か
る
こ
と
に
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
江
浦
の
祇

園
宮
と
秋
葉
宮
の
尊
像
が
な
い
と
噂
が
立
ち
、
恵
介
が
預
か
っ
た
像
こ
そ
、
そ
の

尊
像
に
違
い
な
い
と
言
い
出
し
た
。
そ
の
時
、
東
上
町
の
人
び
と
は
、
東
上
町
に

来
た
の
も
、
神
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
か
ら
と
、
祠
に
設
け
た
神
鏡
に
神
霊
を
遷
し
、

神
霊
が
遷
さ
れ
た
こ
と
で
空
と
な
っ
た
像
が
江
浦
に
返
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
中
島
祇
園
社
（
八
剣
神
社
）
の
尊
像
が
造
ら
れ
、
一
一
月
一
六
日
に

宝
殿
の
完
成
と
と
も
に
、
遷
宮
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
と
い
う
。（
大
和
町
史
編

纂
実
務
委
員
会
　
二
〇
〇
一
）

【
実
施
内
容
】

一
　
行
事
の
準
備
と
各
山
車
の
概
要

　
六
月
に
行
わ
れ
る
祇
園
総
会
で
、
区
長
・
隣
保
組
長
・
老
人
会
が
集
ま
っ
て
、

祇
園
祭
ま
で
の
準
備
を
話
し
合
う
。

　
大
蛇
山
を
出
す
東
上
町
で
は
、
前
年
の
一
一
月
頃
か
ら
材
料
の
竹
を
切
り
出
し
、

五
月
の
連
休
明
け
か
ら
大
蛇
山
を
作
り
出
す
。
山
車
の
側
面
に
大
量
の
葦
を
挿
し

て
飾
り
付
け
る
の
は
中
島
の
大
蛇
山
の
特
徴
で
あ
る
。
大
蛇
は
祭
り
の
最
後
に
八

剣
神
社
の
前
で
崩
し
て
し
ま
う
た
め
、
毎
年
新
し
い
大
蛇
を
骨
組
み
か
ら
作
っ
て

い
る
。
ま
た
、
八
剣
神
社
の
御
札
を
貼
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
大
蛇
山
の
目
玉
は
御

利
益
の
あ
る
縁
起
物
と
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
祭
り
の
最
後
に
男
達
が
こ
の
目
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玉
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
奪
い
合
い
を
繰
り
広
げ
て
い
た
が
（
後
述
）、
現
在
で
は

祭
り
の
前
に
予
め
目
玉
を
も
ら
う
人
が
決
め
ら
れ
て
い
る
（
柳
川
市
史
編
集
委
員

会
　
二
〇
一
二
）。

　
ま
た
、
か
つ
て
旧
北
二
重
が
大
蛇
山
を
出
し
て
い
た
時
に
は
、
旧
北
二
重
が
男

の
大
蛇
、
東
上
町
が
女
の
大
蛇
と
言
わ
れ
て
い
た
。
旧
北
二
重
の
大
蛇
は
大
き
く

て
歯
先
が
鋭
く
尖
っ
て
い
る
が
、
東
上
町
の
大
蛇
は
小
ぶ
り
で
歯
先
も
丸
い
と
言

わ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
大
蛇
山
に
は
、
折
々
に
幼
児
を
抱
え
た
親
が
集
ま
っ
て
く
る
。
幼
児
の

頭
を
大
蛇
の
口
に
差
し
入
れ
る
と
、
無
病
息
災
に
な
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

「
か
ま
せ
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
西
上
町
は
踊
り
山
を
出
す
。
山
車
の
前
面
に
は
ス
ラ
イ
ド
式
の
舞
台
が
あ
り
、

そ
の
上
で
着
物
を
着
た
女
性
の
踊
り
手
が
踊
り
を
披
露
す
る
。

　
中
町
は
、
柳
川
藩
の
参
勤
交
代
を
表
わ
し
た
殿
様
行
列
を
出
す
。
行
列
の
中
心

は
駕
籠
に
乗
っ
た
殿
様
で
あ
り
、
小
学
生
が
扮
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
前
後
に

は
槍
や
弓
を
持
っ
た
侍
た
ち
が
行
列
を
組
む
。

　
下
町
の
獅
子
山
は
、
前
後
に
二
つ
の
山
車
を
連
ね
た
珍
し
い
山
車
で
あ
り
、
前

の
山
車
に
は
獅
子
と
そ
れ
を
操
る
獅
子
方
が
乗
り
、
後
の
山
車
に
は
三
味
線
や
太

鼓
を
奏
で
る
囃
子
方
が
乗
る
。

二
　
行
事
次
第
と
そ
の
内
容

　
以
下
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
の
事
例
を
中
心
に
、
実
施
次
第
と
そ
の
内
容

を
記
す
。

　
八
時
よ
り
、
八
剣
神
社
に
て
祇
園
祭
の
神
事
（「
お
祓
い
の
儀
」）
が
行
わ
れ
る
。

参
加
者
は
各
町
内
の
区
長
や
役
員
、
神
社
運
営
実
行
委
員
、
行
政
関
係
者
、
商
工

会
関
係
者
な
ど
で
あ
る
。

　
二
三
時
に
は
「
開
眼
」
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
八
剣
神
社
に
向
か
っ
て
右
側
に

大
蛇
山
が
据
え
ら
れ
、
そ
の
前
に
、
米
、
神
酒
、
野
菜
、
果
物
な
ど
の
神
饌
が
供

え
ら
れ
る
。
東
上
町
若
附
合
、
下
町
青
年
会
の
関
係
者
が
参
列
す
る
な
か
、
神
事

が
執
り
行
わ
れ
る
。
大
蛇
山
を
動
か
す
中
心
と
な
る
東
上
町
若
附
合
は
、
進
行
長
・

副
進
行
長
・
中
老
連
絡
役
（
二
名
）、
花
火
管
理
係
（
二
名
）
な
ど
の
役
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
左
腕
に
、
黒
地
に
金
字
の
腕
章
を
巻
い
て
い
る
。
神
事
が
終
わ
る
と
、

大
蛇
の
口
先
に
花
火
が
取
り
付
け
ら
れ
、
神
社
前
の
道
路
に
引
き
出
さ
れ
た
の
ち

に
着
火
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
後
、
鉦
や
太
鼓
が
鳴
ら
さ
れ
続
け
る
。

　
大
蛇
山
の
一
回
目
の
巡
行
は
、
一
七
時
二
〇
分
に
八
剣
神
社
を
出
発
し
、
羽
瀬

組
合
前
ま
で
巡
行
し
、
そ
こ
で
折
り
返
し
て
神
社
に
一
八
時
四
〇
分
に
戻
っ
て
く

る
。
巡
行
中
、
オ
ハ
ナ
を
頂
い
た
家
の
前
で
、
大
蛇
の
口
先
に
挿
し
た
花
火
の
火

の
粉
を
吹
き
か
け
る
。
オ
ハ
ナ
を
頂
い
た
人
の
名
は
次
の
よ
う
に
マ
イ
ク
で
披
露

さ
れ
る
。

　「
ハ
ナ
の
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ハ
ナ
の
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
〇
〇
（
氏
名
）

様
よ
り
頂
く
、
オ
ー
ハ
ナ
ー
。（
こ
れ
を
人
数
分
繰
り
返
す
）
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　
そ
の
際
、大
蛇
の
首
を
左
右
に
振
り
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
山
車
の
屋
根
上
に
立
っ

た
青
年
団
員
が
手
持
ち
提
灯
を
左
右
に
振
る
。
こ
の
間
、
法
螺
貝
が
吹
き
鳴
ら
さ

れ
、
鉦
と
太
鼓
が
激
し
く
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
一
軒
一
軒
行
っ
て
い
た

が
、
現
在
で
は
二
～
三
軒
ま
と
め
て
行
う
。

　
西
上
町
の
踊
り
山
は
、
一
八
時
三
〇
分
に
中
島
漁
協
倉
庫
前
を
出
発
す
る
。
道

中
は
ス
ピ
ー
カ
ー
で
歌
謡
曲
を
流
し
な
が
ら
進
む
。

　
巡
行
中
に
オ
ハ
ナ
を
頂
い
た
家
の
前
に
さ
し
か
か
る
と
山
車
を
止
め
、
前
面
に

収
納
さ
れ
て
い
る
ス
ラ
イ
ド
式
の
舞
台
を
引
き
出
し
、
そ
の
上
で
踊
り
子
が
踊

り
を
一
舞
い
披
露
す
る
（「
芸
者
ワ
ル
ツ
」
な
ど
の
歌
謡
曲
）。
音
楽
は
屋
根
に

据
え
付
け
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
す
。
舞
い
終
わ
る
と
マ
イ
ク
に
て
、「
〇
〇
（
氏

名
）
様
、
オ
ハ
ナ
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
オ
ハ
ナ
を

出
し
た
家
に
向
か
っ
て
踊
り
子
が
お
辞
儀
を
す
る
。
一
九
時
一
五
分
頃
八
剣
神
社

前
に
到
着
。
踊
り
を
奉
納
す
る
。

　
八
剣
神
社
前
に
到
着
す
る
と
、
山
車
を
神
社
の
方
向
に
向
け
、
踊
り
を
奉
納
す

る
。
奉
納
が
終
わ
る
と
、
大
蛇
山
が
鉦
と
太
鼓
を
激
し
く
打
ち
鳴
ら
し
、
大
蛇
の

首
を
激
し
く
振
り
つ
つ
、
口
先
に
付
け
た
花
火
を
踊
り
山
に
向
け
て
吹
き
か
け
る
。

屋
根
の
上
の
青
年
も
大
蛇
の
首
が
振
ら
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
法
被
を
大
き
く
振

る
。
一
方
の
踊
り
山
の
方
も
、
四
～
五
人
の
青
年
が
舞
台
の
上
に
立
ち
、
法
被
を

激
し
く
振
っ
て
踊
り
山
に
降
り
注
ぐ
火
の
粉
を
払
お
う
と
す
る
。
こ
れ
を
何
度
か
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繰
り
返
し
た
の
ち
、
踊
り
山
は
巡
行
に
戻
る
。

　
中
町
の
殿
様
行
列
は
、
一
九
時
三
〇
分
に
中
町
駐
車
場
を
出
発
す
る
。
行
列
順

は
次
の
通
り
。

　
ホ
イ
ホ
イ
サ
ン
（
一
名
・
掛
け
合
い
の
際
に
ホ
ー
イ
ホ
ー
イ
と
言
う
）
メ
ガ
ホ

ン
を
持
つ 

→ 

ハ
ワ
キ
マ
シ
ョ
ウ
（
二
名
・
笠
を
被
り
、
竹
箒
で
道
を
掃
く
） 

→ 

挟
み
箱
（
二
名
・
挟
み
箱
を
肩
に
か
つ
ぐ
） 

→ 

ニ
ン
ジ
ベ
（
七
名
・
毛
槍
状
の
竿

を
持
つ
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
が
務
め
る
） 

→ 

殿
様
（
一
名
・
小
学
生
男
子
、
駕

籠
に
乗
る
） 

→ 
駕
籠
丁
（
四
名
・
駕
籠
を
担
ぐ
） 

→ 

家
来
（
七
名
・
そ
れ
ぞ
れ
纏
・

槍
・
鉄
砲
・
な
ど
を
持
つ
） 

→ 

ニ
ギ
ヤ
カ
シ
（
四
名
・
手
拭
い
を
頭
に
掛
け
、
顔

に
白
粉
と
紅
で
化
粧
を
し
た
派
手
な
格
好
の
男
性
） 

→ 

御
台
所
（
二
名
・
道
具
入

れ
を
二
人
で
一
つ
持
つ
）。

　
ま
た
行
列
の
脇
に
は
、「
世
話
方
」「
御
台
所
」
な
ど
役
職
名
の
入
っ
た
提
灯
を

持
つ
男
性
達
が
加
わ
る
。
ま
た
、
行
列
の
中
心
と
な
る
殿と
の
さ
ん様

の
小
学
生
は
、
ク
ジ

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
七
月
一
〇
日
頃
、
小
学
一
～
四
年
生
の
ま
で
の
子
ど
も

達
の
名
が
書
か
れ
た
紙
札
を
作
り
、
神
職
が
御
幣
を
垂
ら
し
、
そ
の
御
幣
に
付
い

た
紙
札
に
名
前
が
書
か
れ
て
い
た
子
が
殿
様
役
を
務
め
る
（
柳
川
市
史
編
集
委
員

会
　
二
〇
一
二
）。
行
列
が
過
ぎ
る
と
オ
ハ
ナ
を
頂
い
た
家
の
前
を
、
ヤ
ッ
コ
サ
ン

が
踊
っ
て
回
る
。

　
一
九
時
五
〇
分
頃
、
八
剣
神
社
に
到
着
し
、
神
社
に
参
拝
す
る
と
、
殿
様
行
列

の
人
び
と
に
大
蛇
山
の
花
火
が
吹
き
か
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
再
び
行

列
は
町
内
巡
行
に
戻
る
。

　
下
町
の
獅
子
山
は
二
つ
の
山
車
が
連
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
の
山
車
の
前

方
・
右
側
・
左
側
に
は
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
く
り
獅
子
が
据
え
ら
れ
、
山
車
に
は
獅
子

を
操
る
人
が
乗
る
。
後
の
山
車
に
は
囃
子
方
（
笛
・
太
鼓
・
三
味
線
）
が
乗
る
。

囃
子
方
に
は
子
ど
も
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
中
島
納
骨
堂
を
一
八
時
三
〇
分
に
出
発
し
、
そ
の
途
上
で
主
な
場
所
に
さ
し
か

か
る
と
獅
子
を
舞
わ
す
。
二
〇
時
四
五
分
頃
に
八
剣
神
社
に
到
着
す
る
と
、
山
車

を
南
向
き
に
止
め
、
右
側
面
を
神
社
側
に
向
け
る
と
お
囃
子
が
始
ま
り
獅
子
を
舞

わ
す
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
獅
子
山
に
向
か
っ
て
大
蛇
山
の
花
火
が
吹
き
か
け
ら

れ
る
。
下
町
の
青
年
達
は
獅
子
山
の
屋
根
に
登
り
、
法
被
を
激
し
く
振
っ
て
、
火

の
粉
を
払
お
う
と
す
る
。
こ
の
や
り
取
り
を
数
度
繰
り
返
し
た
後
、
再
び
巡
行
に

戻
る
。

　
二
一
時
に
は
、
大
蛇
山
が
二
回
目
の
巡
行
に
出
発
し
、
二
二
時
頃
に
は
全
て
の

山
車
が
大
高
青
果
市
場
に
集
合
す
る
。
各
地
区
の
山
車
が
揃
う
こ
と
を
「
競
演
会
」

と
い
う
。
最
初
に
殿
様
行
列
の
ヤ
ッ
コ
さ
ん
が
踊
り
、
続
い
て
、
踊
り
山
の
踊
り

が
あ
る
。
そ
し
て
大
蛇
山
が
花
火
を
獅
子
山
に
向
か
っ
て
吹
き
か
け
る
と
獅
子
山

で
も
お
囃
子
を
囃
す
。
山
車
の
上
に
は
青
年
た
ち
が
登
り
、
法
被
を
振
っ
て
掛
け

声
の
掛
け
合
い
を
行
う
。
〇
時
五
〇
分
頃
、
大
蛇
山
が
八
剣
神
社
に
戻
っ
て
く
る

と
、
大
蛇
山
が
神
社
に
向
け
て
花
火
を
吹
く
。
最
後
は
参
加
者
皆
が
花
火
を
手
に

持
っ
て
高
く
か
ざ
し
、
一
時
一
〇
分
頃
に
終
わ
り
の
挨
拶
を
も
っ
て
祭
り
が
終
了

す
る
。
祭
り
の
後
、
大
蛇
山
の
解
体
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
飾
り
を
観
客
が
持
っ

て
帰
る
。
骨
組
み
な
ど
は
川
岸
で
燃
や
し
て
し
ま
う
。
町
内
を
練
り
歩
い
た
大
蛇

山
を
燃
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
内
の
疫
病
避
け
に
な
る
と
い
う
。（
柳
川
市
史

編
集
委
員
会
　
二
〇
一
二
）

三
　
目
玉
取
り

　
か
つ
て
は
、
朝
方
ま
で
山
車
の
巡
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、
最
後
に
「
目
玉
取
り
」

が
行
わ
れ
て
い
た
。
大
蛇
山
の
目
玉
は
、
商
売
繁
盛
や
家
庭
円
満
の
ご
利
益
の
あ

る
縁
起
物
と
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
左
の
目
玉
は
大
変
な
ご
利
益
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
目
玉
を
求
め
て
、
か
つ
て
は
近
隣
地
区
か
ら
も
大
勢
の
青
年
が

集
ま
り
、
目
玉
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
大
蛇
山
の
青
年
た
ち
と
の
間
で
、
激

し
い
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
こ
の
祭
り
は
「
け
ん
か
祭
り
」

の
異
名
を
も
っ
て
い
た
。
目
玉
を
取
り
に
く
る
青
年
た
ち
は
、
多
く
の
場
合
地
域

の
大
店
や
名
士
の
家
か
ら
頼
ま
れ
た
青
年
た
ち
で
あ
り
、
目
玉
を
取
っ
て
持
ち
帰

る
と
酒
や
御
馳
走
の
振
る
舞
い
を
受
け
た
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
事
故

が
起
こ
っ
た
こ
と
を
最
後
に
、
目
玉
取
り
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
現
在
も
大

蛇
の
目
玉
は
縁
起
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
お
り
、
大
牙
や
御
幣
と
共
に
、
祭
り
の

後
に
中
老
や
商
店
関
係
の
協
賛
会
へ
の
御
礼
と
し
て
渡
さ
れ
る
。
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【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
現
在
、
大
蛇
山
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
大
牟
田
市
・
柳
川
市
・
み
や
ま
市
・

熊
本
県
玉た
ま

名な

郡
南な

ん

関か
ん

町
で
あ
り
、
旧
柳
川
藩
・
三
池
藩
の
祇
園
祭
の
出
し
物
と
な
っ

て
い
る
。
大
蛇
山
と
い
う
と
、
大
牟
田
市
の
大
蛇
山
が
著
名
で
あ
る
が
、
こ
の
祭

が
一
般
的
に
な
っ
た
の
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
大
蛇
山
は
、
大
牟
田
市
三
池
、
み
や
ま
市
渡わ
た

瀬ぜ

・
江え

の
う
ら浦

、
柳
川
市
中
島
で
あ
る

と
さ
れ
る
（
原
尻
　
二
〇
一
八
）。

　
三
池
の
大
蛇
山
は
、
旧
柳
川
藩
の
八
剣
神
社
、
旧
三
池
藩
の
彌
剱
神
社
で
行
わ

れ
る
。
現
在
は
二
つ
の
大
蛇
山
の
競
演
（
柳
川
が
オ
ス
、
三
池
が
メ
ス
）
と
な
っ

て
い
る
が
、
元
々
は
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
。
以
前
は
「
目
玉
取
り
」
と
い
わ
れ

る
目
玉
争
奪
戦
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
渡
瀬
の
大
蛇
山
は
、
み
や
ま
市
高
田
下
楠
田
の
八
剣
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
大
名
行
列
の
名
残
と
さ
れ
る
「
雲
助
道
中
」
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
同

じ
く
高
田
町
、
江
浦
の
淀
姫
神
社
に
も
大
蛇
山
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
江
浦
で
は
、

三
つ
の
大
蛇
山
（
古
町
・
新
町
・
二
の
丸
吉
原
）
と
一
つ
の
踊
り
山
（
田
中
）
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
渡
瀬
・
江
浦
・
中
島
に
は
踊
り
山
が
登
場
し
て

お
り
、
大
蛇
山
は
祇
園
祭
の
出
し
物
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
祭
の
名

称
も
「
大
蛇
山
」
で
は
な
く
「
祇
園
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
（
原
尻

　
二
〇
一
八
）。

（
須
永
　
敬
）
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三み

池い
け
地ち

区く

祇ぎ

園お
ん
社し
ゃ
祭さ
い
礼れ
い
行ぎ
ょ
う
じ事

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、
二
九
「
山
笠
」

【
指
定
等
】

　
種
類
　
　
大
牟
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
　
三
池
地
区
祇
園
社
祭
礼
行
事
、
三
池
の
大だ
い
じ
ゃ
や
ま

蛇
山

　
指
定
年
月
日
　
　
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
四
月
一
四
日

【
別
名
】
三
池
の
大
蛇
山
　
大
蛇
山
祭
り

【
地
域
の
概
要
】

　
大お
お

牟む

田た

市
大
字
三
池
・
大
字
新し

ん
ま
ち町

は
、
大
牟
田
市
中
東
部
の
内
陸
部
に
位
置
し

て
い
る
。
東
は
三
池
山
、
大だ
い
か
ん
や
ま

間
山
な
ど
の
丘
陵
が
連
な
り
、
西
は
大
牟
田
川
の
沖

積
平
野
が
広
が
る
。

　
現
在
の
三
池
の
町
並
み
は
、
鎌
倉
時
代
に
三
池
氏
が
今い
ま
や
ま山

に
山
城
を
築
き
、
こ

の
地
域
を
支
配
し
た
こ
と
始
ま
る
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
城
の
周
囲
に
は
市
が

た
つ
よ
う
に
な
り
、
三
池
の
町
並
み
も
こ
の
頃
か
ら
次
第
に
形
を
整
え
て
い
く
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
町
並
み
を
南
北
に
貫
く
三
池
往
還
（
県
道
大
牟
田
高
田
線
）

を
中
心
と
し
た
街
道
筋
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
。
北
側
が
柳
河
藩
立
花
家
、
南

側
が
三
池
藩
立
花
家
の
領
地
で
あ
っ
た
が
、
町
並
み
の
中
央
を
東
西
に
貫
い
て
い

た
水
路
が
両
藩
の
境
と
な
っ
て
い
た
。
三
池
藩
に
は
陣
屋
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、

商
家
の
町
並
み
と
、
武
家
屋
敷
の
町
並
み
、
山
麓
に
は
農
村
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
藩
境
を
中
心
と
し
て
三
池
の
町
並
み
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
人
の
往

来
は
賑
や
か
に
な
っ
た
。
大
字
三
池
の
祇
園
宮
は
旧
柳
河
藩
領
に
、
大
字
新
町
弥や

剣つ
る
ぎ

神
社
は
旧
三
池
藩
領
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
特
徴
を
今
日

ま
で
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
新
町
の
山
は
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
か
ら
「
三

池
藩
大
蛇
山
」
と
呼
称
し
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
大
牟
田
市
大
字
三
池
、
大
字
新
町

【
実
施
時
期
】
七
月
第
四
土
曜
日
及
び
日
曜
日

【
伝
承
組
織
】

　
三
池
藩
大
蛇
山
実
行
委
員
会
（
大
字
新
町
弥
剣
神
社
）

　
三
池
本
町
祇
園
宮
神
社
総
代
会
（
大
字
三
池
祇
園
宮
）

【
由
来
・
伝
承
】

　
三
池
山
（
今
山
嶽
）
に
伝
わ
っ
た
、「
今
山
の
城
に
い
た
御
姫
さ
ま
を
、
大
蛇

が
今
に
も
飲
み
込
も
う
と
し
た
と
き
、
毎
日
ご
飯
粒
を
あ
げ
て
か
わ
い
が
っ
て
い

た
ツ
ガ
ニ
が
出
て
き
て
鋏
で
大
蛇
の
胴
体
を
三
つ
に
切
っ
て
姫
を
守
っ
た
。
大
蛇

の
切
ら
れ
た
体
が
の
た
う
っ
た
窪
地
に
水
が
溜
ま
っ
た
の
が
三
池
山
の
山
頂
に
あ

る
『
三
つ
の
池
』
で
あ
る
。」
と
い
う
古
池
の
伝
説
は
大
蛇
山
と
の
繋
が
り
を
連

想
さ
せ
る
。
三
池
山
に
は
現
在
で
も
、
山
頂
付
近
に
池
が
連
続
し
て
三
つ
あ
る
。

か
つ
て
三
池
権
現
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。

　
古
く
か
ら
大
蛇
山
を
伝
え
て
い
る
の
は
大
牟
田
市
三
池
の
二
箇
所
。
一
つ
は
大

字
新
町
の
弥
剣
神
社
で
あ
る
。
天
照
皇
大
神
宮
、
宗
社
稲
荷
大
明
神
、
祇
園
牛
頭

天
王
、
大
塔
大
権
現
を
祭
神
と
し
、
創
建
は
寛
永
一
七
（
一
六
一
四
）
年
と
さ
れ

る
。
こ
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
は
三
池
藩
領
に
あ
た
る
が
、
中
島
家
文
書
に
よ
る

と
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
、
同
四
年
に
は
三
池
祇
園
会
で
は
「
本
山
」
と
踊
り

屋
台
が
あ
る
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
「
本
山
」
が
大
蛇
山
の
原
型
で
は
な
い
か

と
さ
れ
る
が
、大
蛇
の
造
形
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
ま
た
、弥
剣
神
社
に
は
、「
安

政
四
（
一
八
五
七
）」
銘
を
も
つ
山
車
の
部
材
も
保
存
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代

に
は
祇
園
会
祭
礼
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
も
う
一
箇
所
が
大
字
三
池
の
彌
劔
神
社
で
あ
る
。「
本
町
の
祇
園
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
、
鳥
居
の
扁
額
に
は
現
在
で
も
「
祇
園
宮
」
と
あ
る
。
創
建
に
関
す
る
記
録

は
残
っ
て
お
ら
ず
、
創
建
年
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
説
に
は
南
北
朝
期
と
も

伝
え
て
い
る
。
祭
神
は
牛
頭
天
王
と
さ
れ
、
神
殿
内
に
は
他
に
も
小
祠
や
様
々
な

御
神
体
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
神
殿
中
央
の
厨
子
に
は
大
き
な
耳
を
持
つ
赤
色
の
牛

頭
天
王
ら
し
き
神
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
祇
園
社
祭
礼
行
事
に
関
す
る
記
録
は

少
な
い
が
、
山
車
は
、
柳
河
藩
立
花
家
と
の
親
族
関
係
で
あ
る
上
内
立
花
内
膳
家



75

か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

　
行
事
の
準
備
や
運
営
は
、
大
字
新
町
弥
剣
神
社
の
祇
園
社
祭
礼
行
事
で
は
、
三

池
藩
大
蛇
山
実
行
委
員
会
が
行
う
。
大
字
三
池
祇
園
宮
の
祇
園
社
祭
礼
行
事
で
は
、

三
池
第
一
、
材
木
町
、
神
田
脇
の
三
地
区
の
氏
子
で
構
成
さ
れ
た
、
神
社
総
代
会

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
新
町
弥
剣
神
社
は
、
田
町
、
新
町
、
陣じ
ん

屋や

の
三

町
で
祭
礼
行
事
に
携
わ
る
。
氏
子
の
範
囲
も
こ
の
三
町
内
で
あ
る
。
各
町
内
は
複

数
の
下
部
組
織
を
持
ち
、
各
集
落
の
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
大
蛇

山
祭
り
の
際
に
は
隣
接
地
域
の
参
加
は
基
本
的
に
は
受
け
付
け
て
お
ら
ず
、
三
町

内
の
住
民
で
の
み
行
っ
て
き
た
が
、
近
年
は
他
地
域
か
ら
の
参
加
者
も
多
い
。

　
三
池
地
区
の
祇
園
社
祭
礼
行
事
は
、
過
去
に
は
旧
暦
の
六
月
一
日
か
ら
一
五
日

に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
。
現
在
は
七
月
一
二
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
行
わ
れ

る
神
前
行
事
、
地
域
御
幣
奉
納
、
町
内
巡
行
、
目
玉
争
奪
戦
と
い
う
一
連
の
祭
礼

行
事
の
総
称
で
あ
り
、
特
に
町
内
巡
行
は
、
初
期
の
祇
園
社
祭
礼
行
事
の
形
態
を

残
し
、
通
称
「
大
蛇
山
」
と
呼
ば
れ
る
山
車
が
町
内
を
練
り
歩
く
。

　
四
月
頃
か
ら
大
蛇
の
飾
り
を
作
り
始
め
る
。
竹
に
藁
を
巻
い
た
芯
に
紙
を
貼
り

付
け
て
形
を
作
り
着
色
し
て
い
く
。
誰
で
も
作
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
熟
練
者
が

携
わ
る
。
こ
の
大
蛇
の
頭
・
胴
・
尻
尾
の
造
形
を
四
輪
の
館
型
の
山
車
に
付
け
た

も
の
を「
大
蛇
山
」と
称
し
て
い
る
。
口
に
は
古
大
麻
が
貼
り
付
け
ら
れ
、耳
や
髭
、

角
な
ど
が
あ
り
、
蛇
と
い
う
よ
り
は
龍
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
山
車
の
天
井

に
、
切
れ
た
小
さ
な
胴
が
吊
り
下
げ
ら
れ
、
後
ろ
側
に
尻
尾
を
差
し
出
し
て
飾
る
。

大
蛇
は
三
分
割
で
作
ら
れ
、
三
池
山
伝
説
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
　
神
前
行
事
　
七
月
一
二
日

　
祭
礼
行
事
は
、
山
車
の
大
蛇
山
、
及
び
氏
子
ら
を
御
幣
で
祓
っ
た
後
に
三
回
塩

を
撒
く
修
祓
を
行
う
神
前
行
事
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、
一
四
日
間
か
け
て
諸
々

の
行
事
が
行
わ
れ
る
。
か
つ
て
は
、
北
九
州
市
の
黒く
ろ
さ
き崎

ま
で
汐
井
を
取
り
に
行
っ

た
と
伝
え
て
い
る
。

二
　
六
山
巡
行
　
第
四
土
曜
日

　
午
後
、
大
蛇
山
を
組
み
立
て
て
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
大
牟
田
市
街
地
へ
運
び
、「
六

山
巡
行
」
に
参
加
す
る
。
三
池
大
蛇
山
に
習
っ
た
大
牟
田
市
内
の
神
社
か
ら
出
る

四
基
の
山
と
三
池
の
二
基
の
山
が
大
通
り
で
一
堂
に
会
す
る
競
演
会
で
、
新
し

く
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
三
池
の
二
山
は
大
蛇
山
の
祖
と
し
て
一

目
置
か
れ
る
。
会
場
に
行
く
道
々
で
子
ど
も
の
健
康
を
願
う
人
々
か
ら
依
頼
が
あ

れ
ば
、
子
ど
も
を
大
蛇
の
口
に
持
ち
上
げ
て
囃
し
た
て
る
「
咬
ま
せ
」
を
行
う
。

三
　
町
内
巡
行
　
第
四
日
曜
日

　
次
の
日
曜
日
に
町
内
巡
行
が
行
わ
れ
る
。
当
日
は
、
八
時
か
ら
山
車
を
清
掃
、

一
六
時
半
過
ぎ
に
巡
行
が
始
ま
る
。
笛
太
鼓
の
囃
子
と
、
山
車
に
吊
り
下
げ
ら
れ

た
半
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
三
池
往
還
を
行
き
来
す
る
。
寄
付
を
受
け
た
家
の

前
な
ど
、
要
所
要
所
で
大
蛇
の
口
に
花
火
を
差
し
込
み
火
炎
を
散
ら
す
。
昼
は
煙

の
多
い
も
の
、
夜
に
な
る
と
火
花
の
華
や
か
な
花
火
を
使
う
。
ま
た
、「
咬
ま
せ
」

も
行
う
。
咬
ま
せ
た
後
は
手
締
め
を
す
る
。

　
か
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
大
蛇
山
は
藩
境
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

現
在
で
は
、
藩
境
に
来
る
と
山
車
か
ら
人
が
下
り
て
進
む
。
本
町
と
新
町
の
藩
境

の
道
路
上
で
、
二
つ
の
大
蛇
山
が
揃
い
、
口
か
ら
花
火
の
火
花
を
散
ら
し
な
が
ら
、

大
蛇
の
尻
尾
を
打
ち
合
わ
せ
、
大
蛇
の
赤
子
が
生
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
町
が
雄
で
新
町
が
雌
と
い
う
伝
承
に
基
づ
い
た
新

し
い
伝
統
で
あ
る
。

四
　
目
玉
争
奪
、
耳
牙
奉
納
　
七
月
第
四
日
曜
日

　
町
内
巡
行
は
、
山
車
に
大
蛇
の
頭
部
、
胴
体
、
尻
尾
を
象
っ
た
飾
り
付
け
を
し
、

囃
子
を
奏
で
な
が
ら
本
町
・
新
町
、
各
々
前
述
し
た
三
町
内
を
行
列
巡
行
す
る
行

事
で
あ
る
。
こ
の
発
炎
筒
や
花
火
を
焚
き
な
が
ら
の
巡
行
は
、
病
気
な
ど
の
ケ
ガ

レ
を
祓
う
祇
園
信
仰
の
意
味
合
い
が
色
濃
く
残
る
特
徴
で
あ
る
。
巡
行
を
終
え

る
と
大
蛇
を
取
り
壊
し
た
。
こ
れ
は
大
蛇
が
天
に
帰
る
の
を
防
ぎ
、
守
り
神
と
し

て
土
地
に
留
め
る
た
め
だ
と
い
う
。
こ
の
取
り
壊
し
た
大
蛇
の
目
玉
、
牙
、
耳
な

ど
は
厄
除
け
・
御
守
と
し
て
御
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
巡
行
の
終
了
と
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と
も
に
、
男
達
が
目
玉
に
殺
到
し
激
し
い
争
奪
戦
を
行
っ
て
い
た
。
祇
園
社
の
祭

神
で
あ
る
牛
頭
天
王
が
胡
瓜
で
目
を
突
い
て
右
目
を
失
っ
た
た
め
、
左
目
が
特
に

価
値
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
大
蛇
の
目
を
奪
う
と
、
ど
こ
の
家
の
も
の
で
も
良

い
の
で
、
神
棚
に
目
玉
を
供
え
る
。
そ
れ
で
目
玉
の
所
有
権
が
確
定
し
た
。

　
本
町
で
は
、
目
玉
が
氏
子
外
の
者
に
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
氏
子
同
士
で
連
携

し
て
い
た
。
戦
中
に
は
出
征
す
る
若
者
に
優
先
し
て
目
玉
を
渡
す
た
め
に
団
結
し

た
と
伝
え
る
。
目
玉
以
外
の
部
位
も
や
は
り
奪
い
去
ら
れ
、
目
玉
の
争
奪
戦
が
終

わ
る
と
殆
ど
何
も
残
ら
な
か
っ
た
。
目
玉
の
争
奪
戦
は
そ
の
危
険
性
か
ら
現
在
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。
目
玉
や
牙
、
耳
な
ど
の
部
位
は
事
前
に
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

取
り
外
し
て
お
き
、
申
し
出
を
し
た
人
物
に
渡
す
。
こ
れ
ら
の
部
位
は
縁
起
が
良

い
と
さ
れ
て
お
り
、
相
応
の
対
価
を
奉
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

大
蛇
が
バ

ラ
バ
ラ
に
さ
れ
る
と
、
氏
子
は
直
会
を
行
い
、
祭
り
は
終
了
す
る
。 

新
町
は
神
社

に
帰
っ
て
か
ら
、
子
ど
も
達
の
み
で
争
奪
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
三
池

の
大
蛇
を
見
る
と
三
年
眠
い
」
と
言
わ
れ
、
争
奪
戦
と
共
に
祭
り
は
終
わ
る
。
耳

と
牙
は
後
日
、
熊
本
県
南
関
町
と
の
境
に
あ
る
峠
の
塞
の
神
に
奉
納
す
る
。
こ
こ

は
耳
の
神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　
大
蛇
山
祭
り
は
大
牟
田
市
以
外
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
別
途
報
告
が
あ
る
中
島

の
他
、
渡
瀬
、
江
浦
、
南
関
で
あ
る
。
三
池
と
こ
れ
ら
の
地
域
の
大
蛇
山
と
の
相

互
関
係
は
不
詳
だ
が
、
大
蛇
の
運
行
、
目
玉
争
奪
な
ど
似
た
よ
う
な
特
徴
を
持
っ

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
す
べ
て
が
明
治
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
分
布
は
三
池
街
道
に
沿
っ
て
三
池
か
ら
伝
播
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

（
福
間
　
裕
爾
）
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ど
ろ
つ
く
ど
ん

【
テ
ー
マ
】
二
「
山
車
・
屋
台
・
船
な
ど
が
出
る
」、
二
九
「
山
笠
」

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
ど
ろ
つ
く
ど
ん

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
四
日

【
別
名
】
御
賑
会
　
お
に
ぎ
え

【
地
域
の
概
要
】

　
柳
河
藩
城
下
の
掘
割
に
囲
ま
れ
た
、
町
人
地
旧
柳
河
の
各
町
が
そ
の
舞
台
で
あ

る
。
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
五
月
二
五
日
付
『
柳
河
新
報
』
第
一
八
号
に
は
、

「
囃
子
台
」
ど
ろ
つ
く
ど
ん
は
、外ほ
か

町
・
上か
み

町
・
瀬せ

高た
か

町
三
丁
目
（
現
京き
ょ
う

町
三
丁
目
）・

蟹か
に

町
の
四
基
、前さ

き

山
車
と
呼
ば
れ
る
「
山
鉾
」
が
本も

と

船ふ
な

津つ

町
ほ
か
一
六
台
、「
踊
台
」

（
踊
り
山
車
）
四
台
の
他
、
物
語
や
時
事
な
ど
を
人
形
や
飾
り
物
で
表
現
し
た
「
曳

台
」も
三
台
出
て
い
る
。
芸
妓
が
雇
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、旧
柳
河
城
下
町
の
他
、

個
人
や
団
体
が
二
台
の
踊
り
台
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
祭
礼
に
は
日
露
戦
争

の
戦
勝
祝
い
か
ら
、
音
楽
隊
の
参
加
や
日
露
戦
争
に
関
す
る
造
り
物
飾
り
が
神
社

回
廊
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
期
と
思
わ
れ
る
町
内
前
山
車（
山
鉾
）の
写
真
で
は
、一
番
外
町（
閑
古
鳥
）、

三
番
新
船
津
町
（
蓬
莱
山
）、
四
番
上
町
（
閑
古
鳥
）、
五
番
中な
か

町
（
為
朝
）、
六
番

辻つ
じ

町
、
七
番
西に
し

魚う
お

屋や

町
、
八
番
蟹
町
（
三
宝
に
烏
帽
子
）、
一
〇
番
糀こ
う
じ

屋や

町
（
ひ
ょ

う
た
ん
に
桜
）、一
一
番
瀬
高
町
一（
雅
楽
打
ち
も
の
太
鼓
）、一
二
番
瀬
高
町
弐（
八

咫
鏡
）、
一
三
番
瀬
高
町
参
、
一
四
番
細さ
い

工く

町
壱
（
柳
河
城
）、
一
五
番
細
工
町
弐

（
扇
に
祇
園
守
）、
一
六
番
材ざ
い

木も
く

町
（
龍
門
の
滝
登
り
）、
一
七
番
新し

ん

町
（
剣
巻
龍
）、

一
八
番
出で

き来
町
（
楠
公
桜
井
の
訣
別
）、
一
九
番
東
魚
屋
町
（
八
咫
鏡
）、
二
〇
番

恵え

美び

須す

町
（
三
宝
に
桃
）、
二
一
番
田た

代し
ろ

町
（
虎
）
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
先
に

述
べ
た
記
事
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
見
い
出
せ
る
。
現
在
こ
の
山
鉾
を
出
し
て
い

る
の
は
、
保
加
町
（
外
町
）
だ
け
で
あ
る
。

　
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
に
は
、
外
町
、
瀬
高
町
三
丁
目
、
東
魚
屋
町
か
ら

ど
ろ
つ
く
ど
ん
が
出
て
い
る
。
辻
町
、
中
町
、
上
町
、
上
町
二
、
片か

た

原は
ら

町
、
細
工

町
三
、
新
町
、
材
木
町
は
踊
り
台
を
出
し
、
各
地
か
ら
踊
り
手
を
雇
っ
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
柳
川
市
　
三
柱
神
社
　
日
吉
神
社
　
八
剣
神
社
及
び
柳
川
市
柳
河
地
区
　

【
実
施
時
期
】

　
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
の
三
柱
神
社
遷
座
祭
の
日
に
因
ん
で
、
大
正
時
代
ま

で
は
旧
歴
の
八
月
一
五
日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
時
代
に
入
り
、
新

暦
の
一
〇
月
九
日
か
ら
一
一
日
の
日
程
に
変
わ
り
、
現
在
は
一
〇
月
第
二
日
曜
日

を
中
心
に
三
日
間
が
祭
日
と
な
っ
た
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
一
〇
月
七
日

～
九
日
に
行
わ
れ
た
が
、
中
日
の
八
日
は
大
雨
の
た
め
神
幸
等
の
行
事
は
中
止
さ

れ
た
。

【
伝
承
組
織
】
柳
川
ど
ろ
つ
く
ど
ん
保
存
会
　
旧
柳
河
町
町
内
会

【
由
来
・
伝
承
】

　「
ど
ろ
つ
く
ど
ん
」
は
、
柳
川
藩
主
立
花
鑑
賢
に
よ
り
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年

九
月
一
六
日
に
柳
河
城
内
三
丸
か
ら
高
畑
新
宮
に
遷
御
し
て
建
立
さ
れ
た
三
柱
神

社
の
遷
座
祭
を
祝
う
た
め
に
奉
納
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

　
外
町
（
現
保
加
町
）
の
御
用
人
夫
差
入
家
業
の
北
川
新
十
郎
、
弥
永
久
右
エ
門

等
が
江
戸
の
神
田
明
神
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
葛
西
囃
子
や
舞
踊
、
神
田
の
曳
き
物

や
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
を
参
考
に
し
て
囃
子
と
囃
子
台
を
考
案
し
、
文
政
九
年
八

月
一
五
日
還
座
式
の
当
日
に
山
車
（
山
笠
）
を
押
し
立
て
て
、
一
番
に
参
拝
し
た
。

山
鉾
（
前
山
車
）
に
は
、
中
国
の
故
事
に
因
む
閑
古
鳥
（
諫
鼓
雉
）
の
飾
り
を
付

け
て
藩
主
の
安
寧
、
天
下
泰
平
を
祈
り
、
北
川
新
十
郎
以
下
外
町
の
人
々
は
裃
、

菅
笠
、
浅
裏
草
履
で
曳
い
た
。
囃
子
台
が
ど
ろ
つ
く
ど
ん
と
呼
ば
れ
る
山
車
で
あ

る
。
こ
れ
以
降
、
外
町
の
ど
ろ
つ
く
ど
ん
や
山
鉾
は
、
秋
祭
り
に
必
ず
引
き
出
す
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こ
と
と
な
り
恒
例
化
し
た
。

　
明
治
一
〇
年
頃
の
立
花
宗
茂
公
年
忌
祭
の
時
、
外
町
か
ら
教
え
を
受
け
て
、
蟹

町
、
辻
町
、
東
町
、
瀬
高
町
（
現
京
町
三
丁
目
）、
本
船
津
町
、
上
町
の
ど
ろ
つ
く

ど
ん
山
車
が
御
賑
会
に
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
実
施
内
容
】

　
現
在
は
一
〇
月
第
二
日
曜
日
を
中
日
と
し
て
行
わ
れ
る
三
柱
神
社
の
秋
の
大
祭

「
御お

賑に
ぎ

会え

」
は
、
大
賑
わ
い
が
訛
っ
た
名
称
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ど
ろ
つ
く
ど
ん

と
は
囃
子
台
山
車
の
名
称
で
、
奉
納
舞
を
披
露
す
る
こ
と
で
五
穀
豊
穣
、
商
売
繁

盛
、
天
下
泰
平
、
家
内
安
全
を
祈
る
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
山
車
の
上
で
舞
と
囃

子
を
披
露
し
な
が
ら
市
内
を
練
り
歩
き
、
三
つ
の
神
社
に
奉
納
す
る
。
さ
ら
に
街

を
流
し
な
が
ら
、
祈
願
内
容
に
応
じ
て
面
を
取
り
替
え
て
舞
を
奉
納
し
て
い
く
。

　
ど
ろ
つ
く
ど
ん
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
は
山
車
が
防
空
壕
の
材
料
に
使
わ
れ
る

な
ど
し
て
奉
納
で
き
な
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、
御
賑
会
は
中
断
す
る
事
な
く
続
い

て
い
る
。
以
前
は
約
二
〇
町
が
山
鉾
（
前
山
車
）・
踊
り
台
（
踊
り
山
車
）・
曳
き

台
を
所
有
し
て
い
た
が
、現
在
は
、囃
子
台
（
ど
ろ
つ
く
ど
ん
）
は
保
加
町
、蟹
町
、

京
町
三
丁
目
、上
町
の
四
町
の
み
が
所
有
す
る
。
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
に
「
飛

龍
ど
ろ
つ
く
ど
ん
の
会
」（
飛
龍
）
が
発
足
し
、
町
内
会
の
枠
を
超
え
誰
で
も
参

加
出
来
る
会
と
し
て
、
五
基
目
の
山
車
と
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
は
、

ど
ろ
つ
く
ど
ん
は
中
止
さ
れ
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
も
当
番
山
だ
け
が
奉
納

さ
れ
た
が
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
三
年
ぶ
り
に
保
加
町
、
蟹
町
、
東
町
、

京
町
三
丁
目
、
飛
龍
の
五
基
の
ど
ろ
つ
く
ど
ん
が
揃
っ
た
。

　
以
下
、
令
和
五
年
の
当
番
一
番
山
で
あ
る
、
京
町
三
丁
目
町
内
（
京
三
）
の
行

事
を
中
心
に
記
述
す
る
。

一
　
奉
納
舞
の
練
習
及
び
準
備
　
一
〇
月
祭
礼
前
の
月
曜
日
～
金
曜
日
　

　
金
剛
院
に
舞
方
（
上
山
）
が
集
ま
り
、
二
〇
時
か
ら
一
時
間
、
拝
殿
内
に
設
け

ら
れ
た
山
車
の
舞
台
を
模
し
た
場
で
、
毎
晩
奉
納
舞
の
稽
古
を
集
中
的
に
行
う
。

舞
の
稽
古
は
、
月
一
回
、
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
各
町
ご
と
に
舞
、
囃

子
は
若
干
異
な
る
。
能
に
発
し
た
舞
で
、
喜
怒
哀
楽
を
簡
略
化
さ
れ
た
所
作
で
表

現
す
る
無
言
劇
で
あ
る
。
舞
方
は
全
員
が
交
替
で
全
役
割
を
行
な
う
。
ま
た
、
山

車
の
飾
り
な
ど
を
調
整
し
、
山
つ
く
り
の
準
備
を
す
る
。

二
　
山
つ
く
り
　
一
〇
月
七
日
土
曜
日

　
八
時
よ
り
京
町
四
角
の
駐
車
場
で
ど
ろ
つ
く
ど
ん
の
山
車
を
組
み
立
て
る
。
京

三
の
山
車
は
横
幅
二
・
一
メ
ー
ト
ル
、奥
行
三
メ
ー
ト
ル
、高
さ
三
・
八
メ
ー
ト
ル
、

舁
き
棒
は
六
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
が
あ
る
。
棒
を
含
め
、
基
礎
的
な
台
の
組
み
は
事

前
に
済
ま
せ
て
あ
る
。
屋
根
や
芯
棒
な
ど
の
部
材
は
金
剛
院
か
ら
運
び
出
す
。

　
奉
納
舞
の
面
は
、
賢
徳
、
舌
出
し
、
猿
二
種
、
大
天
狗
、
天
神
、
黒
髭
海
童
、

横
口
、
顰
海
童
、
空
吹
、
お
多
福
、
髭
癋
見
、
般
若
、
般
若
海
童
、
ひ
ょ
っ
と
こ
、

天
狗
、
空
吹
、
天
神
、
大
黒
が
金
剛
院
の
拝
殿
に
並
べ
確
認
さ
れ
て
、
持
ち
出
さ

れ
た
。
能
面
に
由
来
す
る
も
の
だ
が
、
か
つ
て
の
面
は
和
紙
を
張
り
合
わ
せ
て
造

ら
れ
た
も
の
で
、
舞
う
と
き
に
顔
に
し
っ
か
り
密
着
し
具
合
が
良
か
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
盗
難
に
あ
い
、
現
在
の
面
は
木
製
で
あ
る
。
駐
車
場
へ
運
び
広
げ
ら
れ

た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
、
部
材
、
太
鼓
・
笛
な
ど
の
楽
器
、
舞
の
面
を
並
べ
る
。

　
下
台
周
り
に
ダ
ン
ダ
ラ
幕
（
鯨
幕
）
を
巻
く
。
以
前
は
白
黒
だ
っ
た
が
、
現
在

は
紅
黒
、
他
の
町
は
昔
か
ら
紅
黒
。
辻
町
は
か
つ
て
は
紅
緑
の
鯨
幕
。
台
上
部
横

に
造
花
を
飾
り
付
け
、長
さ
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
芯
棒
を
組
み
立
て
る
。
上
部
に「
京

三
　
三
柱
神
社
」
の
灯
籠
、
鉾
、
最
上
部
に
三
又
に
な
っ
た
御
幣
を
差
す
。
鉾
に

は
前
面
に
八
咫
烏
、
後
面
に
は
兎
の
意
匠
が
描
か
れ
る
が
、「
日
中
烏
あ
り
、
月

中
兎
あ
る
」
と
い
う
故
事
か
ら
、
烏
が
太
陽
を
兎
が
月
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
の

下
に
大
波
の
飾
り
が
下
が
る
。
三
〇
年
程
前
に
、
保
加
町
に
倣
っ
て
京
三
で
も
烏

と
兎
に
造
り
変
え
た
。
蟹
町
で
は
、
鯉
の
滝
登
り
、
飛
龍
は
龍
で
あ
る
。
こ
れ
を

鉾
や
上
鉾
と
呼
ぶ
。

　
御
神
酒
で
台
・
棒
・
車
輪
を
時
計
回
り
に
清
め
る
。
上
山
の
芯
棒
も
清
め
る
。

大
太
鼓
、
小
太
鼓
二
、
銅
鑼
、
摺
り
鉦
を
上
山
に
運
び
上
げ
る
。「
ど
ろ
つ
く
ど
ん
」

と
い
う
名
称
は
、
小
太
鼓
の
音
「
ど
ろ
」、
太
鼓
の
縁
を
叩
く
音
「
つ
く
」、
大
太

鼓
の
音
「
ど
ん
」
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
あ
る
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。
小
太
鼓
の
撥
は

柳
の
枝
の
皮
を
剥
い
で
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　
市
松
柄
の
天
井
を
取
り
付
け
て
、「
金
剛
院
」
の
幕
を
張
り
ま
わ
し
、
四
隅
に
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「
京
三
」
の
提
灯
を
下
げ
る
。
上
山
に
上
鉾
を
立
て
芯
棒
を
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
。

面
を
運
び
上
げ
、
芯
棒
に
下
げ
て
い
く
。
般
若
の
面
を
最
も
高
い
位
置
に
飾
る
が
、

外
か
ら
見
て
見
栄
え
が
良
い
よ
う
に
、
綺
麗
に
飾
る
。

　
山
車
の
飾
り
付
け
が
終
わ
る
と
、
九
時
一
五
分
か
ら
金
剛
院
に
移
動
し
て
、
出

発
式
が
あ
る
。
宰
領
の
「
三
日
間
の
安
全
を
」
と
い
う
挨
拶
の
あ
と
、
神
前
に
二

礼
二
拍
一
礼
す
る
。
記
念
写
真
撮
影
の
あ
と
、
参
加
者
は
御
神
酒
、
昆
布
す
る
め

で
身
を
清
め
る
。

　
九
時
三
〇
分
、
山
車
の
正
面
を
金
剛
院
の
方
向
へ
向
け
て
、
最
初
の
舞
を
奉
納

す
る
。
神
前
で
の
奉
納
は
お
多
福
か
ら
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
天
狗
、

般
若
の
順
で
、
笛
と
太
鼓
・
銅
鑼
の
囃
子
に
合
わ
せ
て
、
台
か
ら
上
半
身
を
乗
り

出
す
よ
う
に
舞
う
。
太
鼓
と
銅
鑼
は
同
時
に
鳴
ら
さ
れ
る
。

　
ど
ろ
つ
く
ど
ん
は
、
上
鉾
を
後
ろ
に
倒
し
て
銅
鑼
が
連
続
で
鳴
ら
さ
れ
る
な
か

三
柱
神
社
に
向
け
て
出
発
す
る
。
電
線
な
ど
が
巡
行
の
障
害
と
な
る
た
め
可
倒
式

に
な
っ
て
い
る
。
撞
木
を
手
に
し
た
般
若
の
舞
で
進
ん
で
い
く
。
途
中
、
祝
儀
の

お
礼
に
舞
を
「
門
付
け
」
し
て
い
く
。
演
じ
る
演
目
は
、
場
所
に
よ
っ
て
適
宜
変

わ
る
。
道
中
は
銅
鑼
と
太
鼓
だ
け
の
道
囃
子
で
行
く
。
ど
ろ
つ
く
ど
ん
の
囃
子
に

は
、
道
囃
子
（
ま
ち
ば
や
し
）
の
他
、
参
道
囃
子
（
お
ま
が
り
、
チ
ン
ツ
ク
囃
子
）、

神
楽
囃
子
（
神
前
は
や
し
、
さ
ん
も
ん
）
が
あ
る
。

　
そ
の
日
に
上
山
に
上
げ
た
面
の
演
目
か
ら
、
神
社
ま
で
は
チ
ャ
リ
（
手
力
男
）、

空
吹
が
演
じ
ら
れ
た
。
神
社
入
口
の
太
鼓
橋
の
上
で
、
上
鉾
を
立
て
て
般
若
を
奉

納
す
る
。
こ
こ
か
ら
参
道
で
あ
る
。
京
三
は
一
番
山
で
当
番
山
で
あ
る
。
必
ず
お

宮
に
参
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
当
番
山
の
と
き
は
保
存
会
か
ら
、
豆
絞
り

と
草
鞋
の
配
給
が
あ
る
。

　三
　
当
番
山
三
柱
神
社
前
で
舞
三
番
奉
納
　
町
内
門
付
け
巡
行
　
一
〇
月
七
日
土

曜
日

　
九
時
五
五
分
、
保
加
町
の
山
車
が
一
番
に
参
拝
し
た
故
事
に
倣
い
、
一
番
山
京

三
の
ど
ろ
つ
く
ど
ん
が
三
柱
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
社
前
楼
門
前
で
鉾
を
立
て

て
、
上
山
と
呼
ば
れ
る
囃
子
方
、
下
山
と
呼
ぶ
押
方
も
一
同
揃
っ
て
参
拝
し
、
帰

路
に
つ
く
と
き
に
奉
納
舞
を
始
め
る
。
宰
領
の
「
京
町
三
丁
目
、
奉
納
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
の
口
上
で
奉
納
を
始
め
た
。

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
当
番
町
は
、
京
三
、
上
町
、
飛
龍
。
当
番
町
は
そ

れ
ぞ
れ
の
山
車
で「
何
年
か
に
一
回
」と
決
ま
っ
て
お
り
、三
基
の
場
合
も
あ
れ
ば
、

二
基
の
場
合
も
あ
る
。

　
三
柱
神
社
か
ら
出
る
順
番
が
京
三
が
最
初
な
の
で
、
一
番
山
と
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
日
吉
神
社
か
ら
出
る
時
は
、
上
町
、
京
三
、
飛
龍
の
順
番
に
変
わ
る
。 

当
番

町
で
は
な
い
保
加
町
も
八
日
当
日
参
加
予
定
で
、
飛
龍
の
後
に
続
く
。
飛
龍
は
毎

年
出
て
い
る
。

　
社
前
の
山
門
前
で
は
、
神
楽
舞
の
笛
太
鼓
の
囃
子
で
舞
を
奉
納
す
る
決
ま
り
で

あ
る
。
こ
の
と
き
の
囃
子
を
「
さ
ん
も
ん
」
と
呼
ぶ
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。「
三

役
」
と
呼
ば
れ
る
、お
多
福
、天
狗
、チ
ャ
リ
の
演
目
が
決
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

天
の
岩
戸
開
き
の
神
話
に
因
ん
だ
演
目
で
、
お
多
福
が
天
宇
受
売
命
、
天
狗
が
猿

田
彦
命
、チ
ャ
リ
が
手
力
男
命
を
表
し
て
い
る
。
特
に
、天
狗
に
は
安
心
感
を
伴
っ

た
卒
の
な
い
踊
り
が
要
求
さ
れ
る
。
京
三
の
演
目
は
、
お
多
福
、
天
狗
、
般
若
で

あ
っ
た
。
般
若
は
須
佐
之
男
命
を
表
し
て
い
る
。
ど
ろ
つ
く
ど
ん
の
山
車
が
多
く

出
る
よ
う
な
っ
て
か
ら
は
、
境
内
松
原
に
並
ん
で
休
息
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
日
は
、「
飛
龍
」
の
ど
ろ
つ
く
ど
ん
が
先
に
神
社
で
の
奉
納
を
済
ま
せ

て
お
り
、
松
原
で
待
機
し
て
、
一
番
山
の
京
三
を
見
送
っ
た
。
三
柱
神
社
社
務
所

で
神
社
奉
賛
会
へ
舞
を
奉
納
し
て
町
巡
行
へ
向
か
う
。

　
大
正
始
め
ま
で
は
、こ
の
「
ど
ろ
つ
く
ど
ん
山
笠
」（
山
笠
と
い
う
表
記
も
あ
る
）

の
他
に
、太
鼓
台
の
上
に
「
閑
古
鳥
」
を
飾
り
、蔓
を
巻
き
つ
け
た
山
鉾
（
前
山
車
）

が
子
供
連
に
よ
っ
て
曳
か
れ
て
い
た
。
閑
古
鳥
は
中
国
の
故
事
、
平
和
が
続
き
検

問
所
の
太
鼓
に
閑
古
鳥
が
と
ま
り
蔓
さ
え
巻
き
つ
い
た
こ
と
に
因
む
と
さ
れ
た
。

　
午
前
中
は
京
町
、
新
町
、
細
工
町
、
出
来
町
を
回
り
、
五
五
箇
所
程
の
門
付
け

を
行
っ
た
。
相
談
役
が
記
念
品
に
タ
オ
ル
を
渡
す
。
城
下
柳
河
町
の
全
戸
に
は
、

造
花
・
献
灯
が
飾
ら
れ
る
。
一
箇
所
二
分
程
度
の
演
目
は
チ
ャ
リ
、天
狗
、お
多
福
、

空
吹
、
海
童
、
で
あ
る
が
、
順
番
な
ど
決
ま
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
途
中
で
、

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
今
古
賀
風
流
」
と
出
会
っ
た
。
こ
ち
ら
も
こ

の
日
が
祭
日
で
あ
り
、
柳
河
の
街
中
で
も
披
露
さ
れ
る
。
舞
手
が
頭
に
被
っ
た
羽

熊
が
鬼
の
よ
う
に
見
え
て
、
子
供
の
頃
に
追
い
か
け
ら
れ
怖
か
っ
た
経
験
を
持
っ
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て
い
る
人
は
多
い
。

　
午
後
も
横
山
町
か
ら
門
付
け
を
続
け
る
。
コ
ー
リ
ャ
の
合
い
の
手
か
ら
、
笛
の

囃
子
が
始
ま
り
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
道
中
、
囃
子
の
変
わ
り
目
に
、
大
太
鼓
と
銅

鑼
を
激
し
く
打
ち
鳴
ら
し
て
進
む
こ
と
が
あ
る
。
曳
き
手
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
も

の
で
シ
ャ
ギ
リ
と
い
う
。
銅
鑼
の
音
が
大
き
く
な
り
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
が
変
化
す

る
。
途
中
、
上
町
の
ど
ろ
つ
く
ど
ん
と
出
会
っ
た
。
ど
ろ
つ
く
ど
ん
が
鉢
合
わ
せ

す
る
と
、
ど
ち
ら
が
先
に
行
く
か
で
揉
め
る
こ
と
が
あ
る
。
宰
領
た
ち
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ
、
こ
の
と
き
は
上
町
が
京
三
に
道
を
譲
る
こ
と
に
な
っ
た
。
京
三
は

細
工
町
、
出
来
町
、
町
回
り
を
続
け
て
日
吉
神
社
ま
で
行
き
、
そ
こ
の
御
祭
神
に

因
ん
で
猿
が
演
じ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
猿
二
匹
で
舞
う
こ
と
が
決
ま
り
で
あ
る
。

金
剛
院
へ
戻
り
、
道
具
や
幕
、
面
な
ど
を
拝
殿
に
仕
舞
う
。

　
夜
、
柳
川
商
店
街
振
興
組
合
主
催
の
「
踊
り
山
競
演
会
」
が
京
町
第
二
駐
車
場

で
行
わ
れ
る
。
踊
り
山
（
踊
り
台
）
は
京
三
、
辻
町
の
二
台
で
あ
る
。
ど
ろ
つ
く

ど
ん
の
囃
子
台
が
「
男
山
」
と
呼
ば
れ
る
の
に
対
し
、
踊
り
山
は
「
女
山
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ど
ろ
つ
く
ど
ん
と
道
で
出
会
う
と
、
踊
り
山
は
必
ず
道
を
譲
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。「
男
を
立
て
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
踊
り
山
で
は
、
艶
や
か
に
着
飾
っ
た
女
性
た
ち
が
美
し
く
舞
い
地
唄
を
披
露
す

る
。
か
つ
て
は
芸
妓
が
山
車
の
舞
台
に
上
が
り
舞
を
奉
納
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ま

る
で
「
お
座
敷
が
動
い
て
い
る
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
艶
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。

最
初
は
長
崎
か
ら
、
後
に
は
八
代
・
唐
津
か
ら
も
、
芸
妓
が
祭
り
の
三
日
間
雇
わ

れ
て
出
入
り
し
て
い
た
。
祭
り
二
日
目
に
は
招
い
た
町
の
若
い
衆
と
懇
ろ
に
な
る

こ
と
も
多
く
、
仲
良
く
町
を
歩
く
姿
も
祭
り
の
風
景
と
な
っ
て
い
た
。
芸
妓
が
柳

川
に
嫁
に
来
る
こ
と
も
多
く
、「
柳
川
の
旦
那
さ
ん
と
長
崎
の
お
嫁
さ
ん
」
の
夫

婦
が
沢
山
い
た
。

　
町
々
が
芸
妓
一
座
を
雇
う
こ
と
は
費
用
が
か
か
り
大
変
で
あ
っ
た
。
明
治
三
七

（
一
九
〇
四
）
年
に
は
、
香
町
一
座
、
瀬
高
座
、
森
峯
吉
一
座
が
雇
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
今
は
踊
り
の
師
匠
さ
ん
た
ち
が
二
つ
に
分
か
れ
て
旧

柳
河
町
の
女
性
た
ち
を
指
導
し
て
踊
り
を
披
露
す
る
形
に
変
わ
っ
た
。
か
つ
て
踊

り
山
は
八
台
ほ
ど
出
て
い
た
。
曳
き
手
た
ち
の
目
印
は
赤
い
鼻
緒
の
雪
駄
で
あ
る
。

　
踊
り
山
は
、
ど
ろ
つ
く
ど
ん
の
発
祥
と
深
い
関
係
に
あ
る
。
三
柱
神
社
造
営
の

地
固
め
が
行
わ
れ
る
時
、柳
河
藩
城
下
の
町
人
地「
柳
河
」の
商
人
た
ち
が
手
伝
い
、

男
衆
は
変
装
し
て
賑
わ
し
、
女
衆
が
三
味
線
と
太
鼓
で
興
を
添
え
た
。
た
だ
城
下

外
に
位
置
し
て
い
た
保
加
町
（
城
下
入
口
の
出
の
橋
の
外
側
の
町
だ
っ
た
こ
と
か

ら
外
町
と
表
記
さ
れ
た
）
は
芸
妓
を
雇
う
に
は
費
用
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
、
問
屋

を
中
心
に
こ
れ
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
他
の
町
々
か
ら
不
評
を
買
っ
て
し

ま
っ
た
。
外
町
は
そ
れ
を
挽
回
す
る
た
め
に
、
神
田
明
神
囃
子
を
習
い
、
そ
の
造

り
物
な
ど
を
参
考
に
生
み
出
し
た
囃
子
台
が
ど
ろ
つ
く
ど
ん
と
さ
れ
る
。

四
　
一
〇
月
八
日
日
曜
日
　
御
賑
会
御
神
幸
　

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
祭
礼
の
中
日
に
当
た
る
第
二
日
曜
日
に
は
、
三
柱
神
社
で
出

御
祭
が
あ
り
一
三
時
か
ら
御
神
幸
と
な
る
。
神
幸
行
列
の
神
輿
に
ど
ろ
つ
く
ど
ん

の
山
車
が
供
奉
し
、
後
に
踊
り
山
が
続
く
。
三
柱
神
社
か
ら
柳
河
の
町
々
を
通
っ

て
、
日
吉
神
社
に
向
か
い
、
一
四
時
の
御
旅
所
祭
の
あ
と
、
一
五
時
半
中
町
の
八

剣
神
社
（
旧
祇
園
宮
）
に
御
神
幸
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
神
社
の
境
内
で
は
ど
ろ
つ
く

ど
ん
が
舞
を
奉
納
す
る
。
八
剣
神
社
御
旅
所
祭
の
後
、
一
六
時
半
に
神
輿
は
三
柱

神
社
へ
還
御
し
、
一
七
時
に
三
柱
神
社
へ
帰
着
し
て
還
御
祭
が
あ
る
。
そ
こ
で
供

奉
の
行
列
は
解
散
と
な
る
が
、
ど
ろ
つ
く
ど
ん
と
踊
り
山
は
、
神
輿
を
見
送
り
、

商
店
街
な
ど
柳
川
全
町
の
各
所
で
奉
納
舞
を
披
露
す
る
。
大
正
時
代
ま
で
は
こ
れ

が
深
夜
に
ま
で
及
ん
で
い
た
が
、
現
在
で
は
京
町
第
二
駐
車
場
に
各
町
の
山
車
が

集
合
し
奉
納
舞
を
披
露
す
る
柳
川
商
店
街
振
興
組
合
主
催
の
大
競
演
会
に
変
わ
っ

て
い
る
。

　
だ
が
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
大
雨
の
た
め
に
行
事
の
す
べ
て
が
中
止
と

な
っ
た
。
京
町
三
で
は
見
物
客
の
願
い
に
応
え
、
急
遽
、
金
剛
院
の
拝
殿
に
多
く

の
見
物
客
を
上
げ
て
、
そ
の
日
に
奉
納
す
る
は
ず
だ
っ
た
舞
を
披
露
し
た
。
多
く

の
観
光
客
が
観
覧
し
た
。
京
町
三
の
故
老
た
ち
は
、「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
見

物
人
が
集
ま
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
言
い
、
舞
方
の
青
年
た
ち
も
そ
れ
に
応

え
て
、張
り
切
っ
て
舞
っ
た
。
保
加
町
で
も
、倉
庫
に
ど
ろ
つ
く
ど
ん
山
車
を
入
れ
、

そ
こ
で
奉
納
舞
を
町
内
の
人
々
に
披
露
し
た
。
今
は
引
退
し
た
往
年
の
名
人
た
ち

も
舞
い
、
久
し
ぶ
り
に
名
人
の
舞
に
み
な
が
酔
い
し
れ
た
。
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五
　
町
回
り
　
一
〇
月
九
日
月
曜
祝
日

　
八
時
三
〇
分
、
京
町
の
駐
車
場
で
山
車
の
幕
な
ど
を
飾
り
付
け
て
上
鉾
を
立
て

る
。
鉾
の
日
月
下
の
京
町
の
文
字
を
図
案
化
し
た
円
盤
の
髭
は「
し
ぶ
き
」（
飛
沫
）、

そ
こ
か
ら
下
が
る
八
本
の
飾
り
は
「
た
き
な
み
」
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
滝
と
波
の

水
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
日
の
演
目
は
大
黒
、
チ
ャ
リ
、
猿
、
空
吹
、
天
神
、
顰
、
舌
出
、
賢
徳
な

ど
だ
が
、
空
吹
、
ひ
ょ
っ
と
こ
、
猿
は
動
作
が
似
て
お
り
、
軽
妙
な
舞
を
得
意
と

す
る
上
山
が
勤
め
た
。

　
金
剛
院
に
因
む
舞
は
狐
で
あ
る
。
金
剛
院
に
は
棚
倉
稲
荷
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

御
祭
神
に
因
ん
だ
大
型
の
面
で
あ
る
。
狐
の
舞
は
難
し
く
、
白
い
手
袋
を
し
て
手

を
狐
の
形
に
し
て
舞
う
も
の
で
、
舞
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
一
人
し
か
い
な
い
。

こ
の
日
、
演
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
三
日
目
は
す
べ
て
の
ど
ろ
つ
く
ど
ん
が
出
る
わ
け
で
は
な
い
、
保
加
町
、
上
町

の
ど
ろ
つ
く
ど
ん
は
既
に
解
体
さ
れ
倉
庫
に
仕
舞
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
日
動
く
の

は
京
三
、
蟹
町
、
飛
龍
と
踊
り
山
で
あ
る
。

　
九
時
五
分
、
金
剛
院
で
青
年
会
代
表
か
ら
「
未
成
年
飲
酒
の
な
い
よ
う
に
」
と

い
う
挨
拶
が
あ
り
、
参
加
者
が
金
剛
院
拝
殿
に
向
か
い
二
礼
二
拍
一
礼
、
御
神
酒
、

昆
布
す
る
め
で
身
を
清
め
る
。
九
時
一
五
分
、
駐
車
場
に
戻
り
山
車
正
面
を
三
柱

神
社
の
方
に
向
け
て
、「
三
役
」
の
奉
納
舞
、
神
楽
囃
子
に
の
せ
て
、
お
多
福
、
猿
、

天
狗
を
奉
納
。
猿
は
山
か
ら
飛
び
出
し
て
柱
に
ぶ
ら
下
が
り
揺
す
る
な
ど
、
滑
稽

な
動
き
を
す
る
。
般
若
の
シ
ャ
ギ
リ
で
出
発
す
る
。
道
中
は
銅
鑼
の
連
続
音
だ
け

で
空
吹
（
ひ
ょ
っ
と
こ
）、
チ
ャ
リ
（
ゲ
ン
コ
ツ
・
手
力
男
）、
般
若
が
代
わ
る
代

わ
る
舞
う
。
綱
を
曳
い
て
辻
町
、
本
町
を
通
り
、
出
の
橋
を
渡
り
保
加
町
に
入
り

「
門
付
け
」
を
始
め
る
。
ど
ろ
つ
く
ど
ん
会
長
宅
で
舞
を
「
打
つ
」。
打
つ
と
は
門

付
け
の
こ
と
で
あ
る
。
猿
二
匹
の
舞
を
奉
納
し
た
。
一
匹
は
山
車
か
ら
降
り
て
周

り
の
人
と
握
手
し
て
ま
わ
る
。
以
前
、
猿
二
匹
で
舞
っ
た
ら
観
客
に
好
評
を
博
し

た
こ
と
か
ら
恒
例
化
し
た
。
こ
の
日
の
芯
棒
に
は
、
猿
は
三
面
飾
ら
れ
て
い
た
。

　
船
津
町
に
入
る
と
恵
比
須
神
社
の
広
場
で
上
鉾
を
立
て
て
休
憩
。
糀
屋
町
、
材

木
町
、
鍛
治
町
、
西
魚
町
な
ど
の
旧
柳
川
校
区
（
旧
城
下
の
外
側
ま
で
含
む
）
を

回
る
が
、
沖
端
町
ま
で
は
行
か
な
い
。
折
り
返
し
地
点
の
「
エ
フ
コ
ー
プ
柳
川
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
鉾
を
立
て
て
猿
を
演
じ
た
。
こ
の
時
も
猿
二
匹
が
山
車
を

降
り
て
バ
ナ
ナ
を
配
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た
。
般
若
の
シ
ャ
ギ
リ
で
京
町
へ

戻
る
。
ど
ろ
つ
く
ど
ん
は
旧
城
下
町
の
商
店
主
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て

き
た
の
で
日
程
や
行
事
が
急
に
変
更
に
な
っ
て
も
対
処
で
き
て
い
る
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
と
言
う
。
途
中
、
始
祖
金
剛
院
以
下
歴
代
の
大

先
達
ら
が
眠
る
長
井
家
之
墓
が
あ
る
天
叟
禅
寺
に
相
談
役
が
詣
で
た
。

　
帰
路
は
道
囃
子
で
、
チ
ャ
リ
、
天
狗
な
ど
面
を
次
々
に
変
え
な
が
ら
演
じ
て
い

く
。
シ
ャ
ギ
リ
は
銅
鑼
だ
け
だ
が
、
こ
れ
に
は
笛
が
入
る
。
こ
の
日
の
笛
方
は
三

人
で
あ
っ
た
。
京
町
の
交
差
点
ま
で
帰
っ
て
く
る
と
、
参
道
囃
子
（
お
ま
が
り
、

チ
ン
ツ
ク
囃
子
）
に
変
わ
り
、
片
方
の
棒
を
持
ち
上
げ
て
山
車
を
大
き
く
回
し
て

方
向
を
変
え
、
左
右
に
細
か
く
何
度
も
激
し
く
揺
ら
し
な
が
ら
駐
車
場
に
入
る
。

　
一
三
時
二
五
分
、
金
剛
院
へ
山
車
を
向
け
て
、
舞
を
奉
納
す
る
。
お
多
福
に
続

き
猿
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
三
匹
が
出
て
き
た
。
三
匹
は
山
車
か
ら
降
り
て
下
山

の
人
々
や
、
祭
礼
に
毎
日
協
力
し
て
く
れ
た
柳
川
信
用
金
庫
の
職
員
た
ち
と
握
手

し
た
り
、
観
客
と
じ
ゃ
れ
る
な
ど
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
。
下
山
に
促
さ
れ
て

山
車
に
も
ど
る
が
、
な
か
な
か
上
が
ら
ず
、
名
残
惜
し
ん
で
演
じ
る
。
続
い
て
天

狗
が
舞
う
。
最
後
が
般
若
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
「
打
ち
止
め
」
と
な
っ
た
。

　
一
三
時
三
五
分
、
宰
領
の
音
頭
で
、
全
員
で
「
三
本
締
め
」
を
し
て
ど
ろ
つ
く

ど
ん
の
行
事
が
終
了
し
た
。
す
ぐ
に
面
が
降
ろ
さ
れ
、
山
車
の
片
付
け
と
な
る
が
、

前
日
の
雨
で
山
車
が
濡
れ
た
た
め
台
を
乾
燥
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
、
解
か
ず
に
そ

の
ま
ま
に
さ
れ
た
。
部
材
や
面
な
ど
は
金
剛
院
へ
収
納
さ
れ
た
。
京
町
三
丁
目
の

人
々
が
金
剛
院
に
集
ま
り
直
会
と
な
っ
た
。

　
大
正
時
代
ま
で
は
、
早
朝
か
ら
舞
踊
台
（
踊
り
山
）
は
神
社
に
参
拝
し
て
終
日

境
内
で
演
芸
を
し
て
い
た
。
夜
に
な
る
と
帰
路
に
町
内
を
練
り
歩
き
、
踊
り
を
披

露
し
て
い
た
。
こ
の
日
も
辻
町
、
京
町
二
丁
目
の
踊
り
山
は
町
回
り
を
続
け
て
い

た
。

（
福
間
　
裕
爾
）
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第
二
節
　
特
論
二
　
獅し
し
は
ら
い

子
祓
・
獅し
し
ま
わ
し

子
廻

一
　
は
じ
め
に

　
獅
子
舞
は
、
庶
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
民
俗
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
。
県
内
で

も
四
季
を
通
じ
多
く
の
祭
礼
行
事
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
県
内
の
獅
子
は
、
二
頭
・

二
人
立
ち
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
前
で
獅
子
頭
を
持
つ
者
と
後
ろ
で

胴
衣
を
被
る
者
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
獅
子
の
大
き
な
目
的
は

祓
い
で
あ
り
、
祭
礼
行
事
の
道
祓
い
や
斎
庭
の
祓
い
、
祈
祷
行
事
で
の
悪
疫
退
散
・

五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
等
を
祈
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
最
近
の
調
査
で
は
「
舞

わ
な
い
獅
子
」、
い
わ
ゆ
る
夏
の
祈
祷
な
ど
で
行
わ
れ
る
「
門
付
け
の
祓
い
獅
子
」

が
多
く
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
門
付
け
の
祓
い
獅

子
は
、
夏
の
祈
祷
の
み
で
な
く
、
春
祭
り
や
秋
祭
り
の
祭
礼
行
事
の
際
に
も
行
わ

れ
る
地
域
が
あ
る
。
ま
た
、
門
祓
い
の
獅
子
は
通
常
舞
わ
な
い
が
、
一
部
の
地
域

で
は
獅
子
舞
を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
、
現
状
は
複
雑
で
あ
る
。
県
内
の
獅
子

舞
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
、
先
学
に
よ
り
そ
の
外
見
や
所
作
に
よ
る
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
き
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
に
よ
り
祭
礼
・
年
中
行

事
で
獅
子
の
在
り
方
に
違
い
が
あ
り
、
そ
の
性
格
が
把
握
し
に
く
い
面
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
今
回
は
、
今
ま
で
の
資
料
及
び
限
定
的
に
行
っ
た
現
地
調
査
、
聞
き

取
り
等
に
基
づ
き
、
地
域
毎
の
獅
子
の
情
報
を
集
約
し
、
福
岡
県
の
獅
子
に
関
す

る
行
事
の
実
態
を
把
握
で
き
る
基
礎
的
資
料
の
作
成
を
主
な
目
的
と
す
る
。

二
　
分
布

　
県
内
の
獅
子
の
行
事
は
、
流
域
や
平
野
を
単
位
と
し
て
、
地
域
的
な
ま
と
ま
り

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
な
も
の
と
し
て
、
①
北
九
州
市
の
紫
川
流
域
、
②
遠

賀
川
の
本
支
流
域
、
③
福
岡
平
野
、
④
・
⑤
筑
後
川
流
域
と
支
流
で
あ
る
宝
満
川

流
域
が
あ
げ
ら
れ
る
。
お
お
よ
そ
こ
の
地
域
内
で
同
様
な
形
態
の
獅
子
の
行
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。

（
一
）
紫
川
流
域

　
北
九
州
市
内
に
は
、
祭
礼
行
事
の
前
に
、「
敷
地
祓
い
」
と
い
う
行
事
が
あ
り
、

榊
台
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
宮
形
に
神
を
移
し
門
祓
い
を
行
う
行
事
で
あ
る
。
こ
れ

は
、「
獅
子
祓
い
」
が
起
源
と
考
え
ら
れ
、
紫
川
流
域
に
は
、
そ
の
名
を
残
す
「
敷

地
払
い
・
獅
子
起
こ
し
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（
二
）
遠
賀
川
上
流
・
下
流
、
彦
山
川
流
域

　
上
流
と
下
流
で
獅
子
の
タ
イ
プ
は
大
き
く
異
な
る
。
上
流
は
、
大
分
八
幡
の
獅

子
舞
に
代
表
さ
れ
る
舞
獅
子
が
広
く
分
布
す
る
。
祭
礼
行
事
、
祈
祷
行
事
の
門
祓

い
な
ど
、
す
べ
て
の
行
事
で
舞
獅
子
が
行
わ
れ
る
。
下
流
域
で
は
、
舞
い
獅
子
は

行
わ
れ
ず
、
お
獅
子
さ
ま
と
呼
ば
れ
る
夏
の
門
祓
い
が
中
心
で
あ
る
。

　
支
流
の
中
元
寺
川
・
彦
山
川
流
域
に
は
、
遠
賀
川
上
流
域
か
ら
伝
播
し
た
舞
獅

子
が
分
布
す
る
ほ
か
、
こ
の
地
方
独
自
の
五
段
・
六
調
子
の
獅
子
が
あ
り
、
英
彦

山
神
宮
に
も
修
験
道
に
関
連
す
る
松
会
行
事
の
獅
子
舞
が
あ
る
。

（
三
）
福
岡
平
野

　
福
岡
平
野
は
、
基
本
的
に
、「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
が
分
布
す
る
。
都

市
部
で
は
お
汐
井
と
り
の
省
略
や
子
ど
も
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
獅
子
を
神

輿
台
に
載
せ
て
移
動
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
、
伝
統
と
い
う
よ
り
も
子
ど
も
が
主

体
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
反
面
、
周
辺
部
の
東
区
や
西
区
で
は
、
比
較
的
そ
の

ま
ま
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
西
区
で
は
、
演
劇
・
狂
言
獅
子
に
分
類
さ
れ
る
獅
子
舞
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

県
内
で
も
こ
の
地
域
周
辺
だ
け
で
あ
り
、
起
源
と
し
て
は
、
周
辺
で
活
躍
し
た
糸

島
市
の
泊
役
者
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
泊
役
者
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
資
料
が
無
い
状
態
で
あ
る
。

　
ま
た
、
東
区
香
椎
や
少
し
離
れ
る
が
福
津
市
の
在
自
・
練
原
に
は
飯
塚
市
大
分

か
ら
伝
わ
っ
た
獅
子
舞
が
あ
る
。

　
糟
屋
郡
は
「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
が
主
体
で
あ
り
、
祇
園
祭
り
、
お
く

ん
ち
、
正
月
な
ど
に
行
わ
れ
る
　
　

（
四
）
宝
満
川
中
流
域

　
宝
満
川
中
流
域
の
小
郡
市
、
筑
紫
野
市
、
旧
夜
須
町
に
は
、
一
般
的
な
「
祈
祷

行
事
の
祓
獅
子
」
が
分
布
す
る
。
た
だ
、
小
郡
市
の
一
部
の
獅
子
で
は
、
隣
接
す

る
佐
賀
県
鳥
栖
市
か
ら
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
獅
子
舞
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
五
）
筑
後
川
流
域
（
八
女
地
域
を
含
む
）

　
筑
後
川
流
域
は
、
遠
賀
川
流
域
に
次
ぐ
、
獅
子
行
事
の
集
中
地
帯
で
あ
る
。
基
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本
的
に
そ
の
容
姿
や
所
作
の
荒
さ
に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
流
域
（
朝
倉
・

浮
羽
）
と
下
流
域
（
久
留
米
・
三
潴
）
に
お
い
て
、
獅
子
の
胴
に
使
用
さ
れ
る
素

材
や
掛
け
声
な
ど
違
い
が
あ
る
。

　
筑
後
川
流
域
の
影
響
を
受
け
て
い
る
八
女
地
域
に
は
、
三
井
・
三
潴
系
、
星
野

地
域
に
は
、
朝
倉
・
浮
羽
系
の
獅
子
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

三
　
獅
子
舞
の
種
類
と
分
類

　
県
内
の
獅
子
舞
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
調
査
・
研
究
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）

年
に
福
岡
女
子
専
門
学
校
の
教
授
で
あ
っ
た
平
井
武
男
に
よ
る
『
福
岡
県
郷
土
芸

術
』
第
二
分
冊
「
民
間
演
芸
」
巻
一
の
中
の
獅
子
舞
が
最
初
で
あ
る
。
平
井
は
、

県
内
の
獅
子
舞
を
舞
や
所
作
の
特
徴
か
ら
、
筑
後
川
流
域
の
浮
羽
地
方
の
、
舞
が

ほ
と
ん
ど
無
い
祓
い
獅
子
を
甲
と
し
、
福
岡
市
東
区
の
香
椎
宮
で
舞
わ
れ
て
い
る

伎
楽
系
の
舞
い
獅
子
を
乙
に
、
福
岡
市
西
区
の
野
方
に
伝
わ
る
演
劇
と
獅
子
舞
が

合
わ
さ
っ
た
演
劇
系
の
獅
子
舞
を
丙
の
三
種
類
に
分
類
し
解
説
を
加
え
た
。

○
平
井
分
類
　
甲
．
祓
い
獅
子
　
浮
羽
地
方
（
例
、
柳
瀬
の
獅
子
等
）

　
　
　
　
　
　
乙
．
伎
楽
獅
子
　
香
椎
神
宮
（
例
、
福
岡
市
東
区
）

　
　
　
　
　
　
丙
．
演
劇
獅
子
　
野
方
の
演
劇
獅
子
（
福
岡
市
西
区
）

　
そ
の
後
、
民
俗
研
究
家
の
梅
林
新
一
が
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
に
「
郷
土

田
川
一
〇
号
」
で
、
平
井
の
分
類
に
加
え
、
新
た
に
獅
子
舞
に
伴
う
子
ど
も
の
太

鼓
打
ち
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
、「
各
戸
祓
い
の
門
付
け
獅
子
」
は
、

獅
子
（
舞
）
と
し
て
の
概
念
が
な
か
っ
た
が
、
以
前
に
は
舞
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
る
た
め
、
各
戸
祓
い
の
門
付
け
獅
子
も
獅
子
舞
の
ひ
と
つ
と
し
て
加
え
ら
れ
て

い
る
。

○
梅
林
分
類

　
一
、
シ
ュ
ロ
獅
子
→
平
井
分
類
の
甲

　
　
　（
浮
羽
郡
、三
井
郡
、朝
倉
郡
に
見
ら
れ
る
も
の
で
胴
の
布
に
シ
ュ
ロ
の
毛
、

　
　
　
或
い
は
糸
の
類
を
つ
け
た
も
の
、
囃
子
が
無
く
、
獅
子
が
踊
る
の
み
と
　

　
　
　
し
た
も
の
）

　
二
、
雌
雄
二
頭
の
獅
子
舞
→
平
井
分
類
の
乙

　
　
　（
こ
れ
は
、
福
岡
市
香
椎
等
に
奉
納
す
る
雌
雄
二
頭
の
獅
子
（
獅
子
の
舞

　
　
　
だ
け
で
筑
豊
の
よ
う
な
太
鼓
打
等
が
な
い
も
の
）

　
三
、
子
ど
も
太
鼓
打
ち
を
伴
う
も
の
（
新
）

　
　
　（
嘉
穂
郡
及
び
田
川
郡
の
獅
子
舞
が
こ
の
類
で
あ
る
）

　
四
、
演
劇
的
獅
子
舞
→
平
井
分
類
の
丙

　
　
　（
福
岡
市
今
宿
及
び
壱
岐
、
糸
島
郡
周
船
寺
〔
以
上
、
昭
和
三
二
年
当
時
〕

　
　
　
の
も
の
で
、
三
番
叟
の
猿
が
出
た
り
、
米
拾
い
な
ど
多
分
に
演
劇
的
要
素

　
　
　
が
あ
る
）

　
五
、
各
戸
祓
獅
子
舞
（
新
）

　
　
　（
こ
れ
は
、
獅
子
頭
（
一
頭
或
い
は
二
頭
）
を
棒
持
し
て
各
戸
を
廻
っ
て

　
　
　
祓
い
行
事
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
獅
子
頭
を
持
っ
て
廻
る
と
共
に
、
昔

　
　
　
は
、
舞
い
も
あ
っ
た
が
中
止
し
て
い
る
と
い
う
神
社
も
あ
る
の
で
一
項
設

　
　
　
け
た
）

　　
最
近
で
は
、佐
々
木
哲
哉
に
よ
る
分
類（『
福
岡
祭
事
考
説
』二
〇
一
七
）が
あ
る
。

基
本
的
に
は
、
平
井
の
分
類
に
準
ず
る
が
、
祓
い
獅
子
を
祭
礼
行
事
の
も
の
と
門

祓
い
と
に
分
け
て
い
る
。

○
佐
々
木
分
類

　
甲
．
祓
い
獅
子
　
一
）
祭
礼
→
筑
後
川
流
域
系
・
位
登
八
幡
・
英
彦
山
神
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
二
）
門
祓
い
（
梅
林
の
各
戸
祓
い
獅
子
舞
）

　
乙
．
伎
楽
獅
子
　
遠
賀
川
上
流
系
→
嘉
穂
地
方
の
獅
子
が
周
辺
の
田
川
・
京
都
・

　
　
　
　
　
　
　
　
宗
像
・
粕
屋
・
朝
倉
地
域
へ
（
太
鼓
叩
き
・
廻
り
打
ち
が
付

　
　
　
　
　
　
　
　
く
こ
と
が
あ
る
）

　
丙
．
演
劇
・
狂
言
獅
子
　
福
岡
市
西
区
の
演
劇
・
狂
言
獅
子

　
今
回
は
、
従
前
の
成
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
祭
礼
と
祈
祷
の
行
事
、
舞
と
所
作

に
行
事
を
加
味
し
な
が
ら
分
類
を
行
っ
た
。
ま
た
、
祭
礼
に
伴
う
獅
子
の
う
ち
、

獅
子
頭
だ
け
を
抱
え
て
廻
る
も
の
は
分
類
か
ら
除
外
し
、
二
人
立
ち
で
舞
は
な
く
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て
も
巡
幸
に
伴
う
も
の
は
含
め
た
。

Ⅰ
．
行
事
に
よ
る
分
類

A
．
祭
礼
行
事
の
獅
子
→
春
・
秋
の
神
社
の
例
大
祭
な
ど
の
祭
り
に
奉
納
し
た
り

　
　
御
神
幸
行
列
の
先
駆
等
を
努
め
た
り
す
る
。
門
付
け
を
行
な
う
場
合
も
あ
る
。

B
．
祈
祷
行
事
の
獅
子
→
夏
の
祇
園
祭
り
に
前
後
し
て
行
わ
れ
る
門
祓
い
の
獅
子
。

　
　（
別
の
時
期
に
門
祓
い
を
お
こ
な
う
地
域
も
あ
る
）

Ⅱ
．
舞
・
所
作
等
に
よ
る
分
類

a
．
舞
獅
子
→
囃
子
に
合
わ
せ
て
舞
を
行
う
。

　
　

1
）
ス
ト
ー
リ
性
の
あ
る
も
の
→
遠
賀
川
上
流
域
の
舞
獅
子

　
　

2
）
祓
い
の
要
素
の
強
い
も
の
→
田
川
地
域
の
「
五
段
・
六
調
子
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  「
英
彦
山
神
宮
の
獅
子
舞
」

b
．
祓
い
獅
子
→
基
本
的
に
囃
子
の
楽
器
は
無
い
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
連
続

　
　
し
た
所
作
が
少
な
く
魔
祓
い
様
の
儀
式
的
な
所
作
が
い
く
つ
か
組
み
合
わ
さ

　
　
る
。
筑
後
川
流
域
の
甘
木
雛
城
神
社
の
獅
子
舞
・
久
留
米
ス
サ
ノ
オ
神
社
・

　
　
若
宮
神
社
の
獅
子
・
恵
利
八
幡
　
　

c
．
門
祓
い
獅
子
→
祓
い
が
中
心
で
体
の
動
き
は
ほ
ぼ
無
く
、
口
で
カ
ク
カ
ク
と

　
　「
歯
噛
み
」
を
行
な
う
の
み
（
囃
子
は
無
い
）。
例
と
し
て
、
一
般
的
に
行
な

　
　
わ
れ
て
い
る
祈
祷
行
事
（
夏
祈
祷
・
お
獅
子
様
等
）
の
門
祓
い
の
獅
子
、
福

　
　
岡
平
野
・
筑
後
川
流
域
・
遠
賀
川
流
域
等
で
見
ら
れ
る
。
遠
賀
川
上
流
域
で

　
　
は
、
舞
獅
子
が
門
祓
い
を
行
う
。
ま
た
、
筑
後
川
流
域
で
は
、
b
型
の
簡
略

　
　
化
し
た
所
作
を
行
う
地
区
が
あ
る
。

d
．
演
劇
・
狂
言
獅
子
→
福
岡
市
西
区
の
演
劇
・
狂
言
獅
子

※
県
内
の
獅
子
は
、
こ
れ
ら
の
行
事
と
舞
や
所
作
の
組
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
、

次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
は
、
行
事
の
分
類
、
小

文
字
は
舞
・
所
作
の
分
類
で
あ
る
）

A
―
a
・「
祭
礼
行
事
の
舞
獅
子
」

　
　
　
　
祭
礼
の
御
神
幸
行
事
に
伴
い
、
舞
獅
子
が
斎
場
や
道
を
祓
う
。
　
　
　

　
　
　
　 （
遠
賀
川
上
流
域
・
田
川
地
域
・
宗
像
地
域
・
香
椎
宮
等
）

　
　
　
・
祭
礼
の
御
神
幸
等
で
神
輿
の
行
列
が
無
い
場
合
、
獅
子
に
神
の
御
霊
　

　
　
　
　
を
遷
し
巡
幸
す
る
。（
嘉
麻
市
平
山
の
獅
子
舞
他
）

A
―
b
・「
祭
礼
行
事
の
祓
い
獅
子
」

　
　
　
　
祭
礼
の
御
神
幸
行
事
に
伴
い
、
斎
場
・
道
の
祓
い
を
行
う
祓
い
獅
子
　

　
　
　
　 （
筑
後
川
流
域
）

A
―
ｃ
・「
祭
礼
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
→
祭
礼
に
併
せ
、
門
祓
い
を
行
う
。

　
　
　
　 （
椿
八
幡
の
獅
子
舞
（
旧
穂
波
町
））

　
　
　
　
　

B
―
a
・「
祈
祷
行
事
の
舞
獅
子
」

　
　
　
　
祈
祷
行
事
の
祭
典
の
後
、
舞
獅
子
で
門
祓
い
を
行
う
。

　
　
　
　 （
遠
賀
川
上
流
系
の
夏
の
お
獅
子
様
）

B
―
ｂ
・「
祈
祷
行
事
の
祓
い
獅
子
」

　
　
　
　
祈
祷
行
事
の
祭
典
の
後
、
神
社
の
お
立
ち
寄
り
や
戻
り
、
途
中
の
要
所

　
　
　
　
で
祓
い
の
所
作
を
行
い
。
地
区
に
よ
っ
て
は
、
各
戸
祓
い
の
折
り
に
も

　
　
　
　
簡
単
な
所
作
を
行
う
。（
筑
後
川
流
域
）
恵
利
八
幡
宮
（
田
主
丸
：
祓

　
　
　
　
い
獅
子
）

B
―
ｃ
・「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」

　
　
　
　
一
般
的
な
門
祓
い
の
獅
子
（
筑
後
川
の
除
く
県
下
で
一
般
的
に
行
わ
れ

　
　
　
　
る
）

B
―
ｄ
・
演
劇
・
狂
言
獅
子
→
福
岡
市
西
区
の
演
劇
・
狂
言
獅
子
　
現
在
は
、
正

　
　
　
　
月
や
夏
の
祇
園
祭
（
元
岡
）、か
つ
て
は
、盆
に
行
わ
れ
た
と
も
い
う
が
、

　
　
　
　
日
程
は
不
定
期
と
も
い
わ
れ
る
。
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四
　
各
地
域
の
獅
子
の
概
要

　
各
地
区
に
分
布
す
る
獅
子
に
つ
い
て
、
概
要
を
見
て
い
く
。
地
域
の
括
り
に
つ

い
て
は
、
旧
国
単
位
・
郡
単
位
で
範
囲
を
区
切
っ
た
が
、
現
在
の
行
政
区
分
と
異

な
る
地
域
や
獅
子
の
分
布
な
ど
で
、
若
干
変
則
的
に
取
り
上
げ
て
お
り
、
分
か
り

難
い
部
分
も
あ
る
こ
と
を
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

（
一
） 

旧
豊
前
国
（
旧
企
救
郡
【
門
司
・
小
倉
】〔
七
例
〕）

　
旧
企
救
郡
は
、
現
在
の
北
九
州
市
門
司
区
か
ら
小
倉
北
・
南
区
で
あ
る
。
舞
い

獅
子
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
祈
祷
系
の
門
祓
い
獅
子
は
、
菅
原
神
社
の
秋
祭
り

（
小
倉
南
区
）
で
確
認
さ
れ
た
。
現
在
は
、省
略
化
さ
れ
て
い
る
が
、『
北
九
州
市
史
』

に
よ
る
と
「
十
月
二
十
三
日
に
獅
子
舞
と
称
し
て
、
獅
子
頭
を
持
っ
た
若
者
が
家

毎
に
ま
わ
っ
て
い
た
。
行
列
は
、
雄
獅
子
・
雌
獅
子
の
頭
を
持
つ
二
人
、
ジ
ョ
ウ

ラ
面
（
鼻
高
面
ま
た
は
天
狗
面
と
も
い
う
）
を
か
ぶ
り
、
長
い
漆
染
め
の
杖
を
つ

く
者
一
人
、
そ
れ
に
道
行
き
の
囃
子
方
と
し
て
太
鼓
持
ち
二
人
、
太
鼓
打
ち
、
笛
、

鉦
が
各
一
人
で
、
こ
れ
ら
が
一
団
と
な
り
、
こ
れ
に
米
入
れ
の
袋
を
持
っ
た
二
人

の
若
者
が
続
く
。
道
中
を
は
や
し
な
が
ら
獅
子
頭
の
口
を
カ
ツ
カ
ツ
と
鳴
ら
し
て

魔
払
い
を
す
る
。
家
々
で
は
獅
子
が
来
る
と
、
塩
水
を
つ
け
た
サ
サ
を
ふ
り
か
け

る
。
獅
子
の
口
に
頭
を
か
ん
で
も
ら
う
と
魔
払
い
に
な
る
と
い
っ
て
、
家
中
の
者

が
祓
い
の
た
め
獅
子
の
口
を
頭
に
か
ぶ
せ
て
も
ら
う
。
こ
れ
が
済
む
と
「
獅
子
の

口
」
と
い
っ
て
、
一
合
ぐ
ら
い
の
白
米
を
獅
子
の
口
に
入
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
旧

企
救
郡
に
は
、「
敷
地
祓
い
」
と
い
う
行
事
が
あ
り
、
現
在
で
も
周
辺
の
主
要
な

神
社
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
（
例
と
し
て
門
司
区
の
波
上
八
幡
や
小
倉
南
区
の

荘
八
幡
等
）。
神
社
の
例
大
祭
に
先
立
ち
、
門
祓
い
を
行
う
行
事
で
、
榊
台
と
い

う
小
型
の
神
輿
を
担
い
で
地
域
内
を
各
戸
を
祓
っ
て
ま
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
行

事
を
「
獅
子
舞
」・「
獅
子
回
し
」
と
呼
ぶ
地
域
が
あ
る
。
し
か
し
、
名
称
と
は
違

い
獅
子
は
出
な
い
。
例
と
し
て
、
西
大
野
八
幡
宮
（
小
倉
南
区
）、
東
大
野
八
幡

宮
（
小
倉
南
区
）
の
「
秋
の
例
祭
」
で
は
、
こ
の
例
祭
に
先
だ
っ
て
敷
地
祓
い
を

す
る
。
こ
れ
は
「
し
し
ま
い
」
と
呼
ば
れ
、
内
容
は
東
大
野
八
幡
宮
の
場
合
と
同

じ
で
あ
る
。
蒲
生
神
社
（
小
倉
南
区
）
の
高
野
・
山
田
地
区
で
は
、
代
表
の
三
人

の
当
主
が
お
迎
え
に
い
き
、
榊
台
（
神
輿
の
小
型
の
も
の
）
に
御
神
体
を
移
し
て

帰
り
、
氏
子
の
各
家
を
お
祓
い
し
て
い
た
。
こ
れ
を
「
獅
子
起
こ
し
」
と
呼
ん
で

い
た
（
北
九
州
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
九
）。

　
敷
地
祓
い
に
つ
い
て
、『
到
津
八
幡
神
社
小
史
』
に
よ
る
と
「
享
保
時
代
頃
は
、

獅
子
頭
を
も
っ
て
ま
わ
っ
て
い
た
、
そ
の
こ
ろ
は
、
修
験
者
の
影
響
が
強
か
っ
た
」

と
あ
り
、
敷
地
祓
い
も
元
は
、
榊
台
で
は
無
く
獅
子
頭
を
持
っ
て
ま
わ
っ
て
い
た

よ
う
で
、
そ
の
名
残
と
し
て
獅
子
起
こ
し
等
の
呼
び
名
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

獅
子
祓
い
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
庄
屋
日
記
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
の
『
中
村
平
左
衛
門
日
記
』
や
『
小
森
尚
之
輔
日
記
』
に
は
、
獅
子
祓
い
の

こ
と
が
、
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

（
二
） 

旧
豊
前
国
（
旧
京
都
郡
・
旧
築
上
郡
〔
九
例
〕）

　
苅
田
町
の
宇
原
神
社
で
師
走
一
二
月
に
神
職
と
獅
子
に
よ
っ
て
祈
祷
行
事
の

「
獅
子
廻
し
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
社
家
の
時
代
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
、

起
源
は
、
昭
和
一
〇
年
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
。
年
末
の
大
祓
の
一
環
と
し
て
、
お

札
配
り
と
祓
い
を
行
う
。

　
み
や
こ
町
（
旧
豊
津
町
）
で
は
、
祈
祷
系
の
門
祓
い
の
獅
子
は
、
徳
永
、
彦
徳
、

高
崎
の
三
箇
所
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
徳
永
で
は
、
四
月
の
春
祈
祷
、
水
神
祭
の

祭
り
と
同
時
に
相
撲
等
と
と
も
に
行
わ
れ
る
。
家
内
安
全
・
悪
魔
退
散
・
五
穀
豊

穣
・
無
病
息
災
の
祈
願
で
あ
る
。
疫
病
は
水
を
介
す
る
こ
と
か
ら
、
水
神
祭
に
取

り
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
行
列
も
御
幣
を
持
っ
た
宮
総
代
に
神
官
、
獅
子
が
続

く
。
各
家
を
ま
わ
り
、
家
の
中
に
上
が
り
こ
み
、
部
屋
を
祓
っ
て
ま
わ
り
、
家
人

を
獅
子
頭
で
祓
う
。
彦
徳
で
は
、春
祈
祷
と
し
て
行
わ
れ
、牛
馬
安
全
、無
病
息
災
・

五
穀
豊
穣
を
祈
る
。

　
祭
礼
行
事
の
舞
獅
子
は
、
大
分
八
幡
神
社
（
行
橋
市
下
稗
田
）
と
近
く
に
あ
る

大
久
保
の
獅
子
舞
（
み
や
こ
町
勝
山
）
が
あ
る
。
と
も
に
遠
賀
川
上
流
系
の
獅
子

が
伝
わ
っ
て
い
る
。
大
分
八
幡
神
社
で
は
大
分
八
幡
神
社
（
飯
塚
市
）
か
ら
習
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
大
久
保
の
獅
子
舞
で
は
、
子
ど
も
の
太
鼓
打
ち
・
廻
り

打
ち
等
な
ど
は
無
く
、
舞
や
楽
も
変
容
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
等
覚
寺
（
苅
田
町
）・
求
菩
提
山
（
豊
前
市
）・
松
尾
山
（
上
毛
町
）
に
は
、
修

験
道
の
松
会
行
事
の
う
ち
の
神
幸
祭
行
事
の
名
残
の
獅
子
が
あ
る
。
等
覚
寺
で
は
、
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松
会
行
事
に
先
ん
じ
て
松
庭
を
祓
う
。
求
菩
提
は
、
現
在
獅
子
頭
が
残
る
の
み
で

あ
る
。
松
尾
山
で
は
、
英
彦
山
か
ら
習
い
、
最
近
復
活
し
た
。

（
三
） 
旧
豊
前
国
（
旧
田
川
郡
〔
三
三
例
〕）　

　
田
川
地
域
は
、
遠
賀
川
支
流
の
彦
山
川
、
中
元
寺
川
流
域
及
び
今
川
流
域
の
上

流
に
位
置
す
る
。
祭
礼
行
事
の
獅
子
は
舞
獅
子
で
、
地
理
的
に
旧
筑
前
国
と
国
境

を
接
す
る
こ
と
か
ら
、
隣
接
す
る
嘉
穂
郡
の
綱
分
八
幡
神
社
（
飯
塚
市
庄
内
）
や

大
分
八
幡
神
社
（
飯
塚
市
筑
穂
）
か
ら
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
系
統
的
に
は
、

中
元
寺
川
下
流
の
金
田
稲
荷
神
社
（
福
智
町
金
田
）・
南み
な

木ぎ

菅
原
神
社
（
福
智
町
金

田
南
木
）
は
共
に
綱
分
八
幡
に
習
っ
た
も
の
で
、
金
田
稲
荷
神
社
は
、
記
録
に
よ

る
と
「
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
に
獅
子
頭
寄
進
」
の
記
録
が
あ
る
。
南
木
菅
原

神
社
は
、明
治
二
〇
年
代
に
始
ま
っ
て
お
り
（「
上
野
手
永
各
社
諸
祭
礼
式
書
上
帳
」

（
一
八
七
〇
）
に
は
、明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
の
獅
子
舞
の
記
載
あ
り
）、さ
ら
に
、

こ
の
地
域
か
ら
田
川
の
各
地
へ
と
伝
わ
る
。
金
田
稲
荷
神
社
か
ら
上
伊
田
西
（
田

川
市
）
へ
は
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
天
明
年
間
（
一
七
六
一
～
一
七
八
八
）
の
大

飢
饉
の
後
、
獅
子
舞
と
と
も
に
稚
児
舞
を
奉
納
し
た
と
い
い
、
こ
の
頃
伝
わ
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
昔
は
村
中
を
巡
回
し
、
軒
先
で
、
村
中
安
全
、
夏
中
諸
病
退
除
、

牛
馬
安
全
を
祈
っ
た
。
ま
た
、
町
内
の
上
金
田
へ
と
伝
わ
り
、
さ
ら
に
経
由
し
て

白
髪
神
社
（
福
智
町
伊
方
古
門
）
へ
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
南
木
菅
原
神
社
か

ら
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
岩
屋
（
田
川
市
）
へ
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
獅
子
舞
は
、
楽
打
ち
（
稚
児
舞
）
を
同
時
に
演
じ
る
。

　
中
元
寺
川
上
流
の
猪
膝
白
鳥
神
社
（
田
川
市
猪
国
）
の
獅
子
舞
も
伝
染
病
の
治

癒
祈
願
の
た
め
綱
分
八
幡
宮
か
ら
習
っ
た
と
い
わ
れ
、
正
徳
三
（
一
八
一
三
）
年

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
る
。
添
田
町
の
「
野
田
の
獅
子
舞
」
は
、
こ
こ
か
ら
伝
わ
っ

た
と
言
わ
れ
る
。
田
川
で
は
、
舞
獅
子
の
こ
と
を
獅
子
楽
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
嘉

穂
郡
で
子
ど
も
達
が
行
う
太
鼓
の
打
ち
込
み
や
円
陣
を
組
ん
で
舞
う
「
廻
り
打
ち
」

を
田
川
で
は「
楽
打
ち
」と
呼
ん
で
お
り
、そ
れ
を
同
時
に
行
う
た
め
と
い
わ
れ
る
。

　
田
川
に
は
、
こ
の
地
域
独
自
の
獅
子
が
あ
る
。「
五
段
・
六
調
子
」
の
演
目
で
、

田
川
市
位
登
八
幡
宮
が
発
祥
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
位
登
八
幡
宮
の
獅

子
舞
は
、
江
戸
初
期
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
記
録
類
は
無
い
。
ま
た
宇
佐
八

幡
宮
か
ら
習
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
宇
佐
八
幡
宮
で
も
記
録
が
無
い
。
演
奏
は
太
鼓

の
み
で
、
動
き
も
斎
庭
全
面
を
踏
み
締
め
る
所
作
が
強
調
さ
れ
、
舞
獅
子
と
い
う

よ
り
祓
い
の
要
素
が
強
い
獅
子
で
あ
る
。
周
辺
で
は
、
中
元
寺
川
沿
い
の
田
川
市

猪い

位い

金か
ね

の
ほ
か
に
、
同
下
弓ゆ

げ

た
削
田
須
佐
神
社
、
同
見
立
の
貴
船
神
社
で
も
舞
わ
れ

て
い
る
。
貴
船
神
社
で
は
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
頃
に
地
元
か
ら
習
い
に

行
き
貴
船
神
社
の
神
幸
祭
で
披
露
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
五

段
・
六
調
子
」
の
舞
は
、
川
崎
町
で
は
、
田
原
正
八
幡
神
社
、
大
石
神
社
の
森
安
・

池
尻
地
区
、
太
田
で
舞
わ
れ
、
添
田
町
の
「
野
田
の
獅
子
舞
」
に
も
「
五
壇
」
と

い
う
演
目
で
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
川
崎
町
で
は
、
大
分
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
遠
賀
川
上
流
系
の
お
囃
子
が

入
る
舞
獅
子
を
曲
獅
子
と
呼
ぶ
、
太
鼓
の
み
で
祓
い
の
要
素
が
強
い
五
段
・
六
調

子
と
区
別
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
域
で
は
、
五
段
・
六
調
子
は
、
曲
獅
子

よ
り
も
格
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
永な
が

井い

・
東ひ

が
し
か
わ
さ
き

川
崎
・
木き

城し
ろ

（
廃
絶
）・
安あ

宅た
か

に
あ
る
。

　
添
田
町
で
は
、
上か
み
お
ち
あ
い

落
合
と
下し

も
お
ち
あ
い

落
合
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
下
落
合
は
幕
末
に
木

城
（
川
崎
町
）
か
ら
伝
わ
る
。
演
目
に
「
イ
リ
・
ノ
リ
」、上
落
合
で
は
、「
イ
リ
ハ
・

ナ
カ
・
ノ
リ
」
が
あ
り
、
遠
賀
川
上
流
の
大
分
系
と
言
わ
れ
て
い
る
。
野
田
の
獅

子
舞
（
添
田
町
）
は
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
に
、
日
向
か
ら
招
い
た
舞
楽
の

師
匠
か
ら
習
得
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、演
目
の
「
マ
エ
ニ
ワ
」
は
猪い
の
ひ
ざ膝
（
田
川
市
）

か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、「
五
壇
」
は
、中
元
寺
川
流
域
の
「
五
段
・
六
調
子
」

で
あ
る
。

　「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
は
、
お
獅し

子し

廻か
い

と
呼
ば
れ
、
夏
に
行
わ
れ
る
。

彦
山
川
流
域
の
田
川
市
夏な
つ
よ
し吉

・
糒ほ

し
い・

伊い

か

り
加
利
、
大
任
町
上か

み
い
ま
と
う

今
任
・
峰み

ね

・
向む

か
い
だ田

で
確

認
さ
れ
て
い
る
。
大
任
町
峰
で
は
、
八
月
の
土
日
の
う
ち
の
一
日
を
選
び
、
虫
祓

い
の
祈
祷
の
あ
と
、
祓
い
に
向
か
う
。
行
列
は
、
宮
司
・
獅
子
・
鉾
・
面
・
賽
銭

箱
の
順
で
、
途
中
で
子
ど
も
が
元
気
に
育
つ
よ
う
頭
を
く
わ
え
た
り
す
る
。
向
田

は
、
峰
と
一
緒
に
行
っ
て
い
た
が
出
雲
神
社
を
勧
請
し
て
か
ら
は
無
く
な
っ
た
。

現
在
双
方
と
も
に
行
っ
て
い
な
い
。
上
今
任
野
原
八
幡
も
病
魔
退
散
の
た
め
行
っ

て
い
た
が
、祭
典
の
み
と
な
り
平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）
年
に
そ
れ
も
中
止
と
な
っ

た
。
糒
は
戦
後
廃
れ
、伊
加
利
（
田
川
市
）
は
、古
く
は
門
払
い
を
行
っ
て
い
た
が
、
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現
在
は
祭
典
の
み
で
あ
る
。
夏
吉
（
田
川
市
）
で
は
、
七
夕
の
行
事
で
、
前
日
六

日
に
お
汐
井
と
り
が
あ
り
、
夜
は
貴
船
神
社
で
お
籠
り
、
翌
朝
よ
り
、
神
官
が
ム

ラ
を
個
別
に
回
っ
て
お
汐
井
を
榊
に
浸
し
て
振
り
な
が
ら
お
祓
い
を
す
る
。
そ
れ

に
続
き
、
獅
子
・
五
色
旗
・
金
幣
・
太
鼓
・
賽
銭
箱
の
行
列
が
続
き
各
組
ご
と
で

受
け
渡
し
て
い
く
。
引
き
渡
し
の
際
、
各
組
で
御
神
酒
を
出
し
、
行
列
に
は
神
社

総
代
や
各
隣
組
長
が
つ
い
て
回
る
。
戸
口
に
家
族
が
並
び
獅
子
を
拝
ん
で
は
触
れ

て
も
ら
う
と
い
う
疫
病
祈
願
の
方
法
と
し
て
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
田
川
地
域

で
は
、
全
般
に
同
様
の
行
列
、
方
法
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　
今
川
流
域
の
赤
村
小こ

内う
ち

田だ

地
区
は
、「
お
し
し
か
い
」
と
よ
ば
れ
て
、
八
月
七

日
頃
に
行
わ
れ
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
神
社
で
祭
典
を
終
え
た
後
、
小
さ
な
神
輿

で
集
落
内
を
祓
い
清
め
て
い
く
が
、
こ
の
際
、
獅
子
の
随
行
は
無
く
門
祓
い
も
行

わ
れ
ず
、
組
毎
の
要
所
で
の
お
祓
い
を
行
う
。
こ
れ
は
、
企
救
郡
で
行
わ
れ
て
い

る
「
敷
地
払
い
」
に
類
似
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
福
智
町
で
は
、
江
戸
時
代
と
思
わ
れ
る
「
立
花
家
文
書
」（『
上
野
村

誌
』
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
：
年
代
及
び
所
在
不
明
）
に
、
現
在
は
行
わ
れ
て

な
い
が
、
上
野
中
宮
神
社
（
旧
赤
池
町
）
の
神
幸
で
一
〇
月
朔
日
か
ら
六
日
ま
で
、

獅
子
廻
（
シ
シ
カ
イ
：
獅
子
祓
い
の
こ
と
）
で
氏
子
圏
の
一
二
箇
村
を
回
っ
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、香
月
と
み
の
文
書
（
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
）

に
は
、
上
野
福
智
中
宮
神
社
の
獅
子
廻
で
一
〇
箇
村
を
一
〇
月
に
廻
る
ほ
か
、
鋤

木
田
、
伊
方
、
弁
城
の
村
の
氏
神
で
六
～
七
月
に
獅
子
廻
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
、そ
の
目
的
が
「
流
行
病
為
退
散
」・「
諸
病
為
退
散
」
と
あ
る
。
ま
た
南
木
村
（
旧

金
田
町
）
の
天
満
宮
で
は
四
月
の
「
祭
礼
例
年
執
行
」
で
「
獅
子
楽
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
獅
子
楽
と
は
、
こ
の
地
域
で
は
獅
子
舞
の
こ
と
で
あ
る
が
、
南
木
村
に

獅
子
舞
が
伝
わ
っ
た
の
は
明
治
二
〇
年
代
と
い
わ
れ
る
の
で
、
現
在
の
獅
子
舞
と

の
関
連
は
不
明
で
あ
る
。

（
四
） 

旧
筑
前
国
（
旧
遠
賀
郡
〔
二
一
例
〕・
旧
鞍
手
郡 

※
現
北
九
州
市
の
一
部
含

む
〔
五
一
例
〕）

　
遠
賀
川
の
中
下
流
域
で
あ
る
。
現
在
の
北
九
州
市
の
若
松
区
・
戸
畑
区
・
八
幡

東
区
・
八
幡
西
区
、
遠
賀
郡
、
直
方
市
・
宮
若
市
・
鞍
手
郡
に
当
た
る
。
基
本
的

に
祈
祷
行
事
の
門
祓
獅
子
の
み
が
分
布
す
る
。

　
旧
遠
賀
郡
は
、
遠
賀
川
下
流
域
及
び
洞
海
湾
に
面
し
た
地
域
で
現
在
の
北
九
州

市
若
松
区
・
八
幡
東
区
・
八
幡
西
区
・
戸
畑
区
を
含
む
。

　『
若
松
神
社
誌
』（
一
九
七
二
）
に
よ
る
と
、
若
松
区
（
北
九
州
市
）
の
神
社
の

一
部
で
は
、
夏
の
時
期
、
祈
祷
行
事
の
「
お
獅
子
さ
ま
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
現

在
は
、
蜑あ
ま
す
み住

の
戸
明
神
社
や
日
峰
神
社
で
祭
典
の
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
戸
畑
地
区
の
戸
畑
祇
園
山
笠
で
は
、「
獅
子
舞
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
を
行
う
。

祇
園
山
笠
が
始
ま
る
別
日
に
神
職
・
関
係
者
と
獅
子
で
道
祓
い
・
辻
祓
い
を
行
う

舞
わ
な
い
祓
い
獅
子
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
隣
接
す
る
企
救
郡
（
旧
豊
前
国
）
で
行

わ
れ
て
い
る
敷
地
祓
い
の
影
響
か
と
も
思
わ
れ
る
。
企
救
郡
の
場
合
、
獅
子
は
無

く
、
そ
の
代
わ
り
に
小
型
の
神
輿
の
榊
台
で
祓
い
を
行
う
が
、
こ
ち
ら
で
は
、
神

職
に
獅
子
が
同
行
す
る
。「
天
籟
寺
ム
ラ
お
し
志
の
は
じ
ま
り
」（
戸
畑
市
教
育
委

員
会
）
に
は
、
お
獅
子
の
入
る
所
、
人
数
、
接
待
な
ど
、
行
列
の
様
子
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
行
列
は
、「
御
志
し
ま
い
四
人
・
御
へ
い
も
ち
壱
人
・

御
む
く
り
こ
く
り
（
鬼
面
？
）
弐
人
・
御
た
い
こ
四
人
・
御
ふ
ゑ
ふ
き
三
人
・
御

は
さ
ん
箱
も
ち
一
人
・
御
か
き
も
ち
弐
人
」と
あ
る
。
ま
た
、始
ま
り
に
つ
い
て
、「
明

和
元
年
（
一
七
六
四
）
ま
で
に
五
一
年
」
に
な
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
逆
算
す
る

と
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　『
我
ら
の
枝
光
』（
一
九
八
五
）
に
よ
る
と
「
諏
訪
神
社
（
八
幡
東
区
「
現
枝
光

八
幡
宮
に
合
祀
」）
に
お
い
て
も
秋
祭
り
の
前
々
日
よ
り
、
ム
ラ
中
を
戸
別
に
回
っ

て
お
祓
い
を
行
っ
て
い
た
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
八
幡
東
区
南
部
の
河
内
地
区
で
は
、

「
九
月
に
青
年
た
ち
が
「
お
し
っ
さ
ん
」
と
し
て
獅
子
頭
と
天
狗
面
、
御
幣
を
も
っ

て
各
家
を
ま
わ
り
、
門
口
で
獅
子
頭
の
口
を
カ
タ
カ
タ
さ
せ
忌
み
穢
れ
を
払
っ
た
。

お
礼
に
は
、
祝
儀
・
米
・
芋
な
ど
が
あ
り
、
野
菜
類
は
処
女
会
に
よ
り
料
理
さ
れ
、

白
山
神
社
で
お
籠
り
を
し
た
」
と
い
う
。
芦
屋
町
で
は
、
芦
屋
役
者
が
活
躍
し
て

い
た
頃
、
正
月
に
獅
子
の
門
付
け
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
遠
賀
川
左
岸
の
岡

垣
町
内
各
所
で
は
、
病
気
や
災
難
を
払
う
た
め
獅
子
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
山
田
の
氏
森
神
社
で
は
、
七
月
一
五
日
に
、
赤
・
青
の
天
狗
面
を
持
っ

た
青
年
の
先
導
で
神
職
な
ど
の
行
列
が
家
々
を
訪
れ
た
。
家
族
が
出
揃
っ
た
と
こ
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ろ
で
お
祓
い
を
行
い
、獅
子
頭
を
持
っ
た
青
年
が
「
オ
ン
カ
ク
」
と
叫
び
「
ガ
チ
ャ

ン
」
と
閉
じ
て
い
た
と
い
う
。

　
旧
鞍
手
郡
で
は
、
祈
祷
行
事
の
門
祓
獅
子
が
、
地
域
内
の
多
く
の
場
所
で
確
認

で
き
る
。
特
に
鞍
手
町
・
宮
若
市
に
集
中
す
る
。
さ
な
ぼ
り
の
終
了
後
か
ら
祇
園

祭
で
行
う
地
域
が
多
い
。

　
八
幡
西
区
で
は
、
遠
賀
川
右
岸
の
野
面
（
八
幡
西
区
馬
場
山
）
に
あ
る
八
所
神

社
の
秋
祭
り
の
時
、神
輿
で
笹
尾
川
上
流
に
お
汐
井
を
取
り
に
行
き
、「
獅
子
廻
し
」

を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
鞍
手
町
内
で
は
、『
鞍
手
町
誌
民
俗
編
』に
よ
る
と
、「
お
獅
子
様
」は「
獅
子
祭
り
」

と
も
い
う
。
暑
さ
の
厳
し
く
な
る
七
月
中
の
土
用
の
入
り
頃
に
行
わ
れ
、
ム
ラ
の

一
軒
一
軒
を
ま
わ
っ
て
夏
の
悪
疫
祓
い
と
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
。
マ
ヤ
（
厩
）

も
祓
う
。

　
祭
り
の
方
法
は
、
早
朝
に
お
潮
井
と
り
を
行
い
、
神
社
で
の
神
事
の
後
、
神
主

と
氏
子
が
ム
ラ
の
各
戸
を
お
祓
い
し
て
ま
わ
っ
た
。
氏
子
は
ク
ミ
ご
と
に
雌
雄
の

獅
子
頭
を
持
っ
て
個
別
に
ま
わ
り
、
戸
口
で
口
を
開
閉
さ
せ
て
カ
ポ
カ
ポ
と
鳴
ら

し
、
鉾
で
「
エ
イ
」
と
か
「
ソ
イ
コ
ウ
」
と
掛
け
声
を
か
け
、
イ
エ
の
中
に
向
け

て
突
き
、
お
潮
井
を
振
っ
て
お
札
を
配
っ
た
。
お
礼
は
麦
初
穂
と
い
い
、
昔
は
、

各
戸
麦
一
升
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、『
太
宰
管
内
志
』
を
ま
と
め
た
、
江
戸
時
代
後
期
の
古
門
神
社
の
神
官

伊
藤
常
足
が
残
し
た
「
伊
藤
家
家
事
雑
記
」
に
よ
る
と
、
管
轄
し
た
地
域
の
古
門
・

本
村
・
神
崎
で
「
お
獅
子
様
」
を
受
け
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
神
崎
で
は
、

水
神
祭
に
続
く
お
獅
子
様
の
行
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
宮
若
市
は
、
旧
若
宮
町
と
旧
宮
田
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
が
、
内
容
的
に
は
、

ほ
ぼ
、
鞍
手
町
と
同
様
で
あ
る
。

　
旧
若
宮
町
で
は
、　
オ
シ
ッ
サ
マ
と
呼
ば
れ
、
夏
の
病
や
災
い
を
防
ぐ
た
め
の

行
事
と
言
わ
れ
て
い
る
。
サ
ナ
ブ
リ
が
終
わ
っ
て
か
ら
一
日
を
選
び
行
う
。『
民

俗
芸
術
』
第
三
巻
第
一
号
（「
獅
子
舞
号
」
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
）
に
は
、『
筑

前
鞍
手
郡
山
口
の
お
獅
子
様
』
と
題
し
て
山
口
地
区
の
お
獅
子
様
の
様
子
を
記
録

し
た
も
の
が
あ
る
。
稲
光
は
七
月
一
五
日
に
行
わ
れ
、
虫
除
け
の
お
札
を
竹
に
挟

ん
で
ム
ラ
は
ず
れ
や
分
か
れ
道
に
立
て
た
。
平
で
は
七
月
一
四
日
、
同
夜
は
祇
園

祭
り
と
し
て
、
各
自
弁
当
を
持
っ
て
神
社
に
集
ま
り
お
籠
も
り
を
す
る
。
こ
の
よ

う
に
祇
園
さ
ん
の
日
に
行
う
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。
弥
ケ
谷
は
、
宮
田
町
上
有
木

の
内
だ
っ
た
の
で
、
獅
子
頭
を
は
じ
め
お
札
・
道
具
類
の
受
け
渡
し
は
、
両
地
の

道
の
峠
に
な
る
鳥
越
で
行
っ
て
い
た
。

　
旧
宮
田
町
で
も
、「
お
獅
子
様
（
獅
子
回
し
）」
は
田
植
え
が
終
わ
っ
た
七
月
初

め
頃
に
行
わ
れ
る
。
一
軒
ず
つ
ま
わ
っ
て
い
る
の
は
本
城
と
飯
之
倉
（
一
九
九
五

年
時
点
）
だ
け
で
、
外
の
地
区
で
は
、
お
宮
か
公
民
館
に
集
ま
っ
て
祭
典
が
あ
り
、

獅
子
頭
を
カ
ポ
カ
ポ
と
鳴
ら
し
て
お
祓
い
を
し
、
お
札
を
も
ら
っ
て
帰
る
と
こ
ろ

が
多
い
。
各
戸
を
ま
わ
っ
て
い
た
の
は
、
脇
野
、
下
有
木
で
は
昭
和
一
〇
年
代
、

長
井
鶴
、
龍
徳
で
は
昭
和
二
〇
年
代
、
桐
野
、
芹
田
で
は
昭
和
三
〇
年
代
、
飯
之

倉
で
も
昭
和
五
〇
年
代
ま
で
で
あ
る
。

　
各
家
を
ま
わ
っ
て
い
た
頃
は
、
行
列
を
組
み
、
道
中
で
は
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、

獅
子
頭
の
口
を
カ
ポ
カ
ポ
と
鳴
ら
し
夏
の
無
病
息
災
と
家
内
安
全
を
祈
願
し
た
。

飯
之
倉
で
は
、
太
鼓
の
叩
き
方
も
「
お
獅
子
様
太
鼓
」
と
い
っ
て
一
つ
の
リ
ズ
ム

が
あ
っ
た
が
、
現
在
そ
れ
を
叩
け
る
人
は
い
な
い
。
本
城
で
は
、
祓
い
の
順
序
は
、

①
宮
司
の
お
祓
い
に
は
じ
ま
り
、
②
五
十
鈴
を
振
り
鳴
ら
す
。
③
お
札
を
配
る
。

④
お
潮
井
を
振
る
。
⑤
獅
子
頭
を
カ
ポ
カ
ポ
と
鳴
ら
す
。
⑥
玄
関
の
鴨
居
に
鉾
を

突
く
が
、
昔
は
傷
が
残
る
ほ
ど
突
く
の
が
魔
よ
け
に
な
る
と
喜
ば
れ
て
い
た
。
太

蔵
の
上
の
段
組
（
太
蔵
東
区
）
で
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
に
、
山
所
神
社
に
男

は
白
、
女
は
赤
の
布
に
名
前
と
生
年
月
日
を
書
い
て
奉
納
す
る
が
、
こ
の
と
き
の

旗
を
持
ち
行
列
に
加
わ
る
。
鉾
を
突
く
と
き
の
掛
け
声
は
旧
笠
松
村
で
は
「
ソ
ウ

コ
ウ
」
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
は
「
そ
こ
」
に
疫
病
神
が
い
る
か
ら
突
く
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
本
城
で
は
「
疫
神
社
祈
祝
」、
太
蔵
で
は
「
疫
神

社
祈
祝
」、
飯
之
倉
で
は
、「
無
病
息
災
獅
子
祈
祷
祭
」
の
お
札
を
配
る
。
お
獅
子

様
の
御
祝
儀
に
は
、
各
家
麦
初
穂
一
升
ず
つ
あ
げ
て
い
た
。
お
獅
子
様
が
全
戸
ま

わ
り
終
え
る
と
、
ム
ラ
中
で
お
籠
も
り
を
す
る
所
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
獅
子
頭
を

幼
い
子
供
の
前
で
カ
ポ
カ
ポ
鳴
ら
し
て
も
ら
う
か
、か
ぶ
る
よ
う
に
す
る
と
「
タ
ッ

シ
ャ
（
達
者
）
に
育
つ
」
と
い
わ
れ
て
き
た
。
組
ご
と
に
場
所
と
時
間
を
決
め
て

獅
子
頭
な
ど
の
祭
具
を
次
の
組
に
渡
し
て
い
る
。

　
直
方
市
は
、『
直
方
市
誌
下
巻
』（
一
九
七
八
年
）に
よ
る
と
、「
七
月
十
八
日
に「
獅
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子
祈
祷
」（
お
し
っ
さ
ま
）。
今
で
も
各
村
村
落
に
残
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
新
入

の
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
鞍
手
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で

あ
る
。
頓
野
で
は
、
一
二
月
の
各
戸
へ
の
大
祓
い
の
行
事
で
あ
る
。
上
境
、
永
満

寺
で
も
現
在
一
二
月
に
行
っ
て
い
る
。
元
々
上
境
・
永
満
寺
は
春
と
秋
に
行
っ
て

い
た
。
こ
の
ほ
か
、
中
泉
で
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
嘉
穂
郡
と
接
す
る
小
竹
町
で
は
、
町
北
部
の
遠
賀
川
右
岸
の
赤
地
地
区
は
獅
子

が
舞
わ
な
い
「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
の
獅
子
」
で
あ
る
。
左
岸
の
「
南
良
津
の
獅

子
舞
」
は
、
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
に
秋
の
お
く
ん
ち
で
披
露
さ
れ
次
の
年
か

ら
、
夏
の
祈
祷
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
通
常
、
遠
賀
・
鞍

手
の
祓
い
獅
子
で
は
舞
獅
子
は
行
わ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、「
夏
祈
祷
の
門
祓
い
」

で
舞
獅
子
を
舞
う
。
祈
祷
行
事
の
門
祓
で
舞
獅
子
が
行
わ
れ
る
の
は
遠
賀
川
流
域

で
は
、
最
北
端
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
舞
に
つ
い
て
は
、
町
内
新
多
や
昭
和
四
〇

年
代
、
遠
賀
川
の
東
側
に
隣
接
す
る
頴
田
町
上
勢
田
か
ら
も
習
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
現
在
、
消
滅
し
て
い
る
が
、
亀
山
神
社
（
勝
野
）、
絹
干
神
社
（
新
多
）

で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
絹
干
神
社
で
は
、
獅
子
舞
と
一
緒
に
神
相
撲
も
行
わ
れ
て

い
た
。

（
五
） 

旧
筑
前
国
（
旧
嘉
穂
郡
〔
八
三
例
〕）　

　
遠
賀
川
上
流
域
の
旧
嘉
穂
郡
で
あ
る
。
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
ま
で
、
飯

塚
市
以
西
の
嘉
麻
川
、
庄
内
川
流
域
の
嘉
麻
郡
と
以
東
の
穂
波
川
流
域
の
穂
波
郡

に
分
か
れ
て
い
た
。
こ
の
地
域
は
、
遠
賀
上
流
系
の
舞
獅
子
の
発
祥
の
地
で
も
あ

り
、
県
下
で
も
最
大
の
舞
獅
子
の
集
中
地
帯
で
あ
る
。「
祭
礼
行
事
の
獅
子
」
と

夏
の
「
祈
祷
行
事
の
門
祓
獅
子
」
な
ど
す
べ
て
の
獅
子
は
舞
獅
子
で
行
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
お
く
ん
ち
な
ど
の
祭
礼
行
事
の
な
か
で
神
輿
の
巡
幸
が
無
い
場
合
、
神

遷
し
さ
れ
た
獅
子
が
ム
ラ
を
巡
る
地
区
が
あ
る
。「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
」
で
は
、

各
家
毎
に
ま
わ
る
地
域
と
簡
略
化
さ
れ
て
要
所
で
舞
う
地
域
が
あ
る
。

　
こ
の
地
域
の
獅
子
舞
は
、
大
分
（
八
幡
宮
）
系
と
綱
分
（
八
幡
宮
）
系
で
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
獅
子
舞
を
習
っ
た
神
社
の
系
統
を
さ
す
。
い
わ
ゆ

る
嘉
穂
郡
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
ま
で
は
、
穂
波
郡
と
嘉
麻
郡
に
分
か

れ
て
お
り
、
大
分
八
幡
は
穂
波
郡
の
中
心
的
な
神
社
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
綱
分

八
幡
宮
も
嘉
麻
郡
の
主
要
な
神
社
で
あ
っ
た
。
と
も
に
祭
礼
行
事
で
舞
獅
子
を
行

う
。

　
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
一
年
間
に
廻
す
回
数
も
多
く
、
春
・
秋
に
獅
子
舞

を
行
う
と
こ
ろ
や
、
正
月
・
春
祭
り
・
夏
祈
祷
・
秋
祭
り
な
ど
で
複
数
回
廻
す
地

区
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
嘉
穂
郡
は
、
県
下
で
最
も
舞
獅
子
が
集
中
す
る
地
域
で
あ
り
、
す
べ
て
を
紹
介

す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、（
A
）
祭
礼
行
事
に
伴
う
舞
獅
子
、（
B
）
祈
祷
行
事

の
門
祓
い
獅
子
、（
C
）
祭
礼
行
事
の
門
祓
い
獅
子
の
三
種
類
に
分
け
て
見
て
い
く
。

（
A
）
祭
礼
行
事
に
伴
う
舞
獅
子
　

　
は
じ
め
に
、
福
岡
県
の
舞
獅
子
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る

福
岡
県
指
定
「
大
分
の
獅
子
舞
」（
旧
嘉
穂
郡
筑
穂
町
）
と
、「
綱
分
の
獅
子
舞
」（
旧

嘉
穂
郡
旧
庄
内
町
）
に
つ
い
て
触
れ
て
み
る
。

　
飯
塚
市
の
大
分
八
幡
宮
（
旧
筑
穂
町
大
分
）
は
、
筥
崎
宮
（
福
岡
市
東
区
）
の

元
宮
と
も
い
わ
れ
旧
穂
波
郡
の
代
表
的
な
神
社
で
あ
る
。
こ
の
系
統
の
獅
子
舞
は
、

遠
賀
川
上
流
か
ら
田
川
地
域
に
か
け
て
多
く
見
ら
れ
、
ほ
か
に
東
は
、
京
都
郡
・

行
橋
市
方
面
、
西
は
、
香
椎
宮
（
福
岡
市
東
区
）、
津
屋
崎
（
福
津
市
）、
ま
た
南

は
、筑
後
川
流
域
の
恵
蘇
八
幡
宮（
朝
倉
市
）に
ま
で
そ
の
伝
播
が
見
ら
れ
る
。「
大

分
の
獅
子
舞
」
は
、
戦
国
時
代
の
争
乱
で
絶
え
て
い
た
祭
礼
を
、
江
戸
時
代
の
中

頃
の
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
に
再
興
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
時
の

庄
屋
で
あ
っ
た
伊
佐
善
左
衛
門
が
、享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
、村
人
一
五
名
（
舞

役
八
名
、
楽
人
七
名
）
に
二
箇
月
間
、
京
都
の
男
山
の
石
清
水
八
幡
宮
に
伝
わ
る

獅
子
舞
を
習
得
さ
せ
、
享
保
九
（
一
七
二
七
）
年
の
放
生
会
に
奉
納
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。「
享
保
九
年
七
月
の
大
当
送
帳
」
の
序
文
に
「
御
獅
子
楽

始
候
付
十
四
日
御
宮
祭
座
祈
祷
之
為
執
行
有
之
・
・
・
」
と
あ
る
。
舞
は
ハ
ナ
ノ

キ
リ
（
イ
リ
ハ
）・
ナ
カ
ノ
キ
リ
（
ナ
カ
）・
ノ
リ
（
キ
リ
）
の
三
段
構
成
で
、
所

要
時
間
は
七
分
位
で
あ
る
。
雌
雄
の
獅
子
の
胴
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
名
が
入
っ

て
舞
う
。
最
初
の
ハ
ナ
ノ
キ
リ
は
、
左
に
雌
獅
子
、
右
に
雄
獅
子
が
並
ん
で
緩
や

か
に
舞
い
始
め
、
ナ
カ
ノ
キ
リ
は
雌
雄
が
相
対
し
て
舞
い
、
ノ
リ
は
動
き
が
激
し

く
な
り
相
対
し
て
舞
い
な
が
ら
、
雌
獅
子
を
左
に
お
い
て
、
ハ
ナ
ノ
キ
リ
と
は
向
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き
を
逆
に
し
て
終
わ
る
。
内
容
は
、
雄
獅
子
と
雌
獅
子
が
最
初
見
合
い
を
し
、
次

に
恋
を
し
て
、
最
後
は
恋
に
狂
っ
て
乱
舞
す
る
様
を
表
し
て
い
る
と
い
う
。
楽
方

は
大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
笛
、
胴
拍
子
で
、
大
太
鼓
は
小
学
生
男
児
の
役
で
、
獅
子

が
舞
っ
て
い
る
時
、
小
太
鼓
（
舞
は
こ
の
リ
ズ
ム
に
よ
る
）、
笛
、
銅
拍
子
に
合

わ
せ
て
叩
く
。

　
獅
子
は
、
神
社
、
お
旅
所
な
ど
の
斎
庭
、
巡
行
の
道
筋
、
ま
た
、
決
め
ら
れ
た

場
所
や
家
な
ど
で
舞
を
行
う
。
昔
は
春
も
舞
っ
て
い
た
。

　
同
じ
く
旧
嘉
麻
郡
を
代
表
す
る
神
社
と
し
て
飯
塚
市
の
綱
分
八
幡
宮
（
旧
庄
内

町
綱
分
）
が
あ
る
。
文
献
で
は
、
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
に
獅
子
舞
を
奏
し
た

と
い
う
記
録
が
あ
る（『
庄
内
町
誌
』）。
こ
こ
か
ら
習
っ
た
と
い
わ
れ
る
獅
子
舞
が
、

旧
嘉
麻
郡
内
や
田
川
地
域
で
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。
基
本
は
、
大
分
系
と
思
わ

れ
る
が
、
舞
や
楽
等
で
一
部
違
い
も
あ
る
。
ま
た
演
目
が
大
分
の
も
の
が
イ
リ
・

ナ
カ
・
ノ
リ
の
三
段
構
成
に
対
し
、
綱
分
の
も
の
は
、
前
ニ
ワ
・
ク
ル
イ
の
二
段

構
成
で
、
そ
の
他
に
新
馬
場
・
古
馬
場
・
神
殿
入
が
あ
る
。
ま
た
「
大
分
の
獅
子

舞
」
の
子
ど
も
が
演
じ
る
「
大
太
鼓
」
の
代
わ
り
に
「
廻
り
打
ち
」
と
呼
ば
れ
る

楽
も
舞
う
。
双
方
と
も
に
、
御
神
幸
で
神
輿
の
行
列
に
伴
う
典
型
的
な
「
祭
礼
行

事
」
の
獅
子
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
前
述
の
「
獅
子
舞
」

と
と
も
に
、
太
鼓
の
打
ち
込
み
や
子
ど
も
達
が
円
陣
を
組
ん
で
一
年
間
の
農
作
業

を
表
す
と
い
わ
れ
る
「
廻
り
打
ち
」
と
呼
ば
れ
る
楽
が
あ
る
。
比
較
的
「
綱
分
系
」

に
多
く
見
ら
れ
る
。
他
の
地
区
で
は
「
三
番
叟
」
や
「
杖
楽
」・「
鉦
打
ち
」
な
ど

を
行
う
地
域
が
あ
る
。

　
獅
子
舞
は
、
大
分
系
で
は
、
序
（
マ
エ
ノ
キ
リ
）、
破
（
ナ
カ
ン
キ
リ
）、
急
（
ノ

リ
）
の
三
段
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
が
基
本
と
な
り
、
こ
れ
に
、
神
社
の
敷
地
に

入
る
際
の
「
馬
場
入
り
」
の
舞
い
や
、
神
殿
に
入
る
際
の
「
神
殿
入
り
」
な
ど
の

演
目
が
あ
る
。

（
B
）
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子

　「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
は
、
飯
塚
市
の
北
部
か
ら
西
側
（
旧
飯
塚
市
北

半
部
、
旧
頴
田
町
、
旧
庄
内
町
）
に
集
中
す
る
。
ま
た
、
嘉
麻
市
に
も
一
例
確
認

さ
れ
る
。「
夏
祈
祷
」
や
「
御
祈
祷
」、「
獅
子
祈
祷
」
と
呼
ば
れ
、
神
職
の
各
戸

祓
い
の
後
、各
戸
で
獅
子
舞
が
行
わ
れ
る
。
夏
季
の
疫
病
予
防
と
家
内
安
全
を
祈
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
。
　
　

　
頴
田
町
の
佐
興
地
区
で
は
、獅
子
祓
い
の
際
に
昼ち
ゅ
う
じ
き食を

挟
ん
で
岩
戸
神
楽
の
「
岩

戸
開
き
」
と
「
神
相
撲
」
が
行
わ
れ
る
。
神
相
撲
は
、
神
楽
の
演
目
な
ど
に
も
見

受
け
ら
れ
る
が
、
力
士
役
二
人
と
孕は
ら

み
女
が
登
場
し
、
曲
芸
的
な
相
撲
や
こ
っ
け

い
な
や
り
と
り
を
行
う
。
周
辺
の
小
竹
町
新
多
（
廃
絶
）、
飯
塚
市
柳
橋
で
も
確

認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
以
前
は
馬
屋
等
も
祓
い
を
行
い
、
菖
蒲
を
配
っ
て
い
た
。

　
下
山
田
の
射
手
引
神
社
の
祇
園
の
獅
子
舞
は
、各
戸
祓
い
で
、清
道
旗
・
鉾
に
赤
・

青
の
鬼
面
を
吊
し
た
鉾
面
と
共
に
ま
わ
る
。

　「
柳
橋
の
獅
子
舞
」
は
、
享
保
一
五
（
一
七
三
〇
）
年
の
撃
鼓
神
社
の
文
書
に
、

獅
子
舞
を
五
穀
神
社
に
奉
納
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
古
く
は
、
中
、
庄
司
、

柳
橋
、
津
島
、
𠮷𠮷
𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷






















𠮷

噛
み
」な
ど
は
せ
ず
、捧
げ
持
つ
だ
け
の
時
期
も
あ
っ
た
。
デ
ハ
の
曲
の
舞
い
は「
い

も
ほ
り
雌
獅
子
」と
呼
ば
れ
る
。
中な
か

の
撃
鼓
神
社
で
も「
獅
子
御
祈
祷
」と
呼
ば
れ
、

戸
別
祓
い
を
行
っ
て
い
る
。
乙お
と

丸ま
る

の
獅
子
舞
い
は
、
比
較
的
行
列
が
残
る
。
ま
ず
、

お
汐
井
で
身
を
清
め
、
猿
田
彦
の
鉾
面
、
清
道
旗
、
御
神
燈
、
幟
、
獅
子
、
笛
、

太
鼓
の
順
で
進
み
、
獅
子
舞
の
演
目
も
道
行
き
・
イ
リ
ハ
・
ナ
カ
・
キ
リ
・
神
殿

入
り
の
五
曲
が
あ
る
。

　
口
ノ
原
の
獅
子
祈
祷
は
、
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
ま
で
で
獅
子
は
各
家

を
ま
わ
ら
な
く
な
っ
た
が
、
彦
穂
神
社
に
は
、
嘉
暦
元
年
の
獅
子
頭
や
嘉
永
六

（
一
八
五
三
）
年
の
祭
礼
の
御
神
幸
行
列
に
獅
子
が
描
か
れ
た
絵
馬
が
残
る
。
絵

の
残
り
は
非
常
に
悪
い
が
、
古
い
写
真
な
ど
で
確
認
す
る
と
、
田
植
後
か
刈
り
入

れ
後
に
、
二
頭
の
獅
子
と
共
に
鼻
高
面
、
人
形
山
、
提
灯
等
の
行
列
が
ム
ラ
を
巡
っ

て
い
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
C
）
祭
礼
行
事
の
祓
い
獅
子

　
夏
の
「
獅
子
祈
祷
」
な
ど
と
は
別
に
、
祭
礼
に
合
わ
せ
て
、
獅
子
の
門
祓
い
を

行
う
地
域
が
あ
る
。
基
本
的
に
、祭
典
の
後
、門
祓
い
に
ま
わ
る
の
は
同
じ
で
あ
る
。

秋
祭
り
の
お
く
ん
ち
が
多
い
、
飯
塚
市
の
旧
穂
波
町
椿
八
幡
宮
、
嘉
麻
市
、
旧
稲

築
町
や
、
旧
嘉
穂
町
の
一
部
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
礼
行
事
の
祭
典
を
終
了
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し
た
後
、
ム
ラ
の
中
を
戸
別
も
し
く
は
特
定
の
場
所
を
ま
わ
り
獅
子
舞
を
行
う
。

　
旧
穂
波
町
内
の
獅
子
は
、
秋
祭
り
で
行
わ
れ
る
。
椿
八
幡
宮
の
氏
子
は
、
椿
・

弁
分
・
安
恒
・
楽
市
・
秋
松
・
堀
池
の
六
地
区
で
構
成
さ
れ
る
。
椿
八
幡
宮
の
氏

子
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
内
に
は
そ
れ
ぞ
れ
神
社
が
あ
り
、
二
重
氏
子
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、お
く
ん
ち
の
祭
り
前
に
あ
わ
せ
、地
元
の
各
家
々
を
、「
門

祓
い
」
し
て
ま
わ
る
。

　
嘉
麻
市
内
で
も
お
く
ん
ち
の
獅
子
舞
と
し
て
、
旧
稲
築
町
で
は
、
山
野
（
九
月

二
三
日
）、
口
ノ
原
（
九
月
二
九
日
）、
岩
崎
（
一
〇
月
一
〇
日
）、
漆
生
（
一
〇

月
一
五
日
）、
才
田
（
一
〇
月
一
六
日
）、
鴨
生
（
一
〇
月
九
日
）、
平
（
一
〇
月

一
九
日
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
山
の
獅
子
舞
（
旧
碓
井
町
）
な
ど
の
よ
う
に
、
神
輿
や
山
車
は
巡
行

せ
ず
に
、
獅
子
に
御
神
入
れ
を
行
い
御
神
幸
を
す
る
地
区
も
あ
る
。

（
六
） 

旧
筑
前
国
（
旧
宗
像
郡
〔
二
例
〕）

　
旧
宗
像
郡
に
は
、
祭
礼
行
事
の
舞
獅
子
が
福
津
市
津
屋
崎
の
豊
山
神
社
（
練

原
）、
金
比
羅
神
社
（
在
自
）
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
練
原
の
獅
子
楽
は
、
延
享

五
（
一
七
四
八
）
年
に
穂
波
郡
大
分
村
（
現
飯
塚
市
大
分
）
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と

さ
れ
る
。
き
っ
か
け
は
、
大
分
か
ら
練
原
に
嫁
入
り
し
た
人
の
縁
で
あ
る
と
い
う
。

　
九
月
の
豊
山
神
社
の
御
神
幸
で
奉
納
さ
れ
る
、
在
自
の
金
比
羅
神
社
の
獅
子
舞

は
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
在
自
の
新
町
組
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

旧
津
屋
崎
町
内
の
練
原
か
ら
在
自
に
養
子
に
来
た
人
が
伝
え
た
と
さ
れ
る
。

（
七
） 

旧
筑
前
国
（
旧
糟
屋
郡
〔
二
二
例
〕）

　
旧
糟
屋
郡
域
で
は
、
久
山
町
の
一
例
が
舞
獅
子
で
あ
る
こ
と
を
除
き
、「
祈
祷

行
事
の
門
祓
獅
子
」
で
、
地
域
に
よ
り
開
催
時
期
が
異
な
る
。

　
名
称
は
、
古
賀
市
で
は
「
シ
シ
マ
イ
」、
他
で
は
「
シ
シ
マ
ワ
シ
」
が
多
い
。

一
例
の
み
「
シ
シ
マ
ツ
リ
」
が
あ
る
。
時
期
は
、
七
月
の
夏
が
多
く
「
祇
園
祭
り
」

で
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
粕
屋
町
で
は
正
月
、
久
山
町
で
は
お
く
ん
ち
等
で
行
わ

れ
る
。

　
目
的
は
、
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災
と
さ
れ
て
い
る
。
行
列
は
簡
略

化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
古
賀
市
内
で
は
、
六
箇
所
が
確
認
さ
れ
、
ど
れ
も
七
月
の
祇
園
祭
り
で
行
わ
れ

る
。
新
久
保
の
夏
祭
り
（
若
八
幡
宮
）、
庄
の
夏
祭
り
（
綿
津
見
神
社
）、
薬
王
寺

の
祇
園
祭
り
（
白
髭
神
社
）、
小
山
田
の
祇
園
祭
り
（
小
山
田
の
斎
宮
）、
駅
前
古

賀
神
社
の
祇
園
祭
、
青
柳
神
田
の
祇
園
祭
が
あ
り
、
青
柳
神
田
で
の
祇
園
祭
で
は
、

獅
子
が
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
た
後
、
各
家
々
に
厄
祓
い
に
ま
わ
る
。

　
新
宮
町
で
は
、「
獅
子
廻
し
」
と
し
て
四
例
が
確
認
さ
れ
、
正
月
元
旦
に
は
、

原
上
の
「
子
供
獅
子
廻
り
」（
熊
野
神
社
）、
七
月
の
祇
園
祭
り
と
し
て
新
宮
の
祇

園
祭
り
（
磯
崎
神
社
）、
的
野
の
祇
園
祭
り
（
熊
野
神
社
・
須
賀
神
社
）、
一
〇
月

の
「
湊
の
お
く
ん
ち
」（
綿
津
見
神
社
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
久
山
町
で
は
、
山
田
地
区
の
斎
宮
と
若
宮
八
幡
宮
に
残
っ
て
い
る
。
時
期
は
秋

で
、
お
く
ん
ち
の
際
に
行
わ
れ
る
。

　
斎
宮
で
は
、
一
月
一
六
日
に
祭
典
を
行
い
、
神
官
に
よ
っ
て
祝
詞
の
後
、
獅
子

面
の
お
祓
い
が
あ
る
。
一
七
日
の
「
獅
子
廻
し
」
は
、「
お
し
っ
さ
ん
」
と
呼
ん

で
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
各
家
を
ま

わ
る
。
行
列
は
、
唐
草
胴
衣
を
つ
け
た
雄
獅
子
（
青
面
）、
雌
獅
子
（
赤
面
）
の

獅
子
頭
と
、
榊
、
御
幣
、
御
汐
井
、
賽
銭
箱
を
も
っ
た
数
人
の
人
が
「
キ
ャ
ー
フ
・

キ
ャ
ー
フ
」
と
連
呼
し
な
が
ら
各
家
を
ま
わ
り
、
表
口
か
ら
入
っ
て
お
祓
い
の
後
、

獅
子
頭
を
そ
の
家
の
人
の
上
に
被
せ
て
悪
霊
を
除
き
神
の
御
加
護
を
願
う
。
昔
は
、

「
獅
子
廻
し
」
の
人
を
座
敷
に
通
し
て
酒
肴
で
も
て
な
し
、
お
賽
銭
を
上
げ
た
が
、

今
は
行
っ
て
い
な
い
」（『
久
山
町
誌
』
二
〇
〇
六
）。
若
宮
八
幡
宮
で
も
ほ
ぼ
同

様
の
内
容
で
行
わ
れ
る
。
舞
獅
子
と
し
て
上
久
山
白
山
神
社
が
あ
る
。
正
月
に
行

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
獅
子
舞
は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
披
露
し
た
後
、

一
度
も
舞
わ
れ
る
事
無
く
五
五
年
が
経
ち
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
香
椎

宮
の
獅
子
舞
か
ら
指
導
を
受
け
再
開
し
て
い
る
。

　
粕
屋
町
で
は
、
大お
お
く
ま隈
、
長
、
原
、
内う
ち
は
し橋
、
原は
る
ま
ち町
、
酒さ
か
ど殿
、
甲こ
う
な
か
ば
る

仲
原
、
乙お
つ
な
か
ば
る

仲
原
で

確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
所
属
し
、
新
年
の
祝
い
に
子
ど
も
達
が

獅
子
頭
を
か
ぶ
っ
て
家
々
を
ま
わ
る
。

　「
正
月
に
行
う
長
者
原
で
は
、
家
々
を
ま
わ
る
際
に
、
輪
切
り
の
大
根
に
松
・

竹
・
梅
を
挿
し
た
「
松
竹
梅
」
と
い
う
祝
い
物
を
配
る
。
内
橋
で
は
、
さ
ら
に
大
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根
の
上
に
大
根
で
作
っ
た
大
黒
さ
ま
を
据
え
、「
と
び
と
び
」
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
、

同
じ
よ
う
に
各
家
に
持
ち
歩
い
て
、
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
い
た
。
神
社
の
お

札
を
配
り
御
祝
儀
を
も
ら
う
。
原
町
で
は
七
月
の
第
一
日
曜
日
に
、
子
ど
も
達
が

各
家
を
ま
わ
っ
て
「
獅
子
廻
し
」
を
し
、
志
賀
神
社
の
お
札
を
配
り
祝
儀
を
も
ら

う
。
酒
殿
で
は
三
宮
神
社
に
所
属
し
た
「
獅
子
廻
し
」、
甲
仲
原
で
は
、
駕
輿
八

幡
神
社
と
志
賀
に
所
属
し
た
「
獅
子
廻
し
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
祭
り

の
際
に
子
ど
も
達
が
「
祝
う
た
」
と
い
っ
て
各
家
を
ま
わ
る
。
江
辻
、
戸
原
で
は
、

江
戸
時
代
に
部
木
の
八
幡
神
社
の
祭
り
の
と
き
に
、「
獅
子
舞
」
を
奉
納
し
て
い

た
こ
と
が
神
社
の
記
録
に
残
る
」（『
粕
屋
町
誌
』
一
九
九
二
）
と
い
う
。

　
須
恵
町
の
乙
植
木
「
乙
植
木
天
満
宮
」
で
は
、
七
月
第
四
日
曜
日
「
四
と
四
の

一
六
で
祝
う
た
～
」
と
歌
い
な
が
ら
家
々
を
ま
わ
り
、
無
病
息
災
を
祈
っ
て
住
民

の
頭
に
獅
子
を
押
し
付
け
る
。

（
八
）
旧
筑
前
国
（
福
岡
市
内
〔
三
九
例
〕）

　
福
岡
市
は
、
旧
糟
屋
郡
、
旧
那
珂
郡
、
旧
早
良
郡
、
旧
糸
島
郡
等
が
範
囲
に
含

ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
旧
郡
単
位
に
見
て
い
く
。
全
体
と
し
て
は
、
香
椎
宮

の
伎
楽
系
舞
獅
子
、
西
区
の
演
劇
獅
子
な
ど
の
よ
う
に
舞
や
動
き
が
あ
る
獅
子
や

演
劇
・
狂
言
を
取
り
入
れ
た
獅
子
は
、
早
い
時
期
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
が
、「
祈

祷
行
事
系
の
門
祓
獅
子
」
に
つ
い
て
は
、
芸
能
要
素
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
祓
い

の
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
の
認
識
で
し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
実
態
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）・
二
六
（
二
〇
一
四
）

年
度
に
行
わ
れ
た
『
福
岡
市
に
お
け
る
獅
子
祭
り
の
分
布
と
現
状
に
関
す
る
調
査
』

に
よ
り
、
市
内
に
は
、「
シ
シ
マ
ワ
シ
」、「
シ
シ
マ
ツ
リ
」、「
シ
シ
ゴ
モ
リ
」、「
シ

シ
マ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
「
祈
祷
行
事
の
門
祓
獅
子
」
が
あ
り
、市
域
の
都
市
部
（
旧

唐
津
街
道
沿
線
）
か
ら
平
野
の
農
村
部
、
博
多
湾
岸
の
漁
村
部
ま
で
広
い
地
域
で

伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
交
え
な

が
ら
福
岡
市
内
の
獅
子
に
つ
い
て
「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」、「
祭
礼
行
事
の

舞
獅
子
」、「
演
劇
・
狂
言
獅
子
」
を
概
観
し
て
み
る
。

（
A
）
旧
糟
屋
地
域
（
東
区
奈
多
・
和
白
地
区
）

（
a
）
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子

　
現
在
の
福
岡
市
東
区
で
は
、
五
つ
の
地
区
、
三
つ
の
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
。

和
白
・
奈
多
地
域
で
は
、
七
月
の
祇
園
祭
に
行
わ
れ
る
が
、
奈
多
は
、
正
月
・
お

く
ん
ち
で
も
行
う
。
和
白
大
神
神
社
で
は
、
江
戸
末
期
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

い
ず
れ
の
地
域
も
、
当
日
は
志
式
神
社
の
宮
司
に
よ
る
祭
典
の
あ
と
門
祓
い
に
向

か
う
。
門
口
で
「
ト
ウ
ル
ル
ル
ル
」
と
、
獅
子
の
鳴
き
声
の
ま
ね
を
し
た
獅
子
が

玄
関
口
に
来
る
。
大
神
神
社
で
は
、
家
人
は
、
頭
を
軽
く
垂
れ
て
、
獅
子
頭
を
軽

く
頭
に
載
せ
る
。
そ
の
後
、
お
初
穂
を
三
方
へ
載
せ
る
。
奈
多
地
区
で
は
、
玄
関

内
を
一
回
り
し
て
出
て
行
く
。
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
獅
子
頭
を
軽
く
頭
に
載

せ
た
り
、
噛
む
真
似
を
す
る
。
奈
多
で
は
、
一
月
二
日
に
四
町
内
が
保
有
す
る
獅

子
頭
を
年
に
一
度
、
獅
子
祓
い
を
し
て
魂
入
れ
を
す
る
。
ま
た
、
獅
子
頭
の
下
面

中
央
に
は
孔
が
あ
る
。
粕
屋
町
に
隣
接
す
る
多
々
良
の
若
八
幡
宮
で
は
、
香
椎
宮

の
宮
司
が
、
多
々
良
川
で
祭
祀
を
行
っ
た
後
、
多
田
羅
会
館
へ
戻
り
、
そ
こ
か
ら

二
手
に
分
か
れ
て
、「
門
祓
い
」
に
回
る
。
玄
関
の
中
で
は
、
獅
子
頭
を
前
後
、

上
下
に
数
回
動
か
し
、
家
人
か
ら
お
初
穂
を
受
け
取
る
。
代
わ
り
に
紅
白
餅
、「
香

椎
宮
蝗
虫
退
壌
御
祈
祷
」
と
「
若
八
幡
御
守
護
」
の
お
札
を
渡
す
。

（
b
）
祭
礼
行
事
の
舞
獅
子

　
旧
糟
屋
地
域
で
は
、
神
幸
行
事
の
舞
獅
子
と
し
て
福
岡
市
東
区
の
香
椎
宮
で
、

福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
香
椎
宮
の
獅
子
楽
」
が
あ
る
。
起
源
は
、
香

椎
獅
子
楽
の
世
話
役
の
話
で
は
、
明
治
年
間
に
福
岡
市
東
区
浜
男
の
人
が
、
大
分

で
習
っ
た
も
の
を
、
香
椎
の
青
年
に
教
え
た
と
い
う
。
戦
後
も
昭
和
三
〇
年
代
に

大
分
へ
習
い
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

（
B
）
旧
那
珂
郡
・
福
岡
城
下
地
域

　
現
在
の
福
岡
市
内
・
中
央
区
・
博
多
区
・
南
区
で
、
と
も
に
「
夏
の
大
祭
」、「
夏

越
し
祭
り
」
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
。
名
称
も
「
獅
子
祭
」、「
獅
子
廻
し
」、「
獅

子
舞
祭
」
と
呼
ば
れ
る
。
警
固
や
大
名
で
は
、
移
動
中
太
鼓
に
合
わ
せ
、
ガ
ン
ゾ

イ
も
し
く
は
ギ
ャ
ン
ゾ
イ
と
叫
ぶ
。
唐
人
町
で
は
、
獅
子
頭
は
神
輿
に
載
せ
る
。

昔
は
頭
に
か
ぶ
っ
て
い
た
と
い
う
。
南
区
の
若
八
幡
宮
で
は
，
六
〇
年
以
上
前
に

途
絶
え
た
が
、
博
多
祇
園
山
笠
の
追
い
山
が
終
わ
っ
た
日
に
、「
門
祓
い
」
を
し
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た
と
い
う
。
高
宮
神
社
で
は
、
獅
子
を
載
せ
た
神
輿
を
高
く
掲
げ
、
そ
の
下
を
く

ぐ
ら
せ
祓
い
と
し
て
い
る
。
目
的
は
、
魔
除
け
、
家
内
安
全
・
無
病
息
災
で
、
商

家
で
は
商
売
繁
盛
が
加
わ
る
。

（
c
）
旧
早
良
地
域
　
現
在
の
福
岡
市
内
・
早
良
区
・
西
区
（
早
良
郡
）

　
全
て
、
祈
祷
系
の
門
祓
い
獅
子
で
、「
獅
子
廻
し
」
の
名
称
を
使
う
所
が
多
い
。

七
月
一
五
日
の
祇
園
に
近
い
日
に
行
う
所
が
多
い
が
、
早
良
区
加
茂
の
よ
う
に
、

享
保
の
飢
饉
以
降
、
七
月
二
三
日
に
行
う
と
こ
ろ
や
、
月
末
に
行
う
と
こ
ろ
も
あ

る
。
市
内
で
は
、
お
潮
井
と
り
を
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

地
域
で
は
、
ま
だ
数
箇
所
確
認
で
き
て
い
る
。「
獅
子
祓
い
」
の
順
序
は
、
神
社

を
出
発
し
た
あ
と
、
掛
け
声
を
掛
け
な
が
ら
地
区
内
を
ま
わ
る
。
城
南
区
田
島
で

は
、
お
獅
子
を
神
輿
に
乗
せ
る
。
ま
た
、
神
輿
の
代
わ
り
に
マ
チ
を
ま
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
掛
け
声
は
、
七
隈
地
区
の
「
ト
ー
ン
コ
セ
」、
そ
の

他
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
が
多
い
。
各
戸
祓
い
を
し
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。
マ
チ
ま
わ

り
の
み
で
獅
子
頭
の
御
祓
い
や
お
初
穂
も
無
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
早
良
区
高
取
で

は
、
神
職
・
獅
子
・
賽
銭
箱
・
子
ど
も
数
名
で
、
神
職
の
祝
詞
の
後
、
子
ど
も
達

が
「
商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
」
と
唱
え
、
賽
銭
箱
の
人
が
お
札
を
配
り
、
お
初
穂

を
受
け
取
る
。
昔
は
雄
獅
子
・
雌
獅
子
で
戸
祓
い
を
し
た
。
ま
た
、
西
区
金
武
で

は
、
玉
串
を
先
頭
に
し
、
獅
子
頭
が
本
殿
を
右
ま
わ
り
に
三
回
ま
わ
っ
た
の
ち
、

「
ワ
リ
ヨ
イ
・
ワ
リ
ヨ
イ
」
と
唱
え
る
。
一
行
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
マ
チ
を
ま
わ
り
、

終
了
後
、
赤
と
黒
の
獅
子
を
年
交
代
で
、
頭
の
み
家
々
を
順
番
で
ま
わ
し
て
い
る
。

（
D
）
旧
糸
島
地
域

（
a
）
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子

　「
門
付
け
の
獅
子
祓
い
」
が
、
西
ノ
浦
の
宮
浦
と
畑
中
の
二
地
区
で
と
も
に
三

所
神
社
で
行
わ
れ
る
。
宮
浦
は
「
夏
越
し
の
祭
り
」、
畑
中
は
秋
の
「
お
く
ん
ち
」

で
行
わ
れ
て
い
る
。
宮
浦
は
、
御
幣
持
ち
に
お
潮
井
・
獅
子
頭
の
順
で
、
家
に
着

く
と
御
幣
を
振
り
な
が
ら
お
潮
井
を
撒
き
、玄
関
先
で「
キ
ン
ギ
ョ
サ
イ
」と
叫
ぶ
。

そ
し
て
玄
関
内
で
「
セ
ー
イ
」
と
叫
び
、
家
の
中
に
上
が
る
。

　
今
宿
の
松
原
獅
子
舞
は
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
に
始
ま
っ
た
新
し
い
も

の
で
あ
る
。

（
b
）
演
劇
・
狂
言
獅
子

　
旧
糸
島
地
域
で
は
、
演
劇
・
狂
言
獅
子
が
分
布
し
て
い
る
。
現
在
、
元
岡
、
今

宿
青
木
、
宇
田
川
原
に
残
っ
て
お
り
、
元
は
、
旧
早
良
郡
の
壱
岐
に
も
あ
っ
た
。

壱
岐
の
獅
子
（
昭
和
三
五
年
頃
廃
絶
）
は
、
糸
島
郡
今
宿
村
字
妙
（
女
？
）
原
か

ら
明
治
の
中
頃
に
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
、
拾
六
町
と
野
方
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
が
、

今
は
ど
ち
ら
も
残
っ
て
い
な
い
。
　
　

　
ま
た
演
劇
・
狂
言
獅
子
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
元
岡
で
は
、
明
治
初
年
に
隣
村

の
泊
村
（
現
糸
島
市
）
か
ら
伝
授
さ
れ
て
八
坂
神
社
の
祇
園
会
に
奉
納
さ
れ
て
き

た
と
い
う
。
そ
の
後
、
明
治
時
代
に
再
興
に
あ
た
っ
て
志
摩
郡
の
泊
村
の
大
日
寺

を
本
拠
と
し
て
い
た
泊
役
者
の
関
与
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
今
宿
青
木
の
も
の
は
、
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
に
復
活
し
て
元
旦
か
ら
八

雲
神
社
に
奉
納
し
て
い
る
と
い
う
。
宇
田
川
原
の
も
の
は
、享
保
年
間
（
一
七
一
六

～
三
六
）
に
、
筑
前
一
帯
で
大
飢
饉
が
続
い
た
た
め
、
当
地
の
庄
屋
中
村
伊
右
衛

門
が
英
彦
山
に
参
篭
し
て
願
掛
け
を
行
い
、
獅
子
を
拝
領
し
て
帰
り
、
宇
多
神
社

に
奉
納
し
て
豊
作
を
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
翌
年
は
大
豊
作
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
以
後

は
毎
年
春
に
獅
子
舞
を
奉
納
し
て
い
る
と
い
う
。
演
目
は
、「
門
付
」「
猿
（
三
番

叟
）」「
萬
作
」「
獅
子
打
ち
萬
太
郎
」「
餌
拾
い
」「
源
如
」「
藤
八
」「
鬼
女
」
が
あ
り
、

ど
こ
の
団
体
で
も
こ
の
中
の
い
く
つ
か
を
行
っ
て
い
る
。

　
獅
子
舞
と
い
う
よ
り
も
演
劇
的
な
要
素
が
強
い
と
こ
ろ
か
ら
、
芸
能
集
団
と
の

関
わ
り
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
元
岡
の
獅
子
舞
の
伝
承
な
ど
か
ら
す
る
と
、
江

戸
末
期
に
泊
の
役
者
集
団
と
の
関
係
で
確
立
さ
れ
、
周
辺
地
域
に
広
が
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

（
九
） 

旧
筑
前
国
（
旧
筑
紫
郡
・
旧
夜
須
郡
・
旧
三
井
郡
【
一
部
旧
筑
後
国
を
含
む
】

〔
一
二
例
〕）

　
筑
後
川
支
流
の
宝
満
川
の
中
下
流
域
、
小
郡
市
、
筑
紫
野
市
、
旧
夜
須
町
が
含

ま
れ
る
。
こ
の
周
辺
に
は
、小
郡
地
区
を
中
心
に
夏
の「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」

が
分
布
す
る
。
筑
後
川
流
域
に
分
布
す
る
シ
ュ
ロ
獅
子
と
は
違
い
、
布
製
の
胴
を

使
用
し
基
本
的
に
舞
わ
な
い
獅
子
で
あ
る
。
小
郡
市
は
、
本
来
旧
筑
後
国
で
あ
る

が
、
宝
満
川
流
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
。
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筑
紫
野
市
に
は
、
小
郡
市
、
筑
前
町
（
旧
夜
須
町
）
に
隣
接
し
て
、「
下
見
の

獅
子
舞
」
が
あ
る
。
一
説
で
は
、
江
戸
時
代
に
疫
病
が
流
行
っ
た
際
に
病
魔
退
散

祈
願
と
し
て
始
ま
っ
た
と
い
う
。
七
月
二
五
日
の
行
事
で
村
中
の
男
が
年
齢
に
関

係
な
く
参
加
す
る
。
雌
雄
の
獅
子
頭
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
、
村
内
の
家
を
一
軒
ず
つ

御
祓
い
を
し
な
が
ら
ま
わ
っ
て
い
く
。
獅
子
頭
の
口
を
激
し
く
か
み
合
わ
せ
て
音

を
出
し
、
参
加
者
全
員
が
大
声
を
出
し
な
が
ら
、
獅
子
頭
を
置
く
た
め
の
箱
や
素

手
で
、
家
の
玄
関
扉
、
戸
や
壁
、
床
な
ど
を
叩
き
、
家
の
中
の
邪
気
な
ど
を
追
い

払
う
と
い
う
。
獅
子
頭
の
口
で
頭
を
か
ん
で
も
ら
う
と
無
病
息
災
で
あ
る
と
い
う
。

　
筑
前
町
（
旧
夜
須
町
）
の
四
三
嶋
に
も
同
様
の
祈
祷
行
事
の
祓
獅
子
が
分
布
す

る
。
四
三
嶋
天
満
宮
の
「
獅
子
廻
し
」
は
、
神
社
の
祭
典
の
後
神
殿
を
回
り
、
雌

雄
の
獅
子
頭
と
御
幣
を
持
っ
て
集
落
の
各
家
を
ま
わ
り
、
獅
子
頭
を
鳴
ら
し
な
が

ら
玄
関
か
ら
上
が
り
込
み
、
座
敷
を
通
り
抜
け
て
、
縁
側
か
ら
飛
び
降
り
る
。
玄

関
に
出
迎
え
た
家
人
は
、
若
衆
が
用
意
し
て
い
た
水
を
あ
び
せ
か
け
る
。
各
戸
に

は
、
玉
串
を
配
り
魔
除
け
と
す
る
。
ま
た
、
御
幣
を
付
け
た
長
竿
を
区
の
境
界
に

立
て
、
区
外
か
ら
の
魔
・
疫
病
の
侵
入
を
防
ぐ
。
囃
子
は
な
い
。

　
小
郡
市
内
の
獅
子
は
、
夏
祈
祷
系
の
門
祓
い
獅
子
で
、「
し
し
ま
わ
し
」・「
獅

子
追
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
獅
子
祓
い
は
、
田
植
え
後
の
サ
ナ
ボ
リ
の
行
事
と

し
て
無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
集
落
の
青
壮
年
を
中
心
に
老
若
男
女
、

小
学
生
も
含
め
て
参
加
す
る
。
赤
黒
二
頭
の
獅
子
が
集
落
を
巡
回
す
る
。
各
家
で

は
神
主
が
御
祓
い
を
し
て
、
そ
の
あ
と
獅
子
が
カ
ツ
カ
ツ
と
歯
打
ち
を
行
う
。
移

動
す
る
際
に
、「
あ
～
」
と
叫
び
続
け
な
が
ら
隣
へ
向
か
う
。
こ
の
う
ち
「
下
八

坂
の
獅
子
舞
い
」
は
、
神
殿
の
神
事
の
後
、
赤
・
黒
の
獅
子
と
太
鼓
の
打
ち
手
が

境
内
で
太
鼓
や
鉦
に
合
わ
せ
て
舞
い
を
奉
納
し
、
神
殿
を
三
周
し
て
か
ら
町
内
各

戸
を
祓
い
ま
わ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
舞
い
の
中
で
子
供
達
が
竿
に
つ
い
た
紐
を

獅
子
に
あ
て
る
所
作
で
あ
る
。
隣
接
す
る
佐
賀
県
鳥
栖
市
な
ど
の
獅
子
舞
で
見
ら

れ
る
「
獅
子
釣
り
」
の
様
子
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、『
小
郡
市
史
』（
一
九
八
八
）

に
は
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
あ
る
が
、
住
民
に
よ
る
と
「
鳥
栖
に
習
っ
て
戦

前
に
始
め
た
と
い
う
話
も
あ
る
」
と
も
言
わ
れ
る
。
経
過
は
わ
か
ら
な
い
が
、
鳥

栖
地
域
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
だ
。

（
一
〇
）
旧
筑
前
国
（
旧
朝
倉
郡
〔
二
五
例
〕）　

　
こ
の
地
域
は
筑
後
川
中
流
域
の
右
岸
の
朝
倉
市
（
旧
甘
木
市
・
朝
倉
郡
朝
倉
町
・

杷
木
町
）
か
ら
東
峰
村
で
、
東
側
は
大
分
県
境
に
接
す
る
。
こ
の
地
域
の
獅
子
は
、

動
き
が
荒
く
脚
の
動
き
に
特
徴
が
あ
り
、
胴
体
は
シ
ュ
ロ
で
作
ら
れ
て
い
る
。
ほ

と
ん
ど
の
獅
子
に
は
音
楽
が
伴
わ
ず
、
舞
い
と
い
う
よ
り
も
祓
い
の
所
作
を
繰
り

返
し
行
い
激
し
く
動
き
ま
わ
る
。
こ
の
地
域
は
、「
祭
礼
の
神
幸
に
伴
い
な
が
ら

門
祓
い
」を
行
う
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、東
峰
村
の
よ
う
に「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
」

の
み
を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
旧
甘
木
市
に
は
、
こ
の
地
域
の
代
表
格
で
あ
る
、
三
奈
木
地
区
と
林
田
地
区
に

所
在
す
る
美
奈
宜
神
社
の
お
く
ん
ち
の
獅
子
舞
が
あ
る
。
両
神
社
の
獅
子
舞
は
よ

く
似
て
お
り
、
胴
体
や
脚
絆
、
獅
子
頭
の
た
て
が
み
に
ま
で
シ
ュ
ロ
の
毛
を
使
い
、

激
し
い
「
歯
打
ち
」
を
す
る
。
ま
た
、
神
幸
の
「
大
太
鼓
」
の
巡
行
で
は
、
途
中

の
数
箇
所
決
め
ら
れ
た
場
所
や
、
そ
れ
と
は
別
に
、
氏
子
の
家
に
「
村
廻
り
」
を

す
る
。

　
林
田
美
名
奈
宜
神
社
の
獅
子
舞
は
、「
蜷
城
く
ん
ち
の
獅
子
舞
」
と
し
て
福
岡
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
特
徴
は
、
遠
賀
川
上
流
域
の
舞
獅
子
と

は
違
っ
て
舞
い
楽
を
伴
わ
ず
、
荒
々
し
く
暴
れ
ま
わ
り
、
芸
能
的
な
要
素
が
少
な

い
。
実
際
の
獅
子
の
演
技
で
は
、
郷
社
と
呼
ば
れ
る
紋
付
羽
織
の
責
任
者
が
付
き

添
い
、
鼻
持
ち
と
呼
ば
れ
る
獅
子
経
験
者
の
若
者
が
二
人
、
暴
れ
る
獅
子
の
口
を

取
っ
て
抑
え
る
役
を
す
る
。
こ
こ
の
獅
子
は
、
笛
・
太
鼓
な
ど
の
楽
は
無
く
、
風

流
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
舞
楽
も
伴
わ
ず
芸
能
的
要
素
も
少
な
い
。
各
所
作
は
、
獅

子
頭
を
大
き
く
上
下
左
右
に
振
り
、
脚
を
小
刻
み
に
震
わ
せ
地
団
駄
を
踏
み
、
激

し
い
「
歯
打
ち
」
を
行
い
、
斎
庭
中
を
暴
れ
ま
わ
る
魔
祓
い
の
獅
子
で
、
筑
後
川

流
域
の
両
岸
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

子
ど
も
達
の
頭
を
か
む
と
病
気
を
除
き
、
獅
子
が
猛
に
暴
れ
れ
ば
豊
作
に
な
る
と

い
う
。

　
美
奈
宜
神
社
は
、
江
戸
時
代
ま
で
、
氏
子
圏
が
筑
前
を
越
え
て
筑
後
の
恵
利
八

幡
神
社
ま
で
広
が
り
御
神
幸
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、こ
の
こ
と
が
、シ
ュ

ロ
系
の
獅
子
舞
が
広
ま
っ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
の
寺
内
美
奈
宜
神
社
の
獅
子
舞
は
、
一
〇
月
に
行
わ
れ
、
周
辺
に
所
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在
す
る
獅
子
と
同
様
「
歯
打
ち
」
を
す
る
が
、
神
社
や
御
旅
所
で
神
輿
を
迎
え
入

れ
る
際
は
、
三
〇
秒
あ
ま
り
打
ち
鳴
ら
す
。

　
そ
し
て
最
も
特
徴
的
な
の
は
上
三
奈
木
地
区
の
獅
子
舞
で
、
御
神
幸
の
巡
行
の

途
中
で
、「
種
付
け
」と
呼
ば
れ
る
感
染
所
作（
か
ま
け
わ
ざ
）を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

祓
い
と
五
穀
豊
穣
の
祈
願
が
見
て
取
れ
る
。

　
須
賀
神
社
（
朝
倉
市
甘
木
）
で
は
、
祇
園
祭
に
合
わ
せ
て
祈
祷
行
事
の
門
祓
獅

子
が
、
町
内
を
戸
別
に
ま
わ
る
。

　
旧
朝
倉
町
の
恵
蘇
八
幡
宮
（
朝
倉
市
朝
倉
）
の
神
幸
祭
に
は
、
二
種
類
の
異
な

る
タ
イ
プ
の
獅
子
が
舞
わ
れ
る
。「
山
田
区
の
荒
獅
子
」と「
恵
蘇
宿
の
獅
子
舞
」で
、

山
田
区
の
獅
子
は
、
荒
々
し
く
激
し
い
動
き
で
雌
雄
の
獅
子
が
か
み
合
っ
て
充
足

し
た
後
、愛
情
を
表
す
様
を
描
い
て
い
る
。
神
社
等
で
は「
本
き
ば
」を
演
じ
、家
々

で
は
「
本
き
ば
」
の
半
分
で
あ
る
「
半
き
ば
」
を
舞
う
。
典
型
的
な
筑
後
川
中
流

域
系
の
獅
子
で
あ
る
。

　
恵
蘇
宿
の
獅
子
舞
は
、
笛
、
太
鼓
に
よ
る
獅
子
楽
に
合
わ
せ
て
舞
う
も
の
で
、

雌
雄
の
獅
子
の
恋
愛
の
様
を
細
や
か
に
表
現
し
て
い
る
。「
も
わ
か
れ
」と「
の
り
」

の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
演
目
の
「
の
り
」
と
笛
と
太
鼓
の
獅
子
楽
は
、

遠
賀
川
上
流
系
の
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
映
像
で
確
認
す
る
と
、
曲
は
遠
賀
川
上

流
系
の
も
の
で
あ
る
が
、
恵
蘇
宿
の
も
の
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
舞
い
も
筑
後
川
中

流
系
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
遠
賀
川
上
流
域
系
の
楽
曲
が
伝
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
興
味
深
い
。

　
旧
杷
木
町
の
久
喜
宮
祇
園
（
朝
倉
市
杷
木
）
は
、
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に

初
め
て
山
笠
が
作
ら
れ
、
毎
年
地
元
の
人
た
ち
に
よ
り
輪
番
で
祀
ら
れ
て
い
る
。

神
幸
の
行
列
で
は
獅
子
が
先
頭
に
立
ち
、
家
々
を
廻
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
旧
杷
木
町
で
は
、
神
幸
祭
の
行
列
に
獅
子
が
伴
う
も
の
と
し

て
、
杷
木
神
社
・
志
波
宝
満
宮
・
久
喜
宮
日
吉
神
社
が
あ
る
。
夏
の
祇
園
で
も
、

志
波
須
賀
神
社
、
久
喜
宮
須
賀
神
社
で
獅
子
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
御
神
幸

行
列
に
伴
い
な
が
ら
祓
い
を
行
う
。
阿
蘇
神
社
（
杷
木
町
穂
坂
）
の
祭
礼
で
は
、

代
宮
司
が
神
社
か
ら
近
く
の
庚
申
塔
へ
向
か
う
際
、
獅
子
頭
で
先
導
し
て
要
所
で

「
歯
打
ち
」
を
行
う
。
　
　
　
　
　

　
東
峰
村
の
旧
宝
珠
山
村
、
小
石
原
村
に
は
、
夏
の
祇
園
系
の
お
獅
子
様
が
残
る
。

青
竹
の
杖
を
持
っ
た
赤
鬼
・
青
鬼
が
先
導
し
て
、
獅
子
が
集
落
を
ま
わ
り
家
人
の

頭
を
噛
む
。
こ
の
地
域
の
特
徴
は
、
神
社
の
氏
子
が
全
体
で
行
う
の
で
は
な
く
、

各
小
集
落
毎
に
分
か
れ
て
行
う
。

（
一
一
） 

旧
筑
後
国
（
旧
浮
羽
郡
〔
一
三
例
〕）　

　
旧
浮
羽
郡
の
地
域
は
、
現
在
、
う
き
は
市
と
久
留
米
市
に
分
か
れ
て
い
る
。「
祈

祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
が
見
ら
れ
る
。
獅
子
は
、
地
区
に
よ
り
少
し
異
な
る
が
、

朝
倉
地
域
と
同
じ
よ
う
に
、
シ
ュ
ロ
製
の
胴
で
あ
り
、
青
竹
を
持
っ
た
赤
鬼
・
青

鬼
が
先
導
し
、
祓
い
の
「
歯
噛
み
」
の
際
に
行
う
「
打
ち
込
み
」
は
、「
祝
い
ま

し
ょ
う
」・「
も
う
ひ
と
う
せ
ー
」・「
い
お
う
て
さ
ん
ど
」
で
あ
る
。
通
常
、「
祈

祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
の
場
合
、「
歯
打
ち
」
と
「
打
ち
込
み
」
が
基
本
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
の
「
祓
い
の
所
作
」
や
堂
回
り
な
ど
を
、
神
社
を
発
つ
時
と
戻

る
と
き
に
行
う
地
区
が
あ
る
。
例
と
し
て
祭
礼
行
事
に
伴
う
「
柳
瀬
の
お
く
ん
ち
」

な
ど
で
見
ら
れ
る
。「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
で
は
、複
数
の
「
祓
い
の
所
作
」

が
見
ら
れ
る
。

　
う
き
は
市
（
旧
浮
羽
町
・
旧
吉
井
町
）
に
は
、「
祭
礼
に
伴
う
獅
子
」
と
「
祈

祷
行
事
の
門
払
獅
子
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
旧
浮
羽
町
の
小
川
樫
ケ
平
で
は
、
田
植
え
後
の
サ
ナ
ボ
リ
に
「
鬼
の
日
」
と
呼

ば
れ
る
「
獅
子
回
し
」
を
行
う
。
無
病
息
災
を
願
う
行
事
で
、
鬼
が
ワ
ラ
ジ
で
家

に
上
が
り
込
み
（
道
開
け
と
い
う
）
竹
を
叩
い
て
ま
わ
る
。
そ
の
後
、
獅
子
頭
で

頭
を
か
み
、
次
々
と
通
行
人
達
の
お
尻
を
竹
で
叩
く
。
昔
は
、
通
称
「
捕
ま
え
坊

主
」
と
い
う
逃
げ
回
る
子
ど
も
達
を
捕
ま
え
、
鬼
の
所
に
連
れ
て
行
く
青
年
が
い

た
。
こ
こ
で
は
、
獅
子
よ
り
鬼
が
主
役
と
な
っ
て
い
る
。

　
吉
井
町
千
年
の
小
江
八
幡
神
社
の
「
獅
子
舞
い
」
は
、
七
月
二
八
日
に
固
定
さ

れ
て
い
る
。
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
獅
子
頭
は
二
〇
〇
年
以
上
前
の
も
の
と
い

わ
れ
、
一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
あ
る
。
神
社
で
獅
子
が
「
祓
い
の
所
作
」
を
奉
納

し
た
後
、
町
内
の
各
家
や
施
設
を
ま
わ
り
、
そ
こ
で
も
祓
い
の
所
作
を
行
う
。
各

戸
を
ま
わ
り
終
え
神
社
に
帰
還
後
、
神
社
の
周
囲
を
三
周
し
獅
子
を
奉
納
す
る
。

　
出
発
の
際
の
「
祓
い
の
所
作
」
は
、
ま
ず
「
始
め
ま
し
ょ
う
」
の
掛
け
声
で
、

左
の
赤
獅
子
が
頭
を
左
右
に
振
り
な
が
ら
、三
歩
後
退
し
「
口
を
か
ぽ
、か
ぽ
（
歯
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打
ち
）」、
更
に
二
歩
下
が
っ
て
「
か
ぽ
、
か
ぽ
」、
そ
し
て
前
に
五
歩
進
み
元
の

位
置
に
戻
り
「
か
ぽ
、
か
ぽ
」、
次
に
右
の
黒
獅
子
が
同
様
の
動
作
を
行
う
。
そ

れ
が
終
わ
っ
た
ら
、
二
頭
の
獅
子
が
立
っ
た
状
態
で
「
い
わ
い
ま
し
ょ
う
」（
口

を
か
ぽ
、
か
ぽ
）、「
も
う
ひ
と
つ
せ
ー
の
」（
口
を
か
ぽ
、
か
ぽ
）、「
い
お
う
て

さ
ん
ど
」（
口
を
か
ぽ
、
か
ぽ
、
か
ぽ
）
で
終
わ
る
。

　
神
社
以
外
で
は
、
簡
略
化
さ
れ
、「
三
歩
下
が
っ
て
、
三
歩
戻
る
」
と
し
て
い

た
の
が
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
か
ら
、
い
わ
れ
の
あ
る
家
以
外
は
さ
ら
に
略

さ
れ
、「
始
め
ま
し
ょ
う
」
の
掛
け
声
で
「
い
わ
い
ま
し
ょ
う
」（
口
を
か
ぽ
、か
ぽ
）、

「
も
う
ひ
と
つ
せ
ー
の
」（
口
を
か
ぽ
、か
ぽ
）、「
い
お
う
て
さ
ん
ど
」（
口
を
か
ぽ
、

か
ぽ
、
か
ぽ
）
と
な
っ
た
。

　
終
わ
っ
た
ら
、
口
に
祝
儀
を
入
れ
る
。
そ
の
折
、
獅
子
が
家
人
の
頭
を
噛
む
。

行
事
に
は
、
獅
子
二
頭
で
四
人
・
責
任
者
一
人
・
獅
子
の
交
代
要
員
、
そ
の
ほ
か
、

子
ど
も
が
つ
い
て
回
る
。

　
祭
礼
行
事
の
巡
幸
獅
子
と
し
て
、七
月
の
「
吉
井
祇
園
」（
う
き
は
市
）
が
あ
る
。

素
戔
嗚
神
社
と
高
橋
神
社
の
間
を
巡
行
す
る
御
神
幸
行
列
に
併
せ
て
神
輿
迎
い
や

祓
い
が
行
わ
れ
る
。

　
久
留
米
市
の
旧
田
主
丸
地
区
で
は
、
旧
浮
羽
地
域
の
中
で
も
祈
祷
系
の
祓
獅
子

が
多
く
分
布
し
て
い
る
。
平
井
武
男
の
『
福
岡
県
郷
土
芸
能
　
民
間
演
芸
巻
二
』

で
紹
介
さ
れ
た
「
獅
子
舞
．
甲
」（
八
三
頁
）
と
し
て
、
柳
瀬
玉
垂
宮
獅
子
舞
（
旧

田
主
丸
町
）
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
に
も
恵
利
八
幡
宮
、
川
会
村
字
原
の
天
満

宮
、
水
縄
村
石
垣
神
社
（
以
上
旧
田
主
丸
町
）・
千
年
村
若
宮
八
幡
宮
（
旧
吉
井
町
）

と
あ
る
が
、
石
垣
神
社
は
途
絶
え
て
い
る
。
現
在
、
旧
田
主
丸
地
区
で
は
九
箇
所

で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
筑
後
川
中
流
域
系
で
よ
く
見
ら
れ
る
獅
子
で
夏
祭
り
・
祇
園
祭
り
の
祈
祷
行
事

で
門
祓
い
を
行
う
。
名
称
は
「
獅
子
舞
い
」、「
獅
子
打
ち
」
が
あ
る
。
ま
た
、
祭

礼
行
事
に
分
類
さ
れ
る
柳
瀬
の
お
く
ん
ち
で
も
門
祓
い
が
行
わ
れ
る
。

　
起
源
は
、
小
川
区
が
江
戸
時
代
、
原
・
片
の
瀬
は
、
昭
和
の
初
め
と
言
わ
れ
る
。

　
目
的
は
、悪
病
祓
い
、無
病
息
災
、厄
除
け
、家
内
安
全
、ま
た
、小
川
で
は
「
頭

を
噛
ん
で
も
ら
う
と
頭
に
吹
き
出
物
が
で
な
い
」
と
言
わ
れ
、
同
様
に
亀
王
子
供

獅
子
打
ち
で
は
、「
か
つ
て
皮
膚
病
が
流
行
し
た
時
期
が
あ
り
、
健
や
か
に
育
つ

よ
う
に
と
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
乳
飲
み
子
を
獅
子
の
口
の
中
に
入
れ
、
無
病
息

災
を
願
う
「
噛
ま
せ
」
と
い
う
風
習
が
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
」
各
戸
に
は
御

幣
が
魔
除
け
と
し
て
配
ら
れ
る
」。

　
時
期
は
、七
月
に
八
幡
神
社（
明
石
田
）、矢
倉
八
幡
神
社（
麦
生
）、祇
園
神
社（
片

の
瀬
）、
八
月
に
は
老
松
神
社
（
小
川
）、
原
の
天
満
神
社
で
は
、
九
月
一
五
日
の

夜
渡
で
、
柳
瀬
は
高
良
玉
垂
神
社
の
一
〇
月
九
日
の
お
く
ん
ち
で
行
わ
れ
る
。

　
基
本
的
に
、各
戸
を
巡
る
門
祓
い
を
行
う
。
そ
の
際
、「
歯
打
ち
」の
み
の
地
域
と
、

祓
い
の
所
作
を
行
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
最
後
は
、「
打
ち
込
み
」
等
と
呼
ば
れ
る

手
締
め
の
拍
子
を「
歯
噛
み
」で
行
う
。
御
祝
儀
を
口
で
受
け
御
幣
や
お
札
を
渡
す
。

　
獅
子
は
雌
雄
一
対
で
、
天
満
神
社
で
は
髪
に
は
御
幣
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
胴

と
脚
絆
は
シ
ュ
ロ
を
使
う
朝
倉
・
浮
羽
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
柳
瀬
は
シ
ュ

ロ
を
編
み
込
ん
だ
簔
を
布
に
裏
打
ち
し
て
い
る
）。
又
、
へ
ら
の
木
の
繊
維
で
作
っ

た
腰
簔
を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
獅
子
頭
の
み
で
胴
衣
を
着
け
な
い
地

区
も
あ
る
。「
祓
い
の
所
作
」
に
は
楽
は
な
く
、
獅
子
方
が
呼
吸
を
合
わ
せ
な
が

ら
演
じ
る
。
赤
青
の
鬼
が
青
竹
を
持
つ
。
天
満
神
社
で
は
鬼
の
面
は
和
紙
製
で
腰

に
は
男
性
の
象
徴
を
つ
け
て
い
る
。

　
現
在
、
田
主
丸
地
区
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
夏
の
も
の
が
多
く
、「
祈
祷
行

事
の
祓
獅
子
」
で
あ
る
。
恵
利
地
区
は
、
川
向
か
い
の
筑
前
側
の
蜷
城
の
林
田
神

社
の
御
旅
所
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
周
辺
を
含
め
獅
子
舞
も
下
流
域
と
中
流
域
の

影
響
を
受
け
合
い
な
が
ら
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
川
区
で
は
、
赤
鬼
・

青
鬼
が
先
導
し
、
天
満
宮
に
帰
還
後
、
獅
子
が
鬼
を
追
う
形
で
天
満
宮
の
周
り
を

三
周
す
る
。
　

　
久
留
米
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
柳
瀬
お
く
ん
ち
の
獅
子
舞
い
」
で
は
、

お
く
ん
ち
の
行
事
で
「
祭
礼
の
獅
子
」
に
分
類
さ
れ
る
が
、
祭
典
が
終
わ
っ
た
後
、

神
輿
な
ど
の
御
神
幸
行
事
は
無
く
、
獅
子
に
よ
る
門
祓
い
に
出
る
。「
普
通
騎
馬
」

「
振
り
分
け
騎
馬
」「
走
り
騎
馬
」
の
三
種
の
舞
（
坪
舞
い
）
と
呼
ば
れ
る
「
祓
い

の
所
作
」
を
行
う
。

（
一
二
） 

旧
筑
後
国
（
筑
後
川
流
域
：
旧
三
井
郡
南
部
〔
二
例
〕）

　
大
刀
洗
町
は
、
同
じ
旧
三
井
郡
の
小
郡
市
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
が
、
筑
後
川
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の
右
岸
に
沿
っ
て
旧
田
主
丸
や
旧
甘
木
市
に
隣
接
し
て
い
る
。
獅
子
は
頭
の
み
で

胴
衣
は
無
く
一
人
で
持
つ
。町
内
に
は
、本
郷
と
山
隈
に
残
っ
て
い
た
。と
も
に「
祈

祷
系
の
門
祓
い
獅
子
」
で
あ
る
。
本
郷
で
は
、
獅
子
が
玄
関
口
に
駆
け
込
ん
だ
後
、

一
般
家
庭
で
は
歯
を
鳴
ら
し
、
お
祓
い
を
す
る
。「
祝
い
ま
し
ょ
う
、
も
う
ひ
と

つ
せ
、
商
売
繁
盛
」
と
唱
え
、
新
築
の
家
で
は
「
祝
い
ま
し
ょ
う
、
も
う
ひ
と
つ

せ
、両
手
三
言
」
と
獅
子
役
達
が
言
上
す
る
。
各
家
庭
に
は
、白
色
の
御
幣
、商
店
・

会
社
等
に
は
金
色
の
御
幣
、
獅
子
役
等
関
係
者
の
家
庭
に
は
銀
色
の
御
幣
が
渡
さ

れ
る
。
山
隈
の
獅
子
舞
で
は
、祭
典
の
後
、鬼
と
獅
子
が
校
区
内
の
家
庭
を
ま
わ
る
。

鬼
が
先
に
、
そ
の
後
を
獅
子
が
入
り
鬼
を
追
い
払
う
。

（
一
三
）
旧
筑
後
国
（
筑
後
川
流
域
：
旧
三
井
郡
・
旧
三
潴
郡
〔
二
三
例
〕）

　
筑
後
川
流
域
の
獅
子
を
考
え
る
場
合
、
久
留
米
市
の
高
良
山
の
獅
子
は
代
表
的

な
も
の
で
あ
り
、
周
辺
部
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
歴
史
的
に
見
る

と
筑
後
地
方
の
獅
子
舞
は
、
祓
い
が
中
心
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
の
初
め

頃
か
ら
、
田
楽
美
麗
法
師
で
あ
っ
た
梅
津
家
が
、「
獅
子
勾
当
」
と
し
て
獅
子
舞

を
全
て
独
占
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
梅
津
家
は
、
菅
原

道
真
を
慕
っ
て
筑
紫
に
下
り
、
高
良
山
庇
護
の
下
、
三
潴
荘
夜
明
（
大
善
寺
町
）

に
住
み
着
い
た
と
い
わ
れ
る
。
高
良
山
の
獅
子
舞
が
氏
子
達
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
説
に
は
、「
高
良
神
社
御
神
幸
」
が
復
活
さ
れ
た
寛

文
一
九
（
一
六
七
九
）
年
以
降
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　「
高
良
山
の
獅
子
舞
」
は
、
高
良
大
社
の
五
〇
年
に
一
度
の
「
御
神
期
大
祭
」

及
び
一
〇
年
に
一
度
の
御
神
幸
の
先
陣
・
先
祓
い
と
し
て
獅
子
と
猿
田
彦
を
先
導

役
と
し
て
勤
め
、
要
所
要
所
で
舞
っ
て
き
た
。
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
に
復

活
し
た
際
、
一
〇
年
に
一
回
の
舞
い
で
は
技
が
伝
承
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

毎
年
高
良
大
社
の
御
神
前
で
上
演
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
長
寿
安
全
・
無
病
息
災

を
願
い
、
獅
子
と
風
流
が
対
に
な
っ
て
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　
高
良
大
社
に
は
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
作
の
獅
子
頭
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
頭
の
前
と
後
に
二
人
が
入
り
、
赤
と
黒
の
二
頭
で
舞
う
。
前
の
者
は
、
左
手
を

真
上
に
伸
ば
し
て
約
二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
獅
子
頭
を
支
え
、
右
手
は
あ
ご
を
持
ち
、

開
閉
す
る
。
胴
は
苧
で
作
ら
れ
た
長
い
紐
を
中
央
部
か
ら
両
側
に
垂
ら
し
て
い
る
。

時
々
、
椿
油
を
塗
っ
て
は
ヨ
リ
を
か
け
直
す
。
こ
の
タ
イ
プ
の
胴
を
持
つ
の
は
、

高
良
山
の
周
辺
部
か
ら
旧
三
潴
地
域
で
あ
る
。
演
目
は
一
つ
で
、「
神
の
舞
」
と

呼
ば
れ
る
。
太
鼓
二
基
で
舞
う
。
そ
の
場
で
の
足
踏
み
や
「
歯
噛
み
」
な
ど
の
祓

い
の
要
素
が
強
い
所
作
で
あ
る
。
お
く
ん
ち
で
の
ビ
デ
オ
を
見
る
限
り
、
所
用
時

間
は
一
分
余
り
で
あ
る
。
動
き
は
そ
れ
ほ
ど
無
い
が
、
こ
れ
は
獅
子
頭
が
重
い
た

め
細
か
な
動
き
が
で
き
な
い
こ
と
の
ほ
か
に
、
古
い
形
を
残
す
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
と
も
に
演
じ
ら
れ
る
も
の
に
明
治
一
九（
一
八
八
六
）年
に
始
め
ら
れ
た「
御

井
町
風
流
」
が
あ
る
。

　
次
に
、
高
良
山
に
伝
わ
る
獅
子
の
所
作
を
見
て
み
る
。
ま
ず
舞
い
方
で
あ
る
が
、

①
正
面
に
五
歩
進
み
、
左
足
か
ら
跳
ん
で
足
踏
み
を
す
る
。（
前
後
の
足
が
揃
っ

て
い
る
）

②
そ
の
場
で
獅
子
頭
を
振
り
落
ろ
し
右
へ
大
き
く
振
り
上
げ
、
振
り
下
ろ
し
て
左

へ
上
げ
る
。
こ
れ
を
二
回
繰
り
返
し
て
中
心
に
高
く
掲
げ
、
二
回
大
き
く
口
を
か

み
合
わ
せ
る
。

③
背
面
と
な
っ
て
同
じ
動
作
を
繰
り
返
し
て
、
元
の
場
所
に
戻
る
。
再
び
正
面
を

向
い
て
、
獅
子
頭
を
同
じ
よ
う
に
左
右
に
二
回
ず
つ
振
り
上
げ
、
正
面
で
二
回
か

み
合
わ
せ
て
終
了
と
す
る
。
所
要
時
間
は
、
一
分
余
り
で
あ
る
。

　
獅
子
の
演
目
で
は
、「
神
の
舞
」
の
所
作
を
演
じ
て
い
る
の
は
、
高
良
大
社
（
御

井
町
）
と
周
辺
東
側
に
所
在
す
る
若
宮
神
社
と
素
戔
嗚
袁
神
社
の
獅
子
が
あ
る
。

比
較
す
る
た
め
に
獅
子
の
所
作
や
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
若
宮
神
社
で
は
、
境
内
で
舞
う
「
神
の
舞
」
と
「
道
行
き
」
で
の
所
作
が
あ
る
。

神
の
舞
は
、
最
初
、
本
殿
前
で
行
わ
れ
、
前
後
に
動
き
口
で
「
歯
噛
み
」
を
す
る
。

場
所
を
か
え
て
本
殿
横
で
は
対
角
線
上
に
向
か
い
合
い
、
交
互
に
入
れ
替
わ
り
途

中
で
口
を
ガ
ツ
ガ
ツ
と
鳴
ら
す
。
道
行
き
で
は
、
悪
魔
払
い
の
勇
壮
な
舞
を
行
う
。

こ
れ
を
「
む
か
う
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ジ
グ
ザ
グ
に
暴
れ
る
こ
と
か
ら
、
獅
子
裁

判
と
呼
ば
れ
る
介
添
人
が
付
く
。

　
須
佐
能
袁
神
社
獅
子
舞
（
草
野
上
町
南
屋
敷
）
は
、
七
月
二
四
日
・
二
五
日
（
夏

休
み
最
初
の
土
日
）
に
行
わ
れ
、
文
政
一
一
（
一
八
二
八
）
年
の
獅
子
頭
が
残
る

と
言
わ
れ
る
。

　
須
佐
能
袁
神
社
祇
園
祭
の
獅
子
は
、
御
神
輿
が
神
社
を
出
発
す
る
前
に
「
神
輿
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迎
え
」
を
数
回
行
う
。
行
列
の
進
行
途
中
、
要
所
で
激
し
く
跳
躍
し
て
迎
え
る
。

神
輿
の
前
で
は
、
裃
姿
の
者
が
堤
匠
を
持
っ
た
者
に
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
。
道
中

の
獅
子
は
、満
一
歳
の
子
の
居
る
家
、御
祝
儀
の
あ
が
っ
た
家
の
前
で
、無
病
息
災
・

商
売
繁
盛
の
舞
い
を
し
な
が
ら
行
列
を
待
つ
。
二
日
目
の
本
殿
前
で
の
最
終
の
獅

子
舞
は
、
桜
門
側
と
本
殿
側
に
赤
黒
分
か
れ
て
、
笛
の
音
に
あ
わ
せ
て
跳
躍
し
な

が
ら
場
所
を
替
わ
る
。
す
れ
違
う
と
き
に
、
一
口
「
カ
ツ
ン
」
と
か
み
合
わ
せ
る
。

こ
れ
を
数
回
繰
り
返
す
と
、
突
然
暴
れ
は
じ
め
、
観
客
の
中
に
飛
び
入
り
広
場
中

を
駆
け
巡
り
、
観
客
を
追
い
散
ら
し
な
が
ら
、
さ
っ
と
本
殿
に
入
る
。

　
高
良
大
社
の
獅
子
は
、
比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
所
作
の
み
を
行
う
。
こ
れ
は
、
頭

が
重
い
た
め
に
大
き
な
動
き
が
で
き
な
い
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
祓
い
を
中
心
と
し
た
所
作
は
、
古
く
か
ら
の
要
素
を
伝
え
て
い
る
と
も

取
れ
る
。
同
じ
く
神
の
舞
を
演
じ
る
若
宮
神
社
、
須
佐
能
袁
神
社
の
獅
子
は
、
高

良
山
の
も
の
に
比
べ
る
と
動
き
が
激
し
く
、
所
作
も
豊
富
で
あ
る
。
筑
後
川
周
辺

の
一
部
の
獅
子
で
類
似
す
る
所
作
が
確
認
で
き
る
。

　
久
留
米
市
内
で
は
、
獅
子
の
行
事
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
記
録
さ
れ
て

い
る
。

　
天
満
宮（
合
川
町
）の「
獅
子
廻
し
」は
、正
月
と
九
月
二
五
日
の
祭
り
の
と
き
に
、

お
宮
の
雌
雄
の
獅
子
頭
を
取
出
し
、
村
中
一
軒
一
軒
座
敷
に
上
が
っ
て
舞
い
、
家

人
は
そ
の
獅
子
に
頭
を
か
ぶ
っ
て
も
ら
う
。
そ
う
す
る
と
病
気
に
か
か
ら
な
い
と

い
い
、
ま
た
、
そ
の
毛
を
門
口
に
下
げ
て
お
く
と
流
行
病
が
入
ら
な
い
と
信
じ
ら

れ
て
き
た
。（
新
編
筑
後
の
年
中
行
事
十
二
ヶ
月
）

　
大
善
寺
玉
垂
宮
の
お
田
植
え
お
く
ん
ち
、
ま
た
『
久
留
米
市
史
民
俗
編
』

（
一
九
八
六
）
に
は
、
素
戔
嗚
神
社
の
祇
園
会
神
幸
祭
、
津
福
本
町
の
獅
子
舞
、

上
津
町
本
山
の
天
満
宮
に
奉
納
さ
れ
る
「
本
山
風
流
」
の
獅
子
舞
、
津
福
本
町
八

幡
神
社
の
「
獅
子
回
し
」、
櫛
原
天
満
宮
の
獅
子
舞
、
藤
光
の
獅
子
舞
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　
大
川
市
に
所
在
す
る
西
田
口
（
三
丸
）
の
熊
野
神
社
祇
園
祭
獅
子
舞
は
、
七
月

に
お
こ
な
わ
れ
る
。
祭
り
当
日
、
六
時
頃
か
ら
青
年
た
ち
が
街
中
を
住
民
の
安
全

と
健
康
を
祈
願
し
各
戸
祓
い
し
て
ま
わ
る
。
古
文
書
に
よ
れ
ば
、「
仁
平
二
年
～

貞
和
三
年
の
間
に
久
留
米
方
面
よ
り
習
得
し
た
」
と
い
い
、「
梅
津
文
書
」
に
は
「
獅

子
舞
は
仁
平
二
年
、
大
善
寺
玉
垂
宮
に
所
属
す
る
人
々
に
よ
っ
て
熊
野
神
社
に
奉

納
さ
れ
て
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
に
「
田
口
か
ら
高
良
社
へ
獅
子
舞

が
奉
納
さ
れ
て
い
た
」『
大
川
市
誌
』（
一
九
七
七
）
と
あ
る
。
胴
体
は
、
麻
系
紐

毛
で
あ
る
。
同
じ
く
田
口
町
の
蛭
子
神
社
祇
園
祭
獅
子
舞
（
三
丸
）
で
は
、
同
じ

よ
う
に
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
廃
絶
し
て
い
る
。
榎

津
城
町
の
八
坂
神
社
神
社
で
は
現
在
、
門
祓
い
は
無
く
先
払
い
の
獅
子
と
神
輿
が

行
列
を
組
み
、
町
内
を
練
り
歩
く
。
獅
子
に
つ
い
て
は
現
在
、
獅
子
頭
を
掲
げ
て

氏
子
の
家
を
巡
行
す
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
楽
器
は
太
鼓
の
み
で
あ
る
。
同
じ

よ
う
に
、
各
戸
の
祓
い
は
現
在
行
わ
ず
、
巡
行
す
る
も
の
と
し
て
榎
津
の
城
町
八

坂
神
社
獅
子
舞
が
あ
る
。
獅
子
舞
は
、
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
以
来
、
四
〇
〇

年
以
上
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
神
幸
祭
の
一
部
と
し
て
継
承
さ
れ
、

祭
典
で
奉
納
さ
れ
る
。
ま
た
、
木
室
地
区
で
「
八
朔
の
宮
獅
子
廻
し
」
の
記
録
が

あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。（『
新
編
筑
後
の
年
中
行
事
』
一
九
七
二
）

　
旧
三
潴
町
に
所
在
す
る
田
川
西
の
高
良
玉
垂
宮「
田
川
西
獅
子
ま
わ
し
」は
、「
祈

祷
行
事
の
門
祓
獅
子
」
で
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
を
祈
念
す
る
夏
の
行
事
で
あ
る
。

二
〇
～
三
〇
代
の
大
人
た
ち
に
よ
る
獅
子
が
三
潴
町
田
川
地
区
内
を
ま
わ
る
。
平

成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
に
四
三
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。

　
旧
城
島
町
の
「
下
田
部
落
祇
園
祭
獅
子
舞
」（
下
田
天
満
宮
）
は
、
昭
和
初
期

に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
詳
細
は
定
か
で
な
い
。
赤
と
青
の
獅
子
に
二
人
が
入

り
、
途
中
交
代
し
な
が
ら
各
家
々
を
「
門
付
け
」
し
て
ま
わ
る
。
囃
子
は
男
児
が

行
な
い
、
お
汐
井
で
の
お
清
め
は
女
児
が
受
け
持
つ
。
玄
関
口
で
「
ソ
ラ
キ
タ
ー
」

と
叫
ん
で
家
の
人
に
知
ら
せ
、
お
汐
井
で
清
め
る
。
獅
子
は
家
人
に
対
し
て
獅
子

の
口
を
カ
タ
カ
タ
と
二
、三
度
鳴
ら
し
邪
気
を
祓
い
清
め
る
。
西
と
東
の
地
区
境

界
（
堤
防
）
で
、
獅
子
が
背
負
っ
た
各
家
の
邪
気
を
清
め
る
と
い
う
意
味
で
、
稲

わ
ら
を
燃
や
し
、
そ
の
周
り
を
ま
わ
る
「
炎
の
舞
い
」
を
行
う
。
こ
の
ほ
か
、
隣

接
す
る
塚
本
地
区
で
も
同
様
の
獅
子
が
あ
る
。

　
大
木
町
で
は
、
現
在
は
上
牟
田
口
・
絵
下
古
賀
・
筏
溝
に
残
っ
て
い
る
。
祈
祷

行
事
の
門
祓
獅
子
で
あ
る
。
上
牟
田
口
で
は
、
七
月
に
「
獅
子
舞
」
が
三
嶋
神

社
で
行
わ
れ
る
。
明
治
中
期
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
四
五
年
頃
途
絶
え
昭
和
五
六

（
一
九
八
一
）年
に
復
活
し
た
。悪
霊
祓
い
・
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
。午
前
六
時
に
、
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二
頭
の
獅
子
は
禊
を
行
い
、
御
祓
い
が
済
む
と
各
家
を
訪
れ
、
家
人
の
頭
を
噛
ん

で
次
の
家
へ
と
向
か
う
。
舞
い
に
は
「
芙
蓉
の
舞
」
が
あ
る
。
獅
子
の
た
て
が
み

に
は
、
へ
ら
の
木
の
皮
で
作
っ
た
紐
を
使
う
。

　
絵
下
古
賀
で
は
、
昔
、
八
月
一
日
に
「
獅
子
舞
」
が
地
区
内
を
ま
わ
っ
て
い
た

が
、
現
在
は
、
高
良
玉
垂
命
神
社
の
境
内
に
あ
る
祇
園
社
で
赤
黒
一
対
の
獅
子
頭

が
お
祓
い
を
受
け
、
午
後
か
ら
公
民
館
に
据
え
ら
れ
る
。
ま
ず
獅
子
頭
に
お
参
り

し
、
そ
れ
か
ら
獅
子
に
頭
を
か
ざ
し
、
赤
・
黒
の
順
に
「
パ
ン
パ
ン
」
と
鳴
ら
す
。

御
祓
が
終
わ
る
と
団
子
と
飴
湯
を
い
た
だ
く
。
　

　
筏
溝
地
区
で
も
子
ど
も
達
が
、
獅
子
と
天
狗
面
を
持
っ
て
各
家
を
ま
わ
る
「
獅

子
ご
ま
（
獅
子
廻
）」
と
呼
ば
れ
る
門
祓
の
獅
子
が
ま
わ
っ
て
い
る
。

　
柳
川
地
区
は
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
金
納
地
区
で
は
昭
和
二
〇
年
頃
ま
で

六
月
一
日
に
青
年
団
が
獅
子
舞
を
し
て
各
家
を
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
祈
祷
系

の
門
祓
獅
子
で
あ
る
。
土
足
で
家
に
上
が
っ
て
い
た
。
獅
子
に
か
ま
れ
る
と
縁
起

が
い
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
高
島
地
区
の
祇
園
に
も
以
前
は
獅
子
舞
が
あ
り
、
青

年
団
が
舞
っ
て
い
た
と
い
う
。

（
一
四
） 

旧
筑
後
国
（
旧
八
女
郡
〔
六
例
〕）

　
八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
に
、
獅
子
の
胴
は
、
麻
系
の
紐
毛
で
作
ら
れ
て
い
る
。

土
橋
八
幡
宮
の
獅
子
が
祭
礼
の
行
道
獅
子
の
ほ
か
は
、
祈
祷
系
の
門
祓
獅
子
で
あ

る
。

　
筑
後
市
の
雷
神
社
（
江
口
）
に
は
「
獅
子
回
し
」
の
行
事
が
あ
る
。
そ
の
起
源

は
明
ら
か
で
は
な
い
。
約
二
〇
年
間
途
絶
え
て
い
た
が
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）

年
に
再
開
さ
れ
た
。
祭
り
の
日
は
八
月
一
日
で
、
青
年
に
よ
り
、
獅
子
が
激
し
く

口
を
打
ち
合
わ
せ
な
が
ら
地
区
内
全
戸
を
巡
り
、
家
人
は
頭
を
か
ん
で
も
ら
え
ば

一
年
無
病
息
災
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
小
学
生
に
よ
る
潮
井
採
り
と
全
戸
の
塩

祓
い
、
続
い
て
中
学
生
ら
が
、
一
対
の
柄
つ
き
天
狗
面
に
よ
る
「
テ
ン
グ
回
し
」

を
す
る
。
最
後
に
青
年
に
よ
る
獅
子
の
門
祓
い
が
行
わ
れ
る
。
筑
後
川
流
域
系
の

祈
祷
行
事
の
祓
獅
子
で
苧
麻
毛
の
胴
体
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
井
田
地
区
に
お
い

て
も
「
獅
子
廻
し
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
広
川
町
に
所
在
す
る
「
清
楽
茶
屋
地
区
の
獅
子
舞
」
は
、素
戔
嗚
神
社
（
祇
園
社
）

で
行
わ
れ
る
。
神
社
の
起
源
は
、
久
留
米
城
内
の
祇
園
社
が
分
社
さ
れ
勧
請
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
獅
子
舞
が
行
わ
れ
る
祇
園
祭
礼
は
、
悪
疫
退
散
を
祈
る
夏
越
の

祭
り
で
、
地
域
に
残
る
記
録
に
よ
る
と
「
獅
子
は
慶
応
三
年
六
月
に
で
き
た
」
と

あ
る
。
旧
暦
七
月
一
五
日
に
祭
礼
が
あ
り
、
一
六
日
に
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
、
獅

子
が
家
を
ま
わ
る
。
筑
後
川
流
域
系
の
「
祈
祷
行
事
の
祓
獅
子
」
で
麻
系
紐
毛
の

胴
体
で
あ
る
。

　
八
女
市
の
土
橋
八
幡
宮
の
秋
の
御
神
幸
で
は
、
獅
子
が
行
列
に
伴
い
集
落
を
祓

う
。

　
旧
星
野
村
（
八
女
市
）
の
三
坂
（
祇
園
神
社
）・
長
尾
（
天
照
御
祖
神
社
）・
的

別
当
（
素
戔
嗚
神
社
）
に
は
、
七
月
の
祇
園
祭
で
こ
っ
ぱ
げ
面
と
よ
ば
れ
る
竹
杖

を
持
っ
た
赤
鬼
と
青
鬼
が
集
落
を
ま
わ
る
行
事
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、

赤
鬼
・
青
鬼
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
を
見
る
と
浮
羽
地
方
で
見
か
け
る
、

胴
体
が
シ
ュ
ロ
の
祈
祷
系
祓
獅
子
で
あ
る
。
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
長
尾
の
神

面
に
は
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
の
墨
書
銘
が
あ
る
。
獅
子
の
「
打
ち
込
み
」
は

三
箇
所
で
少
し
異
な
る
が
、
三
坂
で
は
、「
祝
い
ま
し
ょ
」（
カ
ツ
カ
ツ
）
に
続
き
、

「
も
ひ
と
つ
せ
ー
」（
カ
ツ
）、「
祝
う
て
三
献
」（
カ
ツ
カ
ツ
カ
ツ
）
と
浮
羽
地
域

に
よ
く
似
る
。
鬼
か
ら
取
っ
た
御
幣
は
、
悪
魔
除
け
の
お
守
り
と
し
て
各
戸
の
門

口
に
掛
け
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
は
、
山
ひ
と
つ
越
え
た
浮
羽
地
域
と
は
、
明
治

二
九
（
一
八
九
六
）
年
以
前
ま
で
、
行
政
上
同
域
の
生
葉
郡
で
あ
っ
た
。
北
側
の

合
瀬
耳
納
峠
を
挟
ん
だ
麓
の
う
き
は
市
樫
ケ
原
に
は
同
様
の
鬼
が
メ
イ
ン
と
な
っ

た
「
獅
子
廻
し
」
が
あ
る
。

五
　
獅
子
舞
の
特
徴
と
そ
の
概
要

　
以
下
、
膨
大
な
資
料
を
ま
と
め
る
に
到
ら
ず
、
詳
細
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
は

で
き
て
い
な
い
が
、
現
段
階
で
気
付
い
た
点
の
み
を
紹
介
す
る
。

（
一
）
獅
子
の
姿

　
通
常
、
県
内
の
獅
子
は
、
二
人
立
ち
と
呼
ば
れ
、
胴
衣
の
中
で
前
脚
の
舞
方
が

獅
子
頭
を
持
つ
。
胴
衣
は
布
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
筑
後
川

流
域
で
は
、
胴
体
に
獣
毛
を
表
現
し
て
い
る
。
通
常
県
内
の
獅
子
の
胴
毛
は
布
で

作
ら
れ
母ほ

ろ衣
や
油ゆ

た
ん単

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
で
は
、
下
布
に
シ
ュ
ロ
も
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し
く
は
苧
な
ど
の
麻
系
の
紐
毛
を
縫
い
付
け
て
い
る
。
中
流
域
の
旧
浮
羽
郡
と
旧

朝
倉
郡
が
シ
ュ
ロ
を
使
用
し
、
簔
と
呼
ば
れ
る
獅
子
の
胴
体
や
獅
子
役
の
脚
絆
に

使
う
。
竹
で
枠
を
つ
く
り
シ
ュ
ロ
を
下
布
に
取
り
付
け
た
も
の
や
、
シ
ュ
ロ
の
繊

維
を
束
ね
た
も
の
を
括
り
つ
け
る
な
ど
地
域
で
差
が
あ
る
。
ま
た
獅
子
の
舞
い
方

も
、
脚
絆
も
シ
ュ
ロ
を
使
用
し
、
腰
簔
を
下
げ
る
。
へ
ら
の
木
を
使
用
し
て
い
た

ら
し
い
が
、
現
在
は
、
麻
や
藁
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
尻
尾
は
中
か
ら
操
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
上
牟
田
口
（
大
木
町
）
で
は
ヘ
ラ
の
木
が
使
用
さ
れ
る
。

　
三
井
・
三
潴
で
は
、
苧
麻
等
の
麻
紐
の
毛
に
色
が
つ
い
た
も
の
を
使
用
し
、
背

中
の
中
央
か
ら
両
側
に
垂
ら
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
筑
後
川
中
流
域
の
獅
子
に
は
、
赤
鬼
・
青
鬼
が
先
導
す
る
。
先
を
細
く

割
っ
た
青
竹
の
杖
を
持
ち
、
腰
簔
を
付
け
、
柳
瀬
で
は
へ
ら
の
木
を
使
用
し
て
い

る
。
県
内
の
他
の
地
域
で
は
、
鉾
に
猿
田
彦
（
天
狗
）
面
を
付
け
た
鉾
面
を
持
っ

て
廻
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、天
満
神
社
の
夜
渡
の
獅
子
舞（
旧
田
主
丸
町
）で
は
、

腰
に
陽
物
、
瓢
箪
を
下
げ
る
。

　
筑
後
川
流
域
で
は
、
顎
に
取
っ
手
が
付
い
た
も
の
、
手
を
入
れ
る
孔
が
あ
る
も

の
が
あ
る
。「
歯
噛
み
」
を
し
や
す
く
し
、
大
き
な
音
を
出
し
や
す
く
す
る
た
め

で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
福
岡
市
内
で
は
、
祭
り
の
際
の
移
動
が
楽
に
な
る
よ
う
に
、
顎
の
下
に

円
形
の
孔
が
開
け
ら
れ
頭
に
乗
せ
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
が
あ
る
。
ま
た
、
町

回
り
の
祭
の
持
ち
運
び
を
考
慮
し
、
獅
子
頭
を
保
持
し
や
す
く
す
る
た
め
、
獅
子

頭
底
部
に
金
属
製
の
取
手
が
二
個
つ
い
た
も
の
が
多
い
。

（
二
）
獅
子
行
事
の
起
源
に
つ
い
て

　
起
源
に
つ
い
て
は
、
記
録
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
は
少
な
い
。
筑
後
地
方
の

獅
子
舞
は
、
田
楽
美
麗
法
師
で
あ
っ
た
梅
津
家
が
独
占
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

高
良
山
の
獅
子
舞
を
地
元
高
良
山
の
神
幸
祭
が
復
活
し
た
寛
文
九
（
一
六
六
九
）

年
以
降
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。「
舞
獅
子
」
と

し
て
「
大
分
の
獅
子
舞
（
飯
塚
市
）」
は
、
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
に
京
都
の

石
清
水
八
幡
宮
に
習
い
に
行
き
、
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
の
放
生
会
で
披
露
さ

れ
た
と
言
わ
れ
る
。
祭
帳
の
「
大
当
書
送
帳
」
で
も
確
認
が
で
き
、
こ
れ
が
県
内

の
中
心
的
な
舞
い
獅
子
の
起
源
で
あ
ろ
う
。
始
ま
り
に
関
連
し
て
周
辺
の
大
分
系

と
い
わ
れ
る
獅
子
舞
も
こ
れ
以
降
に
開
始
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
流
れ
か
ら

い
け
ば
、
こ
こ
か
ら
伝
播
し
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。「
土
師
の

獅
子
舞
（
桂
川
町
）」
は
、
伝
承
で
は
嘉
暦
三
（
一
三
二
八
）
年
と
言
わ
れ
る
が
、

神
社
文
書
で
は
、「
元
文
三
年
よ
り
、
獅
子
舞
あ
り
」
と
記
録
さ
れ
、
少
な
く
と

も
現
在
の
獅
子
舞
の
起
源
は
こ
の
時
期
で
あ
ろ
う
。

　「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
で
は
、
飢
饉
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も

多
く
、
江
戸
の
享
保
年
間
か
ら
江
戸
末
期
頃
に
起
源
を
伝
え
る
地
区
が
多
い
。
そ

の
中
で
、
天
籟
寺
（
戸
畑
区
）
の
明
和
二
（
一
七
六
四
）
年
に
記
さ
れ
た
「
お
志

し
の
は
じ
ま
り
」
で
は
、
そ
の
始
ま
り
を
「
明
和
元
年
ま
で
ニ
・
・
・
五
拾
壹
年

ニ
相
成
候
」
と
あ
り
、
記
述
か
ら
逆
算
す
る
と
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
か
ら

五
一
年
前
で
、
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
と
な
る
。
起
源
を
遡
れ
る
も
の
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。

　
修
験
道
の
松
会
関
係
の
獅
子
舞
に
つ
い
て
は
、
英
彦
山
祭
礼
絵
巻
等
に
描
か
れ

て
い
る
が
、
松
会
の
起
源
が
不
明
で
あ
り
獅
子
に
つ
い
て
も
起
源
を
た
ど
る
の
は

難
し
い
。

（
三
）
祭
礼
・
年
中
行
事
と
の
関
係

　
基
本
的
に
、
獅
子
が
祭
り
等
に
登
場
す
る
の
は
、「
祭
礼
行
事
の
御
神
幸
」
か

「
獅
子
祓
い
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
」
が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、

県
下
で
は
こ
れ
ら
が
複
雑
に
入
り
混
じ
り
な
が
ら
行
事
を
形
成
し
て
い
る
。

　
神
社
の
祭
礼
に
お
い
て
は
、
例
大
祭
で
神
輿
に
よ
る
御
神
幸
が
行
わ
れ
、
獅
子

は
「
御
神
幸
の
道
祓
い
・
斉
庭
の
祓
い
」
を
行
う
が
、
筑
後
川
流
域
や
遠
賀
川
上

流
の
一
部
で
は
神
輿
の
御
神
幸
の
代
わ
り
に
、
獅
子
に
神
移
し
を
行
い
巡
幸
や
門

祓
い
を
行
う
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。

　
旧
企
救
郡
と
隣
接
す
る
戸
畑
区
（
旧
遠
賀
郡
）
周
辺
で
は
、
祭
礼
行
事
に
先
ん

じ
て
獅
子
が
、
集
落
や
道
筋
、
各
戸
を
祓
う
例
も
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
別
の
行
事
と
結
び
つ
い
た
も
の
も
あ
る
。
祇
園
祭
り
や
お
く
ん
ち
の
例

が
多
い
が
、そ
の
ほ
か
に
も
、粕
屋
町
で
は
、正
月
に
獅
子
が
門
祓
い
を
行
う
際
に
、
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「
と
び
」
と
呼
ば
れ
る
お
土
産
を
配
る
風
習
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
小
正
月
の
行

事
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
鞍
手
町
神
崎
、
旧
豊
津
町
内
の
例
で
は
、
水
神
祭
り
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
田

川
地
域
で
は
虫
払
い
の
祭
典
の
後
、
門
祓
い
に
ま
わ
る
例
も
あ
る
。
水
神
祭
り
は
、

伝
染
病
を
媒
介
し
、
虫
除
け
も
江
戸
時
代
の
飢
饉
の
原
因
が
蝗
虫
の
発
生
な
ど
に

起
因
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
獅
子
祈
祷
行
事
が
、
飢
饉
を
要
因
と
す
る
悪
疫

退
散
の
た
め
の
行
事
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）「
舞
獅
子
」
の
起
源
と
伝
播
に
つ
い
て

　
福
岡
県
を
代
表
す
る
舞
獅
子
と
し
て
「
大
分
の
獅
子
舞
」（
旧
筑
穂
町
）
が
あ

る
。
地
元
に
残
る
祭
帳
な
ど
で
「
享
保
九
年
」
よ
り
放
生
会
に
奉
納
し
た
と
さ
れ
、

時
期
が
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
大
き
な
特
徴
と
し
て
県
下
の
各

地
へ
伝
播
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
遠
賀
川
の
上
流
域
で
は
、
旧
穂
波
郡
の

「
大
分
の
獅
子
舞
」
と
旧
嘉
麻
郡
「
綱
分
の
獅
子
舞
」（
旧
庄
内
町
）
が
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
元
は
同
系
列
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
不
明
な
点
が
多
い
。
隣
接

す
る
田
川
地
域
で
は
、
こ
の
二
つ
の
神
社
か
ら
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
獅
子
舞
が

分
布
す
る
。
綱
分
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
は
、
そ
こ
か
ら
、
周
辺
の
神
社
を
経
由
し
、

さ
ら
に
各
地
へ
伝
播
し
て
い
る
。
下
流
で
は
、
飯
塚
市
に
隣
接
す
る
小
竹
町
（
鞍

手
郡
）
に
、
東
で
は
、
京
都
郡
の
大
久
保
（
み
や
こ
町
）・
下
稗
田
（
行
橋
市
）、

西
は
、
香
椎
宮
（
福
岡
市
東
区
）、
練
原
・
在
自
（
旧
津
屋
崎
町
）、
南
は
、
筑
後

川
中
流
域
の
恵
蘇
八
幡
宮
（
朝
倉
市
）
ま
で
と
江
戸
時
代
の
国
を
超
え
て
伝
播
し

て
い
る
。

　
大
分
の
獅
子
舞
が
こ
れ
ほ
ど
伝
播
し
た
要
因
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
も
の
に
お
囃
子
が
あ
る
。
笛
や
竹
を
削
い
で
作
っ
た
バ
チ
で
叩
く
太
鼓
な
ど

で
奏
で
る
曲
は
軽
快
で
、
特
に
演
目
の
「
ノ
リ
」
の
曲
は
特
徴
的
で
あ
り
、
一

度
聞
く
と
耳
に
残
る
。
そ
れ
に
併
せ
て
舞
に
も
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
り
、
恋
愛
を

表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
分
舞
も
激
し
く
か
ら
み
の
多
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
ま
さ
に
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
舞
と
し
て
里
人
に
も
受
け
入
れ
や
す
い
も
の

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
隣
接
す
る
田
川
地
域
に
は
、
祓
い
要
素
の
強
い
「
五
段
・

六
調
子
」
が
あ
る
が
、
囃
子
は
太
鼓
の
み
で
動
き
も
儀
式
的
で
あ
る
。
現
在
も
中

元
寺
川
流
域
の
数
箇
所
に
残
る
が
、
こ
の
地
域
に
も
大
分
系
・
綱
分
系
と
い
わ
れ

る
獅
子
舞
が
入
っ
て
き
て
い
る
。
地
元
で
は
、「
五
段
・
六
調
子
」
の
方
が
格
が

高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
分
系
・
綱
分
系
の
獅
子
の
伝
播
は
、「
五
穀
豊
穣
・

子
孫
繁
栄
」
を
願
う
獅
子
舞
の
形
が
、
元
々
地
元
に
あ
っ
た
「
祓
い
の
要
素
」
の

強
い
獅
子
（
五
段
・
六
調
子
）
で
お
こ
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
恋
愛
を
表
す
獅
子

で
同
様
の
願
い
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
長
い
期
間
の
間
に
意
識
の
変
化
が
お
こ
な

わ
れ
た
こ
と
が
感
じ
取
れ
興
味
深
い
。

（
五
）「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
に
つ
い
て

　
基
本
的
に
、
祈
祷
行
事
の
獅
子
は
、
口
を
上
下
に
「
カ
チ
カ
チ
」
と
鳴
ら
す
の

み
で
、
舞
や
所
作
は
無
い
。
門
祓
い
の
行
列
も
お
汐
井
、
神
職
、
獅
子
、
世
話
役
、

賽
銭
箱
が
基
本
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。
遠
賀
川
流
域
の
一
部
の

地
域
で
は
、
お
汐
井
、
鉾
面
、
神
職
、
獅
子
、
五
十
鈴
、
の
ぼ
り
、
賽
銭
箱
と
か

な
り
の
行
列
を
な
す
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
筑
後
川
流
域
に
お
い
て
は
、
赤
鬼
・

青
鬼
、
獅
子
、
役
員
等
で
そ
れ
に
付
き
添
う
人
が
い
る
。

①
門
祓
い
を
行
う
組
織
と
範
囲

　
神
社
の
氏
神
を
基
本
と
す
る
範
囲
、
お
お
よ
そ
明
治
初
期
の
村
が
一
つ
の
単
位

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
自
治
単
位
の
区
全
体
で
廻
る
場
合
と
、

そ
の
下
位
で
あ
る
組
単
位
で
獅
子
や
道
具
等
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
行
う
所
も
多
い

よ
う
で
あ
る
。

②
目
的

　
祭
礼
行
事
の
獅
子
の
目
的
は
、
悪
疫
退
散
・
五
穀
豊
穣
と
言
わ
れ
る
が
、
祈
祷

系
の
門
祓
い
獅
子
に
つ
い
て
は
、
悪
疫
退
散
・
五
穀
豊
穣
に
加
え
、
家
内
安
全
・

商
売
繁
盛
、
果
て
は
交
通
安
全
ま
で
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
伝
承
で
は
、
飢
饉
を
起
源
と
し
た
悪
疫
退
散
と
言
わ
れ
る
。
記
録
に

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、
江
戸
時
代
の
『
中
村
平
左
衛
門
日
記
』
安

政
六
（
一
八
五
九
）
年
九
月
一
二
日
の
「
八
幡
宮
獅
子
請
け
」
に
は
、「
コ
ロ
リ

を
防
候
心
得
専
也
」
と
あ
り
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
の
「
田
川
郡
上
野
手
永

各
社
諸
祭
礼
式
書
上
帳
」（
現
福
智
町
周
辺
）
の
う
ち
鋤
木
田
村
の
諏
訪
社
で
六

月
一
七
日
に
行
わ
れ
た
獅し
し
か
い

子
廻
の
目
的
と
し
て
、「
右
者
流
行
病
為
退
散
例
年
執
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行
仕
候
」
と
あ
り
、
元
は
疾
病
退
散
等
な
ど
を
目
的
に
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
筑
後
川
流
域
の
旧
田
主
丸
地
域
や
遠
賀
川
下
流
の
鞍
手
町
で
は
「
獅
子
に

頭
を
噛
ん
で
も
ら
う
と
、
頭
の
お
で
き
が
で
き
な
い
」
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
離

れ
た
地
域
で
共
通
の
効
能
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
く
、
古
く
は
同
様

の
呪
い
が
広
範
囲
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

③
門
祓
の
内
容

　
基
本
的
に
は
多
く
の
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
、
遠
賀
川
流
域
、
筑
後
川
中

流
域
に
分
類
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
獅
子
が

単
独
、
も
し
く
は
神
職
や
お
汐
井
、
そ
の
他
に
行
列
で
各
戸
を
巡
り
、
家
の
中
を

祓
う
。
現
在
は
玄
関
が
多
い
が
、
元
は
家
中
を
獅
子
が
祓
っ
た
。
そ
れ
も
玄
関
か

ら
入
り
、
縁
側
に
抜
け
た
り
、
雌
雄
の
獅
子
が
交
互
に
両
方
か
ら
入
り
、
入
れ
替

わ
っ
た
り
し
て
い
た
。
家
人
の
頭
を
カ
チ
カ
チ
と
「
歯
噛
み
」
を
行
う
。
そ
の
折
、

お
札
等
を
受
け
取
り
、
御
祝
儀
を
獅
子
の
口
に
入
れ
る
。
家
に
よ
っ
て
は
お
接
待

を
用
意
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

　
遠
賀
川
下
流
域
で
は
、
獅
子
を
中
心
に
、
神
職
・
お
汐
井
、
鼻
高
面
、
獅
子
と

つ
づ
き
、
こ
れ
に
沿
っ
て
、
五
十
鈴
、
太
鼓
・
賽
銭
箱
と
規
模
は
小
さ
い
が
、
御

神
幸
行
列
を
作
る
。
獅
子
の
祓
い
の
後
、
鉾
で
玄
関
の
鴨
居
を
突
く
。
お
札
を
配

り
御
祝
儀
を
供
え
る
。

　
ま
た
、舞
獅
子
が
、門
祓
い
を
行
う
の
も
特
徴
で
あ
る
。
小
竹
町
の
南
良
津
で
は
、

「
お
獅
子
様
」
の
祓
い
の
門
付
け
と
は
別
に
、
舞
獅
子
が
ま
わ
る
。
田
川
地
域
で

は
現
在
、
行
事
を
行
っ
て
い
る
所
は
少
な
い
が
、
門
祓
い
は
古
い
時
代
に
す
た
れ
、

そ
の
後
、
要
所
と
な
る
地
区
の
神
社
や
役
宅
等
に
寄
る
だ
け
の
と
こ
ろ
が
多
か
っ

た
よ
う
だ
。

　
筑
後
川
中
流
域
の
朝
倉
・
浮
羽
地
域
で
は
、
先
導
す
る
赤
鬼
・
青
鬼
が
お
り
、

そ
の
後
に
獅
子
が
続
く
。「
獅
子
は
、
先
に
入
っ
た
鬼
を
追
い
払
う
」
と
い
う
地

区
も
あ
る
。
門
口
で
は
「
祓
い
の
所
作
」
を
行
い
、「
歯
か
み
」
を
す
る
。
最
後

に
獅
子
の
毛
（
シ
デ
）
を
渡
す
。

④
他
地
域
で
の
「
門
祓
い
獅
子
」

　「
獅
子
祈
祷
」
も
多
く
の
地
点
で
共
通
点
が
見
ら
れ
、
広
範
囲
に
分
布
す
る
「
年

中
行
事
」
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
他
県
で
の
類
例
を
探
し
て
み
た
が
、

九
州
内
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
確
認
が
で
き
ず
に
い
た
。
そ
の
中
で
、
大
分
市
内
「
敷

戸
子
子
神
社
」・「
弥
栄
神
社
」
に
お
い
て
、
内
容
的
に
福
岡
県
の
門
祓
い
獅
子
に

非
常
に
よ
く
似
た
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
、
関
東

圏
で
も
埼
玉
県
上
尾
市
の
八
枝
神
社
を
始
め
と
し
て
、
新
潟
県
佐
渡
島
で
は
多
く

の
例
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
獅
子
と
し
て
の
例
で
は
な
く
、
鬼
の
行
事
と
し
て

探
す
と
か
な
り
例
が
あ
る
よ
う
で
、
鬼
が
集
落
を
門
祓
い
し
、
そ
の
後
で
獅
子
が

出
て
く
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
、
県
内
で
も
筑
後
川
中
流
域
で
は
鬼
が
獅
子
と
ま

わ
る
。
そ
の
中
で
星
野
村
の
「
こ
っ
ぱ
げ
面
」
や
樫
ヶ
平
（
旧
浮
羽
町
）
の
門
祓

い
獅
子
で
は
、
鬼
の
方
が
主
役
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
で
も
他
地
域
で
は
、
鬼
で

は
な
く
猿
田
彦
の
鼻
高
面
を
鉾
等
に
つ
け
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
差
に
つ
い
て
は
、

祓
い
要
素
の
強
い
獅
子
と
と
も
に
興
味
深
い
。

　「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
と
し
て
は
、
伊
勢
太
神
楽
（
三
重
県
）
が
よ
く

知
ら
れ
る
。
北
部
九
州
に
は
昭
和
戦
前
ま
で
、
伊
勢
地
方
か
ら
伊
勢
神
宮
の
神
霊

を
遷
し
た
獅
子
頭
を
奉
じ
た
「
伊
勢
太
神
楽
」
の
一
団
が
訪
れ
て
家
祓
い
・
竈
祓

い
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
、「
門
祓
い
の
祓
い
獅
子
」
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
回
の
調
査
で
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　
今
回
の
調
査
開
始
時
に
は
、
県
下
で
は
約
一
二
〇
余
り
の
「
獅
子
に
関
す
る
祭

礼
・
行
事
」
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
聞
き
取
り
、
調
査
資
料
、
県
下
の

市
町
村
誌
、
古
文
書
等
に
目
を
通
し
て
い
く
と
、
次
々
と
獅
子
に
関
連
し
た
行
事

例
が
確
認
さ
れ
、
最
終
的
に
廃
絶
し
た
も
の
を
含
め
約
三
五
〇
の
行
事
が
確
認
で

き
た
。
数
に
つ
い
て
は
、
祈
祷
獅
子
関
係
で
は
、
神
社
単
位
全
体
で
行
う
か
、
地

区
毎
に
よ
る
か
で
数
に
差
異
が
出
て
く
る
が
、
分
布
と
特
徴
に
つ
い
て
大
方
の
概

要
は
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
た
た
め
不
明
点
も
た
く
さ

ん
あ
り
、
十
分
な
考
察
が
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
一
部
で
は
あ
る
が
、
解
明

が
必
要
と
さ
れ
る
項
目
を
列
記
し
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
①
筑
後
川
流
域
の
「
祓
い
要
素
の
強
い
獣
様
の
獅
子
」
に
つ
い
て
は
、
中
流
域
、

下
流
域
で
の
様
相
の
違
い
や
、
起
源
・
伝
播
の
状
況
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が
多



103

い
。
し
か
し
、
所
作
な
ど
を
見
る
と
祓
い
の
要
素
が
強
く
、
本
来
の
獅
子
の
姿
を

残
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
遠
賀
川
上
流
系
の
舞
獅
子
よ
り
も
古
い
様
相
を
残
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
補
足
調
査
等
を
行
い
そ
の
価
値
を
見
い
だ
す
べ
き

で
あ
る
。

　
②
「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
に
つ
い
て
は
、
県
下
の
広
い
範
囲
で
分
布
が

見
ら
れ
る
。
地
域
性
も
あ
る
が
、
行
事
の
起
源
・
目
的
・
内
容
に
つ
い
て
各
所
の

伝
承
等
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
と
悪
疫
退
散
・
五
穀
豊
穣
な
ど
の
願
い
が
読
み
取

れ
る
。
地
域
毎
に
特
徴
も
有
る
よ
う
で
奥
が
深
い
。
こ
れ
は
、
福
岡
県
の
「
獅
子

の
行
事
」
の
特
性
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、「
祓
い
行
事
」
の
一

つ
と
し
て
の
位
置
付
け
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
③
旧
企
救
郡
の
「
敷
地
祓
い
」
と
「
獅
子
起
こ
し
」
の
行
事
に
つ
い
て
、
享
保

の
頃
ま
で
あ
っ
た
「
敷
地
起
こ
し
」
の
行
事
に
は
「
獅
子
の
祓
い
」
で
獅
子
が
地

域
内
を
ま
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
、
獅
子
が
で
な
く
な
り
、

そ
の
か
わ
り
に
小
型
の
宮
形
で
ま
わ
っ
て
い
る
。「
昔
は
、「
獅
子
廻
し
」
を
山
伏

が
行
っ
て
い
た
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
大
内
田
の
お
し
し
か
い
（
赤
村
）
で
も

同
様
に
獅
子
が
出
な
い
。「
祈
祷
行
事
の
門
祓
い
獅
子
」
の
起
源
を
た
ど
る
上
で

も
興
味
深
い
が
、
現
状
で
は
参
考
と
な
る
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
。

　
④
遠
賀
川
上
流
系
の
舞
獅
子
に
つ
い
て
は
、「
大
分
の
獅
子
舞
」
で
は
、
起
源

も
は
っ
き
り
と
し
、
各
地
域
に
伝
播
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
地
元
で
は
、

大
分
系
と
綱
分
系
と
呼
ば
れ
る
。
囃
子
等
の
類
似
点
も
あ
る
が
相
違
点
も
あ
り
、

双
方
の
獅
子
舞
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
。
特
に
「
綱
分
の
獅
子
舞
」
や
そ
れ
に
伴

う
太
鼓
打
ち
（
子
ど
も
の
廻
り
打
ち
）
の
起
源
が
あ
る
程
度
わ
か
れ
ば
、
こ
の
地

域
の
獅
子
舞
の
系
譜
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
調
査
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
も
の
は
、
地
域
で
の
聞
き
取
り
と
と
も
に

近
世
の
庄
屋
や
神
職
の
日
記
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
地
域
の
祭
礼
・
年

中
行
事
の
様
子
が
か
な
り
記
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
不
明

点
を
探
る
た
め
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
資
料
調
査
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
報
告
を
作
成
に
す
る
に
際
し
、
福
岡
県
内
外
の

市
町
村
及
び
、
北
九
州
市
内
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
九
州
市
中
央
図
書
館
の
奉
仕

課
に
多
く
の
資
料
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
行
事
が
中
止
さ
れ
る
中
、
南
郁
夫
氏
（
小
郡
市
）
に
は
、
長
年

に
わ
た
り
収
録
さ
れ
た
多
く
の
獅
子
舞
の
映
像
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
長
谷
川
　
清
之
）
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第
三
節
　
詳
細
調
査

一
　
玉た
ま
と
り
さ
い

取
祭

【
テ
ー
マ
】
二
一
「
玉
せ
せ
り
」

【
別
名
】
玉
せ
せ
り

【
地
域
の
概
要
】

　
神
功
皇
后
の
胞
衣
を
筥
に
入
れ
て
埋
め
、
そ
の
場
に
印
と
し
て
松
を
植
え
た
こ

と
か
ら
、「
筥は
こ
ざ
き崎

」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
筥
崎
宮
は
、
旧
官
幣
大
社
、
神
社
本
庁

別
表
社
。
祭
神
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
玉
依
姫
命
。
筑
前
国
穂ほ

波な
み

郡
大だ

い

分ぶ

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

の
頓
宮
で
あ
っ
た
が
、
延
長
元
年
（
九
二
三
）
に
遷
座
し
て
現
在
地
と
な
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
伝
承
場
所
】　

　
福
岡
市
東
区
箱
崎
一
―
二
二
―
一
　
筥
崎
宮

　
福
岡
市
東
区
箱
崎
一
―
二
七
―
一
五
　
境
外
末
社
玉
取
恵
比
須
神
社

【
実
施
時
期
】　
毎
年
一
月
三
日

【
伝
承
組
織
】

　
筥
崎
宮
氏
子
二
五
〇
～
三
〇
〇
人
が
参
加
。

　
箱は
こ
ざ
き崎
、
筥は
こ
ま
つ松
、
馬ま
い
だ
し出
、
千ち

よ代
、
吉よ
し
づ
か塚
、
東
吉
塚
の
氏
子
地
域
の
う
ち
、
か
つ
て

の
箱
崎
村
、
馬
出
村
に
あ
た
る
箱
崎
、
筥
松
、
馬
出
の
青
壮
年
で
行
う
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
起
源
は
不
詳
。
室
町
時
代
に
始
ま
っ
た
と
い
う
。『
福
岡
県
神
社
誌
』
上
巻
に

記
さ
れ
る
社
伝
に
、
玉
を
競せ

る
由
縁
が
記
さ
れ
る
。

　
　
　
正
月
三
日
筥
崎
宮
の
拝
殿
に
於
て
、
神
職
が
石
に
て
作
れ
る
さ
さ
や
か
な

　
　
る
玉
を
捧
げ
て
持
て
る
を
人
々
寄
集
ひ
て
戴
き
た
る
と
か
や
。
さ
る
を
誰
い

　
　
ふ
と
な
く
彼
の
玉
を
戴
け
ば
、
そ
の
年
の
悪
事
災
難
を
遁
れ
運
強
く
い
と
め

　
　
で
た
し
な
ど
い
ひ
て
、
年
々
に
集
り
く
る
人
数
殖
え
、
果
て
は
社
前
に
備
へ

　
　
た
る
を
参
詣
の
人
々
に
授
け
ん
と
す
る
を
、
我
先
に
戴
か
ん
と
押
合
ひ
揉
み

　
　
合
ふ
内
に
、
神
職
の
持
て
る
玉
落
ち
け
れ
ば
、
各
々
一
時
に
之
を
拾
は
ん
と

　
　
競
ひ
け
る
。
さ
れ
ど
衣
服
を
着
た
る
儘
に
て
は
進
退
自
由
な
ら
ざ
れ
ば
、
裸

　
　
体
に
な
り
て
競
ひ
取
合
ひ
し
よ
り
起
り
し

と
あ
る
。「
官
幣
中
社
筥
崎
宮
御
由
緒
調
書
」（
一
九
〇
三
年
）
に
、「
神
功
皇
后

異
国
退
治
の
時
干
珠
満
珠
を
以
て
平
く
其
表
示
也
と
云
う
」
と
と
も
に
記
さ
れ
る
。

　
玉
そ
の
も
の
の
由
来
に
は
諸
説
あ
る
。
神
功
皇
后
の
新
羅
の
役
の
時
に
、
龍
神

が
捧
げ
た
満
珠
干
珠
に
あ
や
か
る
と
い
う
説
の
ほ
か
、『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』

上
巻
巻
之
五
州
崎
町
上
の
項
に
は
、

　
　
　
原
田
門
種
明
應
三
年
甲
寅
正
月
元
日
卯
刻
。
箱
崎
宮
へ
参
詣
致
。
潮
井
濱

　
　
へ
打
出
な
か
め
し
処
に
。
不
思
議
な
る
光
明
か
く
か
く
と
し
て
海
上
よ
り
浮

　
　
き
來
る
を
暫
く
相
待
居
申
候
処
。
無
程
御
玉
一
對
寄
セ
來
ル
ヲ
拾
取
宿
所
ニ

　
　
帰
り
暫
ク
留
置
候
処
。
様
々
之
事
有
之
候
間
、
其
後
明
應
八
年
未
年
箱
崎
宮

　
　
へ
神
納
仕
候
事

　
　
　
女
玉
櫛
田
宮
納
仕
候
事

と
あ
る
。
明
応
三
（
一
四
九
四
）
年
、
原
田
門
種
は
箱
崎
の
お
潮
井
浜
で
、
沖
の

方
に
光
輝
き
浮
遊
し
て
い
る
二
顆
の
玉
を
み
つ
け
て
拾
っ
た
。
不
思
議
な
こ
と
が

続
い
た
た
め
、
同
八
（
一
四
九
九
）
年
に
一
顆
を
筥
崎
宮
、
今
一
顆
を
櫛
田
宮
に

納
め
た
と
い
う
。
呼
子
屋
平
子
巳
之
助
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
海
か
ら

流
れ
て
き
た
玉
を
得
た
話
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
い
玉
の
由
来
は
、『
博

多
記
』
の
松
囃
子
の
項
に
あ
る
、

　
　
　
博
多
洲
崎
町
に
七
軒
の
問
屋
有
、
諸
国
よ
り
商
売
船
来
し
に
或
時
呼
子
浦

　
　
の
商
船
来
り
し
か
、
海
上
に
て
木
の
玉
二
ツ
流
る
る
有
、
是
を
取
来
り
七
軒

　
　
の
問
屋
に
遺
す
、
問
屋
中
相
は
か
り
て
俗
家
ニ
置
へ
き
物
に
あ
ら
す
と
て
、

　
　
一
ツ
を
箱
崎
八
幡
宮
に
奉
納
し
、
一
ツ
を
神
屋
宗
湛
に
送
り
に
け
る
、
宗
湛

　
　
受
取
候
に
其
夜
内
鳴
動
し
光
物
有
、
宗
湛
驚
て
翌
日
問
屋
中
を
呼
て
是
を
返

　
　
す
、
問
屋
中
社
人
を
招
き
て
玉
を
恵
比
須
社
に
納
む
、（
中
略
）
右
二
つ
の

　
　
玉
一
ツ
ハ
箱
崎
宮
に
納
毎
年
正
月
三
日
玉
取
り
の
神
事
有
り
、
今
一
ツ
博
多

　
　
に
御
座
候
玉
ハ
七
軒
の
問
屋
一
年
替
り
に
預
り
居
申
候
、
是
も
正
月
三
日
玉
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取
の
祭
い
た
し
玉
を
問
屋
毎
年
請
取
渡
し
に
餅
の
不
入
雑
煮
具
ハ
博
多
雑
煮

　
　
品
々
又
山
の
芋
の
大
き
な
る
を
塩
煮
し
て
上
に
亀
の
足
の
こ
と
く
竹
串
を
長

　
　
一
尺
二
寸
に
し
て
赤
紙
に
て
巻
上
に
し
へ
付
申
候
七
本
立
る
也
、
御
酒
を
右

　
　
ノ
玉
に
備
へ
申
候
、
又
キ
チ
ヤ
ウ
申
ハ
木
に
て
鍬
の
如
く
拵
長
サ
三
尺
六
寸

　
　
に
し
て
二
本
両
人
持
候
て
玉
渡
し
受
取
申
候
他
よ
り
人
を
入
不
申
候
、
問
屋

　
　
計
勤
来
候

と
詳
し
い
。
こ
れ
は
、鶴
田
自
反
の
記
述
だ
が
、『
鶴
田
家
伝
記
』
を
引
用
し
た
『
重

複
　
筥
崎
社
艦
』
に
、「
延
享
四
年
、（
中
略
）
一
木
、
山
口
両
家
出
仕
し
、
既
に

し
て
博
多
の
七
問
屋
、
及
鶴
田
自
反
、
石
村
某
、
鶴
田
小
左
衛
門
等
胥
謀
り
て
櫛

田
神
社
に
納
め
し
珠
を
転
し
て
、
筥
崎
宮
へ
相
納
む
、
依
て
福
田
屋
よ
り
別
に
新

珠
を
造
り
て
櫛
田
神
社
に
納
む
」
と
あ
る
。
合
わ
せ
て
玉
取
恵
比
須
神
社
の
昭
和

一
三
（
一
九
三
八
）
年
建
立
の
鳥
居
が
、「
鶴
田
家
中
興
の
祖
七
右
衛
門
自
反
建
立
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
由
来
譚
に
深
く
関
与
す
る
も
の
と
『
福
岡
市
史
』
民
俗
編

一
に
詳
細
が
記
さ
れ
る
。

　「
せ
せ
り
」
と
は
、
繰
り
返
し
触
れ
る
、
も
て
あ
そ
ぶ
と
い
う
意
で
、
競
い
合
っ

て
触
り
あ
う
こ
と
で
あ
る
。「
競せ

り
子こ

」
と
は
、
祭
り
に
参
加
し
て
玉
を
競
る
者

の
こ
と
で
あ
る
。

　
年
占
の
要
素
が
あ
る
。
最
後
に
玉
に
触
れ
た
者
が
浜
方
な
ら
ば
豊
漁
、
陸お
か

方
な

ら
ば
豊
作
と
い
い
、
一
年
の
吉
凶
を
占
う
役
目
も
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
は
陸
側
の

勝
利
で
、
豊
作
と
で
た
。
ま
た
玉
に
触
れ
る
と
悪
事
災
難
を
逃
れ
、
幸
運
を
授
か

る
と
い
い
、
皆
一
度
は
触
れ
た
い
と
競
っ
て
競せ
せ

っ
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

玉
洗
い
式

　
一
三
時
、
筥
崎
宮
境
内
絵
馬
殿
前
に
て
神
事
の
後
、
二
つ
の
玉
を
洗
い
清
め
る

「
玉
洗
い
式
」
で
あ
る
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
よ
り
絵
馬
殿
内
に
新
た
に
台

を
設
置
し
て
行
う
よ
う
に
な
り
、
以
前
の
台
は
使
わ
な
く
な
っ
た
。
玉
は
木
製
で

二
つ
、
陽よ
う
の
た
ま玉（

雄お

玉だ
ま

）
は
直
径
二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

陰い
ん
の
た
ま

玉
（
雌め

玉だ
ま

）
は
直
径
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

神
事
に
先
立
ち
、
一
五
年
ほ
ど
前
か
ら
箱
崎
、
筥
松
、
馬
出
、
吉
塚
の
消
防
団
が

一
緒
に
な
っ
て
、
太
鼓
を
叩
い
て
纏ま

と
いを
振
っ
た
。

　
前
日
よ
り
設
置
さ
れ
た
祓
所
は
、
四
隅
に
齋い
み
だ
け竹
（
葉
が
つ
い
た
竹
）
を
立
て
、

注
連
縄
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
西
向
き
に
造
ら
れ
て
い
る
。
正
面
に
は
、
紙
垂
、
ウ

ラ
ジ
ロ
、
ユ
ズ
リ
ハ
を
つ
け
た
注
連
縄
が
張
ら
れ
た
玉ぎ
ょ
く
ひ
つ櫃の

上
の
八
足
台
に
、
祭

場
に
向
か
っ
て
右
に
陽
玉
、
左
に
陰
玉
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
神
酒
、
ス
ル
メ
、

コ
ン
ブ
の
他
、
藁
の
タ
ワ
シ
一
二
本
（
閏
年
は
一
三
本
）、
菜
種
油
三
合
三
勺
と

半
紙
が
並
ぶ
。
向
か
っ
て
右
横
に
は
、
脚
つ
き
盥た
ら
い、

湯
と
水
が
入
っ
た
手
桶
に
も

同
じ
よ
う
に
紙
垂
、
ウ
ラ
ジ
ロ
、
ユ
ズ
リ
ハ
を
つ
け
た
注
連
縄
が
張
ら
れ
て
い
る
。

　
玉
を
洗
う
役
は
、
代
々
神
事
に
ご
奉
仕
さ
れ
る
家
柄
の
一
木
家
・
山
口
家
が
直

垂
姿
で
行
う
。
但
し
、
山
口
家
は
昭
和
末
に
途
絶
え
、
現
在
は
神
職
が
代
わ
り
を

務
め
て
い
る
。
修
祓
後
に
、
一
木
家
・
山
口
家
が
神
酒
を
玉
に
注
ぎ
か
け
、
神
職

か
ら
神
酒
を
受
け
る
。
参
列
者
が
神
酒
を
受
け
終
わ
る
と
、
玉
洗
い
と
な
る
。
ま

ず
盥
に
手
桶
の
湯
を
取
り
、
柄
杓
で
水
を
注
い
で
湯
の
温
度
を
調
整
す
る
。
そ
の

盥
に
二
家
に
よ
っ
て
陽
玉
を
入
れ
て
一
二
本
の
藁
の
タ
ワ
シ
で
洗
い
、
菜
種
油
を

玉
に
注
ぐ
。
半
紙
で
玉
全
体
に
延
ば
し
て
塗
り
つ
け
て
拭
き
上
げ
る
（
写
真
一
）。

陰
玉
も
同
様
の
手
順
で
あ
る
。
拭
き
上
げ
た
紙
が
皮
膚
病
、
か
さ
、
吹
き
出
物
に

効
く
と
い
い
、
か
つ
て
は
奪
い
合
っ
て
い
た
。

玉
取
恵
比
須
神
社

　
終
わ
れ
ば
両
玉
は
玉
櫃
に
納
め
ら
れ
、
東

側
に
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
境
外
末
社

玉
取
恵
比
須
神
社
に
、「
宰
領
」
に
よ
っ
て

隊
列
を
組
ん
で
運
ば
れ
る
。
宰
領
は
、
氏
子

で
世
話
係
の
内
、
若
手
の
四
〇
代
の
者
で
、

白
丁
を
着
る
。
他
に
神
職
二
名
、
玉
取
恵
比

須
神
社
の
総
代
一
〇
人
弱
、
筥
崎
宮
の
祭

典
員
（
多
く
は
玉
取
恵
比
須
神
社
と
兼
任
）

一
〇
～
二
〇
人
で
、そ
の
ま
ま
神
事
に
臨
む
。

神
社
に
は
福
笹
が
二
五
〇
～
三
〇
〇
本
用
意

さ
れ
て
い
る
。
玉
取
恵
比
須
神
社
で
は
、
玉

写
真
一
　
玉
洗
い
式
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洗
い
式
が
始
ま
る
前
か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
初
穂
料
を
納
め
、
お
札
と
福

笹
を
頂
い
て
い
た
。
ま
た
近
く
の
病
院
の
駐
車
場
に
て
、奉
賛
会
に
よ
っ
て「
福
汁
」

が
出
さ
れ
て
い
た
。「
福
汁
」
は
そ
の
年
に
よ
っ
て
、
う
ど
ん
や
豚
汁
と
メ
ニ
ュ
ー

が
変
わ
る
。
二
〇
〇
～
二
五
〇
食
を
用
意
す
る
。

　
神
社
に
到
着
し
た
後
、
玉
櫃
か
ら
両
玉
を
出
し
て
神
前
に
供
え
神
事
を
行
う
。

終
了
後
、
陽
玉
の
み
神
職
に
よ
っ
て
下
げ
ら
れ
、
世
話
人
の
総
代
か
ら
競
り
子
の

子
ど
も
達
へ
渡
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
、
ま
ず
乳
児
に
玉
に
触
ら
せ
て
い
た
。
今
で

も
で
き
る
だ
け
多
く
の
子
ど
も
に
玉
に
触
っ
て
も
ら
う
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
陽
玉

だ
け
を
競
っ
て
い
く
。
一
方
、
宰
領
に
よ
っ
て
陰
玉
は
武
内
通
り
か
ら
東
門
を
通

り
境
内
に
入
っ
て
、
筥
崎
宮
本
殿
で
陽
玉
の
到
着
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

子
ど
も
に
よ
る
玉
せ
せ
り

　
大
人
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
、
子
ど
も
達
が
玉
を
競
っ
て
い
く
。
上
半
身
は
裸

で
、
締
め
込
み
姿
で
肩
車
の
形
で
上
に
乗
り
、
後
ろ
か
ら
二
人
で
支
え
る
。「
オ

イ
サ
ー
、
オ
イ
サ
ー
」
や
「
オ
ッ
シ
ョ
イ
、
オ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
掛
け
声
で
、
一
の

鳥
居
の
近
く
ま
で
を
進
む
。
沿
道
の
町
内
の
人
か
ら
、「
力
水
」（
も
し
く
は
「
き

お
い
水
」と
い
う
）が
競
り
子
に
か
け
ら
れ
る
。
水
色
の
た
す
き
を
か
け
た
大
人
が
、

責
任
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
、
全
体
の
動
き
を
調
整
す
る
（
写
真
二
）。

大
人
に
よ
る
玉
せ
せ
り

　
そ
し
て
、
今
度
は
大
人
が
玉
を
競
る
。
一
端

宰
領
に
玉
は
渡
さ
れ
、
改
め
て
大
人
の
競
り
子

に
渡
す
。
上
半
身
は
裸
で
、
締
め
込
み
姿
で
あ

る
。
子
ど
も
の
場
合
と
同
様
に
、
肩
車
の
形
で

上
に
乗
り
、
後
ろ
か
ら
二
人
で
支
え
る
。
消
防

に
よ
っ
て
競
り
子
に
、「
力
水
」
を
か
け
て
い

く
。
子
ど
も
の
時
と
同
様
に
「
オ
イ
サ
ー
、
オ

イ
サ
ー
」
や
「
オ
ッ
シ
ョ
イ
、
オ
ッ
シ
ョ
イ
」

の
掛
け
声
で
競
っ
て
い
き
、
楼
門
で
待
つ
神
職

に
渡
す
ま
で
運
ん
で
い
く
（
巻
頭
図
版
）。
楼

門
前
に
い
る
四
、五
人
が
次
々
に
玉
を
渡
し
て
い

く
が
、
玉
を
持
つ
度
に
「
バ
ン
ザ
イ
」
の
声
が

競
り
子
全
員
か
ら
あ
が
る
。
そ
し
て
玉
は
神
職

に
渡
さ
れ
る
（
写
真
三
）。
続
い
て
「
博
多
祝
い

め
で
た
」
を
歌
い
、
手
一
本
で
締
め
る
。
最
後

に
神
職
の
手
に
渡
し
た
者
は「
幸
運
者
」と
さ
れ
、

宮
司
か
ら
「
玉
せ
せ
り
　
幸
運
者
」
と
書
か
れ

た
色
紙
が
贈
ら
れ
る
。 

　
昔
は
縁
起
が
い
い
か
ら
と
、
コ
ー
ス
を
外
れ

て
、
競
り
子
の
町
内
に
玉
が
運
ば
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

玉
納
め
の
儀
式

　
玉
を
楼
門
の
神
職
に
納
め
た
後
、
玉
納
め
の
儀
式
と
な
る
。
楼
門
と
拝
殿
間
に

一
〇
人
ほ
ど
の
白
衣
白
袴
の
祭
典
員
が
並
び
、
陽
玉
を
「
オ
イ
サ
、
オ
イ
サ
」
と

言
い
な
が
ら
順
番
に
受
け
渡
し
て
神
職
に
届
け
る
。
さ
ら
に
数
人
の
神
職
を
経
て
、

最
後
は
宮
司
に
よ
っ
て
神
前
に
納
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
陰
陽
の
両
玉
が
揃
い
、
神

事
を
行
い
終
了
と
な
る
。
そ
の
後
、
玉
取
恵
比
須
神
社
近
く
の
病
院
の
駐
車
場
に

て
、
奉
賛
会
の
人
達
の
直
会
と
な
る
。

　
競
り
子
達
は
、
境
内
の
一
角
の
「
湯
殿
」
の
桧
造
り
の
風
呂
で
冷
え
た
体
を
温

め
る
。
昔
は
、
筥
崎
宮
前
の
筥
松
湯
を
借
り
て
い
た
。
ま
た
玉
せ
せ
り
に
使
っ
た

六
尺
の
下
帯
は
、
安
産
の
腹
帯
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
。

【
類
似
の
行
事
】　

　
玉
せ
せ
り
は
筥
崎
宮
が
有
名
だ
が
、
そ
の
他
福
岡
市
西
区
姪め
い
の
は
ま

浜
の
姪
浜
住す

み
よ
し吉

神

社
、
福ふ
く

津つ

市
西に
し

福ふ
く

間ま

の
宮み
や

地じ

嶽た
け

神
社
、
福
岡
市
中
央
区
伊い

崎ざ
き

の
恵
比
須
神
社
、
粕か
す

屋や

郡
新し

ん
ぐ
う宮

町
の
恵
比
須
堂
、
福
岡
市
東
区
志し

賀か
の

島し
ま

弘ひ
ろ

な
ど
と
各
所
で
行
わ
れ
る
。

　
代
表
的
な
も
の
を
述
べ
る
。
ま
ず
姪
浜
住
吉
神
社
の
玉
競
祭
で
あ
る
。
毎
年
一

月
三
日
一
三
時
か
ら
斎
行
。
姪
浜
住
吉
神
社
で
神
事
終
了
後
、
隊
列
を
為
し
て
海

辺
の
事こ
と
し
ろ代

神
社
を
目
指
す
。
締
め
込
み
姿
の
漁
業
協
同
組
合
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ

写
真
三
　
大
人
の
玉
せ
せ
り

写
真
二
　
子
ど
も
の
玉
せ
せ
り
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る
。
玉
は
一
つ
で
、
木
製
の
直
径
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
一

部
欠
損
し
て
い
る
。
三
方
に
載
せ
て
運
ば
れ
る
。
到
着
後
神
事
を
行
い
、
波
打
ち

際
の
海
水
で
玉
を
洗
い
清
め
る
。
そ
の
後
再
び
三
方
に
載
せ
、
来
た
時
と
同
じ
よ

う
に
隊
列
を
為
し
、
姪
浜
住
吉
神
社
に
向
か
う
。
そ
の
途
中
、
か
つ
て
事
代
神
社

が
祀
ら
れ
て
い
た
付
近
か
ら
玉
を
競
り
だ
す
。
グ
ル
ー
プ
等
は
無
く
、
各
個
人
が

縁
起
の
良
い
玉
に
触
ろ
う
と
競
り
合
っ
て
い
く
。
玉
に
触
れ
れ
ば
無
病
息
災
と
い

う
。
沿
道
か
ら
の
き
お
い
水
を
浴
び
な
が
ら
、「
オ
イ
サ
、
オ
イ
サ
」
の
掛
け
声

と
と
も
に
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
並
み
を
進
ん
で
行
く
。
姪
浜
住
吉
神
社
拝
殿

前
に
は
壇
が
設
け
ら
れ
る
。
神
社
に
戻
る
と
、
壇
の
前
で
も
激
し
く
競
ら
れ
た
後
、

待
ち
構
え
た
壇
上
の
者
が
玉
を
受
け
取
り
、
玉
を
神
前
に
納
め
た
。「
博
多
祝
い

め
で
た
」
を
歌
い
、
万
歳
三
唱
で
終
わ
る
。

　
尚
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
以
降
、
神
事
や
海
水
に
よ
る
清
め
は
変
わ
り
な

く
行
わ
れ
る
が
、
玉
を
競
る
こ
と
は
な
く
、
三
方
に
載
せ
て
姪
浜
住
吉
神
社
ま
で
、

一
人
が
静
か
に
運
ん
で
い
る
。
締
め
込
み
で
は
な
く
、
私
服
の
上
に
「
日
本
水
難

救
済
会
」
の
名
が
入
っ
た
法
被
を
着
て
い
た
。

　
福
岡
市
中
央
区
伊
崎
の
十
日
恵
比
須
神
社
で
は
、
毎
年
一
月
一
〇
日
一
〇
時
か

ら
行
わ
れ
る
。
鳥
飼
八
幡
宮
の
兼
務
社
で
、
伊
崎
か
ら
福ふ

く
は
ま浜

に
移
転
し
た
漁
師
の

守
り
神
の
神
社
で
あ
る
。
陰
陽
の
二
玉
が
あ
る
が
、
直
径
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
木
製
の
陽
珠
だ
け
を
競
る
。
現
在
の
玉
は
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
の
製

作
で
あ
る
。

　
約
一
〇
分
の
神
事
終
了
後
、
ま
ず
世
話
人
で
あ
る
漁
業
組
合
伊
崎
支
所
運
営
委

員
会
会
長
が
玉
に
御
神
酒
を
か
け
て
か
ら
、
参
道
に
投
げ
て
転
が
す
。
そ
れ
を
大

人
が
拾
い
上
げ
て
玉
を
右
肩
に
載
せ
、
町
内
の
公
民
館
、
小
学
校
、
保
育
園
な
ど

を
廻
っ
た
後
、
各
家
を
廻
っ
て
駆
け
巡
る
。
漁
師
が
中
心
で
、
子
ど
も
達
も
つ
い

て
行
く
。
い
ず
れ
も
締
め
込
み
姿
で
、「
オ
イ
サ
ー
、
オ
イ
サ
ー
」
の
掛
け
声
を

か
け
る
。
基
本
的
に
は
大
人
が
行
い
、
所
々
で
子
ど
も
達
に
玉
を
持
た
せ
て
い
た
。

小
学
校
な
ど
で
は
、
玄
関
で
玉
に
御
神
酒
を
か
け
て
、
そ
の
場
で
玉
を
突
き
当
て

る
。
各
家
で
は
、
玉
を
神
棚
に
突
き
当
て
て
御
神
酒
を
注
ぎ
か
け
る
。
菓
子
や
御

酒
の
接
待
が
用
意
さ
れ
て
い
る
家
も
あ
る
。
留
守
宅
に
は
、
玄
関
の
戸
に
玉
を
突

き
当
て
る
。
ひ
と
通
り
家
を
廻
っ
た
後
、
漁
業
組
合
事
務
所
に
行
き
、
同
様
に
玉

を
突
き
当
て
て
「
博
多
祝
い
め
で
た
」
を
歌
う
。

い
ず
れ
も
一
番
だ
け
で
、
会
長
の
自
宅
と
漁
業

組
合
事
務
所
だ
け
で
歌
う
。
そ
の
後
浜
に
行
っ

て
玉
を
海
に
投
げ
込
み
、
大
人
が
玉
を
競
る
。

そ
の
後
神
社
ま
で
戻
り
、
玉
を
納
め
、「
博
多

祝
い
め
で
た
」
を
歌
い
、
万
歳
三
唱
を
し
て
終

わ
り
と
な
る
。

　
商
売
繁
盛
を
祈
願
し
て
希
望
さ
れ
る
町
内
の

家
を
す
べ
て
廻
る
。
か
つ
て
は
、
大
名
や
唐

人
町
ま
で
廻
っ
て
い
た
。
ま
た
子
ど
も
が
五
、

六
〇
人
い
た
頃
は
子
ど
も
用
の
玉
が
あ
り
、
大

人
で
は
な
く
子
ど
も
達
が
玉
を
競
っ
て
い
た
。

　
福
岡
市
東
区
志
賀
島
の
弘
で
も
、
同
様
に

家
々
を
廻
る
。「
玉
遣や

れ
」
と
い
い
、
元
は
十
日
え
び
す
の
行
事
で
一
〇
日
だ
っ

た
が
、
昭
和
五
五
年
頃
か
ら
一
月
三
日
に
な
っ
た
。「
六
尺
べ
こ
」
と
よ
ば
れ
る

褌
を
締
め
た
小
中
学
生
が
行
う
。
木
製
の
玉
を
地
区
の
恵
比
須
神
社
の
前
に
供
え

て
、
九
時
か
ら
神
事
を
行
う
。
海
か
ら
お
潮
井
で
あ
る
砂
を
取
っ
て
来
て
、
玉
の

前
に
供
え
、
玉
を
御
神
酒
で
清
め
る
。
か
つ
て
は
海
水
で
清
め
た
。
そ
の
玉
を
持

ち
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」（
一
時
期
「
玉
遣
れ
、
玉
遣
れ
」）
の
掛
け

声
と
共
に
各
家
を
廻
る
（
写
真
四
）。
玉
が
来
る
と
、
家
の
神
棚
に
持
っ
て
行
き
、

捧
げ
拝
む
。
誤
っ
て
玉
を
落
と
し
て
し
ま
う
と
、
海
の
水
で
清
め
た
と
い
う
。

　
博
多
部
で
は
、
今
で
は
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
川
端
町
、
西
町
、
上
・
中

市
小
路
、片
土
居
町
、大
浜
な
ど
の
多
く
の
地
域
で
行
っ
て
い
た
。
片
土
居
町
で
は
、

四
、五
歳
か
ら
一
二
、三
歳
の
子
ど
も
が
町
内
を
廻
っ
た
と
い
う
。

　
各
地
の
玉
せ
せ
り
は
、
恵
比
須
信
仰
の
現
れ
と
い
う
。
筥
崎
宮
の
よ
う
に
二
手

に
分
か
れ
て
競
る
も
の
、
も
う
ひ
と
つ
は
各
家
を
訪
れ
る
も
の
と
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
大
人
が
競
る
と
こ
ろ
と
子
ど
も
が
競
る
と
こ
ろ
、
そ
の
両
方

の
と
こ
ろ
と
あ
る
。
ま
た
催
行
日
も
恵
比
須
信
仰
で
一
月
一
〇
日
だ
っ
た
が
、
筥

崎
宮
の
影
響
で
、
一
月
三
日
に
行
う
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

（
𠮷𠮷
𠮷
　
扶
希
子
）

写
真
四
　
弘
の
玉
遣
れ
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二
　
ホ
ン
ゲ
ン
ギ
ョ
ウ

【
テ
ー
マ
】
一
「
大
火
」

【
地
域
の
概
要
】

　
宇
美
町
は
福
岡
県
の
北
部
中
央
に
、
背
骨
の
よ
う
に
連
な
る
三さ
ん
ぐ
ん郡

山
地
の
西
、

福
岡
県
糟
屋
郡
の
最
南
部
に
位
置
す
る
。
面
積
は
三
〇･

二
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
北
は
須
恵
町
・
志し

免め

町ま
ち

、
東
は
飯い

い

塚づ
か

市し

、
南
は
筑ち

く

紫し

野の

市し

・
太だ

宰ざ
い

府ふ

市し

、
西

は
大お
お

野の

城じ
ょ
う

市し

に
接
す
る
。
明
治
の
初
め
頃
、
障

し
ょ
う

子じ

岳だ
け

村む
ら

は
宇
美
村
に
合
併
、
明

治
二
二
（
一
八
九
九
）
年
、
宇
美
・
四し

王お
う

寺じ

・
炭す
み
や
き焼
・
井い

の野
の
四
箇
村
が
合
併
し

宇
美
村
が
誕
生
、大
正
九（
一
九
二
〇
）年
に
は
糟
屋
郡
で
最
初
に
町
制
施
行
し
た
。

　
町
の
東
側
に
は
、
砥と

石い
し

山や
ま

か
ら
三
郡
山
、
頭と

っ

巾き
ん

山さ
ん

、
仏ぶ

っ
ち
ょ
う
さ
ん

頂
山
へ
と
九
〇
〇
メ
ー

ト
ル
級
の
三
郡
山
系
の
山
々
が
屏
風
を
立
て
た
よ
う
に
そ
ば
だ
ち
、
西
に
は
四
王

寺
山
・
乙お
と
が
な
や
ま

金
山
・
井
野
山
な
ど
の
低
山
が
連
な
っ
て
い
る
。

　
三
郡
山
を
源
と
す
る
宇
美
川
は
、
河ご
う

原ら

谷だ
に

よ
り
流
れ
出
る
仲な

か
や
ま
が
わ

山
川
、
西
の
四
王

寺
山
か
ら
内
野
谷
を
流
れ
下
る
内う
ち

野の

川が
わ

、
井
野
川
の
流
を
集
め
、
志
免
町
と
の
境

界
で
合
流
し
て
、
や
が
て
多た

た々

良ら

川が
わ

に
流
入
す
る
。
そ
れ
ら
の
川
が
潤
す
豊
か
な

平
野
の
中
央
に
は
、
応
神
天
皇
生
誕
の
地
と
し
て
宇
美
八
幡
宮
が
鎮
座
す
る
。
宇

美
町
の
町
名
は
、
こ
の
『
記
紀
』
に
も
記
さ
れ
た
「
応
神
天
皇
の
御
生
誕
の
地
」

と
い
う
所
以
を
以
て
生
じ
た
。

　
原は
る

田だ

地
区
は
、
太
宰
府
市
と
の
隣
接
地
に
あ
る
農
村
地
帯
で
あ
る
。
元
は
炭
焼

村
の
枝
村
で
あ
る
。
本
村
は
原
田
上
で
分
家
等
の
集
落
と
し
て
原
田
下
が
で
き
た
。

さ
ら
に
両
地
区
の
間
に
町
営
住
宅
が
で
き
原
田
中
央
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に

三
菱
勝か
つ

田た

炭
鉱
が
あ
り
、
原
田
地
区
の
中
に
坑
道
が
通
り
、
積
み
出
し
口
や
坑
口

が
一
部
村
の
中
に
あ
る
が
、
原
田
村
の
人
が
そ
れ
に
従
事
し
た
こ
と
は
な
い
。
ほ

と
ん
ど
が
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、
今
で
も
農
業
に
よ
る
地
域
で
の
繋
が
り
が
深

い
。
氏
神
は
貴
船
神
社
で
、
炭
焼
村
の
貴
船
神
社
を
勧
請
し
た
も
の
と
い
う
。
原

田
上
の
戸
数
は
現
在
一
六
四
戸
だ
が
、
こ
れ
は
核
家
族
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
元
来
は
二
〇
戸
前
後
で
あ
っ
た
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
宇
美
町
原
田
上
公
民
館
広
場

【
実
施
時
期
】

　
一
月
七
日
　
七
時
～
（
元
来
六
時
か
ら
で
あ
る
が
、
近
年
老
齢
化
に
よ
り
変
更
）

【
伝
承
組
織
】
原
田
上
自
治
会

【
由
来
・
伝
承
】

　
正
月
の
大
火
は
、
全
国
的
に
は
一
月
一
五
日
の
小
正
月
を
中
心
に
行
わ
れ
る
、

ど
ん
ど
焼
き
或
い
は
サ
ギ
ッ
チ
ョ
（
左
義
長
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
九

州
地
方
で
は
全
域
で
、
正
月
七
日
に
火
焚
き
行
事
を
行
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
九
州

南
部
で
は
「
鬼
火
焚
き
」、
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
で
は
、「
ホ
ッ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
」「
ホ

ウ
ゲ
ン
ギ
ョ
ウ
」「
ホ
ン
ゲ
ン
ギ
ョ
ウ
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
一
月
七
日
早
朝
に
行

わ
れ
る
。

　
呼
称
の
由
来
は
「
法
華
の
行
」
あ
る
い
は
「
奉
献
行
」
だ
と
す
る
説
が
あ
り
、

九
州
全
体
に
亘
っ
て
、
修
正
会
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
る 

。
宇
美
町
近
辺
で

は
、
太
宰
府
天
満
宮
で
一
月
七
日
夜
に
行
わ
れ
る
「
鬼
す
べ
」
の
源
流
が
、
修
正

会
の
満
願
に
行
わ
れ
る
「
鬼
行
い
」
で
あ
る
こ
と
か
ら 

、
か
つ
て
の
安
楽
寺
領
荘

園
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
て
い
る 

。

　
古
く
は
各
家
の
カ
ド
で
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
昭
和
期
に
は
集
落
の
組

合
ご
と
に
、
子
ど
も
組
で
竹
や
葛
を
伐
り
、
田
ん
ぼ
や
河
原
に
ヤ
グ
ラ
を
立
て
、

火
を
つ
け
、
書
き
初
め
や
正
月
飾
り
を
燃
や
し
た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
ホ
ン
ゲ

ン
ギ
ョ
ウ
は
一
時
廃
れ
た
が
、
近
年
は
参
加
し
や
す
い
日
時
が
工
夫
さ
れ
、
土
曜

日
や
日
曜
日
の
昼
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
子
ど
も
会
の
行
事
と
し
て
復
活
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
な
お
、
小
正
月
の
ど
ん
ど
焼
き
と
混
同
さ
れ
、
呼
称
も
本
来
ホ

ン
ゲ
ン
ギ
ョ
ウ
で
あ
る
は
ず
の
も
の
が
、
ど
ん
ど
焼
き
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
区
も

あ
る
。
し
か
し
、一
四
日
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、こ
れ
ら
は
元
か
ら
「
ど

ん
ど
焼
き
」
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
本
項
で
は
、
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
宇
美
町
原
田
上
の
事
例
を
中
心
に
述
べ
る
。
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【
実
施
内
容
】

ヤ
グ
ラ
の
製
作

①
暮
れ
の
内
に
山
で
先
端
が
二
股
に
な
る
よ
う
な
樫
の
木
を
切
り
出
し
、
葛
を
採

　
り
柔
ら
か
く
す
る
た
め
に
川
に
つ
け
て
お
く
。

②
年
が
明
け
三
日
の
午
後
、
枕
木
の
上
に
青
竹
を
並
べ
、
そ
の
上
に
心
棒
・
笹
竹
・

　
枯
れ
竹
・
藁
を
置
い
て
、
青
竹
で
巻
き
、
チ
ェ
ー
ン
で
締
め
ワ
イ
ヤ
ー
で
縛
る
。

　
円
筒
形
に
な
っ
た
ら
葛
で
ナ
ナ
ト
コ
ハ
ン
（
七
箇
所
半
）
縛
り
、
一
番
上
に
笹

　
竹
を
立
て
、
注
連
飾
り
を
と
り
つ
け
る
。
　

③
樫
の
木
で
作
っ
た
刺
叉
で
起
こ
し
、
そ
れ
を
つ
っ
か
い
棒
と
し
て
ヤ
グ
ラ
を

　
立
っ
た
状
態
に
固
定
す
る
。

④
集
落
の
人
は
注
連
飾
り
、
古
い
御
札
な
ど
を
持
っ
て
き
て
ヤ
グ
ラ
に
挟
む
。

着
火

①
根
元
に
藁
を
置
き
、
こ
こ
に
灯
油
を
ま
い
て
火
を
つ
け
る
（
写
真
一
）。

②
昔
は
書
き
初
め
を
入
れ
、
煙
が
高
く
上
る
ほ
ど
書
が
上
達
す
る
と
言
わ
れ
た

　
が
、
今
は
書
き
初
め
を
す
る
子
も
な
く
、
子
ど
も
の
参
加
は
数
人
程
度
で
あ
る
。

③
着
火
す
る
と
一
〇
分
ほ
ど
で
燃
え
て
し
ま
う
の
で
、
今
度
は
崩
し
た
燠
に
網
を

　
置
き
、
昆
布
・
ス
ル
メ
や
目
刺
し
を
焼
い
て
食
べ
、
御
神
酒
を
頂
き
、
あ
と
は

　
か
っ
ぽ
酒
に
し
て
飲
む
。
ま
た
、
家
か
ら
持
っ
て
き
た
鏡
餅
に
焦
げ
目
を
つ
け
、

　
持
ち
帰
り
、
七
草
汁
に
入

　
れ
て
食
べ
る
。
無
病
息
災

　
の
縁
起
物
と
さ
れ
る
。

　
極
楽
寺
で
は
餅
を
焼
い

て
、　
そ
の
場
で
食
べ
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
宇
美
町
ま
ち
づ
く
り
課
に

よ
る
平
成
三
〇（
二
〇
一
八
）

年
の
調
査
に
よ
る
と
、
宇
美

町
内
で
は
、
宇
美
東
、
障
子

岳
の
本
村
・
今い
ま

屋や

敷し
き

、
原
田
下
で
は
一
月
六
日
、
障
子
岳
極
楽
寺
、
原
田
上
で
は

一
月
七
日
、
山
ノ
内
で
は
一
月
一
三
日
、
桜さ
く
ら
ば
る原、
下
宇
美
、
大
谷
、
上
河
原
で
は

一
月
一
四
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
宇
美
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
下
宇
美
の
ホ
ン
ゲ
ン
ギ
ョ
ウ
に
、
ホ
ン
ゲ
ン
ギ
ョ

ウ
を
し
て
い
な
い
地
区
が
合
同
し
、
深
町
公
園
で
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
（
写
真

二
）。
竹
馬
会
と
い
う
六
五
歳
以
上
の
人
々
の
会
の
指
導
で
、
長
い
笹
竹
を
、
十
二

支
を
し
め
す
と
い
う
一
二
本
の
真
竹
で
巻
き
、
ワ
ラ
縄
で
八
箇
所
縛
っ
た
本
体
九

メ
ー
ト
ル
、
笹
の
先
端
ま
で
入
れ
る
と
一
三
メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨
大
な
ヤ
グ
ラ
を

立
て
、
年
女
・
年
男
が
火
を
入
れ
る
。
広
場
で
は
ぜ
ん
ざ
い
や
き
な
こ
餅
が
振
る

舞
わ
れ
、
地
域
の
人
々
の
交
流
が
も
た
れ
る
。

　
比
較
的
山
手
の
農
村
地
域
で
あ
る
障
子
岳
で
は
、
三
地
区
と
も
昔
な
が
ら
に
一

月
六
日
又
は
七
日
の
六
時
か
ら
、
地
区
の
刈
り
取
っ
た
田
圃
で
行
わ
れ
る
な
ど
古

い
形
を
残
す
が
、
ほ
か
の
地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
地
域
公
民
館
の
広
場
で
行
わ
れ
、

開
始
時
間
も
八
時
、
九
時
、
一
〇
時
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
井
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
井
野
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
小
学
校
の
授
業

の
一
環
と
し
て
、
地
域
と
合
同
で
、
一
月
の
第
二
土
曜
日
九
時
よ
り
行
わ
れ
る
。

（
森
　
弘
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真
一
　
ヤ
グ
ラ
の
着
火

写
真
二
　
下
宇
美
の
ホ
ン
ゲ
ン
ギ
ョ
ウ
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三
　
鬼お
に
す
べ
・
鷽う
そ
替か

え

 【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
鬼
す
べ

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
四
日

　（
旧
指
定
　
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
三
月
五
日
）

【
テ
ー
マ
】
一
「
大
火
」、
二
二
「
替
物
行
事
」

【
地
域
の
概
要
】

　「
鬼
す
べ
」
が
行
わ
れ
る
太
宰
府
天
満
宮
は
、
福
岡
県
太
宰
府
市
の
東
北
部
、

宰
府
四
丁
目
に
鎮
座
す
る
。
太
宰
府
市
は
、
玄
界
灘
に
面
し
た
福
岡
市
の
中
心
部

か
ら
南
東
約
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
福
岡
平
野
が
一
旦
狭
ま
り
、
広
大
な
筑つ
く

紫し

平

野
へ
と
拡
が
っ
て
ゆ
く
地
峡
部
に
位
置
し
、
東
は
福
岡
県
の
中
央
を
南
北
に
連
な

る
三
郡
山
地
、
西
は
福
岡
・
佐
賀
県
境
に
連
な
る
脊せ

振ふ
り

山
地
の
端
部
に
囲
ま
れ
て

い
る
。

　
こ
の
地
は
大
陸
や
朝
鮮
半
島
に
近
く
、
古
代
に
は
、
律
令
制
下
最
大
の
地
方
官

衙
「
大だ

宰ざ
い

府ふ

」
が
設
置
さ
れ
た
。
大
宰
府
に
は
北
中
央
に
置
か
れ
た
政
庁
を
中
心

に
、
東
西
二
四
坊
、
南
北
二
二
条
の
条
坊
が
敷
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
地
は
現
在
の
太
宰
府
市
、
筑ち
く

紫し

野の

市
の
一
部
に
相
当
す
る
。
太
宰
府
天
満
宮

本
殿
の
地
は
、
祭
神
菅
原
道
真
の
墓
所
と
伝
え
ら
れ
、
こ
の
大
宰
府
条
坊
の
東
北

郭
外
に
位
置
す
る
。
創
建
間
も
な
い
頃
か
ら
、
安
楽
寺
（
太
宰
府
天
満
宮
）
に
は

堂
塔
や
荘
園
の
寄
進
が
相
次
ぎ
、
天
満
宮
の
発
展
と
と
も
に
大
宰
府
の
賑
わ
い
の

中
心
も
こ
の
地
に
移
動
し
た
。

　
発
掘
の
成
果
に
よ
り
、
太
宰
府
天
満
宮
周
辺
の
街
区
は
、
平
安
時
代
末
期
の

一
一
世
紀
末
か
ら
整
備
が
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
大
町
と
馬
場
を
画
す

る
、
小こ

鳥と
り

居い

小し
ょ
う

路じ

の
溝
も
こ
の
頃
造
ら
れ
、
溝
か
ら
東
は
境
内
（
社
家
地
を
含
）、

西
側
に
門
前
町
が
形
成
さ
れ
た
。
永
観
二
（
九
八
四
）
年
、
菅
原
輔
正
が
中
門
楼

一
宇
と
回
廊
四
六
間
を
造
営
し
（『
安
楽
寺
草
創
日
記
』）、
ま
た
重
森
三
玲
に
よ

る
と
心
字
池
も
池
の
地
割
り
は
平
安
期
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
天
満
宮
を
象
徴

す
る
心
字
池
か
ら
楼
門
・
回
廊
・
本
殿
と
い
う
基
本
ラ
イ
ン
は
千
年
続
く
風
景
と

言
え
る
。

　
江
戸
期
、
太
宰
府
天
満
宮
の
所
在
す
る
宰さ

い

府ふ

村
は
、
社
領
分
と
蔵
納
分
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
庄
屋
以
下
の
村
役
人
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
天
満
宮
周
辺
は
黒

田
藩
が
定
め
た
筑
前
二
四
宿
の
一
つ
「
宰
府
宿
」
で
あ
り
、
四
箇
所
の
構
口
（
高

橋
口
・
五
条
口
・
山
上
口
・
溝
尻
口
）
が
あ
っ
た
。
現
在
の
上
三
町
は
社
家
街
で
、

通
り
に
面
し
て
宿
坊
も
担
っ
た
社
家
屋
敷
が
並
び
、
背
後
に
は
田
畑
、
社
家
に
帰

属
す
る
人
々
の
住
ま
い
が
あ
っ
た
。
連れ
ん

歌が

屋や

通
り
の
南
側
東
半
分
の
地
は
御
造
営
・

代
官
所
が
占
め
、北
側
と
西
に
は
小
社
家
が
軒
を
連
ね
た
。
大
町
は
旅
館
街
、新
町
・

五
条
に
は
旅
籠
・
商
店
が
五
条
口
・
高
橋
口
ま
で
続
い
た
。

　
明
治
に
な
り
、
社
家
は
解
体
さ
れ
た
が
、
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
の
菅
公

一
千
年
大
祭
を
機
に
、
福
博
地
域
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
振
興
が
図
ら
れ
、
現
在
で

は
馬
場
・
大
町
は
、
年
間
一
千
万

人
に
せ
ま
る
観
光
客
相
手
の
土

産
物
屋
や
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
、

三さ
ん
じ
ょ
う

条
・
連
歌
屋
・
新し

ん
ま
ち町

・
五ご

じ
ょ
う条

は

主
に
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
太
宰
府
市
宰
府
四
丁
目
七
―
一

　
太
宰
府
天
満
宮
門
前
町
　

【
実
施
時
期
】
例
年
一
月
七
日

【
伝
承
組
織
】

　
鬼
す
べ
は
明
治
以
降
の
官
社
時

代
、
旧
太
宰
府
町
の
主
催
で
町
民

（
氏
子
）
の
奉
納
行
事
と
し
て
行

わ
れ
、
現
在
で
も
そ
の
形
を
継
承

燻べ手

鬼係

御
笠
川

太宰府天満宮本殿

鬼
す
べ
堂

鬼警固

天
神
広
場

五
条
公
民
館

新
町
公
民
館

竹
の
曲
が
り

300m

図
一
　
実
施
地
と
伝
承
組
織
の
地
図
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し
、
氏
子
会
の
奉
納
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
太
宰
府
天
満
宮
の
氏
子
域
六

町
の
住
民
が
鬼
を
守
る
側
と
鬼
を
退
治
す
る
側
に
分
か
れ
て
炎
の
攻
防
を
繰
り
広

げ
る
。

　
御み

笠か
さ

川が
わ

の
流
れ
に
従
っ
て
上
三
町
と
下
三
町
に
分
か
れ
、
上
三
町
（
三
条
・
連

歌
屋
・
馬
場
）
は
、
唐と
う
う
ち
わ

団
扇
・
カ
リ
マ
タ
を
持
ち
、
鬼
を
燻す

べ
る
役
、
下
三
町
の

内
、
鬼
係
は
大お
お
ま
ち町

が
務
め
、
鬼お

に

警け
い

固ご

は
五
条
・
新
町
の
若
手
が
テ
ン
棒
係
、
中
老

が
松
明
係
を
務
め
る
。
燻
べ
手
は
エ
ン
ジ
色
の
筒
袖
法
被
、
鬼
係
は
茶
色
、
鬼
警

固
の
う
ち
松
明
係
は
紺
色
、
堂
の
壁
を
打
ち
破
る
テ
ン
棒
の
係
は
緑
色
の
筒
袖
法

被
を
着
し
、
命
綱
と
な
る
縄な
わ
だ
す
き襷を

身
体
に
巻
き
つ
け
、
手
ぬ
ぐ
い
を
被
っ
た
頭
に

鬼
の
角
を
表
現
す
る
縄
鉢
巻
き
を
つ
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
係
の
取
締
長
の
角
に
は
、

赤
い
布
を
巻
き
、
巨
大
さ
を
競
う
。

　
全
体
責
任
者
と
し
て
は
氏
子
会
長
を
一
名
置
き
、
各
町
に
氏
子
総
代
一
名
、
宮

世
話
人
一
名
、
祭
祀
係
二
名
、
そ
の
下
に
若
手
・
中
老
と
い
う
組
織
と
な
る
。
若

手
は
一
五
～
六
か
ら
二
五
歳
ま
で
、
中
老
は
二
六
歳
か
ら
四
一
歳
ま
で
の
男
。
中

老
・
若
手
の
頭
を
「
連
長
」
と
い
い
、
そ
の
下
に
中
老
・
若
手
と
も
各
町
二
人
ず

つ
取
合
が
い
る
（
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
頃
ま
で
は
連
長
・
副
連
長
各
町
一
人

ず
つ
、
取
合
四
人
ず
つ
）。
取
合
と
は
神
社
と
町
の
間
を
取
り
も
つ
こ
と
か
ら
き

た
呼
び
名
と
い
う
。
鬼
す
べ
神
事
の
中
で
の
責
任
者
は
総
取
締
、
取
締
長
、
取
締

と
呼
ば
れ
る
。

　
鷽
替
え
は
神
社
主
体
で
、
一
般
参
詣
者
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
鬼
す
べ
は
、
寛
和
二
（
九
八
六
）
年
、
菅
原
道
真
の
曾
孫
大
宰
大
弐
菅す
が
わ
ら
の
す
け
ま
さ

原
輔
正

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
が
起
源
と
さ
れ
、
年
の
初
め
に
当
た
っ
て
、
招
福
、
災
難

消
除
、
特
に
火
除
を
祈
る
祭
り
で
あ
る
。
元
来
は
神
仏
習
合
の
宮
寺
で
あ
っ
た
天

満
宮
安
楽
寺
で
正
月
元
旦
よ
り
天
下
泰
平
・
玉
体
安
穏
を
祈
っ
て
大
講
堂
で
行
わ

れ
る
修
正
会
の
、
満
願
の
七
日
夜
に
行
わ
れ
た
「
鬼
行
い
」
を
起
源
と
す
る
。
古

く
は
薬
師
如
来
を
本
尊
と
す
る
大
講
堂
で
の
薬
師
悔
過
が
修
正
会
の
中
心
を
な
し

て
い
た
が
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
最
後
の
「
鬼
」
に
ま
つ
わ
る
部
分
が
肥
大

化
し
、
江
戸
後
期
に
は
「
鬼
す
べ
」
と
言
わ
れ
る
祭
り
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　
明
治
の
神
仏
分
離
に
よ
り
、
鬼
す
べ
は
廃
止
と
の
通
達
が
あ
っ
た
が
、
存
続
を

願
う
町
民
に
よ
っ
て
存
続
さ
れ
、
氏
子
の
奉
納
行
事
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

儀
礼
の
部
分
は
仏
事
か
ら
神
事
に
変
化
し
た
が
、
氏
子
参
加
の
鬼
を
ふ
す
べ
、
炎

の
攻
防
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
部
分
は
江
戸
後
期
か
ら
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
も
と
も
と
鬼
す
べ
が
行
わ
れ
た
大
講
堂
は
、
明
治
維
新
以
後
、
地
主
社
さ
ら
に

は
祓
殿
と
い
わ
れ
、
現
在
の
幼
稚
園
・
社
務
所
と
心
字
池
の
間
を
通
る
「
薬
師
の

馬
場
」
と
呼
ば
れ
た
石
畳
の
つ
き
あ
た
り
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）

年
の
鬼
す
べ
の
際
に
焼
失
し
以
後
浮
殿
の
建
物
を
移
転
し
て
祓
殿
と
し
た
が
、
社

務
所
新
築
、
回
廊
の
拡
大
、
そ
れ
に
伴
う
絵
馬
堂
の
移
転
な
ど
一
連
の
境
内
整
備

と
、
ま
す
ま
す
増
え
た
見
物
人
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
は
東
神
苑
奥
う
ぐ
い
す

谷
に
祭
場
を
移
し
た
。

　
同
日
六
時
よ
り
境
内
で
行
わ
れ
る
「
鷽
替
え
」
は
、天
神
さ
ま
の
お
使
い
鳥
「
ウ

ソ
」
を
象
っ
た
木
鷽
を
替
え
合
う
こ
と
で
、
一
年
に
つ
い
た
嘘
を
誠
に
替
え
る
と

も
、
一
年
の
幸
運
を
得
る
た
め
と
も
い
わ
れ
る
。
各
自
求
め
た
木
鷽
を
手
に
「
替

え
ま
し
ょ
、
替
え
ま
し
ょ
」
と
呼
び
合
い
な
が
ら
、
天
満
宮
か
ら
出
さ
れ
た
金
鷽

を
求
め
て
替
え
合
う
。
金
鷽
に
替
え
当
た
っ
た
者
は
幸
運
を
得
る
と
言
わ
れ
る
。

　
鷽
替
え
の
起
源
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
に
貝
原
益
軒

が
著
し
た
『
太
宰
府
天
満
宮
故
実
』
に
「
正
月
七
日
の
夜
は
ま
づ
酉
刻
ば
か
り
に
、

う
そ
が
え
と
云
事
あ
り
。
さ
て
其
次
に
法
事
を
な
し
て
後
儺
あ
り
、
鬼
と
り
と
云

…
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、ま
た
『
百
人
一
首
一
夕
話
』（
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
）

に
は
、
鷽
替
え
の
際
の
替
え
も
の
「
木
ウ
ソ
」
の
図
を
載
せ
、「
こ
の
鷽
替
は
万

治
年
中
（
一
六
五
八
～
一
六
六
一
）
の
物
に
し
て
或
家
に
秘
し
て
持
ち
た
る
を
、

画
史
の
写
す
も
の
な
り
」
と
説
明
し
て
お
り
、
江
戸
初
期
に
は
、
す
で
に
鷽
替
え

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
、
太
宰
府
に
倣
っ
て
大
坂
天
満
宮
で
も
鷽
替
え
神
事

を
始
め
、
翌
三
年
二
月
二
五
日
に
は
江
戸
の
亀
戸
天
満
宮
に
お
い
て
も
初
め
て
行

わ
れ
、
や
が
て
全
国
に
伝
播
し
た
。
大
阪
の
流
行
唄
に
「
こ
ヽ
ろ
づ
く
し
の
神
さ

ん
が
　
う
そ
を
ま
こ
と
に
か
え
さ
ん
す
　
ほ
ん
に
う
そ
か
え
お
ヽ
う
れ
し
」
と
歌

わ
れ
た
（『
藤
岡
屋
日
記
』
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
）。
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現
在
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
鷽
替
え
の
多
く
は
、
開
催
時
期
は
様
々
で
あ
る

が
、
天
神
さ
ま
の
縁
日
に
因
み
、
二
五
日
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
本
家

本
元
の
太
宰
府
天
満
宮
と
周
辺
地
域
は
一
月
七
日
に
開
催
さ
れ
る
。
開
催
日
や
木

ウ
ソ
の
形
状
か
ら
勘
案
す
れ
ば
「
鷽
替
え
」
の
起
源
は
「
鬼
す
べ
」
と
一
体
の
も

の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

【
実
施
内
容
】

一
　
祭
具
の
製
作

⑴ 

木
ウ
ソ
の
製
作

　
鷽
替
え
に
用
い
る
木
ウ
ソ
は
、以
前
は
、天
満
宮
周
辺
に
住
む
占
部
家
・
高
田
家
・

岡
藤
家
が
製
作
し
、
鷽
替
神
事
当
日
に
販
売
し
て
い
た
が
、
三
家
と
も
に
製
作
者

が
絶
え
、
現
在
は
天
満
宮
が
用
意
す
る
八
百
個
前
後
を
、
太
宰
府
天
満
宮
神
職
と

平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）
年
に
発
足
し
た
太
宰
府
木
う
そ
保
存
会
が
半
数
ず
つ
製

作
し
て
い
る
。

　
木
ウ
ソ
は
元
来
、
握
り
や
す
い
太
さ
に
成
形
し
た
「
ホ
オ
ノ
キ
」
で
作
ら
れ
、

尻
尾
を
ケ
ズ
リ
カ
ケ
に
し
た
素
朴
な
形
状
の
も
の
で
、
現
在
の
よ
う
に
突つ
き
の
み鑿

を
用

い
羽
を
巻
き
上
げ
、
段
ご
と
に
整
え
た
美
し
い
形
状
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
現

在
の
形
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
三
（
一
九
五
八
）
年
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
高
田
保
製
作
の
「
太
宰
府
の
木
う
そ
」
が
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
こ
う
な
る
と
、木
肌
が
白
く
美
し
く
、ま
た
巻
き
上
げ
や
す
い「
コ

シ
ア
ブ
ラ
」
が
材
料
と
し
て
普
及
し
、
太
宰
府
木
う
そ
保
存
会
で
は
、
原
木
の
育

成
と
伐
採
作
業
も
担
っ
て
い
る
。

製
作
手
順

　
原
木
は
、
表
皮
を
鎌
な
ど
で
剥
ぎ
、
日
陰
で
三
箇
月
か
ら
半
年
ほ
ど
乾
燥
さ
せ

る
→
適
度
に
乾
燥
を
終
え
た
原
木
を
三
寸
（
高
さ
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
大
き

さ
に
合
わ
せ
て
カ
ッ
ト
す
る
→
表
面
の
皮
剥
を
一
寸
の
突
鑿
で
行
う
→
同
じ
一
寸

の
突
鑿
で
目
の
切
り
込
み
を
行
う
と
同
時
に
頸
部
側
背
面
の
切
り
込
み
を
入
れ
七

角
形
に
仕
上
げ
る
→
四
分
（
刃
幅
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
五
分
（
一
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
突
鑿
を
使
い
、
作
業
台
に
木
ウ
ソ
の
頭
部
を
押
し
つ
け
、

羽
の
巻
き
上
げ
作
業
を
行
う
→
胸
の
切
り
込
み
は
目
の
細
か
い
鋸
で
長
さ
に
対
し

て
三
対
七
の
割
合
の
位
置
で
切
込
を
入
れ
る
→
作
業
台
に
木
ウ
ソ
の
底
部
を
押
し

つ
け
一
寸
の
突
鑿
で
切
込
を
入
れ
、
三
面
の
胸
を
作
る
。
木
ウ
ソ
の
素
地
完
成
。

ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
で
、
胸
の
赤
い
部
分
、
黒
い
目
、
足
を
描
き
、
羽
に
赤
・
緑
の

彩
り
を
添
え
る
。
頭
部
に
七
角
形
に
切
っ
た
金
紙
を
貼
り
付
け
る
。
太
宰
府
天
満

宮
の
焼
印
を
入
れ
て
完
成
と
な
る
。

　
一
月
七
日
の
祭
り
当
日
夕
刻
よ
り
木
鷽
授
与
所
で
天
満
宮
職
員
に
よ
っ
て
一
体

千
円
で
授
与
さ
れ
る
。
前
年
に
使
用
し
た
木
鷽
は
木
鷽
納
め
所
に
返
納
す
る
。

⑵
鬼
す
べ
の
祭
具
製
作

カ
リ
マ
タ

　
燻
べ
手
の
祭
具
は
、
カ
リ
マ
タ
と
唐
団
扇
で
あ
る
。

　
カ
リ
マ
タ
と
は
、藁
と
生
松
葉
で
「
ス
ベ
釜
」
を
作
る
際
に
下
に
敷
き
、点
火
後
、

藁
が
燃
え
や
す
い
よ
う
、
下
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
持
ち
上
げ
、
空
気
の
通
り
道
を
作

る
カ
マ
ス
カ
シ
の
時
に
使
う
道
具
で
あ
る
。

　
大
カ
リ
マ
タ
は
燻
べ
手
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
当
番
町
が
持
つ
。
直
径
約
二
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
三
・
一
メ
ー
ト
ル
の
樫
の
丸
太
で
あ
る
。
小
カ
リ
マ

タ
道
中
用
は
各
町
一
本
、計
三
本
あ
る
。
直
径
約
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、長
さ
約
二
・

五
メ
ー
ト
ル
。
大
カ
リ
マ
タ
同
様
の
仕
様
に
す
る
。
他
に
各
町
四
本
の
小
カ
リ
マ

タ
を
持
ち
、
そ
れ
ら
は
あ
ら
か
じ
め
斎
場
に
持
ち
こ
ま
れ
て
い
る
。
直
径
約
九
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、長
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
。
元
口
を
対
角
に
削
ぎ
落
と
し
、こ
の
削
っ

た
方
を
釜
下
に
す
る
。

　
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
以
前
は
、
一
月
五
日
に
若
手
が
山
に
行
き
樫
の
木

を
伐
っ
て
き
て
、
寸
法
検
査
を
受
け
た
も
の
を
用
い
、
五
年
間
使
用
し
六
年
目
に

新
し
い
用
材
と
取
り
替
え
、
使
用
済
み
の
大
カ
リ
マ
タ
は
薪
と
し
て
そ
の
年
の
当

番
区
に
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、
用
材
不
足
・
奉
仕
者
不
足
の
た
め
、
永
久
使
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
大
カ
リ
マ
タ
、
小
カ
リ
マ
タ
に
つ
い
て
は
天
満
宮
が
保
管
し
、
そ
の
年

の
当
番
町
に
代
わ
っ
て
準
備
を
す
る
。
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唐
団
扇

　
ス
ベ
釜
か
ら
立
ち
上
る
煙
を
鬼
す
べ
堂
に
送
り
こ
む
た
め
の
大
き
な
団
扇
で
あ

る
。
上
三
町
の
各
町
が
一
〇
本
ず
つ
持
つ
。
天
満
宮
が
材
料
を
準
備
し
、
氏
子
た

ち
が
結
成
し
た
神
池
会
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
一
二
月
第
一
木
・
金
・

土
・
日
・
月
曜
日
の
五
日
間
を
基
本
の
製
作
日
と
し
、
連
日
一
〇
名
ほ
ど
の
会
員

が
参
加
す
る
。

　
材
料
は
三
〇
本
用
の
ベ
ニ
ヤ
板
三
〇
枚
、
真
竹
（
柄
竹
）
三
〇
本
で
あ
る
。
ま

ず
ベ
ニ
ヤ
板
の
要
所
を
割
竹
で
補
強
し
、
柄
竹
と
な
る
真
竹
の
上
部
に
切
込
を
入

れ
、
ベ
ニ
ヤ
板
を
は
さ
み
込
む
。
ベ
ニ
ヤ
板
の
上
下
の
真
竹
を
針
金
で
強
く
締
め
、

上
か
ら
シ
ュ
ロ
縄
を
巻
く
。
ベ
ニ
ヤ
板
の
両
面
に
奉
書
紙
を
貼
っ
て
、
朱
墨
で
梅

紋
と
斜
め
の
線
を
表
裏
に
描
き
入
れ
る
。
天
満
宮
の
点
検
を
受
け
た
後
、
各
町
名

の
揮き

毫ご
う

を
天
満
宮
に
依
頼
す
る
。

宝
蔵
松
明
　
竹
松
明
　
鬼
松
明

　
道
中
及
び
斎
場
を
照
ら
す
た
め
、
鬼
警
固
は
宝
蔵
松
明
、
竹
松
明
、
鬼
松
明
を

掲
げ
る
。
以
前
は
三
本
と
も
材
料
切
り
出
し
か
ら
町
内
で
行
い
、作
り
方
も
異
な
っ

て
い
た
が
、
材
料
調
達
の
困
難
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
今
日
で
は
三
本
と
も
天

満
宮
が
製
作
し
、
三
本
と
も
同
じ
松
明
で
あ
る
。

　
材
料
は
孟
宗
竹
・
角
材
・
肥
松
で
あ
る
。
製
作
手
順
は
、
外
側
は
乾
燥
さ
せ
た

孟
宗
竹
で
中
に
角
材
、
芯
の
部
分
に
は
松
ヤ
ニ
を
含
み
よ
く
燃
え
る
肥
松
を
入
れ

る
。
元
の
部
分
に
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
幅
で
藁
縄
を
巻
き
、
そ
の
後
、
先
に

向
か
っ
て
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
約
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
幅
で
同
様

に
藁
縄
を
巻
く
。
元
の
部
分
は
、
白
い
ロ
ー
プ
で
先
に
巻
い
た
藁
縄
を
三
本
取
り

で
先
か
ら
元
に
向
か
っ
て
く
ぐ
ら
せ
（
兵
児
掛
け
）、
最
後
は
男
結
び
で
結
ぶ
。

白
い
ロ
ー
プ
は
、
さ
ら
に
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
編
み
進
め
、
引
き
綱
と
す
る
。

約
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
巻
い
た
部
分
の
藁
縄
は
、
男
結
び
の
後
約
六
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
残
し
て
切
る
。
こ
れ
も
引
き
綱
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
引
き
綱
が
左
右

互
い
違
い
に
な
る
よ
う
に
結
ん
で
い
く
。
直
径
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
長
さ
六
・

五
メ
ー
ト
ル
の
松
明
が
三
本
完
成
す
る
（
写
真
二
）。
全
て
鬼
す
べ
堂
に
保
管
さ

れ
る
。

　
宝
蔵
松
明
は
道
中
や
斎
場
を
浄
め
、
か
つ
神
職
・
氏
子
会
長
の
道
中
を
照
ら
す

重
要
な
松
明
で
あ
る
。
か
つ
て
宝
蔵
を
管
理
し
て
い
た
宝
蔵
坊
が
松
明
を
持
っ
て

先
導
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
道
中
が
長
い
の
で
、一
番
大
き
な
松
明
で
あ
っ

た
。
鬼
松
明
は
斎
場
で
鬼
を
誘
導
す
る
松
明
、
竹
松
明
は
斎
場
を
照
ら
す
松
明
で

あ
る
。

テ
ン
棒

　
鬼
警
固
の
も
う
一
つ
の
役
割
は
、
天
棒
で
鬼
す
べ
堂
の
板
壁
を
打
ち
破
り
、
煙

を
外
に
出
す
こ
と
で
あ
る
。
天
棒
に
は
頭
部
に
注
連
縄
を
付
け
た
ひ
と
き
わ
大
き

な
シ
ン
ボ
ル
天
棒
と
呼
ば
れ
る
天
棒
が
一
本
、
一
・
五
メ
ー
ト
ル
～
二
・
一
メ
ー

ト
ル
程
度
で
、
道
中
用
二
〇
本
、
斎
場
西
側
外
に
置
い
て
お
く
も
の
二
五
本
の
計

四
六
本
あ
る
。
天
棒
は
全
て
樫
木
を
根
ご
と
堀
り
上
げ
、
根
の
部
分
が
槌
に
な
る

よ
う
に
削
り
仕
上
げ
て
い
た
。
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
代
ま
で
は
そ
の
よ
う

に
し
て
毎
年
作
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。
最
近
で
は
新
調
せ
ず
、

毎
年
同
じ
も
の
を
使
い
、
必
要

に
応
じ
て
天
満
宮
で
製
作
し
て

い
る
。

鬼
係
松
明

　
鬼
は
元
来
姿
を
見
せ
て
は
な

ら
な
い
も
の
な
の
で
、
か
つ
て

は
鬼
係
松
明
は
小
型
で
、
一
人

で
持
つ
こ
と
が
で
き
る
程
度
の

も
の
だ
っ
た
が
、
近
年
他
の
松

明
に
倣
っ
て
肥
大
化
し
大
き
な

も
の
と
な
っ
た
。
道
中
、
鬼
を

先
導
す
る
明
か
り
と
な
る
鬼
係

松
明
の
製
作
は
、
一
二
月
第
二

ま
た
は
第
三
日
曜
日
に
鬼
す
べ

写
真
一
　
松
明
づ
く
り
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堂
に
て
行
わ
れ
る
。
天
満
宮
が
材
料
を
準
備
し
、
大
町
の
氏
子
た
ち
が
製
作
し
て

い
る
。
唯
一
竹
の
み
で
作
ら
れ
る
松
明
で
あ
る
。

　
五
月
頃
山
か
ら
切
り
出
し
、
縦
長
に
割
っ
て
乾
燥
さ
せ
た
孟
宗
竹
（
本
来
は
真

竹
）
を
割
り
、
竹
の
外
面
を
松
明
の
外
側
と
す
る
。
長
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の

青
竹
の
根
元
か
ら
三
五
～
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
部
分
に
穴
を
貫
通
さ
せ
、
引

き
綱
と
す
る
二
本
の
ロ
ー
プ
を
通
す
。
竹
を
並
べ
、
元
の
芯
部
に
青
竹
が
来
る
よ

う
に
包
み
な
が
ら
松
明
の
素
型
を
作
る
。
引
き
綱
と
す
る
ロ
ー
プ
は
、
綯
っ
て
片

側
を
二
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
松
明
内
部
の
隙
間
を
な
く
す
た
め
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ

ク
で
固
く
締
め
、
カ
ケ
ヤ
で
叩
き
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら
生
番
線
（
鉄
線
）
で
要
所
数

箇
所
を
巻
き
締
め
て
行
く
。
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
で
両
端
を
切
断
し
、
藁
縄

で
本
締
め
を
す
る
。
元
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
九
～
一
〇
箇
所
藁
縄

を
巻
き
、
元
に
近
い
五
箇
所
に
持
ち
手
を
つ
け
る
。
最
後
は
男
結
び
。
直
径
三
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
長
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
鬼
係
松
明
が
完
成
す
る
。

角
づ
く
り

　
当
日
奉
仕
者
の
頭
に
巻
く
鬼
の
角
で
、
全
て
の
町
で
現
在
も
氏
子
た
ち
で
作
る
。

作
る
時
期
は
当
日
の
事
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
事
前
に
作
る
。
調
査
時
の
大
町
は

一
二
月
第
二
日
曜
日
、
鬼
係
松
明
を
作
っ
た
後
に
大
町
公
民
館
に
移
り
作
っ
た
。

連
歌
屋
は
一
二
月
二
三
日
祝
日
に
行
っ
て
い
た
。
藁
を
綯
い
、
直
径
約
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
お
よ
そ
百
本
綯
う
。

　
今
日
で
は
藁
の
入
手
が
困
難
で
、
ま
た
稲
の
刈
り
取
り
も
機
械
刈
り
な
の
で
長

さ
が
短
い
。
そ
こ
で
ど
の
町
も
、
天
満
宮
が
齋
田
で
手
刈
り
し
た
も
ち
米
や
黒
米

の
長
い
藁
や
、
佐
賀
県
の
武
雄
方
面
か
ら
九
月
の
神
幸
式
用
と
一
緒
に
四
五
〇
束

ほ
ど
準
備
す
る
中
か
ら
譲
り
受
け
る
。

　
藁
は
根
本
を
す
ぐ
り
、
袴
を
外
し
て
茎
だ
け
に
し
、
全
体
に
水
を
霧
吹
き
し
て

湿
ら
せ
、
柔
ら
か
く
し
て
お
く
。
一
つ
か
み
の
藁
を
二
つ
に
分
け
、
根
の
部
分
を

重
ね
一
束
と
し
、
重
ね
た
部
分
か
ら
先
に
向
か
っ
て
左
綯
い
に
綯
っ
て
い
く
。
反

対
側
も
同
様
に
綯
い
、
先
端
は
緩
ま
な
い
よ
う
に
透
明
や
赤
の
セ
ロ
テ
ー
プ
や
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
留
め
る
。
全
体
を
見
て
、
飛
び
出
て
い
る
短
い
藁
を
は
さ
み
で

切
っ
て
整
え
完
成
。
当
日
は
こ
の
角
を
頭
に
巻
き
、
片
方
を
も
う
片
方
の
綯
目
に

く
ぐ
ら
せ
留
め
る
。

命
綱

　
命
綱
は
、
転
ん
だ
時
、
引
き
起
こ
す
た
め
身
体
に
巻
く
綱
。
一
五
～
二
〇
メ
ー

ト
ル
の
縄
を
二
重
に
す
る
。
先
端
を
左
肩
か
ら
右
わ
き
腹
へ
回
し
て
結
び
、
胴
に

二
～
三
回
巻
い
て
右
後
ろ
わ
き
腹
の
と
こ
ろ
で
結
ぶ
。
前
日
、
天
満
宮
か
ら
支
給

さ
れ
、
各
町
の
若
手
役
員
に
よ
っ
て
配
ら
れ
る
。

ス
ベ
釜

　
年
末
ま
で
に
、
神
幸
式
の
際
に
準
備
し
て
お
い
た
藁
の
内
か
ら
二
百
把
、
生
松

葉
六
〇
把
が
鬼
す
べ
堂
に
運
び
込
ま
れ
る
。
生
松
葉
は
福
岡
市
西
区
姪め
い
の
は
ま浜

の
生い

き

の

松
原
に
あ
る
九
州
大
学
演
習
林
の
枝
打
ち
の
際
に
集
め
て
お
く
。

二
　
祭
り
の
進
行

⑴
　
鷽
替
え

　
一
月
七
日
一
九
時
か
ら
、
太
宰
府

天
満
宮
楼
門
前
の
天
神
広
場
に
八
本

の
笹
を
立
て
注
連
縄
を
張
り
巡
ら
せ

た
、
直
径
七
メ
ー
ト
ル
の
斎
場
の
中

に
木
鷽
を
手
に
し
た
参
加
者
が
入
る
。

神
職
の
「
メ
ッ
ト
ー
」
の
か
け
声
を

合
図
に
斎
場
の
提
灯
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
照
明
が
消
さ
れ
暗
闇
と
な
っ

た
中
で
、
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
た
巫

女
の
「
替
え
ま
し
ょ
、
替
え
ま
し
ょ
」

と
音
頭
取
る
声
が
マ
イ
ク
か
ら
流
れ
、

参
加
者
も
「
替
え
ま
し
ょ
、
替
え
ま

し
ょ
」
と
言
い
合
い
な
が
ら
木
鷽
を

取
り
替
え
て
い
く
（
写
真
二
）。
こ
の

時
、
当
た
り
の
木
鷽
を
手
に
し
た
神

写
真
二
　
鷽
替
え
の
様
子
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社
職
員
が
紛
れ
込
み
、
い
っ
し
ょ
に
木
鷽
を
替
え
合
っ
て
い
く
。
四
分
ほ
ど
し
て

神
職
の
「
テ
ン
ト
ー
」
の
声
で
、
照
明
が
つ
け
ら
れ
る
と
、
参
加
者
は
木
鷽
の
底

に
当
た
り
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
い
な
い
か
確
か
め
る
。
当
た
り
の
文
字
が
巫
女
か
ら

発
表
さ
れ
る
と
、
当
た
り
木
鷽
を
持
ち
舞
台
上
の
神
職
に
確
認
し
て
も
ら
い
、
当

選
者
の
発
表
と
な
る
。
当
選
者
に
授
与
書
が
渡
さ
れ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た

後
、
巫
女
の
先
導
で
本
殿
に
移
動
し
、
修
祓
、
玉
串
拝
礼
の
後
、
金
鷽
が
授
与
さ

れ
る
。
金
鷽
は
高
さ
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
二
〇
グ
ラ
ム
の
二
十
四
金
製
。

江
戸
期
の
古
い
形
を
模
し
て
い
る
。
金
鷽
を
得
た
人
は
、
大
幸
運
を
得
る
と
い
わ

れ
る
。

　
鷽
替
は
六
回
行
わ
れ
、
約
一
時
間
で
終
わ
る
。
授
与
さ
れ
る
金
鷽
は
、
鷽
替
神

事
で
六
個
、
福
み
く
じ
で
六
個
、
計
一
二
個
が
授
与
さ
れ
る
。

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で

縮
小
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
ず
木
鷽
授
与
時
に
参
詣
者
に
検
温
、
手
の
消
毒
、
マ
ス

ク
と
手
袋
着
用
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
準
備
し
た
木
鷽
の
数
に
は
変
更
な
し
。

開
始
時
刻
は
一
八
時
で
あ
っ
た
。
メ
ッ
ト
ー
の
合
図
で
周
囲
の
照
明
は
消
さ
れ
た

が
、
斎
場
の
八
つ
の
提
灯
は
つ
け
た
ま
ま
だ
っ
た
。
か
け
声
は
進
行
役
の
神
職
・

巫
女
の
み
で
、
参
詣
者
に
は
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。
一
回
に
金
鷽
二
個
ず

つ
授
与
す
る
よ
う
に
し
、
計
三
回
、
間
隔
を
空
け
ず
に
行
っ
た
。
当
た
り
木
鷽
を

手
に
し
た
参
詣
者
は
、
そ
の
ま
ま
本
殿
に
案
内
さ
れ
、
昇
殿
参
拝
の
後
金
鷽
を
授

与
さ
れ
た
。

⑵
鬼
す
べ

①
本
殿
追
儺
祭
（
一
五
時
）

　
宮
司
以
下
神
職
と
氏
子
会
役
員
が
昇
殿
し
、
追
儺
祭
本
殿
祭
が
行
わ
れ
る
。

②
鬼
係
　
鬼
面
拝
受
（
一
六
時
）

　
本
殿
で
大
町
に
鬼
面
と
忌
火
が
渡
さ
れ
る
。
神
事
に
使
う
一
連
の
火
は
古
式
に

則
り
火
き
り
と
い
う
方
法
で
お
こ
す
。
忌
火
は
手
丸
提
灯
に
承
け
、
鬼
面
は
鬼
面

使
い
が
顔
前
に
掲
げ
、
若
手
が
守
っ
て
参
道
を
大
町
の
斎
場
ま
で
運
ぶ
。
　
　
　

③
鬼
係
　
鬼
面
飾
祭
（
一
七
時
）

　
鬼
面
飾
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初

期
ま
で
は
、
当
日
の
朝
、
大
町
の

吉
田
家
が
天
満
宮
か
ら
鬼
面
を
受

け
、
夜
ま
で
自
宅
の
玄
関
に
屏
風

を
巡
ら
せ
て
面
を
飾
っ
て
い
た
。

そ
の
後
場
所
を
変
え
な
が
ら
今
日

で
は
、
か
つ
て
「
竹
の
曲
が
り
」

と
呼
ば
れ
、平
成
二
三（
二
〇
一
一
）

年
ま
で
郵
便
局
が
あ
っ
た
場
所
の

一
角
に
祭
壇
を
設
け
鬼
面
飾
祭
を

行
っ
て
い
る
。
一
七
時
、
鬼
面
を

飾
り
、
お
供
え
を
す
る
と
鬼
面
飾

祭
が
始
ま
る
。
参
列
者
は
大
町
の

氏
子
総
代
、
宮
世
話
人
、
祭
祀
係
・

中
老
取
合
・
若
手
取
合
・
鬼
面
使
い
、

代
々
火
渡
し
の
役
を
し
て
い
る
鬼

木
家
の
当
主
で
あ
る
。

　
天
満
宮
で
拝
受
し
た
鬼
面
に
は
紅
白
の
紙
で
髭
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

出
発
前
に
鬼
の
髭
剃
り
（
紅
白
の
髭
を
外
す
）
を
行
い
、
後
日
魔
除
け
火
除
け
の

お
守
り
と
し
て
大
町
の
家
々
に
配
ら
れ
る
。
現
在
使
用
す
る
鬼
面
は
平
成
二
七

（
二
〇
一
五
）
年
に
氏
子
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
三
）。

　
祭
祀
の
後
、
徐
々
に
鬼
係
が
集
合
す
る
。
茶
色
の
法
被
を
着
て
、
鬼
角
と
命
綱
、

手
拭
を
か
ぶ
り
軍
手
を
つ
け
、
配
ら
れ
た
火
難
消
除
の
御
札
を
懐
に
神
事
の
無
事

を
祈
る
。
煎
り
豆
・
昆
布
・
ス
ル
メ
と
御
神
酒
を
い
た
だ
き
、
鬼
係
松
明
を
燃
や

し
な
が
ら
煤
を
顔
に
つ
け
、
出
発
の
二
〇
時
二
〇
分
を
待
つ
。

　
鬼
は
前
日
か
ら
潔
斎
し
、
当
日
一
九
時
に
は
頬
か
む
り
に
角
を
つ
け
、
鬼
装
束

を
着
用
し
、
身
体
は
四
八
箇
所
荒
縄
で
縛
ら
れ
る
。
姿
を
見
せ
て
は
な
ら
な
い
。

斎
場
の
鬼
控
所
で
待
機
す
る
。

写
真
三
　
大
町
鬼
面
飾
祭
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④
鬼
警
固
　
松
明

　
町
ご
と
に
五
条
公
民
館
、
新

町
公
民
館
に
集
合
す
る
。
一
七

時
三
〇
分
、
新
町
・
五
条
の
警

固
取
締
長
・
取
締
と
松
明
係
取

締
長
・
取
締
が
、
本
殿
で
忌
火

を
も
ら
い
受
け
る
。
高
張
提
灯

と
幟
旗
持
ち
は
中
学
生
。
一
八

時
過
ぎ
に
五
条
公
民
館
に
戻
っ

た
一
行
は
集
合
し
て
い
る
ほ
か

の
鬼
警
固
と
と
も
に
五
条
区
女

性
部
の
有
志
に
よ
る
お
に
ぎ
り

や
豚
汁
の
接
待
を
受
け
な
が
ら

出
発
に
備
え
る
。
高
雄
・
北
谷
・

松
川
・
内
山
の
氏
子
役
員
と
祭

祀
係
は
社
務
所
に
集
合
の
後
、

氏
子
会
長
を
迎
え
、
共
に
五
条

公
民
館
へ
行
く
。

　
一
八
時
四
五
分
頃
、
忌
火
を
松
明
に
点
火
。
氏
子
会
長
・
取
締
長
の
訓
示
の
後
、

一
九
時
、
氏
子
会
長
・
宝
蔵
松
明
は
高た
か

雄お

・
北き
た
だ
に谷
・
松ま
つ
ご
う川
・
内う
ち
や
ま山
の
氏
子
役
員
、

祭
祀
係
と
共
に
鬼
す
べ
堂
を
目
指
し
て
出
発
す
る
。
宝
蔵
松
明
を
担
ぐ
の
は
中
老

で
あ
る
。
担
ぎ
手
は
お
お
よ
そ
二
五
人
で
あ
る
。
四
〇
人
が
交
代
で
担
い
で
い
く
。

途
中
、
新
町
公
園
で
も
接
待
を
受
け
る
。
宝
蔵
松
明
は
常
に
元
を
参
道
の
中
央
に

お
き
、
先
だ
け
を
一
八
〇
度
の
範
囲
で
動
か
す
の
が
決
ま
り
で
あ
る
。
宝
蔵
松
明

の
火
は
火
除
け
の
霊
験
あ
ら
た
か
と
さ
れ
、
ま
た
浄
め
の
火
で
も
あ
り
家
々
に
潜

む
魔
を
焼
き
払
う
と
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
軒
か
ら
軒
に
振
り
な
が
ら
参
道
を

練
っ
て
い
く
。

　
一
九
時
四
〇
分
、
宮
司
邸
前
に
到
着
す
る
。
氏
子
会
長
が
宮
司
邸
に
赴
き
、
神

事
へ
の
奉
仕
と
祝
詞
の
奏
上
方
を
口
上
を
も
っ
て
懇
請
す
る
。
あ
ら
か
じ
め
置
か

れ
て
い
た
竹
松
明
、
鬼
松
明
も
こ
こ
で
合
流
し
、
二
〇
時
、
宝
蔵
松
明
と
共
に
太

鼓
橋
を
渡
り
、
祓
所
へ
向
か
う
。

　
楼
門
前
の
祓
所
脇
に
竹
松
明
・
鬼
松
明
を
交
差
さ
せ
て
置
き
、
そ
の
横
に
宝
蔵

松
明
を
置
き
、
松
明
係
は
祓
所
で
祓
い
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
本
殿
で
竹
・
鬼
松

明
の
忌
火
を
い
た
だ
き
、
両
松
明
に
点
火
す
る
（
写
真
四
）。

⑤
鬼
警
固
・
天
棒

　
町
ご
と
に
五
条
公
民
館
、
新
町
公
民
館
に
集
合
す
る
。
一
七
時
三
〇
分
、
新
町
・

五
条
の
警
固
取
締
長
・
取
締
と
松
明
係
取
締
長
・
取
締
が
、
本
殿
で
忌
火
を
受
け
る
。

一
八
時
過
ぎ
に
五
条
公
民
館
に
戻
っ
た
一
行
は
集
合
し
て
い
る
他
の
鬼
警
固
と
共

に
五
条
区
女
性
部
の
有
志
に
よ
る
接
待
を
受
け
な
が
ら
出
発
に
備
え
る
。

　
一
九
時
二
〇
分
、
宝
蔵
松
明
が
出
発
し
て
二
〇
分
後
、
シ
ン
ボ
ル
天
棒
を
中
心

に
二
〇
本
の
天
棒
を
掲
げ
て
斎
場
へ
向
け
出
発
す
る
。「
鬼
じ
ゃ
、
鬼
じ
ゃ
」
の

掛
け
声
の
も
と
、
固
ま
っ
て
進
ん
で
い
く
。
先
頭
の
取
締
長
は
赤
手
丸
提
灯
を
上

に
か
ざ
し
て
先
導
し
、
取
締
役
員
は
、
役
員
名
の
入
っ
た
手
丸
提
灯
を
手
に
持
ち
、

天
棒
の
周
囲
に
つ
い
て
神
事
の
進
行
を
司
る
。
新
町
公
園
で
接
待
を
受
け
た
後
、

再
び
斎
場
を
目
指
す
。
大
町
か
ら
馬
場
に
上
る
斎
垣
の
下
り
を
、
三
回
を
限
度
と

し
て
練
り
、
参
道
は
一
気
に
駆
け
上
が
る
。
二
〇
時
五
分
、
宮
司
邸
前
に
到
着
。

二
〇
時
一
〇
分
、
太
鼓
橋
を
渡
っ
て
祓
所
で
お
祓
い
を
受
け
る
。

⑥
燻
べ
手

　
三
条
・
連
歌
屋
・
馬
場
の
三
町
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
燻
べ
手
も
、
ま
ず
町
ご

と
に
集
合
す
る
。
役
員
は
役
員
名
の
入
っ
た
手
丸
提
灯
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
唐
団
扇
七
本
、
小
カ
リ
マ
タ
一
本
、
当
番
町
は
さ
ら
に
大
カ
リ
マ
タ
を
一
本

持
ち
、
燃
え
盛
る
藁
の
上
を
練
り
な
が
ら
待
機
す
る
。

　
一
九
時
二
〇
分
、
参
道
御
休
興
所
で
待
機
し
て
い
た
馬
場
の
燻
べ
手
は
、
参
道

を
上
っ
て
左
折
、
幼
稚
園
裏
の
道
を
通
っ
て
天
満
宮
西
門
に
到
着
す
る
。
　
　

　
一
九
時
三
〇
分
、
連
歌
屋
浦
之
城
橋
た
も
と
で
待
機
し
て
い
た
連
歌
屋
の
燻
べ

手
は
、
県
道
を
練
り
な
が
ら
上
っ
て
い
く
。
連
歌
屋
交
差
点
か
ら
小
鳥
居
小
路
に

入
り
、
飲
食
店
の
軒
先
で
接
待
を
受
け
る
。
再
び
県
道
に
出
て
天
満
宮
西
門
を
目

指
す
。
一
方
三
条
公
民
館
に
集
合
し
て
い
た
三
条
の
燻
べ
手
も
、
一
九
時
三
〇
分

写
真
四
　
竹
松
明
・
鬼
松
明
に
点
火
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に
公
民
館
を
出
発
す
る
。
県
道
沿
い
の
商
店
前
で
接
待
の
後
、
天
満
宮
西
門
に
到

着
。
一
九
時
五
〇
分
、「
鬼
じ
ゃ
、
鬼
じ
ゃ
」
の
掛
け
声
と
共
に
天
満
宮
西
門
に

三
町
が
集
合
す
る
。

　
三
町
揃
っ
て
隊
列
を
整
え
斎
場
を
目
指
す
。
当
番
町
連
歌
屋
（
平
成
二
七

（
二
〇
一
五
）
年
）
の
中
老
連
長
が
先
頭
に
立
ち
、
赤
手
丸
提
灯
を
上
に
か
ざ
し

て
一
団
の
指
揮
を
と
る
。
大
カ
リ
マ
タ
は
当
番
町
の
中
老
が
担
ぐ
。
一
団
は
大
カ

リ
マ
タ
を
先
頭
に
小
カ
リ
マ
タ
三
本
で
左
右
と
後
方
を
コ
の
字
型
に
囲
む
。
小
カ

リ
マ
タ
の
位
置
は
大
カ
リ
マ
タ
当
番
町
が
後
方
、
左
右
両
脇
は
若
手
取
合
の
話
し

合
い
に
よ
り
決
め
る
。
そ
の
囲
み
の
中
に
唐
団
扇
が
二
一
本
入
り
、
一
団
を
構
成

す
る
。
各
町
の
役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
小
カ
リ
マ
タ
の
横
や
後
ろ
に
つ
き
一
団

の
体
制
を
調
整
す
る
。
西
門
口
で
皆
気
勢
を
上
げ
な
が
ら
燃
え
盛
る
炎
の
中
を

練
っ
た
後
、
二
〇
時
に
出
発
す
る
。

　
最
近
は
近
隣
の
筑
紫
台
高
等
学
校
か
ら
の
参
加
が
あ
る
。
四
〇
～
五
〇
人
の
野

球
部
員
が
各
町
に
分
か
れ
て
入
る
。

　「
鬼
じ
ゃ
、
鬼
じ
ゃ
」
と
掛
け
声
を
掛
け
な
が
ら
小
鳥
居
小
路
、
参
道
を
下
っ

て
西
鉄
太
宰
府
駅
前
広
場
着
く
と
、
駅
前
広
場
に
置
い
て
あ
る
藁
に
三
町
の
連
絡

員
が
点
火
し
、
広
場
を
三
周
、
左
回
り
で
駆
け
回
る
。
そ
し
て
大
カ
リ
マ
タ
を
立

て
高
く
差
し
上
げ
、
気
勢
を
上
げ
た
後
休
憩
す
る
。

　
二
〇
時
二
〇
分
、
再
び
気
勢
を
上
げ
大
町
か
ら
馬
場
に
上
が
る
斎
垣
の
下
り
を

三
回
練
り
、
参
道
は
一
気
に
進
ん
で
行
く
。
土
産
物
店
甘
木
屋
前
で
大
カ
リ
マ
タ

を
差
し
上
げ
気
勢
を
上
げ
た
後
、
左
折
す
る
。
太
鼓
橋
は
渡
ら
ず
、
薬
師
馬
場
を

通
り
、
二
〇
時
三
五
分
、
楼
門
前
の
祓
所
に
到
着
す
る
。

⑦
鬼
係

　
こ
の
間
大
町
の
鬼
係
も
出
発
の
二
〇
時
二
〇
分
を
迎
え
る
。「
鬼
」
と
書
か
れ

た
高
張
提
灯
二
張
と
鬼
係
幟
旗
を
小
学
生
が
持
ち
、
総
代
を
先
頭
に
参
道
を
進
ん

で
行
く
。
鬼
火
渡
し
と
書
か
れ
た
手
丸
提
灯
を
持
つ
火
渡
し
役
の
鬼
木
家
が
こ
れ

に
続
く
。
火
渡
し
の
役
は
鬼
木
家
の
世
襲
で
あ
る
。
梅
紋
の
入
っ
た
藍
染
の
直
垂
、

侍
烏
帽
子
を
着
用
し
、
手
丸
提
灯
の
中
に
は
火
渡
し
の
た
め
の
未
使
用
の
ろ
う
そ

く
も
入
っ
て
い
る
。
鬼
係
松
明
が
道
中
を
浄
め
な
が
ら
鬼
面
を
先
導
し
て
行
く
。

松
明
の
元
を
押
さ
え
る
人
、
引
き

綱
を
持
つ
人
は
経
験
者
で
あ
る
。

太
鼓
橋
を
渡
り
二
〇
時
四
五
分
、

祓
所
に
到
着
す
る
。
お
祓
い
を
受

け
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
は
お
祓
い
を
受
け
た

後
、
順
次
斎
場
へ
入
場
し
て
行
く
。

⑧
斎
場
入
場

　
最
初
に
斎
場
に
到
着
す
る
の
は
、

鬼
警
固
の
天
棒
で
あ
る
。
二
〇
時

三
〇
分
、「
鬼
じ
ゃ
、
鬼
じ
ゃ
」
と

掛
け
声
を
掛
け
な
が
ら
入
場
し
鬼

す
べ
堂
の
後
方
を
回
っ
て
堂
の
西

入
口
に
待
機
す
る
。

　
同
四
五
分
、
燻
べ
手
が
到
着
。

警
固
の
立
ち
合
い
の
も
と
、
堂
の

正
面
に
ス
ベ
釜
を
築
く
。
堂
か
ら

四
メ
ー
ト
ル
間
隔
を
と
り
、
大
カ
リ
マ
タ
を
中
心
に
小
カ
リ
マ
タ
一
五
本
を
枕
木

状
に
並
べ
、
そ
の
上
に
藁
二
〇
〇
把
、
生
松
葉
六
〇
把
を
交
互
に
積
み
上
げ
て
い

く
。
高
さ
約
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
四
メ
ー
ト
ル
の
ス
ベ
釜
が
完
成
す
る
。

後
に
入
場
す
る
松
明
が
氏
子
会
長
席
に
到
着
後
、
松
明
の
取
締
長
の
立
ち
合
い
の

も
と
、
灯
油
二
缶
を
ス
ベ
釜
に
ま
く
。

　
同
五
五
分
。
鬼
係
が
到
着
す
る
（
写
真
五
）。
所
定
の
場
所
に
鬼
面
を
か
け
、

鬼
と
合
流
し
待
機
す
る
。

　
二
一
時
、
し
ん
が
り
を
務
め
る
松
明
一
行
が
宝
蔵
松
明
を
先
頭
に
入
場
。
松
明

に
先
導
さ
れ
宮
司
以
下
神
職
六
名
・
若
党
二
人
・
氏
子
会
長
・
火
渡
し
役
を
誘
導

し
て
斎
場
に
入
る
。

　
宝
蔵
松
明
・
竹
松
明
・
鬼
松
明
は
堂
内
を
三
周
し
斎
場
を
浄
め
、
斎
場
北
側
に

並
べ
て
立
て
る
。
す
で
に
二
時
間
半
に
わ
た
っ
て
燃
え
て
い
る
宝
蔵
松
明
は
、
長

写
真
五
　
斎
場
で
の
鬼
係
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さ
が
そ
の
半
分
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
氏
子
会
長
は
斎
場
北
側
の
氏
子
会
長
席
に
、

神
職
・
火
渡
し
役
は
東
側
入
口
か
ら
鬼
す
べ
堂
に
入
る
。

⑨
鬼
す
べ
の
攻
防
　

　
堂
内
の
中
心
に
舗
設
さ
れ
た
南
面
の
祭
壇
で
祓
殿
祭
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

先
ほ
ど
作
ら
れ
た
ス
ベ
釜
を
祓
う
釜
祓
い
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
続
い
て
、
堂
外
は

滅
灯
し
堂
内
で
は
火
渡
し
の
儀
に
移
る
。
火
渡
し
役
の
鬼
木
家
は
、
燻
べ
手
三
町

の
各
取
締
役
が
持
つ
忌
藁
に
そ
の
忌
火
を
渡
し
、
各
取
締
役
は
堂
外
の
ス
ベ
釜
に

点
火
す
る
。
炎
が
一
気
に
燃
え
上
が
る
。

　
次
第
に
火
勢
が
落
ち
着
く
と
燻
べ
手
は
一
斉
に
唐
団
扇
で
煽
ぎ
た
て
る
。
堂
内

か
ら
は
鬼
警
固
が
板
壁
を
天
棒
で
打
ち
破
る
音
が
轟
き
始
め
る
。
燻
べ
手
は
煙
が

立
つ
よ
う
に
カ
リ
マ
タ
を
持
ち
あ
げ
て
藁
を
浮
か
せ
、
唐
団
扇
で
煙
を
堂
内
に
煽

ぎ
入
れ
る
。
し
ば
ら
く
こ
の
攻
防
が
続
き
、
板
壁
が
全
て
打
ち
破
ら
れ
る
と
、
堂

内
の
神
職
に
よ
っ
て
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
。
天
棒
は
取
締
の
指
導
で
裏
の
相

撲
場
に
ま
と
め
て
返
還
す
る
。

　
太
鼓
の
音
を
合
図
に
、
灯
り
取
り
の
竹
松
明
が
堂
の
西
側
に
立
ち
、
宝
蔵
松
明

と
鬼
松
明
を
導
く
。
こ
れ
に
続
き
鬼
面
を
先
頭
に
し
て
西
口
か
ら
鬼
係
の
一
行
が

堂
内
に
入
る
。
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
た
身
長
が
同
じ
く
ら
い
の
鬼
使
い
二

名
は
、
鬼
を
は
さ
ん
で
腕
を
交
差
し
、
鬼
に
く
く
り
つ
け
て
あ
る
腰
木
を
持
っ
て

鬼
を
護
衛
す
る
。
煙
が
立
ち
こ
め
る
堂
内
を
鬼
係
は
右
回
り
で
七
周
半
す
る
。
鬼

係
が
堂
の
正
面
を
回
る
時
、
燻
べ
手
は
唐
団
扇
で
藁
灰
を
す
く
っ
て
鬼
係
に
か
け

る
。
祭
壇
前
の
桟
敷
に
は
神
職
が
座
り
、
一
周
す
る
ご
と
に
鬼
の
頭
を
六
人
の
神

職
が
卯
杖
で
打
ち
、
煎
り
豆
を
投
げ
る
。
鬼
係
一
行
は
神
職
の
前
で
は
鬼
の
前
を

あ
け
、
鬼
を
見
せ
る
。
神
職
席
西
側
の
堂
内
回
数
誘
導
所
役
が
壁
の
回
数
札
を
め

く
っ
て
回
る
数
を
示
す
。

　
鬼
係
が
回
り
終
え
る
と
太
鼓
の
音
が
や
み
、
鬼
す
べ
堂
の
中
央
正
面
か
ら
鬼
松

明
、
鬼
係
、
宝
蔵
松
明
の
順
に
出
て
い
く
。
鬼
係
は
体
制
を
す
ぐ
に
整
え
斎
場
の

広
場
を
右
回
り
で
三
周
半
す
る
。
氏
子
会
長
席
に
近
づ
く
と
会
長
は
卯
杖
で
鬼
に

一
撃
を
加
え
、
煎
り
豆
を
投
げ
る
。
鬼
係
一
行
は
広
場
を
三
周
半
し
、
氏
子
会
長

に
三
回
打
た
れ
て
所
定
の
場
所
に
退
散
す
る
。
こ
う
し
て
鬼
す
べ
神
事
は
終
了
す

る
。

　
終
了
後
、
氏
子
会
長
に
向
か
っ
て
右
か
ら
、
警
固
、
燻
べ
手
、
鬼
係
、
松
明
が

各
取
締
に
従
っ
て
集
ま
り
、
氏
子
会
長
に
「
異
常
な
し
」
と
経
過
報
告
を
す
る
。

最
後
に
会
長
、総
取
締
の
順
に
「
鬼
じ
ゃ
―
」
と
叫
ん
だ
後
、全
員
で
「
鬼
じ
ゃ
―
」

と
叫
び
、
解
散
と
な
る
。

　
解
散
後
の
斎
場
で
は
、
人
々
が
打
ち
破
ら
れ
た
板
壁
の
破
片
を
拾
い
、
残
り
火

で
焦
げ
目
を
つ
け
て
持
ち
帰
る
。
玄
関
に
祀
り
、
火
除
け
の
お
守
り
と
古
く
か
ら

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
本
殿
脇
で
は
鬼
豆
が
授
与
さ
れ
る
。

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
に
実
施
さ
れ
た
鬼
す
べ
に
つ
い
て
は
、
令
和
三

（
二
〇
二
一
）
年
一
二
月
九
日
付
け
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
通
達
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
同
意
書
を
提
出
し
、
事
前
に
各
町
で
取
り

ま
と
め
た
上
で
、
奉
仕
が
認
め
ら
れ
た
。

　
各
町
に
お
い
て
も
、
例
年
の
高
校
生
の
部
活
単
位
の
参
加
を
断
っ
た
。
中
学
生

以
下
は
不
参
加
で
あ
っ
た
。
引
退
し
た
年
代
の
参
加
が
み
ら
れ
た
。
氏
子
の
家
族

程
度
な
ど
の
範
囲
で
奉
仕
者
を
厳
選
し
た
。
ま
た
接
待
も
中
止
、
あ
る
い
は
大
幅

に
縮
小
さ
れ
た
。

　
当
日
、
奉
仕
者
全
員
に
黒
い
マ
ス
ク
が
配
布
さ
れ
た
。

（
森
　
弘
子
）
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の
組
織
は
、
畑
地
区
に
鎮
座
す
る
水
神
社
の
氏
子
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
ど
ん
ど
焼
き
は
日
本
各
地
に
残
る
火
祭
り
で
、
元
は
旧
暦
の
一
月
一
五
日
に
行

わ
れ
て
い
た
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
農
村
行
事
で
あ
っ
た
。
一
般
的
な
ど

ん
ど
焼
き
の
形
態
は
、
竹
の
柱
を
支
柱
と
し
て
、
藁
や
松
、
杉
な
ど
を
束
ね
塔
の

よ
う
に
積
み
上
げ
る
が
、
畑
地
区
で
は
小
屋
掛
け
と
い
う
変
わ
っ
た
形
態
で
執
り

行
わ
れ
る
。

　
畑
地
区
で
行
わ
れ
る
ど
ん
ど
焼
き
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
六
五
年
前
に
は

現
在
の
も
の
よ
り
は
小
さ
い
も
の
の
、
既
に
小
屋
を
建
て
、
地
区
（
以
前
は
畑
地

区
の
五
つ
の
区
域
）
ご
と
に
実
施
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
石
組
の
囲
炉
裏
を
作

り
、
そ
こ
で
火
を
焚
い
て
い
た
た

め
、
火
の
番
を
す
る
た
め
に
番
小
屋

が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭

和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
頃
ま
で
は

子
ど
も
達
だ
け
の
行
事
で
、
材
料
集

め
か
ら
組
み
立
て
、
火
を
点
け
る
ま

で
一
切
大
人
が
関
与
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
。
一
時
期
三
〇
年
ほ
ど
中

断
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
地
元
の

子
ど
も
会
が
中
心
と
な
っ
て
復
活
し

た
。
現
在
は
「
畑
地
区
ど
ん
ど
焼
き

保
存
会
」
と
し
て
、
水
神
社
の
氏
子

を
中
心
に
実
施
・
継
承
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）

年
二
月
に
実
施
し
た
の
を
最
後
に
、

現
在
は
休
止
中
で
あ
る
。

写
真
一
　
小
屋
づ
く
り

四
　
畑は

た
の
ど
ん
ど
焼や

き

【
指
定
等
】

　
種
類
　
豊ぶ

前ぜ
ん

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
畑
の
ど
ん
ど
焼
き

　
指
定
年
月
日
　
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
二
月
一
二
日

【
テ
ー
マ
】
一
「
大
火
」

【
別
名
】
ど
ん
ど

　【地
域
の
概
要
】

　
豊
前
市
は
福
岡
県
の
東
部
、
大
分
県
と
の
県
境
に
ほ
ど
近
い
海
岸
部
に
位
置
す

る
田
園
都
市
で
、
面
積
は
一
一
一
・
一
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
そ
の
七

割
を
山
林
が
占
め
て
い
る
。
北
は
周す

防お
う

灘な
だ

に
面
し
、
南
に
は
標
高
一
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
犬い
ぬ

ヶが

岳た
け

や
標
高
七
八
二
メ
ー
ト
ル
の
求く

菩ぼ

提て

山さ
ん

を
中
心
と
し
た
山

並
み
を
抱
え
る
。
畑
地
区
は
豊
前
市
の
南
西
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
明

治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
築つ
い

城き

郡ぐ
ん

松し
ょ
う
え江
、
畠は
た
け
な
か中、
中な
か
む
ら村
、
角す

だ田
、
畑
の
五
村

が
合
併
し
て
角
田
村
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
八は
ち

屋や

町ま
ち

、
角
田
村
、
山や
ま

田だ

村む
ら

、
千ち

束づ
か

村む
ら

、
三み

毛け

門か
ど

村む
ら

、
黒く
ろ
つ
ち
む
ら

土
村
、
横よ
こ
た
け
む
ら

武
村
、
合ご
う

河が
わ

村む
ら

、

岩い
わ

屋や

村む
ら

が
合
併
し
「
豊
前
市
」
と
な
っ
た
が
、
畑
と
い
う
地
名
は
、
地
区
名
と
し

て
残
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
豊
前
市
大
字
畑
七
〇
一
（
水す
い

神
社
）

【
実
施
時
期
】

　
二
月
一
四
日
に
近
い
土
曜
日
又
は
日
曜
日
（
か
つ
て
は
二
月
一
四
日
）

【
伝
承
組
織
】

　「
畑
地
区
ど
ん
ど
焼
き
保
存
会
」
に
よ
っ
て
、
実
施
・
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
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【
実
施
内
容
】

一
　
小
屋
づ
く
り

　
一
月
中
旬
頃
に
材
料
（
カ
ズ
ラ
や
藁
、
竹
、
茅
、
間
伐
材
な
ど
）
の
切
り
出
し

を
行
い
、
一
月
下
旬
か
ら
二
月
初
旬
に
小
屋
の
建
設
を
行
う
。
小
屋
を
建
て
る
場

所
、
大
き
さ
は
決
ま
っ
て
お
り
、
大
き
さ
は
平
面
で
四
メ
ー
ト
ル
×
五
メ
ー
ト
ル

程
で
、
高
さ
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
の
小
屋
は
「
お
こ
も
り
小
屋
」
や
「
ど
ん

ど
小
屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

二
　
お
こ
も
り

　
お
こ
も
り
小
屋
が
立
ち
上
が
り
、
本
番
ま
で
の
一
週
間
程
度
、
毎
晩
地
元
の
人

た
ち
が
お
こ
も
り
小
屋
に
集
ま
り
、
大
人
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
子
ど
も
は
お
菓

子
や
餅
を
焼
い
て
食
べ
る
。
こ
の
お
こ
も
り
に
は
、
元
々
は
神
に
対
し
身
を
清
め

る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。

三
　
火
入
れ
（
巻
頭
図
版
）

　
二
月
一
四
日
、
ど
ん
ど
焼
き
の
日

の
夜
、
予
め
古
く
な
っ
た
お
札
や
注

連
飾
り
な
ど
が
壁
に
括
り
付
け
ら
れ

た
小
屋
に
、二
〇
時
頃
に
無
病
息
災
、

五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
火
が
つ
け
ら
れ

る
。
火
は
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、

山
合
の
谷
に
竹
が
弾
け
る
音
を
こ
だ

ま
さ
せ
な
が
ら
、
小
正
月
の
火
祭
り

は
終
わ
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

・
原
井
の
ど
ん
ど
焼
き
（
豊
前
市
）

・
馬
場
の
ど
ん
ど
焼
き
（
豊
前
市
）

（
中
内
　
華
奈
）

写
真
二
　
お
こ
も
り

写
真
三
　
火
入
れ
前
の
小
屋
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小
倉
区
に
は
、
か
つ
て
三
つ
の
水
利
組
合
が
あ
っ
た
が
、
農
業
人
口
の
減
少
に

よ
り
合
併
し
、「
保
存
会
」（
水
利
財
産
保
存
会
）
と
称
し
、
神
社
や
墓
所
、
溜
め

池
の
保
全
な
ど
、
か
つ
て
村
落
共
同
体
で
行
っ
て
き
た
よ
う
な
事
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
る
。
こ
の
組
織
を
中
心
に
、
長
寿
会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）、
自
治
会
の
三

組
織
か
ら
代
表
を
出
し
、
氏
子
会
役
員
会
を
組
織
。
こ
の
組
織
が
中
心
に
な
っ
て

嫁
ご
の
尻
た
た
き
を
実
施
し
て
い
る
。
以
前
は
青
年
団
が
中
心
に
な
っ
て
左さ

義ぎ

長ち
ょ
う

作
り
か
ら
ま
つ
り
当
日
の
食
事
の
準
備
ま
で
し
て
い
た
。

【
由
来
・
伝
承
】

　『
福
岡
の
民
俗
文
化
』（
佐
々
木
哲
哉
・
一
九
九
三
年
三
月
）
に
、「
太
宰
府
市

水み
ず

城き

で
は
以
前
一
四
日
に 

〝
ジ
ョ
ウ
メ
〟 

と
い
っ
て
、
初
嫁
の
尻
を
叩
い
て
回
る

行
事
が
あ
っ
た
。
木
を
細
く
削
っ
た
も
の
を
束
に
し
て
紙
で
巻
い
た
粥
杖
と
い
う

も
の
で
叩
く
の
で
あ
る
が
、
多
く
打
た
れ
る
と
沢
山
子
を
産
む
と
い
わ
れ
て
い
る
。

近
く
の
春
日
市
小
倉
で
も
同
じ
日
に
、
村
の
住
吉
神
社
に
初
嫁
が
集
ま
り
、
雑

木
の
大
柱
を
焼
く
行
事
の
あ
と
、
藁
束
を
縄
で
巻
い
た
も
の
で
尻
を
叩
か
れ
る
。

糸い
と
し
ま島

郡
で
は
ゾ
ウ
メ
キ
（
に
わ
と
こ
）
の
枝
で
作
っ
た
刀
で
子
ど
も
達
が
「
嫁
ご

の
尻
叩
き
、
叩
か
せ
ん
も
ん
な
鬼
産
め
蛇
産
め
」
と
唱
え
て
、
初
嫁
を
叩
い
て
回

り
、
玩
具
や
御
菓
子
を
貰
っ
て
い
た
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
現
在
で
は
春
日

市
小
倉
に
の
み
伝
承
さ
れ
る
同
様
の
行
事
が
、
平
成
の
初
め
ま
で
は
聞
き
取
り
で

き
、
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　『
諸
国
図
会
年
中
行
事
大
成
』 

に
は
、
一
月
一
五
日
粥
杖
の
項
に
「
粥
木
に
て

女
の
腰
を
打
て
ば
子
を
生
む
ま
じ
な
ひ
と
云
」
と
註
書
き
に
続
け
て
、「
狭
衣
云
」

「
枕
草
子
云
」
と
し
て
、『
狭
衣
物
語
』『
枕
草
子
』
の
関
連
文
章
を
記
述
し
た
あ

と
、
諸
国
の
粥
杖
の
実
例
を
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
、
爆
竹
（
と
ん
ど
）
并
吉
書

揚
に
つ
い
て
述
べ
る
項
で
は
、
山
科
家
よ
り
主
上
に
献
ず
る
左
義
長
に
つ
い
て
記

し
、
洛
中
の
家
々
で
も
、
今
暁
、
竹
を
建
て
、
注
連
飾
り
・
吉
書
を
焼
き
、「
と

ん
ど
左
義
長
」と
囃
す
。
ま
た
そ
の
火
で
小
豆
粥
を
煮
た
り
、餅
を
焼
い
た
り
す
る
。

灰
を
屋
敷
の
四
面
に
撒
け
ば
蛇
が
近
寄
ら
な
い
な
ど
の
事
を
記
し
、
大
坂
・
兵
庫
・

近
江
な
ど
の
事
例
を
挙
げ
、
そ
の
中
に
三さ
ぎ
ち
ょ
う

毬
杖
、
毬ぎ

っ
ち
ょ
う杖と

の
関
連
も
述
べ
て
い
る
。

　『
狭
衣
物
語
』、『
枕
草
子
』
は
宮
廷
の
出
来
事
を
記
す
が
、
宮
廷
行
事
が
江
戸

五
　
嫁よ

め
ご
の
尻し

り
た
た叩

き

【
テ
ー
マ
】
一
四
「
新
婚
祝
い
」

【
地
域
の
概
要
】

　
春か
す
が日

市
は
福
岡
市
の
南
に
隣
接
す
る
市
で
あ
る
。
市
域
は
牛う

し
く
び
や
ま

頸
山
（
標
高

四
四
七
・
九
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
長
く
北
に
延
び
る
標
高
三
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
低

丘
陵
に
ほ
ぼ
含
ま
れ
、
西
の
那な

珂か

川が
わ

、
東
の
御
笠
川
へ
つ
な
が
る
複
雑
な
形
状
の

谷
が
入
り
組
む
地
形
上
に
あ
る
。
面
積
は
約
一
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
北
は
福

岡
市
博
多
区
・
南
区
、
東
南
は
大お
お
の
じ
ょ
う

野
城
市
、
西
南
は
那
珂
川
市
に
接
す
る
。
福
岡

都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
地
域
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。

　
小こ

倉く
ら

地
区
は
、
春
日
市
中
央
部
よ
り
や
や
北
に
位
置
す
る
。
江
戸
期
、
小

倉
村
は
筑
前
国
那
珂
郡
に
属
し
た
。
明
治
二
二
（
一
八
九
九
）
年
、
上か
み
し
ろ
う
ず

白
水

村
・
下し
も
し
ろ
う
ず

白
水
村
・
須す

ぐ玖
村
・
春
日
村
と
合
併
し
て
春
日
村
と
な
り
、
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
に
春
日
町
、
昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
に
春
日
市
と
な
っ
た
。

　
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
、
九
州
鉄
道
株
式
会
社
雑ざ
っ

餉し
ょ
の

隈く
ま

駅
（
現
Ｊ
Ｒ
九

州
福
岡
南
駅
）
が
開
業
し
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
に
は
九
州
鉄
道
株
式
会

社
（
現
、
西
日
本
鉄
道
）
春
日
原
駅
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
福
岡
市
へ
の
交
通
の

便
の
向
上
が
、
純
農
村
地
区
で
あ
っ
た
小
倉
地
区
の
生
活
に
変
化
を
及
ぼ
し
た
。

戦
時
中
に
は
軍
需
工
場
や
行
員
寮
が
で
き
、
春
日
市
内
に
は
米
軍
基
地
も
で
き
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
、
県
道
三
一
号
線
の
整
備
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
地

域
は
急
速
な
宅
地
化
が
進
み
、
現
在
住
民
の
三
分
の
一
が
他
所
か
ら
の
転
入
者
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
に
は
昔
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、
虫

追
い
、
盆
綱
、
宮
座
な
ど
の
昔
な
が
ら
の
年
中
行
事
も
行
わ
れ
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
春
日
市
小
倉
三
丁
目
三
七
　
小
倉
住す
み
よ
し吉

神
社

【
実
施
時
期
】
一
月
一
四
日
　
一
七
時
～
二
四
時

【
伝
承
組
織
】
住
吉
神
社
氏
子
会
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時
代
ま
で
に
は
諸
国
庶
民
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
小
正
月
の

行
事
と
し
て
、
民
間
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
宮
廷
で
も
行
わ
れ
て
い
た

の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
春
日
市
小
倉
で
行
わ
れ
て
い
る
、

新
婚
の
嫁
が
家
に
居
着
き
、
子
宝
に
恵
ま
れ
る
よ
う
に
と
い
う
祝
い
を
も
っ
て
、

ま
た
左
義
長
を
伴
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
嫁
ご
の
尻
た
た
き
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
戦
後
、
廃
絶
し
て
い
た
の
を
昭
和

五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
復
活
さ
せ
た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
一
月
発

刊
の
『
春
日
町
郷
土
誌
』（
春
日
町
氏
子
総
代
会
）
に
は
、「
毎
年
正
月
一
四
日
夜

左
義
長
の
場
所
で
行
わ
れ
る
。
場
所
は
住
吉
宮
社
前
広
場
に
村
人
達
集
ま
り
、
青

竹
数
一
〇
本
を
持
ち
寄
り
、
周
囲
一
丈
余
り
の
束
を
作
り
夕
に
入
り
之
に
火
を
放

ち
炎
々
附
近
は
昼
の
如
し
。
其
の
年
の
内
に
嫁
し
来
り
し
新
婦
が
礼
装
に
て
社
に

参
拝
す
る
途
中
を
子
ど
も
達
は
二
三
尺
の
藁
棒
を
以
て
新
婦
の
尻
を
叩
き
巡
る
の

風
習
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
新
婦
の
動
き
も
子
ど
も
達
の
動
き
も
自
由
に

見
え
る
が
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
発
刊
の
『
春
日
市
史
』
で
は
、「
正
装
し

た
嫁
が
神
社
拝
殿
に
集
ま
り
、
一
同
拝
礼
の
後
に
区
長
か
ら
祝
辞
を
受
け
、
そ
の

後
、
境
内
の
広
場
の
左
義
長
の
周
り
に
集
ま
り
、
左
義
長
に
点
火
後
、
子
ど
も
が

待
ち
う
け
て
尻
を
叩
く
」
と
報
告
し
て
お
り
、
現
在
で
は
、
さ
ら
に
神
事
の
部
分

が
厳
格
化
し
て
い
る
。
ま
た
子
ど
も
達
の
動
き
も
、
以
前
の
よ
う
に
騒
ぎ
な
が
ら

叩
く
、
思
い
っ
き
り
叩
い
て
は
逃
げ
る
等
の
こ
と
は
な
く
、
秩
序
正
し
く
動
き
、

わ
ら
の
棒
で
叩
く
と
い
う
よ
り
、撫
で
る
、触
る
と
い
う
方
が
適
切
な
動
き
と
な
っ

て
い
る
。

　
な
お
、
同
じ
春
日
市
内
で
は
新
婚
夫
婦
を
祝
う
祭
り
と
し
て
、
国
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
「
春
日
の
婿む
こ

押お

し
」
が
、
同
日
行
わ
れ
る
。

【
実
施
内
容
】

た
た
き
棒
の
製
作

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
一
月
一
四
日
実
施
の
「
嫁
ご
の
尻
た
た
き
」
に
使
用

す
る
た
た
き
棒
を
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
一
二
月
一
八
日
、
小
倉
公
民
館
で

製
作
。
た
た
き
棒
作
り
は
、以
前
は
年
が
明
け
て
か
ら
、九
日
頃
行
わ
れ
、年
に
よ
っ

て
も
異
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
製
作
指
導
は
長
寿
会
他
の
大
人
が
一
二
人
、
春
日

中
学
校
の
生
徒
男
女
二
人
、
春
日
小
学
校
生
徒
男
女
五
人
が
参
加
。
小
倉
区
に
子

ど
も
会
は
な
い
の
で
、
希
望
者
を
募
る
。
材
料
は
今
年
度
に
採
れ
た
那
珂
川
市
産

の
稲
わ
ら
と
既
製
品
の
縄
（
わ
ら
ロ
ー
プ
）
を
購
入
す
る
。

手
順

①
小
さ
な
熊
手
（
レ
ー
キ
）
で
ワ
ラ
束
一
掴
み
を
こ
さ
い
で
、
余
分
な
枝
分
か
れ

　
部
分
を
落
と
し
、
硬
い
部
分
だ
け
に
す
る
（
こ
れ
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
の
こ

　
と
）。

②
今
年
度
産
の
わ
ら
ロ
ー
プ
を
三
尋
分
切
る
。

③
ワ
ラ
を
足
で
踏
ん
で
ピ
ン
と
張
っ
た
状
態
で
、
横
に
し
た
ワ
ラ
束
の
根
元
か
ら

　
巻
き
付
け
て
い
く
。
こ
の
時
、
ロ
ー
プ
を
し
っ
か
り
張
っ
て
、
き
つ
く
巻
き
付

　
け
る
。
巻
い
た
部
分
が
持
ち
手
に
な
る
。
持
ち
手
が
長
い
方
が
格
好
良
い
。

④
巻
き
終
わ
り
の
部
分
を
折
り
返
し
、
ロ
ー
プ
の
端
と
輪
っ
か
の
部
分
を
残
し
て

　
一
緒
に
巻
き
込
む
。

⑤
ロ
ー
プ
の
端
を
④
の
輪
っ
か
に
通
し
て
、
し
っ
か
り
締
め
て
完
成
。

⑥ 

住
吉
神
社
で
お
祓
い
を
受
け
使
用
す
る
。

左
義
長
の
製
作

①
一
月
一
四
日
ま
で
に
保
存
会
・
長
寿
会
で
竹
取
り
。
青
竹
数
一
〇
本
で
あ
る
。

②
一
月
一
四
日
九
時
か
ら
一
二
時
に
井
桁
状
に
木
を
組
み
、
竹
を
建
て
、
ま
わ
り

　
を
縄
で
固
定
す
る
。
中
程
の
高
さ
に
注
連
縄
を
張
り
巡
ら
せ
、
頂
上
に
「
謹
賀

　
新
年
」
と
書
い
た
書
き
初
め
の
旗
を
た
て
る
。

③
作
業
者
に
は
昼
食
と
し
て
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

④
一
五
時
よ
り
正
月
飾
り
の
焼
却
受
付
開
始
。

神
事

　
一
七
時
よ
り
祭
り
の
説
明
等
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
り
、
一
七
時
一
〇
分
、
住
吉

神
社
本
殿
に
て
神
事
が
開
始
す
る
。
修
祓
、
祝
詞
奏
上
に
続
い
て
玉
串
奉
奠
で
は
、

氏
子
総
代
→
保
存
会
代
表
→
宮
座
代
表
→
小
倉
区
自
治
会
長
→
小
倉
長
寿
会
代
表

→
新
婿
・
新
嫁
の
順
に
拝
礼
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
以
上
の
ほ
か
、
参
列
し
て
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入
れ
て
順
次
焼
却
し
て
い
く
。
こ
の

間
、
来
訪
者
に
は
振
る
舞
い
が
あ
り
、

二
四
時
に
消
火
と
な
る
。

【
行
事
開
催
の
現
状
】

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
一
月

一
四
日
開
催
の
嫁
ご
の
尻
た
た
き
は
、

五
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
た
形
で
の
開
催
は
初

め
て
で
あ
る
と
い
う
。
今
年
の
新
婚

夫
婦
は
、
前
年
参
加
の
予
定
で
あ
っ

た
が
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
、
今
年

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
前
三
年
間
は
新
嫁
で
、

行
事
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
が
な
く
、

該
当
者
が
い
て
も
断
ら
れ
る
場
合
が
多
く
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

　
断
る
理
由
は
、
伝
統
行
事
に
価
値
を
感
じ
て
い
な
い
。
必
ず
一
月
一
四
日
に
開

催
す
る
た
め
平
日
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
仕
事
に
差
し
障
る
。
近
年
の
女
性
に
関

す
る
考
え
の
変
化
か
ら
、
こ
の
行
事
の
意
味
合
い
に
疑
問
を
持
つ
等
も
あ
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、伝
統
行
事
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と
の
考
え
を
持
つ
人
々
も
、【
伝

承
組
織
】
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
組
織
を
改
編
し
、
伝
統
行
事
を
存
続
で

き
る
体
制
固
め
や
、
祭
事
の
や
り
方
を
整
備
す
る
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
る
。
初

嫁
の
該
当
者
が
な
く
、嫁
ご
の
尻
た
た
き
が
行
わ
れ
な
い
年
で
も
、左
義
長
は
行
っ

て
き
た
と
い
う
。
自
治
会
長
に
よ
っ
て
は
、
消
極
的
な
意
見
を
述
べ
る
人
も
い
た

が
、
現
在
の
自
治
会
長
は
、
地
域
の
伝
統
行
事
と
し
て
継
承
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

森
　
弘
子
）

い
る
親
族
な
ど
、
一
堂
に
盃
が
配
ら
れ
、
宮
司
が
御
神
酒
を
つ
い
で
ま
わ
り
、
宮

司
の「
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」の
発
声
で
一
同
御
神
酒
を
頂
く
。
そ
の
後
、

氏
子
総
代
の
挨
拶
、
新
婿
父
の
御
礼
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
氏
子
総
代
の
挨
拶
で
は
、

「
嫁
ご
の
尻
叩
き
が
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
あ
り
、
こ
れ
を
大
切
に
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
い
、
新
婿
父
の
挨
拶
で
も
「
小
倉
地
区
の
伝

統
行
事
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
光
栄
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
記
念
撮
影
が

あ
り
、
新
婿
・
新
嫁
は
本
殿
と
左
義
長
の
あ
る
広
場
の
中
間
の
土
手
に
腰
を
下
ろ

し
て
待
機
し
て
い
た
。

左
義
長
・
嫁
ご
の
尻
た
た
き

　
一
八
時
に
子
ど
も
達
は
集
合
し
、
揃
い
の
法
被
、
た
た
き
棒
を
受
け
取
り
、
諸

注
意
を
聞
く
。
法
被
は
火
の
粉
が
服
に
つ
か
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
た
た
き
棒
の
製
作
に
関
わ
っ
た
子
ど
も
は
自
作
の
た
た
き
棒
を
使
用
す
る
。

　
左
義
長
の
会
場
で
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
地
元
の
な
ご
み
太
鼓
が
演
奏
さ

れ
、
神
火
が
、
氏
子
総
代
か
ら
保
存
会
会
長
・
自
治
会
会
長
・
長
寿
会
会
長
に
手

渡
さ
れ
る
と
、
自
治
会
会
長
を
先
頭
に
、
長
寿
会
・
保
存
会
会
長
が
並
ん
で
続
き
、

そ
の
後
に
、
新
婿
・
新
嫁
が
続
い
て
社
前
の
石
段
を
下
り
る
。
神
火
を
持
つ
三
人

は
左
義
長
の
周
り
の
所
定
の
位
置
に
分
か
れ
て
待
機
し
、
新
婿
・
新
嫁
は
、
左
義

長
よ
り
少
し
離
れ
た
所
に
立
つ
。

　
一
八
時
三
〇
分
左
義
長
に
点
火
。
ひ
と
し
き
り
燃
え
、
火
の
粉
が
収
ま
っ
た
頃
、

一
八
時
五
〇
分
頃
か
ら
嫁
ご
の
尻
た
た
き
で
あ
る
（
写
真
一
）。
左
義
長
の
周
り

を
新
婿
・
新
嫁
が
歩
き
、
そ
の
後
に
、
た
た
き
棒
を
持
っ
た
子
ど
も
が
行
き
、
代

わ
る
代
わ
る
新
嫁
の
尻
に
棒
で
触
れ
る
。
あ
る
程
度
の
所
で
終
了
し
、
子
ど
も
は

ワ
ラ
の
た
た
き
棒
を
手
に
帰
宅
す
る
。
こ
の
棒
は
魔
除
け
と
し
て
、
縄
を
巻
い
て

な
い
方
を
上
に
し
て
家
の
玄
関
に
一
年
間
立
て
掛
け
て
お
く
。

　
終
了
後
に
新
婿
・
新
嫁
、
自
治
会
長
に
は
マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が

あ
り
、
一
九
時
三
〇
分
に
は
、
つ
ば
き
庵
（
社
務
所
集
会
所
）
で
祝
賀
会
と
な
る
。

祝
辞
の
あ
と
祝
め
で
た
を
唄
い
、
乾
杯
、
懇
談
と
な
り
、
最
後
に
新
婿
が
御
礼
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　
二
〇
時
一
五
分
か
ら
は
、
各
家
庭
よ
り
持
っ
て
き
た
正
月
飾
り
を
左
義
長
に

写
真
一
　
左
義
長
・
尻
叩
き
の
様
子
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六
　
石い
し
が
ま釜
の
ト
ビ
ト
ビ

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
石
釜
の
ト
ビ
ト
ビ

　
指
定
年
月
日
　
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
三
月
二
四
日

【
テ
ー
マ
】
一
八
「
正
月
・
小
正
月
」

【
地
域
の
概
要
】

　
福
岡
市
早さ
わ

良ら

区
大
字
石
釜
は
、
福
岡
市
の
南
部
、
福
岡
県
と
佐
賀
県
神か

ん
ざ
き埼

郡
の

境
を
な
す
背
振
山
地
の
金か
な
や
ま山

（
標
高
九
六
七
メ
ー
ト
ル
）
北
麓
に
位
置
す
る
。
地

区
内
に
は
、
隣
接
す
る
大
字
曲ま
が
り
ぶ
ち淵の

曲
淵
水
源
地
を
源
と
す
る
室む

ろ

見み

川が
わ

が
東
流
し
、

博
多
湾
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
川
に
沿
う
よ
う
に
、
三み
つ

瀬せ

峠と
う
げを
経
て
福
岡
市

と
佐
賀
市
を
結
ぶ
国
道
二
六
三
号
線
が
走
り
、
両
都
市
を
結
ぶ
最
短
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
、
こ
の
地
は
石
釜
村
と
称
し
、
周
辺
の
八
つ
の
村
と
と
も
に
脇
山
郷

を
形
成
し
て
い
た
。
明
治
初
期
の
石
釜
村
は
本ほ
ん
む
ら村（

一
八
戸
）、上か

み
い
し
が
ま

石
釜（
一
六
戸
）、

北
（
七
戸
）、
新し
ん
か
い飼
（
九
戸
）、
古こ

原は
ら

（
一
〇
戸
）、
東
（
四
戸
）、
大お
お
は
た畑
（
一
二
戸
）、

下し
も
は
た畑
（
六
戸
）、塔と
う

ノの

原は
る
（
一
戸
）、多た

た

ら
々
羅
（
七
戸
）
の
一
〇
の
区
域
か
ら
成
り
立
っ

て
い
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
内
野
、
西
、
曲
淵
、
飯い
い

場ば

と
と
も
に

内
野
村
を
構
成
し
、
早
良
郡
早
良
村
、
同
早
良
町
、
福
岡
市
西
区
の
大
字
を
経
て
、

現
在
福
岡
市
早
良
区
に
属
し
て
い
る
。

　
現
在
、大
字
石
釜
に
は
上
石
釜
、中
石
釜
、下
石
釜
の
三
村
落
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
中
石
釜
は
本
村
上
、
本
村
下
、
新
飼
と
い
う
三
つ
の
組
か
ら
、
下
石
釜

は
東
、
小こ

原は
ら

、
多た

た

ら
々
良
、
下し

も

ノの

畑は
た

、
原
と
い
う
五
つ
の
組
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
福
岡
市
早
良
区
大
字
石
釜

【
実
施
時
期
】
一
月
一
四
日
直
近
の
土
曜
日

　
※
数
年
前
ま
で
は
一
月
一
四
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
成
人
の
日
が
変
動
制
に

な
っ
た
の
に
伴
い
変
更

【
伝
承
組
織
】

　
現
在
、
石
釜
の
ト
ビ
ト
ビ
保
存
会
と
子
ど
も
育
成
会
が
主
催
す
る
行
事
と
し
て

小
・
中
学
生
の
男
女
が
参
加
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
戦
後
、
一
時
廃
絶
す
る
昭
和

三
六
（
一
九
六
一
）
年
以
前
は
、「
石
釜
で
は
ワ
ッ
カ
シ
組
の
青
年
達
が
初
正
月
を

迎
え
る
家
に
男
の
子
に
は
藁
で
作
っ
た
馬
の
人
形
・
女
の
子
の
家
に
は
エ
ビ
の
人

形
を
持
っ
て
夕
方
か
ら
村
中
を
ま
わ
る
。（
北
九
州
大
学
民
俗
研
究
会 

一
九
七
〇 

一
一
七
）」
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
か
つ
て
は
若
者
組
の
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
小
正
月
の
夜
に
神
の
使
い
と
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
藁
で
作
っ
た
ト
ビ
を
被

り
、
集
落
の
一
軒
一
軒
を
回
っ
て
ワ
（
輪
の
形
を
し
た
注
連
縄
）
を
渡
す
来
訪
神

の
行
事
の
一
種
で
あ
る
。

　
ト
ビ
ト
ビ
の
起
源
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
藁
で
作
っ
た
ト
ビ
（
稲
積
み
の
笠
）

を
身
に
付
け
、
注
連
を
渡
し
て
水
を
か
け
る
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
石
釜
地
区
で
は

豊
作
や
雨
乞
い
な
ど
の
祈
願
を
込
め
た
行
事
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
方
、
ト

ビ
は
稲
の
美
称
で
あ
る
古
語
「
富
草
」
の
富
と
同
義
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
稲
の
精

霊
（
稲
魂
）
が
宿
る
と
さ
れ
、
ト
ビ
ト
ビ
は
稲
作
を
予
祝
す
る
行
事
で
あ
る
と
す

る
説
も
あ
る
（
金
田 

二
〇
〇
二 

一
六
二
）。

　
子
ど
も
が
減
少
し
た
こ
と
で
昭
和
三
六
年
頃
か
ら
一
時
廃
絶
し
て
い
た
が
、
子

ど
も
会
か
ら
復
活
を
希
望
す
る
声
が
あ
が
り
昭
和
五
二
年
頃
に
復
活
し
た
。

【
実
施
内
容
】

　
※
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で

中
止
。
報
告
は
過
去
の
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
執
筆
し
た
。
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一
　 

準
備

　
実
施
日
の
一
週
間
前
の
日
曜
日
に
保
存
会
や
子
ど
も
育
成
会
な
ど
が
藁
製
の

ワ
、
エ
ビ
、
ウ
マ
、
ト
ビ
を
製
作
す
る
。
材
料
は
青
色
が
か
っ
た
糯も
ち
ご
め米

の
新
藁
を

使
用
す
る
。

　
ま
ず
、
準
備
し
た
藁
の
枯
れ
た
部
分
を
取
り
除
い
て
整
え
、
藁
を
一
握
り
ほ
ど

に
束
ね
、
納
屋
の
梁
に
渡
し
た
縄
に
結
わ
え
て
四
人
一
組
で
綯
っ
て
い
く
。
一
人

は
藁
の
束
の
根
元
を
固
定
す
る
役
割
、
あ
と
の
三
人
で
注
連
を
綯
う
。
藁
を
三
等

分
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
左
綯
い
に
し
な
が
ら
、
捻
じ
り
上
げ
る
よ
う
に
綯
っ
て
い

く
。
穂
先
ま
で
綯
っ
て
か
ら
、
藁
で
結
ぶ
。
一
本
の
注
連
縄
が
で
き
た
ら
、
そ
れ

を
藁
で
し
ご
く
こ
と
で
注
連
の
撚
り
が
安
定
し
、
緩
ま
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
は

み
出
た
藁
を
鋏
で
切
っ
て
整
え
、
輪
の
形
に
止
め
て
完
成
す
る
。
ワ
は
、
ト
ビ
ト

ビ
に
参
加
す
る
軒
数
分
を
作
る
た
め
全
部
で
一
七
〇
個
ほ
ど
作
る
。

　
エ
ビ
の
作
り
方
は
ワ
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
ワ
で
使
用
し
た
藁
よ
り
も
、
さ
ら
に

丁
寧
に
枯
れ
た
り
汚
れ
た
り
す
る
部
分
を
取
り
除
き
、
ワ
よ
り
も
一
束
を
一
回
り

大
き
く
す
る
。
エ
ビ
の
場
合
は
、
は
み
出
し
た
藁
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
細
い
縄
で

頭
に
あ
た
る
根
元
と
穂
先
を
、
威
勢

の
良
い
エ
ビ
の
形
を
模
す
よ
う
に
湾

曲
さ
せ
て
結
ぶ
。
は
み
出
し
た
藁
は

エ
ビ
の
足
を
表
現
し
て
い
る
。

　
ウ
マ
は
、
藁
を
一
本
の
長
い
縄
で
巻

い
て
作
る
。
材
料
は
糯
米
の
藁
の
特

に
青
々
と
し
た
も
の
を
用
い
、
一
本
ず

つ
の
枯
れ
た
硬
い
節
を
取
り
除
い
て

青
い
芯
の
部
分
の
み
に
す
る
。
ま
ず
、

藁
で
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
縄

を
綯
い
、
ほ
か
に
胴
体
や
鬣
た
て
が
み、
尻
尾

と
い
っ
た
藁
製
の
部
位
を
用
意
す
る
。

全
て
の
部
位
の
準
備
を
終
え
た
ら
、
藁

の
束
を
結
び
、
胴
の
部
分
と
頭
か
ら

前
足
に
す
る
部
分
と
を
組
み
合
わ
せ

て
針
金
で
仮
止
め
す
る
。
そ
し
て
、
頭
部
か
ら
縄
を
巻
き
始
め
、
最
後
ま
で
一
本

で
巻
き
上
げ
る
。
途
中
で
、
鬣
に
見
立
て
た
穂
先
を
一
本
ず
つ
巻
き
込
む
。
次
に
、

前
足
は
足
先
か
ら
巻
き
、
胴
に
は
藁
の
束
を
足
し
て
厚
み
を
一
定
に
し
て
形
を
整

え
な
が
ら
巻
き
、
尻
尾
に
当
た
る
穂

先
の
束
を
巻
き
込
む
。
そ
し
て
、
前

足
と
同
じ
要
領
で
後
足
を
巻
き
、
は

み
出
た
藁
を
切
り
、
形
を
整
え
て
完

成
す
る
（
写
真
一
）。

　
ト
ビ
は
一
抱
え
ほ
ど
の
藁
を
束
ね
、

束
ね
た
上
の
藁
を
一
摘
み
程
度
、
両

手
に
取
り
、
捻
る
よ
う
に
編
ん
で
、

片
方
を
下
に
残
す
。
も
う
片
方
と
次

の
一
摘
み
程
度
の
藁
を
同
じ
よ
う
に

編
ん
で
、
先
の
片
方
を
下
に
残
す
。

こ
れ
を
繰
り
返
し
、
穂
先
は
縄
状
に

綯
っ
て
止
め
て
完
成
す
る
。
ち
な
み

に
、
石
釜
で
は
冬
場
に
農
家
で
里
芋

の
保
存
で
用
い
る
芋
床
の
上
を
覆
う

藁
を
ト
ビ
と
呼
ん
で
い
る
（
写
真
二
）。

二
　 

実
施

　
一
八
時
、
行
事
に
参
加
す
る
小
中
学
生
の
男
女
、
三
〇
人
ほ
ど
が
石
釜
公
民
館

に
集
合
す
る
。
七
地
区
を
そ
れ
ぞ
れ
一
コ
ー
ス
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
割
り
振
り
、

世
話
役
で
あ
る
大
人
の
引
率
の
も
と
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
移
動
す
る
。
こ
れ

は
以
前
に
比
べ
て
交
通
量
も
増
え
、
危
険
が
多
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
の
よ

う
で
あ
る
。

　
子
ど
も
達
は
三
、四
人
で
一
組
と
な
り
、
一
軒
一
軒
を
訪
ね
て
ま
わ
る
。
そ
の

う
ち
の
一
人
が
訪
れ
た
家
の
前
で
ト
ビ
を
被
り
、
ワ
を
盆
に
載
せ
て
、
玄
関
先
で

し
ゃ
が
ん
で
待
つ
。
新
生
児
の
い
る
家
の
場
合
、
男
の
子
な
ら
ウ
マ
が
、
女
の
子

な
ら
エ
ビ
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
他
の
者
達
も
戸
口
の
前
に
進
み
、一
斉
に
「
ト
ォ
ー

写
真
二
　
ト
ビ
の
制
作

写
真
一
　
ウ
マ
の
制
作
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ビ
、
ト
ォ
ー
ビ
」
の
掛
け
声
で
来
訪
を
告
げ
る
。

　
家
の
者
は
子
ど
も
た
ち
の
声
に
応
じ
て
戸
口
に
現
れ
、
ワ
を
受
け
取
り
、
そ
の

代
わ
り
に
餅
や
菓
子
、
祝
儀
な
ど
を
盆
に
載
せ
る
。
ト
ビ
た
ち
が
餅
な
ど
を
受
け

取
る
と
、
家
の
者
は
用
意
し
て
い
た
水
を
ト
ビ
に
向
か
っ
て
掛
け
る
。
一
方
、
ト

ビ
は
水
を
掛
け
ら
れ
な
が
ら
逃
げ
て
い
く
。
こ
の
時
に
、「
ト
ビ
が
餅
を
も
ら
う

前
に
水
を
か
け
ら
れ
た
ら
、
家
に
入
っ
て
暴
れ
て
も
よ
い
」（
松
村 

一
九
九
七 

四
二
）
と
す
る
伝
承
も
残
る
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
各
組
は
数
一
〇
軒
ず
つ
の
家
を

回
っ
て
い
く
。
一
時
間
ほ
ど
で
回
り
終
え
る
と
、
公
民
館
に
戻
り
、
子
ど
も
達
は

母
親
な
ど
が
準
備
し
た
夕
食
を
と
り
、
数
々
の
返
礼
品
を
分
配
し
て
行
事
は
終
了

す
る
。

　
頂
い
た
エ
ビ
や
ウ
マ
は
、
荒
神
様
を
祀
る
神
棚
に
供
え
る
が
、
近
年
は
床
の
間

や
玄
関
に
飾
る
家
も
あ
る
。
翌
日
に
、
ワ
を
屋
根
に
投
げ
上
げ
た
り
す
る
家
も
あ

る
。

（
石
井
　
和
帆
）
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七
　
相

あ
い
の

島し
ま

の
恵え

比び

寿す

祭ま
つ

り

【
テ
ー
マ
】
一
八
「
正
月
・
小
正
月
」、
二
三
「
恵
比
寿
祭
り
」

【
別
名
】
恵
比
寿
様
、
七
福
神
祭
、
十
日
恵
比
寿

　
島
の
人
た
ち
は
親
し
み
を
込
め
て
本
行
事
を「
恵
比
寿
様
」と
呼
ん
で
い
る
。

帳
面
や
恵
比
寿
が
担
ぐ
竹
に
つ
け
る
酒
樽
に
は
「
七
福
神
祭
」
と
記
載
さ
れ
て

お
り
、
過
去
の
調
査
報
告
か
ら
も
、「
七
福
神
祭
」
と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
昭
和
三
七
年
頃
ま
で
は
一
月
一
五
日
の
行
事
だ
っ
た
が
、
恵
比

寿
祭
り
が
広
く
一
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
暦
と
仕
事
の
関
係
か

ら
一
月
一
〇
日
に
変
更
に
な
っ
た
（
深
野
編
　
一
九
七
二
　
五
六
）。
そ
の
影

響
か
ら
か
今
で
は
「
十
日
恵
比
寿
」
と
呼
ぶ
人
が
お
り
、
福
岡
市
博
多
区
東
公

園
の
十
日
恵
比
寿
神
社
の
正
月
大
祭
に
行
く
人
も
い
る
の
で
、
そ
れ
に
な
ら
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
説
明
す
る
人
も
い
る
。

【
地
域
の
概
要
】

　
糟か
す

屋や

郡
新し

ん
ぐ
う宮

町
は
、
福
岡
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
北
は
古こ

が賀
市
、
南
は
福

岡
市
、
東
は
久ひ
さ
や
ま山
町
に
接
し
、
西
は
玄
界
灘
に
面
す
る
、
面
積
約
一
九
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
で
あ
る
。
町
の
南
東
部
は
立
花
山
を
は
じ
め
と
す
る
山
地

で
、
山
麓
か
ら
続
く
町
中
央
部
は
な
だ
ら
か
な
丘
陵
、
町
北
西
部
は
海
に
続
く

平
地
と
な
っ
て
い
る
。
町
の
約
六
割
が
海
抜
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
っ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
、
西
鉄
貝
塚
線
、
国
道
三
号
、
国
道
四
九
五
号
が
南
北

に
走
っ
て
お
り
（
新
宮
町
地
域
協
働
課
　
二
〇
二
一
）、
博
多
駅
か
ら
電
車
で

二
〇
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
。

　
相
島
は
新
宮
漁
港
か
ら
北
西
約
七
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
海
上
に
あ
り
、
周
囲

は
六
・
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は
一
・
二
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

（
新
宮
町
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　
八
五
五
）。

　
名
称
に
は
変
遷
が
あ
り
、
藍
島
と
も
書
か
れ
た
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）

年
に
上か
み
の
ふ府

・
下し

も
の
ふ府

・
新
宮
・
湊み

な
と・

相
あ
い
の

島し
ま

の
五
箇
村
が
合
併
し
て
新
宮
村
に
な

り
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
立た
ち
ば
な花

村
と
新
宮
町
が
合
併
し
て
現
在
の

新
宮
町
が
で
き
た
（「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
一
九
八
八
　

八
〇
、七
二
〇
）。

　
江
戸
時
代
、
相
島
は
江
戸
幕
府
や
福
岡
藩
に
と
っ
て
重
要
な
島
で
あ
っ
た
。

福
岡
藩
は
相
島
に
遠
見
番
所
を
置
き
、
異
国
船
の
警
備
に
当
た
っ
た
。
そ
の
番

所
で
は
、
定
番
二
名
と
足
軽
三
名
が
交
代
で
見
張
り
を
し
（
新
宮
町
誌
編
集
委

員
会
編
　
一
九
九
七
　
八
七
一
―
八
七
三
）、
足
軽
の
子
孫
は
現
在
で
も
三
軒

屋
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
相
島
は
朝
鮮
通
信
使
の
旅
程
に
当
た
り
、
一
行

が
来
島
し
た
。
島
で
は
そ
の
た
め
の
供
応
・
接
待
が
行
わ
れ
、
負
担
は
重
か
っ

た
と
い
う
（
新
宮
町
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　
八
七
四
―
九
〇
一
）。

　
島
で
は
漁
業
が
行
わ
れ
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
島
の
人
口
が
増
加

し
、
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
の
戸
数
は
二
五
一
戸
、
人
口
一
三
一
八
人

に
達
し
た
が
、
そ
の
後
、
沿
岸
漁
業
が
不
振
と
な
り
、
島
外
に
職
を
求
め
た

た
め
、
人
口
が
減
り
始
め
た
（
新
宮
町
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　

八
六
一
―
八
六
二
）。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
三
月
末
の
人
口
は
二
二
三
人
、

一
一
九
世
帯
と
な
っ
て
い
る
（
新
宮
町
　
令
和
四
年
度 

町
名
別
人
口
・
世
帯

数https://w
w

w
.tow

n.shingu.fukuoka.jp/gyosei/gaiyo/2/1/3054.
htm

l

）。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
糟
屋
郡
新
宮
町
相
島
　

【
実
施
時
期
】
一
月
一
〇
日

　
か
つ
て
は
旧
暦
一
月
一
五
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
（
新
宮
町
誌
編
集
委
員
会

編
　
一
九
九
七
　
九
四
九
）、
そ
の
後
、
新
暦
一
月
一
五
日
と
な
り
、
さ
ら
に

一
月
一
〇
日
に
変
更
に
な
っ
た
。

【
伝
承
組
織
】
若
潮
の
会

　
多
く
の
子
ど
も
が
高
校
生
に
な
る
と
島
を
出
る
が
、
男
性
は
島
に
帰
っ
て
く

る
と
若
潮
の
会
に
入
る
。
本
来
は
四
〇
才
で
退
会
す
る
が
、
人
が
少
な
い
た
め

そ
の
年
齢
を
過
ぎ
た
人
も
入
っ
て
い
る
。
漁
業
者
、
漁
業
協
同
組
合
職
員
、
島

に
仕
事
で
来
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
島
に
来
た
人
も
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入
っ
て
い
る
。

　
か
つ
て
は
「
青
年
団
」
で
担
っ
て
い
た
（
新
宮
町
誌
編
集
委
員
会
編
　

一
九
九
七
　
九
四
九
）。

【
由
来
・
伝
承
】

　
恵
比
寿
・
大
黒
・
三
福
神
が
、
島
の
家
々
を
回
る
行
事
で
あ
る
。
大
漁
祈

願
の
祭
り
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
漁
業
だ
け
で
は
な
く
農
業
も

行
わ
れ
て
お
り
、
島
の
人
達
が
お
参
り
に
来
る
な
ど
し
て
き
た
と
い
う
。
三

番
目
の
神
は
「
三
福
神
」
で
は
な
く
、「
福
禄
寿
」（
新
宮
町
誌
編
集
委
員
会

編
　
一
九
九
七
　
九
四
九
）
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
平
成
四

（
一
九
九
二
）
年
の
調
査
で
は
「
三
福
神
」
と
さ
れ
（
新
宮
町
誌
編
集
委
員
会

編
一
九
九
二
　
二
二
）、
現
在
の
三
福
神
の
衣
装
の
冠
に
も
「
三
福
神
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
以
前
は
多
く
の
家
に
上
が
っ
て
い
た
の
で
二
組
の
神
が
、
二
手

に
分
か
れ
て
回
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
家
々
を
回
る
際
に
は
、
大
黒
は
小
槌
、
三
福
神
は
連
木
で
家
の
塀
や
壁
を
叩

い
て
い
く
。
こ
れ
は
、
神
様
か
ら
幸
を
も
ら
う
、
家
に
福
が
来
る
、
縁
起
が
良

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
若
宮
神
社
に
お
参
り
す
る
時
や
、
恵
比
寿
が
家
に
回
っ
て
き
た
際
に
は
、
自

分
の
家
の
正
月
の
餅
と
、
大
黒
が
持
っ
て
い
る
若
宮
神
社
に
置
か
れ
て
縁
起
が

良
い
餅
を
交
換
し
て
食
す
。
一
年
の
福
、新
し
い
幸
を
与
え
て
も
ら
う
と
い
う
。

一
年
間
の
家
族
の
健
康
を
祈
っ
て
餅
を
交
換
す
る
。

【
実
施
内
容
】

　
本
報
告
は
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
の
恵
比
寿
様
（
以
下
、
恵
比
寿
祭
り
を

「
恵
比
寿
様
」
と
表
記
す
る
）
の
調
査
と
、関
連
す
る
八
大
龍
王
祭
の
調
査
（
令

和
五
（
二
〇
二
三
）
年
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
間
も
、
家
に
上
が
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
。

　
準
備
は
前
年
か
ら
行
わ
れ
る
。
八
大
龍
王
祭
で
掛
魚
を
作
っ
て
奉
納
し
、
そ

れ
を
恵
比
寿
様
ま
で
と
っ
て
お
い
て
恵
比
寿
が
担
ぐ
竹
に
掛
け
る
た
め
、
最
初

に
八
大
龍
王
祭
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

八
大
龍
王
祭
の
由
来

　
八
大
龍
王
祭
（
以
下
、「
龍
王
祭
」
と
略
す
）
は
、
一
一
月
一
五
日
に
行
わ

れ
る
。
島
の
西
の
海
岸
に
、
周
囲
七
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
六
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
石
が
あ
り
、
こ
れ
が
八
大
龍

王
の
御
神
体
と
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
海
の
渚
に
あ
っ
た
が
、
県
道
拡
幅
工
事

の
た
め
県
道
の
横
に
上
げ
ら
れ
た
（
新
宮
町
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　

九
四
六
）。

　
大
漁
祈
願
・
安
全
祈
願
の
祭
り
で
あ
る
が
、
今
と
な
っ
て
は
区
の
祭
り
な
の

か
、
漁
業
者
の
祭
り
な
の
か
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
。『
新
宮

町
誌
』
及
び
桜
田
勝
徳
に
よ
れ
ば
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
一
〇
月
一
五
日

の
『
旧
来
慣
行
八
大
龍
王
祭
禮
記
録
』
に
次
の
よ
う
な
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。「
龍
王
祭
は
其
昔
丸
木
船
有
り
し
節
、
當
島
の
人
能
々
凪
に
て
松
の

下
へ
行
き
磯
見
を
致
し
候
処
、
鮑
お
び
た
だ
し
く
鮑
の
上
々
に
は
居
り
、
又
其

の
上
に
は
居
り
最
も
山
の
ご
と
し
。
丁
斗
漁
船
に
び
た
び
た
と
云
ふ
程
突
き
と

り
、
其
帰
り
に
船
頭
何
某
狂
気
と
成
り
、
様
々
口
ば
し
り
て
、
當
島
黒
土
に
成

ん
。
微
塵
に
成
ん
と
様
々
狂
乱
し
候
へ
ば
、
所
者
共
驚
き
様
々
詫
言
申
し
、
所

中
に
て
龍
王
祭
仕
候
半
と
御
理
り
申
候
へ
ば
、
夫
か
ら
狂
乱
も
鎮
ま
り
、
所
繁

盛
に
て
島
中
栄
え
弥
々
祭
り
繁
昌
あ
り
来
り
候
事
云
ふ
斗
な
し
」（
新
宮
町
誌

編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　
九
四
七
）。
こ
の
記
録
に
は
他
に
祭
り
の
献
立

や
、
島
の
神
々
や
定
番
、
足
軽
、
寺
に
届
け
る
供
え
物
や
し
き
た
り
等
が
記
さ

れ
て
い
る
（
桜
田
　
一
九
八
一
　
二
五
七
―
二
六
二
）。

　
現
在
で
は
、
前
日
の
一
一
月
一
四
日
を
中
心
に
供
物
の
準
備
が
行
わ
れ
、

一
一
月
一
五
日
朝
に
、
八
大
龍
王
を
お
参
り
し
て
か
ら
御
神
酒
を
い
た
だ
き
、

焼
魚
・
巻
魚
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
以
前
は
、
座
家
に
お

い
て
本
座
が
行
わ
れ
て
い
た
（
深
野
編
　
一
九
七
二
　
四
七
―
四
八
、
新
宮
町

誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　
九
四
七
―
九
四
九
）。
祭
り
に
参
加
し
て
い

る
人
々
の
記
憶
で
は
、
祭
り
の
前
後
三
日
間
は
、
準
備
や
片
付
け
も
含
め
て
組

の
人
た
ち
み
ん
な
で
御
飯
を
食
べ
て
賑
や
か
だ
っ
た
と
い
う
。
今
回
は
準
備
の

後
に
、
参
加
し
た
男
性
た
ち
に
よ
っ
て
飲
食
が
行
わ
れ
た
。
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八
大
龍
王
祭
の
準
備

　
島
は
北
・
中
・
南
の
三
つ
の
組
に

分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一

組
が
三
年
に
一
度
当
番
を
担
う
。
令

和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
北
組
が
当

番
で
、
準
備
を
担
当
し
た
。
龍
王
祭

の
掛
魚
作
り
は
、
一
箇
月
ほ
ど
前
か

ら
行
わ
れ
る
。
海
が
時
化
で
漁
に
出

ら
れ
な
い
時
に
、
塩
を
た
く
さ
ん
い

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
桶
の
中
に
、

腸
を
と
っ
た
鯛
や
鰯
、
シ
イ
ラ
を
つ

け
て
お
く
。
途
中
で
一
度
取
り
出
し
、

腹
の
中
の
塩
を
入
れ
替
え
て
、
さ
ら

に
桶
に
つ
け
て
お
く
。

　
龍
王
祭
の
前
日
、
一
一
月
一
四
日

の
八
時
頃
か
ら
、
男
性
た
ち
が
相
島
ふ
れ
あ
い
館
に
集
ま
っ
て
分
か
れ
て
作
業

を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
外
で
桶
か
ら
魚
を
取
り
出
し
て
塩
を
拭
き
と
っ
て
お
く
。
ま
た
、
竹

を
削
っ
て
竹
串
を
作
る
（
写
真
一
）。

　
一
方
、
室
内
で
は
、「
焼

魚
」、「
巻
魚
」
を
作
る
（
写

真
二
）。
以
前
は
、
藁
に
火

を
つ
け
て
魚
を
あ
ぶ
っ
て
い

た
と
い
う
が
、
現
在
は
あ

ぶ
っ
て
い
な
い
。
元
々
、
焼

魚
は
火
で
あ
ぶ
っ
た
鯛
、
巻

魚
は
藁
を
巻
い
た
鰯
の
こ
と

を
指
し
て
い
た
（
桜
田
　

一
九
八
一
　
二
五
二
、
新

宮
町
誌
編
集
委
員
会
編
　

一
九
九
七
　
九
四
八
）。
相
島
に
は

現
在
農
家
が
い
な
い
の
で
、
藁
は
新

宮
町
の
農
家
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
。

　
焼
魚
・
巻
魚
は
次
の
よ
う
に
作
る
。

小
さ
い
鯛
に
竹
串
を
刺
し
た
も
の
を

作
る
（
焼
魚
）。
そ
れ
か
ら
鰯
の
口

に
藁
を
一
本
差
し
込
ん
で
か
ら
尾
ま

で
藁
を
斜
め
に
巻
い
て
い
き
、ま
た
、

頭
の
方
に
巻
き
な
が
ら
戻
っ
て
き
た

も
の
を
作
る
（
巻
魚
）。
そ
し
て
そ

の
鯛
の
上
に
鰯
を
載
せ
て
さ
ら
に
藁

で
括
る
。
こ
れ
を
一
二
〇
個
、
す
な

わ
ち
一
二
〇
軒
分
作
る
。

　
そ
れ
か
ら
大
き
い
鯛
で
「
掛
魚
」

を
作
る
（
写
真
三
）。
二
尾
の
鯛
を
ハ
の
字
型
に
な
る
よ
う
に
針
金
で
結
び
付

け
る
。
そ
れ
か
ら
、
板
を
エ
ラ
の
部
分
に
差
し
込
む
。
板
と
同
じ
長
さ
の
藁

を
束
ね
た
も
の
を
上
に
載
せ
る
。
注
連
縄
を
右
綯
い
と
左
綯
い
一
本
ず
つ
綯
っ

て
、
藁
束
の
上
か
ら
結
び
つ
け
る
。
右
に
右
綯
い
の
注
連
縄
、
左
に
左
綯
い
の

注
連
縄
が
く
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
作
業
は
、
年
長
者
に
当
た
る
詳
し
い
人
が

次
の
世
代
の
人
に
教
え
な
が
ら
行
っ
た
。

　
ま
た
、
お
膳
の
準
備
を
す

る
。
若
手
漁
師
二
人
が
海
に
ア

ワ
ビ
を
取
り
に
行
く
。
シ
イ

ラ
を
木
の
板
の
定
規
に
あ
て

て
決
め
ら
れ
た
長
さ
に
切
る
。

女
性
達
が
お
供
え
の
下
準
備

を
し
て
、
膳
に
盛
り
付
け
る
。

盛
り
付
け
ら
れ
た
も
の
は
、
焼

魚
・
巻
魚
一
組
、
シ
イ
ラ
の

塩
づ
け
（「
す
び
た
し
」
と
呼

写
真
三
　
掛
魚
を
作
る

写
真
四
　
お
膳

写
真
一
　
竹
串
の
作
製

写
真
二
　
焼
魚
・
巻
魚
を
作
る
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ば
れ
る
）
二
切
れ
、
ア
ワ
ビ
二
切
れ
、
ヒ
ラ
ヒ
ジ
キ
、
二
段
に
重
ね
た
白
餅
、

大
根
を
長
方
形
に
切
っ
た
も
の
二
つ
と
、
大
根
を
短
冊
状
に
切
っ
た
も
の
で
、

大
根
の
上
に
は
酢
味
噌
を
か
け
る
（
写
真
四
）。
こ
れ
を
六
膳
作
る
。
こ
れ
は

本
座
が
行
わ
れ
て
い
た
時
の
引
付
膳
と
同
じ
も
の
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
新
宮

町
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　
九
四
八
）。
御
飯
も
炊
い
て
お
く
。

　
八
大
龍
王
の
石
の
前
に
松
を
二
本
立
て
、
竹
を
通
し
て
注
連
縄
を
張
る
。
そ

れ
か
ら
「
奉
納
八
大
龍
王
祭
」「
奉
納
　
豊
漁
殷
賑
」
と
書
か
れ
た
白
い
旗
を

一
本
ず
つ
と
、「
奉
納
　
八
大
龍
王
祭
」
の
青
い
旗
を
二
本
立
て
る
。
各
漁
船

は
大
漁
旗
を
か
か
げ
る
。

八
大
龍
王
祭
の
実
施

　
五
時
頃
、島
の
子
ど
も
達
（
小
学
生
の
男
子
）
と
若
潮
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、

島
を
「
ユ
ー
ユ
ー
エ
ー
」
と
言
い
な
が
ら
一
周
す
る
。
こ
れ
は
島
中
の
神
を
起

こ
す
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
以
前
は
特
に
島
の
中
央
の
権
現
様
（
高
妻
神
社
）

の
あ
た
り
で
一
番
大
き
な
声
を
出
し
て
い
た
と
い
う
。

　
区
長
た
ち
は
五
時
頃
、
掛
魚
や
お
膳
を
持
っ
て
お
供
え
に
行
く
（
写
真
五
）。

掛
魚
は
八
大
龍
王
の
石
に
二
掛
、
若
宮

神
社
に
二
掛
、
恵
比
寿
神
社
に
一
掛
、

若
宮
神
社
境
内
の
恵
比
寿
に
一
掛
奉
納

す
る
こ
と
に
な
る
。
お
供
え
す
る
順
番

は
、
恵
比
寿
神
社
→
八
大
龍
王
→
若
宮

神
社
（
境
内
の
恵
比
寿
）
と
な
っ
て
い

る
。
お
膳
に
載
せ
た
も
の
は
、「
お
椀
」

と
呼
ば
れ
る
藁
で
作
っ
た
器
に
盛
り
付

け
て
竹
に
さ
げ
る
。
ま
た
、
白
飯
も
お

椀
に
盛
っ
て
同
様
に
竹
に
下
げ
て
箸
を

つ
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
掛
魚
と

同
じ
数
だ
け
供
え
る
。

　
八
時
頃
、
組
ご
と
に
旧
道
を
通
っ
て

八
大
龍
王
ま
で
行
き
、
お
参
り
す
る
。

そ
の
時
、
供
物
の
白
飯
と
掛
け
魚
の
腹
の
中
を
少
し
む
し
っ
て
食
べ
る
。
そ
れ

か
ら
若
宮
神
社
・
若
宮
神
社
境
内
の
恵
比
寿
に
参
り
、
三
組
杯
で
御
神
酒
を
い

た
だ
き
、
焼
魚
・
巻
魚
を
も
ら
っ
て
帰
宅
す
る
。
恵
比
寿
神
社
ま
で
行
き
、
お

参
り
す
る
人
も
い
る
。
一
五
日
朝
、
お
参
り
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
分
の
焼

魚
・
巻
魚
は
組
ご
と
に
配
ら
れ
る
。
巻
魚
・
焼
魚
は
、
一
年
間
、
家
の
神
棚
や

玄
関
の
荒
神
様
に
あ
げ
て
お
く
が
、
玄
関
に
刺
し
て
お
く
人
も
い
る
と
い
う
。

航
海
安
全
・
家
内
安
全
の
た
め
だ
と
い
う
。
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
の
桜
田

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
漁
に
出
る
際
に
は
両
手
で
之
を
持
っ
て
拝
む
と
、
運
が
強

い
と
言
い
、
こ
の
魚
に
ま
つ
わ
る
奇
跡
が
色
々
と
あ
っ
た
と
い
う
（
桜
田
　

一
九
八
一
　
二
五
二
）。

　
女
性
達
は
男
性
の
お
参
り
が
終
わ
っ
た
後
に
八
大
龍
王
に
お
参
り
に
行
く
。

八
大
龍
王
の
境
内
地
は
靴
で
上
が
っ
て
は
な
ら
ず
、
本
来
は
裸
足
（
靴
下
）
で

お
参
り
す
る
と
い
う
。

　
掛
魚
と
供
え
物
は
、
一
六
日
に
下
ろ
し
て
海
に
流
す
。
旗
や
大
漁
旗
も
片
付

け
る
。
掛
魚
を
も
ら
い
た
い
人
は
も
ら
っ
て
帰
り
、
塩
を
抜
い
て
雑
炊
に
し
た

と
い
う
。
ま
た
、
恵
比
寿
様
に
使
う
掛
魚
は
保
管
し
て
お
く
。

恵
比
寿
様
の
実
施

神
様
に
な
る
人
を
決
め
る

　
年
の
最
後
の
若
潮
の
会（
令
和
元（
二
〇
一
九
）年
一
二
月
二
七
日
）の
際
に
、

会
員
の
中
か
ら
恵
比
寿
、
大
黒
、
三
福
神
を
決
め
た
。
決
め
方
は
、
ま
ず
、「
お

神
」
を
決
め
る
た
め
の
籤
を
引
く
順
番
を
決
め
る
割
り
箸
の
籤
を
引
く
。
そ
れ

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
神
様
の
名
前
の
一
文
字
が
書
か
れ
た
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
籤
を

引
い
て
、
神
様
に
な
る
人
を
決
め
る
。
他
の
役
割
と
し
て
随
行
者
が
い
る
。

準
備

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
は
、
相
島
き
ず
な
館
に
四
時
に
集
合
し
て
、
朝
食

を
と
っ
た
後
、
顔
に
お
し
ろ
い
を
塗
っ
て
か
ら
顔
を
描
い
た
。
自
分
で
描
い
た

り
、
会
員
に
描
い
て
も
ら
っ
た
り
す
る
が
、
顔
は
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
過
去

の
写
真
を
見
た
り
し
な
が
ら
描
く
。
衣
装
は
手
作
り
で
こ
れ
に
着
替
え
る
が
、

写
真
五   
八
大
龍
王
と
掛
魚
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恵
比
寿
は
金
と
銀
を
基
調
と
し
た
衣
装

を
纏
う
。
大
黒
は
小
槌
を
持
ち
、
三
福

神
は
連
木
を
持
つ
が
、
連
木
と
は
、
蒲

鉾
を
作
る
時
に
魚
を
す
り
み
に
す
る
道

具
で
あ
る
。
随
行
者
は
着
物
を
着
用
す

る
。

若
宮
神
社
へ
の
参
拝

　
五
時
三
〇
分
に
島
の
氏
神
の
若
宮
神

社
に
移
動
し
、拝
殿
の
正
面
外
側
に
は
、

掛
魚
と
酒
桶
を
く
く
り
つ
け
た
竹
が
立

て
か
け
ら
れ
る
。
竹
は
、
家
々
を
回
る

際
に
、
恵
比
寿
が
担
い
で
い
く
（
写
真

六
）。拝
殿
の
上
座
に
左
か
ら
、恵
比
寿
、

大
黒
、
三
福
神
の
順
に
戸
の
方
を
向
い
て
座
す
。
端
に
は
随
行
者
が
つ
く
。
恵

比
寿
の
前
に
酒
、
イ
リ
コ
・
ス
ル
メ
・
昆
布
を
混
ぜ
た
も
の
、
丸
餅
が
置
か
れ
る
。

　
神
社
で
一
番
最
初
に
栄え
い
し
ょ
う
か

唱
唄
（
栄
昌

歌
）
を
歌
い
、
打
ち
込
み
を
す
る
の
は

恵
比
寿
と
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
六

時
頃
に
な
る
と
、
参
拝
者
が
オ
シ
オ
イ

と
呼
ば
れ
る
、
賽
銭
の
代
わ
り
と
さ
れ

る
小
石
を
鳥
居
右
の
恵
比
寿
等
境
内
末

社
に
あ
げ
て
お
参
り
し
な
が
ら
や
っ
て

く
る
。
オ
シ
オ
イ
は
神
社
の
前
の
道
路

か
ら
参
道
へ
入
る
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て

い
る
。

　
拝
殿
に
上
が
っ
た
参
拝
者
は
御
初

穂
（
お
金
）
を
渡
す
。
神
様
た
ち
は
栄

唱
唄
を
歌
う
が
、
お
参
り
に
来
た
人
が

帰
る
ま
で
歌
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
。
女
性
も
参
拝
に
来
る
が
、

拝
殿
に
上
が
れ
る
の
は
男
性
の
み
の
た

め
、
恵
比
寿
が
出
て
き
て
御
初
穂
を
受

け
取
り
、
餅
を
交
換
す
る
。

家
々
を
回
る

　
夜
が
明
け
て
八
時
半
頃
に
な
る
と
、

神
様
た
ち
は
拝
殿
を
出
て
、
家
々
を
回

り
始
め
る
。
大
黒
は
餅
が
入
っ
た
袋
を

持
っ
て
い
く
（
写
真
七
）。
若
宮
神
社

を
出
る
と
右
に
曲
っ
て
回
り
始
め
、
購

買
所
近
く
で
休
憩
を
し
て
北
の
方
に
行

く
。
空
き
家
も
含
め
て
回
る
と
言
い
、

回
る
家
の
順
番
は
事
前
に
紙
に
書
い
て

い
る
。
順
番
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
同
じ
道
は
通
ら
な
い
よ
う

に
し
て
回
る
。
次
の
よ
う
な
歌
を
大
き
な
声
で
歌
い
な
が
ら
回
る
が
、
口
伝
え

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歌
詞
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
の
で
あ
わ
せ
て
記
し
て
お

く
。

　
祝い
お

う
た
ぁ
　
祝い
お

う
た
ぁ

（
よ
ー
た
ー
よ
ー
た
ー
）

　
恵
比
寿
様
が
ひ
ー
な
っ
た

（
恵
比
寿
山
が
火
に
な
っ
た
、

恵
比
寿
様
が
回
る
日
に
な
っ

た
）

　
石
堂
口
ま
で
焼
け
て
い
た

（
石
の
内
ま
で
焼
け
て
い
た
）

　
焼
け
て
い
た
ら
で
ー
す
こ
い

　
あ
ー
、
も
ち
も
ち
だ
ご
だ
ご

写
真
六 

　
恵
比
寿

写
真
八
　
大
黒
と
三
福
神
が
家
を
叩
く

写
真
七
　
餅
を
交
換
す
る

写
真
九
　
家
々
を
回
る
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そ
の
時
、
家
々
の
塀
や
壁
だ
け
で
は
な
く
、
自
転
車
等
ま
で
小
槌
や
連
木
で

叩
い
て
い
く
（
写
真
八
）。
家
か
ら
出
て
き
た
人
た
ち
は
御
初
穂
を
あ
げ
た
り
、

餅
を
交
換
し
た
り
す
る
。
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
母
親
が
家
か
ら
出
て
き

て
、
大
黒
が
頭
を
小
槌
で
な
で
る
こ
と
が
あ
る
が
、
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
に

す
る
御
利
益
が
あ
る
と
い
う
。

　
昔
は
ど
の
家
も
神
様
を
家
に
上
げ
た
が
（
写
真
九
）、
訪
問
し
た
の
は
店
が

二
軒
、
家
が
三
軒
、
そ
れ
か
ら
漁
協
、
相
島
小
学
校
・
新
宮
中
学
校
相
島
分
校

だ
っ
た
。
二
〇
年
程
前
は
二
〇
軒
の
家
が
上
げ
て
い
た
が
、
勝
手
に
上
が
り
込

む
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
、
そ
れ
か
ら
、
今
の
よ
う
に
声
が
か
か
っ
た
と
こ
ろ

だ
け
に
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
家
で
は
、
御
神
酒
、
蒲
鉾
、
数
の
子

を
出
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
ク
ジ
ラ
御
飯
と
い
っ
た
お
祝
い
ご
と
に
食
べ
る

も
の
を
出
す
家
も
あ
る
。

　
神
様
を
上
げ
る
家
に
は
、
御
三
宝
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
栄
唱
唄
の
二
番
に

歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
三
宝
に
「
橙
、み
か
ん
、串
柿
、ゆ
ず
り
葉
、も
ろ
も
き
、

い
か
、
昆
布
」
を
載
せ
る
が
、
三
、五
、七
と
い
っ
た
数
に
す
る
。

上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
ま
ず
主
人
を
は
じ
め
と
し
た
人
々
が
神
様
と
順
に
酒

を
酌
み
交
わ
し
、栄
唱
唄
を
恵
比
寿
・
大
黒
・
三
福
神
と
歌
う
が
、随
行
者
も
「
お

願
い
し
ま
す
」「
歌
っ
ち
ゃ
れ
」
と
指
名
を
受
け
て
歌
う
こ
と
も
あ
る
。
唄
は

一
人
、
一
番
ず
つ
か
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
歌
う
。
唄
は
奇
数
で
な
い
と
終
わ
れ
な

い
と
言
い
、
七
人
歌
っ
た
家
も
あ
っ
た
。
恵
比
寿
を
務
め
た
人
に
よ
れ
ば
、
小

学
生
の
頃
か
ら
唄
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
歌
い
た
い
、
得
意
な
唄

を
歌
っ
て
い
る
と
い
う
。
参
加
し
て
き
た
人
た
ち
は
、
先
輩
が
歌
っ
て
い
る
の

を
み
て
覚
え
た
、
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
唄
を
歌
っ
て
き
た
と
い
い
、
一
人
が
歌

え
る
唄
の
数
は
多
く
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
に
記
す
九
番
ま
で
の

歌
詞
を
見
て
こ
ん
な
に
唄
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
。
過

去
の
新
宮
町
の
調
査
で
は
、
七
番
が
栄
唱
唄
、
一
・
五
番
が
新
築
歌
、
一
三
番

が
若
水
迎
え
の
歌
と
さ
れ
て
い
る
（
新
宮
町
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
二
　

四
二
―
四
三
）。
以
下
、
印
刷
さ
れ
た
歌
詞
を
そ
の
ま
ま
記
す
が
、
恵
比
寿
が

歌
っ
て
い
た
一
番
長
い
八
番
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
歌
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
が

い
た
の
で
聞
き
取
り
、
ま
た
実
際
歌
わ
れ
た
も
の
を
記
す
。

　
歌
う
時
は
ま
ず
、
恵
比
寿
が
「
イ
エ
ー
（
二
拍
手
）　
ヨ
イ
ト
サ
ー
ノ
（
ニ

拍
手
）　
モ
ヒ
ト
ツ
セ
ー
ノ
（
三
回
拍
手
）」
と
打
ち
込
み
を
す
る
。
そ
れ
か
ら

恵
比
寿
が
歌
っ
て
、
ま
た
打
ち
込
み
を
す
る
。
そ
の
後
順
に
、
大
黒
・
三
福
神
・

随
行
者
、
頻
度
は
高
く
な
い
と
い
う
が
家
や
施
設
の
人
が
歌
う
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
間
、
他
の
人
た
ち
は
酒
を
い
た
だ
く
。
最
後
に
恵
比
寿
が
も
う
一
度
打
ち

込
み
を
す
る
。
こ
の
時
は
恵
比
寿
が
八
番
の
歌
、
大
黒
が
一
番
の
歌
、
三
福
神

が
六
番
の
歌
で
、
そ
の
他
、
二
・
四
・
七
番
が
歌
わ
れ
た
。
歌
い
手
以
外
は
、
手

拍
子
と
囃
し
詞
を
入
れ
る
。

栄
唱
唄

一
、
正
月
二
日
に
芽
立
つ
桑
の
木
の
森
と
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
茂
り
し
そ

の
下
で
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
鶴
と
蜂
と
鶏
と
酒
盛
り
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア

ラ
鶏
唄
え
ば
鶴
は
舞
い
蜂
は
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
ご
で
ん
中
を
ナ
ー
エ
さ

し
ま
わ
る
シ
ョ
ン
ガ
エ
ー
　

二
、
ま
ず
正
月
の
景
色
に
は
門
に
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
二
本
の
松
立
て
て

（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
お
家
に
ゃ
年
縄
注
連
飾
り
橙
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ

み
か
ん
に
串
柿
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
ゆ
ず
り
葉
、
も
ろ
も
き
、
い
か
に
昆

布
三
方
に
ゃ
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
白
き
ご
米
を
ナ
ー
ネ
の
ま
せ
す
る
シ
ョ
ン

ガ
エ
ー
　

三
、
正
月
二
日
の
初
夢
に
白
き
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
ね
ず
み
が
三
つ
く
だ

る
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
ま
た
三
つ
連
れ
て
六
つ
く
だ
る
こ
ち
の
な
（
コ
ラ

シ
ョ
イ
）
ア
ラ
お
家
に
金
運
ぶ
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
そ
の
金
寄
せ
て
蔵
建

て
て
孫
子
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
栄
え
て
ナ
ー
エ
末
繁
盛
シ
ョ
ン
ガ
エ
ー
　

四
、
カ
ナ
ギ
や
カ
ナ
ギ
数
多
い
ふ
る
こ
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
か
ん
こ
に
し

ん
こ
ま
で
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
か
わ
い
や
に
（
名
前
・
船
名
）
積
み
込
ま

れ
初
句
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
相
島
へ
と
ナ
ー
エ
走
り
込
む
シ
ョ
ン
ガ
エ
ー

五
、
こ
ち
の
旦
那
さ
ん
な
ぁ
良
い
子
持
ち
総
領
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
息
子
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が
家
督
も
ち（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）二
番
息
子
が
金
持
ち
で
三
番（
コ
ラ
シ
ョ

イ
）
ア
ラ
娘
が
衣
装
持
ち
で
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
そ
の
娘
が
嫁
入
り
す
る

と
き
に
ゃ
タ
ン
ス
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
も
ち
や
ら
長
も
ち
や
ら
（
ア
ラ
マ

タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
そ
の
と
き
ゃ
わ
た
し
も
ナ
ー
エ
小
樽
持
ち
シ
ョ
ン
ガ
エ
ー

六
、
ま
ず
め
で
た
い
は
海
鳥
の
十
二
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
卵
を
産
み
揃
え

（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
十
一
時
立
つ
時
は
親
と
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
酒

盛
り
黄
金
の
銚
子
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
吞
め
や
大
黒
ナ
ー
エ
あ
ら
唄
え
や

恵
比
寿
シ
ョ
ン
ガ
エ
ー

七
、
ま
ず
め
で
た
い
は
高
砂
の
池
の
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
水
際
に
稲
植
え

て
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
一
穂
と
り
て
は
千
石
の
二
穂
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

ア
ラ
と
り
て
は
万
石
の
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
三
つ
や
四
つ
五
つ
穂
な
（
コ

ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
と
り
て
は
富
士
の
山
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
そ
の
米
寄
せ

て
出
雲
の
酒
屋
の
酒
に
す
る
そ
の
酒
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
呑
ん
で
た
つ
人
は

（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
命
永
ら
え
ナ
ー
エ
末
繁
盛
シ
ョ
ン
ガ
エ
ー

八
、
い
ざ
な
ぎ
や
い
ざ
な
ぎ
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
：
こ
れ
は
昔
の
人
は
歌
っ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
）
ア
ラ
い
ざ
な
ぎ
山
の
楠
を
船
に
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
造

り
て
今
朝
お
ろ
す（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）一
に
大
黒
二
恵
比
寿
る
う
に
な（
コ

ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
船
玉
飾
り
て
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
黒
金
帆
柱
お
し
立
て

て
龍
帆
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
み
縄
は
三
味
の
糸
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）

綾
と
錦
の
帆
を
ま
い
て
吹
き
来
る（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）ア
ラ
嵐
を
帆
に
受
け
て（
ア

ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
大
波
小
波
を
乗
り
越
え
て
初
句
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ

相
島
へ
と
ナ
ー
エ
走
り
込
む
シ
ョ
ン
ガ
エ
ー

九
、
ま
ず
め
で
た
い
は
芋
種
の
穀
た
ち
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）
ア
ラ
茂
り
し
そ
の
下

で
（
ア
ラ
マ
タ
ソ
コ
ダ
ヨ
）
枝
に
千
余
の
子
を
付
け
て
夜
は
な
（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

ア
ラ
黄
金
の
ナ
ー
エ
露
受
け
る
シ
ョ
ン
ガ
エ
ー

　
歌
詞
の
最
後
は
、「
エ
ー
ス
　
エ
ス
」
と
言
う
。

　
一
六
時
頃
ま
で
か
か
っ
て
島
の
家
々
を
回
っ
た
。
最
後
は
恵
比
寿
が
持
っ
て

い
た
竹
の
先
に
つ
け
た
鯛
を
外
し
、
随
行
者
が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
言
っ
て
、
鯛
を
海
に
戻
し
た
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

十
日
恵
比
寿
（
恵
比
寿
祭
り
）（
福
岡
市
西
区
西
浦
浜
　
恵
比
寿
神
社
）

　
一
月
一
〇
日
に
、
新
し
く
入
っ
た
漁
業
者
（
救
難
所
の
若
手
）
が
男
女
二
人

の
恵
比
寿
に
扮
し
、
祝
い
め
で
た
を
歌
う
。
祝
い
め
で
た
は
、
歌
詞
は
一
五
番

ま
で
あ
っ
て
博
多
と
節
が
違
う
。

　
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
本
行
事
は
昭
和
三
〇
年
代
に
復
活
し
た
。
当
時

は
一
六
才
で
中
学
を
卒
業
し
て
漁
師
に
な
っ
た
が
、
同
年
が
七
～
八
人
も
い
た

こ
と
か
ら
、
籤
を
引
い
て
恵
比
寿
を
決
め
て
い
た
。
恵
比
寿
は
四
人
お
り
、
浜

の
家
々
を
回
っ
て
上
が
っ
て
い
た
。
子
ど
も
達
は
「
通
り
も
ん
」
と
言
っ
て
山

車
を
曳
い
て
回
っ
た
と
い
う
。
博
多
人
形
師
で
あ
る
小
島
与
一
の
弟
子
が
来
て

作
っ
た
人
形
を
飾
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
昭
和
五
〇
年
代
に
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
。
現
在
は
、
恵
比
寿
を
作
っ
て
御
神
は
入
れ
る
が
、
家
々
は
回
っ
て
い
な
い
。

西
南
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
民
俗
学
研
究
会
の
報
告
書
に
、
西
浦
の
当
時
の

十
日
恵
比
寿
の
事
例
が
あ
る
（
西
南
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
民
俗
学
研
究
会

編
　
一
九
八
二
　
五
二
）。

（
田
中
　
久
美
子
）
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八
　
歩ほ

射し
ゃ
祭さ
い

【
テ
ー
マ
】
一
八
「
正
月
・
小
正
月
」、
一
三
「
若
者
・
成
人
儀
礼
」

【
地
域
の
概
要
】

　
志し

賀か
の

島し
ま

は
、
福
岡
県
福
岡
市
東
区
に
あ
る
周
囲
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
陸

繋
ぎ
の
島
で
あ
る
。
か
つ
て
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
島
だ
っ
た
が
、
海
の
中
道
と
い
う

砂
州
で
九
州
と
陸
続
き
に
な
っ
て
い
る
。
　

　
島
の
名
は
、『
風
土
記
』
に
は
「
資
珂
」、『
延
喜
式
』
に
は
「
志
加
」、『
和
名
抄
』

に
は
「
志
珂
」、『
万
葉
集
』
に
は
「
志
賀
」
と
あ
る
。
ま
た
『
筑
前
国
風
土
記
』

を
引
い
た
『
釈
日
本
紀
』
に
は
島
名
の
由
来
が
あ
る
。
気
お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

長
足
姫
尊
（
神
功
皇
后
）

が
船
で
新
羅
に
向
か
う
と
き
、
夜
こ
の
島
に
停
泊
し
た
。
ま
ず
侍
従
の
小
濱
に
火

を
探
さ
せ
た
が
、
早
く
手
に
入
れ
て
戻
っ
て
き
た
。
次
に
侍
従
の
大
濱
が
「
近
く

に
家
が
あ
る
か
」
問
う
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
島
は
打
う
ち
の
ぼ
り
の
は
ま

昇
浜
と
近
く
、
地
形
も
相
続

い
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
同
じ
土
地
と
い
っ
て
よ
い
」と
答
え
た
。
そ
こ
で「
近ち
か

の
島
」

と
言
っ
た
も
の
を
訛
っ
て
、「
資
珂
の
嶋
」
と
呼
ん
で
い
る
と
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
神
功
皇
后
の
新
羅
の
役
に
、
大
濱
と
小
濱
も
随
従
し
た
と
思
わ
れ
る
。
応
神

天
皇
紀
に
よ
れ
ば
、
大
濱
は
阿
曇
蓮
の
祖
で
あ
る
大
濱
宿
祢
と
い
う
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】　
福
岡
市
東
区
志
賀
島
　
志し

賀か

海う
み

神
社

【
実
施
時
期
】
毎
年
一
月
一
五
日
に
近
い
日
曜
日
　
か
つ
て
は
旧
暦
一
月
一
五
日

【
伝
承
組
織
】

　
志
賀
海
神
社
の
神
職
、
社
人
、
八
乙
女
、
氏
子
総
代
に
加
え
、
射い
て

手し

、
矢
取
り
、

地
頭
で
祭
を
進
め
る
。

　
社
人
は
、
大
座
の
大
宮
司
・
禰
宜
・
別
当
、
小
座
の
検け
ん
ぎ
ゅ
う校・

宜ぎ

別
当
・
楽
座
と

座
が
あ
り
、
各
々
一
良
か
ら
四
良
ま
で
と
家
筋
で
決
ま
っ
て
い
る
。

　
八
乙
女
は
、
神
社
に
奉
仕
す
る
年
長
の
女
性
で
あ
る
。
本
来
八
人
だ
が
、
現
在

は
四
人
で
、
実
際
に
祭
り
に
奉
仕
す
る
者
は
三
人
の
時
も
あ
る
。

　
島
内
は
勝か

つ

馬ま

、弘ひ
ろ

、志し

賀か

島し
ま

の
三
地
区
に
分
か
れ
る
。
さ
ら
に
、馬
場
町
、本
町
、

弘
、
勝
馬
、
西
町
、
新
町
、
中
町
の
七
町
内
に
分
か
れ
、
各
町
内
か
ら
基
本
三
人

の
氏
子
総
代
で
計
二
一
名
が
い
る
。
し
か
し
、
今
は
一
八
名
で
あ
る
。
祭
場
作
り

や
大
的
な
ど
の
道
具
製
作
は
氏
子
総
代
に
よ
る
。

　「
射
手
」
は
高
校
生
を
中
心
と
し
た
男
性
、「
矢
取
り
」
は
小
学
生
男
児
、「
地
頭
」

は
町
内
自
治
会
会
長
。
各
々
八
人
で
、
一
人
ず
つ
組
ん
で
座
を
形
成
す
る
。
誰
が

ど
の
座
と
な
る
か
は
、
話
し
合
い
で
決
定
す
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
若
者
が
弓
を
射
る
正
月
行
事
で
、
一
人
前
に
な
る
た
め
の
通
過
儀
礼
と
、
弓
を

射
る
こ
と
に
よ
っ
て
ケ
ガ
レ
を
祓
う
こ
と
、
さ
ら
に
小
正
月
の
豊
穣
祈
願
が
一
緒

に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
矢
を
射
る
が
、
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
と
違
っ
て
馬
に
は
乗
ら
な

い
。
そ
の
た
め
こ
の
祭
り
の
名
が
あ
る
。
か
つ
て
志
賀
島
に
人
々
や
家
畜
に
被
害

を
及
ぼ
し
て
い
た
土
蜘
蛛
が
い
た
が
、
こ
れ
を
阿あ
づ
み
の曇
百も
も
た
り足
ら
八
人
の
射
手
が
退
治

し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
・
豊
漁
を
祈
願
す
る
。

【
実
施
内
容
】

準
備
（
年
末
ま
で
の
準
備
）

ａ
選
出

　
前
年
の
一
一
月
ご
ろ
か
ら
、
弓
を
射
る
若
者
「
射
手
」
八
人
の
選
出
が
始
ま
る
。

男
子
高
校
生
を
中
心
に
声
を
か
け
る
。
か
つ
て
神
社
や
総
代
は
関
与
せ
ず
、「
世

話
人
」
や
古
参
射
手
を
中
心
に
、
島
内
の
若
者
を
集
め
た
と
い
う
が
、
近
年
対
象

者
が
お
ら
ず
、
氏
子
総
代
が
幅
広
く
声
を
か
け
て
射
手
を
集
め
て
い
る
。
今
総
代

を
務
め
て
い
る
人
達
は
六
〇
代
後
半
の
人
が
多
い
が
、
彼
ら
の
時
代
に
は
若
者
も

多
く
、
射
手
に
な
り
た
い
人
は
多
か
っ
た
。
志
賀
島
に
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
射
手

に
な
る
の
は
当
た
り
前
だ
っ
た
。
そ
の
昔
は
志
賀
町
内
の
者
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
の
後
勝
馬
や
弘
か
ら
も
射
手
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
現
在
は
、
そ
も
そ
も
島

内
に
若
者
が
い
な
い
た
め
、
志
賀
島
在
住
で
な
く
と
も
良
し
と
し
、
島
外
近
郊
の

者
で
も
親
戚
が
島
に
住
む
な
ど
の
縁
故
で
射
手
と
な
っ
て
い
る
。
一
二
月
に
は
射

手
は
決
定
し
、
弓
道
場
「
わ
た
つ
み
館
」
で
の
練
習
が
始
ま
る
。
一
一
月
二
三
日
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頃
に
は
、
総
代
が
わ
た
つ
み
館
の
庭
に
練
習
用
の
的
を
設
置
し
、
射
手
が
い
つ
で

も
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
本
番
ま
で
個
々
時
間
を
み
つ
け
て
は
練
習

に
励
む
。
た
だ
基
本
的
な
射
方
は
、
弓
道
の
先
生
を
招
い
て
指
導
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
よ
り
も
先
輩
、
世
話
人
か
ら
習
い
、
先
輩
の
射
方
の
真
似
を
す
る
人

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
た
め
体
を
大
き
く
前
傾
し
た
独
特
の
射
方
が
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　「
世
話
人
」
に
は
、
射
手
を
二
、三
回
務
め
た
二
〇
歳
代
の
者
が
、
後
輩
の
面
倒

を
み
よ
う
と
名
乗
り
出
て
就
任
し
て
い
る
。
令
和
四（
二
〇
二
二
）年
の
調
査
で
は
、

島
内
の
者
が
二
人
、
近
郊
の
者
が
二
名
就
任
し
、
計
四
人
だ
っ
た
。
世
話
人
は
射

手
選
出
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
。

　
歩
射
祭
の
組
織
は
、「
射
手
」
八
人
、「
矢
取
り
」
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
達
八
人
、

そ
し
て
こ
れ
ら
の
上
に
た
つ
「
地
頭
」
八
人
か
ら
な
り
、
各
々
御
座
を
組
む
。
社

人
の
座
と
同
様
に
、「
大
宮
司
四
良
」、「
禰
宜
四
良
」、「
別
当
四
良
」、「
大
宮
司
五

良
」、「
禰
宜
五
良
」、「
別
当
五
良
」、「
検
校
」、「
宜
別
当
五
良
」
の
八
つ
の
御
座

で
あ
る
。射
手
は
地
頭
に
な
り
代
わ
っ
て
矢
を
射
る
。一
月
五
日
、「
ク
ジ
取
り（「
地

頭
ぎ
め
」）」
と
い
っ
て
、
射
手
が
代
行
す
る
地
頭
を
ク
ジ
で
決
め
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
後
社
人
が
地
頭
に
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
ず
、
地
区

の
自
治
会
長
が
務
め
て
い
る
。「
矢
取
り
」
は
、
小
学
生
（
令
和
四
（
二
〇
二
二
）

年
は
小
学
校
二
年
生
か
ら
六
年
生
）
が
務
め
、
射
手
と
組
ん
で
祭
り
を
進
め
て
い

く
。
射
手
八
人
の
う
ち
、
誰
が
ど
の
御
座
に
な
る
か
は
射
手
同
士
の
話
し
合
い
で

決
め
る
が
、
経
験
者
が
大
宮
司
四
良
と
な
り
、
新
参
者
は
禰
宜
四
良
・
五
良
と
決

ま
っ
て
お
り
、
も
め
る
こ
と
な
く
決
ま
っ
て
い
く
と
い
う
。
大
宮
司
四
良
に
誰
が

な
る
か
と
い
う
点
が
一
番
重
要
で
、
よ
く
話
し
合
う
と
い
う
。
こ
の
座
に
は
明
確

な
上
下
関
係
が
あ
り
、
五
良
よ
り
四
良
が
上
で
あ
り
、
新
参
者
は
古
参
に
皆
従
う
。

射
手
は
世
話
人
に
従
う
。

ｂ
「
胴ど

結い

締じ
め

」

　
一
月
二
日
八
時
頃
か
ら
、
わ
た
つ
み
館
で
氏
子
総
代
が
集
ま
り
「
胴
結
」
を
作

る
。「
胴
結
」
は
、
藁
に
撚
り
を
か
け
て
八
本
束
ね
た
も
の
を
三
二
本
作
り
、
こ

れ
を
大
縄
で
上
下
二
箇
所
巻
い
て
締
め
た
も
の
で
あ
る
。
閏
年
は
三
三
本
に
な
る
。

高
さ
八
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
径
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
推
定
五
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
る
。
か
つ
て
は
一
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
っ
た
。
藁
は
勝
馬

の
不
浄
が
な
い
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
忌
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
入
手
す
る
。
か
つ
て
弓

の
練
習
用
の
的
だ
っ
た
と
い
う
が
、
今
は
歩
射
祭
の
前
日
の
「
胴
結
舞
」
に
使
う
。

禰
宜
四
良
の
射
手
が
胴
結
を
背
負
い
頓
宮
ま
で
運
ぶ
。
そ
の
た
め
背
負
え
る
よ
う

に
、
上
下
の
大
縄
に
背
負
い
用
の
藁
を
取
り
付
け
、
さ
ら
に
晒
を
巻
い
た
。
こ
の

日
の
作
業
は
六
時
間
以
上
か
か
っ
た
。

　
二
日
の
一
八
時
半
よ
り
、
わ
た
つ
み
館
に
て
「
固
め
の
式
」
を
行
い
、
射
手
と

矢
取
り
が
初
め
て
顔
合
わ
せ
を
す
る
。
矢
取
り
の
衣
装
合
わ
せ
も
同
時
に
行
っ
た
。

か
つ
て
一
月
一
〇
日
の
十
日
恵
比
須
の
頃
か
ら
、「
お
宮
ど
ま
り
」
と
い
い
、
射

手
と
矢
取
り
が
神
社
に
宿
泊
し
て
結
束
を
固
め
、
様
々
な
作
法
を
習
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
関
係
で
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
歩
射
祭

前
日
に
射
手
が
宿
泊
し
た
だ
け
で
、
矢
取
り
は
宿
泊
し
な
か
っ
た
。

　
一
月
五
日
、
総
代
に
よ
っ
て
大
的
の
製
作
を
行
う
。
志
賀
海
神
社
の
古
札
か
ら

護
符
を
取
り
出
し
、
的
の
材
と
す
る
。
ま
た
竹
の
筒
を
十
字
に
組
み
、
そ
の
交
点

を
大
的
の
中
心
と
し
て
、大
的
の
枠
を
作
る
。
そ
れ
に
竹
を
縦
に
四
分
の
一
に
割
っ

た
も
の
を
大
小
五
本
用
意
し
、
丸
く
形
成
し
て
骨
組
み
と
す
る
。
径
六
尺
九
寸
で
、

紙
を
貼
っ
た
上
に
、
中
心
部
と
外
を
二
重
に
黒
く
塗
る
。
半
紙
を
八
枚
外
に
垂
ら

し
て
、
蜘
蛛
の
足
と
す
る
。
乾
燥
さ
せ
な
が
ら
四
日
間
か
け
て
完
成
し
た
。

　
同
時
に
、
大
的
を
射
る
場
所
を
整
え
る
。
参
道
に
は
、
す
ぐ
に
大
的
を
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
面
に
は
柱
を
固
定
す
る
穴
が
あ
る
。
大
的
か
ら

一
一
間
（
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
と
こ
ろ
か
ら
射
る
よ
う
に
整
え
る
。

　
か
つ
て
は
八
日
に
、
射
手
に
よ
っ
て
矢や

じ篠
を
製
作
し
た
。
神
社
付
近
の
山
か
ら

竹
を
伐
り
だ
し
て
加
工
す
る
。
一
三
日
に
「
矢
祓
い
」
と
い
い
、
射
手
が
家
々
に

そ
の
矢
を
射
こ
ん
で
い
っ
た
。
現
在
は
皆
瓦
葺
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
習
慣
は
な

く
な
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
胴
結
舞
の
後
、
氏
子
総
代
が
町
内
毎
に
手
分
け
し
て
、

一
軒
ず
つ
清
め
ら
れ
た
矢
を
配
っ
て
回
る
。「
ポ
ス
ト
」
と
言
っ
て
玄
関
先
に
投

げ
込
ん
で
い
く
。
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祭
り
前
日

ａ
胴
結
舞

　
二
日
一
〇
時
か
ら
、
氏
子
総
代
が
製
作
し
た
胴
結
を
背
中
に
背
負
っ
て
、
神
社

下
か
ら
頓
宮
ま
で
移
動
す
る
。
射
手
は
全
員
白
衣
白
袴
、
鉢
巻
、
白
足
袋
姿
で
、

世
話
人
、
矢
取
り
は
平
服
で
あ
る
。
胴
結
の
上
に
は
笹
を
挿
す
。
雄
竹
と
雌
竹
で
、

こ
れ
に
注
連
縄
を
か
け
る
。
ま
た
三
本
の
福
笹
も
挿
し
、
鯛
と
「
大
漁
満
足
」
の

札
が
付
い
て
い
た
。
神
社
下
で
胴
結
、
弓
矢
と
と
も
に
、
射
手
は
お
祓
い
を
受
け

た
後
、
新
参
者
の
禰
宜
四
良
が
胴
結
を
背
負
う
。
首
か
ら
麻
紐
で
繋
い
で
、
五
円

玉
で
固
定
し
た
八
個
の
ダ
イ
ダ
イ
を
下
げ
、「
杖
」
を
持
つ
。
杖
は
全
長
約
一
一
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
上
部
の
長
さ
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
状
の
頭
部
の

中
央
に
二
重
丸
、
そ
れ
を
挟
ん
で
上
に
「
鶴
」、
下
に
「
亀
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
上
端
部
を
持
っ
て
目
の
高
さ
に
構
え
、
参
道
の
幅
い
っ
ぱ
い
右
に
左
に
揺
れ

な
が
ら
進
ん
で
い
く
。
他
の
射
手
は
、
後
ろ
か
ら
補
助
し
な
が
ら
、
上
下
に
激
し

く
胴
結
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
た
。
世
話
人
は
歩
み
を
促
し
、
矢
取
り
は
後
ろ
か
ら
つ

い
て
い
く
。
三
味
線
、
太
鼓
、
笛
の
音
に
合
わ
せ
て
、「
伊
勢
音
頭
」
を
歌
い
な

が
ら
進
む
（
写
真
一
）。
頓
宮
の
前
に
着
く
と
、「
舞
能
の
舞
」
で
、
杖
を
目
の
高

さ
に
持
っ
た
ま
ま
他
の
射
手
の
「
舞
能
の
岸
の
姫
松
や
」
に
合
わ
せ
て
時
計
ま
わ

り
に
廻
り
、「
ポ
ス
ト
」
と
応
じ
る
。
他
の
射
手
か
ら
上
下
に
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら

れ
る
。
こ
れ
を
三
回
繰
り
返
す
。
終
わ
れ
ば
、「
ポ
ス
ト
」、「
ヨ
イ
ヤ
」
と
い
っ

て
次
の
新
参
者
に
交
代
し
、
同
様
に
舞
う
。
志
賀
島
独
特
の
舞
で
、
度
々
奉
納
さ

れ
る
。
そ
し
て
わ
た
つ
み
館
ま
で
、
ま
た
禰
宜
四
良
が
背
負
い
戻
っ
て
い
く
。

　「
伊
勢
音
頭
」
と
は
、

　
　
　
注
連
縄
を
な
ー
飾
り
て
　
門
松
立
て
て
　

　
　
　
ア
ラ
ヨ
イ
ト
イ
セ
　
ア
ラ
ハ
レ
ワ
ト
　
セ

　
　
　
そ
し
て
春
待
つ
　
ア
ヤ
ン
デ
セ

　
　
　
　
屠
蘇
の
酒
　

　
　
　
ア
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ
　
ア
ヤ
ア
ト
コ
ー
　
セ
ー
ノ
ア
ヤ
ァ
オ
イ
ト
ナ
　

　
　
　
ア
レ
モ
セ
　
コ
レ
モ
セ
　
サ
サ
ナ
ン
デ
モ
セ

と
い
う
歌
詞
で
、こ
の
後
伊
勢
、安
芸
の
こ
と
な
ど
を
謡
い
、八
番
で
「
志
賀
の
ナ
ー

沖
に
は
　
瀬
が
二
つ
あ
る
」
と
志
賀
島
を
読
み
込
ん
で
続
き
、
最
後
は
「
御
祈
祷
、

御
祈
祷
」
で
締
め
る
。「
伊
勢
音
頭
」

と
い
う
が
、
近
年
地
元
で
は
「
わ
た

つ
み
音
頭
」
と
よ
ぶ
人
も
い
る
。
射

手
は
就
任
す
る
と
「
伊
勢
音
頭
」
の

歌
の
練
習
を
行
う
が
、
検
校
は
太
鼓

の
役
な
の
で
、
歌
わ
ず
太
鼓
の
練
習

を
す
る
。
胴
結
舞
は
、
ま
さ
に
成
人

儀
礼
た
る
も
の
で
、
新
参
者
が
当
日

き
ち
ん
と
矢
を
射
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
心
身
を
鍛
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
後
、
射
手
は
わ
た
つ
み
館
で

昼
食
と
な
る
が
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
や
魚

フ
ラ
イ
を
お
か
ず
に
、
吸
い
物
と
御

飯
を
食
べ
る
。
吸
い
物
と
御
飯
は
、

必
ず
三
杯
食
べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

決
ま
り
が
あ
る
。
こ
の
後
の
夕
食
、

当
日
の
朝
食
も
同
様
に
三
杯
食
べ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夕
食
か
ら
き
な

こ
餅
も
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
り
、
こ
れ
も
三
個
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
お
腹
い
っ

ぱ
い
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
他
、
食
事
に
は
規
制
が
あ
り
、
今
は
十
日
恵
比
須
か

ら
歩
射
祭
が
終
わ
る
ま
で
は
、
四
足
の
も
の
は
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
つ

ま
り
牛
や
豚
は
食
べ
な
い
が
、
鶏
肉
は
可
能
だ
っ
た
。
禰
宜
四
良
・
五
良
が
食
事

の
用
意
を
す
る
。
昔
は
調
理
も
し
た
が
、
今
は
配
膳
、
お
代
わ
り
を
よ
そ
い
、
片

付
け
を
す
る
だ
け
で
あ
る
。
か
つ
て
こ
れ
ら
の
禁
制
は
も
っ
と
長
い
期
間
守
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
酒
も
三
度
飲
む
と
い
う
。

ｂ
勝
馬
詣
り

　
同
日
の
午
後
、
島
の
北
部
の
勝
馬
沖
に
あ
る
沖
津
宮
に
参
拝
す
る
（
写
真
二
）。

射
手
は
上
半
身
裸
で
褌
姿
に
足
袋
を
履
き
、
海
岸
に
集
ま
る
。
騎
馬
戦
の
形
で
新

参
者
は
馬
と
な
り
、
胴
結
舞
で
使
っ
た
ダ
イ
ダ
イ
を
下
げ
、
脇
差
を
持
っ
た
古
参

写
真
一
　
胴
結
舞
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を
一
人
担
い
で
島
に
渡
る
。
御
神
酒
の

一
升
瓶
も
運
ば
れ
る
。
島
で
は
、
ま
ず

古
参
が
岩
場
に
上
り
、
新
参
者
が
海
中

か
ら
取
っ
て
く
る
「
ガ
ラ
モ
」
と
い
う

海
藻（
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
）を
吟
味
す
る
。「
違

う
」
と
何
度
か
捨
て
ら
れ
た
後
、
や
っ

と
古
参
に
認
め
ら
れ
る
。
厳
重
な
る

禊
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
認
め
ら
れ
る
と

ガ
ラ
モ
を
頭
に
捧
げ
、
胴
結
舞
と
同
様

に
「
舞
能
の
舞
」
を
舞
う
。
終
わ
る
と
、

全
員
で
山
頂
の
沖
津
宮
に
掛
け
声
と
と

も
に
上
が
っ
て
い
く
。
沖
津
宮
で
ガ
ラ

モ
を
捧
げ
て
三
度
廻
っ
て
か
ら
神
前
に

供
え
る
。
そ
し
て
持
参
し
た
ダ
イ
ダ
イ

を
半
分
に
割
っ
て
盃
に
し
て
御
神
酒
を

飲
む
。
ガ
ラ
モ
は
食
材
や
薬
材
、
さ
ら

に
製
塩
や
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
、
古
来
非
常
に
有
用
か
つ
貴
重
の
も
の
と
し
、
ガ

ラ
モ
の
舞
は
、
ガ
ラ
モ
の
豊
漁
祈
願
と
し
て
い
る
。

　
次
に
体
を
拭
い
て
白
装
束
と
な
り
、
仲
津
宮
に
移
動
す
る
。
拝
殿
内
に
コ
モ
を

敷
い
て
、
四
人
ず
つ
向
か
い
合
っ
て
座
り
、
沖
津
宮
と
同
じ
こ
と
を
行
う
。「
舞

能
の
舞
」
で
あ
る
。
ま
ず
三
分
の
一
ほ
ど
広
げ
た
扇
を
目
の
高
さ
に
構
え
て
三
回

廻
る
。「
舞
能
の
岸
の
姫
松
や
」
を
全
員
で
唱
え
る
。
区
切
り
で
必
ず
「
ポ
ス
ト
」

に
「
ヨ
イ
ヤ
」
と
掛
け
声
を
か
け
あ
う
。
全
員
終
わ
る
と
、
扇
を
閉
じ
て
晒
で
巻

い
た
脇
差
で
ポ
ン
と
床
を
叩
い
て
立
ち
上
が
る
。『
志
賀
海
神
社
祭
事
資
料
集
』（
福

岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
四
集
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
二
）
で
は
、

手
ぬ
ぐ
い
を
面
前
に
捧
げ
た
と
い
う
。
外
に
出
て
、ま
た
ダ
イ
ダ
イ
を
半
分
に
割
っ

て
盃
に
し
て
、
御
神
酒
を
世
話
人
や
周
り
の
者
に
振
舞
っ
た
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
儀
式
は
、「
位
上
げ
」の
儀
式
で
あ
る
。
こ
の
儀
式
で
、射
手
は「
社

人
」
と
な
っ
た
。
神
に
な
っ
た
と
も
い
い
、「
位
上
げ
」
し
た
射
手
は
特
別
に
扱

わ
れ
た
。
店
が
閉
ま
っ
て
い
る
夜
遅
く
で
も
、
射
手
が
買
い
に
来
れ
ば
、
店
を
開

け
て
い
た
と
い
う
。

ｃ
お
潮
井
か
ぶ
り

　
一
八
時
、
射
手
と
矢
取
り
の
小
学
生

が
、
お
潮
井
で
身
を
清
め
る
。
褌
に
白

足
袋
姿
で
、
わ
た
つ
み
館
か
ら
大
鳥
居

を
通
り
、
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
の
横
の
海

ま
で
「
わ
っ
し
ょ
い
」
の
掛
け
声
で
走
っ

て
い
く
。
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
円
陣
を

組
ん
で
海
に
入
り
、「
あ
あ
大
海
や
大
海

や
、
沖
の
白
波
背
に
受
け
て
、
む
す
ん

で
肩
に
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
」
と
三
度
唱

え
て
か
ら
頭
ま
で
海
に
浸
か
っ
た
。「
ア

ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
」
と
は
仏
教
用
語
の
五

字
明
で
、
大
日
如
来
の
内
面
の
悟
り
を

意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
呪
文
と
し
て
覚

え
ら
れ
て
い
る
。
冬
の
夜
の
海
は
冷
た
く
自
然
と
早
口
に
な
る
。
そ
し
て
今
度
は

頓
宮
ま
で
走
っ
て
い
き
、
頓
宮
前
に
用
意
さ
れ
た
大
桶
に
入
っ
た
真
水
を
か
ぶ
る
。

「
ポ
ス
ト
」
と
言
い
な
が
ら
手
桶
で
水
を
汲
ん
で
か
ぶ
り
、
そ
し
て
つ
い
に
大
桶

ご
と
か
ぶ
っ
て
身
を
清
め
た
（
写
真
三
）。

ｄ
押お
し
で
が
た
め

手
固
・
勝か
っ
て
が
た
め

手
固

　
一
九
時
、
装
束
を
整
え
た
射
手
は
、
隊
列
を
な
し
て
わ
た
つ
み
館
か
ら
頓
宮
に

向
か
う
。
白
装
束
に
肩
に
波
模
様
が
入
っ
た
手
ぬ
ぐ
い
を
か
け
て
い
る
。
先
頭
の

射
手
は
、
右
手
に
弓
と
矢
二
本
を
持
っ
て
い
た
。
射
手
の
う
ち
検
校
一
人
が
、
矢

取
り
二
人
が
持
つ
太
鼓
を
叩
き
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
伊
勢
音
頭
」
を
歌
い
な
が

ら
進
ん
で
行
き
、
頓
宮
前
で
歌
の
最
後
ま
で
歌
っ
た
。
一
人
ず
つ
頓
宮
の
中
央
に

進
み
、
手
ぬ
ぐ
い
を
広
げ
て
二
つ
に
折
り
、
額
の
高
さ
で
捧
げ
る
。
頓
宮
前
に
並

ぶ
他
の
射
手
が
歌
う
「
舞
能
の
岸
の
姫
松
や
」
に
合
わ
せ
て
、
時
計
回
り
に
廻
る
。

「
舞
能
の
舞
」
だ
。
三
回
廻
る
と
、「
ポ
ス
ト
」「
ヨ
イ
ヤ
」
と
言
っ
て
、
手
ぬ
ぐ

写
真
二
　
勝
馬
詣
り

写
真
三
　
お
潮
井
か
ぶ
り
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い
を
肩
に
か
け
て
か
ら
頓
宮
を
出
て
交
代
す
る
。
五
人
が
行
っ
た
後
、
今
度
は
一

人
が
弓
を
持
っ
て
頓
宮
の
中
央
に
進
み
、「
押
し
て
ー
、
押
し
て
ー
、
押
し
て
ー
」

と
言
い
、
左
手
で
弓
を
構
え
て
前
に
三
度
押
し
、「
勝
手
が
つ
き
ま
し
た
」
と
右

手
を
右
肩
に
つ
け
る
。「
押
手
固
・
勝
手
固
」
で
あ
る
。「
押お
し

手で

」
と
は
、
弓
を
持

つ
方
の
手
、
弓ゆ
ん

手で

の
こ
と
で
、
右
手
で
弦
を
引
き
、
弓
手
で
弓
を
押
す
こ
と
が
弓

を
引
く
と
き
の
基
本
動
作
を
表
し
て
い
る
。「
勝
手
」
と
は
、
右
手
を
指
す
。
交

代
で
新
参
者
五
人
が
行
っ
た
。
そ
し
て
行
き
と
同
様
に
列
を
な
し
て
「
伊
勢
音
頭
」

を
歌
い
な
が
ら
わ
た
つ
み
館
ま
で
帰
り
、
わ
た
つ
み
館
の
前
で
最
後
ま
で
歌
い
終

わ
っ
た
。
参
道
の
宝
篋
印
塔
の
前
で
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
二
〇
時
か
ら
神
社
に
上
が
り
、「
大
習
し
」
と
言
い
、
明
日
に
備
え
て

通
し
の
練
習
を
し
た
。
射
手
は
、
こ
の
ま
ま
神
社
に
宿
泊
す
る
。

祭
り
当
日

ａ
お
潮
井

　
祭
り
当
日
の
五
時
頃
、
神
社
近
く
の
海
岸
の
お
潮
井
場
で
、
射
手
が
清
め
を
行

う
。
褌
に
白
足
袋
姿
で
、「
わ
っ
し
ょ
い
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
真
っ
暗
な
中

神
社
か
ら
駆
け
下
り
て
く
る
。
一
行
は
、
お
潮
井
場
の
海
に
入
っ
て
円
陣
を
組
み
、

「
こ
こ
を
祓
い
た
つ
る
は
高
天
原
な
れ
ど
、
洗
い
な
が
す
も
洗
い
ゆ
す
ぐ
も
荒
磯

の
波
」
と
三
度
唱
え
る
。
何
度
か
肩
ま
で
海
に
入
っ
て
か
ら
上
が
り
、「
わ
っ
し
ょ

い
」
の
掛
け
声
で
神
社
に
戻
っ
て
い
く
。
こ
れ
を
三
度
繰
り
返
す
。
最
初
は
八
人

揃
っ
て
行
っ
た
が
、
あ
と
の
二
回
は
新
参
者
五
人
だ
け
で
行
っ
た
。
そ
し
て
お
潮

井
の
砂
を
桶
四
つ
に
取
っ
て
、
神
社
に
帰
っ
て
い
き
、
大
的
の
設
置
場
所
に
置
い

た
後
、
神
前
に
お
供
え
さ
れ
る
。

　
次
に
神
社
で
「
大
的
の
出で

立だ
ち

」
が
あ
る
。
ブ
リ
の
吸
い
物
、タ
ク
ア
ン
と
決
ま
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
で
の
食
事
で
あ
る
。
わ
た
つ
み
館
に
戻
っ
て
、
別
に
ギ
ン
ダ
ラ
を
お

か
ず
に
、
汁
物
、
御
飯
を
食
べ
た
。

ｂ
神
事

　
九
時
に
神
事
が
始
ま
る
。
射
手
、
矢
取
り
、
世
話
人
も
参
列
す
る
。
射
手
は
立

烏
帽
子
、
白
衣
・
袴
、
白
色
狩
衣
（
禰
宜
座
だ
け
赤
色
）、
白
足
袋
、
草
履
で
扇
子
、

手
ぬ
ぐ
い
、
脇
差
を
持
つ
。
矢
取
り
は
白
衣
・
筒
が
太
く
裾
が
狭
い
軽か

る

衫さ
ん

で
、
足

元
は
白
の
脚
絆
、
水
色
の
手
甲
、
帯
も
同
色
で
あ
る
。
頭
に
は
白
鉢
巻
、
肩
に
は

手
ぬ
ぐ
い
を
か
け
る
。
世
話
人
は
、
正
装
の
白
衣
・
袴
で
黒
羽
織
を
着
る
。
神
事

の
中
で
、
大
的
、
弓
矢
、
射
場
が
清
め
ら
れ
た
。

　
今
宮
社
で
神
事
の
間
、
本
殿
で
は
射
手
に
よ
る
「
直
会
」
が
あ
る
。
拝
殿
に
四

人
ず
つ
向
か
い
合
っ
て
座
り
、「
舞
能
の
舞
」
を
行
う
。
そ
し
て
一
人
ず
つ
御
神
酒

を
い
た
だ
く
。『
福
岡
市
史
』
民
俗
編
一
（
福
岡
市
史
編
集
委
員
会
、
二
〇
一
二
）

に
よ
れ
ば
、
ひ
と
通
り
盃
が
行
き
渡
る
と
、
新
参
の
射
手
が
舞
能
を
舞
っ
た
と
あ

る
。

ｃ
的
廻
り 

　「
イ
ト
ウ
ベ
ン
サ
シ
」
と
い
う
役
が
あ
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
に
初
め

て
務
め
た
人
物
は
、
矢
取
り
も
射
手
も
経
験
が
あ
り
、
神
社
よ
り
声
を
か
け
ら
れ

て
就
任
し
た
と
い
う
。
以
前
は
社
人
が
務
め
て
い
た
が
、
高
齢
の
た
め
引
退
し
た
。

か
つ
て
大
宮
司
一
良
が
務
め
る
と
決
ま
っ
て
い
た
役
で
あ
る
。『
福
岡
市
史
』
民

俗
編
一
で
は
、
イ
ト
ウ
は
射
手
、
ベ
ン
サ
シ
は
弁
指
（
差
）
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

中
世
の
領
主
の
職
名
「
弁
済
使
」
が
語
源
で
、
近
世
に
は
浦
庄
屋
の
異
称
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
土
蜘
蛛
を
退
治
し
た
中
心
人
物
阿
曇
百
足
の
役
が
イ
ト
ウ
ベ
ン
サ
シ

と
い
う
。
射
手
の
長
を
務
め
る
者
で
、
大
的
当
日
し
か
登
場
し
な
い
。
立
烏
帽
子
、

白
衣
・
軽
衫
、
白
足
袋
に
草
鞋
、
赤
色
の
襷
を
か
け
る
。

　
神
事
が
す
べ
て
終
了
し
た
一
〇
時
半
頃
、
拝
殿
前
階
段
下
の
斎
庭
に
、
イ
ト
ウ

ベ
ン
サ
シ
と
射
手
が
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。
ま
ず
イ
ト
ウ
ベ
ン
サ
シ
が
前
に
出
て
、

総
代
が
務
め
る
矢
取
り
か
ら
弓
矢
を
受
け
取
る
。
弓
は
黒
白
の
だ
ん
だ
ら
で
、
祭

用
の
強
弓
、
雁
又
の
矢
と
い
う
。
ま
ず
二
本
の
矢
を
右
手
で
上
か
ら
取
っ
て
後
ろ

手
に
構
え
て
か
ら
、
左
手
で
弓
を
中
心
、
左
、
右
と
手
刀
を
切
っ
て
か
ら
受
け
取

り
腰
に
構
え
る
。
矢
取
り
が
下
が
っ
た
後
、
イ
ト
ウ
ベ
ン
サ
シ
は
矢
を
前
に
持
っ

て
三
歩
前
に
進
み
、
右
足
を
一
歩
引
く
と
同
時
に
弓
に
矢
を
つ
け
、
右
手
で
後
襟

に
挿
し
て
い
た
扇
子
を
取
る
。
扇
子
で
地
面
近
く
ま
で
撫
で
る
よ
う
に
動
か
し
て

手
前
ま
で
く
る
と
同
時
に
、
左
足
を
上
げ
て
構
え
る
。
合
わ
せ
て
拍
子
木
を
一
度

鳴
ら
す
。
そ
し
て
右
手
に
扇
子
、
左
手
に
弓
矢
を
高
く
上
げ
、
石
段
下
の
大
的
近
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く
ま
で
進
ん
で
そ
の
ま
ま
待
機
す
る
。
以

下
、
射
手
が
大
宮
司
四
良
か
ら
順
に
同
じ

こ
と
を
行
い
、
ゆ
る
く
円
を
描
い
て
並
ぶ
。

そ
の
間
、
世
話
人
が
射
手
の
装
束
や
姿
勢

を
直
し
て
い
く
。
全
員
揃
う
と
、「
的
廻
り
」

で
あ
る
。
社
人
が
背
負
う
大
的
を
先
頭
に
、

斎
庭
を
時
計
回
り
に
三
度
廻
る
。
土
蜘
蛛

を
追
い
回
す
姿
と
も
い
い
、
士
気
を
高
め

て
い
る
よ
う
だ
（
写
真
四
）。

　
そ
し
て
着
座
し
た
後
、
順
に
矢
取
り
に

矢
を
戻
す
。
最
後
の
射
手
が
矢
を
戻
し
て
、

椅
子
に
触
れ
た
か
否
か
で
、
射
手
全
員
が

拝
殿
ま
で
石
段
を
駆
け
上
が
る
。
拝
殿
前

に
は
イ
ト
ウ
ベ
ン
サ
シ
が
座
っ
て
待
ち
構

え
て
お
り
、
射
手
は
順
に
、
扇
子
の
端
部

で
イ
ト
ウ
ベ
ン
サ
シ
の
顎
を
撫
で
る
。
か

つ
て
は
射
手
が
「
大
宮
司
さ
ん
お
笑
い

な
っ
せ
」
と
声
を
か
け
て
、
イ
ト
ウ
ベ
ン

ザ
シ
が
大
笑
い
し
て
応
え
て
い
た
。
令
和

四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
笑
わ
ず
に
撫
で

ら
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。

ｄ
大
的

　
い
よ
い
よ
舞
台
は
射
場
に
移
る
。
大
的

が
射
場
の
所
定
の
位
置
に
取
り
付
け
ら
れ

る
。
そ
し
て
射
的
の
前
に
、
ま
ず
イ
ト
ウ

ベ
ン
サ
シ
が
石
橋
（
育
民
橋
）
の
前
で
、

矢
取
り
（
社
人
）
か
ら
弓
と
矢
を
受
け
取

る
。
橋
に
上
が
り
、山
門
に
向
か
っ
て
「
天

地
和
合
し
て
東
西
南
北
悪
魔
を
祓
え
」
と

言
っ
た
後
、
東
、
西
、
南
、
北
の
順
に
、「
え
い
」
と
い
う
掛
け
声
と
と
も
に
、
上

方
と
下
方
に
矢
を
射
る
仕
草
を
す
る
。「
天
地
四
方
祓
」
で
あ
る
（
写
真
五
）。
そ

の
後
矢
取
り
に
弓
矢
を
渡
し
て
、
橋
を
渡
る
。
射
手
、
矢
取
り
も
橋
を
渡
り
、
射

的
に
備
え
て
所
定
の
位
置
に
つ
く
。
イ
ト
ウ
ベ
ン
サ
シ
は
、「
矢
祓
い
」
に
移
る
。

朝
射
手
が
取
っ
て
き
た
お
潮
井
を
先
頭
に
、
矢
取
り
（
社
人
）
と
と
も
に
大
的
の

所
ま
で
進
む
。
大
的
の
中
心
部
に
か
け
ら
れ
た
二
尺
ほ
ど
の
小
さ
な
黒
い
的
「
こ

ま
な
か
」
に
向
け
て
二
本
の
矢
で
三
回
射
る
。
三
尺
ほ
ど
の
近
距
離
か
ら
射
て
お

り
、
三
本
と
も
命
中
し
た
。
そ
の
度
に
「
ヨ
イ
ヤ
ー
」
と
、
的
の
周
辺
に
い
た
氏

子
総
代
か
ら
声
が
上
が
る
。
最
初
の
一
矢
は
抜
く
が
、
あ
と
は
的
に
刺
さ
っ
た
ま

ま
的
を
外
し
た
。
昔
藩
主
が
縁
起
物
と
し
て
、
こ
の
的
を
買
い
受
け
に
き
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。
お
潮
井
を
先
頭
に
、
こ
ま
な
か
を
持
っ
た
矢
取
り
に
次
い
で
、

イ
ト
ウ
ベ
ン
サ
シ
は
戻
っ
て
い
く
。
そ
の
矢
は
神
前
に
供
え
ら
れ
た
。『
福
岡
市

史
』
民
俗
編
一
で
は
、
イ
ト
ウ
ベ
ン
サ
シ
の
矢
祓
い
が
終
わ
っ
て
か
ら
初
め
て
射

手
、
矢
取
り
は
橋
を
渡
り
、
射
場
に
向
か
っ
た
と
い
う
。
細
か
な
動
き
は
、
変
わ
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
射
的
に
移
る
。
的
か
ら
一
一
間

の
と
こ
ろ
に
ゴ
ザ
を
敷
い
て
射
場
と
し

た
。
上
に
は
注
連
縄
が
張
ら
れ
て
い
る
。

射
手
は
四
人
ず
つ
向
か
い
合
っ
て
、
胡

坐
座
で
座
る
。
座
り
方
は
沖
津
宮
、
拝

殿
で
の
直
会
と
同
じ
く
、
大
的
に
向

か
っ
て
奥
左
に
大
宮
司
四
良
、
右
に
禰

宜
四
良
、
そ
の
前
右
が
別
当
四
良
、
左

に
大
宮
司
五
良
、
そ
の
前
右
に
禰
宜
五

良
、
左
に
別
当
五
良
、
最
前
列
左
が
検

校
、
右
が
宜
別
当
五
良
。
こ
の
順
に
射

て
い
く
。
隣
同
士
組
ん
で
射
る
が
、
奥

と
最
前
列
は
、
射
る
と
き
に
左
右
位
置

を
代
え
る
。
一
人
が
一
手
二
本
で
三
回
、

八
人
で
計
四
八
本
矢
を
射
る
。
ま
ず
矢

写
真
四
　
的
廻
り

写
真
五
　
天
地
四
方
祓

写
真
六
　
大
的
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の
先
端
部
を
お
潮
井
が
入
っ
た
手
桶
に
突
っ
込
ん
で
矢
を
清
め
る
。
そ
し
て
立
ち

上
が
り
弓
矢
を
構
え
て
、
楼
門
側
の
奥
に
座
る
神
職
の
前
で
右
、
左
、
正
面
と
、

一
度
後
ろ
に
体
を
反
ら
し
て
か
ら
一
拝
す
る
。
射
場
に
向
か
っ
て
、
一
礼
を
し
て
、

片
肌
を
脱
い
で
弓
を
構
え
る
。
世
話
人
が
袖
を
整
え
た
り
、
射
手
の
補
助
を
す
る
。

先
輩
の
指
導
と
い
う
独
特
の
前
傾
姿
勢
で
皆
矢
を
射
る
（
巻
頭
図
版
・
写
真
六
）。

大
的
の
周
り
に
総
代
と
矢
取
り
が
待
機
し
て
お
り
、
一
手
終
わ
る
度
に
総
代
が
矢

を
抜
き
、矢
取
り
が
世
話
人
に
届
け
る
。
的
に
当
た
れ
ば
、周
り
か
ら
「
ヨ
イ
ヤ
ー
」

と
声
が
あ
が
る
。
そ
し
て
大
的
に
向
か
っ
て
、「
ポ
ス
ト
」
と
連
呼
し
な
が
ら
お

潮
井
を
ぶ
つ
け
て
清
め
て
い
く
。
ま
た
大
的
か
ら
射
場
ま
で
も
世
話
人
に
よ
っ
て

お
潮
井
が
撒
か
れ
、
常
に
清
め
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　
的
に
当
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、
全
部
当
て
る
こ
と
は
「
位
負
け
」
の

恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
わ
ざ
と
一
本
外
し
た
。
ま
た
逆
に
一
本
も
当
た
ら
な
い
と

「
ス
ノ
コ
リ
」
と
い
っ
て
縁
起
が
悪
い
の
で
、
祭
り
の
後
に
海
岸
に
行
き
、
お
潮

井
で
清
め
た
と
い
う
。
ま
た
途
中
で
射
手
の
親
が
海
岸
に
お
潮
井
を
取
り
に
行
き
、

大
的
に
当
て
る
こ
と
も
し
た
。
お
潮
井

の
清
め
の
力
は
強
く
信
じ
ら
れ
て
い
て
、

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
矢
が
当

た
ら
な
い
射
手
の
背
中
に
、
世
話
人
が

お
潮
井
を
投
げ
つ
け
る
場
面
が
あ
っ
た
。

驚
く
こ
と
に
、
そ
の
後
す
ぐ
に
的
中
し

た
。
四
本
ま
で
外
す
と
、
お
潮
井
を
投

げ
つ
け
て
い
る
。

　
最
後
の
矢
が
放
た
れ
た
後
は
、
祭
事

を
見
守
っ
て
い
た
人
々
が
大
的
を
破
り
、

そ
の
下
の
神
社
の
護
符
を
取
っ
て
持
ち

帰
る
。「
的
破
り
」
で
あ
る
（
写
真
七
）。

か
つ
て
荒
神
様
に
お
供
え
を
し
て
い
た

が
、
現
在
は
一
年
間
の
無
病
息
災
の
お

守
り
と
し
て
持
ち
帰
ら
れ
る
。

　
全
て
が
終
わ
る
と
、
神
職
の
前
に
全

員
揃
い
、
射
手
の
長
の
「
〇
年
〇
月
〇
日(

実
施
日(

、
志
賀
海
神
社
、
ヤ
ー
」
に

続
き
、
射
手
全
員
で
万
歳
三
唱
を
す
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
ス
ノ
コ
リ

が
い
た
た
め
し
な
か
っ
た
。

ｅ
直
会

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
地
頭
を
交
え
て
店
で
行
っ
た
。
本
来
直
会
は
、
射

手
が
地
頭
宅
を
訪
れ
て
接
待
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
後
「
位
落
と
し
」
と
い
い
、

射
手
と
そ
の
家
族
は
、「
伊
勢
音
頭
」
を
歌
い
な
が
ら
、
射
手
の
全
員
の
家
を
廻
っ

て
宴
を
も
っ
た
。
神
か
ら
一
般
の
人
に
戻
る
機
会
と
い
う
。

（
𠮷𠮷
𠮷
　
扶
希
子
）

写
真
七
　
的
破
り

志賀海神社

西
戸
崎

志
賀
島

300m

志賀海神社
沖　津　宮

志賀海神社
仲　津　宮

わたつみ館

頓宮 お潮井場

図
一
　
実
施
地
の
地
図
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九
　
百も

も
手て

祭ま
つ

り
・
大お

お
飯め

し
喰く

ら
い

【
指
定
等
】

　
種
類
　
糸
島
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
淀よ
ど
が
わ川

の
百
々
手
祭
り

　
指
定
年
月
日
　
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
三
月
三
一
日

【
テ
ー
マ
】
一
〇
「
競
技
」、
五
「
供
物
・
料
理
」

【
地
域
の
概
要
】

　
糸
島
市
は
福
岡
県
の
西
端
に
位
置
す
る
。
糸
島
半
島
及
び
そ
の
基
部
を
占
め
、

北
西
は
玄
界
灘
に
臨
み
、
美
し
い
海
岸
線
が
続
く
。
東
は
福
岡
市
西
区
、
西
は
佐

賀
県
唐
津
市
に
接
し
、
南
に
は
脊
振
山
系
の
山
並
み
が
連
な
る
。
市
の
中
央
部
を

東
西
に
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
、
国
道
二
〇
二
号
・
国
道
二
〇
二
号
バ
イ
パ
ス
、
西
九
州
自

動
車
道
が
通
り
、
こ
こ
を
中
心
に
市
街
地
が
広
が
り
、
ま
た
福
岡
市
へ
の
交
通
至

便
で
あ
る
こ
と
か
ら
住
宅
地
も
急
増
し
た
。
一
方
、
農
業
、
漁
業
も
盛
ん
な
市
で

あ
る
。

　
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
、
怡い

と土
郡
と
志し

ま摩
郡
が
合
併
し
て
糸
島
郡
が
で
き

た
。
成
立
時
は
一
九
箇
村
、前ま
え
ば
る原
村
に
郡
役
所
が
置
か
れ
、明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）

年
、
前
原
村
は
町
制
施
行
し
た
。
そ
の
後
何
度
か
の
、
合
併
や
離
郡
・
離
村
を

経
て
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
志
摩
村
、
二に

丈じ
ょ
う

村
が
成
立
、
昭
和
四
〇

（
一
九
六
五
）
年
に
そ
れ
ぞ
れ
町
制
を
施
行
し
、
糸
島
郡
は
三
町
に
な
っ
た
。
平

成
二
一（
二
〇
〇
九
）年
、前
原
市
・
志
摩
町
・
二
丈
町
が
合
併
し
糸
島
市
と
な
っ
た
。

　
旧
二
丈
町
は
、
深ふ
か

江え

村
・
一い

貴き

山さ
ん

村
・
福ふ

く
よ
し吉

村
が
合
併
し
成
立
し
た
。
糸
島
市

の
西
端
に
位
置
す
る
。
そ
の
名
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る
二
丈
岳
は
、
海
岸
に
そ

そ
り
立
つ
十と
ん

坊ぼ

山や
ま

、
浮う

き
だ
け嶽

か
ら
女め

岳だ
け

、
羽は

金が
ね

山や
ま

、
獅し

子し

舞ま
い

岳だ
け

、
雷ら

い
ざ
ん山

へ
と
続
く
脊

振
山
系
の
一
峰
、
標
高
七
一
一
メ
ー
ト
ル
の
山
で
あ
る
。
こ
の
山
か
ら
流
れ
出
る

淀
川
の
流
域
に
、
本
祭
り
の
開
催
さ
れ
る
淀よ
ど
が
わ
て
ん
じ
ん
し
ゃ

川
天
神
社
を
氏
神
と
す
る
淀
川
の
集

落
が
あ
る
。
現
在
は
天
神
社
を
氏
神
と
す
る
一
般
的
な
農
村
と
見
え
る
が
、
天
保

一
一
（
一
八
四
〇
）
年
の
「
淀
川
組
　
神
社
仏
閣
書
上
」
に
よ
る
と
、
深
江
神
社

の
宮
司
で
も
あ
る
誕
生
山
秀
学
院
や
不
動
堂
を
管
理
す
る
英ひ

彦こ

山さ
ん

成
円
坊
末
派
山

伏
の
宝
厳
坊
、
同
じ
く
泉
蔵
坊
等
が
住
む
宗
教
的
な
場
所
で
あ
っ
た
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
糸
島
市
二
丈
淀
川
　
淀
川
天
神
社

【
実
施
時
期
】
一
月
二
五
日
（
現
在
は
二
五
日
に
近
い
日
曜
日
）　

【
伝
承
組
織
】　
淀
川
行
政
区

　
各
戸
の
代
表
二
〇
名
（
本
来
の
こ
の
集
落
の
戸
数
と
考
え
ら
れ
る
が
、
分
家
し

た
り
、
現
在
で
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
必
ず
し
も
二
〇
人
出
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
）

　
祭
り
は
、
毎
年
選
任
さ
れ
る
代
表
者
の
「
座
元
」
と
補
佐
役
の
「
寄
子
」
四
人

が
一
切
を
取
り
仕
切
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　「
百
手
祭
」
は
正
月
か
ら
春
に
か
け
て
、
的
に
向
か
っ
て
矢
を
射
て
、
そ
の
矢

の
当
た
り
具
合
で
吉
凶
を
占
っ
た
り
、
悪
霊
退
散
を
念
ず
る
儀
礼
で
、
全
国
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。
宮
中
に
お
い
て
毎
年
正
月
一
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た
射
礼
（
歩

射
の
競
技
の
一
つ
）
が
庶
民
の
間
に
も
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
福
岡
県
下
で
も
志
賀
海
神
社
の
歩
射
祭
、
豊
前
市
八
屋
の
厳
島
神
社
・

行ゆ
く
は
し橋

市
の
蓑
島
神
社
の
「
百
手
祭
」
な
ど
同
義
の
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
淀
川
の
百
々
手
祭
り
は
、
む
し
ろ
直
会
の
方
が
「
大
飯
喰
ら
い
」
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
天
保
一
一（
一
八
四
〇
）年
の「
淀
川
組
　
神
社
仏
閣
書
上
」（
川

上
家
文
書
）
に
は
淀
川
天
神
の
祭
礼
と
し
て
「
百
手
之
祭
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

本
文
書
に
は
「
大
飯
喰
ら
い
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
こ
の
祭
り
で
し
か

使
用
し
な
い
と
い
う
膳
の
箱
に
は
文
久
四
（
一
八
六
四
）
年
と
あ
り
、
ま
た
明
治

一
八
（
一
八
八
五
）
年
か
ら
の
座
元
帳
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
一
五
〇
年
以
上
継
続
し
て
き
た
祭
り
と
い
え
る
。
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【
実
施
内
容
】

百
々
手
祭
り

　
一
一
時
か
ら
、
弓
と
矢
と
的
を
神
前
に
供
え
、
祓
え
と
年
の
初
め
の
祭
典
が
行

わ
れ
る
。
弓
は
イ
ソ
ヅ
キ
の
生
木
で
こ
し
ら
え
た
素
朴
な
形
、
矢
は
篠
竹
を
節

ご
と
に
交
互
に
皮
を
剥
ぎ
、
矢
羽
根
と
し
て
椿
の
葉
を
差
し
込
む
。
天
保
一
一

（
一
八
四
〇
）
年
の
「
神
社
仏
閣
書
上
」
に
は
「
桑
の
弓
、
蓬
の
矢
に
て
百
手
の

的
矢
等
仕
り
」
と
あ
り
、
江
戸
期
に
は
材
料
が
異
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
祭
典
の
後
、神
社
前
の
道
を
挟
ん
だ
公
民
館
の
前
に
設
け
ら
れ
た
的
に
向
か
っ

て
弓
を
射
る
。

　
的
は
筵
の
前
に
カ
ゴ
メ
ア
ミ
と
い
う
魔
除
け
の
編
み
方
で
組
ん
だ
竹
を
立
て
、

三
重
の
円
を
描
い
た
大
的
を
貼
り
付
け
る
。
三
重
の
円
は
コ
ン
パ
ス
で
下
書
き
を

し
て
、墨
で
な
ぞ
っ
て
あ
り
、中
心
の
黒
丸
の
中
に
白
い
「
△
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

三
角
の
と
が
っ
た
方
が
上
に
来
る
よ
う
的
紙
の
上
下
に
上
・
下
を
表
記
し
て
い
る
。

　
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
に
行
っ
た
指
定
の
た
め
の
調
査
で
は
、
伝
統
的
な

作
り
方
が
確
認
さ
れ
た
が
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
一
月
二
二
日
の
調
査
で
は
、

的
を
設
置
す
る
場
所
は
同
じ
で
あ
る
が
、
的
は
、
周
り
は
竹
、
中
は
金
網
と
な
っ

て
お
り
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
金
網
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
か
つ
て

は
、
長
方
形
で
縦
置
き
さ
れ
て
い
た
が
、
正
方
形
で
菱
形
状
に
設
置
す
る
と
い
う

よ
う
に
、
向
き
が
変
わ
っ
て
お
り
、
的
の
三
重
円
も
、
二
重
目
が
細
く
、
円
の
中

心
の
三
角
も
白
丸
の
中
に

黒
い
三
角
と
な
っ
て
い
る
。

　
弓
射
の
次
第
は
、
ま
ず

宮
司
が
的
の
お
祓
い
を
し
、

五
矢
ず
つ
三
度
の
弓
射
を

す
る
（
写
真
一
）。
宮
司
は

深
江
神
社
の
宮
司
が
兼
務

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
各

戸
の
代
表
二
〇
名
が
、
順

次
五
回
ず
つ
三
度
の
弓
射

を
行
い
、
最
後
に
的
を
取

り
外
し
、
全
員
が
横
一
列
に
な
ら
び
、

二
丈
岳
に
向
か
っ
て
一
斉
に
弓
射
を

行
う
。
こ
れ
を
「
山
打
ち
」
と
称
す
る

（
写
真
二
）。
山
打
ち
が
終
わ
る
と
弓

は
直
ち
に
へ
し
折
り
、
焼
却
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
所
作
が
何
を
意
味
す
る
の

か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
集
落
に
と
っ

て
二
丈
岳
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
事

は
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
祭
り
前
日
、
座
元
と
寄
子
が

各
戸
を
周
り
切
り
銭
と
切
米
一
升
を

徴
収
す
る
際
、
藁
縄
に
結
び
目
を
作
っ

て
数
を
数
え
る
と
い
う
伝
統
的
な
方

法
が
現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

大
飯
喰
ら
い
（
巻
頭
図
版
）

　「
大
飯
喰
ら
い
」
と
称
さ
れ
る
直
会

は
、
か
つ
て
座
元
の
家
で
行
わ
れ
て
い

た
が
、
現
在
は
天
神
社
前
に
あ
る
公

民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
。
座
敷
に
は
コ
の
字
型
に
人
数
分
の
高
脚
の
膳
が
並
べ
ら

れ
、
床
の
間
を
背
に
し
た
上
座
に
、
宮
司
を
中
心
に
長
老
が
着
座
し
、
右
座
、
左

座
と
も
ほ
ぼ
年
齢
順
に
各
家
の
代
表
が
着
座
、
下
座
に
初
参
加
者
が
座
る
。
膳
は

「
本
膳
五
菜
の
膳
」（
写
真
三
）
と
い
わ
れ
、
左
上
に
芹
と
鯨
の
煮
物
、
右
上
に
鰯

二
尾
と
大
根
な
ま
す
、
中
央
に
大
豆
と
大
根
の
煮
物
、
右
下
に
ア
オ
サ
と
鰯
と
豆

腐
の
味
噌
汁
が
置
か
れ
て
い
る
。
問
題
の
御
飯
は
左
下
、
初
め
は
普
通
に
盛
ら
れ

た
御
飯
の
上
に
酒
杯
が
伏
せ
て
置
か
れ
て
い
る
。
座
敷
は
女
人
禁
制
で
、
台
所
と

座
敷
の
仲
介
は
座
元
と
寄
子
が
行
い
、
料
理
を
準
備
す
る
座
元
と
寄
子
の
婦
人
達

は
座
敷
に
入
る
事
は
し
な
い
。
し
か
し
現
在
で
は
こ
の
行
事
が
有
名
に
な
り
、
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
が
入
っ
た
り
、
ゲ
ス
ト
の
女
性
が
座
に
つ
く
事
も
拒
め
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

写
真
一
　
神
職
に
よ
る
弓
射

写
真
二
　
山
打
ち
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座
敷
の
中
央
に
は
飯
櫃
が
置
か
れ
、

そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
給
仕
方
と

し
て
座
元
と
寄
子
が
控
え
て
い
る
。

直
会
が
始
ま
る
と
ま
ず
、
座
方
が
上

座
よ
り
順
に
酌
を
し
て
回
り
、
酒
杯

を
傾
け
て
か
ら
御
飯
を
食
べ
始
め
る
。

最
初
の
御
飯
は
全
部
食
べ
終
わ
る
前

に
、
給
仕
方
に
飯
椀
を
奪
わ
れ
、
給

仕
方
は
そ
の
飯
椀
に
山
盛
り
の
御
飯

を
盛
っ
て
返
す
（
写
真
四
）。
そ
の

御
飯
も
上
の
部
分
を
食
べ
た
段
階
で

持
っ
て
行
か
れ
、
さ
ら
に
高
盛
り
に

し
て
返
さ
れ
る
。
杓
子
を
椀
の
三
方

に
差
し
入
れ
て
寄
子
が
三
人
が
か
り

で
固
め
て
高
盛
り
に
す
る
事
も
あ
る

と
い
う
。

　「
も
う
だ
め
」
と
い
う
客
と
「
食
べ
ろ
」
と
け
し
か
け
る
座
方
の
や
り
と
り
が

あ
ち
こ
ち
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
祝
い
事
の
あ
っ
た
者
や
初
参
加
者
は
特
に
攻
め

立
て
ら
れ
、
箸
が
休
み
が
ち
に
な
る
と
い
き
な
り
徳
利
に
入
っ
た
「
祝
い
水
」
を

頭
か
ら
か
け
ら
れ
る
。
時
が
過
ぎ
て
、
食
欲
も
限
界
を
超
え
、
座
方
に
降
参
し
、

だ
ん
だ
ん
あ
た
り
が
静
ま
っ
て
く
る
と
、
塩
気
の
あ
る
重
湯
が
飯
椀
に
注
が
れ
、

完
食
す
る
と
膳
が
下
げ
ら
れ
る
。

　
全
て
の
客
の
膳
が
下
げ
ら
れ
る
と
、
今
度
は
座
元
と
寄
子
の
膳
が
並
べ
ら
れ
、

客
が
給
仕
方
と
な
り
座
方
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
。
そ
の
膳
が
下
げ
ら
れ
る
と
、
翌
年

の
座
元
と
寄
子
を
選
ぶ
籤
引
き
が
行
わ
れ
る
。
三
方
に
盛
ら
れ
た
籤
に
は「
座
」「
寄

子
」「
又
の
事
」の
三
種
類
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
令
和
五（
二
〇
二
三
）年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、神
事
、百
々
手
の
み
で
、「
大

飯
喰
ら
い
」
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
神
事
終
了
後
、
拝
殿
に
於
い
て
籤
引
き

が
行
わ
れ
た
。

　
現
在
、
他
に
類
例
を
見
な
い
大
飯
喰
ら
い
は
、「
奇
祭
」、「
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

行
事
」
な
ど
と
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
評
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
は
裃
姿
の
戸
主
が
祭
り

に
臨
み
、
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
厳
粛
な
祭
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
森
　
弘
子
）

写
真
三
　
五
菜
の
膳

写
真
四
　
大
飯
を
盛
る
寄
子
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一
〇
　
和め

布か

刈り

神し
ん
事じ

【
テ
ー
マ
】
五
「
供
物
、
料
理
」

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
和
布
刈
行
事

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
四
日
　

　（
旧
指
定
　
昭
和
三
三
（
一
九
五
八
）
年
四
月
三
日
）

【
地
域
の
概
要
】

　
関
門
海
峡
の
最
も
狭
い
所
に
面
す
る
神
社
で
、
九
州
島
の
最
北
端
で
あ
る
。

「
早は
や
と
も
の鞆

瀬せ

と戸
」
と
い
い
、
非
常
に
流
れ
が
速
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
神
代
に
お
い
て

日
子
穂
穂
手
見
命
の
「
海
幸
・
山
幸
」
に
由
緒
あ
る
と
こ
ろ
で
、
中
に
一
つ
の
洞

門
が
あ
り
、
急
潮
奔
騰
す
る
の
で
「
速
戸
」
と
い
い
、
社
名
に
も
な
っ
た
。「
早

友
大
明
神
」「
隼
部
明
神
」「
隼
人
社
」
と
も
史
料
で
は
記
さ
れ
る
。
仲
哀
天
皇
に

よ
り
仲
哀
天
皇
九
（
二
〇
〇
）
年
創
建
さ
れ
た
。
祭
神
は
、
天
照
大
神
の
荒
魂
で

あ
る
撞つ
き
さ
か
き
い
つ
の
み
た
ま
あ
ま
さ
か
る
む
か
つ
ひ
め
の
み
こ
と

賢
木
厳
之
御
魂
天
疎
向
津
媛
命
、
別
名
瀬せ

織お
り

津つ

姫ひ
め

で
あ
る
。
月
の
神
で
、

穢
れ
を
祓
う
禊
の
神
、
潮
の
満
ち
引
き
を
司
る
導
き
の
神
と
も
い
う
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
北
九
州
市
門も

じ司
区
大
字
門
司
　
和
布
刈
神
社

【
実
施
時
期
】

　
旧
暦
一
二
月
三
一
日
か
ら
一
月
一
日
。
同
日
二
時
半
か
ら
四
時
頃
の
干
潮
時
に

和わ
か
め布

と
荒あ

ら
め布

を
取
る
。

　
調
査
は
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
一
月
二
四
日
か
ら
二
五
日
実
施
。

【
伝
承
組
織
】
和
布
刈
神
社
の
神
職
と
氏
子

【
由
来
・
伝
承
】

　
神
功
皇
后
の
新
羅
の
役
の
折
、
こ
こ
で
阿
曇
磯
良
が
神
功
皇
后
に
満
珠
・
干
珠

と
い
う
珠
の
操
り
方
を
授
け
た
。
そ
し
て
凱
旋
の
時
に
神
功
皇
后
が
お
礼
に
和
布

を
献
上
し
参
拝
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。
そ
の
様
子
を
再
現
し
た
神
事

で
、
神
社
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。
和
布
と
荒
布
と
は
、
や
わ
ら
か
い
布
・
荒
々
し

い
布
で
陰
陽
を
表
し
、
満
珠
・
干
珠
で
も
あ
る
。

　
和
布
刈
神
社
の
高
瀬
家
に
は
満
珠
・
干
珠
の
「
し
る
し
」
が
伝
わ
っ
て
お
り
、

和
布
刈
神
事
の
時
の
み
、
宮
司
に
よ
っ
て
神
前
に
お
供
え
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
満

珠
・
干
珠
を
手
に
海
に
入
っ
て
お
り
、
珠
の
お
か
げ
で
潮
が
引
く
と
さ
れ
て
い
た
。

　『
吏
部
王
記
』
と
い
う
醍
醐
天
皇
の
第
四
皇
子
重
明
親
王
の
日
記
に
、「
元
明
朝

和
銅
三（
七
一
〇
）年
豊
前
国
隼
人
神
主
和
布
刈
御
神
事
の
和め布
を
奉
る
」と
あ
り
、

歴
史
が
あ
る
神
事
で
あ
る
。

　
昔
は
こ
の
尊
い
神
事
を
見
る
と
目
が
つ
ぶ
れ
る
と
い
い
、
決
し
て
見
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
神
罰
を
恐
れ
て
厳
守
さ
れ
て
い
た
。
拝
観
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
の
復
興
の
折
、
先
代
宮
司
が
公
開
に
踏
み
切
っ
た
。

そ
の
際
、
神
事
の
前
に
、
豊
前
神
楽
の
奉
斎
も
始
め
た
。
ま
た
、
神
職
が
海
に
入

る
と
、
潮
が
二
つ
に
割
れ
て
海
に
道
が
で
き
る
と
も
い
う
。
こ
の
晩
氏
子
は
、
明

か
り
を
消
し
門
戸
を
閉
じ
た
。
停
泊
中
の
船
も
消
灯
し
た
。

　『
和
布
刈
神
社
記
録
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
文
政
一
三
（
一
八
三
〇
）
年
、
ワ

カ
メ
が
育
っ
て
お
ら
ず
、
二
寸
ほ
ど
の
和
布
を
二
本
刈
り
取
っ
た
と
い
う
。
ま
た

慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
に
は
和
布
が
一
本
も
な
く
、
代
わ
り
に
荒ひ
じ
き布

だ
け
を
刈

り
取
り
、
神
前
に
供
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
神
社
で
は
、
和
布
の
量
や
長
さ
な
ど

は
問
題
で
は
な
く
、
神
事
を
行
い
、
そ
の
形
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
。

　
和
布
は
、「
天
皇
陛
下
廿
五
年
目
ノ
御
祝
賀
」
で
献
納
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

【
実
施
内
容
】

　
神
社
創
建
時
よ
り
一
八
〇
〇
年
続
く
神
事
。
神
楽
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

湯
立
神
楽
（
豊
前
神
楽
）

　
二
三
時
に
和
布
刈
神
社
広
庭
に
て
、
湯
立
神
楽
を
奉
納
す
る
。
黒
土
神
楽
講
に
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よ
る
豊
前
神
楽
の
奉
納
で
あ
る
。
奉
斎
者
の
高
齢
化
に
よ
り
一
〇
年
間
途
絶
え
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
復
活
し
た
。
斎
庭
の
中
央
に

「
湯
鉾
」と
呼
ば
れ
る
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
柱
が
立
つ
。
先
端
に
齋
竹
が
付
く
。

そ
の
上
端
部
か
ら
三
方
向
に
綱
が
張
ら
れ
る
。
湯
鉾
の
近
く
に
は
湯
釜
が
設
置
さ

れ
る
。
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
と
高
い
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
る
。
笛
・
太
鼓
・
鉦
の
演

奏
が
あ
る
。

　
ま
ず
駈み
さ
き仙

と
い
う
鬼
が
斎
場
を
走
り
廻
っ
て
清
め
る
。
手
に
は
鬼
杖
を
持
つ
。

オ
ニ
ン
ボ
ウ
や
シ
カ
ン
ジ
ョ
ウ
と
も
い
わ
れ
る
九
〇
～
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
竹
の
棒
で
、
両
端
に
切
紙
の
房
が
付
く
。
魔
除
け
と
招
福
の
意
味
が
あ
る
。

斎
庭
場
を
清
め
る
舞
、
陰
と
陽
（
天
と
地
）
の
融
合
・
交
合
、
五
行
の
輪
廻
を
祈

る
駈
仙
神
楽
と
い
う
。

　
や
が
て
五
匹
の
鬼
の
内
、
三
匹
が
湯
鉾
に
上
ろ
う
と
す
る
が
、
う
ま
く
い
か
な

い
。
そ
の
う
ち
の
一
匹
だ
け
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
上
り
き
る
。
こ
れ
は
演
出
で
、
他

の
鬼
は
途
中
ま
で
し
か
上
れ
な
い
。
上
が
っ
た
一
匹
の
鬼
は
、
湯
鉾
上
部
に
取
り

付
け
ら
れ
た
神
名
が
書
か
れ
た
紙
を
落
と
し
た
後
、
逆
さ
に
な
っ
た
り
、
逆
さ
の

ま
ま
手
に
持
っ
た
花
火
を
回
し
た
り
し
た
（
写
真
一
）。
そ
し
て
逆
さ
に
な
っ
た

ま
ま
で
、
湯
鉾
か
ら
下
方
に
張
ら
れ
た
綱
を

つ
た
っ
て
下
り
て
く
る
。

　
設
え
た
祭
壇
に
拝
ん
だ
後
、
四
方
を
祓
い

清
め
、
穢
れ
を
取
り
除
く
た
め
の
神
随
神
楽
、

そ
し
て
神
職
に
よ
っ
て
湯
釜
の
湯
を
使
っ
た

火
と
水
の
融
合
を
祈
る
火
鎮
神
楽
が
続
く
。

そ
し
て
神
職
に
よ
っ
て
、
湯
釜
の
脚
の
間
の

三
方
向
を
通
り
、
湯
釜
を
沸
か
す
た
め
に
用

い
た
焚
火
の
火
の
上
を
三
回
歩
く
火
渡
り
を

行
う
。
全
面
に
修
験
の
影
響
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
約
二
時
間
半
で
終
了
し
た
。

和
布
刈
神
事

準
備
　
和
布
繁
茂
の
祈
年
祭
　
冬
至

　
毎
年
冬
至
の
日
に
、
和
布
繁
茂
の
祈
年
祭
（
神
事
の
み
）
を
行
う
。

準
備
　
松
明
製
作
　
一
二
月
一
日
　

　『
和
布
刈
神
社
記
録
』
に
よ
れ
ば
、

　
　
男
女
竹
ヲ
取
リ
交
ゼ
松
明
二
体
分
ヲ
造
ル
。
但
シ
小
キ
竹
ヲ
二
ツ
割
リ
テ
用

　
　
ユ
。
女
竹
モ
二
ツ
割
ヲ
用
ユ
。
女
竹
ハ
男
竹
ノ
三
分
ノ
一
交
ゼ
用
ユ
壱
丈
ア

　
　
マ
リ
。
右
松
明
は
柱
ヲ
建
棚
ヲ
結
ビ
テ
割
リ
竹
ヲ
並
ベ
周
リ
ニ
注
連
縄
ヲ
引

　
　
キ
渡
ス
。
製
造
古
□
ヨ
リ
本
日
ニ
限
ル
。
若
シ
本
日
ノ
天
気
雨
天
ニ
成
ン
ト

　
　
見
受
タ
ラ
バ
、
前
日
又
ハ
前
之
日
ニ
モ
拵
ヘ
置
ク
ベ
シ
。
実
ハ
前
月
十
五
日

　
　
頃
拵
ヘ
置
テ
冝
シ
。
朔
日
ノ
製
造
ニ
テ
ハ
上
干
シ
ニ
ナ
ラ
ズ
十
二
月
廿
日
頃

　
　
ハ
必
ズ
結
フ
テ
内
ニ
入
レ
置
ク
ベ
シ
。弐
体
ニ
製
造
ス
。結
ヒ
節
五
ツ
所
ト
ス
。

と
あ
る
。
松
明
の
製
造
は
、
本
日
、
つ
ま
り
旧
暦
一
二
月
朔
日
で
あ
る
。
し
か
し

雨
天
の
場
合
は
前
日
、
前
々
日
、
前
月
一
五
日
頃
で
も
よ
い
と
し
て
い
る
。
儀
式

的
な
こ
と
は
せ
ず
、
早
め
に
裏
山
か
ら
男
竹
と
女
竹
を
取
っ
て
乾
燥
さ
せ
て
お
く
。

男
竹
は
ま
っ
す
ぐ
太
く
、
女
竹
は
小
さ
く
二
色
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
男
竹
と
女

竹
を
合
わ
せ
て
松
明
を
作
る
。

　
同
記
述
に
は
、
松
明
を
作
る
に
は
、「
百
姓
三
戸
」
が
当
た
る
と
あ
り
、
特
定

の
氏
子
の
一
族
が
当
た
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
は
な
く
、
氏
子
全
員
で
行
う
。
ま

た
前
日
よ
り
別
火
生
活
を
送
り
、
身
を
清
め
て
臨
む
と
あ
る
。
和
布
刈
神
事
に
お

い
て
は
、
三
日
前
か
ら
別
火
と
し
た
。「
和
布
刈
神
事
の
話
」
に
は
、
旧
一
二
月

二
五
日
に
、
神
事
に
奉
仕
す
る
神
職
な
ど
が
潔
斎
を
始
め
る
と
あ
る
。

当
日
の
神
事

　
社
務
所
の
前
近
く
の
広
庭
に
、
四
隅
に
齋
竹
を
立
て
て
注
連
縄
を
張
っ
た
中
で

火
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
か
が
り
火 

（
忌
火
）
で
あ
る
。
鑽
火
で
起
こ
し
た
火
で
、

松
明
に
灯
す
た
め
の
火
で
あ
る
。
二
時
、
ま
ず
神
職
が
忌
火
を
祓
い
清
め
る
。
そ

し
て
別
の
神
職
三
人
が
本
殿
の
方
か
ら
一
列
に
な
っ
て
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
火
の
と

こ
ろ
ま
で
や
っ
て
く
る
。
烏
帽
子
に
狩
衣
で
、
水
色
の
袴
を
た
く
し
上
げ
、
白
足

袋
に
草
履
姿
で
あ
る
。
先
頭
の
神
職
は
手
に
忌
鎌
を
持
ち
、
二
番
目
の
神
職
は
、

竹
を
束
ね
た
長
さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
紙
垂
が
つ
い
た
松
明
を
抱
え
、
最
後

の
神
職
は
、
ユ
ズ
リ
ハ
と
ウ
ラ
ジ
ロ
と
紙
垂
が
付
い
た
手
桶
を
両
手
で
抱
え
持
つ
。

写
真
一
　
湯
立
神
楽
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こ
こ
で
松
明
に
火
を
つ
け
る
。
松
明
は
二
本
用
意
さ
れ
た
。
二
本
目
は
予
備
だ
が
、

現
在
は
取
材
に
応
え
る
た
め
、
そ
の
機
会
を
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
一
本
は

一
〇
分
間
ほ
ど
で
燃
え
尽
き
て
な
く
な
る
。

　
神
職
三
人
は
来
た
道
を
戻
っ
て
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
そ
し
て
拝
殿
の
前
の
階
段
を

下
り
、
干
潮
の
海
に
入
る
。
一
人
が
松
明
で
照
ら
す
中
、
一
人
が
忌
鎌
で
和
布
・

荒
布
を
刈
り
、
も
う
一
人
が
持
つ
手
桶
に
入
れ
る
。
刈
り
方
に
は
決
ま
っ
た
所
作

が
あ
る
が
、
神
社
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
代
々
互
い
に
見
て
覚
え
る
も
の

と
さ
れ
る
。（
巻
頭
図
版
）。

　
刈
り
取
ら
れ
た
和
布
・
荒
布
を
神
前
に
供
え
、
航
海
安
全
、
豊
漁
を
祈
願
す
る
。

和
布
、「
鏡
の
餅
」「
神
酒
」「
海
魚
」
の
他
、
特
殊
神
饌
の
「
力ち
か
らの
飯い
い

」「
歯は
が
た
め固
」

「
福ふ
く

噌そ

」
を
供
え
る
。
熟
饌
で
あ
る
。「
力
の
飯
」
は
、
小
豆
御
飯
を
右
手
で
し
っ

か
り
と
握
っ
て
、
手
指
の
形
を
残
し
て
、
左
に
八
個
、
右
に
七
個
、
計
一
五
個
を

真
横
に
並
べ
る
（
写
真
二
）。「
歯
固
」
と
は
、
大
豆
を
茹
で
た
も
の
の
上
に
干
鰯

二
匹
を
両
端
に
縦
方
向
に
並
べ
、
そ
の
間
の
中
央
部
分
に
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
角

で
厚
さ
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
切
っ
た
大
根
を
ハ
の
字
形
に
一
五
切
並
べ
る
（
写
真

三
）。「
福
噌
」
は
、
小
豆
の
炊
い
た
も
の
と
大
根
の
千
切
り
を
味
噌
に
混
ぜ
た
も

の
を
丸
い
曲
げ
物
の
中
央
部
分
に
盛
る
（
写
真
四
）。
古
式
の
神
饌
で
、
い
ず
れ

も
丸
い
曲
げ
物
に
ウ
ラ
ジ
ロ
を
敷
き
、
そ
の
上
に
ユ
ズ
リ
ハ
を
敷
い
て
盛
り
付
け

る
。
こ
れ
ら
の
特
殊
神
饌
は
、三
種
の
神
器
を
意
味
し
た
も
の
で
、「
力
の
飯
」が
珠
、

「
歯
固
」
が
剣
、「
福
噌
」
が
鏡
で
あ
る
。

こ
の
特
殊
神
饌
を
用
意
す
る
の
は
宮
司

だ
け
に
許
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
子
相
伝

で
あ
る
。
神
事
の
後
、
松
明
を
灯
し
た

か
が
り
火
に
投
じ
て
お
さ
め
た
。
三
時

過
ぎ
に
終
了
し
た
。

　
直
会
は
和
布
と
丸
餅
が
入
っ
た
味
噌

汁
で
あ
る
。
和
布
は
前
日
関
門
海
峡
で

採
取
さ
れ
た
天
然
も
の
、
餅
は
焼
か
ず

に
用
い
、
白
味
噌
で
作
る
。
ま
た
境
内

で
、
お
下
が
り
の
お
供
え
和
布
が
一
箱

五
百
円
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
神
事
が
終
わ
っ
て
、
初
め
て
関
門
海
峡
で
の
和
布
漁
が
許
さ
れ
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
対
岸
の
住
吉
神
社
（
山
口
県
下
関
市
）
で
も
同
日
同
様
に
、「
和
布
刈
祭
」
と

称
し
た
祭
り
が
秘
儀
で
行
わ
れ
る
。
六
時
に
和
布
が
供
え
ら
れ
、
神
事
が
行
わ
れ

た
。
神
功
皇
后
が
関
門
海
峡
の
和
布
を
神
前
に
供
え
、
人
々
の
幸
せ
を
願
っ
た
と

い
う
話
に
由
来
す
る
。

　
島
根
県
出
雲
市
の
日ひ

の

御み

碕さ
き

神
社
で
も
行
わ
れ
る
。
旧
暦
の
一
月
五
日
に
、
宇
龍

港
の
権
現
島
に
祀
ら
れ
る
熊
野
神
社
で
行
わ
れ
る
。
成
務
天
皇
六
（
一
三
六
）
年

一
月
五
日
早
朝
、
一
羽
の
ウ
ミ
ネ
コ
が
海
藻
を
神
社
の
欄
干
に
三
度
か
け
て
飛
び

去
っ
た
。
不
思
議
に
思
っ
た
神
職
が
海
藻
を
洗
っ
て
乾
燥
さ
せ
る
と
、
そ
れ
は
和

布
に
な
っ
た
と
い
う
。
当
日
、
浜
辺
か
ら
権
現
島
の
間
に
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
た

漁
船
が
六
隻
並
ぶ
。
赤
い
下
帯
を
つ
け
た
男
性
が
「
舟
橋
」
と
い
う
板
を
船
に
か

け
て
神
主
が
島
に
渡
る
。「
舟
唄
」
と
い
う
歌
と
と
も
に
、
舟
は
権
現
島
に
着
け

ら
れ
る
。
神
主
が
箱
め
が
ね
を
使
い
、
竹
の
先
に
つ
け
た
鎌
で
新
し
い
和
布
を
刈

り
取
っ
て
神
前
に
供
え
、
豊
漁
を
祈
願
す
る
。
こ
の
神
事
が
終
わ
っ
て
初
め
て
、

日
御
碕
和
布
の
刈
り
取
り
が
許
さ
れ
る
。

（
𠮷𠮷
𠮷
　
扶
希
子
）

写
真
二
　
特
殊
神
饌
「
力
の
飯
」

写
真
三
　
特
殊
神
饌
「
歯
固
」

写
真
四
　
特
殊
神
饌
「
福
噌
」
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一
一
　
藁わ

ら
の
大お

お
に
ん
ぎ
ょ
う

人
形

【
テ
ー
マ
】
四
「
つ
く
り
も
の
」、
一
五
「
悪
霊
防
ぎ
」

【
別
名
】　
大
人
形
ま
つ
り

　「
大
人
形
」
は
高
齢
者
を
中
心
に
「
う
う
に
ん
ぎ
ょ
う
」
と
発
音
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

【
地
域
の
概
要
】

　
柳や
な

川が
わ

市し

は
福
岡
県
の
南
西
部
、
筑
後
平
野
に
位
置
し
て
い
る
面
積
約
七
七

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
る
（
柳
川
市
の
概
要
：https://w

w
w.city.

yanagaw
a.fukuoka.jp/shisei/shinogaiyo/shinogaiyo_ichi.htm

l

）。
北

は
大お
お
か
わ川
市
と
三み

潴ず
ま

郡ぐ
ん

大お
お

木き

町
、
筑ち
く

後ご

市
、
東
は
み
や
ま
市
、
南
西
は
有
明
海
に

面
し
て
い
る
。
矢
部
川
、
筑
後
川
の
河
口
に
あ
た
る
地
域
で
あ
る
。

　
下し
も

八は
っ

丁ち
ょ
うは

柳
川
市
両り

ょ
う
か
い開

地
区
に
あ
り
、
柳
川
市
の
南
部
に
位
置
し
て
い

る
。
江
戸
時
代
は
筑
後
国
山
門
郡
東
開
村
に
属
し
、
東
開
村
と
西
開
村
が

合
併
し
て
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
両
開
村
と
な
っ
た
。
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
の
合
併
で
柳
川
町
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
柳
川
市

と
な
っ
た
。
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
柳
川
市
有
明
町
と
な
る
（「
角
川

日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
八
八
　
一
二
九
、一
一
二
六
―

一
一
二
七
、一
四
五
五
）。

　
田
中
吉
政
が
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
に
入
封
し
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六

～
一
六
一
五
）
に
干
拓
の
た
め
に
作
っ
た
と
さ
れ
る
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
る
堤
防
は
、「
本
土
居
」（
慶
長
本
土
居
）
と
呼
ば
れ
た
。
新
た
に
開
発
さ
れ

た
土
地
は
「
開
地
」
と
さ
れ
、
内
側
の
「
本
地
」
と
は
区
別
さ
れ
た
（
九
州
歴

史
資
料
館
分
館
柳
川
古
文
書
館 

一
九
九
四 

一
）。
下
八
丁
は
、
そ
の
以
南
に

あ
た
る
干
拓
地
で
あ
り
、
下
八
丁
開
の
干
拓
は
、
堤
伝
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
延

享
三
（
一
七
四
六
）
年
か
ら
天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
）
に
か
け
て

行
わ
れ
た
と
い
う
（
堤
　
一
九
六
八
　
九
六
―
九
七
）。
ま
た
、
柳
川
古
文
書

館
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
天
明
前
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
九
州
歴
史
資
料
館
分
館
柳

川
古
文
書
館
　
一
九
九
四
）。

　
現
在
の
両
開
地
区
は
有
明
町
と
大
浜
町
と
橋
本
町
の
三
つ
の
行
政
地
に
分

け
ら
れ
、さ
ら
に
そ
の
中
に
下
八
丁
の
よ
う
な
行
政
区
が
あ
る
。
干
拓
地
名
は
、

干
拓
地
の
広
さ
や
、
土
地
を
開
い
た
人
に
因
ん
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
に
は
神
社
が
あ
る
が
、
海
童
神
社
や
龍
神
宮
が
多

く
、
海
や
干
拓
に
関
わ
る
神
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
　

二
〇
〇
四
　
一
三
九
）。
か
つ
て
は
半
農
半
漁
だ
っ
た
と
い
う
。
下
八
丁
上
は

二
四
世
帯
、
下
八
丁
中
は
一
九
世
帯
、
下
八
丁
下
は
三
四
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
柳
川
市
有
明
町
下
八
丁
　
龍
り
ゅ
う

神じ
ん

宮ぐ
う

（
海
童
神
社
）

【
実
施
時
期
】　
二
月
一
日
（
か
つ
て
は
旧
暦
二
月
一
日
）

【
伝
承
組
織
】

　
下
八
丁
は
上
、
中
、
下
に
分
か
れ
て
お
り
、
三
年
に
一
度
、
大
人
形
製
作
の

当
番
を
担
当
す
る
。
一
軒
か
ら
一
人
出
て
大
人
形
を
製
作
す
る
。

　
お
参
り
に
は
、
下
八
丁
の
住
民
だ
け
で
は
な
く
、
東
ノ
切
、
舎
人
の
住
民
が

来
る
こ
と
も
あ
る
。

　
か
つ
て
は
、
青
年
が
大
人
形
の
製
作
か
ら
、
川
に
流
す
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て

い
た
が
、
青
年
が
少
な
く
な
り
三
地
区
が
輪
番
で
祭
り
の
世
話
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
っ
た
（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
・
別
編
部
会
　
二
〇
〇
二
　
三
三
六
）。

　【由
来
・
伝
承
】

　
一
五
〇
～
二
〇
〇
年
前
、
干
拓
地
が
完
工
さ
れ
て
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た

頃
、
コ
レ
ラ
が
流
行
し
て
村
が
全
滅
し
そ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
社
僧
を
招
い

て
悪
疫
退
散
の
祈
願
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
産
神
と
さ
れ
る
龍
神
宮

（
海
童
神
社
）
で
毎
年
旧
暦
二
月
一
日
に
藁
の
男
女
の
大
人
形
を
作
っ
て
、
祭

り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
神
事
が
終
わ
る
と
氏
子
が
年
の
数
だ
け
藁
の
大
人

形
の
周
り
を
回
る
の
は
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
悪
疫
を
こ
の
神
に
移
し
て
、
無
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病
息
災
、
悪
疫
退
散
を
願
う
た
め
で
あ
る
（
こ
の
由
来
は
印
刷
さ
れ
、
平
成

三
一
（
二
〇
一
九
）
年
二
月
一
日
が
平
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
学
に
来
た
小

学
生
に
配
布
さ
れ
た
。
ま
た
、
堤
伝
の
研
究
（
堤
　
一
九
六
八
　
九
七
）
に
も

同
様
の
記
述
が
あ
る
）。

　
大
人
形
を
川
に
流
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
別
の
聞
き
書
き
が
あ

る
。
天
保
年
間
に
こ
の
地
域
に
疫
病
の
流
行
が
あ
り
、
こ
の
地
に
来
た
祈
祷
師

が
、
大
人
形
を
作
っ
て
こ
れ
に
疫
病
を
移
し
て
川
に
流
し
た
ら
病
が
治
る
と

言
っ
た
こ
と
で
始
ま
っ
た
と
い
う
（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
・
別
編
部
会
　

二
〇
〇
二
　
三
三
六
）。

　
現
在
で
は
無
病
息
災
を
願
っ
て
祭
り
を
行
っ
て
い
る
。
戦
後
、
若
者
が
い
な

く
な
り
、
祭
り
が
途
絶
え
た
と
こ
ろ
、
ケ
ガ
を
す
る
人
や
、
不
慮
の
死
を
遂
げ

る
人
等
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
再
開
さ
れ
た
。
祭

り
を
や
め
る
と
疫
病
が
流
行
る
と
い
う
人
も
い
る
。
土
日
に
行
っ
て
欲
し
い
と

の
要
望
が
あ
る
が
、
二
月
一
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
人
も
い
る
。

【
実
施
内
容
】

一
　
大
人
形
づ
く
り

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
は
、
八
時
か
ら
大
人
形
の
製
作
を
行
っ
た
。
三
地

区
が
ま
わ
り
番
で
製
作
し
て
い
る
が
、
神
社
が
あ
る
下
八
丁
上
の
氏
子
が
当
番

だ
っ
た
た
め
、
神
社
の
前
の
私
有
地
で
製
作
し
た
（
写
真
一
）。

　
材
料
の
藁
は
、
農
業
を
行
っ
て
い
る
家
が
半
分
程
あ
る
の
で
、
長
め
の
稲
藁

を
事
前
に
用
意
し
て
お
く
。
ま
た
、
藁
を
束
ね
る
た
め
に
麻
縄
等
を
用
い
る
。

ま
ず
、
藁
を
す
く
が
、
手
で
す
く
の
は
昔
か
ら
道
具
を
使
っ
て
す
い
て
は
い
け

な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
藁
で
、
手
、
足
、
顔
と
胴
体
、
男

性
の
性
器
の
各
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
製
作
す
る
。
毎
回
、
同
じ
人
が
担
当
す
る
と

い
う
。
男
性
の
性
器
の
先
に
は
白
い
布
を
つ
け
る
。
性
器
は
誇
張
し
て
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
い
、
昔
の
人
も
子
孫
繁
栄
を
願
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
人
が
い
る
。
当
番
で
は
な
い
、
下
八
丁
中
・
下
の
人
た
ち
が
、
出
来
具

合
を
見
に
来
る
の
で
、き
れ
い
に
製
作
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
実
際
に
、

「
昨
年
は
人
形
が
ス
リ
ム
だ
っ
た
」
と
昨
年
の
担
当
者
が
見
比
べ
て
い
た
。
各

部
分
の
製
作
は
一
〇
時
に
終
了
し
た
。

　
次
に
、鳥
居
の
柱
に
大
人
形
を
立
て
る
。
向
か
っ
て
左
の
柱
が
女
性
の
人
形
、

右
の
柱
が
男
性
の
人
形
と
な
る
。
竹
を
胴
体
に
差
し
込
み
そ
れ
に
手
足
を
取
り

付
け
、
組
み
立
て
な
が
ら
柱
に
据
え
付
け
る
。
女
性
の
性
器
は
タ
イ
ラ
ギ
の
殻

と
み
か
ん
の
皮
で
つ
く
り
、
美
容
院
か
ら
髪
の
毛
を
も
ら
っ
て
き
て
陰
毛
と
す

る
。

　
顔
を
描
い
て
い
る
の
は
い
つ
も
同
じ
女
性
で
、
顔
と
胸
と
臍
は
、
そ
れ
ぞ
れ

事
前
に
紙
に
描
い
て
お
く
。
大
人
形
の
組
み
立
て
が
終
わ
る
と
、
そ
の
紙
を
貼

り
付
け
る
。
最
後
に
、
藁
を
つ
な
げ
て
作
っ
た
大
き
な
輪
を
、
上
部
は
鳥
居
の

笠
木
の
上
に
載
せ
、
下
は
石
柱
の
あ
た
り
に
置
く
よ
う
に
し
て
設
置
す
る
。
完

成
す
る
と
、
鳥
居
を
く
ぐ
れ
な
い
よ
う
に
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
、「
立
入
禁
止
」

の
紙
が
貼
ら
れ
る
。

　
そ
れ
か
ら
拝
殿
へ
向
か
い
、
神
事
の
準
備
を
行
う
。
拝
殿
に
注
連
縄
を
め
ぐ

ら
せ
、
そ
れ
に
御
幣
を
下
げ
、
幕
を
張
り
、
榊
を
飾
る
と
一
二
時
に
な
る
。

二
　
神
事
と
お
参
り

　
一
四
時
に
日
吉
神
社
か
ら
女
性
宮
司
が
来
て
拝
殿
と
大
人
形
の
前
で
神
事

が
行
わ
れ
た
。
下
八
丁
の
年
頭
の
お
祭
り
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
。
鯛
や
お
御

供
さ
ん
、
米
、
根
菜
、
酒
、
塩
と
い
っ
た
も
の
を
お
供
え
す
る
。

　
大
人
形
の
頭
の
上
と
鳥
居
の
柱
の
下
に
御
幣
が
立
て
ら
れ
る
が
、
大
人
形
に

魂
を
入
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
八
の
字
に
年
の
数
だ

け
大
人
形
の
周
り
を
回
り
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
悪
疫
を
大
人
形
に
移
す
。
年

の
数
が
多
い
人
の
中
に
は
、
一
〇
才
分
を
一
回
と
し
て
数
え
る
人
も
い
る
（
写

真
二
）。

　
直
会
は
当
番
の
地
区
が
担
当
し
、
当
番
で
な
い
地
区
か
ら
は
、
区
長
が
神
事

か
ら
夕
方
に
人
形
を
送
る
ま
で
参
加
し
て
い
る
。

三
　
大
人
形
送
り

　
一
八
時
頃
、
参
拝
者
が
途
絶
え
る
と
、
拝
殿
を
片
付
け
、
大
人
形
を
鳥
居
か

ら
外
し
、
崩
し
て
送
る
と
、
祭
り
は
終
了
と
な
っ
た
。
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か
つ
て
は
二
二
時
頃
、
青
年
が

全
裸
で
人
形
を
川
に
流
し
に
行
っ

て
い
た
が
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）

年
頃
か
ら
褌
を
は
く
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
際
は
会
話
、
女
性
や
子

ど
も
が
近
づ
く
こ
と
、
流
し
て

か
ら
振
り
向
く
こ
と
は
禁
止
さ

れ
、
き
ち
ん
と
流
し
た
か
、
途
中

に
藁
が
落
ち
て
い
な
い
か
別
の
者

が
確
認
に
行
く
ほ
ど
の
念
の
入
れ

よ
う
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
代

頃
か
ら
当
番
地
区
が
祭
り
を
担
当

す
る
よ
う
に
な
り
、
青
年
部
の
男

性
が
下
着
姿
で
人
形
を
流
し
、
そ

の
後
、
酒
宴
が
開
か
れ
た
（
柳
川

市
史
編
集
委
員
会
・
別
編
部
会
　

二
〇
〇
二
　
三
三
七
―
三
三
八
）。

裸
で
人
形
を
流
し
て
い
た
の
は
、

人
形
に
つ
け
た
疫
病
が
身
体
に
つ

か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
と
い

う
。
現
在
は
裸
で
は
な
く
、
普
段

着
で
行
う
。

　
こ
の
よ
う
に
か
つ
て
は
女
人
禁

制
の
祭
り
で
、
宮
司
も
男
性
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
以
前
、
女
性
宮
司

に
担
当
が
替
わ
る
際
に
、
神
事
を

執
り
行
っ
て
も
良
い
か
地
区
に
確

認
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
る
と

女
性
宮
司
で
も
か
ま
わ
な
い
と
の

こ
と
で
、
神
事
が
執
り
行
わ
れ
て

い
る
。

　
流
し
た
人
形
が
海
苔
養
殖
の
網
に
か
か
り
苦
情
が
出
た
の
で
、
一
度
燃
や
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
亡
く
な
る
人
が
出
た
た
め
、
ま
た
川
に

流
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
田
中
　
久
美
子
）

写
真
二
　
藁
の
大
人
形

写
真
一
　
大
人
形
の
製
作
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一
二
　
粥か
ゆ
う
ら占

【
テ
ー
マ
】
一
一
「
占
い
」、
二
五
「
粥
占
」

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
飯い
い
も
り盛

神
社
の
か
ゆ
占

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
四
日

　（
旧
指
定
　
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
四
月
一
八
日
）

【
地
域
の
概
要
】

　
福
岡
市
西
区
は
、
福
岡
市
の
西
部
に
位
置
し
、
旧
早さ
わ

良ら

郡
の
西
部
と
旧
糸
島
郡

（
怡い

土と

郡
・
志し

摩ま

郡
）
の
東
部
、
博
多
湾
中
の
能の

古こ
の

島し
ま

、
玄げ

ん

界か
い

灘な
だ

の
玄
界
島
・
小お

呂ろ
の

島し
ま

を
含
む
。
区
の
東
境
を
室む
ろ

見み

川が
わ

が
流
れ
博
多
湾
に
注
ぐ
。
室
見
川
東
岸
地
域

は
、
福
岡
市
早
良
区
と
な
っ
て
い
る
。

　
当
該
地
区
は
江
戸
期
ま
で
は
早
良
郡
飯
盛
村
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
七
年
一
月

六
日
の
福
岡
市
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
に
よ
っ
て
西
区
と
な
っ
た
。
西
側
は

糸
島
市
に
接
す
る
が
、
そ
の
市
境
に
は
背せ

振ふ
り

山さ
ん

地ち

か
ら
北
へ
派
生
す
る
西に

し

山や
ま

（
標

高
四
三
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
）、
飯い
い

盛も
り

山や
ま

（
標
高
三
八
二
・
四
メ
ー
ト
ル
）、
叶
か
の
う

岳だ
け

（
標

高
三
四
一
メ
ー
ト
ル
）、
高た
か

祖す

山や
ま

（
標
高
四
一
六
・
一
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
の
山
々
が

連
な
る
。

　
旧
飯
盛
村
は
、
飯
盛
山
お
よ
び
そ
の
山
麓
に
あ
る
。
飯
盛
山
の
秀
麗
な
姿
を
望

む
こ
と
が
で
き
る
扇
状
地
上
に
は
、
吉よ
し

武た
け

遺
跡
、
羽は

根ね

戸ど

原は
ら

遺
跡
（
羽
根
戸
）、
浦う

ら

江え

遺
跡
（
金
武
）
な
ど
旧
石
器
時
代
以
来
の
遺
跡
が
あ
り
、
吉
武
高た
か

木ぎ

遺
跡
は
ク

ニ
の
成
立
と
展
開
を
知
る
上
で
特
に
重
要
な
遺
跡
と
し
て
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）

年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
「
や
よ
い
の
風
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
。
以
来
、
こ
の
地
区
は
水
田
が
広
が
る
農
業
地
帯
と
し
て
存
続
し
て
き
た
。

　
粥
占
が
行
わ
れ
る
飯
盛
神
社
は
、
飯
盛
山
山
麓
に
あ
り
、
社
伝
に
拠
れ
ば
、
文

徳
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
貞
観
元
（
八
五
九
）
年
社
殿
を
建
立
、
和
気
清
友
を
勅
使

と
し
て
下
向
さ
せ
た
と
あ
り
、
応
永
年
間
に
百
町
の
神
田
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。

　『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
は
「
当
郡
の
惣
社
に
し
て
、
七
村
（
飯
盛
・
吉

武
・
金
武
・
羽
根
戸
・
四し

ヶか

村む
ら

・
田た

村む
ら

・
野の

方か
た

な
り
）
の
産
土
神
也
。
所
祭
神
三

座
、
伊
弉
冉
尊
、
左
は
宝
満
神
、
右
は
八
幡
大
神
な
り
。
い
に
し
へ
ハ
上
宮
・
中
宮
・

下
宮
有
、
因
て
後
世
に
三
所
権
現
と
い
ふ
」
と
あ
り
、
神
社
書
上
記
等
に
も
「
早

良
郡
宗
廟
」
と
み
え
る
。
飯
盛
神
社
の
文
永
八
（
一
二
七
一
）
年
の
社
領
坪
付
に

惣
田
数
七
三
町
二
段
二
杖
と
あ
る
。
そ
の
社
領
の
範
囲
と
、
応
永
四
（
一
三
九
七
）

年
の
「
飯
盛
宮
行
事
役
屋
敷
注
文
案
」
に
示
さ
れ
た
、
祭
事
に
携
わ
る
各
村
行
事

役
の
分
布
を
併
わ
せ
る
と
、
そ
の
勢
力
範
囲
が
、
ほ
ぼ
早
良
平
野
の
全
域
に
及
ん

で
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
飯
盛
山
は
、
ご
飯
を
盛
っ
た
よ
う
な
形
に
見
え
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た

と
言
わ
れ
る
が
、
三
角
錐
の
美
し
い
山
容
か
ら
、
ま
た
室
見
川
に
注
ぐ
複
数
の
川

の
水
分
の
神
と
し
て
も
、
昔
か
ら
信
仰
さ
れ
て
き
た
山
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
山
頂
か
ら
は
永
久
二
（
一
一
一
四
）
年
銘
の
瓦
経
が
出
土
し
て
お
り
、

結
縁
衆
の
中
に
「
早
良
郡
司
壬
生
信
道
」
の
名
も
見
え
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
福
岡
市
西
区
大
字
飯
盛
・
飯
盛
神
社

【
実
施
時
期
】　
毎
年

　
二
月
一
四
日
一
一
時
―
穂
垂
菜
祭
、
二
〇
時
―
貝
嘗
祭
・
粥
炊
き

　
二
月
一
五
日
六
時
―
粥
盛
り

　
三
月
一
日
六
時
―
粥
開
き
・
か
ゆ
占

　
※
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

と
粥
元
老
齢
化
の
た
め
暫
定
的
に
左
記
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
二
月
一
四
日
九
時
―
穂
垂
菜
祭
、
一
〇
時
三
〇
分
―
貝
嘗
祭
・
粥
炊
き
、

　
一
九
時
―
粥
盛
り

　
三
月
一
日
六
時
―
粥
開
き
・
か
ゆ
占

【
伝
承
組
織
】

　
飯
盛
神
社
の
か
ゆ
占
保
存
会
―
飯
盛
神
社
、
青
柳
本
家
、
青
柳
分
家
、
大
内
家
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【
由
来
・
伝
承
】

　
年
の
は
じ
め
に
そ
の
年
の
作
柄
の
豊
凶
を
占
う
の
に
、
粥
を
用
い
る
こ
と
は
全

国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
小
正
月
に
行
わ
れ
る
事
が
多
く
、
や
り
方

は
、
そ
の
年
の
月
の
数
だ
け
竹
管
、
葦
管
な
ど
を
粥
に
入
れ
、
中
に
入
っ
た
粥
や

小
豆
の
分
量
で
そ
の
年
の
豊
凶
を
占
っ
た
り
、
粥
棒
と
呼
ば
れ
る
柳
や
ヌ
ル
デ
の

棒
に
割
り
目
を
つ
け
て
粥
の
中
に
入
れ
、
付
着
す
る
量
の
多
少
で
豊
作
を
判
断
す

る
方
法
が
多
い
が
、
北
部
九
州
独
自
の
方
法
と
し
て
、
粥
ま
た
は
飯
を
伝
来
の
鉢

に
盛
り
、
半
月
か
ら
一
箇
月
放
置
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
た
カ
ビ
の
種
類
や
カ
ビ
の

生
え
具
合
に
よ
り
、
そ
の
年
の
豊
凶
や
天
候
を
占
う
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
筑
後

川
流
域
に
多
く
分
布
し
、
福
岡
市
西
区
飯
盛
神
社
の
「
か
ゆ
占
」
が
福
岡
県
指
定
、

筑
紫
野
市
筑
紫
神
社
の
「
粥
卜
祭
り
」
が
筑
紫
野
市
指
定
を
受
け
て
い
る
。
ま
た

神
社
ば
か
り
で
な
く
福
岡
市
城じ
ょ
う

南な
ん

区
東ひ

が
し

油あ
ぶ
ら

山や
ま

正し
ょ
う

覚が
く

寺じ

な
ど
寺
院
で
行
わ
れ
る

場
合
も
あ
る
。
本
項
で
は
そ
の
中
で
も
最
も
古
い
文
書
を
有
し
、
江
戸
期
の
方
法

ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
飯
盛
神
社
の
か
ゆ
占
を
採
り
あ
げ
る
。

　
飯
盛
神
社
に
は
、
宮
司
家
牛
尾
氏
と
元
神
職
青
柳
氏
の
子
孫
の
家
に
伝
わ
っ
た

多
く
の
古
文
書
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
鎌
倉
～
南
北
朝
期
の
中
世
文
書
三
二
点
が
福

岡
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
近
世
文
書
も
多
く
、
社
領
坪
付
や
年

貢
米
に
つ
い
て
の
も
の
が
多
い
が
、
年
中
行
事
を
記
録
し
た
も
の
も
あ
り
、
年
中

諸
祭
の
変
遷
を
現
代
ま
で
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
項
に
上
げ
る
粥
占
に
つ
い
て
は
、
文
永
八
（
一
二
七
一
）
年
の
「
正
月
元
三

之
次
第
事
書
写
」（
青
柳
文
書
）
に
「
一
月
一
四
日
　
ほ
だ
れ
御
供
、
夜
　
と
う

の
口
あ
け
、
十
五
日
朝
　
粥
・
鈴
開
、
二
月
朔
日
　
御
供
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
文
書
に
は
年
間
を
通
じ
て
の
神
事
と
そ
れ
に
供
え
る
べ
き
品
々
の
明
細
も
記
さ

れ
て
い
る
。
永
承
四
（
一
五
〇
七
）
年
の
「
飯
盛
宮
神
事
定
文
案
」（
牛
尾
文
書
）

に
は
粥
占
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
な
い
が
、
明
和
三
（
一
七
六
〇
）
年
の
「
飯
盛
宮

大
宮
司
牛
尾
家
年
中
行
事
帳
」
に
は
、「
一
月
十
四
日
　
穂
垂
御
供
、
夜
　
洞
ノ

口
鈴
披
之
祭
・
粥
炊
き
、
十
五
日
朝
　
粥
供
え
、
二
月
朔
日
　
粥
披
き
」
と
、
ほ

ぼ
現
行
の
行
事
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
祭
事
の
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
明
六

（
一
七
八
六
）
年
の
「
飯
盛
宮
旧
来
社
記
」（
牛
尾
文
書
）
で
も
、
同
じ
祭
事
の
流

れ
が
記
さ
れ
る
が
、
二
月
一
日
の
粥
披
き
が
「
豊
作
御
粥
例た
め
し」

に
な
っ
て
い
る
。

な
お
新
暦
採
用
に
よ
り
、
現
在
は
一
月
遅
れ
の
二
月
一
四
日
粥
炊
き
、
一
五
日
粥

供
え
、
三
月
一
日
粥
開
き
と
な
っ
て
い
る
。

　
永
承
四
（
一
五
〇
七
）
年
の
「
飯
盛
宮
神
事
定
文
案
」
に
は
、
前
時
代
に
行
わ

れ
て
い
た
仏
事
は
全
く
記
さ
れ
ず
、
朔
日
の
月
次
祭
、
武
射
、
節
供
、
九
月
九
日

の
祭
礼
程
度
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
詳
し
く
記

さ
れ
る
よ
う
に
、
乱
世
に
神
領
を
な
く
し
、
多
数
い
た
神
職
・
社
僧
も
悉
く
農
夫

と
な
り
、
牛
尾
氏
の
み
が
存
続
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ

る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
上
宮
・
中
宮
・
下
宮
と
い
う
三
社
構
成
が
崩
れ
、
下
宮

だ
け
が
三
神
を
祀
る
形
で
残
り
、
神
宮
寺
と
七
ヶ
寺
の
末
寺
も
、
文
殊
堂
を
残
す

の
み
と
な
り
、
三
所
権
現
と
言
わ
れ
た
神
仏
習
合
の
祭
事
は
事
実
上
行
え
な
く

な
っ
た
。

　
粥
占
は
青
柳
氏
が
伝
え
て
い
た
行
事
と
考
え
ら
れ
、
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年

に
な
り
、
青
柳
氏
を
「
社
僧
」
と
し
て
祭
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
で
、
復
活
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
か
つ
て
は
、
村
内
に
粥
本
と
い
う
田
字
が
あ
り
、
こ
の
田
で

作
っ
た
米
を
用
い
て
粥
を
炊
い
た
。
そ
こ
を
耕
作
す
る
家
筋
も
在
り
、
明
和
の
年

中
行
事
帳
に
は
、
善
七
・
半
次
両
家
が
隔
年
に
耕
作
し
、
神
酒
、
神
饌
（
ひ
ら
き

大
豆
・
大
根
の
酢
和
え
）
も
隔
年
に
奉
納
し
た
と
あ
り
、粥
を
仕
込
む
水
の
高
さ
は
、

牛
尾
宮
司
家
の
一
子
相
伝
で
、
粥
田
を
耕
作
す
る
二
家
が
、
釜
炊
き
を
し
た
と
あ

る
。
ま
た
牛
尾
宮
司
は
、「
か
つ
て
は
穂
垂
菜
田
と
い
う
田
が
あ
り
、
青
柳
氏
の

土
地
で
あ
り
、
早
稲
を
作
り
そ
の
ワ
ラ
で
注
連
縄
を
作
り
、
米
は
粥
炊
き
に
使
っ

て
い
た
」
と
言
う
。
祭
の
担
い
手
が
時
代
に
よ
り
変
わ
っ
て
い
く
中
に
も
、
祭
儀

は
踏
襲
さ
れ
て
き
た
様
が
伺
え
る
。

【
実
施
内
容
】

一
　
二
月
一
三
日
夕
刻
　
大
内
家
当
主
が
米
、
大
根
・
人
参
・
牛
蒡
各
三
本
、
鯛

三
尾
を
御
供
と
し
て
牛
尾
宮
司
邸
に
届
け
る
。

　
境
内
に
は
、「
か
ゆ
占
神
事
・
二
月
十
四
日
～
三
月
一
日
」
と
し
て
上
部
に
神

事
の
様
子
を
写
し
た
写
真
六
枚
を
配
し
、
下
部
に
「
古
代
の
太
占
の
一
つ
、
起
源

は
弥
生
時
代
に
遡
り
ま
す
。
早
稲
・
中
手
・
晩
稲
の
一
番
良
い
時
期
を
占
う
古
式
祭
。

神
人
共
食
の
貝
嘗
め
に
粥
元
神
人
が
仕
え
ま
す
」
と
し
、
そ
の
下
に
「
＊
秘
事
と
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し
て
、
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
！
」
と
朱
書
き
で
大
書
し
た
、
飯
盛
神
社
が
出
し
た

告
知
が
貼
り
出
さ
れ
て
い
る
。

二
　
二
月
一
四
日
一
一
時
　
穂ほ

垂だ
れ

菜な

祭さ
い

　
前
日
大
内
家
よ
り
届
け
ら
れ
た
米
で
炊
い
た
飯
を
、
粥
占
に
用
い
る
錫
鉢
に
高

盛
り
に
し
三
方
に
載
せ
、
そ
の
前
に
半
紙
を
敷
い
た
三
方
に
皮
を
む
い
た
大
根
・

人
参
・
牛
蒡
・
鯛
を
盛
っ
た
供
物
を
供
え
る
。

　
穂
垂
菜
祭
典
は
神
職
の
み
で
行
い
、
祭
典
終
了
後
、
お
供
え
三
膳
の
う
ち
一
膳

を
持
っ
て
粥
元
の
大
内
家
に
粥
焚
き
の
依
頼
に
行
く
。
粥
元
は
古
く
よ
り
青
柳
家

が
勤
め
て
き
た
が
、
明
治
以
降
に
、
江
戸
期
よ
り
大
庄
屋
だ
っ
た
大
内
家
が
、
粥

開
き
に
も
立
ち
会
っ
て
い
た
と
い
う
経
緯
か
ら
、
粥
元
と
し
て
加
わ
っ
た
と
い
う
。

大
内
家
で
は
届
け
ら
れ
た
供
物
を
床
の
間
に
供
え
、拝
礼
が
行
わ
れ
る
（
写
真
一
）。

三
　
粥
焚
き
の
準
備

　
粥
占
調
仕
所
の
建
物
の
ま
わ
り
に
は
青
白
の
幕
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、「
飯
盛
神

社
の
伝
承
神
事
か
ゆ
占
　
お
か
ゆ
炊
き
中
　
乞
う
静
寂
」
の
立
て
看
板
が
建
て
ら

れ
る
。

　
粥
を
炊
く
釜
や
カ
マ
ド
の
準
備
、
粥
用
の
米
、

神
饌
の
準
備
は
青
柳
家
が
行
う
。

　
粥
―
研
い
だ
う
る
ち
米
二
升
は
サ
カ
エ
重
に

入
れ
、
そ
の
上
に
別
々
の
皿
に
盛
っ
た
茹
で
た

小
豆
、
塩
を
載
せ
る
。

　
神
饌
―
た
っ
ぷ
り
の
削
り
節
を
か
け
た
大
根

ナ
マ
ス
、
ひ
ら
き
豆
（
大
豆
を
煮
た
も
の
）。
そ

れ
ぞ
れ
重
箱
に
入
れ
、
栗
は
い
箸
を
添
え
る
。

四
　
二
月
一
四
日
二
〇
時
　
貝か
い

嘗な
め

祭さ
い

　
粥
元
三
家
当
主
は
、
こ
の
時
だ
け
、
白
衣
・

袴
・
白
格
衣
・
立
烏
帽
子
に
威
儀
を
正
し
祭
典

に
臨
む
。
但
し
令
和
三（
二
〇
二
一
）年
か
ら
は
、

粥
炊
き
の
時
と
同
様
白
衣
に
黒
紋
付
き
羽
織
姿
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
跡
取
り
子
息

は
白
衣
で
拝
殿
に
上
が
る
。

　
①
御
戸
口
開
―
粥
元
三
家
の
当
主
が
神
殿
の
簾
を
上
げ
る
。

　
②
献
饌
―
角
樽
の
御
神
酒
、
雌
雄
の
鮑
の
殻
、
米
・
小
豆
を
入
れ
た
サ
カ
エ
重
、

大
根
ナ
マ
ス
・
ひ
ら
き
豆
を
入
れ
た
重
箱
を
神
職
と
粥
元
三
家
当
主
が
順
番
に
供

え
る
。

　
③
祝
詞
奏
上
、
拝
礼

　
④
撤
饌
―
お
供
え
を
お
ろ
し
、
八
脚
案
の
上
の
中
心
に
雌
雄
の
鮑
の
殻
（
各
三

方
に
一
つ
ず
つ
）、
神
殿
に
向
か
っ
て
右
に
三
方
に
載
せ
た
ひ
ら
き
豆
、
左
に
削

り
節
を
か
け
た
大
根
ナ
マ
ス
を
置
き
、
ひ
ら
き
豆
・
ナ
マ
ス
に
は
栗
は
い
箸
を
つ

け
る
。
角
樽
に
は
「
洞
ノ
口
」
と
墨
書
が
あ
る
。
向
か
っ
て
右
台
下
に
設
置
し
、

粥
元
の
一
人
が
お
酌
と
し
て
つ
く

　
⑤
貝
嘗

　
先
ず
宮
司
と
青
柳
本
家
当
主
が
、
鮑
の
殻
を
盃
に
し
て
雄
貝
、
雌
貝
の
順
で
交

互
に
神
酒
を
頂
く
、
神
酒
は
別
の
粥
元
が
角
樽
か
ら
柄
杓
で
汲
み
注
ぐ
。
続
い
て

宮
司
と
青
柳
分
家
、
宮
司
と
大
内
家
、
宮
司
と
跡
継
ぎ
達
と
順
番
に
貝
嘗
め
を
角

樽
の
神
酒
が
な
く
な
る
ま
で
行
う
（
写
真
二
）。
一
口
飲
む
ご
と
に
大
根
ナ
マ
ス
、

ひ
ら
き
豆
を
栗
は
い
箸
で
手
に
取
り
肴
と
し
て

食
す
る
。

　
盃
に
つ
か
う
鮑
の
貝
殻
は
志
賀
海
神
社
か
ら

贈
ら
れ
た
も
の
で
、
宮
司
の
代
替
わ
り
ご
と
に

贈
ら
れ
、
飯
盛
神
社
か
ら
は
榊
を
贈
る
と
言
う

し
き
た
り
が
あ
る
。
現
行
の
鮑
は
「
平
成
五
年

十
月
奉
納
　
あ
わ
び
貝
壱
対
　
志
賀
海
神
社
」

と
書
い
た
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、「
早
良
郡
宗
廟
飯
盛

宮
旧
末
社
縁
起
略
」
の
「
洞
ノ
口
鈴
披
ノ
祭
　

正
月
一
四
日
夕
」
の
項
に
文
永
八
（
一
二
七
一
）

年
四
月
の
年
紀
入
り
の
記
事
と
し
て
、「
こ
の

鮑
貝
は
昔
当
社
繁
栄
の
頃
、
志
賀
島
の
漁
師
が

写
真
一  
供
物
を
大
内
家
床
の
間
に

　
　
　  

供
え
る

写
真
二
　
神
酒
を
頂
く
宮
司
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勅
を
受
け
年
々
大
小
の
鮑
を
持
っ
て
き
て
神
前
に
供
え
、
帰
り
に
飯
盛
山
に
登
っ

て
榊
の
枝
を
伐
り
土
産
と
し
て
島
中
の
家
に
配
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、
志
賀
海
神
社
の
お
田
植
え
祭
の
田
植
え
歌
に
も
飯
盛
山
が
歌
わ
れ
る
な
ど
、

古
く
か
ら
の
両
者
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
。

五
　
粥
炊
き

　
①
貝
嘗
め
祭
が
終
わ
る
と
粥
元
は
粥
調
仕
所
に
集
ま
り
、
手
桶
の
水
（
一
斗
八

升
）
を
入
れ
た
大
釜
に
サ
カ
エ
重
の
米
と
塩
・
小
豆
を
入
れ
る
。

　
②
神
職
が
竃
祓
い
を
し
、
神
殿
か
ら
運
ん
だ
忌
み
火
で
点
火
す
る
。

　
③
神
殿
で
粥
炊
き
始
め
の
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
神
職
が
「
大
祓
詞
」
を
奏
上

す
る
。

　
④
カ
マ
ド
の
番
は
、
火
加
減
を
覚
え
さ
せ
る
た
め
に
粥
元
の
跡
取
り
の
仕
事
と

さ
れ
る
。
水
が
煮
立
つ
ま
で
は
強
火
、
そ
の
後
は
弱
火
を
保
つ
。

　
⑤
煮
立
っ
て
き
た
ら
大
き
な
シ
ャ
モ
ジ
で
混
ぜ
始
め
る
。
焦
げ
付
か
な
い
よ
う
、

粥
元
が
交
代
で
休
み
な
く
混
ぜ
続
け
る
（
写
真
三
）。

　
⑥
粥
焚
き
が
佳
境
に
入
る
と
粥
元
か
ら
の
連
絡
で
、
神
殿
で
ま
た
太
鼓
を
鳴
ら

し
「
大
祓
詞
」
を
奏
上
。

　
⑦
炊
き
上
が
り
の
判
断
を
下
す
の
は
、
青
柳
本
家
当
主
。
炊
き
始
め
か
ら
三
時

間
ほ
ど
で
、
シ
ャ
モ
ジ
で
す
く
っ
て
落
ち
な
い

ほ
ど
に
な
る
と
炊
き
上
が
り
で
あ
る
。

　
⑧
炊
き
上
が
り
を
知
ら
せ
る
太
鼓
が
打
ち
鳴

ら
さ
れ
、
大
祓
詞
が
奏
上
さ
れ
る
と
、
大
釜
に

蓋
を
し
、
火
を
消
し
て
粥
元
等
は
一
度
解
散
す

る
。

六
　
二
月
一
五
日
六
時
　
粥
盛
り

　
①
粥
元
は
神
殿
で
祓
い
を
受
け
た
後
粥
調
仕

所
に
入
る
。
青
柳
本
家
当
主
が
粥
の
表
面
に
で

き
た
膜
を
栗
は
い
箸
で
取
り
除
き
、
粥
を
手
桶

に
移
し
拝
殿
に
運
ぶ
。

　
②
拝
殿
で
は
八
脚
案
の
上
に
錫
製
の
鉢
が
三
つ
並
べ
て
あ
る
。
そ
れ
を
挟
ん
で

粥
元
青
柳
本
家
当
主
は
宮
司
と
向
き
あ
っ
て
座
し
、
栗
は
い
箸
を
使
っ
て
粥
を
盛

る
。
青
柳
分
家
、
神
職
が
補
佐
を
し
、
均
等
に
粥
を
鉢
に
盛
る
（
写
真
四
）。

　
③
粥
納
―
神
前
に
向
か
っ
て
右
か
ら
「
早
田
」「
中
田
」「
晩
田
」
と
書
い
た
箱

に
収
め
、
粥
元
が
、
神
殿
の
奥
に
箱
を
供
え
る
。

七
　
三
月
一
日
六
時
　
粥
開
き
、
粥
占

　
①
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
粥
元
は
蝋
燭
を
灯
し
て
神
殿
の
上
の
浜
床
に
上

が
り
、
そ
こ
に
置
か
れ
た
八
脚
案
の
ま
わ
り
に
、
青
柳
本
家
を
中
心
に
し
て
坐
す
。

　
②
神
職
が
木
箱
を
納
め
た
神
前
の
御
簾
を
上
げ
、
ま
ず
早
田
の
木
箱
を
台
の
上

に
下
ろ
す
。
音
を
立
て
ず
、
息
を
吹
き
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
、
木
箱
の
ふ
た
を

明
け
、
蝋
燭
の
明
か
り
で
粥
の
表
面
を
照
ら
し
、
カ
ビ
の
生
え
具
合
を
検
分
す
る
。

　
③
同
様
に
中
田
、
晩
田
と
検
分
し
て
ゆ
く
。

　
④
三
つ
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
個
々
に
カ
ビ
の
長
さ
や
色
合
い
か
ら
そ
の
年
の
稲

作
に
つ
い
て
判
定
す
る
。

　
⑤
宮
司
が
「
お
試
し
の
結
果
う
か
が
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
、
早
田
か
ら
順
に
、

毛
付
、
水
、
虫
、
風
、
ミ
ノ
リ
の
各
項
目
ご
と
に
聞
い
て
い
く
。
最
後
に
全
体
と

し
て
の
「
総
位
」
を
聞
く
。

　
⑥
粥
占
の
判
定
方
法
は
、
青
柳
家
、
大
内
家

に
口
伝
で
継
承
さ
れ
、
判
定
は
三
家
の
合
意
で

決
定
さ
れ
る
。

　
⑦
終
わ
る
と
粥
は
拝
殿
の
一
番
手
前
に
置
か

れ
、
粥
を
載
せ
た
案
に
粥
占
の
結
果
が
張
り
出

さ
れ
る
。
稲
作
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
は
、
粥
占
の

結
果
を
見
よ
う
と
近
隣
の
農
家
が
大
勢
参
拝
し

て
、
そ
れ
を
参
考
に
作
付
け
し
た
と
い
う
。

　
⑧
総
て
終
了
後
、
粥
は
、
か
つ
て
は
食
し
て

い
た
が
、
現
在
は
裏
山
の
竹
林
に
埋
め
、
筍
の

初
物
が
採
れ
る
と
神
前
に
お
供
え
し
て
い
る
。

（
森
　
弘
子
）

写
真
三
　
粥
を
混
ぜ
続
け
る

写
真
四
　
粥
を
鉢
に
盛
る
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一
三
　
英ひ

彦こ

山さ
ん
神じ
ん
宮ぐ
う
御お

潮し
お
井い

取と

り

【
テ
ー
マ
】
九
「
村
連
合
」、
三
三
「
修
験
・
山
伏
」、
三
八
「
禊
ぎ
祓
い
」

【
地
域
の
概
要
】

　
添
田
町
は
福
岡
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
南
部
は
英
彦
山
や
鷹た
か

巣の
す

山や
ま

を
境
に
大

分
県
日
田
市
、
中
津
市
と
接
し
て
い
る
。
西
部
は
釈し
ゃ

迦か

ヶが

岳た
け

、
大だ

い

日に
ち

ヶが

岳た
け

、
戸と

谷や

ヶが

岳た
け

な
ど
の
山
系
を
持
ち
、
朝
倉
郡
東
峰
村
及
び
嘉か

ま

し
麻
市
、
田た

川が
わ

郡ぐ
ん

川か
わ

崎さ
き

町ま
ち

と
接
し
て
い
る
。（
※
添
田
町
公
式
サ
イ
ト
参
照
：https://w

w
w.tow

n.soeda.
fukuoka.jp/

）

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
福
岡
県
東
南
部
に
位
置
す
る
英
彦
山
と
、
行ゆ
く

橋は
し

市し

沓く
つ

尾お

海
岸
の
「
姥う

ば
が
ふ
と
こ
ろ

ヶ
懐
」
を

中
心
に
、
福
岡
県
北
東
部
に
流
れ
る
祓は
ら
い
が
わ川、
今い
ま
が
わ川
流
域
が
含
ま
れ
る
。

【
実
施
時
期
】

　
毎
年
二
月
二
八
日
（
又
は
二
九
日
）
～
三
月
一
日
の
二
日
間
。
英
彦
山
の
重
要

な
行
事
で
あ
る
「
松ま
つ

会え

祭さ
い

」
の
前
に
行
わ
れ
る
。

　
明
治
以
前
で
は
、
陰
暦
の
正
月
（
一
月
）
二
六
日
～
二
月
二
日
に
か
け
て
行
わ

れ
、
二
七
日
の
未
明
に
御
汐
井
採
り
が
行
わ
れ
て
い
た
（Grapard 
二
〇
一
六
、 

一
七
四
）。

【
伝
承
組
織
】

　
か
つ
て
は
一
〇
人
の
「
惣そ
う
が
た方
」
と
い
う
、
英
彦
山
の
神
道
系
の
行
者
が
実
施
し
、

一
〇
頭
の
馬
を
使
用
し
た
。

　
現
在
の
構
成
員
は
四
人
で
、
二
人
は
英
彦
山
神
宮
の
神
職
、
二
人
は
「
徒と

衆し
ゅ

」

と
い
う
氏
子
で
あ
る
。
氏
子
は
、
一
人
が
総
代
会
長
（
旗
持
）、
も
う
一
人
が
運

転
者
（
か
つ
て
は
牛
馬
持
と
言
わ
れ
た
）
で
あ
る
。
道
中
の
各
所
神
社
、
公
民
館
、

神
職
宅
、
有
力
者
宅
、
一
般
住
民
宅
に
立
ち
寄
る
為
、
地
域
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ

て
い
る
行
事
と
も
言
え
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
御
汐
井
と
り
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
起
源
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
発

祥
は
平
安
時
代
ま
で
遡
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
証
拠
は
薄
い
。
文
安
二

（
一
四
四
五
）
年
の
英
彦
山
の
年
行
事
資
料
に
記
述
は
無
い
た
め
、
そ
れ
以
降
に

始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
御
汐
井
と
り
そ
の
も
の
は
、
厳
密
な
儀
礼
規
則

に
従
い
深
夜
に
秘
儀
に
行
わ
れ
、
伝
承
は
秘
伝
で
あ
る
（Grapard 

二
〇
一
六
、 

一
七
四
―
一
七
七
）。

　
御
汐
井
採
り
は
、
英
彦
山
神
宮
で
実
施
さ
れ
る
様
々
な
祭
典
行
事
に
用
い
ら
れ

る
清
め
の
汐
を
汲
み
に
行
く
行
事
で
あ
る
。
英
彦
山
か
ら
流
れ
出
た
水
が
祓
川
及

び
今
川
と
な
り
、
両
川
の
共
通
河
口
で
は
海
の
潮
水
と
合
流
す
る
。
そ
の
合
流
し

た
潮
水
に
は
、
神
聖
的
な
特
性
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
潮
で
参
道
、

神
輿
な
ど
を
清
め
祓
う
。

　
英
彦
山
は
明
治
時
代
以
前
で
は
、
九
州
に
お
け
る
修
験
道
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
修
験
宗
廃
止
令
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
後
、
神
道
向
き

に
変
遷
し
た
が
、こ
の
御
汐
井
採
り
で
は
修
験
道
の
影
響
が
残
る
。
松
養
家
蔵
『
吉

書
集
議
』
の
記
録
（
年
号
不
明
）
に
よ
る
と
、
汐
井
採
り
は
「
先
山
伏
」
に
よ
り

行
わ
れ
て
お
り
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
の
調
査
で
は
、
参
拝
者
が
神
職
を
「
や
ん

ぶ
し
（
山
伏
）
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
（
佐
々
木
　
一
九
七
二
、一
四
三
）。
現
在

で
も
、
法
螺
貝
と
い
う
修
験
道
の
道
具
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

概
要

　
御
汐
井
採
り
に
は
、
英
彦
山
の
年
中
行
事
に
お
い
て
重
要
な
役
割
が
あ
り
、
現

在
は
二
日
か
け
て
行
わ
れ
る
。

　
神
職
二
人
、
付
添
い
二
人
の
計
四
名
と
荷
物
を
載
せ
た
車
で
、
英
彦
山
神
宮
か

ら
今
川
、
祓
川
流
域
の
九
里
八
丁
（
約
三
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
道
を
た
ど
り
、

一
日
か
け
て
行
橋
市
沓
尾
海
岸
の
「
姥
ヶ
懐
」
ま
で
向
か
う
（
写
真
一
）。
そ
こ
で
、

深
夜
に
秘
義
と
し
て
竹
筒
で
汐
を
汲
み
、
近
く
の
住
民
宅
で
一
夜
を
過
ご
す
。
翌

日
そ
の
汐
を
神
宮
ま
で
持
ち
帰
り
（
写
真
二
）、
参
道
、
神
輿
な
ど
を
清
め
る
。

　
一
日
目
の
海
岸
向
き
（
二
月
二
八
日
）
と
、
二
日
目
の
神
宮
帰
り
（
三
月
一
日
）
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そ
れ
ぞ
れ
の
道
中
で
、
今
川
、
祓
川
周
辺
地
域
の
各
所
神
社
、
参
拝
者
（
英
彦
山

の
信
仰
者
）
宅
、
公
民
館
な
ど
で
儀
礼
（
祭
典
、
大
祓
、
法
螺
貝
吹
き
な
ど
）
を

行
い
札
、
玉
串
な
ど
を
配
る
。
そ
こ
で
は
玉
串
や
札
を
神
体
と
し
て
、
邪
気
を
払

い
、
場
を
清
め
、
参
拝
者
宅
で
は
家
内
安
全
等
を
祈
願
す
る
祈
祷
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
お
礼
と
し
て
、
参
拝
者
は
神
職
に
初
穂
料
、
寄
付
金
を
納
め
、
直
会
を
挙
げ

る
。
神
宮
へ
の
帰
路
の
前
半
は
、
一
日
目
の
海
岸
向
き
と
は
違
う
道
を
通
り
、
立

ち
寄
る
神
社
な
ど
も
一
日
目
と
は
異
な
る
が
、後
半
は
同
じ
道
を
た
ど
る
（
図
一
）。

そ
の
為
、
一
日
目
と
二
日
目
で
二
度
立
ち
寄
る
家
と
、
片
道
で
し
か
立
ち
寄
ら
な

い
家
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
儀
礼
の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
が
、
海
岸
向
き
の
儀
礼
を

「
今き
ょ
う日

の
御み

祭ま
つ

り
」、
神
宮
帰
り
の
儀
礼
を
「
御
潮
井
祭
り
」
と
呼
び
、
御
潮
井
祭

り
で
は
各
家
庭
に
若
布
や
浅
利
が
配
ら
れ
る
。

　
か
つ
て
は
、
今
川
に
沿
っ

て
海
岸
ま
で
向
か
い
、
祓

川
に
沿
っ
て
帰
路
に
つ
き
、

一
五
の
集
落
が
直
会
を
用

意
し
て
い
た
（Grapard 

二
〇
一
六
、一
七
四
）。

　
神
社
に
お
け
る
祭
典
と

各
家
庭
に
お
け
る
祭
典
に

は
相
違
が
あ
る
。
前
者
で

は
「
大お
お
は
ら祓

い
詞し

」
が
奏
上

さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
後

者
で
は
奏
上
さ
れ
な
い
。

各
家
庭
で
は
「
屋
払
い
」

と
呼
ば
れ
る
短
い
祈
禱
が

行
わ
れ
る
。
参
拝
者
宅
で

一
礼
、
修
祓
、
祝
詞
奏
上
、

祭
主
玉
串
拝
礼
、
参
列
者

玉
串
拝
礼
、
一
礼
が
行
わ

れ
、
法
螺
三
唱
に
よ
っ
て

家
の
邪
気
を
払
う
。

御
汐
井
採
り
　
沓
尾
海
岸
姥
ヶ
懐

　
御
汐
井
採
り
は
秘
儀
的
な
儀
礼
で
あ
り
、
見
る
と
目
が
潰
れ
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
姥
ヶ
懐
は
、
沓
尾
海
岸
に
あ
る
二
つ
の
岩
が
抱
き
合
う
よ
う
な
姿
を
し
た

岩
窟
の
名
で
あ
り
（
写
真
三
）、
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

岩
窟
に
は
、「
海
幸
山
幸
」
に
登
場
す
る
豊
玉
姫
が
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
我
が

子
を
残
し
て
去
っ
た
場
所
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
残
さ
れ
た
子
が
石
窟
内

か
ら
滴
る
乳
で
育
っ
た
と
い
う
伝
説
が
名
の
由
来
と
さ
れ
て
い
る
。

　
二
八
日
の
二
三
時
半
に
裸
で
禊
を
行
っ
た
後
、
四
人
全
員
が
海
岸
か
ら
五
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
海
に
進
み
、
肩
ま
で
汐
に
浸
か
る
。
こ
れ
は
、
竹
筒
を
縦
に
し
て

汐
を
汲
む
為
で
あ
り
、
筒
を
横
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
汐
を
汲
む
筒
を
「
汐
井
筒
」

と
呼
び
、二
本
用
意
さ
れ
内
一
本
は
予
備
で
あ
る
。
筒
は
真
竹
を
用
い
、節
三
つ
分
、

長
さ
は
足
か
ら
腰
の
高
さ
く
ら
い
ま
で
で
、
水
が
五
リ
ッ
ト
ル
程
度
入
る
。

英彦山神宮

姥ヶ懐

大
分
県

七大童子地蔵菩薩

高木神社

大山　神社

清地神社

清地神社

二兒神社
生立八幡神社

二兒神社 ( 花熊 )

金屋公民館

下りルート
上りルート

今井西公民館

祇

春
日
神
社

3km

図
一
　
御
潮
井
取
り
の
ル
ー
ト

写
真
一
　
英
彦
山
を
下
る
一
行

写
真
二
　
英
彦
山
参
道
を
上
る
一
行
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汐
井
採
り
の
数
週
間
前
に
役
員
が
御
汐
井
採
り
の
開
催
を
知
ら
せ
、
屋
払
い
が
欲

し
い
家
は
玉
串
の
寄
付
金
を
出
し
て
お
く
。

市い
ち
場ば

地
区
の
御
祭
り

　
市
場
地
区
は
今
井
祇
園
社
の
仮
の
宮
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
に
あ
る
。
奥
に

御
神
座
及
び
直
会
の
場
所
が
設
け
ら
れ
、
御
神
座
に
は
、
掛
け
軸
・
御
幣
・
酒
等

が
祀
ら
れ
て
い
る
。「
市
場
で
の
御
祭
り
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
老
若
男
女
問

わ
ず
二
〇
人
程
が
集
合
す
る
。
祭
典
の
構
成
は
、
一
礼
、
修
祓
、
祝
詞
奏
上
、
祭

主
玉
串
拝
礼
、
参
列
者
玉
串
拝
礼
、
一
礼
で
あ
る
。
市
場
は
山
と
川
の
水
が
合
流

す
る
神
聖
な
場
所
で
あ
り
「
貝
汁
（
浅
利
）」
が
振
舞
わ
れ
る
の
で
、
祭
典
後
は
、

貝
汁
が
中
心
の
直
会
を
実
施
す
る（
写
真
六
）。
直
会
後
は
参
加
者
全
員
に「
貝
伏
」

を
行
う
。

　
二
〇
〇
〇
年
代
に
姥
ヶ
懐
の
砂
浜
に
新
し
い
道
路
を
作
る
計
画
が
立
ち
上
が

り
、
砂
浜
が
壊
さ
れ
る
恐
れ
が
出
た
た
め
、
自
然
と
景
観
を
守
る
た
め
に
地
域
住

写
真
三
　
姥
ヶ
懐

　
汲
ん
だ
汐
は
一
年
を
通
し
て
、
英
彦
山
神
宮
に
お
け
る
様
々
な
神
事
に
用
い
ら

れ
る
。

各
家
庭
で
の
事
例

　
二
八
日
の
午
前
中
、
一
時
間
半
程
か
け
て
赤
村
に
い
る
有
力
者
宅
に
寄
る
。

天あ
め
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と

忍
穗
耳
尊
が
描
か
れ
た
英
彦
山
神
宮
の
掛
け
軸
の
前
で
、
神
主
が
玉
串
を
置

き
、
祝
詞
奏
上
、
参
拝
、
祭
典
を
行
い
、
法
螺
貝
を
吹
く
。
そ
の
後
、
参
拝
者
が

掛
け
軸
の
前
で
拝
礼
し
直
会
を
挙
げ
る
。
参
拝
者
と
構
成
員
四
人
全
員
が
料
理
と

酒
を
頂
く
。
直
会
後
、
家
の
外
（
玄
関
前
）
で
禰
宜
が
参
拝
者
に
向
か
っ
て
法
螺

貝
を
三
回
吹
き
、
そ
の
後
参
拝
者
の
頭
の
上
で
法
螺
貝
の
口
を
手
の
平
で
叩
く

「
貝か
い
ぶ
せ伏

」
を
行
う
。
こ
れ
は
山
伏
の
祈
祷
の
名
残
で
あ
り
、
無
病
息
災
を
祈
願
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
屋
主
の
話
に
よ
る
と
、
い
つ
頃
か
ら
御
汐
井
採
り
に
参
加
し
て
い
る
の
か
は
不

明
。
昔
は
御
汐
井
採
り
の
構
成
員
は
四
人
で
は
な
く
八
～
一
〇
人
程
で
、
荷
物
運

び
や
牛
馬
等
が
い
た
。
徒
歩
で
沓
尾
海
岸
に
向
か
う
際
の
行
程
は
現
在
と
同
様
二

日
で
あ
り
、
道
中
に
寄
る
家
は
全
て
地
域
の
有
力
者
宅
で
あ
っ
た
。

神
社
で
の
事
例

　
三
月
一
日
の
朝
、
行
橋
市
の
春
日
神
社
で
祭
典
が
行
わ
れ
、
一
五
人
の
氏
子
が

集
合
す
る
（
写
真
四
）。
全
員
年
配
の
男
性
で
、農
業
な
ど
に
携
わ
る
者
達
で
あ
る
。

氏
子
達
が
拝
殿
に
集
ま
り
次
第
、
祭
主
の
禰
宜
が
祭
典
を
行
う
。
祭
典
の
構
成
は
、

一
礼
、
修
祓
、
大
祓
い
詞
奏
上
、
祝
詞
奏
上
、
祭
主
玉
串
拝
礼
、
参
列
者
玉
串
拝

礼
、
祭
主
一
拝
と
な
り
、
祭
典
後
に
は
「
貝
伏
」
を
行
う
。
祭
典
な
ど
は
行
わ
ず
、

拝
殿
前
で
の
参
拝
の
み
の
場
合
も
あ
る
。

屋
祓
い

　
春
日
神
社
の
祭
典
後
、
神
職
が
禰
宜
組
と
権
禰
宜
組
に
分
か
れ
、
金
屋
地
区
の

家
々
で
屋
祓
い
を
行
う
（
写
真
五
）。
そ
れ
ぞ
れ
に
案
内
人
が
付
き
、
祓
う
家
へ

と
案
内
す
る
。
各
家
ま
で
は
御
幣
を
振
り
、
法
螺
貝
を
吹
き
な
が
ら
歩
い
て
向
か

い
、
一
〇
～
一
三
軒
程
度
周
る
。
各
家
は
春
日
神
社
の
氏
子
と
は
関
係
な
い
。
御

写
真
四
　
春
日
神
社
で
の
祭
典
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民
に
よ
る
反
対
運
動
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
地
域
の
住
民
た
ち
は
御
汐
井
と
り
を
知

ら
な
か
っ
た
が
、
行
事
に
つ
い
て
調
べ
上
げ
、
姥
ヶ
懐
の
重
要
さ
を
反
対
の
論
に

取
入
れ
る
事
で
反
対
運
動
を
後
押
し
し
た
。
運
動
は
あ
る
程
度
成
功
し
、
道
路
の

代
わ
り
に
橋
が
建
て
ら
れ
、
姥
ヶ
懐
と
浜
は
守
ら
れ
た
。
反
対
運
動
が
終
わ
っ
た

後
も
、
地
域
住
民
は
御
汐
井
と
り
を
大
切
に
し
、
現
在
も
祭
典
に
参
加
し
て
い
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
山
笠
の
お
汐
井
と
り

（
カ
ー
タ
ー
　
ケ
イ
レ
ブ
）

写
真
六
　
市
場
地
区
で
の
直
会

写
真
五
　
金
屋
地
区
で
の
屋
払
い
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一
四
　
御お
た
う
え
ま
つ
り

田
植
祭

【
テ
ー
マ
】
一
七
「
生
業
の
神
」

【
別
名
】
求
菩
提
山
の
お
田
植
え
祭
り
　
※
松
会
神
事
の
う
ち
「
田
植
え
行
事
」

【
地
域
の
概
要
】

　
福
岡
県
の
東
部
、
大
分
県
と
の
県
境
に
程
近
い
海
岸
部
に
位
置
す
る
豊
前
市

は
人
口
二
四
〇
〇
〇
人
余
の
地
方
都
市
で
あ
る
。
東
に
周す

防お
う

灘な
だ

、
西
に
は
標
高

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
犬い
ぬ

ヶが

岳た
け

を
有
し
、
古
か
ら
伝
え
ら
れ
る
伝
統
文
化

と
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
る
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
直
面
す
る

地
域
で
も
あ
る
。

　
市
内
に
は
今
も
多
く
の
民
俗
芸
能
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
春
季
に
各
神
社

で
執
行
さ
れ
る
神
幸
祭
、
秋
季
に
奉
納
さ
れ
る
神
楽
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ

う
し
た
民
俗
芸
能
の
成
立
に
は
そ
の
地
域
の
歴
史
的
環
境
が
大
き
く
影
響
を
与
え

て
い
る
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
歴
史
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
豊
前
と
い
う
地
名
が
成
立
す
る
の
が
い
つ
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
続
日
本

紀
』
文
武
天
皇
二
（
六
九
八
）
年
の
条
に
豊
後
国
の
地
名
が
登
場
す
る
こ
と
、
正

倉
院
に
伝
わ
る
大
宝
二
（
七
〇
二
）
年
の
豊
前
国
上か
む
つ
み
け
の
こ
お
り

三
毛
郡
戸
籍
が
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
豊
前
国
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
範
囲
は
関
門
海
峡
か
ら
国
東
半
島
に
い
た
る
地
域
で
、
現
在
の
福
岡
県

北
九
州
市
門
司
区
、小
倉
南
区
の
一
部
か
ら
京み
や

都こ

郡
、行
橋
市
、田
川
市
、田
川
郡
、

築ち
く

上じ
ょ
う

郡
、
豊
前
市
と
大
分
県
の
中
津
市
、
宇
佐
市
が
含
ま
れ
る
。

　
本
地
域
は
古
来
、
渡
来
系
の
集
団
が
多
い
地
域
と
し
て
知
ら
れ
、
先
に
述
べ
た

正
倉
院
に
伝
え
ら
れ
る
戸
籍
に
は
「
秦
」、「
勝
」
な
ど
と
い
っ
た
姓
が
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
先
行
す
る
六
世
紀
後
半
に
は
朝
鮮
半

島
系
の
特
徴
を
示
す
竪
穴
式
住
居
、
七
世
紀
代
に
は
土
器
や
古
墳
に
も
特
徴
的
な

要
素
が
確
認
で
き
る
等
、
歴
史
的
な
特
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
豊
前
国
の
成
り

立
ち
は
こ
う
し
た
歴
史
風
土
の
下
に
形
成
さ
れ
た
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
豊
前
市
大
字
求
菩
提
　
国
玉
神
社
　
中
宮
松
庭

【
実
施
時
期
】
三
月
最
終
日
曜
日
　
※
但
し
二
九
日
を
下
ら
な
い

【
伝
承
組
織
】
求
菩
提
山
お
田
植
祭
保
存
会

【
由
来
・
伝
承
】

　
松
会
は
、
求
菩
提
山
や
英
彦
山
を
始
め
と
す
る
旧
豊
前
地
方
の
修
験
道
寺
院
で

行
わ
れ
た
神
仏
習
合
の
祭
で
、
①
神
幸
祭
、 

②
田
行
事
、
③
幣
切
り
行
事
の
三
つ

で
構
成
さ
れ
、
旧
暦
の
二
月
二
九
日
に
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。
以
下
、
そ
の
本
来

の
形
態
を
整
理
し
て
お
く
。

　
祭
り
は
ま
ず
、
神
幸
祭
で
神
輿
が
繰
り
出
さ
れ
る
。
神
輿
に
は
仮
に
神
に
姿
を

変
え
た
仏
（
権
現
）
が
乗
る
と
さ
れ
、
そ
の
前
で
は
豊
作
祈
願
の
「
仁に
ん

王の
う

経き
ょ
う」

が

読
誦
さ
れ
る
。
続
い
て
田
行
事
が
行
わ
れ
、
幣
切
り
行
事
が
祭
の
最
後
を
飾
る
。

田
行
事
の
行
わ
れ
る
広
場
を
「
松
庭
」、
そ
こ
に
立
て
ら
れ
た
柱
を
「
松
柱
」
と

呼
ぶ
が
、
幣
切
り
行
事
で
は
、
山
伏
が
御
幣
を
背
に
持
っ
て
そ
の
松
柱
を
登
り
、

柱
の
頂
か
ら
真
っ
白
な
御
幣
を
切
り
落
と
し
て
み
せ
る
。
切
り
落
と
さ
れ
た
御
幣

は
神
の
御
種
子
で
あ
り
、
そ
れ
は
松
庭
に
蒔
か
れ
た
籾
種
と
交
合
す
る
と
さ
れ
、

そ
の
年
の
豊
年
満
作
が
約
束
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
求
菩
提
山
の
松
会
の
起
源
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
田
行
事
の
衣

装
箱
が
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
蓋
に
「
建
暦
三
（
一
二
一
三
）
年
二
月
二
十
九
日
」

の
墨
書
銘
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
す
で
に
松
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

【
実
施
内
容
】

　「
松
会
」
は
も
と
も
と
神
仏
習
合
の
祭
り
で
、
現
在
求
菩
提
山
で
は
国
玉
神
社

の
大
祭
と
し
て
「
神
幸
祭
」
と
「
田
行
事
」
の
み
が
伝
え
ら
れ
、「
幣
切
り
行
事
」

は
戦
後
途
絶
え
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
祭
は
毎
年
三
月
二
九
日
を
下
ら
な
い
最

終
日
曜
日
に
実
施
さ
れ
、
国
玉
神
社
中
宮
前
の
広
場
（
松
庭
）
で
、
春
の
種
蒔
き

か
ら
秋
の
採
り
入
れ
ま
で
の
農
作
業
を
真
似
て
の
所
作
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
演
じ
ら
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れ
る
。
祭
は
ま
ず
午
前
中
に
神
幸
祭
と
し
て
御
神
輿
二
基
が
御
旅
所
に
向
か
う
御

下
り
が
行
わ
れ
、
そ
の
あ
と
に
松
庭
で
神
楽
の
奉
納
（
岩い
わ

屋や

神
楽
講
）
が
執
り
行

わ
れ
る
。
そ
し
て
午
後
か
ら
「
遣や
り
ま
き巻

」
と
呼
ば
れ
る
御
神
歌
に
合
わ
せ
て
、
い
よ

い
よ
「
御
田
植
祭
」
が
始
ま
る
。
そ
の
内
容
は

①
畦
切
り
（
写
真
一
）

　
菅
傘
を
被
っ
た
白
装
束
の
男
が
畦
草
を
刈
る
様
子
を
演
じ
て
ゆ
く
。
す
る
と
草

の
中
か
ら
蜂
が
出
て
き
て
暴
れ
る
た
め
、
慌
て
て
そ
れ
を
追
い
払
う
様
子
が
観
衆

の
笑
い
を
誘
う
。

②
田
打
ち
（
写
真
二
）

　
花
笠
を
被
っ
た
稚
児
が
登
場
し
、
二
人
ず
つ
歩
み
出
て
木
製
の
鍬
と
棒
を
叩
き

あ
わ
せ
て
田
打
ち
（
鍬
で
耕
す
）
の
所
作
を
真
似
る
。

③
畦
塗
り

　
鍬
を
担
い
で
現
わ
れ
た
白
装
束
の
四
人
の
男
達
が
、
大
げ
さ
な
動
作
で
畦
を

塗
っ
て
行
く
。
水
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
塗
ろ
う
と
す
る
が
、観
客
か
ら
「
腰

が
入
っ
ち
ょ
ら
ん
ぞ
」
と
か
「
水
が
漏
れ
よ
ん
ど
」
な
ど
と
や
じ
ら
れ
る
。

④
田
鋤
き
（
写
真
三
）

　
の
っ
し
の
っ
し
と
張
子
の
牛
が
登
場
し
、
田
を
鋤
い
て
行
く
。
懸
命
に
手
綱
を

操
る
牛
使
い
を
あ
ざ
笑
う
よ
う
に
、
牛
は
反
対
方
向
に
進
ん
だ
り
、
寝
転
ん
だ
り

と
な
か
な
か
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
。
そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
掛
け
合
い
が
こ
の
祭

り
の
最
大
の
見
せ
場
で
、
松
庭
に
観
客
の
笑
い
声
が
響
き
渡
る
。

⑤
種
子
蒔
き

　
よ
う
や
く
田
ご
し
ら
え
が
終
わ
り
、
菅
笠
に
白
装
束
の
一
人
の
男
が
神
前
で
種

籾
の
入
っ
た
タ
ボ
を
受
け
取
り
静
か
に
種
を
蒔
き
始
め
る
。
そ
の
年
の
豊
作
を
願

う
よ
う
に
四
方
に
種
を
蒔
い
て
ゆ
き
、
最
後
に
こ
の
籾
を
も
ら
っ
て
帰
る
と
豊
作

に
な
る
と
い
う
。

⑥
田
植
え
（
写
真
四
）

　
こ
こ
で
花
笠
に
赤
色
の
袴
を
は
い
た
稚
児
が
登
場
し
、
御
神
歌
に
合
わ
せ
て
田

植
え
の
所
作
を
す
る
。
そ
の
所
作
は
形
式
的
な
も
の
で
、
苗
に
見
立
て
た
石せ
き
し
ょ
う

菖
蒲

の
束
を
手
に
と
っ
て
演
じ
ら
れ
、
か
わ
い
い
子
ど
も
達
の
単
純
な
動
き
が
か
え
っ

て
ほ
ほ
え
ま
し
く
映
る
。
本
来
は
早そ
う
と
め

処
女
に
よ
る
所
作
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る

写
真
一
　
畦
切
り

写
真
二
　
田
打
ち

写
真
三
　
田
鋤
き

写
真
四
　
田
植
え
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が
、
今
は
子
ど
も
達
が
そ
の
役
を
担
っ
て
い
る
。

⑦
孕
み
女
・
う
な
い
（
写
真
五
）

　
女
装
を
し
た
孕
み
女
（
身
持
ち
女
）
と
、
う
な
い
（
初
花
乙
女
）
が
登
場
し
孕

み
女
は
大
き
な
鉢
に
て
ん
こ
も
り
の
御
飯
を
抱
え
、
う
な
い
は
柄
鏡
と
櫛
で
髪
を

整
え
な
が
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
松
庭
を
廻
る
。
途
中
産
気
づ
い
た
孕
み
女
を
う
な
い

が
介
抱
し
た
り
、
寄
り
添
い
な
が
ら
進
ん
で
ゆ
く
。「
孕
み
女
・
う
な
い
」
は
生

命
の
誕
生
を
豊
作
に
擬
え
た
も
の
で
、
穂
ば
ら
み
を
期
待
す
る
所
作
と
い
う
。

⑧
田
誉
め
（
巻
頭
図
版
）

　
最
後
に
傘
を
さ
し
た
神
官
を
先
頭
に
演
者
全
員
が
「
ほ
ー
う
、
ほ
ー
う
」
の
掛

け
声
と
と
も
に
よ
く
で
き
た
田
ん
ぼ
を
誉
め
な
が
ら
松
庭
を
廻
る
。
こ
の
時
、
演

じ
る
者
、
観
る
者
と
が
一
体
と
な
っ
て
大
合
唱
と
な
り
、
祭
り
を
締
め
る
。
こ
う

し
た
所
作
は
近
隣
の
他
の
田
行
事
に
は
見
ら
れ
ず
、
求
菩
提
山
で
特
徴
的
な
所
作

と
い
え
る
。

　
御
田
植
え
祭
り
を
演
ず
る
人
た
ち
は
松
役
と
呼
ば
れ
、
か
つ
て
は
修
験
者
（
山

伏
）
が
こ
れ
を
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
麓
の
岩
屋
地
区
の
保
存
会
の
人
た
ち
が

祭
を
支
え
て
い
る
。
最
後
に
神
楽
が
一
番

舞
わ
れ
、
駈み
さ
き
お
に

仙
鬼
を
先
頭
に
晒
で
引
か
れ

た
お
神
輿
が
御
旅
所
か
ら
本
殿
に
向
か
う

御
上
り
が
行
わ
れ
、
祭
り
は
終
了
す
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
豊
前
修
験
道
最
大
の
祭
礼
で
あ
る
「
松

会
」
は
か
つ
て
英
彦
山
を
始
め
主
要
な

山
々
で
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
明
治

五
（
一
八
七
二
）
年
の
修
験
宗
廃
止
令
に

よ
り
、
多
く
の
修
験
者
が
山
を
去
っ
た
こ

と
で
修
験
の
山
は
急
速
に
衰
退
し
て
い
っ

た
。
一
方
で
山
に
残
っ
た
そ
の
末
裔
と
、

新
た
に
神
社
組
織
の
氏
子
と
な
っ
た
人
々

に
よ
り
「
松
会
」
は
細
々
と
継
承
さ
れ
て

き
た
が
、
多
く
の
労
力
を
要
す
る
幣
切
行
事
は
普ふ

智ち

山さ
ん

等と

覚か
く

寺じ

の
み
で
継
承
さ
れ
、

田
行
事
も
英
彦
山
と
桧ひ

原ば
る

山さ
ん

正し
ょ
う
へ
い
じ

平
寺
、
松ま
つ

尾お

山さ
ん

医い

王お
う

寺じ

で
継
承
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
。

（
栗
燒
　
憲
児
）

写
真
五
　
孕
み
女
・
う
な
い
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一
五
　
山や

ま
誉ほ

め
祭さ

い

【
テ
ー
マ
】
一
七
「
生
業
の
神
」

【
別
名
】 
山や

ま

誉ほ
め

種た
ね

蒔ま
き

漁か
り
す
な
ど
り
の
ま
つ
り

猟
祭
　
山や

ま

誉ほ
め

漁か
り
す
な
ど
り
の
ま
つ
り

猟
祭

【
地
域
の
概
要
】
八
「
歩
射
祭
」
参
照

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
志
賀
海
神
社
（
福
岡
市
東
区
志
賀
島
）

【
実
施
時
期
】

 

　
毎
年
四
月
一
五
日
・
一
一
月
一
五
日
。
か
つ
て
は
旧
暦
二
月
一
五
日
・
一
一
月

一
五
日
。

【
伝
承
組
織
】
八
「
歩
射
祭
」
参
照

【
由
来
・
伝
承
】

　
起
源
は
不
明
。
神
功
皇
后
の
新
羅
の
役
の
際
、
神
功
皇
后
の
御
前
で
こ
の
神
事

を
披
露
す
る
と
、
神
功
皇
后
は
興
味
を
寄
せ
ら
れ
、「
志
賀
の
浜
に
打
ち
寄
せ
る

波
が
途
絶
え
る
ま
で
伝
え
よ
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。

【
実
施
内
容
】

　
以
下
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
一
一
月
・
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
四
月
の

調
査
に
よ
る
。

　
準
備
と
し
て
、
境
内
の
拝
殿
階
段
下
の
祭
場
で
あ
る
斎
庭
に
コ
モ
を
敷
き
、
階

段
下
に
神ひ
も
ろ
ぎ籬
を
お
潮
井
砂
で
固
め
て
盛
り
固
定
す
る
。
拝
殿
の
中
央
か
ら
延
長
し

た
地
点
で
あ
る
。

　
九
時
か
ら
の
神
事
に
先
立
っ
て
、
拝
殿
で
社
人
三
人
に
よ
り
前
祓
い
の
祓
詞
の

奏
上
が
約
二
〇
分
行
わ
れ
る
。
八
乙
女
も
同
席
す
る
。
終
了
後
、
神
職
が
登
壇
し

神
事
と
な
る
。
そ
し
て
祭
場
の
神
籬
も
祓
い
清
め
る
。
神
事
中
の
祝
詞
奏
上
後
、

「
八
乙
女
の
舞
」
の
神
楽
を
奏
上
す
る
。
八
乙
女
は
こ
の
時
は
四
人
が
参
加
し
た
。

一
番
神
前
に
座
る
八
乙
女
の
一
人
が
太
鼓
を
叩
き
、
後
ろ
に
二
人
が
鉦
を
打
ち
鳴

ら
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
一
人
が
鈴
を
振
り
鳴
ら
し
な
が
ら
右
に
三
回
旋
回
す

る
舞
で
あ
る
。
参
加
人
数
に
よ
っ
て
、
舞
手
や
鉦
の
人
数
が
増
え
る
こ
と
も
あ
る
。

八
乙
女
の
舞
に
つ
い
て
詳
細
は
「
神
幸
祭
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
年
間
の
大
祭
の

と
き
に
は
、
必
ず
舞
を
奏
上
す
る
。
そ
の
後
今
宮
社
で
も
神
事
を
行
う
。

　
一
〇
時
二
〇
分
神
事
終
了
後
、
楼
門
の
手
前
に
あ
る
石
橋
の
太
鼓
橋
の
手
前
で
、

宮
司
が
社
人
よ
り
種
籾
を
受
け
取
っ
て
石
橋
に
あ
が
り
、
ま
ず
正
面
参
道
方
向
の

南
に
向
か
い
三
度
種
籾
を
蒔
く
。
続
い
て
西
方
向
と
時
計
回
り
に
四
方
向
に
種
籾

を
蒔
く
。
山
誉
種
蒔
漁
猟
祭
の
「
種
蒔
き
」
で
、
四
月
の
み
行
う
（
写
真
一
）。

　
続
い
て
、
境
内
で
「
山
誉
漁
猟
祭
」
と
な
る
。
ま
ず
「
山
誉
め
」
で
あ
る
。
拝

殿
下
の
境
内
の
斎
庭
に
コ
モ
が
敷
か
れ
祭
場
と
な
る
。
そ
の
前
の
拝
殿
か
ら
階
段

を
下
り
た
と
こ
ろ
で
、拝
殿
の
中
央
部
分
の
延
長
線
上
に
、山
で
採
っ
た
約
二
メ
ー

ト
ル
の
椎
の
木
を
盛
砂
で
支
え
て
固
定
す
る
。「
神
籬
」
で
あ
る
。

　
志
賀
海
神
社
の
背
後
に
位
置
す
る
志
賀
三
山
の
勝
山
・
衣
笠
山
・
御
笠
山
を
誉

め
る
。
社
人
が
神
職
の
見
守
る
前
で
祭
を
行
う
。

　
ま
ず
社
人
の
「
大
宮
司
一
良
」
が
神
籬
か
ら
一
枝
手
折
り
、
そ
の
枝
で
三
山
を

祓
う
（
写
真
二
）。
正
面
に
構
え
た
後
、

右
方
か
ら
左
方
、
上
方
と
円
を
描
く
よ

う
に
三
回
廻
す
。
こ
れ
を
神
籬
に
向
か

い
正
面
の
勝
山
、
右
手
の
衣
笠
山
、
左

手
の
御
笠
山
と
三
方
向
で
行
う
。
枝
を

次
の
社
人
「
禰
宜
一
良
」
に
渡
し
、
同

じ
所
作
を
す
る
。「
別
当
一
良
」
も
同
様

で
あ
る
。

　
次
い
で
、
社
人
「
大
宮
司
一
良
」
が

白
扇
を
開
い
て
右
手
に
持
ち
、
正
面
で

打
ち
合
わ
せ
る
「
礼
拝
」
を
す
る
。
こ

れ
を
三
回
繰
り
返
し
、
正
面
、
右
手
、

左
手
と
三
方
向
で
行
う
。
次
の
社
人「
禰

宜
一
良
」
に
渡
し
、
同
じ
所
作
を
す
る
。

写
真
一
　
種
蒔
き



162

「
別
当
一
良
」
も
同
様
で
あ
る
。
扇
を
合
わ
せ
る
動
き
に
合
わ
せ
て
、
後
方
で
楽

屋
の
社
人
が
拍
子
木
を
鳴
ら
す
（
写
真
三
）。

　
次
に
扇
を
襟
の
後
ろ
に
挿
し
た
社
人
「
別
当
一
良
」
が
笏
を
正
面
に
構
え
、「
あ

あ
ら
、
よ
い
山
、
繁
っ
た
山
」
と
正
面
、
右
手
、
左
手
と
三
山
を
誉
め
る
。
そ
の

後
正
面
を
向
い
て
笏
を
構
え
、「
あ
ら
ぶ
れ
る
　
正ま

さ

木き

の
か
ず
ら
　
い
ろ
ま
さ
る

　
こ
の
こ
ま
に
水
を
か
い
　
は
み
を
あ
た
え
よ
」
と
い
う
。

　
次
い
で
山
の
猟
に
関
す
る
掛
け
合
い
で
あ
る
。
社
人
二
人
が
右
手
に
杖
、
左
手

に
犬
の
綱
を
持
っ
て
神
籬
前
に
並
ぶ
。
古
く
は
、
犬
役
の
子
が
登
場
し
て
い
た
。

向
か
っ
て
左
の
社
人
の
「
一
良
」
が
、「
山
は
深
し
　
木
の
葉
は
繁
る
　
や
ま
び
こ

の
声
か
　
鹿か

の
声
か
　
聞
き
分
け
た
り
と
も
　
覚
え
申
さ
ず
」
と
言
う
。
す
る
と

も
う
一
人
の
社
人「
二
良
」が
、「
一
の
禰
宜
殿
に
は
　
七
日
七
夜
の
御
祭
　
ご
し
ゅ

に
食
べ
酔
い
　
ふ
せ
っ
て
候
」「
五
尺
の
鹿
　
七
か
し
ら
八
か
し
ら
　
ま
ぶ
し
の

前
を
通
る
鹿
　
何
と
な
さ
る
」
と
言
う
。
す
る
と
、最
初
の
社
人
「
一
良
」
が
「
そ

の
時
は
　
志
賀
三
社
　
志
賀
明
神
の
御
力
を
も
っ
て
　
一
匹
た
り
と
も
　
逃
し
は

せ
ぬ
」
と
答
え
る
。
そ
し
て
神
籬
の
下
の
盛
土
に
向
か
っ
て
矢
を
射
る
。
鹿
を
射

て
い
る
の
だ
。「
え
ー
い
っ
」
と
の
掛
け
声
で
勢
い
よ
く
、
二
本
の
矢
を
用
い
て
、

一
人
で
三
度
矢
を
射
る
。
神
籬
の
盛
土
に
は
、
二
本
の
矢
が
刺
さ
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
漁
の
部
分
で
あ
る
。
コ
モ
の
後
方
に
い
た
社
人
三
人
が
、
右
、
正
面
、

左
と
三
方
向
に
外
に
向
か
っ
て
座
る
。
後
ろ
手
に
藁
で
作
っ
た
鰭
を
両
手
で
持
っ

て
パ
タ
パ
タ
と
左
右
に
動
か
し
、
鯛
を
表
現
す
る
。
そ
の
前
で
二
人
の
社
人
「
禰

宜
二
良
」「
別
当
一
良
」
は
、
足
の
親
指
に
綱
を
か
け
て
櫓
を
起
こ
し
、
対
面
し

て
立
っ
て
櫓
を
漕
ぐ
。
社
人
「
禰
宜
二
良
」
が
「
君
が
代
は
　
千
代
に
八
千
代
に

　
さ
ざ
れ
石
の
　
い
わ
お
と
な
り
て
　
苔
の
む
す
ま
で
　
あ
れ
は
や
あ
れ
こ
そ
は

　
わ
が
君
の
御
舟
か
や
　
う
つ
ろ
う
が
ぜ
　
み
が
い
に
命
　
千せ

ん

歳ざ
い

と
い
う
　
花
こ

そ
咲
い
た
る
　
沖
の
お
ん
づ
の
潮し

お

早は
や

に
は
え
た
ら
ぬ
　
つ
る
お
に
く
わ
ざ
ら
ぬ
　

む
れ
ん
だ
い
む
れ
ん
だ
い
」
と
い
う
と
、
社
人
「
別
当
一
良
」
が
「
志
賀
の
浜
　

長
き
を
見
れ
ば
　
い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん
　
香
椎
路
に
向
い
た
る
　
あ
の
吹
上
の
浜
　

千
代
に
八
千
代
ま
で
　
今
宵
夜
半
に
つ
き
給
う
　
御
舟
こ
そ
　
た
が
御
舟
に
て
あ

り
け
る
よ
　
あ
れ
は
や
あ
れ
こ
そ
は
　
阿
曇
の
君
の
め
し
給
う
　
御
舟
な
り
け
る

よ
　
い
る
か
や
　
い
る
か
潮
早
の
い
る
か
　
磯
良
が
崎
に
　
鯛
釣
る
翁
」
と
い
う
。

そ
し
て
社
人
「
禰
宜
二
良
」
が
「
い
く
せ
で
釣
る
」、
社
人
「
別
当
一
良
」
が
「
よ

せ
て
ぞ
釣
る
」
と
、
こ
の
掛
け
合
い
を
三
度
繰
り
返
し
て
終
わ
る
（
巻
頭
図
版
・

写
真
四
）。

　
昔
は
、
山
誉
め
か
ら
漁
、
最
後
に
狩

の
所
作
の
順
で
あ
っ
た
。
詞
唱
も
少
し

ず
つ
変
化
し
て
い
る
。

　
両
年
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
の
た
め
直
会
は
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
が
、「
鰆
ご
は
ん
」
を
配

布
し
た
。
直
会
に
は
通
例
、
鰆
の
炊
き

込
み
ご
飯
の
「
鰆
ご
は
ん
」
の
ほ
か
、

ワ
カ
メ
や
赤
魚
の
汁
も
の
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ダ
イ
コ
ン
の
味
噌
和
え
の
「
ヌ
タ
ア
エ
」

を
用
意
す
る
。

（
𠮷𠮷
𠮷
　
扶
希
子
）

写
真
三
　
礼
拝

写
真
四
　
漁
の
部
分

写
真
二
　
枝
で
山
を
祓
う
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一
六
　
沖お

き
詣ま

い
り
海か

い
じ
ん
さ
い

神
祭

【
テ
ー
マ
】
一
六
「
自
然
現
象
に
対
す
る
祈
願
」

【
別
名
】

　
沖
詣
り
　
オ
キ
メ
ー
リ
と
も
発
音
し
て
い
た
（
石
橋
　
一
九
八
〇
　
一
七
七
）。

【
地
域
の
概
要
】

　
大
川
市
は
福
岡
県
の
南
西
部
、
佐
賀
県
と
福
岡
県
の
県
境
に
位
置
す
る
面
積

三
三
・
六
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
る
。
北
は
佐
賀
県
神か
ん

埼ざ
き

市し

と
久
留
米

市
、
西
は
佐
賀
県
佐
賀
市
、
東
は
三
潴
郡
大
木
町
、
南
は
柳
川
市
に
接
し
て
い
る
。

筑
後
川
の
下
流
に
位
置
す
る
地
域
で
あ
る
。

　
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
に
三
潴
郡
大
川
町
、
三み
つ

又ま
た

、
木き

室む
ろ

、
田た

口ぐ
ち

、
川か

わ

口ぐ
ち

、
大お

お

野の

島し
ま

の
五
村
が
合
併
し
て
大
川
市
と
な
っ
た
。
市
内
に
は
国
道
二
〇
八
号
、

三
八
五
号
、
四
四
二
号
が
通
っ
て
お
り
、
対
岸
と
橋
で
結
ば
れ
て
い
る
が
、
架
橋

以
前
は
渡
船
で
結
ば
れ
て
い
た
（
大
川
市
教
育
委
員
会
編
　
二
〇
〇
二
　
一
）。

　
風ふ
う

浪ろ
う

宮ぐ
う

が
鎮
座
す
る
大
川
市
酒さ

け

見み

は
、
近
世
に
は
三
潴
郡
北
酒
見
村
と
南
酒
見

村
に
分
か
れ
て
お
り
、
久
留
米
藩
領
で
あ
っ
た
。
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
合

併
し
て
酒
見
村
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
合
併
し
て
大
川
町
が
誕
生
し
た

時
に
大
字
酒
見
と
な
っ
た
（
大
川
市
教
育
委
員
会
編
　
二
〇
〇
二
　
七
五
）。
大

正
橋
か
ら
北
を
南
酒
見
・
北
酒
見
、
南
を
中
原
と
呼
ん
で
い
た
。
南
酒
見
は
現
在
、

宮
内
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
に
火
清
鳴
弦
御
祈
祷
と
沖
詣
り
海
神
祭
の
調
査
を

行
い
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
に
宮
内
の
大
御
幣
製
作
の
調
査
を
行
っ
た

が
、
そ
の
最
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
た
た
め
、
令
和
五

（
二
〇
二
三
）
年
に
北
酒
見
、宮
乙
名
、大
祭
に
関
連
す
る
行
事
の
調
査
を
行
っ
た
。

な
お
、
宮
乙
女
に
関
し
て
は
、
宮
乙
女
が
二
〇
年
程
前
か
ら
記
録
し
て
き
た
『
風

浪
宮
宮
乙
女
名
歳
時
記
』
と
あ
わ
せ
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
花は
な

宗む
ね

川が
わ

、
筑
後
川
河
口
、
有
明
海

【
実
施
時
期
】
旧
暦
四
月
一
日

【
伝
承
組
織
】

　
風
浪
宮
宮
司
、
神
職
、
宮
乙
名
、
氏
子
総
代
、
役
員
、
大
川
漁
協
連
絡
協
議
会

関
係
者
で
あ
る
。
宮
総
代
は
各
町
内
（
一
三
町
内
）
に
一
人
ず
つ
い
る
。
船
は
大

川
漁
協
の
関
係
者
が
出
し
て
い
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
風
浪
宮
は
大
川
市
大
字
酒
見
に
あ
り
、「
お
ふ
ろ
う
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

社
伝
に
よ
る
と
、
神
功
皇
后
は
三
韓
親
征
の
帰
途
、
船
を
葦
原
の
津
（
榎
津
）
に

寄
せ
た
時
に
、
船
の
辺
り
よ
り
白
鷺
が
艮
（
北
東
）
の
方
へ
飛
ん
で
行
き
、
皇
后

は
磯
良
丸
に
鷺
の
留
ま
る
所
を
見
る
よ
う
に
言
っ
た
。
こ
の
場
所
を
「
鷺
見
」
と

言
い
、
後
に
「
酒
見
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
神
功
皇
后
は
武
内
宿
禰

に
こ
の
場
所
に
少
童
命
を
祀
る
よ
う
に
命
じ
、
仮
の
宮
を
建
て
て
少
童
命
を
祭
ら

せ
、
磯
良
丸
を
神
主
と
定
め
た
。
こ
の
宮
を
年
塚
宮
と
言
う
。
行
幸
し
た
所
を
大

后
の
宮
（
現
在
は
皇
后
社
（
宮
）、
オ
ゴ
ド
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
と
言
い
北
酒

見
に
あ
る
。
こ
の
日
は
一
二
月
二
九
日
だ
っ
た
。
後
に
磯
良
丸
は
皇
后
の
命
を
受

け
、
鷺
が
留
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
社
殿
を
新
築
し
、
年
塚
の
宮
よ
り
遷
座
し
た
の
が
、

現
在
の
風
浪
宮
で
あ
る
。
磯
良
丸
は
常
陸
国
の
人
で
、
皇
后
の
船
頭
で
あ
っ
た
と

い
う
（
福
岡
縣
三
潴
郡
役
所
編
　
一
九
二
五
　
二
六
九
―
二
七
〇
）。
福
岡
県
指

定
天
然
記
念
物
の
「
白
鷺
の
樟
」
が
本
殿
の
そ
ば
に
建
っ
て
い
る
が
、
こ
の
樟
は

鷺
の
止
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（『
風
浪
宮
宮
乙
名
由
來
記
』）。

　
風
浪
宮
の
祭
礼
に
携
わ
っ
て
き
た
の
が
「
宮
乙
名
」
で
あ
る
。
宮
乙
名
が
伝
え

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
風
浪
宮
宮
乙
名
と
は
仲
哀
天
皇
九
年
一
〇
月
神
功
皇
后

三
韓
征
伐
の
砌
り
奉
仕
し
た
艦
師
の
子
孫
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
時
全
国
か
ら

集
め
ら
れ
た
船
、
三
千
余
艘
を
指
揮
し
た
の
が
阿
曇
磯
良
麿
で
あ
り
、
現
宮
司
阿

曇
氏
の
祖
で
あ
る
。
阿
曇
氏
の
同
族
か
配
下
と
し
て
奉
仕
し
た
の
が
、
宮
乙
名
の

先
祖
で
あ
る
。
磯
良
丸
、
六
浪
丸
、
古
賀
丸
、
與
賀
丸
、
石
橋
丸
、
徳
丸
と
い
っ

た
船
の
名
前
が
残
さ
れ
て
お
り
、
磯
良
丸
は
現
宮
司
阿
曇
氏
で
、
他
の
五
艘
が
宮

乙
名
の
船
名
で
あ
る
。
五
艘
の
う
ち
、
六
浪
丸
と
與
加
丸
が
二
軒
あ
る
の
で
七
軒



164

が
宮
乙
名
で
あ
る
。
神
功
皇
后
帰
途
の
際
、
磯
良
丸
以
下
六
艘
が
選
ば
れ
て
、
榎

津
の
浜
ま
で
お
供
し
た
と
さ
れ
る
。
社
地
を
定
め
た
時
、
磯
良
丸
以
下
八
名
は
神

官
と
し
て
奉
仕
し
た
が
、
経
費
等
の
問
題
が
あ
っ
て
か
七
名
は
宮
乙
名
と
し
て
、

日
常
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
業
に
就
き
、注
連
卸
祭
や
御
神
幸
祭
、海
神
祭
（
沖
詣
り
）、

御
田
植
祭
に
は
必
ず
招
集
参
列
し
、
一
七
五
九
年
後
の
今
日
ま
で
榎
津
に
居
住
し

て
奉
仕
し
て
き
た
と
い
う
。
田
中
吉
政
の
時
代
、
燈
明
田
と
し
て
五
町
三
反
歩
を

寄
進
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
八
反
三
畝
が
宮
乙
名
の
座
田
で
あ
り
、
そ
の
収
入
に
よ

り
座
祭
り
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
風
浪
宮
の
大
祭
の
時
に
は
、
宮
乙
名

は
裃
着
用
帯
刀
し
、
藩
主
の
名
代
よ
り
も
上
座
に
着
席
を
許
さ
れ
奉
仕
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
（『
風
浪
宮
宮
乙
名
由
來
記
』）。

　『
寛
文
十
年
久
留
米
藩
社
方
開
基
』
の
風
浪
宮
に
関
す
る
部
分
に
、
榎
津
に
「
地

役
之
も
の
」
と
伝
え
ら
れ
る
五
人
の
長
が
お
り
、
風
浪
宮
の
社
役
を
勤
め
て
き

た
と
あ
り
（
古
賀
正
美
解
読
、
古
賀
幸
雄
編
集
校
訂
　
一
九
八
一
　
一
四
八
―

一
四
九
）、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
の
『
福
岡
縣
三
潴
郡
誌
』
に
は
、「
地
役

之
も
の
」
が
今
で
は
「
宮
乙
名
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
福
岡

縣
三
潴
郡
役
所
編
　
一
九
二
五
　
二
七
二
）。
宮
乙
名
は
世
襲
に
よ
り
引
き
継
が

れ
て
き
た
が
、
都
合
に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
親
族
や
宮
乙

名
を
理
解
し
、
数
々
の
行
事
に
奉
仕
で
き
る
家
が
受
け
継
い
で
い
る
。
現
在
は
四

軒
で
、
一
軒
は
後
継
者
を
思
案
し
て
い
る
と
い
い
、
三
軒
が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
沖
詣
り
海
神
祭
は
海
の
神
を
祀
る
祭
り
で
、
航
海
安
全
、
豊
漁
祈
願
を
す
る
。

風
浪
宮
本
殿
よ
り
大
御
幣
を
海
に
持
っ
て
出
て
、
持
ち
帰
る
の
が
目
的
と
さ
れ
て

い
る
。
宮
乙
名
の
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
生
ま
れ
の
父
親
は
、
戦
時
中
も
沖

詣
り
を
し
て
い
た
と
言
い
、
昔
は
船
に
エ
ン
ジ
ン
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

手
漕
ぎ
で
行
っ
た
と
い
う
。
新
造
船
が
あ
れ
ば
御
座
船
と
す
る
。
か
つ
て
は
、
男

性
だ
け
で
沖
詣
り
を
し
た
と
い
う
。

【
実
施
内
容
】

一
　
火ひ

清き

鳴め

弦ん

御ご

祈き

祷と
う

　
風
浪
宮
で
は
蟇
目
神
事
の
こ
と
を
「
火
清
鳴
弦
御
祈
祷
」
と
表
記
し
、
呼
び
習

わ
し
て
い
る
。
風
浪
宮
で
は
沖
詣
り
海
神
祭
の
前
に
、
地
域
を
清
め
て
邪
気
を
退

散
す
る
重
要
な
神
事
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
火
清
」
は
氏
子
や
崇
敬

者
の
身
体
を
魂
か
ら
清
め
家
々
の
竈
の
不
浄
を
祓
う
こ
と
、「
鳴
弦
」
は
弓
の
弦

を
弾
く
音
の
法
力
で
悪
魔
を
祓
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
祈
祷
は
三
日
間
に
わ

た
っ
て
複
数
回
行
わ
れ
、令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
は
、四
月
二
三
日
～
二
四
日
は
、

八
時
、一
四
時
、一
八
時
の
三
回
、二
五
日
は
八
時
、一
四
時
に
行
わ
れ
結
願
と
な
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
二
五
日
一
四
時
の
最
終
回
の
様
子
を
述
べ
る
。

　
昇
殿
し
て
祈
祷
を
受
け
る
氏
子
総
代
ら
と
、
社
殿
の
前
に
座
っ
て
祈
祷
を
受
け

る
人
た
ち
が
い
る
。
か
つ
て
は
昆
布
売
り
の
店
が
出
た
と
い
う
が
（
大
川
市
教
育

委
員
会
編
　
二
〇
〇
二
　
一
〇
九
）、
現
在
は
神
社
が
社
殿
の
前
で
販
売
し
て
い

る
。昆
布
で
あ
る
理
由
は
、昆
布
は
海
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。祈
祷
で
は
、

折
り
畳
ん
だ
昆
布
を
白
紙
で
包
み
、
そ
れ
を
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
竹
に
挟

ん
だ
も
の
を
持
っ
て
お
祓
い
を
受
け
、
家
に
持
ち
帰
っ
て
か
ら
食
す
。

　
祈
祷
で
は
、
宮
司
ら
に
よ
っ
て
ま
ず
祝
詞
等
が
奏
上
さ
れ
た
後
、
弓
と
矢
を
用

い
て
「
鳴
弦
」
と
「
蟇
目
」
が
修
さ
れ
る
。
宮
司
は
「
邪
気
」
と
い
う
文
字
が
多

数
墨
書
き
さ
れ
た
的
を
鏑
矢
で
射
る
。
こ
の
的
は
神
職
が
心
を
静
め
て
枠
組
み
を

決
め
、
一
気
に
描
い
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
後
、
宮
司
が
昇
殿
者
に
対
し
て
鳴

弦
す
る
が
、
神
職
が
参
拝
者
と
昆
布
を
大
麻
で
祓
う
。
同
様
に
拝
殿
前
の
参
拝
者

に
も
行
う
。

　
終
了
後
、
氏
子
総
代
が
沖
詣
り
海
神
祭
の
相
談
を
す
る
。

二
　
沖
詣
り
海
神
祭

皇
后
社
へ
の
遥
拝

　
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
は
、
五
月
一
一
日
（
旧
四
月
一
日
）
に
沖
詣
り
海
神

祭
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
有
明
海
に
向
か
う
前
に
、
宮
司
ら
が
花
宗
川
を
船
で
遡
上
し
て
、
北
酒

見
の
皇
后
社
（
オ
ゴ
ド
ン
）
に
行
き
、
神
功
皇
后
を
迎
え
る
。

　
下
の
宮
の
鳥
居
前
は
、
道
路
を
挟
ん
で
花
宗
川
が
流
れ
て
い
る
が
、「
風
浪
宮

神
船
御
寄
せ
所
」
と
い
う
立
て
札
が
立
っ
て
お
り
、
竹
が
二
本
立
て
ら
れ
注
連
縄

が
張
ら
れ
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
切
れ
間
か
ら
、
川
に
降
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
八
時
三
〇
分
頃
に
は
、
そ
こ
に
小
さ
な
船
が
一
艘
待
っ
て
い
る
。
船
の
持



165

ち
主
で
あ
る
漁
師
に
よ
れ
ば
、
以
前

は
別
の
漁
師
が
船
を
出
し
て
い
た
が

高
齢
に
な
っ
た
の
で
、
代
わ
り
に
七

～
八
年
前
か
ら
船
を
出
す
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
例
年
、
二
艘
の
船

が
花
宗
川
を
進
ん
で
い
く
。
も
う
一

艘
は
太
鼓
船
で
、
太
鼓
を
叩
き
な
が

ら
進
ん
で
い
く
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
令
和

二
（
二
〇
二
〇
）
年
か
ら
、
一
艘
の

み
と
な
っ
た
。

　
九
時
三
〇
分
頃
に
宮
司
と
神
職
二

名
が
、
大
御
幣
二
本
と
、
大
麻
一
本
を
持
っ
て
乗
船
す
る
と
、
五
分
ほ
ど
で
皇
后

社
の
前
に
着
き
、
船
で
時
計
回
り
に
三
回
ま
わ
る
。
皇
后
社
の
前
の
土
手
に
は
竹

が
立
て
ら
れ
、
注
連
縄
が
張
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
近
く
ま
で
船
で
行
き
遥
拝

す
る
。
こ
の
皇
后
社
が
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
神
功
皇
后
が
葦
原
を
分
け
て
上

陸
し
た
場
所
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
周
辺
に
葦
が
生
え
て
い
る
が
、

片
方
の
葉
だ
け
の
「
片
葉
の
葦
」
の
伝
説
が
語
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
こ
の
祠
を

廃
し
て
風
浪
宮
に
移
し
、
礼
拝
せ
ず
に
船
出
し
た
と
こ
ろ
、
途
中
で
大
し
け
に
遭

い
、
命
か
ら
が
ら
引
き
返
し
、
旧
来
の
作
法
に
基
づ
い
て
船
出
し
、
事
な
き
を
得

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
石
橋
　
一
九
八
〇
　
一
七
七
）。

　
人
が
通
る
橋
の
下
を
行
く
時
は
、
お
祓
い
し
な
が
ら
通
る
。
大
御
幣
を
橋
の
上

か
ら
通
す
こ
と
が
可
能
な
場
所
で
は
、
橋
の
上
で
待
っ
て
い
る
氏
子
の
人
達
に
大

御
幣
を
い
っ
た
ん
渡
し
、
橋
を
く
ぐ
り
終
わ
る
と
、
橋
の
反
対
側
か
ら
大
御
幣
を

受
け
取
っ
て
ま
た
船
を
進
め
る
。
風
浪
宮
の
前
を
過
ぎ
て
、
途
中
の
向
町
水
天
宮

と
榎
津
庄
分
日
吉
神
社
で
は
船
上
か
ら
遥
拝
し
（
写
真
一
）、
そ
の
ま
ま
花
宗
川

を
下
っ
て
筑
後
川
に
入
り
、
大
川
漁
港
に
到
着
し
た
。
以
前
は
宮
乙
名
だ
け
で
は

な
く
、
一
般
の
人
た
ち
も
日
吉
神
社
か
ら
乗
船
し
、
帰
り
は
全
員
こ
こ
で
上
陸
し
、

風
浪
宮
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
神
功
皇
后
が
着
船
し
た
と
い
う

伝
説
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
（
大
川
市
教
育
委
員
会
編
　
二
〇
〇
二
　
一
三
一
）。

三
段
浮
か
し
の
製
作
と
海
神
へ
の
供
え
も
の

　
大
川
漁
港
で
船
を
乗
り
換
え
、
三
隻
の
船
で
有
明
海
に
出
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
以
前
は
、
氏
子
・
崇
敬
者
も
乗
船
し
、
全
部
で
五
～
六
隻
、

四
〇
人
程
度
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
宮
司
と
宮
乙
名
は
「
御
座
船
」
に
乗
船
す
る
。
紋
付
袴
の
宮
乙
名
四
名
が
乗
船

し
た
。
こ
の
船
は
磯
良
丸
船
で
先
頭
に
は
、「
磯
良
丸
」
の
旗
一
本
、
五
色
の
吹

き
流
し
一
本
と
、
大
御
幣
を
一
本
ず
つ
船
の
左
右
に
括
り
付
け
て
、
注
連
縄
を
張

る
。
二
号
船
は
「
與
賀
丸
」
の
旗
と
五
色
の
吹
き
流
し
を
つ
け
、
氏
子
総
代
や
役

員
が
乗
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
時
は
、
会
長
、
副
会
長
、
総
代
の
五
名
で
あ
っ
た
。

三
号
船
は「
六
浪
丸
」の
旗
と
五
色
の
吹
き
流
し
で
あ
り
、神
職
二
名
が
乗
船
し
た
。

座
元
の
家
の
旗
を
つ
け
る
。
御
座
船
を
ほ
か
の
船
が
追
い
抜
か
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
一
時
頃
に
出
航
し
て
新
田
大
橋
の
下
を
過
ぎ
る
と
宮
乙
名
が
手
を
洗
い
御
神

酒
を
い
た
だ
き
、三
段
浮
か
し
を
二
つ
製
作
し
始
め
る
。
三
段
浮
か
し
は
海
神
（
少

童
命
）
へ
の
供
え
物
で
あ
る
御
神
酒

と
お
御
供
さ
ん
を
載
せ
て
流
す
た
め

の
も
の
で
あ
る
（
写
真
二
）。
ま
ず
、

手
で
握
れ
る
位
の
量
の
藁
を
取
り
、

そ
れ
を
藁
で
結
わ
え
て
束
に
し
た
も

の
を
長
く
繋
げ
て
輪
を
作
り
、
さ
ら

に
藁
を
繋
げ
て
そ
の
上
に
輪
を
作
り

な
が
ら
一
つ
目
の
輪
と
結
わ
え
、
も

う
一
つ
輪
を
作
っ
て
、
二
段
、
三
段

と
重
ね
る
。
輪
の
中
に
も
藁
を
入
れ

込
む
。
次
に
百
田
紙
を
敷
き
、
竹
筒

三
本
と
御
幣
三
本
を
交
互
に
藁
に
さ

し
て
、
麻
緒
で
竹
筒
と
御
幣
を
結
び
、

竹
筒
に
は
御
神
酒
を
入
れ
る
。
そ
れ

か
ら
中
心
に
土
器
を
三
つ
載
せ
て
、

お
御
供
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ

写
真
一
　
榎
津
庄
分
日
吉
神
社
へ
の
遥
拝

写
真
二
　
御
座
船
と
三
段
浮
か
し
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盛
り
付
け
る
。
お
御
供
さ
ん
は
米
を
一
升
炊
い
て
か
ら
円
錐
状
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
通
常
は
白
米
で
作
る
が
、
海
神
祭
の
時
は
、
宮
乙
名
が
小
豆
御
飯
を
炊
い
て

全
部
で
一
五
個
作
っ
て
く
る
。
完
成
し
て
か
ら
再
度
御
神
酒
を
頂
く
。
一
二
時
前

に
宮
乙
名
が
船
か
ら
流
す
が
、
他
の
船
の
者
も
一
緒
に
お
参
り
す
る
。

干
潟
の
祭
壇
と
神
事

　
そ
の
ま
ま
祭
場
と
な
る
場
所
に
船
を
進
め
て
停
泊
し
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら
海

水
が
引
く
の
を
待
つ
。
一
四
時
二
〇
分
頃
、
大
人
の
膝
位
ま
で
海
水
が
あ
る
が
、

氏
子
総
代
た
ち
が
依
り
代
に
使
う
樫
の
木
や
笹
や
道
具
等
を
担
い
で
船
を
下
り

る
。
漁
業
者
た
ち
も
慣
れ
た
様
子
で
設
置
を
手
伝
う
。
祭
壇
は
北
の
方
に
向
か
っ

て
、
す
な
わ
ち
風
浪
宮
の
方
を
向
い
て
置
か
れ
る
。
笹
を
四
本
立
て
て
注
連
縄
を

め
ぐ
ら
せ
、
中
心
に
樫
の
木
を
立
て
る
。
笹
の
両
側
に
一
本
ず
つ
大
御
幣
を
立
て

る
。
そ
の
前
に
祭
壇
を
置
く
。
供
物
と
し
て
、
お
御
供
さ
ん
九
個
、
調
理
し
た
グ

チ
を
二
匹
必
ず
お
供
え
す
る
。
グ
チ
は
帰
り
の
船
で
食
べ
る
。「
グ
チ
を
食
べ
て
、

愚
痴
を
飲
み
込
ん
で
帰
る
」と
い
う
。

他
は
酒
、
ナ
ス
、
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
サ

ツ
マ
イ
モ
と
い
っ
た
野
菜
と
、
ミ
カ

ン
、
リ
ン
ゴ
等
の
果
物
、
と
ろ
ろ
昆

布
、
い
り
こ
で
あ
る
。
ま
た
、
昔
は

し
て
い
な
か
っ
た
が
海
苔
を
専
門
と

す
る
漁
業
者
も
い
る
た
め
、
の
り
網

を
設
置
し
、豊
作
を
祈
願
し
て
い
る
。

　
一
五
時
三
〇
分
頃
か
ら
神
事
が
行

わ
れ
る
（
写
真
三
）。
神
事
を
終
え

る
と
、
お
御
供
さ
ん
を
参
列
者
で
い

た
だ
く
。
海
産
物
を
採
っ
た
り
す

る
が
、
す
ぐ
に
潮
が
満
ち
て
き
て
、

一
六
時
に
は
乗
船
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

写
真
三
　
海
神
祭

流
行
す
る
前
は
、
お
謡
い
を
す
る
船
も
あ
り
、
い
つ
も
は
参
加
者
も
た
く
さ
ん
い

て
賑
や
か
な
祭
り
で
あ
る
と
い
う
。
他
に
も
潮
干
狩
り
を
し
て
い
る
船
も
あ
る
。

遊
覧
船
が
出
て
神
事
を
見
学
す
る
人
も
い
る
。

　
一
八
時
三
〇
分
頃
に
漁
港
に
到
着
す
る
と
、
宮
司
と
神
職
、
宮
乙
名
は
風
浪
宮

本
殿
に
大
御
幣
を
入
れ
、
神
事
が
行
わ
れ
た
。

　
宮
司
が
子
ど
も
の
頃
は
、
沖
詣
り
の
日
は
小
学
校
を
欠
席
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

沖
詣
り
の
帰
り
は
、
漁
港
で
船
を
乗
り
換
え
て
、
潮
が
満
ち
る
の
を
待
っ
て
、
日

吉
神
社
ま
で
行
き
、
そ
こ
に
青
年
団
が
提
灯
を
持
っ
て
待
っ
て
い
た
の
で
、
風
浪

宮
ま
で
歩
い
て
行
列
し
て
帰
る
と
、
二
一
時
頃
に
な
っ
た
と
い
う
。

三
　
大
祭
の
準
備
と
大
御
幣
作
り

　
大
御
幣
（
大
御
幣
さ
ん
）
は
、
毎
年
、
大
祭
に
合
わ
せ
て
北
酒
見
・
宮
内
・
宮

乙
名
そ
れ
ぞ
れ
の
座
祭
り
の
際
に
製
作
さ
れ
る
。
出
来
上
が
っ
た
大
御
幣
は
大
祭

で
担
が
れ
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
大
御
幣
の
古
い
も
の
を
一
部
外
し
、
新
し
い
も
の

を
足
し
て
沖
詣
り
海
神
祭
に
持
っ
て
い
く
。

　
大
祭
は
旧
暦
の
一
二
月
二
九
日
で
あ
っ
た
が
、
風
浪
宮
の
祭
り
で
串
柿
や
ミ
カ

ン
な
ど
の
正
月
飾
り
を
購
入
す
る
と
正
月
の
準
備
に
間
に
合
わ
な
い
か
ら
と
旧
暦

一
一
月
二
九
日
に
変
更
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
旧
暦
で
あ
る
と
毎
年
期

日
が
異
な
り
不
都
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
月
二
九
日
に
変
更
に
な
っ
た
が
（
大

川
市
教
育
委
員
会
編
　
二
〇
〇
二
　
九
五
）、
仕
事
が
休
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

さ
ら
に
現
在
の
二
月
九
日
か
ら
三
日
間
と
な
っ
た
。
一
月
二
九
日
と
な
っ
た
の
は
、

昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
か
ら
だ
と
い
う
（
福
岡
放
送
局
郷
土
資
料
調
査
委
員

編
　
一
九
五
六
　
一
二
）。

　
以
下
で
は
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
大
祭
と
そ
れ
に
向
け
た
準
備
・
諸
行

事
に
つ
い
て
述
べ
る
。

【
一
月
一
五
日
】　
口
あ
け
祭

　
宮
乙
名
の
座
元
の
家
の
床
の
間
に
風
浪
宮
の
掛
軸
を
か
け
て
遥
拝
し
、
お
供
え

は
特
上
酒
、
塩
、
米
、
い
り
こ
等
で
あ
る
。
新
酒
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
祭
の

話
し
合
い
を
す
る
。
宮
乙
名
の
み
で
行
う
。
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【
一
月
二
八
日
】
北
酒
見
の
大
御
幣
作
り
（
写
真
四
）

　
北
酒
見
は
一
六
組
あ
る
の
で
、
一
六
年
に
一
回
、
座
元
が
回
っ
て
く
る
。
御
幣

作
り
と
、
大
祭
時
に
御
幣
を
担
ぐ
役
割
が
あ
る
。
座
元
は
年
の
順
等
、
そ
の
時
に

話
し
合
っ
て
決
め
て
い
る
。
戦
前
は
土
地
の
有
力
者
が
受
け
て
い
た
と
い
う
（
大

川
市
教
育
委
員
会
編
　
二
〇
〇
二
　
九
八
）。

　
座
元
の
家
や
公
民
館
の
玄
関
に
竹
を
立
て
て
注
連
縄
を
張
る
。
一
四
時
頃
、
宮

司
と
神
職
が
座
元
宅
を
訪
問
し
て
、
二
時
間
近
く
か
け
て
大
御
幣
を
作
る
。
床
の

間
に
風
浪
神
社
の
掛
軸
を
か
け
、
ニ
ガ
マ
竹
・
百
田
紙
・
麻
緒
を
用
意
し
て
お
く
。

ま
た
、米
一
合
五
勺
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た
も
の
を
二
つ
用
意
す
る
。
竹
は
ま
っ

す
ぐ
で
長
い
も
の
を
選
ぶ
。
宮
司
が
御
幣
を
切
っ
て
、
神
職
が
ニ
ガ
マ
竹
を
整
え

て
か
ら
切
れ
込
み
を
入
れ
、
御
幣
を
挟
み
込
む
。
百
田
紙
は
一
〇
枚
重
ね
る
。
米

は
百
田
紙
で
包
ん
で
竹
を
中
心
に
し
て
麻
緒
で
結
ぶ
。
御
幣
が
で
き
あ
が
る
と
、

宮
司
・
神
職
と
座
元
、
宮
総
代
の
四
名
で
、
で
き
あ
が
っ
た
御
幣
を
組
み
立
て
て

大
御
幣
に
す
る
。
ま
ず
、
折
っ
た
百
田
紙
を
縦
に
挟
ん
だ
竹
を
二
四
本
ま
と
め
て

麻
緒
で
縛
る
。
そ
の
中
心
に
御
幣
を
挿
す
。
さ
ら
に
そ
の
周
り
に
百
田
紙
を
横
に

挟
ん
だ
御
幣
を
八
本
、
紙
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
配
置
し
麻
緒
で
縛
る
。
さ
ら

に
四
本
の
御
幣
を
合
わ
せ
麻
緒
で
縛
る
。ま
た
、四
本
御
幣
を
加
え
る
。そ
れ
か
ら
、

竹
に
包
む
よ
う
に
百
田
紙
を
巻
く
。
竹
の
下
の
方
に
、
米
を
百
田
紙
で
包
ん
だ
も

の
を
つ
け
る
。
そ
れ
か
ら
御
幣
の
和
紙
を
開
く
。
最
後
に
八
乙
女
が
持
つ
二
本
の

御
幣
を
取
り
付
け
る
が
、
こ
れ
は
大
祭
当
日
、
宮
乙
名
が
取
り
外
す
。
床
の
間
に

移
動
さ
せ
拝
む
。

【
一
月
二
九
日
】

①
鳥
居
に
注
連
縄
を
張
る

　
九
時
頃
か
ら
宮
内
の
人
達

が
鳥
居
に
竹
を
立
て
て
注
連

縄
を
張
る
。
以
前
は
注
連
縄

は
宮
内
が
綯
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
大
木
町
の
人
に
お
願

い
し
て
作
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
ま
た
、
竹
は
以
前
は
宮
内
と
北
酒
見
で
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
用
意
し
、
八

女
市
黒
木
町
ま
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
採
り
に
行
っ
て
い
た
の
で
、
大
変
な
作
業
で

あ
っ
た
。
拝
殿
の
注
連
縄
は
北
酒
見
が
担
当
し
、
一
二
月
に
か
け
る
。

②
裸
ん
行
の
準
備

　
九
時
頃
か
ら
、
風
浪
宮
絵
馬
殿
に
て
樽
神
輿
と
松
明
を
製
作
し
た
。
参
加
団
体

は
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）、
大
川
商
工
会
議
所
青
年
部
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）、
有
志
の
会
の

三
団
体
で
あ
る
た
め
、
神
輿
は
三
つ
製
作
し
た
。
松
明
は
各
自
持
ち
帰
っ
て
作
っ

て
も
よ
い
し
、
風
浪
宮
で
作
っ
て
も
よ
い
。
松
明
は
竹
に
木
の
枝
を
挿
し
こ
ん
で

白
布
又
は
赤
布
を
巻
き
付
け
、
そ
の
後
ワ
イ
ヤ
ー
で
補
強
し
て
製
作
す
る
。
樽
は
、

酒
樽
に
竹
四
本
を
縄
で
括
っ
て
製
作
す
る
。
元
々
は
風
浪
宮
本
殿
に
置
か
れ
て
い

た
樽
を
使
用
し
て
い
た
が
、
現
在
は
酒
屋
か
ら
酒
樽
を
入
手
し
て
い
る
。
竹
は
竹

林
の
所
有
者
か
ら
入
手
す
る
。

　
松
明
と
神
輿
製
作
後
に
、
日
吉
神
社
（
大
川
市
榎
津
）
で
一
〇
時
か
ら
お
潮
井

と
り
が
実
施
さ
れ
た
。
神
事
は
風
浪
宮
宮
司
が
取
り
仕
切
る
。
一
礼
の
ち
修
祓
、

祭
典
・
道
具
祓
い
、
お
祓
い
、
大
祓
詞
奏
上
、
お
潮
井
入
れ
の
箱
を
水
で
祓
う
、

玉
串
奉
奠
で
あ
る
。
お
潮
井
は
砂
で
あ
り
、
風
浪
宮
に
て
事
前
に
準
備
し
て
お
り
、

お
祓
い
を
済
ま
せ
て
い
る
。
砂
は
川
砂
や
山
砂
を
使
用
し
、「
お
潮
井
砂
入
れ
」
か

ら
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
取
り
分
け
て
参
加
者
に
配
布
す
る
。
こ
れ
を
各
自
で
持
ち
帰
っ

て
、
裸
ん
行
の
前
に
、
事
故
が
無
い
よ
う
に
玄
関
で
体
や
足
元
を
お
祓
い
す
る
。

③
北
酒
見
の
座
祭
り

　
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
座
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
床
の
間
に
風
浪
神
社
の
掛
軸
を
か

け
、
前
日
に
作
っ
た
大
御
幣
を
持
っ
て
き
て
置
く
。
祭
壇
に
お
供
え
の
ニ
ン
ジ
ン
、

大
根
、
ゴ
ボ
ウ
、
レ
ン
コ
ン
、
ス
ル
メ
、
イ
リ
コ
と
、
灯
明
、
榊
、
御
幣
を
祭
壇

に
供
え
て
神
事
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
ト
ウ
ワ
タ
シ
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
お

謡
三
番
（
養
老
・
風
浪
）
が
、
座
元
・
総
代
・
神
職
の
順
で
披
露
さ
れ
、
当
番
の

隣
組
と
次
の
当
番
の
隣
組
の
座
元
、
隣
組
長
と
盃
が
交
わ
さ
れ
た
。
直
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た
め
行
わ
れ
ず
、
弁
当
の
持
ち
帰
り
と
な
っ
た
。

④
宮
内
の
大
御
幣
作
り
、
座
祭
り

写
真
四
　
北
酒
見
の
大
御
幣
づ
く
り
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宮
内
の
座
祭
り
は
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
の
内
容
を
取
り
上
げ
る
。
宮
内

の
大
御
幣
作
り
と
座
祭
り
は
一
月
三
〇
日
だ
っ
た
。
宮
内
は
二
〇
組
ま
で
あ
る
が
、

一
三
～
一
四
年
に
一
度
、
組
単
位
で
順
番
が
回
っ
て
き
て
、
座
元
は
隣
組
長
が
受

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
し
か
い
な
い
家
や
、
平
日
に
大
祭

が
あ
る
が
仕
事
で
休
め
な
い
等
の
事
情
が
あ
る
人
、
不
幸
が
あ
っ
た
家
は
避
け
て

座
元
を
決
め
る
。
男
性
が
買
い
物
に
行
き
、
神
門
に
幟
り
旗
を
あ
げ
て
下
す
。

　
大
御
幣
の
作
り
方
や
手
順
は
、
北
酒
見
と
同
様
で
あ
る
。
宮
内
は
引
き
続
き

一
七
時
か
ら
公
民
館
で
祭
壇
を
組
み
立
て
て
大
御
幣
を
安
置
し
、
鯛
、
酒
、
米
、

ゴ
ボ
ウ
、
大
根
、
キ
ュ
ウ
リ
、
り
ん
ご
、
昆
布
、
ミ
カ
ン
を
供
え
る
。
そ
し
て
、

座
祭
り
の
後
、
戸
渡
し
が
行
わ
れ
た
。
お
謡
「
高
砂
」「
春
栄
」
を
謡
い
、
盃
を

交
わ
し
た
後
、
現
在
の
座
元
か
ら
次
の
座
元
に
書
類
が
入
っ
た
木
箱
が
受
け
渡
さ

れ
た
。
打
ち
込
み
（「
祝
い
ま
し
ょ
　
ポ
ン
ポ
ン
（
拍
手
）　
も
う
ひ
と
せ
　
ポ
ン

ポ
ン
（
拍
手
）　
祝
う
て
三
度
　
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
（
拍
手
）」）
を
し
て
終
了
と
な
っ

た
。

【
二
月
三
日
】
神
馬
祓
い
・
注
連
卸
祭

　
風
浪
宮
で
流
鏑
馬
騎
手
、
牧
場
の
関
係
者
立
ち
合
い
で
神
馬
祓
い
が
行
わ
れ
る
。

宮
内
が
神
門
に
幟
り
旗
を
あ
げ
る
。
北
酒
見
は
二
月
五
日
に
幟
を
立
て
る
。

　
一
七
時
半
過
ぎ
に
宮
乙
名
が
紋
付
袴
で
風
浪
宮
に
参
り
、
社
務
所
前
で
船
名
・

名
前
入
り
の
提
灯
に
火
を
灯
し
、
神
職
を
先
頭
に
鳥
居
前
ま
で
移
動
し
、
神
事
が

行
わ
れ
る
。
そ
の
間
総
代
が
松
明
の
火
を
燃
や
し
続
け
る
。
そ
の
後
直
会
が
あ
り
、

途
中
、お
謡
三
番
「
風
浪
」
が
披
露
さ
れ
、酒
を
酌
み
交
わ
す
。「
風
浪
」
は
明
和
・

安
永
頃
に
作
ら
れ
、
天
保
年
間
に
久
留
米
藩
主
の
目
に
留
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
（
鶴
久
　
一
九
七
〇
）。
二
〇
時
頃
、
葦
で
作
っ
た
松
明
に
火
を
と
も
し
て

榎
津
橋
（
東
橋
）
に
向
か
う
。
神
職
は
大
正
橋
ま
で
見
送
る
。
酒
見
と
榎
津
の
境

の
榎
津
橋
に
着
く
と
、
松
明
の
火
を
提
灯
に
移
し
替
え
て
帰
宅
す
る
。
松
明
は
ク

ド
さ
ん
（
荒
神
さ
ん
）
や
神
棚
に
一
年
間
置
い
て
お
く
。
こ
の
時
か
ら
料
理
に
は

動
物
の
肉
や
油
物
は
出
な
い
。

【
二
月
六
日
】
流
鏑
馬
追
い

　
流
鏑
馬
（
大
川
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
に
使
う
的
、
弓
、
矢
、
胡
簶
、
鞭

を
藁
や
竹
等
で
総
代
や
神
輿
方
が
事
前
に
作
る
。
五
色
の
幣
が
つ
い
た
冠
を
か
ぶ

り
鞭
を
持
っ
た
騎
手
と
神
職
の
二
名
の
後
に
神
職
や
総
代
が
続
き
、「
お
ー
」
と

い
う
声
と
と
も
に
拍
手
し
な
が
ら
社
務
所
の
玄
関
か
ら
建
物
の
中
を
駆
け
て
浄
祓

い
を
行
う
。
以
前
は
、
宮
司
の
家
の
全
て
の
部
屋
を
一
周
し
て
い
た
と
言
い
、
家

の
中
の
魔
を
払
う
行
事
だ
と
い
う
。

【
二
月
七
日
】
宮
乙
名
座
祭
り

①
七
五
三
練

　
一
〇
時
頃
か
ら
、
宮
乙
名
座
元
宅
に
宮
乙
名
が
緑
色
の
紋
付
袴
で
集
ま
る
。
床

の
間
に
は
風
浪
神
社
の
掛
軸
を
か
け
、
三
宝
に
米
、
塩
、
い
り
こ
を
供
え
灯
明
を

あ
げ
て
お
参
り
す
る
。
手
を
洗
い
御
神
酒
を
座
元
か
ら
順
に
い
た
だ
き
、
座
元
の

家
の
門
に
か
け
る
大
七
五
三
縄
を
編
む
。
ま
ず
藁
を
五
・
五
・
三
（
左
）、
七
・
五
・

三
（
右
）
本
に
分
け
て
取
り
、
東
へ
編
ん
で
い
く
。
さ
が
り
は
三
三
で
、
門
の
広

さ
に
よ
っ
て
は
三
五
と
す
る
。
綯
い
終
わ
っ
た
ら
飛
び
出
た
藁
を
切
っ
て
整
え
、

縄
に
沿
っ
て
丸
め
て
い
き
、
綯
っ
た
細
い
注
連
縄
で
縛
る
。
こ
れ
を
中
央
に
お
い

て
御
神
酒
を
い
た
だ
き
、お
椀
に
入
っ
た
蓋
が
つ
い
た
根
つ
き
青
菜
を
食
べ
た
（
真

似
を
す
る
）
後
、
床
の
間
に
置
い
て
お
参
り
す
る
。
根
付
き
青
菜
は
、
神
功
皇
后

が
榎
津
の
浜
に
上
陸
し
た
際
、
油
屋
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
茶
も
汲
ま
ず
相
手

に
し
な
い
の
で
、
酒
屋
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
師
走
で
多
忙
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

酒さ
か

強こ
わ

飯い

い
を
出
し
、
炊
く
時
間
が
な
い
の
で
生
野
菜
を
出
し
、
箸
は
葦
を
切
っ
て

歓
待
し
た
こ
と
に
基
づ
く
。

②
道
具
祓
い

　
お
潮
井
詣
り
（
巡
幸
祭
）
の
御
先
船
の
稚
児
が
座
る
布
団
や
旗
等
の
お
祓
い
を
、

神
職
が
各
宮
乙
名
の
家
を
回
っ
て
行
う
。

③
御
幣
紙
切
り
と
御
幣
づ
く
り

　
昼
食
の
後
、
一
四
時
過
ぎ
に
宮
司
と
神
職
が
御
神
酒
を
い
た
だ
き
、
宮
司
が
大

御
幣
に
必
要
な
御
幣
を
切
る
。
宮
乙
名
は
ニ
ガ
マ
竹
を
整
え
、
神
職
は
百
田
紙
を
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竹
に
挟
ん
で
御
幣
を
作
っ
て
い
く
。
百
田
紙
は
二
〇
枚
重
ね
る
。
米
と
玄
米
を
用

意
し
、
百
田
紙
に
包
む
。

④
七
五
三
卸
祭

　
一
五
時
過
ぎ
に
宮
乙
名
は
家
の
門
に
竹
を
組
み
、
床
の
間
に
置
い
て
い
た
大

七
五
三
縄
を
か
け
て
シ
デ
（
御
幣
紙
）
を
下
げ
る
。
御
神
酒
、
果
物
、
野
菜
、
鯛

等
を
お
供
え
し
、
宮
司
に
よ
り
神
事
が
行
わ
れ
る
。

⑤
大
御
幣
作
り
（
写
真
五
）

　
宮
司
と
神
職
は
御
幣
紙
を
切
り
御
幣
を
作
り
終
え
る
と
、
掛
軸
を
参
っ
て
一
時

帰
宅
す
る
。
宮
乙
名
は
床
の
間
の
前
で
順
に
御
神
酒
を
い
た
だ
き
、
根
つ
き
青
菜

を
食
べ
る
（
真
似
を
す
る
）。
そ
れ
か
ら
宮
乙
名
だ
け
で
大
御
幣
を
組
み
立
て
て

い
く
。
百
田
紙
を
縦
に
竹
に
挟
ん
だ
御
幣
の
下
に
二
枚
ず
つ
交
互
に
百
田
紙
を
敷

い
て
竹
を
麻
緒
で
固
定
す
る
。
横
に
百
田
紙
を
挟
ん
だ
御
幣
は
、
宮
内
や
北
酒
見

よ
り
も
高
い
位
置
に
麻
緒
で
結
ん
で
固
定
す
る
。
四
本
の
御
幣
も
同
じ
く
高
い
位

置
に
固
定
し
、
竹
に
百
田
紙
を
巻
い
て
麻

緒
で
固
定
す
る
。
そ
の
上
か
ら
百
田
紙
を

縦
に
挟
ん
だ
御
幣
を
同
じ
位
の
位
置
で
四

本
の
御
幣
を
固
定
し
て
竹
に
百
田
紙
を
巻

く
。
八
乙
女
が
持
つ
御
幣
を
四
本
取
り
付

け
る
。
百
田
紙
に
包
ん
だ
玄
米
と
米
を
下

部
に
付
け
る
。
中
心
に
最
後
の
一
本
を
さ

し
て
、
御
幣
を
開
い
て
い
く
。
以
前
は
、

宮
乙
名
の
大
御
幣
だ
け
が
御
幣
紙
を
開
い

て
、
宮
内
・
北
酒
見
の
大
御
幣
は
御
幣
紙

を
開
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
宮
乙
名
の

大
御
幣
が
豪
華
に
見
え
た
と
い
う
が
、
最

近
は
二
地
区
も
開
い
て
い
る
。
大
御
幣
が

完
成
す
る
と
大
御
幣
を
囲
ん
で
再
度
、
御

神
酒
と
根
つ
き
青
菜
を
順
番
に
い
た
だ

く
。

　
座
元
の
宮
乙
名
が
大
御
幣
を
担
い
で
家
の
中
を
回
っ
て
お
祓
い
し
、
床
の
間
に

置
く
。

　
宮
乙
名
の
大
御
幣
を
担
ぐ
Ａ
氏
が
到
着
し
、
宮
乙
名
と
一
緒
に
掛
軸
を
拝
む
。

Ａ
家
は
代
々
宮
乙
名
の
大
御
幣
を
担
い
で
き
た
が
、
風
浪
宮
か
ら
家
も
離
れ
て
お

り
、
宮
司
を
は
じ
め
宮
乙
名
も
こ
れ
を
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。
二
〇
年
ほ
ど
前

Ａ
氏
の
親
族
が
語
っ
た
の
は
次
の
よ
う
な
話
だ
っ
た
。
神
功
皇
后
が
榎
津
の
浜
に

到
着
し
た
際
、
鷺
が
飛
ん
で
い
っ
た
が
葦
が
茂
っ
て
い
て
道
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

た
ま
た
ま
ア
オ
（
淡
水
）
を
汲
み
に
来
て
い
た
地
元
の
作
り
酒
屋
の
職
人
で
あ
っ

た
Ａ
氏
の
先
祖
が
、
白
鷺
の
樟
ま
で
道
案
内
し
た
こ
と
に
よ
り
大
祭
で
大
御
幣
を

担
い
で
き
た
と
い
う
。
一
度
は
役
目
を
辞
退
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
ま
た
大
御

幣
担
ぎ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
御
幣
一
対
と
注
連
縄
を
Ａ
氏
、
宮
乙
名
は
持
ち
帰
っ
て
家
に
飾
り
、
八
乙
女
の

家
に
も
渡
す
。
ま
た
、
大
祭
の
時
に
注
連
縄
を
ト
ラ
ッ
ク
（
船
）
に
も
付
け
る
。

⑥
座
祭
り

　
座
元
宅
で
宮
司
、
神
職
、
Ａ
氏
、
宮
乙
名
で
直
会
が
あ
る
。
ま
ず
、
小
学
校
低

学
年
以
下
の
男
児
二
名
が
三
つ
組
の
盃
で
酌
を
す
る
。
酌
を
し
た
子
ど
も
は
今
回
、

お
潮
井
詣
り
で
船
に
乗
る
。
途
中
、「
風
浪
」
が
座
元
、
神
職
、
宮
乙
名
一
名
に

よ
っ
て
披
露
さ
れ
る
。
ま
た
、
打
ち
込
み
（「
皆
さ
ん
お
手
を
拝
借
　
祝
い
ま
し
ょ

　
ポ
ン
ポ
ン
（
拍
手
）　
も
う
ひ
と
せ
　
ポ
ン
ポ
ン
（
拍
手
）　
祝
う
て
三
度
　
ポ

ン
ポ
ン
ポ
ン
（
拍
手
）」）
を
す
る
。
そ
の
後
、
御
飯
、
味
噌
汁
が
出
る
が
、
御
飯

茶
碗
に
「
茶
」
と
呼
ば
れ
る
酒
が
急
須
で
注
が
れ
る
の
で
飲
み
干
す
。
直
会
が
終

わ
る
と
、
宮
司
、
神
職
、
Ａ
氏
は
帰
宅
す
る
。

⑦
と
わ
た
し

　
床
の
間
の
前
に
座
り
、
上
げ
底
に
な
っ
た
木
椀
で
、
座
元
か
ら
時
計
と
反
対
回

り
に
九
回
御
神
酒
を
い
た
だ
き
、根
つ
き
の
青
菜
を
食
べ
る（
真
似
を
す
る
）。
マ
ッ

チ
で
回
数
を
数
え
る
。
さ
ら
に
座
元
は
一
杯
飲
み
、
一
年
間
座
元
を
務
め
た
こ
と

と
、
次
の
座
元
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
次
の
座
元
は
受
諾
し
、

写
真
五
　
宮
乙
名
の
大
御
幣
づ
く
り
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御
神
酒
を
い
た
だ
く
。
ま
た
、
次
の
座
元
は
、
そ
の
次
の
座
元
に
も
、
何
か
あ
っ

た
場
合
に
座
元
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
し
、
受
け
て
も
ら
う
。
座
元

は
退
席
す
る
。

⑧
大
の
字

　
座
元
が
謡
を
あ
げ
な
が
ら
、
大
根
を
半
月
切
り
に
し
て
、
皿
の
上
に
大
の
字
に

並
べ
て
盛
り
付
け
、
下
部
に
塩
を
載
せ
た
も
の
を
持
っ
て
、
部
屋
の
中
に
入
っ
て

く
る
。
そ
れ
を
宮
乙
名
の
中
央
に
置
き
、
蒲
鉾
等
を
つ
ま
み
な
が
ら
酒
を
飲
ん
で
、

し
ば
ら
く
し
て
行
事
は
終
了
す
る
。
通
常
は
〇
時
頃
ま
で
行
わ
れ
る
。

四
　
大
祭
（
二
月
九
日
～
一
一
日
）

　
こ
こ
で
は
特
に
、
各
地
区
や
宮
乙
名
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
述
べ
る
。
風
浪

宮
大
祭
の
名
物
は
串
柿
で
、
縁
起
物
（
無
病
息
災
・
子
孫
繁
栄
・
家
運
隆
昌
）
と

し
て
授
与
し
て
い
る
。
八
女
市
黒
木
木
屋
か
ら
も
売
り
に
来
て
い
る
。
旧
暦
一
一

月
二
九
日
が
大
祭
だ
っ
た
頃
は
、
正
月
の
準
備
も
兼
ね
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

串
柿
の
値
に
よ
っ
て
米
の
相
場
を
占
っ
て
い
た
と
い
う
（
大
川
市
教
育
委
員
会
編

　
二
〇
〇
二
、
宮
武
　
一
九
四
三
［
一
九
三
七
］）。

【
二
月
九
日
】
本
祭
典
、
舳
先
祭

　
一
〇
時
過
ぎ
に
、
北
酒
見
、
宮
内
の
座
元
、
Ａ
氏
が
座
元
宅
よ
り
大
御
幣
を
担

い
で
風
浪
宮
を
訪
れ
、
拝
殿
で
の
祭
典
に
参
列
す
る
。

　
舳
先
祭
が
一
四
時
か
ら
行
わ
れ
、
裃
で
潮
井
、
太
鼓
持
ち
、
先
祓
、
大
御
幣
（
座

元
が
担
ぐ
）、
宮
司
、
神
職
、
御
幣
持
ち
と
行
列
を
な
し
て
、
下
の
宮
で
拝
ん
だ
後
、

北
酒
見
の
皇
后
社
に
向
か
う
。
皇
后
社
で
住
民
も
参
列
し
て
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、

地
区
を
回
っ
て
風
浪
宮
に
戻
る
。

【
二
月
一
〇
日
】

　
宮
乙
名
は
一
一
時
か
ら
、
各
宮
乙
名
宅
を
順
番
に
回
っ
て
船
を
作
っ
て
い
く
。

か
つ
て
は
馬
の
上
に
大
き
な
布
団
を
載
せ
て
そ
の
上
に
稚
児
の
男
児
が
座
っ
て
い

た
が
、昭
和
三
八（
一
九
六
三
）年
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
当
時
こ
の
変
更
は
、

「
も
と
も
と
船
で
御
供
す
る
の
が
当
然
な
の
で
、
ト
ラ
ッ
ク
に
船
の
形
を
取
り
付

け
た
と
こ
ろ
好
評
を
博
し
た
」
と
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
と
い
う
（『
風
浪

宮
宮
乙
名
由
來
記
』）。
船
を
か
た
ど
っ
た
板
を
ト
ラ
ッ
ク
に
取
り
付
け
る
が
、
当

時
、
和
船
を
製
作
す
る
造
船
所
が
幾
つ
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
頼
ん
で
作
っ
た
。

　
近
年
、
馬
に
戻
し
た
い
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
馬
の
レ
ン
タ
ル
料
が
高
く
、
か

つ
お
潮
井
詣
り
当
日
の
朝
、
馬
の
上
に
布
団
を
載
せ
て
仕
立
て
ら
れ
る
馬
の
扱
い

に
慣
れ
た
人
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
、
現
実
的
に
は
難
し
い
と
い
う
。

　
お
発
座
祭
が
一
四
時
か
ら
行
わ
れ
、
裃
で
、
潮
井
、
太
鼓
持
ち
、
先
祓
、
大
御

幣
（
座
元
が
担
ぐ
）、
宮
司
、
神
職
、
稚
児
で
行
列
を
な
し
て
下
の
宮
を
参
っ
た
後
、

年
塚
宮
ま
で
行
き
神
事
が
行
わ
れ
、
神
輿
を
引
い
て
風
浪
宮
に
戻
る
。

裸
ん
行

　
参
加
者
は
若
津
神
社
に
一
九
時
に
集
合
し
、
風
浪
宮
に
向
か
っ
て
松
明
・
神
輿

を
担
い
で
走
る
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
約
八
〇
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。
走
る
順
番
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
有
志
の
会
、

Ｊ
Ｃ
の
順
で
あ
っ
た
。「
わ
っ
し
ょ
い
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
若
津
神
社
か
ら

明
治
橋
を
通
り
、
大
川
銀
座
、
中
原
、
大
正
橋
を
通
過
し
風
浪
宮
下
宮
に
至
る
。

道
中
で
、「
邪
気
退
散
」
の
文
字
が
書
か
れ
た
大
う
ち
わ
を
持
っ
た
衆
が
観
客
に

向
か
っ
て
う
ち
わ
を
仰
ぐ
。
こ
れ
は
観
客
の
邪
気
を
祓
う
た
め
の
行
為
ら
し
い
。

風
浪
宮
下
宮
で
い
っ
た
ん
待
機
し
、
一
斉
に
風
浪
宮
入
り
と
な
る
。
最
後
に
樽
神

輿
が
風
浪
宮
に
入
り
風
浪
宮
入
り
は
終
了
と
な
る
。
風
浪
宮
入
り
後
、
お
祓
い
の

儀
、
お
祓
い
、
二
礼
二
拍
手
一
礼
、
打
ち
込
み
、
か
が
み
割
り
を
実
施
し
て
行
事

は
終
了
と
な
る
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
ふ
る
ま
い
酒
は
な
か
っ
た
。

【
二
月
一
一
日
】

お
潮
井
汲
み

　
八
時
三
〇
分
頃
、
総
代
、
神
馬
、
流
鏑
馬
の
馬
二
頭
が
日
吉
神
社
に
お
潮
井
汲

み
に
行
く
。
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御
発
輦
祭

　
拝
殿
に
八
乙
女
、
宮
乙
名
、
稚
児
が
上
が
る
。
神
輿
方
に
よ
り
神
輿
を
三
基
順

に
拝
殿
に
上
げ
て
神
を
神
輿
に
移
す
が
、
そ
の
時
稚
児
は
扇
を
耳
に
当
て
て
宮
司

に
付
き
添
う
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
御
幣
を
持
っ
た
八
乙
女
は
、
四
方
に
三
回
拝
礼

す
る
。

お
潮
井
詣
り
（
市
内
巡
幸
）

　
風
浪
宮
―
中
原
―
榎
津
―
日
吉
神
社
―
明
治
橋
―
若
津
神
社
―
風
浪
宮
を
巡
幸

す
る
。
先
祓
い
、
潮
井
、
的
・
弓
・
矢
・
胡
簶
、
大
御
幣
を
載
せ
た
台
車
、
御
先
船
・

六
浪
丸
（
次
の
座
元
）、神
馬
、潮
井
、賽
銭
箱
、金
幣
、神
輿
、馬
に
乗
っ
た
神
職
、

宮
司
・
崇
敬
会
関
係
者
・
市
内
関
連
団
体
、
古
賀
丸
、
與
加
丸
、
石
橋
丸
、
徳
丸
、

八
乙
女
、
流
鏑
馬
二
頭
、
そ
の
他
地
区
関
係
者
、
牧
場
関
係
者
等
が
徒
歩
で
行
列

に
参
加
す
る
。
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
家
の
前
で
は
行
列
は
進
め
ず
、
行
列
か
ら

見
え
な
い
よ
う
に
し
、
取
り
込
ん
で
か
ら
再
度
出
発
す
る
。

　
そ
の
後
、
下
の
宮
で
御
神
幸
祭
が
行
わ
れ
、
舞
の
奉
納
が
行
わ
れ
る
。

流
鏑
馬

　
流
鏑
馬
が
参
道
か
ら
下
の
宮
の
間
で
行
わ
れ
、
騎
手
は
二
名
で
あ
る
。
一
名
の

騎
手
は
、
父
親
が
騎
手
だ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
三
〇
年
務
め
て
い
る
。
親
族
か

ら
は
佐
賀
競
馬
の
調
教
師
や
大
井
競
馬
場
で
活
躍
す
る
騎
手
が
出
る
な
ど
、
馬
に

関
わ
っ
て
き
た
家
系
だ
と
い
う
。
自
身
は
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
行
っ
て
練
習
を
し
た
と

い
う
。
今
後
は
地
域
の
中
か
ら
若
手
の
騎
手
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
馬
で
下
の
宮
の
的
ま
で
走
る
途
中
に
五
色
の
御
幣
が
取
れ
て
地
面
に
落
ち
る

が
、
み
ん
な
が
欲
し
が
る
と
言
い
、
観
客
は
競
っ
て
拾
う
。

　
三
回
行
わ
れ
る
が
、
二
回
は
馬
で
下
の
宮
の
前
ま
で
走
っ
て
く
る
と
い
っ
た
ん

立
ち
止
ま
っ
て
弓
矢
を
受
け
取
り
、
構
え
ら
れ
た
一
枚
の
的
を
射
る
。
最
後
の
一

回
は
二
枚
の
的
を
重
ね
て
構
え
、
そ
れ
を
射
る
。「
コ
ロ
ナ
退
散
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
大
き
な
声
で
言
い
、
一
度
で
的
を
射
た
。

　
か
つ
て
は
大
祭
が
終
わ
っ
て
か
ら
大
御
幣
は
分
割
さ
れ
て
棒
の
先
に
取
り
付
け

ら
れ
、
青
年
達
が
春
の
彼
岸
に
各
家
を
祓
い
清
め
て
回
り
、
沖
詣
り
の
際
に
奉
持

さ
れ
た
と
い
う
（
大
川
市
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
七
七
　
一
二
五
七
）。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

沖
祭
り
（
柳
川
市
大
和
町
鷹
ノ
尾
・
鷹
尾
神
社
、
柳
川
市
大
和
町
中
島
）

　
鷹
尾
神
社
で
旧
暦
六
月
一
三
日
に
行
わ
れ
る
、
海
上
安
全
や
豊
漁
を
祈
る
行
事

で
あ
る
。
ま
た
、
有
明
海
の
北
部
を
神
領
と
し
た
鷹
尾
神
社
の
「
鷹
尾
の
海
」
に

由
来
す
る
行
事
で
あ
る
。「
竜
宮
島
」
と
呼
ば
れ
る
鷹
尾
道
祖
之
御
瀬
で
神
事
が

行
わ
れ
る
。
こ
こ
は
昔
の
有
明
海
の
海
岸
線
に
あ
た
り
、
神
功
皇
后
は
筑
後
川
か

ら
有
明
海
に
出
て
鷹
尾
に
上
陸
し
、
鷹
尾
の
宮
で
軍
議
を
定
め
、
田
油
津
媛
を
討

ち
に
行
っ
た
と
い
う（
大
和
町
史
編
纂
実
務
委
員
会
編
　
二
〇
〇
一
）。
そ
れ
か
ら
、

五
色
の
吹
き
流
し
を
つ
け
た
漁
船
に
六
合
校
区
の
区
長
や
総
代
が
乗
船
し
、
ま
ず

上
流
の
聖
母
宮
ま
で
行
き
そ
れ
か
ら
有
明
海
に
向
か
う
。
潮
が
引
い
て
か
ら
土
饅

頭
を
作
り
御
幣
を
立
て
、
そ
の
周
り
を
竹
や
葦
で
囲
み
御
幣
の
前
に
祭
壇
を
設
け
、

お
供
え
を
す
る
。
両
側
に
竹
を
立
て
て
吹
き
流
し
を
つ
け
て
参
道
を
作
る
と
、
こ

こ
を
神
様
が
歩
く
と
い
い
、
神
事
が
行

わ
れ
る
（
写
真
六
）。
柳
川
市
大
和
町
中

島
で
も
衹
園
祭
前
日
に
沖
祭
り
が
行
わ

れ
る
。
乗
船
し
て
海
に
参
る
が
、
祭
壇

は
作
ら
な
い
。

（
田
中
　
久
美
子
・
梶
佐
古
　
幸
謙
）

写
真
六
　
沖
祭
り
（
鷹
尾
神
社
）
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一
七
　
叶
か
の
う
い
ん
せ
ん
と
う
み
ょ
う

院
千
灯
明

【
テ
ー
マ
】
四
「
つ
く
り
も
の
」、
一
五
「
悪
霊
防
御
」

【
地
域
の
概
要
】

　
福
岡
市
は
福
岡
県
の
西
北
部
に
位
置
す
る
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
。
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）
年
、
古
く
か
ら
の
商
都
博
多
と
城
下
町
福
岡
が
合
併
し
福
岡
市
が

誕
生
し
た
。
順
次
周
辺
の
郡
部
と
合
併
し
、
現
在
で
は
中
央
区
・
博
多
区
・
東
区
・

南
区
・
城じ
ょ
う
な
ん南

区
・
早さ

わ
ら良

区
・
西
区
の
七
区
で
構
成
さ
れ
る
、
九
州
の
中
心
と
も
言

う
べ
き
大
都
市
と
な
っ
た
。
市
域
の
北
は
玄
界
灘
に
面
し
、
南
は
そ
の
平
野
部
を

取
り
囲
む
よ
う
に
立た
ち
ば
な
や
ま

花
山
、
油あ

ぶ
ら
や
ま山、

脊せ

振ふ
り

山さ
ん

、
金か

な
や
ま山

な
ど
の
低
山
が
連
な
っ
て
い

る
。
博
多
区
は
、
現
在
で
は
那な

か珂
郡
・
席む

し
ろ
だ田

郡
を
包
摂
す
る
広
い
範
囲
と
な
っ
て

い
る
が
、
古
く
か
ら
の
所
謂
博
多
は
、
博
多
湾
に
面
し
、
那
珂
川
と
御
笠
川
下
流

の
石い
し
ど
う
が
わ

堂
川
に
限
ら
れ
た
地
域
に
東
西
を
画
し
、
南
は
矢
倉
門
の
く
ぼ
地
ま
で
の
十

町
四
方
の
地
で
あ
っ
た
。
　

　
戦
国
時
代
の
戦
乱
か
ら
の
博
多
の
復
興
は
、
豊
臣
秀
吉
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

「
太
閤
町
割
り
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
四
水
四
応
、
四
神
相
応
、
七
条
袈
裟
に
擬

え
る
七
七
、四
十
九
願
を
表
し
、
博
多
を
一
山
の
七
堂
伽
藍
に
た
と
え
た
も
の
と

い
う
。
天
正
一
五（
一
五
八
七
）年
、六
尺
五
寸
四
分
の
間
杖（
も
の
さ
し
）を
も
っ

て
、
一
の
小
路
（
市
小
路
）
を
測
量
基
点
と
し
て
行
わ
れ
た
。
街
割
は
、
七
小
路
・

七
厨
子
・
七
番
・
七
口
・
七
観
音
・
七
堂
で
あ
る
。
七
堂
は
、
石
堂
・
辻
堂
・
奥

堂
・
普
賢
堂
・
瓦
堂
・
萱
堂
・
脇
堂
の
七
堂
で
普ふ

賢げ
ん

堂ど
う

町ま
ち

は
普
賢
菩
薩
を
祀
る
堂

が
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
ま
た
別
説
と
し
て
、
唐
人
が
も
た
ら
し
た
普

賢
菩
薩
像
を
祀
る
堂
が
あ
っ
た
か
ら
と
も
い
う
。
博は
か

多た

祇ぎ

園お
ん

山や
ま

笠か
さ

等
で
よ
く
知
ら

れ
る
「
流な
が
れ」

は
、現
在
も
な
じ
み
の
太
閤
町
割
り
の
中
核
で
、元
来
は
七
流
で
あ
っ

た
。
一
流
は
、
一
〇
町
内
外
の
町
か
ら
な
り
、
こ
れ
が
戦
国
時
代
か
ら
の
博
多
復

興
の
町
組
織
で
あ
り
、
自
治
行
政
の
単
位
で
あ
る
と
共
に
、
山
笠
・
松ま
つ

囃ば
や

子し

な
ど

の
ま
つ
り
の
運
営
組
織
と
も
な
っ
た
。

　
普
賢
堂
町
は
、
元
来
は
厨ず

し子
流な

が
れ、

現
在
は
東

ひ
が
し
な
が
れ

流
に
属
す
る
。
博
多
の
南
東
寄
り

に
位
置
す
る
東
西
道
に
面
す
る
町
で
、
古
い
面
影
を
残
し
て
い
る
。
通
り
の
東
に

は
西さ

い
き
ょ
う
じ

教
寺
、
聖し
ょ
う
ふ
く
じ

福
寺
塔
頭
の
幻
住
庵
が
あ
り
、
南
に
扶
桑
最
初
の
禅
窟
と
い
わ
れ

る
聖
福
寺
、
博
多
綱
首
謝
国
明
が
大
檀
那
と
な
り
聖
一
国
師
が
開
い
た
承じ
ょ
う
て
ん
じ

天
寺
な

ど
の
大
寺
院
が
並
ぶ
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
を
免
れ
た
博
多
東
部
は
、
古
い

町
並
み
の
残
る
と
こ
ろ
や
、
古
い
寺
院
が
多
い
こ
と
か
ら
、
近
年
「
博
多
旧
市
街
」

と
呼
ば
れ
、
福
岡
市
の
観
光
施
策
が
進
展
し
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
千
灯
明
は
、
福
岡
市
博
多
区
上
呉
服
町
の
叶
院

　
辻
祈
祷
は
、
博
多
区
上か
み

呉ご

服ふ
く

町ま
ち

（
旧
普
賢
堂
町
上
・
普
賢
堂
町
下
・
寺
中
町
）

　【実
施
時
期
】
七
月
二
四
日
　
夕
刻

【
伝
承
組
織
】
千
灯
明
保
存
会

　
基
本
的
に
は
、
旧
普
賢
堂
町

上
・
普
賢
堂
町
下
・
寺
中
町
の

古
く
か
ら
の
住
民
に
博
多
祇
園

山
笠
で
加
勢
に
来
る
人
々
が
加

わ
っ
て
自
主
的
に
作
っ
た
組
織

で
あ
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
千
灯
明
が
行
わ
れ
る
叶
院
は

宝
満
山
配
下
の
在
宅
山
伏
の

寺
。
江
戸
中
期
に
開
院
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
歴
代
住
職
の

中
に
は
、
隣
接
す
る
聖
福
寺

の
仙
厓
和
尚
（
一
七
五
〇
～

一
八
三
七
）
や
、
画
家
の
斎
藤

秋
圃
（
一
七
六
九
～
一
八
六
一
）

と
親
し
く
交
わ
っ
た
者
も
あ

図
一
　
叶
院
の
位
置
と
辻
祈
祷
の
順
路
図

50m

叶院 ( 普賢堂 )

①

②
③

④ ⑤
⑥

石
堂
川

聖福寺

呉服町駅

大
博
通
り
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り
、
彼
ら
が
描
い
た
肖
像
画
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

　
千
灯
明
は
、
享
保
一
七
（
一
七
三
二
）
年
の
享
保
の
大
飢
饉
で
亡
く
な
っ
た
人

の
霊
を
弔
う
た
め
に
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
事
は
、
千
灯
明
の
際
に
住
職
が
読
み
上

げ
る
表
白
で
も
毎
年
読
み
上
げ
ら
れ
る
。

　『
博
多
山
笠
記
録
』 

に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
博
多
の
各
町
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
堂

や
小
祠
、
地
蔵
様
や
濡
衣
塚
な
ど
の
伝
承
地
で
も
、
子
ど
も
を
主
体
に
千
灯
明
が

行
わ
れ
て
い
た
。
太
い
青
竹
を
千
灯
明
を
行
う
場
所
に
合
わ
せ
て
適
当
な
長
さ
に

切
り
、
二
つ
に
割
っ
て
そ
の
中
に
砂
を
入
れ
、
ホ
タ
テ
貝
の
殻
を
並
べ
て
、
種
油

を
注
い
で
、
灯
芯
を
置
き
点
火
す
る
も
の
が
一
般
的
だ
っ
た
と
い
う
。

　
冷
泉
町
の
宝
照
院
で
は
、
現
在
も
こ
の
方
法
で
八
月
七
日
に
千
灯
明
を
行
っ
て

い
る
。
貝
洗
い
、
千
灯
明
の
設
営
、
寄
附
集
め
な
ど
、
す
べ
て
子
ど
も
組
の
頭
の

指
導
で
子
ど
も
が
や
っ
た
。
今
は
燈
明
を
消
す
役
は
大
人
が
し
て
い
る
が
、
そ
れ

も
昔
は
灯
す
の
は
女
子
、
消
す
の
は
男
子
で
、

「
セ
ー
ン
ト
ウ
ミ
ョ
ウ
、
セ
ン
ト
ウ
ミ
ョ
ウ
、
ト
モ
シ
テ
キ
ヤ
ス
ガ
、
セ
ン
ト
ウ

ミ
ョ
ウ
」
と
男
子
が
消
し
て
回
れ
ば
、女
子
は
根
気
よ
く
「
キ
ヤ
シ
テ
、ツ
ク
ル
ガ
、

セ
ン
ト
ウ
ミ
ョ
ウ
」（
消
し
て
つ
け
る
の
が
千
灯
明
）
と
点
火
し
た
。

　
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
の
所
で
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
冷
泉
町
の
宝
照
院
、
桶

屋
町
の
お
不
動
さ
ん
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

　
七
月
二
四
日
夕
刻
ま
で
に
普
賢
堂
筋
の
通
り
の
三
箇
所
（
各
町
内
に
一
基
）
に

大
絵
燈
籠
を
掲
げ
、
通
り
に
面
し
た
家
々
で
は
、
各
家
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
小
灯

籠
を
作
り
飾
る
。
大
絵
燈
籠
に
は
、
大
浜
流
灌
頂
と
同
様
の
勇
壮
な
武
者
絵
が
描

か
れ
て
い
る
。
元
々
は
各
戸
に
小
灯
籠
を
灯
し
た
が
、
灯
さ
な
い
家
が
増
え
た
た

め
、
大
絵
灯
籠
を
造
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
古
く
か
ら
の
も
の
で
は

な
い
と
い
う
。

　
叶
院
境
内
の
門
か
ら
本
堂
の
間
に
、
子
ど
も
達
の
腰
の
高
さ
く
ら
い
の
台
を
設

置
し
、
幅
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
板
を
渡
し
、
そ
の
上
に
真
砂
を
敷
き

詰
め
、
カ
ワ
ラ
ケ
を
並
べ
、
カ
ワ
ラ
ケ
に
は
菜
種
油
、
ト
ウ
ジ
ミ
を
入
れ
、
準
備

す
る
（
写
真
一
）。
子
ど
も
達
は
、
町
中
を
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、
大
声
で
千
燈

明
の
開
始
を
告
げ
て
回
る
。

　
暗
く
な
り
始
め
る
と
、
叶
院
本
堂
に
町
内
の
主
だ
っ
た
人
が
三
々
五
々
集
ま
り
、

読
経
が
始
ま
る
。
読
経
は
、
表
白
に
続
き
、
九
条
錫
杖
経
、
観
音
経
、
普
賢
菩
薩
・

観
音
菩
薩
・
不
動
明
王
等
の
諸
真
言
で
あ
る
。
読
経
が
終
わ
る
と
辻
祈
祷
に
出
か

け
る
。
住
職
の
後
に
子
供
た
ち
が
従
い
、
大
き
な
団
扇
で
住
職
を
煽
ぎ
な
が
ら
行

進
す
る
。

　
た
だ
し
、
近
年
は
子
ど
も
の
減
少
に
よ
り
大
人
も
従
う
。
住
職
は
辻
の
決
ま
っ

た
場
所
で
法
螺
貝
を
吹
き
、読
経
す
る
。
ま
ず
、聖
福
寺
と
幻
住
庵
の
間
の
道
の
辻
、

　
次
に
石
堂
川
岸
ま
で
行
き
、
次
に
左
衛
門
蒲
鉾
の
辻
な
ど
、
旧
三
町
を
囲
む
道

を
往
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
祈
祷
し
て
結
界
を
き
る
。（
図
一
参
照
）

　
寺
に
帰
る
と
千
灯
明
で
あ
る
。

　
セ
ー
ン
ト
ウ
ミ
ョ
ウ
、
セ
ン
ト
ウ
ミ
ョ
ウ
、

　
キ
ヤ
シ
テ
ト
モ
セ
バ
、
セ
ン
ト
ウ
ミ
ョ
ウ

　（
千
灯
明
、
千
灯
明
、
消
し
て
灯
せ
ば
、
千
灯
明
）

　
子
供
た
ち
は
元
気
に
歌
い
な
が
ら
、
砂
を
敷
い
た
台
に
乗
せ
ら
れ
た
灯
明
皿
の

ト
ウ
ジ
ミ
に
、
赤
松
の
小
枝
で
作
っ

た
点
火
用
松
明
で
火
を
つ
け
て
い
く
。

す
る
と
、
大
人
た
ち
が
横
か
ら
団
扇

や
扇
子
で
消
し
て
い
く
。
そ
う
す
る

と
ま
た
子
ど
も
達
が
点
火
す
る
。
狭

い
境
内
で
は
千
灯
明
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
の
灯
火
を
一
気
に
つ
け
る
事
は
で

き
な
い
が
、
こ
う
し
て
付
け
た
り
消

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
千
の
灯
火
が

灯
さ
れ
た
事
に
な
る
と
い
う
。
境
内

や
町
は
遅
く
ま
で
子
ど
も
達
の
歓
声

や
、
ほ
ろ
酔
い
加
減
の
大
人
た
ち
で

賑
わ
う
。

　
住
職
（
昭
和
四
一
年
生
ま
れ
）
の

話
に
よ
る
と
、
自
分
が
子
ど
も
だ
っ

写
真
一
　
叶
院
千
灯
明
の
様
子
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た
五
〇
年
ほ
ど
前
は
、
す
べ
て
子
ど
も
で
行
っ
た
。
台
の
下
に
砂
が
盛
っ
て
あ
り
、

赤
松
の
松
明
の
火
を
砂
に
挿
し
て
消
し
、
ト
ウ
ジ
ミ
に
か
ざ
し
て
、
ま
た
火
を
つ

け
た
。
木
な
の
で
な
か
な
か
着
火
せ
ず
大
変
だ
っ
た
が
、
灯
明
皿
の
油
を
し
み
こ

ま
せ
た
り
し
て
着
火
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
赤
松
の
小
枝
へ
火
を
付
け
た
り
消

し
た
り
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
時
代
に
よ
り
、
ま
た
場
所
に
よ
っ
て
も
少

し
ず
つ
や
り
方
が
異
な
る
よ
う
だ
。

　
通
り
は
縁
日
の
賑
わ
い
で
、
数
箇
所
に
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ビ
ー
ル
を
冷
や
し
大
人

達
は
、
三
々
五
々
集
ま
っ
て
飲
み
喰
い
し
談
笑
す
る
。
子
ど
も
達
は
、
か
き
氷
や

ボ
ン
ボ
ン
す
く
い
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
た
三
年
間
は
、
千
灯
明
に
つ
い

て
は
中
止
、
法
要
は
通
常
通
り
行
っ
た
。
辻
祈
祷
は
初
年
度
一
度
中
止
に
し
た
他

は
、
毎
年
行
っ
た
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

大
絵
燈
籠

　
大
絵
燈
籠
は
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
の
大
風
雨
、
翌
年
の
疫
病
流
行
で
亡
く

な
っ
た
人
々
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
「
大
お
お
は
ま
な
が
れ
か
ん
じ
ょ
う

浜
流
灌
頂
」
の
も
の
が

規
模
も
大
き
く
有
名
で
あ
る
。
海
老
崎
雪
渓
画
の
大
燈
籠
は
、
福
岡
県
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
区
箱
崎
の
「
人
形
飾
り
」
の
際
も
大
絵
燈

籠
が
掲
げ
ら
れ
る
。

桶
屋
町
お
不
動
さ
ん
の
千
灯
明
（
写
真
二
）

　
博
多
区
御
供
所
町
、
旧
上
桶
屋
町
の
通
り
か
ら
入
る
狭
い
路
地
の
奥
に
ひ
っ
そ

り
と
不
動
堂
が
あ
り
、
円
空
仏
を
思
わ
せ
る
素
朴
な
お
不
動
さ
ん
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
上
桶
屋
町
不
動
尊
講
で
守
り
、
お
不
動
さ
ん
の
お
札
も
世
話
人
が
摺
る
素
朴

な
お
札
で
あ
る
。
町
内
二
〇
軒
ほ
ど
に
配
り
、
火
除
け
の
お
守
り
と
さ
れ
る
。
七

月
二
八
日
、
境
内
に
七
福
神
の
描
か
れ
た
幕
を
張
り
、
千
灯
明
が
行
わ
れ
る
。
幕

は
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
四
月
に
上
桶
屋
町
若
者
中
が
寄
進
し
た
も
の
を
、

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
に
京
都
で
修
理
し
た
。
幕
で
囲
わ
れ
た
空
間
に
灯
明

台
を
置
き
、
蝋
燭
を
立
て
、
お
不
動
さ
ん
の
火
を
つ
け
て
灯
り
を
灯
す
。
大
人
た

ち
が
消
す
と
、
子
供
た
ち
が
「
セ
ー
ン
ト
ウ
ミ
ョ
ウ
、
セ
ン
ト
ウ
ミ
ョ
ウ
…
…
」

と
歌
い
な
が
ら
、
柄
を
と
り
つ
け
た
ロ
ウ
ソ
ク
で
灯
し
て
い
く
。
終
わ
る
と
子
ど

も
達
に
は
お
菓
子
と
花
火
が
渡
さ
れ
る
。

宝ほ
う

照し
ょ
う

院い
ん

の
七
夕
ま
つ
り
（
写
真
三
）

　
博
多
区
冷れ
い
せ
ん
ま
ち

泉
町
、
旧
竹
若
町
に
あ

る
宝
照
院
で
、
八
月
七
日
、
月
遅
れ

の
七
夕
の
夜
、
千
灯
明
が
灯
さ
れ
る
。

割
竹
に
砂
を
入
れ
た
台
に
、
貝
殻
を

並
べ
、
油
を
張
り
、
ジ
ミ
を
浸
し
て

灯
り
を
灯
す
。
こ
こ
で
は
、
辻
祈
祷

が
主
体
で
、
千
灯
明
の
や
り
方
自
体

は
、
博
多
の
町
々
で
古
く
行
わ
れ
た

方
法
を
伝
え
て
い
る
が
、
子
ど
も
達

が
つ
け
た
り
消
し
た
り
す
る
と
言
う

こ
と
は
な
い
。
本
堂
で
は
護
摩
祈
祷

が
行
わ
れ
、
別
の
山
伏
数
人
が
宝
照

院
を
囲
む
町
、
竹
若
町
、
万
行
寺
前

町
、
箔
屋
町
の
境
界
の
辻
八
箇
所
で
、

町
の
外
に
向
か
っ
て
般
若
心
経
を
あ

げ
、
ホ
ラ
貝
を
吹
く
。
浴
衣
を
着
て
、

提
灯
を
手
に
し
た
子
供
た
ち
が
山
伏

の
後
ろ
に
従
う
。

　
宝
照
院
は
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）

年
六
月
、
宝
満
山
麓
太
宰
府
市
内
山

に
移
転
し
た
。
辻
祈
祷
は
引
き
続
き

行
わ
れ
て
い
る
が
、
千
灯
明
は
移
転

に
伴
い
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年

ま
で
で
、
中
止
と
な
っ
た
。

（
森
　
弘
子
）

写
真
二
　
樋
屋
町
不
動
さ
ん
へ
の
路
地

写
真
三
　
宝
照
院
の
七
夕
ま
つ
り
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一
八
　
風か

ざ
ば
た旗

【
指
定
等
】

　
八
女
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
林
業
関
係
資
料
に
、
風
の
神
の
祭
祀
に
関
す
る
記

述
が
見
ら
れ
る
。

　
種
類
　
八
女
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
（
第
一
四
七
号
）

　
名
称
　
臼
ノ
払
の
林
業
関
係
資
料
（
内
「
臼
ノ
拂
愛
林
組
合
規
約
」）

　
指
定
年
月
日
　
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
七
月
二
七
日

【
テ
ー
マ
】
二
八
「
風
旗
」

【
名
称
】
風
の
神
さ
ん
、
綾
部
八
幡
様

【
地
域
の
概
要
】

　
臼う
す

の
払

は
ら
い

地
区
は
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
風
の
神
の
ほ
か
、
山
の
神
を
三

箇
所
祀
っ
て
い
る
。

　
※
日
向
神
ダ
ム
そ
ば
の
山
間
地
に
位
置
す
る
地
理
的
環
境
や
、
地
域
で
使
わ
れ

て
い
た
道
具
が
「
林
業
遺
産
」
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
林
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
点

な
ど
を
適
宜
補
足
す
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
八
女
市
矢や

べ部
村
臼
の
払
地
区
　
風
神
宮

【
実
施
時
期
】

　
例
年
一
〇
月
一
六
日
頃
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
は
一
〇
月
一
七
日
土
曜
日
に
実
施
さ
れ
た
。

【
伝
承
組
織
】

　
八
女
市
矢
部
村
の
飯い
い
ぼ
し干

地
区
に
あ
る
臼
の
払
地
区
の
住
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
。
同
区
で
は
、「
臼
ノ
払
山
の
神
・
風
の
神
保
存
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
臼
の
払
地
区
で
風
害
が
多
く
、
農
作
物
の
豊
穣
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
昭

和
四
（
一
九
二
九
）
年
の
始
め
に
、
風
害
に
よ
る
被
害
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
と

の
声
が
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
、
佐
賀
県
三み

や

き
養
基
郡
中な

か
ば
る原

に
鎮
座
す
る
、
風
除
け
の

神
と
し
て
知
ら
れ
る
綾
部
八
幡
様
（
綾
部
八
幡
神
社
）
を
奉
祭
し
、
風
害
を
免
れ

よ
う
に
と
協
議
が
ま
と
ま
り
、
長
田
米
吉
、
仁
田
原
菊
次
郎
が
代
参
し
、
御
守
札

を
受
け
て
帰
っ
た
。

　
綾
部
八
幡
宮
よ
り
御
守
札
を
拝
受
し
た
の
ち
、
天
神
山
に
祀
る
こ
と
が
考
案
さ

れ
、
二
名
の
地
権
者
か
ら
一
五
歩
ず
つ
、
計
三
〇
歩
の
寄
贈
を
受
け
、
各
戸
よ
り

人
を
出
し
て
土
地
を
開
墾
し
、「
八
幡
様
」
を
安
置
し
て
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
昭

和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
に
は
尊
像
を
安
置
し
、
神
官
を
呼
ん
で
「
開
眼
祭
」
が

行
わ
れ
た
。

　
昭
和
四
〇
～
五
〇
年
代
を
境
に
、
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、

平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
に
地
区
の
有
志
を
中
心
に
再
興
の
機
運
が
高
ま
り
、

八
女
市
地
域
づ
く
り
協
議
会
を
通
し
て
補
助
を
得
る
な
ど
し
て
、「
風
神
祭
」
と

し
て
再
び
祭
礼
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
春
に
行
わ
れ
る
「
願
立
て
」
に
対
し
て
、
秋
に
行
わ
れ
る
こ
の
日
の
お

祭
り
の
こ
と
を
「
願
成
就
」
と
言
う
人
も
い
る
。

【
実
施
内
容
】

一
　
神
事
の
準
備

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
一
〇
月
一
七
日
の
祭
礼
当
日
は
、
八
時
半
か
ら
し
め

縄
作
り
を
行
っ
た
。
藁
は
一
〇
月
初

旬
に
刈
り
取
ら
れ
た
も
の
が
使
わ
れ

る
。
地
区
の
個
人
宅
の
倉
庫
で
行
わ

れ
、
臼
の
払
地
区
の
男
性
が
一
〇
名

程
度
参
加
し
た
。

　
し
め
縄
作
り
の
手
順
は
、
倉
庫
天

井
の
梁
に
縄
を
掛
け
て
藁
を
吊
る

し
、
三
人
で
藁
を
足
し
な
が
ら
綯
っ

写
真
一
　
し
め
縄
づ
く
り
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て
い
く
（
写
真
一
）。
完
成
し
た
し
め
縄
は
、
倉
庫
内
で
行
う
神
事
の
際
に
掛
け

ら
れ
た
後
、
最
終
的
に
風
の
神
を
祀
る
祠
（
風
神
宮
）
の
前
に
あ
る
榊
の
木
に
掛

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
め
縄
作
り
と
同
時
に
、
藁
ツ
ト
を
計
八
本
作
る
。
藁
ツ
ト
の
中
に
は
、
干
物

の
い
わ
し
と
赤
飯
が
入
れ
ら
れ
る
。
ま
た
、
細
い
竹
を
切
っ
て
、
酒
を
入
れ
る
筒

も
作
る
。

　
　
　 

二
　
神
事
と
し
め
縄
の
か
け
替
え

　
し
め
縄
作
り
な
ど
、
神
事
の
準
備
が
終
わ
っ
た
後
、
同
じ
個
人
宅
の
倉
庫
内
で

一
〇
時
二
〇
分
頃
か
ら
神
事
が
行
わ
れ
た
。

　
倉
庫
内
に
し
め
縄
を
か
け
、
そ
の
手
前
に
祭
壇
を
配
置
し
、
米
、
酒
、
根
菜
、

塩
の
他
、
先
ほ
ど
作
ら
れ
た
藁
ツ
ト
を
供
え
る
。
こ
の
時
、
参
列
者
は
天
神
山
と

い
う
山
の
中
腹
に
あ
る
風
の
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
祠
の
方
を
向
い
て
い
る
。

　
一
〇
時
三
〇
分
頃
に
神
事
が
終
了
す
る
と
、
代
表
者
二
名
が
風
の
神
の
祠
に
参

拝
す
る
。
風
の
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
祠
は
、
個
人
宅
か
ら
数
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
山
中
に
あ
り
、
登
り
口
ま
で
は
車
で

移
動
し
、
そ
こ
か
ら
一
〇
分
ほ
ど
山
道
を

登
る
。
代
表
者
二
名
は
神
前
に
て
二
礼
二

拍
一
礼
し
、
し
め
縄
を
古
い
も
の
か
ら
新

し
い
も
の
に
掛
け
替
え
（
写
真
二
）、
藁
ツ

ト
を
二
つ
神
前
に
供
え
て
下
山
す
る
。
な

お
、
し
め
縄
は
翌
年
ま
で
一
年
間
掛
け
た

ま
ま
に
さ
れ
る
。

三
　
直
会

　
神
事
が
終
わ
り
、
し
め
縄
が
掛
け
替
え

ら
れ
た
後
、
場
所
を
臼
の
払
地
区
の
集
会

所
へ
移
し
て
直
会
が
行
わ
れ
る
。
現
在
は

集
会
所
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
二

軒
の
家
が
座
元
と
な
り
、
座
元
宅
を
宿
と

し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

　
比
較
的
近
年
ま
で
地
区
の
女
性
た
ち
が
食
事
を
作
っ
て
い
た
が
、
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
現
在
は
仕
出
し
弁
当
を
注
文
し
て
い
る
。

四
　
そ
の
他

　
例
年
七
月
一
五
日
、
風
神
宮
の
祠
の
そ

ば
の
木
に
、幅
一
尺
の
麻
で
織
ら
れ
た「
旗
」

が
掛
け
ら
れ
る
。
旗
に
は
掲
げ
ら
れ
た
年

月
日
（「
令
和
二
年
七
月
十
五
日
」）
と
と

も
に
、「
祈
」
と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
て
い

る
（
写
真
三
）。

　
寸
法
や
文
字
は
や
や
異
な
る
が
、
麻
を

用
い
る
点
や
七
月
一
五
日
に
風
除
け
を
祈

念
し
て
木
に
掲
げ
ら
れ
る
点
な
ど
は
、
臼

の
払
地
区
へ
風
の
神
が
勧
請
さ
れ
た
佐

賀
県
み
や
き
町
の
綾
部
八
幡
神
社
の
も
の

（「
風
旗
」）
と
同
様
で
あ
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

①
綾
部
八
幡
神
社
の
「
旗
上
げ
神
事
」

　
佐
賀
県
み
や
き
町
の
綾
部
八
幡
神
社
で
は
、
例
年
七
月
一
五
日
か
ら
九
月
二
四

日
ま
で
境
内
の
大
公
孫
樹
の
幹
に
竹
竿
を
介
し
て
麻
で
織
ら
れ
た
旗
を
掲
げ
、
風

鎮
を
祈
願
す
る
「
旗
上
げ
神
事
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
掲
げ
ら
れ
た
旗

の
様
子
は
細
か
く
観
察
さ
れ
、
な
び
き
具
合
や
巻
き
具
合
を
も
と
に
し
て
風
雨
の

予
兆
や
農
作
物
の
豊
凶
が
占
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
前
述
の
と
お
り
、
臼
の
払
地
区
で
祀
ら
れ
て
い
る
祭
神
は
、
同
神
社
か

ら
勧
請
さ
れ
て
い
る
。

②
福
岡
県
筑
後
地
方
の
「
カ
ザ
バ
タ
」

　
筑
後
川
中
流
域
の
福
岡
県
側
に
は
、「
カ
ザ
バ
タ
」
と
呼
ば
れ
る
風
止
め
祈
願

写
真
二
　
し
め
縄
の
か
け
替
え

写
真
三
　
掲
げ
ら
れ
る
旗
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の
旗
を
掲
げ
る
習
俗
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。

　
佐
賀
県
の
綾
部
八
幡
神
社
の
旗
と
は
、
木
に
旗
を
掲
げ
て
風
止
め
を
祈
願
す
る

と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
旗
の
形
状
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
綾
部
系

の
旗
が
正
方
形
に
近
い
の
に
対
し
て
、
筑
後
川
流
域
に
分
布
す
る
旗
は
幅
三
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
か
な
り
細
長
い
。
ま
た
、
旗
に
記
さ

れ
た
文
字
の
パ
タ
ー
ン
も
異
な
る
。
筑
後
川
流
域
の
旗
で
は
、
風
の
神
と
し
て
祀

ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
級し
な
つ
ひ
こ
の
か
み

長
津
彦
神
」
を
は
じ
め
、
神
々
の
名
前
が
多
く
記
さ
れ
、

風
止
め
を
願
う
文
言
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
分
布
域
は
筑
後
川
中
流
域
で
あ
り
、
東
西
で
は
西
端
が
福
岡
県
小
郡
市
、
東
端

は
久
留
米
市
田た

主ぬ
し

丸ま
る

で
あ
り
、
南
北
で
は
南
端
が
久
留
米
市
草く

さ

野の

町
、
北
端
が
福

岡
県
朝
倉
市
で
あ
る
（
現
地
で
の
確
認
に
基
づ
く
）。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
同
様
の
形
状
の
旗
は
筑
後
川
を
挟
ん
だ
対
岸
の
佐
賀
県
側
で
は
確
認
で
き
て
い

な
い
。

　
こ
の
「
カ
ザ
バ
タ
」
の
例
と
し

て
、
福
岡
県
小
郡
市
の
大
中
臣
神

社
の
例
を
記
す
。
同
神
社
で
は
、

例
年
七
月
に
行
わ
れ
る
「
ご
願
立

て
」
の
日
に
旗
を
掲
げ
る
。
こ
の

旗
は
「
カ
ザ
バ
タ
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
の
場

合
、
七
月
一
一
日
に
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
ス
ー
ツ
着
用
の
上
、
氏

子
で
あ
る
東
福
童
、
西
福
童
の
関

係
者
が
計
二
一
名
参
集
し
、
一
一

時
か
ら
神
事
（「
ご
願
立
て
の
御

祭
り
」）
が
行
わ
れ
た
。
神
事
が

終
了
後
、
境
内
の
木
に
新
し
い
旗

が
掲
げ
ら
れ
る
（
写
真
四
）。
旗

に
は
、「
大
中
臣
神
社
　
天
之
御

柱
神
　
地
之
御
柱
神
　
天
神
地
祇
八
百
萬
神
五
穀
豊
穣
風
止
祈
祷
」
の
文
字
が
記

さ
れ
て
い
る
（
写
真
五
）。

　
形
状
は
幅
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
、
長
さ
一
・
七
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
り
、

旗
の
上
端
に
竹
を
通
し
て
い
る
。
境
内
に
掲
げ
ら
れ
る
際
に
は
、
大
木
に
竹
竿
を

介
し
て
、
旗
が
結
び
付
け
ら
れ
る
。
旗
は
翌
年
の
こ
の
日
ま
で
掲
げ
ら
れ
た
ま
ま

に
さ
れ
る
。

　
神
事
が
終
了
す
る
と
、近
く
を
流
れ
る
宝
満
川
の
川
沿
い
に
移
動
し
、「
水
神
祭
」

が
行
わ
れ
る
。
水
神
祭
で
は
、
大
水
が
出
な
い
こ
と
や
川
で
の
事
故
が
な
い
こ
と

を
祈
っ
て
水
利
組
合
や
区
の
土
木
委
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
。
神
事
に
先
立
ち
、

水
神
棚
の
設
置
が
行
わ
れ
る
。

　
他
に
も
、
こ
の
日
に
は
「
神
璽
守
護
給
」
と
書
か
れ
た
神
符
を
東
福
童
、
西
福

童
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
本
、
一
三
本
ず
つ
竹
竿
を
介
し
て
地
区
の
各
所
に
立
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
亀
崎
　
敦
司
）

写
真
五
　
大
中
臣
神
社
の
カ
ザ
バ
タ

  
写
真
四
　
境
内
の
木
に
掲
げ
ら
れ
た
カ
ザ
バ
タ
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一
九
　
久ひ
さ
ど
み富
の
盆ぼ
ん
綱づ
な
曳ひ

き

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
久
富
の
盆
綱
曳
き
行
事

　
指
定
年
月
日
　
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
七
月
三
日

【
テ
ー
マ
】
一
九
「
盆
」、
三
〇
「
盆
綱
」

【
地
域
の
概
要
】

　
筑ち
く

後ご

市
は
、
筑
後
平
野
東
部
か
ら
西
・
南
流
し
て
有
明
海
に
注
ぐ
矢
部
川
の
中

流
北
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
東
は
八や

め女
市
・
八
女
郡
広ひ

ろ
か
わ川

町
、
北
は
久
留
米
市
、

西
は
三み

潴ず
ま

郡
大お

お

木き

町
、
南
は
柳
川
市
・
み
や
ま
市
に
隣
接
す
る
面
積
約
四
二
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
る
。
市
の
中
央
を
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
と
、
国
道
二
〇
九

号
が
南
北
に
貫
い
て
い
る
。
市
の
中
心
部
に
あ
る
羽は

犬い
ぬ

塚づ
か

は
、
江
戸
時
代
に
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
（
筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　
六
）。

　
江
戸
時
代
に
は
、
久
富
村
は
初
め
柳
河
藩
領
で
あ
っ
た
が
、
久
留
米
藩
領
と
な

る
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
羽
犬
塚
村
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
に

は
筑
後
市
と
な
っ
た
（「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
八
八 

一
一
三
七
）。
久
富
の
人
口
は
二
六
二
九
人
、
一
〇
八
〇
世
帯
で
あ
る
（
筑
後
市
行

政
区
別
人
口
・
世
帯
数
　
令
和
五
年
四
月
三
〇
日
　https://w

w
w.city.chikugo.

lg.jp/var/rev0/0035/1177/1235216568.pdf

）。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
筑
後
市
久
富
　
久
富
観
音
堂

　
久
富
観
音
堂
の
行
事
で
あ
る
。
盆
綱
の
製
作
は
、
隣
接
す
る
久
富
熊
野
神
社
で

行
わ
れ
る
。
子
ど
も
達
が
盆
綱
を
持
っ
て
地
区
を
ま
わ
る
。

　
か
つ
て
、
久
富
の
氏
神
は
熊
野
区
の
熊
野
神
社
で
あ
っ
た
が
、
熊
野
神
社
の
氏

子
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
に
、
熊
野
神
社
の
分
霊

を
久
富
観
音
堂
に
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
場
所
に
久
富
熊
野
神
社
を
建
設
し
、

観
音
堂
を
現
在
の
場
所
に
移
動
し
た
。

　
保
存
会
の
「
盆
綱
曳
き
の
由
来
」
資
料
に
よ
れ
ば
、
農
村
で
あ
っ
た
久
富
の
中

心
は
こ
の
観
音
堂
で
、「
観
音
さ
ん
夜
渡
」
な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
、
雨
ご
い
の

時
に
は
母
親
に
連
れ
ら
れ
て
子
ど
も
も
毎
晩
、
観
音
堂
に
行
っ
た
と
い
う
。
戦
時

中
は
こ
こ
か
ら
出
征
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

【
実
施
時
期
】
八
月
一
四
日

【
伝
承
組
織
】

　
久
富
観
音
堂
盆
綱
曳
き
保
存
会
と
久
富
区
民
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
久

富
区
の
公
民
館
の
行
事
で
あ
る
が
、
久
富
東
区
も
一
緒
に
行
っ
て
い
る
。

　
保
存
会
は
七
〇
人
ほ
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
構
成
員
は
、
公
民
館
役
員
、
宮

総
代
、
久
富
東
評
議
員
、
子
ど
も
会
役
員
、
伝
承
者
、
協
力
員
か
ら
な
る
。

　
子
ど
も
会
は
四
団
体
あ
る
。「
伝
承
者
」
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
盆
綱
曳
き
に
携

わ
っ
て
き
た
人
で
、「
協
力
員
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
公
民
館
の
世
話
人
を
経
験
し

た
人
が
な
る
。
協
議
員
は
久
富
区
の
役
員
で
、
隣
組
か
ら
選
ば
れ
る
。

　
参
加
で
き
る
子
ど
も
は
小
学
校
四
年
生
～
六
年
生
の
男
子
だ
が
、
現
在
は
希
望

が
あ
れ
ば
二
年
生
か
ら
参
加
で
き
る
。

　
福
岡
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
前
は
、
隣
組
と
公
民
館
で
行
っ
て

い
た
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
盆
綱
曳
き
の
由
来
・
伝
承
に
つ
い
て
は
、『
筑
後
市
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
脚
色
し
た
話
が
、
関
係
者
等
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
三
つ
の

由
来
・
伝
承
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
久
富
の
龍
化
山
徳
随
寺
の
本
堂
が
、
第
四
代
住
職
釈
宗
伝
に
よ
っ
て
寛

永
三
（
一
六
二
六
）
年
に
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
落
成
の
日
に
、
目
連
が
地
獄
に

落
ち
た
母
を
綱
で
引
き
上
げ
た
と
い
う
説
話
に
従
っ
て
、
門
徒
が
盆
綱
曳
き
を

盆
行
事
と
し
て
始
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　

一
九
九
八
　
五
九
）。

　
ま
た
、
地
獄
に
落
ち
た
亡
者
た
ち
を
、
盆
の
三
日
間
だ
け
で
も
極
楽
に
引
き
上
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げ
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
綱
を
引
い
て
い
る
と
も
い
う
（
筑
後
市
史

編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
八
　
五
八
）。
昭
和
の
初
め
頃
、
当
時
の
住
職
に
よ
っ

て
盛
ん
に
説
い
て
回
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
靏
　
一
九
八
六
　
九
二
）。

　
も
う
一
つ
は
、
寛
永
一
八
（
一
六
四
一
）
～
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
の
大

凶
作
で
、
飢
餓
や
病
気
に
よ
る
死
者
が
多
く
出
た
が
、
特
に
子
ど
も
の
死
者
が
多

か
っ
た
た
め
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
寛
永
二
〇
（
一
六
四
三
）
年
か
ら
盆

綱
曳
き
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
筑
後
市
史
編
さ
ん
委

員
会
編
　
一
九
九
八
　
五
九
）。

　
本
行
事
は
、
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
か
ら
中
止
と
な
っ
た
が
、
昭
和
四
六

（
一
九
七
一
）
年
に
再
開
さ
れ
た
（
筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
八
　

五
八
―
五
九
）。

【
実
施
内
容
】

一
　
事
前
準
備

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
～
令

和
三
（
二
〇
二
一
）
年
は
、
神
事
も
盆
綱
曳
き
も
全
て
中
止
と
な
り
、
令
和
四

（
二
〇
二
二
）
年
に
三
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）

年
の
盆
綱
曳
き
当
日
の
盆
綱
製
作
、
盆
綱
曳
き
と
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の

鬼
角
と
腰
蓑
と
盆
綱
心
作
り
、
菰
の
収
集
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
盆
綱
曳
き
の
準
備
は
、
通
常
六
月
下
旬
の
総
会
か
ら
始
ま
る
。

（
一
）
鬼
角
と
盆
綱
の
心
作
り
（
一
日
目
）

　
事
前
準
備
は
久
富
熊
野
神
社
境
内
に
集
合
し
て
二
日
間
行
わ
れ
、
伝
承
者
の
指

導
で
作
業
を
進
め
た
。

　
ま
ず
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
七
月
一
七
日
の
八
時
三
〇
分
～
一
二
時
ま
で
、

鬼
角
と
盆
綱
心
作
り
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
は
副
会
長
、宮
総
代
、伝
承
者
、協
力
員
、久
富
行
政
区
、久
富
東
行
政
区
、

子
ど
も
会
、
久
富
公
民
館
の
五
〇
名
で
あ
っ
た
。

　
材
料
は
、
前
年
秋
に
収
集
・
乾
燥
さ
せ
た
稲
穂
を
保
管
し
使
用
す
る
。
収
集
量

は
約
二
二
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
に
な
る
（
幅
三
メ
ー
ト
ル
×
奥
行
五
メ
ー
ト
ル
×

高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）。
鬼
角
・
腰
蓑
用
の
藁
は
、
事
前
に
藁
打
ち
機
、
藁
打
ち

を
使
用
し
て
柔
ら
か
く
し
て
お
く
。
藁
を
水
に
く
ぐ
ら
せ
る
だ
け
で
編
み
や
す
く

な
る
。
次
に
、
藁
の
余
計
な
葉
な
ど
を
取
り
除
い
て
ス
ト
ロ
ー
の
み
に
す
る
。

a
　
鬼
角
作
り

　
鬼
角
の
製
作
は
、
伝
承
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
作
り
方
は
伝
承
者
に
よ
れ
ば

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
藁
の
長
さ
は
、
約
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
が
平
均
で
あ
る
。
綯
い
方
は
左
綯
い

で
あ
る
。

① 

藁
の
穂
先
が
左
向
き
（
五
本
）
と
右
向
き
（
五
本
）
で
計
一
〇
本
を
束
ね
る
。

② 

①
で
束
ね
た
も
の
を
二
つ
用
意
し
、
左
綯
い
で
①
を
継
ぎ
足
し
、
延
長
し
な
　

　
が
ら
縄
を
製
作
す
る
。
縄
の
長
さ
は
子
ど
も
用
で
約
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、
縄
　

　
の
両
側
は
角
に
な
る
よ
う
、
先
端
を
尖
ら
せ
る
。

③ 

②
で
製
作
し
た
縄
に
、
①
を
中
央
よ
り
綯
い
こ
み
、
一
回
り
太
く
す
る
。
反
　

　
対
側
も
同
じ
で
あ
る
。

④ 

③
を
子
ど
も
の
頭
に
合
わ
せ
て

　
ク
ロ
ス
さ
せ
る
。
交
わ
る
部
分

　
は
、
縄
目
を
よ
じ
っ
て
で
き
た

　
小
さ
な
輪
っ
か
に
片
方
を
挿
入

　
す
る
。

⑤ 

角
に
な
る
よ
う
、
先
端
は
④
　

の
作
業
を
も
う
一
度
行
い
、
完
　

成
さ
せ
る
。

b
　
盆
綱
の
心
作
り

　
盆
綱
の
心
作
り
は
、
伝
承
者
以

外
の
参
加
者
が
行
う
。

① 

材
料
は
購
入
し
た
縄
（
左
綯
い

　 

が
無
い
た
め
、
右
綯
い
の
縄
）

　 

を
使
用
す
る
。

② 

約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
二
本
の
縄 

写
真
一
　
鬼
角
作
り
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を
使
用
し
て
左
綯
い
で
作
る
。
縄
が
ほ
ど
け
　
な
い
よ
う
、
約
五
メ
ー
ト
ル
お
き

に
タ
コ
糸
で
縄
を
結
ん
で
お
く
。

③ 

②
で
製
作
し
た
縄
に
、
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
縄
で
綯
い
こ
み
、
一
回
り
太
く
す

　 
る
。
こ
れ
を
三
本
作
る
。

④ 
③
で
作
っ
た
三
本
の
縄
を
、
繰
り
返
し
同
じ
よ
う
に
綯
い
、
一
本
の
盆
綱
の
心

　 

を
作
る
。

（
二
）
菰
の
収
集
と
腰
蓑
の
製
作
（
二
日
目
）

　
二
回
目
の
八
月
六
日
に
は
次
の
作
業
を
行
っ
た
。
①
「
菰
」
の
採
集
、
乾
燥
、

②
伝
承
者
に
よ
る
鬼
角
作
り
の
続
き
、③
腰
蓑
作
り
、④
子
ど
も
服
等
（
黒
シ
ャ
ツ
、

黒
短
パ
ン
、
黒
靴
下
、
黒
靴
）
の
サ
イ
ズ
合
わ
せ
。

　
参
加
者
は
、
会
長
、
副
会
長
、
宮
総
代
、
伝
承
者
、
協
力
員
、
久
富
行
政
区
、

久
富
東
行
政
区
、
子
ど
も
会
、
久
富
公
民
館
、
当
日
参
加
予
定
の
子
ど
も
と
保
護

者
の
約
九
〇
名
で
あ
っ
た
。
菰
の
収
集
以
外
は
八
時
～
一
二
時
ま
で
行
っ
た
。

a
　
菰
の
収
集
、
乾
燥

　
山
ノ
井
川
（
大
木
町
）
で
、
六
時
か
ら
菰
を
収
集
し
た
。
以
前
は
当
地
周
辺
の

ク
リ
ー
ク
に
繁
茂
し
て
い
た
が
、
護
岸
工
事
で
収
集
で
き
な
く
な
っ
た
。
採
取
し

た
菰
は
久
富
区
の
牛
舎
跡
で
三
～
四
日
、
少
し
青
み
を
残
し
乾
燥
し
す
ぎ
な
い
よ

う
乾
か
す
。

　
か
つ
て
は
久
富
に
も
良
い
菰
が
た
く
さ
ん
生
え
て
お
り
、
子
ど
も
が
川
の
中
に

入
っ
て
泳
ぎ
な
が
ら
取
っ
て
い
た
。
現
在
は
、
事
前
に
大
人
が
一
〇
人
が
か
り
で

大
木
町
ま
で
行
き
、
川
に
膝
ま
で
入
っ
て
、
二
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
一
台
分
を
切
っ

て
く
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
二
年
間
盆
綱
曳
き
を
行
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
長
い
菰
が
取
れ
た
。

b
　
腰
蓑
の
製
作

　
複
数
人
が
同
時
に
作
業
で
き
る
よ
う
に
、
小
縄
を
フ
ェ
ン
ス
等
に
括
り
付
け
て

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
も
保
護
者
も
協
力
し
て
製
作
す
る
。

　
伝
承
者
が
作
成
し
た
資
料
を
以
下
参
照
す
る
。

　
小
縄
の
長
さ
は
一
五
〇
～
一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。

① 

左
端
の
五
～
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
始
め
る
。

② 

二
本
の
藁
を
手
に
取
る
。
穂
の
先
端
は
下
、
根
側
は
上
向
き
で
あ
る
。

③ 

一
回
目
は
上
部
（
根
側
）
を
七
～
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
残
し
て
、
小
縄
に
二
回

　 

ま
わ
し
て
固
定
す
る
（
結
び
つ
け
る
）。

④ 

二
回
目
以
降
は
一
回
目
の
藁
の
上
に
重
ね
、
手
前
に
二
回
ま
わ
し
て
小
縄
に
巻

き
　 

付
け
る
。

⑤ 

腰
蓑
（
横
）
の
長
さ
は
七
〇
～
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
に
す
る
。

⑥ 

腰
蓑
（
縦
）
の
長
さ
は
四
〇
～
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
と
し
、
先
端
は
切
り

　 

落
と
す
。

　
鬼
角
と
腰
蓑
は
以
上
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
作
っ
て
い
る
が
、
一
日
作
業
し
て
も

作
り
終
わ
ら
な
い
た
め
、
高
齢
者
に
頼
ん
で
自
宅
で
作
り
た
め
て
お
い
て
も
ら
う
。

二
　
盆
綱
曳
き
当
日
の
準
備

（
一
）
盆
綱
綯
い

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
八
月
一
四
日
は
七
時
過
ぎ
か
ら
準
備
を
始
め
た
。
鳥

居
の
注
連
縄
を
か
け
直
し
、
両
側
に
竹
を
立
て
、
公
民
館
に
横
断
幕
を
掲
げ
た
。

　
事
前
に
準
備
し
た
藁
や
菰
は
、
す
ぐ
に
使
え
る
よ
う
に
、
適
当
な
太
さ
に
束
ね

て
、
久
富
熊
野
神
社
の
拝
殿
内
に
入
れ
て
お
い
た
。
盆
綱
を
綯
う
の
は
、
久
富
熊

野
神
社
で
あ
る
が
、
場
所
を
借
り
て
い
る
だ
け
だ
と
説
明
さ
れ
る
。

　
最
初
に
盆
綱
を
綯
う
た
め
の
準
備
を
行
う
。
久
富
熊
野
神
社
の
注
連
縄
を
取
り

外
す
。
そ
れ
か
ら
盆
綱
の
心
を
滑
車
に
通
す
。
水
引
虹
梁
に
縄
を
か
け
、
そ
の
先

を
盆
綱
の
心
に
結
び
つ
け
、
縄
は
参
道
の
方
に
引
っ
張
っ
て
お
く
。
ぶ
ら
下
が
っ

た
盆
綱
の
心
に
菰
二
束
と
藁
一
束
の
根
本
を
上
に
し
て
合
わ
せ
、
上
か
ら
し
っ
か

り
縄
を
巻
き
つ
け
て
縛
っ
て
お
く
。
そ
し
て
、
藁
や
菰
は
す
ぐ
に
手
渡
し
で
き
る

よ
う
に
拝
殿
か
ら
出
し
て
近
く
に
置
い
て
お
く
。
藁
は
菰
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
長

さ
で
あ
る
。

　
綯
う
準
備
が
で
き
た
ら
、
長
さ
を
決
め
る
た
め
に
、
盆
綱
を
曳
く
子
ど
も
と
大

人
の
人
数
を
確
認
す
る
。
盆
綱
を
綯
う
三
名
、
縄
を
引
く
二
名
、
菰
や
藁
を
綯
い

手
に
渡
す
三
名
が
必
要
だ
が
、
交
代
し
な
が
ら
製
作
す
る
。
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最
初
に
結
ん
だ
菰
と
藁
を
三
つ
に
分
け
る
。
三
つ
に
分
け
た
そ
れ
ぞ
れ
に
綯
い

手
の
う
ち
二
名
の
男
性
が
菰
、
一
名
の
男
性
が
藁
を
持
っ
て
き
て
、
右
に
ね
じ
っ

て
足
す
。
そ
れ
か
ら
、「
よ
い
し
ょ
」「
は
い
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
左
側
の
人
に

渡
し
、
左
綯
い
に
綯
っ
て
い
く
。
綯
い
進
ん
だ
ら
適
宜
、
縄
を
引
っ
張
っ
て
で
き

あ
が
っ
た
部
分
を
引
き
上
げ
る
。
菰
と
藁
は
同
じ
位
の
量
で
綯
っ
て
い
く
と
い
う

が
、
綯
っ
て
い
な
い
部
分
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
菰
か
藁
を
受
け
取
っ
て
足
し
て

い
る
。
太
い
綱
に
し
た
い
時
は
、
菰
の
量
を
増
や
し
て
い
る
と
い
う
。

　
八
時
に
な
る
と
、
観
音
堂
に
は
高
齢
の
女
性
三
人
が
訪
れ
、
掃
除
を
し
た
り
、

お
供
え
も
の
の
支
度
を
行
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
か
ら
「
南
無
観
世
音
菩
薩
」
と
書

か
れ
た
旗
を
二
本
立
て
る
。

　
九
時
過
ぎ
に
盆
綱
が
出
来
上
が
っ
た
が
、
盆
綱
を
下
ろ
し
、
頭
の
部
分
は
鳥
居

の
近
く
ま
で
持
っ
て
い
く
。
も
う
一
方
は
、「
盆
綱
は
観
音
堂
か
ら
出
る
」
た
め
、

観
音
堂
の
前
に
持
っ
て
く
る
。
綱
に
は
持
ち
手
の
引
綱
を
つ
け
る
。

　
か
つ
て
は
、
綱
が
二
本
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
時
期
は
不
明
だ
が
、
オ

ヤ
ボ
ン
ヅ
ナ
と
コ
ボ
ン
ヅ
ナ
を
二
本
作
り
、
オ
ヤ
ボ
ン
ヅ
ナ
は
小
学
生
、
コ
ボ
ン

ヅ
ナ
は
そ
れ
以
下
の
子
ど
も
た
ち
が
曳
い
て
い
た
。
曳
く
途
中
で
、
ワ
ケ
モ
ン
ド

ン
（
青
年
た
ち
）
の
ニ
ク
ジ
（
意
地
悪
）
が
あ
っ
て
、
後
ろ
か
ら
綱
を
引
っ
張
っ

て
前
に
進
め
な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
（
靏
　
一
九
八
六
　
九
二
）。
ま
た
、
戦

前
は
、
大
盆
綱
は
高
等
小
学
校
の
子
ど
も
、
小
盆
綱
は
尋
常
小
学
校
の
子
ど
も
達

が
曳
い
た
と
い
う
（
上
野
　
一
九
八
七
　
二
〇
九
―
二
一
〇
）。

（
二
）
子
ど
も
を
鬼
に
す
る

　
子
ど
も
を
鬼
（
餓
鬼
）
に
す
る
た
め
に
、
顔
や
体
に
煤
を
塗
る
。
鬼
は
地
獄
の

釜
番
で
あ
る
と
い
う
。
六
〇
年
位
前
ま
で
は
、
地
区
に
三
箇
所
あ
っ
た
共
同
浴
場

の
煙
突
の
煤
を
使
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
、
煙
突
の
掃
除
を
し
て
煤
を
取
る
の
は
子

ど
も
の
役
割
だ
っ
た
。
現
在
は
、
八
女
市
の
製
材
所
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
煤
は

細
か
く
し
な
い
と
体
に
塗
っ
た
時
に
痛
い
た
め
、
ふ
る
い
に
か
け
て
小
さ
く
し
、

水
で
溶
い
て
お
く
。

　
九
時
頃
に
な
る
と
子
ど
も
達
が
準
備
の
た
め
、
神
社
に
隣
接
す
る
久
富
公
民

館
に
集
ま
っ
て
く
る
が
、
黒
か
紺
の
水
着
に
黒
い
鉢
巻
き
、
黒
い
ソ
ッ
ク
ス
に

な
る
。
黒
い
鉢
巻
き

を
し
た
の
は
令
和
四

（
二
〇
二
二
）
年
が
初

め
て
で
、
汗
で
煤
が

流
れ
て
目
に
入
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め

だ
と
い
う
。
保
護
者

た
ち
が
溶
い
た
煤
を

体
に
塗
っ
て
い
く
。

以
前
は
目
の
周
囲
も

煤
で
塗
っ
て
い
た
が
、

子
ど
も
が
嫌
が
る
の
で
塗
ら
な
く
な
っ
た
。
煤
を
塗
り
終
わ
っ
た
子
ど
も
か
ら
、

鬼
角
と
腰
蓑
を
つ
け
る
。
六
〇
年
前
は
、
褌
に
も
煤
を
塗
っ
て
、
草
履
を
履
い
て

い
た
と
い
う
。

　
昭
和
の
初
め
頃
は
、
子
ど
も
の
タ
イ
シ
ョ
ウ
は
、
全
身
を
藁
で
包
ん
だ
よ
う
な

格
好
を
し
て
い
た
と
い
う
（
靏
　
一
九
八
六
　
九
二
）。

　
九
時
四
〇
分
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
行
政
区
長
や
、
保
存
会
会
長
の
あ
い
さ
つ

等
が
行
わ
れ
た
が
、
徳
随
寺
の
住
職
も
参
加
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
て
い
た
の
で
、
子
ど
も
達
は
陰
性
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
参
加
し
た
。

子
ど
も
達
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
た
め
、
観
客
に
は
距
離
を
取
る
よ
う
お
願
い

が
あ
っ
た
。

三
　
盆
綱
曳
き

　
例
年
は
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
歩
く
が
、
子
ど
も
に
無
理
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
コ
ー
ス
を
短
く
し
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
、

通
常
の
コ
ー
ス
に
戻
し
た
。
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
当

時
は
盆
綱
を
曳
い
て
回
る
コ
ー
ス
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
道
を

決
め
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昔
は
畦
道
の
よ
う
な
小
径
に
も
入
り
込
み
、

村
の
隅
々
ま
で
走
り
回
っ
た
と
い
う
（
上
野
　
一
九
八
七
　
二
一
一
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
前
は
、
参
加
者
が
六
〇
～
七
〇

写
真
二
　
盆
綱
綯
い
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人
い
た
が
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は

無
理
を
し
て
参
加
者
を
集
め
な
か
っ
た
た

め
、
半
分
の
三
四
人
程
で
あ
っ
た
。
令
和

五
（
二
〇
二
三
）
年
は
四
四
人
参
加
し
た
。

二
年
間
行
事
が
中
止
と
な
り
、
最
上
級
生

と
し
て
参
加
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
も
い

た
た
め
、
中
学
生
も
参
加
し
た
。

　
一
〇
時
に
子
ど
も
達
が
盆
綱
を
曳
い
て

観
音
堂
を
出
発
し
た
。
先
頭
の
引
綱
は
四

人
の
子
ど
も
が
持
つ
。
か
け
声
は
「
ピ
ッ

ピ
（
笛
の
音
）
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ピ
ッ
ピ
（
笛

の
音
）
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
だ
が
、
叫
ば
な
い

よ
う
に
通
達
が
あ
っ
た
。

　
一
〇
時
一
〇
分
、
天
神
神
社
で
休
憩
を

し
た
が
、
こ
こ
は
雨
乞
い
の
神
で
あ
る
た
め
、
子
ど
も
達
は
社
殿
に
上
が
っ
て
、

足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
て
、
雨
が
降
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
。

　
一
〇
時
四
〇
分
頃
戻
っ
て
く
る
と
、
公
民
館
前
の
中
庭
に
入
り
、
円
状
に
盆
綱

を
置
き
、
子
ど
も
達
は
中
に
入
っ
て
、
万
歳
三
唱
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も

達
は
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
泳
ぎ
に
行
っ
て
い
る
。
盆
綱
等
は
熊
野
神
社
の
北
側
で

す
ぐ
に
燃
や
す
。

　
か
つ
て
は
ク
リ
ー
ク
や
、
神
社
の
前
の
用
水
に
入
っ
て
煤
を
落
と
し
て
い
た
。

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
前
は
相
撲
場
が
あ
っ
た
の
で
相
撲
を
と
っ
て
い
た
が
、
指

定
さ
れ
て
か
ら
、
相
撲
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
上
野
に
よ
れ
ば
、
戦
前
ま
で
は
盆

綱
を
使
っ
て
土
俵
を
作
っ
て
い
た
と
い
う（
上
野
　
一
九
八
七
　
二
一
一
）。
ま
た
、

一
軒
ず
つ
回
っ
て
、
農
家
は
藁
、
そ
れ
以
外
は
一
〇
～
二
〇
円
の
お
金
を
も
ら
っ

て
い
た
。
志
を
も
ら
っ
た
ら
、
そ
こ
は
回
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
い
、
上
久

富
ま
で
回
っ
て
い
た
。

　
鬼
角
と
腰
蓑
は
各
自
家
に
持
ち
帰
り
、
屋
根
の
上
に
投
げ
上
げ
て
い
た
と
い
う

（
靏
　
一
九
八
六
　
九
二
）。

（
田
中
　
久
美
子
・
小
林
　
勇
作
）

写
真
三
　
久
富
観
音
堂

写
真
四
　
盆
綱
曳
き
（
二
〇
一
八
年
）

写
真
五
　
天
神
神
社
（
二
〇
一
九
年
）

徳随寺

筑後久富郵便局

筑後久富郵便局

徳随寺

出発・帰着場所 ( 久富熊野神社 )

出発・帰着場所 ( 久富熊野神社 )

100m

100m

図
一
　
盆
綱
曳
き
コ
ロ
ナ
時
ル
ー
ト

図
二
　
盆
綱
曳
き
正
規
ル
ー
ト
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二
〇
　
流

な
が
れ
か
ん
じ
ょ
う

灌
頂
（
福
岡
市
）

【
指
定
等
】

　
無
し
。
た
だ
し
、
同
行
事
で
用
い
ら
れ
る
大
灯
籠
絵
に
つ
い
て
は
下
記
の
通
り
。

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　「
大お
お
は
ま浜

流
灌
頂
大
燈
籠
（
旧
名
称
　
博
多
大
浜
流
灌
頂
大
燈
籠
）」
九
点

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
三
三
（
一
九
五
八
）
年
七
月
二
六
日
（
四
点
）

　
追
加
・
名
称
変
更
　
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
四
月
五
日
（
四
点
）

　
追
加
指
定
　
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
三
月
五
日
（
一
点
）

【
テ
ー
マ
】
一
九
「
盆
」

　【別
名
】
大
浜
流
灌
頂

【
地
域
の
概
要
】

　
大
浜
流
灌
頂
が
行
わ
れ
る
福
岡
市
博
多
区
大た
い
は
く
ま
ち

博
町
は
、
福
岡
市
の
中
心
よ
り
北

東
に
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
博
多
区
の
北
西
に
位
置
す
る
。
西
は
福
岡
県
道

四
四
号
線
（
大
博
通
り
）、北
は
福
岡
県
道
六
〇
二
号
線
（
那
の
津
通
り
）
に
接
し
、

那
の
津
通
り
の
北
に
は
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
や
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
、
博
多
中
央
ふ

頭
が
あ
る
。
東
は
御
笠
川
が
流
れ
て
い
る
。
同
行
事
は
大
博
町
に
あ
る
一
区
か
ら

六
区
の
自
治
組
織
の
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
は
、
竪た
て
ち
ょ
う
は
ま

町
浜
、
浜
口
町

浜
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
か
ら
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）

年
は
、
大
浜
町
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
九
月
末
現
在
で
一
〇
〇
六
世
帯
、
一
五
〇
五
人
が
暮

ら
し
て
い
る
（
令
和
四
年
公
称
町
別
　
世
帯
数
及
び
人
口
（
日
本
人
の
み
））。

（https://w
w
w.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/10782/1/2022m

achibetsu.xlsx

二
〇
二
二
年
一
〇
月
現
在
）

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
福
岡
市
博
多
区
大
博
町
一
～
六
区
集
会
所

【
実
施
時
期
】
八
月
二
四
日
か
ら
二
六
日

【
伝
承
組
織
】

　
当
番
は
大
博
町
の
町
内
の
区
分
け
で
担
っ
て
い
た
。
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）

年
度
ま
で
は
、
大
博
連
合
（
一
区
か
ら
五
区
）
が
二
年
、
大
博
六
区
が
一
年
を
交

互
に
務
め
て
い
た
が
、
令
和
四
年
よ
り
大
浜
流
灌
頂
継
承
保
存
会
に
一
本
化
し
て

運
営
し
て
い
る
。

　
伝
承
に
よ
る
と
か
つ
て
仮
設
の
施
餓
鬼
堂
は
、
旧
大
浜
町
一
丁
目
主
催
で
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
、
翌
年

か
ら
他
の
町
内
の
申
し
出
に
よ
り
、
大
浜
町
一
丁
目
が
一
年
、
大
浜
各
町
の
連
合

会
が
二
年
の
持
ち
回
り
で
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　【由
来
・
伝
承
】

　
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
、
暴
風
雨
の
た
め
博
多
湾
で
溺
死
し
た
人
び
と
や
家

屋
倒
壊
に
よ
っ
て
圧
死
し
た
人
び
と
、
翌
年
の
伝
染
病
流
行
の
た
め
に
亡
く
な
っ

た
人
び
と
の
霊
を
弔
う
た
め
に
施
餓
鬼
供
養
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

そ
の
際
、
東
長
寺
を
隠
居
し
た
僧
侶
が
竪
町
浜
に
知
足
庵
を
結
ん
で
、
東
長
寺
の

僧
侶
た
ち
を
呼
ん
で
施
餓
鬼
供
養
を
行
っ
た
と
も
、
住
民
有
志
が
惨
状
を
見
か
ね

て
、
東
長
寺
に
供
養
を
依
頼
し
た
と
も
言
わ
れ
る
（
福
岡
市
史
編
集
委
員
会
　

二
〇
一
二
　
一
三
七
―
一
三
八
）。

　【実
施
内
容
】

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
か
ら
三
（
二
〇
二
一
）
年
に
か
け
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
て
お
り
、
本
件
は
令
和
元
（
二
〇
一
九
）

年
以
前
及
び
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
の
調
査
事
績
を
元
に
し
て
い
る
。

一
　
施
餓
鬼
堂
の
設
営
と
大
灯
籠
の
設
置
（
写
真
一
）

　
八
月
二
四
日
の
一
七
時
頃
よ
り
施
餓
鬼
堂
を
設
営
す
る
。
施
餓
鬼
堂
は
祭
り
の

時
だ
け
の
仮
設
で
あ
る
。
施
餓
鬼
堂
は
、
こ
れ
ま
で
は
「
流
灌
頂
通
り
」
に
設
置

さ
れ
て
い
た
。
大
博
連
合
は
、
大
博
通
り
の
東
に
あ
る
筋
・
大
博
町
五
一
〇
号
線
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と
ふ
れ
あ
い
通
り
の
西
に
あ
る
筋
・
大
博
町
五
〇
六
号
線
の
間
に
、
六
区
は
「
ふ

れ
あ
い
通
り
」
と
そ
の
西
の
筋
大
博
町
五
〇
六
号
線
の
間
の
通
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ

設
け
ら
れ
て
い
た
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
よ
り
旧
大
浜
公
民
館
の
解
体
計
画

を
機
に
、
瑜ゆ

が伽
稲
荷
神
社
に
隣
接
す
る
倉
庫
を
大
博
町
一
～
六
区
集
会
所
と
し
て

改
修
し
た
こ
と
で
、
施
餓
鬼
堂
は
集
会
所
一
階
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

瑜
伽
稲
荷
神
社
は
、『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』（
青
柳
種
信
（
広
渡
正
利
　
福
岡

古
文
書
を
読
む
会
　
一
九
九
三
　
一
七
九
）
に
よ
る
と
「
智
足
庵
　
東
長
寺
末
寺

也
。
庵
内
に
大
師
堂
瑜
伽
社
あ
り
」
と
あ
り
、
ま
た
『
筑
前
国
福
岡
区
地
誌
』（
三

原
恕
平
（
田
坂
大
藏
校
訂
）
一
九
八
〇
　
三
三
五
）
に
は
「
智
足
庵
址
　
町
ノ
北

ニ
ア
リ
眞
言
宗
古
義
派
東
長
寺
庵
室
ナ
リ
明
治
六
年
廃
ス
跡
に
大
師
堂
ア
リ
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
知
足
庵
跡
と
さ
れ
る
地
で
あ
る
。

　
ま
た
同
日
、
竪
町
筋
と
那
の
津
通
り
の
交
差
点
に
建
つ
供
養
塔
に
も
盆
提
灯
と

祭
壇
が
設
け
ら
れ
る
。「
斎
藤
家
年
中
行
事
」『
近
世
福
岡
博
多
史
料
』（
秀
村
選

三
　
一
九
八
一
　
三
六
五
）
に
は
、「
流
勧
請
也
、
浜
ニ
仮
屋
ヲ
造
、
施
俄
鬼
也
」

と
あ
り
、
江
戸
時
代
の
流
灌
頂
で
は
施
餓
鬼
堂
は
浜
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　
道
路
使
用
許
可
時
間
に
入
る
一
八
時
頃
、
博
多
の
絵
師
・
海
老
崎
雪
渓

（
一
八
七
六
―
一
九
四
一
）
な
ど
が
制
作
し
た
武
者
絵
を
描
い
た
大
灯
籠
が
四
基

掲
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
雨
天
に
よ
り
二
四
日
の
設
置

を
見
送
っ
た
。
大
灯
籠
は
、
か
つ
て
町
内
一
六
箇
所
の
辻
々
に
建
て
ら
れ
て
い
た

と
い
う
。
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
ま
で
は
、
大
灯
籠
二
基
を
大
博
連
合
が
、
一

基
を
大
博
六
区
が
設
置
し
、
大
灯
籠
に
使
用
し
な
か
っ
た
数
点
の
大
灯
籠
絵
は
旧

大
浜
公
民
館
内
で
公
開
さ
れ
て
い
た
が
、
解
体
計
画
に
伴
い
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
な

く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
展
示
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
以
前
は
木
枠
の

内
側
か
ら
照
明
を
当
て
て
い
た
が
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
よ
り
若
手
世
代
へ

の
負
担
減
の
た
め
三
基
は
外
側
か
ら
照
明
を
当
て
る
形
に
変
更
し
た
（
写
真
一
）。

 

　
今
で
は
大
浜
流
灌
頂
の
目
玉
と
も
な
っ
て
い
る
大
灯
籠
の
由
来
に
つ
い
て
は
定

か
で
は
な
い
が
、
大
浜
流
灌
頂
継
承
保
存
会
が
所
有
す
る
大
灯
籠
絵
に
絵
師
・
野

方
一
得
斎
高
清
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
か
ら
三
一

（
一
八
九
八
）
年
の
作
例
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
一
〇
か
ら
二
〇
年
代

に
は
大
灯
籠
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
名

所
図
会
』（
奥
村
玉
蘭
（
田
坂
大
藏
・
春

日
古
文
書
を
読
む
会
校
訂
）
一
九
八
五

　
二
一
六
）
に
は
、「
七
月
廿
五
日
流

灌
請
の
法
事
あ
り
、
其
夜
ハ
此
辺
の

家
々
燈
明
茶
菓
を
献
じ
、
偶
人
様
の
見

せ
も
の
を
出
し
て
、
さ
な
が
ら
盆
中
の

賑
い
に
異
な
ら
す
」
と
あ
り
、
同
書
が

完
成
し
た
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
に

は
、
人
形
を
用
い
た
つ
く
り
物
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
明
治
後
半
に

は
、
広
場
に
使
い
古
し
た
蚊
帳
を
張
り

巡
ら
せ
、
岩
山
や
森
な
ど
の
背
景
を
つ

く
り
、
飾
り
山
笠
の
人
形
な
ど
を
据
え

た
大
掛
か
り
な
つ
く
り
物
の
写
真
が
残

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
形
を
用
い
た
つ
く
り
物
は
、
昭
和
三
〇
年
頃
ま
で

は
実
施
さ
れ
て
お
り
、
町
内
の
個
人
宅
等
で
公
開
し
て
い
た
。

　
平
成
に
入
り
、
か
つ
て
家
々
に
飾
ら
れ
た
今
月
今
夜
と
書
か
れ
た
「
花
笠
灯
籠
」

や
露
店
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
、
大
浜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
各
団
体
に

呼
び
か
け
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
結
成
さ
れ
た
浜は

ま
ゆ
う
か
い

友
会
を
中
心
に
、
様
々

な
出
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

二
　
法
要

　
八
月
二
四
日
の
一
九
時
頃
よ
り
、
施
餓
鬼
堂
に
て
法
要
が
始
ま
る
。
法
要
に
は

東
長
寺
に
保
管
し
て
い
る
大
日
如
来
、
弘
法
大
師
、
不
動
明
王
を
は
じ
め
と
す
る

仏
像
や
仏
画
が
仮
設
し
た
祭
壇
に
祀
ら
れ
る
ほ
か
、
施
餓
鬼
用
の
祭
壇
「
施
餓
鬼

棚
」
も
別
途
設
け
ら
れ
、
祭
壇
に
は
蓮
の
葉
の
上
に
生
米
と
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
季
節
の
野
菜
を
刻
ん
だ
御
物
飯
が
供
え
ら
れ
る
。
祭
壇
に
は
、

大
型
の
位
牌
と
し
て
水
難
者
、
有
縁
無
縁
者
、
戦
災
死
亡
者
、
水
子
の
名
が
あ
り
、

町
内
の
新
仏
や
先
祖
の
供
養
を
含
め
、
広
く
死
者
供
養
の
法
要
と
な
っ
て
い
る
。

写
真
一
　
大
灯
籠
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祭
壇
の
脇
に
は
複
数
の
盆
提
灯
（
博
多
提
灯
）
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は

初
盆
の
際
に
親
類
等
か
ら
贈
ら
れ
る
大
き
な
盆
提
灯
を
町
内
か
ら
持
ち
寄
っ
て
い

た
が
、
住
宅
事
情
等
の
関
係
で
盆
提
灯
を
贈
る
風
習
が
風
化
し
て
お
り
、
盆
提
灯

は
現
在
既
存
の
も
の
を
使
い
回
し
て
い
る
。
施
餓
鬼
堂
の
外
に
は
今
年
初
盆
を
迎

え
る
新
仏
の
卒
塔
婆
と
五
色
の
旗
が
建
て
ら
れ
、
卒
塔
婆
は
五
色
の
紐
を
伝
っ
て

大
日
如
来
と
結
縁
す
る
。

　
法
要
に
は
東
長
寺
の
住
職
、
僧
侶
二
名
（
か
つ
て
は
五
名
）
の
ほ
か
大
浜
流
灌

頂
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
、
初
盆
を
迎
え
る
町
内
の
家
族
が
参
列
す
る
（
写
真
二
）。

　
翌
二
五
日
は
前
日
同
様
一
八
時
頃
前
よ
り
施
餓
鬼
堂
の
準
備
を
行
い
、
順
次
人

び
と
が
お
参
り
に
訪
れ
る
。
一
九
時
よ
り
前
日
同
様
に
東
長
寺
の
僧
侶
が
施
餓
鬼

堂
で
三
〇
分
程
法
要
を
行
う
。
一
八
時
（
道
路
使
用
許
可
時
間
）
を
迎
え
る
と
、

大
灯
籠
が
設
置
さ
れ
る
。

　
最
終
日
と
な
る
二
六
日
、
一
八
時
頃
か
ら
施
餓
鬼
堂
で
の
お
参
り
や
大
灯
籠
の

設
置
が
行
わ
れ
る
。
一
八
時
半
よ
り
竪
町
筋
と
那
の
津
通
り
の
接
合
地
点
に
あ
る

供
養
塔
（
享
保
一
八
年
・
一
九
年
　
餓
死
霊
魂
供
養
塔
　
寛
政
二
年
造
立
）
に
て

東
長
寺
の
僧
侶
に
よ
る
法
要
が
一
五
分
程
行
わ
れ
、
そ
の
後
施
餓
鬼
堂
で
前
二
日

同
様
に
法
要
が
行
わ
れ
る
。
二
一
時
前

に
精
霊
流
し
の
た
め
施
餓
鬼
堂
の
前
に

精
霊
船
で
あ
る
西
方
丸
を
据
え
、
簡
易

の
祭
壇
が
設
け
ら
れ
る
。
祭
壇
の
供
え

物
（
生
花
や
菰
）、
紙
卒
塔
婆
な
ど
を
入

れ
る
。
か
つ
て
は
初
盆
を
迎
え
る
家
が

各
々
に
西
方
丸
を
仕
立
て
て
い
た
が
、

近
年
は
一
艇
を
共
同
で
使
用
し
て
い
る
。

二
一
時
よ
り
東
長
寺
の
僧
侶
に
よ
る
読

経
と
参
列
者
の
焼
香
を
経
て
終
了
と
な

る
（
写
真
三
）。

　
以
前
は
西
方
丸
を
博
多
湾
の
防
波
堤

の
先
ま
で
持
っ
て
行
き
、
沖
ま
で
運
ん

で
い
た
。
浜
で
は
住
職
が
読
経
し
、
参

列
者
は
一
緒
に
手
を
あ
わ
せ
て
い
た
と
い
う
。
港
湾
の
地
形
の
変
化
や
海
に
精
霊

船
を
流
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
施
餓
鬼
堂
の
前
で
読
経
を
行
い
祭
具

等
の
一
切
を
含
め
東
長
寺
の
節
分
祭
の
時
に
燃
や
し
て
い
る
。

（
河
口
　
綾
香
）

写
真
二
　
法
要

写
真
三
　
精
霊
送
り
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二
一
　
流
な
が
れ
か
ん
じ
ょ
う

灌
頂
（
大お
お
と
う
ま
ち

任
町
）

【
テ
ー
マ
】
一
九
「
盆
」

【
別
名
】
精
霊
流
し
　
二
四
日
盆

【
地
域
の
概
要
】　
田
川
郡
大
任
町
今い
ま
と
う
ば
る

任
原
・
下
今
任
地
区

　
江
戸
時
代
、
小
笠
原
藩
の
添
田
手
永
と
伊
田
手
永
に
属
し
て
い
た
地
域
が
、
明

治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
に
七
つ
の
村
が
大
行
事
村
、
三
つ
の
村
が
今
任
原
村
と

な
っ
た
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
両
村
が
大
任
村
と
な
り
、
昭
和
三
五

（
一
九
六
〇
）
年
に
町
制
施
行
し
て
大
任
町
と
な
っ
た
が
、
十じ
ゅ
う
り
ん
い
ん

輪
院
の
あ
る
今
任

原
と
行
事
に
従
事
す
る
下
今
任
地
区
は
旧
今
任
村
に
属
し
て
い
た
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
田
川
郡
大
任
町
大
字
今
任
原
の
高
野
山
真
言
宗
松し
ょ
う
れ
い
ざ
ん

霊
山
十
輪
院
及
び
彦
山
川

河
岸
。

　
江
戸
時
代
中
期
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
高
野
山
真
言
宗
十
輪
院
の
行
事
で
あ

る
。
本
尊
は
江
戸
の
大
火
の
時
に
小
笠
原
藩
邸
へ
の
延
焼
を
食
い
止
め
た
と
さ
れ

る
鎮
火
地
蔵
尊
で
あ
る
。
鎮
火
地
蔵
大
祭
で
は
、
塔
婆
、
灯
籠
（
万
燈
）
供
養
、

精
霊
流
し
が
行
わ
れ
る
。
十
輪
院
は
九
州
二
四
地
蔵
寺
霊
場
会
五
番
札
所
で
あ
る
。

【
実
施
時
期
】　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
八
月
二
四
日

　
十
輪
院
の
本
尊
鎮
火
地
蔵
尊
大
祭
に
合
わ
せ
て
施
餓
鬼
大
法
会
が
行
わ
れ
る
。

地
蔵
盆
の
最
後
の
儀
式
が
流
灌
頂
で
あ
る
。
地
域
の
人
々
に
は
「
二
四
日
盆
」
と

い
う
民
俗
行
事
名
で
知
ら
れ
て
お
り
、「
流
灌
頂
」
は
一
般
的
で
は
な
い
。
そ
れ

に
附
随
し
て
下
今
任
地
区
が
行
っ
て
き
た
講
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
例
年
な
ら

一
七
時
半
か
ら
お
籠
り
が
あ
り
、
近
隣
の
桑
原
地
区
の
人
々
と
共
同
で
実
施
し
て

い
る
。
令
和
四
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
。
か
つ
て
は
一
六
時
か
ら
子
ど
も
相
撲
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
区
内
の
子

供
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
は
休
止
さ
れ
た
。
町
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
人

口
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
現
区
長
が
復
活
を
提
案
し
た
が
、
怪
我
の
防
止
な
ど

の
運
営
の
諸
問
題
が
解
決
で
き
ず
実
施
で
き
て
い
な
い
。
か
つ
て
は
、
大
人
の
奉

納
相
撲
も
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
例
年
な
ら
、
二
〇
時
か
ら
は
地
蔵
盆
踊
り
が

行
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
中
止

に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
大
祭
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
、
こ
の
盆
踊
り
が
「
十
輪

院
の
地
蔵
盆
」
と
称
さ
れ
名
高
い
も
の
で
あ
る
。
四
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
門
前
に
多
く
の
露
店
が
出
て
賑
や
か
で
、
踊
り
手
は
近
隣
市

町
村
か
ら
や
っ
て
き
た
。
音
頭
取
り
や
囃
子
方
は
地
元
が
多
か
っ
た
が
、
川
崎
町

米
田
地
区
や
添
田
町
豊
川
の
青
年
団
が
音
頭
取
り
・
囃
子
方
を
揃
え
て
や
っ
て
来

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
地
元
の
口
説
き
手
の
中
に
は
仮
装
し
た
者
も
多
く
、
女
性
も

い
た
。
口
説
い
て
い
る
最
中
に
他
の
者
が
口
説
を
横
取
り
し
て
、
揉
め
る
こ
と
も

多
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
は
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
の
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
田
川
市
の
チ
ー
ム
が
や
っ
て
来
て
踊
り
を
披
露
し

た
。

【
伝
承
組
織
】

　
下
今
任
地
区
に
は
、
東
・
西
・
南
・
北
の
四
組
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
座
元
二
人

が
選
ば
れ
、
二
四
日
盆
の
講
及
び
精
霊
流
し
な
ど
の
諸
行
事
を
行
う
。
区
長
が
責

任
者
を
務
め
る
。
お
籠
り
や
供
物
は
、
区
の
経
費
で
賄
い
、
相
撲
の
景
品
や
子
ど

も
達
へ
の
菓
子
の
費
用
は
寄
付
を
募
る
。
下
今
任
地
区
に
は
「
地
蔵
尊
御
祭
礼
帳
」

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
地
域
は
農
村
地
帯
で
あ
る
。

　
塔
婆
・
灯
籠
供
養
そ
し
て
流
灌
頂
は
、
十
輪
院
が
真
言
宗
の
儀
軌
に
則
っ
て
行

う
。
十
輪
院
は
平
素
は
檀
家
組
織
で
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
二
四
日
盆
の
よ
う
な

行
事
で
は
、
檀
家
と
信
者
そ
し
て
、
地
域
の
人
々
の
協
力
の
も
と
で
実
施
さ
れ
る
。

参
拝
者
は
地
域
の
人
々
だ
け
で
は
な
く
、
広
域
か
ら
も
集
ま
っ
て
い
る
。
本
堂
に

は
、
芸
能
人
で
あ
る
Ｉ
Ｋ
Ｋ
О
さ
ん
の
盛
り
花
も
供
え
ら
れ
て
い
た
。

【
実
施
内
容
】

一
　
塔
婆
供
養
・
先
祖
代
々
追
善
供
養

　
当
日
は
土
砂
降
り
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
参
拝
者
が
本
堂
に
詰
め
て
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い
る
。
多
く
が
初
盆
を
迎
え
る
家
の
人
々
で
あ
る
。
大
祭
法
会
は
、
納
骨
堂
供
養

に
続
き
、
二
一
時
か
ら
読
経
が
始
ま
っ
た
。
内
陣
の
鎮
火
地
蔵
尊
を
取
り
囲
む
よ

う
に
、
僧
侶
達
が
本
尊
に
向
か
い
読
経
を
す
る
本
尊
供
養
が
行
わ
れ
、
続
い
て
住

職
が
参
拝
者
に
向
か
い
、
塔
婆
に
記
さ
れ
た
供
養
者
の
名
前
を
一
柱
ず
つ
読
み
上

げ
、
そ
の
合
間
に
信
者
に
よ
る
御
詠
歌
が
唱
え
ら
れ
る
。
先
亡
精
霊
塔
婆
供
養
が

あ
る
。
そ
の
間
も
塔
婆
供
養
は
続
け
ら
れ
、
先
祖
代
々
追
善
菩
提
供
養
も
続
い
て

い
く
。
読
み
上
げ
ら
れ
た
塔
婆
は
本
堂
前
に
供
え
ら
れ
る
。

二
　
施
餓
鬼
供
養

　
全
長
二
メ
ー
ト
ル
の
精
霊
船
は
、
檀
信
徒
が
事
前
に
作
り
、
本
堂
内
向
か
っ
て

左
手
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
初
盆
の
特
別
灯
籠
供
養
の
読
経
、
そ
し
て
塔
婆
供
養

が
行
わ
れ
、最
後
に
参
拝
者
全
員
が「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」の
御
宝
号
を
唱
え
た
。

　
そ
の
後
、
精
霊
船
の
前
で
施
餓
鬼
の
作
法
が
行
わ
れ
、
観
音
経
・
般
若
心
経
が

読
誦
さ
れ
る
な
か
、
参
拝
者
が
焼
香
す
る
。

三
　
説
教

　
高
座
に
上
っ
た
僧
侶
が
、
施
餓

鬼
供
養
の
由
緒
を
語
り
、
目
犍
連

が
餓
鬼
道
に
落
ち
た
母
を
救
い
出

し
た
こ
と
に
始
ま
る
法
会
が
「
施

餓
鬼
供
養
」
で
あ
る
こ
と
や
、
弘

法
大
師
の
教
え
な
ど
に
関
す
る
説

教
が
あ
り
（
写
真
一
）、
本
尊
の
鎮

火
地
蔵
菩
薩
の
い
わ
れ
、
そ
し
て

こ
の
法
会
が
初
盆
の
霊
、
御
先
祖

の
霊
、
無
縁
の
霊
を
供
養
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
話
で
あ
っ
た

四
　
流
灌
頂

　
施
餓
鬼
流
灌
頂
法
会
の
読
経
が

終
る
と
、
檀
信
徒
に
よ
っ
て
精
霊
船
が
本
堂
か
ら
運
び
だ
さ
れ
る
（
写
真
二
）。

船
の
帆
に
は
「
弘
誓
丸
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
紙
製
の
万
燈
飾
り
が
付
き
、
船
に

は
供
養
者
の
塔
婆
と
精
霊
へ
の
供
物
が
た
く
さ
ん
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
堂
の
外

に
出
る
と
、
リ
ヤ
カ
ー
に
載
せ
ら
れ
て
そ
の
引
き
手
に
一
反
木
綿
が
結
び
付
け
ら

れ
前
に
伸
ば
さ
れ
る
。
僧
侶
ら
の
印
磬
（
お
り
ん
）
や
銅
羅
、
銅
鉢
が
打
ち
鳴
ら

さ
れ
る
読
経
に
先
導
さ
れ
、
供
養
さ
れ
る
霊
の
縁
者
た
ち
は
戒
名
の
記
さ
れ
た
六

角
灯
籠
を
手
に
し
て
、
精
霊
船
に
つ
な
が
る
木
綿
の
綱
を
皆
で
曳
い
て
お
よ
そ

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
彦
山
川
へ
と
向
か
う（
写
真
三
）。
激
し
い
雨
だ
っ
た
が
、

こ
の
と
き
時
だ
け
は
雨
が
止
ん
だ
。
檀
信
徒
は
み
な
仏
の
お
か
げ
だ
と
納
得
し
て

い
た
。
区
長
や
座
元
た
ち
は
、
こ
の
雨
の
止
み
間
に
川
へ
急
ご
う
と
話
し
て
い
た
。

川
ま
で
の
道
程
で
信
号
を
横
断
す
る
場
所
な
ど
に
は
人
を
配
し
て
車
を
誘
導
し
、

檀
信
徒
縁
者
の
安
全
を
配
慮
し
て
い
た
。

　
僧
侶
ら
が
、
堤
防
の
上
に
並
び
読
経
を
す
る
な
か
、
精
霊
船
は
河
岸
に
降
り
て

行
き
、
彦
山
川
の
上
流
に
舳
先
を
向
け
て
安
置
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
反
射
素
材

の
ベ
ス
ト
を
着
た
区
の
消
防
団
や

役
員
が
待
機
し
て
い
る
。
縁
者
た

ち
は
、
別
途
持
っ
て
き
た
供
物
と

手
に
し
て
い
た
灯
籠
を
す
べ
て
船

に
載
せ
終
え
る
と
、
堤
防
に
上
が

り
、
精
霊
船
を
見
下
ろ
す
。

五
　
精
霊
流
し

　
僧
ら
の
読
経
が
続
く
な
か
、
消

防
団
長
が
精
霊
船
に
火
を
放
つ
。

彼
ら
は
地
元
の
消
防
署
と
連
絡
を

取
り
、
船
を
焼
く
許
可
を
と
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
火
を
見
た
近
隣
住
民
が
火
事

と
通
報
す
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ

る
と
い
う
。

写
真
一
　
説
教
の
様
子

写
真
二
　
精
霊
船
を
持
ち
出
す
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僧
侶
と
檀
信
徒
は
、
読
経
し
な
が
ら
勢
い
良
く
燃
え
上
が
る
火
を
見
守
り
、
船

が
燃
え
尽
き
る
ま
で
、
合
掌
し
て
霊
を
送
る
。
昔
は
実
際
に
精
霊
船
や
灯
籠
な
ど

を
川
に
流
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
川
の
水
量
が
減
っ
た
頃
か
ら
、
汚
染
防
止
の

た
め
に
焼
却
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
燃
え
尽
き
る
と
読
経
も
終
わ
り
、
僧
侶
と
檀

信
徒
は
十
輪
院
に
戻
る
。
消
防
団
は
河
岸
に
残
っ
て
最
後
の
火
の
始
末
を
す
る
。

こ
の
行
事
は
、
以
前
は
日
付
が
変
わ
る
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は

二
二
時
半
過
ぎ
に
は
終
了
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
福
間
　
裕
爾
）

写
真
三
　
精
霊
流
し
に
向
か
う
人
び
と



189

二
二
　
動ど

う
ら
ん
ば
ち

乱
蜂

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
動
乱
蜂

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
日

　（
旧
指
定
　
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
一
月
一
六
日
）

【
テ
ー
マ
】
三
一
「
花
火
」

【
別
名
】
花
火
動
乱
蜂
　

【
地
域
の
概
要
】

　
久く

る

め

し

留
米
市
は
県
の
南
部
に
広
が
る
筑
後
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
、
筑
後

地
方
の
中
心
都
市
で
あ
る
。
東
は
う
き
は
市
、
南
は
八や

め

し
女
市
、
筑ち

く

後ご

市し

、
西
は
筑

後
川
を
挟
ん
で
佐
賀
県
三み

養や

基き

郡ぐ
ん

、北
は
朝あ

さ

倉く
ら

市し

、大た
ち
あ
ら
い
ま
ち

刀
洗
町
、小お

ご
お
り
し

郡
市
に
接
す
る
。

九
州
一
の
河
川
筑
後
川
が
市
の
北
境
を
東
か
ら
西
に
流
れ
、
豊
穣
な
沖
積
平
地
を

形
成
し
、
市
の
南
側
に
は
八
女
市
と
の
境
界
を
な
す
耳み

納の
う

山
地
が
屛
風
を
立
て
た

よ
う
に
連
な
り
、
市
の
中
央
部
の
高こ
う

良ら

山さ
ん

へ
と
至
る
。

　
高
良
山
（
標
高
三
一
二
・
三
メ
ー
ト
ル
）
は
、
古
来
、
水
陸
交
通
の
要
衝
、
軍
事

的
要
衝
に
位
置
し
、古
く
よ
り
高
良
玉
垂
命
を
祭
神
と
す
る
霊
山
と
仰
が
れ
、様
々

な
歴
史
を
展
開
し
て
き
た
。
動
乱
蜂
が
行
わ
れ
る
山や
ま
か
わ
ま
ち
ほ
ん
む
ら

川
町
本
村
は
、
北
西
山
麓
に

位
置
し
、
こ
こ
か
ら
高
良
山
頂
に
は
二
〇
分
ほ
ど
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

江
戸
期
は
御み

井い

郡ぐ
ん

阿あ

志し

岐き

村む
ら

に
属
し
た
。
阿
志
岐
村
は
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
、

西
に
隣
接
す
る
神く
ま
し
ろ
む
ら

代
村
と
合
併
し
て
山
川
村
と
な
っ
た
。
本
村
の
中
に
あ
る
東
林

寺
は
久
留
米
藩
主
有
馬
家
の
祈
願
寺
で
あ
る
。
氏
神
は
王
子
山
の
高
良
御
子
神
社

（
王
子
宮
）。
動
乱
蜂
の
行
わ
れ
る
場
所
は
神
社
の
上
に
あ
る
王
子
池
の
畔
で
あ
る
。

花
火
動
乱
蜂
の
際
の
神
は
、
高
良
御
子
神
社
の
境
内
社
「
王お
う

子じ

若わ
か

宮み
や

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

」
で
、

こ
の
集
落
の
花
火
の
元
締
め
古
川
氏
の
神
で
あ
っ
た
と
い
う
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
久
留
米
市
山
川
町
本
村
　
王
子
若
宮
八
幡
宮
（
王
子
山
の
高
良
御
子
神
社
境
内

に
あ
る
古
川
家
の
神
）

【
実
施
時
期
】
毎
年
九
月
一
五
日
（
旧
暦
八
月
一
五
日
）

　
九
時
―
子
ど
も
神
輿
　
一
五
時
―
祭
典
　
一
九
時
―
花
火
開
始

【
伝
承
組
織
】
無
形
民
俗
文
化
財
花
火
動
乱
蜂
保
存
会

　
本
村
に
住
む
五
〇
歳
代
以
上
の
者
約
二
〇
人

　（
会
長
は
経
験
豊
富
で
熱
心
な
人
が
選
ば
れ
る
）

【
由
来
・
伝
承
】

　
慶
安
年
間
（
一
六
四
八
）、
有
馬
藩
の
砲
術
指
南
役
初
代
古
川
安
太
夫
元
純
が

三
井
郡
阿
志
岐
村
（
山
川
村
本
村
）
の
地
に
居
を
構
え
、
余
技
と
し
て
の
花
火
製

造
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

　『
花
火
動
乱
蜂
の
由
来
』（
文
化
財
指
定
申
請
書
に
添
付
）
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　
動
乱
蜂
は
、
旧
三
井
郡
山
川
村
本
村
王
子
山
若
宮
八
幡
宮
神
事
と
し
て
古
来
承

継
さ
れ
、
毎
年
旧
八
月
一
五
日
（
現
在
新
暦
九
月
一
五
日
）
王
子
山
頂
に
於
て
悪

魔
退
散
・
五
穀
豊
穣
の
祈
願
と
し
て
打
揚
げ
、
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
そ
の

源
は
遠
く
江
戸
時
代
に
遡
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
当
初
は
、
爆
薬
の
光
と
音
に
神
秘
を
感
じ
た
住
民
の
素
朴
な
祈
り
と
し
て
、
小

規
模
に
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
慶
安
年
間
（
西
暦
一
六
四
八

年
）、
有
馬
藩
砲
術
指
南
役
初
代
古
川
安
太
夫
元
純
が
余
技
と
し
て
花
火
の
改
良

を
行
っ
て
か
ら
、
古
川
家
が
花
火
製
造
の
家
元
と
し
て
代
々
秘
伝
を
伝
え
、
更
に

天
保
年
間
（
西
暦
一
八
三
〇
）
に
至
り
、
古
川
辰
之
進
が
住
民
に
広
く
そ
の
改
良

さ
れ
た
製
法
、
そ
の
他
数
多
の
花
火
の
製
法
を
教
え
た
結
果
、
本
村
住
民
は
総
て

そ
の
製
法
を
会
得
し
、
近
隣
に
比
類
な
い
花
火
師
の
村
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
。

　
然
る
に
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
と
と
も
に
、
数
百
年
の
歴
史
を
誇
る
郷
土
芸
術

と
し
て
の
動
乱
蜂
は
、
薬
研
等
の
製
造
用
具
を
金
属
回
収
に
よ
り
提
供
さ
れ
、
そ
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の
跡
を
断
ち
、
花
火
の
製
造
も
廃
れ
、
今
日
で
は
わ
ず
か
に
古
老
の
口
よ
り
漸
く

語
り
継
が
れ
る
の
み
の
状
況
に
至
っ
た
。

　
右
記
文
章
に
続
け
て
、
古
川
家
系
図
（
直
系
の
み
）、
王
子
宮
の
位
置
図
、
花

火
打
ち
上
げ
会
場
見
取
り
図
、
動
乱
蜂
櫓
の
製
法
、
古
川
家
文
書
等
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
別
の
資
料
で
は
、
前
記
由
緒
書
き
の
第
二
次
世
界
大
戦
以
下
の
記
述
で
は

な
く
、
次
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
不
幸
に
し
て
古
川
新
一
郎
氏
が
大
正
年
間
に
花
火
製
造
中
に
爆
発
を
起
こ
し
、

自
分
は
爆
死
、
妻
女
は
重
傷
、
家
屋
は
焼
失
し
て
多
く
の
文
献
を
も
灰
燼
と
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
お
二
、三
の
資
料
が
残
っ
て
い
て
、
中
に
「
動
乱
蜂
」

の
製
造
工
程
を
う
か
が
う
に
足
る
資
料
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
＊
初
目
録
　
自
縁
流
砲
術
ヶ
条
術
書
　
直
行
書
　
純
美
写

　
　
＊
後
目
録
　
自
縁
流
砲
術
ヶ
条
術
書
　
直
行
書
　
純
美
写

　
　
＊
免
　
状
　
自
縁
流
砲
術
ヶ
条
術
書
　
直
行
書
　
純
美
写

　
　
＊
安
政
四
己
年
九
月
吉
日
　
自
縁
流
棒
篠
矢
砲
律
　
古
川
元
典
作
之

　
こ
れ
ら
の
文
献
中
に

　
筒
玉
合
わ
せ
、
玉
込
、
玉
細
工
、
灰
焼
、
硫
黄
拵
え
、
㷔
硝
煮
、
薬
合
せ
、
合

薬
法
立
等
、
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

一
　
動
乱
蜂
の
巣
の
製
作

　
櫓
は
日
曜
日
を
中
心
に
作
り
、
花
火
の
取
り
付
け
は
当
日
。

　
櫓
を
組
む
竹
は
、
村
中
の
寺
町
に
あ
る
竹
を
伐
り
、
油
抜
き
し
て
使
用
す
る
。

　
孟
宗
竹
は
、「
柱
竹
」
五
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
四
本
、「
内
竹
」
六
メ
ー
ト
ル
の

も
の
を
四
本
、「
四
方
囲
み
竹
」
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
二
〇
本
準
備
し
、
井

桁
に
組
む
。
蜂
の
巣
に
す
る
竹
に
は
真
竹
の
柔
ら
か
い
も
の
約
九
～
一
〇
本
を
使

用
、
楕
円
形
に
曲
げ
て
、
五
段
に
井
桁
に
取
り
付
け
る
。
楕
円
の
長
径
は
三
メ
ー

ト
ル
と
二･

五
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
あ
り
交
互
に
設
置
す
る
。
一
番
上
の
輪
は
五

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
所
に
設
置
さ
れ
、
巣
の
総
高
は
六
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
（
写

真
一
）。

　
六
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、作
っ

た
巣
（
櫓
）
を
池
の
畔
の
大
き

な
木
に
結
び
つ
け
、
吊
り
下
げ

て
い
た
が
、
現
在
は
、
池
の
畔

の
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
、
常
備

の
支
柱
を
立
て
、
固
定
し
て
着

火
す
る
。

　
か
つ
て
は
、花
火
も
村
で
作
っ

て
い
た
が
、
現
在
は
花
火
は
業

者
（
み
や
ま
町
高
田
花
火
）
に

特
注
で
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
径
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
の
筒
に
入
れ
て
本
村
に
運
ん
で
く
る
。
五
段
の
段
ご
と
に
筒
口

を
池
に
向
け
て
、
隙
間
な
く
取
り
付
け
る
。

　
次
に
動
乱
蜂
の
作
り
方
に
つ
い
て
先
の
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
記

す
。

①
小
蜂

［
薬
品
材
料
］
硫
黄
・
硝
石
・
消
炭
（
松
）

［
資
材
］
木
臼
・
杵
・
ス
イ
ノ
ウ
・
薬
研
・
小
竹
（
内
径
五
～
六
分
）
樫
木
の
押
棒
・

木
槌
・
な
た
・
錐
・
導
火
紙

　
材
料
を
各
々
木
臼
の
中
に
て
杵
を
も
っ
て
つ
き
、
荒
粉
を
馬
尾
（
マ
ナ
オ
）
或

い
は
絹
糸
に
て
作
っ
た
ス
イ
ノ
ウ
に
よ
り
ふ
る
い
落
と
し
、
更
に
薬
研
に
か
け
て

粉
末
と
し
硝
石
六
十
匁
に
対
し
硫
黄
二
十
匁
、
炭
粉
三
〇
分
の
割
合
に
て
、
再
び

薬
研
に
て
摺
り
合
わ
せ
て
調
合
す
る
。
そ
の
よ
く
調
合
さ
れ
た
薬
品
を
枯
れ
た
小

竹
（
前
年
秋
季
に
伐
採
し
て
保
管
し
た
も
の
）
に
入
れ
て
、
樫
の
木
の
押
さ
え
棒

を
木
槌
に
て
打
ち
、
長
さ
二
寸
く
ら
い
に
薬
品
を
圧
縮
し
て
二
～
三
分
位
の
所
に

止
紙
を
ほ
ど
こ
し
、
そ
の
上
よ
り
竹
を
切
り
、
更
に
竹
の
表
紙
を
剥
ぎ
と
り
、
高

さ
の
中
心
部
に
錐
穴
を
両
方
へ
通
し
、
そ
れ
へ
導
火
紙
（
奉
書
紙
又
は
キ
ズ
キ
の

和
紙
を
硝
石
の
水
溶
液
に
て
煮
込
み
乾
燥
さ
せ
煙
硝
を
塗
り
つ
け
細
く
丸
め
て
よ

り
あ
げ
た
も
の
）
を
通
す
。

写
真
一
　
完
成
し
た
櫓
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②
親
蜂

［
資
材
］
枯
竹
（
内
径
一
寸
）・
さ
じ
＝
竹
べ
ら

　
枯
竹
に
煙
硝
を
長
さ
三
寸
位
と
五
寸
位
の
二
種
類
を
用
意
し
、
そ
の
中
に
薬
品

を
「
さ
じ
」
二
、三
杯
入
れ
て
は
、
竹
筒
の
内
径
に
合
う
樫
棒
を
木
槌
で
お
さ
え

な
が
ら
詰
め
込
み
、
止
紙
の
外
よ
り
こ
の
竹
を
切
り
竹
筒
の
表
皮
を
剥
ぎ
取
り
、

三
寸
位
の
竹
筒
の
方
は
中
央
部
に
小
蜂
と
同
様
に
導
火
線
を
通
し
、
五
寸
位
の
竹

筒
は
節
の
方
に
錐
穴
を
あ
け
て
導
火
線
を
通
し
て
、
発
火
を
容
易
な
ら
し
め
る
。

③
爆
音

［
資
材
］
柔
ら
か
い
紙
（
奉
書
の
よ
う
な
も
の
）・
女
竹
・
丸
導
火

　
猛
威
を
ふ
る
う
雷
鳴
は
塩
酸
加
里
と
鶏
冠
石
を
各
々
粉
末
と
し
て
塩
酸
加
里

六
、
鶏
冠
石
四
の
割
合
で
調
合
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
混
合
す
れ
ば
自
然
発
火
さ

え
起
こ
す
非
常
に
危
険
な
工
程
で
あ
り
、
こ
れ
を
混
合
す
る
の
に
は
、
柔
ら
か
い

紙
の
上
で
極
く
少
量
づ
つ
熱
を
生
じ
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
混
合
さ
せ
る
。
雷

鳴
を
詰
め
る
と
き
は
枯
ら
し
た
女
竹
（
内
径
四
分
位
の
も
の
で
長
さ
一
寸
五
分
位
）

に
導
火
紙
を
竹
の
内
径
の
大
き
さ
に
堅
く
よ
り
、
一
方
か
ら
こ
れ
を
五
分
位
竹
筒

に
入
れ
、
筒
の
切
口
よ
り
丸
導
火
を
約
七
分
位
の
長
さ
に
切
り
、
片
方
の
口
よ
り

塩
酸
加
里
を
柔
ら
か
く
詰
め
て
紙
で
押
さ
え
、
な
お
紙
（
ヨ
コ
一
寸
五
分
・
タ
テ

八
分
）
で
竹
の
尻
を
糊
張
り
し
て
、
日
陰
干
し
て
乾
か
す
。
蜂
筒
に
つ
め
る
と
き

は
丸
導
火
を
竹
筒
口
ま
で
十
字
型
に
切
開
き
、
火
導
を
容
易
な
ら
し
む
る
。

④
仕
掛

［
資
材
］
孟
宗
竹
・
ビ
ン
ツ
ケ
・
小
竹
の
管
・
土
又
は
も
み
が
ら
・
合
せ
紙

　
よ
く
枯
ら
し
た
孟
宗
竹
（
内
径
〇
・
五
尺
　
長
さ
一･

五
尺
）
の
筒
口
よ
り
一

尺
～
一･

五
尺
位
の
下
部
の
節
の
上
に
導
火
穴
を
あ
け
て
小
竹
の
管
を
指
し
、
周

囲
に
ビ
ン
ツ
ケ
を
塗
り
（
引
火
を
防
ぐ
）
底
部
に
火
薬
を
入
れ
、
そ
の
上
に
蜂
と

雷
鳴
を
混
合
し
て
仕
込
み
、
粉
末
煙
硝
を
ふ
り
か
け
、
約
八
分
め
位
に
つ
め
て
紙

で
押
さ
え
、
そ
の
上
に
土
又
は
籾
殻
を
入
れ
て
合
わ
せ
紙
（
厚
紙
）
で
お
お
い
を

す
る
。

⑤
蜂
巣

［
資
材
］
蜂
の
巣
・
綱
火

　
高
さ
六
尺
余
、
巾
四
尺
位
に
て
中
央
部
が
太
く
な
り
五
段
の
輪
を
作
り
、
す
　

べ
て
生
竹
と
藤
か
ず
ら
に
て
作
り
上
げ
、
こ
の
中
に
前
記
の
筒
を
五
〇
本
ほ
ど
　

結
び
つ
け
、
更
に
こ
の
蜂
の
巣
を
高
い
松
の
木
の
梢
に
く
く
り
つ
け
、
綱
火
に
　

よ
り
点
火
す
る
。

二
　
ま
つ
り
当
日

九
時
　
お
祓
い
を
し
て
子
ど
も
神
輿
が
出
る

　
神
輿
は
村
中
を
回
る
。
昔
は
担
い
で
い
た
が
、
現
在
は
子
ど
も
が
少
な
く
な
り
、

台
車
に
乗
せ
て
曳
い
て
回
っ
て
い
る
。
神
輿
の
進
行
と
と
も
に
爆
竹
が
鳴
ら
さ
れ

る
。
終
わ
る
と
池
の
畔
に
持
っ
て
い
き
、
小
さ
な
花
火
を
つ
け
る
。
昼
頃
か
ら
境

内
に
提
灯
を
吊
す
。
蜂
の
巣
に
花
火
を
設
置
す
る
。
仕
掛
け
花
火
な
ど
の
準
備
を

す
る
。
仕
掛
け
花
火
は
業
者
が
準
備
す
る
。
火
災
防
止
の
た
め
山
に
水
を
撒
く（
前

日
も
撒
く
）。

一
五
時
　
祭
典
　
王
子
若
宮
八
幡
宮
の
祠
の
前

　
王
子
若
宮
八
幡
宮
は
高
良
御
子
神
社
境
内
の
、
本
殿
に
向
か
っ
て
左
手
の
一
段

高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
玉
串
奉
奠
は
参
列
者
全
員
（
区
長
・
花
火
役
員
全
員
・
山

川
セ
ン
タ
ー
長
・
市
議
会
議
員
な
ど
）
が
行
う
。

一
九
時
　
王
子
池
に
て
花
火
開
始

　
仕
掛
け
花
火
・
打
上
げ
花
火
の
後
、
動
乱
蜂
に
点
火
す
る
。
点
火
は
市
長
が
行

う
（
写
真
二
）。
点
火
し
た
火
は
導
火
線
を
伝
っ
て
、池
の
向
こ
う
の
巣
に
到
達
し
、

点
火
さ
れ
る
。
蜂
が
一
度
に
飛
び
出
し
た

よ
う
に
花
火
が
炸
裂
す
る
（
巻
頭
図
版
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大

し
た
三
年
間
は
、
王
子
若
宮
八
幡
宮
の

境
内
に
神
輿
と
蜂
の
巣
の
小
型
の
も
の

を
据
え
て
、
祭
典
の
み
行
っ
た
。
令
和
五

（
二
〇
二
三
）
年
に
は
全
面
再
開
し
、
全

国
版
の
テ
レ
ビ
番
組
で
放
映
さ
れ
た
。

（
森
弘
子
）

写
真
二
　
花
火
に
点
火
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二
三
　
ヒ
ョ
ウ
カ
リ
ラ
イ

【
テ
ー
マ
】
三
「
鉾
・
旗
」

【
別
名
】

　「
ヒ
ョ
ウ
カ
リ
イ
ラ
イ
」「
ヒ
ョ
ウ
カ
リ
ー
ラ
イ
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
子
ど
も
達
が
「
ヒ
ョ
ウ
カ
リ
イ
ラ
イ
」
と
歌
う
こ
と
か
ら
来
て
い
る
呼
称

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
漢
字
は
「
評
価
利
大
」「
評
価
利
鯛
」「
評
価
地
鯛
」
が

あ
て
ら
れ
る
。

【
地
域
の
概
要
】

　
福
岡
市
西
区
は
福
岡
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
西
は
糸
島
市
と
接
し
て
い

る
。
西に

し
の
う
ら浦は
糸
島
半
島
の
突
端
に
位
置
し
、
玄
界
灘
に
面
し
て
い
る
。『
筑
前

国
続
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
西
浦
に
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
対
馬
の

宗
氏
の
一
族
ら
が
初
め
で
あ
っ
た
と
い
う
（
貝
原
　
二
〇
〇
一
　
五
一
六
）。

江
戸
時
代
に
は
志し

ま摩
郡
に
属
し
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
小こ

た田
・
草く
さ

場ば

・
宮み
や
の
う
ら浦・
玄げ
ん
か
い
じ
ま

界
島
・
小お

呂ろ
の

島し
ま

と
合
併
し
て
小
田
村
と
な
り
、
明
治
二
九

（
一
八
九
六
）
年
に
北き
た
ざ
き崎
村
と
改
称
し
た
。
北
崎
は
本
地
域
の
広
域
通
称
名
に

よ
っ
て
い
る
。
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
は
福
岡
市
と
な
っ
た
（「
角
川

日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
八
八
　
四
五
九
、一
〇
二
五
）。
福

岡
市
西
区
今い
ま
じ
ゅ
く
宿
か
ら
、
車
で
博
多
湾
沿
い
を
走
る
福
岡
志
摩
前ま
え
ば
る原
線
を
進
む

と
、
三
〇
分
ほ
ど
で
西
浦
に
至
る
。

　
西
浦
は
岡
と
浜
か
ら
成
っ
て
お
り
、
岡
で
は
農
業
、
浜
で
は
漁
業
が
行
わ
れ

て
き
た
。
白
木
神
社
の
祭
神
は
五
十
猛
命
で
、
元
は
妙み
ょ
う
け
ん
や
ま

見
山
に
あ
っ
た
が
昭
和

三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
疫
神
社
の
境
内
に
移
動
し
た
（
北
崎
村
々
誌
編
纂

委
員
会
編
　
一
九
六
一
　
一
五
六
）。
水
害
の
被
害
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

妙
見
山
に
社
が
あ
っ
た
頃
、
漁
師
は
船
で
沖
を
通
る
時
は
、
妙
見
山
の
前
で
帆

を
下
し
て
遥
拝
し
て
い
た
と
い
う
（
西
南
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
民
俗
学
研

究
会
編
　
一
九
八
二
　
六
二
）。

　
由
来
に
あ
る
よ
う
に
、
西
浦
は
鯛
の
水
揚
げ
で
有
名
で
あ
っ
た
。

　『
筑
豊
沿
海
志
』
に
は
、「
西
浦
鯛
網
地
漕
網
の
名
は
、
世
已
に
定
評
あ
れ

ば
、
今
更
ら
に
こ
れ
を
弁
ず
る
の
要
な
し
。
そ
の
始
め
は
、
今
を
去
る
こ
と
、

実
に
百
八
十
一
年
前
、
元
文
二
年
に
あ
り
。
そ
の
後
寛
政
二
年
百
二
十
八
年

前
、
鯛
二
艘
張
を
始
め
し
と
い
ふ
。
而
し
て
藩
主
黒
田
家
に
、
本
浦
の
鯛
を
献

上
し
た
る
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
安
永
二
年
百
四
十
五
年
前
、
に
始
ま
り
、
爾
来

継
続
し
て
、
明
治
維
新
の
際
に
及
べ
り
」、「
大
正
四
年
十
一
月
、
辱
く
も
今
上

陛
下
御
即
位
の
大
典
を
挙
げ
さ
せ
玉
ふ
や
、
大
嘗
祭
机
代
物
と
し
て
、
本
浦
に

於
て
乾
鯛
調
進
の
台
命
を
蒙
れ
り
」
と
あ
り
（
筑
豊
水
産
組
合
編
　
一
九
一
七

　
六
五
一
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
）、
江
戸
時
代
か
ら
西
浦
の
鯛
網
は

よ
く
知
ら
れ
、
献
上
さ
れ
て
き
た
。
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
、
西
浦
漁

業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
大
正
時
代
に
は
タ
イ
地
漕
網
が
有
名
と
な
り
、
見

物
に
来
る
人
も
多
か
っ
た
と
い
う
（
福
岡
県
筑
前
海
沿
岸
漁
業
振
興
協
会
　

一
九
九
八
　
一
六
〇
）。
ま
た
、
二
軒
の
網
元
を
中
心
と
す
る
旦だ

ん

那な

衆し

、
船せ
ん

頭ど
う

衆し

の
二
つ
の
組
織
が
あ
っ
た
（
西
南
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
民
俗
学
研
究
会

編
　
一
九
八
二
　
二
六
）。
鯛
の
他
に
イ
ワ
シ
の
水
揚
げ
が
多
く
、
明
治
時
代

の
終
わ
り
頃
、
イ
ワ
シ
揚
繰
網
が
導
入
さ
れ
た
が
廃
業
後
、
船
頭
衆
組
は
タ
イ

網
（
地
漕
網
、
二
双
張
網
）
に
転
換
し
、
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
頃
か
ら
、

タ
イ
二
双
吾
智
網
へ
と
発
展
し
た
。
当
時
は
三
～
五
ト
ン
の
手
漕
ぎ
で
船
二
隻

に
一
六
人
が
分
乗
し
て
、
一
五
統
が
操
業
し
て
い
た
。
現
在
の
よ
う
な
大
型
の

二
双
吾
智
網
に
な
っ
た
の
は
、
太
平
洋
戦
争
後
で
あ
る
。
こ
の
集
団
を
組
と
呼

ん
で
水
揚
げ
は
組
の
内
部
で
平
等
に
分
配
し
て
き
た
（
福
岡
県
筑
前
海
沿
岸
漁

業
振
興
協
会
　
一
九
九
八
　
一
五
九
―
一
六
二
）。

　
吾
智
網
の
船
は
二
隻
の
船
で
網
を
引
く
た
め
、
本
船
の
一
号
船
と
二
号
船
で

一
組
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
乗
組
員
は
四
～
五
人
で
あ
る
。
本
船
に
は
船
頭

や
作
業
を
す
る
人
達
が
乗
り
、
二
号
線
は
舵
を
握
る
一
人
が
乗
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
福
岡
市
西
区
西
浦
浜

　
白
木
神
社
、
恵
比
寿
神
社
で
祭
典
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
恵
比
寿
や
各
漁
業

者
の
家
の
外
に
祀
ら
れ
て
い
る
稲
荷
を
回
る
。
元
漁
業
者
の
家
の
稲
荷
を
回
る

こ
と
も
あ
る
。
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
、
白
木
神
社
、
白
木
神
社
下
の
稲
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荷
、白
木
神
社
階
段
下
の
稲
荷
、恵
比
寿
神
社
、田
町
波
止
場
（
石
恵
比
寿
様
）、

漁
協
の
他
、
一
八
軒
の
家
の
稲
荷
の
合
計
二
四
箇
所
で
あ
っ
た
。
白
木
神
社
の

階
段
か
ら
社
殿
ま
で
の
途
中
に
あ
る
稲
荷
は
、
元
は
満
鷹
丸
等
の
漁
業
者
の
家

で
祀
ら
れ
て
い
た
稲
荷
で
、
祀
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
神
社
の
境
内

に
移
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
漁
業
者
は
祭
典
の
前
に
、
自
分
の
家
の
稲
荷
や
、
漁
船
に
お
参
り
す
る
。

【
実
施
時
期
】
九
月
第
一
土
曜
日

　
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
九
月
七
日
に
行
わ
れ
た
。

　
か
つ
て
は
九
月
一
一
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
祭
日
が
平
日
で
学
校
が
あ
っ
て

も
、「
旗
振
り
の
方
は
帰
っ
て
下
さ
い
」
と
放
送
が
あ
る
と
、
帰
宅
し
て
祭
り

に
参
加
し
て
い
た
。
現
在
は
土
曜
日
に
変
更
に
な
っ
た
が
、
九
月
一
一
日
以
前

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

【
伝
承
組
織
】
福
岡
市
漁
業
協
同
組
合
西
浦
支
所
　
西
浦
の
漁
業
者

【
由
来
・
伝
承
】

　「
漁
祭
り
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
大
漁
祈
願
、
航
海
安
全
、
利
益
を
大
き
く

す
る
、
家
が
ず
っ
と
豊
か
に
続
い
て
い
く
よ
う
に
祈
願
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

魚
の
供
養
の
祭
り
で
あ
る
と
い
う
。

　
漁
協
で
は
、
ヒ
ョ
ウ
カ
リ
ラ
イ
に
は
、「
評
価
利
大
」
と
い
う
漢
字
を
当
て

て
い
る
。
職
員
に
よ
れ
ば
、
以
前
か
ら
漁
協
の
黒
板
に
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
た
と
い
い
、
魚
の
評
価
を
大
き
く
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
と
い
う
。

一
方
、「
評
価
利
鯛
」「
評
価
地
鯛
」
と
も
書
く
と
い
う
。

　
評
価
利
鯛
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。「『
評
価
利
鯛
』
っ
て
書

く
と
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
っ
て
い
わ
れ
と
り
ま
す
。・
・
・
い
わ
れ
は
、
江
戸
時

代
の
こ
と
で
っ
し
ょ
う
な
。
西
浦
の
鯛
と
い
う
た
あ
、
そ
り
ゃ
あ
有
名
じ
ゃ
っ

た
ら
し
い
も
ん
な
。
と
こ
ろ
が
、
鯛
が
あ
ん
ま
り
と
れ
す
ぎ
て
、
今
で
い
う
た

ら
豊
漁
貧
乏
で
す
た
い
な
あ
。
鯛
の
値
が
さ
が
っ
て
し
も
う
た
げ
な
も
ん
。
そ

こ
で
困
っ
と
る
と
ば
聞
か
っ
し
ゃ
っ
た
殿
様
が
鯛
の
値
段
ば
決
め
て
や
ら
っ

し
ゃ
っ
た
げ
な
。
そ
こ
で
殿
様
に
お
礼
ば
す
る
と
と
、
鯛
が
こ
れ
か
ら
も
と

れ
ま
す
ご
と
お
願
い
し
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
ろ
う
と
い
わ
れ
と
り
ま
す
。」（
福

岡
市
立
北
崎
小
学
校
百
年
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
八
〇
　
一
四
〇
）。
ま
た
、

漢
字
は
不
明
だ
が
、「
そ
の
昔
、
鯛
が
獲
れ
過
ぎ
た
と
き
に
、
黒
田
の
殿
様
が
、

『
ヒ
ョ
ウ
カ
は
ソ
コ
ソ
コ
に
』
と
い
っ
て
相
場
を
決
め
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す

る
」（
西
南
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
民
俗
学
研
究
会
編
　
一
九
八
二
　
五
九
）

と
い
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
鯛
が
取
れ
過
ぎ
た
た
め
に
、
福
岡
藩
主
が
鯛
の
相

場
を
決
め
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
八
〇
代
後
半
の
男
性
は
「
評
価
地じ

だ
い鯛

」
で
あ
る
と
お
じ
い
さ
ん
が

言
っ
て
い
た
と
聞
い
た
と
い
う
。「
ヒ
ョ
ウ
カ
」
は
鯛
の
値
段
、
評
価
す
る
と

い
う
意
味
で
、「
リ
イ
ラ
イ
」
は
「
地
鯛
」、
つ
ま
り
、
昔
は
鯛
網
、
地
引
網
で

鯛
を
引
い
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
が
言
い
や
す
い
よ
う

に
「
リ
イ
ラ
イ
」
に
変
わ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、歌
の
最
後
に
「
ヒ
ョ
コ
」

と
言
う
が
、そ
れ
は
「
そ
こ
」
が
「
ヒ
ョ
コ
」
に
変
わ
っ
た
と
言
い
、す
ぐ
「
そ

こ
」
の
浜
で
、
地
引
網
を
引
い
て
い
た
の
だ
と
説
明
す
る
。

　「
ヒ
ョ
ウ
カ
リ
イ
ラ
イ
」
の
語
は
古
い
朝
鮮
語
だ
と
い
う
説
も
あ
る
が
（
福

岡
県
筑
前
海
沿
岸
漁
業
振
興
協
会
　
一
九
九
八
　
三
五
〇
）、
こ
れ
は
能
古
島

で
小
学
校
の
先
生
を
し
て
い
た
高
田
茂
廣
が
提
示
し
た
説
で
あ
り
（
高
田
　

一
九
八
七
）、
先
の
よ
う
に
西
浦
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
話
と
は
異
な
る
と
考
え

て
い
る
人
も
い
る
。

　
家
が
豊
に
続
く
、「
豊ほ
う
か家
」
に
由
来
す
る
と
言
う
人
も
い
る
。

【
実
施
内
容
】

旗
と
法
被

　
旗
は
暖
簾
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
船
名
の
下
に
四
角
い
切
れ
込
み

が
あ
り
、
二
隻
の
船
を
表
し
て
い
る
。
昔
か
ら
こ
の
形
だ
っ
た
と
言
い
、
現
在

の
も
の
も
そ
れ
を
真
似
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
。
現
在
は
、「
吾
智
網
組
」
と

言
う
が
、
昔
は
、「
鯛
二
双
組
」
と
呼
ん
で
い
た
。
だ
か
ら
、
鯛
を
二
尾
描
い

て
、
そ
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
船
名
と
波
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
人
も
い
る
。
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旗
の
数
は
合
計
一
〇
本
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
吾
智
網
の
船
が
八
組
あ
る
の

で
、
合
計
八
本
に
な
る
（
た
だ
し
、
本
調
査
後
一
組
解
散
し
た
の
で
、
令
和
五

（
二
〇
二
三
）年
は
七
組
と
な
っ
た
）。
旗
に
書
か
れ
た
船
の
名
前
は
、「
大
和
丸
」

「
大
洋
丸
」「
第
一
満
應
丸
・
第
二
満
應
丸
」「
海
鳳
丸
・
大
慶
丸
」「
福
洋
丸
組
」「
順

洋
丸
」「
弘
壽
丸
」「
大
生
丸
」
で
、船
の
名
前
が
二
つ
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、

一
号
船
と
二
号
船
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
名
前
が
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
赤

い
旗
と
吹
き
流
し
が
つ
い
た
旗
を
持
っ
た
子
ど
も
も
練
習
で
参
加
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
「
中
型
組
」
の
旗
が
一
本
あ
る
。
こ
れ
は
一
人
で
漁
船
に
乗
っ
て

い
る
人
一
三
隻
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
中
型
組
と
し
て
い
る
。

　
最
後
に
漁
協
の
旗
が
一
本
で
、
漁
協
の
旗
は
漁
船
の
旗
と
は
異
な
り
、
和
紙

で
作
ら
れ
て
い
る
。

　
旗
振
り
を
す
る
の
は
、
小
学
生
～
中
学
生
ま
で
の
男
子
で
、
白
い
法
被
も
多

か
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
青
色
の
法
被
を
着
用
し
て

い
る
。
背
中
に
は
船
の
名
前
や
、「
大
漁
」
の
文
字
、
鯛
が
波
間
を
跳
ね
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。
元
は
船
頭
や
そ
の
親
戚
の
子
ど
も
が
務
め
て
い
た
が
、

現
在
は
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
北
崎
校
区
や
そ
の
周
辺
か
ら
頼
ん
で

来
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
る
。

準
備

　
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
九
月
七
日
に
実
施
さ
れ
た
。

　
六
時
頃
か
ら
、
竹
採
り
を
し
て
、
卸
売
場
で
魚
さ
ば
き
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

ら
は
男
性
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
採
っ
て
き
た
竹
は
、
上
部
の
葉
だ
け
を
残
し

て
後
は
落
と
し
、
節
の
部
分
を
き
れ
い
に
す
る
。

　
各
船
頭
の
家
に
船
員
の
妻
達
が
集
ま
っ
て
、
男
性
達
が
さ
ば
い
た
魚
を
使
っ

て
料
理
を
作
る
。
料
理
は
鯛
め
し
、
き
ゅ
う
り
と
魚
を
酢
味
噌
で
和
え
た
な
ま

す
で
あ
る
（
写
真
一
）。
鯛
め
し
は
御
飯
と
具
の
鯛
を
一
緒
に
炊
く
の
で
は
な

く
、
別
々
に
準
備
し
て
か
ら
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
鯛
と
さ
さ
が
き
に
し
た
ゴ
ボ
ウ

を
醤
油
と
水
か
み
り
ん
（
酒
）
で
煮
る
。
ゴ
ボ
ウ
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
魚

の
臭
み
を
消
し
、
ゴ
ボ
ウ
は
ア
ク
を
抜
き
す
ぎ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
香
り
が
活

き
る
。
鯛
の
具
を
御
飯
と
混
ぜ
る
際
に
は
、
御
飯
の
白
い
部
分
が
あ
る
こ
と
で

お
い
し
く
な
る
の
で
、
白
い
部
分
を
残
し
て
い
る
。
鯛
め
し
は
家
に
よ
っ
て
味

が
違
い
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
な
料
理
を
作
る
の
は
、
ヒ
ョ
ウ
カ
リ
ラ
イ
だ
け
で

あ
る
と
い
う
。

　
鯛
の
内
臓
を
取
っ
て
一
人
一
匹
分
、
あ
ら
炊
き
を
作
っ
て
き
た
が
、
好
み
も

あ
り
作
ら
な
く
な
っ
た
船
も
あ
る
。

　
鯛
め
し
と
な
ま
す
が
出
来
上
が
る
と
、「
船
に
あ
げ
る
」
た
め
の
お
重
を
二

つ
と
、
神
社
に
持
っ
て
い
く
お
重
を
準
備
す
る
。
お
重
の
中
に
は
器
に
盛
っ
た

鯛
め
し
と
な
ま
す
を
入
れ
る
が
、
空
い
た
部
分
に
は
鯛
め
し
を
た
く
さ
ん
詰
め

る
。
残
り
の
鯛
め
し
は
、
お
に
ぎ
り
に
す
る
。

　
旗
を
竹
に
結
び
付
け
て
、
旗
振
り
の
子
ど
も
が
法
被
を
着
て
神
社
に
行
く
準

備
を
す
る
。

祭
典
と
家
回
り

　
家
の
外
に
祀
ら
れ
て
い
る
稲
荷
を
お
参
り
し
て
灯
明
を
あ
げ
る
。
そ
れ
か

ら
、
お
重
と
酒
を
持
っ
て
船
に

行
く
。
船
の
神
様
に
も
鯛
め
し

や
な
ま
す
を
供
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
舳
先
の
表
の
立
つ
や
、

ロ
ー
プ
を
巻
き
上
げ
る
部
分
に

も
鯛
め
し
と
な
ま
す
や
酒
を
か

け
て
あ
げ
る
（
写
真
二
）。

　
一
一
時
か
ら
白
木
神
社
で
祭

典
が
行
わ
れ
る
の
で
、
漁
業
者

は
旗
を
持
っ
た
旗
振
り
の
子
ど

も
と
一
緒
に
神
社
に
向
か
う
。

神
社
に
着
く
と
、
船
の
名
前
が

書
か
れ
た
赤
い
布
を
、
賽
銭
箱

上
の
鈴
の
と
こ
ろ
に
麻
の
紐
で

縛
っ
て
奉
納
し
て
祈
願
し
、
参

拝
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
境
内
の

写
真
一
　
鯛
め
し
と
な
ま
す
（
大
和
丸
）
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稲
荷
社
や
金
毘
羅
様
に
船
と
同
じ
よ
う
に
、
鯛
め
し
、
な
ま
す
、
酒
を
あ
げ
て

お
参
り
す
る
。
白
木
神
社
に
は
鯛
め
し
、
な
ま
す
、
鯛
を
二
尾
腹
合
わ
せ
に
し

た
も
の
や
、
野
菜
・
果
物
が
供
え
も
の
と
し
て
あ
が
る
。
神
事
が
行
わ
れ
、
拝

殿
に
上
が
ら
な
い
若
い
男
性
や
子
ど
も
達
は
神
職
か
ら
お
祓
い
を
受
け
る
。

　
三
所
神
社
の
神
職
が
和
紙
に
文
字
を
書
い
て
神
前
に
あ
げ
る
。
旗
に
は
「
白

木
神
社
産
土
大
神
五
十
猛
大
神
大
海
住
大
神
海
上
安
全
大
漁
満
足
祈
攸
守
給

幸
給
（
海
の
右
側
の
下
の
部
分
は
母
）」、左
側
に
小
さ
く
「
西
浦
海
子
連
」
と
、

神
社
名
、
祭
神
名
、
祈
願
内
容
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
写
真
三
）。
祭

典
が
終
わ
る
と
拝
殿
の
外
に
そ
れ
を
持
っ
て
出
て
、
漁
協
の
竹
に
麻
の
紐
で
結

び
付
け
る
。

　
そ
の
旗
か
ら
大
人
た
ち
が
一
文
字
ず
つ
、
最
近
は
船
の
数
が
少
な
く
な
っ
た

の
で
も
う
少
し
多
い
場
合
も
あ
る
が
、
ち
ぎ
っ
て
折
り
畳
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
旗

の
上
の
部
分
に
結
び
付
け
る
。
残
り
の
部
分
は
漁
協
の
旗
に
な
る
。

　
そ
れ
か
ら
拝
殿
の
前
で
、
大
人
の
指
導
で
子
ど
も
達
が
歌
と
動
作
の
練
習
を

す
る
。

　「
せ
ー
の
　
ヒ●

ョ
ウ
カ
リ●

イ
ラ
イ
　

リ●

イ
リ●

イ
ラ●

イ
　
リ●

イ
ラ
イ
　
リ●

イ

ラ
イ
　
リ●

イ
リ●

イ
ラ●

イ
　
ヒ
ョ
コ
」

（
歌
詞
の
●
の
部
分
で
、
竹
で
地
面
を

打
つ
）

　「
ヒ
ョ
コ
」
と
言
っ
た
ら
、
そ
の
場

で
時
計
回
り
に
一
周
回
る
。
こ
れ
を

三
回
行
う
。【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施

場
所
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
二
四
箇

所
で
行
っ
た
。
白
木
神
社
の
三
箇
所

で
行
っ
た
後
、
恵
比
寿
神
社
に
移
動

し
て
祭
典
の
後
、
歌
っ
た
。
回
る
順

番
は
漁
協
か
ら
子
ど
も
達
に
知
ら
さ

れ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
達
は
、
波
止
場
の
石
恵
比
寿
や
漁
協
、
一
八
軒
の
家

を
順
次
回
っ
て
い
く
（
写
真
四
）。
一
三
時
三
〇
分
頃
回
り
終
え
た
。

　
漁
協
の
旗
と
し
た
和
紙
は
、
漁
協
の
神
棚
に
一
年
間
あ
げ
て
お
く
。

　
各
船
で
は
鯛
め
し
や
な
ま
す
、
そ
の
他
自
分
た
ち
が
食
べ
た
い
料
理
を
囲
ん

で
食
事
を
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
休
止
し
て
い
た
が
、
令
和
五

（
二
〇
二
三
）
年
か
ら
再
開
し
た
。

（
田
中
　
久
美
子
）

写
真
二
　
船
に
お
供
え
を
す
る

写
真
三
　
漁
協
の
旗

写
真
四
　
稲
荷
を
回
る
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二
四
　
筥は
こ
ざ
き
ぐ
う
じ
ん
こ
う
ぎ
ょ
う
じ

崎
宮
神
幸
行
事

【
テ
ー
マ
】
三
二
「
神
幸
行
事
」

【
別
名
】
放ほ
う
じ
ょ
う
や

生
会
（
九
月
一
二
日
～
一
八
日
）
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
行
う
。

【
地
域
の
概
要
】
一
「
玉
取
祭
」
参
照

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
筥
崎
宮
（
福
岡
市
東
区
箱
崎
）
と
そ
の
氏
子
域

【
実
施
時
期
】
隔
年
、
西
暦
奇
数
年
九
月
一
二
日
か
ら
一
四
日

【
由
来
・
伝
承
】

　『
福
岡
県
神
社
誌
』
上
巻
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
昔
時
極
め
て
盛
大
な
る
も
の
に
て
、
毎
年
博
多
の
課
役
と
し
て
新
船
三
艘

　
　
を
造
り
、
そ
れ
に
神
輿
を
奉
じ
て
供
奉
し
、
衣
冠
の
装
い
を
輝
か
し
、
音
楽

　
　
の
声
を
響
か
せ
て
、
海
上
を
博
多
夷
町
の
頓
宮
即
ち
今
の
大
浜
町
の
恵
比
須

　
　
社
に
渡
御
の
儀
あ
り
、
還
幸
の
際
は
一
旦
神
輿
を
浜
の
浮
殿
に
駐
め
参
ら
せ

　
　
て
後
、
本
社
殿
に
還
御
あ
ら
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
れ
り
。
其
の
御
神
幸
の
際

　
　
に
御
供
を
炊
ぎ
た
る
所
即
現
今
の
博
多
御
供
所
に
し
て
実
に
厳
か
な
る
神
事

　
　
な
り
し
が
、
天
正
戦
乱
の
世
頓
宮
の
炎
上
と
共
に
一
時
廃
絶
の
止
む
な
き
に

　
　
至
り
、
其
の
後
元
禄
一
四
年
神
職
の
祈
願
に
よ
り
て
国
主
綱
政
よ
り
神
幸
料

　
　
の
寄
進
あ
り
、
今
の
神
苑
内
の
松
林
中
に
頓
宮
を
造
営
し
て
再
興
せ
ら
る
。

　
　
其
れ
よ
り
は
元
の
如
く
博
多
の
浜
へ
の
神
幸
は
止
み
、
松
原
の
頓
宮
に
隔
年

　
　
毎
の
神
幸
式
を
行
わ
る
る
事
と
な
り
た
り
。
即
ち
八
月
一
二
日
夜
の
子
の
刻

　
　
に
三
座
の
神
輿
出
御
あ
り
、
一
三
日
は
頓
宮
に
御
駐
輿
の
上
、
一
四
日
の
夜

　
　
亥
の
刻
に
還
幸
、
而
し
て
一
五
日
の
早
天
に
は
還
幸
式
を
終
え
て
放
生
供
養

　
　
あ
り
、
流
鏑
馬
を
執
り
行
う
。
又
神
幸
な
き
年
は
流
鏑
馬
に
次
い
で
猿
楽
五

　
　
番
、
及
び
相
撲
の
奉
納
等
行
わ
れ
た
り
。
斯
く
て
神
幸
式
は
維
新
の
後
も
其

　
　
の
ま
ま
続
け
ら
れ
、
現
今
に
於
い
て
も
隔
年
に
い
と
厳
重
に
執
行
せ
ら
る
。

　
海
上
渡
御
を
行
っ
て
い
た
が
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
―
九
二
）
戦
乱
に
よ
っ

て
頓
宮
が
炎
上
し
て
廃
絶
し
た
。
そ
し
て
元
禄
一
四
（
一
七
〇
一
）
年
再
興
し
、

今
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
出
御
、
還
幸
の
時
間
、
順
路
、
行
列
の
構
成
順
な
ど
、
時
代
に
よ
り
変

遷
し
て
い
る
。

【
組
織
】

　
筥
崎
宮
神
職
・
氏
子
総
代
（
箱
崎
・
筥
松
・
馬ま
い
だ
し出

・
千
代
・
吉
塚
・
東
吉
塚
）

　
祭
典
委
員
か
ら
駕か
よ
ち
ょ
う

輿
丁
世
話
人
会
、
供
奉
世
話
人
会
、
祭
典
委
員
会
、
責
任
委

員
会
で
構
成
さ
れ
る
。

【
実
施
内
容
】

　
毎
年
九
月
一
二
日
か
ら
一
八
日
に
放
生
会
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
西
暦
奇
数

年
の
み
御
神
幸
を
実
施
す
る
。
一
二
日
に
お
下
り
、
一
四
日
に
お
上
り
と
な
る
。

準
備
　

　
七
月
下
旬
頃
か
ら
各
々
の
委
員
会
の
打
合
せ
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
伶
人
の
奏

楽
の
練
習
も
始
ま
る
。

　
ま
ず
、
神
輿
に
遷
す
御
神
体
の
下
に
敷
く
「
コ
モ
」
を
用
意
す
る
。
四
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
薦こ
も

三
枚
を
作
る
。
糟
屋
郡
辺
り
で
取
っ
た
茅
を
薦
編
機
で
編

む
。
平
成
時
代
ま
で
は
飾
か
ざ
り
し
ょ
く

職
の
有
馬
氏
が
編
ん
で
い
た
が
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）

年
よ
り
神
社
で
用
意
し
て
い
る
。

九
月
一
日

　
五
時
半
に
子
ど
も
達
が
神
社
に
集
ま
り
、「
お
触
れ
」
を
行
う
。
鐘
と
太
鼓
を

叩
い
て
神
社
周
辺
を
回
り
、
神
幸
行
事
が
あ
る
放
生
会
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。

通
称
「
一
ノ
戸
」
と
呼
ば
れ
る
海
門
戸
、
帝
大
前
、
米
一
丸
と
、
阿
多
田
、
寺
中

の
三
町
内
が
行
う
。
一
日
は
七
時
半
頃
ま
で
、
一
二
日
と
一
四
日
も
同
様
に
行
う
。

し
か
し
、一
四
日
だ
け
寺
中
は
や
ら
な
い
。
そ
し
て
一
二
日
・
一
四
日
は
、「
一
ノ
戸
」

だ
け
御
神
幸
の
最
中
の
休
憩
中
に
も
行
っ
て
い
る
。
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い
て
根
元
を
結
び
合
わ
せ
た
も
の
で
、
最
初
の
三
本
は
結
び
目
を
手
前
に
し
て
御

飯
盛
り
に
か
け
、
反
対
側
で
縒
っ
て
余
っ
た
穂
先
を
上
に
立
て
る
。
残
り
の
二
本

は
、
前
と
反
対
側
か
ら
回
し
て
三
本
の
間
に
か
け
、
先
端
を
向
か
い
側
で
縒
っ
て

穂
先
を
立
て
る
。
最
後
に
五
本
の
穂
先
を
上
部
で
く
く
る
。
三
本
の
藁
の
結
び
目

が
あ
る
方
を
表
と
し
、
三
方
に
載
せ
る
。
御
炊
は
入
浴
し
て
体
を
清
め
た
後
、
白

丁
に
烏
帽
子
と
草
履
姿
で
、
白
布
で
口
を
覆
っ
て
臨
ん
だ
。

　
続
い
て
「
神
霊
遷
し
」
で
あ
る
。
斎
主
で
あ
る
宮
司
が
「
安
ら
か
に
神
輿
に
遷

り
給
え
」
と
祝
詞
を
奏
上
し
、
駕
輿
丁
が
神
輿
庫
か
ら
神
輿
を
舁
き
出
し
、
飾
り

職
が
神
輿
の
屋
根
に
鳳
凰
を
付
け
る
。
消
灯
し
て
真
っ
暗
な
中
、
神
輿
に
神
霊
が

遷
さ
れ
る
。
一
時
頃
に
は
す
べ
て
終
わ
る
。

　
一
五
時
、
本
宮
夕
御
食
祭
に
て
献
饌
さ
れ
る
。

ｂ
行
列
の
行
程

　
お
下
り
は
、
一
二
日
一
八
時

に
出
発
す
る
。本
宮
か
ら
馬
出
・

千
代
本
通
り
通
過
、
千
代
三
丁

目
交
差
点
を
左
折
、
千
代
交
差

点
を
通
過
、
西
鉄
千
代
町
バ
ス

停
よ
り
左
折
、
妙
見
交
差
点
を

経
由
し
て
吉
塚
本
町
に
て
折
り

返
す
。
吉
塚
駅
前
か
ら
御
所

内
、
宮
小
路
を
経
て
本
宮
前
に

御
駐
輦
、
そ
し
て
休
憩
後
箱
崎

町
通
過
九
大
前
、
海
門
戸
よ
り

網
屋
町
を
経
て
潮
井
参
道
を
下

り
、頓
宮
に
到
着
す
る（
図
一
）。

遠
く
ま
で
廻
る
。
行
列
の
先
導

は
、
各
町
内
の
代
表
二
名
が
あ

た
る
。
本
宮
か
ら
九
大
医
学
部

正
門
前
が
馬
出
、
そ
こ
か
ら
妙

　
早
朝
の
お
触
れ
は
、
道
中
は
「
カ
ー
ン
」
と
静
か
に
叩
く
が
、
神
社
に
入
る
と
、

「
ド
ン
カ
ン
、
ド
ン
カ
ン
、
ド
ン
カ
ン
カ
ン
」
と
独
特
の
リ
ズ
ム
で
激
し
く
叩
く
。

　
そ
し
て
、「
注
連
お
ろ
し
」
を
行
う
。
神
社
で
用
意
し
た
注
連
を
氏
子
の
町
世

話
人
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
か
け
て
い
く
。
境
内
の
一
の
鳥
居
や
筥
松
、
境
外

の
神
社
前
の
道
路
、
海
門
戸
、
阿
多
田
、
小
寺
な
ど
の
境
、
四
台
の
獅
子
台
、
三

台
の
楽
・
太
鼓
台
な
ど
で
あ
る
。

　
夕
方
、
箱
崎
浜
に
て
「
神
輿
き
よ
め
」
を
行
う
。
一
七
時
半
頃
、
触
れ
太
鼓
、

鐘
を
合
図
に
、
氏
子
総
代
、
駕
輿
丁
、
供
奉
町
内
の
若
手
取
締
な
ど
が
神
社
に
集

合
す
る
。
駕
輿
丁
が
お
祓
い
後
に
神
輿
庫
か
ら
神
輿
を
舁
き
だ
し
、
楼
門
前
に
一

ノ
戸
、
二
ノ
戸
、
三
ノ
戸
と
並
ん
だ
後
、
各
々
に
鐘
と
太
鼓
が
付
き
、
お
潮
井
浜

に
向
か
う
。
浜
で
は
、
海
に
向
か
っ
て
、
本
殿
と
同
じ
よ
う
に
右
か
ら
一
ノ
戸
の

順
に
並
ぶ
。
神
輿
の
一
ノ
戸
側
に
輿
丁
、
祭
典
委
員
、
総
代
、
三
ノ
戸
側
に
供
奉

町
内
の
若
手
が
並
び
、
神
事
が
行
わ
れ
る
。
お
祓
い
後
、
神
輿
の
前
の
戸
張
を
上

げ
て
扉
を
開
け
、
飾
職
が
薦
（
御
草
座
）
の
先
端
を
海
水
に
浸
す
。
そ
し
て
潮
井

テ
ボ
に
お
潮
井
（
砂
）
を
採
っ
て
、
神
輿
を
清
め
る
。
次
に
一
ノ
戸
か
ら
順
に
神

輿
の
床
に
薦
（
御
草
座
）
を
敷
い
て
、
扉
を
閉
め
て
終
わ
り
と
な
る
。
神
職
は
触

れ
な
い
。
来
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
宮
に
戻
り
、
神
輿
は
神
輿
庫
に
納
め
る
。
約

一
時
間
の
こ
と
で
あ
る
。

九
月
一
二
日
　
お
下
り

ａ
初
日
祭
と
神
霊
遷
し

　
〇
時
、「
初
日
祭
」
が
行
わ
れ
る
。
か
つ
て
は
三
時
開
始
だ
っ
た
。
神
職
、伶
人
、

飾
職
、
御み
か
し
き炊

、
駕
輿
丁
、
祭
典
委
員
が
参
列
す
る
。
宮
司
に
よ
っ
て
、
七
日
七
夜

中
秋
祭
祭
典
が
執
行
さ
れ
る
旨
の
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
た
。
熟
饌
（
か
つ
て
オ
ゴ
ク

ゴ
と
い
っ
た
）
を
供
え
る
。

　
か
つ
て
御
炊
の
鶴
田
家
が
熟
饌
、
戸
簾
家
が
野
菜
盛
り
と
役
割
が
決
ま
っ
て
い

た
が
、
今
は
な
く
、
神
社
で
用
意
す
る
。
賄
舎
で
二
升
二
合
の
御
飯
を
炊
い
て
神

饌
所
に
運
び
、
曲
物
の
台
に
三
座
分
を
均
等
に
盛
り
付
け
る
。
杓
子
で
つ
ぎ
分
け

な
が
ら
上
を
押
さ
え
、
各
々
高
さ
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
錐
形
に
す
る
。

そ
れ
に
五
本
の
注
連
藁
を
か
け
る
。
注
連
藁
は
、
縄
を
綯
わ
ず
新
藁
を
二
本
す
ご

100m

筥崎宮

頓宮

石
堂

川

吉塚駅東口

箱崎駅

ふ
れ
あ
い
通
り
入
口

吉塚駅

千代三交差点

図
一
　
お
下
り
・
お
上
り
ル
ー
ト
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見
交
差
点
ま
で
は
千
代
、
そ
こ
か
ら
吉
塚
駅
ま
で
は
吉
塚
・
東
吉
塚
、
そ
こ
か
ら

本
宮
ま
で
は
馬
出
、
そ
こ
か
ら
頓
宮
ま
で
は
箱
崎
・
筥
松
で
あ
る
。

ｃ
行
列
の
構
成
　

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
お
下
り
行
列
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

先
導
―
提
灯【
三
町
】―
提
灯
二（
赤
地
菊
花
御
紋
高
張
）―
先
駆
神
職
―
祓
司（
騎

馬
）
―
清
道
付
提
灯
二
―
清
道
【
海
門
戸
・
帝
大
前
・
米
一
丸
】
―
太
鼓
【
海
門

戸
】・
鐘
【
海
門
戸
】
―
錦
旗
（
纏
）【
消
防
団
】
―
火
王
・
水
王
付
提
灯
二
―
火

王
・
水
王
【
海
門
戸
・
帝
大
前
・
米
一
丸
】
―
御
旗
付
提
灯
二
―
八
ツ
旗
【
海
門
戸
・

帝
大
前
・
米
一
丸
】
―
以
下
八
ツ
旗
が
七
台

<

一
ノ
戸>

大
榊【
網
屋
】―
賽
銭
箱
二【
海
門
戸
・
帝
大
前
・
米
一
丸
】―
幣
帛（
獅

子
頭
）【
海
門
戸
・
帝
大
前
・
米
一
丸
】
―
伶
人
【
箱
崎
組
】
―
小
鉾
【
二
又
瀬
】

―
随
身
二
―
駒
形
二
―
御
飾
職
―
賽
銭
箱
二
【
海
門
戸
・
米
一
丸
】
―
紫
指
羽
翳
・

菅
指
羽
翳
【
海
門
戸
・
帝
大
前
・
米
一
丸
】
―
一
ノ
戸
神
輿
（
小
丸
提
灯
二
が
つ
く
）

―
絹
傘
―
戸
付
神
職
（
騎
馬
）
―
氏
子
総
代
【
馬
出
・
吉
塚
・
東
吉
塚
】
―
稚
児
【
馬

出
・
吉
塚
・
東
吉
塚
】

<

二
ノ
戸>

太
鼓
・
鐘
【
寺
中
】
―
大
榊
【
網
屋
】
―
幣
帛
（
獅
子
頭
）【
小
寺
】

―
伶
人
【
馬
出
上
組
】
―
小
鉾
【
二
又
瀬
】
―
随
身
二
―
駒
形
二
―
御
飾
職
―
賽

銭
箱
二
【
小
寺
】
―
紫
指
羽
翳
・
菅
指
羽
翳
【
小
寺
】
―
二
ノ
戸
神
輿
（
小
丸
提

灯
二
が
つ
く
）
―
絹
傘
【
二
又
瀬
】
―
戸
付
神
職
（
騎
馬
）
―
氏
子
総
代
【
千
代
】

―
稚
児
【
千
代
】

<

三
ノ
戸>

太
鼓
・
鐘
【
阿
多
田
】
―
大
榊
【
網
屋
】
―
幣
帛
（
獅
子
頭
）【
寺
中
】

―
幣
帛
（
獅
子
頭
）【
阿
多
田
】
―
伶
人
【
馬
出
下
組
】
―
小
鉾
【
二
又
瀬
】
―

随
身
二
―
駒
形
二
―
御
飾
職
―
賽
銭
箱
二
【
寺
中
・
阿
多
田
】
―
紫
指
羽
翳
・
菅

指
羽
翳
【
寺
中
・
阿
多
田
】
―
三
ノ
戸
神
輿
（
小
丸
提
灯
二
が
つ
く
）
―
絹
傘
【
二

又
瀬
】
―
戸
付
神
職
（
騎
馬
）
―
宮
司
―
後
駆
神
職
（
騎
馬
）
―
氏
子
総
代
【
箱
崎
・

筥
松
】
―
稚
児
【
箱
崎
・
筥
松
】
―
一
般
供
奉
者

　「
神
職
」
は
、
神
馬
に
跨
り
参
列
す
る
。「
清せ
い

道ど
う

旗き

」
は
、
神
職
に
よ
っ
て
清
め

ら
れ
た
道
で
あ
り
、
神
輿
を
先
導
す
る
（
写
真
一
）。「
鐘
・
太
鼓
」
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
、「
お
触
れ
行

事
」
に
も
打
ち
鳴
ら
す
。

「
ド
ン
カ
ン
、ド
ン
カ
ン
、

ド
ン
カ
ン
カ
ン
」
で
あ

る
。

　「
火
王
・
水
王
」
は
、

天
孫
降
臨
の
と
き
に
先

導
し
た
猿
田
彦
神
に
由

来
す
る
。
神
輿
行
列
の

案
内
役
で
あ
る
。「
八

ツ
旗
」
は
、
八
幡
神
誕

生
の
時
、
八
本
の
旗
が
天
よ
り
舞
い
降
り
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
筥
崎
宮
の
大
祭

に
は
境
内
に
掲
げ
る
。「
大
榊
」
は
、
山
車
に
飾
ら
れ
て
い
る
。「
賽
銭
箱
」
は
、

二
人
で
持
ち
、
神
輿
に
参
礼
し
て
氏
子
が
賽
銭
を
投
じ
る
。
投
じ
た
後
は
、
箱
を

上
下
に
揺
ら
し
て
礼
を
す
る
。「
伶
人
」
は
、
雅
楽
を
奏
じ
る
楽
人
。
笙
、
龍
笛
、

篳
篥
を
演
奏
す
る
。「
随
身
」
は
、
神

の
警
衛
と
威
儀
を
示
す
。「
駒
形
」
は

馬
の
頭
部
で
、
神
の
乗
り
物
と
さ
れ
る

馬
を
象
徴
す
る
。
筥
崎
宮
の
神
馬
の
白

馬
を
表
す
。
神
具
の
「
威
儀
物
」
に
は
、

小
鉾
・
弓
・
太
刀
の
よ
う
な
武
器
の
他
、

絹
傘
・
菅
指
羽
・
紫
指
羽
も
あ
る
。「
神

輿
」
は
、
三
柱
の
祭
神
の
た
め
三
基
あ

る
。一
ノ
戸
、二
ノ
戸
、三
ノ
戸
と
呼
ぶ
。

家
の
前
を
通
る
時
に
、
沿
道
の
人
々
は

神
輿
を
拝
む
。「
天
蓋
」
は
、
行
列
が

始
ま
る
ま
で
の
間
、神
輿
の
上
を
覆
う
。

（
巻
頭
図
版
・
写
真
二
）

　
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
と
は
行
列

の
順
番
を
変
更
し
た
。
祓
司
は
清
道
の

写
真
一
　
清
道
旗

写
真
二
　
神
輿



199

後
だ
っ
た
が
、清
道
の
前
に
変
わ
っ
た
。
お
下
り
も
お
上
り
も
大
榊
の
前
に
、白
幣
、

小
榊
、太
刀
、弓
、金
幣
が
あ
っ
た
が
、令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
に
は
無
く
な
っ
た
。

大
榊
の
後
に
、
半
月
、
幡
多
が
あ
っ
た
が
無
く
な
っ
た
。
一
ノ
戸
・
二
ノ
戸
の
神

輿
の
後
に
も
白
幣
、
小
榊
、
太
刀
、
弓
、
金
幣
が
あ
っ
た
が
無
く
な
っ
た
。
毎
回

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
各
々
の
神
輿
に
、
輿
丁
取
締
二
名
、
輿
丁
頭
二
名
、
随
身
二
名
、
提
灯
持
ち
が

一
二
名
つ
く
。
駕
輿
丁
奉
仕
は
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
一
ノ
戸
を
郷
口

町
・
社
領
、
二
ノ
戸
を
上
社
家
町
・
宮
前
町
・
馬
場
町
、
三
ノ
戸
を
下
社
家
町
が

担
当
す
る
。
こ
れ
は
毎
年
移
行
し
て
お
り
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
に
は
一
ノ

戸
を
下
社
家
町
、
二
ノ
戸
を
郷
口
町
・
社
領
、
三
ノ
戸
を
上
社
家
町
・
宮
前
町
・

馬
場
町
だ
っ
た
。
な
お
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
た
め
中
止
と
な
り
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
担
当
は
、
令
和
三

（
二
〇
二
一
）
年
を
そ
の
ま
ま
担
当
と
し
た
。
ま
た
、
氏
子
総
代
の
奉
仕
は
、
令

和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
お
下
り
は
、
一
ノ
戸
は
馬
出
・
吉
塚
・
東
吉
塚
校
区
、

二
ノ
戸
は
千
代
校
区
、
三
ノ
戸
は

箱
崎
・
筥
松
校
区
で
あ
る
。
お
上

り
で
は
移
行
し
、一
ノ
戸
は
箱
崎
・

筥
松
校
区
、
二
ノ
戸
は
馬
出
・
吉

塚
・
東
吉
塚
校
区
、
三
ノ
戸
は
千

代
校
区
と
、
お
下
り
と
お
上
り
で

移
行
す
る
。
但
し
お
上
り
の
一
ノ

戸
の
供
奉
は
、
必
ず
箱
崎
・
筥
松

校
区
が
行
い
、
お
下
り
の
一
ノ
戸

を
箱
崎
・
筥
松
校
区
が
務
め
る
こ

と
は
な
い
。
各
々
の
人
選
は
、
町

内
で
決
め
る
。

　
そ
し
て
頓
宮
に
は
、「
走
り
込

み
」
を
し
て
入
る
（
写
真
三
）。

頓
宮
に
対
し
て
直
角
に
曲
が
っ
て

入
る
。
ス
タ
ー
ト
地
点
に
取
締
、

約
八
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
角
に
は
宰
領
、
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
頓
宮
前
に
は

神
職
が
待
機
す
る
。
各
々
神
具
を
持
っ
た
ま
ま
、
力
強
く
駆
け
抜
け
て
頓
宮
入
り

を
す
る
。
神
輿
も
同
様
で
あ
る
。
二
二
時
頃
、
約
四
時
間
か
け
て
行
わ
れ
た
お
下

り
は
終
わ
る
。

九
月
一
四
日
　
お
上
り

　
頓
宮
に
神
輿
は
二
晩
泊
ま
ら
れ
る
。
一
二
日
は
神
職
一
名
と
飾
職
、
一
三
日
は

神
職
一
名
が
頓
宮
に
詰
め
て
、
神
さ
ま
を
お
守
す
る
。
そ
の
間
一
三
日
・
一
四
日

一
三
時
の
朝
御
食
祭
、
一
五
時
の
夕
御
食
祭
が
あ
る
。
神
饌
は
、
米
、
神
酒
、
肴
、

果
物
、
塩
・
水
の
五
種
を
三
座
分
用
意
す
る
。

　
一
四
日
一
八
時
半
、
お
上
り
（
還
幸
）
の
神
事
を
行
い
、
一
九
時
に
発
輦
す
る
。

お
下
り
と
逆
の
コ
ー
ス
を
と
る
。
お
下
り
と
同
じ
よ
う
に
箱
崎
町
の
箱
崎
三
丁
目

バ
ス
停
を
通
過
し
、
本
宮
に
二
〇
時
一
〇
分
頃
戻
る
。
お
上
り
と
は
違
っ
て
、
約

一
時
間
半
ほ
ど
で
あ
る
。
行
列
の
先
導
は
、
箱
崎
・
筥
松
の
代
表
が
あ
た
る
。

　
本
宮
に
戻
れ
ば
、「
走
り
込
み
」
で
あ
る
。
本
宮
に
対
し
て
直
角
に
曲
が
っ
て

入
る
。
ス
タ
ー
ト
地
点
に
取
締
、
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
角
に
は
宰
領
、
鳥
居

を
く
ぐ
り
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
頓
宮
前
に
は
神
職
が
待
機
す
る
。
お
下
り
以

上
に
激
し
く
走
り
込
ん
で
い
く
。
三
基
の
神
輿
の
み
、
拝
殿
を
駆
け
抜
け
て
内
陣

に
突
っ
込
む
。

　
神
輿
が
楼
門
を
通
り
抜
け
る
と
、
す
ぐ
に
「
神
霊
遷
し
」
と
な
る
。
神
輿
が
昇

殿
す
る
と
と
も
に
明
か
り
が
消
さ
れ
る
。
飾
職
に
よ
っ
て
神
輿
の
屋
根
の
鳳
凰
が

外
さ
れ
、
神
輿
庫
へ
神
輿
は
遷
さ
れ
る
。
神
殿
で
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
、
す
べ
て
が

終
わ
る
。
二
一
時
頃
で
あ
る
。
神
事
が
終
わ
る
と
、
楼
門
が
開
か
れ
、
人
々
が
流

れ
込
み
、
参
拝
し
て
い
る
。

（
𠮷𠮷
𠮷
　
扶
希
子
）

写
真
三
　
走
り
込
み
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二
五
　
志し

賀か

海う
み
神じ
ん
社じ
ゃ
神じ
ん
こ
う幸
行ぎ
ょ
う
じ事

【
テ
ー
マ
】
三
二
「
神
幸
行
事
」

【
地
域
の
概
要
】
八
「
歩
射
祭
」
参
照

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
志
賀
海
神
社
（
福
岡
市
東
区
志
賀
島
）

【
実
施
時
期
】
一
〇
月
第
二
日
曜
日

【
伝
承
組
織
】
志
賀
海
神
社
社
人
、
氏
子
、
八
乙
女

　
八
「
歩
射
祭
」
参
照

　
特
別
な
も
の
と
し
て
、「
宰
領
」
が
行
列
の
全
体
を
管
理
す
る
。
家
で
決
ま
っ

た
役
で
、
志
賀
の
藤
野
家
、
宮
本
家
、
宮
本
家
、
中
島
家
の
四
家
の
男
性
で
あ
る
。

ま
た
「
八
軒
の
浦
公
」
と
い
う
「
中
西
八
家
」
は
、
神
功
皇
后
新
羅
の
役
の
際
、

櫓ろ

を
持
っ
て
追
従
し
た
八
人
の
有
能
な
漁
師
の
家
筋
と
伝
え
ら
れ
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
旧
暦
九
月
一
日
、
現
在
一
〇
月
一
日
「
男
山
祭
」
に
て
、
神
幸
を
行
う
か
否
か

神
意
を
問
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。「
御
神
幸
あ
ら
せ
ら
れ
る
」
の
ク
ジ
が
出
た

場
合
、
御
神
幸
祭
を
「
夜よ

渡ど

祭さ
い

」
と
称
し
、
旧
九
月
八
日
に
行
っ
て
い
た
。
旧
九

月
九
日
例
大
祭
「
国く
に

土ち

祭さ
い

」
を
行
う
。「
お
く
ん
ち
」
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
が
一

連
の
祭
り
で
あ
る
。

　
か
つ
て
こ
の
ク
ジ
の
結
果
で
御
神
幸
祭
の
斎
行
を
決
定
し
て
い
た
た
め
、
数
年

斎
行
が
続
い
た
り
、
逆
に
数
年
斎
行
さ
れ
な
か
っ
た
り
と
い
う
状
況
に
な
り
、
次

第
に
支
障
を
き
た
し
て
き
た
。
そ
こ
で
近
年
、
二
年
に
一
度
、
西
暦
奇
数
の
年
に

「
御
神
幸
祭
」、
偶
数
年
に
「
夜
渡
祭
」
と
交
互
に
行
う
よ
う
に
し
た
。
現
在
は
、

一
〇
月
一
日
の
「
男
山
祭
」、
一
〇
月
第
二
日
曜
日
の
「
御
神
幸
祭
」・「
夜
渡
祭
」、

そ
の
翌
日
に
「
国
土
祭
」
を
行
う
。

【
実
施
内
容
】

一
〇
月
一
日
「
男
山
祭
」

　
神
事
の
中
で
、「
お
み
く
じ
あ
げ
（
神
占
）」
に
よ
っ
て
、
今
年
御
神
幸
を
行
う

べ
き
か
、
や
め
る
べ
き
か
決
定
す
る
。
椎
の
木
の
御
幣
で
三
方
上
の
ク
ジ
を
取
っ

て
い
た
が
、
今
は
祭
主
が
手
で
ク
ジ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
場
で
読
み
上
げ
る
。
ク

ジ
に
は
、「
御
神
幸
あ
ら
せ
ら
れ
る
」
も
し
く
は
「
御
神
幸
祭
あ
ら
せ
ら
れ
ぬ
」
と

記
さ
れ
る
。
祭
主
か
ら
祭
司
に
渡
し
、「
宰
領
」に
渡
し
、再
度
宰
領
か
ら
発
表
す
る
。

　
現
在
は
、
奇
数
年
に
「
御
神
幸
祭
」、
偶
数
年
に
「
夜
渡
祭
」
を
実
施
す
る
よ

う
に
決
め
て
い
る
の
で
、
形
式
上
ク
ジ
を
取
り
上
げ
る
が
、
結
果
に
あ
っ
た
ク
ジ

が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
拝
殿
で
の
神
事
、
今
宮
社
の
神
事
が
終
了
後
、
行
列
を
な
し
て
頓
宮
に
下
る
。

先
頭
は
「
清
め
」
で
、
氏
子
総
代
が
手
桶
に
入
っ
た
お
潮
井
を
椎
の
木
の
枝
葉
で

撒
き
な
が
ら
進
む
。
つ
い
で
氏
子
総
代
が
祓
串
を
持
つ
。
つ
い
で
「
男
山
」
と
い

う
社
人
が
進
む
。
以
下
神
籬
、
神
職
、
氏
子
総
代
、
七
つ
の
町
内
の
各
自
治
会
長

と
続
く
。
宰
領
も
全
体
を
見
な
が
ら
参
列
す
る
。
道
中
全
員
で
、「
や
あ
　
男
山

　
峰
の
と
ー
　
や
お
よ
ろ
ず
　
昔
も

今
も
　
な
す
よ
し
も
」
と
唱
え
、
男

山
の
社
人
が
、
首
か
ら
掛
け
た
拍
子

木
を
一
度
打
ち
鳴
ら
す
。
適
宜
間
を

お
い
て
、
片
道
六
回
ほ
ど
こ
れ
を
繰

り
返
す
。
こ
の
歌
か
ら
、
祭
り
の
名

は
付
い
て
い
る
（
写
真
一
）。

　
そ
し
て
頓
宮
で
神
事
を
行
っ
た

が
、
祝
詞
の
後
、
神
職
が
頓
宮
の
四

隅
を
奥
左
か
ら
奥
右
、
入
口
側
左
、

入
口
側
右
と
、
祓
串
と
お
潮
井
で
清

め
て
い
く
。
こ
れ
で
頓
宮
で
の
神
事

「
清
め
祓
い
」が
終
わ
る
。
御
神
幸
祭
・

夜
渡
祭
に
先
立
っ
て
、
頓
宮
を
清
め

た
。

写
真
一
　
男
山
祭
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還
幸
も
同
様
に
列
を
成
し
、「
や
あ
　
男
山
　
…
」
と
唱
え
、
男
山
の
社
人
が

首
か
ら
掛
け
た
拍
子
木
を
一
度
打
ち
鳴
ら
し
て
い
く
。
神
社
に
着
く
と
、
拝
殿
に

神
職
、
社
人
と
、
神
社
で
待
機
し
て
い
た
八
乙
女
が
揃
う
。
ま
ず
祭
主
が
拝
し
、

社
人
の
「
こ
れ
に
て
男
山
祭
を
お
納
め
い
た
し
ま
す
」
と
の
声
で
、
す
べ
て
終
了

と
な
る
。

　
同
日
、一
の
鳥
居
に
つ
け
る
竹
笹
二
本
も
用
意
す
る
。
笹
下
の
長
さ
が
約
八
メ
ー

ト
ル
あ
る
。
後
日
取
り
付
け
ら
れ
る
。
夜
渡
祭
の
場
合
は
二
本
を
同
じ
長
さ
に
し
、

御
神
幸
祭
の
場
合
は
、
片
方
だ
け
約
一
メ
ー
ト
ル
高
く
し
て
、
周
囲
に
御
神
幸
を

行
う
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

一
〇
月
第
二
日
曜
日
「
御
神
幸
祭
」

　
一
九
時
か
ら
始
ま
る
。
拝
殿
に
は
中
心
か
ら
両
脇
に
三
個
ず
つ
雪ぼ
ん

洞ぼ
り

が
置
か
れ

る
。
拝
殿
も
四
隅
に
は
、
四
神
旗
が
あ
る
。
本
殿
近
く
の
玄
武
、
白
虎
の
側
に
は
、

御
神
紋
旗
、
五
色
旗
も
あ
る
。
祭
主
、
社
人
、
八
乙
女
が
拝
殿
に
並
ぶ
。
前
祓
い

が
終
了
後
、
神
職
が
登
壇
し
て
「
本
殿
御
神
幸
祭
」、
そ
し
て
今
宮
社
に
移
っ
て

神
事
が
あ
る
。

　
神
饌
は
、「
和
稲（
精
米
し
た
米
）」、「
荒
稲（
籾
殻
付
き
米
）」、「
酒
・
甘
酒
」、「
餅
」、

「
海
魚
」、「
川
魚
（
例
年
ハ
ヤ
の
甘
露
煮
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
ヤ
マ
メ

の
甘
露
煮
）・
海
菜
（
昆
布
と
ス
ル
メ
）」、「
寒
天
」、「
野
菜
・
松
茸
」、「
果
物
・
栗
」、

「
菓
子
」、「
塩
・
水
」
の
一
一
台
（「
」
が
三
方
一
台
分
）
で
あ
る
。
頓
宮
で
も
同

じ
で
あ
る
。
今
宮
社
で
も
内
容
は
同
じ
で
、
三
方
の
台
数
が
五
台
に
変
わ
る
だ
け

で
あ
る
。

　
続
い
て
、
ま
た
本
殿
に
戻
り
、「
本
殿
発
輦
祭
」
と
な
り
、
御
祭
神
が
神
輿
に

遷
ら
れ
る
。
神
輿
は
三
基
で
、「
一
ノ
戸
」「
二
ノ
戸
」「
三
ノ
戸
」
と
さ
れ
、
綿

津
見
三
神
が
そ
れ
ぞ
れ
遷
ら
れ
る
。
修
祓
の
後
、
本
殿
外
陣
に
、
正
面
に
一
ノ
戸
、

そ
の
右
に
二
ノ
戸
、
左
に
三
ノ
戸
と
並
ぶ
御
神
輿
に
御
神
霊
を
お
遷
し
す
る
。
消

灯
し
、
真
っ
暗
な
中
で
行
わ
れ
る
。
発
輦
祝
詞
を
奏
上
し
、
納お
さ
め
て手

と
い
う
柏
手
を

打
っ
た
後
出
御
と
な
る
。
一
つ
の
御
神
輿
を
八
人
で
担
当
し
て
、
拝
殿
前
部
よ
り

運
び
出
し
、
奏
楽
と
と
も
に
頓
宮
へ
下
る
。
な
お
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の

調
査
時
は
雨
の
た
め
、
太
鼓
が
傷
む
こ
と
を
配
慮
し
て
、
奏
楽
は
出
な
か
っ
た
。

　
本
殿
御
神
幸
祭
の
頃
に
は
、
行
列
は
宰
領
の
「
よ
び
だ
し
」
に
よ
っ
て
楼
門
の

辺
り
に
順
に
並
ん
で
出
発
に
備
え
て
い
た
。
宰
領
は
行
列
の
道
具
を
出
す
ほ
か
、

陣
頭
指
揮
を
執
る
。
一
ノ
戸
は
本
町
・
新
町
・
中
町
・
西
町
、
二
ノ
戸
は
弘
・
馬

場
、
三
の
戸
は
勝
馬
が
担
当
し
た
。
三
ノ
戸
だ
け
赤
色
の
狩
衣
を
着
け
る
が
、
こ

れ
は
神
輿
に
付
く
社
人
の
座
に
基
づ
い
て
い
る
。
一
ノ
戸
に
は
大
宮
司
座
と
検

け
ん
ぎ
ゅ
う校

座
、
二
ノ
戸
に
は
別
当
座
と
宜
別
当
座
、
三
ノ
戸
に
は
禰
宜
座
と
楽
座
が
供
奉
す

る
。
禰
宜
座
だ
け
が
赤
い
狩
衣
を
着
け
る
と
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
三
ノ
戸
に
供

奉
す
る
者
は
赤
狩
衣
と
な
る
。
行
列
の
大
刀
や
御
剣
な
ど
の
様
々
な
役
は
、
地
区

内
で
決
定
す
る
。
御
先
祓
、
神
社
紋
入
り
赤
提
灯
、
火
王
・
水
王
、
龍
頭
、
神
輿

と
行
列
が
続
く
。
宰
領
は
自
由
に
動
き
、
全
体
を
見
て
采
配
を
振
る
う
。
行
列
は

男
山
祭
同
様
「
や
あ
　
男
山
…
」
と
全
員
で
唱
え
な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
奏
楽
に

合
わ
せ
て
進
む
（
巻
頭
図
版
）。

　
行
列
の
特
殊
な
役
の
一
つ
「
水
夫
長
　
櫓
」
は
、「
八
軒
の
浦
公
」
と
い
う
「
中

西
八
家
」
が
奉
仕
す
る
。
神
功
皇
后
新
羅
の
役
の
際
、
櫓
を
持
っ
て
追
従
し
た
八

人
の
有
能
な
漁
師
の
家
筋
と
伝
え
ら
れ
、
御
神
幸
の
行
列
に
も
櫓
を
持
っ
て
参
加

す
る
。
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
神
職
で
国
学
者
の
宮
崎
大
門
が
記
し
た
『
志

賀
嶋
所
聞
録
』
に
古
老
伝
説
と
し
て
、「
八
人
乃
海
士
爾
米
櫃
登
桝
登
乎
賜
比
岐

今
志
加
大
神
乃
神
幸
爾
此
氏
人
与
理
桝
乎
御
輿
乃
前
爾
指
上
氐
上
奉
留
㕝
乃
本
奈

理
又
桝
形
乃
画
多
留
白
旌
乎
此
日
建
氐
仕
奉
留
㕝
乃
本
奈
理
」
と
あ
る
。
褒
美
と

し
て
桝
を
も
ら
っ
た
伝
承
に
ち
な
み
、
枡
形
を
家
紋
と
し
て
い
る
。

　
獅
子
は
、
二
人
一
組
で
獅
子
頭
と
尾
を
扱
い
、
案
内
人
と
共
に
町
毎
に
各
戸
を

廻
っ
て
い
く
。
一
軒
に
つ
き
二
頭
の
獅
子
が
訪
れ
る
。
青
の
長
法
被
を
着
た
子
ど

も
達
は
、「
き
ゃ
ー
ん
」
と
言
っ
て
玄
関
を
開
け
る
。
家
人
は
長
生
き
で
き
る
と

か
、
頭
が
よ
く
な
る
と
い
い
、
獅
子
の
頭
を
触
る
。
子
ど
も
達
の
た
め
に
菓
子
が

用
意
さ
れ
、
賽
銭
と
と
も
に
渡
さ
れ
る
。
廻
り
終
わ
る
と
集
会
所
に
戻
り
、
食
事

の
接
待
を
受
け
、
菓
子
を
分
配
す
る
。
子
ど
も
達
は
、
額
に
巻
い
て
い
た
神
社
の

紋
入
り
の
鉢
巻
を
記
念
に
持
っ
て
帰
っ
た
。
そ
し
て
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は

な
か
っ
た
が
、
例
年
で
あ
れ
ば
、
御
神
幸
・
夜
渡
祭
の
行
列
に
参
加
す
る
。
行
列

に
参
加
し
た
獅
子
に
は
、
紅
白
の
布
を
ね
じ
っ
た
「
じ
よ
う
口
」
が
付
け
ら
れ
て

お
り
、
母
に
抱
か
れ
、
じ
よ
う
口
同
様
の
ね
じ
り
鉢
巻
き
を
つ
け
た
男
乳
児
が
こ
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れ
を
と
っ
て
い
る
。

　
行
列
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
）

　【
一
ノ
戸
】
御
先
祓
一
名
、御
紋
章
入
り
赤
提
灯
二
名
、御
先
押
二
名
、火
王
一
名
、

水
王
一
名
、
龍
頭
一
名
、
奏
楽
手
二
名
、
御
太
刀
三
名
、
御
矢
袋
一
名
、
御
宝
物

一
名
、
御
台
弓
二
名
、
御
潮
井
二
名
、
祓
串
一
名
、
水
夫
長
　
櫓
八
名
、
男
山
三
名
、

八
乙
女
御
幣
四
名
、
八
乙
女
四
名
、
獅
子
、
鞨
鼓
一
名
、
大
榊
一
名
、
御
剣
一
名
、

御
履
一
名
、
御
幣
一
名
、
提
灯
持
ち
一
名
、
神
職
、
本
町
提
灯
、
西
町
提
灯
、
御

棒
先
二
名
、丸
戸
名
赤
提
灯
二
名
、丸
戸
名
赤
提
灯
二
名
、神
輿
八
名
、大
傘
一
名
、

新
町
提
灯
、
中
町
提
灯
、
奏
楽
（
さ
さ
ら
・
笛
・
太
鼓
）、
太
鼓
持
ち

　【
二
ノ
戸
】
御
先
押
二
名
、
御
宝
物
一
名
、
獅
子
、
大
榊
一
名
、
御
剣
一
名
、

御
履
一
名
、
御
幣
一
名
、
提
灯
持
ち
一
名
、
神
職
、
馬
場
町
提
灯
、
御
棒
先
二
名
、

丸
戸
名
赤
提
灯
二
名
、
神
輿
八
名
、
丸
戸
名
赤
提
灯
二
名
、
大
傘
一
名
、
弘
提
灯
、

奏
楽
（
さ
さ
ら
・
笛
・
太
鼓
）、
太
鼓
持
ち

　【
三
ノ
戸
】
御
先
押
二
名
、
御
宝
物
一
名
、
獅
子
、
大
榊
一
名
、
御
剣
一
名
、

御
履
一
名
、
御
幣
一
名
、
提
灯
持
ち
一
名
、
神
職
、
勝
馬
提
灯
、
御
棒
先
二
名
、

丸
戸
名
赤
提
灯
二
名
、神
輿
八
名
、丸
戸
名
赤
提
灯
二
名
、大
傘
一
名
、勝
馬
提
灯
、

奏
楽
（
さ
さ
ら
・
笛
・
太
鼓
）、
太
鼓
持
ち

同
日
「
御
神
幸
祭
の
頓
宮
祭
」

　
頓
宮
に
到
着
し
、
二
一
時
半
頃
「
頓
宮
祭
」
と
な
る
。
頓
宮
に
は
テ
ン
ト
が
張

ら
れ
、蓆
が
敷
か
れ
る
。
準
備
が
整
う
と
す
ぐ
に
神
事
が
始
め
ら
れ
、祝
詞
奏
上
後
、

三
つ
の
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
日
本
の
芸
能
の
祖
形
と
も
い
わ
れ
る
古
い
舞
で
あ
る
。

　
ま
ず
「
龍た
つ

の
舞
」
で
あ
る
（
写
真
二
）。
裃
姿
の
一
人
の
若
い
男
性
、
こ
れ
は

社
人
で
は
な
く
、
島
民
か
ら
選
ば
れ
た
者
で
あ
る
。
頭
に
鹿
の
角
を
つ
け
た
龍
頭

を
捧
げ
持
ち
、
笛
の
音
に
合
わ
せ
、
身
体
を
く
ね
ら
せ
な
が
ら
舞
う
。
ま
る
で
龍

が
天
に
昇
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
実
は
獅
子
頭
で
、
場
を
清
め
る
獅
子
舞
で
あ
る
。

獅
子
は
龍
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
水
神
と
さ
れ
る
。
龍
神
信
仰
で
あ
る
。
鹿
の
角
に

関
し
て
い
え
ば
、
神
社
に
奉
納
の
風
習
が
あ
る
。
神
功
皇
后
が
対
馬
で
鹿
狩
り
を

し
て
、
鹿
の
角
を
奉
納
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
次
に
八
乙
女
が
奉
仕
す
る
「
八
乙
女
舞
」
で
あ
る
（
写
真
三
）。
神
功
皇
后
の

新
羅
の
役
の
際
、
龍
宮
へ
の
水
先
案
内
人
と
し
て
阿あ

づ
み
の
い
そ
ら

曇
磯
良
を
海
底
よ
り
誘
い
出

す
時
に
舞
っ
た
と
い
う
話
に
基
づ
い
て
い
る
。
太
鼓
・
鈴
・
鉦
を
演
奏
し
な
が
ら

歌
い
舞
う
。
一
番
神
前
に
座
る
八
乙
女
の
一
人
が
太
鼓
を
叩
き
、
一
番
後
ろ
の
二

人
が
鉦
を
打
ち
鳴
ら
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
舞
人
が
間
に
立
ち
、
左
手
に
扇
、

右
手
に
鈴
を
持
ち
、
鈴
を
振
り
な
が
ら
右
に
三
回
廻
る
と
い
う
古
式
の
舞
で
あ
る
。

そ
の
時
々
で
参
加
す
る
八
乙
女
の
数
が
異
な
る
の
が
現
状
で
、
舞
人
と
鉦
が
各
々

一
人
の
場
合
も
あ
る
が
、
増
え
る
こ
と
も
あ
る
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
計

四
人
だ
っ
た
。

　
最
後
の
「
鞨か
っ
こ鼓

の
舞
」
は
、「
細せ

い
の
お
の
ま
い

男
舞
」
と
も
「
礒
良
舞
」
と
も
い
う
。
社
人

楽
座
が
奉
仕
す
る
。
顔
を
白
布
で
覆
い
隠
し
、
鞨
鼓
を
首
か
ら
下
げ
て
、「
舞
能

の
岸
の
姫
松
や
」
と
唱
え
な
が
ら
右
に
旋
回
し
、
正
面
で
鞨
鼓
を
一
度
打
つ
。
こ

れ
を
三
回
繰
り
返
す
。「
舞
能
の
舞
」
と
い
い
、
動
き
は
小
さ
く
、
亀
の
甲
羅
の

上
で
舞
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
現
在
も
社
人
が
務
め
て
い
る
。「
舞
能

の
舞
」
は
、
志
賀
海
神
社
の
祭
り
で
は
度
々
登
場
す
る
。
こ
の
鞨
鼓
の
舞
は
、
八

写
真
二
　
龍
の
舞

写
真
三
　
八
乙
女
の
舞
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こ
の
日
は
神
事
後
、
一
二
時
頃
か
ら
流
鏑
馬
が
行
わ
れ
る
。
二
頭
の
馬
が
出
て
、

こ
れ
に
乗
り
走
り
な
が
ら
的
を
射
る
も
の
で
あ
る
。
小
笠
原
流
で
、
流
鏑
馬
保
存

会
が
奉
納
す
る
。
か
つ
て
流
鏑
馬
の
後
相
撲
を
行
っ
て
い
た
頃
は
、
相
撲
姿
で
飾

り
を
つ
け
た
褌
を
し
め
た
若
者
が
、
馬
の
口
と
り
を
し
て
い
た
。
今
は
な
い
。

　
準
備
が
整
う
と
、
神
社
の
石
段
下
で
、
二
頭
横
並
び
で
馬
上
の
ま
ま
神
職
に
よ

り
祓
い
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
海
岸
の
お
潮
井
場
近
く
ま
で
進
み
参
拝
す
る
。
そ

し
て
も
う
一
度
神
社
石
段
下
に
戻
り
、
祝
詞
を
奏
上
す
る
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
流
鏑
馬
が
始
ま
る
。
ま
ず
神
社
の
下
か
ら
ス
タ
ー
ト
地
点
の

一
の
鳥
居
ま
で
、
参
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
道
を
確
認
す
る
。
神
社
に
向
か
っ
て

左
側
に
三
つ
の
的
が
あ
る
。
こ
れ
を
三
度
走
っ
て
射
る
。
今
回
は
ど
れ
も
外
さ
ず

に
的
を
射
て
い
た
。
参
道
で
の
流
鏑
馬
が
終
わ
る
と
、
一
本
西
側
の
裏
道
に
入
り
、

神
社
か
ら
の
東
西
に
通
じ
る
道
と
交
差
す
る
辻
で
、
ち
ょ
う
ど
猿
田
彦
の
石
碑
が

あ
る
と
こ
ろ
で
的
を
射
る
。
こ

の
と
き
馬
は
走
る
こ
と
は
な

く
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
来
て

射
る
。
打
ち
止
め
で
あ
る
。
最

後
に
神
社
石
段
下
に
戻
り
、
参

拝
し
て
終
わ
り
と
な
る
。

　
直
会
は
、
国
土
祭
終
了

後
に
行
わ
れ
る
。
令
和
五

（
二
〇
二
三
）
年
は
四
年
ぶ
り

だ
っ
た
。
献
立
は
ど
の
お
祭
り

で
も
同
じ
で
決
ま
っ
て
お
り
、

サ
ワ
ラ
ご
飯
（
サ
ワ
ラ
の
炊
き

込
み
御
飯
）、
お
吸
い
物
（
ワ

カ
メ
、
赤
魚
）、
ヌ
タ
ア
エ
（
ニ

ン
ジ
ン
、
ダ
イ
コ
ン
、
魚
）、

刺
身
（
そ
の
時
期
の
も
の
）
で

あ
る
。

（
𠮷𠮷
𠮷
　
扶
希
子
）

乙
女
舞
と
と
も
に
、
神
功
皇
后
伝
承

に
基
づ
い
た
も
の
で
、
体
中
に
貝
や

海
藻
が
付
い
て
い
る
姿
を
恥
じ
、
顔

に
白
い
布
を
被
せ
て
い
る
阿
曇
磯
良

の
姿
と
い
う
（
写
真
四
）。

　
玉
串
奉
奠
し
頓
宮
発
輦
祭
終
了
後
、

還
幸
祭
に
向
け
て
頓
宮
を
発
輦
す
る
。

本
殿
に
到
着
後
、
直
ち
に
本
殿
還
幸

祭
と
な
る
。
神
饌
は
、「
和
稲
・
荒
稲
」、「
酒
・
甘
酒
」、「
海
魚
・
川
魚
」、「
野
菜
・

松
茸
」、「
果
物
・
栗
」、「
塩
・
水
」
の
五
台
だ
っ
た
。
無
事
神
さ
ま
が
戻
ら
れ
、

す
べ
て
が
終
わ
る
の
は
、
ま
も
な
く
日
が
変
わ
る
頃
で
あ
る
。

一
〇
月
第
二
日
曜
日
「
夜
渡
祭
」

　「
夜
渡
祭
」
は
、
神
輿
で
は
な
く
御
幣
三
本
が
下
る
。
行
列
の
内
容
も
、
獅
子

は
同
様
だ
が
、
ほ
か
は
御
神
幸
祭
と
は
大
き
く
変
わ
り
、
水
王
・
火
王
、
龍
頭
、

水
夫
長
櫓
も
な
く
、
御
神
幸
祭
と
同
様
に
「
や

あ
　
男
山
…
」
と
唱
え
る
が
、
楽
も
な
い
。
そ

し
て
頓
宮
で
の
「
龍
の
舞
」
な
ど
の
舞
も
な
い
。

頓
宮
祭
で
、
祭
主
が
警
蹕
を
か
け
る
時
に
、
御

幣
に
神
お
ろ
し
を
し
て
い
る
（
写
真
五
）。

「
御
神
幸
祭
」「
夜
渡
祭
」
の
翌
日
「
国
土
祭
」

　
大
祭
の
た
め
、神
饌
の
数
も
多
い
。
内
容
は
、

「
和
稲
・
荒
稲
」、「
酒
・
甘
酒
」、「
餅
」、「
海
魚
・

川
魚
」、「
海
菜
・
寒
天
」、「
野
菜
・
松
茸
」、「
果

物
・
栗
」、「
菓
子
」、「
塩
・
水
」
の
九
台
を
三

神
に
供
え
る
の
で
、
計
二
七
台
に
な
る
。
拝
殿

で
、
八
乙
女
の
舞
の
奏
上
が
あ
っ
た
。
今
宮
社

に
は
同
内
容
で
七
台
の
神
饌
が
上
が
り
、
神
事

を
行
っ
た
。

写
真
五
　
夜
渡
祭

志賀海神社

玄
界
灘

300m

志賀海神社頓宮

一の鳥居

図
一
　
お
下
り
・
お
上
り
ル
ー
ト

写
真
四
　
鞨
鼓
の
舞
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二
六
　
福ふ
く
よ
し吉
神じ
ん
こ
う
さ
い

幸
祭

【
テ
ー
マ
】
九
「
村
連
合
」

【
別
名
】　
福
吉
く
ん
ち
、
白
山
神
社
秋
季
大
祭
、
神じ
ん

事じ

な
ど
。

【
地
域
の
概
要
】

　「
福
吉
神
幸
祭
」
と
言
っ
た
場
合
、
通
常
は
「
福
井
地
区
」
と
「
吉
井
地
区
」

で
行
な
わ
れ
る
神
幸
祭
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
項
目
で
は
、
こ
の

福
吉
神
幸
祭
の
う
ち
「
福
井
地
区
」
で
行
な
わ
れ
て
い
る
福
井
神
幸
祭
を
中
心
に

取
り
上
げ
、「
吉
井
地
区
」
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
類
似
行
事
で
あ
る
「
深
江
神
幸
祭
」

に
つ
い
て
は
末
尾
に
て
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

　
福
井
神
幸
祭
を
行
う
地
域
は
、
旧
怡い

と土
郡
の
福
井
村
・
佐さ

波な
み

村
・
大

だ
い
に
ゅ
う入

村
・
福

井
浦
に
あ
た
る
。『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
村
は
い
ず
れ
も

福
井
村
の
内
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
に
佐
波
村
・
大
入
村
・
福

井
浦
が
分
か
れ
て
別
村
に
な
っ
た
と
あ
る
。
同
年
は
、
こ
の
地
が
唐
津
藩
か
ら
幕

府
領
に
代
わ
り
、
土
井
氏
が
入
封
し
た
年
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
期
に
分
村

が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
各
村
の
戸
数
・
人
口
は
、
福
井
村

（
九
八
戸
、
四
六
二
名
）、
佐
波
村
（
八
〇
戸
、
三
七
一
名
）、
大
入
村
（
七
七
戸
、

三
二
二
名
）、
福
井
浦
（
二
三
戸
、
人
口
不
詳
）
と
な
っ
て
い
る
（『
福
岡
県
地
理

全
誌
』）。

【
伝
承
地
】
白は
く

山さ
ん

神
社
（
糸
島
市
二に

じ
ょ
う丈

福ふ
く

井い

四
九
〇
九
）

【
実
施
時
期
】
毎
年
一
〇
月
第
二
日
曜
日

【
伝
承
組
織
】
福
吉
地
区
（
旧
怡い

と土
郡ぐ

ん

の
福
井
村
・
佐
波
村
・
大
入
村
・
福
井
浦
）

【
由
来
・
伝
承
】

　
福
吉
神
幸
祭
は
、
秋
の
恵
み
に
感
謝
を
捧
げ
る
祭
り
と
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時

代
後
期
か
ら
約
四
百
年
間
は
続
く
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
実
際
、
近
世
の
資
料
に
、「
毎
年
恒
例
之
大
祭
九
月
十
九
日
」「
神
輿
ヲ
松
原
仁

神
幸
仕
候
」（『
神
社
由
緒
書
　
福
井
村
・
同
浦
』（
山
崎
竜
文
書
））
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
松
原
へ
の
神
幸
が
近
世
以
来
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
る
。

　
ま
た
、『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
の
白
山
神
社
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　
祭
神
伊
弉
諾
尊
伊
弉
冉
尊
菊
々
理
姫
命
。
祭
日
九
月
十
九
日
。
此
日
ハ
神
輿

　
ヲ
松
原
ニ
神
幸
ナ
シ
奉
ル
。
大
入
・
佐
波
・
福
井
浦
の
村
民
供
奉
ヲ
ナ
ス
事
、

　
今
ニ
例
ナ
リ
。
古
ヨ
リ
宮
座
ト
称
シ
テ
祭
田
ヲ
寄
附
シ
祭
礼
ヲ
執
行
シ
ケ
ル
カ

　
其
事
今
ハ
絶
タ
リ
。
棟
札
ア
リ
。
銘
ニ
従
保
延
七
歳
辛
酉
至
元
禄
八
年
乙
亥
。

　
相
当
五
百
五
十
五
暦
ト
記
セ
リ
。
外
ニ
元
亀
元
年
午
九
月
、
御
幸
ノ
連
名
書
ヲ

　
村
民
今
ニ
所
蔵
セ
リ
。

　
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
九
月
一
九
日
の
祭
礼
に
お
い
て
松
原
ま
で
の
神
幸
が

あ
っ
た
こ
と
、
大
入
・
佐
波
・
福
井
浦
の
人
び
と
が
供
奉
し
て
い
た
こ
と
、
以
前

は
宮
座
に
よ
っ
て
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
ま
た
、
当
社
の

棟
札
の
銘
に
保
延
七
（
一
一
四
一
）
年
に
は
社
殿
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
元
亀
元
（
一
五
七
〇
）
年
の
神
幸
の
連
名
書
が
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も

記
さ
れ
て
お
り
、
当
社
と
神
幸
祭
の
歴
史
的
由
緒
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
実
施
内
容
】

　
以
下
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
一
〇
月
九
日
に
実
施
し
た
大
入
区
で
の
現
地

調
査
を
中
心
に
、
関
連
資
料
で
内
容
を
補
い
つ
つ
行
事
の
内
容
を
説
明
す
る
。
ま

た
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
一
〇
月
八
日
の
吉
井
神
幸
祭
、
同
一
五
日
の
深
江

神
幸
祭
の
調
査
に
よ
り
、
関
連
行
事
の
項
を
補
っ
た
。

一
　
前
夜
祭
（
宵
宮
祭
）

　
祭
り
前
日
の
第
二
土
曜
日
に
は
、
前
夜
祭
が
あ
る
。
二
〇
時
か
ら
福
井
白
山
宮

で
祭
典
が
あ
り
、
稚
児
舞
の
奉
納
の
後
、
御
奉
遷
と
い
っ
て
神
体
を
神
輿
に
移
す

儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
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二
　
大
入
白
山
神
社
祭
典
と
大
名
行
列
の
出
発

　
行
事
当
日
の
八
時
、
大
入
白
山
神
社
で
祭

典
が
始
ま
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
大
名
行

列
が
公
民
館
を
出
発
す
る
（
写
真
一
）。
公

民
館
を
出
る
際
に
は
、
公
民
館
前
の
広
場
を

左
回
り
に
三
周
回
る
。
順
番
は
、
刀
（
三
人
）

→
大
筒（
二
人
）→
弓
矢（
二
名
）→
挟
箱（
二

人
二
組
）
→
大
傘
（
二
人
一
組
）
→
立
傘
（
二

人
一
組
）
→
羽
熊
（
四
名
）
→
赤
鉄
砲
（
赤

児
と
両
親
）
の
順
で
あ
る
。
刀
・
大
筒
・
弓

矢
は
正
装
し
た
児
童
、
挟
箱
か
ら
羽
熊
ま
で

は
紺
の
着
物
に
水
色
の
帯
を
し
た
児
童
と
青

年
達
、
そ
し
て
最
後
に
着
物
を
着
た
幼
児
と
、

そ
の
幼
児
を
抱
っ
こ
ひ
も
で
抱
え
た
母
親
、

赤
鉄
砲
を
持
つ
父
親
が
続
く
。
行
列
が
出
て

い
く
と
、
公
民
館
に
残
っ
た
女
性
達
が
掃
除
や
片
付
け
を
行
う
。

　
祭
典
が
終
わ
る
八
時
二
〇
分
頃
、
行
列
が
大
入
白
山
神
社
に
到
着
し
、
大
名
行

列
の
一
同
も
拝
殿
に
入
る
。

三
　
大
名
行
列
の
構
成
と
所
作

　
大
名
行
列
は
、「
エ
イ
ッ
　
エ
イ
ッ
」
と
い
う
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
足
を
進
め
る
。

な
お
、
履
き
物
は
本
来
草
鞋
履
き
で
あ
っ
た
が
、
か
な
り
前
か
ら
地
下
足
袋
を
履

く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
挟
箱
は
、
以
前
は
裸
足
で
行
列
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
刀
・
大
筒
・
弓
矢
を
持
つ
子
ど
も
達
は
、
道
具
を
両
手
で
持
っ
て
右
肩
に
載
せ

て
進
む
。

　
挟
箱
は
二
人
で
組
に
な
り
、
挟
箱
を
持
つ
方
は
挟
み
箱
を
右
肩
に
載
せ
、
挟
箱

を
持
た
な
い
方
は
両
手
を
左
右
に
広
げ
、「
エ
イ
ッ
」
の
声
に
合
わ
せ
て
掌
の
向

き
を
変
え
る
。
そ
の
際
右
の
掌
が
上
で
あ
れ
ば
、
左
の
掌
は
下
に
と
、
向
き
が
逆

に
な
る
よ
う
に
す
る
。

　
大
傘
は
二
人
で
組
に
な
る
。
大
傘
を
持
つ
方
は
、「
エ
イ
ッ
」
の
声
に
合
わ
せ

て
腰
を
低
く
沈
め
つ
つ
、
左
足
を
左
前
方
に
大
き
く
踏
み
出
す
。
そ
し
て
、
左
足

の
か
か
と
の
後
に
右
足
の
つ
ま
先
を
添
え
る
よ
う
に
立
て
る
。
次
に
右
足
を
右
前

方
に
大
き
く
踏
み
出
す
と
、
左
足
を
そ
の
後
に
添
え
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
進

む
。
ま
た
、
大
傘
は
右
手
で
持
っ
て
右
肩
で
担
ぐ
。「
エ
イ
ッ
」
の
声
に
合
わ
せ

て
掌
の
上
で
大
傘
の
軸
を
右
回
り
、
左
回
り
に
回
転
さ
せ
て
進
む
。
大
傘
を
持
た

な
い
方
は
、
足
の
運
び
は
持
ち
手
と
同
じ
で
、「
エ
イ
ッ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ

て
右
手
の
甲
を
額
の
前
に
振
り
上
げ
る
と
、
左
手
の
甲
は
背
中
の
腰
の
辺
り
ま
で

振
り
下
げ
る
。
こ
れ
を
左
右
交
互
に
繰
り
返
し
て
進
む
。

　
立
傘
は
二
人
で
一
組
と
な
り
、
そ
の
所
作
は
大
傘
と
同
じ
で
あ
る
。

　
羽
熊
は
四
人
一
組
と
な
る
。
羽
熊
は
右
手
で
持
っ
て
右
肩
に
乗
せ
て
支
え
る
。

「
エ
イ
ッ
」
の
声
に
合
わ
せ
て
左
足
を
前
に
出
し
、
右
足
を
そ
の
横
に
添
え
る
。

手
は
、左
手
を
水
平
に
伸
ば
し
、掌
を
下
に
向
け
る
。
次
に
右
足
を
前
に
進
め
る
と
、

左
足
を
そ
の
横
に
添
え
、
左
手
は
下
に
下
ろ
す
。

　
赤
鉄
砲
は
、
初
宮
着
物
を
着
た
〇
歳
の
男
児
を
、
母
親
が
抱
っ
こ
ひ
も
で
抱
え
、

そ
の
脇
に
ス
ー
ツ
を
着
て
赤
鉄
砲
と
竹
刀
を
持
っ
た
父
親
が
並
ん
で
進
む
。
な
お
、

赤
鉄
砲
と
竹
刀
は
、
今
は
神
社
が
用
意
し
て
い
る
が
、
昔
は
家
で
準
備
し
て
い
た

と
い
う
。
ま
た
、
行
列
に
参
加
す
る
の
も
以
前
は
父
親
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
両
親
で
参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
。
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
令

和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
は
三
年
ぶ
り
の
参
加
と
な
っ
た
。

　
道
中
に
は
注
連
を
付
け
た
榊
を
挿
し
た
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
差
し
掛
か
る
と
、

挟
箱
・
大
傘
・
立
傘
の
持
ち
手
が
交
代
す
る
。
新
し
く
持
ち
手
と
な
る
方
の
一
人

が
「
代
わ
る
ぞ
ー
」
の
掛
け
声
の
あ
と
、
手
を
二
回
叩
い
て
合
図
を
す
る
と
、
持

ち
手
を
右
側
か
ら
追
い
抜
い
て
前
に
進
み
、
進
行
方
向
と
逆
方
向
を
向
い
て
、
持

ち
手
と
向
か
い
合
う
。
大
傘
と
立
傘
の
持
ち
手
は
、
傘
を
両
手
で
逆
さ
に
持
っ
て

円
を
描
く
よ
う
に
回
す
。
そ
し
て
後
の
持
ち
手
が
前
の
人
に
道
具
を
渡
す
と
、
渡

さ
れ
た
方
は
進
行
方
向
に
向
き
直
り
、
行
列
を
続
け
る
。

四
　
大
名
行
列
が
福
井
白
山
神
社
に
集
ま
る

　
八
時
半
頃
に
大
入
白
山
神
社
を
出
発
す
る
（
写
真
二
）。
大
入
西
口
に
て
、
人

写
真
一
　
公
民
館
を
出
発
す
る
大
名
行
列
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員
と
荷
物
を
車
に
移
し
、
九
時
四
〇
分
頃
ま
で
に
は
福
井
白
山
神
社
に
入
る
よ
う

に
調
整
し
て
出
発
す
る
。

　
な
お
、
福
井
白
山
神
社
に
到
着
す
る
順
番
と
時
間
は
、
最
初
の
佐
波
は
九
時
七

分
頃
、続
く
大
入
は
九
時
一
〇
分
頃
、福
井
（
東
・
西
）
は
九
時
四
七
分
頃
で
あ
る
。

九
時
五
七
分
に
神
輿
の
前
で
神
事
が
開
始
さ
れ
る
（
写
真
三
）。
修
祓
・
祝
詞
・

撤
饌
と
続
き
、
市
長
の
挨
拶
が
あ
る
。

五
　
お
下
り

　
一
〇
時
二
〇
分
に
「
お
下
り
」
と
な
り
、
神
輿
と
行
列
と
が
福
井
白
山
神
社
を

出
発
し
、
松
原
に
あ
る
番
所
御
旅
所
に
向
か
う
。
以
下
に
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）

年
度
の
大
入
白
山
神
社
神
幸
祭
行
列
（
写
真
四
）
を
示
す
。

　
行
列
の
先
頭
に
は
、
道
を
清
め
る
役
の
人
が
進
む
。
桶
に
入
っ
た
お
汐
井
に
榊

葉
を
つ
け
、
そ
の
榊
葉
を
左
右
に
振
っ
て
、
道
を
お
汐
井
で
清
め
な
が
ら
進
ん
で

い
く
。

　
そ
の
後
を
大
名
行
列
が
進
む
。
最
初
が

福
井
東
で
あ
る
。
順
番
は
、
赤
鉄
砲
（
幼

児
と
両
親
）
→
御
幣
（
一
人
）
→
挟
箱
（
四

人
二
組
）
→
大
傘
（
二
人
一
組
）
→
立
傘

（
二
人
一
組
）
→
羽
熊
（
三
名
）
で
あ
る
。

　
そ
の
後
に
大
入
の
行
列
が
続
く
。
順
番

は
、
刀
（
三
人
）
→
大
筒
（
二
人
）
→
弓

矢
（
二
人
）
→
挟
箱
（
四
人
二
組
）
→
大

傘
（
二
人
一
組
）
→
立
傘
（
二
人
一
組
）

→
羽
熊
（
四
人
）。

　
続
く
佐
波
は
、
挟
箱
（
二
人
一
組
）
→

大
傘
（
二
人
一
組
）
→
立
傘
（
二
人
一
組
）

→
羽
熊
（
三
人
）。

　
最
後
の
福
井
西
は
、挟
み
箱
（
二
人
一
組
）
→
大
傘
（
二
人
一
組
）
→
立
傘
（
二

人
一
組
）
→
羽
熊
（
四
人
）
で
あ
る
。

　
続
い
て
楽
人
と
神
輿
と
な
る
。
雅
楽
楽
人
の
先
頭
は
太
鼓
（
一
人
）
で
、
棒
を

わ
た
し
て
前
後
二
人
で
担
ぐ
。
続
い
て
篳
篥
（
一
人
）・
笛
（
三
人
）・
神
輿
の
順

に
進
む
。
神
輿
は
台
車
に
載
せ
て
移
動
す
る
。
神
輿
の
担
ぎ
手
は
厄
年
の
男
性（
八

人
）
で
あ
る
。
そ
の
後
を
稚
児
舞
の
女
児
（
三
名
）、
宮
司
・
神
職
と
続
き
、
最

後
に
一
般
の
参
列
者
が
進
ん
で
い
く
。
各
地
区
の
神
社
役
員
は
「
奉
納
」
と
書
か

れ
た
色
と
り
ど
り
の
旗
を
掲
げ
て
進
む
。

　
大
入
は
、
紺
の
着
物
に
水
色
の
飾
り
帯
、
手
に
は
手
甲
、
足
は
紺
色
の
ゴ
ム
足

袋
を
着
け
る
。
赤
鉄
砲
一
名
、
刀
三
名
、
大
筒
二
名
、
弓
二
名
、
挟
箱
四
名
、
大

傘
二
名
、
立
傘
二
名
、
羽
熊
四
名
で
あ
っ
た
。

　
福
井
は
東
西
の
二
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
東
は
、
藍
の
着
物
に
水
色
の
帯
で
、

足
は
脚
絆
に
白
の
ゴ
ム
足
袋
を
着
け
る
。
挟
み
箱
四
名
、大
道
具
一
名
、立
傘
二
名
、

台
傘
二
名
、
大
道
具
二
名
、
稚
児
舞
一
名
、
刀
一
名
、
赤
鉄
砲
一
名
で
あ
っ
た
。

　
西
は
、
藍
の
着
物
に
白
い
帯
を
着
け
、
足
は
脚
絆
を
巻
い
て
白
い
ゴ
ム
足
袋
を

履
く
。
挟
箱
二
名
、
立
傘
二
名
、
台
傘
二
名
、
大
道
具
三
名
、
大
道
具
一
名
、
稚

児
舞
二
名
、
行
事
二
名
で
あ
っ
た
。

写
真
二
　
大
入
白
山
神
社
を
出
発
す
る
大
名
行
列

写
真
三
　
福
井
白
山
神
社

写
真
四
　
お
下
り
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佐
波
は
、
藍
の
着
物
に
水
色
の
帯
、
脚
絆
と
足
袋
に
草
鞋
履
き
で
あ
る
。
挟
み

箱
二
名
、大
傘
二
名
、立
傘
二
名
、羽
熊
四
名
で
、い
ず
れ
も
青
年
が
務
め
て
い
た
。

六
　
御
旅
所
祭
典
と
海
上
パ
レ
ー
ド

　
一
一
時
に
は
番
所
御
旅
所
に
到
着
し
、
祭

典
が
あ
る
（
写
真
五
）。
最
初
に
神
職
が
海

に
向
か
っ
て
祓
い
、
そ
の
後
、
祝
詞
奏
上
、

稚
児
舞
と
続
く
。
稚
児
舞
は
三
人
の
小
学
生

女
児
が
赤
扇
や
鈴
を
採
り
物
に
し
て
、
右
に

左
に
旋
回
す
る
舞
で
あ
る
。
稚
児
舞
が
終
わ

る
と
、
宮
司
・
福
井
区
長
（
総
代
・
楽
師
代

表
も
一
緒
）・
大
入
区
長
（
総
代
も
一
緒
）・

佐
波
区
長
（
四
地
区
の
総
代
も
一
緒
）、
厄

年
代
表
（
神
輿
担
ぎ
の
六
名
）、
崇
敬
会
代

表
、
糸
島
市
長
、
糸
島
警
察
署
長
、
市
議
会

議
員
、
福
ふ
く
の
里
社
長
の
順
に
玉
串
を
奉

納
す
る
。
続
い
て
撤
饌
、宮
司
一
拝
が
あ
り
、

一
一
時
四
〇
分
頃
に
祭
典
が
終
了
と
な
る
。

そ
の
後
、
直
会
が
あ
る
。

　
本
来
は
直
会
の
後
に
餅
撒
き
を
行
う
が
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
餅
撒
き
の
代
わ
り
に
餅
配
り
を
行
っ

た
。
ま
た
、
例
年
通
り
で
あ
れ
ば
御
旅
所
前
の
海
で
、
大
漁
旗
で
飾
ら
れ
た
漁
船

に
よ
る
海
上
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
。

　
こ
の
間
、
御
旅
所
近
隣
の
家
に
フ
リ
コ
ミ
を
す
る
。
本
来
フ
リ
コ
ミ
は
白
山
神

社
へ
の
還
御
終
了
後
に
行
う
の
で
あ
る
が
（
後
に
詳
述
）、
こ
の
辺
り
は
神
社
か

ら
距
離
が
あ
る
た
め
、
御
旅
所
祭
典
に
合
せ
て
フ
リ
コ
ミ
を
行
っ
て
い
る
。

七
　
お
上
り

　
一
一
時
五
〇
分
頃
に
は
「
お
上
り
」
と
な
り
、
福
井
白
山
神
社
に
向
け
て
出
発

す
る
（
写
真
六
）。
一
二
時
二
二
分
に
神
輿
が
到
着
す
る
と
（
写
真
七
）、
神
体
を

本
殿
に
戻
し
、
宮
司
が
祝
詞
を
唱
え
る
。
一
二
時
三
五
分
に
祭
典
が
終
わ
り
、
宮

司
挨
拶
が
あ
っ
て
終
了
と
な
る
。

　
祭
典
終
了
後
は
各
区
に
戻
る
。
大
入
区
で
は
、
車
に
人
員
と
荷
物
を
積
み
込

み
、
福
井
白
山
神
社
を
出
発
す
る
。
大
入
公
民
館
に
到
着
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
再

び
行
列
を
組
ん
で
大
入
白
山
神
社
へ
向
か
い
、
そ
の
後
、
行
列
は
公
民
館
に
戻
り
、

一
四
時
頃
に
は
行
事
終
了
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
行
程
は
そ
の
年
の
当
番
区
や
天

候
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

八
　
フ
リ
コ
ミ

　
そ
の
後
、フ
リ
コ
ミ（
写
真
八
）が
各
家
々
を
回
る
。
フ
リ
コ
ミ
の
際
に
は
、挟
箱
・

大
傘
・
立
傘
な
ど
が
各
家
を
訪
れ
、
大
名
行
列
の
所
作
を
し
な
が
ら
家
の
玄
関
前

ま
で
進
む
。
そ
し
て
、挟
箱
を
先
頭
に
ほ
か
の
子
ど
も
や
青
年
達
が
立
ち
並
び
、「
言

う
ぞ
ー
」
の
声
を
合
図
に
、「
エ
イ
ッ
　
ふ
り
こ
む
と
こ
ろ
は
大
繁
盛
　
エ
イ
ッ
」

と
全
員
で
祝
言
を
唱
え
て
終
わ
る
。
終
わ
る
と
、一
同
は
頭
を
下
げ
て「
ど
う
も
ー
」

写
真
五
　
御
旅
所
で
の
祭
典

写
真
六
　
お
上
り

写
真
七
　
白
山
神
社
に
還
御
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と
挨
拶
を
し
、
御
祝
儀
や
お
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
貰
う
と
、
次
の
家
の
フ
リ

コ
ミ
へ
と
向
か
う
。
フ
リ
コ
ミ
の
時
間
は
お
よ
そ
三
〇
秒
ほ
ど
で
あ
る
。

　
フ
リ
コ
ミ
を
頼
む
家
は
氏
子
の
家
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
病
気
平
癒
な
ど

を
祈
願
す
る
人
も
い
る
。
ま
た
、
座
舞
と
い
っ
て
、
組
で
頼
ん
だ
場
合
に
は
組
毎

に
炊
き
出
し
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
の
年
、
大
入
地
区
で
は
、
フ
リ
コ
ミ
を
や
り
た
い
と
い
う
子
ど
も
や
若
者
が

多
か
っ
た
の
で
人
員
を
選
抜
し
た
。
昔
は
大
百
姓
の
子
ど
も
や
若
者
た
ち
が
優
先

だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
お
菓
子
が
も
ら
え
た
り
、
お
小
遣
い
が
稼
げ
た
り
す
る

の
で
、
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
て
い
た
と
い
う
。

　
各
家
へ
の
フ
リ
コ
ミ
が
終
わ
る
と
、
祭
り
は
す
べ
て
終
了
と
な
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
本
項
目
冒
頭
に
も
記
し
た
と
お
り
、
糸
島
市
の
旧
怡
土
郡
に
は
、
同
様
の

浜
降
り
の
神
幸
行
事
が
多
く
み
ら
れ
る
。
東
か
ら
順
に
、
深
江
神
社
の
深
江

神
幸
祭
（
一
〇
月
第
三
日
曜
日
）、
浮
嶽
神
社
・
吉
井
白
山
宮
の
吉
井
神
幸
祭

写
真
八
　
フ
リ
コ
ミ
の
様
子

300m

大入白山神社

大入公民館

福井白山神社

JR 大入駅

御旅所

図
一
　
お
下
り
・
お
上
り
ル
ー
ト

（
一
〇
月
第
二
日
曜
日
）、
鹿
家
白
山
神
社
の
神
幸
祭
（
一
〇
月
第
二
日
曜
日
）
と

な
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
近
世
初
期
に
は
い
ず
れ
も
唐
津
藩
に
属
し
て
い
た
が
、

延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
以
降
、
幕
府
領
・
唐
津
藩
領
・
中
津
藩
領
・
対
馬
藩
領

な
ど
に
分
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
大
名
行
列
を
伴
っ
た
神
幸
行
事
で
あ
り
、
海
の
御
旅
所
へ
と
お
下
り

が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、
複
数
の
村
連
合
で
行
わ
れ
る
特
色
に
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
違
い
も
認
め
ら
れ
、
各
地
区
の

人
び
と
も
そ
の
差
異
を
自
覚
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
区
の
特
徴
と
し
て
意
識
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
行
事
の
特
徴
と
も
い
え
る
フ
リ
コ
ミ
の
歌
詞

を
挙
げ
て
も
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

【
深
江
神
幸
祭
】

○
元
町

　
せ
ー
の
、
い
え
ー
と
こ
さ
ー
さ
っ
さ
ー
、
と
こ
さ
ー
さ
っ
さ
っ
さ
ー
、
ふ
り
こ
ー

む
と
こ
ろ
ー
は
ー
金
の
山
、
い
え
ー
い
、
と
こ
さ
ー
さ
っ
さ
ー
、
と
こ
さ
ー
さ
っ

さ
ー
、
ふ
り
こ
ー
む
と
こ
ろ
ー
は
ー
金
の
山
、
い
え
ー
い
、
と
こ
さ
ー
さ
っ
さ
ー
、

と
こ
さ
ー
さ
っ
さ
ー
、
ふ
り
こ
ー
む
と
こ
ろ
ー
は
ー
金
の
山
、
い
え
ー
い
、
と
こ

さ
ー
さ
っ
さ
ー
、
と
こ
さ
ー
さ
っ
さ
ー
、
ふ
り
こ
ー
む
と
こ
ろ
ー
は
ー
金
の
山
、

い
え
ー
い
。

○
宮
小
路

　
さ
ん
は
い
、
い
え
ー
え
い
、
い
え
ー
え
い
、
い
え
ー
い
、
い
え
ー
い
、
す
た
こ

ら
さ
っ
さ
ー
、
こ
り
ゃ
さ
の
さ
っ
さ
、
は
さ
み
ば
っ
こ
も
つ
よ
り
、
か
か
（
嫁
の

こ
と
）
も
た
せ
、
い
え
ー
え
い
、
い
え
ー
え
い
、
い
え
ー
い
、
い
え
ー
い
、
す
た

こ
ら
さ
っ
さ
ー
、
こ
り
ゃ
さ
の
さ
っ
さ
、
ふ
り
こ
む
ー
と
こ
ろ
ー
は
金
の
山
。
い

え
ー
い
、
い
え
ー
い
、
い
え
ー
い
、
い
え
ー
い
、
ラ
ス
ト
、
い
え
ー
い
。

【
吉
井
神
幸
祭
】

○
吉
井
上

　
や
る
ぞ
ー
、
ヘ
イ
、
ヘ
イ
、
ヘ
イ
、
ヘ
イ
、
ヘ
イ
、
ヘ
イ
、
ラ
ス
ト
ー
、
ヘ
イ
、

ふ
り
こ
む
と
こ
ろ
、
大
繁
盛
、
ヘ
イ
。

○
吉
井
下

　
ヘ
イ
、ヘ
イ
、ヘ
イ
、イ
ク
ゾ
ー
、ヘ
イ
、ふ
り
こ
む
と
こ
ろ
は
な
お
繁
昌
、ヘ
イ
。

（
須
永
　
敬
）
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中
、
吉
留
村
の
「
八
所
宮
」
の
項
に
は
、
吉よ
し
ど
め留
、
武た
け
ま
る丸
、
藤ふ
じ
わ
ら原
、
名な
ご
り残
、
徳と
く
し
げ重
、

石い
し
ま
る丸
、
赤あ
か

間ま

、
陵り
ょ
う
げ
ん
じ

厳
寺
、
三さ
ぶ
ろ
う
ま
る

郎
丸
、
田た

く久
、
遠お
ん

賀が

郡ぐ
ん

城じ
ょ
う
は
た
畑
の
一
一
箇
村
の
産
子
が

寛
延
の
初
（
一
七
四
八
）
年
に
秋
季
祭
礼
の
神
幸
を
再
興
し
た
と
記
す
。
こ
の
よ

う
に
宗
像
地
域
一
帯
に
広
く
産
土
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
神
社
で
あ
る
。

　
現
在
も
秋
季
例
大
祭
は
「
八
所
宮
さ
ま
の
お
宮く
ん
ち日

」
と
し
て
地
域
住
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
。
宵
宮
の
神
幸
は
、
神
社
と
御
旅
所
（
頓
宮
）
を
往
来
す
る
「
お
下

り
」
と
「
お
上
り
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
特
に
行
列
組
が
奉
仕
す
る
「
古
式
大

名
行
列
」
が
有
名
で
あ
る
。「
お
下
り
」
は
土
曜
日
二
二
時
に
本
殿
前
を
出
発
し
、

御
旅
所
で
祭
典
を
行
い
、
日
付
が
変
わ
る
〇
時
過
ぎ
を
待
っ
て
「
お
上
り
」
が
始

ま
る
。
神
幸
が
終
わ
る
の
は
一
時
過
ぎ
で
あ
り
、
深
夜
の
神
幸
と
い
う
古
い
祭
祀

形
態
を
現
在
も
伝
え
て
い
る
。
日
曜
日
は
午
前
中
に
秋
季
例
大
祭
の
祭
典
が
あ
り
、

午
後
に
は
境
内
の
相
撲
場
で
子
ど
も
相
撲
な
ど
の
地
域
行
事
が
開
催
さ
れ
る
。

【
実
施
内
容
（
準
備
）】

（
一
）
幟
立
て

　
神
幸
路
で
は
、
各
地
区
が
担
当
し
て
幟
が
立
て
ら
れ
る
。
拝
殿
前
か
ら
御
旅
所

手
前
の
神
幸
橋
ま
で
幟
が
点
在
し
、
秋
空
の
風
に
吹
か
れ
る
幟
の
風
景
は
、
祭
礼

期
間
を
象
徴
す
る
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
一
）。
幟
に
は
力
強
い
四
字
の

祈
願
が
記
さ
れ
て
い
る
。

表
一
　
各
幟
の
担
当
地
区
と
場
所
・
文
字

担
当
地
区
・
団
体

幟
の
場
所

幟
の
文
字

吉
本

神
幸
橋
の
北
東

「
澤
被
羣
物
」

中
ノ
尾

神
幸
橋
の
北
西

「
威
輝
庶
民
」

武
本

一
の
鳥
居
の
た
も
と
両
端

「
於
顕
神
霊
」「
既
麗
民
康
」

宮
ノ
尾

神
の
橋
の
東
の
両
端

「
明
徳
雅
馨 

長
宮
今
」
＊

宮
ノ
尾
婦
人
会

現
人
神
社
前

赤
幟
。
字
は
な
し

久
戸

拝
殿
前
の
石
段
上
の
両
端

赤
幟
。
字
は
な
し

＊
長
は
長
福
寺
、
宮
は
宮
ノ
尾
、
今
は
宮
ノ
尾
地
区
の
小
字
で
あ
る
今
成
を
さ
す
。

　（二
）
獅
子
楽

　
獅
子
楽
と
は
、
太
鼓
と
篠
笛
か
ら
構
成
さ
れ
、
神
幸
で
は
古
式
大
名
行
列
に
先

二
七
　
八は

っ
し
ょ
ぐ
う

所
宮
神じ

ん
こ
う
ぎ
ょ
う
じ

幸
行
事

【
指
定
等
】

　
種
類
　
宗
像
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
八
所
宮
神
幸
行
事
（
宵
宮
の
神
幸
を
中
心
と
し
て
指
定
）

　
指
定
年
月
日
　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
九
月
二
八
日

【
テ
ー
マ
】
三
二
「
神
幸
行
事
」

【
伝
承
地
・
実
施
場
所
】

　
宗
像
市
吉
留
三
一
八
六
　
八
所
宮
境
内
及
び
御
旅
所
の
往
復

【
実
施
時
期
】

　
毎
年
一
〇
月
第
三
土
曜
日
に
宵
宮
の
祭
典
及
び
神
幸
（
お
下
り
を
行
う
）。
日

曜
日
に
日
付
が
変
わ
り
還
幸
（
お
上
り
を
行
う
）。
日
曜
日
に
は
午
前
に
秋
季
例

大
祭
の
祭
典
、
午
後
に
子
ど
も
相
撲
な
ど
の
地
域
行
事
が
行
わ
れ
る
。

【
調
査
時
期
】

　
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
か
ら
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
の
調
査
を
基
に

作
成

【
由
来
と
伝
承
】

　
八
所
宮
は
社
伝
に
よ
る
と
、
神
武
天
皇
東
征
の
折
、
赤
馬
に
乗
っ
た
八
所
明
神

が
こ
の
地
に
訪
れ
鎮
座
し
、
祀
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
古
社
で
あ
る
。
古
く
か

ら
こ
の
地
域
一
帯
に
広
く
信
仰
圏
を
有
し
、
室
町
時
代
の
応
永
五
（
一
三
九
八
）

年
の
年
紀
を
有
す
る
梵
鐘
に
は
「
赤
馬
庄
鎮
主
八
所
大
明
神
」
と
刻
む
。
な
お
、

こ
の
梵
鐘
は
豊
臣
秀
吉
が
持
ち
去
り
厳
島
神
社
に
寄
進
し
た
た
め
、
現
在
は
厳
島

神
社
末
社
の
豊
国
神
社
（
通
称
、
千
畳
閣
。
廿
日
市
市
宮
島
町
一
―
一
）
の
軒
下

に
吊
さ
れ
て
い
る
（
広
島
県
指
定
文
化
財
）。

　
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
巻
之
三
三
、
宗
像
郡
・
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立
ち
、
行
列
組
の
演
舞
の
間
に
演
奏
さ
れ
る
楽
で
あ
り
、
宮
ノ
尾
地
区
が
担
当
す

る
（
写
真
二
）。
一
〇
月
に
入
る
と
平
日
二
〇
時
か
ら
練
習
が
始
ま
る
。
場
所
は

宮
ノ
尾
公
民
館
で
あ
り
、
楽
器
も
公
民
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
祭
礼
当
日
は
神

社
所
有
の
太
鼓
を
屋
台
に
吊
し
て
使
用
す
る
が
、
練
習
用
の
太
鼓
を
地
区
で
別
に

購
入
し
て
い
る
。「
獅
子
楽
」
と
称
す
る
が
、
地
区
の
人
々
は
「
フ
エ
フ
キ
」
と

呼
び
慣
ら
し
て
い
る
。

　
練
習
は
三
分
ほ
ど
を
繰
り
返
し
五
番
（
二
〇
分
弱
）
演
奏
し
、
秋
季
例
大
祭
直

前
の
本
番
を
意
識
し
た
際
に
は
、
一
〇
番
（
三
〇
分
ほ
ど
）
演
奏
が
続
く
。
当
日

の
「
お
下
り
」
で
は
、
神
幸
橋
を
過
ぎ
る
と
傍
ら
に
寄
り
、
続
く
行
列
組
の
最
後

尾
で
あ
る
草
履
取
の
演
舞
が
終
わ
る
ま
で
演
奏
す
る
。「
お
上
り
」
に
お
い
て
も

同
様
に
先
に
神
社
に
到
着
し
て
い
る
が
、
行
列
組
が
最
後
に
拝
殿
・
本
殿
を
右
回

り
に
周
回
し
つ
つ
演
舞
を
始
め
る
と
、草
履
取
り
が
演
舞
を
終
え
る
ま
で
翼
廊
（
廻

廊
）
付
近
で
演
奏
す
る
。
行
列
組
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
楽
で
あ
る
。

（
三
）
古
式
大
名
行
列

　
神
幸
行
事
の
中
で
も
っ
と
も
衆
目
を
集
め
、
歴
史
文
化
的
要
素
を
色
濃
く
伝
え

て
い
る
の
が
「
古
式
大
名
行
列
」
で
あ
る
。
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
祭
礼
時
の
立

て
看
板
で
も
「（
古
式
）
大
名
行
列
」
と
称
し
て
い
る
が
、
大
名
に
当
た
る
城
主

は
い
な
い
。
内
訳
は
御
鷹
・
御
手
振
・
御
刀
・
鉄
砲
・
長
刀
・
半
弓
・
大
弓
・
目

付
・
立
槍
・
白
羽
熊
・
御
鳥
毛
・
山
〆
・
毛
羽
熊
・
手
笠
・
大
笠
・
挟
箱
・
草
履

取
と
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て
道
具
持
ち
の
従
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
写
真
三
・
四
）。

実
際
に
演
舞
す
る
当
事
者
の
間
で
も
、「
大
名
」
を
冠
す
る
こ
と
は
な
く
、「
行
列
」

あ
る
い
は
「
行
列
組
」
と
呼
び
慣
ら
し
て
い
る
。

　
神
幸
に
伴
う
こ
の
よ
う
な
行
列
は
全
国
各
地
に
み
ら
れ
、「
奴
や
っ
こ
ぎ
ょ
う
れ
つ

行
列
」
あ
る
い

は
単
に
「
奴
」
と
称
し
、
そ
の
独
特
の
所
作
を
「
奴
振
り
」
と
い
う
。
こ
の
名
称

の
方
が
見
た
目
の
実
際
に
適
う
の
で
あ
る
が
、
福
岡
県
下
に
あ
る
奴
行
列
一
八
件

の
う
ち
八
件
で
「
大
名
行
列
」
と
称
し
て
い
る
。

　
行
列
組
で
は
神
幸
へ
の
奉
仕
で
あ
る
と
と
も
に
、
見
物
人
の
目
を
強
く
意
識
し

て
、「
型
」
の
伝
承
が
行
わ
れ
て
い
る
。
祭
礼
当
日
は
参
道
の
両
端
に
見
物
人
が

並
ん
で
お
り
、
練
習
（「
地
な
ら
し
」
と

称
す
る
）
で
は
姿
勢
や
所
作
、
す
な
わ

ち
見
た
目
を
重
視
し
た
指
導
が
な
さ
れ

る
。

　
例
え
ば
、
御お

手て

振ふ
り

か
ら
大
笠
ま
で
共

通
す
る
所
作
の
型
と
し
て
、
顎
を
引
い

て
目
線
を
少
し
下
げ
、
か
つ
目
線
を
隠

す
よ
う
に
腕
を
横
に
し
て
高
く
上
げ
る

（
写
真
三
）。
二
列
で
進
行
す
る
場
合
は
、

前
後
左
右
の
間
隔
を
一
定
に
保
つ
た
め

に
、
直
角
に
曲
が
る
場
所
で
は
内
側
の

者
は
足
を
横
に
振
り
前
進
せ
ず
、
外
側

の
者
は
大
股
に
進
む
。
そ
れ
も
目
線
を

下
げ
た
ま
ま
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
こ
れ
が
難
し
く
、

写
真
二
　
神
幸
行
列
の
獅
子
楽

写
真
一
　神
幸
橋
に
立
て
ら
れ
た
幟

写
真
三
　
神
幸
行
列
の
鉄
砲
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念
入
り
に
指
導
が
行
わ
れ
る
。

　
目
付
よ
り
後
は
奴
姿
の
青
年
が
長
柄

の
道
具
を
担
当
す
る
。道
具
は
常
に
真
っ

直
ぐ
に
立
て
る
必
要
が
あ
り
、
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
て
落
と
す
こ
と
は
決
し
て
許

さ
れ
な
い
。
白
羽
熊
・
挟
箱
・
草
履
取

は
、「
エ
ー
イ
、
エ
ー
イ
」
の
掛
け
声
も

担
当
す
る
重
要
な
役
割
で
あ
る
（
写
真

四
）。『
福
岡
県
神
社
誌
』
は
こ
の
掛
け

声
に
つ
い
て
「
神
さ
び
た
る
御
神
幸
の

楽
の
音
に
和
し
、
静
寂
な
る
深
夜
、
星

空
に
澄
み
亘
る
」
と
記
録
し
て
お
り
、

行
列
組
が
伝
統
と
し
て
き
た
特
徴
を
端

的
に
表
現
し
て
い
る
。
各
地
の
神
幸
に

伴
う
大
名
行
列
で
は
、
持
ち
物
を
投
げ

渡
し
た
り
、
戯
け
た
所
作
を
見
せ
た
り

し
て
、
見
物
人
を
魅
了
す
る
行
事
も
み
ら
れ
る
が
、
八
所
宮
の
神
幸
に
奉
仕
す
る

大
名
行
列
で
は
、「
神
さ
び
」
た
時
空
を
体
現
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
個
人
技
と
集
団
演
舞
（「
足
揃
え
」
と
称
す
る
）
を
指
導
す
る
の
は
、

監
督
と
呼
ば
れ
る
、
自
ら
も
行
列
組
を
子
ど
も
の
時
分
か
ら
経
験
し
、
草
履
取
り

ま
で
務
め
上
げ
た
大
人
達
で
あ
る
。
少
年
・
青
年
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ
て

参
加
し
、
監
督
で
あ
る
大
人
と
と
も
に
行
列
組
を
組
織
し
て
い
る
。
子
ど
も
達
は

年
齢
と
と
も
に
担
当
す
る
祭
礼
具
を
替
え
、
そ
の
都
度
監
督
や
年
配
の
経
験
者
か

ら
指
導
を
受
け
、
大
人
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
四
）
奏
楽

　
石
井
・
石
井
原
地
区
が
担
当
す
る
神
輿
を
先
導
す
る
楽
で
あ
り
、
内
訳
は
竜
笛

（
横
笛
）・
篳ひ
ち
り
き篥

・
太
鼓
か
ら
な
る
い
ず
れ
も
雅
楽
器
で
あ
る
。
太
鼓
を
担
ぐ
の
は

土
師
上
地
区
で
あ
る
が
、
近
年
は
福
岡
教
育
大
学
の
学
生
を
雇
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
以
前
は
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
竹
製
の
雅
楽
器
を
使
用
し
て
い
た
ら
し
い
が
、

現
在
は
神
社
で
購
入
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
あ
る
。
当
日
の
太
鼓
は
神
社
で
保

管
さ
れ
て
い
る
た
め
、
練
習
は
手
持
ち
の
も
の
で
代
用
し
て
い
る
。
場
所
は
個
人

宅
の
庭
で
立
っ
た
ま
ま
行
う
。
か
つ
て
は
家
の
前
の
通
り
に
篝
火
を
焚
い
て
、
本

番
同
様
に
歩
き
な
が
ら
演
奏
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
庭
で
の
音
合
わ

せ
を
中
心
と
し
て
い
る
。

　
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
の
調
査
で
は
、
仕
事
を
終
え
て
来
た
人
か
ら
個
別

に
楽
譜
を
前
に
練
習
を
始
め
、
人
数
が
揃
え
ば
音
合
わ
せ
す
る
と
い
う
、
の
ど
か

な
練
習
風
景
で
あ
っ
た
。
雅
楽
器
の
演
奏
は
慣
れ
る
の
に
三
年
間
は
か
か
る
と
い

わ
れ
、
初
め
は
太
鼓
か
ら
入
る
が
、
そ
の
後
は
竜
笛
と
篳
篥
の
ど
ち
ら
に
進
む
か

を
選
択
す
る
と
い
う
。

（
五
）
八
所
宮
お
神
楽
く
ら
ぶ

　
ク
ラ
ブ
の
歴
史
は
長
く
、
創
設
は
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
で
あ
る
。
前
宮

司
夫
人
と
友
人
達
と
の
尽
力
に
よ
り
、
子
ど
も
達
に
教
え
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い

う
。
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
の
調
査
で
は
、
吉
武
小
学
校
と
城
山
中
学
校
の

女
子
生
徒
一
五
名
が
所
属
し
、
高
校
生
も
一
人
い
る
。
秋
季
例
大
祭
の
ほ
か
歳
旦

祭
（
正
月
）、
春
季
大
祭
（
三
月
）、
新
嘗
祭
（
一
一
月
）
で
浦
安
舞
を
奉
納
す
る
。

専
属
の
巫
女
で
は
な
く
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
点
で
珍
し
い
。
小
学
校

四
年
生
か
ら
六
年
間
習
っ
た
中
学
三
年
の
同
級
生
四
人
が
、
こ
の
年
に
初
め
て
悠

久
舞
を
奉
納
し
た
。
浦
安
舞
の
衣
装
は
八
領
保
有
し
て
い
る
が
、
悠
久
舞
の
衣
装

は
母
親
達
の
手
作
り
に
よ
る
。
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
ほ
か
の
舞
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
現
在
は
Ｃ
Ｄ
で
あ
る
が
、
雅
楽
器
の
演
奏
も

自
前
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
、
向
上
心
は
高
い
。

　
神
事
に
伴
う
奉
納
舞
な
の
で
、
巫
女
経
験
者
の
女
性
に
指
導
を
受
け
て
い
る
。

調
査
当
日
も
練
習
（「
お
稽
古
」
と
称
す
る
）
は
昼
休
憩
を
挟
ん
で
五
時
間
に
及
び
、

お
辞
儀
や
手
の
広
げ
方
、
檜
扇
の
持
ち
方
や
回
し
方
な
ど
、
所
作
の
一
つ
一
つ
に

細
や
か
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
た
。
型
を
中
心
に
所
作
と
心
構
え
が
伝
授
さ
れ
る

点
は
、
行
列
組
の
練
習
風
景
と
同
じ
で
あ
る
。

　
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
か
ら
巫
女
と
し
て
「
お
下
り
」
に
参
加
し
て
い
る
。

写
真
四
　
神
幸
行
列
の
白
羽
熊
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御
神
幸
行
列
の
中
で
唯
一
女
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
頓
宮
の
祭
典
に
は
参
列

せ
ず
そ
の
ま
ま
解
散
す
る
。
な
お
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
よ
り
八
所
宮
神
前
神

楽
舞
保
存
会
に
改
称
し
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

【
実
施
内
容
（
祭
り
の
進
行
）】

（
一
）
宵
宮
の
祭
典

　
土
曜
日
一
八
時
よ
り
、
拝
殿
で
祭
典
が
行
わ
れ
る
。
参
列
す
る
の
は
奉
斎
会
、

氏
子
総
代
、
一
般
参
詣
者
、
行
列
組
の
代
表
で
あ
る
。
献
饌
、
祝
詞
奏
上
の
あ
と
、

参
列
者
が
順
に
榊
を
奉
納
す
る
。
そ
し
て
消
灯
さ
れ
、
宮
司
が
警
蹕
の
声
を
発
し

つ
つ
、
御
神
体
の
依よ
り
し
ろ代
を
拝
殿
内
に
用
意
さ
れ
た
三
基
の
神
輿
に
遷
す
（「
御
霊

遷
し
」
と
称
す
る
）。
終
わ
る
と
点
灯
し
て
祭
典
終
了
で
あ
る
。

　
一
九
時
か
ら
境
内
の
舞
台
で
は
、
奉
納
演
芸
が
幕
を
開
け
、
境
内
は
一
気
に
賑

や
か
に
な
る
。
社
務
所
内
で
は
祭
典
の
参
列
者
や
参
拝
者
へ
の
直
会
が
振
る
舞
わ

れ
て
い
る
。
奉
斎
会
の
人
々
も
次
々
に
訪
れ
る
参
拝
者
の
対
応
に
忙
し
い
。
境
内

全
体
が
祭
礼
日
特
有
の
高
揚
感
に
包
ま
れ
て
い
く
。
露
店
も
数
軒
並
ん
で
い
る
が
、

以
前
ほ
ど
の
活
況
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
。

（
二
）
神
幸

　「
お
下
り
」
は
二
二
時
よ
り
始
ま
る
。
二
一
時
三
〇
分
過
ぎ
に
奉
納
演
芸
は
終

わ
り
、
静
け
さ
を
取
り
戻
し
た
境
内
で
、
拝
殿
周
囲
は
神
幸
行
列
の
人
々
で
混
雑

し
、
参
道
沿
い
に
は
「
お
下
り
」
を
見
学
す
る
た
め
に
人
々
が
集
い
始
め
る
。
行

列
組
で
は
点
呼
と
と
も
に
担
当
す
る
祭
礼
具
が
手
渡
さ
れ
る
。
獅
子
楽
は
屋
台
を

組
み
立
て
、
赤
い
幕
を
垂
ら
し
、
太
鼓
を
吊
す
。
獅
子
頭
と
三
基
の
神
輿
を
担
当

す
る
久く

ど戸
・
中
ノ
尾
・
武た
け
ほ
ん本
・
城
南
ヶ
丘
の
四
地
区
の
人
々
も
集
合
し
、
用
意
さ

れ
た
白
衣
を
纏
っ
て
い
る
。
四
地
区
は
毎
年
持
ち
回
り
で
担
当
し
て
お
り
、
大
神

輿
の
年
は
重
く
て
大
変
だ
と
い
う
。
雅
楽
を
演
奏
す
る
石
井
・
石
井
原
地
区
の
服

装
も
他
の
行
列
参
加
者
が
白
衣
を
纏
う
の
に
対
し
て
、
烏
帽
子
を
被
り
青
緑
色
の

表
着
を
羽
織
っ
て
い
る
。
出
発
前
に
各
地
区
の
名
を
記
し
た
高
張
提
灯
に
火
が
灯

さ
れ
、
社
務
所
前
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

　
土
曜
日
は
宵
宮
に
あ
た
る
が
、
参
拝
者
は
こ
の
日
の
方
が
多
い
。
お
参
り
を
済

ま
せ
、
奉
納
演
芸
を
観
覧
し
、

最
大
の
目
当
て
が
「
お
下
り
」

で
あ
る
。
社
務
所
前
お
よ
び

現あ
ら
ひ
と人

神
社
前
の
参
道
が
、「
お

下
り
」
を
見
学
す
る
二
大
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
（
図

一
）。

　
神
幸
は
全
体
で
一
五
〇
人

を
超
え
る
盛
大
な
行
列
で
あ

る
。
地
区
ご
と
に
役
割
分
担

が
あ
り
、
行
列
を
構
成
し
て

い
る
。
二
二
時
、
行
列
組
の

拍
子
木
の
音
が
響
く
中
、
マ

イ
ク
で
紹
介
さ
れ
た
順
に
拝

殿
前
の
階
段
を
下
り
て
出
発

す
る
。

表
二
　
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
の
行
列
構
成

名
称

人
数

内
　
訳
（
担
当
地
区
・
役
割
な
ど
）

神
職

一

御
幣
を
左
右
に
振
り
御
神
幸
路
を
清
め
な
が
ら
先
導
す
る

先
導

一

氏
子
総
代
会
会
長

高
張
提
灯

一

武
本
中
（
提
灯
に
記
さ
れ
た
地
区
名
。
以
下
同
じ
）

獅
子
楽

一
九
宮
ノ
尾
地
区
担
当
。
太
鼓
を
吊
し
た
屋
台
と
篠
笛
奏
者

高
張
提
灯

一

久
戸
的
場
町

御
鷹

六

こ
れ
よ
り
古
式
大
名
行
列
。
小
学
校
低
学
年
生
が
木
製
の
鷹
を
捧
げ
持
つ

高
張
提
灯

一

久
戸
浦
ヶ
谷
組

御
手
振
り

二

編
み
笠
を
被
り
目
線
を
下
に
、
握
り
拳
の
両
手
を
上
げ
た
ま
ま
進
む

御
刀

二

刀
の
入
っ
た
筒
を
左
方
に
持
ち
、
右
手
で
顔
を
隠
し
進
む

高
張
提
灯

一

安
の
倉
上
組

鉄
砲

六

袋
に
入
っ
た
鉄
砲
を
左
方
に
持
つ
。
右
手
で
顔
を
隠
し
進
む

長
刀

二

袋
に
入
っ
た
長
刀
を
左
方
に
持
つ
。
右
手
で
顔
を
隠
し
進
む

高
張
提
灯

一

吉
本
中

半
弓

二

大
弓
一
挺
に
小
弓
一
〇
本
を
左
方
に
持
ち
、
右
手
で
顔
を
隠
し
進
む

大
弓

二

大
弓
二
挺
に
大
弓
九
本
を
左
方
に
持
ち
、
右
手
で
顔
を
隠
し
進
む

50m

八所宮

八所宮一の鳥居

頓宮

釣川

神の橋

神幸橋

図
一
　
お
下
り
・
お
上
り
ル
ー
ト
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氏
子
総
代

一

目
付

一

行
列
組
は
こ
れ
よ
り
青
年
と
な
り
、
服
装
が
奴
姿
と
な
る

高
張
提
灯

一

吉
本
中

立
槍

二

筒
状
の
鞘
の
付
い
た
長
柄
（
槍
）
を
右
方
に
持
ち
進
む

御
鳥
毛

二

ク
ジ
ャ
ク
の
羽
で
作
っ
た
毛
鞘
の
長
柄
（
槍
）
を
右
方
に
持
ち
進
む

白
羽
熊

二

後
に
体
を
反
ら
す
所
作
と
と
も
に
、
上
に
長
柄
を
突
き
だ
し
て
白
羽
熊
を
フ

ワ
ッ
と
広
げ
て
み
せ
る
。「
エ
ー
イ
、
エ
ー
イ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
演
舞

を
披
露
す
る

毛
羽
熊

二

黒
と
茶
交
じ
っ
た
毛
鞘
の
長
柄
（
槍
）
を
右
片
に
持
ち
進
む

白
羽
熊

二

高
張
提
灯

一

高
六
組
中

手
笠

一

長
柄
の
先
に
大
名
の
笠
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

高
張
提
灯

一

中
ノ
尾
東
組

大
笠

一

大
名
に
差
し
掛
け
る
大
笠
（
傘
）

挟
箱

一

左
右
交
互
に
膝
を
曲
げ
て
腰
を
落
と
し
、爪
先
立
ち
を
く
り
返
す
。「
エ
ー
イ
、

エ
ー
イ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
演
舞
を
披
露
す
る

挟
箱

一

草
履
取
り

一

大
名
の
草
履
を
高
々
と
持
ち
、
鋏
箱
と
同
様
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
所
作
で
進

む

高
張
提
灯

一

城
南
ヶ
丘
組

監
督

一
〇
人
は
拍
子
木
、
八
人
は
指
導
の
た
め
先
に
所
定
の
位
置
へ
。

こ
こ
ま
で
が
行
列
組

獅
子
頭

四

こ
の
年
は
久
戸
地
区
担
当
。
獅
子
頭
は
台
車
に
固
定
さ
れ
て
い
る

高
張
提
灯

一

瀬
戸
組

唐
櫃

四

高
六
。
頓
宮
の
祭
典
で
供
え
る
神
饌
を
収
め
て
い
る

高
張
提
灯

一

高
六
組
中

奏
楽
太
鼓

三

土
師
上
地
区
担
当
。
雅
楽
器
の
釣
太
鼓
で
あ
る

奏
楽

七

石
井
・
石
井
原
地
区
担
当
。
楽
器
は
竜
笛
と
篳
篥

高
張
提
灯

一

石
井
原

氏
子
総
代

一

氏
子
総
代

一

御
賽
銭
箱

二

安
の
倉
地
区
担
当
。
神
幸
中
に
見
物
人
が
近
付
き
お
賽
銭
を
入
れ
る

高
張
提
灯

一

安
の
倉
下
組

巫
女

七

八
所
宮
お
神
楽
ク
ラ
ブ
が
巫
女
装
束
で
「
お
下
り
」
の
み
参
列

高
張
提
灯

一

土
師
上
組

八
所
宮
宮
司

一

か
つ
て
は
騎
馬
。
現
在
は
徒
歩
で
頓
宮
に
向
か
う

高
張
提
灯

一

吉
本
中

氏
子
総
代

一

大
神
輿

一
六
こ
の
年
は
城
南
ヶ
丘
地
区
の
担
当

大
神
輿

一

こ
の
年
は
城
南
ヶ
丘
地
区
の
担
当

高
張
提
灯

一

城
南
ヶ
丘
組

氏
子
総
代

一

中
神
輿

一
〇
こ
の
年
は
中
ノ
尾
地
区
の
担
当

高
張
提
灯

一

中
ノ
尾
西
組

氏
子
総
代

一

小
神
輿

こ
の
年
は
武
本
地
区
の
担
当

高
張
提
灯

一

武
本
中

奉
斎
会
会
長

一

奉
斎
会
が
御
神
幸
の
最
後
尾
を
勤
め
、
頓
宮
の
祭
典
に
も
参
列
す
る

高
張
提
灯

一

八
所
宮
奉
斎
会
会
長

奉
斎
会
理
事

二

　
以
上
、
総
勢
一
六
三
人
か
ら
な
る
御
神
幸
行
列
が
、
約
四
〇
分
を
か
け
て
順
に

出
発
し
た
。

　
参
道
を
下
り
終
わ
る
と
、
し
ば
ら
く
演
奏
・
演
舞
は
な
い
。
一
の
鳥
居
の
手
前

か
ら
再
び
釣
川
に
か
か
る
神
幸
橋
ま
で
行
列
組
の
演
舞
が
再
び
始
ま
る
。「
お
下

り
」
は
お
よ
そ
一
時
間
半
ほ
ど
で
あ
る
。
深
夜
で
あ
る
が
県
道
を
通
過
す
る
車
も

あ
り
、
信
号
の
変
わ
り
目
を
見
計
ら
っ
て
進
む
様
は
、
い
か
に
も
現
代
の
風
景
で

あ
る
。

　「
お
下
り
」
が
終
わ
る
と
、
す
ぐ
に
釣
川
沿
い
の
頓
宮
で
祭
典
が
始
ま
る
。
参

列
者
は
拝
殿
の
祭
典
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
奏
楽
の
人
々
が
加
わ
り
神
事
に
あ

わ
せ
て
雅
楽
を
演
奏
す
る
。
釣
川
よ
り
深
夜
の
澄
ん
だ
水
を
「
お
汐
井
」
と
し
て
、

柄
の
長
い
杓
を
使
い
汲
み
取
り
、
献
饌
と
と
も
に
神
前
に
捧
げ
、
祝
詞
奏
上
、
榊

奉
奠
が
行
わ
れ
る
。
祭
典
後
は
、
そ
の
場
で
お
下
が
り
を
参
列
者
で
い
た
だ
く
。

　
こ
の
間
、
神
幸
行
列
の
他
の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
休
憩
場
所
（
公
民
館
な
ど
）

で
待
機
し
て
い
る
。
行
列
組
は
吉
武
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
調
理
場
を

借
り
て
、
監
督
の
夫
人
た
ち
が
饂う

飩ど
ん

と
お
で
ん
を
準
備
し
て
い
る
。
深
夜
な
の
で

子
ど
も
達
も
お
腹
を
す
か
せ
て
お
り
、
体
も
冷
え
る
の
で
、
あ
り
が
た
い
。
県
道

を
行
き
交
う
車
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
灯
り
が
間
近
に
あ
る
中
で
、
昔
な

が
ら
の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
日
付
が
変
わ
る
〇
時
を
過
ぎ
て
か
ら
「
お
上
り
」
と
な
る
。
日
程
が
週
末
と
さ

れ
た
り
、「
お
下
り
」
が
一
時
間
早
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
現
代
の
事
情
に
合

わ
せ
て
変
化
し
て
い
る
中
で
、
深
夜
の
御
神
幸
や
、
日
付
を
ま
た
が
っ
て
頓
宮
に

滞
在
す
る
な
ど
、
祭
礼
本
来
の
古
い
形
態
が
守
ら
れ
て
い
る
。「
お
上
り
」
は
同

様
に
頓
宮
か
ら
一
の
鳥
居
ま
で
行
列
組
の
演
舞
が
行
わ
れ
る
が
、
幼
年
者
が
担
当

す
る
御
鷹
は
「
お
下
り
」
の
み
の
参
加
で
あ
る
。

　
境
内
に
戻
る
と
、
社
務
所
前
か
ら
拝
殿
・
本
殿
を
時
計
回
り
に
行
列
組
の
演
舞
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が
再
び
行
わ
れ
る
。
獅
子
楽
の
演
奏
の
下
、
拝
殿
を
回
り
終
え
た
行
列
組
は
、
南

翼
廊
前
に
待
つ
宮
司
・
奉
斎
会
会
長
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
る
。

　
終
わ
っ
た
順
に
速
や
か
に
道
具
は
倉
庫
に
片
付
け
ら
れ
、
獅
子
楽
の
屋
台
も
手

早
く
解
体
さ
れ
翼
廊
の
天
井
に 

片
付
け
ら
れ
る
。
行
列
組
に
対
し
て
宮
司
と
奉
斎

会
会
長
か
ら
慰
労
の
言
葉
が
あ
り
、
全
員
の
一
本
締
め
で
行
列
組
の
奉
仕
は
終
わ

る
。
そ
れ
に
前
後
し
て
神
輿
が
還
御
す
る
。
三
基
と
も
拝
殿
内
に
安
置
さ
れ
る
と

奉
仕
は
終
わ
り
で
あ
り
、
白
衣
な
ど
の
装
束
を
脱
い
で
引
き
上
げ
て
い
く
。
深
夜

の
二
時
に
な
ろ
う
か
と
い
う
時
間
で
あ
る
。

（
三
）
秋
季
例
大
祭
の
祭
典

　
翌
日
一
一
時
か
ら
拝
殿
で
秋
季
例
大
祭
の
祭
典
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

奉
斎
会
の
人
々
は
、
車
で
地
域
に
設
置
し
た
案
内
看
板
を
回
収
し
倉
庫
に
収
納
し

た
り
、
拝
殿
内
の
神
輿
を
神
輿
庫
に
片
付
け
た
り
と
忙
し
い
。

　
参
列
者
と
式
次
第
は
前
夜
の
本
殿
祭
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
時
は
祝
詞

奏
上
の
あ
と
、
浦
安
舞
が
巫
女
二
人
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
る
。
八
所
宮
お
神
楽
く

ら
ぶ
の
奉
仕
で
あ
る
。
祭
典
は
三
〇
分
ほ
ど
で
終
了
し
、
最
後
に
宮
司
・
奉
斎
会

会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
無
事
に
秋
季
例
大
祭
が
終
わ
っ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
。

（
四
） 奉
納
子
ど
も
相
撲
大
会
な
ど

　
午
後
か
ら
境
内
で
は
、
奉
納
子
ど
も
相
撲
大
会
と
お
手
玉
大
会
が
催
さ
れ
る
。

こ
れ
は
子
ど
も
会
の
主
催
で
あ
る
。
子
ど
も
会
で
は
女
子
の
行
事
も
必
要
と
考
え
、

相
撲
の
後
に
奉
納
舞
台
上
で
お
手
玉
大
会
を
催
し
て
い
る
。
本
来
は
一
四
時
か
ら

の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
九
年
は
台
風
接
近
の
予
報
が
出
て
い
た
た
め
、
時

間
を
早
め
て
行
わ
れ
た
。
前
夜
に
行
列
組
で
頑
張
っ
た
子
ど
も
達
の
姿
も
土
俵
に

み
ら
れ
た
。
両
行
事
が
終
了
後
、
奉
納
舞
台
上
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
表
彰
式
の
後
、
舞
台
上
か
ら
、
宮
司
・
奉
斎
会
会
長
・
奉
斎
会
メ
ン
バ
ー
の
計

三
人
が
丸
餅
を
撒
く
。
舞
台
下
で
は
そ
れ
ま
で
相
撲
や
お
手
玉
に
参
加
し
て
い
た

子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
直
会
な
ど
の
準
備
を
担
当
し
て
い
た
夫
人
達

も
加
わ
っ
て
、
し
ば
ら
く
境
内
が
賑
わ
う
。
そ
の
余
韻
の
中
で
秋
季
例
大
祭
に
伴

う
す
べ
て
の
行
事
が
終
わ
っ
た
。

【
地
域
の
概
要
】

　
最
後
に
現
在
の
神
幸
行
列
の
担
当
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
神
幸
行
列
は
地

区
ご
と
に
担
当
が
決
ま
っ
て
お
り
、
担
当
す
る
行
列
の
間
に
地
区
名
を
記
し
た
高

張
提
灯
が
入
る
な
ど
、
氏
子
圏
総
出
の
祭
礼
で
あ
る
こ
と
が
神
幸
行
列
に
体
現
さ

れ
て
い
る
。
八
所
宮
に
伝
わ
る
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
八
所

大
明
神
御
縁
起
』
に
は
、「
そ
の
神
幸
の
行
烈
誠
に
厳
威
に
し
て
、
人
を
し
て
畏

敬
感
動
せ
し
む
。」
と
記
し
、
こ
れ
は
現
在
の
神
幸
に
も
通
じ
る
表
現
で
あ
り
、

神
幸
行
列
が
歴
史
文
化
の
色
濃
い
行
事
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
現
代
の

社
会
情
勢
に
合
わ
せ
た
変
化
も
み
ら
れ
る
。

　
行
列
組
の
道
具
を
す
べ
て
使
用
す
る
と
、
そ
の
人
数
は
一
〇
〇
余
人
に
上
る

と
い
う
。
か
つ
て
は
そ
れ
ほ
ど
の
規
模
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
成
二
二

（
二
〇
一
〇
）
年
か
ら
の
行
列
組
参
加
者
数
を
通
覧
す
る
と
、
四
〇
余
名
（
さ
ら

に
監
督
が
一
〇
人
前
後
）
で
奉
仕
し
て
い
る
。
少
子
化
の
影
響
は
致
し
方
な
い
が
、

む
し
ろ
よ
く
維
持
し
て
い
る
と
も
い
え
、
そ
の
た
め
に
は
人
材
育
成
に
向
け
た
意

識
改
革
が
あ
っ
た
。

　
古
式
大
名
行
列
は
そ
も
そ
も
猿
田
・
平
山
・
松
丸
地
区
の
申
し
出
に
よ
り
、
三

地
区
の
青
少
年
が
行
列
組
を
組
織
し
て
始
ま
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
他
地
区
の
青

少
年
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
他
地
域
出
身
で
も
吉
武
に
在
住
し
て
い
れ
ば
、

参
加
で
き
る
よ
う
に
間
口
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
枠
を
広
げ
、
縁
の

あ
る
男
子
・
男
性
に
声
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
吉
武
の
子
ど
も
達
は
、
幼

年
期
か
ら
行
列
組
に
参
加
し
、
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
に
な
っ
て
も
そ
の
ま

ま
行
列
組
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
し
て
人
数
を
確
保
す
る
と
、
当
然
な
が
ら
諸
方
面
で

配
慮
を
必
要
と
す
る
。
た
と
え
ば
親
が
経
験
し
て
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
に
は
、

親
や
子
の
反
応
を
見
つ
つ
声
を
か
け
て
い
る
。
練
習
の
在
り
方
も
伝
統
的
な
厳
し

さ
と
現
代
的
な
風
潮
と
の
折
り
合
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
接
し
方
が
必
要

と
な
る
。
練
習
風
景
や
道
具
の
手
入
れ
、
練
習
後
の
話
し
合
い
に
立
ち
会
っ
て
み

る
と
、
監
督
同
士
の
入
念
な
打
ち
合
わ
せ
の
下
、
適
度
な
厳
し
さ
と
明
る
い
雰
囲

気
が
絶
妙
で
あ
っ
た
。
地
域
の
子
ど
も
達
に
伝
え
る
こ
と
を
第
一
義
に
し
て
、
現

在
の
行
列
組
は
運
営
さ
れ
て
い
る
。
地
域
全
体
の
こ
れ
か
ら
を
見
通
し
柔
軟
に
対
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応
し
た
、
行
列
組
の
自
発
的
な
取
り
組
み
の
成
果
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
行
列
組
参
加
者
の
内
訳
を
み
て
み
る
と
、
城
南
ヶ
丘
地
区
の
青
少
年

が
多
く
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
一
三
人
、
同
二
八
（
二
〇
一
六
）・
二
九

（
二
〇
一
七
）
年
に
は
一
一
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
三
地
区
の
合
計
人
数

に
並
ぶ
数
字
で
あ
る
。
新
興
住
宅
地
と
し
て
誘
致
し
た
城
南
ヶ
丘
地
区
を
、
吉
武

学
区
に
編
入
し
、
伝
統
的
な
祭
礼
へ
の
参
加
に
導
い
た
先
人
の
先
見
性
の
賜
物
で

あ
ろ
う
。
城
南
ヶ
丘
地
区
は
久
戸
・
中
ノ
尾
・
武
本
と
並
ん
で
、
獅
子
頭
及
び
大

中
小
三
基
の
神
輿
を
毎
年
交
替
で
担
当
し
て
い
る
。

【
関
連
行
事
】

　
八
所
宮
の
神
幸
行
列
で
一
角
を
占
め
る
「
古
式
大
名
行
列
」
か
ら
伝
播
し
た
も

の
、
あ
る
い
は
参
考
に
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
牟
田
尻
の
天
満
宮
（
宗
像
市
牟
田

尻
一
五
九
一
）、
鞍
手
の
剣
神
社
（
鞍
手
郡
鞍
手
町
木
月
一
三
四
九
）
の
秋
季
例

大
祭
に
お
け
る
「
大
名
行
列
」
が
あ
る
。
と
も
に
大
名
行
列
の
奴
を
模
し
た
服
装
・

道
具
・
所
作
に
よ
り
、
神
幸
行
事
に
賑
や
か
さ
を
添
え
て
い
る
。

（
末
松
　
剛
）
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二
八
　
平
び
ょ
う
ど
う等
寺じ

の
宮み
や
座ざ

【
テ
ー
マ
】
六
「
頭
屋
・
宮
座
」

【
別
名
】
白し
ら
ひ
げ鬚

神
社
の
宮
座

【
地
域
の
概
要
】

　
平
等
寺
は
、
宗
像
市
中
央
部
に
近
い
弥
勒
山
の
南
西
に
あ
り
、
赤あ
か

間ま

宿し
ゅ
くと

鐘か
ね
ざ
き崎

湊
を
結
ぶ
街
道
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
。

　『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
に
は
、
平
等
寺
村
は
戸
数
四
九
戸
、
人
口
二
七
五
名
と

あ
る
。
職
分
は
ほ
と
ん
ど
が
農
業
で
あ
る
。
平
等
寺
と
い
う
村
名
は
、か
つ
て
あ
っ

た
古
寺
の
名
に
由
来
し
て
い
る
と
さ
れ
、
応
安
六
（
一
三
七
三
）
年
の
今
川
了
俊

の
書
状
に
も
村
名
が
み
え
る
と
あ
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
宗
像
市
平
等
寺
五
一
八
　
白
鬚
神
社

【
実
施
時
期
】
毎
年
一
〇
月
第
三
日
曜
日

【
伝
承
組
織
】

　
宮
座
は
、
五ご

軒け
ん

当と
う

場ば

を
中
心
に
行
わ
れ
る
。
五
軒
当
場
は
、
平
等
寺
地
区
か
ら

輪
番
で
選
ば
れ
、
座
元
を
務
め
る
五
軒
の
家
の
こ
と
で
あ
る
。
五
軒
当
場
の
う
ち
、

「
一
番
当
場
」
が
総
支
配
、
二
～
五
番
当
場
は
そ
の
加
勢
を
務
め
る
。
な
お
、
こ

の
一
～
五
番
の
順
番
は
後
述
す
る
当
場
渡
し
の
際
の
「
釣
り
み
く
じ
」
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
宮
座
行
事
は
、
元
々
「
神じ
ん

家が

」
と
呼
ば
れ
る
イ
ッ
ト
ウ
の
本
家
筋
に
あ
た

る
一
四
軒
の
家
（「
十
四
祖
」）
が
世
襲
で
務
め
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
三
〇
年

頃
ま
で
に
は
こ
の
形
が
崩
れ
、
村
中
で
宮
座
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、

白
鬚
神
社
の
境
内
に
は
こ
の
「
十
四
祖
」
を
祀
る
石
祠
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
近
年
、
行
事
を
実
施
す
る
当
場
の
家
の
減
少
に
と
も
な
い
、
宮
座
の
合
理
化
が

急
速
に
進
行
し
て
い
る
。
以
前
は
三
〇
戸
ほ
ど
の
家
で
受
け
持
っ
て
い
た
が
、
高

齢
化
等
の
理
由
か
ら
当
場
を
抜
け
る
家
が
増
え
た
た

め
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
現
在
で
は
一
六
戸
だ

け
と
な
っ
た
。
以
前
な
ら
五
軒
当
場
が
回
っ
て
く
る

の
は
六
年
に
一
回
程
度
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
三
年

に
一
度
回
っ
て
く
る
計
算
と
な
る
。
行
事
を
続
け
る

た
め
に
は
簡
素
化
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
近
年
で
は
祭
日
を
毎
年
一
〇
月
一
七
日
か
ら

一
〇
月
第
三
日
曜
日
に
変
更
し
た
り
、
供
物
の
製
造

を
外
注
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
白
鬚
神
社
（
写
真
一
）
の
祭
神
に
つ
い
て
は
、『
福
岡
県
神
社
誌
』
に
、猿
田
彦
神
、

天
鈿
売
神
、
須
佐
之
男
神
、
倉
稲
魂
神
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
行
事
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
　
往
昔
よ
り
生
神
の
別
名
あ
り
て
、
毎
年
九
月
九
日
の
宮
座
祭
に
は
オ
ゴ
ク

　
　
ウ
を
桝
形
に
盛
り
て
神
前
に
供
す
る
慣
あ
り
、
而
し
て
不
思
議
に
も
刄
物
に

　
　
て
切
取
り
し
が
如
く
真
半
分
だ
け
無
く
な
る
は
之
れ
は
神
々
の
聞
食
し
給
ふ

　
　
事
実
と
し
て
茲
に
始
て
宮
座
祭
を
執
行
す
。
若
し
聞
食
さ
れ
ば
何
時
迄
も
宮

　
　
座
祭
を
執
行
す
る
事
を
得
ず
、
幾
回
も
繰
返
し
て
之
を
供
え
代
へ
、
斯
し
て

　
　
聞
食
さ
れ
し
事
実
を
見
て
、
始
め
て
御
座
を
取
り
行
ふ
と
云
ふ
事
跡
今
尚
残

　
　
り
て
其
の
祭
儀
の
厳
な
る
事
は
他
に
比
類
な
く
御
神
威
の
顕
著
な
る
事
は
近

　
　
郷
に
聞
へ
崇
敬
者
多
し
。

　
枡
形
に
盛
っ
た
御
供
を
神
前
に
捧
げ
る
と
、
刃
物
で
切
っ
た
よ
う
に
御
供
が
無

く
な
り
、
そ
れ
を
神
様
が
召
し
上
が
っ
た
証
と
す
る
点
は
、
今
日
の
宮
座
行
事
に

も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
一
〇
月
一
五
日
に
実
施
し
た
調
査
を
基
準
に
作
成
し

た
。
な
お
、
令
和
四
～
五
年
に
か
け
て
行
事
の
簡
略
化
が
推
進
さ
れ
た
た
め
、
平

成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
一
〇
月
一
七
日
、
お
よ
び
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年

写
真
一
　
白
鬚
神
社
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社
な
ど
に
新
し
い
注
連
縄
を
取
り
付
け
る
。
鳥
居
に
も
飾
り
竹
や
注
連
縄
が
張
ら

れ
、
幟
が
二
本
立
て
ら
れ
る
。
ま
た
五
軒
当
場
の
自
宅
入
り
口
に
は
注
連
を
張
っ

た
飾
り
竹
が
立
て
ら
れ
、
宮
座
の
前
後
一
週
間
飾
ら
れ
る
。
作
業
が
全
て
終
わ
っ

た
の
ち
飲
食
が
あ
る
。

　
以
前
は
、
宮
座
前
日
と
な
る
一
六
日
の
一
三
時
か
ら
、
公
民
館
で
餅
つ
き
が

行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
宮
座
当
日
の
一
七
日
二
時
か
ら
は
、
公
民
館
で
宮
座

の
神
饌
作
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
神
饌
作
り
も
令
和
五

（
二
〇
二
三
）
年
か
ら
簡
略
化
さ
れ
、
そ
の
多
く
を
外
注
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
　
各
班
の
宮
座
（
村
座
）

　
宮
座
に
先
立
っ
て
、
東
・
中
・
西
で
各
班
の
宮
座
が
行
な
わ
れ
る
。
以
前
は
こ

れ
を
「
村
座
」
と
言
っ
た
。
行
事
の
日
時
は
不
定
で
あ
る
が
、
現
在
は
一
〇
月
七

日
前
後
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
班
の
宮
座
は
班
内
の
二
軒
の
家
が

当
番
を
務
め
る
。
当
番
の
役
は
順
回
り
で
回
っ
て
く
る
。

　
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
に
行
わ
れ
た
東
班
の
宮
座
を
紹
介
す
る
と
、
東
班

は
一
六
軒
の
家
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
年
の
当
番
の
家
は
二
軒
で
あ
る
。
家

回
り
で
順
番
が
回
っ
て
く
る
。
当
日
の
一
一
時
頃
、
各
班
の
当
番
が
白
鬚
神
社
に

行
き
、
神
社
と
境
内
社
に
そ
の
年
に
と
れ
た
新
米
を
供
え
る
。
そ
の
後
、
各
班
の

宮
座
が
行
わ
れ
る
会
場
に
向
か
う
。
会
場
は
自

宅
や
公
民
館
な
ど
、班
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。

会
場
で
は
班
内
の
人
達
が
集
ま
っ
て
飲
食
を
す

る
（
写
真
二
）。
こ
の
時
に
、
そ
の
年
に
と
れ

た
新
米
が
振
る
舞
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
の

料
理
は
鶏
の
す
き
焼
と
水
炊
き
と
決
ま
っ
て
い

た
。

　
な
お
、
こ
の
行
事
が
「
村
座
」
と
し
て
行
わ

れ
て
い
た
頃
は
、五
軒
当
場
の
う
ち
の
一
軒（
総

支
配
）
の
家
で
行
っ
て
い
た
。
そ
の
際
は
甘
酒

や
ど
じ
ょ
う
汁
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
大
人
数
を
収
容
で
き
る
家
が
少
な
く

一
〇
月
二
日
に
実
施
し
た
『
新
修
宗
像
市
史
』
編
さ
ん
に
伴
う
調
査
や
、
参
考
文

献
を
元
に
、
そ
れ
以
前
の
姿
に
つ
い
て
の
情
報
も
補
っ
た
。

一
　
神
田

　
平
等
寺
白
鬚
神
社
の
す
ぐ
前
に
は
神じ
ん
で
ん田

が
あ
り
、
以
前
は
こ
の
田
か
ら
収
穫
さ

れ
た
米
が
宮
座
で
奉
納
さ
れ
食
さ
れ
て
い
た
。
田
の
広
さ
は
一
反
五
畝
二
六
歩
で
、

管
理
と
耕
作
は
そ
の
年
の
五
軒
当
場
が
担
当
し
て
い
た
。

　
四
月
一
〇
日
に
種
ま
き
の
準
備
を
し
、
二
〇
日
に
種
を
蒔
く
。
五
月
六
日
に
田

植
え
を
す
る
。
植
え
る
の
は
粳
米
と
餅
米
で
あ
る
が
、以
前
は
黒
米
と
赤
米
で
あ
っ

た
。
九
月
二
二
日
に
は
そ
の
年
と
翌
年
の
五
軒
当
場
に
よ
っ
て
稲
刈
り
を
行
い
、

一
〇
月
七
日
に
行
わ
れ
る
各
班
の
宮
座
で
新
米
が
供
え
ら
れ
、
皆
で
食
し
た
。
そ

し
て
、
同
月
一
七
日
の
白
鬚
神
社
の
宮
座
に
も
、
こ
の
新
米
が
供
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
神
田
の
米
を
使
わ
な
く
な
っ
て
か
ら
、
す
で
に
一
〇
年
ほ
ど
経
つ
と
い
う
。

農
家
の
人
自
体
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
神
田
自
体

は
、
他
の
人
に
小
作
に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
放
っ
て
お
く
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
神
田
の
米
を
神
饌
に
用
い
る
こ
と
は
な
い

が
、
平
等
寺
地
区
内
で
収
穫
さ
れ
た
新
米
を
使
っ
て
神
饌
を
作
っ
て
い
る

二
　
宮
座
の
準
備
日
程

　
宮
座
に
先
立
つ
一
〇
月
一
日
の
早
朝
、
五
軒
当
場
に
よ
る
御
汐
井
取
り
が
行
わ

れ
る
。
御
汐
井
は
神
こ
う
の
み
な
と

湊
や
勝か

つ
う
ら
は
ま

浦
浜
な
ど
か
ら
取
っ
て
く
る
。
そ
の
際
に
は
、
海
水

と
と
も
に
ワ
カ
メ
や
ヒ
ジ
キ
な
ど
の
海
藻
や
真
砂
を
取
っ
て
来
る
。
以
前
は
「
七

村
七
箇
所
」
を
回
っ
て
取
っ
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
以
前
の
御
汐
井
は
竹
筒
で

六
本
分
を
取
っ
て
き
た
が
、
今
で
は
一
本
分
の
み
で
あ
る
。
御
汐
井
は
白
鬚
神
社

境
内
の
御
汐
井
台
に
納
め
、
宮
座
と
そ
の
準
備
の
際
に
御
汐
井
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。

　
一
〇
月
四
日
の
八
時
か
ら
は
神
社
境
内
の
掃
除
が
あ
り
、
一
〇
月
七
日
前
後
の

日
曜
日
に
は
、
東
・
中
・
西
各
班
の
宮
座
（
後
述
）
が
班
ご
と
に
行
わ
れ
る
。
　

　
一
〇
月
一
〇
日
の
八
時
か
ら
は
公
民
館
前
の
作
業
場
で
注
連
下
ろ
し
が
あ
る
。

午
後
に
は
神
職
を
招
い
て
お
祓
い
の
神
事
が
あ
り
、
そ
の
後
拝
殿
や
鳥
居
、
境
内

写
真
ニ
　
各
班
の
宮
座
（
東
班
）
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な
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
各
班
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。

　
な
お
、こ
の
行
事
も
近
年
簡
略
化
の
流
れ
を
受
け
て
い
る
。
令
和
五（
二
〇
二
三
）

年
の
時
点
で
は
、
料
理
の
定
番
で
あ
っ
た
鶏
の
す
き
焼
を
止
め
、
仕
出
し
弁
当
を

と
る
こ
と
に
し
た
り
、
外
食
に
行
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
班
ご
と
に
負
担
軽
減
に

努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
実
施
日
は
一
〇
月
の
第
一
日
曜
日
の
ま
ま
変
わ
っ
て
い

な
い
。

四
　
宮
座
の
供
物

　
宮
座
の
供
物
は
、
宮
座
当
日
（
一
〇
月
一
七
日
）
の
六
時
頃
か
ら
、
平
等
寺
公

民
館
に
て
、
五
軒
当
場
の
人
び
と
に
よ
っ
て
調
製
、
準
備
さ
れ
る
（
写
真
三
）。

以
前
は
、
〇
時
頃
か
ら
準
備
を
し
て
い
た
が
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
以
降
は
、

お
こ
わ
を
蒸
す
の
で
は
な
く
炊
く
こ
と
に
し
て
時
間
を
短
縮
し
た
り
、
掛
魚
を
前

日
の
う
ち
に
準
備
し
て
冷
蔵
し
た
り
、
餅
な
ど
の
調
製
を
外
注
す
る
と
い
っ
た
変

更
を
行
い
、
神
饌
調
整
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
宮
座
の
際
に
供
え
ら
れ
る
供
物
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
そ
の
作
り
方
や
供
え
方

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
行
事
を
記
録
し
た
ノ
ー
ト
や
写
真
な
ど
を
参
考
に
し
て
い

る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
供
物
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
白
鬚
神
社
本
殿
の
供
物

　【
上
段
】
桝
形
御
供
・
玄
米
・
白
米
・
鏡
餅
（
左

　
　
　
　  

か
ら
順
に
。
以
下
同
じ
。）

　【
中
段
】
舌
餅
・
酒
（
土
器
）・
酒
（
瓢
箪
）・   

                

掛
魚

　【
下
段
】
御
汐
井
・
果
物
（
柿
五
個
・
栗
一
五

　
　
　
　  

個
・
ミ
カ
ン
五
個
）・
昆
布
・
大
根 

                

五
本
こ
の
う
ち
、
枡
形
御
供
・
鏡
餅
・    

                

舌
餅
に
は
栗
長
箸
を
添
え
る
。
ま
た
、

                

神
社
拝
殿
の
神
床
に
、
種
子
俵
二
つ  
                

と
榊
二
本
、
御
神
酒
二
本
を
供
え
る
。

○
ミ
サ
キ
様
（
境
内
社
）
の
供
物
（
写
真
四
）

　【
上
段
】
舌
餅
・
酒
・
枡
形
御
供
・
掛
魚

　【
下
段
】
御
汐
井
・
昆
布
・
果
物
（
柿
五
個
・ 

栗
一
五
個
）

○
十
二
社
供
物
（
ミ
サ
キ
様
以
外
の
境
内
社
へ
の
供
物
）

　
　
　
　  

小
丸
餅
・
玄
米
御
供
・
酒
・
掛
魚

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
供
物
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
的
な
神
饌
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
枡
形
御
供
」
は
、
玄
米
の
お
こ
わ
を
升
の
中
に
入
れ
て
固
め
、
輪
注
連
を
か
け

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
末
社
に
供
え
る
「
玄
米
御
供
」
は
三
角
型
に
固
め
て
輪

注
連
を
掛
け
た
も
の
で
あ
る
。「
舌
餅
」
は
、
楕
円
形
に
伸
ば
し
た
五
枚
の
餅
を

重
ね
、
藁
で
結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
形
状
が
牛
の
舌
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
お

舌
餅
」
と
呼
ば
れ
る
（
写
真
五
）。「
掛
魚
」
は
二
尾
の
鯛
を
藁
縄
で
括
り
合
わ
せ

た
供
物
で
あ
る
。
神
社
拝
殿
の
神
床
に
供
え
る
「
種
子
俵
」（
写
真
六
）
は
、
神

田
か
ら
収
穫
し
た
粳
米
と
餅
米
の
種
籾
が
入
っ
た
藁
苞
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
よ
り
、
ミ
サ
キ
様
・
稲
守
社
・
若
八
幡
宮
・
竈

神
社
以
外
の
末
社
は
掛
魚
で
は
な
く
、
煮
干
し
に
変
更
さ
れ
た
。

　
本
殿
の
供
物
を
供
え
る
の
は
男
性
で
あ
る
。
供
物
を
供
え
終
わ
る
と
、
当
場
の

人
び
と
は
ミ
サ
キ
様
・
末
社
・
本
殿
の
順
に
参
拝
し
て
回
る
。

五
　
神
事

　
一
〇
月
一
七
日
八
時
四
〇
分
か
ら
神
事
が
開

始
さ
れ
る
。
参
加
者
は
神
職
と
五
軒
当
場
で
あ

る
。
神
職
は
、
正
面
に
向
か
っ
て
拝
殿
内
に
着

座
し
、
五
軒
当
場
は
拝
殿
に
供
え
ら
れ
た
種
子

俵
の
前
に
横
一
列
に
並
ん
で
着
座
す
る
。
着
座

順
は
左
か
ら
、
五
番
当
場
・
三
番
当
場
・
一
番

当
場
・
二
番
当
場
・
四
番
当
場
で
あ
り
、
一
番

当
場
が
中
央
に
な
る
よ
う
に
座
る
。

　
最
初
に
神
職
よ
り
、
宮
座
祭
祭
典
開
始
の
挨

拶
が
あ
り
、
祓
詞
が
唱
え
ら
れ
る
。
続
い
て
修

祓
が
行
わ
れ
、
大
祓
詞
の
後
、
宮
司
が
神
殿
・

ミ
サ
キ
様
・
末
社
・
参
列
者
一
同
の
順
に
回
り
、

写
真
三
　
供
物
の
準
備

写
真
四
　
ミ
サ
キ
様
へ
の
供
物
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紙し

垂で

を
付
け
た
榊
を
用
い
て
祓
う
。
続
い
て
神
職
に
よ
る
祝
詞
奏
上
が
あ
る
。
祝

詞
の
末
尾
で
は
「
奉
る
御
食
聞
こ
し
召
せ
と
、畏
み
畏
み
申
す
。」
と
唱
え
ら
れ
る
。

続
い
て
神
職
の
玉
串
奉
奠
、
五
軒
当
場
の
玉
串
奉
奠
が
あ
る
。
五
軒
当
場
の
奉
奠

順
は
、
一
番
当
場
か
ら
順
番
に
行
わ
れ
る
。
一
五
分
ほ
ど
で
神
事
は
終
了
と
な
り
、

中
休
み
と
な
る
。

六

　枡
形
御
供
の
判
断

　神
事
が
終
了
す
る
と
、
神
職
は
ミ
サ
キ
様
・

末
社
の
順
に
拝
礼
し
て
回
る
。神
殿
に
戻
る
と
、

神
前
に
供
え
ら
れ
た
枡
形
御
供
の
様
子
を
何
度

も
確
認
し
に
行
く
。
枡
形
御
供
に
大
き
な
亀
裂

が
入
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
ら
、
そ
れ
は
神

様
が
御
供
を
召
し
上
が
っ
た
こ
と
の
証
と
さ
れ

る
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
調
査
時
に
は
、

神
事
が
終
わ
っ
て
九
分
ほ
ど
経
っ
た
時
点
で
、

枡
形
御
供
の
角
に
線
状
の
亀
裂
が
入
っ
て
い
た

た
め
、
お
召
し
上
が
り
に
な
っ
た
と
確
認
さ
れ

た
（
写
真
七
）。

　神
職
が
お
召
し
上
が
り
を
確
認
す
る
と
、
御

供
に
向
か
っ
て
拍
手
を
打
ち
、
そ
の
旨
を
五
軒

当
場
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
拝
殿
の
太
鼓
を
叩

い
て
お
召
し
上
が
り
を
知
ら
せ
る
。
ま
た
、
当

場
よ
り
町
内
放
送
を
行
い
「
神
社
当
場
よ
り
連

絡
し
ま
す
。
お
あ
が
り
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

参
り
く
だ
さ
い
。」
と
地
区
の
人
び
と
に
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
す
る
。

　昔
は
、
召
し
上
が
り
が
中
々
確
認
で
き
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
は
五
軒
当
場
の
行

い
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
再
度
精
進
潔
斎
を
し
て
御
供
を
全
て
作

り
直
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

七

　当
場
渡
し
と
釣
り
神
籤

　枡
形
御
供
を
神
様
が
召
し
上
が
っ
た
こ
と
を

確
認
し
た
後
、
拝
殿
で
は
当
場
渡
し
が
行
わ
れ

る
。
長
机
の
拝
殿
側
に
神
職
が
着
座
し
、
神
殿

に
向
か
っ
て
左
側
に
現
当
場
（
上
座
か
ら
一
番

～
五
番
の
順
に
座
る
）、
右
側
に
新
当
場
が
着

座
す
る
。
現
当
場
と
新
当
場
と
が
一
列
に
向
き

合
っ
て
着
座
す
る
形
と
な
る
。

　新
し
く
当
場
を
担
当
す
る
五
人
が
、
和
紙
の

紙
片
に
自
分
の
氏
名
を
書
い
て
神
職
に
渡
す
。

神
職
は
そ
の
紙
片
を
掌
で
転
が
し
て
小
さ
く
丸

め
、
折
敷
の
上
に
載
せ
る
。
そ
し
て
神
職
が
榊

に
付
け
た
麻あ
さ

紐お

の
先
を
そ
の
上
に
垂
ら
す
と
、

紙
片
が
そ
の
麻あ
さ

紐お

に
吸
い
上
げ
ら
れ
る
（
写
真

八
）。
最
初
に
吸
い
上
げ
ら
れ
た
紙
片
に
書
い
て

あ
っ
た
人
が
一
番
当
場
と
な
り
、
以
下
、
二
番
、

三
番
の
順
に
決
め
て
い
く
。

　最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
の
直
会
が
あ
り
、

御
神
酒
と
簡
単
な
お
つ
ま
み
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　宮
座
行
事
は
北
部
九
州
地
域
に
広
く
認
め
ら

れ
る
が
、
こ
の
宗
像
地
域
は
宮
座
祭
祀
が
濃
厚

に
分
布
し
て
い
る
。
宗
像
地
方
の
宮
座
に
つ
い

て
は
、
同
地
出
身
の
宗
教
社
会
学
者
古
野
清
人

に
よ
っ
て
、
詳
細
な
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
〔
古
野

　一
九
四
〇
、
同

　一
九
七
五
〕。

（
須
永

　敬
）

写
真
七   

召
し
上
が
り
が
確
認
さ
れ

                

た
枡
形
御
供
（
左
上
部
に

                

半
円 

状
の
亀
裂
が
走
っ
て 

                

い
る
）

写
真
八
　吊
り
神
籤

写
真
六
　種
子
俵

写
真
五

　お
舌
餅
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二
九
　
能の

古こ
の
島し
ま
白し
ら
ひ
げ鬚
神じ
ん
じ
ゃ社
お
く
ん
ち

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
能
古
島
白
鬚
神
社
お
く
ん
ち
行
事

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
三
月
三
一
日

【
テ
ー
マ
】
六
「
頭
屋
・
宮
座
」

【
地
域
の
概
要
】

　
能
古
島
は
、
博
多
湾
の
中
央
部
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
る
。
残
嶋
と
も
記
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
は
、
神
功
皇
后
が
帰
国
し
た
折
に
、
こ
の
島
に
住
吉
の
神
霊
を
残
し
、

異
国
降
伏
を
祈
っ
た
た
め
残
嶋
と
名
付
け
た
と
い
う
伝
説
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

　
島
は
東
西
に
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、南
北
約
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、面
積
は
三
・

九
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
に
は
、
戸
数
は
一
二
五

戸
、
人
数
は
四
八
一
名
。
本
村
・
江
口
・
西
・
北
浦
の
四
箇
所
に
人
家
が
あ
る
と

記
さ
れ
る
。
ま
た
、
居
民
は
廻
船
に
乗
っ
て
四
方
に
往
来
し
、
ま
た
農
を
事
と
し
、

雑
業
を
交
え
、
山
中
の
芒
を
屋
根
葺
き
用
に
販
売
す
る
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
福
岡
市
西
区
能
古
七
一
九
　
白
鬚
神
社

【
実
施
時
期
】

　
お
く
ん
ち
が
行
わ
れ
る
の
は
毎
年
一
〇
月
九
日
で
あ
る
。
お
く
ん
ち
と
い
え
ば
、

通
常
九
月
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
白
鬚
神
社
の
お
く
ん
ち
は
、
戦
前
に
旧

暦
で
実
施
さ
れ
て
い
た
頃
も
陰
暦
一
〇
月
九
日
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に

一
月
遅
れ
で
お
く
ん
ち
を
行
っ
て
い
た
背
景
に
は
、
廻
船
業
に
比
重
を
置
い
て
い

た
こ
の
島
の
特
殊
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

一
一
月
二
八
日
に
も
例
祭
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
は
「
お
ま
つ
り
」
と
称
さ

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
氏
子
の
役
員
だ
け
で
行
わ
れ
る
簡
単
な
祭
典
だ
け
で
あ
る
。

【
伝
承
組
織
】
能
古
島
白
鬚
神
社
お
く
ん
ち
行
事
保
存
会

【
由
来
・
伝
承
】

　
白
鬚
神
社
の
祭
神
に
つ
い
て
、「
筑
前
州
早
良
県
残
島
白
鬚
大
神
本
縁

起
」（
享
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
）
に
は
、
猿
田
彦
大
神
・
天
鈿
女
命
・

八や
そ
ま
が
つ
ひ
の
か
み

十
枉
津
日
神
・
大お

お
な
お
び
の
か
み

直
日
神
、
合
殿
と
し
て
斯し

か
の
か
み

香
神
・
住
吉
神
の
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
戦
時
中
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
福
岡
県
神
社
誌
』
に
は
、
神
功
皇
后
、

猿
田
彦
命
、
三
筒
男
命
、
三
少
童
命
と
あ
り
、
現
在
で
は
、
住
吉
大
神
・
神
功
皇

后
・
志
賀
明
神
な
ど
、と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、近
世
か
ら
現
代
に
か
け
て
、

当
社
祭
神
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
〔
佐
々
木
　
一
九
九
三
　
四
二
二
―
四
二
三
〕。

　
行
事
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
行
事
に
は
、
モ
リ
モ
ン
と
呼
ば
れ
る
特
徴

的
な
神
饌
が
供
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
随
所
に
宮
座
儀
礼
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
方
の
宮
座
祭
祀
の
典
型
例
を
示
す
事
例
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
佐
々
木
　
一
九
九
三
　
四
一
五
）。
こ
れ
ま
で
重
ね
ら
れ
て
き
た
研
究
の
結
果
、

同
行
事
は
近
世
以
降
、
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
形
態
を
あ
る
程
度

保
っ
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
福
岡
市
　
二
〇
一
二
　

一
六
五
）。

【
実
施
内
容
】

　
以
下
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
一
〇
月
八
、九
日
に
実
施
し
た
現
地
調
査
、

及
び
お
く
ん
ち
行
事
保
存
会
作
成
の
資
料
を
基
準
と
し
て
、
行
事
を
報
告
す
る
。

ま
た
、
適
宜
参
考
文
献
の
情
報
を
参
照
し
た
。

　
な
お
、
本
行
事
は
東
・
江
ノ
口
・
西
・
北
浦
の
各
町
内
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ト

ウ
元
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
一
軒
の
家
で
ト
ウ
元
の
役

を
務
め
る
こ
と
は
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
複
数
の
家
が
協
力
し
て
ト
ウ
元
を
務
め

る
方
式
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
字あ
ざ

モ
リ
」
と
呼
ん
で

い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
い
ず
れ
の
町
内
も
「
字
モ
リ
」
の
方
式
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
集
会
所
に
集
ま
っ
て
モ
リ
モ
ン
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
。
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一
　
注
連
な
い
　

　
一
〇
月
一
日
の
九
時
頃
か
ら
、
東
・
江
ノ
口
・
西
・
北
浦
の
各
総
代
と
世
話
役
が
、

白
鬚
神
社
拝
殿
に
集
ま
る
。
仕
事
始
め
の
昆
布
と
ス
ル
メ
で
御
神
酒
を
頂
い
て
か

ら
、
注
連
を
な
う
。

　
神
社
用
と
し
て
は
、鳥
居
の
大
注
連
、拝
殿
前
の
注
連
、拝
殿
の
内
回
し
用
注
連
、

末
社
用
の
小
注
連
一
一
本
を
作
り
、
こ
れ
ら
は
そ
の
場
で
掛
け
る
。
一
方
、
ト
ウ

元
用
と
し
て
、
床
の
間
用
・
門
注
連
、
オ
キ
ョ
ウ
用
を
各
地
区
分
、
各
一
本
ず
つ

作
る
。
こ
れ
ら
は
各
ト
ウ
の
家
に
持
ち
帰
る
。
一
三
時
頃
に
は
各
字
の
ト
ウ
元
か

ら
酒
・
肴
が
運
ば
れ
て
慰
労
す
る
。

二
　
注
連
卸
し

　
一
〇
月
四
日
早
朝
に
注
連
卸
し
を
す
る
。
ト
ウ
元
の
玄
関
先
に
は
、
オ
シ
オ
イ

砂
を
盛
り
、
そ
こ
に
竹
を
一
本
建
て

て
注
連
を
掛
け
た
「
門
注
連
」
を
建

て
る
（
写
真
一
）。
ま
た
、
総
代
は

神
社
に
行
っ
て
御
幣
を
受
け
取
る
。

こ
の
際
に
は
大
き
な
声
で
「
貰
い
に

来
ま
し
た
」
と
叫
ぶ
。
大
声
を
出
す

の
は
白
鬚
様
の
耳
が
遠
い
か
ら
だ
と

い
う
。
御
幣
を
受
け
取
る
と
、
ト
ウ

元
の
家
の
床
の
間
に
飾
る
（
写
真

二
）。
そ
し
て
、
宿
を
訪
れ
た
神
職

に
よ
り
注
連
卸
し
の
祭
典
が
行
わ
れ

る
。夕
方
に
な
る
と
子
ど
も
達
が「
注

連
参
ら
っ
し
ゃ
れ
よ
」
と
触
れ
て
周

る
と
、
字
の
各
戸
か
ら
ト
ウ
元
の
家

に
一
人
（
男
性
）
が
参
拝
に
来
る
。

宿
で
は
、
御
神
酒
と
な
ま
す
、
煮
染

め
、
が
め
煮
な
ど
の
簡
単
な
振
る
舞

い
が
あ
る
。
一
九
時
頃
に
は
次
の
ト

ウ
元
を
決
め
る
話
合
い
が
も
た
れ
る
。

三
　
舟
作
り
・
竹
串
作
り
　

　
江
ノ
口
で
は
注
連
卸
し
の
日
に
、
東
と
西
は
八
日
の
朝
に
舟
を
作
っ
て
い
た
が
、

現
在
作
っ
て
い
る
の
は
東
の
み
で
あ
る
。
北
浦
は
元
々
舟
は
作
ら
な
い
。
ま
た
、

字
モ
リ
の
場
合
に
は
日
曜
日
に
作
業
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
舟
作
り
は
ト
ウ
元
の
家
の
庭
先
で
行
わ
れ
る
が
、
現
在
で
は
字
モ
リ
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
の
東
の
舟
作
り
は
、
福
岡
市
立

能
古
老
人
い
こ
い
の
家
で
行
わ
れ
た
。
五
〇
本
ほ
ど
の
篠
竹
を
ロ
ー
プ
で
編
ん
で

つ
な
ぎ
、
三
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
二
本
の
竹
で
挟
ん
で
ロ
ー
プ
で
固
定
す
る
。
舟
の

先
に
あ
た
る
部
分
に
は
笹
葉
を
残
し
て
お
き
、
藤
蔓
で
巻
い
て
束
ね
、
舟
の
水
押

の
よ
う
に
反
ら
せ
て
固
定
す
る
（
写
真
三
）。
長
さ
は
約
八
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
は

約
一
メ
ー
ト
ル
。
舟
の
御
祓
い
や
モ
リ
モ
ン
の
容
器
洗
い
な
ど
も
こ
の
時
に
行
う
。

四
　
ヨ
ド
（
宮
座
の
前
日
）

　
一
〇
月
八
日
、
神
饌
の
調
理
を
す
る
。
こ
の
こ
と
を
「
キ
リ
モ
リ
」
と
言
う
。

始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
榊
葉
に
浸
し
た
お
汐
井
（
海
水
）
を
座
敷
や
作
業
場

に
振
っ
て
、
清
め
る
。
一
〇
時
頃
、
オ
キ
ョ
ウ
水
（
御
供
水
）
を
汲
み
に
行
く
。

東
と
江
ノ
口
は
能
古
小
学
校
裏
山
に
湧
く
ゴ
リ

ン
水
（
五
輪
水
・
五
厘
水
）
を
、
西
と
北
浦
は

田
ん
ぼ
の
か
し
ら
の
水
（
そ
れ
ぞ
れ
の
字
の
田

に
注
ぐ
最
上
流
の
水
口
）を
汲
む
。こ
の
オ
キ
ョ

ウ
水
を
使
っ
て
粳
の
新
米
を
炊
き
、
御
供
を
作

る
。
東
で
は
、
宿
の
庭
先
に
設
け
た
竈
で
御
供

を
炊
く
。
御
供
を
炊
く
の
は
両
親
健
在
の
男
性

で
あ
る
。
こ
の
御
供
が
炊
き
上
が
る
ま
で
の
間

に
、
集
会
所
内
で
モ
リ
モ
ン
を
作
る
。

　
キ
リ
モ
リ
で
準
備
す
る
の
は
、
竹
の
串

七
〇
〇
本
、
柿
二
〇
〇
個
、
栗
一
三
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
蜜
柑
二
〇
〇
個
、
ナ
マ
ノ
ク
サ
ケ
（
塩
押

写
真
一
　
門
注
連
（
北
浦
）

写
真
三
　
舟
（
東
）

写
真
ニ
　
ト
ウ
元
の
床
の
間
に
飾
ら
れ
た
御
幣（
東
）
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し
し
た
小
鯛
に
御
幣
を
巻
い
た
も
の
）
数
尾
な
ど
で
あ
る
。

　
一
五
時
頃
か
ら
キ
リ
モ
リ
が
始
ま
る
。
集
会
所
の
中
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
敷

き
、
そ
の
上
で
作
業
を
行
う
。

　
モ
リ
モ
ン
は
、
竹
を
削
っ
た
串
（
写
真
四
）
に
栗
・
柿
・
蜜
柑
を
挿
し
、
そ
れ

を
ホ
テ
に
差
し
込
ん
で
、
半
円
状
に
隙
間
無
く
盛
り
付
け
て
い
く
。
竹
串
を
刺
す

ホ
テ
は
、
植
物
の
茎
を
束
ね
て
円
筒
形
に
切
り
そ
ろ
え
た
も
の
で
あ
る
。
各
町
内

で
作
り
方
が
異
な
り
、
東
は
水
芋
の
茎
を
束
ね
て
茅
で
覆
っ
た
も
の
、
江
ノ
口
は

サ
ツ
マ
イ
モ
の
蔓
を
茅
で
覆
っ
た
も
の
（
写
真
五
）、
西
は
水
芋
の
茎
だ
け
束
ね

た
も
の
、
北
浦
は
干
し
た
水
芋
の
茎
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
蔓
を
束
ね
た
も
の
を
使
う
。

ま
た
、
東
・
江
ノ
口
・
西
で
は
、
モ
リ
モ
ン
の
容
器
の
底
に
は
ナ
マ
ノ
ク
サ
ケ
を

入
れ
る（
写
真
六
）。
東
・
江
ノ
口
は
一
尾
、西
は
二
尾
入
れ
る
。
北
浦
は
入
れ
な
い
。

　
本
社
用
の
大
モ
リ
モ
ン
は
、
柿
・
栗
・
蜜
柑
を
持
っ
た
台
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず

つ
作
る
（
計
三
台
）。
末
社
用
の
モ
リ
モ
ン
は
柿
・
栗
・
蜜
柑
を
取
り
混
ぜ
た
小

さ
な
物
を
作
る
。
末
社
用
は
各
字
で
作
る
数
が
異
な
っ
て
お
り
、
東
は
七
台
、
江

ノ
口
は
四
台
、
西
は
四
台
、
北
浦
は
三
台
作
る
。
果
実
が
刺
さ
っ
た
竹
串
を
、
容

器
に
入
っ
た
ホ
テ
に
下
の
方
か
ら
順
番
に
刺
し
て
い
く
。
完
成
が
近
づ
く
と
、
た

た
き
板
を
使
っ
て
、
隙
間
な
く
き
れ
い
な

半
円
形
に
な
る
よ
う
形
を
整
え
て
い
く

（
写
真
七
）。

　
モ
リ
モ
ン
作
り
が
終
わ
る
と
、
部
屋
に
敷
い
て
い
た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
剥
が

し
て
、
薦
を
敷
き
、
そ
の
上
で
オ
キ
ョ
ウ
苞
作
り
が
行
わ
れ
る
（
写
真
八
）。
こ

れ
に
関
わ
れ
る
の
は
、二
親
健
在
な
者
の
み
で
あ
る
。
オ
ゴ
ク
を
運
ぶ
者
（
一
人
）、

ユ
リ
に
移
す
も
の
（
一
人
）、
ユ
リ
で
こ
ね
る
者
（
一
人
）、
苞
に
包
む
者
（
二
人
）

の
四
人
が
一
組
と
な
っ
て
作
業
を
す
る
。
オ
キ
ョ
ウ
苞
を
作
る
間
は
、
口
に
半
紙

を
挟
ん
で
無
言
で
作
る
。
作
り
方
は
各
字
で
少
し
違
い
が
あ
り
、
東
・
江
ノ
口
は

ユ
リ
の
中
に
オ
ゴ
ク
を
い
れ
て
こ
ね
る
の
に
対
し
、
西
は
手
で
握
っ
て
作
る
。
ま

た
、北
浦
は
木
臼
に
入
れ
て
棒
杵
で
搗
い
て
作
る
。
そ
し
て
、苞
の
底
に
ナ
ラ
の
葉
・

カ
シ
ワ
の
葉
・
土
器
な
ど
地
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
も
の
を
敷
い
て
少
量
の
飯
を

盛
り
、
そ
の
上
に
円
錐
形
に
形
を
整
え
た
御
供
を
乗
せ
る
。
御
供
を
苞
で
包
む
よ

う
に
覆
い
、
穂
先
を
束
ね
る
と
、
藁
束
（
ム
ス
デ
）
を
下
か
ら
順
に
巻
き
上
げ
て

い
く
。
そ
の
際
東
で
は
、
二
人
が
向
か
い
合
い
、
藁
束
を
交
互
に
重
ね
な
が
ら
巻

き
上
げ
て
い
く
。
穂
先
近
く
ま
で
巻
く
と
、
藁
束
を
縛
っ
て
固
定
す
る
。
こ
れ
も

本
社
分
と
末
社
分
と
を
作
る
。

　
全
て
の
供
物
が
整
う
と
キ
リ
モ
リ
は
終
わ
る
（
写
真
九
）。
夕
方
に
な
っ
て
、

子
ど
も
達
が
「
キ
リ
モ
リ
、
参
ら
っ
し
ゃ
れ
よ
」
と
町
内
を
触
れ
て
回
る
（
写
真

一
〇
）
と
、人
び
と
は
集
会
所
に
集
ま
り
、

慰
労
の
宴
が
開
か
れ
る
。

写
真
四
　
竹
串
作
り
（
東
）

写
真
五
　
ホ
デ
作
り
（
江
ノ
口
）

　
写
真
六
　
モ
リ
モ
ン
の
容
器
と
ナ
マ
ノ
ク

　
　
　
　    

サ
ケ
（
西
）

　
写
真
七
　
た
た
き
板
を
使
っ
て
モ
リ
モ
ン  

　
　
　
　
　
を
整
形
す
る
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こ
の
日
の
夜
、
オ
ゴ
ク
を
炊
い
た
釜
に
お
湯

を
注
い
で
、
オ
ゴ
ク
の
残
り
に
麹
を
加
え
、
オ

ロ
ヘ
イ
と
い
う
、一
夜
限
り
の
甘
酒
を
仕
込
む
。

五
　
宮
座
当
日

　
一
〇
月
九
日
の
一
〇
時
の
少
し
前
、
ト
ウ
元

家
の
床
の
間
の
前
に
、
御
幣
持
ち
の
子
供
と
そ

の
父
親
（
子
供
の
介
添
と
し
て
母
親
が
座
の
横

に
つ
く
こ
と
も
あ
る
）、
保
存
会
の
会
長
（
一

名
）
と
世
話
人
（
二
名
）
が
、
向
か
い
合
っ
て

座
に
つ
き
、
鯛
・
鱠
・
汁
物
を
頂
き
盃
事
を
す

る
。
こ
れ
を
ミ
タ
テ
、
あ
る
い
は
ミ
タ
テ
の
膳

と
い
う
（
写
真
一
一
）。
ミ
タ
テ
は
一
〇
分
ほ

ど
で
終
了
す
る
。

　
御
幣
持
ち
は
、
三
～
五
歳
く
ら
い
の
男
児
が

選
ば
れ
る
。
元
は
ト
ウ
の
跡
継
ぎ
が
適
任
と
さ

れ
て
い
た
。
家
に
該
当
す
る
子
ど
も
が
い
な
い

場
合
に
は
、
近
所
や
親
戚
の
子
供
を
頼
ん
で
勤

め
て
も
ら
っ
た
。
御
幣
持
ち
は
、
裃
に
刀
を
腰

に
差
し
た
装
束
で
、
前
頭
部
に
は
金
（
銀
）
紙

で
つ
く
っ
た
三
日
月
型
の
紙
を
貼
る
。
本
来
は
、

前
頭
部
を
三
日
月
形
に
残
し
て
、
残
っ
た
髪
は

剃
り
上
げ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
略
さ
れ
て

現
行
の
よ
う
に
紙
型
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
ミ
タ
テ
が
終
わ
る
と
、
モ
リ
モ
ン
を
家
の
外

に
出
し
、
舟
に
乗
せ
る
。
一
〇
時
二
五
分
、
行

列
が
ト
ウ
元
の
家
を
出
発
（
写
真
一
二
）
し
、

御
幣
持
ち
と
神
饌
を
白
鬚
神
社
の
鳥
居
前
ま
で

送
る
。
三
〇
分
に
白
鬚
神
社
前
に
到
着
す
る（
写

真
一
三
）。

　
一
〇
時
四
五
分
頃
か
ら
、
東
（
写
真
一
四
）・

江
ノ
口
・
西
・
北
浦
（
巻
頭
図
版
）
の
順
に
参

道
入
り
し
、
神
饌
を
神
社
に
運
び
入
れ
る
。
鳥

居
を
く
ぐ
る
前
に
、
世
話
人
が
榊
に
浸
し
た
お

汐
井
や
砂
の
お
汐
井
を
一
人
一
人
に
振
り
か
け

て
清
め
る
。そ
の
際
に
つ
か
っ
た
榊
や
柄
杓
は
、

拝
殿
脇
に
あ
る
汐
井
台
の
上
に
備
え
る
。ま
た
、

参
道
を
進
む
際
、
モ
リ
モ
ン
は
左
肩
に
か
つ
い

で
運
ぶ
。
各
字
の
拝
殿
内
の
並
び
順
は
、
東
が

奥
右
、
江
ノ
口
が
奥
左
、
北
浦
が
手
前
右
、
西

が
手
前
左
で
あ
る
。

六
　
祭
典

　
一
一
時
に
神
事
が
始
ま
る
。
神
職
は
姪
浜
住
吉
神
社
か
ら
招
い
て
い
る
。
神
職
・

信
徒
総
代
・
御
幣
持
ち
と
そ
の
父
親
は
渡
殿
に
着
座
し
、
そ
の
他
は
拝
殿
に
座
る
。

　
先
ず
始
め
に
修
祓
を
行
い
、
開
扉
・
献
饌
と
続
く
。
献
饌
は
、
神
酒
・
洗
米
・
塩
・

野
菜
・
果
物
を
供
え
、
続
い
て
一
の
膳
（
三
方
に
栗
・
柿
・
蜜
柑
を
載
せ
、
そ
の

上
に
柏
の
葉
を
敷
い
て
洗
米
・
掛
鯛
・
柳
箸
を
供
え
た
も
の
）、
各
字
の
オ
キ
ョ
ウ
・

モ
リ
モ
ン
・
オ
ロ
ヘ
イ
、
神
殿
両
脇
の
矢
大
臣
（
矢
五
郎
様
）
に
神
饌
の
順
に
供

え
る
。
献
饌
の
際
に
は
口
に
和
紙
を
挟
み
、
神
饌
に
息
が
掛
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
併
行
し
て
末
社
へ
の
献
饌
も
行
わ
れ
る
（
写
真
一
五
）。

　
神
職
に
よ
る
祝
詞
奏
上
の
後
、
御
幣
返
還
と
穀
霊
渡
し
が
同
時
に
行
わ
れ
る
。

御
幣
返
還
と
は
、
本
殿
の
神
職
に
御
幣
持
ち
が
御
幣
を
返
す
儀
式
で
、
穀
霊
渡
し

で
は
、
新
穀
を
包
ん
だ
お
ひ
ね
り
が
神
職
か
ら
御
幣
持
ち
に
授
け
ら
れ
る
。
こ
の

新
穀
は
、
そ
の
日
に
炊
く
御
飯
に
混
ぜ
て
食
さ
れ
る
。
そ
の
後
玉
串
奉
奠
が
あ
り
、

撤
饌
・
閉
扉
と
な
り
神
事
が
終
了
す
る
。

七
　
直
会

　
祭
典
が
終
わ
る
と
直
会
が
あ
る
。
総
代
と
ト
ウ
は
拝
殿
の
中
で
直
会
を
し
、
境

写
真
九
　
北
浦
の
モ
リ
モ
ン

写
真
八
　
オ
キ
ョ
ウ
苞
を
作
る
（
東
）

写
真
一
〇
　
触
れ
周
り
の
子
供 

た
ち
　

　
　
　
　
　（
北
浦
）
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内
で
は
字
ご
と
に
幕
を
張
り
、
集
ま
っ
て

飲
食
を
す
る
。
ま
た
、
撤
饌
を
戸
数
分
の

袋
に
分
け
て
、
各
家
に
持
ち
帰
る
。
東
は

六
二
軒
だ
か
ら
六
〇
袋
に
分
け
る
。
江
ノ

口
は
二
八
袋
作
る
。
西
は
六
一
、
北
浦
は

三
〇
袋
弱
。

八
　
ト
ウ
渡
し

　
翌
年
の
ト
ウ
元
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
お
く
ん
ち
の
翌
日
に
ト
ウ
渡
し
が

行
わ
れ
る
。
今
年
の
ト
ウ
と
世
話
役
が
、

来
年
の
ト
ウ
元
を
訪
れ
、
祭
り
の
道
具
等

を
引
き
継
ぐ
。
御
幣
持
ち
も
同
席
す
る
。

新
旧
の
ト
ウ
が
向
か
い
合
っ
て
口
上
を
述

べ
、
神
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
簡
単
な
直
会

を
す
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
北
部
九
州
に
広
く
見
ら
れ
る
宮
座
行
事

の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
オ
キ
ョ
ウ
苞
や
モ
リ
モ
ン
と
い
っ
た

特
殊
神
饌
が
伝
わ
る
な
ど
、
近
世
以
来
の

祭
祀
の
姿
を
保
持
し
て
い
る
。
福
岡
市
域

に
は
、
鳥
飼
八
幡
宮
や
三
宅
若
八
幡
神
社

な
ど
に
、
こ
れ
に
類
似
し
た
特
殊
神
饌
の

事
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
佐
々
木

一
九
九
三
　
四
四
二
）。

（
須
永
　
敬
） 写

真
一
一   

ミ
タ
テ
（
東
）
左
側
中
央
の
子

　
　
　
　   

供
が
御
幣
持

写
真
一
三
　
舟
に
載
せ
せ
ら
れ
た
供
物
（
東
）

写
真
一
二
　
集
会
所
を
出
発
す
る
御
幣
持  

                     
ち
と
父
親
、
世
話
人
（
東
）

写
真
一
四
　
境
内
入
り

写
真
一
五
　
境
内
社
へ
の
モ
リ
モ
ン
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三
〇
　
薦こ

も
が替

え

【
テ
ー
マ
】
六
「
頭
屋
・
宮
座
」

【
別
名
】
岩
屋
神
社
の
薦
替
え

【
地
域
の
概
要
】

　
東
峰
村
は
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
三
月
二
八
日
に
小こ

石い
し

原わ
ら

村む
ら

と

宝ほ
う
し
ゅ
や
ま
む
ら

珠
山
村
が
合
併
し
て
発
足
し
た
自
治
体
で
、
福
岡
県
朝
倉
郡
に
属
し
て
い
る
。

福
岡
県
中
央
部
の
東
端
に
位
置
し
、
大
分
県
日
田
市
と
隣
接
し
て
い
る
。
総
面
積

五
一
・
九
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
山
林
原
野
が
約
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
、
南
北
に
延
び
る
。

 

　
岩
屋
神
社
周
辺
の
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
は
英
彦
山
火
山
山
地
の
西
部
に
位
置
し

て
い
る
。
英
彦
山
火
山
山
地
は
支
脈
を
西
に
延
ば
し
、
釈し
ゃ

迦か

ヶが

岳た
け

、
斫き
り

石い
し

峠と
う
げ、
大だ
い

日に
ち

ヶが

岳た
け

を
経
て
筑
前
国
と
豊
前
国
の
境
を
小
石
原
ま
で
伸
び
て
い
る
。
ま
た
、
支

脈
の
一
つ
は
大
日
ヶ
岳
か
ら
南
に
延
び
、
そ
の
中
の
標
高
三
三
六
メ
ー
ト
ル
地
点

に
岩
屋
神
社
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
岩
屋
神
社
一
帯
は
火
山
活
動
と
風
化
浸
食
に

よ
っ
て
で
き
た
安
山
岩
質
集
塊
岩
の
林
立
し
た
奇
岩
群
が
形
成
す
る
山
地
で
あ

る
。
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
は
耶
馬
日
田
英
彦
山
国
定
公
園
に
、
昭
和

三
五
（
一
九
六
〇
）
年
に
は
宝
珠
岩
屋
と
し
て
権
現
岩
・
熊
野
岩
な
ど
が
福
岡
県

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
福
岡
県
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
四
一
四
一
番
地
ほ
か
　
岩
屋
神
社

【
実
施
時
期
】
閏
年
の
一
〇
月
一
九
日
（
旧
九
月
一
九
日
）

【
伝
承
組
織
】

　
薦
替
え
は
岩
屋
神
社
の
氏
子
で
あ
る
竹
地
区
・
岩
屋
地
区
・
栗
松
地
区
に
よ
っ

て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
行
事
を
執
り
行
う
氏
子
は
、
全
体
責
任
者
の
総
代
会
長
が

一
名
お
り
、
三
地
区
か
ら
総
代
が
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
、
そ
の
下
に
同
じ
く
三
地

区
か
ら
選
出
さ
れ
た
神
社
委
員
一
三
～
一
四
名
か
ら
な
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
岩
屋
神
社
の
創
建
は
継
体
天
皇
二
六
（
五
三
二
）
年
に
善
正
上
人
が
開
基
し
た

と
言
わ
れ
る
。『
筑
前
州
上
座
郡
寶
珠
山
邑
岩
屋
神
社
來
歴
畧
記
』
に
よ
る
と
欽

明
天
皇
八
（
五
四
八
） 

年
の
あ
る
日
、
突
然
、
光
り
輝
く
も
の
が
天
か
ら
岩
屋
の

岩
上
に
降
っ
て
き
た
。
社
僧
達
が
登
っ
て
み
る
と
、
岩
屋
の
絶
頂
の
岩
上
に
光
明

に
輝
く
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
宝
珠
石
と
名
付
け
岩
屋
神
社
の
御
神
体
と
し
て
祀

り
神
殿
を
造
っ
た
と
あ
る
。
大
化
四
（
六
四
八
）
年
閏
九
月
一
九
日
に
は
、
宝
珠

山
の
二
人
の
老
農
に
託
宣
が
あ
り
、
宝
珠
石
を
薦
で
包
ん
で
祀
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
以
降
は
閏
年
の
九
月
一
九
日
に
は
、
夜
中
に
目
隠
し
を
し
、
口
に
榊
の
葉
を

く
わ
え
て
手
探
り
で
数
枚
の
薦
を
残
し
て
薦
を
取
り
替
え
る
た
め
、
誰
も
宝
珠
石

を
見
た
も
の
は
い
な
い
。
薦
替
え
の
と
き
に
も
の
を
言
う
と
口
が
き
け
な
く
な
り
、

宝
珠
石
を
直
接
見
る
と
目
が
潰
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

準
備

　
令
和
二（
二
〇
二
〇
）年
九
月
一
五
日
、

薦
を
編
む
た
め
の
カ
ヤ
の
刈
り
取
り
を

行
う
。
以
前
は
自
生
し
て
い
る
カ
ヤ
を

使
用
し
て
い
た
が
、
年
々
自
生
の
カ
ヤ

が
減
少
し
て
い
る
た
め
現
在
は
畑
を
借

り
て
カ
ヤ
を
栽
培
し
て
い
る
。
ま
た
以

前
は
根
元
か
ら
刈
り
取
る
た
め
に
鎌
を

使
っ
て
手
刈
り
し
て
い
た
が
、
現
在
は

草
刈
り
機
を
使
用
し
て
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
カ
ヤ
場
と
し
て
い
る
畑
は
管
理

の
た
め
に
薦
替
え
が
無
い
年
も
刈
り
取

り
を
行
っ
て
い
る
。

写
真
一
　
カ
ヤ
の
影
干
し
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刈
り
取
っ
た
カ
ヤ
は
そ
の
場
で
仮
選
別
を
行
う
。
仮
選
別
さ
れ
た
カ
ヤ
は
肩
に

担
げ
る
程
度
の
束
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
の
薦
替
え
で
準

備
さ
れ
た
カ
ヤ
は
三
〇
束
程
で
あ
っ
た
。

　
刈
り
取
っ
た
カ
ヤ
を
竹
地
区
に
あ
る
牛
舎
跡
地
（
地
元
の
人
は
「
ダ
ン
チ
」
と

呼
ぶ
）
に
運
び
込
み
、
改
め
て
選
別
を
行
う
。
選
別
で
は
色
が
悪
い
も
の
、
成
長

が
悪
く
短
い
も
の
等
を
選
り
分
け
、
根
元
の
芯
に
あ
る
ゴ
ミ
を
取
り
除
い
て
い
く
。

選
別
が
終
わ
る
と
牛
舎
内
で
は
ぜ
掛
け
を
し
て
日
陰
干
し
に
す
る
（
写
真
一
）。

直
射
日
光
や
雨
に
あ
た
る
と
カ
ヤ
の
色
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。
選

別
作
業
中
も
カ
ヤ
を
積
み
重
ね
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
蒸
れ
て
熱
を
持
ち
、
色
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
作
業
を
中
断
す
る
際
は
広
げ
た
状
態
に
す
る
。
き
ち
ん
と

干
せ
る
と
綺
麗
な
緑
色
に
な
る
。

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
一
〇
月
一
一
日
八
時
、
総
代
・
神
社
委
員
合
わ
せ
て

一
四
名
が
岩
屋
神
社
境
内
に
集
ま
り
、
薦
編
み
と
注
連
縄
作
り
に
分
か
れ
て
作
業

を
行
う
。
薦
編
み
は
専
用
の
編
み
台
を
使
用
す
る
。
編
み
台
は
四
台
あ
る
。
編
み

台
に
は
五
対
の
コ
マ
が
つ
い
て
い
て
、
対
に
な
る
コ
マ
を
前
後
に
交
差
す
る
よ
う

に
し
て
編
み
上
げ
る
（
写
真
二
・
三
）。

　
薦
の
編
み
方
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
対
に
な
る
コ
マ
に
左
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一

～
五
の
番
号
を
付
け
た
。
編
み
台
の
上
に
五
本
一
束
程
の
カ
ヤ
を
置
き
、
一
、三
、

五
の
コ
マ
を
交
差
さ
せ
る
。
ま
た
カ
ヤ
を
置
き
二
、四
の
コ
マ
を
交
差
さ
せ
る
。

こ
の
作
業
を
繰
り
返
し
て
い
く
。
コ
マ
に
は
全
長
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
藁
紐
が
巻

き
付
け
て
あ
り
、
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
薦
を
編
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

薦
は
祭
日
ま
で
に
一
三
枚
を
製
作
す
る
。

　
一
〇
数
年
前
ま
で
は
神
社
役
員
が
個
人
宅
で
編
ん
で
い
た
が
、
個
人
宅
で
編
む

と
薦
の
大
き
さ
に
ば
ら
つ
き
が
で
る
た
め
、
境
内
に
参
集
し
て
編
む
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

　
こ
の
日
の
作
業
の
他
、
一
〇
月
一
五
日
に
薦
編
み
作
業
の
続
き
、
一
〇
月
一
八

日
に
注
連
縄
の
房
飾
り
作
り
、
同
日
夕
方
に
三
升
三
合
三
勺
の
も
ち
米
を
搗
き
、

二
段
重
ね
の
餅
を
祭
礼
当
日
に
一
三
箇
所
に
供
え
る
。
こ
れ
は
交
換
す
る
注
連
縄

と
同
じ
数
で
あ
る
。
餅
は
赤
餅
と
白
餅
が
あ
り
、
赤
餅
に
は
小
豆
で
作
っ
た
塩
餡

を
載
せ
る
。

祭
礼
当
日

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
一
〇
月
一
九
日
、
八
時
に
総
代
・
神
社
委
員
が
岩
屋

神
社
社
務
所
に
集
合
す
る
。
総
代
会
長
の
挨
拶
の
後
、
全
員
で
御
神
酒
を
い
た
だ

き
、
一
三
箇
所
の
注
連
縄
を
取
り
替
え
る
作
業
に
取
り
か
か
る
。
連
縄
は
薦
替
え

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
の
お
く
ん
ち
の
際
に
取
り
替
え
る
。
そ
の
間
、
総

代
会
長
は
お
供
え
物
の
準
備
を
行
う
。
お
供
え
は
オ
ゴ
ク
サ
マ
（
新
米
）、鯛
、餅
、

シ
ト
イ
（
シ
ト
ギ
）、
オ
ア
シ
（
ア
オ
キ
の
枝
で
作
っ
た
箸
）
を
供
え
る
。
本
殿

に
は
上
記
の
他
、
生
米
、
い
り
こ
、
塩
、
根
菜
、
葉
物
、
成
物
を
供
え
る
。

　
八
時
二
〇
分
、
岩
屋
神
社
境
内
に
移
動
し
、
注
連
縄
に
房
飾
り
を
取
り
付
け
て

い
く
。
九
時
、
社
域
の
一
番
下
に
あ
る
鳥
居
か
ら
注
連
縄
を
取
り
替
え
る
作
業
が

始
ま
る
。
一
〇
時
、
宝
珠
石
が
祀
ら
れ
て
い
る
岩
屋
神
社
本
殿
の
注
連
縄
の
取
り

換
え
と
掃
除
・
畳
の
準
備
を
行
う
。
一
一
時
一
五
分
、
本
殿
へ
の
お
供
え
を
三
名

で
運
び
、
運
び
終
え
る
と
本
殿
で
お
参
り
す
る
。
一
一
時
四
〇
分
、
境
内
に
取
り

替
え
た
古
い
注
連
縄
を
集
め
、
燃
や
す
。

写
真
二
　
薦
編
み

写
真
三
　
編
み
上
が
っ
た
薦
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昼
食
後
、
一
二
時
五
四
分
、
薦
を
準
備
し
本
殿
に
向
か
う
。
本
殿
向
か
っ
て
左

側
に
薦
を
並
べ
て
い
く
。
こ
の
と
き
、
宝
珠
石
に
薦
を
被
せ
た
と
き
に
な
る
べ
く

綺
麗
な
も
の
が
表
面
に
来
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
。
一
三
時
三
〇
分
、
神
職
、

村
長
ら
来
賓
が
本
殿
に
到
着
す
る
。
岩
屋
神
社
に
は
神
職
は
常
駐
し
て
お
ら
ず
、

近
隣
の
神
社
に
依
頼
し
て
祭
礼
行
事
の
際
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
一
三
時
四
〇
分
、
神
職
、
総
代
会
長
、
村
長
が
本
殿
に
上
が
り
、
神
事
が
始
ま

る
。
祝
詞
の
奏
上
、
修
祓
を
終
え
、
薦
替
え
が
始
ま
る
。
ま
ず
宝
珠
石
へ
の
お
供

え
物
と
宝
珠
石
を
囲
っ
て
い
た
木
枠
を
取
り
外
す
。
そ
の
後
、
作
業
を
行
う
六
名

が
さ
ら
し
布
で
目
隠
し
を
し
、
口
に
は
榊
を
く
わ
え
、
薦
の
周
り
に
張
ら
れ
た
注

連
縄
を
四
名
が
手
探
り
で
ほ
ど
き
、
取
り
外
し
、
残
り
の
二
名
に
手
渡
し
て
い
く
。

目
隠
し
を
し
て
い
る
た
め
、
作
業
が
難
航
す
る
場
面
が
見
ら
れ
る
。

　
注
連
縄
を
外
す
と
、
宝
珠
石
に
か
け
ら
れ
た
古
い
薦
を
四
名
が
外
し
て
い
き
、

二
名
が
運
び
出
し
、本
殿
の
外
で
待
機
し
て
い
る
神
社
委
員
に
手
渡
し
て
い
く
（
写

真
四
）。
一
番
外
側
の
古
い
薦
は
茶
色
に
変
色
し
て
い
る
も
の
の
、
内
側
に
あ
る

古
い
薦
は
ま
だ
緑
色
を
残
し
て
い
る
。
一
二
枚
の
古
い
薦
が
取
り
外
さ
れ
る
と
、

新
た
な
薦
一
三
枚
を
掛
け
て
い
く
。
掛
け
終
わ
る
と
、
一
本
の
長
い
注
連
縄
を
宝

珠
石
の
上
面
か
ら
一
段
目
、二
段
目
、三
段
目
と
巡
ら
せ
な
が
ら
結
ん
で
い
く
（
写

真
五
）。

　
一
四
時
三
六
分
、注
連
縄
を
張
り
終
え
、目
隠
し
を
外
し
、宝
珠
石
を
囲
う
木
枠
・

お
供
え
物
を
元
に
戻
し
て
い
く
。
神
職
・
総
代
会
長
・
村
長
が
再
び
本
殿
に
あ
が
り
、

例
年
行
わ
れ
て
い
る
お
く
ん
ち
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
薦
替
え
の
間
、
作
業
す
る

氏
子
は
も
ち
ろ
ん
、
総
代
、
来
賓
ら
の
参
列
者
は
一
言
も
言
葉
を
発
せ
ず
、
厳
か

な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た
。

　
一
四
時
五
三
分
、
全
て
の
神
事
が
終
了
す
る
。
総
代
会
長
、
来
賓
は
直
会
が
行

わ
れ
る
社
務
所
に
向
か
う
。
神
社
委
員
は
本
殿
の
片
付
け
を
行
い
、
取
り
替
え
た

古
い
薦
を
境
内
に
運
び
、
燃
や
し
て
い
く
。
直
会
で
は
お
供
え
物
の
鯛
を
使
っ
た

煮
物
料
理
等
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

（
内
野
　
嗣
昭
）

写
真
四
　
古
い
薦
を
取
り
外
す

写
真
五
　
新
し
い
薦
に
張
替
え
注
連
縄
を
張
る
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三
一
　
献け
ん
す
い水
神し
ん
事じ

・
水み
ず
占う
ら
ない

【
指
定
等
】

　
種
類
　
吉よ
し
と
み
ま
ち

富
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
壺つ
ぼ

神
社
の
献
水
神
事
と
水
占
い

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
四
月
一
日

【
テ
ー
マ
】
一
一
「
託
宣
・
占
い
」

【
別
名
】
壺
神
社
の
献
水
神
事
と
水
占
い

　「
御
神
水
奉
献
祭
」、「
お
水
汲
み
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

【
地
域
の
概
要
】

　
吉
富
町
は
、
福
岡
県
の
最
東
端
に
位
置
し
、
北
は
周
防
灘
、
西
は
豊
前
市
、
南

は
上
毛
町
、
東
は
大
分
県
中
津
市
に
接
す
る
。
面
積
は
五
・
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
町
の
中
央
を
東
西
に
県
道
一
一
三
号
線
が
走
り
、
豊
前
市
と
中
津
市

を
結
ん
で
い
る
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
一
〇
月
の
世
帯
数
三
〇
二
六
、
人
口

六
七
二
七
人
で
、
就
業
人
口
の
多
く
は
第
二
・
三
次
産
業
で
あ
り
、
第
一
次
産
業

就
業
者
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。

　
土つ
ち

屋や

は
、
町
内
の
西
側
に
位
置
し
、
佐さ

い井
川が
わ

の
流
域
、
豊
前
平
野
東
部
に
位
置

す
る
。
地
名
の
由
来
は
、「
垣
を
め
ぐ
ら
せ
た
相
当
身
分
あ
る
土
屋
氏
の
屋
敷
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
土
屋
垣
の
名
が
起
こ
り
、
そ
の
後
、
土
屋
と
略
称
さ
れ
る
」（
吉

富
町
誌 

一
九
五
五
）
と
あ
る
。

　
江
戸
期
は
、
豊
前
国
上
毛
郡
土
屋
垣
村
で
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
ま
で

の
村
名
で
あ
る
。
は
じ
め
小
倉
藩
領
で
寛
永
九
年
か
ら
中
津
藩
領
、
慶
応
三
年
佐

井
川
以
西
の
み
が
小
倉
藩
領
と
な
る
な
ど
、
歴
史
的
に
は
中
津
地
域
と
の
関
係
が

深
く
、
そ
れ
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
の
戸
数
六
一
、
人
口
三
〇
五
。
同
二
一
年
の
戸
数

五
四
・
人
口
三
〇
一
、
反
別
一
九
町
七
反
（『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
三
）。
同
二
二

年
東
吉
富
村
の
大
字
と
な
り
、
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
か
ら
は
吉
富
町
の
大

字
と
な
り
現
在
に
至
る
。
令
和
二

（
二
〇
二
〇
）
年
の
国
勢
調
査
で

は
、
世
帯
一
七
五
、
人
口
四
二
八

人
（
男
性
二
〇
九
人
・
女
性

二
一
九
人
）
で
、
人
口
は
増
加
し

て
い
る
。
区
内
の
七
組
の
内
、
四

組
か
ら
七
組
は
新
興
住
宅
地
で
あ

る
。面
積
〇
・
四
四
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）

年
時
点
で
、
土
屋
区
一
六
一
戸
の

う
ち
、
農
業
を
営
む
家
は
一
割
に

も
満
た
な
い
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】　

　
築
上
郡
吉
富
町
土
屋
　
壺
神
社

（
図
一
）

【
実
施
時
期
】

　
一
〇
月
一
四
日
（
壺
神
社
の
秋
祭
り
）

　
時
期
に
つ
い
て
は
、大
正
一
四（
一
九
二
五
）年
の
神
事
に
使
用
す
る
器
の
箱
に
、

旧
一
〇
月
一
四
日
の
筆
書
き
が
あ
る
。
ま
た
、「
昭
和
一
一
年
発
行
の
小
倉
郷
土

会
の
雑
誌
『
豊
前
』
に
は
新
暦
一
〇
月
一
〇
日
に
行
っ
た
」
と
の
記
載
も
あ
る
（
吉

富
町
誌 

一
九
五
五
）
が
、
古
老
た
ち
の
話
に
よ
れ
ば
一
〇
月
一
四
日
午
前
五
時
に

祭
典
を
執
り
行
う
よ
う
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

【
伝
承
組
織
】

　
土
屋
地
区
で
伝
承
さ
れ
、
祭
り
で
は
、
宮
司
、
神
社
総
代
、
引
き
受
け
組
で
運

営
が
行
わ
れ
る
。
神
社
総
代
が
三
名
で
、
引
受
け
組
と
は
、
自
治
会
の
下
に
、
隣

組
が
七
組
（
四
～
七
組
ま
で
は
、
新
興
の
人
達
で
あ
る
）
あ
る
が
、
こ
の
組
を
引

き
受
け
組
と
い
っ
て
、
そ
の
年
の
祭
り
の
世
話
を
す
る
組
が
年
ご
と
に
割
り
当
て 50m

壺神社

御神水汲み場

佐井川 図
一
　
行
事
の
実
施
地
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ら
れ
て
い
る
。
引
き
受
け
組
は
、
元
々
は
五
軒
単
位
で
受
け
て
い
た
（
平
成
一
五

（
二
〇
〇
三
）
年
ま
で
）。
こ
の
ほ
か
、
運
営
に
は
有
志
の
参
加
も
あ
る
。

【
伝
承
・
由
来
】

　
い
く
つ
か
の
伝
承
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
要
約
す
る
と
、
弘
安
（
一
二
七
八
～

一
二
八
八
）
の
頃
に
、
土
屋
村
の
守
神
の
御
神
体
が
盗
難
に
あ
っ
た
。
あ
る
夜
、

土
屋
村
の
長
で
あ
る
土
屋
三
郎
左
衞
門
と
い
う
人
に
夢
で
神
霊
の
降
臨
を
告
げ
る

お
告
げ
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
隣
村
の
神
主
重
松
大
和
守
盛
氏
と
相
談
し
た
結
果
、

居
置
ノ
淵
に
水
を
張
り
小
壺
を
沈
め
た
。
そ
し
て
村
人
の
主
だ
っ
た
六
人
が
一
七

日
前
か
ら
体
を
浄
め
、
神
楽
を
奏
し
な
が
ら
、
渕
の
東
岸
で
神
の
降
臨
を
七
日
七

夜
祈
願
し
た
。
満
願
の
日
、
弘
安
四
（
一
二
八
一
）
年
辛
己
一
〇
月
一
四
日
の
明

け
方
、
急
に
空
が
明
る
く
な
り
、
た
な
び
く
雲
の
中
か
ら
一
条
の
火
柱
が
走
り
、

明
星
の
神
が
壺
中
に
天
降
っ
た
。
三
郎
左
衞
門
は
直
ち
に
渕
に
飛
び
込
ん
で
神
霊

の
宿
っ
た
壺
を
奉
じ
、
村
人
の
六
人
が
小
祠
を
新
築
し
て
、
星
壺
大
明
神
と
称
し
、

土
屋
村
の
氏
神
と
し
て
祀
っ
た
。
一
年
後
、
明
星
を
壺
の
中
に
納
め
た
も
の
の
、

水
が
蒸
発
す
る
の
を
恐
れ
た
土
屋
三
郎
左
衞
門
が
、
一
年
後
に
再
び
川
に
飛
び
込

み
、
神
が
壺
の
中
に
永
遠
に
留
ま
る
よ
う
に
と
同
じ
渕
の
水
を
汲
ん
で
壺
に
い
れ

た
。
こ
の
出
来
事
が
、
神
事
の
起
因
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
宮
の
坊
が
裏
手
に
あ
っ
た
の
で
宮
ノ
渕
と
も
呼
ば
れ
る
。
神
社
の
南
側
の

崖
下
が
く
れ
込
ん
だ
大
変
深
い
渕
で
、
奥
に
は
渕
主
の
大
鯰
が
住
ん
で
い
る
と
い

う
。
ま
た
、
吉
富
町
大
字
幸こ
う

子じ

の
山
国
川
筋
の
海
老
が
渕
に
杵
を
落
と
し
た
と
こ

ろ
、
宮
坊
の
渕
ま
で
流
れ
て
き
て
、
浮
か
び
上
が
っ
た
、
と
い
う
伝
説
も
あ
る
（
吉

富
文
化
財
協
議
会 

一
九
八
四
）。

【
実
施
内
容
】

　
祭
り
の
準
備
　
九
月
の
始
め
頃
、
自
治
会
の
役
員
会
で
協
議
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

引
受
け
組
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。
二
週
間
前
に
、
〆
の
子
（
藁
さ
が
り
）
製
作

（
写
真
一
）、
一
週
間
前
に
注
連
縄
の
張
り
替
え
を
行
う
。
前
日
に
お
水
汲
み
場
の

注
連
縄
を
張
り
、
祭
典
の
道
具
等
の
準
備
を
行
う
。
水
汲
み
用
の
手
桶
は
、
事
前

に
神
社
総
代
が
持
ち
帰
り
水
に
浸
け
て
お
く
（
写
真
二
）。

　
祭
り
当
日
　
四
時
三
〇
分
か
ら
関
係
者
が
集
ま
り
準
備
を
始
め
る
。
そ
し
て
、

神
殿
前
の
幣
殿
に
神
社
総
代
・
囃
子
方
・
祭
り
引
受
け
組
・
自
治
会
長
等
が
集
ま

る
。
幣
殿
の
中
央
に
は
引
受
け
組
か
ら
選
ば
れ
た
奉
仕
者（
献
水
の
水
汲
み
者
）が
、

裸
に
新
調
の
白
褌
・
ワ
ラ
ジ
履
き
の
姿
で
注
連
縄
を
張
っ
た
手
桶
の
前
に
座
す
。

水
汲
み
の
奉
仕
者
は
、
本
来
少
年
が
担
当
す
る
が
、
少
子
化
も
あ
っ
て
探
す
の
に

苦
労
し
て
お
り
、今
年
は
、壮
年
の
男
性
が
行
っ
た
。
本
来
、奉
仕
者
に
つ
い
て
は
、

「
病
弱
の
者
か
ら
優
先
し
た
と
い
わ
れ
る
」（
吉
富
町
役
場
編 

一
九
五
五
）。

①
修
祓
の
儀
　
五
時
か
ら
神
事
が
始
ま
る
。「
三
時
の
記
載
も
あ
る
」（
吉
富
町
役

場
編 

一
九
五
五
）。
そ
れ
に
合
わ
せ
祝
詞
囃
子
が
神
事
の
間
奏
さ
れ
る
。
水
器
具
・

奉
仕
者
に
お
祓
い
を
受
け
る
。
修
祓
の
儀
が
終
わ
る
と
、
奉
仕
者
は
闇
夜
の
中
、

手
桶
を
持
っ
て
駆
け
出
し
、
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
佐
井
川
上
流
の
水

汲
み
場
へ
と
向
か
う
。

②
御
水
採
り
の
儀
　
奉
仕
者
は
、
佐
井
川
に
入
り
注
連
縄
を
張
っ
た
所
定
の
場
所

（
巻
頭
図
版
）
で
手
桶
に
御
神
水
を
汲
ん
で
神
社
へ
戻
る
（
写
真
三
）（
※
佐
井
川

で
奉
仕
者
が
水
を
汲
む
姿
は
撮
影
不
可
）。
本
来
、
御
神
水
は
、
神
社
横
の
「
宮

写
真
二
　
水
汲
み
用
の
手
桶

写
真
一
　
〆
の
子
つ
く
り
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の
坊
の
渕
」で
汲
ん
で
い
た
が
、現
在
は
埋
め
ら
れ
、御
神
水
碑
が
建
つ（
写
真
四
）。

　
同
時
に
神
殿
で
は
宮
司
に
よ
る
大
祓
詞
が
奏
上
さ
れ
、
開
扉
に
際
し
御
簾
が
下

げ
ら
れ
る
。
神
社
総
代
（
マ
ス
ク
・
白
手
袋
着
用
）
は
神
殿
の
南
側
廊
下
で
奉
仕

者
か
ら
水
の
入
っ
た
手
桶
を
受
け
取
る
。

③
神
水
奉
献
の
儀
　
宮
司
が
御
簾
の
下
か
ら
差
し
出
し
た
大
器
（
片
口
鉢
）
を
神

社
総
代
が
受
け
取
り
、
手
桶
の
御
神
水
を
柄
杓
で
注
ぎ
入
れ
る
。
満
水
ま
で
入
れ

て
、
御
簾
の
下
か
ら
宮
司
に
戻
す
。
宮
司
は
大
器
か
ら
小
器
に
御
神
水
を
移
し
、

御
神
体
の
御
壷
に
奉
献
す
る
。
一
年
間
に
御
壷
か
ら
蒸
発
し
た
減
水
量
を
小
器
で

注
ぎ
入
れ
て
満
水
に
す
る
。
小
器
の
残
水
を
大
器
に
戻
す
。
大
器
の
残
水
を
御
簾

の
下
か
ら
神
社
総
代
に
差
し
出
す
。

④
残
水
拝
見
の
儀
　
神
社
総
代
は
大
器
の
残
水
を
長
老
達
に
見
せ
、
御
壷
に
納

ま
っ
た
御
神
水
の
多
寡
を
協
議
す
る
（
図
二
）。
御
壷
に
多
く
納
ま
れ
ば
、
翌
年

は
相
当
の
水
が
必
要
で
あ
る
事
を
意
味
し
、
旱
魃
の
前
兆
で
あ
る
。
逆
に
少
な
い

納
ま
り
は
、
翌
年
は
雨
の
多
い
年
で
あ
る
と
占
う
。
理
想
は
六
分
程
度
の
納
ま
り

で
、
七
分
位
の
納
ま
り
は
、
ま
ず
ま
ず
の
年
と
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
に
気
を
つ
け

写
真
四
　
御
神
水
碑

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
占
い
は
、
御
壺
に
納
ま
っ
た
残
水
で
行
い
、
大
器
の

残
水
の
多
少
量
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
長
老
達
に
よ
っ
て
協
議
さ
れ
た
後
、参
拝
者
一
同
に
残
水
を
見
せ
て
（
写
真
五
）、

翌
年
の
降
水
量
を
占
っ
た
結
果
を
説
明
す
る
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
の
結
果

に
つ
い
て
は
、「
納
ま
り
は
や
や
少
な
く
、
来
年
、
雨
は
多
い
だ
ろ
う
」
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
参
拝
者
へ
の
拝
観
説
明
が
終
わ
る
と
、
大
器
の
残
水
は
奉
仕
者
が
汲
ん
だ
手
桶

に
戻
す
。
奉
仕
者
は
、神
社
総
代
よ
り
手
桶
を
受
取
り
、渕
跡
の
御
神
水
碑
に
返
し
、

献
水
神
事
は
終
了
す
る
。
神
事
の
所
要
時
間
は
、
約
一
時
間
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
、引
き
続
き
「
秋
祭
り
」
が
執
行
さ
れ
る
。
次
第
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
献
饌
の
儀
・
②
修
祓
の
儀
・
③
祝
詞
奏
上
・
④
一
同
列
拝
・
⑤
撤
饌
の
儀

　
こ
の
後
、
例
年
で
あ
れ
ば
午
後
か
ら
「
土
屋
神
楽
」
が
奉
納
さ
れ
る
が
、
今
回

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。
令
和

元
（
二
〇
一
九
）
年
の
記
録
で
は
、
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま
で
と
、
一
時
間
の
直

会
を
挟
ん
で
、
一
八
時
か
ら
再
開
し
二
一
時
頃
ま
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
長
谷
川
　
清
之
）

写
真
三
　
お
水
採
り
の
儀

図
二
　
献
水
量
測
定
及
び
水
占
い
表

写
真
五
　
残
水
拝
見
の
儀



231

三
二
　
ど
ん
き
ゃ
ん
き
ゃ
ん

　【指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
ど
ん
き
ゃ
ん
き
ゃ
ん
（
広
田
八
幡
神
社
神
幸
行
事
）

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
三
月
六
日

【
テ
ー
マ
】
三
二
「
神
幸
行
事
」

【
名
称
】
ド
ン
キ
ャ
ン
キ
ャ
ン
、
廣
田
八
幡
宮
神
幸
祭
、
風
流

【
地
域
の
概
要
】

　
み
や
ま
市
瀬
高
町
文あ

や
ひ
ろ廣

及
び
本ほ

ん
ご
う郷

は
、
市
の
中
心
部
か
ら
北
北
西
に
位
置
し
、

北
、
東
は
筑
後
市
、
西
は
柳
川
市
と
隣
接
し
て
い
る
。
文
廣
及
び
本
郷
は
矢
部
川

と
そ
の
支
流
で
あ
る
沖
端
川
の
分
岐
点
に
位
置
す
る
平
野
部
の
農
村
で
あ
る
。
矢

部
川
の
東
岸
が
文
廣
、西
岸
が
本
郷
で
あ
る
。
農
業
従
事
者
が
多
く
、ナ
ス
や
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
る
。

　
文
廣
に
は
、
中
世
の
諸
相
を
伝
え
る
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。
神
社
の
南
に
は
大

永
五
（
一
五
二
五
）
年
造
立
の
自
然
石
図
像
板
碑
「
筑
後
国
下
妻
郡
広
田
庄
本
郷

之
村
芳
司
町
笑
酒
施
主
板
橋
助
種
」（
通
称
エ
ベ
ス
サ
ン
）
が
あ
る
。
碑
中
の
板

橋
氏
は
、
文
永
一
一
（
一
二
七
四
）
年
頃
、
南
筑
後
に
設
置
さ
れ
た
三
市
場
の
一

つ
芳
司
市
場
を
管
轄
し
て
い
た
板
橋
家
と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
郷
で
は
、
天
文
一
二
（
一
五
四
三
）
年
、
肥
前
（
龍
造
寺
）
の
軍
に
対
抗
す

る
た
め
、
檀だ
ん
お
お
す
い

大
炊
助の
す
けが
本
郷
城
を
築
城
し
た
地
と
さ
れ
、
そ
の
子
孫
檀
（
壇
）
氏

は
天
正
一
五
（
一
五
八
七
）
年
以
降
世
襲
大
庄
屋
に
命
じ
ら
れ
た
。
柳
河
藩
三
代

藩
主
立
花
鑑
虎
の
時
代
に
は
、
原
町
往
還
（
薩
摩
街
道
）
の
経
路
が
変
更
さ
れ
本

郷
は
参
務
交
代
の
駅
路
と
な
っ
た
。

　
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
、
芳
司
村
と
隣
接
す
る
吉
岡
村
が
合
併
し
文
廣
村

と
な
り
、
本
郷
村
と
と
も
に
山
門
郡
に
編
入
し
た
。
一
〇
年
後
、
文
廣
村
、
本
郷

村
は
本
郷
村
と
し
て
合
併
し
て
い
る
。
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
か
ら
は
瀬
高

町
の
一
地
区
と
な
っ
た
。
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
、
山
門
郡
山
川
町
、
三
池

郡
高
田
町
と
合
併
し
み
や
ま
市
と
な
っ
た
。

　
各
地
区
は
い
く
つ
か
の
小
区
「
小し

ゅ
う
じ路

」
か
ら
な
る
。
文
廣
は
橋は

し
ぐ
ち口

、大お
お

城き

戸ど

（
ま

た
は
中な
か
し
ゅ
う
じ

小
路
）
今い

ま
ま
ち町

、
作

つ
く
り

出で

、
本
郷
は
本
郷
町
瀬せ

戸と

島じ
ま

、
仲な

か

土ど

居い

、
小こ

う

路じ

、
作
出

か
ら
な
る
。
こ
の
小
区
は
さ
ら
に
数
軒
か
ら
な
る
「
小し
ゅ
う
じ路

（
小こ

ぐ
み組

と
も
言
う
）」

に
分
か
れ
て
お
り
、
特
に
文
廣
は
こ
れ
ら
の
小
路
が
祭
祀
組
織
で
あ
る
宮
座
の

「
座ざ
ぐ
み組

」
に
関
係
し
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
み
や
ま
市
瀬
高
町
文
廣
、
み
や
ま
市
瀬
高
町
本
郷
、
廣
田
八
幡
宮

【
実
施
時
期
】

　
一
一
月
三
日
（
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
か
ら
）

（『
廣
田
八
幡
宮
縁
起
』（
元
禄
一
四
年
）
中
で
は
、
一
一
月
一
九
日
、
明
治
時
代

は
一
二
月
二
一
日
、
昭
和
時
代
に
一
〇
月
一
七
日
な
ど
複
数
回
の
変
更
あ
り
）

【
伝
承
組
織
】

　
み
や
ま
市
瀬
高
町
文
廣
一
七
二
　
廣
田
八
幡
宮

　
ど
ん
き
ゃ
ん
き
ゃ
ん
保
存
会

（
以
上
、
福
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
時
の
継
承
団
体
）

　
廣
田
八
幡
宮
の（
廣
田
家
）を
中
心
に
、宮
座「
本ほ

ん

座ざ

」・「
新し

ん

座ざ

」（
文
廣
）、「
本
座
」・

「
神し
ん

座ざ

」（
本
郷
）、宮
総
代
の
他
、区
長
会
や
消
防
団
、水
防
団
（
本
郷
）、ど
ん
き
ゃ

ん
き
ゃ
ん
保
存
会
な
ど
複
数
の
団
体
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
江
戸
時
代
は
柳
河
藩
領
の
下
妻
郡
に
属
し
て
い
た
本
郷
村
、
大
江
村
、

芳
司
村
（
現
文
廣
）、
吉
岡
村
、
久
良
原
村
、
折
地
村
、
今
寺
村
、
古
賀
村
も
氏

子
圏
と
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
文
廣
、
本
郷
が
そ
の
範
囲
と
な
っ
て
い
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
廣
田
八
幡
宮
は
社
伝
に
よ
る
と
、
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
に
創
建
、
住
吉
大
神
・

応
神
天
皇
・
春
日
神
を
祭
神
と
す
る
神
社
で
あ
る
。
秋
季
大
祭
は
、
一
一
月
一
九
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日
に
宇
佐
宮
か
ら
本
郷
の
仮
宮
（
現
在
の
本
郷
聖
母
宮
と
い
わ
れ
る
）
へ
迎
え
た

後
、
文
廣
の
廣
田
八
幡
宮
に
迎
え
た
と
い
う
八
幡
神
勧
請
の
故
事
に
な
ら
っ
た
行

事
で
あ
る
。

　
筑
後
地
方
の
秋
祭
り
「
風
流
」
の
特
徴
で
あ
る
大
太
鼓
に
、
御
幣
や
晴
着
を

人ひ
と
が
た形

に
飾
っ
た
大
名
行
列
を
組
み
込
ん
で
い
る
。
同
地
で
は
、
廣
田
八
幡
宮
の
祭

神
・
応
神
天
皇
が
本
郷
の
聖
母
宮
の
祭
神
で
あ
る
母
・
神
功
皇
后
の
元
へ
御
神
幸

し
、
年
に
一
度
会
い
に
行
く
祭
り
と
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
太
鼓
と
鉦
の
音
に
由

来
す
る
「
ど
ん
き
ゃ
ん
き
ゃ
ん
」
と
呼
び
親
し
ま
れ
る
こ
の
祭
り
は
、
大
祭
の
ひ

と
月
前
か
ら
行
わ
れ
る
一
連
の
儀
礼
の
総
称
で
も
あ
る
。
　

【
実
施
内
容
】

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
か
ら
四
（
二
〇
二
二
）
年
に
か
け
て
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
て
お
り
、
本
件
は
、
平
成
一
八

（
二
〇
〇
六
）
年
か
ら
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
ま
で
の
筆
者
の
調
査
事
績
を
基

に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
は
、七
月
の
記
録
的
大
雨
（
九

州
北
部
豪
雨
）
の
影
響
で
本
郷
の
北
を
流
れ
る
沖
端
川
が
堤
防
決
壊
し
、
多
く
が

洪
水
被
害
を
受
け
た
こ
と
で
中
止
と
な
っ
た
。
ま
た
変
遷
の
過
程
を
確
認
す
る
上

で
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年
に
行
わ
れ
た
「
緊
急
民
俗
文
化
財
分
布
調
査
　
福

岡
県
山
門
郡
瀬
高
町
大
字
文
廣
字
芳
司
」
の
調
査
デ
ー
タ
及
び
こ
れ
を
基
に
編
纂

さ
れ
た
『
福
岡
県
史
　
民
俗
資
料
編
　
ム
ラ
の
生
活
（
下
）』（
西
日
本
文
化
協
会

一
九
八
八
）
を
参
考
に
し
た
。

　
本
稿
は
、
同
行
事
の
大
き
な
要
素
で
あ
る
宮
座
の
儀
礼
と
神
幸
祭
を
中
心
に
記

載
す
る
。
本
行
事
は
様
々
な
役
割
を
持
つ
組
織
、
担
い
手
が
同
時
多
発
的
に
行
動

す
る
。
よ
っ
て
各
組
織
の
仕
組
み
と
役
割
を
整
理
し
た
上
で
、
各
内
容
は
地
区
ご

と
に
記
述
し
た
。

一
　
組
織
と
役
割

（
一
）
座
元
と
宮
座

　
座
元
は
本
行
事
の
中
心
的
役
割
を
担
う
も
の
で
、
後
述
す
る
各
宮
座
か
ら
計
四

軒
が
務
め
る
。

　
宮
座
は
廣
田
八
幡
宮
の
祭
祀
組
織
で
、特
定
の
家
筋
で
構
成
さ
れ
る「
本
座
」（
文

廣
・
本
郷
）
と
、
そ
の
他
の
家
で
構
成
さ
れ
る
「
新
座
」（
文
廣
）、「
神
座
」（
本

郷
）
に
大
別
さ
れ
る
。「
本
座
」
は
、
初
代
宮
司
・
廣
田
早
胤
の
末
弟
速
具
の
子
孫
・

板
橋
家
、
次
弟
彦
信
の
子
孫
・
檀
（
壇
）
家
、
草
分
け
の
一
族
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

（
文
廣
本
座
）

　
廣
田
家
（
廣
田
八
幡
宮
）、
鬼
丸
家
、
井
上
家
、
古
賀
家
、
橋
本
家
、
森
家
の

六
軒
か
ら
な
る
。
古
く
は
一
四
軒
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
ま
で
は
七
軒
で

構
成
さ
れ
て
い
た
。
明
治
一
〇
～
四
〇
年
代
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
本
座

の
祭
帳
に
は
「
神じ
ん

課が

」
と
い
う
構
成
員
の
呼
称
が
み
ら
れ
る
。
現
在
は
転
出
や
後

継
者
不
足
等
か
ら
一
部
親
類
や
別
の
家
が
本
座
を
引
き
継
い
だ
場
合
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
世
襲
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
座
元
は
古
く
は
神
籤
で
決
め
て
い
た
が
、
経
済
的
負
担
の
点
か
ら
現
在
は
先
述

し
た
順
で
務
め
て
い
る
。
座
元
の
年
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
翌
年
の
座
元
へ
と

役
が
移
る
。
座
元
の
役
割
は
、
古
く
は
祭
礼
費
の
財
源
だ
っ
た
神
饌
田
（
本ほ
ん

座ざ

田で
ん

）
の
耕
作
、
本
座
（
儀
礼
）
の
宿や

ど

、
祭
礼
期
間
の
世
話
、
神
事
へ
の
出
席
な
ど

で
あ
る
。

（
文
廣
新
座
）

　
文
廣
の
全
戸
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
文
廣
本
座
は
新
座
に
も
加
入
し
て
い
る
。

座
元
は
、
橋
口
（
小
組
と
し
て
東
・
西
）、
大
城
戸
ま
た
は
中
小
路
（
小
組
と
し

て
橋
口
大
）、
今
町
（
小
組
と
し
て
板
・
板
本
・
奥
・
北
）、
作
出
（
小
組
と
し
て
東
・

中
・
西
・
北
）
の
小
路
の
輪
番
制
で
あ
る
。
各
小
路
は
四
年
に
一
度
座
元
を
出
す

年
が
回
っ
て
く
る
。『
福
岡
県
史
』
調
査
時
に
は
小
路
と
し
て
大
城
戸
の
表
記
が

み
ら
れ
る
。
現
在
は
中
小
路
の
呼
称
が
一
般
化
し
て
い
る
が
、
祭
り
な
ど
公
的
に

使
う
際
は
大
城
戸
の
名
が
使
用
さ
れ
る
。
当
番
と
な
っ
た
小
路
か
ら
一
軒
が
座
元

を
務
め
る
。
各
小
路
に
お
け
る
小
組
は
記
録
帳
の
記
載
（
も
し
く
は
神
籤
）
に
従

い
座
元
を
回
す
。
座
元
の
役
割
は
新
座
（
儀
礼
）
の
宿
、
祭
礼
期
間
の
世
話
、
神

事
へ
の
出
席
な
ど
で
あ
る
。
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（
本
郷
本
座
）

　
大
庄
屋
を
代
々
務
め
た
檀
（
壇
）
家
の
長
男
筋
を
筆
頭
に
一
か
ら
一
〇
組

（
二
〇
〇
六
年
頃
ま
で
は
一
一
組
）
の
座
組
か
ら
な
る
。
座
組
は
主
に
本
分
家
関

係
の
あ
る
数
軒
か
ら
な
る
。
世
襲
制
で
新
規
加
入
は
認
め
ら
れ
ず
、
脱
退
も
「
本

座
会
議
」
で
の
審
議
、
承
認
が
必
要
に
な
る
。

　
一
組
か
ら
順
に
座
元
を
務
め
る
組
が
回
る
。
当
番
と
な
っ
た
座
組
の
一
軒
が
座

元
と
な
る
。
座
組
で
座
元
を
回
す
順
番
は
、
本
分
家
順
も
し
く
は
神
籤
で
決
ま
る
。

座
元
の
役
割
は
、
本
座
（
儀
礼
）
の
宿
、
祭
礼
期
間
の
世
話
、
神
事
へ
の
出
席
な

ど
で
あ
る
。

　（本
郷
神
座
）

　
本
郷
本
座
以
外
の
各
戸
で
構
成
さ
れ
た
一
一
組
の
座
組
か
ら
な
る
。
座
組
は
親

戚
関
係
も
し
く
は
関
係
性
が
不
明
瞭
な
場
合
も
あ
る
。
組
間
、
組
内
で
の
階
層
性

は
特
に
み
ら
れ
な
い
。
新
規
世
帯
の
加
入
は
基
本
的
に
本
郷
神
座
に
な
る
。
座
元

の
役
割
は
、
神
座
（
儀
礼
）
の
宿
、
祭
礼
期
間
の
世
話
、
神
事
へ
の
出
席
な
ど
で

あ
る
。

（
二
）
御
神
幸
に
か
か
る
組
織
、
役
割

　
先
頭
よ
り
鼻
長
天
狗
（
二
面
）、風
流
旗
（
八
旗
・
現
在
な
し
）、獅
子
頭
（
一
対
）、

大
名
行
列
、
神
輿
、
神
輿
傘
、
太
鼓
・
鉦
（
本
郷
）、
み
ゆ
き
衆
、
高
張
提
灯
（
八
灯
・

現
在
三
灯
）、
太
鼓
・
鉦
（
文
廣
）、
ボ
テ
ボ
テ
、
宮
司
、
座
元
と
な
っ
て
い
る
。

（
鼻
長
天
狗
、
神
輿
傘
）。

　
本
郷
の
中
年
、
壮
年
が
担
う
。

（
獅
子
）

　
赤
黒
一
対
の
獅
子
で
、
大
名
行
列
に
は
あ
ま
り
加
わ
ら
ず
、
地
区
内
の
家
々
を

神
出
鬼
没
に
回
る
。
本
郷
で
は
当
年
の
座
組
の
行
列
を
「
あ
が
っ
た
」
者
二
名
が

担
当
し
、
廣
田
八
幡
宮
か
ら
本
郷
聖
母
宮
ま
で
の
渡
御
の
間
を
担
う
。
本
郷
聖
母

宮
か
ら
の
遷
御
で
は
文
廣
が
担
う
。
文
廣
で
は
新
座
の
男
性
が
務
め
、
座
元
を
務

め
た
翌
年
に
担
い
手
と
な
る
。

（
大
名
行
列
）

　
本
郷
の
男
性
が
務
め
る
。
通
称
「
ヤ
ッ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
大
名
行
列
の
毛
槍
等

に
つ
い
て
は
一
〇
か
ら
四
〇
代
（
か
つ
て
は
一
四
か
ら
二
四
歳
頃
）
が
務
め
る
。

鋏
箱
四
名
、
ス
ッ
ポ
ウ
二
名
、
台で

笠が
さ

二
名
、
バ
ン
バ
ラ
四
名
、
毛
槍
を
担
当
す
る

先さ
き

（
シ
ロ
）
四
名
、
一
番
四
名
、
二
番
四
名
、
三
番
四
名
、
次つ

ぎ

四
名
、
後あ

と

四
名
か

ら
な
る
。
鋏
箱
か
ら
順
に
年
齢
や
役
割
が
上
が
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
祭
り

当
日
の
行
列
の
責
任
者
を
三
番
、
大
名
行
列
全
体
の
総
責
任
者
「
頭あ
た
ま

」（
一
名
）

が
後
を
務
め
る
。

　
大
祭
で
は
、背
に
半
紙
で
作
っ
た
菱
紋
を
付
け
た
半
纏
に
角
帯
、手
甲
、布
脚
絆
、

草
鞋
を
身
に
着
け
た
姿
で
あ
る
。
道
具
の
受
け
渡
し
に
独
特
の
所
作
が
あ
る
。

（
神
輿
）

　
渡
御
の
際
は
本
郷（
現
在
は
四
〇
か
ら
五
〇
代
）、遷
御
の
際
は
文
廣
の
男
性（
若

者
、
中
年
）
が
担
う
。
文
廣
で
は
青
年
を
「
あ
が
っ
た
」
者
（
О
Ｂ
）、
本
郷
で

は
行
列
を
「
あ
が
っ
た
」
者
（
現
在
は
中
年
壮
年
）
が
務
め
る
。

（
太
鼓
）

　
太
鼓
は
文
廣
・
本
郷
に
一
張
ず
つ
あ
る
。
太
鼓
を
奉
納
す
る
「
太
鼓
打
ち
」
は
、

小
学
五
年
生
前
後
の
男
子
二
名
が
三
年
間
務
め
る
。
文
廣
で
は
作
出
を
除
く
小
路

か
ら
選
ば
れ
る
。
指
導
は
太
鼓
打
ち
を
「
あ
が
っ
た
」
者
が
務
め
る
。

　
祭
礼
時
は
上
衣
に
袴
を
着
用
し
、襷
掛
け
す
る
。
頭
部
に
は
御
幣
を
付
け
た
シ
ャ

グ
マ
を
身
に
着
け
る
。
両
地
区
で
は
演
目
、
所
作
、
音
色
も
異
な
る
。
御
神
幸
で

は
神
輿
の
後
ろ
に
本
郷
、
文
廣
の
太
鼓
が
続
く
。

（
鉦
）

　
竹
棒
に
直
径
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
円
柱
状

の
鉦
を
吊
る
し
た
も
の
で
各
地
区
三
面
あ
る
。
主
に
太
鼓
や
囃
子
方
を
務
め
た
者

が
務
め
る
。
竹
棒
を
担
い
だ
二
人
の
う
ち
、
一
人
が
木
槌
で
鉦
を
叩
く
。
文
廣
で
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は
太
鼓
の
奉
納
時
に
祭
太
鼓
謡
を
謡
う
。

（
み
ゆ
き
衆か
た

又
は
囃は

や

子し

方か
た

）

　
文
廣
の
小
学
校
高
学
年
を
中
心
と
し
た
男
子
が
務
め
る
。
昭
和
五
〇
年
代
頃
ま

で
は
一
三
か
ら
一
五
歳
の
男
子
で
あ
っ
た
。
太
鼓
（
ア
ン
ヤ
太
鼓
ま
た
は
ア
イ
ア

太
鼓
）
一
名
、
笛
六
名
か
ら
な
る
。
現
在
は
囃
子
方
、
ア
イ
ア
太
鼓
と
い
う
呼
び

方
で
使
わ
れ
て
い
る
。
大
祭
前
日
か
ら
当
日
に
か
け
て
麻
の
裃
を
着
て
神
事
や
奉

納
先
で
太
鼓
や
笛
を
奏
す
る
。
笛
二
名
は
文
廣
作
出
よ
り
、
そ
れ
以
外
は
橋
口
や

大
城
戸
、
今
町
な
ど
か
ら
選
ば
れ
る
。

（
高
張
提
灯
）

　
御
神
幸
の
際
に
神
輿
の
後
に
続
く
が
、
現
在
は
遷
御
の
際
に
神
輿
の
先
導
を
行

う
。
文
廣
新
座
の
子
ど
も
が
担
当
す
る
。
現
在
は
三
灯
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
稚
児
）

　
文
廣
で
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
男
児
が

務
め
る
。
現
在
は
少
子
化
の
た
め
長
男

に
限
ら
ず
、
ま
た
未
就
学
児
ま
で
務
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
宮
参
り
（
紋
入
り
）

着
物
に
襷
を
結
ぶ
。
手
甲
布
、
飾
り
撥

を
手
に
持
た
せ
、
色
御
幣
を
背
に
挿
す
。

子
の
父
親
は
「
ボ
テ
ボ
テ
」
と
呼
ば
れ

る
千
代
紙
で
装
飾
し
た
太
鼓
と
御
幣
を

付
け
た
シ
ャ
グ
マ
を
持
つ
。
稚
児
は
父

親
に
抱
か
れ
て
（
か
つ
て
は
肩
車
）
御

神
幸
に
参
加
す
る
。
通
称
「
ボ
テ
ボ
テ
」

と
呼
ば
れ
る
（
写
真
一
）。

 

（
馬
の
番
）

　
文
廣
で
は
、
昭
和
五
〇
年
代
頃
ま
で

流
鏑
馬
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
時
は
廣
田
八
幡
宮
の
カ
ン
ミ
ウ
マ
の
世
話
を
す
る

馬
番
が
い
た
。
大
祭
の
数
日
前
か
ら
別
火
で
過
ご
し
、
身
を
清
め
て
白
着
物
を
身

に
着
け
お
籠
も
り
を
し
た
。
祭
り
当
日
、
神
輿
の
渡
御
前
に
馬
の
番
は
矢
部
川
で

身
を
清
め
た
と
い
う
。

（
そ
の
他
・
世せ

話わ

方か
た

）

　
文
廣
の
小
路
（
橋
口
、
今
町
、
作
出
か
ら
一
名
ず
つ
、
計
四
名
か
ら
な
る
。
各

小
路
で
の
世
話
役
で
大
祭
前
日
の
神
輿
の
準
備
や
当
日
の
食
事
な
ど
の
世
話
を
行

う
。
主
に
一
六
歳
以
上
の
若
者
（
現
在
は
四
〇
代
頃
ま
で
）
が
担
う
も
の
で
各
小

路
の
若
者
が
年
齢
順
に
務
め
る
。
最
年
長
ま
で
回
し
た
後
は
最
年
少
に
戻
る
。
当

番
年
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
翌
年
の
者
が
務
め
る
。

（
そ
の
他
・
氏
子
男
性
）

　
文
廣
、
本
郷
で
は
男
性
全
員
が
祭
り
に
参
加
す
る
。
藍
色
の
長
着
も
し
く
は
羽

織
を
着
用
す
る
。
文
廣
で
は
六
〇
歳
で
引
退
と
な
る
。

二
　
大
祭
前
の
準
備

　
一
〇
月
一
日
、
本
郷
で
は
座
元
の
敷
地
内
に
竹
の
先
に
藁
を
取
り
付
け
た
「
ボ

ン
テ
ン
」
を
建
て
る
「
ボ
ン
テ
ン
タ
テ
」
が
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
文
廣
は
な
し
。

同
日
、
大
名
行
列
の
毛
槍
の
準
備
（
タ
ケ
キ
リ
）
が
行
わ
れ
る
。
練
習
用
の
毛
槍

を
製
作
し
、
本
郷
聖
母
宮
に
て
大
名
行
列
、
太
鼓
の
練
習
が
始
ま
る
。

　
文
廣
で
は
文
廣
公
民
館
、
作
出
公
民
館
で
囃
子
方
の
練
習
が
始
ま
る
。
笛
二
名

は
作
出
が
担
っ
て
お
り
、
祭
り
が
近
く
な
る
と
文
廣
公
民
館
に
出
向
き
合
同
練
習

を
行
う
。

　
大
祭
の
二
〇
日
ほ
ど
前
よ
り
文
廣
の
太
鼓
の
練
習
が
本
座
座
元
宅
で
始
ま
る
。

指
導
は
太
鼓
打
ち
を
「
あ
が
っ
た
」
者
が
行
う
。

三
　
宮
座
の
儀
礼

　
宮
座
の
儀
礼
は
各
宮
座
で
幾
分
か
異
な
る
。
以
下
は
、
実
施
日
に
添
っ
て
各
宮

座
の
儀
礼
を
記
載
す
る
。

写
真
一
　
稚
児
（
ボ
テ
ボ
テ
）
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（
一
）
本
郷

　
本
郷
の
宮
座
の
儀
礼
は
、
一
〇
月
最
終
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
本
座
、
神
座
は
、

一
年
交
代
で
午
前
、
午
後
に
行
う
。
本
事
例
は
本
座
が
午
前
、
神
座
が
午
後
の
場

合
で
あ
る
。

（
本
郷
本
座
）

　
九
時
頃
、
本
座
の
座
元
宅
に
て
「
本
座
」（「
本
座
祭
」「
座
」「
座
祭
」
と
も

表
現
さ
れ
る
）
が
行
わ
れ
る
。
参
加
者
は
、
宮
司
、
座
元
、
当
年
座
組
の
男
性
、

「
大お
お

幣べ

」（
次
年
の
座
元
）、「
大
幣
」
の
座
組
で
次
の
座
元
を
務
め
る
者
、「
小こ

べ幣
」（
再

来
年
の
座
元
）
で
あ
る
。

　
本
座
は
、
座
元
宅
の
神
前
（
神
棚
前
）
で
神
事
が
行
わ
れ
る
。
修
祓
、
大
祓
、

四
方
拝
、
祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠
な
ど
神
道
の
作
法
に
則
り
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

御
神
酒
と
ス
ル
メ
を
い
た
だ
く
。
座
敷
に
場
を
移
し
、
上
座
右
側
に
宮
司
、
当
年

座
組
（
座
元
、
次
回
の
座
元
、
男
性
一
名
）、
左
側
に
、
来
年
の
座
組
（
宮
司
の

向
側
に
大
幣
、
次
回
の
大
幣
）、
小
幣

が
座
る
。

　
全
員
が
着
座
す
る
と
お
謡
三
番
と
な

る
。
宮
司
が
盃
に
御
神
酒
を
満
た
し
一

番
の
謡
い
出
し
を
す
る
。
謡
い
終
わ
る

と
盃
の
御
神
酒
を
い
た
だ
く
。
二
番
を

座
元
、
三
番
を
大
幣
の
順
で
同
様
に
行

う
。
お
謡
三
番
が
終
わ
る
と
直
会
と
な

る
。
直
会
の
料
理
は
、本
膳
に
二
の
膳
、

三
の
膳
を
加
え
た
も
の
で
、
以
前
は
献

立
・
引
き
出
物
を
書
い
た
記
録
に
従
っ

て
出
さ
れ
て
い
た
。
近
年
は
仕
出
し
屋

に
頼
ん
で
い
る
。
古
く
は
こ
の
日
の
た

め
に
座
組
で
ど
ぶ
ろ
く（
甘
酒
）を
作
っ

て
い
た
。
座
元
を
神
籤
で
決
め
る
座
組

は
、お
謡
い
後
に
神
前
で
神
籤
を
行
う
。

　
直
会
の
終
盤
、
太
鼓
打
ち
が
座
元
宅
を
訪
れ
る
。
太
鼓
打
ち
は
本
番
と
は
異
な

る
絣
の
衣
装
を
着
用
す
る
。
宮
司
が
祝
詞
を
あ
げ
た
後
、オ
ガ
ミ
、ヒ
ー
ヨ
ー
、（
演

目
名
不
明
）、マ
ク
リ
、ド
ン
キ
ャ
ン
キ
ャ
ン
、ミ
チ
ヒ
キ
（
以
上
演
目
名
）
を
叩
く
。

　
膳
が
引
か
れ
る
と
「
節せ
っ
と
う
わ
た

刀
渡
し
」
が
行
わ
れ
る
。
宮
司
の
前
に
置
か
れ
た
膳
の

前
に
座
る
。
宮
司
の
祝
詞
奏
上
後
、
膳
に
置
か
れ
た
椀
に
酒
が
注
が
れ
、
新
藁
を

三
つ
に
分
け
た
も
の
「
ス
ホ
ウ
」（
一
束
一
三
本
）
を
、
二
つ
は
交
差
さ
せ
、
一

つ
は
横
に
椀
上
に
置
く
。
宮
司
が
ス
ホ
ウ
を
一
束
ず
つ
六
つ
の
椀
に
つ
け
て
い
く
。

宮
司
の
合
図
に
よ
り
一
斉
に
椀
を
取
り
、飲
ん
だ
ら
椀
を
返
し
て
置
く
（
写
真
二
）。

　
本
座
で
の
一
連
の
儀
礼
が
終
わ
る
と
、
座
元
、
座
組
の
次
回
の
座
元
は

「
受う
け
ま
え
お
く

前
送
り
」
の
た
め
に
大
幣
宅
へ
移
動
す
る
。
大
幣
宅
で
は
、
大
幣
の
座
組
の

男
性
が
合
流
す
る
。
先
述
の
内
容
同
様
に
神
棚
の
前
で
神
事
を
行
う
。
続
い
て
座

敷
に
場
を
移
し
、
お
謡
三
番
、
直
会
と
な
る
。

　
か
つ
て
は
、
座
元
の
務
め
と
し
て
同
日
か
ら
毎
朝
鉦
を
叩
く
風
習
が
あ
っ
た
。

祭
り
当
日
、
本
郷
の
人
々
は
こ
の
鉦
の

音
を
聞
い
て
起
き
だ
し
て
い
た
と
い

う
。

（
本
郷
・
神
座
）

　
午
後
の
座
は
、
太
鼓
打
ち
か
ら
始
ま

る
。
内
容
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
（
写

真
三
）。

　
太
鼓
打
ち
が
終
わ
る
と
神
座
と
な

る
。
神
座
の
参
加
者
は
、
宮
司
、
座
元
、

当
年
座
組
の
男
性
二
名
、
大
幣
、
大
幣

の
座
組
の
代
表
者
二
名
で
あ
る
。
本
座

と
同
様
に
神
事
、
お
謡
三
番
、
直
会
と

な
る
。
神
座
で
は
「
節
刀
渡
し
」
は
行

わ
な
い
。

　
続
い
て
「
受
前
送
り
」
の
た
め
大
幣

写
真
二
　
本
郷
本
座
の
節
刀
渡
し

写
真
三
　
本
郷
神
座
の
座
元
宅
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宅
へ
移
動
し
、
神
事
、
お
謡
三
番
、
直
会
と
な
る
。
参
加
者
は
、
宮
司
、
座
元
、

当
年
座
組
の
男
性
二
名
、
大
幣
、
大
幣
の
座
組
の
男
性
二
名
で
あ
る
。

 （
二
）
文
廣

　
文
廣
の
宮
座
の
儀
礼
は
、
一
一
月
一
日
に
行
わ
れ
る
。
午
前
中
に
本
座
、
午
後

に
新
座
で
あ
る
。

（
文
廣
本
座
）

　
文
廣
本
座
の
「
神じ
ん

座ざ

」（
現
在
で
は
「
座
」
や
「
本
座
祭
」
と
呼
ぶ
）
を
行
う
。

参
加
者
は
宮
司
、本
座
、太
鼓
打
ち
二
名
、女
性
一
な
い
し
二
名
（
か
つ
て
は
未
婚
）。

　
本
座
は
、
太
鼓
打
ち
（
普
段
着
）
の
音
を
合
図
に
玄
関
先
に
張
っ
た
注
連
縄
を

く
ぐ
り
、
玄
関
入
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
太
鼓
打
ち
は
神
事
の
間
叩
か
れ

る
。
神
課
は
紋
付
き
袴
、
未
婚
の
女
性
は
正
装
で
参
加
す
る
。

　
座
元
宅
に
安
置
さ
れ
て
い
た
厨
子
、
送
り
幣
、
帳
箱
を
床
の
間
に
設
え
た
神
棚

の
前
で
神
事
を
行
う
。
座
敷
に
場
を
移
し
、
コ
の
字
型
に
着
座
す
る
。
正
面
に
宮

司
（
廣
田
家
）、
宮
司
の
左
に
廣
田
家
（
分
家
・
廣
田
八
幡
宮
が
本
座
を
務
め
る

場
合
は
分
家
が
代
理
と
な
る
）、
右
側
（
右
座
）
に
森
家
、
古
賀
家
、
鬼
丸
家
、

左
側
（
左
座
）
に
橋
本
家
、
井
上
家
に
分
か
れ
て
着
座
す
る
。

　
ま
ず
「
御
熨
斗
」
と
し
て
和
服
の
女
性
が
熨
斗
を
載
せ
た
三
方
を
宮
司
の
前
に

運
び
（
写
真
四
）
挨
拶
を
行
う
「
熨
斗
出
し
」
が
行
わ
れ
る
（
写
真
五
）。
次
に
「
御

茶
」
と
し
て
お
茶
と
か
つ
お
の
削
り
節
を
か
け
た
漬
物
に
箸
を
添
え
た
膳
が
各
自

に
運
ば
れ
、お
茶
が
振
舞
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
未
婚
の
女
性
が
務
め
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、「
熨
斗
出
し
」
は
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
頃
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　
か
つ
て
は
「
御
茶
」
の
後
、「
御
神
酒
」
と
し
て
白
紙
に
昆
布
、
す
る
め
、
土

器
を
載
せ
た
膳
が
運
ば
れ
た
。
若
手
の
男
性
二
名
が
酌
人
と
し
て
座
敷
の
中
央
に

座
し
、
御
神
酒
を
宮
司
、
左
座
、
右
座
の
神
座
よ
り
交
互
に
注
ぎ
、
再
び
宮
司
で

終
え
る
所
作
が
あ
っ
た
が
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
時
点
で
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。

　
続
い
て
本
膳
が
運
ば
れ
、
太
鼓
打
ち
が
酌
人
と
し
て
中
央
に
座
し
、
お
謡
三
番

が
行
わ
れ
る
。
一
番
を
謡
い
宮
司
が
御
神
酒
を
い
た
だ
く
、
同
様
に
二
番
で
は
座

元
が
、
三
番
で
は
翌
年
の
座
元
「
受う
け
ま
え前
」
に
盃
が
回
る
。
続
い
て
直
会
と
な
る
。

以
前
は
本
膳
「
打
附
本
膳
」
が
運
ば
れ
る
と
、
一
の
膳
（
ヒ
ラ
・
尾
頭
付
き
の
魚
、

ナ
マ
ス
、キ
ツ
ボ
（
煮
豆
）、飯
、汁
物
）
の
食
前
に
飯
椀
の
蓋
に
冷
酒
が
注
が
れ
た
。

一
の
膳
を
食
す
る
間
に
甘
酒
が
注
が
れ
、
続
い
て
二
の
膳
と
し
て
盛
り
付
け
、
刺

身
、
巻
き
寿
司
、
味
噌
和
え
が
出
さ
れ
た
。
食
前
に
お
謡
三
番
が
あ
り
、
一
番
ご

と
に
三
つ
組
盃
が
宮
司
、
左
座
か
ら
右
座
へ
交
互
に
回
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
御
神

酒
か
ら
熱
燗
へ
と
酒
が
変
わ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
以
降
の
直
会
の
酌
人
は
未
婚
の

女
性
が
務
め
て
い
た
が
、
平
成
初
期
に
は
太
鼓
打
ち
が
酌
人
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　
直
会
後
「
節
刀
渡
し
（
ま
た
は
ト
ウ
ワ
タ
シ
）」
が
行
わ
れ
る
。

　
節
刀
渡
し
で
は
太
鼓
打
ち
が
酌
人
を
務
め
る
。
宮
司
を
除
く
各
自
の
飯
椀
の
蓋

に
御
神
酒
を
注
ぎ
宮
司
の
前
の
膳
に
置
く
。
宮
司
の
合
図
で
一
斉
に
御
神
酒
を
飲

み
干
す
。
こ
の
時
、
塩
と
削
り
節
を
添
え
た
大
根
が
出
さ
れ
る
。
以
前
は
、
宮
司

が
椀
に
口
を
付
け
た
後
、
節
刀
渡
し
の
膳
（
先
述
の
大
根
）
が
出
さ
れ
、
座
元
が

御
神
酒
を
飲
み
干
す
と
、ほ
か
の
本
座（
神
課
）も
競
う
よ
う
に
飲
み
干
し
て
い
た
。

写
真
四
　
熨
斗
出
し
①

写
真
五
　
熨
斗
出
し
②
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続
い
て
宮
司
か
ら
受
前
に
厨
子
、
神
体
幣
、
祭
帳
箱
が
渡
さ
れ
る
。

　「
受
前
送
り
」（
節
刀
送
り
と
も
）
の
た
め
、
宮
司
、
本
座
は
受
前
宅
に
移
動
す

る
。
神
棚
に
持
ち
込
ん
だ
祭
具
、
御
神
酒
、
昆
布
、
ス
ル
メ
、
米
な
ど
を
供
え
、

神
事
を
行
う
。
座
敷
に
移
り
「
御
茶
」、お
謡
三
番
を
行
い
終
了
と
な
る
。
以
前
は
、

一
番
後
お
茶
が
引
か
れ
る
と
、
取
肴
三
種
の
膳
が
出
さ
れ
、
三
つ
組
盃
に
注
が
れ

た
御
神
酒
が
宮
司
、
座
元
、
受
前
の
順
に
回
っ
た
。
二
番
で
は
座
元
が
御
神
酒
を

い
た
だ
き
、
盃
を
宮
司
に
戻
し
て
左
座
右
座
の
交
互
に
盃
が
回
っ
た
。
最
後
に
三

番
を
謡
い
終
了
と
い
う
所
作
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
一
九
時
頃
、
本
座
と
座
元
の
小
路
の
各
家
か
ら
一
名
（
か
つ
て
は
神
職
、
本
座
、

太
鼓
打
ち
）
が
神
社
境
内
（
か
つ
て
は
座
元
宅
）
で
注
連
打
ち
唄
を
唄
い
な
が
ら

注
連
縄
を
な
い
（
シ
メ
ウ
チ
）、
鳥
居
や
地
区
内
の
神
社
、
宮
司
宅
な
ど
八
箇
所

の
注
連
掛
け
を
行
う
。
現
在
で
は
注
連
打
ち
唄
は
唄
わ
れ
て
い
な
い
。

（
文
廣
新
座
）

　
新
座
も
ほ
ぼ
本
座
と
同
様
の
内
容
で
あ
る
が
、
座
元
宅
に
注
連
縄
は
張
ら
な
い

た
め
玄
関
か
ら
入
る
所
作
は
な
い
。
ま
た
太
鼓
打
ち
も
な
い
。

　
出
席
者
は
座
元
、
受
前
、
当
年
座
組
の
次
の
座
元
、
受
前
の
座
組
（
次
回
の
座

元
含
む
）の
六
名
に
宮
司
を
加
え
た
計
七
名
で
あ
る（
写
真
六
）。
新
座
で
は
、神
事
、

御
茶
、
お
謡
三
番
、
直
会
、
節
刀
渡
し
が
行
わ
れ
る
。
御
茶
で
は
、
蒲
鉾
、
ち
く
わ
、

な
ま
す
の
膳
が
出
さ
れ
る
。
同
時
に
カ
ツ
オ
一
尾
の
身
を
ほ
ぐ
し
た
も
の
を
シ
ョ

ウ
ガ
醤
油
で
い
た
だ
く
特
徴
が
あ
る
。
以
前
は
オ
オ
サ
バ
で
あ
っ
た
が
近
年
は
カ

ツ
オ
な
ど
で
代
用
し
て
い
る
（
写
真
七
）。
ま
た
一
連
の
儀
礼
で
は
酌
人
は
出
席

者
以
外
の
座
組
の
男
性
が
務
め
る
。

　
そ
の
後
、
受
前
宅
に
移
動
し
、
神
事
、
御
茶
、
お
謡
三
番
、
直
会
と
な
り
終
了

と
な
る
。

　四
　
大
祭
前
日

（
文
廣
）

　
一
一
月
二
日
一
九
時
頃
、
神
社
拝
殿
で
世
話
方
の
指
導
の
下
神
輿
の
飾
り
つ
け

を
行
う
。
若
者
は
ロ
ー
プ
で
神
輿
を
締
め
晒
を
巻
く
。
囃
子
方
は
、
神
輿
や
鏡
を

磨
き
、
榊
や
御
幣
を
神
輿
に
飾
る
。
神
輿
の
準
備
が
整
う
と
神
輿
の
前
に
獅
子
と

鼻
長
天
狗
を
据
え
る
。
か
つ
て
は
前
日
に
禊
の
た
め
に
矢
部
川
に
向
か
っ
た
が
道

中
に
女
性
と
遭
う
と
家
に
戻
り
出
直
す
風
習
が
あ
っ
た
。
同
じ
拝
殿
で
は
、
ボ
テ

ボ
テ
や
太
鼓
打
ち
の
シ
ャ
グ
マ
に
取
り
付
け
る
色
御
幣
な
ど
が
準
備
さ
れ
る
。

（
本
郷
）

　
一
一
月
二
日
五
時
、
本
番
用
の
毛
槍
の
準
備
「
タ
ケ
キ
リ
」
が
一
〇
月
一
日
同

様
に
行
わ
れ
る
。

　
一
三
時
、
座
元
宅
の
座
敷
に
て
「
太
鼓
飾
り
」
が
行
わ
れ
る
。
太
鼓
飾
り
は
、

本
座
と
神
座
が
一
年
交
代
で
行
う
。
座
組
と
特
定
の
四
軒
（
か
つ
て
は
大お
お

城ぎ

家
が

世
襲
）
が
集
ま
り
、
神
棚
に
お
参
り
し
、
御
神
酒
を
い
た
だ
い
て
飾
り
始
め
る
。

太
鼓
打
ち
の
シ
ャ
グ
マ
に
付
け
る
御
幣
、
大
太
鼓
に
付
け
る
御
幣
を
作
り
、
取
り

付
け
る
ほ
か
太
鼓
の
着
付
け
を
行
う
。
準
備
が
整
う
と「
タ
マ
シ
イ
イ
レ
」を
行
う
。

宮
司
は
参
加
せ
ず
太
鼓
飾
り
の
代
表
が
竹
棒
で
太
鼓
を
一
三
回
叩
く
。
お
謡
三
番

写
真
六
　
御
茶

写
真
七
　
カ
ツ
オ
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後
直
会
と
な
る
。
太
鼓
は
当
日
朝
ま
で
飾
る
。

五
　
神
幸
祭
（
ど
ん
き
ゃ
ん
き
ゃ
ん
）

（
一
）
廣
田
八
幡
宮
、
座
元

　
八
時
半
、
廣
田
八
幡
宮
で
神
事
が
行
わ
れ
る
。
宮
司
、
囃
子
方
、
座
元
（
紋
付

き
袴
）、
区
長
、
宮
総
代
な
ど
が
参
加
す
る
。
議
員
や
行
政
、
教
育
委
員
会
関
係

者
な
ど
が
参
加
す
る
。
神
事
後
、
文
廣
公
民
館
（
か
つ
て
は
宮
司
宅
）
で
直
会
と

な
る
。

　
座
元
は
自
宅
に
戻
り
、
各
地
区
の
太
鼓
の
順
路
に
従
い
太
鼓
の
奉
納
を
迎
え
る
。

昼
過
ぎ
、
文
廣
の
太
鼓
が
宮
司
宅
で
奉
納
す
る
。
同
時
刻
近
く
に
座
元
は
廣
田
八

幡
宮
に
参
集
す
る
。
大
名
行
列
が
到
着
次
第
拝
殿
で
神
事
を
行
う
。
御
神
幸
で
は

神
輿
の
後
ろ
に
宮
司
、
座
元
が
続
く
。
矢
部
川
の
大
和
堰
を
渡
り
、
河
川
敷
の
三

本
松
に
て
神
事
を
行
う
。
本
郷
聖
母
宮
に
て
神
事
、
直
会
を
行
う
。
本
郷
の
聖
母

宮
で
の
神
事
を
終
え
た
後
、
文
廣
本
座
以
外
の
座
元
は
解
散
す
る
。
宮
司
と
文
廣

本
座
、
囃
子
方
は
廣
田
八
幡
宮
で
待
機
し
神
輿
と
太
鼓
を
待
つ
。
神
輿
を
拝
殿
に

据
え
、
太
鼓
が
戻
り
境
内
で
奉
納
を
始
め
る
と
、
御
神
体
を
神
殿
に
移
す
神
事
を

行
う
。
神
事
後
、
直
会
を
行
い
座
元
と
と
も
に
神
輿
の
飾
り
を
解
く
。

（
二
）
文
廣

　
〇
時
、廣
田
八
幡
宮
拝
殿
で
暗
闇
の
中
、神
輿
へ
の
「
神み

霊た
ま

遷う
つ

し
」
が
行
わ
れ
る
。

囃
子
方
も
参
列
し
楽
を
奉
納
す
る
。
囃
子
方
は
「
ヨ
ド
ン
バ
ン
」
と
し
て
拝
殿
で

お
籠
り
を
す
る
。
か
つ
て
は
一
週
間
前
か
ら
別
火
精
進
し
て
い
た
。

　
五
時
頃
、
太
鼓
打
ち
二
名
が
廣
田
八
幡
宮
に
集
合
し
矢
部
川
へ
向
か
う
。
全
裸

に
な
り
川
で
身
を
清
め
る
。
道
中
に
人
に
遭
う
と
再
度
神
社
か
ら
や
り
直
す
。
そ

の
後
着
付
け
を
行
う
。

　
廣
田
八
幡
宮
で
の
神
事
と
直
会
が
終
わ
る
と
、
本
座
宅
で
太
鼓
の
飾
り
付
け
が

行
わ
れ
る
。
飾
り
付
け
は
本
座
が
行
う
。

　
午
後
か
ら
、本
座
に
藍
の
着
物
を
身
に
着
け
た
男
性
が
集
ま
り
太
鼓
の
奉
納
（
ふ

れ
太
鼓
）が
始
ま
る
。
集
落
内
の
寺
社
等
に
奉
納
す
る（
写
真
八
）。
現
在
は
、本
座
、

橋
本
家
（
天
満
宮
の
世
話
人
）、
印
接
寺
、
屋
須
多
神
社
、
印い
ん
や
く鑰

神
社
、
潮し

お

斎い

神

社
、
お
弘
法
さ
ん
、
廣
田
家
（
本
座
に

出
席
す
る
分
家
）、
エ
ベ
ス
サ
ン
（
笑

酒
の
碑
）、
次
年
度
の
座
元
、
新
座
（
作

出
以
外
の
小
路
の
座
元
が
い
る
場
合
）、

宮
司
宅
に
奉
納
す
る
。
太
鼓
は
、
太
鼓

打
ち
の
ほ
か
に
太
鼓
の
経
験
者
が
補
助

と
し
て
打
つ
場
合
も
あ
る
。

　
大
名
行
列
と
本
郷
の
太
鼓
が
境
内
で

奉
納
し
、
神
輿
が
渡
御
に
出
る
と
境
内

で
太
鼓
を
奉
納
す
る
。
三
本
松
ま
で
奉

納
す
る
と
、
本
郷
小
路
の
八
幡
宮
で
本

郷
の
行
列
と
太
鼓
が
聖
母
宮
に
入
る
ま

で
待
機
す
る
。
小
路
の
八
幡
宮
で
奉
納

し
、
本
郷
聖
母
宮
か
ら
神
輿
が
遷
御
の

た
め
に
出
発
す
る
と
境
内
で
太
鼓
を
奉

納
す
る
。

　
聖
母
宮
を
出
発
し
た
後
、
神
輿
と
太
鼓
は
作
出
屋
須
多
神
社
に
奉
納
す
る
。
作

出
よ
り
座
元
が
出
る
年
は
座
元
宅
に
太
鼓
を
奉
納
す
る
。
矢
部
川
の
堤
防
沿
い
に

廣
田
八
幡
宮
に
向
か
う
。
神
輿
は
拝
殿
に
据
え
ら
れ
る
。
拝
殿
で
は
、
囃
子
方
の

楽
の
な
か
、
御
霊
を
神
殿
に
移
す
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
神
事
に
は
文
廣
本
座
が
出

席
す
る
。
そ
の
後
直
会
を
行
い
、
神
輿
飾
り
を
解
き
終
了
と
な
る
。

　
太
鼓
打
ち
は
、
太
鼓
打
ち
の
自
宅
を
回
り
、
再
び
本
座
に
戻
り
打
ち
止
め
と
な

る
。

　
昭
和
五
〇
年
代
ま
で
は
柳
河
藩
主
立
花
宗
茂
に
よ
る
奉
納
の
起
源
を
も
つ
流
鏑

馬
が
矢
部
川
の
堤
防
行
わ
れ
て
い
た
。
獅
子
は
朝
に
行
わ
れ
る
廣
田
八
幡
宮
で
の

神
事
の
後
、
本
郷
が
受
け
持
ち
本
郷
内
を
回
る
。
聖
母
宮
で
の
神
事
を
終
え
る
と

拝
殿
に
据
え
ら
れ
た
獅
子
は
文
廣
の
担
当
と
な
り
文
廣
の
家
々
を
回
る
。
本
来
は

神
殿
に
神
輿
が
戻
る
際
に
獅
子
も
戻
さ
れ
る
が
、
深
夜
過
ぎ
に
神
殿
に
戻
る
こ
と

も
あ
っ
た
。 写

真
八
　
文
廣
の
太
鼓
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（
本
郷
）

　
早
朝
、
本
郷
の
男
性
は
、
地
区
内
の
銭
湯
も
し
く
は
家
庭
で
身
を
清
め
る
。
現

在
は
少
な
く
な
っ
た
が
尾
頭
付
き
の
魚
を
添
え
た
膳
を
食
す
る
「
イ
ッ
コ
ン
ズ
ワ

リ
」
を
す
る
家
も
あ
る
。

　
九
時
頃
、
大
名
行
列
の
担
い
手
は
聖
母
宮
に
参
拝
、
三
番
の
主
導
で
御
神
酒
、

肴
（
生
大
根
・
か
つ
お
の
削
り
・
い
り
こ
）
を
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
松
本
家
（
神

幸
行
列
の
獅
子
が
天
災
で
流
さ
れ
た
際
に
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ
る
場
所
）、
各
座

元
（
太
鼓
飾
り
を
行
っ
た
宮
座
が
先
）、
集
落
の
エ
ベ
ス
サ
ン
、
水
天
宮
、
八
幡
宮
、

五
社
宮
、
檀
家
庄
屋
跡
、
天
満
宮
に
大
名
行
列
と
太
鼓
を
奉
納
（
フ
リ
コ
ミ
）
し
、

矢
部
川
の
大
和
堰
を
渡
り
廣
田
八
幡
宮
に
向
か
う
。
奉
納
順
は
座
元
の
位
置
で
多

少
前
後
す
る
。
大
名
行
列
で
は
鋏
箱
が
、「
祭
ん
歌
」、「
哀
ん
歌
」
と
呼
び
親
し

ま
れ
る
歌
を
歌
い
な
が
ら
行
列
を
先
導
す
る
。

　
一
五
時
頃
、
廣
田
八
幡
宮
に
て
大
名
行
列
と
太
鼓
を
奉
納
す
る
。
神
事
後
、
拝

殿
か
ら
神
輿
が
出
さ
れ
、
境
内
で
奉
納
す
る
太
鼓
の
周
囲
を
三
回
半
時
計
回
り
し

た
後
、
御
神
幸
が
開
始
さ
れ
る
（
写
真

九
）。
矢
部
川
の
大
和
堰
を
渡
り
、
河
川

敷
の
三
本
松
で
大
名
行
列
と
太
鼓
を
奉

納
す
る
。
途
中
、
薩
摩
街
道
沿
い
に
あ

る
新
茶
屋
と
呼
ば
れ
る
地
で
休
憩
し
、

聖
母
宮
に
向
か
う
。
道
中
太
鼓
は
ミ
チ

ヒ
キ
と
呼
ば
れ
る
演
目
を
叩
く
。

　
一
六
時
三
〇
分
頃
、
聖
母
宮
で
大
名

行
列
と
太
鼓
を
奉
納
す
る
。
境
内
を
三

回
半
回
っ
て
据
え
ら
れ
た
神
輿
と
獅
子

を
前
に
、
宮
司
、
座
元
、
獅
子
、
区
長

ら
に
よ
る
神
事
、
お
謡
三
番
、
直
会
を

行
う
。
以
降
獅
子
は
文
廣
と
交
代
す
る
。

　
聖
母
宮
で
の
奉
納
を
終
え
る
と
中
土

居
八
幡
宮
に
て
奉
納
（
フ
リ
ド
メ
）
し
、

太
鼓
は
解
散
と
な
る
。
大
名
行
列
は
松

本
家
に
戻
り
、毛
槍
の
先
端
を
切
り
落
と
し
、各
役
職
の
挨
拶
、次
年
の
頭
の
指
名
、

手
締
め
を
し
て
解
散
と
な
る
。

　
本
郷
で
は
一
一
月
四
日
、「
ボ
ン
テ
ン
ダ
オ
シ
」が
行
わ
れ
る
。
祭
具
を
座
元（
太

鼓
飾
り
を
し
た
方
）
へ
持
っ
て
い
く
。

　
祭
り
の
一
週
間
後
、
行
列
の
若
者
た
ち
は
シ
メ
イ
エ
と
呼
ば
れ
る
打
ち
上
げ
が

行
わ
れ
る
。
　

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
よ
り
再
開
し
た
が
、
宮
座
の
儀
礼
の
簡
略
化
の
ほ
か
、

担
い
手
不
足
に
よ
り
大
名
行
列
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
道
中
の
神

輿
や
太
鼓
は
、
車
に
載
せ
て
移
動
に
変
更
に
な
っ
た
。
文
廣
で
は
、
囃
子
方
な
ら

び
に
太
鼓
役
の
子
ど
も
の
参
加
が
見
送
ら
れ
て
い
る
。

（
河
口
　
綾
香
）

写
真
九
　
大
名
行
列
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三
三
　
は
や
ま
行ぎ
ょ
う
じ事

【
指
定
等
】

　
種
類
　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
は
や
ま
行
事

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
二
四
日

　（
旧
指
定
　
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
一
一
月
二
日
）

【
テ
ー
マ
】
五
「
供
物
・
料
理
」

【
別
名
】

　
早は
や
ま魚

神
事
と
も
い
う
。
ま
た
、
本
報
告
で
紹
介
す
る
一
連
の
行
事
（
神
楽
・
浦

安
の
舞
・
は
や
ま
行
事
・
献
魚
包
丁
式
・
ひ
れ
舞
）
を
総
称
し
て
、「
奈な

た多
お
く
ん
ち
」

あ
る
い
は
「
秋
大
祭
」
と
も
い
う
。

【
地
域
の
概
要
】

　
奈
多
は
、
海
の
中
道
の
付
け
根
付
近
に
位
置
し
て
い
る
。
博
多
湾
と
玄
界
灘
に

臨
ん
で
お
り
、「
奈
多
浦
」
と
も
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。『
福
岡
県
地
理
全
誌
』

に
よ
れ
ば
、
戸
数
二
四
一
戸
、
人
数
一
二
四
七
名
、
職
分
の
半
数
以
上
が
雑
業
と

記
さ
れ
て
い
る
。
船
数
も
八
一
隻
と
、
そ
の
う
ち
漁
船
が
六
二
隻
と
あ
り
、
漁
業

従
事
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
奈
多
公
民
館
（
福
岡
市
東
区
奈
多
二
丁
目
一
四
―
二
）、
及
び
各
地
区
公
民
館

【
実
施
時
期
】
一
一
月
一
九
日
（
以
前
は
旧
暦
一
〇
月
一
九
日
）

【
伝
承
組
織
】

　
奈
多
志し

式し
き

神
社
の
秋
大
祭
（
奈
多
お
く
ん
ち
）
に
奉
納
さ
れ
る
行
事
で
あ
る
。

奈
多
に
あ
る
西に
し
か
た方

、
前ま

え
か
た方

、
牟む

た田
方が

た

、
高た

か
は
ま浜

の
四
地
区
の
う
ち
二
地
区
の
若
者
が
、

塩
鯛
を
料
理
し
、
神
に
献
饌
す
る
早
さ
を
競
う
行
事
で
あ
る
。
早
魚
行
事
保
存
会

に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

【
由
来
・
伝
承
】

　『
福
岡
県
神
社
誌
』
に
よ
る
と
、
志
式
神
社
の
祭
神
は
、
火
明
神
・
火
酢
芹
神
・

豊
玉
姫
神
・
十
城
別
神
・
雅
武
王
・
葉
山
姫
神
と
あ
る
。
旧
暦
の
正
月
上
旬
に
参

拝
者
が
多
か
っ
た
と
い
い
、
火
難
・
盗
難
・
難
産
を
免
れ
る
と
い
う
信
仰
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
旧
社
格
は
村
社
で
あ
る
。
本
社
は
平
戸
の
志
々
伎
神

社
で
あ
り
、
志
式
三
郎
天
神
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
伝
説
で
は
、
神
功
皇
后
の
三
韓
出
兵
に
際
し
、
当
地
に
軍
議
所
を
置
い
て
水
軍

の
本
拠
地
と
し
た
際
、
皇
后
に
生
き
た
大
鯛
を
料
理
し
て
献
上
し
た
の
が
早
魚
行

事
の
起
源
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
は
、
豊
漁
祈
願
を
願
う
た
め
、
網
元
大
綱
の
漁
場
権
利
取
得
を
め
ぐ
る

競
争
と
し
て
長
年
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
争
い
が
絶
え
な
い
た
め
、
今
日
の
よ
う

に
古
式
を
伝
承
す
る
神
事
と
し
て
伝
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

【
実
施
内
容
】

一
　
祭
り
の
準
備

　
以
前
は
問
屋
（
木
下
家
）
又
は
、
尾
形

（
浜
崎
家
）
を
座
元
と
し
て
、
庭
に
神
楽

舞
台
を
作
り
、
行
事
を
行
っ
て
い
た
が
、

現
在
で
は
、
奈
多
中
央
公
民
館
の
講
堂
に

舞
台
を
組
ん
で
行
事
を
行
っ
て
い
る
（
写

真
一
）。
舞
台
は
一
九
日
当
日
に
組
み
立

て
る
。
舞
台
中
央
の
上
に
は
テ
ン
シ
キ
と

い
う
神
楽
の
天
蓋
の
よ
う
な
も
の
を
と
り

付
け
る
。
十
字
に
組
ん
だ
木
材
に
榊
の
枝

を
四
方
に
向
け
て
結
び
つ
け
た
も
の
で
、

五
色
の
シ
デ
が
四
方
と
中
央
に
一
つ
ず
つ

写
真
一
　
は
や
ま
行
事
の
舞
台

（
中
央
上
部
に
あ
る
の
が
テ
ン
シ
キ
）
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下
げ
ら
れ
る
。
行
事
に
は
宇
美
神
楽
も
舞

わ
れ
る
。
神
職
は
稲
光
氏（
綿
津
見
神
社
・

志
式
神
社
な
ど
四
社
を
兼
務
し
て
い
る
）

で
あ
る
。

二
　
祭
典
と
宇う

み美
神
楽

　
一
九
時
半
こ
ろ
、
公
民
館
で
祭
典
が
始

ま
る
。
祓
詞
・
修
祓
に
続
き
、
降
神
の
儀

が
行
わ
れ
、
神
職
が
神
楽
で
使
わ
れ
る
採

物
に
向
か
っ
て
警
蹕
を
唱
え
る
。
祭
典
は

五
分
ほ
ど
で
終
わ
り
、
続
い
て
宇
美
神
楽

代
表
の
挨
拶
が
あ
り
、
七
番
の
神
楽
を
奉

納
す
る
旨
の
説
明
が
あ
る
。
榊
舞
・
浦
安

の
舞
と
神
楽
が
続
く
。
神
楽
は
、
天
磐
戸

の
演
目
が
終
わ
る
二
三
時
半
頃
に
一
旦
休

止
し
、
後
述
の
は
や
ま
行
事
を
挟
ん
で
、

再
開
さ
れ
る
。

三
　
稽
古

　
そ
の
頃
、
は
や
ま
宿
と
呼
ば
れ
る
公
民

館
で
、
は
や
ま
行
事
の
稽
古
が
執
り
行
わ

れ
て
い
る
（
写
真
二
・
三
）。
以
前
、
稽
古

の
場
は
女
人
禁
制
と
さ
れ
て
い
た
。

　
高
浜
公
民
館
・
牟
田
方
公
民
館
で
は

二
〇
時
頃
か
ら
稽
古
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ

に
先
立
つ
一
七
時
頃
に
ク
ジ
を
引
き
を
行

い
、「
料
理
人
」・「
鰭
さ
し
」・「
す
り
鉢

か
か
え
（
す
り
鉢
持
ち
）」
が
選
ば
れ
る
。

昔
は
、
青
年
団
の
二
四
～
五
歳
の
幹
部
が

担
当
し
、
年
齢
集
団
の
卒
業
の
行
事
と
し

て
、
は
や
ま
を
切
る
の
が
一
人
前
と
み
な
さ
れ
る
条
件
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
人
が
足
り
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
際
に
は
他
の
地
区
か
ら
助
太
刀
に

来
て
も
ら
っ
た
り
、
他
所
の
二
四
～
五
歳
の
人
に
お
願
い
し
て
来
て
も
ら
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
。
参
加
で
き
る
の
は
一
度
だ
け
で
あ
り
、
独
身
男
性
に
限
ら
れ

る
。

　
選
ば
れ
た
青
年
た
ち
は
、
古
老
や
先
輩
の
指
導
の
下
、
稽
古
を
行
う
。
練
習
は

普
段
着
の
ま
ま
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
稽
古
の
際
に
は
練
習
用
の
鯛
と
ま
な
板
、

木
包
丁
、
箸
を
使
う
。
ま
た
、
過
去
の
は
や
ま
行
事
の
ビ
デ
オ
な
ど
を
見
て
行
事

の
流
れ
を
確
認
し
た
り
す
る
。

　
稽
古
を
付
け
る
の
は
地
区
の
年
長
者
で
あ
る
。
ま
な
板
を
引
く
時
に
は
「
板
の

角
度
は
そ
の
ま
ま
」、
前
に
進
み
出
る
と
き
は
「
チ
ャ
ッ
チ
ャ
ッ
チ
ャ
と
」、
腕
や

足
に
負
荷
が
掛
る
姿
勢
で
は
「
が
ま
ん
せ
い
」、「
辛
抱
す
れ
」、
見
せ
所
で
は
「
見

せ
れ
」、「
威
張
れ
」、「
よ
か
よ
か
」
な
ど
と
、
大
声
で
檄
を
飛
ば
し
、
悪
い
点
を

修
正
し
た
り
、
良
い
点
を
誉
め
て
や
っ
た
り
す
る
。

四
　
水
垢
離

　
二
二
時
半
頃
に
な
る
と
、
青
年
た
ち
と
役
員
が
志
式
神
社
に
集
ま
る
。
そ
し
て
、

高
浜
・
牟
田
方
両
地
区
の
青
年
（
提
灯
持
ち
・
料
理
人
・
鰭
さ
し
・
す
り
鉢
か
か
え
）、

計
八
名
が
褌
姿
と
な
っ
て
奈
多
の
浜
に
出
て
、
水
垢
離
を
す
る
。
水
垢
離
を
終
え

る
と
、
中
央
公
民
館
に
向
か
い
、
神
楽
座
入
り
を
す
る
。
現
在
、
は
や
ま
着
物
は

自
治
会
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
が
、
昔
は
稽
古
を
し
て
い
る
間
に
母
親
が
反
物
か

ら
縫
い
上
げ
て
、
は
や
ま
着
物
を
仕
立
て
た
と
い
う
。

五
　
合
わ
せ

　
二
三
時
半
頃
に
宇
美
神
楽
の
天
磐
戸
が
終
わ
る
頃
、
公
民
館
の
控
室
で
合
わ
せ

を
行
う
。
本
番
に
用
い
る
道
具
（
鯛
・
ま
な
板
・
包
丁
・
柳
箸
・
折
敷
）
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
出
場
の
順
番
を
決
め
る
く
じ
引
き
が
行
わ
れ
る
。
最
初
は

予
備
の
ク
ジ
引
き
で
、
こ
よ
り
の
ク
ジ
を
引
い
て
く
じ
引
き
の
順
番
を
決
め
る
。

そ
の
あ
と
本
番
の
ク
ジ
を
引
く
（
写
真
四
）。
ク
ジ
の
先
端
の
髪
が
広
が
っ
た
部

分
に
数
字
の
「
１
」
か
「
２
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
度

写
真
ニ
　
稽
古
の
様
子
（
高
浜
）

  

写
真
三
　
稽
古
の
様
子
（
牟
田
方
）
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は
高
浜
→
牟
田
方
の
順
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
両
地
区
が
並
ん
で
、
行
事
次
第
を
通

し
で
練
習
す
る
。
日
付
が
変
わ
っ
た
〇
時

頃
、
御
神
酒
・
ス
ル
メ
・
昆
布
を
頂
く
と
、

合
わ
せ
も
終
了
と
な
る
。

六
　
天
神
た
ず
ね
・
天
神
舞

　
そ
の
頃
、
神
楽
で
は
天
神
た
ず
ね
が
演

じ
ら
れ
る
。
こ
の
天
神
た
ず
ね
と
、
献
魚

包
刀
式
、
ひ
れ
舞
ま
で
が
一
連
の
神
楽
と

な
っ
て
い
る
。
天
神
た
ず
ね
は
、
天
神
と

乙
大
夫
と
が
繰
り
広
げ
る
舞
で
、
志
式
三

郎
天
神
を
探
す
乙
大
夫
が
筑
前
の
奈
多
に

て
天
神
と
出
会
い
、
一
献
傾
け
つ
つ
、
火

難
・
盗
難
除
け
や
大
漁
な
ど
の
神
徳
を
取

り
付
け
よ
う
と
す
る
。
続
い
て
、
盃
を
手

に
取
っ
て
天
神
が
舞
う
天
神
舞
が
あ
り
、

そ
の
後
、
お
汐
井
を
振
っ
て
舞
台
が
清
め

ら
れ
る
と
、
献
魚
包
刀
式
と
な
る
。

七
　
は
や
ま
行
事

　
〇
時
二
〇
分
頃
、
舞
台
の
東
側
に
稲
光

宮
司
・
問
屋
（
木
下
氏
）・
総
代
、
西
側

に
宇
美
神
楽
・
網
元
（
尾
形
氏
）・
町
内

会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
入
場
し
、（
写
真
五
）、

左
右
に
分
か
れ
て
座
る
。（
こ
の
東
西
は

数
年
毎
に
交
代
す
る
）。
続
い
て
高
浜
町

内
会
の
青
年
が
提
灯
持
ち
・
鰭
さ
し
・
料

理
人
・
す
り
鉢
か
か
え
の
順
に
入
場
し
、

牟
田
方
の
青
年
達
が
続
く
。
青
年
た
ち
が

一
列
に
立
ち
並
び
、
正
面
を
向
い
て
礼
を

す
る
。
続
い
て
、
両
地
区
か
ら
料
理
人
一

人
が
前
に
進
み
出
て
、
鯛
・
包
丁
・
箸
を

載
せ
た
ま
な
板
を
、
左
手
の
親
指
と
人
差

し
指
の
間
に
挟
ん
で
高
々
と
上
げ
、
左
腕

を
ま
く
る
。
続
い
て
ま
な
板
を
右
手
に
持

ち
替
え
、
同
様
の
所
作
を
繰
り
返
す
。
続

い
て
ま
な
板
を
両
手
で
支
え
て
高
く
掲
げ

て
前
に
進
み
出
る
。
そ
し
て
、
演
者
か
ら

見
て
左
・
右
の
順
に
体
を
回
す
。
続
い
て

後
を
振
り
向
い
て
、
ま
な
板
の
上
の
鯛
を

客
席
に
見
せ
る
よ
う
高
く
掲
げ
る
と
、
大

き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
る
（
写
真
六
）。

ひ
と
と
き
見
せ
場
を
作
る
と
、
再
び
正
面

に
向
き
直
る
。
こ
の
方
向
転
換
や
回
る
際
に
は
足
を
畳
か
ら
離
さ
ず
に
、
に
じ
る

よ
う
な
所
作
を
し
て
体
を
動
か
す
。

　
正
面
を
向
く
と
、
鯛
の
腹
側
を
客
席
の
方
に
向
け
て
ま
な
板
を
置
く
。
料
理
人

を
中
心
に
、
演
者
か
ら
見
て
左
側
に
す
り
鉢
か
か
え
、
右
側
に
鰭
さ
し
が
そ
れ
ぞ

れ
並
ん
で
座
る
。
青
年
達
は
腕
ま
く
り
を
し
て
か
ら
腕
を
組
む
。
そ
の
後
方
に
は

提
灯
持
ち
が
提
灯
を
掲
げ
て
立
つ
。

　「
見
事
な
お
魚
お
料
理
召
さ
れ
」
の
声
が
か
か
る
と
、
太
鼓
の
音
を
合
図
に
料

理
人
が
ま
な
板
に
手
を
伸
ば
し
、
右
手
で
奥
、
左
手
で
手
前
側
を
持
っ
て
ま
な
板

を
高
く
上
げ
、
ド
ン
・
ド
・
ド
ン
、
と
三
回
、
大
き
な
音
を
た
て
て
畳
に
打
ち
付
け
、

鯛
の
腹
が
演
者
を
向
く
よ
う
に
ま
な
板
の
向
き
を
変
え
、
ド
ン
と
大
き
く
畳
に
打

ち
付
け
る
。

　
続
い
て
、
料
理
人
が
包
丁
を
高
く
掲
げ
て
か
ら
、
ト
ン
・
ト
・
ト
ン
と
三
回
大

き
く
包
丁
の
腹
で
鯛
を
打
ち
付
け
る
。
鯛
を
ひ
っ
く
り
返
す
と
、
料
理
人
は
鰭
の

横
に
包
丁
を
置
い
て
鯛
を
ま
な
板
に
押
さ
え
つ
け
る
。
料
理
人
の
右
に
い
る
鰭
さ

し
が
、
左
腕
を
料
理
人
の
首
に
掛
け
て
、
右
手
で
鯛
の
鰭
を
引
き
ち
ぎ
り
、
取
っ

た
鰭
を
折
敷
に
載
せ
て
「
鰭
受
取
」（
神
楽
座
元
の
主
人
）
の
所
に
届
け
る
（
写

写
真
四
　
く
じ
引
き

写
真
六
　
鯛
見
せ

写
真
五
　
舞
台
に
入
場
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真
七
）。
こ
の
鰭
を
ど
ち
ら
が
早
く
届
け

る
か
が
競
争
と
な
っ
て
お
り
、
勝
っ
た
地

区
は
豊
漁
に
な
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

昔
は
勝
っ
た
方
が
良
い
漁
場
を
取
る
こ
と

が
で
き
た
た
め
白
熱
し
た
戦
い
と
な
っ
た

と
い
う
。
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
牟

田
方
青
年
団
が
早
く
鰭
を
供
え
た
。

　
鰭
が
取
れ
る
と
、
今
度
は
料
理
人
の
左

に
い
る
す
り
鉢
か
か
え
が
、
鯛
の
頭
を

取
っ
て
折
敷
に
載
せ
る
。
続
い
て
鯛
を
裏

返
す
と
、
料
理
人
が
身
の
上
部
を
包
丁
で

押
さ
え
つ
け
、
す
り
鉢
か
か
え
が
鯛
の
片

身
を
持
っ
て
引
き
剥
が
し
、
再
度
鯛
を
裏

返
し
て
、
残
っ
た
片
身
も
引
き
剥
が
す
。

剥
が
し
た
身
は
、
一
枚
ず
つ
料
理
人
の
ま

な
板
の
上
に
戻
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
す
り

鉢
か
か
え
は
、
最
初
の
一
枚
は
、「
や
っ

ち
ゃ
で
き
ま
し
た
（「
良
く
で
き
ま
し
た
」

の
意
）」、二
枚
目
は
「
立
派
な
こ
っ
ち
ゃ
」

と
声
を
出
す
。
料
理
人
は
、
ま
な
板
の
上
の
切
り
身
に
向
か
っ
て
包
丁
を
も
っ
て

大
き
く
振
り
か
ぶ
る
と
、
ゆ
っ
く
り
と
包
丁
で
三
回
撫
で
る
よ
う
な
所
作
を
し
て

か
ら
、包
丁
で
身
を
抱
え
る
よ
う
に
し
て
、鰭
さ
し
の
前
の
折
敷
に
移
す
。
最
後
は
、

料
理
人
が
包
丁
を
ま
な
板
の
上
に
置
き
、
三
人
が
腕
ま
く
り
を
し
て
腕
を
組
ん
で

構
え
、
終
了
と
な
る
。
開
始
を
告
げ
る
太
鼓
の
合
図
か
ら
こ
こ
ま
で
、
一
分
も
か

か
ら
ず
に
終
了
す
る
。
客
席
か
ら
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
青
年

た
ち
は
一
礼
す
る
と
、
道
具
を
持
っ
て
退
場
す
る
。
こ
の
時
さ
ば
い
た
鯛
は
、
安

産
の
守
り
と
さ
れ
て
小
さ
く
切
り
分
け
ら
れ
て
配
ら
れ
る
。

八
　
ひ
れ
舞

　
は
や
ま
行
事
で
取
っ
た
鯛
の
鰭
は
、
女
竹
一
二
本
（
月
の
数
）
で
作
っ
た
竹
の

御
幣
に
結
び
つ
け
ら
れ
、続
く
神
楽「
鰭

舞
」
の
採
り
物
と
な
る
（
写
真
八
）。

　
烏
帽
子
狩
衣
姿
の
一
人
舞
。
右
手
に

鈴
、
左
手
に
ヒ
レ
を
も
っ
て
登
場
し
、

正
面
を
向
い
て
座
る
。
鈴
を
置
い
て
、

ヒ
レ
を
左
右
左
に
振
っ
た
後
、
ヒ
レ
を

左
脇
に
挟
ん
で
二
拍
一
拝
。
鈴
と
太
鼓

を
合
図
に
、「
榊
葉
に
　
木
綿
と
り
し

で
て
　
誰
が
世
に
か
　
神
の
御
室
と
祝

い
そ
め
け
ん
」
と
唱
え
て
立
ち
上
が
り
、
舞
い
始
め
る
。
演
目
の
間
、
笛
・
鐘
・

太
鼓
の
楽
が
入
る
。

　
こ
の
ひ
れ
舞
で
使
わ
れ
た
鰭
は
、
翌
日
の
エ
ビ
ス
祭
り
の
後
、
海
に
納
め
ら
れ

る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
県
内
に
は
、
魚
を
用
い
た
行
事
が
散
見
さ
れ
る
。
嘉
麻
市
中
益
の
万
年
願
相
撲

で
は
、
相
撲
後
の
ト
ウ
渡
し
の
際
に
素
手
で
鯛
を
捌
く
。
ま
た
、
太
宰
府
市
通
古

賀
の
王
城
神
社
の
宮
座
で
は
、
金
串
と
包
丁
を
使
っ
て
、
手
を
触
れ
ず
に
体
を
捌

く
。
ま
た
、「
は
や
ま
」
の
名
を
持
つ
行
事
と
し
て
、
小
郡
市
に
も
「
早
馬
祭
り
」

や
「
早
馬
舞
」
が
見
ら
れ
、中
に
稲
穂
を
入
れ
た
藁
馬
を
担
い
で
い
く
行
事
と
な
っ

て
い
る
〔
久
野
　
二
〇
一
〇
　
一
四
一
〕。

（
須
永
　
敬
）

写
真
七
　
鯛
を
さ
ば
く

写
真
八
　
鰭
さ
し
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三
四
　
山や
ま
人と

走ば
し
り

【
テ
ー
マ
】
三
三
「
修
験
・
山
伏
」

【
地
域
の
概
要
】

　
福
岡
県
の
東
部
、
大
分
県
と
の
県
境
に
程
近
い
海
岸
部
に
位
置
す
る
豊
前
市
は

人
口
二
四
〇
〇
〇
人
余
の
地
方
都
市
で
あ
る
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
る
一
方
で
、

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
直
面
す
る
地
域
で
も
あ
る
。

　
市
域
は
一
一
一
・
一
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
全
体
の
約
七
割
を
山
林

が
占
め
、
佐
井
川
流
域
に
開
析
さ
れ
た
扇
状
地
は
古
代
よ
り
本
地
域
の
中
心
を
な

し
て
い
る
。
そ
の
地
勢
は
北
を
周
防
灘
に
面
し
、
南
に
は
標
高
一
一
三
一
メ
ー
ト

ル
の
犬い
ぬ

ヶが

岳た
け

を
中
心
と
し
た
山
並
み
を
抱
え
る
。
東
は
一
級
河
川
で
あ
る
山や

ま
く
に
が
わ

国
川

を
挟
ん
で
中
津
平
野
が
広
が
り
、
西
は
英
彦
山
山
系
か
ら
延
び
る
舌
状
の
山
稜
に

よ
り
旧
築
城
郡
と
画
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
形
上
の
特
徴
か
ら
、
そ
の
文
化
圏
は
山
国
川
流
域
を
中
心
に
築
上

郡
東
部
と
豊
前
市
、
そ
し
て
大
分
県
中
津
市
の
旧
中
津
市
、
旧
三さ
ん
こ
う
む
ら

光
村
を
含
む
エ

リ
ア
で
集
約
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
事
実
、
神
楽
の
形
態
、
神
社

で
行
わ
れ
る
神
幸
祭
や
そ
の
祭
礼
に
登
場
す
る
傘
鉾
や
祇
園
の
山
車
な
ど
、
共
通

点
は
驚
く
ほ
ど
多
い
。
そ
の
結
果
、
市
内
に
は
今
も
多
く
の
民
俗
芸
能
が
伝
え
ら

れ
、
そ
の
内
容
は
春
季
に
各
神
社
で
執
行
さ
れ
る
神
幸
祭
、
秋
季
に
奉
納
さ
れ
る

神
楽
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
豊
前
市
大
字
山
内
　
嘯う
そ
ぶ
き吹
八
幡
神
社
と
そ
の
周
辺

【
実
施
時
期
】
一
一
月
二
七
日

【
伝
承
組
織
】
嘯
吹
八
幡
神
社
氏
子

【
由
来
・
伝
承
】

　
嘯
吹
八
幡
神
社
が
現
在
地
に
遷
座
し
た
の
は
約
八
〇
〇
年
以
上
前
と
い
う
。

　
初
山
宮
司
家
の
外
に
神
社
の
祭
祀
に
関
与
す
る
屋
敷
を
次じ

官が
ん

と
い
い
、
か
つ
て

は
二
六
軒
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
次
官
は
二
座
に
分
か
れ
て
い
て
、
下し
も

河か
わ

内ち

の
座

と
山や
ま
う
ち内

の
座
で
あ
る
。
氏
神
様
を
氏
子
に
代
わ
っ
て
一
年
間
お
守
り
す
る
こ
と
を

こ
の
二
座
で
引
き
受
け
、
そ
の
座
替
え
を
す
る
日
が
一
一
月
二
七
日
で
あ
っ
た
。

【
実
施
内
容
】

　
次
官
に
よ
る
神
事
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
山
内
と
下
河
内
そ
れ
ぞ

れ
一
二
人
の
次
官
が
い
た
が
、
今
は
五
軒
（
山
内
二
軒
、
下
河
内
三
軒
）
に
減
っ

て
い
る
。
山
人
は
頭
屋
と
呼
ば
れ
、
毎
年
当
番
で
次
官
が
勤
め
て
い
る
。

　
祭
の
前
日
、
山
内
の
当
屋
は
榊
を
根
っ
こ
か
ら
引
き
抜
い
て
き
て
夜
神
前
に
供

え
、
各
次
官
の
家
に
挨
拶
に
回
る
。
当
日
の
早
朝
に
は
山
内
の
次
官
が
八や

尋ひ
ろ

の
浜

に
お
汐
井
と
り
に
行
き
潮
垢
離
を
し
、
岩い
わ
た
け
が
わ

岳
川
（
永な
が
ひ
さ久
）
の
宮
ノ
下
に
あ
る
畑
の

写
真
一
　
神
社
を
出
発
す
る
次
官

写
真
二
　
七
ツ
石
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大
根
三
本
を
抜
き
、
そ
の
跡
に
御
幣
を

立
て
岩
岳
川
で
大
根
を
洗
っ
て
帰
る
。

黒
酒
、
白
酒
（
甘
酒
と
清
酒
で
代
用
）、

大
根
三
本
、
汐
筒
、
幣
付
き
の
榊
二
本

を
神
前
に
供
え
る
。

　
午
前
一
〇
時
に
次
官
（
羽
織
、
袴
）

が
集
ま
り
本
殿
で
祭
典
（
シ
バ
座
）
を

行
っ
た
後
、
鳥
居
の
見
え
る
場
所
（
社

務
所
前
）
に
斎
場
を
設
け
、
案
の
上
に

神
饌
を
移
す
。
そ
し
て
、
二
人
の
当
屋

は
白
装
束
に
白
足
袋
、
草
鞋
履
き
で
、

注
連
縄
を
腰
に
巻
き
そ
こ
に
鉈
を
差
し

て
口
に
は
榊
の
葉
を
く
わ
え
準
備
が
整

う
。

　
午
前
一
一
時
、
斎
場
で
宮
司
の
持
つ

神
の
宿
っ
た
榊
の
神
籬
を
握
り
、
掛
け

声
と
と
も
に
宮
司
が
榊
を
離
す
と
そ
の

ま
ま
走
り
出
す
。
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
県
道
を
横
切
り
、
山
内
集
落
を
抜
け
て
「
歳

越
え
の
坂
」
に
あ
る
「
七
ツ
石
」
を
途
中
並
ん
で
走
り
な
が
ら
目
指
す
。

　「
七
ツ
石
」
で
は
向
か
っ
て
右
端
の
石
に
山
内
の
、
左
の
端
に
は
下
河
内
の
山

人
が
正
座
し
て
心
の
中
で
祈
を
念
じ
る
口
上
を
唱
え
る
と
い
う
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
次
の
年
の
当
屋
の
家
に
向
か
っ
て
走
り
始
め
る
。
そ
の
行
程
二
～
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
で
あ
る
。

　
到
着
し
た
山
人
は
草
履
の
ま
ま
座
敷
に
上
が
り
、
来
年
の
当
屋
か
ら
御
神
酒
を

大
杯
で
三
杯
頂
い
た
と
こ
ろ
で
斎
戒
を
解
く
。
下
河
内
で
は
腰
の
鉈
を
渡
す
こ
と

を「
頭
屋
渡
し
」と
い
う
。
ま
た
、座
敷
に
は
菰
を
敷
く
こ
と
か
ら「
菰
座
」と
呼
び
、

午
前
中
に
は
終
わ
る
。

　
山
内
は
一
二
頃
来
年
の
当
屋
の
家
で
宮
司
、
次
官
が
集
ま
り
祭
典
を
行
っ
た
後
、

当
屋
渡
し
を
行
う
。
下
河
内
は
一
四
時
頃
か
ら
同
じ
く
祭
典
を
行
い
、
当
屋
渡
し

を
し
、
終
了
と
な
る
。

　
な
お
、
次
官
と
は
福
岡
県

の
京け
い
ち
く築
地
域
と
大
分
県
の
北

部
に
見
ら
れ
る
祭
祀
組
織
で
、

そ
の
表
記
は
地
域
に
よ
っ
て

様
々
で
あ
る
。
本
来
神
官
を

補
佐
す
る
役
柄
で
、
地
域
の

神
社
と
何
ら
か
の
関
係
を
持

つ
家
柄
に
よ
っ
て
、
構
成
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
嘯
吹
八
幡
神
社
が
鎮
座
す

る
山
内
地
区
か
ら
さ
ら
に
南

に
ゆ
く
と
、
岩
屋
地
区
が
あ

り
そ
の
鎮
守
と
し
て
日
吉
神

社
が
あ
る
。
こ
の
日
吉
神
社

に
も
山
人
走
り
の
神
事
が
伝

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は

ず
い
ぶ
ん
と
異
な
る
。
以
下
、
そ
の
様
子
を
文
献
か
ら
引
用
し
て
記
し
参
考
と
し

た
い
（
栗
焼
　
二
〇
〇
六
）。
な
お
、
祭
り
は
氏
子
の
高
齢
化
な
ど
で
現
在
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。

写
真
三
　
山
内
集
落
を
駆
け
抜
け
る

100m

出
発
地(

嘯
吹
八
幡
神
社)目

的
地

走行ルート

図
一
　
次
官
の
走
行
経
路
図

　
大
河
内
の
日
吉
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
様
は
、
求
菩
提
山
を
守
る
た
め

京
都
か
ら
は
る
ば
る
と
お
迎
え
し
た
神
様
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
神

様
は
京
都
の
日
吉
神
社
か
ら
海
路
、
瀬
戸
内
海
を
通
り
、
沓
川
の
浦
に
着
い

て
そ
こ
か
ら
岩
岳
川
に
沿
っ
て
岩
屋
に
着
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
法
覚

寺
の
裏
山
に
あ
る
「
お
と
ん
ご
ぜ
」
と
い
う
場
所
に
落
ち
着
い
た
と
い
い
ま

す
。
こ
れ
を
知
っ
た
村
長
は
夜
が
開
け
る
前
に
数
人
の
村
人
を
連
れ
て
お
迎

え
に
向
か
い
ま
す
が
、
そ
の
時
村
人
の
一
人
が
打
ち
振
る
「
ヒ
イ
ト
ギ
」
で

明
か
り
を
取
り
な
が
ら
村
長
の
家
ま
で
案
内
し
た
と
い
い
ま
す
。
途
中
、
夜

も
明
け
た
の
で
「
ヒ
イ
ト
ギ
」
を
道
路
わ
き
の
土
中
に
突
き
刺
し
て
い
っ
た
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と
こ
ろ
、
不
思
議
な
こ
と
に
数
日
し
て
そ
の
「
ヒ
イ
ト
ギ
」
の
木
か
ら
柿
の

芽
が
出
だ
し
た
そ
う
で
す
。
一
方
、
神
社
を
建
て
る
ま
で
村
長
の
家
の
座
敷

を
仮
御
殿
と
し
て
過
ご
さ
れ
る
神
様
の
も
と
に
は
村
人
が
代
わ
る
代
わ
る
酒

や
ご
飯
を
差
し
上
げ
た
そ
う
で
す
。「
ヒ
イ
ト
ギ
」
か
ら
芽
吹
い
た
柿
木
は

爾
来
、
日
吉
神
社
の
ご
神
木
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
今
は
何
代
目
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
根
元
は
こ
げ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。「
お
と
ん
ご
ぜ
」
と
は
窟
に

お
ら
れ
た
神
様
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
。「
ヒ
イ
ト
ギ
」
は
松
明
の
代
わ

り
に
使
わ
れ
た
明
り
取
り
で
、
燃
え
残
り
の
薪
の
先
に
残
る
火
の
こ
と
。

　
由
来
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
日
吉
神
社
に
は
「
山や
ま
ん
ど人

走
り
」
と
い
う
儀
礼

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
り
は
一
〇
月
初は
つ
さ
る申
日
の
午
後
に
執
り
行
わ
れ
ま

す
。
当
日
、
神
社
に
次
官
六
人
（
以
前
は
一
二
人
）
と
山
人
一
人
、
そ
れ
に

宮
司
が
一
四
時
に
集
ま
り
、
昨
夜
作
っ
た
粥
を
入
れ
た
桶
二
つ
を
神
前
に
供

え
ま
す
。
次
官
の
一
人
が
御
供
殿
で
お
盆
の
形
を
し
た
器
（
白
木
）
に
赤
飯
、

粢
、
ご
神
木
か
ら
取
っ
た
小
さ
い
柿
の
実
を
三
つ
乗
せ
、
こ
れ
を
八
つ
（
次

官
と
宮
司
の
分
）
整
え
、
甘
酒
一
桶
、
清
酒
一
升
を
備
え
て
控
え
ま
す
。

　
次
官
は
口
に
榊
の
葉
を
く
わ
え
、
御
供
殿
か
ら
神
殿
へ
並
び
手
送
り
で
献

饌
、
玉
串
奉
奠
を
行
い
ま
す
。
山
人
は
山
仕
事
の
姿
（
荒
縄
を
腰
に
巻
き
、

鉈
を
差
す
）
で
御
幣
の
付
い
た
榊
の
枝
を
持
っ
て
、
神
殿
裏
で
待
機
し
ま
す
。

本
殿
左
の
疫
神
社
で
祭
典
が
始
ま
り
、
修
祓
の
あ
と
山
人
が
「
ユ
ー
ド
ウ
」

と
い
う
声
を
出
し
、
こ
の
と
き
か
ら
カ
ミ
ガ
カ
リ
と
な
り
ま
す
。
直
ち
に
山

人
は
境
内
南
側
の
鳥
居
を
走
り
出
て
旧
道
を
通
り
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先

の
ご
神
木（
柿
木
）へ
と
向
い
ま
す
。
目
指
す
場
所
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
大
正
時
代
ま
で
は
元
宮
と
い
わ
れ
る
「
お
と
ん
ご
ぜ
」（
旧

岩
屋
小
学
校
の
裏
山
の
祠
）
ま
で
、
昭
和
初
期
か
ら
は
「
神
の
柿
」
を
継
ぐ

若
木
が
あ
り
、
山
人
の
走
る
距
離
は
短
縮
さ
れ
ま
し
た
が
、
元
宮
の
神
に
祈

り
を
さ
さ
げ
る
山
人
の
役
割
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
神
の
柿
」
に
つ

く
と
そ
こ
で
荒
縄
を
解
き
、
こ
の
縄
で
持
っ
て
き
た
榊
を
ご
神
木
に
縛
り
付

け
た
後
、
神
社
へ
帰
り
カ
ミ
か
ら
人
へ
戻
る
と
い
い
ま
す
。
疫
神
社
祭
典
終

了
後
、
本
殿
か
ら
拝
殿
へ
撤
饌
を
行
い
、
拝
殿
で
の
直
会
で
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
山
人
の
役
は
次
官
が
輪
番
で
務
め
る
慣
わ
し
で
す
。

　
以
前
は
旧
道
を
走
る
山
人
に
石
を
投
げ
つ
け
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
山

人
は
カ
ミ
で
あ
る
の
で
痛
く
な
い
と
い
う
、
古
い
神
事
儀
礼
に
よ
る
も
の
で

す
。
由
来
に
あ
る
求
菩
提
山
を
守
護
す
る
神
様
と
は
、
天
台
宗
比
叡
山
鎮
守

日ひ

え吉
山
王
権
現
と
も
い
わ
れ
、
三
諦
即
一
の
思
想
が
修
験
道
に
緩
用
さ
れ
る

中
、
思
想
的
影
響
を
与
え
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（

栗
燒
　
憲
児
）
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三
五
　
亥い

の
子こ

【
テ
ー
マ
】
三
四
「
亥
の
子
」

【
別
名
】
浄
じ
ょ
う

土ど

院い
ん

地
区
の
亥
ノ
子
祭
り

【
地
域
の
概
要
】

　
苅か
ん

田だ

町ま
ち

は
、
福
岡
県
の
東
北
部
に
位
置
す
る
。
瀬
戸
内
海
の
西
端
の
周
防
灘
に

面
し
た
京
都
平
野
の
北
端
部
に
位
置
し
、
南
側
の
行
橋
市
と
北
側
の
北
九
州
市
に

挟
ま
れ
た
工
業
を
主
産
業
と
す
る
町
で
あ
る
。
東
側
の
海
岸
沿
い
に
は
国
道
一
〇

号
線
が
南
北
に
走
り
、
西
側
に
は
、
貫ぬ
き
さ
ん山

（
標
高
七
一
一
・
六
メ
ー
ト
ル
）、
水

す
い
し
ょ
う晶

山や
ま

（
標
高
五
三
一
・
三
メ
ー
ト
ル
）、
高た

か
じ
ょ
う
さ
ん

城
山
（
標
高
四
〇
九
・
五
メ
ー
ト
ル
）、
カ

ル
ス
ト
台
地
の
平ひ
ら

尾お

台だ
い

（
標
高
三
五
〇
～
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
等
の
丘
陵
が
そ
び

え
る
。

　
浄
土
院
地
区
は
、
苅
田
町
の
中
央
部
の
南
側
に
位
置
し
、
高
城
山
の
山
稜
か
ら

南
に
延
び
る
扇
状
地
状
の
谷
部
に
形
成

さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
大
字
下し
も

片か
た

島し
ま

地

区
の
中
に
位
置
す
る
。
集
落
内
は
、
浄

土
院
川
が
北
か
ら
南
に
流
れ
、
東
西
に

流
れ
る
長な
が

峡お

川が
わ

に
合
流
す
る
。
長
峡
川

に
沿
い
県
道
須す

磨ま

園ぞ
の

南み
な
み
ば
る原
曽そ

根ね

線
が

通
る
。
さ
ら
に
西
側
に
は
南
北
に
東
九

州
自
動
車
道
が
走
る
。
浄
土
院
地
区
は
、

比
較
的
地
理
的
条
件
は
い
い
が
、
市
街

化
調
整
区
域
内
の
た
め
、
新
た
に
他
地

区
か
ら
の
住
民
が
家
を
建
て
る
の
が
難

し
い
。
地
域
の
主
産
業
は
農
業
で
あ
っ

た
が
、
近
年
、
兼
業
化
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
へ
の
就

業
が
進
ん
で
い
る
。

　
歴
史
的
に
は
、
江
戸
時
代
、
片
島
村
の
一
部
と
し
て
小
倉
藩
領
の
京
都
郡
新あ
ら

津つ

手
永
に
属
し
て
い
た
。
地
名
の
浄
土
院
は
か
つ
て
地
区
内
に
あ
っ
た
寺
院
名
に
由

来
す
る
と
い
う
。
片
島
村
は
、
幕
末
期
に
上
片
島
村
、
下
片
島
村
に
分
立
し
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
二
（
一
九
八
九
）
年
に
小お

波ば

瀬せ

村む
ら

、
昭
和
三
〇

（
一
九
五
五
）
年
に
苅
田
町
の
地
区
と
し
て
現
在
に
至
る
。

　
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
戸
口
統
計
（
苅
田
町
誌
）
で
は
、
戸
数
・
人
口
は
、

下
片
島
村
四
七
、
人
口
一
一
三
と
あ
る
。
現
在
、
下
片
島
の
世
帯
数
八
五
、
人
口

二
〇
五
人
（
二
〇
一
五
年
国
勢
調
査
統
計
）
で
あ
る
。

　【伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
京
都
郡
苅
田
町
下
片
島
区
浄
土
院
地
区
　
浄
土
院
地
区
内
の
各
家
々

【
実
施
時
期
】

　
一
一
月
第
一
土
曜
日
（
調
査
は
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
一
一
月
七
日
に
実
施

し
た
）

　
現
在
の
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
い
つ
か
ら
こ
の
日
に
な
っ
た
か
は
不
明
。

【
伝
承
組
織
】

　
浄
土
院
地
区
の
年
中
行
事
で
あ
り
、区
長
が
中
心
に
行
事
を
采
配
す
る
が
、元
々

は
子
ど
も
の
み
で
行
う
行
事
で
あ
る
。
最
近
は
、
防
犯
の
関
係
も
あ
り
大
人
が
同

伴
す
る
。
当
日
も
区
長
の
他
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
み
で
、
世
話
や
指
導
は
年

長
の
子
ど
も
が
お
こ
な
う
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
地
元
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
厄
払
い
・
五
穀
豊
穣
を
願
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
達
が
地
区
内
の
家
々
を
廻
り
、
玄
関
先
で
、「
亥

ノ
子
づ
ち
」
で
地
面
を
叩
き
な
が
ら
、「
亥
ノ
子
さ
ん
ウ
タ
」
を
唄
っ
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、「
亥
ノ
子
を
祝
わ
な
い
と
火
災
に
あ
う
」
と
聞
い
て
い
た
と
言
う

人
も
い
た
。

　
さ
ら
に
『
苅
田
町
誌
』
で
は
、
亥
ノ
子
・
亥
子
に
つ
い
て
、

200m

苅田町立片島小学校

浄
土
院
地
区

図
一
　
浄
土
院
地
区
の
位
置
図
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　「
昔
は
「
亥
子
餅
ち
ょ
搗
か
ん
も
な
鬼
に
ょ
生
め
蛇
生
め
角
の
生
え
た
子
を
生

め
」
と
怒
鳴
り
な
が
ら
藁
束
で
作
っ
た
い
の
こ
づ
ち
で
門
口
を
ボ
ト
ゝ
叩
い
て
ま

わ
り
、
庭
に
飾
ら
れ
た
お
供
え
を
取
っ
て
食
べ
る
行
事
が
あ
っ
た
。
二
月
亥
の
日

に
田
に
降
り
た
田
の
神
（
亥
の
神
）
が
、
一
〇
月
亥
の
日
に
仕
事
を
終
え
家
に
帰

る
の
で
新
穀
で
餅
を
搗
い
て
お
迎
え
す
る
日
で
あ
る
。
庭
の
隅
に
臼
を
置
き
、
上

に
新
藁
を
敷
き
一
升
瓶
で
お
供
え
を
す
る
。
こ
れ
を
黙
っ
て
取
っ
て
食
べ
れ
ば
病

気
を
し
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。（
苅
田
町
誌
編
纂
委
員
会
　
一
九
七
〇
）

【
実
施
内
容
】

　
事
前
に
準
備
す
る
も
の
と
し
て
、
当
日
地
面
を
叩
く
際
に
使
用
す
る
円
形
の
握

り
手
の
あ
る
棒
状
の
「
亥
ノ
子
づ
ち
」（
地
元
で
は
こ
づ
ち
と
呼
ん
で
い
る
）
が

あ
る
。
最
近
は
、
材
料
の
藁
が
入
手
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
二
年

前
に
作
っ
た
も
の
（
公
民
館
で
住
民
が
集
ま
り
夏
頃
製
作
し
た
）
が
丈
夫
で
本
年

も
使
用
で
き
る
こ
と
か
ら
今
年
は
作
っ
て
い
な
い
。
壊
れ
た
ら
作
り
直
す
よ
う
に

し
て
い
る
。
作
り
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
他
地
区
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。

こ
の
時
製
作
し
た
も
の
は
、
握
り
手
に
カ
ラ
ー
テ
ー
プ
な
ど
の
補
強
を
行
っ
て
い

る
。
大
き
さ
・
形
状
な
ど
は
手
造
り
の
た
め
、
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
他
方
で

こ
れ
と
は
別
に
祖
父
が
作
っ
た
「
亥
ノ
子
づ
ち
」
を
使
っ
て
い
る
子
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
「
亥
ノ
子
づ
ち
」
は
、行
事
が
終
わ
る
と
個
人
で
保
管
す
る
（
写
真
一
）。

写
真
の
亥
ノ
子
つ
ち
は
、
全
長
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
に
ぎ
り
の
幅
一
六
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
参
加
人
員
は
、
子
ど
も
七
人
と
同
伴
の
保
護
者
、
区
長
を
併
せ
て
二
〇
名
程
で

あ
る
。
行
事
に
は
、
中
学
一
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
参
加
す
る
。
保
護
者
同
伴
で

〇
才
か
ら
参
加
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
女
子
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
出
た
が
ら
な
い

と
も
い
う
。
行
事
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
の
一
部
は
、
地
区
外
の
木
ノ
元
や
片
島

地
区
に
住
ん
で
い
る
。
浄
土
院
地
区
は
、
新
た
に
他
地
区
か
ら
の
移
住
が
難
し
く
、

家
を
建
て
ら
れ
な
い
た
め
、
子
ど
も
の
数
は
少
な
い
。
し
か
し
、
今
年
は
、
子
ど

も
達
の
数
を
制
限
し
た
そ
う
で
あ
る
。
子
ど
も
の
数
が
多
く
な
る
と
お
菓
子
な
ど

の
準
備
が
大
変
に
な
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
地
区
外
は
遠
慮
し
て
も
ら
っ
た
ら
し

い
。

　
当
日
、
公
民
館
に
集
合
し
た
後
、
一
八

時
半
過
ぎ
か
ら
町
立
片
島
小
学
校
近
く
の

個
人
宅
を
訪
れ
る
。
ま
ず
、
最
初
に
家
の

門
口
に
子
ど
も
達
が
一
列
に
並
び
、「
亥

ノ
子
づ
ち
」
で
地
面
を
叩
き
な
が
ら
「
亥

ノ
子
さ
ん
ウ
タ
」
を
二
度
唱
え
る
。
終
わ

る
と
玄
関
が
開
く
、
子
ど
も
達
は
、「
今
晩

は
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
な
が
ら
、
中
に
入

り
、
家
人
か
ら
お
菓
子
の
接
待
を
受
け
る

（
巻
頭
図
版
）。
こ
れ
を
一
軒
ず
つ
、
繰
り

返
し
行
う
。
玄
関
は
、
子
ど
も
達
が
開
け

る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
留
守
を
し
て
い

た
り
気
づ
か
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
家

人
が
玄
関
な
ど
に
お
菓
子
を
置
い
て
お
く
こ
と
も
あ
る
。

　
最
初
の
家
が
地
区
の
下
側
（
海
側
）
に
あ
た
り
、
こ
こ
か
ら
北
側
の
浄
土
院
集

会
所
を
過
ぎ
上
（
山
側
）
の
方
へ
と
向
か
い
、
地
区
内
の
三
三
軒
ほ
ど
を
巡
っ
た
。

最
終
的
に
二
〇
時
三
〇
分
頃
、
最
後
の
家
を
訪
問
し
、
余
っ
た
分
の
お
菓
子
を
全

員
で
分
け
て
、
解
散
し
た
。
一
軒
あ
た
り
で
お
こ
な
う
「
亥
の
子
づ
き
」
の
時
間

は
、
お
お
よ
そ
一
分
か
ら
二
分
以
内
で
、
平
均
一
分
半
く
ら
い
の
場
合
が
多
か
っ

た
。
今
年
は
、
下
側
か
ら
上
側
へ
と
進
ん
だ
が
、「
亥
ノ
子
」
を
行
う
順
路
（
上
・

下
、
奥
・
前
等
）
は
、
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
毎
年
、
い
の
こ
歌
の
歌
詞
を
紙
に
書
い
て
お
菓
子
と
一
緒
に
配
っ
て
い
る
家
が

あ
る
。
以
下
、
そ
の
歌
詞
で
あ
る
。

　
い
ー
の
こ
さ
ー
ん
の
ば
ー
ん
に

　
も
ち
を
つ
ー
か
ん
い
え
は
、

　
お
に
う
め
じ
ゃ
ー
う
め
ー
つ
の
は
ー
え
た

　
こ
れ
ら
の
歌
は
特
に
集
ま
っ
て
練
習
す
る
の
で
は
な
く
て
、
毎
年
、
参
加
し
な

が
ら
覚
え
る
そ
う
で
あ
る
。

写
真
一
　
亥
の
子
つ
ち
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　「
亥
の
子
づ
き
」
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
順
序
等
決
ま
っ
て
い
る
が
、
迎
え
る

方
の
家
々
で
は
、
接
待
の
仕
方
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
差
異
が
あ
る
。
現
在
は
、
子

ど
も
達
に
お
菓
子
を
渡
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
、
め
ざ
し
、
い
り

こ
な
ど
の
魚
類
、
お
か
ら
、
ゆ
で
卵
、
日
本
酒
、
さ
ら
に
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
メ
モ

帳
な
ど
の
文
房
具
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
三
年
前
ま
で
は
、

多
く
の
世
帯
が
餅
（
か
き
も
ち
・
お
は
ぎ
等
）
を
用
意
し
て
い
た
が
、
子
ど
も
達

が
あ
ま
り
喜
ば
な
い
の
で
お
菓
子
に
変
更
と
な
っ
た
」（
同
伴
の
保
護
者
女
性
の

話
）、
ま
た
、「
時
代
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
、
酒
の
ほ
か
に
ジ
ュ
ー
ス
や
茶
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
た
。
養
命
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
（
同
伴
の

保
護
者
男
性
）。

　
そ
れ
に
対
し
、
昔
な
が
ら
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
し
て
、「
か
つ
て
は

尾
頭
付
き
の
魚
、
酒
（
日
本
酒
）、
新
米
（
御
飯
）
な
ど
が
参
加
し
た
子
ど
も
達

に
振
る
舞
わ
れ
て
い
た
。
め
ざ
し
や
い
り
こ
を
振
る
舞
う
の
は
そ
の
名
残
で
あ
る
。

う
ち
で
は
、昔
か
ら
（
記
憶
で
は
五
〇
年
前
か
ら
）
め
ざ
し
を
用
意
し
て
い
た
」（
訪

問
先
の
高
齢
女
性
）、
と
の
話
も
聞
か
れ
た
。

　
ま
た
、
ゴ
ザ
の
上
に
、
米
一
枡
と
日
本
酒
、
ろ
う
そ
く
、
魚
を
盆
に
載
せ
て
い

る
家
も
一
軒
見
ら
れ
た
。「
米
の
御
供
は
、
本
来
収
穫
さ
れ
た
稲
穂
を
一
束
用
意

す
る
。
今
年
は
準
備
で
き
な
か
っ
た
」（
訪
問
先
の
高
齢
女
性
）
と
の
話
も
聞
か

れ
た
。
聞
き
取
り
は
、
地
元
の
聞
き
取
り
を
苅
田
町
教
育
委
員
会
が
行
い
、
浄
土

院
地
区
に
も
情
報
提
供
を
受
け
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
亥
ノ
子
に
つ
い
て
、
京
都
平
野
周
辺
で
は
、
最
近
は
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は

少
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
史
に
そ
の
記
録
が
散
見
す
る
。
そ
の
な
か
の
参

考
事
例
と
し
て
『
行
橋
市
史
下
巻
』「
九
章
民
俗 

第
三
節
　
マ
チ
場
の
暮
ら
し
」

を
紹
介
す
る
。

　「
亥
ノ
子
・・・
下
正
路
や
金
剛
丸
あ
た
り
で
は
、一
一
月
の
最
初
の
亥
ノ
日
に
「
亥

子
様
祭
り
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
亥
の
子
は
、
収
穫
を
感
謝
し
祝
う
行
事
で
あ
る
。

田
に
刈
り
残
し
た
四
・
五
株
を
こ
の
日
に
刈
り
取
り
、
新
米
で
餅
を
つ
き
、
竹
筒

に
餅
を
い
れ
、
屋
根
の
上
に
放
り
投
げ
る
。
モ
グ
ラ
打
ち
と
い
っ
て
、
地
面
を
ト

ン
ト
ン
叩
き
な
が
ら
家
々
を
ま
わ
っ
た
。
亥
ノ
子
が
過
ぎ
る
と
コ
タ
ツ
を
だ
し
て

い
た
」（
行
橋
市
史
編
纂
委
員
会
二
〇
〇
六
）。

※
「
亥
ノ
子
石
」
の
例

　
旧
豊
前
国
の
田
川
郡
の
う
ち
、
川
崎
町
の
旧
川
崎
地
区
の
東
川
崎
・
永
井
・
太

田
の
三
地
区
で
は
、「
亥
ノ
子
づ
き
」
の
際
、「
藁
鉄
砲
（
亥
ノ
子
つ
ち
）」
で
は

な
く
「
亥
ノ
子
石
」
を
使
用
す
る
（
写
真
二
）。
東
川
崎
で
は
、
亥
ノ
子
石
を
カ

マ
ス
（
藁
製
の
穀
物
入
れ
）
に
入
れ
て
周
囲

に
引
き
縄
を
付
け
て
使
っ
て
い
た
と
い
う
。

永
井
の
も
の
は
手
が
込
ん
で
お
り
、
人
頭
大

の
丸
い
石
に
縄
を
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
付
け
、

形
を
整
え
て
藁
玉
を
つ
く
り
、
周
囲
に
引
き

縄
を
付
け
、上
部
に
御
幣
を
付
け
て
い
る（
写

真
三
）。
大
田
で
は
、
須
佐
神
社
境
内
に
亥

ノ
子
石
が
保
管
さ
れ
て
い
る
（
写
真
四
）。

（
長
谷
川
　
清
之
）

写
真
二
　
永
井
の
「
亥
ノ
子
石
」

写
真
三
　
永
井
の
「
亥
ノ
子
」
風
景

写
真
四
　
太
田
の
「
亥
ノ
子
石
」
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三
六
　
お
し
ろ
い
祭ま
つ
り

【
テ
ー
マ
】
六
「
頭
屋
・
宮
座
」

【
地
域
の
概
要
】

　
朝
倉
市
は
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
福
岡
市
の
東
南
約
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

久
留
米
市
の
北
東
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
南
は
筑
後
川
、
東
は
大
分

県
日ひ

田た

市し

、
西
は
福
岡
県
朝
倉
郡
筑ち

く

前ぜ
ん

町ま
ち

、
北
は
飯い

い

塚づ
か

市し

、
田た

川が
わ

郡ぐ
ん

添そ
え

田だ

町ま
ち

に
接

す
る
。
市
内
を
西
か
ら
東
南
へ
と
貫
く
国
道
三
八
六
号
か
ら
南
側
は
平
野
を
形
成

し
、
北
側
は
古こ

処し
ょ

山さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
標
高
八
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
が
連
な
る
。
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
、
甘あ
ま

木ぎ

市し

・
朝
倉
市
・
杷は

木き

町ま
ち

が

合
併
し
て
朝
倉
市
が
誕
生
。
当
該
祭
り
が
行
わ
れ
る
大
山
地
区
は
、
杷
木
町
松ま

末す
え

地
区
に
あ
る
。

　
大
山
は
大
山
川
に
沿
っ
て
細
長
い
山
峡
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
一
番
上

の
家
か
ら
一
番
下
に
あ
る
家
ま
で
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
る
。
集
落
の
最

上
部
奥
村
に
大
山
祇
神
社
が
あ
る
。
さ
ら
に
上
る
と
大
山
峠
を
越
え
て
、
朝
倉
郡

東と
う

峰ほ
う

村む
ら

宝ほ
う

珠し
ゅ

山や
ま

と
大
分
県
日
田
市
畔あ

ぜ

倉く
ら

山や
ま

の
間
に
出
る
。
大
山
川
は
、
平
地
に
出

た
と
こ
ろ
で
赤あ
か

谷た
に

川が
わ

と
合
流
し
筑
後
川
に
注
ぐ
が
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年

の
九
州
北
部
豪
雨
の
際
、
赤
谷
川
と
そ
の
上
流
で
合
流
す
る
乙
石
川
流
域
の
松
末

地
区
は
、
全
滅
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
。
大
山
は
上
の
方
は
砂
防
ダ

ム
の
お
陰
で
被
害
は
少
な
か
っ
た
が
、
下
の
赤
谷
川
近
く
で
は
数
軒
の
家
が
流
さ

れ
、
神
事
に
使
う
米
を
作
っ
て
い
た
マ
ツ
リ
ダ
（
祭
田
）
も
流
失
し
た
。

　
小
早
川
時
代
の
「
指
出
前
之
帳
」
で
は
大
山
村
の
田
三
町
九
反
余
、
畠
一
町

七
反
余
と
見
え
、「
慶
長
石
高
帳
」
に
は
慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
の
検
地
高

一
五
七
石
余
、
う
ち
大
豆
四
八
石
余
と
見
え
、
古
く
か
ら
人
の
住
ん
だ
地
域
と
考

え
ら
れ
る
。
元
禄
五（
一
六
九
二
）年
に
は
家
数
二
九
・
人
数
一
七
三（「
田
圃
志
」）、

寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
は
家
数
四
九
・
人
数
二
五
二
、
馬
八
、
牛
二
〇
と
記
さ

れ
て
い
る
（「
郷
村
帳
写
」
井
手
家
文
書
）。
九
州
北
部
豪
雨
で
家
、
田
が
流
さ
れ

た
数
軒
が
村
を
離
れ
、
現
在
は
四
六
戸
で
あ
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
朝あ
さ

倉く
ら

市し

杷は

木き

大お
お

山や
ま

字
山や
ま

ノの

神か
み

　
大お
お

山や
ま

祇ず
み

神
社

【
実
施
時
期
】
一
二
月
二
日
　
二
時
か
ら

【
伝
承
組
織
】
大
山
行
政
区

　
大
山
は
大
山
川
に
沿
っ
て
ひ
ら
け
た
細
長
い
集
落
で
、
現
在
上
組
三
班
、
大
山

下
組
四
班
の
七
組
が
あ
る
。
以
前
は
八
組
で
あ
っ
た
が
、
豪
雨
に
よ
り
離
村
者
が

出
た
た
め
七
組
と
な
っ
た
。
一
組
は
五
～
一
〇
軒
、
戸
数
が
少
な
い
と
こ
ろ
に

当
番
が
回
っ
た
場
合
は
、
加
勢
を
頼
ん
だ
り
す
る
。
ま
た
各
組
で
は
組
内
で
当
番

が
ま
わ
り
、
当
番
が
回
っ
て
き
た
組
の
中
の
当
番
を
「
元
方
」
と
い
う
。
元
方
は

一
〇
〇
年
以
上
に
一
回
ほ
ど
し
か
回
っ
て
こ
な
い
。
当
番
が
回
っ
て
き
た
組
は
、

毎
月
の
清
掃
、
花
柴
上
げ
、
注
連
縄
作
り
、
夏
の
オ
ヨ
ド
、
宮
座
（
お
し
ろ
い
祭
）

な
ど
年
間
を
通
し
て
神
社
の
世
話
を
す
る
。
マ
ツ
リ
ダ
（
神
田
）
は
七
畝
あ
り
、

元
方
が
田
植
え
し
て
稲
を
育
て
、
そ
の
米
の
藁
で
注
連
縄
な
ど
神
事
に
必
要
な
も

の
を
作
っ
た
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
大
山
祇
神
社
は
元
々
「
山
神
社
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
山
の
神
は
女
の
神
様
と

い
わ
れ
、
こ
の
祭
り
は
山
の
神
が
化
粧
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。
氏
子

の
繁
栄
と
新
穀
の
豊
作
を
神
に
感
謝
し
、
翌
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。
直
会

の
最
中
に
氏
子
達
の
顔
に
お
し
ろ
い
（
粢
）
を
塗
っ
て
興
じ
る
こ
と
は
、
既
に
江

戸
期
の
地
誌
類
に
見
え
る
。
こ
の
「
お
し
ろ
い
」
は
家
に
帰
り
着
く
ま
で
洗
っ
た

り
落
と
し
た
り
し
て
は
な
ら
ず
、
火
の
中
に
入
れ
る
と
火
事
に
な
り
、
牛
馬
の
飼

料
に
混
ぜ
て
飲
ま
せ
る
と
無
病
息
災
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
「
お
し
ろ
い
」
が
よ
く

顔
に
付
着
す
る
ほ
ど
、
次
の
年
は
豊
年
だ
と
も
言
わ
れ
る
。

　
江
戸
期
の
地
誌
類
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
上
座
郡
大
山
村

　
　
　
山
神
マ
ル
ヤ
マ
ノ
マ
エ
　
山
祗
命
を
祭
れ
り
。
鎮
座
の
始
詳
な
ら
す
。
十
一

　
　
月
二
日
に
祭
れ
り
。
こ
の
日
神
餼
粢
を
備
て
祠
官
を
初
、
産
徒
の
男
女
面
に
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し
と
ぎ
を
ぬ
り
て
興
を
な
せ
り
。
此
神
事
古
よ
り
の
な
ら
わ
せ
な
り
と
そ
。

　『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
上
座
郡
大
山
村

　
　
　
山
神
社
　
奥
村
に
在
。
十
一
月
二
日
粢
を
も
て
供
物
と
す
。
社
人
神
坂
氏

　
　
を
始
、
産
徒
の
男
女
皆
面
に
粢
粉
を
塗
て
興
を
な
す
。
こ
れ
古
来
よ
り
の
例

　
　
式
な
り
。

　
ま
た
、
大
山
祇
神
社
の
ご
神
体
は
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
に
造
り
替
え
ら
れ

て
お
り
、
体
銘
に
「
明
和
三
年
丙
戌
正
月
吉
日
日
田
大
肥
庄
吉
竹
、
半
田
覚
兵
衛
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。（
杷
木
町
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
一
）

【
実
施
内
容
】

一
　
祭
り
の
準
備

幟
立
て

　
祭
り
の
前
日
の
一
二
月
一
日
に
行
う
。
老
齢
化
し
て
作
業
に
は
困
難
を
来
し
て

　
い
る
。

注
連
縄
張
り

　
祭
の
一
週
間
前
に
、
当
番
の
組
全
員
が
集
ま
り
、
注
連
縄
を
綯
い
、
注
連
張
り

　
を
す
る
。
以
前
は
マ
ツ
リ
ダ
で
米
を
作
り
、
そ
の
藁
を
使
用
し
た
が
、
水
害
で

　
マ
ツ
リ
ダ
が
流
失
し
た
た
め
、
現
在
は
村
内
の
農
家
に
早
く
か
ら
頼
み
、
機
械

　
刈
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
長
い
茎
を
確
保
し
て
も
ら
う
。

　
注
連
縄
は
、
神
前
に
張
る
大
注
連
縄
二
、
カ
ン
ヤ
（
神
屋
カ
、
直
会
食
を
仕
上

　
げ
る
建
物
）、
末
社
二
、
手
洗
場
に
張
る
。

粢
作
り

　
以
前
は
当
番
が
マ
ツ
リ
ダ
で
取
れ
た
新
米
で
作
っ
た
が
、
今
は
新
米
を
精
米
所

　
に
頼
み
、
祭
り
前
日
ま
で
に
粉
に
し
て
も
ら
う
。
神
前
に
供
え
る
粢
と
顔
に
塗

　
る
も
の
は
、
固
さ
が
異
な
る
。
お
供
え
用
を
ま
ず
作
り
、
神
前
に
供
え
る
。
顔

　
に
ぬ
る
粢
は
、
神
事
が
終
わ
る
こ
ろ
作
り
始
め
る
。
水
を
多
く
し
て
ド
ロ
ド
ロ

　
状
態
に
捏
ね
る
。

藁
苞
つ
く
り

　
注
連
縄
と
一
緒
に
作
る
。
二
個
一
セ
ッ
ト

直
会
食
の
調
理

　
直
会
食
は
三
日
前
か
ら
、
当
番
の
組
の
女
性
が
公
民
館
で
下
ご
し
ら
え
を
し
、

　
当
日
カ
ン
ヤ
で
仕
上
げ
る
。

直
会
食
（
写
真
一
）
の
献
立
（
七
〇
人
分
作
る
）

　
・
押
し
寿
司
…
…
三
合
の
寿
司
飯
で
扇
の
地
紙
型
と
三
角
形
の
押
し
寿
司
を
一

　
つ
ず
つ
作
る
。
型
か
ら
取
り
だ
し
そ
れ
ぞ
れ
の
上
に
ピ
ン
ク
と
黄
緑
の
そ
ぼ
ろ

　
を
の
せ
、
そ
の
上
に
鰤
の
刺
身
を
一
切
れ
ず
つ
乗
せ
る
）

　
・
ヌ
タ
…
…
大
根
・
人
参
の
千
切
り
・
し
め
さ
ば
を
酢
味
噌
で
和
え
る
。

　
・
吸
物
…
…
板
蒲
鉾
を
三
等
分
し
た
一
切
れ
を
斜
め
に
切
っ
た
も
の
・
柚
の
香

　
を
、
昆
布
だ
し
の
汁
に
入
れ
る
（
椎
茸
は
村
で
も
採
れ
る
が
使
っ
た
事
は
な
い
）

　
・
煮
し
め
…
…
竹
輪
（
一
本
を
二
切
れ
に
し
た
も
の
）・
人
参
二
切
・
牛
蒡
二
切
・

　
野
菜
昆
布
二
・
里
芋
二
個
（
良
い
と
こ
ろ
だ
け
を
取
る
）・
大
根
二
切
・
コ
ン
ニ
ャ

　
ク
二
切
・
ジ
ャ
ジ
ャ
豆
（
大
豆
一
升
を
前
日
に
炊
い
て
味
を
馴
染
ま
せ
る
。
昔

　
は
イ
リ
コ
を
入
れ
て
い
た
）・
生
い
わ
し
（
申
し
送
り
帳
に
は
メ
ザ
シ
と
あ
る
）

　
＊
大
根
は
大
き
い
大
根
を
輪
切
り
に
し
て
真
ん
中
の
良
い
と
こ
ろ
だ
け
を
煮

　
る
。
切
れ
端
は
ヌ
タ
に
使
う
。
人
参
も
形
の
揃
う
と
こ
ろ
だ
け
を
斜
め
輪
切
り

　
に
し
て
、
切
れ
端
は
ヌ
タ
に
使
う
。

　
＊
お
供
え
・
直
会
食
に
使
う
野
菜
は
、
す
べ
て
元
方
で
作
る
。

二
　
神
事

お
供
え

　
鯛
一
尾
・
酒
一
升
・
甘
酒
一
升
・
白
飯
一
盛
・
赤
飯
一
盛
・
米
一
升
三
合
・
塩

　
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
・
野
菜
（
蕪
・
大
根
・
人
参
）・
果
物

　
粢
二
段
一
盛

修
祓
・
斎
主
一
拝
・
献
饌
・
祝
詞
奏
上

玉
串
拝
礼

　
斎
主
・
神
社
総
代
（
上
下
）・
大
山
生
産
森
林
　
組
合
長
・
大
山
区
会
長
（
上
下
）・

　
大
山
生
産
　
森
林
組
役
員
・
座
元
代
表
・
　
来
賓
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撤
饌
・
斎
主
一
拝

三
　
直
会

・
拝
殿
に
向
か
い
合
っ
て
並
ん
で
座
る
。

・
食
事
が
運
ば
れ
る
。
女
は
カ
ン
ヤ
か
ら
食
事
を

　
出
し
拝
殿
下
で
座
元
に
受
け
渡
す
。
拝
殿
に

　
は
上
が
れ
な
い
。

・
食
事
が
揃
う
と
森
林
組
合
長
な
ど
の
挨
拶
が
あ

　
り
、
御
神
酒
が
注
が
れ
る
。
乾
杯
し
た
後
食

　
事
と
な
る
。

・
直
会
が
始
ま
る
と
、
カ
ン
ヤ
で
は
お
し
ろ
い
を

　
作
り
始
め
る
。
捏
ね
た
米
粉
に
さ
ら
に
水
を

　
加
え
、
ド
ロ
ド
ロ
状
態
に
す
る
。

・
宴
会
の
半
ば
頃
に
、
湯
飲
み
に
甘
酒
が
注
が
れ
る
と
、
神
職
の
顔
か
ら
最
初
に

　
お
し
ろ
い
を
塗
り
始
め
る
。
次
々
に
粢
が
塗
ら
れ
て
い
く
が
、
お
し
ろ
い
は
必

　
ず
下
か
ら
上
に
塗
っ
て
い
く
。
酒
を
十
分
に
飲
ま
な
い
と
お
し
ろ
い
が
つ
き
に

　
く
い
と
言
っ
て
、
燗
酒
も
ど
ん
ど
ん
ま
わ
る
。
お
し
ろ
い
が
良
く
付
着
す
る
ほ

　
ど
翌
年
は
豊
作
だ
と
い
う
。
お
し
ろ
い
は
、
拝
殿
の
外
で
見
て
い
る
見
物
客
に

　
も
塗
ら
れ
、
あ
た
り
は
笑
い
に
包
ま
れ
る
（
写
真
二
）。

頭
渡
し

　
宴
も
た
け
な
わ
と
な
っ
た
頃
、
拝
殿
の
一
角
で
ト
ワ
タ
シ
が
行
わ
れ
る
。

　
神
職
を
中
心
に
神
職
の
左
側
に
当
年
の
座
元
代
表
三
名
、
右
側
に
来
年
の
座
元

　
三
名
が
向
き
合
っ
て
座
り
、
当
年
か
ら
来
年
の
座
元
に
神
職
の
手
を
介
し
て
盃

　
が
渡
さ
れ
、
次
年
度
の
座
元
が
「
来
年
は
〇
〇
組
が
座
元
を
務
め
ま
す
」
と
宣

　
言
し
て
終
わ
る
。
宮
座
の
申
し
渡
し
書
や
物
品
は
、
後
日
次
年
度
の
座
元
宅
に

　
届
け
ら
れ
る
。

　
拝
殿
は
宴
会
で
盛
り
上
げ
り
、
ト
ワ
タ
シ
も
厳
粛
な
雰
囲
気
は
な
く
、
実
際
何

　
時
か
ら
行
わ
れ
た
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
の
状
況
の
中
行
わ
れ
た
。

藁
苞
の
み
や
げ
（
写
真
三
）

　
ト
ワ
タ
シ
が
終
わ
る
頃
か
ら
、
三
々
五
々
帰
り
支
度
を
始
め
る
。
食
事
の
　

　
残
っ
た
も
の
は
、
座
元
が
一
人
ず
つ
藁
苞

　
に
入
れ
る
。
藁
苞
は
、二
つ
で
一
つ
に
な
っ

　
て
お
り
、
肩
に
振
り
分
け
に
担
い
で
、
持
っ

　
て
帰
る
。

　
お
し
ろ
い
は
乾
燥
し
て
く
る
に
つ
れ
て
顔

　
が
引
き
つ
っ
て
く
る
が
、
家
に
帰
り
着
く

　
ま
で
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
火
の
中
に

　
入
れ
る
と
火
事
に
な
る
と
言
わ
れ
、
牛
馬

　
の
飼
料
に
混
ぜ
て
飲
ま
せ
る
と
無
病
息
災

　
だ
と
も
言
わ
れ
る
。

　
本
調
査
は
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
一
二

月
二
日
に
実
施
し
た
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）

年
六
月
の
補
足
調
査
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
た
時
も
行
わ
れ
た
事

を
確
認
し
た
が
、
直
会
食
は
、
女
性
た
ち
の

申
し
入
れ
に
よ
り
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）

年
か
ら
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、
各
自
弁
当
を
持

ち
寄
っ
て
、
直
会
を
し
た
と
い
う
。
今
後
も

大
変
手
が
か
か
る
調
理
は
行
わ
れ
な
い
可
能

性
が
高
い
。

（
森
　
弘
子
）

写
真
一
　
直
会
食

写
真
二
　
お
し
ろ
い
を
塗
る

写
真
三
　
藁
苞
の
お
土
産
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三
七
　
御ご

く供
納お

さ
め

【
指
定
等
】

　
種
類
　
久
留
米
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
八は
っ

丁ち
ょ
う

島じ
ま

の
御
供
納

　
指
定
年
月
日
　
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
六
月
二
日

【
テ
ー
マ
】
一
五
「
悪
霊
防
ぎ
」

【
地
域
の
概
要
】

　
行
事
の
行
わ
れ
る
久
留
米
市
宮
ノ
陣
町
八
丁
島
は
、
近
世
の
八
丁
島
村
に
あ
た

る
。
筑
後
川
支
流
の
大
刀
洗
川
下
流
の
右
岸
に
位
置
す
る
水
田
地
帯
で
あ
る
。
村

内
に
は
、
行
事
の
舞
台
と
な
る
八
丁
島
池
が
あ
り
、
天
神
堀
と
も
い
う
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
久
留
米
市
宮み
や

ノの

陣じ
ん

町ま
ち

八
丁
島
　
天
満
神
社
・
天
神
堀
、
及
び
八
丁
島
地
区
。

【
実
施
時
期
】

　
毎
年
一
二
月
中
旬
の
土
・
日
曜
日
（
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
一
二
月

一
四
、一
五
日
）。
古
く
は
旧
暦
一
一
月
一
四
、一
五
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
明

治
期
に
現
在
の
祭
日
に
変
更
さ
れ
た
。

【
伝
承
組
織
】

　
世
話
人
・
区
長
・
八
丁
島
御
供
納
保
存
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
行
事
運
営
の

中
心
と
な
る
の
は
、
当
番
組
の
人
び
と
で
あ
る
。
八
丁
島
は
、
西
・
中
ノ
切
・
田
中
・

奥
・
南
池
・
北
池
・
古こ
が
ん
ち
ゃ
や

賀
茶
屋
の
七
組
に
分
か
れ
て
お
り
、
当
番
は
七
年
に
一
度
回
っ

て
く
る
。
こ
の
組
は
、古
く
は
「
八
丁
島
七
座
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
調
査
を
行
っ

た
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
「
西
」
が
当
番
を
務
め
た
。

　
な
お
、
以
前
は
東
の
宮
と
西
の
宮
と
に
分
か
れ
、
交
互
に
実
施
し
て
い
た
が
、

明
治
期
に
東
西
の
宮
が
合
祀
さ
れ
た
結
果
、
現
在
の
よ
う
な
形
で
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
行
事
の
準
備
か
ら
実
施
に
至
る
ま
で
、
女
人
禁
制
の
祭
り
と
さ
れ
て
お

り
、
行
事
を
知
る
地
区
の
女
性
は
鳥
居
の
内
に
は
入
ら
な
い
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
御
供
納
は
、
収
穫
祭
と
人
身
御
供
譚
に
ま
つ
わ
る
魔
祓
い
と
が
合
わ
さ
っ
た
行

事
と
さ
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
人
身
御
供
譚
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

①
城
主
に
殺
害
さ
れ
て
池
に
沈
め
ら
れ
た
家
臣
が
大
蛇
と
な
り
、
災
難
が
続
く
た

　
め
、
毎
年
村
人
が
一
人
ず
つ
人
身
御
供
と
し
て
差
し
出
さ
れ
た
。

②
「
お
か
ね
」
と
い
う
女
房
が
蛇
身
の
正
体
を
見
破
ら
れ
て
池
に
戻
り
、
災
害
が

　
続
く
た
め
村
の
子
ど
も
を
毎
年
一
人
ず
つ
人
身
御
供
と
し
た
が
、
あ
る
時
訪
れ

　
た
高
僧
の
勧
め
に
よ
り
、
玄
米
三
斗
三
升
を
飯
に
し
て
、
池
に
納
め
る
よ
う
に

　
な
っ
た
。

③
八
丁
島
城
主
の
娘
菊
姫
は
、
既
に
岩
屋
城
の
高
橋
家
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い

　
た
が
、
秋
月
氏
か
ら
の
縁
談
を
断
っ
た
と
こ
ろ
攻
め
込
ま
れ
た
。
勝
ち
目
が
　

　
な
い
た
め
、
菊
姫
を
殺
し
、
そ
の
首
だ
け
を
高
橋
家
へ
嫁
入
り
さ
せ
た
。
そ
　

　
の
後
こ
の
菊
姫
の
怨
霊
が
人
び
と
に
危
害
を
加
え
た
の
で
、
毎
年
一
〇
歳
未
満

　
の
男
子
を
人
身
御
供
に
出
す
こ
と
と
な
り
、
後
に
三
斗
三
升
の
玄
米
を
炊
い
て

　
筒
に
入
れ
、
池
の
中
に
納
め
る
行
事
に
な
っ
た
。（
久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員

　
会
　
一
九
八
六
、八
丁
島
御
供
納
保
存
会
　
二
〇
〇
六
）

　
ま
た
、『
福
岡
県
神
社
誌
』
は
、
例
祭
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
大

日
本
神
祇
會
福
岡
県
支
部
　
一
九
四
四
）。

　
　
　
当
神
社
は
例
祭
の
前
日
夕
、
禊
を
池
に
て
行
ひ
、
男
兒
三
四
才
よ
り
十
才

　
　
迄
の
者
約
十
人
位
潔
斎
を
な
し
、
精
進
家
に
入
り
、
女
人
を
禁
じ
男
子
の
み

　
　
に
て
手
伝
を
奉
仕
し
、
夜
に
入
り
丑
の
刻
に
大
刀
洗
川
の
禊
場
に
至
り
て
禊

　
　
を
な
し
、
往
き
の
路
と
帰
路
を
異
に
し
て
辻
々
人
家
に
至
り
祝
ひ
の
言
葉
を

　
　
述
べ
廻
り
、
神
社
拝
礼
を
終
へ
て
精
進
家
に
帰
る
。
午
後
祭
典
奉
仕
一
同
参

　
　
列
、
終
り
て
米
三
升
三
合
を
煮
き
た
る
御
供
と
神
酒
及
其
器
を
唐
櫃
に
奉
持

　
　
し
て
神
職
と
共
に
列
を
な
し
、
前
日
禊
せ
し
池
に
至
り
舟
に
乗
り
込
み
神
職

　
　
は
御
供
、
兒
童
は
神
酒
其
他
の
器
具
一
切
を
水
中
に
納
む
。
此
の
時
鏑
矢
、
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雁
又
矢
を
射
放
つ
、
是
等
の
行
事
を
終
り
て
解
散
す
、
而
し
て
此
の
神
事
は

　
　
神
座
元
よ
り
奉
仕
す
。
若
し
御
供
沈
ま
ず
し
て
浮
べ
ば
、
神
座
を
申
し
送
る

　
　
こ
と
を
得
ず
翌
年
も
奉
仕
す
べ
き
神
法
な
り
。

【
実
施
内
容
】

　
以
下
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
一
二
月
一
五
日
に
実
施
し
た
現
地
調
査
を
中

心
に
、
関
連
資
料
で
内
容
を
補
い
つ
つ
、
行
事
の
内
容
を
説
明
す
る
。

一
　
行
事
の
準
備

　
九
月
二
九
日
に
御
供
納
世
話
人
が
、
神
職
に
挨
拶
・
相
談
に
行
く
。
こ
の
際
、

今
年
の
奉
納
人
の
子
ど
も
に
つ
い
て
も
伝
え
る
。
子
ど
も
は
、
当
番
区
の
三
歳

か
ら
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
男
子
か
ら
選
ば
れ
る
。
家
に
不
幸
の
あ
っ
た
子
は

務
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
過
去
に
務
め
た
子
ど
も
も
務
め
ら
れ
な
い
。
令
和
元

（
二
〇
一
九
）
年
は
一
名
（
三
歳
児
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
年
は
三
名
の
子
供
が

務
め
た
。
昔
は
三
人
兄
弟
が
選
ば
れ
、一
番
年
下
が
「
本
御
供
」、次
が
「
笹
御
供
」、

一
番
年
長
が
「
手
伝
い
」
と
し
た
（
久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
六
）。

な
お
同
日
、世
話
人
の
話
合
い
も
行
わ
れ
る
。

　
一
〇
月
二
二
日
に
第
一
回
本
座
話
合
い
が

あ
り
、
御
供
納
に
際
し
て
の
役
割
分
担
を
決

め
る
。
一
一
月
中
旬
に
は
注
連
縄
や
、
御
供

米
を
入
れ
る
ヤ
カ
ゴ
、
お
潮
井
を
汲
む
竹
筒

な
ど
が
作
ら
れ
る
。
一
二
月
一
三
日
に
は
、

禊
ぎ
場
所
や
水
取
り
場
所
の
最
終
点
検
の
ほ

か
、
祭
り
期
間
中
に
使
う
者
や
食
料
の
買
い

物
を
行
う
。

　
一
二
月
一
四
日
の
一
〇
時
頃
か
ら
、
公
民

館
・
天
満
神
社
・
天
神
堀
の
注
連
縄
取
り
付

け
を
行
う
。
ま
た
、
船
の
掃
除
や
、
供
物
の

買
い
出
し
を
行
う
と
と
も
に
、
各
会
場
の
準

備
を
行
う
。

二
　
お
潮
井
く
み

　
一
二
月
一
四
日
一
六
時
に
、
天
満
神
社
で
神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
。
拝
殿
に
は

子
ど
も
と
そ
の
父
親
が
座
り
、
後
ろ
に
役
員
が
並
ぶ
。
そ
の
際
、
女
性
は
お
宮
に

入
っ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
る
。
神
事
の
後
、
砂
川
原
付
近
の
床
島
水
路
ま
で
お

潮
井
く
み
に
行
く
。
お
潮
井
は
道
を
清
め
る
た
め
に
用
い
る
。
容
器
は
一
本
の
青

竹
の
中
央
を
細
く
な
る
よ
う
に
削
り
、
そ
の
箇
所
を
折
り
返
し
て
縛
り
、
持
ち
手

と
し
て
い
る
。
お
潮
井
を
汲
む
道
具
も
青
竹
を
用
い
た
も
の
で
二
本
用
意
さ
れ
て

い
る
。
禊
場
ま
で
は
、
宮
司
が
御
幣
を
振
っ
て
道
を
清
め
な
が
ら
進
む
。
道
の
要

所
に
は
御
幣
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
禊
場
で
お
潮
井
を
汲
み
（
写
真
一
）、
再
び

八
丁
島
天
満
神
社
ま
で
戻
る
が
、
そ
の
際
、
往
路
と
復
路
と
で
は
同
じ
道
を
通
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。

三
　
本
禊

　
二
三
時
半
頃
、
奉
納
者
た
ち
が
宮
司
と
と
も
に
天
満
神
社
に
参
拝
し
た
後
、
本

禊
ぎ
に
出
発
す
る
。
宮
司
は
榊
で
道
を
清
め
な
が
ら
先
頭
を
歩
く
。
一
行
は「
ヨ
ー

イ
ソ
ラ
」
と
掛
け
声
を
繰
り
返
し
な
が
ら
禊
場
に
向
か
う
。
辻
に
さ
し
か
か
る
と

祝
い
歌
を
歌
う
。
現
在
は
「
祝
い
ま
し
ょ
う
、
祝
っ
て
三
権
（
三
拍
）、
も
う
一

つ
と
せ
（
三
拍
）、ヨ
ー
イ
ソ
ラ
」
で
あ
る
が
、

『
久
留
米
市
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　「
祝
い
ま
し
ょ
う
（
二
拍
）、
も
う
一
つ
と

せ
（
二
拍
）、
祝
う
て
三さ
ん
ご
ん献

（
三
拍
）」（
久
留

米
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
六
）。
　

　
〇
時
頃
に
禊
場
に
到
着
す
る
と
、
宮
司
は

装
束
を
脱
ぎ
、
禊
場
に
立
て
ら
れ
た
御
幣
に

向
か
っ
て
全
身
を
浄
め
る
。
寒
中
で
も
あ
り
、

子
ど
も
が
水
に
入
る
の
は
膝
下
ま
で
で
あ
る

（
写
真
二
）。
な
お
、
か
つ
て
は
加
茂
ヶ
池
と

大
刀
洗
川
・
筑
後
川
の
三
箇
所
で
禊
を
し
て

お
り
、
往
復
で
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
歩
い
て

い
た
。
身
を
清
め
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
お

写
真
一
　
お
潮
井
汲
み

写
真
二
　
本
禊
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り
、
そ
の
際
に
は
肩
ま
で
水
に
入
っ
て
い

た
と
い
う
。

　
禊
が
終
わ
る
と
、
子
ど
も
宅
前
と
池
に

立
ち
寄
り
、そ
れ
ぞ
れ
で
お
祓
い
を
す
る
。

〇
時
四
五
分
に
は
天
満
神
社
に
戻
り
、
参

拝
し
て
行
事
終
了
と
な
る
。
そ
の
後
、
奉

納
者
親
子
は
そ
の
ま
ま
天
満
神
社
に
泊
ま

る
の
だ
が
、近
年
は
隣
接
す
る
公
民
館（
集

落
セ
ン
タ
ー
）
に
泊
ま
っ
て
い
る
。

四
　
御
供

　
天
神
堀
に
沈
め
ら
れ
る
御
供
は
、
先
述

の
伝
承
通
り
天
神
堀
に
棲
む
大
蛇
へ
の
人

身
御
供
の
代
わ
り
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
三
斗
三
升
三
勺
（
約
七
・
五
キ
ロ

グ
ラ
ム
）
の
玄
米
を
炊
い
て
、
三
三
本
の
女
竹
で
作
っ
た
ヤ
カ
ゴ
に
納
め
た
も
の

で
あ
る
（
写
真
三
）。
前
日
（
一
四
日
）
の
夕
方
に
は
玄
米
を
水
に
つ
け
て
準
備
し
、

一
五
日
（
当
日
）
の
朝
に
蒸
し
て
、
ヤ
カ
ゴ
に
包
み
、
桶
に
入
れ
て
、
長
櫃
に
収

め
ら
れ
る
。

五
　
神
事

　
一
五
日
の
一
四
時
頃
、
天
満
神
社
に
宮
司
・
奉
納
者
・
自
治
会
長
・
宮
総
代
・

座
元
な
ど
が
集
ま
り
、
神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
（
写
真
四
）。
最
初
に
長
櫃
に
納

め
ら
れ
た
御
供
を
宮
司
が
祓
う
（
写
真
五
）。

　
続
い
て
天
満
神
社
に
て
祭
典
が
開
始
さ
れ
る
。
一
同
礼
の
後
、
宮
司
が
祓
い

清
め
の
祝
詞
を
唱
え
、
献
饌
に
続
い
て
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
す
る
。
祝
詞
で
は
、

三
〇
〇
有
余
年
の
歴
史
あ
る
祭
り
で
あ
る
こ
と
、
菊
姫
物
語
や
人
身
御
供
の
伝
承

が
あ
る
こ
と
、
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
に
久
留
米
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。
ま
た
、
三
升
三
合
の
玄
米
を
大
蛇
・
龍
神
に
供
え

て
御
心
を
鎮
め
、
翌
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
る
こ
と
が
唱
え
ら
れ
る
。

　
祝
詞
奏
上
が
終
わ
る
と
、
参
拝
者
に
よ
る
玉
串
拝
礼
が
行
わ
れ
る
。
神
社
役
員

の
ほ
か
、
衆
議
院
議
員
、
市
会
議
員
、
国
会
議
員
秘
書
な
ど
の
奉
奠
が
終
わ
る
と
、

祭
典
は
終
了
と
な
り
、
副
市
長
や
八
丁
島
区
長
に
よ
る
挨
拶
が
あ
る
。

六
　
御
供
納

　
一
五
時
頃
、
天
満
神
社
か
ら
天
神
堀
に
向
け
て
出
発
す
る
（
写
真
六
）。
行
列

順
は
、
塩
撒
き
→
潮
振
り
→
宮
司
→
→
玄
米
担
ぎ
→
親
子
→
弓
矢
持
ち
→
船
頭
、

そ
の
他
。
池
に
到
着
す
る
と
、玉
太
郎
宮
竜
宮
姫
前
に
て
神
事
が
あ
る
（
写
真
七
）。

　
神
事
が
終
わ
る
と
、
竹
筒
に
入
っ
た
お
潮
井
を
池
に
注
ぐ
。
船
の
前
方
に
御
供

を
載
せ
、
そ
の
前
に
宮
司
が
座
る
。
船
の
中
央
に
は
奉
納
人
親
子
が
座
り
、
船
の

艫
に
は
竿
持
ち
が
立
つ
。
出
船
す
る
と
、
楠
の
生
え
た
島
の
周
り
を
右
回
り
に
回

る
（
写
真
八
）。
最
初
の
一
周
は
神
職
が
笛
を
吹
き
な
が
ら
回
る
。
二
周
目
は
神

職
が
唱
え
言
を
唱
え
な
が
ら
回
る
。
最
後
に
御
供
を
池
の
水
に
浸
け
な
が
ら
「
竜

神
の
神
」
と
三
回
唱
え
、「
エ
イ
ッ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
御
供
を
池
に
沈
め
る

と
（
写
真
九
）、
ほ
ぼ
同
時
に
、
島
を
龍
に
見
立
て
て
弓
が
三
本
放
た
れ
る
（
写

写
真
四
　
天
満
神
社
で
の
記
念
撮
影

写
真
三
　
御
供

写
真
五
　
御
供
を
祓
う
神
職
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真
一
〇
）。
船
上
の
宮
司
が
切
紙
を
撒
き
、
岸
に
船
が
着
く
と
、
か
わ
ら
け
を
割
っ

て
池
に
投
げ
入
れ
る
。
最
後
に
副
市
長
の
挨
拶
が
終
わ
る
と
、
婦
人
会
に
よ
る
ぜ

ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
が
あ
る
。

七
　
当
渡
式

　
一
七
時
頃
に
当
渡
式
が
あ
る
。「
戸
渡
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
今
年
の

当
番
（
西
）
か
ら
来
年
の
当
番
（
中
ノ
通
）
に
役
渡
し
を
す
る
。
来
年
の
組
の
人

が
二
人
ほ
ど
来
て
、
謡
い
三
番
を
披
露
し
、
帳
面
類
の
引
き
継
ぎ
を
す
る
。
当
番

の
時
に
困
る
の
は
、
地
区
に
一
〇
歳
以
下
の
男
の
子
が
い
な
い
と
き
で
、
そ
の
際

に
は
、
福
岡
や
大
牟
田
に
出
て
行
っ
た
人
の
子
ど
も
に
頼
む
こ
と
も
あ
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
久
留
米
水す
い

天て
ん

宮ぐ
う

で
も
、
一
二
月
一
五
日
に
白
米
と
魚
を
池
に
納
め
る
水
神
祭
り

が
あ
っ
た
と
い
う
。
筑
後
川
中
流
域
に
お
け
る
川
祭
り
の
水
神
祭
り
と
の
共
通
性

の
指
摘
も
あ
る
（
久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
六
）

（
須
永
　
敬
）

写
真
六
　
天
満
神
社
を
出
発
す
る

写
真
七
　
天
神
堀
で
の
祭
典

写
真
九
　
御
供
を
池
に
沈
め
る

写
真
一
〇
　
天
神
堀
の
島
と
放
た
れ
た
矢

写
真
八
　
島
の
周
り
を
舟
で
廻
る
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三
八
　
ウ
シ
サ
マ

【
指
定
等
】

　
種
類
　
糸
島
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
旧
怡
土
郡
の
ウ
シ
サ
マ

　
指
定
年
月
日
　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
三
月
三
〇
日

【
テ
ー
マ
】
三
五
「
丑
祭
り
」

【
別
名
】
ウ
シ
サ
マ
、
ウ
シ
ド
ン
、
丑
の
日
さ
ん
、
タ
ノ
カ
ミ
サ
ン
な
ど

【
地
域
の
概
要
】

　
糸
島
市
は
福
岡
県
の
最
西
部
に
位
置
し
、
糸
島
半
島
の
中
央
部
及
び
西
部
と
、

そ
の
南
側
か
ら
南
西
の
福
岡
県
最
短
部
の
一
帯
を
市
域
と
す
る
。
北
側
と
西
端
部

は
玄
界
灘
に
面
し
、
東
側
は
福
岡
市
に
接
す
る
。
南
部
は
背
振
山
地
が
あ
り
、
佐

賀
県
と
接
し
て
い
る
山
岳
地
域
で
、
南
西
部
は
唐
津
市
に
、
南
東
部
は
佐
賀
市
に

接
す
る
。
な
か
で
も
、
怡い

土と

郡ぐ
ん

と
志し

ま摩
郡
は
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
に
行
政

区
画
と
し
て
発
足
し
た
。

　
二に
じ
ょ
う丈
地
域
は
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
怡
土
郡
の
一い

貴き

山さ
ん

村
、
深ふ
か

江え

村
、

福ふ
く
よ
し吉
村
が
合
併
し
、
二
丈
村
が
発
足
。
そ
の
後
、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
に

二
丈
村
が
二
丈
町
に
な
り
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
糸
島
市
と
な
る
。

　
前ま
え
ば
る原

地
域
は
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
志
摩
郡
の
前
原
村
が
前
原
町
に
な

り
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
波は

た

え
多
江
村
、
加か

ふ

り
布
里
村
と
合
併
、
昭
和
三
〇

（
一
九
五
五
）
年
に
雷ら
い
ざ
ん山

村
、長な

が
い
と糸

村
と
合
併
し
て
新
町
制
に
よ
る
前
原
町
に
な
る
。

そ
の
後
、昭
和
四
年（
一
九
九
二
）年
に
前
原
市
と
な
る
が
、平
成
二
二（
二
〇
一
〇
）

年
に
糸
島
市
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
旧
怡
土
郡
と
旧
志
摩
郡
を
中
心
と
し
た
糸
島
市
域
一
帯

【
実
施
時
期
】
霜
月
の
初
丑
の
日

【
伝
承
組
織
】

　
糸
島
市
の
農
家
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
の
時
点
で
ウ
シ
サ
マ
を
実
施
し
て

い
る
農
家
は
、
糸
島
市
内
の
前
原
地
域
で
二
軒
、
二
丈
地
域
で
二
軒
の
計
四
軒
。

【
由
来
・
伝
承
】

　
か
つ
て
佐
賀
県
北
部
か
ら
福
岡
県
筑
前
地
方
に
見
ら
れ
た
農
家
に
お
け
る
稲
の

収
穫
儀
礼
。
旧
暦
の
霜
月
の
丑
の
日
を
選
ん
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
ウ
シ
サ
マ
、

ウ
シ
ド
ン
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
の
日
は
、
二
月
の
初
丑
の
日
に
田
圃
に
降
り
た
作
神
様
（
田
の
神
様
）
が
稲

の
収
穫
後
に
、
お
帰
り
に
な
る
日
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
農
家
の
土
間
に

祀
ら
れ
て
い
る
荒
神
様
の
ク
ド
（
竈
）
の
上
や
荒
神
様
を
祀
る
棚
の
下
に
臼
を
置

い
て
祭
壇
を
作
り
、
供
物
を
供
え
、
そ
こ
に
作
神
様
を
田
圃
か
ら
家
に
迎
え
て
送

り
出
す
。
つ
ま
り
、
ウ
シ
サ
マ
は
作
神
様
を
指
し
、
こ
の
行
事
は
稲
の
豊
作
を
感

謝
す
る
農
耕
儀
礼
と
い
え
る
。

　
か
つ
て
は
多
く
の
農
家
が
行
っ
て
き
た
農
耕
儀
礼
で
あ
る
が
、
現
在
は
旧
怡
土

郡
を
中
心
と
し
た
糸
島
市
域
一
帯
で
数
軒
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

【
実
施
内
容
】

　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
実
施
を
見
送
っ
て
い
る
家
も

あ
る
。
諸
事
情
に
よ
り
調
査
不
可
な
た
め
過
去
の
事
例
を
参
照
し
て
執
筆
し
た
。

一
　
準
備

　
一
〇
月
頃
の
稲
刈
り
の
時
期
に
、
田
圃
の
隅
に
行
事
で
使
用
す
る
稲
穂
を
刈
ら

ず
に
一
年
の
月
の
数
と
同
じ
一
二
株
を
、
閏
年
の
場
合
は
一
三
株
を
残
し
て
お
く
。

稲
株
を
そ
の
ま
ま
田
圃
に
残
し
て
お
く
と
稲
穂
を
鳥
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
、
藁
で
丁
寧
に
覆
い
隠
す
。
藁
束
を
稲
穂
が
見
え
な
い
よ
う
に
被
せ
、
数
箇
所

を
結
び
、
行
事
用
の
稲
穂
を
確
保
し
て
お
く
。

二
　
実
施

　
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
一
二
月
一
三
日
（
二
番
丑
の
日
）、
糸
島
市
多
久
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地
域
の
と
あ
る
農
家
で
は
、
早
朝
に
ウ
シ
サ
マ
へ
供
え
る
餅
の
準
備
を
始
め
る
。

餅
搗
き
杵
と
臼
を
用
い
、
そ
の
年
に
収
穫
し
た
糯
米
を
使
用
す
る
。
搗
き
あ
が
っ

た
餅
は
、
上
下
が
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
の
鏡
餅
に
す
る
。
下
に
置
く
餅
は
白
餅
、

上
に
重
ね
る
餅
に
は
炊
い
た
小
豆
を
ま
ぶ
す
。
ま
た
、
こ
の
時
に
神
棚
や
仏
壇
、

荒
神
様
へ
供
え
る
た
め
の
小
豆
を
ま
ぶ
し
た
小
餅
を
作
る
。

　
夕
方
に
な
る
と
、
農
家
の
主
人
が
収
穫
せ
ず
に
残
し
て
お
い
た
稲
穂
を
刈
り
取

り
に
田
圃
へ
向
か
い
、
稲
穂
を
覆
っ
て
い
た
藁
を
外
し
、
稲
を
鎌
で
手
刈
り
す
る
。

六
株
ず
つ
束
ね
て
二
束
に
し
て
か
た
ち
を
整
え
、
肩
に
担
い
で
持
ち
帰
る
。
地
域

に
よ
っ
て
は
整
え
た
稲
束
を
棒
の
両
端
に
差
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
の
際
、
豊
作
で
稲
が
重
た
い
と
い
う
ウ
シ
サ
マ
へ
の
感
謝
を
表
現
す
る
た
め

に
、
い
か
に
も
重
そ
う
な
身
振
り
を
し
て
稲
束
を
持
ち
帰
る
。

　
自
宅
に
戻
る
と
、
稲
束
を
荒
神
様
の
前
に
置
き
、
鏡
餅
、
柳
箸
、
季
節
の
野
菜

や
魚
一
尾
、
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
ヘ
ギ
（
折
敷
）
に
炊
い
た
新
米
を
三

角
に
盛
り
上
げ
て
端
に
ナ
マ
ス
を
添
え
た
も
の
な
ど
を
供
え
る
（
写
真
一
）。
ま

た
、
神
棚
に
は
灯
明
、
柴
、
神
酒
、

小
豆
を
ま
ぶ
し
た
小
餅
な
ど
を

供
え
る
。

　
供
物
が
揃
っ
た
ら
、
家
族
が

そ
れ
ぞ
れ
お
参
り
し
て
、
ウ
シ

サ
マ
の
行
事
は
終
了
す
る
。
翌

日
、
お
供
え
し
た
鏡
餅
を
分
け

て
近
所
に
配
る
。（

石
井
　
和
帆
）

写
真
一
　
ウ
シ
サ
マ
へ
の
お
供
え
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三
九
　
白し

ら
糸い

と
の
寒か

ん
み
そ
ぎ

【
指
定
等
】

　
種
類
　
糸
島
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称
　
白
糸
の
寒
み
そ
ぎ

　
指
定
年
月
日
　
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
三
月
三
一
日

【
テ
ー
マ
】
一
一
「
託
宣
・
占
い
」
三
八
「
禊
ぎ
祓
い
」　

【
別
名
】
寒
禊
ぎ

【
地
域
の
概
要
】

　
糸
島
市
は
福
岡
県
の
西
端
に
位
置
す
る
。
糸
島
半
島
及
び
そ
の
基
部
を
占
め
、

北
西
は
玄
界
灘
に
臨
み
美
し
い
海
岸
線
が
続
く
。
東
は
福
岡
市
西
区
、
西
は
佐

賀
県
唐
津
市
に
接
し
、
南
に
は
脊
振
山
系
の
山
並
み
が
連
な
る
。
市
の
中
央
部

を
東
西
に
Ｊ
Ｒ
筑ち
く

肥ひ

線
（
福
岡
市
営
地
下
鉄
と
直
結
）、
国
道
二
〇
二
号
・
国
道

二
〇
二
号
バ
イ
パ
ス
、
西
九
州
自
動
車
道
が
通
り
、
中
央
部
を
中
心
に
市
街
地
が

広
が
る
。
ま
た
、
福
岡
市
へ
の
交
通
至
便
で
あ
る
こ
と
か
ら
住
宅
地
も
急
増
し
た
。

一
方
、
農
業
、
漁
業
も
盛
ん
な
市
で
あ
る
。

　
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
、
怡
土
郡
と
志
摩
郡
が
合
併
し
て
糸
島
郡
が
で
き

た
。
成
立
時
は
一
九
箇
村
、前ま
え

原ば
る

村む
ら

に
郡
役
所
が
置
か
れ
、明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）

年
、
前
原
村
は
町
制
施
行
し
た
。
そ
の
後
何
度
か
の
合
併
や
離
郡
・
離
村
を
経
て
、

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
志し

摩ま

村む
ら

、
二に
じ
ょ
う
む
ら

丈
村
が
成
立
、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）

年
に
そ
れ
ぞ
れ
町
制
を
施
行
し
、
糸
島
郡
は
三
町
に
な
っ
た
。
平
成
二
一

（
二
〇
〇
九
）
年
、
前
原
市
・
志
摩
町
・
二
丈
町
が
合
併
し
糸
島
市
と
な
っ
た
。

　
糸
島
市
白
糸
行
政
区
は
脊
振
山
地
の
獅し

子し

舞ま
い

岳だ
け

（
標
高
八
四
一
メ
ー
ト
ル
）
山

麓
に
あ
り
、
旧
前
原
市
に
属
す
る
。
中
世
に
は
宇
美
八
幡
宮
領
荘
園
長な
が

野の

庄
、
近

世
は
怡
土
郡
長
野
村
と
な
っ
た
。
糸
島
市
か
ら
脊
振
山
地
を
経
由
し
て
佐
賀
方
面

に
通
じ
る
長
野
峠
の
途
中
、
標
高
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
に
あ
る
。
村
内
を
流

れ
る
川か
わ
つ
き
が
わ

付
川
の
上
流
に
は
、
福
岡
県
指
定
名
勝
白
糸
の
滝
が
あ
る
。
小
倉
山
小お

蔵ぐ
ら

寺じ

は
、
天
竺
僧
清
賀
上
人
が
開
い
た
と
い
う
怡
土
七
ヶ
寺
の
一
つ
で
、
現
在
の
白

糸
の
滝
近
く
に
あ
る
小
蔵
寺
の
地
で
は
な
く
、
白
糸
集
落
一
帯
に
あ
り
、
寒
禊
ぎ

の
行
事
が
行
わ
れ
る
熊
野
神
社
は
、
そ
の
鎮
守
神
、
観
音
堂
は
堂
宇
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
熊
野
神
社
に
は
熊
野
三
所
権
現
を
祀
り
、
観
音
堂
に
は
室
町
後
期

の
作
と
み
ら
れ
る
木
造
観
音
菩
薩
立
像
、
木
造
勢
至
菩
薩
立
像
、
木
造
如
来
形
立

像
、
江
戸
時
代
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
熊
野
神
社
に
は

天
文
一
一
（
一
五
四
二
）
年
、
原
田
隆
種
が
小
蔵
寺
鎮
守
権
現
の
社
を
再
建
し
た

由
記
さ
れ
た
棟
札
が
あ
り
、
中
世
に
は
宇
美
八
幡
宮
神
宮
寺
（
糸
島
市
川
付
）
の

社
僧
長
嶽
山
瑞
雲
寺
の
支
配
を
受
け
、
現
在
も
宇
美
八
幡
宮
宮
司
家
が
祭
祀
を

司
っ
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】
糸
島
市
白
糸
　
熊く
ま

野の

神じ
ん

社じ
ゃ

、
観
音
堂
、
川
付
川

【
実
施
時
期
】

　
一
二
月
の
第
三
土
曜
日
・
日
曜
日
（
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
、
以
前
は

一
二
月
一
七
日
・
一
八
日
、
旧
暦
で
実
施
の
時
は
一
一
月
一
七
・
一
八
日
）

【
伝
承
組
織
】
白
糸
行
政
区

　
白
糸
行
政
区
長
（
氏
子
会
長
）
の
下
に
総
代
三
名
（
区
の
役
員
を
兼
ね
る
こ
と

も
あ
る
）、
宮
方
二
名
（
装
束
を
着
て
神
事
の
手
伝
い
）。

　
白
糸
区
に
住
む
五
歳
以
上
の
男
子
。

【
由
来
・
伝
承
】

　『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
は
、「
一
一
月
一
八
日
祭
禮
あ
り
。
女
人
の
参
詣
を
ゆ

る
さ
ず
。」
と
あ
り
、
遅
く
と
も
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
に
は
行
わ
れ
て
い
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
宮
司
（
昭
和
二
五
年
生
ま
れ
）
の
話
に
よ
る
と
、「
自
分

が
二
〇
歳
の
頃
に
四
〇
〇
年
の
歴
史
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
四
五
〇
年
以
上
の
歴

史
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
白
糸
の
集
落
で
は
、
元も
と

岡お
か

（
福
岡
市
西
区
）
の
疫

神
社
で
受
け
て
き
た
掛
け
軸
を
祀
り
、
毎
月
常
会
が
今
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
昔

疫
病
が
流
行
っ
た
と
き
に
、
山
伏
が
禊
ぎ
を
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
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な
い
か
」
と
言
う
。
ち
な
み
に
、
熊
野
神
社
宮
司
は
、
川
付
川
の
本
流
長な
が

野の

川が
わ

の

下
流
の
糸
島
市
川
付
に
あ
る
宇
美
八
幡
宮
宮
司
で
も
あ
り
、
先
祖
は
江
戸
期
ま
で

は
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
に
属
す
る
長
嶽
山
瑞
雲
院
寶
蔵
坊
で
、
熊
野
神
社
を
も
統

轄
し
て
い
た
。

【
実
施
内
容
】

　
白
糸
の
滝
の
下
流
に
あ
た
る
熊
野
神
社

の
南
西
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
川
付
川
で

御ご

国こ
く

米ま
い

と
称
す
る
新
米
四
升
を
研
ぎ
（
写

真
一
）、
炊
き
あ
が
っ
た
飯
を
高
盛
に
し

て
そ
の
傾
き
具
合
に
よ
り
新
年
の
吉
凶
を

占
う
祭
り
で
あ
る
（
写
真
二
）。
米
を
研

ぐ
間
、
同
行
の
男
性
達
が
、
同
川
の
す
ぐ

下
流
で
円
陣
に
な
っ
て
禊
ぎ
を
す
る
。

　
祭
礼
は
〇
時
か
ら
始
ま
る
。

　
二
三
時
四
五
分
、
寄
せ
太
鼓
の
一
番
太

鼓
が
鳴
ら
さ
れ
る
と
、
家
々
で
酒
盛
り
し

て
い
た
男
た
ち
が
準
備
し
て
家
を
出
始
め

る
。
五
分
か
ら
一
〇
分
後
に
二
番
太
鼓
が

鳴
ら
さ
れ
、
村
の
青
壮
年
の
男
た
ち
が

裸
に
白
鉢
巻
き
、
フ
ン
ド
シ
姿
で
集

ま
っ
て
く
る
。
足
は
地
下
足
袋
、
裸

足
、
運
動
靴
な
ど
を
履
い
て
い
る
。

境
内
に
は
「
寒
禊
ぎ
参
加
者
各
位
」

と
し
て
「
身
体
に
入
れ
墨
、タ
ト
ウ
ー

を
し
て
い
る
人
の
参
加
を
か
た
く
お

断
り
し
ま
す
」
の
貼
り
紙
が
し
て
あ

る
。
拝
殿
に
は
注
連
縄
を
巻
き
中
に

そ
れ
ぞ
れ
に
四
升
の
米
を
分
け
た
新

米
の
入
っ
た
桶
、
御
神
酒
が
供
え
て

あ
る
。
参
加
者
が
神
殿
前
に
集
ま
り
、
〇
時
に
三
番
太
鼓
が
鳴
ら
さ
れ
る
と
祭
典

が
始
ま
る
。

　
ま
ず
大
祓
が
奏
上
さ
れ
、
修
祓
、
お
祓
い
は
桶
を
担
ぐ
三
人
（
写
真
三
）
か
ら

始
め
ら
れ
、
御
神
酒
を
頂
い
た
後
、
桶
が
役
員
か
ら
担
ぎ
手
に
手
渡
さ
れ
る
。
担

ぎ
手
は
元
来
年
男
が
選
ば
れ
た
が
、
現
在
は
年
男
が
い
な
い
年
も
あ
る
。
彼
ら
は

桶
を
肩
に
担
ぎ
、
竹
松
明
に
先
導
さ
れ
て
長
野
川
に
向
か
う
。
時
刻
は
〇
時
一
〇

分
を
回
っ
て
い
る
。
村
中
の
男
た
ち
は
次
々
に
御
神
酒
を
頂
き
、
順
次
、
駆
け
足

で
後
に
従
う
。
こ
の
間
、
宮
司
は
神
殿
で
祝
詞
を
奏
上
し
、
祭
典
を
進
め
る
。
桶

を
担
い
で
川
に
向
か
っ
た
三
人
は
川
に
入
り
、
段
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
一
列

に
並
び
御
国
米
を
研
ぐ
。「
白
糸
氏
子
中
」
と
書
か
れ
た
、
高
提
灯
の
灯
り
を
頼

り
に
、
清
ら
か
な
川
水
で
七
回
研
い
で
、
七
回
濯
ぐ
。
こ
の
間
、
男
た
ち
数
一
〇

人
は
円
陣
を
組
ん
で
禊
を
行
う
。
円
陣
の
中
に
は
警
官
数
人
が
紛
れ
て
お
り
、
風

紀
を
乱
す
行
為
の
あ
る
者
は
排
除
し
た
り
す
る
役
目
を
負
っ
て
い
る
。
寒
風
の
中
、

川
に
浸
か
り
禊
を
行
い
、
あ
る
い
は
水
を
掛
け
合
っ
た
り
す
る
姿
は
勇
壮
で
、
川

岸
に
は
多
く
の
見
物
客
が
い
る
。
し
か
し
橋
の
上
か
ら
見
下
ろ
す
形
で
見
物
す
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
新
年
の
吉
凶
を
占
う
神
事
で
、
神
聖
な
川
で
米
を
研
ぐ
こ
と
が
大
切
な
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
ち
ら
に
目
を
や
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
禊
の
場
面
が
勇
壮
で

象
徴
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
禊
が
主
役
で
あ
る
か
の
ご
と
く
捉
え
ら
れ
が
ち
で
、
禊

が
終
わ
る
と
祭
り
の
参
加
者
や
観
衆
の
多
く
は
急
激
に
減
っ
て
い
く
。

　
そ
の
一
方
で
神
事
は
粛
々
と
続
け
ら
れ
る
。
研
い
だ
米
は
神
社
に
持
ち
帰
り
、

羽
釜
に
移
し
て
御
飯
を
炊
く
。
御
飯
を
炊
く
薪
は
す
べ
て
竹
で
、
木
材
は
使
わ
な

い
。
炊
き
上
が
っ
た
御
国
米
は
、
ユ
リ
に
入
れ
四
等
分
し
、
正
方
形
の
折
ぎ
盆
に
、

三
つ
の
円
錐
形
の
高
盛
飯
と
、一
二
の
小
さ
な
円
錐
形
に
形
作
ら
れ
る
（
写
真
四
）。

一
二
は
一
年
の
月
の
数
で
、
旧
暦
で
一
三
月
あ
る
閏
年
に
は
一
三
個
作
る
。
三
台

の
高
盛
飯
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
升
ず
つ
で
、
神
前
に
供
え
ら
れ
、
そ
の
先
端
部
の
傾

き
で
吉
凶
を
占
う
。
占
い
の
基
準
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
豆
、
水
米
、
麦
、

吉
備
（
黍
）、陸
米
、小
豆
、菜
、粟
の
八
つ
の
作
物
が
八
方
向
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。

夜
明
け
頃
に
は
、
先
端
は
一
方
向
に
傾
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
来
年
の
作
柄
を
占
う
。

　
直
会
食
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
飯
の
ま
ん
丸
い
お
に
ぎ
り
に
白
菜
・
高
菜
・
大
根
な

写
真
二
　
白
飯
の
高
盛

写
真
一
　
御
国
米
を
研
ぐ
男
衆
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ど
の
漬
物
で
あ
る
。
こ
ん
に
ゃ
く
飯
は
神
事
と
は
別
の
米
を
使
い
、
ち
ぎ
っ
た
こ

ん
に
ゃ
く
を
入
れ
、
醤
油
だ
け
で
味
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
事
の
始
ま
り
か

ら
直
会
の
終
わ
り
ま
で
、
女
は
一
人
も
係
わ
ら
な
い
。
刃
物
を
使
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
禁
忌
が
あ
り
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
も
漬
物
も
手
で
ち
ぎ
る
。
漬
物
を
手
で
ち

ぎ
る
の
は
な
か
な
か
大
変
で
、
酒
も
回
り
大
い
に
賑
わ
う
。
二
時
半
頃
す
べ
て
終

了
す
る
。

　
調
査
は
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
実
施
し
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
六

月
に
補
足
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大

し
た
時
は
役
員
だ
け
で
実
施
し
た
が
、
少
人
数
だ
け
で
寒
い
川
に
入
り
禊
ぎ
を
す

る
こ
と
は
非
常
に
辛
か
っ
た
と
い
う
。

（
森
　
弘
子
）

写
真
三
　
御
国
米
を
入
れ
た
桶
を
運
ぶ
三
人

写
真
四
　
御
供
作
り
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四
〇
　
川か
わ
ま
つ
り

【
テ
ー
マ
】
二
七
「
川
祭
り
」

【
別
名
】
水す
い

神じ
ん

祭ま
つ

り
、
か
っ
ぱ
祭
り

　
な
お
、
水
神
祭
り
の
後
に
「
山や
ま

野の

の
楽が

く

」
が
実
施
さ
れ
る
た
め
、
祭
り
全
体
を

指
し
て
奏
楽
祭
、
楽
祭
、
牛
馬
祭
、
楽
打
、
河
童
祭
り
と
も
い
わ
れ
、
氏
子
安
全
、

牛
馬
安
全
、
五
穀
豊
穣
祈
願
、
火
災
除
け
の
祭
り
と
も
さ
れ
る
。

【
地
域
の
概
要
】

　
旧
稲い
な

築つ
き

町ま
ち

（
現
在
嘉
麻
市
）
は
旧
嘉か

穂ほ

郡ぐ
ん

（
飯
塚
市
・
嘉
穂
郡
八
町
）
の
中
央

部
に
位
置
す
る
。
町
中
央
部
に
は
遠
賀
川
の
本
流
が
流
れ
、
支
流
の
山
田
川
と
合

流
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
両
川
の
流
域
に
は
広
大
な
田
地
が
広
が
り
、
筑
豊
地
域

有
数
の
穀
倉
地
帯
で
も
あ
っ
た
。

　
一
方
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
以
降
、
三
井
財
閥
に
よ
る
山
野
炭
鉱
を
手

始
め
に
石
炭
採
掘
が
進
め
ら
れ
、
石
炭
荷
積
・
運
搬
の
た
め
筑
前
山
野
駅
（
昭
和

三
九
（
一
九
六
四
）
年
に
は
廃
止
）
が
出
来
る
な
ど
、
筑
豊
有
数
の
炭
鉱
の
町
と

し
て
栄
え
る
。
し
か
し
昭
和
三
〇
年
以
降
閉
山
す
る
炭
鉱
が
出
て
、
昭
和
四
〇

（
一
九
六
五
）
年
の
山
野
炭
鉱
ガ
ス
爆
発
を
契
機
と
し
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）

年
旧
稲
築
町
の
炭
鉱
は
閉
山
す
る
。

　
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
三
月
に
は
山
田
市
・
碓う
す

井い

町ま
ち

・
嘉か

ほ穂
町
と
合
併
し
、

嘉
麻
市
と
な
る
。
現
在
で
は
農
業
従
事
者
も
減
少
す
る
な
か
、
稲
築
地
域
で
は
、

漆う
る
し
お生

の
河
童
と
相
撲
を
と
る
話
や
、
口く

ち
の
は
る春「

三
郎
丸
の
大
ク
ス
」
の
話
に
あ
る
よ

う
な
、
牛
に
い
た
ず
ら
し
て
木
に
縛
り
付
け
ら
れ
る
河
童
の
話
な
ど
の
河
童
伝
説

に
ち
な
ん
で
「
な
つ
き
ち
ゃ
ん
」
と
い
わ
れ
る
河
童
の
像
を
建
立
し
、
河
童
に
よ

る
地
域
お
こ
し
も
実
施
し
て
い
る
。

【
伝
承
地
も
し
く
は
実
施
場
所
】

　
嘉
麻
市
山
野
若
八
幡
宮
領
、
祇
園
社
（
須
賀
神
社
）
境
内
経
晴
社
鳥
居
前
の
水

神
棚

【
実
施
日
】

　
毎
年
の
秋
分
の
日
（
九
月
二
三
日
）、
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
ヤ
マ
ノ

ン
ガ
ク
（「
山
野
の
楽
」）
の
奉
納
が
行
わ
れ
る
ガ
ク
サ
イ
（
楽
祭
）
の
二
日
目
に

実
施
さ
れ
る
。

　
往
古
は
六
月
晦
日
の
夏
越
祓
い
の
日
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
以
前
は

八
月
の
社
日
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と
も
い
う
。
明
治
四
三
（
一
九
一
二
）
年
九
月

二
四
日
の
「
奏
楽
祭
規
約
」
で
は
、「
毎
年
秋
分
の
日
に
実
施
」
と
あ
り
、
こ
の

時
期
に
は
、
現
在
の
秋
分
の
日
に
実
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
伝
承
組
織
】

　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
山
野
の
楽
」
保
存
会
（
会
長
永
富
康
嗣
ほ
か

二
〇
名
で
構
成
さ
れ
る
。（
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
五
月
現
在
）（
以
下
「
保
存

会
」
と
記
す
。）
と
マ
ツ
リ
ザ
（
祭
座
）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
保
存
会
は
平

成
六
（
一
九
九
四
）
年
、稲
築
文
化
ふ
れ
あ
い
伝
承
館
（
以
下
「
伝
承
館
」
と
記
す
。）

の
完
成
時
に
組
織
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
は
祭
座
が
楽
祭
の
世
話
人
と
な
り
実
施

し
て
い
た
。

　
祭
座
は
か
つ
て
は
、
山
野
に
あ
っ
た
五
軒
の
庄
屋
が
輪
番
に
当
番
の
座
元
と
な

り
実
施
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
五
軒
単
位
で
一
つ
の
祭
座
と
な
っ
て
輪
番

で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
運
営
も
難
し
く
な
り
、
昭
和

三
〇
年
代
後
半
に
は
、
山
野
地
区
一
組
か
ら
一
二
組
ま
で
の
各
隣
組
単
位
で
輪
番

に
祭
座
を
受
け
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
そ
の
う
ち
一
〇
組
が

祭
座
と
な
り
、
一
〇
年
に
一
回
巡
っ
て
く
る
。

　
五
軒
単
位
で
祭
座
を
担
っ
て
い
た
時
代
に
は
、
楽
打
ち
の
練
習
始
め
の
小
屋
入

り
か
ら
、
前
日
の
〆
上
祭
り
、
御
幣
切
り
、
口
開
座
、
当
日
の
水
神
祭
り
に
使
用

す
る
棚
や
供
物
、
本
座
と
い
い
、
ホ
ン
ゼ
ン
（
本
膳
）
と
よ
ば
れ
る
楽
方
の
食
事

の
準
備
や
接
待
、
太
鼓
下
座
な
ど
楽
祭
に
か
か
る
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
、
そ

の
経
費
も
含
め
て
実
施
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
祭
座
の
座
元
に
な
っ
た

家
で
は
、本
座
を
行
う
た
め
に
、畳
や
障
子
の
張
替
え
な
ど
そ
の
負
担
は
大
変
だ
っ

た
と
い
う
。
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【
由
来
・
伝
承
】

　
水
神
祭
り
を
行
う
由
来
に
つ
い
て
は
、
九
州
各
地
に
残
っ
て
い
る
河
童
伝
説
が

あ
る
。
福
岡
県
内
で
は
、
筑
後
川
流
域
や
遠
賀
川
流
域
に
濃
厚
に
残
っ
て
い
る
。

豊
前
地
域
に
は
民
俗
芸
能
と
し
て
の
風
流
「
カ
ッ
パ
楽
」、
筑
後
楽
と
も
い
わ
れ
、

大
分
県
玖く

珠す

郡ぐ
ん

、
日
田
郡
、
下し

も

毛げ

郡ぐ
ん

と
い
っ
た
大
分
県
西
部
地
方
に
伝
え
ら
れ
る

楽
打
ち
が
あ
る
。
そ
の
伝
承
に
は
平
家
落
人
が
筑
後
川
を
渡
っ
て
逃
げ
て
き
た
と

い
う
伝
承
と
と
も
に
、
亡
く
な
っ
た
人
の
霊
が
カ
ッ
パ
と
な
り
、
水
難
事
故
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
災
厄
を
な
す
の
で
、
そ
の
霊
を
鎮
魂
さ
せ
る
た
め
に
行
う
と

い
う
こ
と
が
聞
か
れ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
旧
稲
築
町
地
域
に
は
河
童
伝
説
が
残
る
地
域
で
あ
り
、
八
月
に

カ
ワ
マ
ツ
リ
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
カ
ワ
マ
ツ
リ
と
は
別
の
水
神
祭
り
の
由
来
伝

承
と
し
て
、「
山
野
の
楽
」
の
由
来
伝
承
に
河
童
伝
説
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　「
山
野
の
楽
」
は
寛
元
二
（
一
二
四
四
）
年
、
立
岩
別
府
管
内
総
鎮
守
と
し
て

宇
佐
八
幡
宮
の
御
分
霊
を
勧
請
し
た
際
に
、
宇
佐
大
宮
司
公
高
が
伝
え
た
も
の
と

さ
れ
る
。
一
方
で
農
耕
牛
が
多
く
死
ん
だ
た
め
、
占
師
に
尋
ね
る
と
「
水
神
様
の

祟
り
で
あ
る
か
ら
楽
打
ち
を
宇
佐
神
宮
に
習
っ
て
す
る
と
よ
い
」
と
告
げ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
碓
井
町
下
臼
井
西
の

水
神
祭
り
の
由
来
に
も
、「
あ
る
年
、
牛
馬
が
多
く
死
ん
だ
の
で
、
地
区
内
三
四

戸
が
座
祭
り
で
水
神
祭
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。」
と
あ
り
、
こ
の

地
域
の
水
神
祭
り
の
由
来
伝
承
と
し
て
、
牛
馬
安
全
と
水
神
信
仰
が
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
を
物
語
る
。

　
ま
た
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
一
度
楽
を
中
断
し
た
と
こ
ろ
、
山
野
地

区
で
火
災
が
頻
発
し
た
た
め
、
筑
後
の
寅
烝
と
い
う
占
師
に
占
っ
て
も
ら
う
と
、

「
家
が
三
軒
に
な
る
ま
で
楽
打
ち
を
や
め
な
い
と
誓
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

の
制
約
を
破
っ
た
た
め
に
、
若
八
幡
宮
の
東
側
に
あ
る
溜
池
の
河
童
が
腹
を
立
て

て
い
る
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
復
活
し
て
、

そ
れ
以
後
は
休
ま
ず
現
在
に
伝
わ
る
。
こ
れ
ら
占
師
の
素
性
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
民
間
宗
教
者
が
関
与
し
、
災
厄
の
原
因
を
水
に
係
る
神
霊
の
祟
り
と
し

て
い
る
点
は
留
意
さ
れ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
昔
、
山
野
の
溜
池
に
は
河
童
が
住
ん
で
い
た
が
、

土
地
を
開
墾
し
て
、
溜
池
を
埋
め
立
て
て
し
ま
っ
た
た
め
、
河
童
の
住
処
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
河
童
が
怒
っ
て
水
の
便
を
悪
く
し
た
た
め
に
火

災
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
河
童
に
遠
賀
川（
嘉
麻
川
）の
白
門
に
移
っ

て
も
ら
お
う
と
お
供
え
と
お
祭
り
を
し
た
の
が
、
秋
分
の
日
に
行
わ
れ
る
「
山
野

の
楽
」の
祭
り
で
あ
る
と
の
河
童
伝
説
に
関
わ
る
由
来
・
伝
承
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

同
じ
河
童
の
怒
り
で
も
、
人
間
が
環
境
破
壊
（
溜
池
を
埋
め
る
）
を
し
た
こ
と
に

よ
る
水
の
神
霊
の
怒
り
が
、
火
災
と
い
う
災
厄
を
も
た
ら
し
た
の
で
、
そ
の
滅
罪

の
た
め
に
実
施
す
る
と
い
う
新
し
い
由
来
伝
説
も
生
ま
れ
て
い
る
。

【
実
施
内
容
】

　「
山
野
の
楽
」
が
行
わ
れ
る
、
楽
祭
の
二
日
目
（
秋
分
の
日
）
一
〇
時
、
若
八

幡
神
社
拝
殿
に
て
、
宮
司
は
じ
め
神
職
、
神
社
関
係
者
（
氏
子
会
）、
祭
座
、
山

野
の
楽
保
存
会
、
楽
方
・
囃
子
方
と
来
賓
の
参
列
の
下
で
神
事
（
奏
楽
の
儀
）
が

行
わ
れ
る
。

　
祭
典
終
了
後
、
楽
方
は
若
八
幡
宮
横
に
あ
る
伝
承
館
に
集
ま
り
、
本
座
が
持
た

れ
る
。
伝
承
館
内
に
祭
壇
を
設
え
、
本
膳
（
鯛
・
膾
・
吸
物
、
漬
物
、
御
神
酒
）

を
一
膳
だ
け
神
前
に
供
え
、「
一
献
流
し
」
と
い
い
、
楽
方
、
祭
座
、
杯
を
回
す

儀
式
が
執
り
行
わ
れ
、
柿
の
葉
寿
司
や
弁
当
に
よ
る
中
食
の
接
待
が
あ
る
。
か
つ

て
は
祭
座
の
座
元
の
家
で
楽
方
の
人
数
分
の
本
膳
が
用
意
さ
れ
、
饗
膳
が
行
わ
れ

て
い
た
。

　
こ
の
本
膳
行
事
が
済
む
と
、
楽
方
は
遠
賀
川
（
嘉
麻
川
）
の
白
門
に
あ
る
茶
屋

ノ
元
橋
の
と
こ
ろ
ま
で
、
若
八
幡
宮
横
か
ら
採
っ
て
き
た
、
柳
の
枝
を
持
っ
て
長

着
姿
で
歩
い
て
行
く
。
昔
は
木
造
の
橋
で
、
口
春
と
の
境
界
だ
っ
た
が
、
県
道
敷

設
の
際
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
り
、
現
在
の
場
所
に
移
動
し
て
い
る
。
川
に
は
注

連
縄
が
張
っ
て
あ
り
、
オ
シ
オ
イ
ト
リ
（
お
潮
井
と
り
）
が
行
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
楽
方
の
年
長
者
が
鯛
の
頭
を
川
の
中
に
投
げ
込
み
（
写
真
一
）、
柳
の

枝
を
川
の
水
に
浸
し
て
、
持
ち
帰
る
（
写
真
二
）。
こ
の
柳
は
、
昔
は
茶
屋
ノ
元

橋
の
そ
ば
に
あ
っ
た
も
の
だ
が
、
県
道
敷
設
の
た
め
に
神
社
横
に
移
植
し
た
も
の

と
い
う
。

　
各
人
祇
園
社
境
内
ヘ
バ
ル
（
経
晴
社
）
前
の
平
地
に
あ
る
水
神
棚
に
供
え
て
、
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参
拝
す
る
（
写
真
三
）。

　
か
つ
て
は
本
膳
に
出
さ
れ
た
鯛
を
食
べ

た
後
、
鯛
の
頭
を
白
布
に
包
ん
で
川
ま
で

持
っ
て
行
っ
て
流
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
川
に

住
む
神
霊
に
対
す
る
供
物
の
一
種
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

　
水
神
棚
は
榊
を
中
心
に
、そ
の
周
り
に
、

二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
笹
付
の
女
竹
（
篠

竹
）
を
四
方
に
立
て
、
笹
な
し
の
女
竹
約

一
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
も
の
を
二
○
本
で

編
ん
だ
棚
を
設
け
、
そ
の
上
部
五
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
程
の
と
こ
ろ
に
注
連
縄
を
巡

ら
せ
、
各
一
辺
に
は
、
紙
垂
と
稲
穂
を
三

箇
所
、
計
一
二
箇
所
取
り
付
け
る
。
そ
の

四
柱
の
竹
に
ワ
ラ
ワ
ン
（
藁
椀
）
を
下
げ
る
（
写
真
四
）。
藁
椀
は
稲
藁
を
七
回

半
巻
い
て
椀
型
に
成
型
し
た
も
の
。
現
在
は
店
で
売
っ
て
い
る
鳥
の
巣
を
利
用
し

た
も
の
を
吊
っ
て
い
る
。
な
お
、
榊
に
も
大
き
な
御
幣
が
飾
ら
れ
る
（
写
真
五
）。

　
水
神
棚
に
は
鯛
一
尾
、
オ
ゴ
ク
（
御
供
、
白
飯
を
押
器
に
入
れ
て
三
角
錐
に
成

形
し
た
も
の
）
三
個
、煮
し
め
（
蓮
根
三
、蒟
蒻
二
、里
芋
三
）、米
一
升
、酒
一
升
、

塩
を
供
え
る
。
藁
椀
に
は
柿
、
栗
、
川
魚
（
鮒
）
を
少
し
ず
つ
入
れ
る
。
か
つ
て

は
、
里
芋
、
蓮
根
、
蒟
蒻
を
煮
干
し
で
焚
き
、
そ
の
上
に
栗
と
柿
を
入
れ
、
こ
し
ょ

う
味
噌
を
つ
け
て
火
に
炙
っ
た
、
干
し
た
川
魚
を
乗
せ
て
い
た
。

　
オ
ゴ
ク
を
は
じ
め
ワ
ラ
ワ
ン
に
供
え
る
も
の
は
宮
司
宅
で
準
備
し
、
そ
れ
ら
を

祭
座
の
男
性
が
水
神
棚
に
供
え
る
。

　
一
三
時
三
〇
分
か
ら
、
保
存
会
及
び
祭
座
、
神
社
役
員
が
参
加
の
元
で
、
神
職

に
よ
る
水
神
祭
り
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
間
、
楽
方
等
は
衣
装
の
準
備
の
た

め
に
伝
承
館
に
移
動
す
る
。
神
事
終
了
後
、伝
承
館
よ
り
高
張
提
灯
、祭
座
の
代
表
、

氏
子
会
、
区
長
、
保
存
会
、
太
鼓
を
先
頭
に
楽
方
行
列
を
組
ん
で
地
域
内
を
巡
る
。

山
野
第
一
公
民
館
、
大
宮
司
跡
（
喜
蔵
の
庭
）
に
て
楽
打
ち
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

稲
穂
を
草
鞋
に
つ
け
て
巡
行
し
、
若
八
幡
宮
の
馬
場
に
て
水
神
棚
の
あ
る
祇
園
社

の
方
に
向
か
っ
て
楽
打
ち
が
行
わ
れ
る
。
以
前
は
水
神
棚
の
前
で
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
。

　
楽
方
は
、
こ
の
楽
の
特
徴
で
も
あ
る
背
に
ゴ
ヘ
イ
（
白
幣
束
）
四
五
枚
を
付
け

た
約
二
メ
ー
ト
ル
の
ヒ
サ
オ
（
幣
竿
）
を
担
ぎ
、
胸
に
太
鼓
を
つ
け
た
中
学
生
男

子
一
二
名
、
囃
子
は
笛
方
四
名
、
鉦
方
と
太
鼓
方
各
二
名
の
小
学
生
四
名
の
計

二
〇
名
で
構
成
さ
れ
る
。
楽
は
鎮
魂
を
意
味
す
る「
笛
楽
」、祈
願
を
意
味
す
る「
歌

楽
」
の
二
つ
が
あ
り
、
二
列
に
向
き
合
っ
て
並
ん
で
踊
る
。

　
楽
が
終
了
し
た
後
、
水
神
棚
の
棚
や
飾
り
、
供
え
た
柳
や
ワ
ラ
ワ
ン
の
供
物
は
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。
川
に
流
す
と
い
う
よ
う
な
話
は
な
く
、
か

つ
て
は
火
で
焼
い
た
り
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
嘉
穂
地
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な
水
神
棚
を
作
っ
て
行
う
水
神
ま
つ
り
が
各
地
で

み
ら
れ
る
。
ま
た
か
つ
て
の
カ
ワ
マ
ツ
リ
行
事
は
、
遠
賀
川
（
嘉
麻
川
）
流
域
で

八
月
に
水
神
棚
を
作
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
神
事
の
み
を
実
施
す
る

と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
神
社
境
内
に
常
設
の
水
神
棚
を
有
し
、
こ

写
真
二
　
柳
の
葉
を
川
に
つ
け
る

写
真
三
　
柳
の
枝
を
水
神
棚
に
供
え
る

写
真
一
　
川
に
投
げ
込
む
鯛
の
頭



265

の
よ
う
な
風
流
楽
を
伴
っ
て
い
る

の
は
、
山
野
地
区
だ
け
に
み
ら
れ

る
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
。

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
福
岡
県
の
河
川
流
域
に
は
水
神

を
祀
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
民

俗
学
研
究
者
で
あ
る
故
佐
々
木
哲

哉
氏
に
よ
れ
ば
、
県
内
の
水
神
ま

つ
り
は
「
御
願
掛
け
」
と
「
御
願

成
就
」
の
二
つ
の
要
素
が
あ
る
と

い
う
。
前
者
は
本
田
作
り
へ
移
行

す
る
前
、
田
の
水
口
又
は
取
水
口

に
あ
た
る
川
瀬
に
水
神
棚
を
作
る

際
に
行
う
も
の
、
後
者
は
旧
暦
八

月
一
日
の
八
朔
の
周
辺
、
田
の
水

落
と
し
を
す
る
際
に
水
神
棚
を
か

け
、
稲
が
実
る
よ
う
祈
願
す
る
も

の
で
、
本
来
は
こ
の
二
つ
の
儀
礼

が
対
応
し
て
い
た
も
の
が
、
一
方

が
欠
け
て
一
回
だ
け
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

指
摘
し
て
い
る
。

　
県
内
各
市
町
村
史
を
み
る
と
、
四
月
～
五
月
に
実
施
す
る
と
こ
ろ
が
県
南
及
び

東
部
地
域
に
多
い
。
田
植
あ
る
い
は
サ
ナ
ブ
リ
後
と
し
て
い
る
の
が
、
添
田
町
、

豊と
よ

津つ

町ま
ち

（
現
み
や
こ
町
）、
穂ほ

波な
み

町ま
ち

（
現
飯
塚
市
）、
大た
い

平へ
い

村む
ら

（
現
上こ
う

毛げ

町ま
ち

）、
若わ
か

宮み
や

町ま
ち

（
現
宮み

や

若わ
か

市し

）、飯
塚
市
、川
崎
町
な
ど
遠
賀
川
流
域
と
甘
木
市
（
現
朝
倉
市
）、

吉よ
し

井い

町ま
ち

（
現
う
き
は
市
）、
田た

主ぬ
し

丸ま
る

町ま
ち

（
現
久
留
米
市
）
と
い
っ
た
筑
後
川
流
域

に
み
ら
れ
る
。

　
名
称
的
に
は
、
カ
ワ
マ
ツ
リ
、
ス
イ
ジ
ン
サ
マ
の
祭
り
の
ほ
か
、
県
中
央
か
ら

北
部
に
は
ダ
マ
ツ
リ
（「
駄
祭
」）
の
名
称
で
、
水
神
＝
田
の
神
＝
牛
馬
安
全
の
信

仰
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
県
中
西
部
に
は
、落
水
直
前
の
九
月（
八
朔
）

に
実
施
さ
れ
る
水
神
祭
り
を
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
（「
駄
浮
立
／
駄
風
流
」）
と
す
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
県
東
部
か
ら
中
央
部
に
か
け
て
は
「
七
瀬
祓
い
」「
瀬
祓
い
」
と
称

し
、
田
植
開
始
前
に
水
の
恩
恵
と
五
穀
豊
穣
を
水
神
に
祈
願
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

特
に
県
中
央
部
の
ダ
マ
ツ
リ
に
は
豊
前
坊
参
り
等
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
修

験
色
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
概
し
て
そ
の
多
く
が
「
座
祭
り
」
の
形
態
で
行
わ
れ
、

共
同
祈
願
の
要
素
を
強
く
残
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
特
徴
が
あ
る
。

　
形
態
的
に
み
る
と
、
竹
を
四
隅
に
立
て
て
注
連
縄
を
張
っ
て
棚
を
作
る
「
水
神

棚
系
」
と
、
竹
に
藁
で
作
っ
た
ツ
ク
リ
モ
ノ
を
吊
る
し
て
、
川
な
ど
水
に
関
連
す

る
場
所
に
立
て
る
「
水
神
竹
系
」
に
分
類
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
水
神
竹
系
」
は
「
藁

苞
」
を
吊
る
す
も
の
（「
藁
苞
型
」）
と
藁
で
船
型
に
作
っ
た
「
藁
船
」
を
下
げ
る

も
の
（「
藁
船
型
」）
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
が
混
合
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。

　「
水
神
棚
系
」
の
祭
り
は
主
と
し
て
筑
後
川
周
辺
流
域
よ
り
北
に
あ
る
ほ
と
ん

ど
の
地
域
、
遠
賀
川
水
系
に
て
行
わ
れ
、
県
内
中
西
部
に
か
け
て
多
く
み
ら
れ
る
。

　
七
月
初
旬
（
現
在
で
は
第
一
日
曜
日
）、
糸
島
市
深
江
地
区
で
は
、
川
や
海
に

入
る
前
に
、
子
ど
も
を
水
難
事
故
か
ら
守
り
、
成
長
を
祝
う
た
め
の
川
祭
り
が
行

わ
れ
る
。
海
浜
に
、
長
さ
一
八
メ
ー
ト
ル
程
度
の
笹
竹
を
約
三
メ
ー
ト
ル
四
方
に

立
て
、
笹
竹
の
上
部
に
子
ど
も
が
「
八
大
龍
王
川
之
神
」
と
書
い
た
習
字
紙
、
茄

子
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
夏
野
菜
の
絵
を
描
い
た
紙
を
結
び
つ
け
、
周
囲
に
注
連
縄
を

巡
ら
せ
た
祭
壇
を
作
っ
て
水
神
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
仏
教
的
な
要
素

と
と
も
に
七
夕
行
事
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　「
水
神
竹
系
」「
藁
苞
型
」
が
筑
後
お
よ
び
県
南
部
地
域
で
あ
る
、
大
木
町
を
は

じ
め
筑
後
市
、
柳
川
市
、
瀬
高
町
、
三
潴
町
、
田
主
丸
町
、
吉
井
町
、
上
じ
ょ
う

陽よ
う

町ま
ち

な

ど
旧
三
潴
郡
地
域
、
山や
ま

門と

郡ぐ
ん

、
八
女
郡
地
域
と
す
る
筑
後
川
、
矢
部
川
水
系
の
地

域
に
み
ら
れ
る
。「
水
神
竹
系
」「
藁
舟
型
」
が
県
東
部
地
域
の
一
部
行
橋
市
、
豊

津
町
に
み
ら
れ
る
。
時
期
は
異
な
る
が
、「
瀬
祓
い
神
事
」
が
行
わ
れ
る
地
域
で

も
あ
り
、
県
内
で
地
域
的
特
徴
が
見
い
だ
せ
る
。

（
吉
留
　
徹
）

写
真
四
　
水
神
様
の
供
物

写
真
五
　
水
神
棚
の
飾
り
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第
五
章
　
今
後
の
展
望

　
本
章
で
は
、
福
岡
県
と
し
て
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
関
し
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
を
述
べ
て
、
本
書
の
総
括
と
し
た
い
。

　
令
和
三
年
に
刊
行
し
た
『
福
岡
県
文
化
財
保
護
大
綱
』
で
は
、
本
県
に
お
け
る

民
俗
文
化
財
に
係
る
課
題
を
挙
げ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
課
題
を
簡
単
に
ま
と
め

る
。

　
①
民
俗
文
化
財
の
体
系
的
な
調
査
・
把
握
に
加
え
、
指
定
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
　
の
整
理
。

　
②
無
形
の
民
俗
文
化
財
は
人
か
ら
人
へ
伝
承
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
た
め
、

　
　
時
代
に
合
わ
せ
て
内
容
的
な
変
化
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
あ
る
も
の

　
　
の
、
ど
の
程
度
変
わ
っ
て
い
る
の
か
、
追
跡
調
査
が
必
要
。

　
③
②
の
観
点
か
ら
、
調
査
に
よ
る
記
録
の
作
成
が
重
要
な
作
業
と
し
て
位
置
付

　
　
け
ら
れ
る
た
め
、
専
門
的
視
点
に
よ
る
調
査
や
、
映
像
に
よ
る
記
録
作
成
も

　
　
必
要
。

　
④
有
形
の
民
俗
文
化
財
の
資
料
の
保
管
の
問
題
と
県
内
全
域
を
対
象
と
し
た
体

　
　
系
的
な
情
報
収
集
の
必
要
性
。

　
本
事
業
で
は
、
市
町
村
文
化
財
主
管
課
の
協
力
を
得
て
基
礎
調
査
を
行
い
、
そ

の
中
か
ら
委
員
会
で
選
択
し
た
も
の
を
詳
細
調
査
の
対
象
と
し
た
。
つ
ま
り
、
県

内
全
域
の
祭
り
・
行
事
を
基
礎
調
査
レ
ベ
ル
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
　

　
ま
た
、
今
回
の
事
業
に
よ
っ
て
、
詳
細
調
査
も
し
く
は
関
連
行
事
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
祭
り
・
行
事
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
市
町
村
や
県
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
調
査
と
の
比
較
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
の
段
階
で
、
行
事

の
様
子
を
写
真
で
撮
影
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
記
録
動
画
を
撮
影
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
た
め
、
課
題
②
と
③
の
一
部
分
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
今
後

こ
の
よ
う
な
記
録
物
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
祭
り
・
行
事

の
適
切
な
保
護
の
一
助
と
し
た
い
。

　
さ
ら
に
、
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
は
、
風
俗
・
慣
習
、
民
俗
芸
能
、
民
俗
技
術

が
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
風
俗
・
慣
習
の
一
部
の
悉
皆
的
な
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
福
岡
県
で
は
、
過
去
に
『
福
岡
県
の
民
俗
芸
能
』（
昭

和
五
三
年
）、『
福
岡
県
の
民
俗
芸
能
―
福
岡
県
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
―
』（
平
成

四
年
）、『
福
岡
県
の
諸
職
』（
平
成
二
年
）
と
い
っ
た
調
査
を
実
施
し
、
無
形
の

民
俗
文
化
財
の
各
種
別
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
過
去
に
行
っ
た
調
査
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経
ち
、
現
在
ど
の
よ
う
な

伝
承
状
況
に
あ
る
の
か
定
か
で
な
い
も
の
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
課

題
の
②
は
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
祭
り
・
行
事
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
。
な
お
、『
諸
職
』
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年

に
追
跡
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
や
は
り
現
在
で
は
失
わ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
の
傾
向
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
等
に
よ
っ
て
、
他

の
種
別
に
つ
い
て
も
今
後
加
速
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
重
要
な
文
化
財
の
滅
失
を
防
ぐ
た
め
に
保
護
が
必
要
で
あ
り
、
保

護
す
る
際
に
は
客
観
的
な
指
定
の
基
準
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
福
岡
県
に
は

民
俗
文
化
財
を
指
定
す
る
際
の
独
自
の
基
準
は
無
く
、
国
の
指
定
方
針
に
準
拠
す

る
よ
う
な
形
で
こ
れ
ま
で
保
護
を
実
施
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
祭
り
・

行
事
の
悉
皆
的
な
調
査
を
実
施
し
た
の
で
、
他
の
種
別
に
つ
い
て
も
順
次
調
査
を

行
い
、
全
体
を
体
系
的
に
整
理
し
独
自
の
指
定
の
考
え
方
に
つ
い
て
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
最
後
に
、
今
回
の
祭
り
・
行
事
調
査
で
は
、
市
町
村
文
化
財
担
当
職
員
・
地
元

保
存
会
の
皆
様
に
多
大
な
る
御
協
力
と
御
尽
力
を
得
た
。
本
事
業
の
よ
う
な
悉
皆

的
な
調
査
を
実
施
す
る
際
に
は
、
地
元
の
協
力
と
理
解
が
必
須
で
あ
り
、
地
元
無

し
で
の
調
査
は
成
り
立
た
な
い
。
文
化
財
は
地
元
で
守
ら
れ
、
ま
た
継
承
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
福
岡
県
で
は
今
後
よ
り
一
層
、
市
町
村
・
地
元
と
の
連

携
を
深
め
、
県
内
の
文
化
財
の
適
切
な
保
護
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
梶
佐
古
　
幸
謙
）
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第
六
章
　
基
礎
調
査
一
覧

 

　
本
章
で
は
、
県
内
に
あ
る
六
〇
の
市
町
村
が
実
施
し
た
基
礎
調
査
の
一
覧
表
を

示
す
。
調
査
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
の
図
一
に
示
し
た
旧
市
町
村
単
位
を
対
象
に

実
施
し
た
。

　
以
下
の
表
に
は
、
ま
ず
地
域
の
区
分
に
つ
い
て
示
す
。
旧
市
町
村
は
全
部
で

三
三
七
箇
所
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、地
区
名
（
旧
村
名
等
）、郡
名
（
旧
郡
）、

藩
、
現
市
町
村
名
を
示
す
。
番
号
は
旧
市
町
村
の
通
し
番
号
で
、
基
礎
調
査
一
覧

表
の
番
号
と
対
応
し
て
い
る
。

　
こ
の
表
の
次
に
、
基
礎
調
査
一
覧
表
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
右
記
し
た
地

域
区
分
を
基
に
し
て
、
県
内
六
〇
市
町
村
文
化
財
行
政
主
管
課
の
協
力
の
う
え
作

成
し
、
事
務
局
が
と
り
ま
と
め
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
ご
と
に
、
行
事
名
、
行
事
の
実
施
日
、
実
施
内
容
、
テ
ー
マ

等
を
記
載
し
て
い
る
。

（
梶
佐
古
　
幸
謙
）

番号 地区名 旧郡 現市町村
1 箱崎町

糟屋郡

福岡市
2 大川村 粕屋町
3 古賀町 古賀市
4 勢門村 篠栗町
5 志免町 志免町
6 和白村 福岡市
7 立花村 新宮町
8 篠栗町 篠栗町
9 志賀島村 福岡市

10 須恵村 須恵町
11 小野村 古賀市
12 仲原村 粕屋町
13 青柳村 古賀市
14 新宮村 新宮町
15 多々良村 福岡市16 香椎町
17 宇美町 宇美町
18 久原村 久山町19 山田村
20 吉武村

宗像郡

宗像市
21 赤間町
22 河東村
23 南郷村
24 東郷町
25 神興村

福津市
26 上西郷村
27 福間町
28 津屋崎町
29 勝浦村
30 田島村

宗像市31 池野村
32 岬村
33 神湊町

番号 地区名 旧郡 現市町村
34 大島村 宗像郡 宗像市
35 若松町

遠賀郡

北九州市36 八幡町
37 岡垣村 岡垣町
38 遠賀村 遠賀町
39 水巻町 水巻町
40 中間町 中間市
41 香月町

北九州市
42 上津役村
43 折尾町
44 黒崎町
45 戸畑町
46 島郷村
47 芦屋町 芦屋町
48 直方町

鞍手郡

直方市49 新入村
50 小竹町 小竹町
51 宮田町 宮若市
52 福地村

直方市53 下境村
54 頓野村
55 木屋瀬町 北九州市
56 植木町 直方市
57 剣村

鞍手町58 古月村
59 西川村
60 山口村

宮若市
61 笠松村
62 中村
63 若宮町
64 吉川村
65 碓井町

嘉麻郡 嘉麻市
66 千手村

地区名一覧表の一
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番号 地区名 郡名 現市町村名
67 足白村

嘉麻郡
嘉麻市

68 宮野村
69 山田町
70 大隈町
71 稲築町
72 庄内村

飯塚市

73 頴田村
74 笠松村
75 飯塚町

穂波郡

76 二瀬町
77 幸袋町
78 鎮西村
79 穂波村
80 大分村
81 上穂波村
82 桂川町 桂川町
83 内野村 飯塚市
84 小石原村

上座郡

東峰村85 宝珠山村
86 松末村

朝倉市

87 杷木町
88 志波村
89 久喜宮村
90 高木村
91 朝倉村
92 宮野村
93 大福村
94 三奈木村

下座郡
95 金川村
96 蜷城村
97 福田村
98 立石村
99 上秋月村 下座郡／夜須郡
100 秋月町

夜須郡
101 安川村
102 甘木町
103 馬田村
104 三輪村 筑前町
105 夜須村 飯塚市／筑前町
106 大野町

御笠郡

大野城市
107 水城村 太宰府市
108 山口村

筑紫野市109 筑紫村
110 二日市町
111 御笠村
112 太宰府町 太宰府市
113 山家村 筑紫野市
114 福岡市

那珂郡

福岡市115 警固村
116 豊平村
117 南畑村 那珂川市
118 春日村 春日市
119 岩戸村 那珂川市120 安徳村
121 三宅村

福岡市

122 日佐村
123 那珂町
124 八幡村
125 住吉町
126 堅粕町
127 千代町
128 席田村 席田郡
129 鳥飼村

早良郡
130 樋井川村
131 原村
132 田隈村
133 入部村
134 内野村 早良郡／怡土郡

番号 地区名 郡名 現市町村名
135 脇山村

早良郡 福岡市
136 姪浜町
137 能古村
138 金武村
139 壱岐村
140 西新町
141 前原町

志摩郡

糸島市
142 今宿村

福岡市143 今津村
144 元岡村
145 野北村 糸島市146 桜井村
147 北崎村 福岡市
148 可也村

糸島市

149 芥屋村
150 小富士村
151 福吉村

怡土郡
152 深江村
153 一貴山村
154 長糸村
155 雷山村
156 怡土村
157 周船寺村 怡土郡／志摩郡 福岡市
158 鳥飼村

三潴郡

久留米市
159 荒木町
160 安武村
161 大善寺町
162 三潴村
163 犬塚村
164 大溝村 大木町
165 江上村

久留米市166 城島町
167 青木村
168 木室村 大川市
169 木佐木村 大木町
170 三又村

大川市171 大川町
172 川口村
173 田口村
174 昭代村 柳川市175 蒲池村
176 大莞村 大木町
177 西牟田村 久留米市
178 大野島村 大川市
179 大和村

山門郡 柳川市
180 東宮永村
181 城内村
182 三橋村
183 柳河町
184 沖端村
185 東山村 下妻郡／山門郡 みやま市186 山川村 山門郡187 西宮永村 柳川市
188 瀬高町 下妻郡／山門郡 みやま市
189 両開村 山門郡 柳川市
190 大牟田町

三池郡

大牟田市
191 飯江村

みやま市192 高田村
193 開村
194 銀水村

大牟田市
195 三池町
196 三川町
197 駛馬町
198 玉川村
199 古川村 下妻郡 筑後市200 水田村
201 福島町 上妻郡 八女市202 長峰村

地区名一覧表の二
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番号 地区名 郡名 現市町村名
203 三河村

上妻郡

八女市

204 光友村
205 辺春村
206 串毛村
207 木屋村
208 大淵村
209 矢部村
210 黒木町
211 豊岡村
212 横山村 八女市／広川町
213 川崎村

八女市214 北川内村
215 忠見村
216 上妻村
217 上広川村 広川町218 中広川村
219 下広川村 久留米市／筑後市

／広川町
220 羽犬塚町 筑後市
221 岡山村

八女市
222 八幡村
223 北山村
224 白木村
225 笠原村
226 姫治村

生葉郡 うきは市

227 山春村
228 大石村
229 御幸村
230 吉井町
231 千年村
232 江南村
233 福富村
234 星野村 八女市
235 船越村

竹野郡

久留米／うきは市
236 田主丸町

久留米市

237 水分村
238 竹野村
239 柴刈村
240 水縄村
241 川会村
242 山本村

山本郡243 草野町
244 大橋村
245 善道寺町
246 久留米市

御井郡

247 国分町
248 上津荒木村
249 櫛原村
250 合川村
251 山川村
252 宮ノ陣村
253 弓削村
254 北野町
255 大城村
256 金島村
257 大堰村 御井郡／竹野郡 大刀洗町
258 高良内村 御井郡 久留米市259 御井町
260 味坂村 御井郡／御原郡

小郡市
261 小郡村
262 御原村

御原郡
263 立石村
264 三国村
265 太刀洗村 大刀洗町266 本郷村
267 門司町

企救郡 北九州市268 小倉町
269 大里町
270 東郷村

番号 地区名 旧郡 現市町村名
271 松ヶ江村

企救郡 北九州市

272 足立村
273 曽根町
274 企救町
275 板櫃町
276 西谷村
277 中谷村
278 東谷村
279 香春町

田川郡

香春町280 勾金村
281 採銅所村
282 赤村 赤村283 津野村
284 添田町 添田町285 彦山村
286 大任村 大任町
287 伊田町 田川市288 猪位金村
289 川崎町 川崎町
290 後藤寺町 田川市
291 糸田町 糸田町
292 金田町

福智町293 赤池町
294 方城村
295 金川村 田川市
296 苅田町

京都郡 苅田町297 小波瀬村
298 白川村
299 椿市村 企救郡／京都郡 行橋市
300 諫山村

京都郡
みやこ町301 久保村

302 黒田村
303 稗田村 行橋市
304 延永村

行橋市
305 行橋町 京都郡／仲津郡
306 今川村

仲津郡

307 簑島村
308 今元村
309 仲津村
310 祓郷村 行橋市／みやこ町
311 豊津村 みやこ町
312 泉村 行橋市
313 犀川町

みやこ町314 城井村
315 伊良原村
316 節丸村
317 上城井村

築城郡 築上町

318 下城井村
319 築城村
320 八津田村
321 椎田町
322 葛城村
323 西角田村
324 角田村

豊前市

325 山田村

上毛郡

326 八屋町
327 千束村
328 三毛門村
329 黒土村
330 横武村
331 合河村
332 岩屋村
333 西吉富村

上毛町334 友枝村
335 唐原村
336 南吉富村
337 東吉富村 吉富町

地区名一覧表の三



番号 市町村
地区
番号

名称 伝承地 実施日 概要 テーマ

1 北九州市 46
脇之浦はだ
か祭

若松区脇
の浦

1月10日

毎年1月10日に若松区大字小竹の脇之浦漁港一帯で行われる。豊漁と航海の安全,家の
繁栄を祈願する祭事で,400年近い歴史を持つ伝統行事。さらしを腹にまいた男衆が,力
石を妙見神社に奉納する。妙見神社での若潮くみに始まり,妙見・恵比須・白山神社へ
の若潮奉納,そして,白山神社からは松明とともに下山し,さらし腹巻姿の青年達が歓声
を上げて海に入り,力石を探し,恵比須神社に奉納する。現在では,祭りの形は多少変化
したが,冷たい冬の海に若者達が勇ましく飛び込んで行くのは,海に生きる者達が大漁
と安全と暖かな家庭を祈る素朴な姿であり,古来より変わることのない祈りとなってい
る。

17,21

2 北九州市 35
十日ゑびす
祭

若松区浜
町

1月9～11日
「商売繁昌で笹持って来い」という掛け声とともに福笹つきの縁起物の福引きを行
う。この祭りには正月気分から抜け出し,「今年も一生懸命働きますからえびす様どう
か守って下さい」という誓いと願いが込められている。

17,23

3 北九州市 278 尻ふり祭り
小倉南区
井手浦

1月8日

出雲の国で,須戔鳴尊がその地域の人びととともに八岐大蛇を退治した時,尻尾が平尾
台の麓の井手浦まで飛んできたところ,その年は10数年ぶりの大豊作になったという伝
説に因んでいる。春の農作業を始める1月8日,井手浦公民館前の広場に,ワラで作った
4mを超える大蛇が,2本の松の木に掲げられる。その大蛇の前に祭壇を設け,宮司と保存
会2人の計3人が,弓矢や弊などをお尻に当て,海・山・川の掛け声に合わせ左右に大き
く振る。お尻を大きく振るほど大豊作になるといわれているため,「もっと振れ,もっ
と振れ！」と賑わいをみせる。その後,宮司が大蛇を三本の矢で射とめ,太刀で3か所斬
るしぐさをして,大蛇退治は終了する。

6

4 北九州市 272 わいわい祭 萩崎 1月16日

古来より鬼門除けのお祓いと言い,夕刻に人びとが集まり,行列をつくって町内を回
る。行列が四つ辻にくると神官がまずお祓いをし｢一つ祝ってくれ｣と呼び,みんなが｢
祝おう｣｢祝おう｣と声を合わせて応える。17時頃から神社にて神事を斎行し,どんど焼
きの火入れをし直会が行われる。

15,18

5 北九州市 267 和布刈行事
門司区門
司

1月下旬～2
月中旬で毎
年変動

和布刈神事は神功皇后が三韓征伐からの凱旋を祝って,自ら神主となり,早鞆の瀬戸の
ワカメを神前にささげたという古事に由来している。昔は「神事を見ると目がつぶれ
る」と言われ,神罰を恐れて拝観する者はいなかったが,戦後から拝観は解禁となっ
た。行事は,毎年旧暦元日の早朝に行われる。横代湯立神楽が奉納された後,3人の神職
が干潮の海に降りて鎌でワカメを刈り採り,それを神前に供えて航海の安全,豊漁を祈
願する。漆黒の闇を背景に烏帽子,狩衣,白足袋に草履姿の神職達が,松明を頼りにワカ
メを刈り採る様子は幻想的で,関門海峡両岸の人びとに春の訪れが近いことを感じさせ
てくれる。

5,18

6 北九州市 273 貫のお祓い
小倉南区
貫

3月最終日曜
日

元慶7(883)年に鈴石八幡宮として建立されたと伝えられる荘八幡神社の祭り。元和
5(1619)年時の小倉藩主,細川忠興が宇佐八幡宮の放生会を復活させた際,鈴石八幡宮
(後に荘八幡神社に改称)においても神輿を造り,武運長久・五穀豊穣を祈念して“大祓
い”の大祭を斎行しようとしたもで,それが現在「貫のお祓い」の名称で,毎年3月末に
行われている。当日,氏子である貫地区の人達が作った花傘や子どもの樽神輿が随従し
て御神幸を行う。御神幸は,貫川沿いを通り無病息災の“お祓い”をし,「お旅所」に
立ち寄って神事を行った後,神社におのぼりをして終了となる。

4,32

7 北九州市 46
乙丸のほら
貝まつり

若松区乙
丸

4月15日

およそ200年前から行われている伝統行事で,御神体のほら貝にお神酒を入れて飲むと,
不老長寿の薬になると言い伝えられている。この伝統にちなみ,神主が祝詞を上げた
後,御神体のほら貝に実際にお神酒を入れて,参拝者にふるまう。『ながいきほら貝』
(貴船神社にまつわるお話)「若い船乗りが嵐にあい,ある岸辺に打ち上げられ,若く美
しい一人の女の人に会いました。女の人は,600歳だと聞いて若者はびっくりしまし
た。女の人は,25歳の時に病気にかかって死にそうになります。その時,息子が拾って
来てくれたほら貝の肉を食べると元通り元気になり,年を取らなくなったのです。この
貝は,年をとらない宝物の貝として,毎年4月15日に祭りをするようになった。」

5

8 北九州市 271
吉志の二十
六夜

門司区吉
志

4月26日
天疫神社の境内にある五穀神の春祭りで,地元で「ろくや」と呼ばれる神幸祭。御興を
先頭に高さ約2.5mの花傘鉾が随従し,吉志区内を回り,約1㎞離れたお旅所の「笠松」に
向かう。

2,29,32

9 北九州市 273
曽根の神幸
行事(開作神
事)

小倉南区
曽根新田
南

5月3日
1台の山が提灯山,幟山,人形飾山へと三様に変化する形式を持つ市内唯一の祭礼。5月3
日には,曽根・朽網地区の7台の人形飾山が揃う。

2,29,32

10 北九州市 276
八坂神社の
祇園祭

小倉南区
長尾

5月4,5日

祇園祭は貞観年中(859～877),京の都に疫病が流行した時,勅を奉じて神泉苑に66本の
矛を立てて祇園の神を迎えて祭り,洛中の男児が祇園社の神輿を神泉苑に送って厄災の
除去を祈ったのに由来し,平安時代の中頃からは規模も大きくなり,空車,田楽,猿楽等
も加わって盛んな賑わいを見せてきた。室町時代になると町々の特色ある山鉾のあっ
たことが『祇園社記』に記されている。応仁の乱(1467)で都は灰燼に帰し,祇園祭も中
絶したが,明応9(1500)年には復活,その時から山鉾巡行の順位を決める鬮取式が侍所で
行われることとなった。以後,町衆の努力により山鉾の装飾にも贅を尽くすようにな
り,近世には度々の火災で多数の山鉾が消失したが,その都度,町衆の心意気によって再
興し,今日に至っている。

2,29,32

11 北九州市 35 二島祇園
若松区東
二島

7月中旬

昔の山笠は背の高い岩山だったが,現在では一般的な人形飾山の曳山(東二島2台,二島1
台)になった。祭りの前日に飾り付けられた山笠は,1日目の午後からそれぞれの地区を
運行する。夕方,日吉神社を出発した新輿が参道入口の一の鳥居まで下がると,お迎え
の東二島の山笠2台が先山,後山となって,一の鳥居下～西天神町境(折り返し)～一の鳥
居下～二島駅前を通過して,お旅所の田神社まで神幸する。途中,二島駅で東二島の山
笠は帰り,一の鳥居下までお迎えし御神幸に合流していた二島山笠がお旅所までお供す
る。翌日の夕方,田神社で発輿祭を済ませて「おのぼり」の御神幸となる。今度は東二
島の山笠2台がお迎えに行き,二島山笠と一緒になって随従する。二島駅で二島山笠は
帰り,後は東二島の山笠2台が神輿お供して神社に帰る。

2,29,32

12 北九州市 35
小石提灯山
笠

若松区宮
前町

7月中旬
戸畑祇園の提灯山笠の元になったといわれている山笠行事。高さ12段からなる提灯山
笠。昭和28(1953)年を最後に姿を消したが,平成9(1997)年に復活。昔のように町内を
担いで廻ることはできないが,小学校の校庭で勇壮な様を見ることができる。

2,29,32

13 北九州市 44 前田祇園
八幡東区
前田

7月第3月曜
日を最終日
とする3日間

第4章,第1節,特論1「祇園山笠」参照。 2,29,32

14 北九州市 36 枝光祇園 八幡東区 7月24～26日

鎌倉時代の建久5(1194)年の創建と伝えられる枝光八幡宮の山笠。正確な起源は不明だ
が現在資料として残っているのは,明治25(1892)年に,戸畑祇園大山笠で使われる幟大
山笠の幕を新調したという資料がある。古い写真資料が現存しており,その写真から大
正時代には枝光祇園が行われていたことがわかる。現在のような人形山笠の起源も不
明だが,明治・大正時代は幟大山笠,戦後からは人形山笠であることは資料的に残って
いる。

2,29,32

15 北九州市 275 茶屋町祇園 八幡東区 7月24～26日 飾り山笠と子どもちょうちん山笠が町内を回る。 2,29,32

16 北九州市 36 大蔵祇園 八幡東区 7月上旬

北九州市八幡東区大蔵で350年以上の歴史を持つ祭り。高低差が激しい大蔵地区にて行
われる大蔵祇園は北九州市内のほかの祇園祭とは異なり,御神輿のみで御神幸する。
350年の歴史の中で担ぎ手不足などの問題もあり,牛に引かせたり,トラックに乗せて運
行した時代もあったようだが,平成に入り「氏子青年会」が結成され,本来の人の手に
よる御神幸を毎年行えるようになった。乳山八幡神社での神事の後,御神輿は勝山勝田
神社を経て,年ごとに異なるコースで御神幸を行い,担ぎ手は各町内の御旅所で休息を
取りながら御神輿を運行する。お供え物は各町内で,それぞれ工夫されている。

32
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番号 市町村
地区
番号

名称 伝承地 実施日 概要 テーマ

17 北九州市 36 中央町祇園 八幡東区 7月中旬
官営八幡製鐵所の誕生から,その城下町として栄えた八幡東区中央町。この地域で戦前
から続けられている祇園山笠は,人形飾り山笠が八幡中央区商店街アーケードや中央町
周辺及び東田地区を昼夜練り歩く。

2,29,32

18 北九州市 44
黒崎祇園行
事

八幡西区
黒崎

7月18～23日 第4章,第1節,特論1「祇園山笠」参照。 2,29,32

19 北九州市 42 引野祇園 八幡西区 7月下旬
平成30(2018)年に50周年を迎えた。例年7月中旬に笹山を経て本番3日間人形飾りの山
車が町内を練り歩く。最終日は洞南地区の競演会となり,暗闇の中,右や左に激しく競
い合う。

2,29,32

20 北九州市 42 穴生祇園 八幡西区 7月下旬 最終日は洞南地区の競演会となる。 2,29,32

21 北九州市 42 小嶺祇園 八幡西区 7月下旬 2,29,32
22 北九州市 42 上津役祇園 八幡西区 7月下旬 2,29,32

23 北九州市 42 竹末祇園 八幡西区 7月下旬
神棚等に笹を立てそれを担いで運行する簡素な作りの山笠。博多祗園山笠の起源には
施餓鬼棚を担いで練り歩いた事が始まりといわれ,最も初期の姿を残した山笠と言われ
ている。最終日は洞南地区の競演会となる。

2,29,32

24 北九州市 55
筑前木屋瀬
祇園祭

八幡西区
木屋瀬

7月第2土,日
曜日

昔は獅子頭を先頭に神輿,山笠などが並んで地域内を回る御神幸本来の形式をとってい
たが,現在では2台の山笠が町を運行する形になっている。本町六町の赤山笠と新町七
町の青山笠の2台の山笠が町中を練り回った後,勢い太鼓の響きに合わせて須賀神社境
内に走り込む。これを初日は「奉納」,2日目は「宮入り」という。また,長崎街道を2
台の山笠が駆け抜ける「追山」も行われる。祭り初日の夕方,一番山,二番山(順番は隔
年交替)が並んで須賀神社に入り,お払いを受ける。それが済むと山笠はそのままにし
て勢子だけが各々提灯を持って近くの遠賀河畔にお汐井とりに行く。その後,リーダー
(掛け合い)2人の指示で町中を練り回る。祇園囃子は太鼓のみ。昔の山笠は9m以上もあ
る「岩山」(はりぼての岩を高く積み上げ,人形を飾る形式の山)であったが,大正初期
の電線架設以来,4mほどの現在の人形飾山(曳山)に変化した。

2,29,32

25 北九州市 41 畑祇園
八幡西区
畑

7月第2土曜
日

畑祇園は,畑貯水池の奥に鎮座する尺岳神社の境内社である須賀神社に古くから伝えら
れる祭礼。御神幸は夕方から始められ,白木谷山笠,本谷山笠の順で神移しが行われ,境
内を練った後おくだりに移る。曳山は台上に神殿を乗せ,その下に豪華な刺繍を施した
幕を張り巡らせた神輿本来の形式をそのままに伝える。高さ5mの曳山が急勾配の参道
を一気に駆け下りる。駆け下りたあと,提灯にロウソクが灯され,夕闇の山道を厳かに
進んで行く。畑貯水池でお汐井とりを済ませた山笠は,参道をおのぼりし,神事を終え
る。山笠は,筑前地域には珍しく豊前国に伝承する形態を遺している。

2,29,32

26 北九州市 42
洞南肆地区
山笠競演会

八幡西区
相生

7月第3日曜
日

引野・竹末・穴生第一の各自治区会と相生商連の山笠行事を平成11(1999)年から合同
の山笠競演会として実施しており,相生町大通り一帯で,大山笠による山笠競演会と太
鼓競演会が行われる。

2,29

27 北九州市 44 鳴水祇園 八幡西区 7月中旬

鳴水祇園山笠は貴船神社の氏子により古くから行われている祭礼。一時中断していた
時期もあるが,昭和61(1986)年より人形飾り山笠奉納を再開した。平成12(2000)年には
貴船太鼓保存会の鳴水水神会が発足し,子ども達へ太鼓や鳴水の伝統行事等の継承活動
を行っている。現在貴船神社奉賛会,鳴水青壮年会,鳴水水神会が協力し,黒崎第5自治
区会の町内会とともに鳴水山笠実行委員会として御神輿・人形山笠奉納を行ってい
る。また,貴船太鼓保存会では,各地のイベントや老人ホームのイベントなどで年間を
通して太鼓の披露会を開催し,貴船太鼓や鳴水山笠の継承活動を行っている。

2,29,32

28 北九州市 45
戸畑祇園大
山笠行事

戸畑区
7月第4土曜
日を挟む前
後3日間

昼は幟山,夜になると提灯山へ姿替えを行う。幟山は勾欄付きの山笠台に神霊を納める
祠を据え,その周囲に紅白の幟12本を立てる。前面には紙製の巨大な前花,後に豪華絢
爛な見送りがあり,山笠台を切幕,水引幕で飾る。夜になると飾りを全て取り去って,山
笠台上に四角錐状にヤグラを組み,12段の横木に計309個の提灯を付ける。

2,29,32

29 北九州市 35
小石観音寺
四万六千日

若松区中
畑町

8月9日
安産の観音様や「頼まれ観音」として広く知られている小石観音寺で,護摩焚きや火渡
りなどが行われる。四万六千日とは,この日にお参りすると,四万六千日お参りしたの
と同じ功徳があるからといわれている。

17,23

30 北九州市 46 脇田祇園
若松区安
屋

8月中旬
安屋海岸の八幡岬に鎮座する大比叡神社の祇園祭として,毎年8月中旬の2日間に行われ
る。起源は言い伝えなどから,江戸時代後期と考えられており,御神幸には2台の人形飾
山(舁山と曳山)が随従する。

2,29,32

31 北九州市 36 八文字焼
八幡東区
皿倉山

8月8及び13
～15日

昭和20(1945)年8月8日に起こった「八幡大空襲」では,中央,尾倉,前田,黒崎,枝光の中
心部が被災し,死傷者は約2,500人,焼失家屋は14,000戸にも及んだ。その空襲による戦
没者の慰霊を行い,また,八幡の平和のシンボルとして,毎年8月8日(八幡大空襲の日)と
お盆の8月13日～15日に,皿倉山の八文字焼が行われる。※死傷者数等は「八幡市史続
編」による

1,19

32 北九州市 278 お糸祭り
小倉南区
呼野

8月第4土曜
日

享保年間,灌漑用水の不足に悩む呼野の里のため,自ら堤防工事の人柱となった14歳の
少女,お糸を供養する祭り。お糸池での水神祭に始まり,お糸供養盆踊りや花火大会な
どが催される。

39

33 北九州市 272 小文字焼 小倉北区 8月13日 お盆の13日の夜,小文字山山頂で90分に渡り,「小」の火文字が赤々と燃え続ける。 1,19

34 北九州市 273
天疫神社の
御神幸

小倉南区
田原

10月8日

以前は,旧暦9月8日に行われていたが,新暦になってからは10月8日に行われるように
なった。子どもを祭りのために学校から早退させることができなくなったので,現在は
休日に行なっている。第二次大戦中は,青年が少なく神事のみ行われていたが,戦後復
活した。昭和27(1952)年頃は神輿を担いでおり,その後しばらくは氏子が神輿を担い
で,町内を巡幸していたが,次第に担手が少なくなり,やがて神輿と台車に乗せる今の形
態となった。

2,29,32

35 北九州市 35 恵比須祭り
若松区浜
町

4月2～4日
12月2～4日

「おえべっさん」として親しまれる「若松えびす祭春季大祭(4月2～4日)・秋季大祭
(12月2～4日)」は,商売繁盛,海上安全,家内安全を祈る祭りとして,毎年多くの参詣者
が訪れる。祭りの3日間は200～250軒の露店が沿道に並び,街の軒々には御神燈「鯛提
灯」2,000燈が,そして境内には300燈の大提灯が揺れ,街や境内を幻想的に照らしだ
す。また,十日えびす(1月9日～11日)では,商売繁盛,家内安全の祈りを込めた新春の
「福笹福引」があり,1年間葉が落ちない笹と縁起物が当たる。

17,23

36 北九州市 55
子どもえび
す(こども頭
行事)

八幡西区
木屋瀬

12月3日に近
い土,日曜日

昔は数え年の11歳,現在では小学校4年生の男の子を頭と呼ぶ,子どもが主役のえびす祭
り。笹山車を作り紅白の幕にその年の頭の名前を書き町内を引き回す。

2,13,17
,23

37 北九州市 46 岩屋祇園
若松区岩
屋

2,29,32

38 北九州市 43 則松祇園祭
八幡西区
則松

〃

39 北九州市 42
涼天満宮祇
園祭

八幡西区
上の原

〃

40 北九州市
火まつり行
事

若松区久
岐の浜

7月21日

昭和29(1954)年に,若松区出身の芥川賞作家火野葦平が,「戦後のすさんだ世の中を明
るく照らそう」と,高塔山の頂上でかっぱ達を招待する祭りを初め,これに賛同した多
くの人びとが高塔山を目指し,たいまつを掲げて登ったのが始まり。この「かっぱ祭
り」と「たいまつ行列」をあわせて「火まつり行事」と言い,美しいたいまつの行列
が,まるで輝く糸で山肌を縫うように進む光景は幻想的。

1

41 福岡市 140 初庚申大祭
早良区藤
崎

1月の初庚申
災難が「さる」縁起物として猿面,福笹を頒布。玄関等に掛けて厄除けとする。これを
求めて夜明け前から長い列ができる。

39,18
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42 福岡市 128
金隈の鳶の
水

博多区金
の隈

1月2日
蓑と笠を被った姿からトビに見立てられた子ども達が家々を回る。各家ではトビに水
をかけ祝儀を渡す。ある時,疫病が流行し多くの子どもが亡くなったため,その後子ど
もの健康を祈願し新年に福を招く意味を込めて始まったという。

18

43 福岡市 142 恵比須大祭 西区今宿 1月3日
赤い褌姿の子どもが4つの組に分かれ,木製の玉を持って家々を回る「玉せせり」を行
う。迎えた家では玉に神酒をかけ,子どもに菓子などを渡す。

18,21,2
3

44 福岡市 1 玉取祭 東区箱崎 1月3日 第4章,第3節,1「玉取祭」 参照。
18,21,2

3

45 福岡市 136 玉競祭 西区姪浜 1月3日
事代神社(西区愛宕浜)での祭典の後,玉を受けた締め込み姿の漁師らが,姪浜の町中で
激しく玉を競り合いながら住吉神社へと向かい,神前に奉納する。

18,21,2
3

46 福岡市 125
住吉三日恵
比須大祭

博多区住
吉

1月1～3日 開運祈願や福引等があり,「ふく娘」が参拝者に一年間の開運・幸運を授ける。 18,23

47 福岡市 129 七草祭
中央区六
本松

1月7日
「七草祭」の神事に続き,境内で巫女と敬神婦人会等が大鍋で七草粥を作り,参拝者に
振る舞う。

18,20

48 福岡市 130
ほんげん
ぎょう

南区柏原 1月7日
境内に竹を組み,夕方の神事の後,火を入れて,正月飾り等を焼く。かつては集落の辻々
で行われていた。

1,18

49 福岡市 130
ほうけん
ぎょう

城南区片
江

1月第2日曜
日

運動場の中央に長い竹に笹や藁を組んで作った櫓を設け,年男や年女の小学生が火をつ
けて,正月飾り,門松,注連縄や古くなったお守りなどを燃やす。

1,18

50 福岡市 138
ほうけん
ぎょう

西区金武 1月7日
竹の櫓を組み,それを燃やして無病息災を祈る。かつては「あかぎれ焼こうひび焼こう
泣くもんな口焼こう」といいながら,手や足をあぶっていたという。

1,18

51 福岡市 123
ほんげん
ぎょう・も
ぐら打ち

博多区板
付

1月7日
青竹でつくった2基の櫓の先に「五穀豊穣」「無病息災」の幡をつけ,弥生人を模した
貫頭衣を着た代表により火が付けられる。子ども達によるもぐら打ちも行われる。

1,18

52 福岡市 122 どんど焼き 南区高木
1月第2日曜
日

かつて「ほうけんぎょう」と呼ばれ,この火にあたると病気にならないといわれた。平
成5(1993)年頃から校区行事として「どんど焼き」を開始。

1,18

53 福岡市 125 追儺祭
博多区住
吉

1月7日
追儺の祭典では鬼を追う豆まきが行われ,注連縄を焚き上げる炎の周りを逃げ回る鬼を
捕らえ「鬼縛り石」に縛り付ける。その後,凶を吉に取り換えるという「鷽替え」を行
う。

1,15,18
,22

54 福岡市 142 鬼すべ 西区今宿 1月7日

稲藁で作った角と襷をつけた鬼が,介添えの青年たちと押し合いながら上町を回って歩
く。その後境内に戻った鬼を松葉の煙で燻し,鬼すべ堂に追い込む。境内では鷽替えが
行われる。鬼すべ行事で鬼たちが隣組みを回っている時に上町天満宮境内で,木彫りの
鷽を取り替えて幸せを願う鷽替え行事を行う。拝殿前には手作りの木うそが並べられ,
参拝者はそれぞれが持参したうそと,新しいうそを交換して持ち帰る。

1,15,18
,22

55 福岡市 114 閻魔まつり
博多区中
呉服町

1月16日
閻魔像の開帳が行われる。閻魔堂内の奪衣婆にこんにゃくを供えると,子どもの病気を
治し,母乳の出が良くなると伝えられる。

18,39

56 福岡市 114
十日恵比須
祭

中央区伊
崎

1月10日
漁業組合員や子ども達が木の玉を担いで福浜,伊崎,唐人町一帯の家々を回る。町を回
り終えた後は,玉を海に放り込み海中でしばらく競り合い,再び恵比寿神社に玉を納め
行事が終わる。

17・
18,21,2

3

57 福岡市 132 十日恵比須
早良区野
芥

1月10日
福笹の頒布と福引が行われる。「恵比須汁」(水炊き)奉仕や注連縄等の焚き上げも行
われる。

17, 18
23

58 福岡市 126 正月大祭
博多区東
公園

1月8～11日
商売繁盛祈願の参拝客で毎日夜遅くまで賑わう。8日を初恵比須,9日宵恵比須,10日を
本恵比須,11日を残恵比須と称する。

17,18,2
3

59 福岡市 147 十日えびす 西区西浦 1月10日
かつては漁師になろうとする数え年16歳の若者が恵比須神に扮し祝詞を述べていた。
恵比須神社にて,恵比須神に扮した2名の若者を囲んで祭典が行われる。

18,23

60 福岡市 114
大黒天年頭
大祈願祭

博多区中
呉服町

1月10日
博多の豪商神屋宗湛がお告げで本能寺の変を逃れたことにちなんで、寄進されたとさ
れる大黒天にちなんだもの。

18,39

61 福岡市 134
石釜のトビ
トビ

西区石釜
1月14日に近
い土曜日

「トビ」と呼ばれる大きな藁束を頭から被った子どもが家々を回り,男児が生まれた家
には藁の馬を,女児が生まれた家には藁のエビを,その他の家には輪注連を配る。迎え
た家ではトビに水をかけ,菓子や祝儀を渡す。昭和30年代に廃れたものを,昭和
52(1977)年に復活させたもの。

18

62 福岡市 9 歩射祭
東区志賀
島

1月15日に近
い日曜日

阿曇百足の土蜘蛛退治伝承にちなみ,若い射手が大的に向かって48本の矢を射る行事。
この日までに新参の射手は,朝夕の潔斎と数々の礼儀を経て一人前の射手衆の資格を得
なければならない。矢が黒的に当たると観衆が「ヨイヤァ」とはやし,最後の一矢が放
たれると観衆が「的破り」をして行事を終える。

10,13,1
8,24

63 福岡市 147 お日待 西区宮浦 1月22,23日

64 福岡市 143
十一日まつ
り

西区今津
成人の日の
前の日曜日

登志神社の氏子である上町・寺小路・東町と,四所神社の氏子である本町が行う年頭の
祭り。町ごとに山車と神輿を出し,町内を練り歩き「祝うた」の掛け声とともに各戸を
訪ねる。かつて今津に荷揚げされた貢物を大宰府の役人が検分した後,山車に乗せて引
き回し披露したのが始まりだと地元では伝えられている。

8，18

65 福岡市 132 お粥開き
早良区野
芥

2月1日 1月15日に神殿に納めた粥のカビの付き具合を見て,同社氏子がその年の豊凶を占う。 11,25

66 福岡市 130 粥試し
城南区東
油山

2月1日 1月15日に神殿に納めた粥のカビの付き具合を見て,同社氏子がその年の豊凶を占う。 〃

67 福岡市 114
節分厄除大
祭

博多区上
川端町

2月2日
2日11時に節分福迎祭(大お多福くぐり初め),17時から「鬼神楽」奉納。3日9時から節
分大祭,同10時から豆まき。

39

68 福岡市 114 節分大祭
博多区御
供所町

2月2日
2日1時から前夜祭。3日10時から節分大祭。豆まきは本堂前特設舞台で随時行われえ,
七福神やお多福に扮した留学生,裃姿の年男や年女が登壇する。

〃

69 福岡市 138
飯盛神社の
かゆ占

西区飯盛
2月14日
3月1日

第4章,第3節,12「粥占」 参照。 11,25

70 福岡市 125 御田祭
博多区住
吉

3月7日
境内に作った苗床に種籾をまき,五穀豊穣を祈願する。育った苗は,6月の「お田植え行
事」の際に使われる。祭典終了後,那珂川市伏見神社の「岩戸神楽」が披露される。

17,39

71 福岡市 1 春季社日祭 東区箱崎
3月の彼岸に
近い戌の日

春のお汐井取り。箱崎浜の砂は,竹製の「テボ」籠に入れておき,外出時に体に降り掛
けるなど,日頃からお祓いに用いられており,特に社日に取ったものが重用される。こ
のお汐井を求めて多くの参拝者が訪れる。

39

72 福岡市 144 神楽祭 西区桑原 4月
四所神社の境内にある拝殿を舞台にして「田島神楽」を招いて行われる。以前は高祖
神楽を呼んでいた。舞台前には地域の人びとがお弁当を持ち寄り,飲食をしながら神楽
を観覧する。途中には,年男年女による餅まきなども行われる。

39

73 福岡市 9
山誉種蒔漁
猟祭

東区志賀島 4月15日 第4章,第3節,15「山誉め祭」 参照。 17

74 福岡市 16
春季氏子大
祭

東区香椎
4月17日直近
の土曜・日
曜日

隔年(西暦偶数年)開催の神幸式を実施。17日「お下り」,18日「お上り」。両日本宮・
頓宮で「香椎宮奉納獅子楽」(県指定無形民俗文化財)の奉納

32

75 福岡市 9 お大師様 東区志賀島 昭和の日
島内各所に祀られる弘法大師のもとを人びとが巡礼する。島内には,10数か所の接待所
が設けられ,参詣者にふるまいが行われる。

8,39

76 福岡市 138 武射祭 西区飯盛 4月29日
魔除けと開運を祈願して,鎧兜で身を固めた射手が矢で的を射る。明治初期に途絶えた
ものを,昭和58(1983)年に復活。平成23(2011)年からは4月29日(昭和の日)に開催。

24
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77 福岡市 114

福岡市民の
祭り　博多
どんたく港
まつり

福岡市全
域

5月3,4日
2日は前夜祭を開催。3日は明治通りどんたく広場でパレード。どんたくにあわせ「博
多松囃子」の巡行が行われる。

8

78 福岡市 126 子ども祭
博多区堅
粕

5月5日
「神体の衣冠の木造は何処からともなく飛んできたもので,子どもが好きであるからこ
れを担いだり投げたりすれば子どもは達者になると云はれてゐる。」(博多年中行事)
由来がある※日程は6月5日

12

79 福岡市 136
姪浜東町事
代神社の獅
子まわり

西区姪浜 5月15日 2体の獅子頭を頭上に載せて,町内の家々を回る。 26

80 福岡市 1
さつき大祭
(五月大祭)

東区箱崎 5月27日
日露戦争の日本海海戦勝利に由来する。かつて「海戦記念日」として賑わった。博多
湾では自衛隊による「海上慰霊祭」が行われる。

39

81 福岡市 114
夏祈祷大般
若会

博多区 6月2日
夏季の安全を祈願する。博多祇園山笠振興会の本部役員も当番法被姿で参列し,祈祷札
が山笠に取り付けられる。

37

82 福岡市 136
姪浜住吉神
社祇園河童
祭り

西区姪浜 6月2,3日 この夏を怪我や事故がないように祈願し,河童面を頒布する。 39

83 福岡市 157
宮崎安貞翁
顕彰祭(宮崎
安貞祭)

西区女原 6月4日 「農業全書」を著した宮崎安貞翁の偉業を称え,遺徳をしのぶ。 39

84 福岡市 1 池島殿祭 東区箱崎
6月第4日曜
日

池島殿は「手足様」とも言われ,草鞋を供え病気平癒を祈る。 39

85 福岡市
高宮八幡宮
獅子まつり

南区高宮 6月不定
神社での夏越祓の後,獅子頭を2基の神輿状の台に乗せて,それぞれ4名の子どもが担い
で神社周辺の民家,店舗を門付けして回る。

26

86 福岡市 136
姪浜の獅子
まわし

西区姪浜 6月30日
2体の獅子に扮した子ども達が町内を回る。町内の家々の玄関先にオシオイを置いてい
く。

26

87 福岡市 138
金武丸天神
社の獅子ご
もり

西区金武 7月月1日 2体の獅子を頭の上にのせて町内を回る。 26

88 福岡市 114
博多祇園山
笠行事

博多区 7月1～15日

7月1日の箱崎浜でのお汐井とりから始まり,15日早朝の追い山笠まで続けられる。流れ
舁き,朝山,集団山笠見せと何日も市中をねり,15日早朝に全山笠が櫛田神社の境内に集
合し,一番山笠から順に須崎町の廻り止めまで約5キロを疾走し,それぞれ当番町に帰
り,解体して終わる｡

2,29

89 福岡市 131
荒江櫛田神
社の獅子ま
わし

城南区荒
江

7,9月第2土
曜日

獅子頭を抱えて持ち,町内の家々を回る。7月を「御願立て」9月は「御願成就」として
行われる。

26

90 福岡市 142
今宿横町祇
園神社大祭

西区今宿 7月14日
櫛田神社の流れをくみ,毎年7月14日に行われる。夕方5時より,厳正な神事の後,子ども
達が今宿海岸でお汐井取りを行い,次に200㎏もある子ども山笠(舁き山)を水ハッピ姿
の子ども達が担いで,町内を練り回る。

2,29,32

91 福岡市 138
金武妙見神
社の獅子ま
わし

西区金武 7月15日
2体の獅子頭を軽トラの荷台に載せて町内を回る。終了後は,行事で使用した獅子頭が1
軒ずつ家々を泊まる。

26

92 福岡市 140
祖原獅子祭
り

早良区祖
原

7月15日 大人が獅子頭を担ぎ,町内の家々に門付けを行う。 26

93 福岡市 144
元岡八坂神
社祇園祭

西区元岡
7月第2土,日
曜日

朝から神事が行われる。夜には,元岡祇園ばやしと元岡獅子舞の奉納が行われる。 15,2

94 福岡市 147
小呂島の祇
園山笠行事

西区小呂
島

7月15日

6月下旬に宮浦の三所神社に御神体を受け取りにいくところから始まり,7月上旬に4日
をかけて山笠が作られる。山笠の基礎部分の組み立て,飾り作りなど全ての工程を地元
の方が自ら行う。3本の舁き棒を有している点や,飾りに魚や昆布など海に関する飾り
が多用されている。山笠の中で歌われる祝い唄も島独特のもの。北部九州には博多山
笠の影響を受けると考えられる山笠が点在しており,市内にもいくつかの事例が認めら
れる。北部九州に広く分布する山笠が離島の漁村において特色ある地域的展開を遂げ
た一事例として重要。「総合的な学習の時間」の一環として小中学生による子ども山
笠もある。

29

95 福岡市 130 提灯とぼし
城南区東
油山

7月17日
東油山の子どもが,松明を灯しながら神輿を担いで町内を練り歩く。享保の飢饉の際,
神仏に灯明を上げて悪病退散と無病息災を祈ったのが始まりと伝えられる

39

96 福岡市 140

中西宮地嶽
神社の子ど
も獅子まつ
り

早良区西
新

7月25日 太鼓,神輿の順で神社周辺の地域を回る。 26

97 福岡市 132
野芥櫛田神
社の獅子舞

早良区野
芥

7月不定
お潮井取りの後,獅子頭を載せた神輿と山車が町内を練り歩く。夕方からは青年による
門付けが行われ,22時頃から2体の獅子頭を頭上に乗せて押し合いが行われる。

26

98 福岡市 129
鳥飼八幡宮
子ども獅子
まわし

中央区今
川

夏越大祭前
の日曜日

獅子頭を乗せた神輿状の台を子ども達が担ぎ周辺地域を回る。行列には沿道の住民か
ら水がかけられる。

26

99 福岡市 6
奈多高浜の
獅子舞

東区奈多

7月第3日曜
日
11月20日
1月2日

獅子頭を被る人と,後ろで幕を持つ人の2名の若手が町内の家々を門付けする。門付け
の際には「トゥルルルル」という巻き舌による音声を発する。

26

100 福岡市 6
奈多西方の
獅子舞

東区奈多 〃 〃 26

101 福岡市 6
奈多前方の
獅子舞

東区奈多 〃 〃 26

102 福岡市 6
奈多牟田方
の獅子舞

東区奈多 〃 〃 26

103 福岡市 114 万四郎さま
博多区下
呉服町

7月20日 殺された万四郎を供養するために始まったとされ,博多夏祭の先駆けである。 39

104 福岡市 6 祇園祭 東区奈多
7月第3土,日
曜日

志式神社の野舞台「奈多の志式座」(市指定有形民俗文化財)で芝居の奉納がある。天
明4(1784)年の疫病と飢饉を鎮めるため,万年願として芦屋の歌舞伎を買い奉納したの
が始まりと伝え,以来一度の中断もないという。

15

105 福岡市 1 地蔵祭 東区箱崎 7月23,24日 網屋地域の各地蔵堂が開かれて行われる。 37

106 福岡市 1
人形飾り(地
蔵祭りの人
形飾り)

東区箱崎 7月23,24日
地蔵の縁日に,玄関先に人形を飾って箱庭を作り,子どもが地蔵堂や各家庭の人形飾り
を回る風習を受け継ぎ,平成8(1996)年から綱式天満宮に人形を集め地域全体の祭りと
している。

19

107 福岡市 114 地蔵祭り 博多区 7月23,24日 博多の各町内にある地蔵堂などで行われる。千灯明が行われるところもある。 37

108 福岡市 114 千灯明 博多区 7月24日 第4章,第3節,17「叶院千灯明」 参照。 19,37
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109 福岡市 132
賀茂神社の
子ども獅子

早良区賀
茂

7月25日 神輿状の台に乗せられた獅子頭が町内を回る。 26

110 福岡市 6
下和白大神
神社の獅子
廻り

東区和白
丘

7月28日
下和白及び周辺地域の関係者宅,店舗などを門付けする。巻き舌で音声を発しながら,2
頭の獅子頭が順番に家の中に入っていく。そして,家人の頭の上に獅子頭を軽く戴せて
出ていく。

26

111 福岡市 114
今泉若宮神
社の獅子祭
り

中央区今
泉

7月最終土日 夏季大祭の中の行事として行われ,神社周辺の商店などを門付けする。 26

112 福岡市 114
紺屋町子ど
も獅子祭

中央区大
名

7月不定 獅子頭,太鼓,鐘,提灯,賽銭箱の順で行列を組み,店舗,一般世帯を門付けして回る。 26

113 福岡市 133
東入部熊本
の獅子まわ
し

早良区東
入部

7月30日
2体の獅子頭を抱えて,大人と子どもが町内を走る。途中には,沿道の人びとより水がか
けられる。

26

114 福岡市 133
東入部中通
の獅子まわ
し

早良区東
入部

7月30日 神輿状の台に乗せられた獅子頭が町内を回る。 26

115 福岡市 16
唐原の祇園
山笠行事

東区唐原
7月13日の前
の日曜日

山笠の基礎部分の組み立て,山笠に使用する部品の製作,人形の飾りつけまで,すべての
工程を地元の人間が自ら担う。唐原の山笠で使用される人形は,前年に博多山笠の飾り
山で使用されたもの。

29

116 福岡市 147
宮浦の獅子
まわし

西区宮浦 7月31日 2体の獅子頭を抱えた子ども達が家々を回る。玄関先にはオシオイを置く。 26

117 福岡市 9 祇園祭
東区西戸
崎

7月博多祇園
山笠後のど
こか３日間

16日に演芸大会,17日に剣道大会と相撲大会,18日午後に「舁き山」行事が行われる 29

118 福岡市 138
飯盛の夏越
しの獅子回
し

西区飯盛
7月25日に近
い日曜日

2体の獅子頭を抱えた若者達が,氏子区域の家々を回る。 26

119 福岡市 130
「盆綱」夏
祭り

城南区堤
丘

7月最終土曜
日

朝から境内で,伝統行事保存会の指導の下,地元の小中学生が加わり,盆綱作りを昼頃ま
で行う。

30

120 福岡市 9 七夕祭
東区志賀
島

8月6.7日
玄界灘沿岸各地から漁師が大漁旗を掲げ参拝に訪れ,葉を身に着ければ無事であるとさ
れる「事無柴」や「志賀茶」を受ける。

20

121 福岡市 140
紅葉八幡宮
獅子まつり

早良区高
取

8月第1土曜
日

神輿と門付けを行う獅子頭が3組にわかれて待ちを回る。家の軒先で,神職が短い祝詞
を奏上した後に,子ども達が「商売繁盛,課内安全」と唱和し,首からかけた賽銭箱に初
穂料を入れてもらう。行事前には,氏子役員2軒の家に獅子頭が数日間泊まる。

26

122 福岡市 114
辻祈祷(七
夕)

博多区冷
泉町

8月6日
ほら貝を吹きながら町の辻を回り祈祷する。院内では千灯明が灯され,護摩祈祷も行わ
れる。

37

123 福岡市 147
草場の盆綱
引き

西区草場 8月15日 藤の蔓を絡め合わせて作った綱を引き合う。 19,30

124 福岡市 157
宇田川原の
盆綱引き

西区宇田川8月15日 藁で作った綱を集落の真ん中を通る通りで引き合う。 19,30

125 福岡市 147
玄海島の盆
綱引き

西区玄海島 8月15日 ロープを港近くの広場で引き合う。 19,30

126 福岡市 132
田隈の盆押
し・盆綱引
き

早良区野
芥

8月15日
精霊送りが終わると,青年達が集まり肩車をしてお互いに押し合う。頃合いを見て,カ
ヤを撚り合わせて作った網で綱引きが始まる。綱が切れるとそれをつなぎ合わせる間,
盆押しが行われる。

19,30

127 福岡市 147
西浦のかず
ら引き

西区西浦 8月16日
午後4時からクズの蔓を撚り合わせた綱による「かずら引き」が行われ,続いて「盆相
撲」が行われる。相撲が終了すると「精霊流し」となる。

19,30

128 福岡市 114 閻魔祭
博多区中
呉服町

8月16日
閻魔像の開帳があり,十王図が境内に並ぶ。閻魔の脇の奪衣婆像にこんにゃくをあげる
と病気のあくを取ると言い,母乳の出や下の病に功徳があるともいう。「こんにゃく婆
さん」として親しまれている。

39

129 福岡市 114 濡衣祭
博多区千
代

8月16日
無実の罪を着せられ殺された「濡れ衣」伝説の娘を供養したとされる石碑の前で行わ
れる。

39

130 福岡市 1 米一丸供養 東区箱崎 8月18日 前日に幟を立て,18日11次より称名寺の僧侶によるお施餓鬼の読経がなされる。 39

131 福岡市 136
大施餓鬼供
養

西区姪の浜 8月19日 文政11(1828)年から続くという。20時から盆踊り,21時から精霊送り。 37

132 福岡市 114
博多高砂連
大施餓鬼

博多区博
多駅前

8月21日
大正元(1912)年建立の「高砂連供養塔」で物故者を供養する。初盆の家から寄進され
た博多提灯を並べ,盆踊り等が行われる。

37

133 福岡市 114
阿弥陀地蔵
夏祭り

博多区大
博町

8月24日
夕方より海元寺による法要が行われる。お堂には町内の人びとがお参りに来る。町内
会による出店がある。

134 福岡市 114
飢人地蔵大
施餓鬼

博多区中
洲

8月23,24日
享保の飢饉で死亡した博多の人びとを供養する。参拝者に飴湯の接待。24日20時から
灯籠流し。

19,37

135 福岡市 114 大浜流灌頂
博多区大
博町

8月24～26日 第4章,第3節,20「流灌頂(福岡市)」 参照。 19,37

136 福岡市 147
放生会(千度
まいり)

西区宮浦
9月第1日曜
日

神社にて風止めを祈願する神事をした後に,地元の人びとによる直会が行われる。 39

137 福岡市 1
筥崎宮神幸
行事

東区箱崎 9月12～14日 第4章,第3節,24「筥崎宮神幸行事」 参照。 32

138 福岡市 147
ヒョウカリ
ライ

西区西浦
9月第1土曜
日

第4章,第3節,23「ヒョウカリライ」 参照。 3

139 福岡市 1 放生会大祭 東区箱崎 9月12～18日
福博に秋の訪れを告げる風物詩。約600mの参道に露店が立ち並び,期間中には神事のほ
か「神にぎわい」として様々なイベントが開催される。15日が放生会大祭。

39

140 福岡市 1 秋季社日祭 東区箱崎 秋のお汐井取り 39

141 福岡市 137
能古島白髭
神社おくん
ち

西区能古
10月1，4，
8，9日

第4章,第3節,29「能古島白髭神社おくんち」 参照。 5,6,8

142 福岡市 138
飯盛神社流
鏑馬行事

西区飯盛 10月9日
約170mの参道を疾走しながら3か所の的を狙う。中世以来の伝統を持つ。昭和52年
(1977)年に,伝書に従い行事形態・装束が整備され,平成3(1991)年から保存会を発足さ
せ実施している。

10

143 福岡市 9
志賀海神社
神幸

東区志賀
島

10月第2日曜
日

第4章,第3節,25「志賀海神社神幸行事」 参照。 32

144 福岡市 125
秋季例大祭
(相撲会)

博多区住
吉

10月16～19
日

神功皇后が相撲を奉納したという故事から「相撲会祭」ともいわれ,少年相撲大会が開
催される。この年は25年に一度の式年遷宮を記念し,式年遷宮大祭として開催された。
16日に神幸行列,19日に少年相撲大会,流鏑馬の奉納。

10
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145 福岡市 16
秋季氏子大
祭(香椎宮秋
季氏子大祭)

東区香椎
10月17に近
い日曜日

おくんち。「香椎宮奉納獅子楽」(県指定無形民俗文化財),流鏑馬の昭和12(1937)年以
降途絶えていたものを,昭和63(1988)年に復活させたもの。

10

146 福岡市 114 博多くんち
博多区上
川端町

10月23,24日
23日に秋季大祭,翌日御神幸行列が行われる。10月23日の祭りは昭和28(1953)年以降の
こと。

32

147 福岡市 147
畑中の獅子
舞

西区宮浦 10月28,29日 獅子頭を首から綱でつるし,神体の前面に下げて,家々を門付けして回る。 26

148 福岡市 147 おくんち 西区宮浦 10月29日
毎年10月29日に新嘗祭が行われており,28日の前夜祭には神社から仮殿まで神輿の渡御
が行われる。また,法被姿で神社に集まった子ども達が,獅子を担いで家々を回り,町内
の安全と無病息災を祈る。

26,32

149 福岡市 136
鎮火祭(愛宕
神社鎮火祭)

西区 11月1日
鎮火の神で有名な愛宕神社。福岡の火災を防ぐ目的で,伝統を受け継ぐ古式豊かな神事
が行われる。

39

150 福岡市 125 歩射祭 博多区 11月7日 弓を射て家内安全や疫病退散を祈願する。学生の武道,杖術,抱筒等の奉納がある。 10,24

151 福岡市 9
山誉種蒔漁
猟祭

東区志賀
島

11月15日 第4章,第3節,15「山誉め祭」 参照。 17

152 福岡市 6 はやま行事 東区奈多 11月19,20日 第4章,第3節,33「はやま行事」 参照。 13

153 福岡市 129 宮座献饌祭 中央区今川12月4日
神功皇后凱旋の際,12月4日に鳥飼村で夕食を出したところ,皇后は大変喜び,この地に
泊まったとされる。鳥飼八幡宮の宮座では,この時の膳を模して祭りを行う。

6

154 福岡市 114 人形供養
博多区博
多駅前

12月第2土曜
日

境内で,四代正木宗七作の「延命地蔵尊像」が発掘されたことを機に,博多人形と縁深
い寺として,昭和54(1979)年から人形供養と,博多人形師物故者慰霊祭が行われてい
る。

39

155 福岡市 124
福岡義士祭
(義士祭)

南区寺塚 12月14日
昭和10(1935)年,東京・泉岳寺を模して赤穂四十七義士之墓が建立された事を機に,地
元の有志により始められた。戦後一時中断の後,昭和28(1953)年に復活。

39

156 福岡市 114
かぼちゃ大
祭(南瓜供
養)

中央区天
神

冬至 毘沙門天に開運厄除けを祈願し,参詣者にカボチャ料理,ギンナン飯を振る舞う。 37,39

157 福岡市 114
年越厄除大
祭(厄除大
祭)

博多区 12月31日
若八幡宮の「若」が「にゃく」と読めることから,「厄」八幡とも呼ばれ,旧年のお札
や縁起物を納め,新年に備え厄払いをする。深夜まで続く大晦日の風物詩。

39

158 福岡市 1 御胞衣祭 東区箱崎 12月31日
応神天皇誕生の際,箱﨑の海岸に胞衣〈胎盤〉を埋めたのが大晦日であったことから,
その場のしるしとして植えられた「筥松〈はこまつ〉」に供物を捧げる。

39

159 福岡市 1
なまこ餅つ
き

東区箱崎 12月31日

応神天皇誕生の際には,大晦日の夜を徹して胞衣を埋めたため,正月の鏡餅をつく暇が
なく,箱崎の漁師が代わりにナマコを献上したという故事により,白丁・腰みの姿の漁
師たちがナマコの形に似た「なまこ餅」をついて奉納する。この餅は元旦の三元祭に
供えられる。

39

160 筑紫野市 109
筑紫神社粥
占行事

原田
2月15日
3月15日

米を研いだりする水は境内の井戸から汲んでいる。2月15日にはその井戸を祓い清める
神事から始まり,その後に鑚から採火し粥焚きが行われる。粥を盛るのに使用される金
属製の鉢には「文化二年丑年」の年号が刻まれている。3月15日の粥占祭りでは粥占判
断委員の合議の上で行われる。

25

161 筑紫野市 110
夏季大祭(オ
ヨド)

二日市 7月14日

祇園祭の前日にヨドと呼ばれる宵祭りが行われ,各地で多彩な催しがある。この祇園様
のヨドが祇園社以外にも広がり,新しく生じた旧暦6月中の夏祭り一般をさすようにな
り,様々な地域で産土神や観音様,薬師様の夏祭りまでもオヨドと呼ぶようになった。
中でも特に賑わいを見せるのが二日市八幡宮のオヨドで,7月14日の夕刻から子ども神
輿がでる。境内には舞台が立ち,仁和加や芝居などが催され,宮相撲も奉納される。

2,36

162 筑紫野市 109
夏越し祭り
(茅輪くぐ
り)

筑紫 7月19日 夏季に流行する悪疫を除去し,家内安全を祈願する。 39

163 筑紫野市 110 丑湯まつり 二日市
7月土用丑の
日

39

164 筑紫野市 109 獅子舞 下見
7月最終日曜
日

村中の男が年齢に関係なく参加する。獅子が舞う事はなく,雌雄の獅子頭をそれぞれ持
ち,お祓いしながら一軒ずつ家を廻っていく。家の戸や壁を叩き家の中の邪気を追い払
う。

26

165 筑紫野市 110 瓜封じ 武藏
7月第4土曜
日

九州最古といわれる武蔵寺では,夏の土用丑の日に願い事を書いた紙を瓜に貼り,薬師
如来様に1300年来の祈祷をもって捧げると,災厄や病気,悩み事を瓜に封じ込むことが
でき,1年間の無病息災や家内安全等の願い事が叶うとされている。

5

166 筑紫野市 111 施餓鬼法要 天山 8月1日

本来は8月17日の行事だが,地域内の僧侶を招く関係で8月1日に行われている。当日は
昼に「オトキ(お斎)」という精進料理が出される。13時から法要が始まり,前半は僧侶
6人による読経がある。本堂の外陣入口に作られた施餓鬼棚には初盆を迎える人の位牌
が並べて置かれる。位牌の前に置かれている木桶に盛られた御供飯にはセガキバタと
呼ばれるものが立てられる。

37

167 筑紫野市 113
大施餓鬼供
養会

山家 8月18日

江戸時代に飢饉の原因となった害虫を供養するために行われた。当日は本堂に施餓鬼
棚が設置され,同院の歴代住職の位牌及び信者の位牌が並べられる。境内の4か所にも
施餓鬼棚が設けられ,卒塔婆が並べられる。また,本堂及び境内には初盆が住んだ家か
ら奉納された盆提灯が所狭しと飾られる。

37

168 筑紫野市 110 神幸祭 二日市 10月25日 32

169 筑紫野市 111
観音講,数珠
繰り

柚須原 8

170 筑紫野市 111
七瀬まつり
(夏祭り)

原
原では夏に行われる七瀬まつりに,ムラ内の川の7か所に男竹を使って膳棚を作る。祈
願内容は疫病退散と水利の守護である。渇水期の潤いと疫病除けの祈願を意味する。

27

171 春日市 118
嫁ごの尻た
たき

小倉 1月14日頃

前年中に同区に嫁いできた花嫁が,盛装して住吉宮に参拝にくるのを,待ち受けていた
子ども達が,ワラを巻いた棒で花嫁の尻をたたくという風変わりな習俗。嫁が家に居着
くようにや,子宝に恵まれるようにとの願いを込めているといった解釈がある。それが
済むと,左義長に点火する。現在は,盛装した花嫁が神社に参拝後,自治会長から祝辞を
受け,その後境内の広場の左義長の周りに集まり,左義長に点火後,待ち受けていた子ど
もが尻をたたいている。「尻たたきは野蛮」との声もあり大戦中に途絶えていたが,昭
和57(1982)年に復活した。前年中に結婚した者がなく中止になる年もあるが,現在でも
氏子中心に祭りは守られている。

14

172 春日市 118
春日の婿押
し

春日
成人の日の
前日

花婿を含む氏子たちが裸になり,神宮の前で御祓いを受け,御池での樽せりへと移行。
その中でもみ合ううちに割られた樽の一片を手にした人がこれを神棚に供え,五穀豊穣
と開運を祈願する。

14

173 春日市 118 盆綱引き 小倉 8月15日頃

お盆近くの夕刻,仏さま送りが済むと盆綱引きが行われる。公民館の広場,カヤとフジ
カヅラで編んだ綱を子どもと青年たちが3回引き合う。引き始めるたびに「祝いめで
た」を歌う。綱は3回目の引き合いの最中にナタで中央から切断される。勝ち負けには
こだわらない。祭りの由来は,祖先の霊を慰めるためとも,豊年の年の占いとも言われ
ている。

19,30

174 春日市 118 宮座 小倉 10月17日
氏子総代をはじめ,19戸の宮座によって昔からのしきたりに従い,半煮え献立と牛の舌
餅をお供えして,祭礼をする。

6
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175 大野城市 106
オヒカリあ
げ

下筒井 毎月1,15日 以前は氏子で集まって行っていたが,現在は氏子1人で行っている。 1

176 大野城市 106
ホンゲン
ギョウ

上大利 1月13日前後

以前は1月8日に行っていたが,現在は1月13日前後に行っている。開催場所は,かつては
老松神社正面の道と道との辻で行っていたが,現在は老松神社境内で行っている。竹は
近所の山林から採取しており,以前は青年団が切り出してきて,準備をしていた。ホン
ゲンギョウのヤグラを組むのには経験が必要。

1

177 大野城市 106
ホンゲン
ギョウ

下大利 1月の日曜日

以前は1月7日松の内の早朝にリプラ(下大利1丁目18番)付近で行っていたが,現在はき
りの良い日曜日に,水城跡欠堤部付近で行っている。ホンゲンギョウで注連縄を燃や
し,家からアルミホイルに包んだ餅を持ってきて,ホンゲンギョウの火で焼き,無病息災
を願い持ち帰って食べる人もいる。

1

178 大野城市 106
ホンゲン
ギョウ

中
1月第1,2日
曜日

三叉路で組ごとか,近隣数戸の共同でホンゲンギョウを行っていたが,現在は中公民館
前の公園で区民全体で行っている。注連縄を燃やして,その煙で歳神様をお送りする。
無病息災を願って,自分の家の鏡餅を持ってきてホンゲンギョウの火で焼いて持って帰
る。現在はぜんざい用の餅を焼くのが主要になっており,鏡餅を焼く人は減ってきてい
る。ホンゲンギョウで燃えた笹の葉が飛び,近隣からの苦情により,年々実施が困難に
なってきている。

1

179 大野城市 106
ホンゲン
ギョウ

牛頸 1月7日

正月の期間を終了し,日常生活を始めるにあたって,一年の幸せと健康を祈る行事。1月
7日早朝,近所の注連縄や1月2日に書いた書き初めなどを燃やしていた。お供え餅をホ
ンゲンギョウの火で焼いて食べれば病気にならないと言われ,書き初めの燃えかすが高
く空に上がれば字が上手になると言われている。

1

180 大野城市 106
ホンゲン
ギョウ

山田 1月上旬 以前は個々の家で行っていたが,現在は山田公園で行っている。 1

181 大野城市 106
ホンゲン
ギョウ(どん
ど焼き)

釜蓋
1月最初の日
曜日

以前はどんど焼きと呼んでいたが,現在は併記している。公園で行っているが,開催場
所の確保が年々厳しくなっている。

1

182 大野城市 106 どんと焼き 乙金 成人式前日 かっぽ酒をふるまう。点灯式は新成人が行う。 1

183 大野城市 106 どんど焼き 上筒井 1月 かつてはお宮の横の川で行っており,御笠川の竹を使い,子ども会主催であった。 1

184 大野城市 106 どんと焼き 大池
1月第2日曜
日

平成3(1993)年から行っている。 1

185 大野城市 106 どんと焼き 瓦田 成人の日
以前はホンゲンギョウと呼んでいたが,現在はどんと焼きと呼んでいる。一時期途絶え
たが,平成22(2010)年に復活させた。近所の人が鏡餅をもってきて,どんど焼きの火で
あぶり,ぜんざいなどを作っていた。

1

186 大野城市 106 どんと焼き 下筒井
1月第1,2日
曜日

以前は田んぼで行っていたが,田んぼがなくなり神社の境内で行っている。 1

187 大野城市 106 どんと焼き 栄町
1月第2土曜
日

子ども達には焼き芋をふるまい,大人は酒を飲んで楽しむ。 1

188 大野城市 106 どんど焼き 南ヶ丘1区
1月第2土曜
日

昭和49(1974)年から始めている。 1

189 大野城市 106 どんど焼き 南ヶ丘2区
1月第2土曜
日

1

190 大野城市 106 どんど焼き 平野台区
1月第2日曜
日

平成24(2012)年から復活。中学生など多くの人とヤグラを作っている。 1

191 大野城市 106 どんど焼き
つつじが
丘区

1月第2土曜
日

1

192 大野城市 106 春ごもり 山田
4月第3土曜
日か日曜日

太宰府市の石穴神社の宮司がお祓いをして,直会を行う。以前は各家から弁当を持ち寄
り,神事の後に茣蓙を敷いて食べていたが,現在は神社の中にブルーシートを敷いて仕
出し弁当にしている。雨天の場合だけ公民館を使う。

6

193 大野城市 106 春ごもり 釜蓋
4月15日に一
番近い日曜
日

10時から地禄神社で神事を行い,12時から直会。お神酒は供えたものを頂き,食事やつ
まみは持ち寄る。かつては農閑期(4月は麦の収穫後)に始まった。春のおこもりは,還
暦と厄年の人が鉢盛とお神酒を献上するのが慣例になっている。区の親睦が目的なの
で氏子でなくても参加可能。

6

194 大野城市 106 春ごもり 上大利
4月第1日曜
日

以前は4月15日,現在は4月第1日曜日に斎行。老松神社拝殿に手作りしたり,購入したり
した弁当を持ち寄って会食をする。何軒かは折敷に御飯を盛って,神前にお供えして
持って帰っている。

6

195 大野城市 106 春ごもり 下大利
4月第1日曜
日

以前は4月中旬,現在は4月第1日曜日に老松神社の氏子だけで斎行。下大利は4組があ
り,祭りは順番に組の当番制でお供えものと直会を賄う。

6

196 大野城市 106 春こもり 畑詰
4月15日前後
の日曜日

厄祓いを行う。男の前厄のときに太宰府市にある石穴神社の宮司に来てもらい,お祓い
をする。

6

197 大野城市 106 春ごもり 中
4月第1日曜
日

掃除をして,10時から太宰府市の石穴神社の宮司に作物が順調に育つように五穀豊穣の
祝詞を上げてもらう。総代・副総代・地域代表が玉串を奉納して,お神酒を飲んで直会
をする。おこもりは氏子53戸5班全員が参加する。直会の飲食はお宮でしなければいけ
ないが,公民館を借りて行っている。

6

198 大野城市 106 春ごもり 御陵
4月第3日曜
日

掃除をして,10時から太宰府市の石穴神社の宮司に作物が順調に育つように五穀豊穣の
祝詞を上げてもらう。総代・副総代・地域代表が玉串を奉納して,お神酒を飲んで直会
をする。おこもりは氏子5班が参加する。直会の飲食はお宮でしなければいけないが,
公民館を借りて行っている。

6

199 大野城市 106 春ごもり 上筒井
4月15日前後
の日曜日

神社を「村」と「宿」に分けて呼ぶことがある。村(上筒井)は宝満神社,宿(下筒井)は
黒男神社。

6

200 大野城市 106 春ごもり 雑餉隈町 4月10日
氏子は原則夫婦で7家族14人で開催日を変えずに行っている。おこもりは男女関係なく
参加して,男性が旗などを立てて,女性が料理を用意する。

6

201 大野城市 106 春ごもり 瓦田 4月15日

おこもりの祝詞は太宰府市の石穴神社宮司に上げてもらっている。祝詞を上げた後に
直会を行う。氏子は干支の順番に12の当番を作り,順番に回して行う。1～9番までが瓦
田区。10～12番までが釜蓋区。当番の親族を除いて,新しく区に移り住んだ人は当番に
入ることはできない。

6

202 大野城市 106 春ごもり 下筒井
4月中旬の土
曜日

以前は拝殿に家庭で作った料理を持ち寄って集まり,子どもから大人まで氏子の家族み
んなで集まっていた。現在は氏子代表だけ集まって行っている。拝殿で総代が先導し
て「敬神生活の綱領」をみんなで読んだ後,公民館のホールで直会をしている。氏子は
4月の総会で当番を交代する。当番は2年に1回変わる。上筒井(宿)が2年,下筒井(町)が
2年で交代する。

6

203 大野城市 106 春ごもり 畑詰
4月15日に近
い日曜日

6

204 大野城市 106 春ごもり 牛頸 4月19日 氏子全員で行う。 6

205 大野城市 106
おせったい
ひき

牛頸 4月21日

子どもが学校から帰宅する時間(14時頃)をめどに準備を整えて待ち,集まってきた子ど
も達は,まず祠(弘法大師・不動明王・観音如来その他どれか一体,又は複数合祀)を拝
んだ後,菓子を頂いて次の場所(地区)に移動する。参加している子ども達は小学生が主
であるが,母親に連れられた幼児や中学生の姿もかなり見られる。

6

206 大野城市 106 およど 牛頸 7月18日
平野神社境内に数十個の御神灯を灯し,一の鳥居から拝殿下までの両側に夜店が並ぶ夏
祭り。

36

207 大野城市 106 夏ごもり 牛頸 7月19日 6
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208 大野城市 106 夏ごもり 山田
7月第3土曜
日か日曜日

太宰府市の石穴神社宮司がお祓いをして,直会を行う。以前は各家からお弁当を持ち寄
り,神事の後に茣蓙を敷いて食べていたが,現在は神社の中にブルーシートを敷いて仕
出し弁当にしている。雨天の場合だけ公民館を使う。

6

209 大野城市 106 夏ごもり 釜蓋
7月15日に一
番近い日曜
日

10時から地禄神社で神事を行い,12時から直会。お神酒は供えたものを頂き,食事やつ
まみは持ち寄る。かつては農閑期(7月は田植の後)に始まった。

6

210 大野城市 106 夏ごもり 上大利
7月第2日曜
日

以前は7月15日,現在は7月第2日曜日に斎行。老松神社拝殿に手作りしたり,購入したり
した弁当を持ち寄って会食をする。何軒かは折敷に御飯を盛って,神前にお供えして
持って帰っている。

6

211 大野城市 106 夏ごもり 畑詰
7月15日前後
の日曜日

夏ごもりは子どもが病気をしないように昔からお参りしている。 6

212 大野城市 106 夏ごもり 中
7月第1日曜
日

掃除をして,10時から太宰府市の石穴神社の宮司に作物が順調に育つように五穀豊穣の
祝詞を上げてもらう。総代・副総代・地域代表が玉串を奉納して,お神酒を飲んで直会
をする。おこもりは氏子53戸5班全員が参加する。直会の飲食はお宮でしなければいけ
ないが,公民館を借りて行っている。

6

213 大野城市 106 夏ごもり 御陵
7月第3日曜
日

掃除をして,10時から太宰府市の石穴神社の宮司に作物が順調に育つように五穀豊穣の
祝詞を上げてもらう。総代・副総代・地域代表が玉串を奉納して,お神酒を飲んで直会
をする。おこもりは氏子5班が参加する。直会の飲食はお宮でしなければいけないが,
公民館を借りて行っている。

6

214 大野城市 106 夏ごもり 上筒井
7月15日前後
の日曜日

6

215 大野城市 106 夏ごもり 瓦田 7月15日
おこもりの祝詞は太宰府市の石穴神社宮司に上げてもらう。祝詞を上げた後に直会を
行う。

6

216 大野城市 106 夏ごもり 下筒井
7月15日に近
い日曜日

以前は拝殿に家庭で作った料理を持ち寄って集まり,子どもから大人まで氏子の家族み
んなで集まっていた。現在は氏子代表だけ集まって行っている。拝殿で総代が先導し
て「敬神生活の綱領」をみんなで読んだ後,公民館のホールで直会をしている。

6

217 大野城市 106 夏ごもり 畑詰
7月16日に近
い日曜日

6

218 大野城市 106 六月堂 山田 7月24日
おこもりのような行事で,堂の周りの家10軒ほどが酒などを準備し,山田区全体に声を
かける。子ども達が楽しめるようにおもちゃや綿菓子などをふるまっている。

6

219 大野城市 106 夏ごもり 雑餉隈町 7月24日
氏子は原則夫婦で7家族14人で開催日を変えずに行っている。おこもりは男女関係なく
参加して,男性が旗などを立てて,女性が料理を用意する。

6

220 大野城市 106 六月堂 雑餉隈町 7月24日
以前は各家から饅頭やお菓子を供え,子ども達は境内を清掃して仏像を新川で浄め,手
作りの御神灯を道端に並べ,夜は花火を上げてお祭りをしていた。昭和38年からは人家
が多くなったため,花火があげられなくなり,提灯行列に変えた。

1

221 大野城市 106
背中あわせ
ごもり

畑詰
9月1日に近
い日曜日

6

222 大野城市 106 秋ごもり 畑詰
9月第2日曜
日辺り

新米を炊き,藁苞に入れてお供えをし,その新米を全戸に配る。各家庭がお皿を持って
くるので,少しずつ分ける。

6

223 大野城市 106 秋ごもり 雑餉隈町 10月10日
氏子は原則夫婦で7家族14人で開催日を変えずに行っている。おこもりは男女関係なく
参加して,男性が旗などを立てて,女性が料理を用意する。

6

224 大野城市 106 宮座 下大利
10月第1日曜
日

以前は10月1日,現在は10月第1日曜日に老松神社の氏子だけで斎行。古くからの宮座株
はやめて,氏子会を作っている。地元の人だけでなく,マンションなどの新しい人たち
も氏子会に入っており,90人程いる。縄ないの藁は牛頸の住人からもらっており,氏子
15～16人で注連縄を作る。春ごもりの時と同じ組の当番制で行う。拝殿と本殿の間の
階段に,2か所,新米御飯を置く。

6

225 大野城市 106 宮座 中
10月第1日曜
日

中宝満神社と御陵宝満神社の注連縄を作る。朝8時に公民館に集合して2時間くらいか
けて作る。注連縄ができ上がったら,すべて一回お宮に持って行き,11時頃から紙垂を
つけ,神主さんにお祓いをしてもらう。

6

226 大野城市 106 宮座 御陵
10月第1日曜
日

中宝満神社と御陵宝満神社の注連縄を作る。朝8時に公民館に集合して2時間くらいか
けて作る。注連縄ができ上がったら,すべてを一度お宮に持って行き,11時頃から紙垂
をつけ,神主さんにお祓いをしてもらう。

6

227 大野城市 106 宮座 山田
10月第3土曜
日か日曜日

1週間ほど前に注連縄を用意する。福岡県農業試験場や知人の田に藁をもらいに行く。
太宰府市の石穴神社宮司がお祓いをして,直会を行う。以前は各家からお弁当を持ち寄
り,神事の後に茣蓙を敷いて食べていたが,現在は神社の中にブルーシートを敷いて仕
出し弁当にしている。雨天の場合のみ公民館を使う。

6

228 大野城市 106 宮座 上筒井
10月15日前
後の日曜日

宮座の時に注連縄を作っているが,作り手も減り,準備も大変なため,購入することもな
る。太宰府市の石穴神社の宮司に祝詞を上げてもらう。

6

229 大野城市 106 宮座 瓦田,釜蓋 10月15日

おこもりの祝詞は太宰府市の石穴神社宮司に上げてもらっている。祝詞を上げた後に
直会を行う。直会は神社で行うが,宮座は瓦田と釜蓋と一緒に行い,参加人数が多いの
で公民館で行っている。干支の順に12の当番をつくり,順番に回して行う。1～9組が瓦
田区,10～12組が釜蓋区の宮座の当番が注連縄を作る。

6

230 大野城市 106 宮座 下筒井
10月15日に
近い土曜日

太宰府市の石穴神社宮司に祝詞を上げてもらった後に直会をする。以前の宮座膳はみ
んなで料理を持ち寄っていたが,現在はお弁当になっている。

6

231 大野城市 106 宮座 畑詰
10月15日に
近い日曜日

宮座当番は新藁で注連縄を作って神前に奉納し,新米の飯を新藁で作った藁苞に入れて
神前に供えた後,座衆の全戸に少量ずつ分配する。各家では神棚に供えた上で家族全員
で少しずつ食べて新穀への感謝を捧げる習慣が残っている。当渡しは神前で当年と翌
年の当番が向かい合って座り,朱塗の神紋入りの盃で酒を酌み交わした後,盃を翌年の
当番に引き継ぐことにより当渡しの行事は終わる。宮座膳には「海老」と「人参葉の
おひたし」が必須とされていたが,昭和30年代頃から決まりもなくなり,現在は鉢盛と
弁当になり,「海老」が「鯛」に変わっている。

6

232 大野城市 106
大日堂のお
こもり

田屋
10月15日前
後の日曜日

畑詰の黒男神社宮座の時に男性のためにお弁当を作るので,自分達(女性)の分も作っ
て,大日堂に集まってお弁当を食べている。宮座が始まる12時頃に田屋のお宮(大日堂)
に集まって14～15時に終了する。祝詞を上げてもらうことはない。小さい瓶に入って
いるままの状態でお神酒を1～2合お供えし,各自の水筒のコップに少しずつ分けてお神
酒を飲む。お供えは各自で赤飯やおすしを作って,大きい折敷に入れてお賽銭と一緒に
お供えする。

6
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233 大野城市 106 宮座 牛頸
10月16～18
日

10月1日に注連縄をない,新穀を奉献する。16日の夕刻から当番の家に宮座株を持つ家
の戸主が参集し,餅搗と供え物の準備を行う。宮座当番は上座(上牛頸),下座(下牛頸)
からそれぞれ一軒ずつが当たっていたため,6年に1回の当番であったが,昭和30年頃か
ら上座・下座を統合して1軒としたため,現在では12年に1回の当番が廻ってくることに
なった。16日は新米御飯の宮座膳が出され,「餅搗膳」という。この宮座膳に座った戸
主たちは一膳の飯を食べると,庭や納屋などに準備された餅搗き場で宮座の餅を搗く。
各戸から一升ずつ持ち寄った一斗二升の糯米で三段重ねの鏡餅にするが,この餅搗きは
最も神聖な行事であるため,杵は毎年新しい椎の木の上下を削ったものを用い,12人の
男達が口々に榊の葉をくわえて餅を搗く。搗き終わると再び座敷に戻り,本膳とお土産
まで配っていたが,昭和30(1955)年以降は本膳とお土産は廃止している。翌17日は宮座
員は神社に詣り,献饌の儀を行う。御神酒の外に昨夜搗いた鏡餅三段重ね,新穀2盛,大
豆二2盛,大鯛1尾,大根2束,ホテ2本を12個の三宝にのせて12膳の箸を添え,拝殿から本
殿まで宮座員の手渡しで運び,神主の手で本殿内に納められ,神主による平野祭の祝詞
が上げられてこの行事は終わる。ホテは大根に渋柿,山芋,トコロを串刺しにしたもの
を六本刺して2組作り,それぞれを三宝にのせたもの。18日は氏子により,撒餞の儀が行
われ,直会に移る。この時に当渡しを行うが,12個の三宝と神殿の鍵と宮座用のゴザを
引き継ぐことによって当渡しの式は終わる。そして,神前中段の広場に新たに起こした
焚火で大鯛を焼いて,12人に分配し,御神酒や甘酒で祝宴となり,三段重ねの鏡餅は一つ
を二つに切って一二片とし,宮座員12名が一片ずつ持ち帰る。宮座膳の準備の外はすべ
て男のみによって行われる。

6

234 大野城市 106
秋ごもり・
宮座

上大利 10月16日

10月16日に斎行。春と夏のおこもりは集まりやすい日曜日に変更しているが,宮座は変
えていない。宮座の前に境内の注連縄を掛け替えるため,区の長老が集まって,境内で
縄ないをしていた。しかし,5～6年前から,作り手の高齢化や注連縄に使う藁が入手し
にくくなったため,縄ないをしなくなった。今は糸島から購入している。藁ヅトも作っ
てもらっている。宮座当日に境内の注連縄を掛け直す。宮座は昼から太宰府石穴神社
の神職にお祓いをしてもらい,食事は神社で行う。食事は弁当を持ち寄って食べる。
「いりこ」が定番でお神酒をいただくときや当屋渡しの時も食べる。15時から当屋渡
しを行う。次の年に宮座を担当する順番は決まっており,3軒が担当し,だいたい10数年
に1回,回ってくる。当屋の中で「かしら」を決めるためにくじ引きを行う。くじは3本
の木で先端を紙で包んで,見えなくしてある。「かしら」が決まったところで,公民館
に移動する。当屋渡しは公民館でその年に当番だった3軒と次の年に当番になる3軒,氏
子総代の7名で行う。新旧の当番6軒で大盃につがれた一升の酒を飲み干すまで回す。
当屋の「かしら」には稲穂のついた藁ヅト(献立表が入っている)とユリ(木の箱)の受
け渡しをする。「かしら」宅の神棚横にお供え物を置く。

6

235 大野城市 106 山の神 牛頸 10月20日 10月17日におしめ打ちを行う。10月20日に井手組8軒で毎年1軒が当番でお座を行う。 6

236 大野城市 106 山の神 牛頸 10月24日 10月24日に鏡餅を上げて,原組の者でおこもりをする。 6

237 大野城市 106 仕度ごもり 御陵 12月1日

12月1日17時から2時間ほどで行う。神無月に御陵宝満神社の神様が出雲大社の会議に
出られて2か月かけて帰ってくるので,12月1日に神様のお帰りを迎える。仕度ごもりで
は,火を焚いてここが神社であることを示し,地域の未婚女性が作ったおにぎりを食べ
ながら神様を迎える。現在は世話役が料理を準備しているが,昔は各家庭から料理や酒
を持ち寄って分けていた。

6

238 大野城市 106 十日恵比須 雑餉隈町
12月10～12
日

氏子は原則夫婦で7家族14人で開催日を変えずに行っている。おこもりは男女関係なく
参加して,男性が旗などを立てて,女性が料理を用意する。

23

239 大野城市 106 焼納祭 雑餉隈町
12月10～12
日

焼納祭で正月のしめ飾りを1年間保存したものと十日恵比須の笹飾りを焼く。 1

240 大野城市 106 庚申様 上大利 初庚申の日

以前は庚申の日(年に6度ほど)に集まっていたが,今は年に1回,初庚申の日のみに集
まっている。以前は4組まであって,それぞれの組で庚申講をしていたが,今は1組の6軒
で当番を持ち回りしているので,6年に1度,当番が回ってくる。初庚申の日は朝早くか
ら福岡市の藤崎神社に行ける人だけがお参りに行き,猿面を買いに行き,新しい猿面を
玄関先に飾る。初庚申の晩に直会がある。当番の家の床の間に「猿田彦」の掛軸を掛
ける。夜の食事に決まりごとはない。

8

241 宗像市 30 松尾神社祭 大社 3月19日 5,17

242 宗像市 30
鎮国寺柴灯
護摩供

鎮国寺 4月28日
毎年4月28日に行われる柴灯大護摩供は,不動明王の御開帳,火渡りの行事が行われ,一
万人もの人びとで賑う。柴灯大護摩供とは護摩木を焚いて身代わり不動明王を招き,家
内安全などの願い事を祈願する仏教の修法である。

33,37

243 宗像市 30
宗像大社春
季大祭

大社 4月1,2日
春季大祭は,虫干しを兼ねて宗像大社所蔵の神宝や古文書を一般公開したことから始ま
り,現在では五穀豊穣を祈り,主基地方風俗舞や地元中学生による浦安舞が舞われる。

17

244 宗像市 22
山田地蔵尊
春季大祭

山田 4月23,24日 地蔵尊から受けてきた「虫札」を田畑に立てた。 15,37

245 宗像市 32 厄祭 玄海町 4月4日 39
246 宗像市 32 鐘崎白象祭 鐘崎 5月3日 37

247 宗像市 30 五月まつり 大社 5月5日
古来は秋季大祭と同等の祭りだったが,現在は五月宮の五月会と浜宮社の濱降り修祓を
併せて行われている。

20

248 宗像市
34
32

龍宮祭 大島,鐘崎 5月11日
竜宮神社と小夜島神社で神事が行われる。漁は休み,船と酒と鮮魚を積んで,船霊さま
にもお酒が供えられ,神職も同行願い,近くても船で参る。お祓いを受けて,帰宅してか
ら御座が開かれる。お参りには紅白の幟を持って参り,婦人は行かない。

17

249 宗像市 22
石かたげ神
事

須恵 7月15日
海中の石を福足神の荷物に見立てて海から引き上げる。その時,石を肩にかたげるとこ
ろからその名がついている。

39

250 宗像市 32 鐘崎山笠 鐘崎 7月15日
漁業の安全と厄疫退散の祈りを込め行われる。電信電燈線の無い時代は,津屋崎山笠と
並んで郡内では屈指のものだった。山笠は飾り山笠で,表と裏の両面飾りである。

29

251 宗像市 32 地島山笠 地島 7月15日
昭和23（1948）年を最後に途絶えていたが,昭和46（1971）年に復活。人形二体を飾っ
た花山。両部落を流しがきするため,大人子ども60人ほどで海の中をかき,船に積んで
海を渡るという珍しい山笠。

29

252 宗像市 34
大島祇園山
笠

大島 7月14,15日
7月14日には飾り山,7月15日には宗像大社中津宮で祭典の後,追い山が行われる。役場
から中津宮まで約2kmを,大人の山2基,子ども山2基,計4基の舁山で巡行していく。

29

253 宗像市 30
宗像大社夏
越祭(大祓
式)

大社 7月31日
夏季に流行する悪疫を除去し,心身の罪,穢れを人形(ヒトガタ)に託して祓い除き清々
しい気持ちで毎日を無事に過ごしていくための祈りを込めた神事。巫女の舞の奉納も
同時に行われる。

15

254 宗像市 21 赤間祇園 赤間
7月14日に近
い土,日曜日

32

255 宗像市 22 水神祭 稲元 7月下旬
不動さんの境内に竹を立てて供物台を作り,藁製のテボ(籠)の中に御供・カケノイヲ・
野菜・米・塩などを供える。テボには必ず里芋が入っている。

16,27

256 宗像市 24 田熊山笠 田熊
7月第3日曜
日

田熊地区で例年7月に行われている伝統行事で,博多祇園山笠と同じ舁き山形式の祭
り。近年は,田熊地区のみならず宗像市内外から多くの参加者が集まる。

29

257 宗像市 34 七夕まつり 大島 8月7日
七夕伝説発祥の地といわれる大島で行われる。中津宮の境内に流れる「天の川」を挟
んで牽牛神社・織女神社が祀られる。青笹に願いごとを書いた短冊を結びつけて,浴衣
姿で七夕踊りを奉納しながら願いごとの成就を祈る。

19
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258 宗像市 24 宮座 平清水 10月8日

当日に戸主が紋付,羽織で集まった。氏子総代とホントウバが最前列に座り,あとは年
長者順に上座から順に正面に向かって座った。祝詞の後,総代とホントウバが玉串を奉
奠し,ほかの者はこれに倣って礼拝した。次にするめと昆布で冷酒を頂き,添えられた
扇木箸で御供や牛の舌餅を掌に受けた。

6

259 宗像市 22 宮座神事 平等寺 10月17日 第4章,第3節,28「平等寺の宮座」参照。 6

260 宗像市 30 みあれ祭 大社 10月1～3日

宗像大社の秋季大祭は毎年10月1日～3日の3日間行われ,放生会(ほうじょうえ)ともい
い,国家の平穏,五穀の豊穣と海上安全及び大漁を感謝する祭りで宗像最大の祭り。初
日の10月1日の初頭を飾るのが海上神幸「みあれ祭」である。この「みあれ祭」は田島
の辺津宮(宗像大社)で宗像三女神が一同に会して秋祭大祭を行うために,辺津宮に祀ら
れている(三女)市杵島姫神(いちきしまひめのかみ)様が沖の島にある沖津宮にお祀り
している(長女)田心姫神(たごりひめのかみ)様と筑前大島の中津宮にお祀りしている
(次女)湍津姫神(たぎつひめのかみ)様を乗せた2隻の御座船を出迎える祭り。約120隻
のお供の船団とともに9時30分に筑前大島港を出港し,神湊(こうのみなと)を目指して
約15㎞のコースを1時間かけて海上パレードを行う。昔は漁船400～500隻のパレードで
あったようだが,最近は漁船も減り2009年時点で120隻程度にまで減少している。

32

261 宗像市 20
八所神社御
神幸祭

吉留 10月12,13日 第4章,第3節,27「八所宮神幸行事」参照。 2,32

262 宗像市 24
摩利支神社
秋季大祭

東郷 10月8,9日 32

263 宗像市 22 宮座 稲元 10月

稲元の座元が交代で持ち廻っている宮座帳の記録によると,昭和51（1976）年の協議事
項では御神前の御供物が大幅に廃止された。特に「御舌餅,掛魚,寸型,柳箸,馬のハ
ミ」などが消え,「御神酒,するめ,米,塩に野菜」と簡略化された。平成6（1994）年で
は飲食も折箱弁当が配られるだけになった。

6

264 宗像市 21 恵比須祭り 赤間
12月第1日曜
日

須賀神社の拝殿で開催される。太鼓の合図で拝殿の戸が開き,参加者は券を引き換えて
座につく。数回の打ち込みをしながら,神官のお祓い,お神酒をいただき,福引きが行わ
れる。

6,23

265 宗像市 30
鎮火式・古
式祭

大社 12月15日 5,6

266 宗像市 23 ヤジマワシ 后曲 8月13日 19,30

267 宗像市 23
原町恵比寿
お座祭

原町
12月第1土曜
日

祭りの参加者は南郷の住民が主だが,以前は農家ばかりが参加した。 6,23

268 太宰府市 112 斧始祭 宰府 1月4日
斧始祭は,康和3(1101)年に大宰権帥の大江匡房(おおえまさふさ)卿によって始められ,
当宮の営繕の作業が計画の通り,平安に滞りなく無事に実施されることを祈念し,年の
初めに宮大工の棟梁をはじめ,関係者によって古式により執り行われる神事である。

18

269 太宰府市 112 うそ替え 宰府 1月7日 第4章,第3節,3「鬼すべ・鷽替え」参照。 22

270 太宰府市 112
ホンゲン
ギョウ

連歌屋,五
条等

1月7日

正月7日に全地域で行われていた火焚き行事をホンゲンギョウと呼んでいた。連歌屋で
はマチ部の五条では冬の間に子ども達が宝満山まで行って女竹を取っておく。連歌屋
では一週間前から子ども達が竹を集めておく。青年たちは7日夜の鬼すべの準備で忙し
いからである。

1

271 太宰府市 112 鬼すべ 宰府 1月7日 第4章,第3節,3「鬼すべ・鷽替え」参照。 1

272 太宰府市 112 初天神祭 宰府 1月25日
御祭神菅原道真公に縁のある毎月25日を「天神さまの日」として,御本殿にて祭典が斎
行される。その中でも一年の初めとなる1月25日は「初天神祭」として斎行され,大切
にされてきた御縁日の祭典。

39

273 太宰府市 112 梅あげ 宰府 3月

梅あげとは,初老を迎える男性(40歳),還暦を迎える男女(60歳)が,それぞれ厄払いとし
て太宰府天満宮に梅の木を奉納する行事で,献梅行事とも呼ばれる。梅上げ行事は近
年,3月の第1土曜日に還暦が,3月の第3日曜日に初老が行うことが多いが,その時々で実
施日やコース,進め方を決めるため,世代によって全く異なることがある。太宰府天満
宮でお祓いを受けた行列が,三味線・鉦・太鼓のお囃子隊,厄年の人びとと続き,途中か
ら梅の木を曳いた牛が合流し沿道を歩き回る。厄年の人びとは餅を沿道の人達に配る
ことで厄落としとなると言われている。その後,太宰府天満宮に帰ってきた一行は,牛
が曳いてきた梅を境内に植樹する。

39

274 太宰府市 112 厄除 宰府 4月 15

275 太宰府市 112 十六詣り 4月16日

16歳の男女が4月16日に宝満山の上宮に参詣すると,男は一生小遣い銭に不自由せず,女
は良縁を得るという言い伝えが,かなり遠くまで広まっていて登る人が多かった。宝満
詣りは二度登って参詣すると上宮の神様が「よう来た,よう来た」と喜ばれるが,三度
目には「お前は馬鹿か」と言われるなどの話も聞かれる。

13

276 太宰府市 112
宝満山入
峰・大護摩
供

5月第2日曜
日

法螺貝の音を先頭に,山中の霊場を回峰する宝満山峰入り行事が行われる。一の鳥居で
は古式のままに入山作法が行われ,山頂の上宮や開山心蓮上人の墓前で勤行が行われ
る。大護摩供では,護摩木に様々な願いを託し御神火で焼納する修法で,宝満山修験会
の奉仕により厳修され,引き続き火生三昧(火渡り)の行事も行われる。

33

277 太宰府市 112
太宰府天満
宮夏祭

宰府 7月24,25日

7月24日(夏越祭),25日(誕生祭)の両日,菅原道真公の御生誕(旧暦6月25日)をお祝いし,
夏を無事に過ごせるように願う「夏越祓え」の神事が行われる。太宰府天満宮本殿入
口の楼門前には大きな茅の輪が設置される。7月25日には心字池周辺に約千本のロウソ
クを献燈し,道真公の御神霊をお慰めする。

15

278 太宰府市 112
太宰府天満
宮神幸行事

宰府
9月22,23,25
日

御神徳を仰ぎ,五穀豊穣を神明に感謝する大祭。天満宮本殿から,御神霊を奉安したお
神輿に,神職や平安時代の装束に身を包んだ氏子たちが共奉し,22日が『お下りの儀』
として榎社まで,23日は『お上りの儀』として天満宮まで戻る。牛車も登場して平安絵
巻を展開する。25日が例祭で夜は千灯明が行われる。

32

279 太宰府市 112 盆綱 北谷 8月15日 19,30

280 太宰府市 107 宮座 坂本 10月1日

坂本区では組ごと(坂本・関屋・洗出)に塗物の膳椀一式を座の人数分と,座元の入り口
に張る紺色で組の名を染め抜いた幕を座元が持ち回りで保管していた。お宮での祭典
後,参加者は自宅に戻り正装に着替えてから座元の家に集まる。床の間に八幡大神の御
神号を掲げ,年長者から順に座を占め,厳格なしきたりに基づいた献立の膳部が出され
熨斗だしの儀礼があって盃事に移る。

6

281 太宰府市 107 宮座 観世音寺 10月9日
神社に全戸の戸主が集まって神職による祭典を行ったあと,各組に戻って組ごとの祭り
の座を持つが,それを宮座と呼んでいる。各座元の家の床の間に日吉神社の御神号を掛
けて,鶴亀を象った飾り台を置き神饌を供える。

6

282 太宰府市 112 宮座 内山 10月10日 6

283 太宰府市 107 宮座 大佐野 10月11,17日
大佐野は座が2つあり,新座は11日,旧座が17日に行われる。神社での神事の後,直会は
座元の家に座を移さず,集会所で行われる。当渡しは宮座の翌日の昼頃にその年の座元
宅で行われ,膳椀類・掛軸・祭帳を次の年の当元に譲り渡す。

6

284 太宰府市 107 宮座 国分 10月12日

宮座の当日は神社入口の両脇に白い幡を立て,神前には神饌を供え,その脇に菅公の掛
軸と「衣掛天満宮」と書かれた書の軸を掛ける。神職から氏子に榊が手渡され,豊作の
祈りを込め神前に捧げられる。神事が終わるとすぐに直会に入り,神職と氏子たちが供
物の清酒を戴く。直会には次年度に当番を引き継ぐ「当渡し」の意が込められてい
る。当番は上組・中組・下組の3つに分けられており,1年交替である。かつては厳しい
しきたりの中,年長者への礼節をもって進められていた宮座は昭和36（1951）年,氏子
達の中で話し合いの場が設けられ,時代の流れに添った行事内容へと再検討がなされ,
現在は,老若男女問わず和やかな雰囲気で親睦を深める場となっている。

6

279



番号 市町村
地区
番号

名称 伝承地 実施日 概要 テーマ

285 太宰府市 107 宮座 吉松
10月15日に
近い日曜日

6

286 太宰府市 107 宮座 水城
10月15・16
日

宮座に先立ち10月朔日に神社で注連打ちが行われる。宮座の前日15日は当番によって
神社に幟が立てられ,夕刻になると当番が手分けをして座員の家に案内に廻る。宮座は
16日の11時過ぎから神社の拝殿で行われる。

6

287 太宰府市 107 宮座 通古賀 10月不定

この地区の宮座では,座元の床の間に御神号を掲げて,御神酒・御供・懸鯛・鏡餅(一升
五号)を供える。座順や宮座の献立に一定の決まりがあり,全員が正装をして集まる。
この宮座の特色としては,御神酒が一巡した後に神前に供えていた懸鯛を下げて,真魚
箸を用いて手を触れずに調理し,それを吸物肴にする「座魚」の儀式が残っていること
である。

6

288 太宰府市 107 秋思祭 観世音寺 10月

旧暦9月9日は重陽の節句で,宮中では観菊の歌会が催され,翌10日にも後宴が催され
た。道真公はこの後宴で,醍醐天皇からの「秋思」という勅題に対し,これまでの天皇
家からの御恩に報いたいという気持ちを詩に詠んだ。これに感激した醍醐天皇よりお
召の御衣を授けられ,道真公は人生において最高の時を迎えた。しかしその4ヶ月後に
藤原時平の政略により突如として大宰府に左遷された道真公は衣食もままならない厳
しい生活を送ることになった。1年後の9月10日,道真公は都での華やかな時を偲びつ
つ,天皇様にお慕い申上げる漢詩を詠んだ。愁思祭は,この道真公の気持ちを偲んで,そ
の御霊をお慰めするための祭典として,現在は10月上旬に大宰府政庁跡にて執り行われ
てる。

39

289 太宰府市 107 宮座 向佐野 10月初丑
直会が終わりかけた頃に,その年の当元が御神号(天穂日命)の掛軸・祭帳に懸鯛と御神
酒を添えて翌年の座元宅に行き,両年の当元が揃って当渡しをする。座元では本膳拵え
をして迎え,相互に当渡しの口上があって本膳の親椀で御神酒の受け渡しをする。

6

290 太宰府市 112 更衣祭 宰府 11月20日
4月20日の更衣祭に対して11月20日に行われる。この度は祭神菅原道真公が冬の御衣に
更衣される儀式である。旧暦の時も同月日の深更に行われたので,身の震うような寒さ
であったという。

39

291 太宰府市 112 恵比寿祭 宰府 12月3日
天満宮周辺を中心に点在する石造えびす像に参拝する。えびす像には地域の人びとの
手で注連縄がかけられ,尾頭つきの鯛や紅白の餅,野菜,果物などが供えられる。参拝者
には,御神酒や紅白のなます等が振る舞われる。

23

292 糸島市 141
追儺祭(鬼す
べ)

前原中央 1月7日

疫病が流行したとき,疫鬼を追い払うために行われたと言われる行事。鬼に扮した氏子
たちが,朱塗りのお面をかぶった大鬼を先頭に町内の罪やけがれ,うそを背負って神社
を出る。鬼たちは「鬼じゃ,鬼じゃ」のかけ声とともに街中を練り歩く。この日は,家
内安全や商売繁盛,学業成就,五穀豊穣,家内安全の祈願が込められた「うそ」が販売さ
れるほか,福引きも開催されている。

1,18

293 糸島市 146 餅押し 志摩桜井 1月10日

若者達が,厄に見立てた大餅を,裸の締め込み姿で水を浴びながら,激しく奪い合う初春
祭。この祭りは厄除けと招福を願って古く江戸時代から行われており,餅を持って帰っ
た人には福が来ると言われている。またこの日は早朝より福引が行われるほか,神社の
楼門の辺りでは厄年の人たちが参拝者に酒を振る舞い,一般の方にも小さな餅が配られ
る。

10,15

294 糸島市 152 追儺祭 二丈深江
1月第3日曜
日

かつては神社でうそ替えをしていた。現在では厄年の人たちが家々を回ってお祓(は
ら)いをし,うそを配っている。

18

295 糸島市 152
百々手祭り
(大飯喰ら
い)

二丈淀川
1月25日に近
い日曜日

第4章,第3節,9「百手祭り・大飯喰らい」参照。 5,24

296 糸島市 141 百手的射祭 波多江 2月25日
神功皇后が出産が遅れることを神に祈り,その後無事に応神天皇を出産し,その報祭の
ため,2月25日に神前で「百手的射」を行ったので,現在に至る迄,神職・氏子が的射の
神事を例祭に併せて行っている。

10,24

297 糸島市 141
安産成就祈
願

波多江 毎月戌の日
犬がお産が軽いことにあやかって,妊娠5ヶ月目に入った最初の「戌の日」に腹帯を締
めて母子の健康を祈願する。

12

298 糸島市 141
前原山笠(輪
ごし・火伏
地蔵祭)

前原中央 7月24,25日
期間中は,9つの町から山笠を出し勢い水を浴びながら「オイサ,オイサ」と元気な掛け
声を掛け町内を駆け回る。24日には火伏地蔵,25日には老松神社へ奉納される。

2,29

299 糸島市 145
須賀神社祇
園祭

志摩野北 7月13日

毎年7月13日の夜,御神幸行列と勇壮なお潮井取りを行っている。若者が赤獅子・青獅
子を打ち振る中,締め込み姿の集団がオイサッ,オイサッの掛け声勇ましく,神社から海
岸まで練り歩く。この祭りの起源は古く,神社創建の約400年前に遡ると伝えられ,五穀
豊穣と家内安全,夏の健康を祈願する。この日の夕刻には,野北の小学生,中学生のお潮
井取りも行われ,夜は神社境内に出店が立ち並び,沿道にはたくさんの見物客が訪れ,祭
りの雰囲気を盛り上げている。

2,32

300 糸島市 141
ボンボリ祭
(夏越祭)

産の宮神
社

海の日の前
日

暑い夏を健康に乗り切れるよう願う暑気払いのお祭り。この祭りでは子どもみこし・
浦安の舞奉納・ボンボリ献燈が行われる。参道入口には茅の輪が設置され,境内に灯さ
れたボンボリが参拝者をお迎えする。

4

301 糸島市 146 岩戸開き 志摩桜井 7月2日
7月2日のこの日だけ桜井神社の岩戸宮を開き,一般の方も岩戸宮内に入り参拝すること
ができる。午前4時という早朝に行われる神事。

39

302 糸島市 152
深江の川祭
り

二丈深江
7月第1土,日
曜日

古くから二丈深江地区で続く伝統行事。子どもの水難よけや健やかな成長を願う安全
祈願祭で,子ども達が自分たちで行うという特徴がある。子ども達は,前日から公民館
に泊り(お籠もり),神事で使う大竹の切り出しや,短冊,お守り作りなどを行う。当日は
夜明け前から海岸へ向かい,水神棚を作り,神事終了後,大竹は倒され海に流すと,遊泳
が解禁される。

15,27

303 糸島市 141
池田盆綱引
き

池田東 8月15日 19,30

304 糸島市 141
泊二区盆綱
引き

泊 8月15日 19,30

305 糸島市 149
姫島のかず
ら引き

志摩姫島 8月16日 19,30

306 糸島市 151
大入かずら
の盆綱引き

二丈大入 8月15日

二丈福井の大入行政区の白山神社に伝わる,仏が地獄に落ちた人びとを救い出すために
垂らした綱を地獄の鬼たちと引き合う盆行事。氏子達が集めた「かずら」で大綱を作
り,広場で二組に分かれ引き合う。綱引きが熱気を帯びる頃,綱は真ん中から断ち切ら
れ,綱引きは終わり,その後,大入海岸に運んだ綱で土俵がつくられ,子ども相撲が行わ
れる。

10,19,3
0

307 糸島市 149
大祖神社八
朔祭(風止め
相撲)

志摩芥屋 9月1日

毎年9月1日に八朔祭(陰暦8月1日の祭り)と併せ,台風の大風を防ぎ,五穀豊穣を祈願す
る神事として「風止め相撲」が行われる。この日は地元の小学生や大人がまわし姿で
参加し,奉納相撲を行う。相撲の後はその年八朔を迎えた男児が,化粧回しに紅白の鉢
巻を締め,青年力士に抱えられて土俵入りを行い,健やかな成長を祈願する。

10,16,2
0

308 糸島市 146
流鏑馬・稚
児行列

志摩桜井 10月18日

櫻井神社の新嘗祭(秋祭)で行われる古式豊かな行事。およそ150mの参道に50㎝四方ほ
どの的が置かれ,2人の武者が馬で駆け抜けながら白羽の矢で3か所の的を射る。この神
事は農耕馬の無事を願って寛永12(1635)年から約370年もの間,毎年欠かさず奉納され
てきた伝統行事で,以前は地域の人が農耕馬にまたがって矢を放ち,相撲も奉納されて
いた。現在は流鏑馬神事と稚児行列が執り行われている。

10,12

309 糸島市 152 深江神幸祭 二丈深江
10月17日に
近い日曜日

五穀豊穣大漁祈願祭。深江神社より大名行列が繰り出し,お旅所に着くと,稚児の舞が
披露される。海上では,大漁旗を掲げた漁船が海上を舞い,その後お払いを受ける。14
時からお上り後,厄入りやお祝い事があった所やお店などに,行列が入って(ふりこむ)
いく。

32
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310 糸島市 151 福吉神幸祭 二丈福吉
体育の日前
の日曜日

第4章,第3節,26「福吉神幸祭」参照。 9,32

311 糸島市 152 淀川神事 二丈淀川 10月10日 39

312 糸島市 152
ふいご大祭
(女目かくし
相撲)

二丈松末
12月8日に近
い日曜

五穀豊穣祈願祭。終戦後から始まったといわれ,世渡りの難しさを目を隠し相撲をとる
事に例えられている。女性の力士が,七福神の頭巾をすっぽりと頭から被り,正座をし
手さぐりで相手を探し当て押し倒すという大変ユニークな行事。

10

313 糸島市 154
白糸の寒み
そぎ

白糸
12月第3土曜
日(深夜)～
翌朝

第4章,第3節,39「白糸の寒みそぎ」参照。 11,38

314 糸島市 146
二見ヶ浦夫
婦岩大注連
縄掛祭

志摩桜井
4月下旬～5
月上旬

桜井二見ヶ浦の夫婦岩に掛けられた長さ30m,重さ1tの大注連縄を,毎年4月下旬から5月
上旬の大潮の日に,60余人の氏子達が掛け換え作業を行う。

39

315 糸島市

151
152
155
156

ウシサマ

多久,高
祖,川原,
二丈松末,
二丈福吉

12月初丑(11
月に行う家
もある)

第4章,第3節,38「ウシサマ」参照。 35

316 古賀市 13
夏越祭り(輪
ごし)

青柳 7月晦日
400年余続く伝統的な祭り。茅(ちがや)で作った大きな輪をくぐる「輪越し」が行わ
れ,輪をくぐることで無病息災を祈る。

39

317 古賀市 11 盆綱 谷山 8月15日

盆綱引きは古くから伝わる伝統行事で,谷山の集落内の道路を舞台に,海側山側に分か
れて大綱を引き合う。長さ50〜60m,太さは10cm以上ある綱を使い,前後だけでなく道路
際の壁ぎりぎりまで左右に揺さぶり合うめずらしい綱引き。海側は若手消防団員たち,
山側は子ども会のちびっ子たちで,子ども達は綱を引くことで怪我なく無事に過ごせる
とされている。

19,30

318 福津市 25 手光春祭 手光 4月11日 春秋二度の祭礼が続いている。 39

319 福津市 25 宮座 手光・冠 10月18日
明治20年代以降の記録では,4組交替で熊野神社の神事を担当し,直会はそれぞれの組で
催された。宮座関係記録類も各組で個別に作成。

6

320 福津市 25 宮座 八並 10月11,12日
大正12（1923）年に従来の古座・新座を廃止して「惣宮座」とした。現在は各組廻番
制で宮座を続けている。

6

321 福津市 26 宮座 本木 10月17日

旧9月2日に八幡宮の注連おろしがあり,同28日に神事が行われていた。大正期までは神
楽も催されていたが今はない。複数の宮座グループがあったが,昭和7年にそれぞれの
座が廃止され「村中宮座」となった。今は10月17日に区長・氏子総代・各組長参加に
よる宮座が行われている。

6,15

322 福津市 26
拾月祭(行基
祭)

舎利蔵 10月18日
拾月祭は,養老2年に行基が開基したと伝わる舎利山勝宝寺跡の観音堂で開かれる。区
長の仕切り。当番が置かれ,堂内で拝んだ後,以前は堂内で直会があったが,現在は公民
館で直会をする。各戸1名が出席。以前は町長も出席していた。

6

323 福津市 26
宮座(旧天降
神社御祭)

舎利蔵
10月16日に
近い日曜日

ほぼ全員参加による宮座。区長の仕切り。当番が置かれ,各戸1名が出席。宮司は来な
い。鯛(オス・メス)・塩・いりこ・酒・こんぶをお供えする。祭礼が終わったらお供
えをつまみにお神酒をいただく。祭礼後は公民館ですき焼きを食べる。

6

324 福津市 26
種蒔の祭(正
月祭)

舎利蔵 1月3日
豊作祈願。呪文を唱え年穀を祈る。祥雲寺の住職が来て(10～11時)お経を上げる。代
表者(区長)が座ったまま種もみを蒔く。種もみは掌に乗る程度で,1合くらい。

6

325 福津市 26
宮座(宮座
祭)

内殿,古内
殿

10月18日
10月18日に区長・区長代理・氏子総代(2名)のほか,1～13組の組長が拝殿に上がって神
事を行い,同所で直会を行う。座元は組交替で務める。

6

326 福津市 26 宮座 上西郷 10月11日
明治20（1887）年に「御宮座改革」があり,祭日が10月11日に改められて今日も続く。
また従来の株座を廃止し村の共同祭とし,村内組ごとに座元を回すことになった。

6

327 福津市 27 玉せり 福間 1月3日
毘沙門天のお祓いを受けた締め込み姿の男衆が,海で清めた直径31㎝,重さ12㎏の大玉
を先頭に,威勢の良い掛け声を上げながら諏訪神社を参拝する。その後,男衆は海岸へ
と向かい砂浜や海の中で勇ましく玉を競い合う。

10,18,2
1

328 福津市 27 恵比須祭り 緑町,南町 1月10日
恵比須社で神事あり。1000円で1～4等の空くじなしのくじ引きがある。昔は漁方の祭
り。今は商売人のお祭り。

17,23

329 福津市 27
諏訪神社秋
季大祭

(旧福間
町)諏訪神
社

9月26,27日
自治会長,総代2名が参加。祝詞を上げて祭典があり,その後直会がある。以前は道に砂
を撒きながらお下りもあった。

39

330 福津市 27
緑八幡宮秋
季例大祭

緑町 10月第1日曜 祭神は応神天皇。神事の後,直会があり,子ども相撲(男女とも)が奉納される。 10

331 福津市
25～
27

節句 福間 5月5日
ガメノハ饅頭やチマキなどを作って祝う。長男の初節句には鯉のぼりや吹き流しを庭
先に立てて祝う。また午後は農作業は休み。

332 福津市 28 玉替祭 宮司 1月10日
「金の玉・銀の玉」縁起物・豪華景品が当たるモマ玉を求め,この玉を多くの人と替え
ることで福徳が増すといわれている。

22

333 福津市 28
宮座祭(正月
座)

宮司 1月11日

宮地嶽神社では1月11日と10月21日に宮座があるが,1月を「正月座」と呼び,氏子だけ
でなく,他村の福間・津屋崎・在自などからも多数の人が参列して営まれる。宮座は通
夜堂で行われ,5時から一番座100名が参加して祭典・直会があり,二番座以下は50名ず
つが直会に加わり,全部で500名ぐらいの参加者がある。

6

334 福津市 28
宮座祭(オク
ンチの宮座)

宮司 10月21日
宮地嶽神社では1月11日と10月21日に宮座があるが,10月を「オクンチの宮座」と呼び,
トウバは小組合単位で引き受ける。神社における宮座はトウバの小組だけで行い,他は
組ごとに座元を決めて,各家から料理を持ち寄って直会をする事になっている。

6

335 福津市 28
方除厄除大
祈祷祭(厄除
まつり？)

宮司 2月1日

厄年の「やく」とは,神祭りを行う神役の「役」のことであるともいわれる。その役を
行うにあたって神様に失礼のないように,飲食や行為を慎み,心身を清浄にするために
御祈祷を受けたのが始まりであると考えられている。また,節分といえば「豆まき」で
あるが,これは厄除けの神事そのもので,宮中神事の「鬼やらい」が民間に伝わったも
の。「鬼」は「陰(オン)」から,「豆(マメ)」は「魔滅(マメ)」(魔を滅する)から由来
しており,「豆まき」は邪気を祓うための神事であると考えられている。「福豆まき神
事」は室町時代の頃から行われており,現在も季節の行事として家庭の中に息づいてい
る。宮地嶽神社でも「邪気を払う神事」として,2月2日,3日及び厄除まつり期間中の日
曜日に,厄年の方や年男・年女が裃(かみしも)という装束を身に着け,「福はうち,鬼は
そと」と福豆(福くじ入り)をまく。

38

336 福津市 28
稲荷初午祭
(招福だんご
祭)

宮司 2月初午
古来より,お祝いの日に供えられた粉食。あずきだんごは商売繁昌,きな粉だんごは家
内安全,みたらしだんごは五穀豊穣,三つの福の三色だんごを5000食無料接待する。お
稲荷様のご神徳に,感謝するお祭り。

17

337 福津市 28
不動神社春
季大祭(ぜん
ざい祭)

宮司 2月28日
一心に願いを込めてお祈りすれば「善哉善哉」(ぜんざいぜんざいよきかなよきかな)
といってお聞き届け下さる見代わり不動。このぜんざいを頂くと一年中無病息災は疑
いなしと言われている。

39

338 福津市 28
宮地嶽神社
春季大祭

宮司 4月4～6日
国家の隆昌・皇室の安泰を祈念するとともに,参詣者の健康と五穀豊穣を祈る大祭。衣
冠を着装した神職と優美な装束をまとった巫女により厳粛な祭典が行われる。

39
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339 福津市 28
宮地嶽神社
秋季大祭

宮司 9月21～23日

別名「放生会」とも言われる宮地嶽神社最大の祭典。春の農作物の豊作(五穀豊穣)を
お祈りするお祭りに対し,神様のお恵みを感謝(神恩感謝)申し上げる祭りで,約600年前
より連綿と執り行なわれている。期間中,御神幸祭が行われ,毎年女性演歌歌手が十二
単をまとった祭王となり,衣冠姿の神職を先頭に,荘厳な御神輿,毛槍行列,左右大臣な
ど,王朝絵巻さながらの一大行列で,宮地浜から神社まで約2kmの参道を華やかに進んで
いく。

32

340 福津市 28
金刀比羅神
社御神幸行
列

在自 9月9,10日

御神幸と獅子舞がある。神幸行事は,9日の早朝,神社総代・区三役・組長が集まって社
頭でお神輿に御霊移し神事を行う。行列は,お手振り2名,太刀袋2名,大弓2名,毛槍4名,
ハグマ6名,傘矛,台傘,挟箱2名,計20名。ハグマ見付槍と挟箱が掛け声をかける紋付着
の世話人6名。9日に神社から津屋崎天神町のお旅所まで御下りがあり,17時着。昔は一
泊していたが,今は20時ごろお上りがある。23時神社に着き,御霊を神輿から本殿に移
す神事があり0時頃終了解散。

32,33

341 福津市 28
竈門神社詣
り(代参講)

生家 4月14,15日 宝満山に2名詣り,竈門神社で作だめし,大麻を受ける。16日の晩にサカ迎えがある。 8

342 福津市 28
大黒様祭り,
大黒様待ち

生家 甲子の日
甲子の日に行う。大黒様,恵比須様の人形が入った社,掛け軸を持って,当番の家で講を
行う。

8

343 福津市 28 宮座祭 末広
1月19日
10月19日

波折宮祭り。1軒につき夫婦2名。津屋崎では,旧1月19日と旧9月19日の二回,それぞれ
の町内で波折神社に参詣した後,町ごとに座元を決め,床の間に波折宮の掛軸を掛け,神
饌を供えて神迎えをし,神職に各町を廻って祝詞を上げてもらい,そのあとで直会とト
ウバ渡しをする。

6

344 福津市 28 祇園祭 末広 7月19日 祇園山笠。末広は岡流に参加。 2,29

345 福津市 28
風止め祈願
(風止め籠
り)

末広
9月第1日曜
日

秋籠り。塩竃神社で210日の風の災害がないように祈願した。各戸弁当持参で皆で食べ
る。

16

346 福津市 28 オクンチ 末広 10月9日
氏子。波折宮の祭り。10月9日,御神輿が出て御神幸があった。甘酒,栗御飯,ドジョウ
汁などを作り親戚などを呼んだ。夜は宮相撲があった。子ども相撲奉納。

10,32

347 福津市 28
津屋崎祇園
山笠

岡のニ,岡
の三

7月19日に近
い日曜日

前後に6本ずつの担ぎ棒を持つ舁き山笠で,水法被に締め込みを締めた参加者により担
ぎ上げられ走って運行されるなど,運行形態は博多祇園山笠に近い。ただし山笠の飾り
は博多の舁き山笠とは異なり,複数の人形を飾り,屋形や岩,波といった部品で風景を作
り,場面を表現するという様式を残したものが運行されている。博多の飾り山笠を縦に
縮めたような山笠だが,飾られる人形は当地で作られる津屋崎人形である。

2,29

348 福津市 28
祇園祭(祇園
山笠)

北の一 7月18,19日
岡,北,新町。18,19日に行っていたが,現在は日曜日に変わった。1日に山笠の棒を洗い
清める。18日は山を飾り,裸参りもある。19日は追い山。

2,29

349 福津市 28
秋季大祭(オ
クンチ)

北の一 10月9日
波折神社御神幸祭。奉納相撲を行っていた。玄海町,宗像方面からも相撲に来た。各家
で作った甘酒を瓶に入れて持って行った。

10,32

350 福津市 28
祇園祭(祇園
山笠)

北の二 7月19日 岡,北,新町。山笠がある。漁は休みでみんな参加する。 2,29

351 福津市 28

秋季大祭(オ
クンチ,秋祭
り),波折神
社御神幸祭

北の二 10月9,10日
岡,北,新町,天神町。甘酒,栗御飯,寿司などを作る。当番制で津屋崎の町中をお下りの
行列があった。お下りの主役は古小路の人達。9日の夜は宮相撲があった。

10,32

352 福津市 28
金刀比羅様
のお膳座り

北のニ 10月10日
金刀比羅神社のお膳座りがある。料理は小豆御飯,吸物,ナマスなど。漁業の家はみん
なお参りする。クジがあり,掛軸が当たった人は縁起が良いといわれた。

39

353 福津市 28 祇園山笠 新町 7月1～19日
祇園祭。7月19日は追い山。戦後に1か月遅れの7月になった。現在は7月19日に近い日
曜日に追い山を行う。

2,29

354 福津市 28 風止め祈願 新町 9月9日 波折宮に農家の人が集まり,神職が太鼓を叩いて祈願する。 16
355 福津市 28 祇園山笠 天神町 7月19日 社頭にて行う。天神町は岡流れ。裸祭,追山笠がある。追山笠は7月19日。 2,29

356 福津市 28
祇園祭(山
笠)

東町 7月19日
19日は津屋崎の山笠を波折宮に見に行った。追い山の風に当たると夏病にならないと
いう。山の回った後の飾りをもらって来て,門口にさして魔除けにした。

2,29

357 福津市 28
輪越し祭(夏
越し祭)

新町,北の
一,岡のニ,
岡の三,天神
が手回り当
番

7月29日
波折神社の夏越祭はワゴシと呼ばれている。参詣者は神社で御祓いを受け,帰りに茅の
輪の茅を2,3本抜き取り,小さな輪にして家の神棚に置く。

39

358 福津市 29 千灯明 勝浦浜
8月10,23,4
日

男子は10日に観音堂で実施。女子は23日にお地蔵様で実施し1泊する。観音堂に子ども
達が御神灯をあげ,お堂の板壁の桟に約20㎝間隔で蝋燭を立てて火を灯す。

37

359 福津市 29
豊山神社大
祭

勝浦(西
東)

9月15日
勝浦放生会。神輿を担当する。豊山神社から御神輿が出発,年毛神社が御旅所となる。
年毛神社で直会がある。舞台で氏子達の奉納舞踏などがある。

32

360 那珂川市
117
119
120

ほんげん
ぎょう

市ノ瀬区
中日吉・
中組
山田区,中
原区,安徳
区,別所
区,西畑区

1月各地区に
よって異な
る

正月行事の一つで,那珂川市内では市ノ瀬区中日吉・中組(6世帯),山田区,中原区,那珂
川市保育所連盟,安徳・別所・西畑区で行われており,市ノ瀬区中日吉・中組は孟宗竹
でやぐらを作る。早朝に日吉神社に参拝し,それぞれ家庭から持ち寄ったかど松や注連
縄などを納める。那珂川市保育所連盟は五郎丸区の田んぼで「どんどやき」と「もぐ
ら打ち」を行う。この「ほんげんぎょう」が「どんどやき」と呼ばれている。【地区
毎の開催日】市ノ瀬中日吉・中組(地区内6世帯)：小正月前の土曜もしくは日曜日,山
田区：小正月入りの7日前後の日曜日,中原区：正月第2日曜日那珂川市保育所連盟：1
月上旬土曜

1,18

361 那珂川市 120
観音山節分
護摩たき祭

2月3日 39

362 那珂川市 119
大山祇神社
の火たきご
もり

西畑
11月第4土曜
日

豊穣祈願の祭り。女性の大厄を意味する「33膳の釜飯と黒豆」の料理が用意される。
頭屋番は,数日前から椎の木の丸太から「しゃもじ」「木箸」そして新藁を編んで「鍋
蓋」を作る。当日は焚き木を束ねて「やぐら」を作り火焚きこもりのかがり火に無病
息災を願う。「33膳の釜飯と黒豆」は安産に御利益がると言われ,最近では安産祈願を
願う人たちも多く参列する。

1,5

363 那珂川市 120
天皇さまご
もり

安徳
4月24日前の
日曜日

安徳天皇の御霊を供養することを目的に安徳地区の人びと安徳天皇の命日に集まり,天
皇の御霊にお参りし厄除けの儀礼を行うなどして,手弁当での食事会が催される。

39

364 那珂川市 119
伏見神社の
祇園祭

山田 7月14日

毎年7月14日に伏見神社で祇園祭が開かれ,岩戸神楽が奉納される。もとは田植えが終
わった農家の人達が集まって,一か月ほど練習し奉納していた。現在は農家が減ったの
で,保存会が行っている。神楽の舞は18番あり,清祓,神話,降神の神楽などに大別され,
なかでも「荒神」「問答」は,鬼が境内を勇壮に駆け回り,鬼に抱かれた赤ちゃんは元
気に育つと言い伝えがあるため,小さな子どもを連れた家族連れが多く訪れる。

12

365 那珂川市 117 千灯明 不入道 7月17日
不入道の滝一帯に多くの灯明が飾られる。ほら貝の音で山々のよどみを清め,参道には
南畑小学校の子ども達と地元の団体「やまもも」の方々の描いた絵画や習字の灯籠が
並ぶ。

37

366 那珂川市 120
地禄天神社
の宮座

中原 11月25日 お宮のしめ縄を全て新しくする。 6
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367 那珂川市 119
伏見神社の
火たきこも
り

山田 11月15日
今年成人を迎えた男子が,那珂川の渕で禊を行い,境内に高く積まれた薪に御神火で火
をつける神事。各所で火たきごもりは行われているが,禊の神事としての火たきごもり
は伏見神社だけで伝承されている。

38

368 那珂川市 119
高津神社の
初午

山田 2月初午

2月最初の午の日に行われる祭礼のこと。「倉稲魂命」を祀り,商家では商売繁盛,農家
では五穀豊穣を祈る。神殿には,酒,鯛,米,塩,いりこ,果物,野菜などが供えられる。参
拝者は境内の焚火で暖をとり,「かしわご飯」「つみれ汁」「かっぽ酒」などを楽し
む。

5

369 那珂川市 120
地禄天神社
火たきこも
り

中原
12月第1土曜
日

豆入りごはん,大根のおぬたえ,おからを炒めていりこを混ぜた食べ物を氏子さんに振
る舞う。

39

370 那珂川市 120
秋季大祭(お
くんち)

仲
10月第3日曜
日

秋の収穫を祝い神様に感謝し,伝統ある「相撲」や「流鏑馬」を奉納する祭り。秋祭り
の総称で「おくんち」とも呼ばれる

10

371 那珂川市 120
八龍神社の
盆綱引き

上梶原
盆に近い土
曜日

拝殿前で男女に分かれて公民館長の音頭で参拝し,お神酒を大綱にかけて奉納する。長
老達の「盆綱引唄」で始まり,唄い終わると「ワッショイ,ワッショイ」と大綱を引き
合う。唄う,引き合うを3回繰り返した後,大綱の中央を鉈で叩き切る。大綱が切れたと
ころで「祝いめでた」が唄われ終了する。大綱を切るという行為は,先祖の霊が苦しみ
の世界に戻らないためという願いが込められている。

10,30

372 那珂川市 117
日吉神社の
輪越し

市ノ瀬 7月31日

竹とねこやなぎの枝と茅で輪をつくり,お宮の鳥居の両方の柱に胴を地面に着けて,く
くりつけてトンネルを逆さにしたようにする。輪には御幣を割竹に挟んで数十本突き
刺す。人びとはこの輪の胴をまたぎ,輪をくぐり,御幣の割竹をとって神前にぬかづ
く。疫病が除かれ,その夏は息災で過ごすことができるといわれている。

39

373 那珂川市 119
天神社の火
たきこもり

後野 11月28日

374 那珂川市 120
現人神社の
輪越し

仲 7月31日
現人神社では参詣人が輪にさしてある茅を抜きとって持ち帰り,家の戸口にかかげると
病魔祓いになるという。

3

375 那珂川市 120
裂田神社の
火たきこも
り

安徳 11月28日

376 那珂川市 119
伏見神社の
輪ごし

山田 7月31日
早朝から刈り集められた長いカヤを束ねて一本の大きな棒にこしらえる。それを鳥居
の内側に沿って這わせ,芽の輪として整える。芽の輪の両はしと足元には,伏見神社な
らではの装飾が施される。

3

377 那珂川市 119
昆沙門天大
祭

別所 冬至
来る年の開運(商売繁盛,家内安全,縁結びなど)を祈り,毘沙門天から「福銭」を借り,
借りた人は翌年に倍返しする。福銭は財布に入れておくと一年間お金に困らない言わ
れている。この日だけ参拝者に毘沙門天像が公開される。

5

378 宇美町 17
四王寺毘沙
門詣り

四王寺 1月3日
参拝者は,お堂の前に置かれたお盆からお賽銭を借りて帰り,翌年の参拝のときに,借り
たお賽銭の倍の額を返し,また新たにお賽銭を借りて帰る。このお詣りをすることで,1
年間お金に不自由しないと伝えられている。

18

379 宇美町 17
ホウゲン
ギョウ

町内各地
域

1月7日か7日
に近い日曜
日

第4章,第3節,2「ホンゲンギョウ」参照。 1

380 宇美町 17
宇美八幡宮
御誕生祭

宇美 1月5日
応神天皇は仲哀天皇9（200）年の12月14日に宇美の地でお生まれになったと伝えられ
ており,明治以前はすべて旧暦で12月14日祭神應神天皇御降誕の日で年一度の大祭が行
われていた。明治6（1873）年の太陽暦採用以降は,毎年1月5日に行われている。

39

381 宇美町 17
宇美八幡宮
三日恵比須
祭

宇美 1月3日 境内末社「恵比須社」にて今年一年の商売繁盛をお祈する。 23

382 宇美町 17
春のおこも
り

町内各地
域

4月
四王寺毘沙門堂,井野本村薬師堂,障子岳本村大山祇神社,障子岳今屋敷須佐神社,障子
岳極楽寺,炭焼貴船神社,内野谷大山祇神社,早見疫神社,原田上の五穀神,井野の五穀神
で行われる。

8

383 宇美町 17
宇美八幡宮
子安祭

宇美 4月中旬

子どもの健やかな成長を祈る祭りとして執り行われ,隔年で井野の頓宮を御旅所とし
て,御神幸が行われる。3基の神輿が約1時間半かけて井野頓宮まで神幸し,神輿舁きや
供奉には,宇美八幡宮の氏子があたる。神幸の儀は井野頓宮へ向かう途中御休みの場と
して浮殿跡がある。

32

384 宇美町 17 オヨド
町内各地
域

7月8～18
早見一畑薬師,早見今長谷観音堂,障子岳今屋敷須佐神社,障子岳極楽寺,障子岳本村大
山祇神社,原田上貴船神社,神武原大山祇神社で行われる。

36

385 宇美町 17
旭地蔵尊夏
祭り

宇美上宇
美

7月17日に近
い土曜日

子ども神輿が旭地蔵堂を出発し,宇美八幡宮を経由し,地域を練り歩く。 19

386 宇美町 17
宇美八幡宮
夏越祭(夏越
大祓式)

宇美 7月31日 茅の輪くぐり神事が行われる。 38

387 宇美町 17 盆綱 原田上 8月 19,30
388 宇美町 17 盆綱 障子岳 8月 19,30

389 宇美町 17 盆綱 早見 8月 19,30

390 宇美町 17
宇美八幡宮
放生会

宇美 10月15,16日

古くは旧暦8月15日に行われていた秋の大祭で,明治になり新暦により10月15,16日の両
日にわたり執行されるようになった。午前中に神事が執り行われ,2日間にわたり各種
露店が参道に立ち並ぶ。15日は,夕刻から県指定宇美神楽が神楽殿において奉納され
る。昭和30年代後半頃まで,参道で流鏑馬が行われていた。

39

391 宇美町 17 丑座 障子岳 12月 障子岳本村大山祇神社 19

392 宇美町 17 庚申講
町内各地
域

障子岳・上河原・神武原で行われている。初庚申のみ藤崎や唐津の庚申様に御札を取
りに行く地域もある。

8

393 篠栗町 8 篠栗祇園祭 上町
7月第2土曜
日

上町地区にある須賀神社の周辺を舞台に毎年7月の第2土曜日に実施されている。同日
開催の「篠栗祇園祭り」の中心的な催しで,篠栗流れと呼ばれる地区代表の山を地域の
男衆が担ぎ上げ,オイサッオイサッと威勢の良い掛け声とともに,地元の氏神様をお祀
りする須賀神社と篠栗駅とを往復しながら奉納する神事。博多祇園山笠と同じく勇壮
な舁き山笠であり,また,最後には観衆も一緒になって祝いめでたを歌う。

2,29

394 篠栗町 4
和田八幡宮
盆綱引

和田 8月13～15日 19,30

395 志免町 5 石投げ相撲 志免
9月第1日曜
日

江戸時代末頃,志免村に牛馬の悪疾が流行し,悪疫退散のために万年願をかけてお祈り
をした。悪疫も治まり,その感謝の念を込めて,相撲三十三番を奉納することになった
のがきっかけである。戦時下では,体育奨励の意味もあって,子ども相撲・赤ちゃん土
俵入りなど初秋の1日を楽しむ行事として定着してきた。

10

396 須恵町 10
ほっけん
ぎょう

佐谷(上の
原,観音
谷)

1月7日に近
い日曜日

上の原,観音谷は存続。古の添,一の瀬(平成30（2018）年まで存続),立花寺,仲島,永原
は廃絶。

1,18

397 須恵町 10
左谷山建正
寺十一面観
音御開扉

佐谷
4月第1日曜
日

この日にだけ,最澄作と伝えられる秘仏・十一面観音立像が拝観できる。御開扉は1年
に1度のみで,毎年4月の第1日曜に行われる。当日は地元の人達によるお接待や,子ども
達の奉納相撲,花祭りも行われる。

37

398 須恵町 10 地蔵祭り 佐谷 7月 19
399 須恵町 10 お十七夜 佐谷 毎月17日 数珠繰り 8
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400 須恵町 10
上須恵須賀
神社祇園山
笠

上須恵
7月24日に近
い日曜日

須賀神社を出発し,上須恵地域のほぼ全域をかき山し,須賀神社に戻ってくる。子ども
用の山笠もあり,かき山が通る沿道には多数の住民が控え,力水で応援するなどして盛
り上がる上須恵地区の代表的な祭りである。保存会は昭和51（1976）年に発足し,以
来,当番組と保存会が強力し合い祇園祭を開催している。昭和40年代後半頃に3年間だ
け子ども山を巡行させたこともあったが,大人の山笠も復活し,現在に至る。

29

401 須恵町 10 夏越祭 上須恵 7月31日
須賀神社境内に地の輪を設置し,潜ることによって無病息災を願う。境内で子ども達が
相撲をとる。

4,7

402 須恵町 10
いぼの神
様・山の神

上須恵(皿
山)

7月13,14,
16日

8

403 須恵町 10
ほっけん
ぎょう

上須恵(皿
山)

1月7日に近
い日曜日

皿山は存続。向・高宮,東干田は廃絶。 1,18

404 須恵町 10 田の神様 上須恵 12月 17

405 須恵町 10
宝満宮奉納
相撲・宮座

須恵 5月5日
奉納相撲は,毎年5月5日に宝満宮境内で行われる。宝満宮の春の大祭の後,地元須恵区
子ども会育成会が実施し,個人戦・団体戦が行われている。

6,12

406 須恵町 10 盆綱 須恵 8月15日
宝満宮境内で作られた綱は,集落を清め,先祖の霊が西方浄土に帰る際の乗り物といわ
れている。集落内を廻り終えると綱を引く。

10,19,3
0

407 須恵町 10
平原毘沙門
天祭

甲植木(平
原地区)

1月3日

毎年,正月3日の朝7時から夕方頃までお祭りが行われており,伊勢神宮から頂いてきた
御札が販売される。その際100円を奉納し,代わりにいただいた50円玉を財布に入れて
おくと,その年はお金に不自由しないと伝えられている。翌年には古い御札と50円玉を
返納し,供養してもらい,新しい御札を頂く。

18

408 須恵町 10
守母神社大
祭

甲植木 4月23,24日
毎年4月23日,24日の両日に祭礼が行われる。この祭礼時に子どもを連れてお参りし,御
札をもらって,人形を借り,一年たってこの時に借りた人形と新たに買った人形を奉納
して子どものすこやかな育成を祈願する。

12

409 須恵町 10
地蔵まつり
(男地蔵・女
地蔵)

甲植木 7月23日
宝珠と錫杖を持った男地蔵と甲植木公民館前の小さなお堂に祀られている女地蔵を子
ども達が綺麗に磨いて香・花・菓子・果物を供えて祀る。

19

410 須恵町 10
ほっけん
ぎょう

乙植木
1月7日に近
い月曜日

最後に菰を巻き付ける制作方法は,町内の他地区のほっけんぎょうと形態が異なる。 1,18

411 須恵町 10 獅子舞 乙植木
7月第4日曜
日

「四と四の十六文で祝うた～」と歌いながら家々を廻り,人びとの無病息災を祈って,
住民の頭に獅子をおしつける。

26

412 須恵町 10
旅石八幡宮
奉納祇園相
撲

旅石
7月第4日曜
日

八幡宮の夏の行事。子どもたちが無病息災を祈願し,境内の土俵で相撲を取る。消防団
員による赤ちゃんの土俵入りも行われ,地域へのお披露目が行われる。

12

413 須恵町 10 数珠繰り 旅石 毎月15日 8

414 須恵町 10 十五夜待 旅石 1,5,9月15日 8

415 須恵町 10 二十三夜祭 新原
7月23日に近
い日曜日

新原地蔵堂の地蔵盆。地蔵堂の仏像は,明治初期の廃仏毀釈の際,宇美八幡宮から難を
逃れてやってきた。

19

416 須恵町 10 盆綱 新原 8月15日頃
新原区青年部を中心に早朝から新原地蔵堂の拝殿で綱を作る。夕方に綱を引き,切れ目
から御先祖の霊が西方浄土に帰っていくと伝えられている。

10,19,3
0

417 須恵町 10 お庚申様 町内 8
418 須恵町 10 お観音様 町内 8

419 新宮町 7
子ども獅子
廻り

原上 1月1日 獅子廻し。 26

420 新宮町 14
磯崎神社玉
せり

新宮 1月2日
海から潮井を取って境内にある恵比寿堂に入り,その潮井を互いに掛け合った後,合図
とともに参道に盛られた砂の中から石の玉を取り出し競り合う。

18,21

421 新宮町 14 恵比須祭 湊 1月10日 2つの恵比須座の懇親,神社詣で。 8,23

422 新宮町 7 恵比須様 三代 1月10日 神社参拝,直会。 8,17,23

423 新宮町 14 恵比須祭 相島 1月10日 第4章,第3節,7「七福神祭」参照。 8,23

424 新宮町 7
節分護摩供
法会

立花口 2月3日

厄祓いの護摩供法会。厄年のため厄落としに来る信者は,2月3日の節分に独鈷寺にお参
りし,添え護摩木に願い事と,氏名・生年月日を書いて差し出す。住職はそれを護摩壇
で真言を唱えながら焼き,悪魔を焼き尽くし幸せを呼ぶように祈る。その後法話をして
午前中で祈祷が終わる。

37

425 新宮町 7 祈念祭 原上,三代 2月下旬 豊作祈願。 17
426 新宮町 7 玉島様 三代 3月 神事,直会を行う。 16

427 新宮町 14
人丸神社祭
典

下府 4月1，2日 子預け,成長祈願。 12

428 新宮町 14 日籠り 上府
4月第2日曜
日

日籠り(近所の親睦)。 8

429 新宮町 14
口開き観音
供養祭

上府
4月第1日曜
日

伝教大師が帰朝後,横大路家の始祖源四郎と出会い初めて口を開いたとされる場所。歯
痛の時に爪楊枝を年の数だけ作って供え祈願することから楊枝観音ともいわれる。以
前は日籠りを行っていたが現在は簡素になっている。

8

430 新宮町 14 地神様 夜臼 4月17日 祈祷,直会。 15

431 新宮町 7 報賽祭 原上,三代
4月第2日曜
日

神事。 6

432 新宮町 7 大祓祭 原上 6月下旬 15

433 新宮町 14 注連おろし 新宮 7月1日 新宮区内の辻(鬼門)19か所に,注連縄を付けた笹竹を建てる。 15

434 新宮町 7
祇園祭(七夕
祭)

立花口 7月上旬 七夕。 15

435 新宮町 14 祇園祭 新宮
7月初旬(田
植後)

子ども神輿,獅子廻し,厄払い(満41歳,還暦の人),直会。 15,26

436 新宮町 14
祇園祭　祈
願祭

相島 7月15日 祇園祭(神事),祈願祭(厄払い,日籠り)。 15

437 新宮町 7 瓜封じ 立花口 7月21日 厄除け祈願。 15,37

438 新宮町 14 夏越祭 新宮 7月下旬 神事,茅の輪くぐり。 10,15
439 新宮町 7 祇園祭 的野 7月23日 無病息災祈願,獅子廻し,お潮井配り。 26
440 新宮町 14 奉納相撲 新宮 7月20日 子ども奉納相撲。 10

441 新宮町 14
子ども相撲
(奉納相撲)

新宮 7月23日 子ども相撲。 10

442 新宮町 14
北向きお地
蔵様祭

湊 7月23日 子ども相撲。 10

443 新宮町 14 夏越祭 湊 7月下旬 神事,直会,茅の輪くぐり。 15

444 新宮町 14
祇園祭・輪
越祭

下府 7月25日 子ども神輿,奉納相撲,茅の輪くぐり。 10,15

445 新宮町 7 祇園祭 三代
7月23に近い
日曜日

子ども相撲。 10,12

446 新宮町 14 辻祈祷 新宮
7月15前後の
日曜

神事。 2,15

447 新宮町 7,14 精霊迎え 町内全域 8月13日 先祖の霊をお墓から家に迎え入れる。 19
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448 新宮町 7,14 精霊送り 町内全域 8月15日頃 迎えた先祖の霊をお墓に送る。 19

449 新宮町 14 流れ灌頂 新宮 8月16日 精霊流し(初盆)。 19,37
450 新宮町 14 流れ灌頂 相島 8月16日 精霊流し(初盆)。 19,37

451 新宮町 14
観音遷座祭
(ドンドンカ
ン)

相島 8月17日 観音様の遷座,海上巡幸。 19,32

452 新宮町 14 八朔祭 新宮 9月1日 祭典。 12

453 新宮町 7 秋の大祭 的野
9月第1日曜
日

神事,直会(日籠り)。 6

454 新宮町 7 放生会 原上,三代 9月10日 神事,直会。 39

455 新宮町 7
秋祭(五穀神
祭)

立花口 9月上旬 神事,直会,奉納相撲(子ども),日籠り。 10,12

456 新宮町 7
天神社の日
籠り

的野 9月25日 日籠り。 6

457 新宮町 14 宮座 上府 10月1日 神社詣で。 6
458 新宮町 7 注連おろし 立花口 10月1日 宮座の行事。 6,17
459 新宮町 7 宮座 三代 10月上旬 お潮井取り,神事,直会。 6
460 新宮町 14 宮座 下府 10月13日 神事,直会。 6
461 新宮町 7 おくんち 原上 10月17日 神事,直会。 17
462 新宮町 14 おくんち 湊 10月下旬 祭典,直会,獅子廻し。 17,26
463 新宮町 14 おくんち 上府 10月17日 神事,直会。 17

464 新宮町 7
おくんち・
当座渡し

的野 10月17日 神事,直会,宮当番引継ぎ(当座渡し),お潮井配り,獅子廻し。 17

465 新宮町 14
おくんち(新
嘗祭)

相島 10月19日 神事。 17

466 新宮町 7
宮座(新嘗
祭)

立花口 10月17日 神事,日籠り。 6,17

467 新宮町 14 神送り 相島 10月27日 お籠り。 6

468 新宮町 7 宮座 的野 10月上旬 神事,直会。 6

469 新宮町 14
御遷宮祭(遷
座祭)

上府,下
府,湊

10月 18年または20年毎に社殿を建て替え,御神体を古い社殿から新しい社殿に移す。 32

470 新宮町 14 八大龍王祭 相島 11月15日

島の集落は北・中・南の3組に分かれており,その中の1組が当番となり,他の2組はお客
となる。準備は約2か月前の魚作りから始まる。鯛や鰯,マビキを塩の中に漬け,焼き
魚・巻き魚・酢びたしを作る下準備をする。また時化で出漁出来ない日には山の松の
木を切って煮炊き用の薪を作る。ゴクウヤでは,龍王様・氏神様の注連縄,龍王様に立
てる松の木2本,お白餅・甘酒・御供米・掛け魚を6掛け,お白餅・オゴクを入れる藁編
みの器を8個準備する。祭りの2日前には,豆腐・蒲鉾・野菜の準備をする。

5,17

471 新宮町 7 新嘗祭 原上,三代 11月23日 神事,直会。 17
472 新宮町 14 神迎え 相島 11月27日 お籠り。 6
473 新宮町 7 お通夜 的野 11月30日 神事,迎え火,奉納相撲,参拝者の接待。 1,10

474 新宮町 14 宮座 湊
12月第2日曜
日

祭典,直会。 6

475 新宮町 14 森神社祭 上府 12月15日 祭典,森先祖祭り。 39
476 新宮町 14 大日様 上府 4月初旬 森家先祖祭。 39
477 新宮町 7 山の神 的野 12月24日 17

478 新宮町 7,14 年越し祭
町内(相島
を除く)

12月31日 神事,除夜の鐘つき,参拝者の接待。 18

479 新宮町 7,14 元旦祭
町内(相
島,新宮を
除く)

1月1日 神事,参拝者の接待等。 18

480 新宮町 7 大祓祭 原上,三代 12月22日 神事,厄災祓い。 15

481 久山町 19
上山田盆綱
引き

上山田 8月15日頃
江戸時代から受け継がれてきたという上山田地区の伝統行事で,かずらで編んだ直径15
㎝長さ35mの大綱を切れるまで引っ張り合い,お盆に迎えた先祖の霊を送り出す。山で
かずらを集めるところから始まって,毎年100人以上が参加する一大行事である。

10,30

482 久山町 18
中久原祇園
祭

中久原
7月8,9に近
い土,日曜日

須賀神社において,暑い夏を乗り切り無病息災,安全を祈願して開催される伝統行事で,
毎年7月8,9日頃に行われていたが,近年はこれに近い土,日曜日に行われている。土曜
日は露店が出店,子どもによる奉納相撲や花火が行われ,町内各地区はもとより町外か
らも観客が訪れる。日曜日早朝に行われるのが『万度参り』。各人が柿の葉を1枚ずつ
神前に供え,10000枚になるまでお参りをする。次に行われるのは『清道廻り(せいどう
まわり)』といい,赤褌法被姿の男たちが清道のぼりをもって家々を祓い清めてまわり,
須賀神社の境内でお籠りを行う。いずれもこの地区では珍しい行事で,初夏の久山町を
彩る風物詩となっている。

8

483 久山町 18
白山宮獅子
舞

上久原 1月1日

上久原地区の白山神社において,毎年年越しに合わせて舞われる獅子舞で,昭和57
（1982）年から続いている。もともとは昭和2（1927）年に作られた獅子頭に由来して
いるといわれている。地元有志で組織する保存会により,家内安全と厄払いを願ってい
る。

26

484 久山町 19
若宮八幡宮
奉納相撲大
会

下山田 敬老の日頃
若宮八幡宮の五穀伸への奉納として明治中期から始まり,毎年敬老の日頃に行われてい
る。相撲大会の後青少年たちが相撲甚句をうたいながら1歳未満の男の子を抱いて土俵
入りをして,子どもの健全な成長を祈願している。

10

485 久山町 18
伊野天照皇
大神宮春季
大会

猪野区
4月20日に近
い土,日,月
曜日

伊野天照皇大神宮周辺において,毎年4月20日に近い土曜・日曜・月曜日に,五穀豊穣を
願って開催されるお祭りである。1日目は祭典とお日籠り,2日目は奉納武道大会,3日目
は日籠りが行われる。2日目の武術大会では柔道・剣道の試合が行われ,糟屋地区や福
岡市から小中学生が参加する大規模な大会となる。

10

486 直方市 48
春季大祭(擲
桃祭)

直方 4月13～15

伊邪那岐尊と伊邪那美尊を祀る神社で,長寿や厄除け,縁結びや家内安全の神さまとし
て信仰されてる。毎年4月中旬に開催されている春季大祭は「擲桃祭」と呼ばれてい
る。伊邪那岐尊が黄泉の世界から逃れる際に,桃を投げて追手から逃れたことに由来し
ている。災難厄除け,開運を祈願する行事で,厄除の桃菓子と餅まきが行われ,奉納演芸
大会なども行われる。

39

487 直方市 48 夏越祭 直方 7月下旬 39

488 直方市 48 直方山笠 直方 7月下旬

供日(くんち,農村で行われる収穫を祝う祭り)として秋に行われる御神幸だが,近年は
無病息災を祈る多賀神社の「夏越祭」と須賀神社の「祇園祭」に合わせ山笠を奉納す
るようになった。明治時代,炭鉱の集積地として栄えた当時,高さ17mを超える巨大で絢
爛豪華な山笠をゆっくりと曳き,きらびやかさを誇っていた。その後電線の敷設に合わ
せ高さを4mとしたことから,絢爛さを出す工夫として観音開きが採用され,曳き山とし
て勇壮さを競い合うようになり,現代の姿へと変化したと考えられている。

29

489 直方市 52 すがら 永満寺 7月中旬

すがらとは虫害追放の行事である実盛送りの別称である。斎藤別当実盛が稲の切株に
つまずいて倒れ,首を打たれて死んだ恨みでサの虫となり稲に害を加えるという伝説に
よる行事とされている。8月3日の夜,藁で作った実盛人形に紙の鎧を着せ,馬に鞍代わ
りの藁たばに竹木で刺し立て松明で照らし笛太鼓ではやし「しいらく山から一本足一
つ目,しいは川に流せ,虫は山に追え」と送り言葉を喚きながら村内の田んぼの道を練
り回り,福地川の川原で害虫の主人公である人形を焼いて害虫を次の村に送り出す。虫
害から免れるようになってからも,祖先の労苦を偲び,その霊を慰める年中行事として
続いている。

16
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490 直方市 52 上境の柱松 上境
8月第1日曜
日

燕の巣または鳶と呼ばれる竹カゴが先端についた高さ約10m程の棒を立て,松明を投げ
入れて,カゴを炎上させる火祭り。行事が終わるまで小太鼓が勇壮に鳴り響く。豊作・
無病息災を祈願する行事で,以前は各地で行われていた。

1

491 直方市 52 畑の柱松 畑 8月15日頃 目的も行事の形も上境の柱松とほとんど同じの行事。 1

492 直方市 52 丑相撲 上境 9月1日
牛馬の疫病払いを上境の福地神社に祈願する祭りに奉納する相撲大会で歓進元は同社
の氏子中。現在は子ども相撲だけ。優勝には柱松の巣で作った弓と矢を送るのが習わ
しである。

10

493 直方市 56
筑前植木岡
分流大名行
列

植木
9月お彼岸の
頃

大名行列は,奴姿の参加者が,足軽頭に扮した人物の合図で,左右斜め前に大きく足を踏
み出しながら毛槍を振る所作で植木の町中を練り歩く。また,遠賀川でお汐井取りを行
う。4年に1回,9月に開催する。

39

494 直方市 53
須賀神社神
幸行事

下境 10月下旬

須賀神社で5年に一度の御神幸大祭が行われる。祭りは2日に渡って催され,1日目が
「お下り」で2日目は「お上り」となる。この大祭の日に,落下目撃記録のある隕石と
して世界最古の隕石が一般公開される。この隕石は貞観3年4月7日(ユリウス暦861年5
月19日)の夜,武徳神社(現須賀神社)の境内に落下。翌日に深くえぐられた穴の底から
黒く焦げた石を掘り出して桐箱に納めて保存したと言う地元の伝承がある。今も天か
ら飛来した石として,丁寧に桐箱に納めて保管されており,桐箱の蓋の裏には「貞観三
年四月七日ニ納ム」という墨書がある。また異説として,「下境村祇園社ノ飛石伝記」
には,大きな音とともに飛来する物体が目撃され,祇園社の境内にある木にあたって隣
家に落ちたため,土の中を掘ると立烏帽子のような形をした黒い石が現れ,珍重なもの
であるとされて神前に奉納されたとある。この「飛石伝記」に記録された石の形状が
直方隕石と酷似しており,同じ神社に２度も隕石が落下したとは考え難いこと,また国
外において最古の記録とされるエンシスハイム隕石(1492年)と比べても861年という年
代はあまりにも古すぎること,そして桐箱の蓋に見られる墨書の書体や文体は幕末以降
のものであることから,江戸時代に落下したものであるという説もある。

32

495 直方市 56
植木天満宮
放生会

植木 9月下旬

植木地区は,木屋瀬から分岐する赤間街道の宿場町で,福岡藩や唐津藩の大名行列が参
勤交代の際に通っていた。明治になって,大名行列がなくなったため,明治2(1869)年に
植木の岡分地区の人達が,御神幸の際に大名行列を再現したのが始まり。奴姿の子ども
48名と大人18名が,足軽頭の「ああ,ああ」という合図で,左右足高に踏み出しながら毛
槍を振る,領主供奉である古式神幸の姿を残している。祭りは原則4年ごとに行われる
ことになっている。

32

496 直方市 49
剣神社神幸
行事

下新入
10月17～19
日

5年に一度開催。初日にお下り,翌日にお上りが行われ,剣神社に帰還後,例大祭の式典
が行われる。神幸行列に供奉する山笠は,氏子の範囲が広いため10本が立つ。元山(下
新入川西)を先頭に各地区から奉納され,これに子ども山笠や稚児行列も加わる。

2,29,32

497 直方市 48
多賀神社神
幸行事

直方
10月第3土曜
日

依代は神馬に乗り錦蓋で覆う。宮司が輿に乗るのも他の神幸と異なる。平安時代風の
衣装をまとった優雅な行列風流である。かつては夜間に行われていたが,近年は午後を
中心に行われる。旧城下町の周囲を囲むようなルートで町中を巡回し,遠賀川でお汐井
取りを行う。4年に1回,10月に開催する。

32

498 直方市 48 直方えびす 直方 12月3日 23

499 中間市 40
川祭(灯籠流
し)

8月15日頃
持ち寄られた西方丸を船に乗せ,市役所前の遠賀川河川敷から対岸までお運びする。先
祖の霊をなぐさめ,母なる川・遠賀川に感謝の祈りを捧げて,川をきれいにする中間市
の伝統行事。

27

500 宮若市 51 とうげ 龍徳 1月13日 18
501 宮若市 51 堂寄祭り 磯光 1月13日 18

502 宮若市 51
ドンド焼
き・エベッ
サン祭り

長井鶴 1月14日頃 1,23

503 宮若市 51 御星祭 龍徳 2月3日 37
504 宮若市 51 春祭り 桐野本区 3月24日 8
505 宮若市 61 春祭り 笠松 4月4日 8

506 宮若市 61 丑籠り 芹田 4月
牛馬安全のお籠りで町内広く行われていた。芹田では4月頃代参者が英彦山に参りお礼
を受けてきており,お籠りは豊前坊山の頂上で行っていた。子どもと大人が別々に座が
ある。

39

507 宮若市 51 春籠り 太蔵東区 4月 8
508 宮若市 51 春籠り 千石中組 4月 8
509 宮若市 51 春籠り 千石下組 4月 8
510 宮若市 51 春籠り 千石 4月 8
511 宮若市 51 春籠り 如来田 4月 8

512 宮若市 51 春籠り
所田前隈
組

4月 8

513 宮若市 51 春籠り 所田奥組 4月 8
514 宮若市 51 春籠り 長井鶴 4月 8

515 宮若市 61 春籠り
四郎丸飯
之倉

4月 8

516 宮若市 61 春籠り 四郎丸 4月 8
517 宮若市 61 釘抜地蔵 下有木 4月23日 37

518 宮若市 51 丑籠り 如来田 5月
牛馬安全のお籠りで町内広く行われていた。如来田では,5月にムラの氏神の貴船神社
で神職による祭典があり,子どもも全部寄って行われた。

39

519 宮若市 51 お潮井採り 鶴田
6月最終日曜
日

8

520 宮若市 51
川祭り・お
汐井祭り

鶴田 6月中旬 8,27

521 宮若市 51 祇園籠り 千石中組 7月15日 8

522 宮若市 51
磯光天照宮
の名越祭り

磯光 7月21日 8

523 宮若市 51 お獅子様 太蔵 7月21日
雌雄の獅子頭,猿田彦の赤と青の面が付いた矛,五十鈴に,子ども達は自分の旗を持ち,
天照宮の宮司によって各戸のお祓いをし疫神社折祈のお札も各戸に配っていた。

26

524 宮若市 61
上有木靡神
社の名越祭
り

上有木 7月31日 8

525 宮若市 51
磯光初子宮
の祇園祭り

磯光 7月24,25日 8

526 宮若市 51
宮田祇園祭
り

宮田 7月24～26日 2,29

527 宮若市 51
太蔵春日神
社の名越祭
り

宮田 7月25,26日 8

528 宮若市 51 お獅子様 所田 7月上旬 26

529 宮若市 51 お獅子様 本城
7月第1日曜
日

生子神社での祭典のあと本白から東に向かって一軒一軒を水越まで廻り,神社に帰って
納めの祭典がある。獅子頭には「明治十七年甲申六月直方町有川仁助」と村人13人の
銘,鉾にも同年の銘がある。

26

530 宮若市 51 祇園籠り 千石上組 7月初め頃 8

531 宮若市 51
長井鶴八所
神社の名越
祭り

長井鶴 7月 8

286



番号 市町村
地区
番号

名称 伝承地 実施日 概要 テーマ

532 宮若市 62 お獅子様 宮永 7月 26

533 宮若市 63
日吉神社祇
園祭

福丸 7月
祇園祭は田植えが終わった7月15日を中心に,福丸地区の夏の疫病予防のため山笠を建
てて盛大に祭礼行事をするようになったもの。以前は町内の福丸と沼口で山笠を立て
ていたが,現在は福丸地区のみとなった。

8,29

534 宮若市 51 祇園祭 本城
7月第2土,日
曜日

2,29

535 宮若市 51 お獅子様 宮田
7月第2土曜
日

宮田地方では神官と一緒に獅子を持って各戸を廻る。子どもが面のついた槍とついて
いない槍,鈴,お汐井を持っていく。家の中で露払いのような形でお祓いをする。

26

536 宮若市 51 千灯籠 桐野本区 8月17日 19,37
537 宮若市 61 釘抜地蔵 下有木 8月24日 37
538 宮若市 51 秋籠り 千石上組 9月 8
539 宮若市 51 秋籠り 千石中組 9月 8
540 宮若市 51 秋籠り 千石下組 9月 8

541 宮若市 51 丑籠り 如来田 9月
牛馬安全のお籠りで町内広く行われていた。如来田では,9月には徳満宮で行っており,
朝掃除をし牛を連れて参っていた。

39

542 宮若市 63 平八月祭り 平 9月中旬
「万念願子ども踊り」が舞われる。祭りの前半に黒丸川で水神祭が行われ,流行病平
癒,火災防除などの集落繁栄の意味がある。川の岸辺に水神棚を設置するが,護岸工事
前は川中に立てていた。

8,27

543 宮若市 51 宮座 脇野 10月18日 6

544 宮若市 51 神送り 龍徳 10月30日
神送りとは,旧暦の9月末日に青年たちが「出雲に行かれる神様を送る」といってお宮
でお籠りをし,夜通し火を燃やして太鼓を打ち鳴らし飲食をする行事。

8

545 宮若市 51
磯光天照宮
の神幸祭

磯光 10月9,10日

山笠を先頭に神輿その他の祭具を氏子が持参し行列を組んで斉行する。1日目は頓宮
(鶴田日吉神社)までの「お下り」,2日目は天照宮に戻る「お上り」が行われる。昭和
30年代頃までは笹山で,4～6基の笹山笠で競争を行っていた。現在は2基の飾り山が奉
納される。

2,29,32

546 宮若市 61
倉久春日神
社のおくん
ち

倉久 10月16,17日 8

547 宮若市 51 宮座 千石中組 10月 6
548 宮若市 51 宮座 千石下組 10月 6

549 宮若市 60 宮座 山口 10月

宮座株を持っていた家が33軒あり,転出などのときは家格などを考慮して譲渡されてい
た。それが明治17（1884）年に地区別に分割する話が持ち上がり,同年に決定して現在
に至る。今は消滅したところもあるが,畑では12軒が十二支を割りつけて,順回しで
行っており,野中にも2組12軒の宮座がある。

6

550 宮若市 63
若宮八幡宮
神幸祭大名
行列

水原 10月上旬

2年に1度行われている若宮八幡宮のお祭り。清道旗を先導者にして進む大名行列。大
名行列は30人位の2列編成で,チリン棒と呼ばれる鉄棒を持った2人が,鉄棒を引きずっ
ては持ち上げて,ぽんと落としながら先導する。その後,挟箱,台傘,立傘というように
並び「トーザーイ」で出発し,「エンヤーセーヨイトコサーサーノサエイトコサーノ
サ」と声をそろえ,独特の身振り・足さばきで進行する。道具を持つのは左側の列で,
右側の人は袖先をつまみ両手を広げる。行列の途中に5～6回,右側の列の人に道具を投
げ渡す場面がある。大毛・大熊毛・鹿毛を持った人の「エンヤセー」の掛け声で道具
を投げ,受け取ると行列の左右が入れ替わり,「オーイ」の掛け声で終わって行列が進
んでゆく。

29,32

551 宮若市 51 御神幸大祭 磯光
10月第2土,
日曜日

32

552 宮若市 61
霊厳寺秋の
大祭

下有木
11月23～25
日

直ちに抜け出て,病気などが治癒することから,「釘抜き地蔵」と言われるようになっ
た。釘抜き地蔵尊,苦抜地蔵尊,あるいは,有木のお地蔵様と呼ばれており,安産と子ど
もの無事成長を祈願する多く参拝者がお詣りをする。

37

553 宮若市 51 塞の神祭り 東町 11月3日 8
554 宮若市 51 神迎え 長井鶴 11月30日 8
555 宮若市 51 神迎え 龍徳 11月30日 8

556 宮若市 61
上有木靡神
社の神幸式

上有木 11月2，3日 32

557 宮若市 61 宮座 芹田
11月第1日曜
日

6

558 宮若市 51
天照宮の恵
比須祭

磯光 12月3日
早朝から午前9時頃まで境内にある恵比寿神社の前で恵比寿座が開催され,神官による
祝詞,御祓いの後,お神酒を頂きクジを引く。

14,23

559 宮若市 51
宮田恵比須
祭り

宮田 12月3日
早朝から午前9時頃まで境内にある恵比寿神社の前で恵比寿座が開催され,神官による
祝詞,御祓いの後,お神酒を頂きクジを引く。

17,23

560 宮若市 61
飯之倉の恵
比須祭り

四郎丸飯
之倉

12月3日 公民館で,五戸一組くらいの当番で靡神社の神官を呼んで行っている。 17,23

561 宮若市 63 若宮えびす 福丸 12月3日
早朝3時頃に一番座が始まり,一座ごとに景品が当たり,数番座まで行われ,8時頃に終
わっていた。現在は福丸だけでなく,若宮町商工会に事務局を置く恵比須座実行委員会
が「若宮町恵比須祭り」として町内に広く呼び掛けている。

17,23

562 宮若市 51 社日籠り 龍徳 社日(秋) 8
563 宮若市 51 社日籠り 龍徳 社日(春) 8
564 宮若市 51 六神様籠り 生見 8

565 宮若市 51
延命地蔵さ
んの祭り

桐野本区 8

566 宮若市 51 おくんち 磯光 8

567 宮若市 61 おくんち
芹田龍田
神社

8

568 宮若市 61 おくんち 下有木 8

569 宮若市 61 お潮井採り
四郎丸飯
之倉

8

570 宮若市 61 お潮井採り 上有木 8
571 宮若市 51 お獅子様 所田奥組 各戸を廻っていたのは昭和50年代頃まで。 26
572 宮若市 51 お獅子様 所田中組 各戸を廻っていたのは昭和50年代頃まで。 26
573 宮若市 51 お獅子様 所田前隈 各戸を廻っていたのは昭和50年代頃まで。 26
574 宮若市 61 お獅子様 内山 各戸を廻っていたのは昭和40年代頃まで。 26

575 宮若市 61 お獅子様
四郎丸飯
之倉

飯之倉では,天満宮で神官による御神籤によって,三浦汐井・千度汐井・相撲・家内籠
りのどれを行うかを決定する。その後獅子が組合中を廻り神官も各戸を廻る。

26

576 宮若市 51 お獅子様 脇野 各戸を廻っていたのは昭和10年代まで。 26

577 宮若市 51 お獅子様 生見 生見では氏神様が腹立たれ熱病が流行するのでお獅子様は廻さないとある。 26

578 宮若市 51 お獅子様 長井鶴 各戸を廻っていたのは昭和20年代まで。 26
579 宮若市 51 お大師様 千石下組 8

580 宮若市 61 お大師様
下有木中
有木

8

581 宮若市 51 神送り 脇野 8

582 宮若市 61 神送り
四郎丸飯
之倉

8
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583 宮若市 63 神送り 金生 8
584 宮若市 51 神迎え 脇野 8

585 宮若市 61 神迎え
四郎丸飯
之倉

8

586 宮若市 63 神迎え 金生 8
587 宮若市 51 観音講 所田中組 8
588 宮若市 51 観音様籠り 龍徳糸田 8
589 宮若市 51 祇園籠り 本城 8

590 宮若市 61
釘抜き地蔵
さんのお籠
り

下有木中
有木

8

591 宮若市 51 庚申祭り 千石上組 8
592 宮若市 51 庚申祭り 所田 8
593 宮若市 51 庚申祭り 本城 8
594 宮若市 61 庚申祭り 芹田上組 8

595 宮若市 51 庚申祭り
宮田千石
下組

8

596 宮若市 61 庚申祭り 芹田下組 8
597 宮若市 51 千灯籠 龍徳 8,37

598 宮若市 61
大日如来の
お籠り

上有木谷
組

8

599 宮若市 51 春祭り 千石上組 8
600 宮若市 61 宮座 下有木 6

601 芦屋町 47
芦屋の八朔
行事

芦屋町各
地

9月1日に近
い日曜日

350年余り続く行事で,初節句を迎える男児の家では八朔の馬を,女児の家ではダゴビー
ナを(団子ひな)を飾る。八朔の馬もダゴビーナも,その日を祝うと翌2日,夜の明けるの
を待って近くの子ども達が先を争って貰いに来る。

12

602 水巻町 39 夏越祭 立屋敷 7月13～15日
輪越祭りともいい,どの村の氏神にも,鳥居の下に菰や萱で大きな輪を作り,注連飾りを
した。この輪をくぐりぬけることで夏やみ,悪病を除けるとされ,夏らしい色彩のある
祭りであった。子ども相撲も行われている。

4,10,15

603 水巻町 39 夏越祭 二 7月中旬
輪越祭りともいい,どの村の氏神にも,鳥居の下に菰や萱で大きな輪を作り,注連飾りを
した。この輪をくぐりぬけることで夏やみ,悪病を除けるとされ,夏らしい色彩のある
祭りであった。

4,15

604 水巻町 39 夏越祭 頃末 7月13，14日 山車(人形山) 29

605 水巻町 39 秋季大祭 吉田 9月28，29日
堀川水下16ケ村の芝居,見世物,夜店などでにぎわった。遠賀三大相撲(古賀の豊前岳,
遠賀村の高屋の天神)の一つである河守様の相撲が行われ,力士は近在はもちろん遠く
は四国,関西あたりからも集まった。現在では子ども相撲と神輿が行われている。

9,10,32

606 水巻町 39 秋祭 頃末 10月中旬 神輿と子ども相撲 10,32

607 水巻町 39
例大祭,神幸
祭

吉田 10月下旬
神輿と芸能祭り。昔は,「湯立て」といって釜に沸かしたお湯を,竹の笹でふりかけて
厄を払う行事,「煥蹴り」火を焚いた後の灰の上を素足で歩くという行事があったが今
はない。

32

608 水巻町 39 どんと焼き
猪熊,吉
田,立屋敷

1月中旬

松飾やしめ縄を外して焼き捨てる日,この日まで竹を焼いてはならないともいわれ,7日
ではなく15日に行うところもある。3が日は部屋を掃くことを忌み,すべての芥はため
おいて,この日にしめ飾りと一緒に焼いた。地方によりホケンギョウ,シメオロシ,左義
長ともいう。

1

609 岡垣町 37 元朝修正会 1月1～3日 元日は0時から4回の特別護摩が行われる。　※成田山不動寺 1

610 岡垣町 37 疝癪封じ 高倉
1・5・9月の
15日

毎年1・5・9月の15日に行われる。体調を崩しやすい年の初めと季節の変わり目に,そ
の厄害を防ぐことを目的に始まったといわれる。現在は,開運・安産・諸病平癒などを
祈願する秘法であると捉えられている。

37

611 岡垣町 37
護摩焚き神
事

毎月15日
信者の祈願護摩を一枚ずつ読み上げ,火の中に投じ,諸願の成就を願う。　※成田山不
動寺

1

612 岡垣町 37
東黒山の祇
園山笠

東黒山 7月14日

岡垣町内では唯一山笠が残っている区である。毎年7月14日に祇園山笠を行う。山笠は
毎年飾り付けを変え,花山,旗山,台山と彩を変える。「はやり病でたとえ家が3軒に
なっても山笠を出し,祭りを絶やさない」と願をかけたところ疫病が治まったという。
以来「万年願」となって祇園山笠を出している。

29

613 岡垣町 37 開創大祭
10月第1月曜
日

本堂前の境内広場に結界を張り,柴燈大護摩壇を荘厳し住職を山主とし,導師並びに九
州修験の会の真言行者(山伏)による柴燈大護摩を厳修する。不動寺開創以降の,篤信
者,地域住民,先代住職,ご本尊様への努力に対しての報恩謝徳の大護摩祈祷。修法後は
燃えた壇木の上を歩く火渡りの儀式を行い,不動様の慈悲の力による聖なる炎に触れ,
参詣者各位の身体健康,家内安全,厄難消除,病気平癒,息災延命,商売繁盛等の所願成就
を祈念する。　※成田山不動寺

1

614 岡垣町 37
高倉神社秋
季大祭

高倉
10月上旬の
三日間

海の幸,山の幸の豊穣に感謝し祝福する祭りで,10月上旬に3日間行われる。「おくん
ち」と言われ,厳かな神事が行われるほか,提灯を手にした行列取締役を先頭に旗や神
輿などが連なり,仮宮までの御幸・舞踏・相撲・剣道・弓道大会・神楽などの奉納が行
われる。

32

615 遠賀町 38
島津祇園山
笠

島津
7月第3日曜
日

区の人が年1回感謝の気持ちを表す祭事となっており,老若男女が参加する。山笠を伊
豆神社に奉納後,ねじり鉢巻とそろいの法被で山笠を曳き,太鼓と鐘を打ち鳴らしなが
ら地区内を巡行する。折にふれて,掛け声をかける。

2,29

616 遠賀町 38
老良祇園山
笠

老良
7月第3土曜
日

以前はかき山で青年たちが前を,壮年たちが後ろをかいていた。昭和63年頃は山笠を鉄
のソリで曳いて巡回し,神社への帰還は深夜に及んでいた。初山笠の子どもを抱えて山
笠に乗せると病気をしないといわれている。現在は境内で初山神事,祝詞の奏上と玉串
の奉納,子どもの山車への初乗りを行い,遠賀川にお汐井取りに向かった後に太鼓と鐘
を鳴らしながら地区内の約2.5kmの距離を3時間かけて巡行し,1軒ごとに打ち込みを行
う。山車が神社を出発する際,帰還する際ともに左右に3回ずつ山車を回転させる回し
練りが特徴的。

2,29

617 遠賀町 38 髙田神社の神虫生津 7月中旬

3年に1回開催される神幸行事。神主が祝詞の奏上,玉串を奉納後,区民が威儀物を以っ
て地区内約1.2kmの距離を練り歩く。神社出発後は途中でお汐井取りを行い,お旅所で
祭典を行った後,神社へと帰還する。かつては太鼓や横笛を吹いて巡行していたが,現
在はテープに録音したものを再生している。

32

618 遠賀町 38
高家天満宮
遷宮御神幸
行列

上別府 9月24日

遠賀町において,高家天満宮の神幸行事のみが多少簡略化されたとはいえ,毎年継続し
て執行されている。毎年9月24日の夜に行われ,神社での祝詞の奏上と御霊移しの儀式
が終わった後,神輿の前後に区内4組の12張提灯と,笛・太鼓など28種の威儀物を連ね
て,神社からお仮屋公園までの約1.9Kmの距離を2時間かけて往復する。天満宮の神幸行
事は地区のおくんちを兼ねており,地区の有志による出店が天満宮に立ち並ぶ。

32

619 遠賀町 38
浅木神社秋
祭(前夜祭)
神幸祭

浅木 10月7日

夜間に行われる神幸行事。戦前は隔年開催であったが,戦後は5年に1度,平成4年
（1992）から3年に1度に改め,平成29（2017）年からは6年に1度開催されている。神社
での祭典や御魂移しを行った後,高校生以上の未婚男性が神輿を担ぎ,12張り提灯や威
儀物で隊列を組んでお旅所まで太鼓を打ちながら巡行する。お汐井取りで容器として
使用する青銅製の御麗水は約200年前に当時の黒田藩主より下賜されたもので,使用す
る神輿は文化6（1809）年に国主の命で郡奉行永田伊左衛門が再興したもので,昭和52
（1977）年に大修理を行っている。

32
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620 遠賀町 38
牟田神社秋
の祭典御幸

尾崎 10月14日

3年に1度開催される神幸行事で,元は愛嶽神社の神幸行事として8月24日の例祭の前夜
に行われていたが,大正11（1922）年に牟田神社に移転合祀されて以降は,牟田神社で
開催されている。7体の鼻高面を先頭に,太鼓や笛,獅子面などの威儀物とともに神輿を
担いで地区内を練り歩き,貴船神社跡地のお旅所までを往復する。

32

621 遠賀町 38
春祭り(祈願
祭)

島津,尾
崎,広渡,
浅木,虫生
津,老良

4月中旬～5
月中旬

田植え前に今年の豊作を神に祈願する行事で,地区によっては神社の春祭りとして行わ
れている。老良地区では当番組がお宮に初穂料とお供え物(海のもの,川のもの,米,も
ち米,果物,地野菜)を準備し,区の代表者を中心に祭典が行われた後,車座になって座っ
て直会を行うが,お神酒を飲む前には「いわさか」と言って乾杯を行う。広渡区では
「一夜で咲いた菜種の花」の伝承に関連して麦藁くんちと呼んで万年願としている。

8

622 遠賀町 38 お獅子さま 木守 6月上旬
五穀豊穣,厄除け行事。隣組長が芦屋の浜までお汐井取に行き,井手神社に御幣ととも
に奉納して神事が執り行われた後,獅子頭とともに区の役員の家を訪問して御幣を配布
し,お祓いを行う。区内を周り終えた後は神社で直会を行う。

26

623 遠賀町 38
祇園籠もり
(さなぼり)

広渡 7月上旬
田植えの終わりを祝して行われる行事で,関係者が神社に集まり祝宴を開き,田の神へ
の感謝と田植えの慰労を行っている。

8

624 遠賀町 38 権現様参り 虫生津 7月中旬

昔大干ばつが起きた際に倉谷権現に雨乞いをしたところ,降雨に恵まれたことがあり,
以来万年願をかけて毎年参詣が続けられている。現在は地区の生産組合を中心にお参
りし,祠の掃除とお供えものを上げて般若心経を唱えている。倉谷権現は天明年間
(1781～1788年)に岩渕の翁(伊藤常足の曾祖父の実兄・常利)からこの地に香春権現の
神を祀りたいとの相談を受けて建立されたと石祠に刻文が残るが,建立の次第について
は翁との約束により刻文に記されていないと言われている。

16

625 遠賀町 38 施餓鬼 今古賀 7月17日

寛文3（1663）年,組頭の柴田次左衛門と林惣右衛門が検田吏に冤罪のため斬首されて
以来,村民のため犠牲となった両名の冥福を祈るため,区を上げて施餓鬼供養を行って
いる。かつては宝樹庵(中ノ堂)と呼ばれるお堂で行われていたが,戸数増加のため公民
館で法要が営まれる。

37

626 遠賀町 38 夏越祭 若松,浅木 7月末頃

新年の始まりから半年間で身についた穢れを清めて災厄を祓う神事。浅木神社では神
主が祝詞の奏上後,左・右・左周りで神拝詞(となえことば)を唱えながら茅の輪をくぐ
り,そのあとに区の代表者・参列者が続いて輪をくぐる。くぐり終えた者は茅の一部を
持ち帰り,夏越の札とともに玄関などに飾り付け,魔除けとしている。

38

627 遠賀町 38 千灯明 若松 8月中旬 寺の境内にたくさんの提灯を飾り,提灯の輪の中で盆踊りを行う。 19

628 遠賀町 38
地蔵盆(地蔵
尊奉納踊り)

鬼津,広渡,8月23,24日
鬼津区では運営委員を中心に,広渡区では重広組を中心に地蔵尊に盆踊り(思案場所)の
奉納が行われている。旧停区ではかつては地区の人が地蔵堂に集まってお籠りをして
いたが,昭和30年代ごろから地蔵尊への奉納踊りへと変化した。

19

629 遠賀町 38 風止め
鬼津,広
渡,上別
府,老良

7月後半～9
月初旬

台風や鳥・害虫などによる作物の被害がないよう祈願する行事で,地区によっては神社
の秋祭りとなっている所もある。上別府尾倉地区では風鎮祭として行われており,祭典
後に参加者による模擬相撲が行われる。

16

630 遠賀町 38 おくんち

島津,若松,
鬼津,広渡,
木守,上別
府,浅木,尾
崎,松の本,
虫生津,老良

9月後半～10
月中旬

昭和35（1960）年,町の公民館提唱により,おくんちの日を全地区10月14・15日に統一
するよう定められたが,親睦融和のため元の日程に戻す地区が現れ,現在では上別府区
で最初に行われた後,各地区でそれぞれ開催されている。各地区では神社に幟を立て,
地区によっては秋祭りや収穫感謝祭,宮日祭として区の代表者が祭典に出席し,直会を
行っている。浅木区では公民館に子どもが集まり飲食やお楽しみ会をやるとともに,当
番組の家に子どもと大人が集まり飲食をともにして過ごす風習が残る。広渡区や木守
区では前日に子ども達による奉納相撲大会が行われている。

8

631 遠賀町 38 お日待 老良 11月30日

日の恵みに感謝するため,一夜を眠らずに当番の家や社に籠り明かす行事で,町内では
老良区のみ簡略化してはいるが現在も行われている。以前は当番の家で行われていた
が,当番となる家の負担軽減のため,平成28（2016）年頃から神社に集まり,当番組を中
心に神事と直会を行うようになった。

16

632 遠賀町 38 お宮座

島津,広渡,
別府,今古
賀,遠賀川,
木守,上別
府,老良

10月初旬～
12月後半

村の内に神の宿を設けて神を迎え,饗応し秋の収穫感謝や翌年の家内安全,新年の祈願
を行う。各区とも神社で祭典が行われ,終了後に公民館に移動して直会が行われるとこ
ろもある。老良区ではお宮座について書かれた巻物(天明5年)と掛け軸を次の当番に受
け渡す当番渡しの儀が行われていたが,平成28年ごろから省略され,お宮座も当番組の
家から神社で開催されるようになった。広渡区では神前やお膳に菰の実(こもぐろ)を
つけるという風習があったが,現在は行われていない。

6

633 遠賀町 38 恵比寿座 島津 12月10日
島津区の2の組が昔から行っている行事。参加者で恵比寿社の清掃とお参りを行った
後,公民館に集まり,主に女性が用意した料理を参加者で飲食する。

17

634 遠賀町 38
歳旦祭(元旦
祭)

島津,若松,
尾崎,広渡,
木守,老良,
浅木,虫生津

1月初旬

氏子の繁栄安泰祈願,新年のお祝いとして各地区の神社で開催されている。参列者には
お神酒やぜんざい,みかんなどをふるまう。広渡区ではかつては元旦祭に併せて牛馬に
乗って1軒1軒氏子の家を回ってお清めをしていたが,現在は神社に獅子頭を用意し,初
詣客のお清めを行っている。

18

635 遠賀町 38
どんど焼き
(ほっけん
ぎょう)

若松,松の
本,遠賀川,
広渡,木守,
上別府,浅
木,虫生津

1月中旬
無病息災や家内安全,災厄払いの行事として神社や公園,公民館で執り行われている。
神社のある地区では神事後に正月飾りなどを焼却し,参列者にぜんざいやかっぽ酒など
をふるまっている。

1

636 遠賀町 38 及第籠り 旧停 3月初旬

かつては男の子は男の子の家,女の子は女の子の家に集まり,春休みに新1年生の歓迎と
進級をかねて祝う行事として行われていた。昭和28（1953）年の大水害以降,一時期行
事が途絶えていたが,地区公民館の建設により行事を復活させ,今日まで継続して行わ
れている。

12

637 小竹町 50
南良津獅子
舞

南良津
7月第1日曜
日

宝暦2(1752)年に8年続いた豊作を祝って獅子舞を「秋のおくんち」に奉納したのが始
まりとされる。以来,夏の祈祷の際に舞われ,現在に至る。笛,太鼓の楽にあわせて,前
楽,古楽,道楽,出端の型がある。

26

638 小竹町 50
小竹恵比須
座

12月第1土曜
日

23

639 小竹町 50
小竹祇園山
笠

勝野
海の日を含
む3日間(土,
日,海の日)

疫病退散と怨霊沈静を願い,山笠に人形などを飾り,飾り山ごとに動かしていたが,電燈
線の架設が進むにつれて,その場に固定するか,高さを低くしてひきまわした。山笠は2
年に1度,こどもみこしは毎年奉納されている。

29

640 小竹町 50 地蔵まつり 御徳,赤地 8月23日

町内各所で毎年8月24日に行われ,350年以上も昔のまま継承されてきた地域に根ざした
祭り。地蔵まつりは子どもの成長や幸福を願うもので,昔から子ども達が中心で行って
きたが,現在は子どもが少ないため,地域の人びとで祭りを守り続けている。竹を半円
に湾曲させてその節に火を灯した参道が特徴的で,提灯や灯籠の灯りとともに,竹アー
チからあたたかな柔らかい光が漏れ,夜の道を灯す。

19

641 鞍手町 57 護摩焚き 中山 2月4日 33
642 鞍手町 57 四十四賀 中山 4月4日 39
643 鞍手町 59 安産祭 室木 4月8日 39

644 鞍手町 59
高木薬師大
祭

新北 4月8日

高木には,町指定文化財の高木薬師像を祀った仏堂がある。毎年4月と9月の2回,長家組
と高木組の薬師様籠りをしていた。各家では,豆御飯かお寿司御飯に煮しめなどのワリ
コ弁当を持ち寄り,仏前にワリコを供え,明福寺住職のお経の後,堂内でお籠りをしてい
た。

37
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645 鞍手町 59
長谷観音大
祭

長谷 4月17,18日

4月と10月のそれぞれ17・18日に重要文化財の十一面観音像が御開帳になる。秋は寺の
祭りだが,春は区の祭りで,区長が責任者になって運営し,祭りの当番は上・中・下の3
組が順番で受け持つことになる。お供えに特徴があり,鏡餅は厚さ5㎝を超え,径50㎝は
あると思われる大きなものを3段重ね,その間には小餅を2段4か所に置いて隙間を作
る。大餅の一番下は白餅,中は黄な粉をまぶし,上の餅に小豆をつけていて,五穀豊穣を
意味していると言われる。

37

646 鞍手町 57
八剣神社神
幸祭

中山 5月3，4日
5年に1度,神幸祭が行われる。様々な役を担った氏子達が行列をなし,各地区から出さ
れる山笠とともに約5kmを練り歩く。竜笛(りゅうてき),篳篥(ひちりき)といった楽器
を用いた道中楽は,余天楽(えてんらく)が約250年前の江戸時代から伝承されている。

2,29,32

647 鞍手町 59 四万六千日 長谷 7月10日
観世音菩薩の縁日を差し,この日に参ると四万六千日参ったのと同じ御利益があるとい
われる。

37

648 鞍手町 59
お獅子様(祇
園祭)

八尋 7月14日
巡回の途中には各クミ毎に,昔から決まった「中宿」で休憩しながら2二日がかりで廻
る。旭炭鉱では事務所で一括してお祓いを受け,家ごとには廻らなかった。

26

649 鞍手町 58
お獅子様(祇
園祭)

上木月 7月15日
獅子頭を持って,一軒一軒を廻る。各集落ごとに一軒の決められたお休み所があり、獅
子頭を安置する場所が設けられる。一行はここで酒肴の接待を受ける。かつては親睦
の場であるとともに,農作業の手はずなどを打ち合わせる重要な集まりでもあった。

26

650 鞍手町 58 川祭 古門 7月16日
水に関する祈願として行われる。大溝の岸に水神棚を立てる。棚には米・野菜・果
物・トウキビ・イリコ・昆布を供え,左側の竹にはツバメの巣と言われるワラ製の椀を
作って下げて塩を入れ,右側の竹には竹筒を下げてお神酒を入れる。

27

651 鞍手町 58
川祭・お獅
子様

神崎 7月20日
川祭りでは古門大溝の井樋ノ口前に水神棚を立てる。川祭りの後にお獅子様が行われ,
神官が先祓い・鈴・お獅子持ち・槍・太鼓・笛・旗持ちの役を担った氏子達を伴い,神
崎地区全戸に札を配りながら祓い廻る。

26,27

652 鞍手町 58 天満宮祭礼 木月 7月25日 39

653 鞍手町 59
土用干し祈
願

室木 7月31日 16

654 鞍手町 59 お獅子様 新北 7月
午前に熱田神社,午後に熊野神社で神事を行った後,お汐井配り,槍のお祓い,神主のお
祓い,獅子のお祓いの順で各家々を廻る。お祓いに使用する槍からは明治20(1887)年の
文字が読み取れる。

26

655 鞍手町 57 祇園祭
中山山ヶ
崎

7月14，15日 39

656 鞍手町 59 お獅子様 永谷
7月中旬に日
曜日

夏越祭として古くから地域に伝わる。獅子頭を持って,一軒一軒を廻り,無病息災や五
穀豊穣を願う。獅子に子どもを噛ませるとあせもやおできが出来ないと言われる。

26

657 鞍手町 58 日汐井 古門 7月土用の日 8

658 鞍手町 57 お獅子様 猪倉 7月中旬 26
659 鞍手町 57 お獅子様 小牧 7月下旬 26

660 鞍手町 59
地蔵盆(セン
トボシ)

新北 8月24日

新北の皮剥地蔵では,8月24日の祭礼の夜,中川橋から川沿いの参道にかけて提灯を下げ
た。これをセントボシと呼んでいた。昔,村に疫病が流行したが栄町だけは病気が流行
らなかったことから,これは地蔵様のお陰だという事で祭りが始められたと伝えられて
いる。

19

661 鞍手町 59
新北の神幸
祭

新北 10月

熱田神社の神幸行事として行われる。順路は特に決まったものは無いが,熱田神社から
マチ筋を通り,長谷川の堤防を上って,入生のお潮井採り場まで行う。道中の御旅所は
設けないで,お潮井採り場がそれを兼ねる。帰路も同じ道を行列を組んで神社に向か
う。

2,29,32

662 鞍手町 59
永谷万年願
盆綱引

永谷 8月14日
毎年8月14日21時から23時にかけて行われる。新教寺山門から藤かずらで作った大綱の
両端を勢いをつけて一気に県道へ引き出し,地区を上下に分けたそれぞれの引手によっ
て引き合うもので,永谷地区を挙げての行事となっている。

10,30

663 鞍手町 58 地蔵盆 上木月 8月下旬 19
664 鞍手町 58 観音様の祭 上木月 8月20日 37
665 鞍手町 57 二日籠もり 小牧 9月2日 39

666 鞍手町 58 庚申祭 上木月
9月第1土曜
日

8

667 鞍手町 57 丑籠もり 小牧
9月第2丑の
日

昔,牛馬に疫病が流行った時に平癒を祈願したことに始まり,万年願の相撲が奉納され
た事に由来する。現在は子ども相撲が奉納されている。

10

668 鞍手町 59 おくんち 永谷 10月24日 39
669 鞍手町 57 おくんち 猪倉 10月中旬 39

670 鞍手町 58
剣神社遷宮
行列

木月
10月16，17
日

32

671 鞍手町 59 おくんち 永谷 10月下旬 10
672 鞍手町 59 おくんち 新延 10月下旬 39
673 鞍手町 59 おくんち 舟川 10月下旬 39

674 鞍手町 57 おくんち 中山 10月下旬

中山商店街のおくんちは八剱神社の秋祭りで,村のおくんちと全く同じようにしてい
た。ここでのごちそうの中にはおくんち魚と呼ばれるものがあり,これはマビキの事で
この頃が旬であった。神社では幟が立ち,芝居・操り人形・神楽などが上演され,近郷
近在から青年が集まり宮相撲が行われた。

10

675 鞍手町 57 おくんち 小牧 10月下旬 39

676 鞍手町 59 おくんち 新北
10月第3日曜
日

39

677 鞍手町 58 宮座 古門掛津 11月10日

掛津では,神社での祭典の後,お神酒を頂いて当場の家に集まり,神職を主座にして年長
者から座についた。座の給仕は男がすべて執り行い,女は料理作りだけである。宮座の
料理で注目されるのは川魚で,新道のおおよそ幅10m,長さ200mのクリークに水車を何台
も据えて水を干し,鯉・鮒・鯰・鰻など捕れたものを各人につけた。

6

678 鞍手町 59 納めの観音 長谷
12月17，18
日

39

679 鞍手町 58 宮座 古門中組
12月第1日曜
日

中組の神饌は,米1升・掛鯛2尾・神酒・野菜・果物であり,御初穂料は当場が金で包ん
でいた。お宮での祭典には当場がスミタシ(刺身)を持っていき,直会の時に冷酒の肴に
した。その際の服装は紋付であったが,袴は履かなかった。

6

680 鞍手町 58 宮座 古門西原
12月第1日曜
日

当場では,一週間前から木戸口に注連を張り「不浄輩神事中不可侵也」の紙札を下げ,
家の大掃除と畳替えをした。神饌は,米1升・鯛2尾・神酒2升・鏡餅・塩・昆布・果
物・野菜で,これは後でお宮に納めた。

6

681 久留米市 259
玉替祭・成
人祭

御井町 1月15日

元は年始にその年の吉凶を占うため参拝者が木製の玉を交換しあう神事であった。交
換し合う群衆の中に神官が紛れ,そっと袖より金の玉,銀の玉を出し,それを当てた者に
はその年幸運が舞い込むというものである。現在では,参拝者が御籤を引き,景品が当
たるという形式をとっている。

22

682 久留米市 246
兜山けしけ
し祭り

日吉町
3月下旬の日
曜日

日吉町順光寺と高良山の奥,けしけし山を結んでの祭典。不遇の天才画家・青木繁の霊
を慰める碑前祭で,献花,献茶,献句などが行われる。

683 久留米市 246
久留米宝恵
かご

日吉町 3月春分の日

毎年春分の日に市内の日吉神社と商店街を会場として行われる。宝恵籠に乗るのは久
留米では稚児となっており,新1年生がその役を努める。”宝恵籠”30台が日吉神社を
出発し,子ども旗行列,惣裁判衆,宝恵山車など総勢約300人の行列が続き,市内を練り歩
く。
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684 久留米市 246
水天宮春大
祭

瀬下町 5月連休中

毎年5月の連休に,春大祭が行われる。5月3日には,禅寺梅林寺僧侶と水天宮神職によ
る,神仏混合の祭祀「献茶祭」が行われます。境内では,表千家による野点(お抹茶接
待)も行われる。5月5日から7日にかけては,1年で最も重要な祭祀として水天宮例大祭
が催され,さまざまな儀式が行われる。本殿では浦安の舞が奉納され,御神幸祭も行わ
れる。

39

685 久留米市 259
川渡祭(へこ
かき祭り)

御井町 6月1，2日

厄落としのため赤べこを着けて筑後川で水をかぶり,そのままお参りしたことが名前の
由来である。麓の味水御井神社の清水で禊をした後,ふんどし姿で高良大社まで山道を
駆け上がる。境内の楼門前に大きな茅の輪をしつらえ,参拝者には赤手ぬぐいがわけら
れる。

38

686 久留米市 240
川祭り・成
竹大明神祭
礼

田主丸町
野田　石
王

4月第2日曜
日

小麦稈用いた藁苞を作り,その中に干したキビナゴを入れる。一筋の男竹に神酒を入れ
て,ツトとともに葉のついた男竹に吊るす。準備された2本の供物は,筑後川の船着き場
と,古川の汲ん場に立てられる。汲ん場に立てるのは,馬が河童に引かれぬようによう
にとの思いが込められている。

27

687 久留米市 251 動乱蜂 山川町 9月15日 第4章,第3節,22「動乱蜂」参照。 31

688 久留米市 238
神鉾神社御
年紀大祭

田主丸町
竹野富本

4月 戌年に御神体披露｡浦安の舞奉納。稚児行列。 6

689 久留米市 236 玉替え神事

田主丸町
田主丸下
祇園町
祇園神社

4月15日 現在は神事を行うのみ。元は神輿で商店街を巡回していた。 22,32

690 久留米市 241 川祭り
田主丸町
牧

5月 川辺で短冊(住民の名前記載)を掛けた笹を立てる。 27,36

691 久留米市 240
竜王堂の祭
礼

田主丸町
石垣　石
垣観音寺

5月1日 周辺地域の住民が集まり祭礼(読経)を行う。終了後,各集落持ち回りでお籠りをする。 37

692 久留米市 259
大学稲荷冬
籠祭

久留米市
御井町

12月8日
一年間の厄を払い清らかな気持ちで正月を迎えるための祭り。高良山中腹に鎮座する
大学稲荷神社にて,本殿の祭典の後,参拝者が祈願を込めた神木を焚き上げ,その成就を
お祈りする。

1

693 久留米市 252
八丁島の御
供納

宮ノ陣町
八丁島

12月14,15日 第4章,第3節,37「御供納」参照。 39

694 久留米市 248
納め不動火
祭り

上津町 12月28日
僧侶が法弓作法,宝剣作法,洒水(本尊･行者･信徒を清める)という伝統に則った儀式を
行った後,炉に点火し読経のなか,1年間お不動様の分身としてお護りいただいた御札・
お守りを,炎々と燃え上がる智慧の炎で焼き尽くし1年間の御加護に感謝する行事。

1

695 久留米市 166
下田部落祇
園祭獅子舞

城島町下
田

7月15日の前
の日曜日

公民館役員と下田の小・中学生によって執り行われる。雌雄の獅子頭を交代で被り町
内を廻る。囃子は男児が打ち,お汐井でのお清めは女児が受け持つ。下田を東西に分か
つ地区境では,獅子が背負った邪気を清めるという意味で「炎の舞」が行われる。

26

696 久留米市 166 獅子舞
城島町城
島

7月中旬の日
曜日

元は青年による獅子舞であったが,昭和40年頃から主体を子どもに移した。その時に揃
えた子ども獅子と元からあった大人獅子が二手に分かれて町内を廻る。

26

697 久留米市 239
子ども獅子
舞

田主丸町
菅原片ノ
瀬

7月14日 祇園祭の一環として行われる。獅子は雌雄に分かれて別々に集落内を祓って廻る。 26

698 久留米市 239
秋葉さまの
夏祭り

田主丸町
恵利三角

7月28日 町内獅子打ち。 26

699 久留米市 238
茅の輪くぐ
り

田主丸町
中尾西郷

7月 4

700 久留米市 240
八幡さまの
子ども獅子
舞

田主丸町
殖木明石
田

7月1日 子ども獅子舞。 26

701 久留米市 236 風鎮祭
田主丸町
豊城怒田

7月第1日曜
日

公民館前に幡を揚げ,神主が祝詞を上げる。 17

702 久留米市 240 獅子舞

田主丸町
益生田
麦生矢倉
八幡

7月第1土曜
日か日曜日

昔から青年有志によって行われている。区内を獅子祓いして廻り,獅子の口が開いた
時,その中に各家の熨斗袋を入れる習慣がある。

26

703 久留米市 239
八幡さまの
夜渡

田主丸町
恵利恵利

8月7日

かつては「七夕夜渡」と呼ばれる陰暦7月7日の祭りであったが,現在は8月7日に夏越の
茅の輪くぐりと一緒に行われている。本来は子どもの獅子廻しであるが,少子化の影響
で現在は役員の大人が廻っている。八幡宮での神事の後,鳥居の前で獅子頭がお祓いを
し町内を巡回する。最後は八幡宮に戻り,今度は拝殿の前で獅子頭がお祓いをし終了す
る。

26,36

704 久留米市 235
子ども獅子
舞

田主丸町
秋成亀王

8月25日
古い獅子は明治5(1872)年に奉納されている。天満宮で子ども達が獅子打ちを行った
後,各戸を巡行する。その後亀王公民館にで片付けをする。

26

705 久留米市 235
子ども獅子
舞

田主丸町
船越小川

8月25日
子ども達が獅子頭をもって集落の各戸を回る。獅子を迎えた家は御幣を受けると玄関
に張り,家内安全と子どもの健やかな成長を祈願する。

26

706 久留米市 255 放生会 北野町 9月14日

毎年9月15日に,五穀豊穣,無病息災を祈願して行われている花火大会で,約300年の歴史
を誇る伝統行事。打ち上げ数は約2000発で,打ち上げ場所が住宅地の中心部,観覧場所
から50m程度しか離れていないため,頭上で花火が繰り広げられ,かなりの迫力となって
いる。

39

707 久留米市 158
十五夜さん
綱引き(満月
綱引き)

大石町 9月
無病息災・五穀豊穣祈願の行事で,大綱の形状が一方の端に丸く輪を作り,他方を二又
に分けることから大蛇の姿を表現したとも伝わる。昭和12(1937)年に途絶えたが,昭和
52(1977)年に地域によって復活。

30

708 久留米市 240 三夜様
田主丸町
益生田
二田

9月8日 祭礼を行い,お籠りをする。 39

709 久留米市 241
天満神社夜
渡の獅子舞

田主丸町
上原　原

9月15日前後
の日曜日

天満宮を出発し,赤鬼・青鬼が先導しながら雌雄の獅子一対が獅子打ちしながら原区の
各戸を廻る。区内を廻る途中,三津留水神社や区長宅などでは獅子舞が奉納される。舞
には楽は無く,獅子方が呼吸を合わせながら行う。天満宮に帰還後,鬼を追いかける形
で,天満宮の周りを3周する。

26,36

710 久留米市 238 堂籠り
田主丸町
地徳　森
山

9月 32

711 久留米市 238 夜渡相撲
田主丸町
中尾　西
郷

9月23日 子ども相撲の奉納。 10,36

712 久留米市 239
柳瀬おくん
ち獅子舞

田主丸町
八幡　柳
瀬玉垂宮

10月第2日曜
日

氏子などの家々を廻り,「門付け」と呼ばれる魔祓いを行う。夜に宮に戻り堂廻りが行
われ,最後は玉垂宮前で,普通騎馬・振り分け騎馬・走り騎馬と呼ばれる三種の舞(坪
舞)が奉納される。この獅子舞にはシュロの皮で編んだ蓑と,雌雄それぞれの頭を紐で
結んだ獅子が使われる。

26
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713 久留米市 238
天満神社の
茅の輪くぐ
り

田主丸町
地徳　中
原

10月 4

714 久留米市 238
阿蘇神社の
夜渡

田主丸町
地徳森山

11月 4,36

715 久留米市 236 虫追い祭 田主丸町 11月中旬
源平合戦の故事に由来する。武者人形2体,馬1頭が戦いながら商店街,耳納の市会場を
練り歩く。夜は巨瀬川の川原で合戦を行う。現在は3年に一度の開催。

15

716 久留米市 166 御神幸
城島町江
上本

12月第1日曜
日

32

717 久留米市 238 堂籠り
田主丸町
中尾西郷

10，11月 仮宮への御神幸。 32

718 久留米市 238
天満神社く
んち

田主丸町
地徳中原

11，12月 宮座と神主による神事。 6

719 久留米市 259
高良山獅子
舞

御井町 10月10日
「祓い」の意味を最も単純・厳粛な形で表現した獅子舞。昭和36年に中断したが,昭和
52年に保存会が結成され復活。元旦祭や高良山おくんちで奉納。

26,32

720 小郡市 261
虚空蔵さん
祭り

小郡 1月13日

虚空蔵さんの前に置かれた幸運賽銭を借りて財布に入れておけば,1年中小遣いに不自
由しないといわれる。次の祭日に倍にして返す。当日はお堂の前にテントが張られ,役
員が御神酒や餅を用意し,参拝者の接待を行う。1月13日と9月13日の年に2回行われ
る。

6

721 小郡市 261
虚空蔵さん
祭り

三沢 1月13日

虚空蔵さんの前に置かれた幸運賽銭を借りて財布に入れておけば,1年中小遣いに不自
由しないといわれる。次の祭日に倍にして返す。当日はお堂の前にテントが張られ,役
員が御神酒や餅を用意し,参拝者の接待を行う。1月13日と9月13日の年に2回行われ
る。

6

722 小郡市 261 恵比須祭り 小郡 1月13日
毎年1月13日に下町の人びとにより行われている。神官を招いて神事を行った後,参拝
客にお茶とかまぼこを振る舞う。

6,23

723 小郡市 261 左義長 小郡 1月13日 小正月の火焚き行事。どんど焼きとも呼ばれる。五穀豊穣と無病息災を祈る。 6

724 小郡市 262 左義長 二森 1月13日 小正月の火焚き行事。どんど焼きとも呼ばれる。五穀豊穣と無病息災を祈る。 1

725 小郡市 263 左義長 松崎 1月11日 小正月の火焚き行事。どんど焼きとも呼ばれる。五穀豊穣と無病息災を祈る。 6

726 小郡市 264 粥占い 大保
1月15日
2月6日

御勢大霊石神社の神事。1月15日に新米2合半を炊き,神前に供える。2月6日に神前から
下げて氏子に供覧し,粥のカビの兆しにより,その年の豊凶や天候を占う。

11,25

727 小郡市 264
初午祭(初午
さん)

西島 2月初午

壇ノ浦の戦いで敗退した平家一門の慈禅尼が岩穴に隠れて霊を祀ったという歴史をも
つ黒岩稲荷神社で行われる五穀豊穣・商売繁盛を祈るお祭り。神前に紅白の餅や鯛,米
などが供えられ,多くの参拝客が訪れる。色とりどりの初午おこしは,お土産としても
喜ばれている。

17

728 小郡市 263
権現さん祭
り

干潟 3月15日

3月15日,大字干潟の3つの区(干潟・佐野古・下鶴)で行われる。当日は世話役が祭事の
準備をした後,祭礼を行い,直会を行う。午後からは子ども達が来てにぎわう。各家庭
では,この祭りにコウバシを作り,権現さんに供えた。コウバシは,裸麦を釜で炒り,引
き臼でひいて粉にし,砂糖を入れて甘みをつける。人の悪口を言おうとしても口を動か
すと粉が飛び出るので,言わないようにこれを食べると言われている。子ども達は,こ
の粉を小さな袋に入れてもらい,木の葉ですくって食べた。花立山の権現さんでは,干
潟・下鶴・佐ノ古の神社総代が神事に参列し,山の頂上に祭旗を掲げ,麓の広場まで出
店が並び,おこしごめは有名である。干潟区では,親戚を招き,酒宴を催している。

8

729 小郡市 261
粥占祭(お
粥)

福童
2月15日
3月11日

新米1升で固めの粥を炊き神前に供える。東西南北が示された器に棒が置かれ,棒が交
差する中央を大中臣神社として「東福童・今朝丸・西福童地区」の1年の吉凶を占う。

11,25

730 小郡市 264 石祭り 大保 4月15日

藁や薪を燃料とした生活から石炭・石油を焚くようになった生活様式の変化に対する
信仰として生まれた祭りである。地元の人達の間には,氏神様の御神体が石であること
から,そのたたりを恐れて祭りが始まったとの言い伝えがある。浪曲や仁輪加などが催
されたが,今は祭典だけが行われている。

8

731 小郡市 261
サナボリ
(風旗)

大板井 6月下旬 手水舎南側の細い木に立てられる。 3,28

732 小郡市 261
サナボリ
(風旗)

大崎 6月下旬 参道脇の銀杏の木に立てられる。 3,28

733 小郡市 261 祇園祭 小郡
7月第4日曜
日

上町区・東町区・中町区・中央1区・駅前区・新町区・下町区による小郡連合区の合同
神事。昼前に神官による修祓の儀,各区の神社総代による玉串奉奠が行われる。神事を
終えた後,お祓いを受けた各区の神輿が,祇園神社から各区へ出発する。

9

734 小郡市 260
サナボリ
(風旗)

上西鰺坂 6月下旬 神殿から見て南西にある木の梢に付けられる。 3,28

735 小郡市 262
サナボリ
(風旗)

下岩田 6月下旬 参道西側の樹木に立てられる。 3,28

736 小郡市 261
サナボリ
(風旗)

寺福童 6月下旬
境内の旗立石に取り付けられた金属ポールに立てられる。夏の例祭で神事を行った後
に立てられる。

3,28

737 小郡市 262
サナボリ
(風旗)

二タ 6月下旬 境内の一番高い樹木に立てられる。 3,28

738 小郡市 262
サナボリ
(風旗)

二森 6月下旬 境内の旗立石に取り付けられた金属ポールに立てられる。 3,28

739 小郡市 260
サナボリ
(風旗)

平方 6月下旬 参道北側の樹木に立てられる。 3,28

740 小郡市 261
サナボリ
(風旗)

福童 7月11日
楼門南側の槙の木に立てられる。取り替えは7月に行われる御願立ての日。平成
30(2018)年は7月11日の午前中に旗の立て替えが行われた。

3,28

741 小郡市 262
サナボリ
(風旗)

古飯 6月下旬 参道東側の銀杏の木に立てられる。 3,28

742 小郡市 260
サナボリ
(風旗)

光行 6月下旬 神殿西側の樹木に立てられる。 3,28

743 小郡市 260
サナボリ
(風旗)

八坂 6月下旬 神殿西側の銀杏の木に立てられる。 3,28

744 小郡市 260 獅子舞 上西鰺坂 7月中旬
田植え後のサナボリの行事として,無病息災・五穀豊穣を祈願し,集落の青壮年を中心
に老若男女,小学生の児童も含めて参加する。赤黒2頭の獅子が集落を巡回する。

8,26

745 小郡市 260 獅子舞
下西鯵坂
(十楽)

7第1日曜日
老松神社での神事の後に,雄の赤獅子,その後に雌の黒獅子が後に続き,太鼓や鉦,法被
を着た子ども達が列を作って地区内の家を巡行する。

26

746 小郡市 260 獅子舞
下西鯵坂
(城)

7第1日曜日
老松神社での神事の後,赤獅子,黒獅子,太鼓,鉦がついて地区内を巡行する。一時途絶
えていたが,城地区の若獅子会が昭和60年代後半に復活させ,今では若獅子会を中心と
して行っている。

26

747 小郡市 261 獅子まわし 小郡 7第4日曜日
田植え後のサナボリの行事として,無病息災・五穀豊穣を祈願し,集落の青壮年を中心
に老若男女,小学生の児童も含めて参加する。赤黒2頭の獅子が集落を巡回する。

8,26

748 小郡市 264 夏祈祷 津古 7月初旬 7月初旬,2日間にわたって行われる。2日目には茅の輪くぐりも行われる。 19
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749 小郡市 264
茅の輪くぐ
り

津古 7月初旬

夏祈祷行事の2日目に行われる。前日までに氏子によって作られる茅の輪をくぐり,無
病息災を祈る行事。茅の輪前で浄めの水をかけてもらい,一礼して茅の輪をくぐる。神
殿までの長い通路を歩き,拝殿正面で二礼二拍手一礼し,神殿に向かって左手に回り,そ
の後本殿の後ろで二礼二拍手一礼し,神殿を一周する。これを3回行う。裸足で行われ
ることと,当日参拝できない家族分の着物を風呂敷に包んで参拝するのが特徴的であ
る。

19

750 小郡市 264
茅の輪くぐ
り

大保 7月初旬

氏子によって作られる茅の輪をくぐり,無病息災を祈る行事。茅の輪は拝殿を上がった
ところに設置されるが,新型コロナウイルス感染症拡大時には拝殿前に設置された。女
性は右へ3回,男性は左へ3回まわり,二礼二拍手一礼する。参拝者へは茅を数本束ねた
ものが授与される。

19

751 小郡市 264 ヨド 津古 7月6日
毎年7月6日に行われる。境内には小・中学生がつくった御神燈が灯され,拝殿には大き
な提灯,提切(チョウギリ)と呼ばれる組み立て式の櫓門には小さな提灯が下げられる。

8,36

752 小郡市 261
ヨド(夏の例
祭)

寺福童
7月末頃の週
末

夕方から夜にかけての祭り。16時に神主とともに神事を行った後に小学生(高学年)の
男子が相撲を奉納し,女子は灯籠を作って境内各所に配置する。

15,36

753 小郡市 264 ヨド 西島
7月第2日曜
日

現在「西島竈門神社よど祭り」として行われている。神社本殿で「さなぼり懇親会」
が行われたり,子ども会による「こども神輿区内巡行」や西島ひょっとこ踊り愛好会に
よる「奉納踊り」が催される。

8,36

754 小郡市 261 御願立て 福童 7月11日 作物の成長と無病息災を祈る。東西福童から参加する。 17

755 小郡市 261 川祭り 福童 7月11日

水路で水神を祀る。水の恵みを感謝し,水害がないことを願う。祭りは年に一度,東西
福童水利組合と宮司が参加して執り行う。日時は毎年7月11日,大中臣神社の御願立て
終了後,「やぐら」は水路の中央に立てられる。材料の竹は西福童区の人が取って来る
が,他は両区の人で準備する。祭りでは宮司の祝詞,お祓いに続き,参加者が祭壇に玉串
を奉納する。最後に供物の米・塩・酒を水路にまく。

17,27

756 小郡市 263 ヨド 松崎 7月下旬
夏祭り。松崎のヨドは子ども達が中心であり,子ども達が紙灯籠を参道に並べ,神社で
お菓子をもらうとのこと。夜には夜店とくじ引き所が出て,賑わいを見せる。

8,36

757 小郡市 263 獅子追い 松崎
7月10日前後
の日曜日

田植え後のサナボリの行事として,無病息災・五穀豊穣を祈願し,集落の青壮年を中心
に老若男女,小学生の児童も含めて参加する。赤黒2頭の獅子が集落を巡回する。

8,26

758 小郡市 263 夏越祭 松崎 7月15
毎年7月15日に行われる。当日は神官による神事があり,祭壇に米・塩・酒・イリコ・
野菜3種・果物3種・ちくわ・天ぷら(丸天)が供えられる。雌雄の鯛が供えられるとき
もある。神事後,お祓いを受けた札を区境に立てていく。

15

759 小郡市 260 獅子舞 八坂
7月初旬の日
曜日

田植え後のサナボリ頃の行事として行われる。無病息災,五穀豊穣を祈願する。神殿で
の神事の後,赤と黒の獅子と太鼓の打ち手が境内で太鼓や鉦に合わせて舞を奉納し,神
殿を3周し町内の各戸を祓い廻る。かつて祭りの担い手は青年周で神社でお籠りもあっ
たが,現在は育成会や区役員協力の下,子ども達が主役となって行っている。

8,26

760 小郡市 264 獅子まわし 大保 8月2日

8月1日夜は社務所に宿泊して,翌2日3時に起床した後,大川(宝満川)で禊を行い,竹筒に
神水を汲み,4時半に拝殿でお祓いと御幣を受け,赤青の両獅子を伴い,5時にまず宮司宅
へ獅子を追い込む。それ以降は西の方から集落の各家庭を回り,在家の悪魔・穢れを払
い,災禍を追い払う。団地では5組と3～4組間の三叉路にて獅子舞による悪魔祓いを行
う。

8,26

761 小郡市 261 獅子追い 大崎 8月7日
田植え後のサナボリの行事として,無病息災・五穀豊穣を祈願し,集落の青壮年を中心
に老若男女,小学生の児童も含めて参加する。赤黒2頭の獅子が集落を巡回する。

8,26

762 小郡市 261 名月さん 大板井 9月15日

旧暦8月15日の満月の夜,中秋の名月を観賞し,農作物を供えて感謝を表す行事。大板井
1区の名月さんは,子ども達が集落の家々を回ってお菓子をもらう行事である。市内各
地では同じような形の名月さんが行われており,参加できるのは大体小学6年生までと
なっている。

5

763 小郡市 261 名月さん 小板井 9月中旬
旧暦8月15日の満月の夜,中秋の名月を観賞し,農作物を供えて感謝を表す行事。現在
は,子ども達が集落の家々を回ってお菓子をもらう行事である。

5

764 小郡市 261 名月さん 福童 9月中旬
旧暦8月15日の満月の夜,中秋の名月を観賞し,農作物を供えて感謝を表す行事。現在
は,子ども達が集落の家々を回ってお菓子をもらう行事である。

5

765 小郡市 264 名月さん 西島 9月中旬
旧暦8月15日の満月の夜,中秋の名月を観賞し,農作物を供えて感謝を表す行事。現在
は,子ども達が集落の家々を回ってお菓子をもらう行事である。

5

766 小郡市 264 名月さん 津古 9月中旬
旧暦8月15日の満月の夜,中秋の名月を観賞し,農作物を供えて感謝を表す行事。現在
は,子ども達が集落の家々を回ってお菓子をもらう行事である。

5

767 小郡市 262 ダブリュウ 二タ 9月23日

水神祭りとして川原に笹竹を立て注連縄を張り供物を供える。川の神に対して川や水
の恵みに対する感謝の念と,川に牛馬を入れて汚すことのお詫びをかねて行う行事。水
神様が祀られている7か所に笹竹を立て,ナス・芋・鮒・小さく切って括った竹24本な
どを供物として添える。

17,27

768 小郡市 263
秋の権現さ
ん

干潟 9月15日
毎年9月15日,佐野古区が日方神社(英彦山権現とも呼ぶ)で行う。区の大半を占める福
田家の祖先が神社を勧請したからだろうとのこと。当日は氏子が集合し,境内の掃除を
した後,祭壇に御神酒を供え,神殿で練り物・おにぎり・菓子などを食べる。

6

769 小郡市 263 放生会 松崎 9月15日
当日の朝に神官を招いて神事を行い,夕方からは夜店が並び祭事が行われる。紙灯籠が
神社までの参道に並べられる。野舞台で氏子達がこぞって演芸を披露する。また,くじ
引きなどもあり,ふるさとの楽しい憩いの時である。

39

770 小郡市 263
上岩田注連
ねり(人形じ
め)

上岩田 10月19日
江戸時代から伝わる行事で,収穫したばかりの新藁で上岩田宮座(総代)の人たちを中心
に作られる。注連縄奉納後,神官を迎え,五穀豊穣の祈願の神事となる。

4

771 小郡市 263
早馬祭(早
馬)

乙隈
10月16日又
は17日

家内安全・五穀豊穣の祈りが込められた祭事。座元の家で新しく収穫された稲で早馬
を1頭作る。飾り縄を藁の中に入れ,藁を縄で締めながら作っていく。神社での神事の
後,早馬を担いで区内を一周する。本来は青年団が行っていたが,戦後は男子が行うよ
うになり,近年は男子が少なくなったことから女子も参加するようになった。飾り縄は
各家に持ち帰り,玄関先に掛ける習わしになっている。

4

772 小郡市 263 堂籠り 佐の古 10月31日
10月末に火を焚いて祭神を出雲へ送り,11月末に迎える夜の祭り。焚火の材料は座元が
用意する。火のそばにテーブルや椅子を置き,火が焚かれると飲食しながら火の番をす
る。

15

773 小郡市 263 堂籠り 吹上 10月31日

10月末に火を焚いて祭神を出雲へ送り,11月末に迎える夜の祭り。以前は笹や竹,枝を
積んだ櫓作りも世話役の青年会と子ども達が行い,翌朝まで夜通し火を焚き続ける行事
だった。平成25(2013)年からは泊まりを止め,21時頃に点火し,23時頃には終了する。
櫓も今は大人が作る。

15

774 小郡市 261 堂籠り 大板井 11月30日

神無月の出雲の神集いから戻る祭神を,火を焚いて迎える祭り。毎年11月30日に行われ
る。出雲へ送る祭りは無い。宮総代や区長など10数名で執り行う。場所は神殿と楼門
の間。16時の掃除に始まり,直会をしながら20時半ごろまで焚き続ける。かつては当日
の朝にも村内の広場で会食があり,子どもも大人も参加した。神田があった頃に収穫を
神社の費用に充てたので,その残りを皆で楽しんだ。

15

775 小郡市 264 堂籠り 三沢 11月30日

出雲から帰る祭神を火を焚いて迎える祭り。毎年11月30日に行う。10月の神送りの祭
りは行わない。神殿前の広場に木や竹を組み,日が暮れ始める頃に点火する。氏子は班
に分かれており,当番班が準備を担当する。薪は境内の木の枝や竹の他,氏子が持って
くる。かつて薪集めは子どもの仕事で,夜は拝殿に泊まっていた。火焚きも平成
22(2010)年ごろまでは夜通し行っていた。

15
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776 小郡市 264 恵比須座 津古 12月

20軒ほどによって座が構成されており,明治時代頃から今も続いている。1年に2回の座
が開かれ,その時に幟を立て鯛と米をお供えする。しかし,平成22(2010)年頃からは1年
に1回となり,12月に行われている。おおよそ2反の恵比須座の田圃があり,座元の4軒ず
つが交代で米を作る。座の時に鯛を載せる決まった鉢があり,それは座元が持ち回りす
る。

6,23

777 小郡市 263 恵比須祭り 立石
12月第1日曜
日

周辺住民によって回される座。12月3日に行われていたが,勤め人の関係で第1日曜日に
行われるようになった。神官を呼んで神事を執り行った後,札を挟んだ細い青竹を次の
世話人の背に刺して,世話役の交代を行う。

6,23

778 小郡市 264 川祭り 三沢 12月10日

水神を祀る祭礼で「川祭り」と呼ばれている。毎年12月10日,日吉神社の祭礼の日に住
民と神官で行う。水を汚すことを詫びるとともに,水の恵みに感謝し,災害がないこと
を願う行事。水神を囲む四角に笹竹を立てて注連縄を渡し,笹竹に藁苞や笹竹の束を提
げる。女竹で作った棚には供物を供える。祭りの起源は不明だが,大正9(1920)年の資
料がある。

17,27

779 小郡市 264
早馬祭(早
馬)

横隈
11月第3日曜
日

無病息災と五穀豊穣を祈願する行事。隼鷹神社の例祭の行事で,当番の組内全員によっ
て2頭の早馬が作られる。新しい稲束の中に葉のついた竹を中心に籾と大豆を入れ,こ
れを締めて大きな馬の形に作りあげる。

4

780 小郡市 261
七夕祭(七夕
さん)

大崎 8月6,7日
6日夜から7日にかけて行われる。市内はもちろん遠方からの参詣者も多く,境内から道
路までたくさんの夜店が立ちにぎわう。

20

781 小郡市 261 ヨド 大板井 8月上旬
当日は昼前から神官による神事が行われ,茅の輪くぐりや祭儀が執り行われる。ヨドは
昔から続いているものであるが,茅の輪くぐりは平成12(2000)年から始めた。ヨドは大
板井1区と小板井1区で行っており,幹事は1年交代であるとのこと。

9,36

782 小郡市 263 ダブリュウ 乙隈
他地域と同じく水の恵みを感謝し,水害がないことを願う行事。地元の方に聞き取りを
行ったところ,漢字では「田風流」と書くといい(※他の地域では「馬風流」「駄風
流」とも書く),農業的な意味合いが強いとのことである。

17,27

783 小郡市 260 ヨド 平方
夏に子ども達が集い,集落の御堂で一晩過ごす。平成12(2001)年,集落に対象となる子
どもがいなかったため中止された。

15,36

784 小郡市 262 ダブリュウ 古飯
牛馬を洗って不浄になったことを水神にお詫びする祭祀。芯の留まっていない笹竹へ,
麦藁で作った藁苞にイリコを入れて下げ,イリコ・塩・酒をまいて水神様に断りを言
い,門内の世話人の家で会食する。

17,27

785 小郡市 260 川まつり 八坂
水路に「川まつり八坂」の文字が書かれた筒が設置してあり,そこには竹筒と魚,笹飾
りされた竹が立ててある。水路の水を落とす前と稲刈り前に,年に2回笹竹を立てると
いう。近所3軒でやっている。

17,27

786 小郡市 260 ダブリュウ 八坂
水路に「川まつり八坂」の文字が書かれた筒が設置してあり,そこには竹筒と魚,笹飾
りされた竹が立ててある。水路の水を落とす前と稲刈り前に,年に2回笹竹を立てると
いう。近所3軒でやっている。

17,27

787 小郡市 260 ダブリュウ
下西鯵坂
(十楽)

4本の笹竹を組み,供物を添えて烏田川に立て,川の恵みに感謝する。 17,27

788 小郡市 260 ダブリュウ
下西鯵坂
(京手)

7月第1日曜
日

笹竹に,白米のおにぎり入りの藁ツト・ナス・芋・鮒・小さく切った竹2本を供物とし
て添え,京手南の道路沿い水路のブロック塀に立て,川の恵みに感謝する。

17,27

789 小郡市 260 ダブリュウ
下西鯵坂
(京手)

10月第1日曜
日

笹竹に,藁ツト(中身は空)・ナス・芋・鮒・小さく切った竹2本を供物として添え,京手
公民館前の水路横の道路に立て,川の恵みに感謝する。

17,27

790 小郡市 260 ダブリュウ
下西鯵坂
(末次)

末次のバス停南の水路に,供物を添えた笹竹を2本立てる。水路の上を両側から笹竹2本
を交差させて結び,そこに供物を供え,川の恵みに感謝する。

17,27

791 うきは市 227 鬼火たき 浮羽町 1月7日
前日に裏庭から切出した竹で櫓を組む。中には勢いよく燃えるように杉の葉や稲ワラ
を,破裂音を出すため青竹を大量に詰め込む。7日早朝,日の出前に櫓に点火し正月飾り
などを焼く。火や灰は,かまどや火鉢に入れ,その火で鏡餅を焼いて食べる。

1

792 うきは市
229,
230

本佛寺大黒
天祭

浮羽町流
川,吉井町
屋部

1月8日 各家庭の大黒天を持ち寄って,すす払い法要が行われる。 18

793 うきは市 226 粥占い
浮羽町田
篭

1月15日
3月30日

1月15日,宮司あるいは氏子総代が3合3勺粥を炊き,それを陶製の皿に盛り,筑前・筑
後・豊前,前後の4区に区分してお粥箱入れ,社殿に収めておく。その後,3月30日にお粥
開きを行い,カビの生え方や色の付き方などによってその年の吉凶を占う。

25

794 うきは市 229
大生寺大般
若祈祷

浮羽町 1月1～3日 元旦から3日まで盛大に行われる。 18

795 うきは市 229 鳩替
浮羽町隈
上

3月29日
昔は金の鳩を青年たちが奪い合っていた,現在は参加者が掛け声とともに数字の書いた
札の交換を繰り返し,宮総代が告げる当たり番号の持ち主に真鍮製の鳩が授与される。
その後,松明を持った鬼が社殿を3回周って打ち上げとなる。

22

796 うきは市 231 粥占い
吉井町千
年

3月1日
4月3日

25

797 うきは市 227 粥開き
浮羽町山
北

3月社日 同時に鴨替が行われる。 25

798 うきは市 231
長野水神社
の五霊社

吉井町福
久

4月8日

江戸時代,寛文3年の大干ばつを機に,山下助左衛門をはじめ5人の庄屋が筑後川が流れ
る大石地区に堰を造り,掘割を掘って水を引く開削工事を久留米藩に申し出たが,筑後
川を利用した用水路開削工事は難事業であるため,藩からの許可はなかなか下らなかっ
た。5人の庄屋は失敗したら処刑になる覚悟で請願書を提出し,この難工事に着手して
寛文4(1664)年3月完成に至った。この偉業をたたえて5人の庄屋を祀ったのが長野水神
社(五霊社)で,4月8日の春の大祭には,小学生による「浦安の舞」が奉納される。

6

799 うきは市 227
浮羽おくん
ち行列

浮羽町山
北　賀茂
神社

4月11日

正平16(1361)年征西将軍懐良親王が九州を兵乱や戦禍から守るため,竹林因三位中将を
奉勅使に送り賀茂神社に幣物を奉って,山城国の賀茂祭の格式によって祭祀を行い,天
下泰平を祈った。この祭りは代々受け継がれて,今日の「おくんち」として伝わってい
る。毎年4月11日,五穀豊穣と無病息災を願う伝統行事「浮羽おくんち」が行われる。
山北地区の賀茂神社本殿で神事の後,浦安の舞が奉納される。隈上正八幡宮との間を往
復する行列には,振毛槍や「子ども楽」,稚児などが並び,時代絵巻を思わせる華やかな
行列となっている。

9

800 うきは市 229 鎌替 浮羽町 4月17日 22
801 うきは市 227 ヨド 浮羽町 7月11日 36

802 うきは市 231 獅子廻し
吉井町千
年(小江)

7月28日
神社で獅子舞を奉納した後,町内の各家や施設を廻り,そこでも舞を奉納する。各戸を
廻り終え神社に帰還後,神社の周りを三周し獅子を奉納する。現在使われている獅子頭
は200年以上前のもので,10㎏以上あり,胴体はシュロの葉で作られている。

26

803 うきは市 228 ヨド 浮羽町 7月29日 36

804 うきは市 229 えびす祭
浮羽町千
足

7月 23

805 うきは市
230,
231

吉井祇園
吉井町若
宮

7月22，23日
神幸祭の折に,素盞嗚神社(祇園神社)境内と白壁交流広場,高橋神社に飾り山笠が設置
され,吉井祇園囃子が演じられる。御神幸行列は,祇園神社から約1㎞西の高橋神社まで
の間で実施され,獅子祓いも行われる。

2,15,26
,29,32

806 うきは市 228 万年願相撲 浮羽町 8月25日 10

807 うきは市 226 川祭り
浮羽町姫
治本村

9月1日
3本の竹を結わえて川の中に立て,それに鯖又は鰯や茄子を入れた藁苞と神酒を詰めた
竹筒数本を掛け,水難滅除を祈願する。茄子を入れるのは河童の好物だからと言われ
る。

27
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808 うきは市 233 袋田不動尊
吉井町福
益

9月28日 3

809 うきは市 226 川祭り
浮羽町中
村

9月 姫治本村と同じような内容で行われる。 27

810 うきは市 226 川祭り
浮羽町日
森園

9月彼岸
姫治本村と同じような内容で行われる。日森園では,春の彼岸に水引河童が山から降り
てきて秋の彼岸に山に帰ると伝えられており,秋の彼岸の日に行われる。

27

811 うきは市 231
若宮おくん
ち(毛槍)

吉井町若
宮

10月17，18
日

若宮八幡宮の秋祭り。白壁の町並みを毛槍衆が練り歩き,稚児による神幸行列が行われ
る。また,夜には芸能祭が開かれる。

9

812 うきは市 226 山ん神様
浮羽町中
村

12月3日 17

813 うきは市 226 山ん神様
浮羽町栗
木野

12月3日 17

814 うきは市 227
三春天満宮
火鑽神事

浮羽町三
春

12月7日

三春天満宮では,毎年12月7日の例大祭礼式の当日当番区では総出でその準備,一切の世
話を行うが,その中にこの古式豊かな火鑽の神事がある。火鑽杵(桧の丸太棒)を火鑽臼
に立て,火鑽杵を2人がかりで上から押さえ,その杵にかけた綱の両端を各2～3人で交互
に引合い,その木の摩擦によって火を起こす方法である。こうして得られた火を斎火と
いい,神に供える食べ物の煮炊きのほか,各神前の燈火などの火種として用いられる。

6

815 うきは市 226 山ん神様
浮羽町日
森園

12月8日
山神祭では古い祭りの様式が多く残っており,日森園の山神祭では鰯を注連縄に7かけ
半つるし,シトギを供えるなどの行事が行われている。

17

816 うきは市 226 山ん神様
浮羽町小
塩

12月10日 17

817 うきは市 227 山ん神様
浮羽町大
野原

12月13日 17

818 うきは市 229
大生寺虚空
蔵祭

浮羽町 2月,9月 旧13日に開運祈願の祭りが行われる。 17

819 朝倉市 102 バタバタ市
甘木八日
町

1月4,5日

バタバタ市は元々,門前町の初市であったが,寺が豆太鼓の「ばたばた」を売り出した
ことから「ばたばた市」の名が付いた。この太鼓を買うと天然痘のあばた顔にならぬ
と言ったり,子どもの虫よけになると言ったりしているが,安長寺地蔵尊の疱瘡除けの
神幸に起因している。

12

820 朝倉市 91 粥だめし 山田
2月15日
3月最初の卯
の日

粥を納めた3個の容器を神前に奉納し,3月初卯の日に粥開きの神事を行う。カビによる
判定は新神課によって行う。祭事に使われる容器は高杯型の青銅製で,正面に「恵蘇
宮」と書かれている。

11,25

821 朝倉市 87 杷木の泥打 穂坂
3月第4日曜
日

純白の神衣に着替えた代宮司は,境内に設けられた「神の座」につく。傍らには,神田
から運ばれた土で泥がこねられてあり,氏子の中で小学5・6年生の男子12名が代宮司が
泥土の中に座ると同時に,一斉に代宮司の体に泥土を塗りつける。大盃で酒を飲み,酔
いの回った代宮司は,泥土とともに立上って,雌雄の獅子に先導され,約500m離れた地区
外れの道祖神までの御神幸する。この間3～4m毎に用意してある泥土をとって,12名の
子ども達が,よろめく代宮司めがけて投げつけ,家も人も道路も泥だらけになる。代宮
司の体に泥が多くつくほど,その年は豊作であるといわれている。

17

822 朝倉市 87
杷木神社鎮
祭

池田 3,12月

1年中氏子の安全と豊作を守る祭神に,年2回休んで貰うために開催される祭りで,春と
秋(3月と12月)の2度行われる。鎮祭期間中は一切の歌舞音曲や大声等が禁じられ,汚物
を扱うことも厳禁とされる。鎮祭が終わると魔払いの行事である「サメ矢」が行われ
る。

24

823 朝倉市 89
久喜宮祇園
山笠

久喜宮
7月17日に近
い日曜日

祇園様とも言う。元禄8(1695)年に初めて山笠が作られ,毎年地元の方々により輪番で
祀られている。祭りの形態としては,先頭に獅子,次に神輿,最後に山笠となっており,
大変珍しいものとなっている。一対の獅子は家々を廻る。

2,26,29

824 朝倉市 102
甘木祇園山
笠

甘木 7月1～15日
約300年の伝統を持つ須賀神社の祇園祭。現在の山笠神事は,7月1日のお汐井どりに始
まり,13日には子ども樽神輿が町中を練り歩き,15日には「追い山」が行われる。

2,29

825 朝倉市 87
須賀神社祇
園祭

志波 7月15日
16日に子ども神輿,夜神事が行われ,17日に山笠祭典が行われ,上町地区では16日の夜に
大般若が行われる。

2,29

826 朝倉市 102 流灌頂 甘木 8月下旬 施餓鬼供養,流灌頂大法要,千灯明,花火大会が行われる。
19,32,3

7

827 朝倉市 87 蜷城くんち 林田 10月21日

毎年10月21日の美奈宜神社(林田)の神幸祭が行われ獅子舞が奉納される。祭りに奉納
される獅子舞の特徴は,筑前地方に多い伎楽系統の獅子舞とは違って,舞楽を伴わず,芸
能的な要素が少ない。子ども達の頭をかむと病気を除き,獅子が猛に暴れれば豊作にな
るというような信仰に,祓いの獅子の姿がよく伝えられている。神幸祭は秋月種時(秋
月氏14代)が永正6(1509)年に社殿を再興した際に神輿や旗を奉納して以来,無病息災と
五穀豊穣祈願の祭りとして受け継がれてきた。

26,32

828 朝倉市 94
美奈宜神社
御神幸行列

三奈木 10月22日

祭り「三奈木くんち」の中で奉納されている御神幸。御神幸行列の中の羽熊の振込み
は参勤交代を模したものなので,参勤交代が定められた寛永12(1635)年以降のことと推
測できる。祭りに使用されていた面に文政9(1826)年の記述があるので,その頃にはこ
の行列も成立していたと考えられている。

32

829 朝倉市 91
恵蘇八幡宮
神幸祭

山田
10月第3日曜
日

恵蘇八幡宮の秋祭りで,農作物の豊作を祝う。神幸行列は神輿のほかに2組の獅子舞と
毛槍が加わる。いずれも昔からの形式を守り続けたため,2通りの形が現存している。
形状や舞は,静と動,勇と雅の対照的な振りとなっている。「山田区の荒獅子」は荒々
しく早い動きで,雌雄の獅子が互いに噛み合って充足した後,愛情を表す様を描いてい
る。「本きば」と「半きば」の2つの舞があり,後者は前者を半分にしたもの。家々の
前では「半きば」を舞う。「恵蘇宿区の獅子舞」は,笛,太鼓による獅子楽に合わせて
舞うもので,雌雄の獅子の恋愛の様を細やかに表現している。「もわかれ」と「のり」
の2つの舞があり,2部構成になっている。

26,32

830 朝倉市 86 おしろい祭り 大山 12月2日 第4章,第3節,36「おしろい祭」参照。 6

831 筑前町 105
四三嶋の虚
空蔵さまま
つり

四三嶋 1月13日

筑前町の四三嶋地区に,百数十年来,区民を上げて祭祀している「虚空蔵菩薩」があり,
この菩薩は秋月藩中山家(四三嶋)が同藩の興膳善人より譲り受けたもので,もともと
は,中国の帝室から取り寄せたものと言われている。毎年1月13日と9月13日に城山の麓
で開催される「虚空蔵菩薩まつり」は家内安全,交通安全,商売繁盛で知られ,拝殿前の
5円玉を借りて,願い事が叶えば次の祭りで倍にして返すという伝統がある。

37

832 筑前町 104
大黒様まつ
りと物産展

弥永 2月11日
商工会,関係団体による特産品,食品等の販売を行う。名物の大国饅頭,綿菓子,飴湯な
ど美味しい食べ物が並び,福袋の販売や特産品が当たる餅まきなどが催される。「大国
様神輿レース」が行われ,手作りの神輿(60kg)を5名1組で担ぎ,参道を駆け抜ける。

17

833 筑前町 105
孝子弥四郎
祭

夜須町 4月23日
校内の弥四郎像に花を捧げ,「弥四郎の里」で思いを伝えたり,合唱団による弥四郎さ
んの歌を聴いたりする。

39

834 筑前町 105
四三嶋獅子
廻し

四三嶋
6月最終日曜
日

若衆が法被姿で,雌雄の獅子頭と御幣を持って集落の家々を廻り,獅子頭を鳴らしなが
ら玄関より上がり込み,座敷を通り抜けて,縁側より飛び降りる。玄関に出迎えた家人
は,若衆に用意していた桶の水を浴びせかける。

26

835 筑前町 104
大己貴神社
秋季大祭

弥永 10月23日

大己貴神社の秋季大祭「おくんち」は,700年ほどの歴史を持ち,江戸時代には現在の形
になったと言われ,昔からの伝統を受け継ぐ神輿行列には,地域の若手による勇壮な
「毛槍行列」,地域の中学生女子が舞う「浦安の舞」が花を添える。秋の収穫に感謝
し,地域の安心安全な生活を願う。

7

836 筑前町 105
ホウゲン
ギョウ

二 1月7日 1

837 筑前町 105 おくんち 中牟田 10月17日 7
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838 筑前町 104 おくんち 栗田 10月15日 7

839 東峰村 85 岩屋祭 岩屋 5月3，4日
何でも願いが叶うと伝えられる「宝珠石」を御神体とする「岩屋神社」の春の大祭。
村人が威勢よく駆け巡る「あばれ神輿」や厳かな「大護摩供養」などが行われる。

39

840 東峰村 85 薦替え 宝珠山 10月19日
大化4(648)年閏9月19日に,村人に「星の玉・を茅薦(かやこも)で包んでまつれ」との
神のお告げがあり,それ以来,閏年の旧暦9月19日(現在は10月19日)に,本殿内の宝珠石
の薦を数枚残して取り替える薦替えの儀が行われている。

6

841 東峰村 85
福井神社宮
座行事

福井
10月最終日
曜日

現在は資金がないこと等によって祭りは簡略化された。祭元での杯事等は,最寄りの公
民館で簡略化されて行われている(杯事がトウ渡しのことなら神社で,直会なら公民館
の可能性)。前年のおほしを開いての占いは行われていない。また,神社でのトウ渡し
の後に行われた,新祭元の家の裏山でのわら御輿の1年間の保存も行われていない。

6

842 東峰村
84,8
5

お獅子回し
宝珠山～
小石原鼓

6～7月
6月から7月にかけて一つの獅子頭を各地区に回して実施。赤鬼,青鬼がつゆ払いした後
にお獅子がついていく。地区の端まで来ると,獅子頭についている御幣を燃やす。

843 大牟田市 195 水かぶり 三池上町 1月15日
明治元(1868)年の三池地方の大火事以来,火災除け祈願として行われている三池本町祗
園宮の神事。力自慢の若者達が,最重量70kgもある木臼の中に水を入れ,その水をかぶ
りながら臼を放り投げるという,全国的に見ても珍しい行事。

18

844 大牟田市 195 三池初市 三池 3月1，2日

三池往還は,現在の福岡県柳川市と熊本県玉名市を結んだ脇往還で,大牟田市大字三池
一帯は江戸時代の宿場町であった。その宿場町の物々交換から始まったといわれてお
り,約300年以上の歴史を持ち,九州でも最大規模となる200以上の露店が立ち並ぶ。昔
からの名物として植木や刃物の競り市が行われるほか,小学生や中学生のブラスバン
ド,ひょっとこ踊り,太鼓衆響のステージなど様々な催し物が行われる。また「初市風
にあたると1年間は風邪をひかない」との言い伝えもある。

39

845 大牟田市 197 うそ替大祭 宮原町 3月24，25日

菅原道真公を祀っている駛馬天満宮の春と秋の例祭。菅原道真公大宰府配流の際,「う
そ」という鳥が道真公を慰めたという言い伝えに由来している。コウゾの木を削り着
色した「木うそ」を買い求めると抽選でさまざまな商品が当たる。また木うそには番
号が記されており,当選番号となった木うそは,その年に幸運が訪れるといわれる金色
の「木鷽」が渡される。

22

846 大牟田市 190
二十日えび
す

新栄町 4月20日前後
現在では,新栄町アベニューパーキングを会場に,飲食・雑貨・植木苗などの露店が立
ち並び,ステージイベントの他,マグロの解体ショーなどが行われている。

17,23

847 大牟田市 195
三池祇園社
祭礼行事

大牟田市
内各地(代
表：三池)

7月第4土,日
曜日

第4章,第1節,特論1「祇園山笠」参照。
2,29,31

,32

848 柳川市 189
ワラの大人
形

有明町下
八丁

2月1日 第4章,第3節,11「藁の大人形」参照。 4,15

849 柳川市 183
柳川流し雛
祭

隅町 4月3日

春の訪れとともに柳川の町が,雛壇の両脇に飾られる「さげもん」によって華やかに彩
られる。女の子が生まれるとその子の幸せと健やかな成長を願い,初節句のお祝いに親
戚や祖母たちが一針,一針縫い上げていく。この暖かい風習と華やかな「さげもん」を
多くの人びとに楽しんで貰うために始めたのが「柳川雛祭りさげもんめぐり」であ
る。2月11日～4月3日の間に,市内の各地で様々な催しが行われる。

20

850 柳川市 184
沖端水天宮
祭り

沖端地区 5月3～5日

沖端水天宮では,5月3日から5日までの3日間,夏場に多くなる水難事故を防ぐための祭
りが行われてる。この祭りのときに木製のひょうたんの形をした水難事故防止のお守
りが販売される。水と子どもの守護水難除けのほかにも水の恵,農業海の恵,漁業,水商
売子授かり・安産の御利益があるとされている。祭りでは,掘割に舟舞台を浮かべ,芝
居や別名「オランダ囃子」ともいわれる水天宮囃子が奉納される。

17

851 柳川市 179
鷹尾神社沖
祭

鷹ノ尾 7月

沖祭りは,毎年旧暦6月13日に行われ,祭り当日,神主と地元の人たちが矢部川を下って
有明海に船を出し,干潟に竹や葦で祭壇を築き,お供え物をして海上の安全と豊漁・豊
作を祈願します。またこの日は,祭座と名付けられた輪番の氏子の家に,氏子たちが集
まって終日飲食して大いに祝ったそうです。

17

852 柳川市 179
大蛇山(中島
祇園祭り)

大和町中
島

8月第4土曜
日

第4章,第1節,特論1「祇園山笠」参照。 2,29,31

853 柳川市 182 起田の盆綱
三橋町起
田

8月第1日曜
日

19,30

854 柳川市 182
木元ぼんで
ん縄

三橋町木
元

8月第1日曜
日

19,30

855 柳川市 179
鷹尾神社秋
季大祭

鷹ノ尾 10月20日 風流(破牟耶舞)を奉納現在の風流奉納については,不明。 32

856 柳川市 182 御神幸行列
三橋町高
畑

10月10日 32

857 柳川市 182
どろつくど
ん(おにぎ
え)

三橋町高
畑

10月第2土曜
日前後

第4章,第1節,特論1「祇園山笠」参照。 2,29,32

858 柳川市 174
日子山神社
の風流

古賀 1，5，9月
秋祭りに氏子の青年や児童により風流が奉納される。神社を始め地区内の民家の庭先
等で,鉦と鼓に合わせ着飾った2名の舞手が大太鼓叩きつつ舞います。

32

859 柳川市 184 水天宮祭り 沖端 3～5月

夏場に多くなる水難事故防止を祈願する。祭りの際に木製のひょうたんの形をした水
難事故防止のお守りが販売される。子ども達は,泳ぐ時にこのお守りを首から提げてい
た。水と子どもの守護水難除けのほかにも水の恵,農業海の恵,漁業水商売子授かり・
安産の御利益があるとされている。

17

860 八女市 203 放生会 本町 9月彼岸
八女福島の燈籠人形が八女市本町の福島八幡宮境内で,放生会の奉納行事として秋分の
日頃の3日間に公演される。

39

861 八女市 203
土橋八幡宮
神幸行事

本町
10月17，19
日

江戸時代前から続くこの行事は,毎年10月17日に本町の土橋八幡宮で神事があり,その
後御神霊が神輿に乗って稲富のお旅所まで御幸する。稲富の当番組がおこもりし,八幡
様はここに2泊して稲富氏子のお願いを聞く。そして19日,土橋の八幡宮に還幸する。

32

862 八女市 202 川祭 宅間田 4月下旬 水神竹を水中に立てる。 27

863 八女市 202
岩崎の子ど
も川まつり

岩崎 7月上旬 水難厄除を祈願して行われる。飾り付けた水神竹を子ども達が奉納場所に運ぶ。 27

864 八女市
204,
209,
234

山ン神祭
仁合,遠久
谷,矢部,
星野 等

1月16日
正月16日は山の神様の日とされ,この日は山の神様が来て木の数を数えているから山へ
行ったり,木を伐採したりしては行けないという。正月のほか,5月・9月の16日も山の
神の日と言う。

17

865 八女市 208
五條家御旗
祭

黒木町大
渕

9月23日

国重要文化財五条家文書の中には,後醍醐天皇最終の綸旨や武家文書など南朝方の動向
を物語る史料群369通17巻がある。「八幡大菩薩旗」1幅は,困難な復原事業完了後の昭
和51(1976)年に重要文化財に附指定された。「金烏の御旗(きんうのみはた)」と称さ
れ,後醍醐天皇が,皇子・懐良親王を征西将軍に任命した時,その「しるし」として,節
刀とともに授けられたものと伝えられる。毎年,秋分の日の「御旗祭」で一般公開(雨
天時は写真版)を行っている。

39

866 八女市 209 矢数の張的 矢部 3月3日 24

867 八女市 210 黒木祇園祭 黒木町 7月20～22日
今から約300年前の江戸時代中期頃に始まったと言われている。昭和25(1950)年頃に青
壮年代の人達が,神幸祭の神輿の代用品として酒樽を神輿に見立てて神輿祭りを始め,
今日に至っている。昭和40(1965)年からは本神輿を担いでいる。

39
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868 八女市 213
柳島の潮井
とり(裸ん
行)

柳島 1月3日
男達が裸で,町内を流れる矢部川に身を浸して清め,1年間の厄除けと健康を祈願する。
現在も小・中学生と青年たちにより継承されている。

16

869 八女市 213
柳島の十七
夜(あめがた
まつり)

柳島 1月17日

八女市柳島の観音堂前で毎年1月17日に行われ,「あめがたまつり」とも呼ばれてい
る。昔,黒木城主の正室が観音像を抱いて矢部川に身を投げた。その観音像が柳島に流
れ着き,飴形売りが藁束を焚いて観音像を温め,飴形を供えたことからこの祭りが始
まった。竹や藁で作られた「ほっけんぎょう」に火が灯されると,人びとは1年の無病
息災を祈る。

1

870 八女市 213
童男山ふす
べ

山内 1月20日

戦前は子どもの行事であったが,戦時中に行事で焚く篝火の煙が敵の目標になりやすい
との理由で軍から中止命令が出た。戦後,同地区の木附光雄らの努力で復活し,川崎小
学校児童会の行事として引き継がれた。古墳の周辺を清掃した後,石室の内と外で枯れ
木や枯葉をふすべて徐福の霊を慰め,徐福とふすべの由来を物語にした紙芝居を上演す
る。

1

871 八女市 213 川祭 山内 4月下旬 水神竹を水中に立てる。 27

872 八女市 213
山内水天宮
大祭

山内 5月5日
山内水天宮前に露店が並び,近辺の道路沿いや星野川が下に流れる山内橋の欄干に,の
ぼり旗や行灯が立てられる。山内青空子ども会船太鼓等が行われ,最後に花火が打ち上
げられる。小規模の花火大会だが,こどもの日に行われるという珍しい花火大会。

39

873 八女市 214
八女上陽祇
園祭

北川内 7月15日
地域の幼児達や,小中学生を中心に,大小合計9基のお神輿が,上陽公民館前からスター
トし,町の大通りを巡行する。

39

874 八女市 214 万灯流し 上陽町 8月16日

毎年8月16日,寄口橋と大瀬橋の間のおおよそ300メートルの区間で星野川に灯篭を流
す,夏の恒例行事。川を大切にしたいという思いと,ふるさと発見の願いが込められて
いる。沢山の灯篭が,淡い光を放ちながらゆらゆらと水面をすべる。石橋の風景と相ま
り,幻想的な空間が作り上げられる。

39

875 八女市 215 川祭 忠見 4月下旬
集落の大人達が夏の祈祷として,かんばつ除け,集落安全などを祈願して水路に水神竹
を立てる。竹に吊るされる飾り物は,麦藁による酒樽,藁苞,杯,蛸,樫の木で作る鰹節,
青竹で作った潮井筒と種類も豊富である。

27

876 八女市 216
祈祷院八朔
祭

祈祷院 9月1日

八女市祈祷院で行われる八朔祭はかつて福島八幡宮の方生会,水田天満宮の千灯明とと
もに八女の三大祭りとしてにぎわった伝統のあるお祭りで,稲作の豊穣を祈念し,防風
虫害の厄除けを祈願して行われる。矢部川の河原に多くの露店が立ち並び,家族連れな
どで盛況になる。1日目には八朔祭典と子ども神輿,2日目は打ち上げ花火が盛大に打ち
上げられる。川面を照らす大輪の美しい花火を見物しようと毎年多くの観客で賑わ
う。

39

877 八女市 223 恵比須祭 山下 1月15日 23
878 八女市 223 山下祇園祭 山下 7月10日 39
879 八女市 224 山ン神祭 持山 1月16日 17

880 八女市 234 こっぱげ面
星野村長
尾,三坂,
室山

7月11,14,15
日

祇園神社の真新しい御幣をつけた赤獅子・青獅子と,赤鬼・青鬼が夕方になると各戸を
廻る。獅子は口を大きく鳴らし,鬼は青竹を振りかざし家の人を叩く。鬼から取った御
幣は,悪霊除けの御守りとして各戸の門口に掛けられる。

26,36

881 八女市 214
虚空蔵菩薩
祭

上陽町轟
地区

9月13日

明治8(1875)年に人家の大半が焼失したとされる轟地区での大火をきっかけに地域の守
り神として祀られており,毎年1月13日と9月13日には「虚空蔵菩薩祭」が開催される。
この菩薩様は,神仏習合の名残から狛犬も設置されている珍しい神社となっている。ま
た,福銭という,1月の大祭で福銭を納めて御利益を授けて貰い,同年9月の大祭の際に授
けて貰った金額の倍の金額を虚空蔵菩薩神社にお返しするという,この菩薩様でしか見
られない独特な風習がある。

39

882 八女市 234
室山熊野神
社御神幸

星野村室
山

11月11日

室山熊野神社は,嘉禄2(1226)年に星野八郎胤実により建立された。縁記によると,初め
は宮蔵の仮社(元宮)に祀られたものの,翌年に現在の地へ移され,その時から室山熊野
神社と元宮の間で御神幸が始まったとされる。昭和20(1945)年以降は中断していたも
のの,昭和54(1977)年には,ふるさと運動の一環として,青年団を中心に復活した。現在
は,11月の「星のまつり」の際に御神幸を行っている。神幸は宣命(せんみょう)の指示
で,太鼓・鉦はテンポを変え,それに合わせて,行列のスピードが変わる。

32

883 八女市
各地
域

ニワ祭 3月社日

社日祭の前後に行われる。ニワとは,家の前の広場だけでなく,家屋の中の土間も指
す。外ではネッブクを広げて殻類を干し,中では農機具の収納場や作業場として機能す
る。秋の穫り入れの時にニワにこぼれたモミを念入りに掃き集めてとっておき,春先の
ニワ祭りにこれでおはぎを作ってニワの神に供える。農家ではダゴ祭りやダゴ節句と
呼ばれる。

17

884 筑後市 220
熊野神社鬼
の修正会

熊野
1月第1土曜
日

新年の無病息災を祈願して行われる鬼払いの行事。最後の大松明神事では,直径1.5m・
長さ15mの大松明3本に火が付けられると激しく燃え盛り,これを裸の男衆が「刈又」と
呼ばれる長い棒で支え,社殿を周回する。

1

885 筑後市 220 左義長 熊野 1月14日

熊野神社の北側空き地にて行われる。神事の後,子ども会代表9人により17時30頃に点
火される。火は瞬く間に燃え上がり,厄を焼き払うように,炎が勢いよく左義長を包み
込む。その後,参加者に,恒例のお神酒や紅白のお饅頭が振る舞われ,みんなで今年1年
の無病息災を祈念する。

1

886 筑後市 220
久富の盆綱
曳き

久富 8月14日
地区の小学生達が全身にススを塗り,腰にはワラミノ,頭には角に見立てた縄を巻いて
地獄の釜番である鬼に扮し,直径約30㎝,長さ約20mの大綱を引いて地区内を練り歩く伝
統行事。久富熊野神社を出発して,最後にはまた同神社に戻ってくる。

30

887 筑後市 200 千燈明 水田 8月25日

千灯明の行事は夕方の「裸ん行」「汐井かき」と日没後の「提灯行列」「千灯明」
「花火打揚げ」の一連の行事の下に運営されている。楼門や鳥居型の櫓の所々に粘土
をつけ,その上に帆立貝の殻を置いて灯油を注ぎ,点火して夜空に楼閣の姿を美しく浮
かび上がらせる。

37

888 筑後市 199 きせる祭り 溝口町 12月13日
戦国時代,溝口城主一族が合戦に敗れ,落ちのびる途中で竹筒をキセルの代用にしたと
いう故事にならうもの。溝口地区の住民が座元に集まり,神事を行った後,青竹で作っ
たキセルで煙草を一斉に吸う。

6

889 筑後市 199 千燈明
溝口竈門
神社

9月第3月曜
の前の土曜
日

溝口城を模したといわれる城型の燈明を組む。 19

890 大川市 171
左義長祭(玉
換祭)

酒見宮内 1月14日

参拝者の持って来た正月の縁起物が積まれ,その上に5色の幟が取り付けられた左義長
を宮司がお祓いの後斎火により点火する。この神事の後,御殿にて玉換祭が行われる。
神社世話役,総代達によりボール投げが始まり,それを受け取った人びとにはお年玉替
りの品が手渡される。

1,22

891 大川市 171 風浪宮大祭 酒見宮内 2月9～11日

風浪宮大祭は,筑後地方の三大祭りのひとつに数えられ,地元では「おふろうさん」と
呼ばれ親しまれている。この祭りは,邪気退散の願いを込めて昔と変わらぬ伝統衣姿で
走る「裸ん行」や,お神輿3基とともに市内を約4㎞にわたり巡幸する「お潮井詣り」な
ど多くの神事が3日間に渡り行われる大祭。また,お謡いや太鼓,大川市無形伝統文化財
にもなっている「流鏑馬」など各種行事が奉納される。

10,32

892 大川市 171 若津少将祭
向島若津
上町

4月第3土曜
日

若津港を開き,若津町発展の基礎を固めた久留米藩主,有馬少将頼僮を祀る若津神社の
祭りで,その前夜祭として雲助道中が行われる。

39

893 大川市 172
上新田水天
宮子ども船
太鼓

上新田 5月3，4日

海中に没せられた祭神,安徳天皇の霊を慰めるため,源平両軍の武将達が船端を叩いた
ことが始まりと言われる。祭りの日には6時に1番太鼓を鳴らし,午前8時の3番太鼓を合
図に祭りが始まる。その時,船太鼓を奉仕する子ども全員が神前でお祓いを受け,そこ
で船太鼓を奉納する。向町では船神輿を引き,船太鼓を打ち鳴らしながら町内を練り歩
く。上新田では町内を練ったあと,飾り立てた漁船に分乗し,太鼓を鳴らして筑後川を
パレードする。

2
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894 大川市 171
沖詣り海神
祭

酒見宮内 5月1日

矛を象った高さ2m余りの大御幣2本を風浪宮本殿から運び出し,舟の舳先に立てる。神
職2人を乗せた舟は,神社前の花宗川河口付近から約200m遡り,神功皇后を祭った皇后社
に「沖詣りに行って参ります」と参拝する。舟はその後,筑後川河口の若津港に向か
う。到着後,御座船に大御幣を移し,宮総代や漁協関係者を乗せた随伴の4隻とともに,
約50人で沖合を目指して出港する。

16

895 大川市 171
日吉神社の
船曳祭

榎津庄分
町

5月第2土曜
日

「坂本さん」とも呼ばれる。神功皇后がこの地に船を着けられたという伝説に因み,船
引きの行事を行う。花や提灯で飾った船神輿を,町内の人達が三味線,笛,太鼓の囃子に
つれて,掛け声勇ましく町内を引いて回っていた。現在は船御輿が壊れる恐れがあるた
め,曳かずに展示のみとなっている。

2

896 大川市 171
城町八坂神
社獅子舞

榎津城町 6月7日

獅子舞は慶長3(1598)年,立花宗茂公が朝鮮出兵から帰国して以来,400年以上伝承して
きたといわれており,神幸祭の発祥も同時期ではないかと推定されている。獅子舞がど
こから伝来したかについての詳細は不明。神幸祭自体は毎年行われてきたが,かつて
あった獅子舞の演芸が人手不足のため行われなくなり,代替として大正後期から子ども
相撲が奉納されるようになった。獅子については現在,獅子頭を掲げて氏子の家を巡幸
するのみとなっている。

26

897 大川市 173
田口町祇園
祭獅子舞

三丸
7月第2土曜
日

「梅津文書」によると「獅子舞は仁平2(1152)年,大善寺玉垂宮に所属する人びとに
よって熊野神社に奉納されていた」とある。また「御船文書」には,貞和3(1347)年に
田口から高良社に獅子舞が奉納されていたと記されており,この間に田口村が獅子舞を
修復したと推定される。昔を知る人がなく,活動の歴史は不明である。1回の獅子を舞
う時間が約2分と短い事が特徴である。

26

898 大川市 173
西田口祇園
祭獅子舞

三丸
7月第2日曜
日

祭りの翌日,青年達が赤と黒の獅子の中に入り,町中の家々を一軒一軒お祓いして回
る。昔は西田口,中小路,東田口,大西の四地区を回っていた。現在は公民館活動として
行われている。

26

899 みやま市 192 粥占御試祭
高田町江
浦

1月15日
2月15日

神事名を粥占御試祭と言い,粥に発生する「カビ」でその年の気象や農漁業の状況を予
測するもので,古くから江浦八幡神社に伝わる伝統神事である。前年の秋に収穫された
御初穂(稲)は,12か月を意味して1升2合を元旦に神前に奉納された後,1月15日に粥とし
て炊き,方位を印した銅鍋に入れ,神殿内に1か月安置される。1か月後の祭当日(2月15
日)に神事・お祓いの後,これを取り出し蓋が開けられる。粥に発生した「カビ」の色
彩・形状・場所等は毎年異なるので,経験豊かな占い役も時間をかけ慎重に判定する。
藩政時代には,柳河藩へ報告されており,藩ではこの報告を元にその年の政策を決めて
いたと言われる。

11,25

900 みやま市 192 臼かぶり
高田町江
浦町

1月第2日曜
日

災害除けと豊作を祈願し,1月の寒空の下,朝から身を清め,さらしに草履履き姿の男衆
が木臼をかぶり豪快に投げ飛ばす行事。

39

901 みやま市 185

八坂神社の
祭礼「風
流」(小田祇
園)

瀬高町小
田

7月第3土曜
日

安永4(1775)年6月,上妻郡山下町の八坂神社の分霊が小田村唐尾の地に勧請された。7
月13日,祭礼が行われ,小田村内の小田・平田・唐尾・中島4か所による風流(高提灯,太
鼓,鉦,フリュウ,各戸よりの提灯の行列)が奉納され,今日に至っている。総人数は200
～300名。行列風流は,神輿・詞掌・邦楽の後に小田・平田・唐尾・中島の順で鉦・太
鼓・高張傘・鉾などの行列が続き,村内を巡行する。その後,八坂神社前で鉦・太鼓が
奏され,神輿が鎮座される。現在は神輿ではなく,その替わりにフリュウと呼ばれる山
笠様のものが唐尾だけから奉納される。

2

902 みやま市 188
大人形・大
提灯

瀬高町上
庄

7月21,24,25
日

上庄八坂神社では毎年7月21日に「提灯ぞろえ」という献灯の神事,24・25日には「大
人形」の神事がある。大提灯は人物,風景等が描かれ,材料に,魚鱗・魚皮・虫の羽・貝
殻・木皮等が使われている。大提灯の由来は,安元2(1176)年,上庄に祇園宮が勧請され
た際に,白武三郎兵衛という貧しい武士が,雨の降る闇の夜に粗末な提灯と破れた傘を
さして御神霊を迎えたという話がある。心から神を崇敬する彼の行為に感激して,後世
彼が使用した提灯や傘にちなんで作成し奉納したのがこの大提灯の始まりといわれて
いる。「大人形」は向かって右が八幡太郎義家・左は安倍宗任もしくは貞任を毎年交
互に立て中央に祇園宮の被壇を設けている。これは夢の中で徳川家康と立花宗茂とを
仲介した祇園神の功徳を表したものとされる。大人形の股をくぐれば,無病息災のご利
益があるという。

4

903 みやま市 192
江浦町祇園
祭

高田町江
浦町

7月第3土曜
日

250年の歴史がある伝統の祭りで,四つの山車(二ノ丸・吉原,古町,新町田中の踊り山
車)が太鼓と鐘を鳴らして練り歩き,子どもの無病息災を願う大蛇の「かませ」をする
様子もある。

2,31

904 みやま市 192 渡瀬祇園祭
高田町下
楠田渡瀬

7月

独特のリズムで太鼓や鐘を打ち鳴らし,大蛇山が火を吹きながら地区内を練り歩く。ま
た,子ども達の無病息災を願う親子連れなどが「大蛇咬ませ」を行う姿が見られ,大名
行列の名残として、今なお観客を魅了する「雲助道中」では,雲助のコミカルな動きや
独特な言い回しがある。

2,31

905 みやま市 185
清水観音縁
日

瀬高町本
吉

8月9～11日
清水寺夜観音,朝観音とも呼ばれる。古来からこの日に参詣すれば,46,000日お参りし
たのと同様の功徳が受けられるといわれ,迷いの心を護摩の浄火に清めて,その功徳を
授かるという千手観音大護摩祈祷が終夜行われる。

37

906 みやま市 188 八朔祭
瀬高町下
庄

9月1日 稲の豊作を祈願する祭り。「茅の輪」が作られる。 39

907 みやま市 186
竹飯八幡宮
放生会奉納
花火

高田町竹
飯

10月第2日曜
日

柳河藩主立花宗茂公が朝鮮の役凱旋後,竹飯八幡宮に祈願成就のお礼に煙火を奉納した
のが始まりといわれる。仕掛け花火の稲すり,お城,万穂などは有名で,九州有数の花火
生産地ならではのみごとなものである。

31

908 みやま市 188
どんきゃん
きゃん

瀬高町文
廣

11月3日 第4章,第3節,32「どんきゃんきゃん」参照。 32

909 みやま市 192
大注連縄送
り

高田町上
楠田

12月25日

上楠田天満宮の祭典に約400年前から奉納されている行事である。以前は,祭典の2日前
からかなりの大きさの注連縄を作り上げていたが,現在は,前日に藤カズラを芯にして,
直径45㎝,長さ6mの大きさに作り上げている。祭典当日は,早朝から身を清めた法被姿
の青年達を8人が,大注連縄をかついで座元を出発する。大注連縄は,鐘や太鼓の祭囃子
とともに地区内の家々を練り歩き,五穀豊穣,無病息災,家内繁盛を祈願し上楠田天満神
社に奉納される。

4

910 大木町 164 川まつり 各地区 4～5月
川祭りの目的は各地域でほぼ相違なく,五穀豊穣と水難防止とされ,笹竹に藁で加工し
た藁苞や瓢箪,竹筒を飾ることが主流となっている。飾りや行事の進め方は地域によっ
て様々である。

17,27

911 大木町 169 夏越し祭 侍島他 6月30日前後 8

912 大木町 169
上牟田口の
獅子舞

上牟田口
7月第2日曜
日

明治中期より神社の行事として,悪霊祓い無病息災を祈願して地区中の家々を回ってき
た。朝6時,獅子達は花宗川で禊を行う。2頭の獅子は氏子の家の部屋中を走り回って邪
気を祓い,お祓いが済むと住人の頭を咬んで次の家へと向かう。

26

913 大木町 176
小入の大橋
籠

小入 10月15日
龍(蛇)が住んでいたと伝わる「蛇堀」と呼ばれる堀の岸に水神棚を立て供物を供え,道
端に御座を敷いてお祭りをする。この祭りの由来は,大蛇の祟りを恐れての人身御供
や,雨乞い祈願という説がある。

17,27

914 広川町 218
清楽茶屋素
盞鳴神社獅
子舞

日吉
7月15日に近
い日曜日

旧暦の6月1日に注連縄が奉納されて,15日に祭礼,16日に獅子舞が奉納される。それが
済むと悪疫退散と無病息災を祈って獅子が家々を回る。村算用が行われて祭礼が終わ
る。

8,26

915 広川町 218
増永祇園神
社丁切

川上 7月末
祇園社の夏越の祭りで「町切」とも書く。屋根付きの楼門のようなもので,提灯を吊る
すことが出来るようになっており,一本の釘も使うことなく組み立てられている。祭礼
分担を示す町区切が語源ではないかと言われている。

4,36
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916 広川町 219
熊野神社子
ども風流

広川 12月16日

別名「ドイドイカンカン」と呼ばれる。その名前の由来は,鉦や太鼓を鳴らして道行き
する音が「ドイドイカンカン」と聞こえることによるという。智徳地区は8つの座組か
ら成り,毎年持ち回りで1つの座組が座元として熊野神社の祭祀を務めている。毎年12
月16日,その年の座元から来年の座元へ引継ぎを行う「頭渡し」の神事の折,奉納され
る風流である。地元では「子ども風流」と呼ばれ,太鼓を打つ舞い手はすべて子どもで
あるのが特徴である。

6,32

917 飯塚市 75 夏越大祓 宮町 6月30日
普段の生活で知らず知らずに触れた罪汚れを人形に託してはらい清め,茅の輪をくぐる
ことにより流行り病などをよける神事。15時から30分おきに計6回実施する。

918 飯塚市 72 オクンチ 高倉
10月(神主都
合)

祭典の後,すべての家で獅子舞を行う。 39

919 飯塚市 83 オクンチ 君ヶ畑 10月1日 各家では餅をつき柿の葉ずしを作り客をもてなした。 39

920 飯塚市 72
綱分八幡宮
神幸行事

綱分
10月13日に
近い土,日曜
日

神楽・獅子舞・子どもの太鼓打ち・神幸行列・流鏑馬・子ども相撲。 32

921 飯塚市 79 秋の大祭 椿
10月第2土,
日曜日

獅子舞が奉納される。この獅子舞は大分八幡宮の流れを組むもので,雄と雌の獅子がお
見合いをし,恋仲になり,乱舞する激しい舞で,地域の伝統を今に継承している。

922 田川市 287
風治八幡宮
川渡り神幸
祭

伊田
5月第3土,日
曜日

第4章,第1節,特論1「祇園山笠」参照。 2,29,32

923 田川市 287
五郎瀬神
事・水神祭

下伊田 5月
前神幸祭として行われ,水神祭と同日,先に行う。春は大雨・災害,神幸祭の無事,五穀
豊穣を,秋は1年の実りに感謝して行われる。水稲の耕作を前にしての水口祓いの意味
を色濃く漂わす。

16,27

924 田川市 287
五郎瀬神
事・川祭

下伊田
10月第1土,
日曜日

前神幸祭として行われ,水神祭と同日,先に行う。春は大雨・災害,神幸祭の無事,五穀
豊穣を,秋は1年の実りに感謝して行われる。水稲の耕作を前にしての水口祓いの意味
を色濃く漂わす。

16,27

925 田川市 287 七瀬祭 下伊田 6月最終頃
水が豊富にあって稲がよく生育することを祈る祭りと言われる。七つの瀬を治め,治水
のために行われる。水口祓い。現在は,水利組合が行い,貯水槽・溜池等の水口でも行
われている。

16,27

926 田川市 287
夏越祭・茅
の輪くぐり
神事

伊田
7月最終土曜
日
夕刻

「水無月祓」として古来より続く,夏の悪疫疾病から身を守る清めの神事。茅の輪をく
ぐることで半年間の罪穢れを祓い落とし,また人形に祈りを込めることで無病息災を祈
念する。猫迫地区からの獅子舞の奉納が行われる。

15

927 田川市 287 えびす大祭 伊田 12月3日
恵美須社にて行う商売繁盛祈願祭。御座券の販売,伊田商店街による福引・露店があ
る。

17,23

928 田川市 287
白鳥神社神
幸祭

白鳥町
5月第3土,日
曜日

獅子頭はあるが,獅子舞は行わない。 2,29,32

929 田川市 287
白鳥神社夏
越祭

白鳥町
7月最終日曜
日

茅の輪をくぐり,無病息災を祈念する。 15

930 田川市 287
岩亀八幡神
社神幸祭

伊加利
5月第2土,日
曜日

獅子頭はあるが,獅子舞は行わない。 2,29,32

931 田川市 287 百手祭り 伊加利 2月日曜日

神家座(昔は十数軒,現在7・8軒)から順番に座元を決め,座元の家の庭に手作りの的(手
書きで鬼の絵を描いた)が置かれ,手製の弓矢を一人2本討つ。当たった場所によって,1
年の吉凶を占う。大正3年宮座の儀式を廃止して,神前では神供を供えて御神酒をいた
だくだけと簡略化している。

15,24

932 田川市 288
白鳥神社神
幸祭

猪国 5月1，2日
神幸祭では,正徳3(1713)年に始まったとされる獅子舞が奉納され,動きの激しい曲獅子
と穏やかに舞う馬場入りが行われる。夜になると提灯山笠が町内を練り歩く。平成
30(2018)年から稚児舞消滅。

2,29,32

933 田川市 288
位登八幡神
社神幸祭

位登
4月最終土,
日曜日

田川地域における祓い獅子系統のルーツと考えられている位登の獅子舞(市指定)が奉
納される。この獅子舞は演技的要素を持つ伎楽系統の獅子舞とは異なり斎庭を祓う
「祓い獅子舞」である。「五段の獅子」系と言われる。

2,26,29
,32

934 田川市 288
大祖神社神
幸祭

金国 5月3日
相撲の奉納有。以前の麦初穂の祭りを受け継いだもの。「神幸」の呼び名は近隣一帯
が5月に神幸祭を行っているのに合わせたもの。神社に麦の初穂を供えて祭典を行う。
神輿の行列はない。

2,29,32

935 田川市 288
宮日祭り(お
くんち)

金国 11月日曜日 陰暦9月9日を「宮日祭り」と呼び,宮座の行事を営む。 6

936 田川市 290
須佐神社神
幸祭

下弓削田
5月第2土,日
曜日

獅子舞が奉納され,前半は六調子,後半は五段になる。大人舞のみ。祓い獅子系統。 2,29,32

937 田川市 290
春日神社神
幸祭

宮尾町
5月第4土,日
曜日

岩戸神楽(国重要無形民俗文化財(豊前神楽の一つとして))が奉納される。お発ちの神
事(舞,姫舞(令和元(2019)年に6年ぶりに復活))

2,29,32

938 田川市 290
春日神社夏
越祭

宮尾町
7月最終土曜
日

茅の輪をくぐり,無病息災を祈念する。岩戸神楽(国重要無形民俗文化財(豊前神楽の一
つとして))が奉納される。

939 田川市 290
春日神社神
待祭

宮尾町
10月最終土
曜日

岩戸神楽(国重要無形民俗文化財(豊前神楽の一つとして))を奉納する。 2,29,32

940 田川市 290
生目神社神
幸祭

弓削田
5月第2土,日
曜日

2,29,32

941 田川市 290
貴布禰神社
神幸祭

見立 5月8,9日

8日の午後,大宮司賄いによるお潮井取が行われ,御立ちの獅子舞が奉納される。同日に
神社の境内に水神棚が立てられ,その前で五願成就相撲が行われる。翌9日には獅子が
村中の家々を祓い廻っていたが現在はお発ち,お汐井,お着き時に奉納する。相撲場の
清祓い,子ども相撲が行われる。

2,10,26
,27,29,

32

942 田川市 290
若咲神社神
幸祭

川宮
5月第2土,日
曜日

獅子舞が奉納される。 2,29,32

943 田川市 295
須佐神社の
神幸祭

岩屋
5月連休明け
の土,日曜日

古楽を以前は行っていたが,子どもが減り現在は行っていない。獅子舞(仗楽系統)は,
曲と舞で一対4人で,楽打がともに舞う。平成17(2005)年以降楽打消滅。

2,29,32

944 田川市 295
若八幡神社
神幸祭

夏吉
4月第4土,日
曜日

獅子舞や楽打ち等の芸能はない。稲穂を模した色鮮やかな馬簾が揺れる幟山笠3基が神
輿に続く。

2,29,32

945 田川市 295
日吉神社神
幸祭

糒 5月4，5日 獅子舞や楽打ち等の芸能はない。 2,29,32

946 嘉麻市 66
愛宕神社祭
礼

千手 4月13,14日

春祭りは4月の13・14日の2日間。13日は午後から山上で祭礼があり,14時頃から,御神
輿下りとなり,本町から横町へお下りになる。神輿はその夜御旅所に留まり,町は防火
守護のお汐井まきの行事で賑わう。14日は本町・横町それぞれに祭りの座が設けられ,
その後御神輿が神社に御環幸になる。

2

947 嘉麻市 66 苗代ごもり 芥田 5月 8

948 嘉麻市 70 祇園祭 大隈 7月14,15
祇園さんと呼ばれ,旧暦の6月14・15日に行われる。6月の朔日,町の境界でお祓いし,注
連縄を張る「道切り」の行事から始まる。これを「しめ卸し」と呼んでいる。

2

949 嘉麻市 70 祇園祭 牛隈
7月15前後の
日曜日

2

950 嘉麻市 69 祇園祭 大橋 7月10～22日 2
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951 嘉麻市 69
上山田祇園
祭

上山田
7月第3土曜
日～月曜日

3日間にわたり執り行われる。祭りの3日目に「宮移り」という特殊な獅子舞が奉納さ
れる。神殿を出て行った獅子達は神殿に戻らなければならないので,雌獅子は神殿へ戻
ろうとするが,地域になじんだ雄獅子はなかなか戻らず,それを雌獅子がなだめたり励
ましたりしながら連れて帰ろうとする特殊な舞。130段もの階段を2時間かけて舞いな
がら帰って行く。

2

952 嘉麻市 71

稲築祇園山
笠
(いなつき山
笠)

岩崎 7月15日頃

元は稲築町内の須賀神社(岩崎,口春,山野,鴨生)で行われていた。岩崎では昭和
36(1961)年頃まで,東岩崎はなかよし,松山はこばと,西岩崎ではしらゆきの名で子ども
神輿が賑わっていた。これを子ども達に受け継ごうと若手有志が発起し,平成10(1998)
年に子ども,翌11年に大人の本格的な山笠を作り,祇園祭を復活させた。これに,平成
13(2001)年には山田川東側が加わり,東流れ,西流れの山笠が立ち「稲築祇園山笠(いな
つき山笠)」になった。

2,29

953 嘉麻市 65
下臼井西盆
綱

下臼井西 8月15日

今から150年ほど前に始まったと言われている。山で採ってきたフジカヅラを芯に束
ね,それにワラをねじ込んで直径30㎝,長さ20mにも及ぶ大綱を作る。かつては,家内安
全,無病息災などを祈り,盆の16日に綱引きが行われていたが,現在は8月15日に行われ
るようになった。綱引きの勝負よりも,綱を引っ張り合って切ることに意味があると考
えられてる。

19,30

954 嘉麻市 66 おんばらい 芥田 8月29日 8

955 嘉麻市 66 千灯明 大力 8月
天満宮の夏祭りとして行われる。参道に千灯明が揺れ,夜店が賑わう。この日,親戚の
者が多く里帰りしてくるので。家々では御馳走を揃えて待つ。

8,37

956 嘉麻市 田ほめ 8月 8

957 嘉麻市 65
西郷の水神
様祭

西郷 9月1日
鳥居のところに水神棚を立て供物を供える。神官がきてホカイアゲをし,その後相撲が
行われる。相撲が終わると小餅を作って俵に詰める。この俵は2つ作り,1つは水神様に
供えた。

27

958 嘉麻市 66 十一日祭 芥田 9月11日 8

959 嘉麻市 66
芥田の水神
祭

芥田 9月13日
五穀豊穣,災害・疫病退散を祈願して「かりがね納」という狂言が奉納される。元は川
端にあった水神社に水神棚を設け神事を行う。その後,愛嶽神社にて三番叟や「かりが
ね納」が奉納される。

27

960 嘉麻市 71 山野の楽 山野 秋分の日
氏子安全,五穀豊穣を願う水神様の祭り。祭りの当日,楽方は白門にある茶屋ノ元橋の
ところで,お潮井採りを行う。帰りには柳の枝を折り,川の水を浸して,馬場の向かい側
にある水神棚にお参りをする。この水神棚は現在備え付けのものとなっている。

16,27

961 嘉麻市 71 水神祭 山野 9月 27
962 嘉麻市 71 水神祭 漆生 秋分の日 27
963 嘉麻市 66 おこもり 芥田 10月 8
964 嘉麻市 66 霜月祭 芥田 11月初午 17

965 嘉麻市 70 献鮭祭 大隈 12月13日

鮭神社は古くに建立された由緒ある神社で,鮭を神の使いとして祀っている,全国でも
珍しい神社である。その鮭神社で,毎年12月13日に氏子流域住民・水産関係者が五穀豊
穣や無病息災を祈るとともに,その年の遠賀川流域を遡上してきた鮭を奉納する「献鮭
祭」が催される。

5

966 桂川町 82 とへとへ 土師 1月14日
来訪神が,家々を回る信仰に基づくもので,夜に行われる。神に扮した里人が家々を巡
り,その折に水を掛けられる。

18

967 桂川町 82 もぐら打ち 土師 1月14日
正月14日の早朝に行われる。竹の先に藁を巻きつけた棒で,地面を叩き,土の中に棲む
もぐらや害虫を追い払う。

18

968 桂川町 82 春季大祭 土師 4月第4日曜

大祭は神幸と川祭りとに分かれ,上土師と下土師が一年交代で座元を引き受け,川祭り
の地区が獅子舞を受け持っている。祭りの前日に当番地区の座元で神輿迎えと獅子迎
えがある。大祭当日は早朝に川祭りがあり,泉河内川のほとりに水神棚が立てられ,両
座元での御座の後,獅子を舞わし,御神幸のお上りとなる。春祭りでは獅子舞の後に神
楽が奉納される。

27,32

969 桂川町 82 七瀬祭り 九郎丸

期日は一定ではない。場所は7か所が定められており,その内1か所に水神棚を立てる。
川のほとりのこの祭壇で神官が祝詞をあげ,当元六人が水神棚をの御神酒を各自飲む。
他の6か所には竹を1本ずつ立て,藁椀を下げ葉のついた柿を入れる。竹を持って回る人
をササカタゲと言う。

16,27

970 桂川町 82
植え上がり
ごもり・七
瀬祭り

土居 6月下旬
田植えの無事終わったことを感謝しその労をねぎらう意味を込めて植え上がりごもり
をする。同日に七瀬祭を行う。土居・西土居を通じて七か所に祭壇を設ける。土居の
七瀬祭りでは七か所すべてに水神棚を立てる。

16,27

971 桂川町 82
カワントノ
相撲(山神社
祭礼)

九郎丸
7月14頃の日
曜日

昔,松の大木があり,その木の根元にあった石を山の神として祭り,この神に参ると伝染
病に掛からないと言われた。山の神の祭りに相撲をとりこの相撲をカワントノ相撲と
いう。

10

972 桂川町 82 かりおとし 内山田 7月25日
天神社の社殿から参道に御神燈をあげる。地元の人は夜お参りをする。他の地域の祇
園祭りにあたる。

39

973 桂川町 82 地蔵祭り 土居 8月24日 39

974 桂川町 82 秋季大祭 土師
9月22,23日
に近い土,日
曜日

大祭は神幸と川祭りとに分かれ,上土師と下土師が1年交代で座元を引き受け,川祭りの
地区が獅子舞を受け持っている。祭りの前日に当番地区の座元で神輿迎えと獅子迎え
がある。大祭当日は早朝に川祭りがあり,泉河内川のほとりに水神棚が立てられ,両座
元での御座のあと,獅子を舞わし,御神幸のお上りとなる。

27,32

975 桂川町 82 お通夜 九郎丸 11月31日 39

976 香春町 279 庚申祭 香春 8

977 香春町 279 神幸祭 香春 5月3,4日

香春神社の神幸祭は江戸中期の宝暦6(1756)年,朝廷より「御幸神事興行」を命ぜられ
て始まったとされる。当時は旧暦の3月15,16日の日程だったが,現在は5月3,4日に行わ
れる。約200年続いた神幸祭も,明治の初めには郷社となり,香春神社と改称。戦中戦後
は人や物資不足で,伝統の祭事の灯は一時途絶えた。復活は昭和60年代前半。「暮らし
を見守る御神体をあがめたい」という氏子らが神輿を担ぎ出して神社周辺を回ったこ
とからだった。現在は,神輿3基を担いだ男衆達が,新緑の木々を貫く参道を下る。住民
たちに出迎えられながら,田植え間近の地域を巡る。絵巻に記された壮麗さは薄れた。
往時に行われていた獅子舞など神幸祭を彩る奉納行事はなく,行列は今や20数人ほど。

32

978 香春町 281 神幸祭 採銅所
4月最終土,
日曜日

御神を賜る杉の葉神輿を担ぐ男衆は白装束に身を包み,大幣(おおぬさ)の下に頭を垂れ
祭の安全と無病息災を祈願し,採銅所地区の中を担ぎ歩く。古宮八幡神社の神幸祭は日
本国内でも珍しい杉の葉で拵えたお神輿で巡行する。

32

979 香春町 281 代参講 採銅所 8

980 香春町 281
お地蔵様の
祭り

採銅所 8月24日
24日は地蔵盆で,上採銅所では鈴麦のお地蔵様の祭りがあり,青年会と処女会が盆踊り
をし,昭和の中期頃まではニワカや浄瑠璃,花火大会などが行われていた。

19

981 香春町 280 神幸祭 勾金 32

982 香春町 280 春季大祭 勾金 2月11日
毎年2月11日の春季大祭において,町内外の火災消除・五穀豊穣を願い,愛宕権現との関
わりから,修験道の最高厳儀と言われる「柴燈大護摩供」を厳修し,併せて信者各位の
所願成就の修法を行っている。

37

983 香春町 280 神幸祭 鏡山 5月3日
13時から式典が行われ,大人も子どもも参加して鉦を鳴らしながら神輿を曳き,鏡山地
区を巡る。使われる神輿の非常に美しい金箔の飾り,小鳥や鳳凰の装飾は見所。

32

984 香春町 280 宮日祭 勾金 9月14,15日

鶴岡八幡神社では9月の14,15日に宮日祭りをしていた。15日に仮殿に御輿行列し,その
後流鏑馬を行って即日還御していた。流鏑馬は各大字(高野・中津原・柿下)が交代で
引き受ける。流鏑馬の馬は各大字より3頭計9頭が宮司の御籤で選ばれる。当日朝,馬を
庭先に出して「馬盥」に井戸水を入れて,馬の頭から体全体をタオルで拭く。流鏑馬で
は一騎が計9回弓を射るが,この内3本は絶対に当たらなければならないとされていた。
当たった的は矢が付いたまま神前の前の扉の外に立て掛け,お礼の祝詞を奏し,3日間く
らい納めていた。

10
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985 香春町 280
千日参り(数
珠繰り)

鏡山 8月10日 8

986 香春町 279 初午祭り 香春
餅を用意する餅座と,酒を用意する酒座があったが,昭和4(1929)年に改正され従来の座
は廃止された。それにより,餅つきは餅座の家ではなく神職宅で行うようになり,村の
家での座祭は行われなくなり神社での宮座だけになった。

5,17

987 香春町 279
貴船神社の
祭り

香春

988 香春町 279 二十五日祭
香春(五
徳)

旧7月25日に神社でお籠りをし,奉納相撲を行っていた。 10

989 香春町 279 稲荷祭り
香春(畑ヶ
田)

8

990 香春町 279 山王祭 香春 17

991 香春町 279 天福祭
香春(新町
区)

992 香春町 279 祇園祭 香春(上) 5月4，5日 2
993 香春町 281 お申様 採銅所 10月

994 香春町 280
丑祭り(大根
祭り)

鏡山

かつて,旧暦の11月丑の日頃に行われていたので丑祭りと称されている。神社に鎮まっ
ている神を村の家に迎えてお祭りをする。鏡山は各区に分かれているので,御神は各区
順番に回って来る。御神が来る区は大世話前と言い,集落の男が3人羽織袴に正装し,夜
に提灯を点けて神社に神を迎えに行く。御神が来られない時の祭りはかげまつりとい
う。神事と直会が終わり,御神が次の座元に行く時,大根を薄く輪切りにしたものを投
げて送り出すので,俗に大根祭りともいう。

17,35

995 香春町 279
神宮院護摩
焚

3月第1日曜
日

3月第1日曜日に,不動明王採燈護摩供がある。 1,37

996 香春町 280 水神祭 上高野
貴船様の下の川原で水神祭をする。川縁に水神棚を立て供物を供え,祭りが終わると川
に流してカワントンに食べさせた。

16,27

997 香春町 281 龍王様の祭 16

998 香春町 281
阿曽隈社の
祭

999 香春町 279 恵比須祭 香春
恵比須社は元は横町の札の辻に祀られていたが,明治になって須佐神社に合祀された。
祭りは三番座まであり,5時から始まり,7時に終わる。式が終わってお神酒が配られ,そ
の後くじ引きがある。商工会の建物で実施。

23

1000 添田町 285 柱松神事 英彦山 1月1日

奉幣殿前の境内中央に柱が建てられ,1年の豊作と泰平を祈念する行事として行われて
いる。大晦日17時に神職と総代により奉幣殿で大祓式を行う。その後,23時頃から一般
参詣者による除夜祭を行っている。神仏習合の名残で,奉幣殿横の鐘楼に掛けられた梵
鐘を撞く。寺院の梵鐘のように撞棒は無く,木槌で撞く。参詣者は木槌を順次渡して撞
いて行く。

1

1001 添田町 285 御潮井採り 英彦山 2月末日

松会に先立って山中を清めるための海水を汲む行事。英彦山の場合は内陸にも関わら
ず,片道36㎞離れた行橋市沓尾浜まで1泊2日の行程で向かう。今日では2月末日に,徒歩
と車を使い移動する。夜に浜に着き,海水を汲み終わると宿に戻る。一行は次の日の朝
に出発し,今井西公民館などを経由しながら神宮に戻り,神宮に到着後,神事が行われて
全行程が終了する。3月2日に,汲んで来た汐井を用いて山中祓いが行われる。

33

1002 添田町 285 祈念御田祭 英彦山 3月15日

御田祭は日程が固定されており,現在3月15日に行われている。当日は参詣者が集まり
10時半から祭典が開始され,祭典が終了すると奉幣殿前の祭場で御田祭が行われる。演
目は,鍬入れ・畔切り・田打ち・畔塗り・馬杷・朳・種蒔き・田植え・飯載女の流れで
行われる。御田祭終了後,参詣者は田植えの演目で地面に並べられた石菖を拾ったり,
紙の小袋に入れられた種籾を貰ったりする。

17,33

1003 添田町 285 御神幸祭 英彦山
4月第2土,日
曜日

英彦山神宮の神幸祭は,田川地区内でもここでしか見られない珍しい形式の祭りが行わ
れる。笛も太鼓の音もない巨大な獅子頭の獅子舞,大きな振りのない厳かな稚児舞,ま
さかりを使った舞が奉納される。神輿発ちの前には神主さんとお坊さんと山伏が一斉
に祝詞とお経をあげるという,独特な形式となっている。

32

1004 添田町 285 除蝗風鎮祭 英彦山 7月11日 16

1005 添田町 285 花見の響 英彦山 4月

特に日付は決まっていないが,旧暦の3月に英彦山で谷の祭りとして行われる。祭典の
後盛大な饗宴がある。これは鎮花祭の一つで,花が咲く頃は疫病が流行りやすく,下谷
では弁天様,西谷では毘沙門天に谷中の人が集まって参り,花が散るときに飛散して人
を悩ます疫霊を鎮め,無病息災・家内安全を願う。祭りは当番で祭主を務め,次の当番
の家を「ツウ」と呼ぶ。

33

1006 添田町 285
例大祭・講
社大祭

英彦山 9月28日

毎年9月28日に英彦山神宮で行われる例大祭。講社大祭は本来10月7日に行われていた
が,昭和30年代に例大祭と合わせて行われるようになった。大祭の後の直会では,英彦
山神宮の縁起物が当たる,お鷹くじと言うクジ引きが行われる。最高賞の特等には「金
鷹」と呼ばれる金色の小さな鷹像が用意されている。

33

1007 添田町 285 神幸祭 英彦山
9月第2土,日
曜日

32

1008 添田町 285 牛くじ神事 英彦山
9月第2土,日
曜日

高住神社の神幸祭は,江戸時代から豊前坊秋の大祭として知られる。秋に行う神幸祭は
この祭りだけで,氏子のみならず牛馬蕃息を願う遠近の村人が寄り合い,相撲や牛馬加
幣(牛くじ)などで大いに盛り上がったと云われる。現在,9月の第2土・日曜日の2日間
に改められ,本物の仔牛が贈呈されていた牛くじ景品の特賞は,牛の置物へと代替され
ている。また,牛くじは一般に販売されるものとは別に,氏子である英彦山地区の家々
に講員として配られる札が駕輿丁札とともに配られ,英彦山の秋の風物詩となってい
る。

39

1009 添田町 283 神幸祭 上津野 5月3，4日

高木神社では神幸祭の時に津野神楽が行われる。津野神楽は豊前一帯に分布している
岩戸神楽の系譜であるとされ,豊前神楽の一つとして国の無形民俗文化財に指定されて
いる。津野神楽は神輿が出立する時に,万念願を祈念して奉納される。そして,神輿が
出た後は夜神楽として奉納される。色鮮やかな衣装に飾りをつけて舞う姿は華やかで
ありながら,厳かな舞となっている。

32

1010 添田町 283 卯の相撲 上津野 9月

2番卯の日は卯の祭りで,上津野では各家は御馳走をこしらえて飲食し,戦時中まで高木
神社での祭典の後に相撲が行われた。これを卯の相撲と呼んだ。この行事は,昔病が流
行った時に行われた万念願なので,現在は子ども相撲になって続いている。この相撲は
中元寺の瀬成や猪膝の相撲とともに,田川の三大相撲として知られている。

10

1011 添田町 283 宮日祭 上津野
10月13，14
日

上津野の高木神社で行われている宮日祭は古祭と中祭に分かれている。かつては新祭
というのもあり3つに分かれていた。古祭は最も古いもので,参加者は旧神課と言われ
る。旧神課は24軒で2軒ずつ祭元になっており,干支が割り振られている。元々自分の
家に割り当てられた干支の年が祭元の当番であったが,近年では家が少なくなり一致し
ていない。中祭は古祭と同様に正月の注連飾り等の準備と宮日祭の一切を行う。

6

1012 添田町 283 合併祭 上津野 8

1013 添田町 283 卯の祭
中津野(奥
山地区)

収穫を感謝する祭礼とされている。個人宅にて例年持ち回りで行われる。会場の座敷
の一角には「高木神社」と書かれた掛軸が掛けられ,榊の木を2本飾り,その間に注連縄
を渡して祭壇が設けられる。祭礼には神職が呼ばれ,祝詞奏上や玉串奉奠などの神事が
行われる。

6
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1014 添田町 283 神幸祭 下津野 5月4，5日

上津野では明治時代の中頃まで,下津野では昭和40(1965)年のダム建設以前までは,神
幸祭に山笠が立っていた。ただ,過疎化やダム完成による人口減少もあり,今はもうな
い。添田町の資料などによると,津野神楽は大正時代に創始。昭和20(1945)年には旧犀
川町に伝わる伊良原神楽を習得した人が,津野の住民に舞や踊り,歌を広めた。ダム完
成で一時途絶えたが,郷土の芸能を残そうと地区の青年会が奮起,昭和46(1971)年に保
存会を発足した。現在は,女性4人を含む25人が,豊前一帯に分布する岩戸神楽の系譜を
引く舞を伝える。神幸祭では,闇夜の中で色鮮やかな衣装をまとい,4時間半をかけて17
演目の神楽を奉納する。

32

1015 添田町 283
宮日祭(餅食
い祭)

下津野
11月20～30
日のどこか

通称「餅祭り」や「餅食い祭り」と呼ばれる。高木神社の掛軸の前に設えた祭壇で祭
式を行う。祭式が終わると祭壇に供えられた木地椀に盛られた高盛飯が参加者全員に
振る舞われ,それを食すとお神酒として1椀に2個の餅が入った雑煮が配られ,後は神官
も含めてひたすらに餅を食べ続ける。その後,当渡しの盃事が終わると再び酒と餅入り
雑煮の接待が続く。明治36(1903)年以降の台帳を伝えており,その記述によれば,餅だ
けではなく「大酒祭り」の側面もあったようである。

6

1016 添田町 283 合併祭 下津野 8

1017 添田町 285
宮座(卯の
祭)

下落合
12月第2日曜
日

神事が開始されて間もなくの献饌の際には,神家が和紙を口に挟み,三宝に乗せられた
供物を神家から神家に手渡しながら神職の元へつなぎ,神前に供える。この時,供物の
中には丑の舌餅が含まれる。神事が終わると神前とは反対側に小さい祭壇が設けられ
参列者は体を反対に向け拝礼する。

6

1018 添田町 285 オニビ 落合 落合ではオオニビと呼び14日の夕方,各組が川端で行う。 1

1019 添田町 285 宮座(酉祭) 上落合
12月第1日曜
日

宮柱の指示の下,神家の人びととそこから役を回す当場,そして世襲の膳奉行が進める
祭り。宮座で神家のみが集まる「株座」である。「酉祭覚書」には祭りの細かな取り
決めが記されているが,現在は神家が気楽に永久に祭りが出来るようにと簡略化し,現
代に合う形へと変化させ祭りを続けている。

6

1020 添田町 285
庚申祭(コウ
シンサン)

上落合(共
栄地区)

2月 8

1021 添田町 285 神幸祭 上落合 5月3，4日
江戸時代に伝わったとされる上落合地区の獅子舞。楽打ちの太鼓や笛の音に合わせ,雌
雄の獅子が舞う。また,背中に赤と黄,緑,白の4色の御幣を着けた園児と児童が2列に並
び,笛と鐘の音に合わせて順番に太鼓を打つ楽打ちを披露する。

32

1022 添田町 285
伊勢講(お伊
勢さん)

上落合
7月第1日曜
日

8

1023 添田町 285 十日観音 上落合 8月10日 19

1024 添田町 284 神幸祭 野田
5月第2土,日
曜日

加茂神社の神幸祭は落合地区と野田地区で行われる「野田神幸祭」の1つとなってお
り,1日目に加茂神社,2日目に野田神社での開催となる。期間中は野田獅子楽を万年願
として奉納し,悪疫退散を祈願する。野田獅子楽は江戸時代に日向の国より伝来したと
いわれる伝統的な芸能。また,楽打ちと呼ばれる子ども達が土俵を回りながら太鼓を叩
く催し物も行われ,活気溢れる祭りとなっている。

32

1025 添田町 284 神幸祭 上中元寺 〃 32
1026 添田町 284 霜月神課 中元寺 12月 6

1027 添田町 284 神幸祭 下中元寺
5月第2土,日
曜日

瀬成神社では毎年第2土曜日から日曜日にかけての2日間「下中元寺神幸祭」が開催さ
れる。期間中はお神輿を担ぎ地区内を回り,境内では奉納相撲が行われる。開催地であ
る瀬成神社では豊宇気姫神の伝説があり,この神のために建てられたのが瀬成神社とい
われている。また,河童伝説もあり洪水を知らせ感謝されたものの調子に乗り叱られ詫
び証文を書くことになったなど面白い伝説も残っている。

32

1028 添田町 284 瀬成相撲 下中元寺 5月 下中元寺神幸祭の際に奉納される。 10
1029 添田町 284 宮座 添田本町 6
1030 添田町 284 地蔵盆 添田本町 8月24日 19

1031 添田町 284 権現祭 添田本町 10月中旬

権現祭は現在,10月中旬の日曜に行われており,町一・町二・町三・町四で回り当番で
行われ,当番となった座元は白山宮宮柱に出立を促す。以前は「3回呼びに来るまで出
立しない」と言われ,現御当主も若い頃早く出向くのを母親からとがめられたという。
ようやく,宮柱が神社へ出向き,「オト帳」が神殿に掛けられると,神主の祝詞奏上が始
まる。参列者への修祓いの後,宮柱から玉串拝礼が始まる。祭典が終わると直会座が始
まり,当番渡しが行われる。権現祭りの後,後日組内では内座と呼ばれる権現祭の講が
持たれ,今でも広く信仰されていることがわかる。このように今でも厳しい規律で祭り
が行われ,添田本町地区の秋の風情として権現祭が行われている。

6

1032 添田町 284 神幸祭 添田本町 5月

添田本町地区の神幸祭の由来については,添田町編『岩石城』によると,古来,5月中旬
に上添田にある須佐神社の祇園祭として行われていたもので,文久元(1861)年の記録が
西本町(町二区)で保存されている。かつて祗園祭りは,上添田組と町組が共同して祭礼
を行い,白山宮から神輿が出て,御旅所に移り,翌日須佐神社に登り,白山宮に還御する
ものであった。これについて,『郷土史誌そえだ第3号』によると,時代とともに白山権
現社から須佐神社等を勧請し,年々祭りが大きくなり,また村人達を動員した祇園祭と
なり,近郷近在では稀にみる一大行事となったとされる。

32

1033 糸田町 291 田植祭 金村 3月15日

田植祭は毎年3月15日に,上糸田・中糸田・下糸田地区全体の祭りとして金村神社で行
われている。毎年春の農業の出発として,その年の豊作を祈る春祭りである。祭りは祭
典が15時頃から行われ参列者は金村神社の神社総代や世話役・田植行事の出演者であ
る。祭りの経緯はまず神官が五穀豊穣の祝詞を奏上しそれが終わるとしばらく直会が
あって模擬農耕行事となる。田植えまでの演技は,草刈り・溝さらえ・畦ぬり・身持ち
女の昼まもち・牛を使っての代掻きの順で行われる。その後小学生による,田植舞が奉
納され最後に田植えが行われる。

17

1034 糸田町 291
糸田祇園山
笠

糸田
5月第2土,日
曜日

第4章,第1節,特論1「祇園山笠」参照。 2,29

1035 糸田町 291 六日相撲
糸田町
鼠ヶ池

9月6日に近
い日曜日

10

1036 糸田町 291 えびす祭
12月10日前
後の日曜日

23

1037 糸田町 291 たぎり神事 金村
10月第1日曜
日

1038 川崎町 289 鬼火たき 下真崎 1月 1
1039 川崎町 289 鬼火たき 安宅 1月15日 1

1040 川崎町 289
春祭(神幸
祭)

黒木 5月2，3日 2日に準備を行い,3日に神事・餅まきを行う。 32

1041 川崎町 289 祇園祭
東川崎久
保

7月第3日曜 32

1042 川崎町 289 祇園祭
西川崎屋
敷裏

7月第2日曜 32

1043 川崎町 289 祇園祭 下真崎 7月第2土日
神輿は8人かきで「あばれ神輿」とよばれ,前進・後退しながらくるくる練り回し,時に
は投げ上げ,さらに中元寺川に入って暴れる。山笠は幟山で,夜には提灯山になる。

2,29,32

1044 川崎町 289 神幸祭 田原 5月3，4日
神輿が戻ってきた4日,獅子舞や祭典が行われて,その後,杖楽殿で白いたすきと白いは
ちまきを身に付けた杖楽保存会が真刀や鎌を使用した,福岡県指定無形民俗文化財の杖
楽が披露される。

32

1045 川崎町 289 神幸祭 安宅 5月4，5日
神輿,山笠,子ども山が連なって,須佐神社と公民館の間を往復する。2tの山笠を男衆が
「オイサ,オイサ」と活気づける。須佐神社で祭典,獅子舞が行われ,「暴れ獅子」と呼
ばれる,激しく舞う獅子が見どころ。

29,32
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1046 川崎町 289 神幸祭 川崎 5月4，5日

4日に天降神社を出発した神輿は本町地区等を巡り,5日に天降神社に帰ってくる。出発
の時と帰って来た時には,太田・永井・東川の獅子舞が行われる。神輿が本町地区など
を巡る時には,5段・6調子の太田,曲獅子と呼ばれる永井・東川の獅子舞が神輿を先導
する。

29,32

1047 川崎町 289 神幸祭 池尻 5月4，5日
「お上り」と言われる大石神社の約150段ある石段を神輿を担いで一気に駆け上がる。
また,池尻地区各所で曲獅子も行われる。

32

1048 川崎町 289 宮座 下真崎 4月29日

下真崎では,昔から決められた家のみ11人で4月29日に須佐神社で座をし,その後当番の
家でも座が行われる。参加者は家筋で受け継がれていて,昔は28軒であったのが今は18
軒になっている。座元は2軒で務め,その順番は村を右回りにしている。神前の供え物
は米・塩・鯛・昆布・根菜・葉物・御神酒である。座での献立は決まっていない。

6

1049 川崎町 289 お日待ち 木城 12月13日 皆で夜明けを待ち,寝てしまうと芋判を押されてしまうという。 8

1050 川崎町 289 山の神祭り 安宅
12月第1日曜
日

安宅の貞近組では,昭和25(1950)年頃まで家回りの当番のところに集まり,神職を招い
て行っていた。供え物の中に年もち一重ねがあり,そのもちの1つは神職が持ち帰り,残
りは参加者で切り分けて持ち帰った。今は希望者だけの参加で,12月の第1日曜日に
行っている。

8,17

1051 川崎町 289 お潮井採り 荒平
6月末か7月
初頭

37

1052 川崎町 289 山の神祭り 荒平 12月第1日曜 神事後,甘酒・赤飯をふるまう. 17

1053 川崎町 289 火祭り 安宅 10月20日 1

1054 大任町 286 鎮火地蔵祭 下今任 8月24日
住民による火難消除,家内安全の祈願とともに先亡聖霊の供養を行い,おこもりと称し
て各屋当番で祭祀の座主を務める慣わしである。同時に奉納相撲,盆踊,流水灌頂が行
われる。

10,19,3
7

1055 大任町 286 神幸祭 根元
5月2,3日を
中心とした
土,日曜日

32

1056 大任町 286 神幸祭 柿原 5月2,3日 32

1057 大任町 286 神幸祭 西白土 5月2,3日 32

1058 大任町 286 宮日祭 西白土 10月15日 17

1059 大任町 286 神幸祭 梅田 5月2,3日 32

1060 大任町 286 神幸祭 成光 5月2,3日 32

1061 大任町 286 神幸祭 福田 5月1,2日 32

1062 大任町 286 神幸祭 道善 5月2,3日 32

1063 大任町 286 神幸祭 東白土 5月3，4日 32

1064 大任町 286
水神祭・駄
祭り

東白土 4月上旬 16,27

1065 大任町 286 新嘗祭 東白土 11月23日
事前に京都の貴船神社に「御穂府」と御聖水(1ℓ)を送って貰い,護符は各戸の神棚に,
お水は田の水戸に入れる。

17

1066 大任町 286 神幸祭 小林 5月2,3日 32

1067 大任町 286 願成就祭 小林 10月日曜日

1068 大任町 286
どんど焼き
と祭典

秋永
1月第2日曜
日

1

1069 大任町 286 神幸祭 秋永 5月3，4日

大任町秋永区の貴船神社では毎年5月3日から4日にかけて神幸祭が行われる。期間中は
御旅所である公民館でも神輿が祭られ,五穀豊穣を祈る。また,条件が整えば古くから
続けられている「川渡り」があり,地元の声援を受けながら掛け声とともに神輿を担い
だまま、川へ入る。神輿を担いだ男たちがゆっくり川を渡っていく様子は地域を活気
付けるだけでなく,見る者を圧倒させる。

27,32

1070 大任町 286 神幸祭 峰 5月2,3日 32

1071 大任町 286 獅子祭 峰
8月土,日曜
日

8月の土,日のうち1日を決め,貴船神社で祭典。神前に獅子頭二体(赤と青)を備え,虫払
いの祈祷の後,2人で1体となった獅子が村中を廻る。いわゆる獅子舞はしない。

26

1072 大任町 286 新嘗祭 峰
11月土,日曜
日

17

1073 大任町 286 神幸祭
上元松・
下元松

5月2,3日 32

1074 大任町 286 神幸祭 桑原 5月2,3日 32

1075 大任町 286 丑祭 桑原
12月第1日曜
日

35

1076 大任町 286 神幸祭 上今任 5月2,3日 32

1077 大任町 286 祇園祭 上今任 7月9日
当日朝,区長,神社総代,祭元等20人位が行橋市の須佐神社(境内にある今井のお祇園さ
ん)に参拝し,祭典の後の直會には神官とともに必ず鱏の刺身で御神酒をいただき,地区
全80数枚の護符を受けて帰る。

1078 大任町 286 新嘗祭 上今任 11月23日 現在は祭典のみ行う。 17

1079 大任町 286 霜月卯大祭 上今任
11月最終日
曜日

11月最初の卯の日を原則とするが,最近は祭りの正當の日とされているこの日に「口開
き」といって神家全員が揃って祭りの打ち合わせをし,大祭は11月最後の日曜日に執り
行う。

1080 大任町 286 神幸祭 下今任 5月2,3日 32

1081 大任町 286 川祭 下今任 6月24日 地元では天神の御子である邇芸速日命が降臨したといわれる「御船の森」で行う。 27

1082 大任町 286 宮日祭 下今任 10月27日 17

1083 大任町 286 新嘗祭 下今任 10月末 17

1084 大任町 286 花祭り 道原 4月8日 37

1085 大任町 286
お籠もり(盆
踊り)

道原 8月16日 8,19

1086 大任町 286 川祭 上元松 4月下旬 27,37

1087 大任町 286 宮日祭 小林 10月 神社の願成就祭をして子ども相撲大会をする。現在は相撲大会は実施していない。 10

1088 大任町 286 宮日祭 成光 10月 高木神社大祭の座元が宮日祭を仕切る。甘酒を造って神社の瓶に入れ注連縄を張る。 17

1089 大任町 286 宮日祭 安永 10月15日 17
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1090 大任町 286 宮日祭 桑原 10月 17

1091 大任町 286 宮日祭
上元松・
下元松

10月 17

1092 大任町 286 稲荷祭 西白土 5，10月 5月は麦,10月は米の収穫を感謝してお籠りがある。 8,17

1093 大任町 286 稲荷祭 成光 春，秋 春と秋に座祭で行う。2月の初午に祭典を,秋に収穫を感謝してお籠りをする。 8,17

1094 大任町 286 稲荷祭 下今任 4，10月 4月,10月にお籠りをする。稲荷社の前で15時から神官宇都宮誠により祭典を行う。 8,17

1095 大任町 286 稲荷祭 東白土 9月初午 9月の初午の日にお籠り。 17

1096 大任町 286 稲荷祭 道善
春，秋午の
日

17

1097 大任町 286 稲荷祭 安高 10月 17

1098 大任町 286 稲荷祭 梅田 11月
祭りは,祭田の収穫があってから,その年内にする事になっているが,座本の都合で11月
にしたり翌年の春になる事もある。

17

1099 大任町 286 祇園祭 安永 7月7日
宵祇園で,各戸で手料理を重箱に詰め,安永神社境内の祇園社の祠前に茣座を敷き,或い
はテントを張ってお籠りをし,夜を徹したこともある。後通夜をせず家に帰るように
なったが,平成3(1991)年から皆作祭と一緒にするようになった。

1100 大任町 286 川祭 柿原
祭典の後,供物を川に流して水神に捧げる。現在は皆作祭の後に引続き行い、公民館に
引揚げて直会を行う。この際「みくじ下ろし」で八月の行事を決定する。

27

1101 大任町 286 川祭 上今任
5月神幸祭の
日

虫,風,水難除けの祈祷を,英彦山川原に青竹4本を建て,注連縄を張った祭壇を設けて行
う。現在は神幸祭の折,神輿頓宮(お下りの日)の後に行っている。

27

1102 大任町 286 祇園祭 成光 高木神社境内の祇園社。当日は胡瓜は食さない。

1103 大任町 286 川祭 東白土 地区内の山際を流れる小川に祭壇を設けて行う。お供えに茄子と白菜を用いる。 27

1104 大任町 286 川祭 島台 春，秋 春と秋の二回,英彦山川に面した「水神さんの祠」で行う。 27

1105 大任町 286 地神祭 東白土 祭典を行い座元で直会

1106 大任町 286 新嘗祭 安永 10月中旬 宮日祭と一緒に行う。 17

1107 大任町 286 秋葉神社祭 秋永
9月第2日曜
日

火の神を祀ったこの神社で火災除けの祈願を行う。従来8月24日に行い,子ども相撲を
奉納していた。現在は9月第2日曜に変更したが,子ども相撲は実施しておらず,掃除の
みしている。

10

1108 大任町 286 社日祭 下今任
神社の境内に祠が2社あり,個人の祠が2社ある。十輪院の住職が同じ日に,この4つの祠
を廻ってお参りをする。

1109 大任町 286 小一郎祭 上今任
12月第1日曜
日

神社境内に小一郎社の祠がある。小一朗とは馬嶽城(犀川町)主,新田義高のことで,菊
池一族と呼応して戦死した。その怨霊を恐れて神として祀ったもので,豊前,豊後の地
方的な民間信仰である。祠にお参りののち座元でお籠り。12月の第1日曜日を祭日と
し,座元の祭壇に掛軸「小一郎社」をかける。

15

1110 大任町 286 神待 向田 12月1日
向田では12月1日に出雲大社の神事に合わせて,祭神を迎える神待ちを行った。当日は,
神社の祭典,献饌はない。区,向和会,子ども育成部会が協力して神待を楽しいものにす
る。

8

1111 大任町 286 神待 成光 12月2日 18時から,高木神社で宮司の下で祭典,献饌は,鯛,御飯,清酒,昆布,りんご。 8

1112 大任町 286 神待 道善 11月29日 8

1113 大任町 286 神待 玉川 11月29日 お供えをした後,焚き火を囲んで飲酒接待。日付が変わるまで楽しむ。 1,8

1114 大任町 286 神待 峰 11月土曜日 19時から行う。昔は宮司を招いて祭典をしていたが,現在は招いていない。 8

1115 赤村 282 皆作ごもり 大内田 4月

1116 赤村 282 神幸祭 大内田
4月最終土,
日曜日

神幸祭の中で大内田神楽が奉納される。この神楽は,明暦元(1655)年に始まると伝えら
れている。大内田地区に牛馬の疫病が流行し,困り果てた村人が,氏神様である大祖神
社にうかがいを立て,みくじを引いたところ,「4月に神楽をすればよい」とのお告げが
あったため,それ以来,「家が3軒になるまでやめない」という万年願として行われるよ
うになった。現在の神楽は,今から90年ほど前,築上郡の赤幡神楽から神太郎右衛門と
言う神職の指導を受け,12名で神楽講を形成して始まった。戦時中は舞手が不足したた
め一時中断したが,戦後再興した。現在は人手不足のため,神輿の還御は行事としては
執り行われていない。

32

1117 赤村 282 神幸祭 小内田 5月4,5日 32
1118 赤村 282 神幸祭 山浦 5月4,5日 32
1119 赤村 282 神幸祭 小柳 5月4,5日 32

1120 赤村 282
光明八幡神
社神幸祭

上赤 5月4,5日

約200年前から行われているお祭りで,里に降りてこられた神を迎え,村を案内して,里
を見てもらう行事。毎年5月4,5日に行われ,犬山・こども山の2台の山車が光明八幡神
社に神輿を迎えに行く。神輿はその後,御旅所で一泊し氏子の人たちは迎えた神と一夜
を過ごす。翌日,神は山車のお供で神社へと帰っていく。神幸祭には『五穀豊穣』と
『里人の多幸』の祈りが込められている。

2,29,32

1121 赤村 282
我鹿八幡神
社神幸祭

下赤 5月4,5日
現在は下赤地区の山笠保存会が中心となって,5月4,5日に行われる神幸行事を執り行っ
ている。

2,29,32

1122 赤村 282
秋葉神社神
幸祭

油須原
10月第1土,
日曜日

秋葉神社神幸祭は,天保9(1838)年に,油須原地区で大火が起こり,集落のほとんどを焼
き尽くしてしまったことに始まると言われている。二度とこのような惨状を起こすま
いという人びとの思いが,「天下泰平」「国家安泰」を祈る祭という形になった。現在
は農繁期の落ち着く10月の第1週末に執り行われる。

32

1123 赤村 282 ジンガの祭 大内田 6
1124 赤村 282 宮座 大内田 6

1125 赤村 282
小内田おし
し会

小内田
8月第1日曜
日

39

1126 福智町 294
岩屋神社神
幸祭

弁城地区
奇数年の5月
第2土,日曜
日

弁城地区全体が参加する最大の祭りである。祭りの巡行では,神輿のほかに,笛を用い
ずに鉦を打ち鳴らす囃子と,上部に取り付けられた4mを超える白い馬簾が特徴の山笠が
2日間にわたって町内を練り歩く。祭りの最後を飾る「弁城山笠競演会」では,白馬簾
をなびかせ砂塵を巻き上げて旋回する「練り回し」が行われる。毎年各常会が持ち回
りで担当する「神輿当番」では,重さ1tもの巨大な神輿を持ち上げる。

2,29,32

1127 福智町 292
南木菅原神
社神幸祭

南木地区 5月2，3日

南木菅原神社は,かつてはタカオ神を祀り,貴船大明神と称していたが,延喜元(901)年,
菅原道真公が大宰府に赴く途中この神社に立ち寄り休息したといわれ,これを受けて天
仁2(1109)年に神社を再建し,天満宮と改称した。神幸祭は明治初年から行われており,
当初は8月25日であったが,5月2～3日に変更され,現在に至る。神幸祭における獅子楽
は,明治20年代に嘉穂郡庄内町綱分に習いに行き導入したと伝えられている。

32

1128 福智町 294
赤坂神社神
幸祭

伊方地区 5月上旬

毎年5月の大型連休中に執り行われる赤坂・白鬚神社神幸祭。5月3日に合戦絵巻を表し
た華麗な山笠がきらびやかな電装飾を纏い「練り回し」による迫力と掻き手の躍動感
が圧巻の「伊方山笠競演会」で始まり,4日・5日と2日間にわたり勇壮な山笠が囃子と
ともに町内を練り歩く。

2,29,32
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1129 福智町 294
白髪神社神
幸祭

古門 5月

毎年5月の大型連休中に執り行われる赤坂・白鬚神社神幸祭。5月3日に合戦絵巻を表し
た華麗な山笠がきらびやかな電装飾を纏い「練り回し」による迫力と掻き手の躍動感
が圧巻の「伊方山笠競演会」で始まり,4日・5日と2日間にわたり勇壮な山笠が囃子と
ともに町内を練り歩く。白鬚神社では神事の厳かな雰囲気を高める獅子舞や稚児舞も
奉納される。

2,29,32

1130 福智町 292
飯土井神社
神幸祭

神崎
偶数年の10
月第2土,日
曜日

偶数年の10月第2土曜日・日曜日には飯土井神社で「飯土井神社神幸祭」が開かれ,高
揚感を掻き立てる祭囃子とともに華やかな山笠が神崎地区を練り歩く。神輿が御旅所
まで移る「お下り」では,赤鬼と青鬼が竹の棒で子どもの頭を軽く小突き,一人ひとり
の厄を払っていく。「泣く子は強く育つ」という言い伝えがあり,鬼と天狗に囲まれて
泣く子どもの声が沿道に響き渡る。

2,29,32

1131 福智町 292
稲荷神社神
幸祭

金田
10月第3土,
日曜日

例年,10月20日以降の土曜日・日曜日に「金田・神崎山笠競演会」が開催され,その競
演会の日中には毎年「稲荷神社神幸祭」が行われる。無病息災,五穀豊穣を願う山笠が
各地区で村回りを終え,そろいの法被に身を包んだ人びとが稲荷神社前に集結する。勇
壮な山笠が見守る中,1200年近い歴史をもつ稲荷神社の境内では,銀杏の大木と社殿と
の間で獅子楽や稚児舞,巫女の舞いが奉納される。

32

1132 福智町 294
門之脇水神
祭(通称　牛
まつり)

迫 9月25日

豊作祈念,農耕牛に対する感謝,さらに天災,流行病の年には特別な祭りの様式があっ
た。かつては,当番組中が米2升を持参したり,料理の中心は川魚でなけらばならないと
いった決まりがあったようだが,現在では,そういった決まり事は時代とともに変化し
ている。

6,8,27

1133 福智町 294
ウマごもり
(おこもり)

迫 現在はお参りの習慣がなくなり,おこもりの祭事だけが残っている。 8

1134 福智町 294 庚申待ち 長浦

常会(自治体の会議)の日を庚申待として現在も残っている。期日は,一月もしくは二月
おきに会議の内容で決まる,掛け軸を掛けお賽銭を供えお参りする。昔は,月々戸毎の
周り当番で座元は床の間に庚申の画像を掛け,神酒を供えて祀る。各々お詣りが終われ
ば酒宴,昔は餅をついて御馳走をしていたが,30年前位には餅に代わって「おこわ」を
蒸し清酒３升,吸い物,煮つけ刺身と料理を決め,食後会議が終わり次第,徹夜すること
なく解散していた。

8

1135 福智町 294 七瀬祭り 旧畑地区 5月上旬
五穀豊穣を祈願し,水神様をそれぞれの七瀬に祀り,簑島か芦屋で海藻と海水を汲んで
きてお供えした。

8

1136 福智町 294 観音講 中原地区
毎月末の日
曜日

現在は,毎月最終の日曜日に,常会として名前のみ残っている。昔は,各戸当番で夕食を
ともにし,33番唱え,観音信仰の夜を過ごし,お盆の17日の夜は,婦人会全員揃い御詠歌
を33番唱え,先祖の祭りをしていた。

8

1137 福智町 294 六夜様祭 春田地区 8月26日

昔,春田地区に難病がはやり,農作物も不作続きで村人が大変困っている時,村の長老の
夢枕に,村のほとりに石の神様がいるから,その神様を祀って,8月26日の夜みんなでお
参りをしなさいとのお告げがあった。それを聞いた村人は,その石の神様を山の神とし
て祀り8月26日に祭りを行ったところ,難病もなくなり,その年は豊作になった。それか
ら毎年8月26日に六夜様としてお祭りをするようになり,当日は夕方から地区民により,
常設の舞台で演芸会が催される。

8

1138 福智町 294 申まつり 前村
正月初猿の
日

8

1139 福智町 294
えびすまつ
り

前村
過去には春と秋の2回行われていたが,現在は春のみの開催となっている。明治
28(1895)年4月の事跡は残っているが,これ以前の記録は定かではない。

23

1140 福智町 294 六夜待ち 上弁城 8月下旬

「盆の26日にはお月様が3つ,山の端から上がる」という言い伝えがある。この3体の月
を見るために,人びとは右京畑池の堤にムシロを敷いて月の出を待ったという。この日
は宵から堤の堤防に集まり,将棋や,座頭唄・歌舞伎・浄瑠璃・浪曲師を雇ったりし
た。また一時期,杉丸太で小屋掛けをしムシロで囲っての舞台を設け素人芝居を行っ
た。現在でも,毎年,常設の舞台で演芸大会が行われている。

8

1141 福智町 292 ドンド焼き 神崎地区
1月第3日曜
日

古いお札や正月飾りを燃やし,無病息災を祈る。 1

1142 福智町 292 神待ち 金田一区 11月30日
元は金田一区の青年団が行なっていたが,現在はユウボク会が行っている。20時頃から
集まり神様が出雲から帰ってくるのを迎える。深夜0時頃まで。

8

1143 福智町 292
金田七貴船
祭り

持尾貴船,
松崎神社
(東金田),
四郎丸,久
永,堀(西
金田),黒
尾,人見

4月
持尾貴船・松崎神社・四郎丸・久永・堀の5社が集中分祀され,黒尾・人見の貴船神社
を合して七貴船となる。古来より農家が祭事を執行していたが,現在ではそれぞれの地
区で,4月に貴船祭を行い,祠や境内の保存管理に務めている。

16

1144 福智町 292 相撲大会 神崎地区 9月15日 神崎地区全体で行う。 10

1145 福智町 292 恵比須祭り
金田商店
街

11月3日
明治以来,金田の商店街の各隣組で,御座の家の床の間に恵比須様の神像を掛け祭事を
行っている。また昭和50(1975)年より恵比須神社奉賛会が組織され,菅原神社の境内の
恵比須神社で毎年12月2・3日の2日間にわたり祭典が執行されるようになった。

23

1146 福智町 292 恵比須祭り
菅原神社
境内

12月2，3日
弘化3年に金田村の商人が勧講したもので,盛大な祭りが行われていた記録がある。現
在は毎年7月に金田の区長・神社総代参列の下に祭典が行われている。

23

1147 福智町 292
七浦潮井行
事

金田 4月

4月春分祭を終えて神社総代全員でお潮井を入れる竹筒を作り,苗床に種籾を播く前の
適当な日を選び,筑前の国で最も正常な場所といわれる,脇の浦・脇田浦・岩屋浦・柚
原浦・山鹿浦・芦屋浦・波津浦の7か所の海岸を巡り,海水で心身を清め,お潮井を持参
の竹筒に汲み,持ち帰って神前に供え,五穀豊穣・氏子安全を祈願する。

15

1148 福智町 293 恵比須祭
上野地区
原田・常
福

12月上旬

原田常福の人達が中心になって組を作りエビス座を毎年11月3日に行った。即ちお得意
のお客を招き,酒,食事を饗応した。商売の隆昌を目的としたもの10人で作られていて,
費用は明治中期頃50銭宛切り合わせ,座元は順番通りに規定されていた。現在では原
田,常福の全員が参加している。

23

1149 福智町 293
イナリ座(宮
座)

上野地区
堀田

12月8日
堀田22人で組織し,イナリ座を毎年12月8日に行った。イナリ社で宮司のお祓いが終わ
ると,酒,食事をともにした。費用は酒1升,金20銭宛切り合わせ,座元は5軒1組として当
番制で廻っている。

23

1150 福智町 293
ビザイテン
座(宮座)

上野地区
常福・今
屋敷

12月巳の日
今屋敷にある弁財天様に(厳島神社)12月の巳の日に催した。常福と今屋敷の15戸で順
番で座元をして酒飲食をともにした。費用は当社についていた一反半の田地の収入を
以て充当した。現在は2戸宛座元順番制で300円と米3合を切り合わせて継続している。

23

1151 福智町 293
松尾座(宮
座)

上野地区
薬王寺

12月5日

薬王寺の22戸が松尾神社の宮座を毎年12月15日夕刻より催した。宮司のお祓いがあり,
宮に1反の田地が付いていたので,座の催される時に,宮から米1斗と各戸より金50銭と
米一升宛切り合わせて,夕食やその他の費用に充てられた。酒と可成りの御馳走で参加
者一同賑わった。7月15日に千燈を灯し、子どもの宮相撲をして区民安全の祈願が行わ
れる(万年願)。現在は東側12戸と西側10戸で座元を2組に分けて,交代で費用を負担し
て継続している。

6

1152 福智町 293
高住神社の
宮座

上野地区
原

12月10日

原組36戸が全員で毎年12月10日に催した。宮司のお祓いがあった。明治の中頃米3合と
20～30銭(現在は200円)切り合わせて,酒,野菜の煮しめ,酢物,汁物等で夕食をともにし
た。座元は2軒宛の順番で催し,若し費用が不足した場合は座元が負担した。高住神社
は一般には豊前坊様と呼び,英彦山神社の分かれと言われている。現在も継承してい
る。

6
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1153 福智町 293
水神様(苗代
田植)

上野地区
上野,山
崎,大久
保,鋤木田

田植後

上野には水神様が,即里の福智下宮の裏,里の山崎北田,大久保,鋤木田の大浦と4か所あ
り,市場地区の鉱害復旧された水田一角に水神祀が農耕の守護神として祀られている。
苗代田植,収穫終了後随時各々の地区で宮司のお祓いがあり,お酒を水神様に供え,式が
終わると水神様の周囲にゴザを広げて,各自持参の弁当を食べた。宮司には参果一升と
弁当を差し上げ,お酒を酌み交わす。明治20(1887)年頃から行われており,現在も継続
している。福智下宮浦の水神様の石室の側面に,「昭和二年牛馬安全捻百姓中」と文字
が刻まれている。お水をとって神社に参詣した。

27

1154 福智町 293
諏訪社の宮
座

鋤木田(旧
赤池町)

5月上旬の
土,日曜日
10月最後の
土,日曜日

毎年春秋の2回宮座を開いた。昔は,宮の田からの収入(3反)で費用に充てたが,不足を
20銭宛切り合わせた。米3合宛切り合わせたこともあった。お祓いがあって御酒と夕食
をともにした。明治中期から始められ,現在は春(5月上旬)秋(10月最後の土日)の2回。
宮座を3戸宛順番制で個人の家で開いて続けている。鋤木田区の全部が参加している。
お酒とつまみ用の魚少々が用意された。

6

1155 福智町 293
興国寺「花
まつり」

上野地区 5月8日
興国寺の花祭り(釈尊誕生祝い)略して8日と呼び,旧暦で行われている。花御堂を飾り
中に誕生仏を安置し,甘茶を灌頂して礼拝し,お祝いをする。

37

1156 福智町 293 神幸祭 上野地区
かつては,上野・鋤木田・草場・市津・赤池・神崎・南木・弁城・金田・大熊・福丸と
各所で御獅子を奉斎して,笛太鼓で巡回して行われていた。近年では上野所在の四地区
のみを巡っている。

26

1157 福智町 293
牛馬願成就
(水神祭り)

草場 8月末

300年近く続く祭で,牛馬のいなくなった今も行われている。当時,牛馬が病気で多く倒
れ草場の家が3軒になるまでお祀りをしますと願をかけた。昔は,9月の牛(丑)の日松明
を焚いてこれを取り囲んで手踊りをし,牛を飼っている家を踊って回りまった。今は8
月末日曜日に皆が集まって神主のお祓いの後,歌や踊りで賑わっている。

27,39

1158 福智町 293
草場の皆作
こもり

草場地区
7月初旬(田
植後)

田植が終わった後に行う。 8

1159 福智町 293
市津地区の
宮座

市場地区 9月15日 毎年,9月15日夕方から春日神社と日吉神社と1年ごとに行っている。 6

1160 福智町 293
御神幸・祇
園祭

上野地区
堀田

4月15日

流行病退散のために祭礼が行われる。昔は毎年6月15日に行われ,山笠が4本建ってい
た。まず,前日14日に夜御旅所に御幸され(神輿一体,笛,太鼓,手拍子),同晩直ぐに熊野
神社に還御された。御旅所より熊野社に還御されることを「お上り」と呼んだ。明治
30(1897)年頃山笠が建ったが,後に幟り山に人形を建てる簡素なものとなり,昭和
10(1935)年頃,これも中止となった。現在は祭礼のみ行われている。

32

1161 福智町 293 初午祭り
上野地区
堀田

昔は,旧2月の初午の日,堀田組婦人部全員で稲荷神社で行った。米1升30銭切り合わせ
て催していた。参詣者にはニギリ飯,漬物の接待をした。稲荷社にはチリ(子どもが意
識を失って痙攣する病気)を癒す神で,安産の神が祀られてあったので諸方面より参詣
があった。接待の世話は5人宛当番制で巡回した。現在は組費から支出している。

35

1162 行橋市 303 お通夜 大谷 2月

疫病が流行し,村人も牛馬・犬猫も死んでしまったため,大焚火をして無病息災を祈願
する万念願を立てたことが始まり。以来,村では毎年大焚火を焚き総参りをするように
なった。このお通夜には,前もって「ツウロ銭」という金を集めて回る。各戸ごとに
「生き物の」数だけ払い,「命」1つにつき50円であったが,現在では100円になってい
る。

1

1163 行橋市 308

英彦山神宮
お潮井取り
神事一行送
迎

沓尾 3月1日 第4章,第3節,13「英彦山神宮御潮井取り」 参照。 33

1164 行橋市 308 神幸祭 今井 4月 32

1165 行橋市 308 神幸祭 元永 4月下旬
数百年前から伝わる春祭りで,神輿渡御・神楽奉納が行われる。大型の神輿2基が須佐
神社の長い石段を勇壮に下る様子が見所。

32

1166 行橋市 304 神幸祭 津熊 5月3日
五穀豊穣を祈願する神事。上津熊,中津熊,下津熊の3地区を約5時間かけて練り歩いた
後,白装束の氏子たちに担がれた3基の神輿が長峡川へと入り,勇壮な掛け声とともに川
を渡る。

32

1167 行橋市 303
万年願　七
浦汐汲み

下稗田,前
田

4月3日
汐汲みは築城飛行場が出来てから「七浦」は無くなり,長井の浜・椎田浜宮の2か所だ
けである。汲んだ汐筒四組を今井祇園さん・前田・下稗田の各お宮・竹下家へそれぞ
れ奉納する。

15

1168 行橋市 312 神幸祭 柳井田 5月 32
1169 行橋市 312 神幸祭 草場 5月 32
1170 行橋市 305 神幸祭 大橋 5月 32
1171 行橋市 309 神幸祭 稲童 5月 32
1172 行橋市 309 神幸祭 道場寺 5月 32
1173 行橋市 308 神幸祭 沓尾 5月 32

1174 行橋市 299
五社八幡神
社神幸祭

入覚 5月 32

1175 行橋市 307 蓑島百手祭 蓑島 5月21日
くじによって選ばれた2人の若者が射手となり,神社から少し離れた小祠の前で2張りの
弓,2本の矢で大小2張りの的を射る。続いて群集による的壊しや長老によるケーラン団
子の奉納行事が展開される。

5,10,24

1176 行橋市 305 夏越祭り 大橋 7月 15

1177 行橋市 299
こずき(こづ
き)地蔵の子
ども相撲

椿市高来 7月

小月地蔵と一般に呼ばれているが,「小月」の読み方から,「子好き地蔵」また「小咳
地蔵」とも呼ばれ,幼児の守り神地蔵として親しまれている。相撲は地蔵講の人たちの
準備で,地蔵にお酒などが供えられ蝋燭が灯される。天聖寺住職が読経を行い,その後
こども相撲が奉納される。

10

1178 行橋市 303 三百度祓い
大谷,新所
杉ﾉ木

7月

健康除厄の祓いの行事。かつては夏越祭の場合だけ,「中臣祓え」を300度奉納してい
た。現在は中臣祓えを略した「大祓の詞(大祓に読む祝詞)」を夏の土用に入ってから
奉納する。これは皆で「大祓の詞」の祝詞を一緒に300回唱和することで自分自身も祓
うもの。

15

1179 行橋市 308
今井祇園行
事

今井,元永 7月

今井津須佐神社に天下泰平•無病息災等を祈願して奉納される祭礼行事。現在,祭礼期
間は7月中旬から8月初旬頃。現在の主な行事は「山」,「連歌奉納」である。山の高さ
は約15mを測り豊前地方では最大級の規模である。長らく今井西の1基のみであったが,
近年,元永地区の山が復興した。「連歌奉納」は享禄3(1530)年に取り入れられたとさ
れる伝統行事。大祭2日目の夜,今井西の山の周辺で執り行われる連歌は「車上連歌」
と呼ばれ,笠着連歌の形態が今も残る貴重なもの。

2,29

1180 行橋市 299
十三仏道祓
い

入覚 9月27日

「道切り」は総勢6人。まず13か所の十三仏に御供をし易いように掃除をして,アオキ
の葉を敷く。麓の不動明王から始まり,順を追いながら,邪魔な木や藪を切り払ってい
く。十三仏の石仏を清め,全てに「おごく」の皿を置いて行く。やがて「御供」の役2
人が御供櫃を背負い,十三仏に御供を盛り,念仏を唱え,拝みながら登っていく。役のも
う1人は明見寺居残る。頂上の大祖神社で「オスボ」と御供の「大握り飯」を持って
登った人たちと合流,参詣し直会となる。道祓いの一行は一気に急坂を駆け下り,明見
寺の裏に出て,行事は終わる。

33,37

1181 行橋市 306
願成就・子
ども相撲

矢留 9月8日

清地神社の境内に土俵が設けられている。青竹を4本の竹に括りつけ,中に塩をいれた
藁スボをそれぞれに提げる。青竹に弊を一杯につけた注連縄を張り,さらにその上の段
に,十文字に注連縄を張り,中央に弊を付けた大きな杉の葉の束を提げる。宮司がその
土俵を太鼓・シャンカラの奏楽で修祓を奏上する。

15

1182 行橋市 305 風鎮祭 行事 9月1日
風を鎮め,害虫を防ぎ,五穀豊穣を願う。行事地区では以前は210日に行われていた。8
月31日には,世話人や青年会の若者が各家の軒下にボンボリを立てて回った。戦前は人
出も多く市が立っていた。

16

306



番号 市町村
地区
番号

名称 伝承地 実施日 概要 テーマ

1183 行橋市 305 風鎮祭 大橋 9月16日
風を鎮め,害虫を防ぎ,五穀豊穣を願う。正八幡では春の神幸と同様に風鎮祭でも神楽
が舞われた。この祭りをクイマツリとも言い,人びとには御馳走を食べる日として記憶
されている。

16

1184 行橋市 306 御供盛 矢留 10月10日

豊作を感謝し,来年の五穀豊穣を祈願して神を送る「神送り」の神事。1日から始まる
「大祭」は10日の「御供盛り」を頂点とする一連の大祭行事。この「御供盛り」は,古
来より農家で厳粛に執行されてきた「九月大祭」であり,中でも「種渡し」の古式をよ
く残している。

15

1185 行橋市 312
御宮田祭り
(オオマツ
リ)

長江
12月5～10ま
での日曜日

長江地区では座元ではなく公民館で行われるようになり「村座」は無くなった。同時
に「宮座」祭りから,八雷神社の「氏子」祭りになった。氏子祭に性格が変わっても直
会の内容・形式は宮座祭を踏襲し,献立も若干の異同はあるが,ほとんど従来のままで
ある。

17

1186 行橋市 312 卯祭 草場 12月

4時に神社の横の広場で大焚火をする。この時すでに禊場には男竹に弊が下げられて堤
防に立てられている。その後,当番の三人が榊の葉を咥え,シデ(紙幣)をつけた注連を
巻き白米一升を入れた真新しいバケツ・シャモジ・ヒシャクを持ち,川の中ほどにある
カンノ瀬(神の瀬)と呼ばれる場所で全身を水に沈めて禊をした後,白米を丁寧に研ぐ。
この米は社務所で炊き上げ,オゴクとして幣殿で神前に供える。

17

1187 豊前市 325
節分祭・牛
替神事

四郎丸 2月3日
牛替みくじでは,以前は生きている子牛を賞品にしていたが,昭和38(1963)年から一刀
彫になった。

22

1188 豊前市 324
畑のどんど
焼き

畑
2月15日前後
の土曜日

第4章,第3節,4「畑のどんど焼き」 参照。 1

1189 豊前市 332
求菩提山の
お田植祭

求菩提
3月最終日曜
日

第4章,第3節,14「御田植祭」 参照。 17

1190 豊前市 326
厳島神社の
百手祭

八屋
3月第1日曜
日

鬼の股と手を埋めた場所と伝えられる「股手の藪」で弓射が行われる。鬼と墨書した
的を掛けて行われるが,弓射の作法は「蟇目の法」と呼ばれる。修験の憑き物落としの
修法「蟇目法」との関連を暗示させる。

11,24

1191 豊前市
330
331

嘯吹八幡神
社神幸(清原
神事)

山内
4月第2土,日
曜日

毎年4月の第2土曜日・日曜日に行われる嘯吹八幡神社の春季神幸祭である「清原神
事」。1日目は3基の神輿と傘鉾を中心とした神幸行列が,御旅所である清原神事場を目
指し,地域を巡行する。夜には神事場に到着し,入り口の二塚神社(猿田彦命,天鈿女命)
で祭典を行った後,お着きの神楽が舞われ,初日の行事が終了する。2日目は,昼頃から
山内神楽講によるお立ちの湯立神楽が奉納され,同じルートでお下りが行われる。夜に
は嘯吹八幡神社に戻り,拝殿では遅くまで神楽が奉納され,祭神の帰還を祝う。巡行の
途中では決められた場所でそれぞれの神輿が高く天に掲げられ,氏子によって激しく回
転させて雄姿を競う。また,お立ちの際に奉納される「湯立神楽」は,古式ゆかしいも
ので岩戸神楽の真髄ともいえる。

2,29,32

1192 豊前市
325
332

大富神社神
幸行事(八屋
祇園)

四郎丸
4月29日～5
月1日

毎年4月29日から5月1日まで大富神社の春季神幸祭として開催される豊前市を代表する
春祭りの1つで,天平12(740)年の「藤原広嗣の乱」に際し,その鎮圧に功績のあった上
毛郡の擬大領,紀宇麻呂の凱旋の様子を模したものと言われている。

2,29,32

1193 豊前市 326
足切神社神
幸祭

赤熊
4月第3土,日
曜日

旧赤熊村を巡行する祭りで,一部宇島と地域が重複する。かつては「公富楽」という楽
打ちがあり,「カッパ楽」とも称され,雨乞いの祭りに奉納された。

2,29,32

1194 豊前市 324 畑神幸祭 畑
4月第4日曜
日

以前は神輿や御幣,傘鉾など全て担いでいたが,今は台車に乗せている。幟旗は畑小学
校があった頃は20人近い子ども達が担当し,傘鉾も囃し方もいたが,現在はテープを流
すようになった。子ども神輿も,今では担ぐ子どもが少なく水神社に安置されている。

2,29,32

1195 豊前市 328 三毛門祇園 三毛門
4月第4日曜
日

宮守(宮柱)と呼ばれる専門の神職ではない地元神主をかつての庄屋職の三毛門家(現在
の別府家)が務め,祭りを取り仕切る。これに各地区代表役員が加わり,年毎に各地区が
順番に引き受けとなり,祭りを執行する。

2,29,32

1196 豊前市 330
貴船神社春
祭

永久
4月22日直近
の土曜か日
曜

現在は提灯山(大人)と神輿(子ども)が巡行する。囃子は屋台状の車に太鼓を収め,屋根
に御幣を立てる。

32

1197 豊前市 326 宇島祇園 宇島 5月3～5日 神輿と6台の山車が町内を練り歩く。 2,29

1198 豊前市 324
角田八幡神
社神幸祭

中村
5月第3土,日
曜日

豊前市松江地区の伝統行事で,山車の老朽化や担い手不足などから一度は途絶えたが,
地域の人びとの努力により,山車を修復し,復活した。5月中旬の金曜日～日曜日までの
3日間,松江地区を祇園車(踊り車)が練り歩き,高〆が張られた辻々では華麗な民舞が奉
納され,昔ながらの祭りの様相を残している。奇数年に豊前楽を奉納。

2,29,32

1199 豊前市 329
石清水八幡
神社例大祭

黒土 5月3日
朝8時から始まる巡行は夕方にまで及び,全ての経路で神輿を担ぐと言う意味で,昔から
の伝統を踏襲している。

2,29,32

1200 豊前市 328 沓川祇園 沓川 5月5，6日 年毎に各地区が順番に引き受けとなり執行する。金毘羅宮が聖地とされる。 2,29,32

1201 豊前市 330
宗像神社春
祭

薬師寺 5月14日
提灯,囃子,神輿,樽神輿(子ども)と続く。囃し方は傘鉾ではなく屋台風の車に太鼓を乗
せる。

32

1202 豊前市 330
貴船神社春
の神幸祭

挟間 5月12，13日
本来は御幣を先頭に鉾面,賽銭箱,傘鉾,神輿(大,小)が並んでいたが現在は神輿だけが
巡行する。子ども中心の祭り。

32

1203 豊前市 325
須佐神社八
朔の節句祭

鳥越 9月3日 行列は,賽銭箱・旗・傘鉾・神輿で構成される。傘鉾は,傘と幕を付けていない。 2,29,32

1204 豊前市 326
菅原神社神
幸祭

八屋 10月25日
25年毎の大祭時に神輿が出る(前回は平成11(1999)年)。通常は毎年子どもによる樽神
輿が出る。

32

1205 豊前市 332 山人走り 大河内 10月初申

山人は山仕事の姿で御幣のついた榊の枝を持つ。境内南側の鳥居を出て旧道を通り
200mほど先の御神木(柿)に向かう。目指す場所は時代ごと変わっている。平成
13(2001)年以降は神の柿を継ぐ若木があり,山人の走る距離は短縮された。神の柿にた
どり着くとそこで荒縄を解き,この縄で持ってきた榊を御神木に括り付けた後神社へ帰
り人に戻る。

6

1206 豊前市 330 山人走り 山内 11月25日 第4章,第3節,34「山人走り」 参照。 6

1207 苅田町 297
白庭神社の
福焼き

与原字御
所山

2月第2土曜
日

文化13(1816)年の大風により多数の死傷者が出たが,御所山古墳周辺は被害が出なかっ
た。大風の後,白庭神社を見ると松の大木が倒れており,村人は神仏が身代わりに立っ
たと理解し,その松の大木を燃やしたことが起源とされる。白庭神社境内で左義長が行
われ,笹で作った竿の先端に2枚からなる福餅を付けて福焼きの火で炙って食べると,そ
の年の無病息災が叶うとされる。かつてはその福餅の間に「大福」「中福」「小福」
の当たりくじを挟んでいた。

1

1208 苅田町 298
等覚寺の松
会

山口字等
覚寺

4月第3日曜
日

修験道の最大行事であった松会がほぼ完全に近い形で伝承されている極めて貴重な祭
礼である。

33

1209 苅田町 296 苅田山笠 富久町
10月第1日曜
日

第4章,第1節,特論1「祇園山笠」参照。 29

1210 苅田町 296 獅子祓い
12月の数日
間

1年の罪穢れを祓い退けて新年を迎えるための祭り。氏子地域全域の一戸一戸を神職と
獅子が祓い廻る。祓いの日程は区ごとに決まっており,数日間にわたって行われる。

26

1211 苅田町 296 おこもり 7月12日 37

1212 苅田町 296 皆作祭 集区 6月10～15日 17
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1213 苅田町 296
土用おこも
り・雨乞い

集区
7月25日又は
それに近い
日曜日

16

1214 苅田町 296 盛相祭り 集区
12月19日又
はそれに近
い日曜日

17

1215 苅田町 297 天一親王祭
白庭神社
のみ「字
御所山」

5月
座元の家に神職を呼んで,祭典が行われていたが,現在は与原下区公民館で飲食のみ行
われる。座元は講員が輪番で務めていた。

8

1216 苅田町 297 左夜神祭
与原字御
所山

5月第1日曜
日

現在は白庭神社拝殿において直会が行われているが,かつては「サヨノカミ様」あるい
は「サイノカミ様」と呼ばれる石碑の前で,お神酒,海や山の幸などが供えられ,神職が
祭典を行い,その後蓆を敷いてお籠りをしたとされる。

8

1217 苅田町 297 皆作
与原字御
所山

6月第3日曜
日

田植え終了時,農家一同が白庭神社の本殿に参拝し,神職を呼んで,豊作祈願を行い,拝
殿において直会を行ったとされる。

17

1218 苅田町 297 おこもり
与原字御
所山

9月第1日曜
日

16

1219 苅田町 297 神幸祭
与原字御
所山

10月第1土曜
日

32

1220 苅田町 297 春祭リ 片島区
4月24,25日
に近い日曜
日

32

1221 苅田町 297
秋のおこも
り

片島区 9月15日 8

1222 苅田町 297 どんど焼き 片島区 2月14日 1

1223 苅田町 297
春のおこも
り

片島区 3月25日 8

1224 苅田町 297 皆作祭典 片島区
田植が終
わった休日

17

1225 苅田町 297 願成就相撲 片島区 9月25日 10
1226 苅田町 297 施餓鬼法要 8月16日 37

1227 苅田町 297 亥の子祭り 浄土院
11月第1土曜
日

昔は『亥子餅ちよ搗かんもな鬼にょ生め蛇生め角の生えた子を生め』と怒鳴りながら
藁束で作ったいのこづちで門口をボトボト叩いて廻り,庭に飾られたお供物を取って食
べる行事があった。旧暦2月亥の日に田に降りた田の神(亥の神)が旧暦10月亥の日に仕
事を終え,家に帰るので新殻で餅を搗いてお迎えする日である。庭の隅に臼を置き,上
に新藁を敷き一升桝でお供物をする。これを黙って取って食べれば病気をしないと言
われる。

34

1228 苅田町 298 皆作祭 稲光区 6月23日 17
1229 苅田町 298 お宮座 稲光区 12月2日 6
1230 苅田町 298 お宮座 鋤崎区 12月 6
1231 苅田町 298 どんど焼き 鋤崎区 1月 1
1232 苅田町 298 お宮座 谷区 11月 6

1233 苅田町 298 花まつり 5月8日前後 37

1234 苅田町 298 水神祭
7月第2日曜
日

16,27

1235 苅田町 298 お日待ち
12月第1日曜
日

8

1236 苅田町 298 水神祭 黒添区 田植え前 16,27
1237 苅田町 298 彼岸祭り 黒添区 彼岸 37
1238 苅田町 298 お宮座 黒添区 12月第1週 6
1239 苅田町 298 お日待ち 黒添区 12月第1週 8
1240 苅田町 298 神幸祭 12月1日 2,32

1241 苅田町 298 皆作 法正寺区 6月19日前後 17

1242 苅田町 298 宮座
12月10日前
後

6

1243 吉富町 337 乾衣祭 小犬丸 8月6，7日

八幡古表神社では4年に1度の8月に夏季大祭として放生会が行われ,傀儡子により国指
定重要無形民俗文化財である「細男舞・神相撲(くわしおのまい・かみすもう)」が奉
納される。この細男舞を舞う傀儡子に着せる神衣(着物)を奉納・虫干しする神事が乾
衣祭である。毎年,子どもの健やかな成長や病気平癒等の様々な願いが込められた神衣
が奉納される。神社には,中津藩主から奉納された神衣31枚を含めた約1000枚が保存さ
れており,当日は虫干しされた神衣で社殿は鮮やかに彩られる。また,替物行事として
牛替えクジが行われており,景品として昭和30(1955)年頃まで本物の子牛2頭が送られ
ていたが,現在は神牛像となっている。

19,22

1244 吉富町 337 御神幸 小犬丸 9月21日

八幡古表神社の鎮座を記念した大祭で,神輿を先頭に各区の太鼓1０基に傘鉾を仕立て,
太鼓や笛,チャンガラの囃子をしながら町内の氏子圏内を巡行する。途中,八幡古表神
社発祥の地とされ奥の院である皇后石(高さ1.2ｍ,周囲4.6ｍの巨石)で神幸祭を行って
いる。

2,29,32

1245 吉富町 337
献水神事と
水占い

土屋 10月14日 第4章,第3節,31「献水神事・水占い」 参照。 11

1246 みやこ町 300
権現座まつ
り

下河内 1月13日 蔵王権現社氏子で行う豊作・雨乞祈願。 6

1247 みやこ町 300 山ノ神祭り 上矢山 2月7日 集落内に祀る小祠(山ノ神)の祭礼。 6

1248 みやこ町 315 百手まつり 犀川帆柱 2月11日 産土神・大山祇神社の冬季祭礼。 24

1249 みやこ町 311
神願祭の弓
射

国分 2月11日 産土神・豊津神社創祀に有縁の神願座による豊穣祈願祭。 24

1250 みやこ町 305 権現祭
犀川下伊
良原岩屋
河内

3月第3日曜
日

集落鎮守・鷹窟権現社の祭礼。神願座・百手神事等古様を残す神事。 6

1251 みやこ町 310 獅子祓い 徳永
4月19日前後
の日曜日

産土神・五社神社の春の氏子家祓。 26

1252 みやこ町 301
大原神社神
幸祭

上久保
4月第1土,日
曜

産土神・五社神社の春季神幸祭。 32

1253 みやこ町 300
若宮八幡神
社神幸祭

勝山河内 5月2，3日 産土神・若宮八幡神社の春季神幸祭。 32

1254 みやこ町 313
生立八幡神
社山笠

犀川本庄
5月第2日曜
を最終日と
する3日間

犀川総鎮守・生立八幡宮の春季神幸祭。 2

1255 みやこ町 301 水神祭 大久保 6月 田植期に際しての順天・雨水祈願。 6
1256 みやこ町 301 英彦山参拝 上野 9月15日 大火旧事に因む火伏の代参祈願。 33
1257 みやこ町 316 円座餅つき 節丸 10月7日 宇都宮氏の豊前入部の故事再現の祭。 5
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1258 みやこ町 316 九日祭 節丸 10月7日 宇都宮氏の豊前入部の故事再現の祭。 5
1259 みやこ町 300 神送り 長川 10月29日 産土神を出雲へお見送りする神事。 1
1260 みやこ町 300 神送り 岩熊 10月29日 産土神を出雲へお見送りする神事。 1
1261 みやこ町 301 神送り 上野 10月29日 産土神を出雲へお見送りする神事。 1
1262 みやこ町 301 神送り 御手水 10月29日 産土神を出雲へお見送りする神事。 1
1263 みやこ町 301 神送り 下久保 10月29日 産土神を出雲へお見送りする神事。 1
1264 上毛町 333 どんど焼 各地区 1月中旬 1
1265 上毛町 334 どんど焼 各地区 1月中旬 1
1266 上毛町 335 どんど焼 各地区 1月中旬 1
1267 上毛町 336 どんど焼 各地区 1月中旬 1

1268 上毛町 334
松尾山のお
田植祭

西友枝
4月19日直前
の日曜日

修験道最大の祭である「松会行事」のうち「田行事」が継承されたもの。神前で稲作
の一連の所作を行い,五穀豊穣を祈る。現在は,天下泰平を祈る勇壮な鉞舞や長刀舞な
どの刀行事や獅子舞が復興されており,毎年4月19日直前の日曜日に開催される。

17,33

1269 上毛町 336 とべら祭り 垂水 7月7日

昔は鶏鳴より近郷の者が参詣し,里人の苦木(とべら)の枝を売るのを買い,持ち帰って,
門の戸に挿せば疫病の災を避けられると伝えられる。昭和の初めまで,下毛,中津,豊前
地区からの参詣が多かったが,今は少ないものの,社務所にはとべらの枝は用意されて
いる。

15

1270 築上町 322
知恵の文殊
大祭

下日奈古 2月25日
毎年2月25日に日奈古文化公園内の文殊堂で文殊祭りが行われ,地区の住民がお経を上
げてお祭りをする。戦前は文殊祭りの費用を捻出する「文殊田」があったが,農地改革
でなくなった。現在は,餅つきを始め,すべてを下日奈古地区で運営している。

37

1271 築上町 317
知恵の文殊
大祭

伝法寺 2月25,26日
あらゆる教えを説く仏として知恵を司る菩薩と言われる「文殊菩薩」の,年に1度の御
開帳日に行われるお祭り。毎年2月25日,26日の2日間にわたり開催され,初日の昼頃に
は総勢約20名で練り歩く「武者行列」が行われる。

37

1272 築上町 321
榊山神事(初
卯祭)

湊 2月初卯

「榊山(さかきやま)神事」は2月の初卯の日に執り行われる初卯祭で,前後に担ぎ棒を
付けた台に神籬(かむろぎ)を立て,これを奉じて村内をねり歩き,榊の木を幣として巡
幸する。氏子の家ではこの日,赤飯を炊いて祝う。なお,2月初卯は「八幡神発現の日」
であるとされ,この榊山神事は八幡神創祀の最も原始的形態を留める神事ではないかと
考えられている。

2

1273 築上町 321
おんだうえ
祭り

湊 5月18日
5月18日,湊の浜で苗の形に五色の旗を立てて祝詞を上げ,その御幣を海に流して豊作を
祈る。流した御幣を拾って家の神棚に祀る。

2,17

1274 築上町 317 岩戸楽 伝法寺 5月4，5日

春の神幸祭の神輿の発輿と御旅所(おつき)の時に天下泰平,五穀豊穣を祈願して奉納さ
れる。大人の囃子方は円陣の中で笛と口上を奏上する。子どもの舞方は円陣を組みな
がら,鉦打ち,締太鼓を叩く花楽,頭楽が2人で,衣装は青布の鉢巻,白の浄衣に草鞋,ヘラ
の繊維の腰簑,5本の御幣飾りを背中に立てて舞う。

17

1275 築上町 321 神幸祭 湊
5月第2土,日
曜日

5月の湊地区の神幸祭では神輿の後に御神車と山車(踊り車)がお伴し,車の上で芝居が
催される。金富神社は聖武天皇の神亀元(724)年豊前守男人,藤井連毛が勅を奉じて宇
佐小倉山に神殿造営の命で築城郡安岐之水戸(湊)の金富の岡に神幸されることになり,
社殿を建立した。創祀の頃は矢幡と呼ばれ,次いで湊八幡,絹富八幡,金富八幡と変わ
り,今日では金富神社と呼ばれるようになった。2月の初卯の日,榊山神事という特殊神
事が行われる。

2,29,32

1276 築上町 321 夏越祭 湊 7月 15

1277 築上町 317 盆綱 伝法寺 8月14日
大人と子どもがカヅラで作った綱を引き合いナタで切り,子どもがその綱を藪に隠す
と,大人が探し出し,3回引き合う。地獄に落ちた者を引き上げるという意味があり,村
が3人になるまで続けると願掛けしたと言われている。

10,19,3
0

1278 築上町 323 弓祭り 上り松
2月第1日曜
日

家内安全,五穀豊穣を祈願して行われる。輪番制で座元の引き受けをし,弓と矢を作り,
矢を放つ。

8,10,17
,24

1279 築上町 322 弓祭り 上日奈古
2月第1日曜
日

家内安全,五穀豊穣を祈願して行われる。輪番制で座元の引き受けをし,弓と矢を作り,
矢を放つ。流鏑馬ともいう。

8,10,17
,24

1280 築上町 317 午まつり 伝法寺 12月初午

元和5(1619)年,岩戸見神社に奉納された「つなぎ馬の絵馬(町指定有形民俗文化財)」
を祭神に,毎年旧暦霜月初午の日に祭典を行う。行事内容は,宮司が窯を掃き清めた
後,6～8升の御ごく(御飯)を炊き,24個のお椀に盛って祭神である絵馬に供える。この
24膳は1年の季節の節目が24季あることに由来する。また,ヒキダンゴ(うるち米を粉に
して団子にしたもの)や野菜を供え,祭典を行う。神前へは山野のもののみ供え,海川の
ものは決して供えない。祭典終了後,参拝者は神饌物で直会をする。

5

1281 築上町 318
円座餅搗行
事

下香楽
12月第1日曜
日

秋祭の神饌の餅を搗く時に,「われも,われも」と大勢がありあわせの棒で搗いたのが
始まりと言われ,正徳6(1716)年には既に行われていた。祭前日に地願座が,当日は子ど
も座,本座を終えて餅つきが始まる。しめこみ姿の男衆が唄に合わせ,1番臼(鏡餅1と小
鏡餅12),2番臼(空臼),3番臼(12束の新藁を入れた鏡餅と小鏡餅)を搗き,神前に供え
る。残った餅は無病息災と安産のお守りとして参集者にふるまわれる。餅搗きの間に
は臼練りとい勇ましい臼の奪い合いが行われる。

17

1282 築上町 319
船迫地区高
木神社神幸
行事

船迫 5月3日
船迫・高木神社で毎年5月3日に開催。担ぎ手の装束が烏帽子を被り,白い狩衣を身に纏
い,草鞋履(わらじばき)という古式に則ったものであり,大変貴重。

8,32

1283 築上町 318
大まつり子
どもの座(霜
月祭り)

袈裟丸
12月第1土曜
日

組内の子ども達を招いて飯,汁,坪(煮物等を入れたもの)と「串刺し」を出す。串刺し
は,竹串に野菜等の山のものと昆布などの海のものを刺したもので,前日から子どもの
数だけ準備している。串には,上から順に,りんご,みかん,まんじゅう,里芋,ゴボウ,ニ
ンジン,レンコン,コンニャク,昆布,めざしが刺されている。山と里,海の恵みに感謝を
するという意味がある。

5,17

1284 築上町 321 夏越祭 高塚 7月25日 茅の輪くぐりや高塚楽(町指定無形民俗文化財)が行われる。 15

1285 築上町 322
おこぼさん
(大師堂祭)

上岩丸 4月21日
弘法大師窟で4月21日の大師堂祭の日に白餅,ヨモギ餅や山菜などを接待する。弘法大
師窟は岩丸六田の山中にあり,天然の岩肌に岩窟を彫り,様々な石仏が安置されてい
る。天明8(1788)年,摂津国大阪の行者「浄海和尚」の創建と言われている。

37
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飯
食
ら
い
」
を
中
心
に
―
」『
福
岡
大
学
研
究
部
論
文
集 

人
文
科

学
編
』Vol.5  No.6

　
福
岡
大
学

庄
内
町
誌
編
集
委
員
会
　
一
九
六
六
　『
庄
内
町
誌
』

新
宮
町
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
二
　『
相
島
民
俗
調
査
の
ま
と
め
』　
新
宮
町

誌
編
纂
室

新
宮
町
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　『
新
宮
町
誌
』　
新
宮
町

新
宮
町
地
域
協
働
課
編
　
二
〇
二
一
　『
新
宮
町
町
勢
要
覧
』　
福
岡
県
新
宮
町

新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
　
刊
行
予
定
　『
祈
り
と
ま
つ
り
』　
宗
像
市

新
修
志
摩
町
史
編
集
委
員
会
　
二
〇
〇
九
　『
新
修
志
摩
町
史
』
下
巻
　
志
摩
町

親
和
会
・
平
原
公
民
館
　
一
九
九
五
　『
平
原
地
区
の
行
事
』

末
吉
武
史
　
二
〇
一
二
　「
小
倉
山
小
蔵
寺
跡
（
熊
野
神
社
観
音
堂
）」『
脊
振
山

系
の
山
岳
霊
場
遺
跡 

背
振
山
・
雷
山
・
怡
土
七
ヶ
寺 
第
二
回
九
州
山
岳
霊
場
遺

跡
研
究
会
資
料
集
』

西
南
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
民
俗
学
研
究
会
編
　
一
九
八
二
　『
西
南
学
院
大

学
民
俗
調
査
報
告
第
一
輯
』　
西
南
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
民
俗
学
研
究
会

添
田
町
教
育
委
員
会
　
一
九
七
二
　『
英
彦
山
の
民
俗
』
一
三
八
～
一
五
〇

添
田
町
史
編
纂
委
員
会
　
一
九
九
二
　『
添
田
町
史 

下
巻
』

大
日
本
神
祇
会
福
岡
県
支
部
　
一
九
四
四
　『
福
岡
県
神
社
誌
』
上
巻
　

大
日
本
神
祇
会
福
岡
県
支
部
編
　
一
九
八
八
（
一
九
四
四
）　『
福
岡
県
神
社
誌
』　

防
長
史
料
出
版
社

大
平
村
誌
編
集
委
員
会
　
一
九
八
六
　『
大
平
村
誌
』

武
内
寅
男
（
宇
美
八
幡
宮
宮
司
）　
一
九
一
五
　『
福
岡
縣
神
社
誌
料
調
書
』

　「
十
二
月
十
八
日
　
例
祭
　
　
　
年
中
最
大
祭
ナ
リ

　
古
例
ア
リ
、
此
日
朝
八
ツ
半
時
淊
々
太
鼓
ヲ
打
テ
バ
邑
内
ノ
荘
者
一
斉
ニ
境
内

　
ニ
集
ル
、
此
處
ニ
赤
裸
ト
ナ
リ
、
寒
風
ヲ
冒
シ
、
炬
火
ヲ
翳
シ
、
兼
テ
準
備
シ

　
ア
ル
氏
子
中
ヨ
リ
奉
納
ノ
和
稲
（
約
半
俵
）
ヲ
大
桶
ニ
谷
ノ
大
川
ニ
舁
キ
行
キ
、

　
此
處
ニ
テ
神
職
修
祓
ノ
式
ヲ
行
ヒ
、
一
仝
急
湍
ニ
入
ッ
テ
禊
ス
、
米
ヲ
淅
グ
事
　

　
七
度
濯
グ
事
七
度
終
ッ
テ
再
ビ
掛
声
勇
シ
ク
境
内
ニ
向
フ
、
此
間
約
一
時
間
ナ

　
リ
、
季
ハ
師
走
ナ
リ
處
ハ
高
山
之
渓
谷
ナ
リ
而
モ
毎
年
今
夜
雪
ヲ
見
ル
、
寒
風

　
膚
ヲ
刮
リ
、
薄
氷
石
ヲ
包
ミ
流
水
宛
然
氷
ト
怪
シ
マ
ル
ヽ
時
、
数
十
ノ
裸
身
河

　
中
ニ
跳
ル
、
喚
聲
闇
ヲ
破
ッ
テ
響
キ
、
博
撃
自
ラ
起
ル
、
激
沫
迸
リ
白
煙
立
昇

　
ル
実
ニ
壮
観
ナ
リ
、
近
郷
竒
ト
シ
此
夜
男
女
此
山
村
ニ
集
マ
リ
、
両
岸
人
ヲ
以

　
テ
満
サ
ル
宜
ナ
リ
、
観
者
渾
身
ノ
血
ノ
湧
ク
ヲ
覚
ユ
、
暫
テ
境
内
ニ
着
シ
、
炬

　
火
ヲ
薪
ニ
遷
シ
飯
ヲ
炊
キ
、
身
体
之
暖
ヲ
取
ル
、
漸
ク
ニ
シ
テ
我
ニ
帰
ル
、
此

　
清
浄
ナ
ル
蒸
飯
出
来
上
レ
バ
、
御
食
三
膳
ニ
盛
ル
、
其
法
強
イ
テ
之
ヲ
高
ク
シ

　
テ
止
マ
ズ
遂
ニ
顛
頂
ノ
崩
壊
ス
ル
ヲ
見
テ
翌
年
ノ
吉
凶
禍
福
ヲ
ト
シ
、
其
方
向

　
ニ
当
ッ
テ
旅
セ
ズ
婚
セ
ズ
諸
事
ヲ
謹
ム
、
須
臾
テ
是
ヲ
神
前
ニ
献
シ
、
一
仝
此

　
處
ニ
黎
明
ヲ
待
チ
、
種
々
ノ
供
物
ヲ
奉
リ
テ
大
祭
ヲ
行
フ
、
今
ニ
盛
ナ
リ
、
古

　
来
此
式
ニ
加
ハ
ル
者
一
年
中
無
病
息
災
ナ
リ
ト
テ
老
幼
モ
奮
ッ
テ
赴
ク
モ
ノ
多

　
シ
」

高
崎
幸
誠
　
一
九
八
五
　『
久
戸
郷
土
史
』（
私
家
版
）

高
崎
幸
誠
　
一
九
八
八
　『
郷
土
吉
武
一
部
の
記
録
』（
私
家
版
）

高
崎
幸
誠
　
一
九
九
一
　『
氏
神
八
所
宮
参
拝
の
あ
れ
こ
れ
』（
私
家
版
）

高
崎
幸
誠
　
一
九
九
二
　『
氏
神
八
所
宮 

第
一
の
神
鐘
里
帰
り
の
経
緯
』（
私
家
版
）

高
田
茂
廣
　
一
九
八
七
　『
浜
辺
の
子
供
た
ち  

学
校
が
遊
び
場
だ
っ
た
こ
ろ
』　
海
鳥
社

田
川
市
史
編
纂
委
員
会
　
一
九
七
九
　『
田
川
市
史
下
巻 

民
俗
編
』

田
川
郷
土
研
究
会
編
　
二
〇
〇
〇
　『
川
渡
り
神
幸
祭  

福
岡
県
に
お
け
る
川
渡
り

神
幸
行
事
調
査
報
告
書
』

太
宰
府
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
四
　『
鷽
替
神
事
―
太
宰
府
市
無
形
文
化
財
調

査
報
告
書
』

太
宰
府
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
六
　『
鬼
す
べ
―
太
宰
府
市
無
形
民
俗
文
化
財

調
査
報
告
書
』

田
主
丸
町
誌
編
集
会
編
　
一
九
九
六
　『
田
主
丸
町
誌 

第
二
巻
ム
ラ
と
ム
ラ
び
と
』
上

筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　『
筑
後
市
史
』
第
一
巻
　
筑
後
市

筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
八
　『
筑
後
市
史
』
第
三
巻
　
筑
後
市
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筑
紫
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
九
九
　『
筑
紫
野
市
史
』　
下
巻

筑
紫
豊
　
一
九
八
二
　『
金
印
の
ふ
る
さ
と
　
志
賀
島
物
語
』
改
訂

筑
穂
町
　
二
〇
〇
三
　『
筑
穂
町
誌 

』　
下
巻

筑
穂
町
誌
編
集
委
員
会
　
二
〇
〇
三
　『
筑
穂
町
誌
』

筑
豊
水
産
組
合
編
　
一
九
一
七
　『
筑
豊
沿
海
志
』　
筑
豊
水
産
組
合

鎮
西
村
　
一
九
六
三
　『
鎮
西
村
誌
』

堤
伝
　
一
九
六
八
　『
近
世
以
降
柳
川
地
方
干
拓
誌
』　
九
州
干
拓
協
会

津
屋
崎
町
史
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　『
津
屋
崎
の
民
俗
第
一
集
』　
津
屋
崎

町
史
民
俗
調
査
報
告
書

津
屋
崎
町
史
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
八
　『
津
屋
崎
の
民
俗
第
二
集
』　
津
屋
崎

町
史
民
俗
調
査
報
告
書

鶴
久
二
郎
編
　
一
九
七
〇
　『
久
留
米
藩
謡
曲
全
集
解
説
』
鶴
久
二
郎

靏
理
恵
子
　
一
九
八
六
　「
綱
引
き
の
民
俗
―
九
州
地
方
の
事
例
を
中
心
に
―
」

『
日
本
民
俗
学
』
一
六
三

東
峰
村
教
育
委
員
会
　
二
〇
二
一
　『
東
峰
村
文
化
財
記
録
保
存
　
岩
屋
神
社
薦

替
え
の
神
事
記
録
保
存
』

東
峰
村
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
七
　『
岩
屋
神
社
遺
跡
』

鳥
栖
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
九
　『
鳥
栖
市
誌 

第
五
巻 
生
活
民
俗
編
』

戸
畑
市
教
育
委
員
会
　
一
九
五
六
　『
戸
畑
祇
園
大
山
笠
』

豊
津
町
誌
編
纂
委
員
会
　
一
九
八
五
　『
豊
津
町
誌
』

豊
津
町
史
編
纂
委
員
会
　
一
九
九
八
　『
豊
津
町
史 

下
巻
』

中
田
考
一
　『
風
浪
宮
宮
乙
名
由
來
記
』
私
家
版
（
出
版
年
不
明
、一
九
七
九
年
か
）

福
岡
縣
三
潴
郡
役
所
編
　
一
九
二
五
　『
福
岡
縣
三
潴
郡
誌
』
福
岡
縣
三
潴
郡
役
所

中
野
等
　
一
九
九
六
　「
近
世
有
明
海
の
海
浜
干
拓
」『
近
世
有
明
海
沿
岸
干
拓
資

料
調
査
―
福
岡
県
古
文
書
調
査
報
告
書
―
』　
福
岡
県
立
図
書
館

永
松
敦
　
一
九
九
一
　「
正
月
七
日
の
火
焚
き
行
事
と
呪
符
」『
福
岡
市
博
物
館
研

究
紀
要
』
創
刊
号
　

西
日
本
文
化
協
会
編
　
一
九
八
四
　『
福
岡
県
史 

民
俗
資
料
編 

ム
ラ
の
生
活
』
上

巻
　
福
岡
県

西
日
本
文
化
協
会
編
　
一
九
八
八
　『
福
岡
県
史 

民
俗
資
料
編 

ム
ラ
の
生
活
』
下

巻
　
福
岡
県

西
日
本
文
化
協
会
編
　
一
九
八
八
～
一
九
九
五
　『
福
岡
県
史
　
近
代
史
料
編
　

福
岡
県
地
理
全
史
』　
一
～
六
巻

直
方
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
七
八
　『
直
方
市
史 

下
巻
』　

野
沢
龍
　
二
〇
〇
二
　『
日
本
の
獅
子
舞
（
Ⅰ
）』
第
17
回
国
民
文
化
祭
と
っ
と
り

2002

ア
ジ
ア
獅
子
舞
大
会
参
考
資
料

博
多
祇
園
山
笠
振
興
会
　
一
九
七
五
年
　『
博
多
山
笠
記
録
』

博
多
湾
西
部
地
区
伝
統
文
化
総
合
支
援
実
行
委
員
会
　
二
〇
〇
八
　DVD

『
石
釜

の
ト
ビ
ト
ビ
』

杷
木
町
史
刊
行
委
員
会
　
一
九
八
一
　『
杷
木
町
史
』

八
丁
島
御
供
納
保
存
会
（
編
）　
二
〇
〇
六
　『
八
丁
島
に
伝
わ
る
御
供
納
』（
私
家
版
）

花
山
院
親
忠
　
一
九
六
〇
　「
獅
子
舞
に
流
れ
て
い
る
も
の
」　『
佐
賀
県
文
化
財

調
査
報
告
書
第
九
集
』　
佐
賀
県
教
育
庁
社
会
教
育
課

濱
田
仁
・
木
村
光
子
　
二
〇
一
一
　「
民
俗
藻
類
学
の
旅 

筑
前
国
・
志
賀
海
神
社

の
歩
射
祭
と
ガ
ラ
モ
」『
藻
類
』
五
九
　
日
本
藻
類
学
会
　

原
田
準
吾
　
一
九
八
五
　『
我
等
の
枝
光
』

原
尻
秀
樹
　
二
〇
一
八
　『
長
崎
の
ジ
ャ
オ
ド
リ
と
筑
後
の
大
蛇
山
』
海
鳥
社

久
野
隆
志
　
二
〇
一
〇
　「
海
の
祭
り
」『
福
岡
の
祭
り
』
一
四
一
頁
　
海
鳥
社

久
山
町
誌
編
纂
委
員
会
　
一
九
九
六
　『
久
山
町
誌
』

秀
村
選
三
　
一
九
八
一
　「
柴
藤
家
年
中
行
事
」『
近
世
福
岡
博
多
史
料
』
三
六
五
　

西
日
本
文
化
協
会

平
井
武
夫
　
一
九
三
四
　『
福
岡
県
郷
土
芸
能-

民
間
演
芸 

』　
巻
二

平
松
秋
子
　
二
〇
一
四
　『
八
所
宮
の
お
く
ん
ち
』（
私
家
版
）

広
川
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八
六
　『
ひ
ろ
か
わ
の
郷
土
史
』

風
浪
宮
サ
イ
ト
　「
火
清
鳴
弦
御
祈
祷
　
斎
行
　（
令
和
３
年
４
月
２
３
日
～
２
５

日
）」、https://w

w
w.ofurousan.or.jp/new

s/000059.php

（
二
〇
二
一
年
五

月
一
六
日
ア
ク
セ
ス
）、

深
野
敏
一
編
　
一
九
七
二
　『
相
島
』　
戸
畑
中
央
高
等
学
校
郷
土
部

福
岡
県
教
育
委
員
会
　
一
九
六
二
　『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
二
十
四
集

福
岡
県
　
二
〇
〇
六
　DVD
『
志
式
神
社
の
早
魚
神
事
』　（
株
）
Ｒ
Ｋ
Ｂ
映
画
社
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福
岡
県
企
画RKB

映
画
社
制
作
　
二
〇
〇
九
　DVD

『
廣
田
八
幡
宮
神
幸
祭
　
ど

ん
き
ゃ
ん
き
ゃ
ん
』

福
岡
県
田
川
農
業
改
良
普
及
所
　
一
九
八
四
　『
生
活
誌
「
村
の
く
ら
し
」』

福
岡
市
　
二
〇
二
二
　『
令
和
四
年
公
称
町
別
　
世
帯
数
及
び
人
口
（
日
本
人
の
み
）』

https://w
w

w.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/10782/1/2022m
achibetsu.

xlsx福
岡
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
文
化
課
　
一
九
七
三
　『
伝
統
芸
能
』

福
岡
市
教
育
委
員
会
編
　
一
九
八
八
　『
福
岡
市
の
文
化
財
（
無
形
文
化
財
・
有

形
無
形
民
俗
文
化
財
）』

福
岡
市
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
　
二
〇
一
一
　DVD

『
博
多
の
千
灯
明
と
辻

祈
祷
』　

福
岡
市
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
　
二
〇
一
四
　DVD

『
ウ
シ
サ
マ
―
家
々
の

収
穫
祭
―
』

福
岡
市
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
　
二
〇
一
四
　『
福
岡
市
に
お
け
る
獅
子
祭

り
の
分
布
と
現
状
に
関
す
る
調
査
報
告
書
（
城
南
区
・
早
良
区
・
西
区
編
）』

福
岡
市
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
　
二
〇
一
五
　『
福
岡
市
に
お
け
る
獅
子
祭

り
の
分
布
と
現
状
に
関
す
る
調
査
報
告
書
（
東
区
・
博
多
区
・
中
央
区
・
南
区
編
）』

福
岡
市
史
編
集
委
員
会
編
　
二
〇
一
二
　『
新
修
福
岡
市
史 
民
俗
編
一 

春
夏
秋

冬
・
起
居
往
来
』　
福
岡
市

福
岡
市
史
編
集
委
員
会
編
　
二
〇
一
五
　『
新
修
福
岡
市
史 

民
俗
編
二 
人
と
人
び

と
』　

福
岡
市
立
北
崎
小
学
校
百
年
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
八
〇
　『
北
崎
小
学
校
百

年
誌
』　
福
岡
市
立
北
崎
小
学
校

福
岡
県
筑
前
海
沿
岸
漁
業
振
興
協
会
編
集
　
一
九
九
八
　『
福
岡
市
漁
村
史
』　
福

岡
市
漁
業
協
同
組
合

NHK

福
岡
放
送
局
郷
土
資
料
調
査
委
員
編
　
一
九
五
六
　『NHK

福
岡
放
送
局
郷

土
資
料
調
査
委
員
報
告
』
四
一

福
原
敏
男
　
二
〇
一
八
　「
来
訪
神
行
事
に
お
け
る
贈
与
互
酬
性
」
保
坂
達
雄
・

福
原
敏
男
・
石
垣
悟
『
来
訪
神 

仮
面
・
仮
装
の
神
々
』　
岩
田
書
院

福
間
裕
爾
　
二
〇
二
一
　「
南
筑
後
の
大
蛇
山
」
植
木
行
宣
監
修
『
山
・
鉾
・
屋

台
の
祭
り
研
究
事
典
』　
思
文
閣
出
版

福
持
昌
之
　
二
〇
〇
一
　「
奴
振
り
の
芸
態
」『
民
族
藝
術
』
一
七

福
持
昌
之
　
二
〇
一
六
　「
祭
礼
行
列
に
伴
う
「
奴
振
り
」
の
分
布
状
況
―
日
本

奴
行
列
研
究
会
の
収
集
資
料
の
成
果
も
加
え
て
―
」『
観
光
研
究
論
集
　
大
阪
観

光
大
学
観
光
学
研
究
所
年
報
』
一
五

豊
前
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
二
　『
豊
前
市
の
文
化
財
―
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道

―
』

豊
前
市
制
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
　
二
〇
〇
六
　『
ぶ
ぜ
ん
の
祭
り
』　

豊
前
市
史
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
九
一
　『
豊
前
市
史
』
下
巻
　

豊
前
市
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
協
議
会
編
　
二
〇
〇
一
　『
豊
前
の
民
俗
芸
能
』　

二
瀬
町
誌
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
六
三
　『
二
瀬
町
誌
』

宝
珠
山
村
誌
資
料
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
二
　『
宝
珠
山
村
誌
資
料
』

宝
珠
山
村
誌
刊
行
委
員
会
編
　
二
〇
一
〇
　『
宝
珠
山
村
誌
』　
東
峰
村

星
野
村
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　『
星
野
村
史 

文
化
財
民
俗
編
』

穂
波
町
　
一
九
六
九
　『
ほ
な
み
町
誌
』

古
野
清
人
　
一
九
四
〇
　「
筑
前
宗
像
の
宮
座
資
料
」　『
民
族
学
年
報
』
二
　
三
省
堂

古
野
清
人
　
一
九
七
〇
　『
農
耕
儀
礼
の
研
究
―
筑
前
宗
像
に
お
け
る
調
査
―
』　

東
海
大
学
出
版
会

平
凡
社
　
二
〇
〇
四
　『
日
本
歴
史
地
名
大
系
四
一 

福
岡
県
の
地
名
』

牛
原
賢
二
編
　
一
九
七
五
（
初
出
一
九
四
一
）　『
前
原
町
誌
』　
文
献
出
版

松
村
利
規
　
一
九
九
七
　「
福
岡
市
早
良
区
石
釜
の
ト
ビ
ト
ビ
」『
福
岡
市
博
物
館

研
究
紀
要
』
第
七
号 

三
原
恕
平
編
輯
（
田
坂
大
藏
校
訂
）　
一
九
八
〇
　『
筑
前
国
福
岡
区
地
誌
』　
文
献
出

版み
や
こ
町
　『
福
岡
県
指
定
文
化
財
「
生
立
八
幡
神
社
山
笠
行
事
」（
生
立
八
幡
宮

神
幸
祭
）』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

宮
地
邦
雄
　
一
九
六
一
年
「
小
呂
島
に
於
け
る
部
落
祭
祀
」『
宗
教
研
究
』　
三
五

巻
四
号

宮
田
町
教
育
委
員
会
　
一
九
九
五
　『
宮
田
町
祭
り
行
事
の
い
ま
む
か
し
』　

宮
武
省
三
　
一
九
四
三
　 
「
筑
後
酒
見
風
浪
神
社
と
串
柿
う
り
」『
九
州
路
の
祭
儀
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と
民
俗
』
三
元
社

み
や
ま
市
史
編
集
委
員
会
編
　
二
〇
一
九
　『
み
や
ま
市
史
　
通
史
編
　
上
巻
』　

み
や
ま
市
史
編
集
委
員
会
編
　
二
〇
二
〇
『
み
や
ま
市
史
　
通
史
編
　
下
巻
』　

民
俗
藝
術
の
会
編
　
一
九
三
〇
　「
筑
前
鞍
手
郡
山
口
の
お
獅
子
様
」『
民
俗
藝
術
』

第
三
巻
第
一
号

宗
像
市
史
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
九
六
　『
宗
像
市
史
通
史
編
四 

美
術
と
建
築
／

民
俗
』

宗
像
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
地
域
づ
く
り
企
画
委
員
会
編 

二
〇
一
四
　『
伝
承
行

事
を
守
り
続
け
る
平
等
寺
』

森
弘
子
　
二
〇
一
六
　「
鬼
す
べ
の
歴
史
」『
太
宰
府
市
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報

告
書
　
鬼
す
べ
』

森
弘
子
　
二
〇
一
六
　「
北
部
九
州
の
海
の
祭
り
」『
季
刊 

悠
久
』
第
一
四
四
号
　

森
山
邦
人
・
光
安
欣
二
　
一
九
八
一
　『
志
賀
島
の
四
季
』　
九
州
大
学
出
版
会

夜
須
町
史
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
九
一
　『
夜
須
町
史
』

柳
川
市
　
二
〇
一
四
　『
広
報
や
な
が
わ
』　
　
　
　
　

柳
川
市
　
二
〇
一
六
　「
二
月
一
日
年
の
数
だ
け
回
っ
て
厄
を
払
う
両
開
下
八
丁

地
区
『
龍
神
宮
わ
ら
大
人
形
祭
』」『
広
報
や
な
が
わ
』（
二
〇
一
六
三
月
一
日
）

柳
川
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八
二
　『
柳
川
の
文
化
財
』
第
二
集
　

柳
川
市
編
　
二
〇
〇
二
　『
新
柳
川
明
証
図
会
』　

柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
　
二
〇
〇
四
　『
柳
川
の
民
俗
概
観
』

柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
　
二
〇
一
二
　『
柳
川
の
民
俗
概
観
』
Ⅱ
　

柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
　
二
〇
〇
一
　「
九
　
第
九
扱
所
村
誌
」　『
柳
川
市
史
　

史
料
編
一
』　

柳
川
市
　
二
〇
一
四
　「
中
島
と
祇
園
祭
り
」　『
広
報
や
な
が
わ
』（
二
〇
一
四
年

七
月
一
五
日
）

山
内
公
二
　
二
〇
一
七
　『
新
京
築
風
土
記
』　
幸
文
堂
出
版

山
内
昌
和
　
二
〇
〇
〇
年
　「
福
岡
県
小
呂
島
漁
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る

世
帯
再
生
産
メ
カ
ニ
ズ
ム
」『
地
理
学
評
論
』　
七
三
巻
一
二
号

山
田
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
八
六
　『
山
田
市
誌
』

大
和
町
史
編
纂
実
務
委
員
会
編
　
二
〇
〇
一
　『
大
和
町
史
　
通
史
編
　
』
下
巻
　

大
和
町
昔
ば
な
し
編
集
委
員
会
編
　
一
九
八
八
　『
大
和
町
む
か
し
ば
な
し
』
大
和
町

山
中
耕
作
　
一
九
九
〇
　「
沖
詣
り
―
福
岡
県
大
川
市
大
字
酒
見
風
浪
宮
―
」『
西

南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
』
第
五
巻
第
一
号

山
野
の
楽
保
存
会
記
録
『「
規
約
」（
明
治
丗
三
年
、
昭
和
十
六
年
、
昭
和
丗
一
年
）

文
献
資
料
、
奏
楽
実
演
資
料
綴
』
作
成
年
代
不
明

行
橋
市
史
編
纂
委
員
会
編
　
二
〇
〇
六
　『
行
橋
市
史
』
下
巻

吉
武
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
　
二
〇
〇
八
　DVD

『
八
所
宮
お
く
ん
ち
』

吉
富
町
教
育
委
員
会
編 

一
九
八
六
『
吉
富
町
の
文
化
財
』

吉
富
町
教
育
委
員
会
資
料 

二
〇
二
〇 『 

献
水
神
事
の
次
第
要
項
資
料
』

吉
富
町
文
化
財
協
議
会 

一
九
八
四
『
吉
富
文
化
』
第
二
号

吉
富
町
役
場
編 

一
九
五
五
『
福
岡
県
築
上
郡
吉
富
町
誌
』　

吉
永
禺
山
編
　
一
九
五
三
　「
和
布
刈
神
事
の
話
」『
門
司
郷
土
叢
書
』　
第
六
編

雑
誌
一
　
門
司
郷
土
会

中
山
主
膳
編
　
一
九
六
三
　「
和
布
刈
神
社
記
録
」『
門
司
郷
土
叢
書
』　
門
司
郷

土
会
　

若
宮
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
二
〇
〇
三
　『
若
宮
町
誌
』
下
巻

渡
辺
次
郎
　
一
九
九
七
　『
羽
高
』

Grapard, Allan. 2016. M
ountain M

andalas: Shugendō in Kyushu. New
 

York: Bloom
sbury Academ

ic.
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章 節 タイトル 写真キャプション 写真情報
巻頭図版① ― ― 玉せせり（福岡市） 福岡県撮影
巻頭図版① ― ― 鷽替え（太宰府市） 森弘子撮影
巻頭図版① ― ― ホンゲンギョウ（宇美町） 森弘子撮影
巻頭図版② ― ― 鬼すべ（太宰府市） 森弘子撮影
巻頭図版② ― ― 畑のどんど焼き（豊前市） 中内華奈撮影
巻頭図版③ ― ― 嫁ごの尻叩き（春日市） 森弘子撮影
巻頭図版③ ― ― 石釜のトビトビ（福岡市） 福岡市提供
巻頭図版④ ― ― 相島の恵比寿祭り（新宮町） 樫村拓男撮影
巻頭図版④ ― ― 歩射祭（福岡市） 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
巻頭図版⑤ ― ― 大飯喰らい（糸島市） 森弘子撮影
巻頭図版⑤ ― ― 和布刈神事（北九州市） 和布刈神社提供
巻頭図版⑥ ― ― 藁の大人形（柳川市） 福岡県撮影
巻頭図版⑥ ― ― 粥占（福岡市） 福岡県撮影
巻頭図版⑦ ― ― 英彦山神宮御潮井取り（添田町・行橋市） 福岡県撮影
巻頭図版⑦ ― ― 御田植祭（豊前市） 栗燒憲児撮影
巻頭図版⑧ ― ― 山誉め祭（福岡市） 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
巻頭図版⑧ ― ― 沖詣り海神祭（大川市） 福岡県撮影
巻頭図版⑨ ― ― 叶院千灯明（福岡市） 福岡県撮影
巻頭図版⑨ ― ― 風旗（八女市） 亀崎敦司撮影
巻頭図版⑨ ― ― 久富の盆綱曳き（筑後市） 福岡県撮影
巻頭図版⑩ ― ― 大浜流灌頂（福岡市） 河口綾香撮影
巻頭図版⑩ ― ― 流灌頂（大任町） 福間裕璽撮影
巻頭図版⑪ ― ― 動乱蜂（久留米市） 森弘子撮影
巻頭図版⑪ ― ― ヒョウカリライ（福岡市） 福岡県撮影
巻頭図版⑫ ― ― 筥崎宮神幸行事（福岡市） 筥崎宮提供
巻頭図版⑫ ― ― 志賀海神社神幸行事（福岡市） 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
巻頭図版⑬ ― ― 福吉神幸祭（糸島市） 福岡県撮影
巻頭図版⑬ ― ― 八所宮神幸行事（宗像市） 末松剛撮影
巻頭図版⑭ ― ― 平等寺の宮座（宗像市） 須永敬撮影
巻頭図版⑭ ― ― 能古島白髭神社のおくんち（福岡市） 須永敬撮影
巻頭図版⑮ ― ― 薦替え（東峰村） 内野嗣昭撮影
巻頭図版⑮ ― ― 献水神事・水占い（吉富町） 長谷川清之撮影
巻頭図版⑯ ― ― どんきゃんきゃん（みやま市） 河口綾香撮影
巻頭図版⑯ ― ― はやま行事（福岡市） 須永敬撮影
巻頭図版⑰ ― ― 山人走り（豊前市） 栗燒憲児撮影
巻頭図版⑰ ― ― 亥の子（苅田町） 長谷川清之撮影
巻頭図版⑰ ― ― おしろい祭（朝倉市） 福岡県撮影
巻頭図版⑱ ― ― 御供納（久留米市） 福岡県撮影
巻頭図版⑱ ― ― ウシサマ（糸島市） 福岡市提供
巻頭図版⑲ ― ― 白糸の寒みそぎ（糸島市） 福岡県撮影
巻頭図版⑲ ― ― 川まつり（嘉麻市） 福岡県撮影
巻頭図版⑳ ― ― 生立八幡宮神幸祭（みやこ町） 福岡県撮影
巻頭図版⑳ ― ― 糸田祇園祭（糸田町） 福岡県撮影
巻頭図版㉑ ― ― 風治八幡宮川渡神幸祭（田川市）福岡県撮影
巻頭図版㉑ ― ― 小呂島祇園山笠（福岡市） 福岡市提供
巻頭図版㉒ ― ― 前田祇園山笠（北九州市） 福岡県撮影
巻頭図版㉒ ― ― 江浦祇園祭（みやま市） 福岡県撮影
巻頭図版㉓ ― ― 黒崎祇園山笠（北九州市） 福岡県撮影
巻頭図版㉓ ― ― 今井祇園祭（行橋市） 福岡県撮影
巻頭図版㉔ ― ― 中島祇園祭（柳川市） 福岡県撮影

巻頭図版及び文中写真出典
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章 節 タイトル 写真キャプション 写真情報
巻頭図版㉔ ― ― 三池祇園社祭礼行事（大牟田市）福間裕爾撮影
巻頭図版㉕ ― ― 苅田山笠（苅田町） 福岡県撮影
巻頭図版㉕ ― どろつくどん（柳川市） 福岡県撮影
第四章 第三節 玉取祭 写真一～三

写真四
𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
福岡市博物館提供

第四章 第三節 ホンゲンギョウ 写真一、二 森弘子撮影
第四章 第三節 鬼すべ・鷽替え 写真一～五 森弘子撮影
第四章 第三節 畑のどんど焼き 写真一～三 中内華奈撮影
第四章 第三節 嫁ごの尻叩き 写真一 森弘子撮影
第四章 第三節 石釜のトビトビ 写真一～二 福岡市提供
第四章 第三節 相島の恵比寿祭り 写真一～九 田中久美子撮影
第四章 第三節 歩射祭 写真一～七 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
第四章 第三節 百手祭り・大飯喰らい 写真一～四 森弘子撮影
第四章 第三節 和布刈神事 写真一

写真二～四
和布刈神社提供
吉田扶希子撮影

第四章 第三節 藁の大人形 写真一、二 田中久美子撮影
第四章 第三節 粥占 写真一～四 福岡県撮影
第四章 第三節 英彦山神宮御潮井取り 写真一～六 福岡県撮影
第四章 第三節 御田植祭 写真一～五 栗燒憲児撮影
第四章 第三節 山誉め祭 写真一～四 吉田扶希子撮影
第四章 第三節 沖詣り海神祭 写真一～六 田中久美子撮影
第四章 第三節 叶院千灯明 写真一～三 森弘子撮影
第四章 第三節 風旗 写真一～五 亀崎敦司撮影

第四章 第三節 久富の盆綱曳き
写真一
写真二、三
写真四、五

小林勇作撮影
田中久美子撮影
福岡県撮影

第四章 第三節 流灌頂（福岡市） 写真一～三 河口綾香撮影
第四章 第三節 流灌頂（大任町） 写真一～三 長谷川清之撮影
第四章 第三節 動乱蜂 写真一、二 森弘子撮影
第四章 第三節 ヒョウカリライ 写真一～四 田中久美子撮影
第四章 第三節 筥崎宮神幸行事 写真一～三 筥崎宮提供

第四章 第三節 志賀海神社神幸行事
写真一
写真二～四

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
小林憲吾（志賀海神社氏
子総代会長）

第四章 第三節 福吉神幸祭 写真一～八 須永敬撮影
第四章 第三節 八所宮神幸行事 写真一～四 末松剛撮影
第四章 第三節 平等寺の宮座 写真一～八 須永敬撮影
第四章 第三節 能古島白鬚神社のおくんち 写真一～一五 須永敬撮影
第四章 第三節 薦替え 写真一～五 内野嗣昭撮影
第四章 第三節 献水神事・水占い 写真一～五 長谷川清之撮影
第四章 第三節 どんきゃんきゃん 写真一～九 河口綾香撮影
第四章 第三節 はやま行事 写真一～八 須永敬撮影
第四章 第三節 山人走り 写真一～三 栗燒憲児撮影
第四章 第三節 亥の子 写真一～四　 長谷川清之撮影
第四章 第三節 おしろい祭 写真一～三 森弘子撮影
第四章 第三節 御供納 写真一～一〇 須永敬撮影
第四章 第三節 ウシサマ 写真一 福岡市提供
第四章 第三節 白糸の寒みそぎ 写真一～四 森弘子撮影
第四章 第三節 川まつり 写真一～五 福岡県撮影

巻頭図版及び文中写真出典
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要 約

　福岡県教育委員会が平成 30年度から令和５年度にかけて実施した福岡県「祭り・行事」

調査事業の報告書である。事業の遂行にあたっては、福岡県「祭り・行事」調査委員会を

設置し、指導・助言を受けた。詳細調査及び報告書執筆は、委員・専門調査員・市町村文

化財行政職員・事務局が行った。

　詳細調査については、福岡県内各地に存在する祭り・行事のうち、委員会の承認を受け

た代表的な４０件を対象として行い、その結果を記録した。また、特論として、福岡県で

代表的な行事である「祇園山笠」と「獅子祓・獅子廻」を収録した。
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